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阪神@談路大震災復興誌
[第8香] の発行によせて



1995年 1 月 17 日 午前 5 時46分、 一 瞬 に し て 多 く の 尊 い命 を 奪 っ
た 阪神 ・ 淡路大震災か ら 9 年以上の歳月 が経過 し ま し た 。

こ の 問 、 多 く の 方 々 の 誌か い ご支援の も と 、 私 た ち は成熟社会
に ふ さ わ し い 「創造的復興」 を 成 し 遂 げ よ う と 力 を あ わせて懸命
な 努力 を 続 け て き ま し た 。 そ の結果、 被災地全体 の 人L1が震災前
を 上 回 る な ど、 復興は着実 に 進 ん で い ま す。

し か し な が ら 、 被災地 に 目 を 向 け る と 、 高齢者 の生活再建や地

域 コ ミ ュ ニ テ イ の再生な ど、 残 さ れ た 課題 も 多 く 、 兵庫県で は震
災10毘 年で あ る 2005年 (平成17年) を 目 標年次 と し た 「坂神 ・ 淡路
震災復興計画 最終 3 か年推進 プ ロ グ ラ ÄJ を 策定 し 、 創造的復
興への ラ ス ト ス パ ー ト に 向 け全力 を あ げて取 り 組んで い ま す。 ま
た 、 震災援10年 間 の 成果 や 課題 を 総括的 に検証 し 、 今後の震災 に
対す る 減災、 復興 に活かす た め の提案 を 行 う た め の作業が兵産県

や神戸市等で行わ れ て い る と こ ろ です。
こ の よ う な 状況 の 中 、 昨年 4 月 26 日 に は 「阪神 ・ 淡路大震災記

念 人 と 訪災未来セ ン タ ー」 の 二期施設で あ る 「 ひ と 未来館」 が
オ ー プ ン し ま し た 。 こ の施設 は 、 阪神 ・ 淡路大震災 に よ っ て 再認
識 し た 「 い の ち の尊 さ 」 と 「 共 に 生 き る こ と のす ば ら し さ 」 を 考
え 、 学ぶ こ と を 目 的 と し て建設 さ れた も の です。

今後は 、 セ ン タ ー が持つ実践的 な 調査研究や広域支援、 人材育
成 な どの様々 な 機能 を 十分 に 生かす と と も に 、 「ひ と 未来館」 に
集積 し た 国際的 な 防災関係機関等 と も 連鳴 を 図 り な が ら 、 私 た ち
があ の震災で学 ん だ教訓 を 世界 に !PJけ て発信 し 、 人 々 の安全 と 安
心 に 向 け た取 り 組み を さ ら に進め て ま い り ま す。

さ て 、 兵庫県 と 神戸市 を は じ め被災10市10軒 に よ っ て設立 さ れ
た 当協会で は 、 阪神 ・ 淡路大震災か ら の復 旧 ・ 復 興状況や震災か
ら 得 ら れた様々 な 教訓 を 踏 ま え 、 広 く 情報発信 し 、 後世 に伝 え て

い く こ と を 自 的 と す る 「坂神 ・ 淡路大震災復興誌」 の作成 を 行 っ
て い ま す。

こ の 「 阪神 ・ 淡路大震災復興誌[第 8 巻JJ は、 2002年 4 月 か ら
2003年 3 月 に至 る ま での 1 か年 を 対象 に し て 、 既存資料や;叡材 を
も と に 可 能 な 限 り 客観的 な 復興の過程 を 記録 し た も の です。

本書が大 い に 活用 さ れ る こ と を 期 待 い た し ま す と と も に 、 皆様
の さ ら な る ご支援 と ご協力 を 賜 り ま す よ う お願 い 申 し ヒ げ ま す。

2004年 3 月 31 日

財団法人 阪神 ・ 淡路大震災記念協会理事長貝/浮(蒐久

コ
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トjoh一一竺一一;月31日三七の出来事

2002年(平成14年)

(註) 0イ ン フ ラモ与の復旧 ー復興
大文化財等の復旧 ・ 復興
。住宅復興関係の出米事
※生活復興関係のl1l来事
っその他の主要な出来事

4 月 I 日( 月 ) I 神戸、 アフガニスタ ン 、 ニューヨークの子どもたちの絵画 を 畏示し、 アフガ
ン 難民へのメ ッ セージ入りサ ッ カーボール を 集め る 'KOBEから友情のキ ッ ク
オフ~アフガ ン 、 NYの子どもたちの心を むすぴつないで」 がフェニ ッ クスプ
ラザ (神戸市中央区)で閉幕する

神戸製鋼所は所内 に建設した「神鋼神戸発電所」 の営業運転を開始する
0県が整備してきた高速大容量の情報通信網「兵庫情報ハイ ウェイ Jが稼働す
る

神戸市は、 特別養護老人ホームへの入所基準を申込順から必要度順に改め る
2 日(火 g神戸市西須磨地区の都市計画道路 を めぐり、 地元住民でつ く る 「天神町 3

4 ・ 5了呂 ま ちづ く り協議会」 が住民案 を ま とめ 、 神戸市公務課に提出する
午後 1 時53分頃、 淡路島西側 を震源にM3.3の地震が発生す る 。 西淡町、 南

淡町で震度 2
3 日(水) I 全国の地方自治体が保有する 施設の うち、 1981年の新建築基準以前 に建てら

れ耐震性が懸念 さ れ る ものはお万2，000棟あり、 その74% に 当 た る 19万4，000棟
が耐震診断 を 済 ま せていないことが総務省消防庁の耐震化委員会の報告書で分
かる

生 日( 木 ，県立美術館 ( 愛称 芸術の館)Jが完成、 記念式典が行われ る
北淡町の町震災記念公園に高 さ 37メートルの風力発電施設が完成、 同公圏 に

電力供給を 始め る
5 日(金 帝国データバ ン ク神戸支庖が今 日 発表した肌年度の県内の企業倒産は875

件で過去最悪となる
トラ ッ クなど商用中古車の取り扱い台数としては国内最大規模となる オーク

ショ ン 会場が、 神戸港の摩耶埠頭で営業 を 始め る
6 日(土) I '県立美術館 ( 愛称 芸術の館)Jが神戸東部新都心にオープ ンする

午前 1 時57分頃、 愛媛県南予地方を震源 にM4.8の地震が発生す る 。 松野町
で震度 4

人と防災未来セ ン ター に 、 全国から83校、 約7，800人の修学旅行の予約が入っ
ている ことが分かる

7白( 日 ) I g震災復興の土地区画整理事業が進 む六甲道駅北地区で、 住民の提案を 叡り入
れて設計 さ れた「 ま ちかど広場J 3 か所が完成し、 「広場びらき」 の式典が聞
かれる

8 日( 月 ) I 全国で初めて環境防災科が新設 さ れた県立舞子高校では、 同科の 1 期生40人
を 含む320人が入学する

9 日(火) I 0県は、 公共事業の実施計画「社会基盤整備の基本方針 フ。ログ、ラムJを 発表
する

その時。全記録 9 



2002年(平成14年)

今後10年間 に実施 を 計画してい る 11:意向以上の事業計2，000か所 を すべて公
表

阪急電鉄、「宝塚ファミリーラ ン ド J(宝塚市) と「神戸ボートピアラ ン ドJ(神
戸市中央区) からの経営撤退を 発表する

政府の中央防災会議の専門調査会は、 東海地震の地震防災対策強化地域につ
いて、 新た に 名古震市など 5 都県96市町村を加え、 さ ら に34市 町村 を 追加す る

人と防災未来セ ン ターで、 展示物の説明や震災体験 を 見学者 に語る ボラ ン
ティア登録の総数が今 日 ま でに 143人 になる

(財) 阪神・淡路大震災記念協会の新理事長 に前兵庫県知事の貝原俊民氏が
就任す る ことが今 日 ま で に内定す る

11 日(木) I (Þ) ]R新長 田駅南地区で進 む震災復興再開発事業で、 神戸市は大橋6丁目など
の「第2 B地底J( 5ヘクタール) の事業計画変更を決定する

出(金) I 近畿地方整備局は、 神戸港 を はじめとした近畿の港湾 空港の 国 際競争力を
高 め る ための主要施策 を ま とめた「近畿港湾空港長期構想、」 を発表する

午前 8 時30分頃、 アフガニスタ ン 北部でM5.8の地震が発生す る
間(土) I 阪神 淡路大震災の慰霊碑など を 訪ね歩き、 震災体験や教訓を 語り継 く 「震

災モニュメ ン ト交流ウオークJが間保 さ れる
15 日( 月 ) I 文部科学省は、「知的クラスター (集積) 創成事業」 に 、 神戸地域など全国12

地域 を 選 ん だと発表す る
く〉人と防災未来セ ンターが報道関係者 に公開 さ れる

同(水) I 神戸市は、 閉館した阪神 淡路大震災の復興支援施設「フェニァクスブ。ラザ」
がサ ッ カーワール ドカ ッ プの情報発信拠点として25 日 にオーブ ン す る と発表す

る O 名 称は 'KOBEサボーターズヴィ レ ッ ジ」
間(金) I 神戸市が発表す る 2001年の市内への観光客数は約2，738万人で前 年比9%伸

び る
O神戸市と県、 神戸商工会議所でつ く る 神戸空港整儒推進協議会は、 民間の専
門家 7 人 を加えた「エアポートセールスチーム」 を設置す る こと を決め る

20 日(土) I 路上に花びらを 敷き詰めて巨大な絵 を描 く 「 イ ン フイオラータこ うべ2002J
が ]R三ノ宮駅東の「あじ さ い通り」で始 ま る
。皇太子ご夫妻が、 人と防災未来セ ン ター開舘記念式典などに出席 さ れ る た め 、
約 4 年ぶり に 来県 さ れ る

21 日( 日 ) I '夢きず、なフ。ロジ、エクト」の一つ、 「野遊び、夢広場事業」がハーパーラ ン ド
のはねつこ広場で開催 さ れ る

下 町 を 繕 う路地の役割について考える 「路地あそびフェスタ! Jが長田区の
本庄、 長楽町周辺で開かれ る
く〉人と訪災未来セ ンターの開館記念式典が行われ る

同セ ン ター隣で、 震災の犠牲者 を 慰霊す る モニュメ ン トが除幕 さ れ る
22l::l ( 月 ) I 0人と防災未来セ ン ターの内覧会が開催 さ れ る

'KOBEから友情のキ ッ クオフ~ アブガ ン 、 NYの子どもたちの心 を むすび
つないでJ展が閉幕する

出(火) I 人と防災未来セ ン ターの開設記念シ ン ポジウムがHAT神戸の県立美術舘で
開かれる

10 その日寺。全記録

神戸東部新都心 に 事務所 を 置 く 災害対策機関 が連携協力 を 目指す「国際防
災・人道支護協議会Jに向け、 第1自発起人会議が人と防災未来セ ン ターで行
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われる
問(水) I ※ 宝塚市と都市碁盤整備公団が阪急仁川駅前で進めてい る 震災復興再開発 ビル

「 さ らら仁川IJの北館が完成し、 南館の 一部とともにオープ ン す る
25 日(木) I ビ デオレ ン タル底 'TS口AYAJ を展開す る 業界最大手のカルチユ ア コ ン

ピニエン ス・クラブは、 民事再生j去の適用 を受けた家電量販庖の星電社を スポ
ン サーとして支譲する 方針 を固め る

港湾関連団体や労働組合でつ く る 「 よ みがえれ神戸港推進委員会Jは港の活
性化に向けて10項目の提言 を ま とめ る

26 日(金) I 神戸市は、 神戸空港の需要について、 国で新たな方法が篠立 さ れればあらた
めて予測し直す考えを 示す

阪神電鉄は「阪神パーク甲子関住宅遊園」 を 2003年 3 月 末 に閉園する と発表
する

27  f3 (土 o人と防災未来セ ン ターがオープ ン す る
ボ、ラ ン ティア143人が主主録する
阪神電鉄は JR三ノ宮駅前と神戸市中央区の神戸東部新都心中心部 を結ぶ直

通シャトルパスの運行 を 始め る
午前 2 時10分頃、 グアム南西 を震源にM7.2の地震が発生す る 。

28 日( 日 ) I 午前時的頃、 奈良県 を震源川4.3の地震が発生す る 。 奈良、 京都で震
震 2

30 f3 (火) I 県は、 4 月 1 日 現在の県の推計人口 を悶 万3，231Aと発表す るo 震災被災地
10市10lllTの合計は358万6，761人で震災度前 をド回る
0国土交通省が航空需要予測の新たな手法の開発 に乗り出したこと を受け、 神
戸市は30 日 ま でに 、 この手法 を使って神戸空港の需要予測を やり直す方針 を決
め る

5 月 1 日(水) I 神戸市が 'W杯神戸市事故警戒本部」 を設置する
労働福祉事業団の「未払い賃金建て替え払い制度Jで、 昨年度の兵庫県内の

支払額、が過去最高の約 7信、5千万円 に 上 る ことが分かる
2 f3 ( 木) 1 人と防災未来セ ン ターの図体予約が 2 日 ま で に 2 万 6千人 を超えたことが県

の ま とめで分かる
開館から 5 月 1 日 ま での入場者数は計4，964人

3 日(金) I 0神戸空港島と対岸のボートアイ ラ ン ド 2 期 を結ぶ空港連絡構の建設工事が始
l ま る

5 日( 日 ) I 兵庫県立コウノトリの郷公園で、 国の特別天然記念物コウノトリのひな一羽

がふ化し、 総飼育数が100羽 になる
7 日(火) I 神戸市は、 ゴールデ ンウィーク期需中の市内の主要観光施設の利用状況など

l を ま とめ る
8 日(水) I 100年以上の歴 史 を誇 る 歴 史的遺産である 兵庫運河を 生かした ま ちづ く り を

進 め よ うと「兵庫運河の夢を実現する 会」が発足す る
兵庫県の井戸敏三知事と岡山県の石井正弘知事は、 県境 を ま たぐ課題やプロ

ジ、エクト を めぐって岡山県庁で会談し、 瀬戸大橋や明石 海峡大橋の特別通行料
金の期限延長について、 共同で固 に働きかけてい く ことで一致する

神戸市と NPO '六甲山と市民のネ ッ トワーク (RC N ) Jは、 六甲山の遊休保

その時。全記録 1 1  
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9 日(木)

10 EI (金)

11日(土)

12日(臼)

を借り受け、 芸術文化活動の舞台 として再活用する計画を正式発表する

神戸、 明石両市は、 共通の課題について話し合う「都市行政協議会」に防災

専門部会を新設し、 神戸市役所で初会合を開く

県は、 県民参画型の公募債「第I回兵庫県民債」を募集する
街角音楽祭「新開地ミュージックストリート2002Jが11・12日 と開かれる

NPO '六甲山と市民のネットワーク (RCN)J運営の施設がオーブンする

神戸ウイングスタジアムで大規模事故などを想定した警備・防災総合訓練が

行われる

午前10時29分頃、 岩手県内陸南部を震源にM5.2の地震が発生する。 室根村ー

で震度4

神戸市 と社会福祉法人「プロップステーション」は神戸ファッションマート

(神戸市東瀧毘) でILet'sユニバーサル・シティ KOBE フォーラム200む

を聞く

間(月) I 第 2 回日本一台湾ライフライン地震防災ワークショップが神戸大学で始まる

国土交通省は13日までに大都市部の郊外で宅地を大量に開発・供給してきた

これまでの宅地対策を抜本的に見直す方針を固める

アパレル、 食品などのファッション産業関連企業が、 神戸ブランド再興への

具体策を練る「生活文化産業再構築戦略会議」の初会合が市内で開かれる

14日(火) I JA 兵庫六甲は、 同市西区を対象に、 農産物 と引き換えられる地域通

'KOBEたべもの通貨」を導入する構想、を明らかにする

神戸市は14日までに、 平成13年中の人口動向をま とめる。 6 月には 6 年 3 か

月ぶりに人口が150万人を回復する

日本と台湾の関係者が集まり、 震災時のライフラインの確保などについて研
究成果を報告する「日本一台湾ライフライン地震防災ワークショップ」が神戸
大学で開かれる

間(水) I 午後O時46分頃、 台湾付 近を震源にM6.9の地震が発生する。 沖縄県与那国

島で震震 3

0姫路市北部で計画中の播磨空港について、 住民アンケートで半数以上が「必

要なしりと屈答していることがわかり、 兵庫県は15 Bまでに、 200 3年度から始

まる国の第8次空港整備計画への記載を要請しない方針を固める

16日(木) I cg県は県議会震災復興特別委員会で、 住宅所有者から年額2，000円程度の負担

金を徴収し、 再建の際に一律600万円を支給する「定額負担・定額支給」方式

の被災者住宅再建支援制度を県独自の試案 として示す

県は16日までに、 大規模地震の発生直後に必要な救助要員数、 救援物資量な

どを推計できる全国初の「災害対応支譲システム」を開発する

問(金) I 第32回神戸まつり」が開幕する

国の文化審議会の答申で、 県内から 4 か所 9 件が国の登録文化財に選ばれる

悶(土) I 第32回神戸まつり」のイベントのひ とつ、「はつひ。いひろば」が兵庫区の

湊川公園を中心に開かれる

市内81Kで区まつりが聞かれる

近畿地区・アマチュア無線非常通信ネット (KEN) が三木市の三木 ホースラ

ンドパークのキャンブ場を拠点に訪災訓練を行う

19日(日) I 自然の中で絵を描き、親子 家族が触れ合う「第 3 回こころづくり絵画教室」

が淡路島東浦町の淡路夢舞台 で開催される

12 その待。令記録
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20日(月)

21日(火)

昔ながらの 遊び道具を作るなどして交流を図る「聖子あそび、夢広場事業」が神

戸ハーパーランドで開寵される

「第32田神戸まつり」のメーン行事「おまつりパレード」が神戸三宮 と元町

論帝 で繰り広げられる

' NPOと神戸市の協働研究会」の今年度第l回公開フォーラムが難豆大和

田Iの「サポートステーション灘 っと守いの家」で開かれる

0神戸市都市計画審議会は、 神戸空港へのアクセス経路となる ボートライナー

の延伸などの議案を承認する

2 4日(金) I '三田青空美術場 ほんまちアートフィールド2002Jが三田市三田町の 木町

通りセンター街で開かれる

阪神・淡路大震災を自分の言葉 で語り伝える ボランティア匝体「グループ

117Jのメンバーたちが、 人と防災未米センターで修学旅行中の中学生に体験

を語る

25日(土) I '身 近な自治の 仕組みをどうつく るか」をテーマに、 市民団体の 代表と行政

担当者が話し合う「第 3 田西須磨タウンミーテイング」が須磨区の 月見山自治

会館で開かれる

山本通 3丁目の i白神戸移住センターに、 市民が芸術家 と知り合い、 作品や創

作に接して芸術を体感 できるアート空間である 'CAP HOUSEJがオープンす

る

26日(日) I 大かつて「神戸の初夏の 風物詩」 として毎年行われていた「 楠公武者行列」が

17年ぶりに行われる

兵庫県明石市の大蔵海岸で砂浜が陥没した事故で、 生き埋めになり意識不明

の 震体だった金 月美帆ちゃんが死亡する

人と防災未来センターの来館者が27，090人に上る

大限神・淡路大震災 で、被災した丈化財や歴史資料の救出活動を続けて きた「歴

史資料ネットワーク」が NGOとして発足し、 設立総会が開かれる

27日(月) I 医療産業都市構想の中核施設の一つ「トランスレーショナルリサーチ イン

ブオマティクスセンターJ( TRI、 臨床研究情報センター) の施設概要が国ま

る

神戸市営地下鉄海岸線の最大混雑率が、 西神山手線の半分にも満たないこと
が市交通局の調査で分かる

28日(火) I 神戸市は、 神戸経済特区研究会の第 2 回会合で、 医療産業都市の推進を軸と

した「先端医療産業特区」と、 神戸港の活性化を目指す「国|努みな と経済特医」

の 2 つの構想を示す

問(水 政府の地震調査研究推進本部が「地震危険震マップ」の試作版を作成、 公表

する

大規模災害に備えた防災体制などをテーマにした「地方公共団体の 危機管理

のあり方シン ポジウム」が県公館で聞かれる

30日(木) I 0阪神 淡路大震災寵後の西宮市長の行動を伝えるメモや、 災害対策本部の議

事録を収録した「西宮現代史第 2巻」が発売される

31日(金) I '訪災士制度推進委員会J(会長 貝原俊民前兵庫県知事) は、「防災士制度J

を 来春までに発足させることを決める

0井戸兵庫県知事は、 播磨空港について200 3年度から始まる 屈の第8次空港整

その時。全記録 13 
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儒計画に申請しない方針を表明する

明石市大蒔海岸の砂浜臨没事故に絡み、 海岸の埋め立て地護岸部に設置され

た防砂板に、 被れたような損傷が見つかっていたことが分かる

6 月 1 日(土) I NPO (非営利組織) などの支援 交流拠点「ひょうごボランタリーフ。ラザJ

が、 神戸市中央区に仮オーブンする

2 日(臼) I 住宅の耐震化を推進しよう と、「木造住宅の耐久 耐震性 と欠陥住宅 問題を

考える市民の集い」 が神戸クリスタルホールで開かれる

3 B (月) I 特定非営利活動促進法に碁づくNPO法人として、「ひょうご被害者支設セン

ター」 など14団体が県に認証される

く〉県は、 ポートアイランド 2 期を対象とした先端医療産業特l乏など 5 つの特区

構想、の素案をまとめる

4 日(火) i 村井仁防災担当相は閣議で2002年版防災白書を報告、 了承される

5 日(水) I 神戸市須磨区の南 落合校区防災福祉コミュニティは、 5 日までに防犯対策を

強化するため民間の警備会社と委託契 約を結ぶ

く〉サ ッカー・ワールドカ ップのロシアーチュニジア戦が神戸ウイングスタジア

ムで行われる。 神戸では初の試合

「災害譲護資金」 の借り手を対象にしたアンケート で、 半数 近くの人と防災

未来センターが震災後に失業するなど経済状態の悪化を訴えていることが市民

団体「阪神・淡路大震災救護・復興兵庫県民会議」 のまとめで分かる

午後 7時32分頃、 伊豆大島 近海を震源にM 3.8の地震が発生する。 東京都大

島町で震度 4

6 日(木 w杯取材のため、 来日中の海外の報道関係者が神戸市内を視察するツアーに

参加し、 人と防災未来センターなどを訪れる

7 日(金) I 神戸市各区で公募で選ばれた市民による「まち育てサボータ-Jのメンパー

が矢田神戸市長と話し合う

厚生労働省の2001年人口動態統計によると、 一人の女性が生涯に産む平均の

子どもの数 (合計特殊出生率) がl.3 3人と過去最低となったことが分かる

8 日(土) I '生きがいしごとサポートセンター神戸 (愛称 わーす) が神戸市長田区

若松町にオーブンし、 開設記念パーティーが開かれる

i帝国進裕明石市長は 8 日までに任期半ばで辞任する意向を囲める
問(月) I '災害復興ボランテイア活動補助事業」 で平成13年度分の補助金支給額が前

年度の約 6割に とどまる見通し であることが分かる

12日(水) I 神戸市中央区の 6 月l 日現在の推計人 口が震災夜前 (1995年 1 月 1 R) を

0.1 %上匝ったことが神戸市の調べでわかる

神戸市は12日までに、 2002年度の地域防災計画 改訂のため「神戸市防災会議

地震対策部会」を開き、 大規模火災時の避難先となる広域避難所のあり方を見

直すことを決める

14日(金 午前11時42分頃、 茨城県南部を震源にM5.2の地震が発生する。 水戸市など

14 その時。全記録

で震度 4

0兵庫県福祉のまちづくり条例の規則 改正が公布される。 10月 1 日施行

近畿農政局は14日までに、神戸、大阪、京都の中央卸売市場を対象にした ' 2001

年消費地水産物流通調査」 をまとめる
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16日(司) I r震災モニユメント交流ウオーク」が神戸市灘ほと中央区で開催される

新たなコミュニテイのあり方を考える「第 2回復興とまち映像祭Jが東京都

新宿区で聞かれる

昔ながらの遊びを通じ、 被災地の子ども と、 親や担父母の世代が交流を図る

下野あそび、夢広場Jが神戸市中央[Xのハーパーランドはねっこ広場で開催され

る

間(月) i 神戸ウイングスタジアムでサッカーワールドカッフ。の神戸最終戦であるブラ

ジル ベルギー戦が行われる

18日(火) I 来年放映の NHK 大河ドラマで、宮本武蔵が主人公 として取り上げられるのを

機に、 ゆかりのある捕磨地域など県内の観光PR を盛り上げよう と、 県内の市

町や商工会議所などが「ひょうご宮本武蔵ツーリズム協議会Jを設立する

「神戸経済特区研究会」は、 先端医療産業、 国際みなとの両経済特包構想、の

実現を図るため、 35項目の規制緩和や優遇税政策を盛り込んだ中間報告案をま

とめる

甲山の災害展」が人 と訪災未来センターで開かれる

附(水) I 神戸市垂水区の舞子タワーの撤去作業が始まる

与党の地震対策プロジェクトチームが南海・東南海地震に関する防災対策の

推進特別措置法案を衆議院に提出する

問(木) I <g r被災者住宅再建支援法J(仮称) の成立を目指す超党派の「自然災害から

国民を守る国会議員の会」は、 財源を国 と被災都道府県・市町村による全額公

費負担 とする法案骨子を承認する

21日(金) 阪神 淡路大震災で全壊した芦屋市の分譲マンション「芦居川アーバンライ

フ」をめぐり、 建て替えの主張が認められなかった12世帯が、 マンションを販

売した不動産会社「アーバンライフ」に対し、 区分所有法に基づく 時価での買

い取りを求めた訴訟の控訴審判決が大販高裁で言い渡される

聞は) I 午前7時附領、イランの首都テヘラン西部を震源にM6.3の地震が発生する。

県内の NPOの拠点 となる「ひょうごボランタ1)ープラザ」が神戸市中央|又

の神戸クリスタルタワー10階にオープンする

小中学生でつく る「ひよどり台妨災ジュニアチーム」は、 神戸市北区のひよ

どり台地域福祉センターで消火器の鈍い方を練習する

23日(日) I 神戸市長田区の新長田駅南地区に建てられた仮 設 ホール「アスタスクェアJ
が今夏に撤去される前に記念のコンサート「アスタマニアーナJを聞く

電子投票方式を全国で初めて採吊した県山県新見市の市長 ・市議両日選が投

開票される

「食のまち 長田」を にまちづく りを進める新長田駅南地区の西神戸

センター街が「ぽっかけカレー」の試食販売会を聞く

県立美術館「芸術の館」が、 4 月にオープンし今日までの69白馬で約26万人

が訪れる

間(月) I 神戸市防災会議は、 南海地震による津波対策を盛り込んだ川 年度防災計画

をまとめる

25 B (火 兵庫県は、 休職者らを公費でとl三 年間雇用する「緊急地域雇用就業機会創出事

業」の実施結果をま とめる。 2 年半で雇用者は13.000人を超える

兵庫県の経済・雇用政策を検証する「ひょうご経済・雇用再活性化プログラ
ム推進会議」が開かれる

その日寺。全記録 15 
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26日(水 Iみんなの屈・ 6 あしりが神戸・六甲アイランドにオープンする。 住民が自

主運営する「コミュニティー・ストア」という新たな試み

27日(木) I TMO (まちづく り事業者) の活動を支援するため今年 4 月、 TMO関係者

で結成した協同組合「テイエム・ネット」が神戸市内で「第1匝タウンマネー

ジ メントフォーラム」を開く

28日(金) I ' 耐震性に疑問」とされる建物が、 学校で全体の54. 3 %、 病院など医療機関

7 月I日(月)

2 日(火)

3 日(水)

5 日(金)

6 日(土)

7 日(日)

8 日(月)

12日(金)

13日(土)

16 その時。全記録

で 43.3 %に達することが国が初めて実施した地震対策の全国調査で明らかにな

る

神戸市は、 老朽化した市中央卸売市湯本場の再整備について、 長時企業の資

金や運営ノウハウを活用する PFI方式を導入する方針を明らかにする

ケミカルシュー ズ8杜が大丸、 阪急百貨屈と新作を共同開発する「オリジナ

ルブランド創造支援事業Jの内 覧会が、 神戸市長田豆のシュー ズプラザで開か

れる

神戸市は、 身体や知的樟害を持つ市民とその家族から日常生活に関する相談

を24 日寺間体制で受け付ける「障害者地域生活支援センター」を市内 3 か所にオー

プンする

人と防災未来センターで、 自治体やライフライン関係企業の職員らを対象に

した「災害対策専門研修マネジメントコース」の日程とカリキュラムが決まる

兵庫県は、 企業誘致を支援する産業集積条例で、 加西市や 豊岡市など 8 地区
の産業団地を「産業集積促進地区」に指定する

「雲仙岳災害記念館」が長崎県島原市にオープンする

中央防災会議の基本計画専門調査会は提言をま とめ、 公費での住宅再建支援

制度には否定的な見解を示す

※被災者自立支援金訴訟の空訴審判決が大阪高裁であり、 阪神・淡路大震災復

興基金側の控訴を棄却する

「神戸A経済特区研究会Jは、 神戸 ボートアイランドに医療関連企業を集める

「先端塁療産業特区構想」と、 六甲アイランドや三宮などに国際経済の拠点を

つく る「国際みな と経済特区J構想、をまとめる

「第5回全国リサイクル商屈指サミ ット神戸大会」が長田区の新長田勤労市

民センターで開かれる

兵庫県は、 第 2 回「兵庫県民積」を募集する

神戸市長田区の真野地区で 6 ・ 7目、「復興感一議jの集い」が開かれる

神戸市営地下鉄海岸線が開業 1周年を迎えるにあたり、 記念イベントを行う

「ひょうご地域通貨サミットJが篠山市の市立丹南健康福祉センターで開か

オLる

理化学研究所神戸研究所の「発生・再生科学総合研究センター」が神戸 ポー

トアイランド 2 期で関所式を開く

明石市の歩道橋事故で、「明石歩道橋犠牲者の会」は、 事故現場の歩道橋上

に慰霊碑「想 (おもい) の像」を設置する

民間活力による 'PFI方式Jで再建した国民宿舎「オテル・ド・摩耶」がオー

プン l周年を迎える
午後 9 時45分頃、 茨城県南部を震源にM 4.8の地震が発生するO 茨城県協和
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町などで震度4

15 B (月) I 兵庫県は15日までに、 障害者の起業や就業 雇用などの支援策について部局

を超えて庁内にプロジェクトチームを設置する

16日(火) I 神戸市中央区下山手通の神戸栄光教会の再建案が16 Bまでにま とまる

阪神・淡路大震災の復興土地区画整理事業が進む神戸市内11地区の住民のう

ち、 事業に満足しているのは 4割未満に とどまることが、 塩崎賢明神戸大教授

の調査で明らかになる

。阪神・淡路大震災で全半壊の被害を受けながら、 建て替えか補修かの方針が

決められずにいるマンションが 3 か所残っていることが、 兵庫県の調べで分か

る

午後 8 時10分頃、 京都府南部を震源にM 4.0の地震が発生する。 京都市中

区で震度 3

17日(水) I 区分所有法 改正要綱案の 原案が明らかになる

分譲マンシヨン建て替え要件は、 築30年以上 とする内容

神戸市長田区二葉町の丸五市場で、 セルフ方式の共 同スーパー「うまいもん

いち POTJを開く

18日(木) ※阪神・淡路大震災の被災中小企業を対象にした災害復旧貸付制度について、

政府系3 金融機関は取り扱い期間を 1 年間延長することを決める

神戸新開杜が、 明石市の歩道橋事故の負傷者を対象にアンケートを実施し集

計した ところ、 ほほ3 人にl人が、 事故のショックによる心身への影響が「い

まなお残っている」と回答する

間(金) I 0 I東南海 南海地震防災対策特別措置法」が成立する

阪神・淡路大震災復興基金は、 被災者自立支援金訴訟で上告を断念する方針

を:ためる

「明石歩道構犠牲者の会」が、 事故現場の朝霧歩道橋で慰霊碑の除幕式を行

つ
20日(土) I 神戸市東灘区で、 震災により犠牲 となった少女をしのぶイベント「ひまわり

ウオークJが行われる

兵庫県立美術舘で「めちゃめちゃえかき教室」 が聞かれる

む日(日 午前7 時 8 分頃、 奈良県南部を震源にM 3.6の地震が発生する。 下北山で震

度2

明石市歩道橋事故発生から丸一年を迎える

問(火) I I北東アジア地域自治体連合」の防災文科委員会の初会合が人と防災未来セ

ンターで聞かれる

2 4日(水) I 午前 5 時 5 分頃、 福島県 沖を震源にM5.8の地震が発生する。 福島県玉川村

で震度 4

26日(金) I 県内の告己破産の申立件数が2001年度約6，9叫に上ることが神戸地裁の調
ベで分かる

く〉医療制度改革関連法が成立するO サラリーマンの自己負担割合が来年 4 月か

ら 3割に

27日(土 長田区と東灘|支の商庖街が「カレー対決」を行う

28日(日 午後 8 時31分頃、 北海道十勝地方を震源にM5.0の地震が発生する。 静内町

で震度 3

29日(月) I 人と防災未来センタ一、 イラン北西部地震の被災地で現地調査する研究員 3

その時。全託銀 17 
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人を派遣する中央教育審議会、 奉仕活動の義務化を答申

公立小中学校の耐震診断実施率の 2割未満が27都道府県に上ることが丈部科

学省の調査で分かる

「新・まちづくりハウス」が灘区水道筋2丁目の畑原市場の空き市舗に開設

される

児章扶養手当制度が 改正される

神戸市長田区の「震災アーケードJの撤去作業が始まる

国税庁が路線舗を公表する

神戸・阪神間は下げ幅が縮小する

「第32囲みな とこうべ海上花火大会Jが開催される

住民基本台帳ネットワークシステムの運用が始まる

6 市区町が当面不参加
姫路セントラルパークの運営会社であるセントラルパークの債権を保有する

整理回収機構(RCC)が民事再生法を申請する

住碁ネット、 高砂市 で接続トラブルが発生する

大丸 と阪急百貨屈は、 神戸市内の中小ケミカルシューズメーカーの婦 人靴を

集めた売り場を開く

※被災10市101IlJが被災者に貸し出した「災害援護資金」で、 借受 人の死亡や自

己破産、 行方不明が約 7 %に上ることが「阪神・淡路大震災救護・復興兵庫県

の調査で分かる

人と防災未来センターや兵庫県が、 イランの紡災計画の策定に協力すること
が131:1らかになる

兵庫県は、県内企業の新製品や新サービスの冊究開発を資金面で支援する「新

産業創造プログラムJ(2002年度前期分)で17社を認定した と発表する

国連国i禁防災戦略のブリセーニョ事務局長は、 初の世界防災白書を発表する

「道の日」

住基ネットが稼働してから108までに16府県 で 3 4件のトラブルやミスが起き

ていたことが分かる

午後11時頃、 奈良県内を震源にM4.3の池震が発生する。 和歌山県新宮市な

どで震度2

米同時多発テロやア フガニスタンの空爆の遣問らが集う最後の交流会が神戸

市東灘区のレイン ボーハウスで聞かれる

「最寄りの駅やバス停に行く のが大変」という震災復興住宅のお年寄りの悩

みを解消しよう と、「週末 ボランテ イア」が垂水区名谷町 で、 バス停 と団地の

間を車で送迎するサーピスを試みる

99年8月のトルコ地震で救援活動にあたった神戸市職員 5 人が 3 年ぶりにト

ルコ毘内の被災地を訪れる

午前9時1分頃、 福井県嶺北地方を震源にM4.5の地震が発生するO 福井市な

どで震度4

人と防災未来センターで「夏休みこども防災ワークショップ」が開催される

※新長出駅南地亙で10棟日となる再開発ピル「アスタくにづか 2番館南棟」が

完成し、 完成式が行われる
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児童に よ る 「訪災探偵罰」が人と防災未来セ ン ターで結成 さ れ、 オリジナル
の防災マ ッ プ作りに 取り組む

20 日(火) I r臨床研究情報セ ン ターjの施設検討委員会は、 施設の概要や方向性など を
示した報一庁舎 を 神戸市長 に提出する

22 日(木 北海道栗山町で 日 本初の「地域通貨国際会議Jが開催 さ れ る
23 日(金 伊豆諸島三宅島の噴火災害で、 日 本損害保険協会は 「地震が 2 年間続いてい

る Jとする 超法規的解釈で島民に保険金を 支払 う方針 を決めていたことが分か
る

26 日( 月 ) I 兵庫県観光交流課は、 2001年度に県内を訪れた観光客数を 発表する
29 日(木) I く〉政府の中央防災会議は、 東海地震の警戒宣言が出た場合の全国 的な経済的影

を試算した結果 を 明らかにする
間会議は、 東海地震について、 初の政府レベルでの被害想定 を 公表する

30 日(金) I r地域団体活動専門委員会」の第1閉会合が県公舘で開催 さ れる
31 日(土) I 神戸市消訪局は、 「防災のつどいJ を 神戸市長田医のピフレホールで開催す

る
「市民救命士」の有資格者数が、 神戸市で全市民の 1割を 突破し、 人口比で

は全国 1位である ことが分かる

9 月 1 日( 日 )
I

防災の 日 」
兵庫県と淡路、 西播麿、 {ê.馬の各市町は、 初めて南海地震 に よ る 津波被害 を想
定した合同防災訓練 を 行 う

2 日( 月 ) I 神戸市は、 携帯電話 に降雨レーダーで観測した市内の降雨闘 を無料配信す
る サー ビス を 始め る

NPO法人として11団体が県 に認証 さ れ る
3 日(火) I 午前7時24分頃、 青森県東方沖を震源にM4.3の地震が発生す る 。 八戸で震度

2 
2004年度に開校する 兵庫県の新県立大学の学長 に 、 元大阪大学長の熊谷信昭

氏が就任する ことが内定す る
法制審議会が亘分所有法改正案要綱 を答申する
建て替え要{午は区分所有者らのr 5 分の 4 以上の賛成多数決議」だけで可能

とす る
阪神・淡路大震災で発生した火災で、 自宅 を 焼失した神戸市 兵庫区の住民が、

三井住友海上火災 を 相手に火災保険の支払い を求めた訴訟の判決が神戸地裁で
あり、 「地震免責条項は有効」として原告の請求を棄却す る

4 日(水 内需府「訪災功労者防災担当 大臣表彰」の表彰式が東京都内で行われ、 県内
では「三ツ星ベルト」神戸事業所と「 日 本災害救援ボラ ン テイア ネ ッ トワーク」
が選ばれる

5 日(木) I 0人と防災未来セ ン ターは、 トjレコ北西部地震の被災地 に調査団メ ンバーとし
て研究員 を 派遣す る 神戸市は 5 日 ま で に 、 神戸ポートア イ ラ ン ド 2 期地区の指
定地域に 進出する 医療関連企業に対し、 土地 を 10年嵩無償で貸与する 方針 を 決

6 日(金)
め る

JR東京駅前 に オープ ン す る 「丸の内 ビルデイ ン グ」 に靴のカワノと洋菓子

のユーハ イ ムが出庖す る

その日寺。会記録 19 
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震災直後から神戸の町の姿 を 定点観灘し、 J最影してきた大仁節子 さ んの作品
を 集めた 「仮神・淡路大震災復興への軌跡写真展」が神戸市勤労会館で聞かれ
る

7 日(土) i 県立美術館 「芸術の館」でゴソホ展が開催 さ れ る
国 際レスキューシステム研究機構は、 神戸市灘区の神大会館ホールで、 レス

キューロ ボ ッ ト研究者らに よ る 初の総会 を 聞 く
四(木)

I 
利用者向士で問題点など を 話し合 う 「公園ミーテイ ン グJが東灘区の横屋会

館で開催 さ れ、 約30人が参加する
※神戸市は 1 日 現在の同市の推計人口 を 発表す る O 長関匿の人口回復率は全 9
区で唯一80%台にとど ま り、 灘区の人口は震災前 を 上回る

14 日(土)
I 

緊急J性の高い人から特別養護老人ホームに 入所 さ せ る 新指針を 今春導入した
神戸市で、 6 月 末の入所待機者が2057人となり、 昨年12月 末の4211人から半減
したことが14 日 ま で に分かる

「震災モニユメ ン ト交流ウオークJが20回目 を 迎える
「神戸 よ さ こい ま つり」が閉幕する

日( 日 ) I 県立美術館で需かれてい る 「ゴツホ展」の日の来場者が8，296人 を 記録す
る

日( 月 )
I 

午前10時10分頃、 鳥取県中西部 を 震源 にM5.3の地震が発生す る 。 関金町で
震度 4

18 日(水) 甑神・淡路大震災の影響で、 西宮市民の半数近 く が転居していたことが18 日
ま でに明らかになる

兵庫県と神戸市は、 都市再生特別法 に 基づき、 「緊急整備地域」の指定 を 国
の都市再生本部 に申請す る

間(木 神戸市内の公立学校の耐震診断の実施率が6.2%にとと々 ま ってい る ことが分
か る

午前 9 時 3 分頃 、 鳥取県中西部 を 震源 にM4.0の地震が発生す る 。 関金町で
震度 3

20 日(金)
I 

防災科学技術研究所が三木市 に 建設している 「実大三次元振動破壊実験施設

( E デイフェンス)Jの実験棟内部が報道陣に 公開 さ れ る
兵庫県は、 緊急経済・躍用対策を 発表する

21 日(土)
I 

神戸市が小売業者の育成 を目的に開いている 「わらしべ塾事業」の第一 期塾

生が決 ま り、 塾生が開業す る 庖舗の開庖式が関かれ る
24臼(火) i 西宮市内の公立学校が耐震診断の結果、 校舎59棟の うち耐震性に問題がない

のはわずか 2 棟と診断 さ れていたことが分かる

25 日(水 NPO I国 際レスキューシステム研究機構」の研究開発拠点であ る 「神戸ラ
ボラトリー」がオープ ン す る
※長田区の新長出駅南地区で、 1 1棟目の再開発ピルとなる 「アスタ く にづか 6
番館北棟」が完成する

27 B (金 県立美術館 「芸術の舘」で開催中の 「ゴ ッ ホ展」の来舘者が10万人を 突破す
る

30 日( 月 ) I 兵庫県は災害復興公営住宅など に 入置す る 住民のコミュニテイ状況 を 把握す
る ため 、 「団地カルテ」 を 作成す る こと を 目的 に 計 3 万戸の住民 に ア ン ケート
を 実施す る

20 その待。全記録

「災害対策専門研{丸が人と防災未来セ ン ターで始 ま る
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小泉改造内閣が発足する 。 鴻池祥肇参院議員が訪災・構造改革特豆担当相に
就任

間1 日(火) I 大昨年9月 に閉館した! 日県立近代美術館が県立美術館王子分館「原出の森ギヤ
ラリー」としてリニューアルオープ ンす る

2 日(水)

4 日(金)
7 日( 月 )
9 日(水)

10 日(木)

13 日( 日 )

14 日( 月 )

※阪神・淡路大震災復興基金が、 被災者自立支援金の支給要件 を 緩和したこと
に伴い、 神戸市など被災10市10町は追加申請の受付 を 始め る O 初 日 の受付件数

は31件、 問い合わせは624件に 上 る

阪神・淡路大震災高速倒壊訴訟が結審する
70歳以上の高齢者の医療費窓口負担が変わる
国交省の都市景観大賞が発表 さ れ、「美しい ま ちなみ大賞」に神戸市兵庫|友・

松本地豆の「せせらぎ歩道」が選ばれる
※「被災者復興支援会議illJは、 県などへ11項目の提案を 発表す る

神戸市は、 住民参加型ミニ公募積「こ うべ市民寵」を募集する
「住ま い・ ま ちづ く りフォーラム」が県内 6 か所で開かれる

兵庫県内の食品 関 連企業と有識者が民間非営利団体「食の安全と健康 ネ ッ ト
ワーク」を設立し、 神戸市内で初会合を開 く

]R伊丹駅前 にスーパー「ジャスコ」 を 核庖舗とす る 大型ショ ッ ピ ン グセ ン
ター「夕、イ ヤモン ド シティ テラス」がオープ ン す る

人と防災未来セ ン ターなど神戸東部新都心周辺の国 際機関が連携して世界の
防災活動に貢献す る 「国際防災・人道支援協議会」が関かれる

兵庫、 京都、 大販三府県で国が管理す る 冨道の うち 3 路線でも、 鋼鉄製橋 脚
26基に亀裂のある ことが国交省の諦査で分かる

午後 7 時57分頃、 ニューギニア付近 を震源 にM7.1の地震が発生する 。
午後 7 時 6 分頃、 四国地方 を 震源 にM4.9の地震が発生す る 。 愛媛県大洲市

で震度 4
県音楽療法士会は発会記念の式典と特別講演会 を 神戸市中央区のラ ッ セホー

ルで開 く

かつて灘の酒造業 を 支えた住吉川水系の水車が東灘区住吉山手に よ みがえり、
完成式が開かれる

午後日時13分頃、 青森県東方沖 を震源 にM5.8の地震が発生する 。 青森謀野
辺地で震度 5弱

16 日(水) I 02005年開港 を 目指し、 神戸港沖で埋め立て工事が進 む神戸空港島が報道陣に
公開 さ れる

19 日(土) 1 g神戸 市は、 震災復興再開発が進 む灘区の六甲道駅南地区の再開発ピル「ウエ
ルブ六甲道 3 番街 1 番舘」と「問2 番館」のマ ン ショ ン分譲 を 始め る 。 全14棟

のどルが建設 さ れる 同地区で最後の分譲物

20 日( 日 )
I 

シ ンポジウム「六甲の緑 を 考える 」が神戸市中央区の よ み うり神戸ホールで
開かれる

21 日( 月 )
I 

全国の自治体で初めての災害対策専用庁舎としてオープ ン した兵庫県災害対
策セ ン ターの見学者が 1 万人 を 超える

。i現神・淡路大震災から10か年で寂り組む 兵庫県の短興計画 を 進 め る 指針とな
る 「後期五か年推進プ ロ グラム」のフォ ロ ーア ッ プ委員 会は、 残り 2 年半余り

その時。会記録 21 
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となった現状 を 踏 ま え、 重点的に 取り組む事業 を ま とめた「最終三か年推進プ
ロ グラム (仮称、)J案を 発表する
※被災者自立支援金の支給を めぐる 訴訟で敗訴した阪神・淡路大震災復興基金
が10月 から設けた世帯主要件緩和の特例 に 21 日 ま で に神戸市だけで363通の申
請がある

午前 1 時 6 分頃、 茨城県沖 を 震源 にM5.3の地震が発生す る 。 福 島市、 水戸

市で震度 3
22口(火)

I 
兵庫県は、 必要性や緊急度の高い高齢者が優先的に特別養護老人ホームに 入

所できる よ う碁準を 定めた「入所コーデイネ ートマニュアルJ を ま とめ る
23 日(水) I 医療産業都市構想、を 進め る 神戸市は、 事業用地の賃料 を 10年間無料にする「パ

イ ロ ッ トエ ン タープライ スゾー ン 」への進出企業の募集を 開始す る 。 場所はポー

トアイ ラ ンド2 期南部の約 6 ヘクタール
0神戸空港の需要予測の見直しについて、 神戸市は予測経過を 審議する 第三者
機 関「神戸空港需要検討会」の初会合を 聞 く

午前 6 時22分頃、 島根県東部 を震源に M4.2の地震が発生する 。 島根県掛合

で震度 3
24 日(木) I 兵庫県立舞子高校環境防災科の 1 年生叫が、 神戸市北区の神戸市消訪学校

に体験入校する
25 日(金) I 開閉式屋根 を備えたドーム球技場へと衣替えが進む神戸ウ イ ン グスタジアム

が報道陣に公開 さ れる
兵庫県は「県民の参両と協働の推進 に 関す る 条例 (仮称、)Jの新骨子案 を ま

とめ る
日(土) I 経営再建中の星電社の三宮本宿が改装オープ ンする

2005年3月 の合併特例法の期限 ま で に 、 現在3，218の市町村が1，970程度 に 再
編 さ れる 見通しである ことが共同通信社の全冨調査で分かる

28 日( 月 )
I 

神戸市は、 ポートア イ ラ ンド2 期 に整備中の起業家育成施設「神戸 イ ンキユ
ベーショ ン オフィ ス」が11 月 1 日 にオープ ン す る と発表する

30 日(水) 1 兵庫県内で災害が起きた直後、 行政が卜分に機能しない場合は、 県立災害医
療セ ン ター (仮称) に 初動指婦 を 在せる 方向で検討 さ れている ことが分かる

昨年 7 月 、 明石市の花火大会で起きた歩道橋事故で、 8遺族17人が兵庫県警、
明石市、 警備会社「ニシカ ン 」 を 相手 に 、 総額約8倍、5，000万円の損害賠償請求
を 神戸地裁に起こす

31 日(木) I 午後 7 時30分媛、 イ タリア・ナポリのカ ンポパツソ県 を 震源 にM5.4の地震
が発生する

1 1 月 1 日(金)
I 

専門研修 を受けた訪問支援員 を 痴ほ う高齢者のいる 家庭 に派遣し、 見守り活
動 を 手助けする 神戸市の「ほっとヘルパー事業」が始 ま る

2 R (土 I神戸100年映画祭」が開龍 さ れる
午前、 イ ンドネ シアのジャカルタ北西 を 震源 にM7.5の地震が発生す る 。

3 日( 日 ) I 地域コミュニテイ を 復活 さ せ よ うと、 約 9割の家屋が全半壊した須磨区の千

22 その時。令記録

歳地区で震災後初となる 地域 イ ベ ン ト「千歳防災大運動会」が開かれる
午後 0 時37分頃、 宮城県沖 を 震源 にM6.1の池震が発生す る 。 宮城県 田尻 町

で震度 5弱
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4 日( 月 )

5 日(火)

6 日(水)

7 日(木)

8 日(金)

9 日(土)

12 日(火)

13 日(水)
14 日(木)

16 日(土)

17 日( 日 )

阪神・淡路大震災で被災し、 このほど毎回工事が完了した新湊)11で竣工 を 祝
うイ ベ ン ト「新湊)11ウオー ク」があり、 市民約2，000人が参加す る

午後l時36分頃、 自向灘を 震源にM5.7の地震が発生する 。 大 分県鶴見 町で震
度 5弱

厚生労働省は、 失業手当の財源となり、 事業主と労働者が土ド分ずつ負担す る
雇用保険の料率 を 給与の1.4%から1. 6%に引き上げる ことなど を 柱とす る 制度

の見査し案を 示す
0神戸市は、 神戸空港へのアクセス路線となる 新交通ポー トア イ ラ ン ド線の延
伸事業 について、 国土交通省の営業免許 にあたる 「特許」を 全線で取得したと
発表する

災害時 に人を 助け出す ロ ボ ッ ト を 集めた「レスキュー ロ ボ ッ ト展」が人と防
災未来セ ン ター で始 ま る

※兵庫県 に昨年度寄せられた販神・淡路大震災に関する 被災者らの相談件数は
1，283件と、 大震災直後の平成7年度の約3% になったことが、 県震災復興相談
セ ンターの ま とめでう子かる

※被災者自立支援金 を めぐる 訴訟での敗訴 を受けて、 阪神・淡路大震災復興基
金が10月 から設けた世帯主要件緩和の特例制度で、 関係市町が8B ま で に387件
を受け付け、 うち5件について支給認定していたことが分かる

新し く できた再開発ピルの入活者 に 、 ま ちの良 さ を知ってもらお うと、 新長
自駅南地区一帯 を エリア に活動す る ま ちづ く り運営会社「神戸ながたTMOJ
が「 ま ちめぐりツアー 」 を 開 く

公立では全国初のバーチャル文学館である 「兵庫丈学館」が開館す る

阪神・淡路大震災の復興シ ンボル事業として、 兵庫県が西宮市 に 計画す る「芸
術文化セ ン ター J(仮称) の起工式が同市高松町の建設予定地で行われ る

神戸製鋼所が神鋼神戸発電所の建設に伴 う地域交流施設のーっとして整備す

る 「エ ネ ルギー資料館 (仮称) Jの着工式が神戸市灘区で、行われ る
兵庫県の「経済・雇用再活性化プロ グラム推進会議」は、 雇用や中小企業支

援 を目的にした向プ ロ グラムの充実策を ま とめ る
「神戸空港需要検討会」の第2回会合が神戸市役所で開かれ る
中高年層の起業 を 支援す る 兵庫県の「シニアしごと創造塾Jが本年度で終了

す る た め 、 その事業 を継示する 特定非営利活動 (NPO) 法人 を 同塾講師らが設
立する ことが明らかになる

商庖告や自治会など全国から約70団体が集 ま り身近な防災問題や地域活動に
ついて話し合 う「安全・安心 ま ちづ く りワークショ ッ プ」が東京都板橋区で聞
かれる

大地震など災害に備えて行政機関が作成した防災マ ッ プ を 見聞きしたことが
ない住民が49.9% に上っている ことが内閣府の「防災に関する世論調査」で分
かる

阪神・淡路大震災の蟻牲者の遺族と、 事件や事故で、家族 を 失った人らが集 う
フォー ラム「いのち・むすびつな く コが神戸市中央立の東遊園地で聞かれ る

NPO 法人「阪神・淡路大震災1.17希望の 灯りほANDS) Jは「震災モニユ

メ ン ト東西交流ウオーク」 を開 く
任期満了 に 伴 う尼崎市長選挙が投開票 さ れ、 無所属で元尼崎市議の白井丈氏

が初当選 を 果たす

その時。全記録 23 
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附( 月 ) I 神戸市は、 今年度から 4 年計画で取り組む2 万人の雇用創出計画の うち、 初
年 度上半期分の実績 を 公表す る

「神戸空港需要検討会」 第3回会合が開かれる
19l:H 火) I 人と防災未来セ ン ターは、 9 月 末から実施している 災害対策研修の中間報告

を ま とめ る
削(水) I 新開地 ま ちづ く り NPOが取り組 むステァプア ッ プショ ッ プ事業「新開地キ

ネ マ横丁」 の 3 )苫舗が営業 を始め る
出(木) I 兵庫、 間出の県境に接する 両県の出先機 関ト ッ プが集ま り、 播麿科学公開都

市で局長サミ ッ ト を 開 く
兵庫県は、 県内部市町の基深宅地評価額を発表す る

22 日(金) I 東灘区の甲南本通商庖街は、 市内の商庖倍や民間非営利団体などの関係者が
一堂に 集 う「 に ぎわい フォーラム」 を 開 く 。 「地域商屈街は地域に ど う貢献で
き る か」がテーマ

阪神・淡路大震災の影響で、 被災地 を 中心に今なお心のケアが必要な小中学
生が2，549人に 上 る ことが兵庫県教委の調査で分かる

23 B (土) ! 神戸市中央区のi日 居留地地区で国内初となる ルイ ヴイト ン 、 フェン ディ 、
ベルル ッ テイの 3 ブラ ン ドの複合屈が開業する

24 日( 日 六甲山の名物施設「囲る 十国展望台」 の営業が終了する
合併の是非や枠組み を 問 う兵庫県三原郡緑 町の住民投票が行われ、 「同郡 4

町で、の合併」が最多票を 獲得する
25 日( 月 ) I 損保45社でつ く る 損害保険料率算出機構は25 日 ま で に 、 東海、 東南海、 南海

の 3 地震 に 関す る 独自の被害想定 を ま とめ る
26 日(火) I 毎 日 放送ラジオの「 ネ ッ トワークl.17Jが、 今年度の「 日 本民開放送連関賞」

放送活動部門 (ラジオ) で入選し、 横浜市で表彰式が行われる
神戸市は、 向市長田区南部の大阪ガス工場跡地に 、 ガーデニン グの大規模物

販居や視浴設備 を 備えた集客施設が2004年 3 月 末 にオープ ン す る と発表する
阪神・淡路大震災で被災した中小企業の復旧のため実施した「緊急災害復旧

資金融資」 について、 兵庫県と神戸市は返済の据置期間 を 1 年 間延長すると発
表する 。 これで 6回目の延長となる

2000年1 月 から 3カ 年 にわたって続いた「ひょ うご21世紀記念事業」 を 締め
く く る 記念事業推進連絡協議会の総会が尼崎市道意町のエーリ ッ クホールで開
催 さ れ、 '21世紀の森づ く り宣言」 を 採択する

30 日(土)
I 

六甲山植樹事業100年記念 フォーラムが神戸市中央区の産業振興セ ン ターで、
聞かれる

阪神・淡路大震災記念協会が震災 フォーラム 'KOBE発 災害救援の思想、」
を 開催する

12月 1 日( 日 ) I 神戸市東灘区の六甲ア イ ラ ン ドで、 高齢者の転入が増加館向 に あ る ことが
NPO法人「ひょ うごコミュニテイネ ッ トワーク」 の調査で分かる

2 日( 月 ) I '坂神 淡路大震災で、 自宅が地盤沈下で傾 く などの被害 を受けたのは、 建

24 その時。令記録

設会社の手抜き工事が原田」として、 芦屋市内の男性が、 三井ホーム を相手 に
損害賠償 を 求めていた訴訟の判決が神戸地裁であり、 紙浦健二裁判官は 2 日 ま
で に 、 欠陥工事と認定し、 同社に約2，800万円の支払い を 命じ る
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3 日(火) I 特定非営利活動促進法 (NPO法) が施行 さ れて 4 年。 3 [3ま で に 兵庫県内
では292の NPO 法人が設立 さ れ る O しかし、 税の軽減が受けられ る 「認定
NPO法人Jは県内ではゼ ロ

4 日(水) I 阪急電鉄が来春の事業撤退 を打ち出している 神戸ポートピアラ ンドについて
土地 を 所有する 神戸市は、 遊園地施設の無償譲渡を受け、 2005年 ま での 3 年間、
暫定的に営業 を続け る ことで阪急電鉄側と合意したと明らかにする

神戸市は、 神戸空港需要検討会第4 回会合 を 開き、 開港時の需要予測を 現在
の年間335万人から319万人 に下方修正する 試算結果 を 公表す る

明石市の岡田進裕市長は、 市会本会議で来年 7 月 の任期満了 を 前 に辞任する

ことを 正式表明する
県民の約半数が、 今後10年ぐらいの間に 、 住んでいる地域で大地震は起こら

ないと感じている ことが、 兵庫県が行った県民意識調査で分かる
O県議会の県民生活常任委員 会が行われ、 「県民の参両と協働の推進 に 関す る
条例」案を 賛成多数で可決す る

阪急電鉄は、 来年 4 月 に閉鎖す る 宝塚ファミリーラ ン ドの跡地 に 、 大型専門
自 を 核とする 商業施設 を 2004年秋に開業する と発表す る

午前 8 時 9 分頃、 長野県南部 を 震源 に M4.3の地震が発生す る 。 長野県三岳
で震度 4

6 日(金) I ※阪神・淡路大震災復興基金の被災者自立支援金制度見直しで、 10・1 1 月 に薪
たな申請が503件あり、 うち114件が支給認定を 受けたことが分かる

阪神・淡路大震災で壊れた芦屋市の分譲マ ン ショ ン を巡り、 建て替えを希望

して補修 に反対した区分所有者が、 補修 に賛成した区分所有者の不動産会杜に
対し、 区分所有法 に 基づき、 所有権 を 約 2億8.000万円で買い取る よ う求めた
訴訟で、 最高裁は双方の上告を 退け る 決定 を す る

問 (火) I 兵庫県三原郡緑 町の金山手[J永 町長は、 住民投票の結果 を尊重し、 河郡4 町 に
よ る 合併を 進め る こと を 正式表明す る

ま ちづ く り会社「神戸ながたTMOJは、 高齢者 に 電動スクーターを 貸し出
す器、 介護保険が利用できる サービスを始め る

凹 (水) I 0 I構造改革特別区域法」が成立する
く〉改正特定非営利活動促進法 (NPO法) が成立する

間(木) I I神戸ルミナリエJ開幕。 今年のテーマは「光のぬ く もり」
白井丈新吊崎市長が初登庁する

14 日(土) I 兵庫県が始めた住宅耐震補強工事の利子補給制度の申請が、 7 月 の受け付け
開始から 5 か月 半たった14 日 現在、 1 件もないことがわかる O

18 日(水) I 神戸市は、 ポートア イ ラ ンド 2 期の「パイ ロ ッ トエ ン ターフ。ラ イ ズ、ゾー ン J
に 、 医療関連 2 社が進出の意向 を屈めたと明らかにす る 。 用 地賃料 を 10年開無
料とす る 企業誘致ゾー ン

民間非営利母体「シニアしごと部造塾J(理事長 奥林康司神戸大大学院教授)
が設立 さ れる

間(木 ※兵庫県は、 288の事業 を 盛り込ん だ「復興計画最終 3 か年推進ブ。 ロ グ、ラム」
を 発表する

阪神・淡路大震災 に よ る 停電で人工呼吸器が停止、 死亡した芦屋市の男性の
妻が、 災害'B慰金 を 不支給とした同市長の決定取り消し を 求めた訴訟で、 最高
裁は妻の請求を 認めた二審判決を 不服とす る 市仰jの上告を 棄却す る 決定をする
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県議会は、 「県民の参画と協働の推進 に 関す る 条例」案など を 可決して閉会
す る

20B (金) I 兵庫県防災企画課は20 日 ま で に 、 阪神 淡路大震災の死者数を 1 人増やし、
6，433人とす る こと を 決め る

21 日(土) I く〉中央防災会議の「東南海 南海地震に 関する 専門調査会」は21 日 ま でに初の
被害想定 を ま とめ る 。 東南海地震と南海地震が同時発生した場合、 建物儒壊 に
よ る 死者が、 最大12，000人 に達する と予想、

23B ( 月 ，西宮いきいきメモリアルウオーク」が聞かれ、 約1，000人が参加する
午前5時31分頃、 茨城県南部 を震源にM4.1の地震が発生す る O 茨城県大和 市

で震度 3
山(火) I 中央防災会議の「東南海 南海地震に 関する 専門調査会Jは、 岡地震が同時

に発生した場合、 最大で死者は約7，400人、 建物の全壊は約277，000棟に上 る と
い う被害想定結果 を 発表する

日(水) I ※被災者自立支援金制度の申請が、 特例措置で支給対象 を拡大した10月 から 2
か月 間で1，014件と激増し、 201件が支給認定 を受けていたことが分かる

神戸ルミナリエが閉幕する O 人出は計約464万人
26 日(木) I 神戸商大、 姫路工大、 県立看護大の県立 3 大学 を 統合し、 平成16年 4 月 に開

学する 予定の新県立大学 について、 設置準係委員会は26 日 ま で に 名 称を 「兵庫
県立大学」に決定したこと を 発表する

カタロ グ販売のフェリシモ (神戸市)は、 阪神・淡路大震災の被災地域で活
動する 市民団体や民間非営利団体などへの支援事業 を 実施する と発表する

29 日( 日 ) I 兵庫県内の災害復興公営住宅での「孤独死Jが今年 1 年間で少な く とも72人
に 上っている ことが毎 日 新聞の調べで分かる

30 日( 月 ) ì 神戸新聞が'2002 兵庫の大ニュース」を 発表する
31 日(火) ì ※神戸市は、 10年計爾で寂り組んでい る 寂神・淡路大震災の復興計画について、

完了 を 持たずに達成状況の検証 を新年度から 飴め る こと を 31 日 ま で に決め る

2003年(平成15年)
] 月 4 日(土) I cg附 淡路大震災で建物が倒壊する などした神戸市内の激震地の土地の約 3

割が住宅再建 に利用 さ れず、 空き地のま ま 残っている ことが 4 日 ま での神戸市
の諦査で分かる

6 日( 月 ) I '特定優良賃貸住宅」で、 兵庫県住宅供給公社管理分の空き室率が 3割になっ
ている ことがわかる

特定非営利活動促進法 ( NPO法) に 基づ く NPO法人として県 に 認定 さ れた
団体が、 計301団体 になる

7 日(火) I cg兵庫県は 7 臼 ま でに 、 住宅再建支援制度について県独自の制度化に向け2003
年 度に研究会 を発足 さ せ る 方針 を固め る

9 日(木) I 阪神 淡路大震災の県外被災者 を 対象 に兵庫県が実施している 登録制度で、
県内に「戻りたい」 と考えている 世帯が372世帯ある ことが 9 日 ま で にわかる
O兵庫県は 9 日 ま で に 、 阪神・淡路大震災の県外被災者に 対し、 復興公営住宅
の入患に優先枠 を 設ける ことや、 民間賃貸住宅の家賃補助 について、 期臨終了
後も鋼部事情に応、じて返済 を 猶予する ことなど新たな支援策の検討を 始め る

10 日(金) I 京都大防災研究所は、 東京と大阪で全研究者が)I[�番 に最新の研究成果 を 披露

26 その時。余記録
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する 「訪災講座」 を 開 く と発表す る
※「被災者復興支援会議IlIJは、 住宅再建支接制度の創設など を感り込ん だ「被
災者生活再建支援法の見直しに向けた提言」を 発表する

1 1 日(土) I 神戸市長田区御議通 5 の集会所「ブ。ラザむなどで「震災から 8 年、 い ま ・
むかし ~ ま ちの写真展�Jが始 ま る
※阪神・淡路大震災の被災者生活再建で、 国や被災自治体が個人に貸し付けた
災害援護支援金について、 借受人の死亡や 彼産で返済が見込めない貸し倒れが
膨らみ 、 その額は神戸市だけで約 6億4，000万円 に 上 る ことがわかる

神戸市消防局救急指導係長の吉本和弘 さ んが、 1 1 日 ま で に「消防隊員が見た
阪神・淡路大震災J を 自費出版する

ロ 日( 日 希望の灯りJの分灯が神戸市中央区の東遊園地で始 ま る
13 日( 月 ) I 阪神・淡路大震災で親 を 亡くした子どもたちの心のケア を 続け る 「レ イ ン

ボーハウス」で、 「今は亡き愛す る 人 を 徳ぴ話し合 う会」が聞かれる
14 日(火) 神戸市は14B ま で に 、 長 田 区の新長田駅南地区で進めてい る 全菌最大規模の

震災復興再開発事業 について、 未着工の工区や事業計画の未決定エリア につい
て計画を 見直す方針を固め る

災害復興公営住宅で、 65歳以上のお年寄りが一人で暮らしている 「高齢単身
世帯率」が神戸市 古で32.8%、 兵庫県営で35.2%による ことが14B ま で に 分か
る

神戸、 芦E雲 市内の災害復興公営住宅に設置 さ れた都市型駐在所での昨年の 悶
りごと栢談受理件数が、 前年 よ り 4割近 く 増加してい る ことが分かる
神戸市は、 屈 に認定 を求め る 講造改革特区の 2次案 を発表する

新た に「六甲有馬観光Jr人と自然との 共生ゾー ン Jの 2 特区と規制関連な
ど 8 項目の要件緩和 を 盛り込み 、 15 日 に追加提案する

神戸市長は、 市 職員が地都市で講演するため に防災・危機管理の取り組み を
ま とめた CD を 作製す る 考え を 明らかにする

日(水) I 内閣府は、 小中学校など学校関係の耐震化率は全国平均で45.9%で、 都道府
県加でみ る と、 50% を超えたのは静岡の69.7%など14都道府県しかないなどと
する 2001年度末の地震防災施設の現状調査結果 を ま とめ る 。 兵庫県は42.9%

神戸市は、 15 日 ま で に災害や事件、 事故など市民生活に直結する さ ま ざ ま な
危機管理のあり方を研究す る ため に企業や大学とともに 結成した任意団体「神
戸安全 ネ ッ ト会議」 に ついて、 2005年以降も活動を継続し、 NPO法人化 を 目
指すこと を決め る

阪神・淡路産業復興推進機構は、 阪神・淡路大震災の被災地域の企業など事
業所を対象 に行った産業復興の実態調査の結果 を 発表す る O 約75%の企業が震
災前 よ り経営が悪化しており、 要因として震災の影響 よ りも景気の影響 を挙げ
る 凶答が多い

内閣府は、 防災施設の耐震性や食料の備蓄状況など に 関 す る 初の全国謂査結
果 を ま とめ る 。 学校・幼稚掲の約54%、 病院など医療機関の約44%が「耐震牲
に疑問」とさ れ、 人口集中地区の うち、 近くに広い避難場所がない区域は61%
にとる

阪神・淡路大震災で「県外・市外避難者」の うち、 35%が今も「震災前の場
所 に 帰りたい」、 36%が「帰りたかったがあきらめた」と考えてい る ことが、
共同通信社と特定非営利活動法人「街づくり支援協会」が行ったア ン ケ ー トで
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分かる
16 日(木) I 兵庫県は16臼 ま で に 、 県庁舎や高校、 体育館、 病院など、 すべての県有施設

の耐震診断 を 2003年度中に終え る こと を 決め る
「妨災 ま ちづくり大賞」 の2002年度受賞間体が発表 さ れ、 神戸市長 田 区の 「御

蔵通 5 ・ 6丁目町づくり協議会」とボラ ン ティ ア 「 ま ち・コミュニケーショ ン 」
が最高賞の総務大臣賞に 選ばれる

日 放送のラジオ番組 「 ネ ッ トワーク1.17Jも消訪庁の 「防災 ま ちづくり大
賞」 を受賞する

。復興土地区画整理事業が進む神戸市長司誌の御蔵西地区で、 建物の再建が 6
割 にとど ま っている ことが 「 ま ち・コミュニケーショ ン 」の調査で分かる

四(金) I 震災から 8 年目
県立舞子高校で、 今回で 3匝日 となる 「メモリアル行事一阪神・淡路大震災

を忘れない」が開かれる
北村春江・芦屋市長は、 6 月 のf壬期臨りでの引退を 表明す る

19 日( 日 )
I 

午前O時 計分頃、 鹿児島県薩摩地方を震源にM3.6の地震が発生す る 。 鹿児島
県樋脇市で震度 3

問( 月 )
I 

神戸市の人口は l 月 1 日 現在、 151万1，807人で、 震災前の99.4% ま で回復し
たことが20 日 ま で に 、 市の ま とめで分かる

22 日(水) I 午前1 1 時 7分頃、 メキシコ南西部 を震源にM7.3の地震が発生する 。

23 日(木) I 兵庫県は、 新しい市場 を 切り開く 「新産業創造プロ グラムJなど、 中小企業
や地場産業の新分野開拓 を支援する 計46件の事業計雨 を認定する

25 日(土) t 県内の特定非営和活動法人 (NPO)が市民に理解と参加 を 呼び掛ける 「ひょ
うごボラ ン タリー・スクエアJが神戸市中央区の神戸ク リスタルタワーなどで
始 ま る

28 日(火) t 阪神 淡路大震災で阪神高速道路が倒壊し、 犠牲になった会社員寓英治 さ ん
の母みち子 さ んが、 阪神高速道路公団 を相手どり、 国家賠償法 に 基づき約9，230
万円の損害賠償 を求めた訴訟の判決が神戸地裁尼崎支部で言い渡 さ れ、 公団側
の主張 を 全面的に認め 、 原告側の請求を棄却す る

29 日(水 国 際文化交流のモデルとして優れた活動を してい る 団体利回 人 に贈られる
「 国際交流基金・地域交流振興賞」の授賞式が東京都内で聞かれ、 県内から特

定非営利活動法人 ( NPO法人)の 「たかとりコミュニティ ー セ ン ター」が選
ばれしる

。阪神・淡路大震災で家屋の約 9訴が全半壊し、 震災復興土地区画整理事業が
進 む芦屋・西部第1 地区の仮換地指定率が29臼 ま で に 100%に達する

30 日(木 阪神・淡路大震災の教訓を世界に発信する 国 際ワークショ ッ プ2003 r地震に
ま けない世界へ向けて即~ひと・ま ち・きずな� Jが神戸市中央区の読売神戸
ピルで始 ま る

2 月 1 日(土) t 今世紀前半に起こる 可能性が高いと さ れる 南海地震で、 地震保険の支払総額

は24府県で約5，170億円 に 上 る との 日 本損害保険協会の試算が明らかになる
2 日( 日 ) t 正首泰都・宝塚市長が 2 日 ま でに 、 4 月 の宝塚市長選に出馬しない意向 を

閉め、 関係者らに伝える
3 日( 月 ) I ※神戸市復興・活性化推進懇話会は、 阪神・淡路大震災から10年 を 迎える 2005

28 その時。全記録
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に向けて、 復興の総括検証に着手す る ことを決め る
5 B (水)

I 
神戸市東灘区の「青木南地区ま ちづ く り協議会」 が神戸市と「 ま ちづ く り協

定」 を 結ぶ
6 日(木) I 午前 2 時37分領、 京都府南部 を震源にM4.2の地震が発生す る 。 京都中京区

で震度 3
7 日(金 明石 歩道橋事故民事訴訟の第1回口頭弁論が神戸地裁で聞かれる

兵庫県は、 2001年度の神戸への観光客数が約2，800万人 に 達し、 過去最高 を
記諒したと発表する

10 日( 月 )
I 

尼崎市は2003年度当初予算案を 発表しJカ、、ラス張り市長案」の設置費用約山
万円 を 盛り込む

問 (水) I 明石市の岡田進裕市長が 4 月 30 日付の辞表を提出する
13 日(木) 政府の地震調査委員会は、 近畿地方の金剛山地東部から四国北部 を 通り伊予

i難ま で、 ほほ西 日 本 を 横断す る 活断層「中央構造線断層帯」 に ついて、 長期的
な地震発生率などの評価結果 を 発表する

兵庫県は、 2003年度当初予算案を 発表する
14 日(金)

I 
文部科学省と神戸大学は、 神戸ポートア イ ラ ン ド 2 期地区で、 「先端バイ オ

テクノ ロ ジ一 関連研究・人材育成拠点 ( BTセ ン ター) J(仮称) を 撃備す る と
発表す る

神戸市は、 2003年震当初予算案を 発表する
神戸空港関連 には滑走路整備費など334信、円が計仁 さ れ る
神戸市は、 住宅供給公社を 2005年度ま でに都市整備公社と統合する 方針 を 明

らかにする
自治体の首長らを 招いた「災害対策ト ッ プフォーラム」 が人と防災未来セ ン

ターで聞かれ る

18臼(火) I 南海地震での津波被害に備え、 兵庫県の阪神南県民局 は尼崎、 西宮市内を中
心に抜き打ちの防災訓練 を 行 う

2 1  B (金) I 兵庫県は、 すべての県有施設の耐震診断 を 2刷年度中に完了 さ せ る 方針 を 示
す

悶 ( 日 ) I (Ql都市計画道路の建設を めぐって神戸 市と住民が対立していた神戸市須磨区の

西須磨地区で、 西須磨東部自治会 (鶴戸忠一会長) が23 日 ま でに 、 エリア内の
中央幹線 について住民独自の道路整備案 を ま とめ る 。 市は受け入れる 方針

目 ( 月 ) I 午前1 1時すぎ、 中層西端 部の新彊ウイ グル自治区カシユガ川区を震源にM

6.8の地震が発生する O
日 (火) I 阪神・淡路大震災が残した教訓 をいかに語り継ぐか を考え る 「総合フォーラ

ム」 が、 神戸市中央区の県公館で聞かれ る
27 8 (木 保養所の閉鎖や観光客の減少など に直面す る 六甲山を 再生 さ せ よ うと、 神戸

経済同友会は公共下水道の整備 を 柱とす る 提言 を ま とめ る
3 月 3 日( 月 ) I 午前 7 時47分頃、 福 島県沖 を 震源 にM5.9の地震が発生す る O 宮城県毘尻市

で震度 4
4 日(火) I 政府税制調査会の非営利法人課税ワーキ ンググループは、 公説法人制度改革

に 伴い財団法人や特定非営利活動法人 (NPO法人) などが一 本化 さ れ る 「非
営利法人」 に対す る 課税 に ついて、 現在の原則非課税から原則課税に転換する
ことで合意す る

六甲山系の縁化活動100毘年 を 記念する 植樹祭が長尾山で聞かれる

その時。全記録 29 
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6 日 (木) I (g都市基盤整備公団は、 阪急今津線仁川駅前で進めてきた市缶地再開発事業の
工事が完了したと発表す る

7 日 (金) I 政府税制調査会は、 公説法人や特定非営利活動法人 (別法人) を 一本化
して原則課税する 案について、 再検討 を 求め る 方針 を固め る

9 日 (日 ) I (g須磨警察署跡地と都市計同道路「須磨多聞線」の建設予定地 を 公園にし よ う
と、 話し合い を 重ねてきた須磨区の天神町 3 ・ 4 ・ 5丁目 ま ちづくり協議会が、
法場やせせらぎ、 コミュニテイセ ン ターのある 公開とする 住民案を ま とめ る

10日 ( 月 ) I 神戸ラ イ オ ン ズクラブが寄贈した「鎮魂のカリヨ ン 時計台」の除幕式が人と
防災未来セ ンターで開かれ る

11日 (火) I 石 原伸晃行革担当相は、 原開非課税の社団、 財団法人など を 原則課税の「非
営利法人J に 転換す る 公説法人改革から、 当 面は特定非営利活動法人 ( NPO
法人) を 除外する 方針 を 明らかにする

県立美術館「芸術の館」の入館者が100万人 を 突破する
12 B (水) I ※阪神電気鉄道と阪神百貨症が附西宮駅に開設する 複合時施設「エ ビスタ

西宮Jが報道陣に 公開 さ れ る
間(木) I 午後O 時的頃、 茨城県南部 を 震源川5.1の地震が発生す る o 茨城、 栃木

県で震度 3
15日 (土) I イ ン ド ネ シアやフィ 1)ピ ンなど津波の被害に直盟した海外の防災・救援機関

に 学ぶ「西太平洋地震・津波防災シ ンポジウムJが和歌山県で始 ま る
丈部科学省の調査研究協力者会議は15日 ま でに 、 学校施設 を 耐震化すべき

緊急度を 簡易な方法で判断できる 「優先度調査」の導入 を 盛り込ん だ報告書案
を ま とめ る

阪神・淡路大震災で被災した子どもの心 を ケアし よ うと始 ま った「野あそび
夢広場」が最終回 を 迎える

日 本トラウマティ ッ ク・ストレス学会が主慢の第2回シ ンポジウムが神戸市
中央区のラ ッ セホールで開かれ る

間 (日 ) I 地震など大規模災害の発生時、 必要な援助が外国から被災国 へ速やかに届く
よ うに 、 受け入れの調整役となる 国連災害評価調整チームのスタ ッ プ養成研修
が ]ICA 兵庫 国 際セ ンターで始 ま る

18日 (火) I 政府の中央防災会議は、 東海地震が発生した場合、 住宅倒壊、 津波、 火災な
ど に よ る 死者は最悪約 1 万人に達し、 阪神・淡路大震災 を 大きく上留る とする
被害想定を 発表する
※神戸市灘区六甲道駅北地区の震災復興土地区画整理事業で、 !日 宮前市場跡地
の共同化ピル「セフレ六甲」が完成し、 披露式典が聞かれ る

問(水) I 阪神 淡路大震災の被災地 を 定点調査する 研究グループに よ る 「街の復興カ
ルテ研究発表会」が神戸市中央区の県学校厚生会館で開かれる

神戸市が進め る 医療産業都市構想、の中核施設「先端医療セ ンター」の臨床棟
が完成し、 報道陣に 公開 さ れ る o 24日 にオープ ン

20日 (木) I 米英軍 に よ る イ ラク攻撃が始 ま る
国の特例措置で被災地の小中学校に配置 さ れている「復興担当教員 Jが、 2002

年 度は130人で、 前年度に比べ50人の大幅減となる ことが分かる

21日 (金) I 地場産業の後継者を 育成する 「神戸ものづくり 職人大学」の初の卒業式が神
戸市中央区の「北野公房のま ち」で開かれる

22日 (土 地域通貨の普及の現状と将来の可能性を 話し合う「ひょ うご地域通貨フォー

30 その時。全記録
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ラム」が神戸市中央区の神戸クリスタルタワーで開かれ、 約200人が参揺す る
24 日( 月 r先端医療セ ン ター」の関所式が行われ る
25 日(火) I 阪神・淡路大震災で被災後、 営業を停止している 「ホテルシェレナ (神戸

市中央区)の本館 を 所有す る 不動産会社「大和土地建物」が、 建物 には構造主
の欠臨がある として修繕に協力しなかったのは契約違反などとして、 同ホテル
の経営会社を 相手に本館の明け渡しなど を 求めた訴訟の判決が神戸地裁であり、
原告の訴えを 退ける

26 日(水) 住民の建設反対運動が起きている 丙須磨地区の都市計画道路について、 西須
磨東部自治会が計画 を 大幅 に変更した住民案を神戸市 に提出する

被災者自立支援金制度を めぐり昨秋に支給資格が緩和 さ れた後も対象外と さ
れた被災者19人が、 「非合理な差加が残 さ れている 」として、 阪神・淡路大震
災復興基金を 相手取り、 支援金の支払いや支給資格の改定を 求 め る 調停を神戸
簡裁に申し立てる

日(木) I 兵庫県警が、 東南海 南海地震の被害 を想定し災害警備訓練 を 実施す るo 両
地震を想定した黒警の訓練は初めて

阪神・淡路大震災で被災した子どもたちの心のケアや防災教育を 専門的に担
う「復興担当教員 Jが、 2003年度から65人に半減さ れ る ことが27Rま で に決ま
る

29 B (土) I 販神・淡路大震災後、 被災地 に残る 空き地の活用 を考える 「御蔵学校」が神
戸市長 田区御蔵通5丁目の住民交流施設「プラザ5 Jで始 ま る

30 日( 日 ) I 神戸市長 田区の六間道蕗布告で、 商底街の空き庖舗対策として名物メニュー
「ナカ、、タリア ン ピザ」 を 提供する ユニークなレストラ ン がオープ ン す る

商宮市の「阪神パーク甲子宮住宅遊園」が閉闘し、 73年の歴 史に幕を閉じ る

その時。会記録 31 
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は じ め に

本誌 に お い て は 、 こ れ ま で、 被災地の 中 で も 、 都市部、 特 に神戸市の動 き を 中 心 に記述

し て き た 。

こ の た め 、 今 回 は 、 震災当 時の被災市町長への イ ン タ ピ ュ ー を 中心 に 、 神 戸市以外の被

災市町 に お け る 8 年 間 の 歩み に つ い て ま と め る こ と に す る 。

な お 、 内 容 に つ い て は次の と お り O

l . 各 市町 の被害状況 と 復 旧 ・ 復興への取 り 組み

2 . 震 災 当 時 の市町長への イ ン タピ ュ

( 主 な 内容)

・ 震災 当 初 の市町長 自 身 の行動

- 復 !日 ・ 復興期 に お い て 苦心 し た こ と 、 困 難 だ、 っ た こ と 等

・ 震災の教訓 、 被災地 の 首長 と し て伝 え た い こ と 、 今後の 備 え
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第一節 尼崎市の震災と復興

編集委員 小林 郁雄 (阪神大震災復興市民ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク代表)

阪神 間 3 市の う ち で も 尼崎市 は東端に あ り 、 震災の被害 は そ の分、 少 な か っ た 。 西宮市

と の市境 に 武庫 川 があ り 、 イ ン タ ピ、 ユ ー に も あ る よ う に 「武庫川 か ら 西 は 地獄、 東 は極楽」

と 言わ れた よ う な こ と も あ る 。確か に 阪神 間 の被災地域の 中 で は 、 死者49名 と 神戸 ・ 西宮 ・

芦 屋 に 比 べ れ ば蓮か に 少 な い が、 負 傷 者 は 7 ， 145名 と 神戸 に 次 い で多 い 。 さ ら に 、 全壊

11 ， 034世帯 (5 ， 688棟) と 多 く 、 特 に 半壊51 ， 540世帯 (36 ， 002棟) は 、 西 宮 の倍、 神戸の

半分程度 と か な り 多 く 、 と て も 「極楽J と い わ れ る よ う な も の で は な い 。 こ れは 人 口 が多

く 、 老朽 し密集 し た 木造住宅が圧倒 的 に 多い尼崎市の特徴 に よ る も の で、 比較的地震動 は

小 さ か っ た で あ ろ う が、 か な り の被害 を 受 け た。

ラ イ フ ラ イ ン の被害 は 、 水道断水 は96 ， 000戸 (3月 25 日 復i日) 、 停電 は 140 ， 000戸 ( 1 月 17

5復!日 ) 、 ガ ス 漏 れ は 3 ， 650戸 ( 液状化 の 激 し い築地地 区 1 ， 000戸が供給停 止 2 月 13 日 復 旧 ) 、

一般道路 の 陥 没 な どが144件、 新幹椋の 一部橋 桁の落下、 ]R な どすべて の鉄道網が不通 (市

内 の大部分は 翌 18 日 か19 日 に 開通) と な っ た 。 訪潮堤の被害 は 中 島 川 で約 1 km に わ た り ひ

び割 れ に よ る 漏 水、 左 門殿川 で拍没 を 起 こ し た 。 多 く の河川 の堤防 も 沈下 し た り 傾い た り

し た。 公共建築 も 全810施設の う ち 260施設が被害 を 受 け 、 そ の う ち小学校 6 、 中学校 2 、

高校 し そ の地6 笛所で大規模 な 被害 を 受 け た。

避難所 は ピ ー ク 時で91箇所、 9 ， 494名 が避難 し た が、 1 箇所平均100名 強 と 、 神戸 ・ 芦屋 ・

西宮の200 �400名平均 に 比べれば、 半分以下 と 少 な い 。 仮設住 宅 は 50笛所2 ， 218戸 ( う ち

三 反 田 町 1 丁 目 24戸 、 小 田 南公園24戸がケ ア 付 き ) が、 災害公営住宅 は 9 団 地902戸 ( う

ち l 団地120戸が借上) が建設 さ れ た 。

平成7年 ( 1995年) 1 月 17 日 に 市 長 を 本部長 と す る 災害対策本部が、 2 月 3 日 に震災復興

推進本部が設置 さ れ、 震災復興基本計画 、 震災復興計画が策 定 さ れ た 。
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富 田 良雄前市長への イ ン タ ピ、 ユ ー

( 1 ) 実 施 日 平成1 5年1 1 月 1 9 日 (水)

( 2 )  イ ン タ ピ ュ ア ー

震 災復興誌編集委員会

編集委員 小林 郁雄氏

〈富田氏の略鹿〉

昭和 2 年 5 月 7 日 生 ま れ。 関西大学法学部卒業。 昭和33年 I 月 に 尼鯖市 に採用

さ れ、 総務局長 を 涯在。 昭和60年尼崎市収入役 に就任。 昭和63年尼 崎市教育長

に就任。 平成 6 年 12月 ~ 平成14年12月 ま で尼崎市長 を 務 め る O

震災当 初 の こ と

小林委員 ま ず、 最初 は 、 か な り 個 人的 な 話 に な る か と 思 い ま す け れ ど も 、 震災 の と き 、

自 宅か ら 役所 に到着 さ れる ま で に 、 い ろ い ろ あ っ た と 思い ま すが、 登Jr さ れ る ま で の 間 の

思 い を 、 お話い た だ け ま すか。

宮 自前市長 あ の 時 は と に か く 朝が早 か っ た か ら 、 私 も ま だ起 き て い な か っ た ん です け れ

ど も 、 栢 当 、 揺 れ は き っ か っ た です。 どの く ら い の き っ さ か と 言い ま す と 、 前 の 臼 に鍋物

を し た ん です よ O テ ー ブル の上 に 置い て あ っ た ん ですね。 そ れがパ ー ン と 飛 ん で 、 ひ っ く

り 返 り ま し た 。 冷蔵庫 と か皆倒 れ て お り ま し た 。

私 は 瞬間 的 に こ れ は 相 当 大 き な 地震 だ な と 思い ま し た 。 尼崎 と い う と こ ろ は 、 水の被害

を 戦後ず、 っ と 受 け て き ま し た の で 、 災害対策 と い う こ と の意識は 全職員 が強 く 持 っ て い ま

す。 ですか ら 、 何 かがあ っ た ら 指令が出 る 前 に 、 ま ず、 そ れぞれの部署へ、 現場へ行 く と

い う の が く せ に な っ て い る ん で す 。 私 も す ぐ、 ジ ャ ン パ ー を ぱ っ と 上へ着 て 、 行 っ て か ら

ど う な る か と い う こ と は わ か り ま せん の で 、 背広 も ネ ク タ イ も 袋 に 人れ ま し て 、 そ れで、飛

ん で 出 た んです。 近所の 人 も 皆、 外 に 出 て い ま し た け れ ど も 、 周 り を 見 ま す と 、 そ の 時 は

そ ん な に被害が大 き い感 じ は な か っ た です ね 。

小林委員 ど ち ら に お ら れ た んですか。

宮 田前市長 私 は 、 武庫之荘の公団住宅 に 住 ん で い た んです。 住 宅 そ の も の は頑丈だ っ た

か ら か、 降 り て見 る と 周 り は そ ん な に建物が傷 ん で い な い んです。 近 く に ち ょ っ と 傾 い て

い る 電柱があ り 、 私 が降 り て行 き ま し た ら 、 周 り の 人が、 「 市長 さ ん 、 こ の 電柱がち ょ っ
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と 傾 い て い る か ら 、 早 く 宣 し て も ら っ て く だ さ い 。 危 な い ですか ら 」 こ う い う こ と を 言 わ

れ る んです。 そ う い う 感 じ の状況で し た 。

道へ出 ま し で も 、 朝 の 早 い 時 間 です か ら 車があ り ま せ ん。 そ う し た ら 消 防車が来 た か ら 、

消 防車 を 止め よ う と 思 っ て 手 を 上 げた ん ですが、 素通 り し て し ま っ て O そ れ は ど こ へ行 っ

た か と い う と 、 新幹線の橋脚 が一部落 ち た常松に行 っ た ん だ と 思い ま す。

近所 に 市 の 収入役の家があ り ま し て 、 収入役の 娘 さ ん の 車 に乗せて も ら っ て 、 市役所へ

来 た んです。 そ の と き は 、 ま だ信号が点 い て い ま し た し 、 パ ス も 走 っ て い ま し た し 、 パス

の停留所で、客が待 っ て い ま し た 。 あ の客 は 来 た パス に 乗 っ て 、 とや こ へ行 かれ た の か わ か り

ま せ んが、 行 っ た と こ ろ で大変 な こ と に な っ た と 思 い ま す。 そ う い う 状態 です。

小林委員 市役所 に は 7 持 ごろ に は 来 ら れた ん ですか。

宮 田 前市長 そ こ へ来 る ま で に 、 立花で消 妨車が消火活動 を し て い る の に 出 く わ し た ん で

す。 そ こ で は 1 ] 人 の 死者が出 た んです け れ ど も 、 そ の 共

同住宅 と 普通の住宅、 あ わせ て 6 棟がよ尭失 し ま し た 。 市

役所へ入 り ま し た ら い ろ い ろ な も のが倒 れ て い ま し た が、

私 が入 っ た の が 6 時45分か ら 50分 ご ろ で す ね。

災害対策本部 を 設置す る た め の担 当 局 で あ る 総務局 の

総務課長が来て 、 対策本部 を 設置す る 場所 に な る 庁議室

の か ぎ の 用 意 を し て く れて い ま し た 。 両助役、 収入役、

局長が来 ま し た か ら 、 私が部屋 に 入 っ て す ぐ、 午前 7 時

に 災害対策本部の 第 1 田本部 員 会議 を 聞 き ま し た 。 そ こ
営団前市長 か ら 対応、の 始 ま り があ っ た と い う こ と です 。

そ の と き は 地震の状態がわ か り ま せん。 自 分で 来 て 、 見 た 感 じ か ら 判 断す る わ けです。

こ れ は 、 あ と で 聞 い て み ま す と 、 大体、 ほ か の皆 も そ う です。 自 分が震度 を 判 断 し て被害

を 感 じ と る と い う こ と で は 、 実際の被害 と 、 も のす ご く 聞 き があ る んです。 震度計 は 後 日 、

整備 さ れ ま し た け れ ど も O 震度 と かマ グニ チ ュ ー ド と か情報が出 た ら 、 そ れ に伴 う 被害 は

どの よ う な 範囲 の も の か と い う こ と を 、 災害対策本部の要員 は 予 め そ れ を 認識 し て お か な

い と 、 私 は だ め だ と 思 う んです 。 震度 を 体感で判 断す る と い う こ と は 、 極 め て 人 に よ っ て

誤差があ り ま す か ら O だ か ら 、 そ れ に よ っ て 、 対応の仕方が ま ち ま ち だ っ た と 私 は思 い ま

す。 そ う い っ た も の を つ く っ て お か な い と 、 自 分の い た場所 に よ っ て 、 地震の大 き さ を 自

分 な り に 判 断 を し て行動す る と い う こ と に な り 、 的躍 な 対応 と は 言 え ま せ ん。 そ の た め 、

尼崎市で予想 さ れ る 地震 の影響が細 か く わ か る 「防災 カ ル テ 」 を 作成 し た ん です。

あ の 頃 は携帯電話 と い う の が ほ と ん どな か っ た です ね 。 私 は ポ ケ ベ ル を 持 っ て い ま し た

け れ ど も 、 ポ ケ ベ ル は 一方通行です か ら 、 ど う し よ う も な い ん です。 私 は 、 あ あ い う 時 に
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は敏感 な ん です。 も う 、 く せがつ い て い ま す の で。 だ か ら 、 庁 舎 に 飛 ん で、行 っ た と 思い ま

す。

小林委員 そ の収入役の娘 さ ん に 乗せて も ら っ た車で来 る 途中 と い う の は 、 そ ん な に 大 し

た被害は な か っ た ん ですか。 ま だ暗 か っ た ん ですか。

前市長 ま だ ち ょ っ と 、 薄暗か っ た です ね 。 信号が点滅 し て お り 、 立花の被災地で消

火活動 を し て い る の を 見 た 時 は 、 家震の倒壊 を 患 い ま し た。 尼崎の場合相 当 な 家屋の倒壊

があ っ た ん で す け れ ど も 、 大 き な 道路 に 面 し た と こ ろ は 、 あ ま り 倒壊 し て い な い ん です。

そ れ は鉄筋 の建物が多 い か ら で し ょ う ね。

小林委員 そ う す る と 、 8 時 ご ろ ま で に 、 い ろ い ろ と 情報が入 っ て き て 、 だ ん だ ん こ れは

え ら い こ と に な っ て い る と い う の が、 わ か っ て く る と い う 感 じ ですか。

富 田 前市長 だ ん だ ん ですが、 8 時 ご ろ は ま だ わ か り ま せん で し た 。

小林委員 そ う す る と 、 ま だ心境 は ど う と かい う よ う な 、 そ こ ま で至 ら な い と い う か。 大

変 な こ と が起 こ っ た 、 と り あ え ず、 み ん な 集 ま っ て と い う 、 そ の 迅速 さ は常 日 ご ろ の対応

の お か げだ と い う こ と です ね 。

宮 間前市長 そ れ は 早 か っ た です ね 。 も う 一つ 、 判 断の根拠 に な る ガス ・ 水道 ・ 電気の う

ち 、 電気は 止 ま り ま し た け れ ど も 、 短 い 時 間 で復 旧 し た んです。 ガス は部分的 に や ら れ ま

し た 。 ガス 管が折 れた り 、 潰 れ た り し て 、 そ う い う と こ ろ は や ら れ ま し た け れ ど も 、 全体

と し て は大丈夫だ っ た ん です。 本道 は 全市 に わ た り 部分的 に や ら れ ま し た 。 水道 に は配水

と 給水管 と い う の があ り ま すが、 1 万3 ， 000箇所 ほ どや ら れ ま し た 。 給水管 は ジ ョ イ ン

ト の と こ ろ がや ら れ た ん で し ょ う ね。 だ か ら 、 復 旧す る の に相 当 かか り ま し た 。 1 カ 月 ぐ

ら い かか っ た で し ょ う ね。 武席地区 は 、 尼崎の 中 で は一番標高が高 い んですが、 そ こ は約

1 カ 月 、 2 月 の 中 旬 ま で止 ま り ま し た 。 と い う の は連 中 で、給水管が破 れ て い ま すか ら 、 普

通で し た ら 冬 は 18万 ト ン ぐ ら い水 を 送 っ た ら い い と こ ろ を 、 途 中 で抜 け て し ま っ て 、 25万

ト ン ぐ ら い送 っ て も 水が届 か な い ん です。 だか ら 武庫地択 は 、 特 に 高層住宅 は 上へ揚げ る

機械が傷 ん で し ま い 全部止 ま っ た の で し ょ う 。 と い う こ と で 1 カ 月 ぐ ら い は 給水車 を 出 し

ま し た 。

小林委員 ガス は部分的 だ っ た ん です か
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宮 田 前市長 ガス は部分的 だ っ た と 思 い ま す ね。 ガス は対応が難 し い です か ら O 一度 、 止

め ま す と 危 な い です か ら O な か な か栓 を 開 け る の が大変み た い で、。 止め る の も 大変です し 。

小林委員 家 を 出 ら れて 背広 ま で、持 っ て と い う こ と で、 都 と 落 ち 着 い て 出 て お ら れ る わ け

です。 こ の ま ま 、 し ば ら く 泊 り 込み か な あ と い っ 、 そ ん な感 じ で 出 ら れた ん ですか。

富 田 前市長 午前 中 は そ う も 思 わ な か っ た です ね 。 午後 に な っ て被害がずい ぶ ん大 き い の

カfわ か っ て き ま し た の で 、 そ の あ た り か ら は 、 も う み ん な の認i哉がか わ り ま し た ね。

小林委員 結果、 ず っ と 役所 に お ら れ た ん ですか。 何 日 間 ぐ ら い お ら れ ま し た。

宮 田前市長 そ れ は 、 も う ず っ と です。 何 日 間 と い え な い ぐ ら い 、 相 当 、 ず、 っ と お り ま し

た 。

水害対策 と ケ アハ ウ ス の 重要性

小林委員 そ れで、 次か ら 次へ と や る べ き こ と が、 い ろ い ろ 出 て き た と 思 い ま す。 結局 、

3 カ 月 ぐ ら い ま で は 、 どの市で も 待 っ た な し の 緊急対応 と い う こ と で、 い ろ い ろ な こ と が

起 こ っ て い る と 思い ま す。 そ の 中 で市長 と し て の責務 と し て 、 最 も 判 断 しづ ら い と い い ま

すか、 一番重い 決断 と い う の は 一体 どん な こ と だ っ た の ですか。

宮 田前市長 あ の と き 、 マ ス コ ミ の皆 さ んが何 を 言 わ れ た か と い い ま す と 、 尼崎は外れて

い る んです よ O 神戸市、 西宮市 は相 当 や ら れて い た 。 地震は武庫川 よ り 西 で あ っ て 、 武庫

川 か ら 東 は被害がな い と い う よ う な 感 じ を 持 っ て お ら れた 。 「武庫川 よ り 西 は 地獄、 東 は

極楽だ」 と れ た ん です。 と こ ろ が、 尼崎市 は ご存 じ の よ う に土地が低 く 、 南 の 方 に 築

地地区があ る ん ですが、 液状化現象 を 起 こ し ま し て 千 世帯 ぐ ら い あ る ん ですが全部や ら れ

た んです。 そ の東側 に 中 島川 と い う 川 があ り 、 そ の 川 の堤防 も ち ょ っ と 崩 れ ま し て (液状

化現象 を 起 こ し た と 私 は 思 っ て い ま す ) 、 下 か ら 水が ど ん ど ん 中 に 入 っ て 来 る ん で す 。 周

り の工場 は 自 己 防告す る た め に 、 土嚢 を 積 ん で、お ら れ る んですが、 そ ん な の で は 追 っ つ か

な い。 放 っ て お き ま す と 、 下 か ら の水で堤防が崩 壊 し 、 そ う す る と 尼崎市の 3 分の l の土

地が水 に没 か つ て し ま う んです。 だ か ら 工場の機械 と かが水に つ か る O そ の 2 次災害の被

害 の 方が よ ほ ど大 き い ん です。 放 っ て お け ま せん の で、 私 は 、 す ぐ に 県 の災害対策本部の

貝 原知事の と こ ろ へ飛 んで い こ う と し た ん ですが、 道路が大渋滞で動 き ま せ ん 。 車が一杯

で行け ま せ ん。

尼崎 中 央署 の 署 長 に お 願 い し 、 パ ト カ ー で、行 っ た んですが、 そ れで、 も 通 れ ま せ ん。 そ こ
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で仕方がな い か ら 、 東進 し て く る 車 を 全部横へずれて も ら っ て 、 対向車線 を 逆進 し て行 っ

た んです。 そ れで、 も 行 け な い と こ ろ は歩道の }二 を 走 っ た り し て行 き ま し た 。 県 庁 ま で 1 時

間 ぐ ら い か か っ た と 思 い ま す。

県庁 に 着 い た後、 知事は す ぐ土木部の幹部 を 呼び、 地 図 を 見 て即座 に 決断 さ れ、 対応 し

て い た だ き ま し た 。 そ の お か げです ぐ に 、 矢板 を 1 キ ロ ほ ど打 っ て い た だ き ま し た 。

小林委員 そ れは 、 い つ ご ろ の話ですか。

宮 田前市長 1 月 20 日 です。 パ ト カ ー で、行 っ た の が20 日 、 工事が始 ま っ た の は次の 日 か ら

です。 そ の 障 に どん どん工場側 は土嚢 を 積 んで漏 れて く る 水 を 抑 え て い る 。 川 の |勾慨 に 矢

十反 を 打‘ ち ま し た 。 J l l の側 か ら し な い と だ め です か ら O

小林委員 そ れ は 一級河川 ですか。

宮 田前市長 一級河 川 l です。 当 時建設省 で な い と だめ 、 な か な か難 し い と 技術職員 も 言 っ

て ま し た が、 そ ん な 場合 じ ゃ な い よ と O

小林委員 そ う ですか。 そ れ は 危 な か っ た わ けで、す ね。 崩 れて し ま っ た ら 、 3 分の l あ る

ゼ ロ メ ー ト ル地帯が全滅 し て い ま し た 。

宮 田 部市長 相 当 な被害です。 と こ ろ が、 そ ん な こ と は マ ス コ ミ で取 り 上げて も ら え な い 。

小林委員 私 も 初 め て 開 き ま し た 。

宮 田前市長 震災前か ら 、 中 島川 の改修は始 ま っ て い た んです。 国が 3 億円 ぐ ら い の予算

を 毎年つ け て い た ん です。 震災後 、 そ れ を 3 年半で100年 間 の 予算 を つ け て も ら っ た と 私

は 言 っ て い ま す が。 3001意円 目、 上 の お 金 を 費 や し て 、 3 年 間 ほ どか か っ て 宣 し て も ら い ま

し た 。 だか ら 、 今 は も う 完壁 に な っ て い ま す。 そ う い う よ う な こ と は 、 マ ス コ ミ に と っ て

余 り ネ タ に な ら な い の か、 報道 し て も ら え な い ん です。

あ と 、 震 災 当 日 の 晩 は 1 ， 000人 ぐ ら い の 避難者があ る か な と 患 っ た ん で す が、 と こ ろ が

9 ， 000人です。 で、 何 を 配給す る か。 こ れ は新聞 に も 載せ て も ら い ま し た け れ ど も 、 尼崎

の 防災 セ ン タ ー で は 、 こ う し た災害の た め の乾パ ン 、 い ろ い ろ な 薬類 ( ケ ガ を し た と き に

ち ょ っ と つ け る 薬 と い う よ う な も の を 防災セ ン タ ー で備蓄 し て い た の は 、 i坂神 間 で尼崎 と

宝塚だ け な ん で す) 、 そ う い う も の を 持 っ て い ま し た 。

け れ ど も 、 乾 パ ン で は 追 い つ き ま せ ん 。 乾パ ン だ け 食べて い ら れ ま せん か ら O そ こ で考
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え ま し た の が、 学校給食です。 そ の 日 の 朝 の 震災です か ら 、 そ の 日 は学校が休校 に な り ま

し た 。 学校は そ の 日 と 翌 日 、 全校休校で、 そ の と き の 学校給食で予定 を し て い たパ ン を そ っ

ち へ罰 し た ん です。 児童数、 相 当 お り ま す か ら 、 小学校給食 を 司 し て 、 カ バー を し ま し た 0

9 ， 000人 も 来 ら れて い ま し た か ら ね。

小林委員 そ れ は何 カ 所 く ら い の避難所 だ っ た ん ですか。

宮 田前市長 91 カ 所です。 ほ ほ小 ・ 中 学校全部 と 地区 会館。 小学校が45あ り ま す。 中 学校

がおあ り ま す か ら 、 高等学校 と 地区会館、 大体そ う い う と こ ろ です。 正確 に は 、 避難所 は

91 カ 所で9 ， 494人です。

小林委員 当 日 と い い ま す か、 す ぐ食事 を 手配 し な い と い け な い し 、 そ れ を ま た91 カ 所 に

配 り に い か な け ればい け な い。

宮 田 前 市長 常 日 ご ろ や っ て い な い こ と です か ら O ど こ と も 、 大変だ っ た と 思 い ま す。 結

局 は外か ら ご覧 に な る 以上 に 、 被災者 の 数 は 尼崎 も 多か っ た と 思 い ま す。 と い う の は 、 道

路 か ら 中 に 入 っ た 部分 に 老朽化 し た 木賃住宅 な どが相 当 あ り 、 そ う い う の が皆、 や ら れた

ん です。

小林委員 被害の ひ どい と こ ろ が、 西宮か ら 商 は ず っ と 北の方へ上がっ て い ま す で し ょ う 、

西宮北 口 や伊丹へ。 東 の 方 は 武庫 川 か ら こ ち ら は 、 被害

が少 な い の ですが、 そ の尼崎の催災証明 は結構多 く 出 さ

れ て い る O 尼崎市 は皆 さ ん を 救 う た め に取 り やす く し た

と い う 説 と 、 い や古 い 家が木造 で た く さ ん あ る か ら 実際

そ う な ん だ と い う 説 と 両方あ り ま し た が。

宮 田 前市長 実際 は 古 い 家がや ら れ、 全壊が 1 万 1 ， 034

世帯です。 半壊が約 5 万、 一部損壊が約 6 万、 全部で12

万以 tこで、す。 い ろ ん な こ と に 関 わ っ て く る と い う こ と も

あ り 、 他都市の応設職員 と も 班編成す る な ど し て 、 全て

縮 か く 調 べ に行 き ま し た 。

小林 郷雄氏

小林委員 特 に 半壊が多 い の で、 判 定 の 問題 も 多少 は 関 わ っ て い る と 思 い ま す。 尼崎 に 古

い ス ト ッ ク と い う んですか、 長屋 と か木賃の古い家が、 両宮、 神戸 に 比べればは る か に 多

い の は 間遣 い な い わ け で。 大 阪 に 近 い 分だ け 早 く か ら 町 に な っ て い ま す か ら O だ か ら 芦屋
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や神戸 ほ ど揺 れて い な い の は 間違い な いですが、 そ う い っ た も の がば し や っ と O 燃 え る と

い う こ と は少 な く 、 全壊 ま で至 ら な い け れ ど も 半壊が多 い の は そ う か な と い う 気 は し て い

ま す。 な か な か、 そ れ は わ か ら な い わ け で、 判定が市 に よ っ て そ れぞれです か ら 、 そ う い

う 意見 も あ る わ け です。 市長の今の お話で は 見 た 日 と し て も 古い家が多 か っ た 部分がか な

り 壊れ て い た と い う こ と です ね 。

そ の ほ か、 仮設住宅 と か、 い ろ ん な 生活支援 と か、 そ う い う こ と で、 随分 と 苦労 さ れた

と 思 う ん で す が、 何か決断 さ れた こ と と い う の は ど う い う こ と で し ょ う か。

宮 田 前市長 仮設住宅は ど こ と も 一緒で し た け れ ど も 、 う ち も 公園 な どい ろ い ろ な と こ ろ

を 利用 し ま し た 。 仮設住宅の解消 も 尼崎が一番 早か っ た と 思 い ま す よ 。 た だ仮設住宅 に 入

る ま で の避難所の と き が大変で、 し た 。 い ろ い ろ な こ と があ り ま し た か ら ね。 大 仮か ら ホ ー

ム レ ス の よ う な 人が来て 、 避難者の よ う な 格好 を し て食事 を も ら っ て い く と い う お話 を 聞

き ま し た 。

小林委員 三 反 田 と 小 田南 に ケ ア っ き 仮設住宅があ り ま し た が、 ど う い う 経緯 で そ の ケ ア

っ き 仮設住宅がで き た か と い う の を 覚 え て お ら れた ら お願 い し ま す。 こ の前、 芦 屋の前市

長 に も お伺 い し た の ですが、 詳 し い こ と は よ く 知 ら な い ん ですが、 宮城県か ら 尼崎 に 持 っ

て 来 ら れた も の だ と い う の は 。

宮 田 前 市長 い い え 、 速い ま す。 そ れ は 高齢者が多 か っ た です か ら 必要性 に 応 じ て し ま し

た 。 小 田南公園 と 三 反 田 の 障害福祉セ ン タ ー 隣の 2 か所で し ま し た 。 そ れ と は 別 に 、 ケ ア

ハ ウ ス を 東七松 町 に 後 ほ どっ く り 、 こ れがユ ニ ー ク な も の と 評判 に な り ま し た 。

小林委員 確 か三反 田 と 小 田南 で ず っ と ケ ア っ き 仮設 を や っ て お ら れて 、 そ こ の 人 た ち を

放 り 出 す わ け に は い か な い か ら と 開 き ま し た 。

宮 田 前市長 そ の 延長 と 訂 い ま す か、 一 つ の ス テ ッ プ を 踏 ん で や っ て い く 方が い い な と

思 っ た ん です。

災 と 関係 な く て も 、 あ あ い っ た こ と が今後 も 必要で し ょ う ね。 そ う で な い と 、 一人で

集合住宅の復興住宅 に 入 っ て も ら う と い う こ と は ケ ア が難 し い です。 本人 も 弱 り ま す。

小林委員 そ う で す ね 。 そ の ケ ア ハ ウ ス は仮設扱 い で、、 も う や め な ければ と い う こ と で 困 っ

て お ら れ ま し たが。 何か、 大体、 話がつ い た と 開 き ま し たが。

宮 田前市長 5 年 の予定 と い っ て い ま し た。 そ の見通 し も わ か り ま せん。 け れ ど も 、 も う
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10年が来 ま す か ら ね。 も と も と 震災の被災者 な ん ですが、 当 然 、 新規募集 し て い ま せ ん か

ら 、 亡 く な ら れ た と い う こ と で、 住人が減 っ て き て い る ん です。 大分、 空 い て き て い ま す。

ですか ら 少 し 方 向 転換 し ま し て 、 被災者 で な く て も 違 う 用 途で寵 う こ と に 。 あ れは成功 し

ま し た ね。 大分、 い ろ い ろ な 方が見学 に 来 ら れ ま し た 。

小林委員 い っ ぱい 、 来 ら れて い ま す ね 。 あ あ い う も の が、 実 は大変役 に立つ と い う こ と

が、 実物が残 っ て い な い と わ か ら な い の で 、 よ か っ た と 思 い ま す ね。

私 た ち の 支援 ネ ッ ト ワ ー ク で、 コ レ ク テ イ ブ住 宅 を ぜ ひっ く っ て ほ し い と い う 運動 を し

ま し た 。 県 に か な り 働 き か け し ま し て 、 尼崎 も 久々 知市営住宅 と 公団金楽寺団地の措 り 上

げ県営住宅の 2 箆所 に 公営 コ レ ク テ ィ ブ住宅がで き ま し た 。

宮 田 前市長 金楽寺 に は 皇太子殿下 、 妃殿下がお越 し に な ら れ ま し た 。

小林委員 結 局 、 住宅 を 再建 し て い く の に 、 ど ん な形の も の がい る の か で す が、 高齢者で

ケ ア が必 要 な 人た ち を そ の ま ま 放 り 込ん で し ま っ た ら 危険だ、 そ れ は だ れ し も 思 う こ と で

す。 だ か ら と い っ て 、 対応がな か な か難 し い 。 全部が特別養護老人 ホ ー ム み た い な形で よ

け ればそ れ は い い ん です け れ ど も 、 そ こ ま でい っ て い な い 人 た ち で、 な お かつ 、 シ ルパ ー

ハ ウ ジ ン グで は ち ょ っ と 日 が行 き 届 か な い よ う な 人 た ち を 含め て 、 い ろ い ろ な官住者 み ん

な で一緒 に生活す る よ う に 、 と い う タ イ プの住宅がで き た と 思 い ま す。 こ れ も 震災の大事

な 経験か ら 生 ま れ た も の だ と 思い ま す。 そ う い う 意味で は神戸や西宮、 芦 屋 に は な い 「ケ

ア ハ ウ ス 」 は 良か っ た と 思 い ま す。

区画整理事業等 に つ い て

小林委員 尼崎市で は 、 先 ほ ど少 し お話があ り ま し た 区画整理事業等で復興 を や っ て お ら

れ る の は築地地区 だ け です か。

そ の震 災復興事業 と し て の 築地 地 区 に つ い て お伺 い し ま す。 神戸、 芦 屋 、 西宮 は全部、

3 月 17 日 の都市計画決定です。 2 カ 月 後の建築基準法の建築制限が切 れ る と き に 、 都 市計

画決定 し た わ け で す け れ ど も 、 築 地 は そ れか ら ま た半年 ほ ど遅れて計画決定 さ れ ま し た ね。

そ れは 結果 と し て は 、 今、 全国 的 に も よ か っ た の で は な い か と い う 評価が高 い んですが、

そ の あ た り の経緯 を 差 し 支 え な い範 囲 で教 え て い た だ け た ら と 思 い ま す。

富 田 前 市長 地 区 整備復興計画 を 策定 し た 5 地区 の う ち 、 区画整理事業 を 行 っ た のが築地

地 区 で す 。 そ こ で問 、 県か ら は 、 あ る 一定の期限で書類 を 出 す よ う に と 言 わ れ た んです。

を も し 出 し遅れた ら 、 そ こ を 指定地域 に し な い よ と 言わ れた と き に 、 補助 の 関係 な ど
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全部違 っ て き ま す か ら 、 こ れ は 図 る な と 思 っ た んです。 し か し 、 そ ん な に早 く で き る か と

い ま す と 、 と て も 無理だ と 思 い ま し た 。 や は り 、 そ こ に 住 ん で い る 人 た ち と 相談 し な い

と で き ま せん で し ょ う O 神戸 も 森南地医 で も め ま し た ね。 あ あ い う 風 に な る と 思 い ま し た 。

少 し遅れて も 、 強 引 に そ れは も う 認め て く れ と 。 後か ら 行 っ て も 、 そ れ は ち ょ っ と 無理

だ ろ う と 私 は 思 っ た んですが、 あ と か ら 出 し ま し た け れ ど認め て も ら い ま し た の で、 結果

と し て は よ か っ た と 思い ま す。

小林委員 戸 ノ 内 は ど う だ、 っ た ん ですか。 結局 や め る こ と に 。

宮 田前市長 も と も と 震災前か ら 地区改良事業 と い う 形でや っ て い た の を 、 そ の面積 を 拡

大 し ま し た 。 震災の影響で被害の大 き い と こ ろ と い う こ と でO

戸 ノ 内 は そ れで も 440か450億 円 かか っ て い る と 思 い ま す。 戸 ノ 内 も や は り 築地 の よ う な

液状化現象が一部 あ り ま し た が、 築地 は全域です か ら ね。

小林委員 築地 は研究者 も 今、 大分調べて い ま す。 当 初 、 区画整理 と 地区改良 は ど っ ち が

先で し た か、 何 時ですか。

宮 田前市長 合併施行です。

小林委員 あ の こ ろ は ま だ建設省 で都市局 と 住宅局 そ れぞれの事業です か ら 、 普通は

権 を ど ち ら が と る か な ど、 な か な か う る さ い 人が多 い は ず な ん ですが。

富 田前市長 ユ ニ ー ク だ な と 言 わ れ ま し た 。 そ の か わ り 市 と し て の事業で き め細 か く や っ

て い る 分だ け支出 も 多 い です。 築地は借家が非常 に 多 い地 区 です の で 、 単 に 区画整理 だ け

し ま し で も 、 多分、 住宅再建 は で き な い だ ろ う と い う こ と に な り 、 そ こ でや は り 地区改良

と 併せ て 、 老朽住宅か ら 改良住宅 に 入居 し て も ら う 方法 で な い と 、 な か な か難 し い と い う

よ う な こ と があ り ま し た 。 あ そ こ は 一旦 ク リ ア ー に し て盛 土 し て い ま す。

小林委員 そ う す る と 、 そ う い う 意味で は 、 や は り 区画整理が先ですね。 結 局 、 地盤改良

ま で し ょ う と 思 う と 、 区間整理 し か な い です ね 。

借家が多 い た め 、 土地 を か さ 上 げす る た め に全部家 を 建て 替 え る と な る と 、 借家人の方

は 追い 出 さ れ る 可 能性が高 い 。 措家 を わ ざわ ざ建て る 人 は い な い わ け ですか ら 。 結局 そ の

た め に は 改 良住宅 に み ん な 入 っ て い た だ く O 地主 は借家人が改良住宅 に 入居 し て 自 分の土

地利用 が 自 由 に な っ て喜ぶ と O そ う い う 皆 さ ん の 思惑 と い う か、 そ こ ま で話 が ま と ま る た

め に は 、 や は り 3 カ 月 や 4 カ 月 は か か る の で、 ち ょ っ と 待 っ て く れ と い う よ う な こ と で、
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ご決断 さ れた と い う こ と ですか。

宮 田 前 市長 特 に 、 あ の 地域は昔か ら 住 んで、い ら っ し ゃ る か ら 、 い ろ い ろ な こ、窓見 を 持 っ

た 方 々 がい ら っ し ゃ い ま す。

小林委員 市役所 l 階の江戸時代の模型 を 見 る と 、 昔の城 ド町 と 同 じ格好で街が少 し も か

わ っ て い な い の は あ そ こ だ けです も の ね。

そ れ と 私が専 門 的 な 立場で い つ も 解説す る の は 、 尼崎 は 地 区 改 良 と い う の を 一般的 に事

業 と し て し て い ま し た が、 神戸や芦屋です と 、 全部、 同和改良 し かや っ て い ま せ んで し た

よ ね。 同 和 地 区 の事業 と し て 地 区改 良 を 使 っ た んです。 ですか ら 、 地区改 良 を 一般住宅地

の 整備 に使 う と い う こ と は な か っ た 。 芦屋の若宮地 区 も 地区改良でや っ て い ま すが住環境

整備事業 と い っ て い ま す。 そ れ と 、 当 然、 同和対策 と し て 地区改良 を 使 っ て い ま す か ら 、

一殻地 区 で は経験が な い 。

し か し 、 尼 崎 は ず っ と 前か ら 崎支地医で地 区 改良 を や っ て お ら れた し 、 そ れ か ら 区画整

理 も こ の あ た り で は 一番 の 経験があ る O 芦屋な どです と 、 戦災復興以来長い 間や っ て い ま

せ ん の で 、 も う 20年 ぐ ら い経験者がい な い。 そ れか ら 、 淡路島の富 島 な どで も 当然、 町 に

経験者 は い な い わ け です。 結局 、 沼崎市 と 神戸市 は 、 西宮市 も 多少 は や っ て い た の で、 区

画整理 に対す る 技術者 と か考 え 方 は ず っ と 連続 し で あ っ た 。 な お かつ 、 地 区改良 と 区画整

理 を 重ね て や る と い う よ う な 合併施行の経験 を 尼崎 は ず っ と さ れ て き た 。 全 国 で も め ず ら

し い と 思 う んです。

宮 自前市長 そ う ですね。

小林委員 や は り 、 そ う い う 経験が、 震災前か ら や っ て い た実績があ っ た こ と で、 ずい ぶ

ん違 う ん じ ゃ な い か と 思 い ま す。 だ か ら 築地地区で も 、 そ う い う 歴史の 中 に あ る 話 で あ っ

て 、 突 然 だ れ かが努力 し た っ て急 に は で き な い わ け です し 。

そ れ を 実際 ち ゃ ん と 事業 に す る と か、 市長が言 わ れた よ う に 、 そ う 慌て な く て い い じ ゃ

な い か、 ち ょ っ と 待 っ て く れ、 と い う よ う な 、 そ う い う こ と を 言 え る と い う の は 、 や は り

ち ゃ ん と 事業 を わ か っ て い る 人がた く さ ん い た か ら だ と 思 う ん で す。

宮 田 前市長 慌 て んで も い い と は 思 わ な か っ た で す け れ ど も O 慌 て て も で き な い だ ろ う と

思 い ま し た 。 ど う せ、 手詰 ま り に な る だ ろ う と 思 い ま し た け れ ど も O そ れで、 、 区画整理の

都市計画決定が 8 月 8 日 、 住宅地 区 改 良 の指定は 9 月 14 日 です。

小林委員 半年遅れ ぐ ら い です よ ね。 そ の あ た り で、 国 や県 な どか ら 、 I カ 所だけ後か ら
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来 た と い う こ と で、 い じ め ら れる と かそ う い う こ と は な か っ た です か。

宮 田前市長 そ の記'臨 も な い で す ね 。 そ う 簡単 に は事が運 ばな い と い う 意識 は あ っ た と 思

い ま す。

小林委員 北村前芦屋市長 も 都市計画決定の と き に西部 と 中 央地 区 で か な り も め ま し た が、

ど う せす る の な ら 多少 も め て も 早 く や っ た 方がい い と い う 決意 を し ま し た と 言わ れて い ま

し た。

宮 田前市長 も め る こ と は と も か く 、 補助 を そ れ に よ っ て 落 と さ れた り す る の は 一番か な

わ な い と 忠 い ま し た 。 そ れの 危倶の方が強か っ た です け どね。 も う し ょ う がな い と 思 い ま

し た 。

小林委 員 し ょ う が な い と 思 え る か ど う か が ポ イ ン ト の よ う な 気 が し ま す け れ ど も O

現局 の都市計画 や 区 画整理の 関係の局長や部長、 皆 さ ん、 経験者で大丈夫だ と O そ う い う

方が、 ち ゃ ん と 残 っ て い た の が大 き い と 思 う んです。

宮 田 前市長 そ れ は 自 信 持 っ て お り ま す ね。 そ れ ばか り 歩い て来 た 人 た ち です か ら O そ ん

な 方が多か っ た です。

小林委員 そ れ と 、 結局 、 都市計画決定は半年連れです け れ ど も 、 事業計画決定は結構早

い で し ょ う O ほ かの都市 と あ ま り か わ っ て い な い 。 計画 は少 し 遅 れ た け れ ど も 、 み ん な の

合意 を 得て 細 か い 事業が決 ま る の は ほ と ん ど 泳者です。 計画が決 ま っ て 、 も め て 半年 く ら

い ぐ ち ゃ ぐ ち ゃ や っ て た か、 計両 を 決め る 前 に 半年 かか っ て や る かの 違 い 、 と い う と こ ろ

ですか。

宮 田前市長 先 に納得が な い と 、 い け ま せ ん ね 。 納得の方向へ行 き ま す と 、 人 数は 限 ら れ

て く る ん です。 リ ー ダ ー 格の方が、 何人か 限 ら れて き ま す。 そ う し た ら 、 そ の 人が中心 に

な っ て 、 す っ と 収 ま っ て い く の です。 2 月 26 日 に も う 既 に復興委員 会 は で き て い ま し て 、

そ こ が中心 に な っ て 、 ま ち づ く り 案 を 練 っ て い ま し た 。 市 と し て あ ま り 個別 に相 談 を し な

く て も 、 そ の委員 会 に付託 と い う か、 意見 を 聞 け ば、 大体、 住民の声が聞 け る と い う こ と

に な っ て い ま し た 。

小林委員 そ の後、 築地の復興の 中 での 問題 は 、 当 然、 い っ ぱい あ っ た と 思 い ま す け れ ど

も O 特 に 市長が決断 し な い と い け な い と か、 そ う い う 場面 は な か っ た です か。
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宮 田前市長 や は り 財 源 の 問題ですね。 私が市長に就任 し た 時 は 、 既 に財 政調整基金 も 底

を つ い て い て 、 非 常 に 厳 し い状況で し た が、 そ こ に震災が加 わ り ま し た 。 国 や 県 に も 財政

支援 を い た だ き ま し たが、 築地 を は じ め震災復興事業 を 最優先 に 進め る た め 、 他の事業で

中 止 や 延期せ ざる を 得 な い も の も あ り ま し た 。

復興住宅 に つ い て

小林委員 次 に 、 緊急、の 時期 は 別 と し て 、 8 年 嵩 で一番思 い 出 深い と い う か 、 市長 と し て

震災復興関係 で一番心 に残 っ て い る こ と は ど ん な こ と ですか。

宮 田前市長 先 ほ どの震災直後の 中 島1 1 1 の 堤 防 の 問題 と 、 あ と は仮設住宅 を 一定の時期 に

解消す る た め の復興住宅の建設です。

こ の復興住宅の建設 に つ い て は 、 私 と 神戸市長 さ ん た ち と 住都公団 の 人 た ち で意見交換

す る 機会が神 戸 で あ り ま し た。 相 当 な 数の復興住 宅 を 建て な い と い け な い わ け です。 そ こ

で、私が言 っ た の は 、 こ の復興住 宅 は 将来21世紀 に な っ て 「 あ れが、 あ の と き の復興生宅だ

と い う よ う な 住宅 に な り ま す よ J と o 21世紀 と い う の は 、 人 間 の 生活様式がかわ り ま し て 、

家の 中 で仕事 を す る よ う な 、 今、 パ ソ コ ン で だ ん だ ん そ う な っ て い ま す ね 。 そ う い う よ う

な 状態 に あ わ せ た 一 つ aつ の棟の形が外か ら 見 て 、 そ れぞれの但牲 を 持 っ て い る と い う 世

の 中 に な り ま す よ と O

と こ ろ が、 こ の 阪神 間 で何千 と い う 棟の 、 同 じ箱型の住宅 を 建て る と い う こ と に対 し て 、

ち ょ っ と 少 し待 て よ 、 何 か ひ と 工夫い る の で は な い か と 、 言 っ た ん です。 そ ん な こ と 言 っ

て い ら れ な い 、 限 ら れ た 予算 し か な く 、 み ん な 同 じ よ う な 住宅が建 ち ま し た ね 。 中 身 は

ち ょ っ と 違い ま すが、 ほ と ん ど 品緒で し ょ う 。 あ あ い う の を 建て ま す と 、 恐 ら く 3 0 年、

40年後、 そ の う ち に都市 の た たず ま い 、 土地の景観 と い う も の と の 聞 に 少 し そ ぐ わ な い感

じ が出 て き ま す よ O

今、 住間 に 留 っ て い る 方 に 早 く 限 ら れた 国の予算 と 市の仕様でや れ と い う こ と です か ら 、

あ あ い う こ と に な っ た んです。

小林委員 今、 お っ し ゃ ら れた よ う に 、 そ れぞれの個性的 な 内容 を 持 っ た 形 を そ れぞれの

地域 ご と に公営住宅 と い う の は や ろ う と い う こ と で、 少 な く と も こ こ 1 0 年 ぐ ら い は 、 ずっ

と や っ て き た わ けです。 し か し 、 突然震災が起 こ り 、 た く さ ん建て る 必要があ る と い う こ

と で、 一度 に 昔がえ り み た い に 同 じ 規格の住宅 を 建て る の は よ く な い と い う 注文 を 、 私 も

し た の を '憶 え て い ま す。

そ う い う こ と を 配慮 し て や り ま し よ う と い う こ と の 方向づけ は 出 て い た ん ですが、 結局 、

あ あ い う こ と に な っ て し ま っ た の は 、 ど こ か お か し い な と 思 っ て お り ま し て 、 せめ て芦屋
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市 と か西宮市 と か、 住宅地 と し て 日 本ーだ と 言 っ て お ら れ る 市長 さ んが、 も う ち ょ っ と 言

う べ き だ と 、 前か ら 患 っ て い ま し た。 尼崎の市長がそ う い う こ と を 言 っ て お ら れた の を 聞

い て 、 大変心強 く 思 い ま し た 。

回 前市長 個性的 な も の を つ く ろ う と 思 い ま す と 、 そ の分 だ け費 用 が持 ち 出 し ですか ら 。

学校で持ち 出 し で や っ た の が、 市立尼崎高等学校です。 震災で だめ に な っ て し ま っ た学校

が 3 校あ り ま し て 、 そ れ を 建 て 替 え た 時 に や り ま し た 。 通常です と 、 廊 下 も 2 . 3 メ ー ト ル

に な り 、 み な 規定型の学校 に な っ て し ま う と こ ろ で し た が、 生徒の教育環境等 を 考 え て 、

廊下 を 2 . 5 メ ー ト ル に し ま し た 。 そ の分 は ど う し て も 持 ち 出 し に な り ま すが。

小林委員 そ れ と 、 い ろ い ろ 言わ れて い る の を 開 い て い ま す と 、 結局 、 積算す る と か、 予

を つ け る 方が大変で、 す ね 。 新 し い の は 、 設計 を し て積算 し て か ら で な い と 予算がつ き ま

せ ん か ら ね。 そ ん な こ と を や っ て お ら れな い か ら 、 皆 同 じ 大 き さ で 同 じ ス パ ン で部屋 の 大

き さ だ け -人用 は40平米、 て人用 は50平米 と か。 ス パ ン が決 ま っ て い る か ら 、 幅 だ け ち ょ っ

と か え れ ばい い わ けです。 そ う い う こ と で決め た ん だ ろ う と 思 う んです。

地域 に も う ち ょ っ と 任せて も ら え れ ば、 い け る ん で し ょ う け れ ど も 、 結局 は 予算主義 と

い う か 、 予算 を 確保す る た め に は 、 即座 に こ れだ け の戸数で何平米 あ っ て 、 何階建 て で 、

ぱっ と 計算 で き る 、 多分そ っ ち か ら 決め な い と 間 に 合 わ な い 。

宮 田 前市長 間 に合い ま せん。

小林委員 そ う い う こ と で な い と 予算がつか な い と い う の は 間違 い だ と 思 い ま す ね 。 建築

戸数は わ か っ て い る か ら 、 あ と は ど う せ、 1 ， 000万円 の も の が2 ， 000万 円 に な る わ け な い の

だか ら 、 任せて く れた ら い い の に と 思 い ま す ね 。

宮 田 前市長 だ か ら 、 地 }j の 時代 と い わ れ る に は 、 財 源 を 地方 に 回 し た ら 、 責任 と 権限で

や ら し て も ら え る ん で す け れ ど も 。 財源 を どの よ う に し て 回す の か と い う と 、 い わ ゆ る 交

付税の よ う な 仕組み で は と て も だ め で す 。 目 的税 的 に 一番い い の は 、 今、 あ る 税金でい え

ば消費 税 で す ね 、 消費税 と い う の は抵抗があ り ま す け れ ど も O そ れぞれの 市 で い く ら 入 っ

て く る か と い う こ と が、 も う 決 ま っ た も の が入 っ て く る 、 入 っ て こ な い と い う こ と がわ か

り ま すで し ょ う O そ れで責任 と 権限 を 持 たせ て い た だ く と 、 今お っ し ゃ っ て い る よ う な こ

と の鱈性は 出 て き ま す。
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特来 に 向 け て の教調

小林委員 そ れで は 、 最後に こ れか ら と い う 話 に な る んですが。 8 年毘 の ご経験か ら 、 将

来 に 向 か つ て 、 特 に子供 さ ん に 向 け て 、 こ の震災 を ど う い う よ う に伝 え て い く の か、 震災

の と き の こ と を ど う 将来の教訓 に す る の か、 メ ッ セ ー ジ を い た だ け た ら と 思 い ま す。

宮 田前市長 尼崎市 は震災後、 何 を し た か と 言い ま す と 、 こ れは よ そ の 自 治体 は あ ま り や っ

て い な い よ う に思 う んですが、 災害時相互花、援 に 関す る 協定 を 次々 と 結 ん で、 い き ま し た 。

東 は 岐阜、 静岡 、 豊橋、 四 日 市、 東大阪、 西 は 岡 山 、 長崎、 熊本、 横 田 、 こ れ ら 8 市 l 町

と O こ れ は な ぜ、か言い ま す と 、 東か ら 来 れ な い と き は西か ら 来 て も ら う 応援体制 、 こ ち ら

も 西へ行 く 。 西 か ら 来れ な い と き は東の花、援 を 求め る 。 豊橋 と 結 ん だ の は ト ヨ タ な どの 車

を 輸出 す る 大 き な 港 を 持 っ て い ま す の で。 う ち も 港があ り ま す。 し た が っ て 地震が終わ り

ま し て 、 道路が傷 んで、 い て も 海上応援 を し よ う 、 そ う い う こ と で締結 し ま し た 。

私 た ち が経験 し た地震 と い い ま す の は 、 ど う い う も の だ、 っ た の か。 私 の知 っ て い る あ る

校長先生が、 震災当 日 の朝 、 や ぐ ら ごた つ に奥 さ ん と 向 か い合 っ て お 茶 を 飲 んで い た 。 ぐ

ら ぐ ら つ と 来た か ら 、 そ の校長先生 は 「地震や」 と 言 っ て ぱっ と 身 を かが め た 。 そ れで、

家 の 下敷 き に な っ た ん で す 。 そ の先 生 は 2 時間 の ち に 引 っ 張 り 出 さ れた ん ですが、 「家内

も お る んや J と 言 っ て 「 お い 」 と 手 を つ な い だ ら 、 手が冷 た く な っ て亡 く な っ て い た 。 と

い う こ と は、 あ の く ら い の地震 に な り ま す と 、 そ の と き に ど こ に い る か と い う こ と が運命

の分かれ道です。 と い う の は 、 ガス の栓 を 切 り な さ い と かい う の は 、 大体、 震度 4 ま での

こ と です。

こ の地震 を 防 ぐ と い っ た っ て 、 防 ぎ ょ う は あ り ま せ ん。 と こ ろ が、 上 の 物 が落 ち て き た

こ と に よ っ て けが を し た り 、 下 に な っ て 、 い ろ い ろ な事故 を 起 こ し ま す。 上の物が落 ち て

こ な い工夫、 た んすが倒 れ な い工夫 と い う の は 、 自 分の努力 でで き ま --90 そ れは教育 の 中

でや っ た ら い い と 思 う の です 。 タ ン ス と 天井 を ひ っ つ け る と かね 、 そ う い う こ と こ そすべ

き です。

そ れ と 、 ゆ番最初 に 言 っ た よ う に 地震が起 き た と き の 、 そ の 自 分の い る 状態 で判 断す る

の は 危 な い 。 そ う い う い ろ い ろ な こ と を 子供 た ち に教 え て お い て や ら な い と い け な い で

し ょ う ね。 地震 と い う も の は な か な か予 知 で き ま せ ん か ら O

そ れ と 、 事後は 、 お 互 い の連携や い ろ い ろ な こ と の組織は必要です。 産後か ら は周 り の

人 た ち の 連帯組織 と い う も の を つ く っ て お か な い と だ め です 。 そ こ で尼崎市 は社会福祉連

絡協議会 を 単位 と し た 白 主 防災組織 を 100% 完備 し ま し た 。 さ ら に 、 防災活動が円 滑 に 行

え る よ う に 、 の こ ぎ り やハ ン マ ー な どが入 っ た 防災資機材 も 整備 し ま し た。 そ う い う 人た

ち が地震直後の活動 の 主体 と い う こ と に な り ま す。

行政は何 を すべ き か と 言い ま し た ら 、 そ れ に対す る 情報の提供です。 私 が 品番、 し か ら
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れ た こ と は 、 神戸 の情報 し か入 っ て こ な か っ た こ と です。 マ ス コ ミ で は尼崎 の情報は何 も

あ り ま せ ん。 そ こ で、 震災で も 情報発信で き る も の と し て r F Mあ ま が さ き j を 立 ち 上 げ

た んです。 こ れは小 さ な ロ ー カ ル局 です。 そ れ を 聞 い て も ら う 習慣 を 常 日 ご ろ か ら 持 っ て

い た だ く よ う に つ と め ま し た 。 ま た 、 尼崎は 月 2 田市報 「あ ま が さ き 」 を 発行 し て い た の

ですが、 そ れ で は 情報がお っ つ か な い の で 月 3 匝発行 に し ま し た 。

地震の予防か ら 始 ま っ て 、 そ の 瞬 間 の対応、 事後の対応 と い う よ う に 、 時系列 を 追 っ て 、

子供 た ち に し っ か り と 教 え て あ げる O 子供 た ち に は そ う い っ た こ と が実 に 大切 で、 は な い か

と そ う 思 っ て い ま す。

小林委員 市報が月 3 回 と い う の は 、 震災直後 に や ら れて 今 も ですか。

宮 田前市長 今 も そ う です。 ず っ と そ う な ん です。 市報は 、 今、 全国の風潮 と し て は 月 刊

に 変わ っ て い っ て い ま す。 市報 を 月 1 回 、 市民の皆 さ んが も ら っ て も そ ん な も の は あ ま り

役 に ‘ ち ま せ ん。 私 は そ う 思 う ん です。 紙一枚で も い い か ら 数多 く 出 す 、 そ う あ る べ き だ

と 思 う んです。 そ れが一番早 い の は F M放送です。

尼崎市提供 は 1 日 3 回 や っ て い ま す。 一番早 い の は朝 の 8 時45分か ら 15分、 12時45分か

ら 15分、 17時45分か ら 15分。 こ の 3 回 は r ( お は よ う ! 、 こ ん に ち は ! 、 こ ん ば ん は ! ) 

あ ま が さ き 」 と い う 番組 を や っ て い る んです。 市の行政の そ の と き そ の と き の 状態が知 り

た い と お っ し ゃ る な ら ば、 そ れ を 開 く と い う 習慣 を 持 っ て も ら わ な い で 、 わ か ら ん 、 わ か

ら ん と 言 わ れ る の は 困 る 、 そ う い う よ う に 一生懸命言 っ て き ま し た 。

小林委員 最 も 長 と し て 大事 な と こ ろ だ と 思 い ま す。 リ ア ル タ イ ム に市民 に 話 を す る ん だ

と い う 姿勢 さ え あ れば、 お 金がな け れ ばな い な り に 、 し な け れ ば し ょ う がな い ですか ら 、

そ の精神がな い と 始 ま り ま せ ん し ね。

富 田 前市長 だか ら 、 FM が一番い い と 思 う ん で す け ど ね 。

小林委員 そ れ と 、 先 ほ どの広域応援体制 は 岐阜市や豊橋市、 熊本市 と 直接尼崎市が何 か

協 定 を 結 ん で お ら れ る ん ですか。

宮 自 前 市 長 す べ て 私 が直 接 、 相 手 の 市 に 出 向 き ま し て 、 調 印 式 ま で や り ま し た O

私がそ の と き に 言 っ た の は 、 協 定 を し て も 震災 の と き に行 く だ けで は足手 ま と い に な る よ

と O だか ら 、 常 日 ご ろ か ら そ こ の状態 を 知 る た め に 、 年 に 1 問 、 防 災総合訓練 と い う の を

や り ま す。 そ の 防災総合訓 練 に お瓦い に 参加 を し よ う と い う こ と で、 岐阜 m な ど は毎年 う

ち の消防が行 っ て 合 同 の 訓 練 に 参加 し て い ま す。 と い う こ と に よ っ て そ こ の 地形 と か、 そ
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こ の 人 た ち の組織 を 知 ら な い と 、 行 っ て も 余 り 役 に 立 た な い です よ O

小林委員 お伺 い し た い 4 つ の 項 目 は 大体、 今、 お話い た だ い た んですが、 も し 、 ぜ ひ こ

れ を つ け加 え て お き た い と い う よ う な こ と があ り ま し た ら O

宮 田 前市長 う ち の職員 に 一時期言 っ た こ と があ る の は 「必ず、 自 転車 を 持 っ て お け」 と

い う こ と です。 震災の時、 一一番早 い手段 は 自 転車です。 単車で も 行 け ま せ ん で し た か ら 、

車で通勤 し て い た職員 と い う の は 、 な か な か来 れ な か っ た んです。 単車で も 国道 2 号線 は 、

な か な か来 に く か っ た か ら 、 自 転車が一番早い ん です。 自 分の 自 転車 を 持 っ て お い て ほ し

い と O 市 内 の 職員 で も 、 す ぐ各支所や本庁へ行 け る よ う に と O 心構 え と し て持 っ て お く よ

う に と い う こ と です。

小林委員 結局 、 す ぐ車で と い う よ う な こ と に な り ま す か ら 、 ま ず 自 転車 、 単車で動 け な

か っ た ら 、 3 カ 月 間 は全 く ど こ へ も 行 け な か っ た わ け ですか ら O

長時 間 に わ た っ て 、 在職中 の 8 年 間 の ほ と ん ど を 震災復興 に携 わ っ て こ ら れた前市長 さ

ん の貴 重 な 年 月 の お話 を お伺 い さ せ て い た だ き ま し て 、 あ り が と う ご ざい ま し た 。
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第二節 西宮市の震災と復興

編集委員 小林 郁雄 (阪神大震災復興市民 ま ちづ く り 支援ネ ッ ト ワ ー ク代表)

甑神大震災 と い う 略称 に違わず、 阪神 間 の 中核の西宮市の震災 に よ る 被害 は 甚大 な も の

で あ っ た 。 ほ と ん どすべて の量的 な被災数値、 た と え ば死者、 全半壊数、 避 難者数な ど は

神戸市 に次 い で 高 い 。 大雑把 に言 え ば、 阪神 ・ 淡路大震災 の 量 的 な 被災の60 � 70% が神戸

市で、 残 り の半分1 5 �20% を 西宮市が占め て い る O

死者1 ， 126名 (被災地全体合計 の 1 8 % ) 、 負傷者6 ， 386名 ( 同 16% ) 、 全壊34 ， 042世帯 ( 同

1 9 % )  20 ， 667棟 ( 同20% ) 、 半壊27 ， 072世帯 ( 河 口 % ) 14 ， 597棟 ( 同 1 1 % ) 、 ピ ー ク 時の 避

難所数194箇所 ( 1 7 % ) 避難者数45 ， 000名 ( 向1 3 % ) と い う 量的 な 数植 に な っ て い る 。

震 災 直前 の 平ー成 7 年 1 月 1 日 の 推計人 口 ・ 世 帯 数 は 424 ， 101 人 ( 被 災 地1 0 市10町合計

3 ， 589 ， 1 26 人 の 12 % ) ・ 163 ， 785世帯 ( 同 1 ， 333 ， 402世帯 の 1 2 % ) 、 直後 の 10 月 1 日 国勢調査

の数値は8% 減で390 ， 389人 ( 同 4 % 減で3 ， 442 ， 310 人 の 1 1 % ) 同 じ く 8 % 減で150 ， 382世帯 ( 同

5 % 減で1 ， 270 ， 374世帯の12% ) で あ る O

ラ イ フ ラ イ ン の被害 も 大 き く 、 水道 断水は 154 ， 100戸 ( 2 月 28 日 応急復!日) 、 停電 は 176 ， 000

戸 ( 1 月 23 日 応急送電) 、 ガ ス 供給停止 は 170 ， 000戸 ( 4 月 1 1 日 応急復旧 ) 、 電 話 回 線 の 故

障 は34 ， 000凹 線 ( 1 月 31 日 復旧 ) と 、 ほ ぼ全世帯 を 超 え る 住宅数が被災 を 受 け て い る O

交通 ネ ッ ト ワ ー ク 関係 も I�道171号が門戸高架橋落橋で通行止め (1 1 月 28 日 一部開通)

を は じ め名 神 高 速 ・ 阪神 高 速神戸線湾岸線 ・ 西宮北 (盤滝 ト ン ネ ル) が通行止め で 、 2 カ

月 か ら 1 年半 ほ ど開通 し な か っ た 。 国道2号 ・ 43号 ・ 176号 ・ 中 国 自 動車道が一部損壊。 市

道156 kmで路面沈下 し 、 27笛所で地滑 り 発生 の た め に屈 曲 ・ 沈 下 な ど被災 を 受 け た 。 鉄道

網 も ]R 新幹線 ・ 在 来線、 阪急神戸線 ・ 今津線 ・ 甲 陽線、 阪神本線が不通 と な り 、 そ れぞ

れ全線開通 は 、 4 / 8 ・ 4 / 1 、 6 /12 ・ 2 / 5 ・ 3 / 1 、 6 /26 と 3 カ 月 か ら 半年 かか っ て い

る 。

公共建築施設の被害 は 、 学校園 で小42校、 中 19校、 高 3 校、 養護 1 校、 幼22圏が被災。

市庁舎が 6 � 8 階部分で損傷激 し く 使用不能。 中 央病院建物が一部損壊 し 設備が損傷。 さ

ら に 市民会館 ・ 勤労会館 ・ 市民館 な どが大 き な 被害 を 受 け 、 中 央体育館 ・ ス ポ ー ツ セ ン

タ ー ・ 夙川公民館や ア ミ テ イ ホ ー ル ・ フ レ ン テ ホ ー ルが破損 . l'吏用不能 と な っ た 。

港湾施設、 河川 、 公園 な ど も 大部分が破損 ・ 被災 し た 。

仮設住宅 は 11 4 団 地4 ， 901戸 が建設 さ れ、 う ち 7 箇所152戸がケ ア 付 き で 、 I 箇所24戸 の

地域型が設置 さ れた 。 災害公営住 宅 は 西宮市営16団地1 ， 983戸が供給 さ れた ( 買 取 1 出地349

、 借上 5 団地447戸 を 含む ) 。

1 月 17 日 7 時 5 分 に 西宮市災害対策本部が設置 さ れ緊急 ・ 応急対応が、 二週間後の 2 月

l 日 に 西宮市震災復興本部が設置 さ れ、 6 月 震災復興計画が策定 さ れた 。
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馬場}I関三前市長への イ ン タ ピ ュ ー

( 1 ) 実施 日 平成1 5年1 1 月 27 日 (木)

(2 )  イ ン タ ピ ュ ア ー

震 災復興誌編集委員会

編集委員 小林 郁雄氏

〈馬場氏の略歴〉

大正14年 7 月 5 日 生 ま れ。 陸軍航空士官学校卒業。 昭和21年 4 月 に旧堀瀬村に

採用 さ れ、 西宮市建設局 長、 企画局 長 を 歴任。 昭和56年 4 月 西宮市助役に就任。

平成 4 年1 1月 ~平成 12年11 月 ま で西宮 市長 を 務め る 。

震災当 初 の こ と

小林委員 ま ず最 初 は 、 プ ラ イ パ シ ー に 関 す る 部分が多少あ る か と 思い ま す が、 震災が夜

明 け方で し た の で、 当 然お 宅で、 お や す み だ、 っ た と 思い ま す。 ど う い う 形で 地震 を ま ず感 じ て 、

ど ん な 形で庁舎 ま で お 出 で、 に な っ て 、 自 分が ま ず ど ん な 思 い を さ れた か と い う あ た り か ら 、

お 話 を い た だ け た ら と 思 い ま す。

馬場前市長 わ か り ま し た 。 そ の 点 に つ き ま し て は 、 私 も い ろ い ろ な と こ ろ で し ゃ べ っ て

お り ま す。 公式 な 記録 に も 私が庁舎 に 到 着 し た の は午前10時だ と い う こ と は書 い で あ る ん

です よ O プ ラ イ パ シ ー も 何 も な い わ け で、 私 は住 ん で お り ま す のが西宮市名 塩 と い う と こ

ろ で、 裏 六 甲 に な る わ け です。 ですか ら 、 朝、 か な り 揺れ て る な あ と い う よ う に思 い ま し

た け れ ど も 、 家 の 中 で は概 か ら 花瓶が 1 つ落 ち た ぐ ら い ですね。

い つ も 公用 車が迎 え に き て く れ る こ と に な っ て い る んで す け れ ど も 、 当 番 の 運転手が魚

崎の マ ン シ ヨ ン で被災 し て い ま し て ね 、 迎 え に く る ど こ ろ じ ゃ な く な っ た と い う 状況 で し

た 。 ま ず 当 時 の 斉藤秘書課長か ら 電話があ り 、 「 か な り 建物がや ら れて い ま す」 と い う こ

と で し た 。 そ し て ま た 、 今の市 長ですが山 田 教育長か ら も 電話があ り 、 「 で き る だ け 早 く

来 て く だ さ しり と い う こ と で し た 。

そ し て 、 加坂 と い う 峠の あ る と こ ろ に企画局長が住 ん で、 お り 、 そ の 人が私 の家へ 回 っ て

私 を 積 ん で、行 っ て く れ ま し た 。 盤滝 ト ン ネ ルが通行止め に な っ て い ま し た の で、 そ の 山 の

上 の 旧 道 を 迂 回 し 、 鷲林寺 と い う 甲 山 の 裏 の ほ う へお り て き て 、 そ こ か ら 「播 、t!:J の横 を

通 っ て こ ち ら へお り て き た ん です。

途 中 、 広 田 に近づ く に つ れ道路がす ぐ行 け な く て 迂屈 し 、 市街地へお り て御手洗J 1 1 沿い
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に市役所 ま で来 た ん です。 ]R 酉 ノ 宮駅 に 近づ く に つ れ家 の 壊 れ か た が ひ ど い し 、 道路へ

がれ き がは み 出 て お り 、 こ れは も う 大変 だ と い う こ と で、 市役所へ着 き ま し た 。 市長到着

10時 と い う こ と で、 「西宮現代史 第 2 巻J に も 書い て あ る し 、 そ の 談話 も 出 し て い ま す。

こ の市役所での警備体制 と い い ま す か、 災害対策 の体制 と し て は 、 土木建設部 門 を 中心

に 、 7.K防 な どの体制 で い つ も お り ま し た 2 階の部屋で、 担当 の職員 がず っ と 対応 し て お り

ま し て 、 市民の 方 も そ の と き 随分お見 え に な っ て い ま し た。 電話 は か か っ て く る わ 、 て ん

や わ ん や で 、 ご っ た 返 し て い る 、 そ う い う 状況で し た 。

私 は庁内へ入 り ま し て 、 4 階の秘書課の 隣 の 会議室で毎週月 曜 日 に 9 時か ら 局 長会議 と

い う の を や っ て い ま し た 、 今で も や っ て い ま す け れ ど も O 震災の と き に も 、 局 長会議 に 若

干 の 人員 を プ ラ ス し て災害対策本部 を 設 け ま し た 。 災害対策本部会議 を 、 そ の いつ も 局 長

会議 を す る 部屋で常設す る と い う こ と で、 頻繁 な と き に は 1 日 に 3 固 な い し 2 回 、 朝 と 夕

方 と い う こ と で、 お 互 い に情報交換 を し ま し た 。

小林委員 何時 ごろ 、 お う ち を 出 ら れ た ん です か。

馬場前市長 9 時過 ぎで し た ね。 地震が 5 時46分だ か ら 、 迎 え に く る ま で に 3 時間 か か っ

て い る わ けです。 家 に 9 時 ご ろ 来 て い る わ け で す か ら 。 111 を 越 え て き て も 1 時 間 で こ れ ま

す。 名塩で は ほ と ん ど被害 は な く て 、 家族 も 特 に 大 き な被害 は な か っ た で す ね 。 棚 に あ っ

た花瓶が下へ落 ち た ぐ ら い で し た 。

小林委員 そ れ ま で は 、 ほ と ん どニ ュ ー ス は な い です よ ね。 電気 は そ の 時つ い て い た な ら 、

テ レ ビ と かで。 電話は通 じ て い る わ け で、 す ね 。

馬場前市長 電話 は 通 じ て い ま し た。 状況 に つ い て の 把握 は な か っ た です ね 。

小林委員 電話だ け ですか ら 、 実際、 直接見 て か な り び、 っ く り さ れた と い う こ と です ね 。

10時 に 来 ら れた と き に は 、 大体 も う 職員 の方 も 集 ま っ て お ら れ ま し た か。

馬場前市長 い や い や 、 ま だ、 全員 が集 ま っ た と い う わ け じ ゃ な い で、 す ね 。 1 日 、 2 日 、

来 れな か っ た職員 も い ま し た 。 遠方の ほ う か ら 来 る 人、 神 戸 に 家があ る 人 は 来 れ な い し 、

こ ち ら は乗 り 物が不通で し た し 、 山 を 回 っ て車で来 た と か単車で来 た と か、 や っ ぱ り 1 日

ぐ ら い遅れて来 ま し た。

小林委員 当 然 、 到 着 さ れて か ら 、 し ば ら く 帰れ ま せ ん よ ね。
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馬場前市長 も ち ろ ん。 市長室で防災服 に着替 え て 約 1 か月 ほ ど泊 り 込み ま し た 。 こ れか

ら も う 泊 り 込み は や め よ う か と 言 っ た の は 1 か月 後 ぐ ら い で し た 。 2 月 の 終 わ り く ら い で

す。

小林委員 到着 さ れてす ぐ、 最初 は どん な こ と を さ れて い ま し た か。

馬場前市長 最初 は広報 と い う か PR です。 と に か く 一番先 に 言わ せ た の は 、 公共施設 は

全部避難所 と し て 開放 し て い る と O だか ら 「最寄 り の と

こ ろ へ避難 し て く だ さ い」 と い う こ と を 広報車で PR に

回 っ た ん です。 冬ですか ら 、 窓 を あ け て い ま す と 割合 に

マ イ ク の音で も 聞 こ え る ん で す け れ ど も 、 そ れは あ ま り

徹底 し で な く て 、 広 報 車 で す べ て の 周 知 が で き た と は

思 っ て い ま せ ん。 や は り 現場へ行 っ て 、 自 治会長 さ んや

役員 さ ん に も 担当 の者が出 か け ま し て 口頭で 申 し 上げて

い る と 思 い ま す。 た だ、 交通渋滞で な か な か帰 れ な か っ

た です ね 。

小林委員 と り あ え ず、 ま ずは避難所 を ど う す る か と か、 そ れ に 対す る 対策で。

馬場前市長

馬場前市長 そ う です。 そ れ と 自 主避難で民 間 の大規模施設で協力 し て く れた と こ ろ も ご

ざい ま し た 。 そ こ へ避難 さ れて い る 方 も い っ ぱい お ら れ ま し た 。

小林委員 最初 は 食事 と か毛布 と か薬品 と か、 多分そ う い っ た も の が、 一番 に い る だ ろ う

と い う こ と は想像がつ く わ け で 、 そ れの手配が ま ず一番大変だ ろ う と 思 い ま す。 そ の あ た

り でイ可か ご言己↑意 に深 く F支 っ て い る よ う な こ と は あ り ま す か。

馬場前市長 初 め は 中 学校の給食室でつ く る と か抱分考 え ま し た け れ ど も 、 結局 間 に合わ

ず に 、 食事 は 大阪の給食会社へ仕出 し を 手配 し て 、 そ れ を 避難所へ配 っ て い き ま し た 。

ま ずは そ う い う 避難所対策 と 、 そ れか ら 、 ピ ル が倒 れて ま だ そ こ に 生存 者がお ら れる と

い う 可能性が、 JR 甲 子園 口 の 駅前北側 に 1 つ あ り ま し た 。 も う 一つ 重 点 だ っ た の は 、 仁

川 l の がけ崩 れです。 県が跡地 に 「地すべ り 資料館」 と い う 施設 を つ く っ て い ま すが、 仁川

町 百合野町だ、 っ た と 思い ま す。 13の家罵が流 さ れ、 34名 の 方が亡 く な っ て い ま す。

小林委員 火 災 は大 し た こ と な か っ た んで す か。

第 A章 @ 被災地復興の足 ど り ~ 阪神 、 明石 ・ 三木、 淡路 首長が語る 教訓i と 防災対 策 57 



馬場前市長 岩干あ り ま し た が、 す ぐ消 し止 め ま し た。 西宮市 は神戸の長 田 区 の よ う な 火

災 に あ わ ず に 非常 に よ か っ た と 思 っ て い ま す。 消 防が出動 し て す ぐ消 し ま し た 。 発生 と 同

時 に 消火栓の ほ と ん とマが断水 し ま し た が、 防火水槽や井戸、 そ れか ら 、 川 を せ き 止め て 。

広 田 の市民 グ ラ ウ ン ドの あ た り が火事だ、 っ た んですが、 御 手洗J 1 1 を せ き 止め て そ こ か ら 給

水 し 、 す ぐ消 し て し ま っ た 。 だか ら 、 地震 の と き の消防の活動であ ま り 火災の被害がな か っ

た と い う こ と で、 消 防 団 と 消 防局 は大臣表彰 を い た だ き ま し た 。

小林委員 発火 し た件数は 、 神 戸 の 長 田 や東灘、 芦屋や西宮 と も 同 じ く ら い 。 あ る 範囲 の

中 で は 同 じ よ う な確 で起 こ る はずですか ら 、 同 じ く ら い起 こ っ た け れ ど も 、 ほ と ん ど燃

え 広 が ら な か っ た 。 同日 で は 少 し燃 え て も 、 す ぐ消防で消 し た と い う 話 は 開 い た こ と があ

り ま す 。 そ れ と 、 甲 子関 口 の マ ン シ ョ ン の崩 壊で ま だ生 き 埋め だ と か、 仁川 の 件 だ と か、

そ れ は 刻 々 と ニ ュ ー ス が来 て 、 市長 さ ん は す ぐ現場へ行 っ た の ですか。

馬場前市長 い い え 、 震災直後は現場へ行 け る よ う な 状態 で は な か っ た です よ O そ う い う

報 行 を 開 い て 、 こ う し な さ い と O そ れは重点 だか ら と い う こ と で、 消防局 や警察 も 行 っ て

い た だ い た。 近傍 派遣で西宮へ も う 自 主 的 に 、 自 衛隊 も 割合 に 早 く そ の 日 に 来 て い ま す。

小林委員 近傍派遣 と い う の は 、 民 間 の方が連絡 し で も す っ と 出 ら れ る ん で す ね 。 助 け て

く れ と 言 っ た ら 飛 ん で行 か な い と 、 と い う こ と です ね 。 な る ほ ど、 わ か り ま し た 。

緊急対応時期の 重点事項 に つ い て

小林委員 直後は か な り い ろ い ろ 混乱 し て 、 わ けがわ か ら な い う ち に 日 が過 ぎ る と い う こ

と だ ろ う と 思 い ま す。 2 番 目 に 、 3 か月 く ら い は 、 多分そ の 日 そ の 日 で毎 日 対応 し な け れ

ばい け な い 緊急対応時期 だ と 思 い ま す。 そ の 中 で今か ら 思 い返 さ れ て 、 緊急対応で決め ら

れて い た 中 で、 一番重大 な 決意 を さ れた と か、 一番大変 だ、 っ た 決定 と い う の は どん な こ と

を 思 い 出 さ れ ま す か。

馬場前市長 一 つ は 、 ま ず上水の復旧 です。 こ れ は 水道局 の報告 な り 見通 し で は 、 4 か月

間復旧 ・ 復興 に か か る と い う 報告 を し て き ま し た 。 い や 、 そ れ は い か ん と 、 と に か く 2 月

末 ま で に 完了 し ろ と 1 月 25 日 に 指示 を い た し ま し た 。 か な り 大 き な 政令市 に 近 い よ う な 市

が水道の復!日応援 に ず、 っ と 来 て く れて い ま し た 。 全国水道協会が余力 の あ る 各市へ要請 し 、

そ れで、復 旧 に 部隊 を 派遣 し て く れ ま し た 。 そ の力 を 借 り て で も 、 と に か く 2 月 末 ま で に や

れ と 指示 し 、 そ の と お り で き ま し た 。

2 番 目 に特 に 力 を 入れ ま し た の は 、 がれ き 処理です。 私が市長 に な り ま し て か ら 、 市 内
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の 甲 子 園 口 と 今津 の 2 か所で市場が火事で全焼 し た ん です。 そ の あ と 始末 で 業者 の 人 は

困 っ て い る ん だ け れ ど も 、 役所 と し て 手 出 し がで き な い 。 手出 し し た ら 個 人の住宅の火事

の と き も み な役所が し な い と い け な く な る と 担当 助役 も 言い ま す か ら 、 方 法が な い 。 気の

毒 だ な あ と い う こ と で、 と に か く 焼却場 ま で、持 っ て き て く れ れ ば全部がれ き を 処理 し て あ

げ ま し よ う と い う 解決 し かで き な か っ た 。 そ の よ う な事例が直近 に あ っ た も の です か ら 、

がれ き 処理 を 各個 人 に や ら し て い た の で は 、 こ れは復旧 に絶対障害 に な る と 思 っ て い ま し

た 。 「 そ ん な こ と 言 う て も 通用 し ま せ ん よ 」 と 周 囲 は 言 っ て い ま し た が。 私 は 中 央への 陳

情 を し 、 1 月 22 日 の NHK の 「 日 曜討論」 で も 言い ま し た 。 貝 原 知 事 は 県 庁 で 出 ら れ、 私

は市役所の今の局長会、 対策本部会議 を す る と こ ろ で 出 ま し た 。 相 手 は 五十 嵐官房長官、

小里防災担当 大臣、 そ れか ら 建設大臣 が野坂 さ ん 、 そ の と き は社会党 内 閣 だ、 っ た ん です よ O

村 山 内 閣 です。 そ の 方 々 に 私 は強 く 、 と に か く 敷地 の 中 は民だか ら 公 は手が出 せ な い 、 道

路の 上 は何 と か市の ほ う でや ろ う と い う よ う な こ と を 言 っ て い た の で は 、 復 旧 は で き ま せ

ん よ と O 仰 と か考 え て く だ さ い と い う こ と を 言 い ま し た 。 そ れ を ま た 、 地 元選 出 の 国会議

員 の方 々 に 国会で も 言 っ て い た だい た と 患 い ま す。 県 か ら も 言 っ て い た だ き ま し て ね。 結

局 、 そ れが実現 し た と い う こ と で ご ざい ま す。

小林委員 公費解体です ね。

馬場前市長 は い 。 我 々 は 甲子宮浜 にがれ き の集積 を 図 り ま し て ね 、 木 質 の も の は全部焼

け と 、 野焼 き し ま し た 。

風向 き が変 わ り ま し て 、 冬の 聞 は 内 陸部 か ら 海 に 向 か つ て嵐が、 六 甲 お ろ し です ね 。 と

こ ろ が、 春 に な っ て 、 4 月 5 月 に な っ て く る と だ ん だ ん海か ら 吹 く よ う に な っ て く る ん で

す。 そ う す る と 、 対岸 に あ る 武庫 川 団地へ吹い て い く よ う に な っ て 、 も う や め た ん です。

そ れで、 あ と は 貨車 に積 ん で 、 川 崎市や大阪市、 埼玉県の組合立でや っ て い た と こ ろ へが

れ き を 、 木 質 の も の だ け選別 し て 、 貨車 に 積 ん で 、 ]R 西 ノ 宮駅か ら 送 る わ け です。 コ ン

ク リ ー ト な どは現場で木質 と 選別 し て 、 今の フ ェ ニ ッ ク ス 島 、 大阪湾 の で す ね 、 堺の ほ う

へ全部持 っ て い き ま し た 。

小林委員 水 質 は 受 け 叡 っ て く れ な い か ら 、 貨車 に乗せ て 向 こ う で焼い て も ら う と い う こ

と です ね 。

馬場前市長 は い 。 と こ ろ が、 あ と で随分、 砂や石、 そ う い う の が焼却炉 に そ の かすが残 っ

た と 苦情 を 開 い て 、 謝 り に行 き ま し た。 そ れで も や っ て く れ ま し た。 こ れは厚生省 に 、 将

来 を 見越 し て 余裕 を も っ て施設 を つ く っ て い る 市 を リ ス ト ア ッ プ し て も ら っ て 、 お 願い し

た も の です。
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小林委員 神戸 は 六 甲 ア イ ラ ン ド の 沖 と 、 山 の ほ う の布施熔 に埋め立 て て 、 1 0年分か15年

分埋 ま っ て し ま っ た と 因 っ て い ま す け れ ど も O

馬場前市長 芦屋市は一番神戸市側 に埋め立てが最後 に な っ た と こ ろ があ る で し ょ う O 神

戸市制 の あ そ こ へ持 っ て い っ た の で は な い ですか。 そ れで、 う ち は 甲 子 園 i兵 に 。 大阪か ら

一時、 地震 と 関係 な い の に 、 便乗 し て 随分来 ま し た 。 そ れ で ガ ー ド マ ン 立て た り 、 警察官

も 時 々 見 回 り し て も ら っ た り 、 大阪の ナ ン バ ー が来 る と 追い返 し た り です ね。 4 月 末 に 、 「震

災 100か 日 記者会見」 と 書い て い ま す で し ょ O 「 甲 子 園 浜 の 野焼 き 今月 ま で 中 止発表J o

こ れは 、 私が10年 日 記 を つ け て い る わ け です。 - 日 に 3 行か 4 行 ほ ど。 そ の 中 の 地震の と

こ ろ と か を 書 き 写 し て 、 こ れ を 見 な が ら 私 は震災の記録を :書 こ う と 思 っ て い る ん です よ O

小林委員 是非、 お 書 き 下 さ い 。

馬場前市長 そ れか ら 、 重 要 な 決断で 3 つ 目 は 、 仮設住宅です。 仮設の建設用 地探 し に悩

む と い う こ と です。 こ れは結局 、 西宮浜の理立地や北部の名塩ニ ュ ー タ ウ ン ま で行か ざ る

を 得 な か っ た 。 神戸市長の案の よ う に 、 助成金で 自 宅へ仮設住宅 を 建て さ せ た ら い い の で

は な い か と 。 あ の と き 、 仮設住宅一戸 に400万円 か か っ た ん です。 だ か ら 公の 土地 を 使 わ

ず に 、 自 分の 敷地 で余裕があ る 人 も あ る わ け だか ら 、 選択制 に し て どち ら か よ い 方 を 選 ん

で も ら っ て O で き る だ け公共用 地 に つ く る と か、 公園 な ど を 壊す の を 減 ら そ う で は な い か

と い う 提案 も さ れた ん です。 こ れが受け 入 れ ら れな か っ た と い う こ と で、 こ の 問題は未解

決の ま ま 、 現夜で も 患 を B I い て い る の で は な い ですか。

そ れか ら 、 も う A つ 、 復 旧 ・ 復興 に つ き ま し て は 、 1 月 31 日 に 西宮市災害市街地復興基

本方針 と い う も の を 決 め て い ま す。 記者会見で 183条適用 区域 と 復興方針」 と 。 こ れは 1

月 24 日 の 日 記 に復興の基本方針 を 立 て る 必要があ る と 書い て い ま す。 そ れで 1 月 31 日 に で

き た と い う こ と です。 そ れ は 西宮市 と し て は 、 (都干打基盤が未整備で建築年代 の 古 い 木造

が密集 し て い た た め被害が大 き か っ た ) 森具、 西宮北 口 、 ]R 西 ノ 宮 周 辺だ け に 限 っ て や

り ま し た 。 あ ま り ど こ も か し こ も や ろ う と い う 考 え は や め ま し て O 森具;地 区 は 住民の意向

で 、 戦災復興の と き に 反対が多 く て 除外 さ れて い ま し た 。 と こ ろ が震災で そ の部分が全部

倒 れ て 、 死亡者 も 多か っ た わ け で す ね 。 そ れで皆 こ れは も う い か ん と い う こ と で、 区画整

理 に全面協力 し て い た だ き ま し た 。 そ う い う と こ ろ は 、 ぜ ひ や り た い と O そ れか ら 西宮北

口 と い う の は 、 区 両整理、 再開発 を 何度 も や ろ う と 言 っ て は つ ぶ れ て い ま し た 。 だか ら 、

そ う い う と こ ろ は 、 お 金がかか っ て も や ろ う と い う こ と で 、 こ の 2 か所 を 重点的 に や り ま

し た 。

そ れか ら 、 も う 一 つ の決心 は 、 西宮浜の土地利用 を 居住 、 住宅用 に 転換 し た こ と です。

そ れ ま で は リ ゾー ト 開発 と い う の を 条件 に 入札 コ ン ペ を や り ま し て ね 。 そ れ で、積水ハ ウ ス
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を 中心 と す る グ ル ー プが県か ら 土地 を 買 っ て い た んです よ 。 だ か ら 積水 と し て は住宅用 の

も の を や り た く て も 、 コ ン ペの 条件がそ う だ、 っ た か ら や れな か っ た 。 そ こ へ震災が き た も

の だか ら 、 こ れ は も う 住宅 を や ら ざ る を え な い と い う こ と で踏み切 れ た わ け です。 こ れ は

県 も よ か っ た し 、 積水 も よ か っ た し 、 西宮市 も よ か っ た と い う こ と です。 西宮浜の土地利

用 は そ う い う こ と です。

そ れか ら 、 最 後 に 財源対策。 こ れ は 国庫 に よ る 全額補助 と い う の は 、 も ち ろ ん ご ざい ま

せん。 起債は 認 め て く れ る け れ ど も 、 普通 3 分の 2 補助 の分 を 、 中 に は 4 分の 3 に か さ 上

げ し て く れ た 例 は あ り ま す が、 や は り 市負 担は 起債で残 り ま す。 事業費 が膨大 に な り ま す

け れ ど も 、 こ の機会 を 逸す る と や れ な い 。 先 ほ どの森具み た い な例 の も の です ね 。 こ の機

会 に 、 お 金がかか っ て も や ら ざる を 得 な い も の は絞 っ て事業化 を し た と い う こ と です。 そ

の決心 を し ま し た 。 た だ し 、 こ う い う ふ う に絞 り に 絞 っ た んです け れ ど も 、 い ま だ に本市

の財政 を 圧迫 し て い ま す。 被災 し た市開I は み な 同 じ だ と 思 い ま す け れ ど も ね。

小林委員 復 旧 ・ 復興の方針 と い う の は 1 月 31 日 に発表 さ れて い る わ け で す け れ ど も 、 24

日 に必要 と い う こ と で、 そ れか ら I 週間 く ら い で す ね 。

馬場前市長 10年 日 記 に は 、 「ぽつ ぽつ復興の 基本方針 を 立て る 必要あ り 」 と 書い て い ま す。

小林委員 特 に議論 な さ っ た 内容 と い う の は 、 どの場所で重点 的 に や る か と い う こ と です

か。

馬場前市長 そ う です。 今言い ま し た 、 戦災復興で残 さ れ た森具、 北 口 、 ]R 西 ノ 宮周 辺

です。 ]R 西 ノ 宮 は 、 南 は ほ と ん どで き て い ま し た 。 北側 で改良地 区 に 指 定 し た 以外の と

こ ろ が壊 れ方 も ひ どか っ た も の ですか ら O 芦 原 地域の酉測、 中 間 の と こ ろ です。 特 に北側

の 地 区 改 良 の 範囲 を 広 げた と い う 格好で、 そ れ は住宅地区改良事業で は な く て 、 密集住宅

市街地整備促進事業で。 住宅改 良 は 全面買収方式で、や り ま す け れ ど も 、 震 災復興事業 と し

て 道路 の 部分 だ け を 買収 し た り 、 公園 の部分だけ買収 し た り し ま し た 。

小林委員 そ の 3 か所 を 決め る の に い ろ い ろ 検討 さ れ て い た の ですか。

馬場前市長 そ う です。 あ と は い ろ い ろ 、 安井地区 と か随分壊れ た と こ ろ も あ る ん で す け

れ ど も O 安井は昔、 区画整理事業 で は な く て 、 土地改良事業か何か そ う い っ た の があ っ た

み た い です ね。 だか ら 、 区画整理的 な格好 に な っ て い る O ま た 、 中 央自庖街 と い う の が西

宮戎 さ ん の 前 に あ る んです け れ ど も 非常 に壊 れ方 も ひ と守か っ た 。 し か し 全部 、 戦災復興の

区画整理が終わ っ た と こ ろ だか ら 、 街区整備 は で き て い る O あ と は 自 力 回復 を 待つ と い う
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よ う な 方針 を ま し て 、 そ う い う こ と で最小践 に 絞 っ て や ろ う と い う こ と に し ま し た 。

小林委員 そ れ と 、 5 つ 日 の西宮浜の 話 は 、 皆 よ か っ た

な と い う 話です ん で し ま っ て い ま す け れ ど も 、 震災前 に

バ ブルがは じ け て 百貨底や ホ テ ル と い う 計画で し た よ ね。

そ ん な の は無理で\ 積水あ た り が住宅 に す る の が一番、

西宮市 は 文教住宅都市です し 、 「住宅 に し た ら い い の で

は 」 と 言 っ た ら 、 「 そ ん な こ と は で き な い」 と 言 っ て い

ま し た 。 埋 め 立 て の免許や、 準工業地域、 コ ン ペ条件な

ど住宅 を 建て た ら い け な い と い う こ と に な っ て い ま し た

よ ね。 そ れは 無理 だ と 。 そ れ も そ う だ な と 思 っ た んです。

そ こ でお た ずね し た い の は 、 震災の前 は そ う い っ た規 小林 郁雄氏

制や埋め立て免許な どい ろ い ろ な こ と で住宅 は と て も 無理 だ し 、 学校の 問題 も あ っ て無理

と い う 判 断 を さ れ ま し た。 で も 住宅 に し た ほ う がい い な と み ん な 思 っ て い た わ け です。 い

わ ゆ る 法律 な どそ う い う 問題 に つ い て 、 と や か く 言 う 人 は い な か っ た の か な と 思 い ま し て 。

馬場前市長 そ う ですね。 地震で仕方がな い と 。 も っ ぱ ら コ ン ペ の競争相手の ほ う か ら ク

レ ー ム が出 な け れ ば、 ま あ 、 仕方がな い な と 。 そ れ ま で は 、 鳴尾、 甲 子園 、 西宮で も 、 西

宮の埋立地 に は定住亙 域 は つ く ら な い と い う こ と で し た 。 だ か ら 、 埋立地 に小学校は一切

っ く ら な か っ た ん です。 今回初 め て 、 地震で土地 も な か っ た し 、 ち ょ う ど図 っ て い た の で

転換で き た と い う こ と です。 丙宮 に は そ の ほ う がふ さ わ し い んです。 撲 は初 め か ら 「 あ ん

な も の 、 だ め だ」 と 言 っ て い た の です。 そ ん な 木 に 竹 を 継 ぐ よ う な 、 西宮 は そ ん な も の で

き な い と O

小林委員 住 宅 に な っ て 、 み ん な よ か っ た と 言 っ て る の で す け れ ど も 、 ち ょ っ と 交通状況

が思い です 。 そ の あ た り の 判 断 で 、 僕 ら 民 間 の立場か ら 考 え る と そ れ は ま っ と う な話だ と

思 い ま す け れ ど、 行政的 に は な か な かそ う 簡 単 に 万針 を 変 え て し ま う わ け に い か な い か ら

し か っ た の か な と 思 っ た んです。 意外 と こ れ は も う 神風で し た ね。

馬場前市長 そ う で す ね 。 西宮市 も 因 っ て い た んです。 業者の ほ う も 、 言 っ て き て も 。 無

理 に つ く っ て も ね。 行政がそ ん な に 踏 み 出せ な か っ た です し 。

小林委員 な る ほ ど、 よ く わ か り ま し た 。
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西宮北口震災復興事業 と 西宮浜復興住宅 に つ い て

小林委員 そ れ で は 、 3 つ 自 の お話です。 西宮北 口 の震災復興事業 と 西宮 浜復興住宅の話

を 開 き た か っ た んで、 ど う い う 形で と か、 ぜ ひ も う 少 し具「体的 な 話 を O 西宮浜の毎興住宅

は 民 間 の 事業 と 都市公団 と 一緒 に な っ て し て い ま す ね 。 あ れ は な か な か珍 し い 形 で す o

HAT 神戸 も 芦屋浜 も 都市公団が市営 と か県営 を 委託で建て た り 、 市営 に 売 る のがあ り ま

す ね 、 そ う い う 格好で公匝がや っ て い ま す。 西宮浜 は公団 と 民需 と 一緒 に や っ て い ま す ね 。

馬場前市長 民 間 の積水ハ ウ ス が リ ゾー ト 計両か ら 、 純粋 な住宅事業 に 転換で き る ん だか

ら 、 そ の メ リ ッ ト を 生か し て 、 地域があ と で同 ら な い よ う な福祉医療施設 は必ず、そ れ に つ

け加 え て ほ し い ぐ ら い の注文で、 あ と は都市公団 と よ く 相談 し て や っ て ほ し い と い う こ と

で し た ね。 だ か ら 、 貝 原 知事 さ ん も お 見 え い た だい て 、 公 団 の 総裁 も 見 え て 、 市長 も 横 に

一緒 に 並 ん で\ 盛大 な 起工式 を や ら せて い た だ い た と き に は 、 マ リ ナ シ テ ィ や ら そ こ ら の

問題が全部解決 し た と 思 っ て 、 本当 に 安心 し ま し た 。

小林委員 そ れ と も う 一 つ 、 西宮北 口 居辺 は長年の懸案だ、 っ た 。 北 口 は 、 や ら な け ればな

ら な い の は非常 に わ か り や す い 。 い ろ ん な 問題が山麓み さ れ て い た と 思 い ま す し。 市 は 再

開発 と 医画整理の問題 と か、 反対運動の 問題 と か、 樋分ご苦労 さ れ た と 思 う んですが、 そ

の あ た り の意思決定 さ れ た 当 時か ら 、 今の状況 に烹 る ま で の 間 の ご感想 と か、 ご苦労話 を

お 伺 い し ま す。

馬場前市長 昭和何年 と い う よ う な 形で は 、 ち ょ っ と 覚 え て い な い ん で す け れ ど も 、 も と

も と 北 口 と い う の は 、 阪神 間 の 中 で は 、 中核的 な と こ ろ だ と い う こ と です 。 非常 に 良 い 立

地条件 を 備 え て い る O そ う い う 意味 に お い て 北 口 の市場 は 割合 に 早 く 、 電車の駅の そ ばで

発展 し て い っ た んです。 そ れが、 非常 に市場、 商脂街が疲弊 し ま し て 、 空 き 府舗 も 出 て く

る 、 何 と か し た い と い う の が、 市行政の懸案で も あ っ た わ けです。 と こ ろ が、 あ そ こ は物

理的 に鉄軌道 に よ る 平副交差で 4 分割 さ れて い て 、 そ こ 自 体は便利 な ん だ け れ ど も 、 そ れ

ぞれの相互連絡が非常 に 難 し い 。

と い う こ と で、 ま ずは 、 北西 は 甲嵐園 と い う ん です け れ ど も 、 あ の あ た り は割合早 く 生

宅地が開 け て 、 こ ち ら の ほ う に は銀行 な どがで き て 一番開 け て お り 、 安定 し て い る 。 割合

に 屈 ま っ て い て手がつ け に く い と こ ろ で す。 学生 も 欽み に い け る と い う よ う な 雰閤気 を

も っ て い る 。

と こ ろ が、 西宮北 口 の北東部 と い う の は、 こ れが昔か ら の最初 に で き た 市場 と |焼 に新市

場がで き た り です ね 、 い わ ゆ る 馬小屋方式の市場の典型の よ う な も の です。 あ そ こ ま で重

た い荷物 を 下 げて 買 い に だ ん だ ん行 か な く な っ た 。 そ う い う 形で商業機能が衰退せ ざる を
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得 な い よ う な 趨勢 に押 さ れ、 ず っ と さ びれ て い っ た わ け で、す。

西宮市 と し て は 、 背後全体 を 東西 は武庫川 ま で の 問 、 そ し て南北 は 西 国街 道 か ら 南の 区

画整理か ら 手 を つ け よ う と い う こ と に な っ て 、 鎚分反対 も あ り ま し た け れ ど も 、 甲東瓦木

あ の あ た り で す ね 。 そ こ か ら 手 を つ け て い き ま し て 、 大分 よ く な っ て き た ん だ け れ ど も 、

ま だ北 口 の 中 心部 に 近い と こ ろ ほ ど、 手が出 ず に 残 さ れて い た 。 そ こ が従来か ら の ま ち づ

く り の最 も 懸案事項で手っ かずの ま ま 残 っ て い る と こ ろ だ と い う こ と で、 北東地域に最重

点 を お き ま し て震 災復興の都市計画事業 を や る こ と に し た んです。 そ れ ま で に 、 市場 は 市

場で組合がで き て勉 強会 と か何 回 も 何回 も や る ん ですが、 肝心 な と こ ろ ま で い き ま す と 後

が続か な い んです。

と こ ろ が、 や は り 震災 の 被害がひ とマか っ た結果、 や ら ざる を 得 な い と い う こ と に 。 も う

お 年寄 り だか ら 「 ピルへ入 っ て 商売 な ん かす る 元気 な い わ」 と い う 人 も あ り ま し て 。 だ か

ら 従来の庖舗で残 っ た 方 は 2 割カ、 3 割 ぐ ら い 、 半分 も な い の で は と 見 て い ま す。 そ う い う

形でで き ま し た。 都市公団 に事業 を お願 い し た の は 、 結果 と し て よ か っ た と 思 い ま す。

最初 に市がや っ た 部分 と 再開発地区 の 聞 で残 っ て い た部分は 、 北 口 区画整理 と い う こ と

で、 区画整理面積 は森具地 区 の 3 倍 ほ ど を 市が手がけ て 。 ま ち づ く り 協議会 と い う こ と で 、

随分、 最初 に 反対運動 も あ り ま し た 。 県の都市計画審議会 ま でい っ て 、 私が も の を 言 っ た

の は あ の 一件 だ け です。 「 こ れ は も う 、 ぜ、 ひ や り た い o 部反対があ る の は わ か っ て い る

け れ ど も 、 こ れは よ く 説得 も し て や る か ら O 一部、 な か な か理解 し て い た だ け な い 人 は い

る け れ ど も 、 こ れで左右 さ れた ら い け な い 。」 と 都市計割審議会の席上で言い ま し た 。 ま

ち づ く り 協議会の メ ン バー と い う の は割合 に よ く 、 文句 も 言い ま し た け れ ど も 、 前向 き な

意見で協力 を し て く れ ま し た 。 そ う い う こ と で 、 あ そ こ を 手がけ ま し た 。 そ の と き に 西宮

市 と し て は 、 北 口 組 と い う 南北道路、 高架下、 駅舎の 下 は 、 ま だ工事中 な ん です よ O あ そ

こ はぜひや ろ う と い う こ と で、 や ら し て い た だ い た ん です。 あ そ こ がで き た ら 随分南北 の

連絡が よ く な り ま す。

南 に つ き ま し て は 、 震災前か ら 南西 は 再 開発 を や っ て い ま し た 。 芸文セ ン タ ー です ね 。

芸丈セ ン タ ー は結 局 、 貝 原知事の ご英断 に よ り 、 井戸知事 さ んが引 き 継い で い た だ い て 着

工 に な り ま し た 。

あ そ こ は 、 前か ら 県営住宅があ り ま し て ね。 そ れ を 東の球場の南側へ移転 し 、 あ の部分

は県が阪急か ら 土地 を 借 り て建て ら れて い た と こ ろ です。 だ か ら 、 そ の 借地状態 を 続 け さ

せて く れ、 そ の か わ り 、 芸文セ ン タ ー を つ く る か ら 、 と い う こ と で阪急は オ ー ケ ー し て い

る ん です。

あ と 残 さ れて い ま す の は甫東の球場。 こ れ は阪急、 も 今い ろ い ろ と 考 え て い る ん で し ょ う

け れ ど も 、 ぜひ何 か西宮市の た め に も な り 、 阪神 間 の た め 、 県 の た め に も な る よ う な も の

に し て い た だ き た い と 思 っ て い ま す。 西宮市 も 競輪の廃止 を 、 あ の と き に決断 し寵止 し て

よ か っ た と 思 っ て い ま す。
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小林委員 北 口 の 再 開 発 は 反対運動 と かそ ん な に 問題 は な か っ た ん です か 。

馬場前市長 再開発の反対運動 は 一部 あ り ま し た け れ ど も 、 そ ん な に は強 く な か っ た です

ね 。 再開発は業者、 商売人の方が多 か っ た か ら 。 た だ、 北 口再開発で本 当 に 思 い 出 に残 り

ま す の は 、 震災蔀 の バ ブル の こ ろ です 。 県 と 一緒 に 再開発の構想 を 練 っ た と き があ っ た の

です。 そ う す る と 、 各地の デパ ー ト が、 や ら し て く れや ら し て く れ と い っ て 、 我 も 我 も と

出 自希望が来 ま し た 。 90年の 前 ぐ ら い で す ね 。 関東資本 の デパ ー ト も 来 ま し た 。 デパ ー ト

の希望が 5 社 ほ ど来 ま し た 。 僕 は初 め 「希票 し て 来て い る な ら 、 デパ ー ト 5 つ ほ ど並べ」

と 言 っ た こ と があ る ん で す 。 今 は み ん な 元気がな い 。 西宮北 口 の と こ ろ は 一応格好 は つ い

て い ま す け れ ど も 、 率)車があ あ い う と こ ろ に あ っ た り 、 車庫 の東の 中津浜椋 と い う の が ま

だ平面交差の ま ま で あ っ た り 、 ま だ ま だ そ の あ た り を よ く し な い と 本当 の解決 に な ら な い 。

今津線 も 分断 さ れた ま ま です し ね 。

将来 に 向 け て の教議i

小林委員 最後 に 4 つ 自 です 。 一般的 な 話で結構な ん です け れ ど も 、 当 特の被災地で貴重

な 経験 を さ れた何人か の お 一人 と 思い ま す。 そ こ で実際の現場で対 応 さ れ て き た お 立場か

ら 、 次世代 の 人 た ち に 、 同 じ よ う な 災害が起 こ る か ど う か わ か り ま せん け れ ど も 、 ぜひ こ

れ だ け は忘れずに対応 を 考 え て い て ほ し い 、 伝 え て お く べ き で は な い か 、 と い う こ と を お

話い た だ け た ら と 思 い ま す。

馬場前市長 結局 、 私 も 含め ま し て 、 大地震 は想定 し て い な か っ た と い う こ と で、 こ れは

申 し訳 な い と 思 い ま す。 油 断 は 本 当 に 禁物 だ と い う こ と O 平素の準備 と い い ま すか、 備 え

カ九叶、 に 大事か と O こ の あ た り は 地震がな く て非常 に い い と こ ろ だ と い う こ と ばか り 我々

は 話 を し て い ま し た 。 大地は揺れ動 く と い う こ と を や っ ぱ り 忘れて は い け な い 。 どん な に

防御 し て も 、 揺 れ動 く の は 防 ぎ ょ う がな い んです。 だ か ら 、 で き る だ け い ろ い ろ な 準備 を

し て 、 被害 を 最小限 に と どめ る 工夫、 努力 、 そ れが要求 さ れ る と 思い ま す。 地震だけ じ ゃ

ご ざい ま せ ん け れ ど も 。

品番大事 な こ と は 近 鱗 と の 日 常 で の 助 け合い、 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ の結束の場 を 強 め て い

く と い う こ と で す 。 そ う い う 施策 を こ れ は行政 も お手伝い を し な い と い け な い け れ ど も 、

こ れは住民間士の 白 主的 な 問題です。 や は り 情報 を 共有 し 、 そ の地域 に 愛着 を 持 っ て い た

だ け る よ う な 、 こ う い う 方向 に も っ て い っ て い た だ き た い と 思 っ て い ま す。 あ ま り 将来 に

備 え る よ う な 決め手の言葉 は 見 つ か り ま せ ん け れ ど も 、 そ う い う こ と で ご ざい ま す。

小林委員 そ う で す ね 。 結局 、 行 き 着 く と こ ろ は そ う い う こ と に な る と い う 気が し ま す。
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特 に西宮や 阪神 間 は 、 人 間 の 移動がかな り あ り ま す。 転勤の方 と か、 学生 さ ん と か、 都 市

生活 を ・時的 に 過 ごす方 も 多 い わ けです。 そ う い う 入れかわ り が非常 に 多 い都市の一つ、

東京 も 全 く そ ん な と こ ろ だ と 思い ま す。 別 に何百年 も 住 ん で い た だか な く て も 10年で も 、

そ う い う 人 た ち に と っ て も 自 分の ま ち と し て の 意識、 地域への愛着 を 持 っ て 住 ん で い た だ

け れ ばい い と 思 う んですが。 何かそ の あ た り で、 西宮市 と し て の特色 の 中 で や ら れて い る

こ と があ れ ば教 え て く だ さ い。

馬場前市長 自 分の 住 ん で、 い る と こ ろ に 誇 り が持て る よ う な ま ち に 。 私がず っ と 言 っ て き

ま し た の は 、 こ れか ら は都市 も 選 ばれ る 時代、 都市間競争 と い い ま すか、 そ う い う こ と に

な り ま す。 そ れが人口 の増加 に な り 、 住 む 値打 ち の あ る ま ち だ と 言 っ て い た だ け る よ う な

こ と に努力 を し な い と い け な い と 思 い ま す。 ま ず は環境の 問題、 自 然環境 と し て の 海、 I1J 、

川 、 緑。 西宮 は 初 め か ら そ う い う 意味 に お い て は恵 ま れて い る と 思 い ま す。

そ の次 は福祉 と 文化、 教養。 成人教育、 公民館教育等 も 含め ま し て 、 あ そ こ に お ればい

ろ い ろ な 交 流 な り 知的 な 欲求が満 た さ れ る 街だ と 、 要望 に応 え て い く O だ か ら 、 い ろ い ろ

な 社会学級 に し て も 、 間宮 は 生涯学習大学、 「宮水学 園」 と い う の を や っ て お り ま すが、

あ れが毎年 、 受講生 を 増 や し て 、 今2 ， 100人 を 超 え る ぐ ら い に な っ て い ま す 。 そ こ を 卒業

し た 者が同 じ 趣味 を 持 ち 寄 っ て 、 カ メ ラ グ ル ー プ、 旅行 グ ル ー プ、 歴 史 を 探勝 す る グ ル ー

プ と か に分 か れ ま し て 、 年 に 一度、 作 品展 を や っ て い ま す。 だ か ら 、 や は り そ う い う 形で

何か し ら の刺激 を 受 け ら れる よ う な ま ち O 西宮 は 、 住 む こ と と 、 頭 を 使 う こ と と い い ま す

か、 知識 を 吸収す る こ と 、 そ の面 で は 大学 も あ り ま す し 。 大学 は今、 一般市民が受講す る

公開講座 も あ り ま す ね。

小林委員 一番大事 な の は住宅 と 大学です よ 、 関学や女学院 な どい っ ぱい あ り ま すか ら O

普通、 45万人の都市 に そ ん な に た く さ ん大学があ る の は め ず ら し い わ けで。

生涯学習 や老人大学 も 大事です け れ ど も 、 本当 の大学 も も っ と 大切です。 そ う い う 意味

で は 比較的街 に 近 い と こ ろ に大学 キ ャ ン パ ス も あ る わ け で、 武産} 1 1 女子大学 な ど は全 く 街

な か に あ る わ けです。 関学、 神戸女学院 も 、 ま わ り は住宅地 で す か ら 、 そ う い っ た こ と を

含 め て O

馬場前市長 私が、 昭和21年 か ら 足か け55年市役所 に お り ま し た か ら 、 昭和30年か ら 40年

ぐ ら い の 聞 か な 、 毎年 1 万 人 ほ ど人 口 がふ え て 、 毎年、 小学校 I 校ずつつ く ら な い と い け

な い よ う な 時代があ り ま し た 。

そ の よ う な 中 、 西宮市 は 昭和38年 11 月 に 「文教住宅都市宣 言」 を い た し ま し た 。 今年 は

宣言40周年 に あ た り ま すが、 そ の買言で は 「先人た ち の努力で築 き 上 げた丈教諸施設 を 基

盤 に 、 市民の ひ と し く 望 む と こ ろ に し た がい、 風光の維持、 環境の保全 ・ 浄化、 文教の振
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興 を 図 り 、 西宮市 に ふ さ わ し い都市開発 を 行 い 、 も っ て市民の福祉 を 増 進 す る た め の ま ち

づ く り を 推進す る 」 と し て お り ま す。 私 は こ の 理念 に 基づい た ま ち づ く り を 進め て ま い り

ま し た し 、 今後 も 更 に 推進 さ れ る よ う 願 っ て お り ま す。

小林委員 ど う も 長時 間 、 あ り が と う ご、 ざい ま し た 。
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第三節 芦居市の震災と復興

編集委員 小林 郁雄 (阪神大震災復興市民 ま ちづ く り 支援ネ ッ ト ワ ー ク 代表)

芦屋市 は 震災夜前の 人 口 86 ， 862人 ・ 世帯数33 ， 916 世帯 (平成 7 年 I 月 1 B 推計) が、 震

災後 (平成 7 年10月 1 日 国調 ) 、 75 ， 032人 ( 14 % 減) 28 ， 982世帯 ( 14 % 減) と 、 神戸市 の

東灘区 ~ 須磨 区 の 既成市街地 と 同 じ よ う な 阪神大震災 に よ る 大打撃 を 伺 わせ る O た ぶ ん 、

地震動 と し て は最 も 激 し い揺 れ を 受 け た都市で あ る O

死者443人 ・ 負傷者3 ， 175入、 全壊7 ， 739世帯 (3 ， 915棟) ・ 半壊9 ， 927世帯 (3 ， 571棟) 、 ピ ー

ク 時の 避難所55箇所 ・ 避難者数20 ， 960人 は 、 量的数値 と し て は西宮市の半分以 下 で あ る が、

人 口 や世帯数あ た り で は 、 は る か に そ の被害密度 は 高 い 。 た と え ば、 人 口 196人 に 1 人の

死者、 4 . 4世帯 に 1 世 帯 の 全壊世帯、 4 . 1 人 に l 人 の避難者 は 、 西宮市がそ れ ぞ れ 、 376 人 、

4 . 8世帯、 9 . 4人 と い う 割合 と な り 、 被災割合は 逆転 し て 、 倍 ほ ど の 数値 と な る O

ラ イ フ ラ イ ン の被 害 は 全市 に 及 び、 水道断水 は 33 ， 400戸 ( 2 月 27 日 応急復 ! 日 ) 、 停電 は

43 ， 000戸 ( 1 月 22 日 復|日) 、 ガス 供給停止 は37 ， 600戸 ( 4 月 11 日 正、急復 i臼 ) 、 電話回線の故

障 は 9 ， 200田 線 ( 3 月 末復 旧 ) で あ っ た 。

交通 ネ ッ ト ワ ー ク 関係 も 阪神 高速神戸線が芦屋 と 神戸 の 市境界 (神戸側) で、約500 m に

わ た っ て北側 に倒壊 し 、 国道43号が通行不能 と な っ た 。 市 内 の道路 ・ 橋梁 は 各所で寸断 ・

損壊 し た 。 鉄道網 も ]R 神戸線 ( 4 / 1 全線開通) 、 板急神戸根 ( 6 /12) ・ i坂神本線 ( 6 /16) の

すべてが不通 と な っ た 。 市 内 の パ ス 交通 を 担 う 阪急パス も 不通 と な っ た が、 2 月 5 日 に市

内線全面運行 開始 し た 。

公共建築施設の 被害 は 、 学校園 で小 9 校、 中 3 校、 高 l 校、 幼10園が被災 。 市庁舎北館

の 壁 に 亀裂 ・ 柱 に損傷、 南館 は 壁 に 亀裂 ・ 議場天井が崩 落、 分庁舎 は 柱 ・ 墜 に 亀裂 と い う

被災。 芦屋病院 ・ 保育所 6 箇所が一部損壊 し た 。

河川 、 公 園 、 市営住宅、 社会教育施設、 社会福祉施設 な ど も 大部分が破損 ・ 被災 し た 。

仮設住宅 は 40 1]]地2 ， 9 14戸が建設 さ れ、 う ち 呉 川 町 の 42戸がケ ア付 き で 、 芦屋大学 グ ラ

ウ ン ド 112戸が地域型で あ る O 建設場所が少 な く 学校敷地 ・ グ ラ ウ ン ド 内 に 8 団地がつ く

ら れ た の が ほ か の 市 町 と は異 な っ て い た 。 災害公営住宅は 芦屋市営 8 団地653戸が供給 さ

れ た (南芦屋浜 の 買 取 1 団地400戸含む) 0 

1 月 17 日 6 時30分に芦屋市災害対策本部設置。 3 月 1 1 日 か ら 6 月 27 日 ま で 6 屈 の芦屋市

震災復興計画検討委員 会 を 開 い て 、 平成 7 年 7 月 に 「芦屋市震災復興計画」 が策定 さ れた 。
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北村春江前市長へ の イ ン タ ビ、 ユ ー

( 1 ) 実施 日 平成1 5年1 0 月 22 日 (水)

(2)  イ ン タ ピ ュ ア ー

震 災復興誌編集委員会

編集委員 小林 郁雄氏

〈北村氏の略控室〉

昭和 3 年 7 月 日 日 生 ま れ。 立命館大学法学部卒業。 昭和34年弁護士登録。 立命

館大学講師、 芦屋市教育委員 長 を 歴任。 平成 3 年 4 月 一 平成 15年 6 月 ま で芦屋

市長 を務め る O

※ イ ン タ ビ ュー当 日 に人と妨災未来セ ン ター研修で話 さ れた北村前市長の講話記

録も、 イ ン タ ビ ュー の一部 に組み入れてい る O

震災当初の こ と

小林委員 ま ず、 震災当時、 お 家 に お ら れた と 思 い ま す け れ ど も 、 そ こ か ら 庁 舎 に 着 か れ

る ま で、 ど ん な お気持 ち で、 ど ん な 形で行動 さ れた か と い う あ た り か ら お伺 い し た い と 思

い ま す。

北村前市長 そ う で す ね 、 夫がけが を し ま し た か ら 、 少 し 時 間 を 取 ら れて お り ま し た 。 最

初、 瞬 間 的 に は 、 地震が起 き た と わ か ら な く て 。 余震が起 こ り ま し て 、 「 わ あ 、 き つ い 地

震や な あ」 と 思 っ て 、 庭へ出 ょ う と し た ん です け れ ど も 、 な か な か戸が開 か な く て 、 や っ

と 出 ら れた ん です。 ま も な く 、 次男 が二踏か ら 降 り て 来 ま し た か ら 、 「 え ら い 地震や な あJ っ

て、 二人で言っ て い た ん です。 そ れで、、 北村がな か な か出 て こ な い の で、 次男 が ま た 中 に

入 っ て し ば ら く し た ら 、 北村がや っ と 出 て き て 、 腰が痛い と 言 っ て た んで す ね 。 そ の と き

は 、 鰻が痛い と い う の が精一杯だ っ た の で し ょ う O そ の う ち何か、 吐 き 気が し た り 、 寒い

寒い と 言い ま し た か ら 、 布 団 を 引 き ず り 出 し て 、 雨戸の上 に ひ い て寝かせて 、 病 院 に 連 れ

て行か な い と い け な い と 思 っ て い た と こ ろ へ、 秘書課長が来て く れ ま し た 。

小林委員 お 家 は 全壊で。

北村前市長 ぺ ち ゃ っ と 、 な っ て な か っ た ん ですが、 家が裂 け て い ま し た 。
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小林委員 ご

北村前市長 和 だ んすが倒 れて き た ん です。 5 時 ご ろ 日 が覚め て 、 ト イ レ に行 っ て 、 う つ

う っ と し て い た と き に 、 地震が起 き た か ら 、 起 き 上が っ た そ う です。 そ こ へ、 和 だ んすが

倒 れ て き て 、 脊柱骨折 し た の です。 そ れで 、 病院 に 連 れ て 行 こ う と 思 っ た ら 、 秘書課長が

来 て く れた も んですか ら 、 次男 と 私 と 3 人で雨戸 を 戸板み た い に し て 、 病 院 へ担 い で行 く

つ も り だ、 っ た んです け れ ど も 、 3 人 で は 全然持 ち 上が ら な い んです よ O バ ラ ン ス が と れ な

い し。 秘書課長が病 院か ら ス ト レ ッ チ ャ ー を 借 り て き て く れ ま し た 。 だ け ど、 屋根瓦が皆

落 ち て い ま す し 、 な か な か表へ運び出せ な か っ た ん です。 ち ょ う ど、 た ま た ま 道路 を 2 人

の方が歩 い て お ら れ ま し た ん で、 こ の 方 に お願 い し て 4 人で運ん で、 い っ て く れた んです。

そ の後、 私 も 病院 に課 し に い っ た ん ですが、 北村 は 見 つ か り ま せ ん で し た。 病 院の フ ロ ア

に も 、 人工呼吸 し て い る 人 と か い て 、 こ れは 大変 な 地震や と 思 い ま し た 。 そ の病院の高台

か ら 芦屋市内 で煙が何本か立 ち 上がっ て い る の が見 え ま し た が、 自 宅の毘辺で家がぺ し ゃ

ん と 倒 れて い る と こ ろ がな か っ た も んですか ら 、 そ ん な に 大 き な被害 を 受 け て る と は患 っ

て い な か っ た の です。 ま も な く 、 秘書課長が帰 っ て き て く れ ま し た の で 、 そ の車で市役所

に 行 っ た ん です。

小林委員 震災 1 時間 後 と い う 感 じ ですか。 ま だ、 明 る く な っ た く ら い で す か 。

北村前市長 8 時近 か っ た と 思 い ま す。 明 る く な っ て い ま し た 。

小林委員 」 さ ん の確認 を せず に ですか。

北村前市長 見つ か ら な か っ た か ら 、 そ の ま ま 行 き ま し た 。 地震の直後の こ と と い っ た ら 、

北村前市長

あ の と き は 、 も う し ー ん と し て い ま し た ね 。 も う 、 こ の

世の音が全部消 え た と い う ぐ ら い 静かで、 少 し ガス の に

お い が し て い ま し て O 間 も な く 四 つ 角 で、 ど こ かの人が

話 を し て お ら れた の です け れ ど も 、 そ の声 も 途絶 え て 。

病 院 に 運ぶ と か、 い ろ い ろ な こ と があ り ま し て 、 市役所

に行 っ た ら 、 も う 市役所の北館 に は被災者が入 っ て お ら

れ ま し た 。 災害対策本部は助役が早 く 来 て く れて い ま し

て 、 6 時半 く ら い に 災害対策本部 を 立 ち 上げ て 、 被災者

の 救 出 に 向 か っ て い ま す と い う 話で し た 。

小林委員 7 時半 く ら い に 着 か れ た ん で、 す ね 。
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北村前市長 そ う で す ね 、 7 時半か ら 8 時 く ら い だ、 っ た と 思 う んですが、 市民セ ン タ ー の

横 ぐ ら い で、 1 軒家が倒 れて い た ん で す ね 。 で も 、 こ ん な 大 き な 被害が出 て い る と は思 っ

て い な か っ た ん です。

小林委員 芦屋川 沿い に 降 り て い る か ら 、 あ ん ま り 被害が見 え な か っ た 。

北村前市長 ど こ を 通 っ た の か、 記憶 に な い ん です よ 。 そ し て市役所 に 到 着 し た ら 、 避難

者の方がお ら れ た と い う こ と です。 東灘の 方 は 、 国道事務所があ り ま し た か ら 、 そ こ へた

く さ ん行 っ て お ら れた よ う です。 一部、 東灘の方 も 市庁舎 に避難 さ れて い ま し た 。

l 北村前市長 (議話 カか、 ら ) 小 さ な 町 に 思 い も カか冶 け な い よ う な 大震災で し た O ご

チ ユ 一 ド7 . 2丸 、 震度 7 と い う 震災で ご ざい ま し た が、 や lは土 り 川 の集積層 と い う ん で す か 、 j地:也血叫h層語 的 に や : 

は り 軟弱 で あ つ た の だ ろ う と 思 い ま すO 芦l燈釜市 と 神戸 市 の東側 、 束灘、 そ こ ら あ た り が一苔番C被 災 と ; 

し て lは土大 き か つ た と 思 う んですが、 た だ神戸市 の 長 田 区 の あ た り は 火災が起 こ り ま し た も の で す か ら 、 1

多 く の被害が出 ま し た 。 阪神 間 の被災率 と い た し ま し で は 、 芦屋市が 会番高 い 被 災 、 こ れは 誇 る ぺ l 
き も の で は ご さ、、 ま せ ん け れ ど も 、 も う 小 さ な 町 の大部分が壊滅的 に や ら れた と い う よ う な 大 き な l 

i 被害 に な り ま し た 。 一 一 一 一 一 一 一 一 一 」

小林委員 市役所 に 着 い て 、 い ろ い ろ 報告 を 開 か れ て 。

北村前市長 市役所の災害対策本部 に 、 電話が も の す ご く か か っ て く る ん です よ 。 安否確

認 も あ り ま す し 。 在接災害対策本部の と こ ろ へ 市民がい っ ぱい 来 ら れ る わ け です。 そ れで、

県 に は連絡 し た け れ ど も 通 じ な い 。 か な り 混乱 し て い ま し た 。 午前 中 で66人亡 く な っ た と

い う 報告が入 っ て い る んです。

小林委員 一番最初 に 、 指示 と い い ま すか訓示 と い い ま す か、 こ れ を し ろ と か何か言 わ れ

ま し た か。

北村前市長 そ れは 、 全 く な い です。 て ん や わ ん や で 、 自 の前 に き た仕事 に対花、す る の が

精一杯で、。 そ れで 、 10持半 く ら い に昼食の用 意 を 一体 ど う す る の か と い う こ と に な っ て き

た んです。 各避難所 に 大勢 の 人がい る O そ の情報は 入 っ て い ま し た か ら 、 朝食は も う と も

か く で き な い け れ ど も 、 昼食は ど う す る の か と い う こ と に な っ て き た ん で す 。 そ れ で 、 担

当部長な どがス ー パ ー へ買 い に 行 っ た んです。 ス ー パ ー に 行 け ば、 充分食べ物があ る と 思 っ

て い ま し た か ら 。 I訪災計爾で し た ら 、 炊 き 出 し し て と い う こ と に な り ま す け れ ど も 、 水 も

出 な い 、 ガス も 出 な い と い う よ う な状態で は炊 き 出 し な ん で で き な い です。 お米屋 さ ん も
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潰れて い る し 、 そ れ で、 ス ー パ ー へ と も か く 行 っ た んで す ね 。 け れ ど も 食料がな か っ た ん で

す。 そ れで、 、 少 し の パ ン を 持 っ て 帰 っ て き た と 思 う ん で す け れ ど も 、 1 日 目 は 、 I 万5 ， 000

人の避難者です か ら 、 そ の 当 時で も l 万人 は 対応 し な い と い け な い と い う よ う な 時期 で し

た か ら ね。 そ れで、、 ど う す る の か と い う こ と で、 三 田 市 に お願 い し ょ う か と O 西宮市 に も

連絡がつ か な い し。 三 田市 だ け で は 、 と て も 数が足 り な い か ら 、 知 り 合い の 市長 さ ん に 電

話 を か け よ う か と い う こ と に な っ た ん です。 ま ずは 、 豊 中 の市長 さ ん に 。 午前 中 に パ ン を

多少届 け て い た だ き ま し た け れ ど も 、 数が足 り ま せ ん し 、 後で聞 い た ら 、 豊 中市 も 、 被 災

を 受 け て お ら れ る O そ れか ら 、 顔見知 り の 大阪府 と 、 テ レ ビで、神 戸 は 火が上が っ て い ま し

た か ら 、 西 を 向 い た ら だ め と い う こ と で、 大阪 と 奈良 と 京都の知 り 合 い の 市長 さ ん に 、 こ

う い う 状態 だか ら 、 す ぐ I J に 入 る お に ぎ り と 水 を 送 っ て く だ さ い と い う 依頼 を し ま し た 。

小林委員 直接お 電話 を さ れ た ん です か。 そ れ は 通 じ ま し た か。

北村前市長 そ れ も 40回 ぐ ら い 電話 を し な い と 通 じ な い よ う な状態です。 御 所 の 市長 さ ん

が奈良県 ド に連絡 し て く だ さ っ て 。 ち ょ う ど そ の 日 が奈良県の市長会で し た か ら 、 芦屋市

か ら 救援の要請が来 て い る と い う こ と を 、 会議で、 諮 っ て く だ さ っ た 。 県か ら お 願 い を す る

の が ル ー ト です か ら 、 そ れ を い き な り 市か ら 頼 ん だ も んですか ら 、 何の関係 も い え ばな い

の ですが。 奥野誠亮先生が会長の 「都市問題研究会J に 入会 し て い た 関係 で お 願 い し た の

ですが、 劫 け て あ げ ょ う か と い う こ と に な っ た み た いです。 2 月 1 1 口 に 固か ら 食料費が出

る こ と に な る ま で、 奈良県 と 京都市が交代で 3 食 を 送 っ て く だ さ い ま し た 。 ひ どい と き に

は 2 万人 を 超 え ま し た か ら 。 余震の た びに 、 避難者が増 え ま し た 。

小林委員 1 日 分 で も 5 万食 と か そ ん な感 じ ですか。 す ごい です ね 。 三 田市 と は前か ら 協

定か何かあ っ た んですか。

北村前市長 い い え 、 阪神 7 市 1 町 の 中 に 入 っ て い ま す か ら O 三 田 市 は無事の よ う だか ら

と い う こ と でO 人命救助 に 当 た る に も 重機がな い も ん です か ら 、 そ れ も 三 田 市 に お 顧 い し

て O 結構三 田 rtiか ら 食料や重機 な どい ろ い ろ な 手助 け を 即座 に し て い た だい た んです。 消

防 も 来 て く だ さ い ま し た し 。 尼 崎 市 の 消 防隊 も 来 て く だ さ っ た ん で す。

北村前市長 (講話 か ら ) 食糠担当 の 部署 の職員 は 、 10 ト ン ト ラ ッ ク が着 い た と い た し ま す と 、 そ の
荷物 を 倉長官 が ご ざ い ま せ ん の で 、 地 下 の 駐車場 に 運 び込 む の です。 し か し 、 い き な り 10 ト ン 車がそ

の地下へ入 り ま せ ん の で 、 一旦小 さ な 単 に 積み 替 え て 地下へ降ろ し 、 仕分 け て ま た小 さ な 車 に積み

1: げ、 各避難所へ配 っ て い く わ け です ね 。 そ の 10 ト ン ト ラ ッ ク か ら 地下 の 倉!束 、 駐車場 に積み上げ

る の に 1 時 跨 か か る ん で す 。 た く さ ん の 手があ っ た ら も っ と 早 く で き た と 思 い ま す け れ ど も 、 司王か

ら 降 ろ す こ と 自 体相 当 待問 は か か る ん で す け れ ど も 、 積 み 替 え る 道具で も あ れ ば も う 少 し 楽 に積 み
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替 え ら れ る の です が、 そ れ も あ り ま せ ん 。 い き な り 手か ら 手へ と い う よ う な 条件 で 、 3 日 3 晩ゃ っ

1 て い る と 職員 は ふ ら ふ ら に な っ て く る 。 た し か 3 呂 日 ぐ ら い の夜、 対策会議が終わ り 、 12時 も 過 ぎ
l た 頃 、 ま た 10 ト ン ト ラ ッ ク が着 き ま し た 。 も う 職員 で は 降 ろ せ ま せ ん と 。 も う 降 ろ す 能 力 が全 く な

: い わ け で 、 ふ ら ふ ら に な っ て 、 交代要員 も お り ま せ ん し 。 そ ん な 中 で 「 ょ う 運 び ま せ んJ と い う こ

: と を 言 っ て い ま し た 。 た ま た ま 私がそ れ を 開 い た も ん で す か ら 、 せ っ か く 温か い気持 ち を も っ て 8

i 時 間 も 9 時 間 も か け て や っ と 届 け て い た だ い て 、 そ れ を ょ う 受 け取れな い と い う よ う な こ と は で き

! な い と 思 い ま し た の で 、 「 あ な た た ち は休 ん で て く だ さ い」 と 言 い 、 そ の と き は も う 市役所の 中 が

; 全部避難所 に な っ て い ま し た の で 、 そ の 中 で、 若 い 方 で起 き て お ら れる 方 に お 願い を し ま し た 。 地

i 下 の倉庫 も 駐車場 も 満杯 に な っ て い ま す の で 、 ち ょ っ と 離れた市有地 に 降 ろ し て い た だ く と い う こ

l と に な っ て し ま い ま し た 。 そ の と き に私 も 行 き ま し て 、 降 ろ し ま す と お に ぎ り が一十不入 っ た ケ ー ス

l に 1 枚ずつ 「頑張っ て く だ さ い」 と い う よ う な 紙 を つ け て い た だい て お り ま し た 。 そ う い う 皆 さ ん

l の温かい ご支援で我 々 の復!日が軌道 に乗 っ た と い う 状況で ご ざい ま す。

小林委員 そ れで結局 、 と り あ え ず食べ る も の が大事 と い う こ と で。 あ と 、 救助や 火事 は

ど う で し た か。

北村能市長 火事は 、 1 月 17 日 は 9 件、 1 8 � 19 日 で 4 件です。 親王塚 の マ ン シ ョ ン が燃 え

て い ま す。 水がな い も んですか ら 、 宮 ) 1 1 の水 を 止 め て汲み上げて み た よ う です け れ ど も 、

冬枯れの河涼 に水な ん て な い です か ら 、 仕方 な く マ ン シ ョ ン も 燃え る に 任 せ た み た い です。

小林委員 後、 撚 え た の は 、 戸建てですか。

北村前市長 戸建て は 、 あ ん ま り 燃 え て い な い です け れ ど も O

小林委員 中 央 と か西部で燃 え て い た ら 大変で し た ね。

北村前市長 酉 は清水町で、 燃 え て い ま す ね 。 そ こ で は亡 く な っ て い ま す。
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緊急対応時期 の 重要 な決断

小林委員 震災か ら 3 カ 月 ぐ ら い の 緊急対応の 頃 の こ と を 思い 出 し て い た だ い て 、 重 要 な 、

こ れは も う 頭が痛い な と い う 決断 と い う んですか、 避難所が大体落 ち 着 い て 仮設がで き 始

め た 頃 だ と 思 い ま すが。 そ の 頃 ま で に 市長 と し て 決め ろ と 言 わ れて 、 一番思 い悩 ん だ と い

う か、 何が一番大変で し た か。

北村前市長 3 月 15 日 が区画整理です よ ね、 市の都市計画審議会です。 あ れが き っ か っ た

で、す ね 。 県が 3 月 17 日 です。

場所 も 変 え た り し て 、 浜 の 処理場で し た か。 市役所が避難所 に な っ て い ま し た か ら 。 処

理セ ン タ ー だ、 っ た と 思 い ま すが、 そ こ に 場所 を 変 え た んです。 と い う の は 、 市役所の 中 は

避難者 で い っ ぱい でで き ま せ ん。 そ れで、 処理セ ン タ ー の建物 の 中 でや り ま し た 。 そ う し

た ら 、 す ごい 人 に 囲 ま れ て 。 や は り あ の 頃一番重か っ た の は 区画整理です ね 。

小林委員 区画整理の決定です ね。 な か な か言 い に く い と こ ろ があ る か と 存 じ ま すが、 国

の 方 や 、 県 の方 な どの い ろ い ろ な し が ら み も あ る と 思 い

ま す け れ ど も 、 実際 は ど う な ん ですか。 市長 と し て 、 せ

ざる を 得 な い と い う よ う な 部分 と 、 し た 方がい い と い う

部分 と 、 半 々 ぐ ら い だ と 思 う ん です け れ ど も 、 どの あ た

り が一番です か。

北村前市長 現場が も う 混乱 し て い ま すで し ょ 。 県 は そ

ん な現場持 っ て お ら れな い か ら 、 理論的 に き ち っ と や っ

て こ ら れ る わ け で す ね 。 こ ち ら は そ ん な と こ ろ で は な い

と い う よ う な状況だ っ た んです よ o 1 月 の段階だ っ た と

思 い ま す よ O

小林 郁雄氏

小林委員 1 月 の終 わ り ご ろ だ っ た と 思 い ま す よ O 神戸市でい う と 、 22 日 か23 日 の 頃 だ と

思 い ま す。 地震の I 週間 ぐ ら い後です。

北村前市長 だ か ら も う 、 現場は そ ん な ど こ ろ で は な か っ た ん です。 そ こ へ区 画整理があ

り 、 こ れは 大変ゃ な ぁ と 思 い ま し た 。 け れ ど も 、 国 か ら も 災害 に 強 い 町 を つ く り ま し よ う

と 言わ れて 、 そ の記憶は あ り ま す。 け れ ど も 、 県 で そ の お 話 し を 開 く と き は 、 そ の と お り

と 思 う ん です け れ ど も 、 現場へ帰 っ て潤 辺住民の反対 に あ う と 、 大変 な こ と や な あ と 思い

ま し た 。 思 い 悩 ん だ と き も あ り ま し た け れ ど も 、 最後は や は り 、 災 害 に 強 い 町 を つ く ら な
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い と 、 ま た こ ん な 日 に遭 う んで は な い か な と い う 思 い があ っ た も んで す か ら 、 い い 町 に な

る ん だ、 っ た ら と い う 思 い でや り ま し た 。

多 く の 人が亡 く な り ま し た か ら 、 そ れ も つ ら か っ た です け れ ど も O 在、 は 戦争 に も 遭 っ て

い ま す の で 。 戦災の こ と を 思 っ た ら 、 毎晩空襲があ る わ け で も な い し 、 と い う 気持 ち も あ っ

た も んです か ら 。

小林委員 中 央 と 西部が震災復興立画整理事業 に な っ て、 芦屋の場合は そ こ の 2 カ 所が、

か な り 壊滅的 で 、 後 は そ う で も な い と い う 気 も し ま す の で 、 他の と こ ろ は ど う し ょ う か と

悩 む こ と が少 な か っ た か と 思 い ま す け れ ど も 、 地 区 を 決め ら れた の は県 の 指導ですか。

北村前市長 そ う で す ね 。 全半壊率が80% を 越 え る 地区 と い う こ と で、 若宮 と 中央 と 頭部

と い う 3 カ 所 に な っ た んです けれ ど も 、 若宮 は 高齢者が多 く て 、 R:画整理が無理だ ろ う と

い う こ と に な り ま し た の で 、 住環境整備の方 に 。 最初反対 も あ っ た んで す け れ ど も 、 負 担

がそ ん な に な か っ た も んですか ら 、 早 く で き あ が り ま し た。

小林委員 か な り 早 い段階か ら 、 あ そ こ は 区 画整理で は な く て と 決め ら れ て い た 。 県 の 指

導です か、 国 ですか。

北村前市長 は い 、 そ れは 早い段階か ら 決め て い ま し て 。 や は り 県の指導 も あ っ た と 思 う

ん です け れ ど も 。 県 か ら 技監が来 ら れて い ま し た か ら O そ の 関係 で ス ム ー ズ に い っ た と 思

う んですが。

小林委員 僕 も 神戸市で、ず、 つ と い ろ い ろ 手伝 っ て い た ん で す け れ ど も 、 結 局 、 住環境整縮、

住宅地区改良事業です よ ね。 建設省 で い え ば住宅局 の 全面買収型でや る 事業 と い う の は 、

お 金 は か か り ま す け れ ど も 、 住民 に と っ た ら 、 か な り 有利 で す 。 尼崎 も 築 地 で 区画整理 と

そ れ を 重 ね て し て い ま す。 若宮 と 2 カ 所 し かや っ て い な い んです。 神戸市 は 、 住宅地区改

良事業 を た く さ んや っ て い ま す で し ょ 、 特 に 生 田 ] 1 1 や番町の地域で は 。 だ か ら 、 市の財政

負 担が多少 あ る か も し れ ま せ ん が、 地区改良事業 を も っ と 震災復興 に 導 入 し た 方がい し3 か

な と 思 っ て い た んです。

北村前市長 そ れ は 発想、が逆な ん で す ね 。 r�画整理でや ろ う と し た ん だ け れ ど も 、 や は り

住民の方の負担が大 き い。 だか ら 、 住環境でや っ た と い う こ と です。

小林委員 逆 に い う と 、 も っ と 中 央や西部で も 、 住環境の方でや っ た ら と い う 話 は。
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北村前市長 そ う い う 考 え は な か っ た です。 一番い い ん です け れ ど も 、 お金 も かか り ま す

し 。

小林委員 パ ン ク し ま す ね。 神戸市 も 7 カ 所 く ら い 、 や ろ う か な と い う こ と で、ず、 っ と 検討

し た ん です よ o 1 月 の終わ り ぐ ら い に 。 結局全部や め て し ま っ た ん で す け れ ど も O だ か ら 、

国 も 多少、 お金の計算 さ れた と 思 い ま す け れ ど も 、 何で止め た ん だ ろ う か よ く わ か ら な い

部分な ん で、 い ろ い ろ な 方 に お伺 い し て い ま す。

結局、 町 を 整備 し て い る の は都市局 だ と い う こ と で、 匿画整備、 再 開発 と い う 都 市計画

事業 を や っ て 、 地 区 改 良事業 は住宅局 の面的整備事業です か ら 、 改 良住宅 を 建て る た め に

や る 事業 と い う こ と で、 ち ょ っ と 違 う O

北村前市長 中 央 は 再 開発 し ょ う か と い う こ と で、 15年か ら 20年議論 し て い ま し た か ら O

中 央 の 、 今、 区 画整曙や っ て い る 部分です。 そ こ も 職住混合の地域で す の で、 な か な か再

開発 も ま と ま ら な か っ た 地域で し た 。

小林委員 震災前か ら 、 再 開発事業 を や ろ う と し て 、 高)古傷の 中 心 で す ね 。 そ れが う ま く

い っ て な く て 、 震災 を 迎 え た 。

北村前市長 だ か ら 、 最初割合反対が少 な い の です が、 結構反対が強 く な り 、 あ の地 区 か

ら 訴訟 を 起 こ さ れた り も し て い ま す。

小林委員 民 間 の 立場か ら 言 う と 、 西部で一生懸命 ま ち 再興協議会 を や っ て お ら れた 人 た

ち が、 中 央 の 方 に も シ ン パ を 作 っ て と い う の が、 か な り 効 い て る と い う 噂です。

北村前市長 そ う い う こ と み た い です け れ ど も O

中央、 西部地区の 区画整理事業 と 南芦居浜の公営住宅

小林委員 重要 な 決意 を さ れて 、 区 画整理でや っ て 、 今の段階で、 こ の部分は よ か っ た 、

こ の部分は ま ずか っ た と い う ご感想があ り ま し た ら お願 い し ま す。

北村前市長 さ き ほ ど言 い ま し た よ う に 、 中 央 は 、 再開発の動 き があ っ た と こ ろ へ、 区 画

整理の話が出 ま し た か ら 、 最初 は 西部 ほ とマ抵抗がな か っ た ん です。 け れ ど も 、 途 中 か ら 反

対 も 強 く な り ま し た が、 今 こ う し て で き 上が っ た ら 、 自 治会長 も よ く 頑張 っ て い た だい た

と 、 ネし を 言 い に 来 ら れた ぐ ら い の状況です。 野 と し て は 、 非常 に き れい な 町がで き ま し た。
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た だ、 J 1 1 東線 は 、 ち ょ っ と 道が広す ぎ る 部分 も あ り ま す け れ ど も O で き 上が っ た ら い い 町

に な っ て い ま す。 西部 も 以前 に比べた ら 、 狭 い道 は あ り ま せ ん し 。

小林委員 き れい な 油があ っ た り 、 水路があ っ た り 、 あ の辺 は 近畿大学 の先生方がず い ぶ

ん努力 さ れて 、 区画整理で な い方法で と 考 え ら れた よ う ですが、 区画整理だ か ら こ そ、 あ

あ い っ た公共 ス ペ ー ス が非常 に 美 し い と い い ま す か、 ち ゃ ん と し た の がで き た と い う の は 、

評価が上 が る か と 思 い ま すが、 何か気 に 入 ら な い 点 は あ り ま す か。

北村前市長 地域の連帯 と か、 そ う い う 町づ く り は お住 ま い の 人が進め て い た だ く こ と に

期待 し ま す。

小林委員 私 は 気 に 入 ら な い 点が I つ あ り ま す。 西部でい い ま す と 、 割 と 小 さ な お 家が多

か っ た で す け れ ど も 、 立派 な 家 も あ っ て 、 和風の き ち っ と し た お 家 と か、 洋館 な どがあ っ

た に も かか わ ら ず、 今 は す べ て 、 工業化の住宅 と い い ま すか、 プ レハ ブ住 宅み た い な も の

ばか り です。 ち ょ っ と 調べ ま す と 、 神戸市の灘区 の あ た り で も 、 長 田 の 区 画整理 を し て い

る と こ ろ で も 、 同 じ 町並 み に な っ て い る わ け です。 長 田 の 長屋 を 建て 替 え て も 、 あ あ い う

町 に な る し 、 芦屋の 町で も あ あ い う 町 に な っ て し ま っ て 、 区画整理事業 と い う の は そ う い

う 窓味で、 は 、 町 の 特色 を ど ん ど ん な く し て い っ て し ま う O 公共ス ペ ー ス は き ち っ と し ま す

け れ ど も 、 そ れぞれの お 家が も う ち ょ っ と 芦屋 ら し い 、 シ ッ ク な 建物 に な っ て ほ し か っ た

な と 思 い ま す。

北村前市長 そ う い う 見方 も あ り ま す け れ ど も O 震災後 に 建 ち ま し た か ら 、 震災 に 強 い 家

と い う こ と で、 芦屋 中 全部、 あ の 型 の家 に な っ て し ま い ま し た 。 私 も 自 宅の こ と を 後悔 し

て い ま す。 あ ん な 家 を 建て る ん で は な か っ た と 思 っ て 。 工場製作です か ら O も っ と 落 ち 着

い て か ら 建て る べ き だ と 思 う んです。 震災後 は屋根の重 く て 、 土壁の あ る 家 は 震災 に 弱い

と い う 印象 を 持 ち ま し た か ら O 展根は ス レ ー ト み た い な 屋根 に な っ て し ま い ま し た し 、 趣

は な く な り ま し た 。

小林委員 今 な ら 少 し 落 ち 着 い て 、 き ち っ と し た枠 を 用 い た り と か、 思 う わ け です け れ ど

も 、 あ の こ ろ は そ ん な こ と を す る 人 も い な い と い う か、 大工 さ ん も い な い し 、 工業化の住

宅以外 は 、 選択肢が な か っ た 。 だ か ら 、 芦屋の家 は 、 どの家 を 見 て も 一緒ですね。 そ れ と 、

一番大 き い の は 、 生垣がな く な っ て 、 全部駐車場 を 作 り ま す か ら 、 全部道路か ら オ ー プ ン

に な っ て 、 昔 の よ う に 、 板塀 と か、 生摂 と かがな く な っ た の が多 い です。

中 央地 区 で気 に 入 ら な い の は 、 川 東線が立派 に で き た の ですが、 そ の沿道 に 中 途半端 な

3 階建 て 、 せいぜい 4 階建て ぐ ら い で、 小 さ な 建物 が ち ょ こ ち ょ こ と あ っ て 。 お JS屋 さ ん
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が 1 階 に 入 っ た り し ま す の で 、 ず ら っ と あ れば商庖街み た い に な る んです け れ ど も 、 ぽつ

ぽつ あ っ て 、 そ れが結構お も ち ゃ の家み た い に い ろ い ろ な色能 っ た り し て い て 、 ち ょ っ と

風格が足 り な い の と 違 う か な と 思 い ま す。 せ っ か く 広 い通 り がで き て 、 中 央 地 区 の顔の よ

う な 道がで き た に も かか わ ら ず、 き ち っ と し た 軒並 み に な っ て い な い 。 通 り の 内側 は 、 大

き な公国があ っ た り 、 マ ン シ ョ ン があ っ た り し て ま あ ま あ い い の か な と 思 う ん です。 芦屋

市 の 景観 ア ド バ イ ザ ー を し て い て 、 色 に つ い て か な り 言 っ た んです け れ ど も 、 商業地区 な

ん で 、 あ ん ま り き つ い こ と は言 え な い ん ですね。 住居地 区 です と 、 芦原の カ ラ ー に合わせ

て く だ さ い と 言 え て も 、 商業地 区 です と お 商売 に 関係 す る か ら 、 そ こ ま で規制す る の は と

忠 う んです。 そ れ に し て も 、 あ ん ま り 芦屋 ら し い雰囲気が な い の で 、 皆 さ ん に 、 建物 を 建

て る ん だ か ら 、 そ の あ た り を 考 え て や っ て く れた ら よ か っ た の に な あ と い う 気が し て残念

な ん です。

北村前市長 そ う で す ね 。 そ ん な に 大 き な も の を ま と め て建て る だ け の 能力 、 財政的 な 余

裕 も な い です か ら 、 昔 の 家 の ち ょ っ と し た 変形か、 ち ょ っ と 形が変わ っ た よ う な 感 じ に な っ

て し ま っ て 、 あ の 広 い 道 に マ ッ チ し て い な い ん で す ね 。 そ れで、後側 に入 る と 、 マ ン シ ョ ン

がで き て い ま す で し ょ う 。 区画整理の た め に 土地提供 を し た の に 、 建 っ た の は マ ン シ ョ ン

な の か と 、 も の す ご い 反対が出 て る んです。

小林委員 あ そ こ は 5 階ですか。

北村前市長 い い え 、 8 階建て で商業地区; です。

小林委員 あ れがず ら っ と 、 例 え ば広 い 通 り 沿い に で き て い れ ば。 そ し て 一 階 に 喫茶屈で

も 入 っ た ら O 残念 な が ら 高層 マ ン シ ョ ン が裏 に建 っ て 、 反対ですね。

北村前市長 区 画整理の後の住宅建設、 町づ く り に つ い て 、 住民 も そ う です け れ ど も 、 行

政の指導 も ち ょ っ と そ こ ま で思 い歪 ら な か っ た です ね 。

小林委員 だ か ら 、 そ う か と い っ て再 開発事業でや っ た ら 、 そ う な る で し ょ う け れ ど も 。

ま た新長 田 の よ う な 町 も い い か ど う か、 あ や し い と こ ろ があ り ま す か ら 。

も う 1 つ 大事 な の が、 南芦犀浜の公営住宅の 問題だ と 思 う んです。 こ れ に つ い て 、 ど う

い う 経緯だ、 っ た の か、 あ ん ま り 知 ら な い ん です。 あ と の段 々 畑 を作 る よ う な こ と に つ い て

は 、 い ろ い ろ ご協力 さ せて い た だ い た ん です。 伝 ぇ 開 く と こ ろ に よ り ま す と 、 最初 は あ そ

こ に仮設 を 建て よ う と い う 話 し だ、 っ た んで す ね 。 た だ、 橋 も で き て い な い か ら 。
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北村前市長 橋 は で き て い た ん です。 修理 も し て い た ん です け れ ど も 、 埋 立 の認可が下 り

て い な か っ た か ら 、 反対 さ れた んです。

小林委員 そ う ですか。 そ れで 、 仮設 は 無理だ ろ う と い う こ と で、 あ ち ら に公営住宅 を と

い う 話 を 聞 い た ん です け れ ど も 、 そ の経緯 を ち ょ っ と 教 え て い た だ け た ら と 思 い ま す。

北村前市長 市 内 に も 災害公営住宅 を 建て ま し た け れ ど も 、 土地がな い も んですか ら 、 そ

れであ そ こ に建て ま し た 。 あ そ こ し か な い と 。

一 一 一 一 一 一 寸
l 北村前市長(講話 か ら ) 仮設住宅 を つ く る こ と に つ き ま し て 、 芦屋市の場合、 非常 に 悶難 を い た し

ま し た の は 、 地域が狭 い も の です か ら 仮設伎宅 を 建て る 場所がな か な か な い 。 あ ら ゆ る 公園 と か、

空 い た 土 地 と か探 し ま し た け れ ど も 、 こ の仮設住宅 と い う の は 、 そ の 当 時県が建 て て く れ る わ け で

す の で 、 県 に こ の場所 に こ の よ う に 建て ま す と い う 設計図 も 出 し て 、 お 願い を し て 割 当 を し て い た

だ く と O あ る 意味で は そ の 当 時 と し て は取 り あ い に な っ て い る わ け で す ね 。 い か に 早 く そ の割 当 を

も ら っ て 、 戸 数 も た く さ ん も ら え る か と い う 取 り あ い の状態 に な っ て い る 時期 で ご ざい ま し た 。 市

民の方 も い つ ま で も 避難所の不 自 由 な 生活 を す る の は健康上問題があ り ま す し 、 イり と か早 く 仮設住

宅 を と い う こ と で努力 を し た んで す け れ ど も 、 何 し ろ 建て る 場所 がな い も ん です か ら 。 も う 最後 に 、 ;

芦原市 は そ の 当 時県 が新 し い 埋 1Z:ì也 を つ く っ て お ら れ ま し た の で 、 そ こ が120ヘ ク タ ー ル あ り ま す

か ら 、 そ こ で し た ら い く ら で も 建て ら れ る わ け で、す の で 、 企業庁の管理者 に お 願 い を い た し ま し た 。 ;
企業庁の管理者はvミ く 引 き 受 け て く だ さ い ま し て 、 ホ ッ と い た し ま し た 。 あ ら ゆ る 所 を探 し で も な

い わ け で す か ら 、 そ こ し か な い と い う こ と で お 願い を し て 引 き 受 け て い た だ い た ん で す け れ ど も 、

あ る と き 副知i事がそ こ へ見 に行 か れ ま し た 。 そ れが も う 2 月 に 入 っ て お っ た と 思 う ん ですが、 夕 方

行かれ ま し た ら 嵐が強 く て 荒涼 と し て い ま し た 。 ま だ認可 も 下 り て い な い そ う い う と こ ろ に仮設 と

い っ て も や は り 建て る こ と は だ め だ と い う こ と で ご ざい ま し た 。 そ れ は そ う な ん で し ょ う け れ ど も 、 1

そ こ し か な い と い う よ う な 切 羽詰 ま っ た状況 に な っ て お り ま す の で 、 そ れがだめ だ と 言 わ れ れ ば、

も う 本当 に ど う し ょ う か と い う こ と に な っ て ま い り ま す。

結局 、 避難所 は平成 7 年 6 月 18 日 に解消 し て 、 仮設住 宅 を 解消 で き た の が10年 8 月 26 日 で し た 。
そ れ ま で仮設住宅があ り ま し た 。 そ の 間災害公営住 宅 を 建設 い た し て お り ま す 。 こ れ は ち ょ う ど先

程 申 し 上 げて お り ま し た新 し い埋立地 に建設 し ま し た 。 勿論、 旧 市街地の 中 に も 建設 い た し ま し た 。

そ の よ う な事情で平成10年 8 月 に仮設住 宅 を 解消い た し ま し た 。

小林委員 特 に 芦屋浜の高層住宅が、 芦屋市民 に評判 が悪 い の は ご存知 だ と 思 い ま す。 さ

ら に南慨 で特 に 気 を 配 ら れ、 い ろ い ろ な 問題 を き ち ん と し な さ い と い う こ と を 市長 さ ん の

方 か ら 言 わ れた と 公団 の 人が言 っ て ま し た け れ ど も 、 何かそ う い う ご注 文 を さ れ ま し た か。

北村前市長 そ う で す ね 、 今お っ し ゃ っ た よ う に 、 片 方 に シ ー サ イ ド の 高層 住宅があ り ま

す か ら 、 あ ん な こ と に は な ら な い よ う に と O 高 さ の 問題 も あ り ま す し、 い か に も 殺風 景 な 、

無機質 な 感 じ に な ら な い よ う に と い う こ と で、 お願 い し た んです け れ ど も 。
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小林委員 南芦屋浜の復興公営住 宅 は 、 南 に 向か つ て 大 き い広場 を 作 っ て 、 山 が見 え る 方

に は低 く し て あ り ま す よ ね。 だ か ら 山が見 え た り 、 そ ん な に威圧的 じ ゃ な い の で、 良か っ た

か な と O 公社の建物 の方が不細工な気が し ま す け れ ど も 、 安藤忠雄 さ ん に は 悪 い ですが。

一番心配 し て い た の は 、 高浜の仮設 の 人た ち が復興住宅がで き る ま で、 ず っ と 待 っ て お ら

れ て 、 変 な 言い 方です け れ ど も 、 向 こ う に 島流 し を さ れ る よ う な お気持ち で は な か っ た の

か と 、 思 い ま す よ ね 。 周 り に屈 も 何 も な い ですか ら O そ れ は や は り よ く な い と い う こ と で、

入居す る 前 に皆 さ ん に 集 ま っ て も ら っ て 、 こ れか ら ど う い う 生活 を し よ う と か、 た ま た ま 、

ア ー チ ス ト た ち が段 々 畑 な ど を 作 ろ う と い う こ と で、 私 も ご一緒 さ せ て い た だ い た んです。

芦屋市民 に と っ て 、 遠隔地の一番端の と こ ろ な の で、 非難がた く さ ん 出 る か な と 思 っ て た

んです。 交通 も 不便 だ し 、 お 庖 も あ ま り な い の に 。 そ う い う 危慎み た い な こ と は 、 ど う で

し た か。

北村前市長 最初 に 申 し 上 げ ま し た よ う に 、 あ の場所 し か な い も ん で すか ら O や む を 得 な

い です よ O 南芦屋 浜 は 、 後 は戸建てが中心 に な る と い う こ と で し た か ら 、 や っ て い け る だ

ろ う と 思い ま す。

小林委員 い ずれ住宅地 に な る か ら 、 10年や20年経て ば。 最近一戸建て も で き 始め た ん で、 、

変 わ っ て い く と 思 い ま す。 大分時 間がかか り そ う です ね 。

北村前市長 高齢者が多 い も んです か ら 、 町 中 に 、 2 階建て ぐ ら い の昔の文化住宅、 あ あ

い う の に す れ ば よ か っ た か も わ か ら な い んです け れ ど も 、 災害が起 こ っ た と き に 、 安全な

よ う に と い う こ と が非常 に 強 か っ た も ん で す か ら 、 あ あ い っ た建物 に な っ た ん です。 2 階

建 て の 2 戸ー と か、 4 戸並 びの長屋み た い な も の も い い ん じ ゃ な い か と 私 は 思 っ て い ま し

た け れ ど も O そ の方が高齢者が住 み や す い と い う 部分があ っ た ん で す け れ ど も 、 や は り 、

一度あ れだ け の 災害 を 受 け て い ま す か ら 、 や は り 地震 に 強 い も の で な い と O

小林委員 け れ ど も 、 2 階建 て で し た ら 、 そ ち ち の方が強い よ う な気が し ま す け れ ど も ね。

戸数が大変です よ ね。 何千、 何百戸 と な る と 、 場所が足 り ま せ ん 。
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北村前市長 で き な い です よ ね。

小林委員 た だ、 淡路の東浦町 は 、 そ ん な 形でや っ て い ま す ね。 被災地の 中 で、 密集事業

でや っ て い ま す か ら 、 道路用 地買 っ て 、 少 し余 っ た よ う な と こ ろ に 、 2 戸一、 予崖 と か 2

階建て の 木造 の コ ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス を い く つ かっ く っ て い ま し て 、 高齢者 の 方 は 、 昔の住

ん で い た近所の復興住宅へ入 れ る の で 、 非常 に 評判 が よ か っ た と 開 い て い ま す。 た だ、 数

が20、 30戸 な ら い い です け れ ど も 、 何百戸 と な り ま す と ね。

北村前市長 800戸 も ち ょ っ と 揃 え ら れ な いです。

小林委員 た だ、 市 内 に も 空 き 地がた く さ ん あ り ま す か ら 、 そ う い う と こ ろ に 、 今言わ れ

た よ う な タ イ プ を 入れ ら れた ら 、 ほ ん と に よ か っ た と 思 う ん で す け れ ど も 。

北村前市長 ま だそ の こ ろ は 、 土地 も 高か っ た も の です か ら O し か し 、 今 で は 芦屋で 一番

景色の 良い と こ ろ に な っ て い ま す 。

小林委員 今み た い な こ と な か っ た です も ん ね 。 空 い た ま ま で残 る と は 、 誰 も 思 っ て な か っ

た です よ ね。 今 と な っ て は 、 南芦屋浜 も 、 し ょ う がな い と い う こ と と 、 こ れか ら よ く な る

か ら と い う こ と 、 安全 と い う こ と です ね 。

将来 に 向 け て の教訓

小林委員 被災地の市長 さ ん と し て 、 将来 に 向 け て こ れ だ け は伝 え て お き た い と い う こ と 、

芦屋の 若 い人 と 、 全 国 の 子供 さ ん た ち 、 あ る い は 世界 中 の 人た ち に対 し て メ ッ セ ー ジがあ

り ま し た ら 、 お 願 い い た し ま す。

北村前市長 日 本 を 中 心 に 考 え た と き に 、 統計的 に見 ま し で も 、 10年 に 一 度 ぐ ら い大 き な

地震が ど こ かで起 き て い ま す か ら 、 災害 に つ い て は 、 自 主防衛 を 小 さ い と き か ら 念頭 に お

い て対応す る よ う な 、 そ う い う 気持 ち を 持 っ て い た だ き た い な と 思 い ま す。 と い い ま す の

は 、 行 政 に 携わ っ た者 と し て 限界があ り ま す の で 、 救 出 で も 早 く 、 も っ と 早 く 対応 し て お

れ ば、 も っ と 助 か る 人 も あ っ た と 思 う ん です け れ ど も 、 当 日 、 役所の職員 が、 42% し か 出

勤で き て い な い ん です よ ね。 そ れは 職員 も 被災者で あ っ た こ と と 、 交通が遮断 さ れた と い

う よ う な こ と です。 芦屋市の場合、 職員 の 3 分の 2 は 、 市外 に お り ま す か ら 、 3 分の l の

職員 し か市 内 に 住 ん で、 い ま せ ん 。 ですか ら 初期 の段階で は 、 自 分 し か 身 を 守 る も の がい な

い ん ですか ら 、 防災教育 を し て い た だ く こ と と 、 そ れか ら 、 意識だ け で は い け ま せ ん の で 、
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そ う い う 訓 練の必要性ですね。 こ れは私が実感 し て い る と こ ろ な ん で す け れ ど も 、 自 衛隊

の jゴ 々 の訓練 さ れた対応 を 見 て ま す と 、 本当 に い か に 首iI練 と い う こ と が必要 な の か と い う

こ と も わ か り ま す。 防災 に つ い て 、 学校でで き る 訓練 と い う の は 、 小 さ い と き か ら 教育 を

し て い た だ き た い と 思 い ま す。

小林委員 子 ど も 自 身 に 向 か つ て は 、 何かあ り ま す か。

北村前市長 小 さ い子 ど も で し た ら 、 親がカ バー し な い と し ょ う がな い わ け で す け れ ど も 、

そ の 中 で、 自 分の 身 を 守 る と い う こ と に つ い て の 意識 は 、 持 っ て ほ し い な と 思 い ま す 。

そ れ と 、 災害の と き に 、 お 互 い に 助 け合 う と い う 気持 ち で す ね 。 当 然 出 て く る も の だ と

思 う んです け れ ど も 。

小林委員 そ う で す ね 。 意外 と 田 舎 は 助 け合 っ て い ま す ね。 都 会 は と い う と 、 マ ン シ ョ ン

だ、 っ て結構助 け合い ま し た か ら ね。 あ あ い う 状態 に 置かれた ら 、 み ん な ち ゃ ん と す る と 思

い ま す。 知 ら な い者 |司士で も 、 皆 さ ん で一緒に水 を 汲 ん だ、 り し な い と し ょ う がな い ですか

ら ね。

北村前市長 震災の と き は み ん な 優 し か っ た な と 思 う ん です け れ ど も 、 今 に な っ た ら 、 ま

た も と どお り に な っ て い ま す ね 。

小林委員 や は り 3 カ 月 だ と 思 う ん です け れ ど も 、 み ん な 優 し い し 、 人の こ と を 思 い や っ

て 、 生 き て い る と い う 世界があ っ た と 思 う ん で す 。 あ れ を 平常時で も や れ た ら い い の で は

な い か と 思 い ま す。 そ れ は 非常事態 だか ら 、 み ん な そ う な っ た と い う 部分 と 、 自 分た ち の

町の こ と 、 自 分た ち の マ ン シ ョ ン の こ と は 、 自 分た ち で し な け れ ば し ょ う がな い と O 誰 も

助 け に 来 な い し 、 水 も I 階 ま で、 は持 っ て き て く れ る け れ ど も 、 自 分 の 階 ま で 運 ん で く れ る

と い う わ け で は な い です か ら 、 そ れ は 自 分た ち で し な け ればい け な い 。 お 年 寄 り が10階 ま

で、持 っ て行 け な か っ た ら 、 子 ど も が持 っ て行 く と か、 普通 に 皆 さ んが行動 し た わ け で す か

ら 、 そ う い う 社会 的 な 状況 を や は り 用 意 し て お く こ と が必要で、 は な い か な と 思 う ん で す 。

北村前市長 あ の と き で き て 、 平常 ど う し て で き な い の か 。

小林委員 神戸市です と 大 き い です か ら 、 な か な かそ う も い か な い で す け れ ど も 、 芦原市

ぐ ら い の 7 、 8 万人 の 町 な ら 、 常 日 頃か ら や っ て い く こ と に そ ん な に 難 し く な い よ う な 気

がす る ん です け れ ど も 。
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北村前市長 地域防災組織で も な か な か立 ち 上が ら な い ん です よ ね。 立 ち とがっ て も 、 そ

の組織の メ ン バ ー と い っ た ら 、 高齢者ばか り に な る ん で す ね 。 若 い お父 さ ん 、 お 母 さ ん方

がそ こ へ も っ と 参加 し て い た だい た ら 、 も っ と 町の 間 で も 変わ っ て く る と 思 う んです け れ

ど も O

小林委員 大阪 に働 き に行 く の がい け な い の か な 、 と も 思 い ま す。 お ら が町 で ち ゃ ん と 働

い て 、 町 の こ と を 考 え ざる を 得 な い よ う な状況 に な っ て お れ ば違 う け れ ど も 、 実 際 は 会社

だ と か世界の動 向 だ と か、 株価や 円相場 と か、 あ ち ら の方 を 向 き な が ら 生活 し て い ま す。

震災後 3 カ 月 間 は 、 そ ん な こ と と は 関係 の な い 世界 だ っ た か ら 助 け合 え た の か な と い う 気

も し て い る んです。

北村前市長 か つ て の農村で し た ら 、 共 同社会です か ら 、 そ れで助 け合 っ た んで す け れ ど

も 、 あ の と き は共 同 社会 に な っ た ん で し ょ う ね。

小林委員 そ う な ら ざる を 得 な か っ た の で し ょ う ね。 昔 どお り に し な く て も い い と 思 い ま

す け れ ど も O 行 政が共 同社会で あ る 部分 を セ ッ ト す る 必要があ る の で は な い か と い う こ と

で 、 神戸市 は コ ン パ ク ト シ テ ィ や 、 コ ン パ ク ト タ ウ ン と い う こ と で、 白 壁 的 な 生活圏 を ち ゃ

ん と し よ う と 進め て い ま す O そ う い う 意味で は 、 芦屋市 は も と か ら そ う な ん ですか ら O

北村前市長 も と か ら そ う な ん で す け れ ど も ね。

小林委員 も う 少 し 、 強調す る よ う な 政策があ る と い い か な と 思 っ て い る ん です け れ ど も 、

な か な か難 し い 。

北村前市長 今、 自 主防災組織 を 作 る の が精 一杯で、 市 内 で56 % ぐ ら い で き て い る んです

かね。 自 治会組織の 中 で、作 っ て い ま す。 私 の 住 ん で い る 朝 日 ケ 丘町 で は 、 若 い 方が中心 に

な っ て 、 会長 に な っ て い た だい て 。

小林委員 初期 の危機管理の あ た り で、 直後の 自 主的 な対応 と い う こ と と 、 訓 練 を 含め た

自 主防災組織の段階。 そ れか ら 、 今、 お話 し さ せて い た だ い た よ う な 共 同社会、 大 き な被

害が起 き ればそ う い う こ と に は な る と O 互 い に 助 け合 う と い う こ と を 、 平常時の行政が ど

う い う 形で動機づけ る か と い う あ た り が、 難 し い か な と 思 う ん です。

北村前市長 震災当 時 は 、 3 日 分の水 と 食料 ぐ ら い は 、 自 分で い つ も 用 意 し て お く よ う に

と 言 っ て い ま し た け れ ど も ね 、 今用 意 し て い る 人 な ん て 誰 も い な い と 思 い ま す。 災害 と い
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う の は 、 い つ 起 こ る か わ か り ま せ ん か ら 、 自 分の で き る 範囲 の こ と の 最小 限 度 は 、 自 主防

災意識だ と 思 い ま す け れ ど も 、 そ れ は市民 に 十 分 に お 願い を す る と い う こ と で、 す ね。 災害

に 遭 っ て丸裸で役所 に 来 ら れ で も 、 行政は対応 し ま す け れ ど も 、 や は り そ の 量が少 な い ほ

ど、 ほ かの 部分 に も っ と 手が回 り ま す か ら O

小林委員 そ う で す ね 。 わ か り ま し た。 ど う も あ り が と う ご ざい ま し た 。
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第四節 伊丹市の震災と復興

編集委員 高 田 至郎 (神戸大学工学部教授)

伊丹市 は 兵産 県南東部 に位置 し 、 周 囲 を 兵庫県尼崎 ・ 西宮 ・ 宝塚 ・ ) 1 1 西 各市、 大阪府豊

中 ・ 池 田 両市 と 接 し て い る 。 大 阪 市 か ら は 約 lOkm と 近 く 、 大阪の衛星都市 のーっ と も 位

置づけ ら れ る O 地形 は全体に 平坦で、、 市の 東端 を 猪 名 川 、 西端 を 武庫 川 が流 れ て い る 。 大

阪 国際空港 (伊丹空港) の あ る ま ち と し て知 ら れて い る 。

死者 は22名 、 負傷者2 ， 716名 で 、 全壊 ・ 半壊 は そ れぞれ2 ， 434世帯、 14 ， 372世帯で あ る O

避難所 は ピ ー ク 時 に は71箇所設置 さ れ、 8 ， 775人が収容 さ れて い る O 避難所 の 解 消 は 4 月 初

日 で あ る O ま た 、 応急仮設住宅 は 市 内 に660戸設け ら れ、 平成 7 年 2 月 6 日 に 入居が開始

さ れた が、 平成10年 3 月 に は ゼ ロ と な っ て い る O

公共施設の被害で は 27 あ る 小 ・ 中 ・ 高等学校の う ち 、 10校が被災 し た。 官公署庁舎 ・ 公

民館 な ど82棟が被災 し て い る O 市庁舎の 壁 ・ 階段 に 亀裂が入 り 、 空調系統や エ レ ベ ー タ ー

の 一部が破損 し た 。 ま た 、 病 院 は 全壊 3 棟、 半壊 5 棟、 一部損壊40棟 と な っ て い る 。 国道

176号線で は路面 に 亀裂が入 札 県道 8 笛所 . j有道120箇所の路面陥没や亀裂が生 じ て い る 。

伊丹市での被害の特徴 と し て 1 名 の死者 を 出 し た 阪急伊丹駅の倒壊が挙げ ら れ る 。 こ の被

害 に よ っ て 平成 7 年 3 月 ま で 販急伊丹線は不通 と な っ た 。 ま た 、 ]R 新幹線野 間付近 の 高

架橋が倒 壊 し 不通 と な っ た 。

建設 ・ 製造業の被害件数 は 1 ， 078件で、 損害額 は248億円 と な っ た 。 ま た 、 商業 ・ サ ー ピ

ス 業 の被害件数は3 ， 559件で 、 損害額 は394億円 と な っ て い る O

ラ イ フ ラ イ ン の 関 連で は 、 水道断水4 ， 896戸、 停電約75 ， 000戸、 ガス 供給停止2 ， 100戸 と

な り 、 電話の 故 障 は 3 ， 200 回線 に 及 ん だ。 上水道 ・ 電力 ・ ガス ・ 電話 は そ れぞれ、 2月 2 目 、

1 月 17 丹 、 ] 月 30 日 、 1 月 31 日 に 完全復旧 し て い る O

l 月 31 日 に は 市議 会 に “伊丹市議会災害対策特別委員 会" を 設置 し て 、 復 旧事業 に 積極

的 に 取 り 組む こ と を 決定 し て い る 。 ま た 、 5 月 18 日 に は震災復興対策及 び市街地再開発問

題対策特別委員 会 を 設置 し て 復興事業 に椴 り 組ん で い る O 本委員 会で 6 月 26 日 に “伊丹市

震災復興計画" が報告 さ れて 、 復 興 へ の 具体策 を 決定 し た 。 “ ま ち " の復興 と “ く ら し "

の復興 を 2 本柱 と し て掲 げ、 “市街地の復興 ・ 災害 に 強 い ま ち づ く り 、 住 宅の復興 ・ 市民

生活 と 産業の復興" に取 り 組 ん で、 い る O
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松下勉市長へ の イ ン タ ビ ュ ー

( 1 ) 実施 日 平成1 5年1 1 月 1 3 B (木)

(2 )  イ ン タ ピ ュ ア ー

震災復興誌編集委員会

編集委員 高 田 至部氏

〈松下氏の略歴〉

昭和 9 年 9 月 2 日 生 ま れ。 神戸大学工学部卒業。 昭和32年 5 月 に沼崎市 に採用

さ れ、 都市開発局都市計画部長、 土木局土木部長 、 土木局 長 を 歴任。 平成 5 年

4 月 伊丹市長 に 当 選。 平成13年 3 選、 現在伊丹市長 を 務め る 。

緊急対応 に は指令塔が必要

高田委員 ま ず最初 に 、 地震直後か ら 2 、 3 日 の 間 に お い て市長 さ んが ど う い う 決断 を さ

れ た の か、 ど の よ う に行動 さ れ た の か と い う 点 、 2 点 目 に 、 震災復興事業 を 推進す る に 当

た っ て市長 さ ん ご 自 身 が ご苦労 さ れ た 点 に つ い て お伺 い し た い と 思い ま す。

そ れか ら 3 点 目 は 、 今か ら 振 り 返 っ て み ま し て 、 ご 自 身 で 高 い 評価 を 与 え ら れ る よ う な

事業、 あ る い は反省すべ き 点 と い っ た よ う な こ と に つ い て も お伺 い し た い と 忠 い ま す。

そ れか ら 4 点 目 で ご ざい ま すが、 震災 を 経験 さ れ た 首長 と し て他市町の首長 に 教訓 と し

て {云 え て い た だ け る よ う な こ と カf ご ざい ま し た ら 、 お 言古 を お伺 い し ま -90

松下市長 地震が発生 し た の が 1 月 17 日 、 午前 5 時46分で ご ざい ま し て 、 私 は 自 宅で ま だ、

寝 て お り ま し た が、 家族の安否の確認 を し て 、 す ぐ 自 分

の車で 市投所 ま で出 て き ま し た 。 市役所 に 到 着 し た の が

午前 5 時55分で、 自 分で災害対策本部 の鍵 を 聞 け ま し た 。

多 く の 人が市庁舎等 に避難 し て こ ら れ ま し た の で、 全庁

を オ ー プ ン に し ろ と い う 指示 を 守衛 さ ん に し ま し た 。 6

時 に 防災指令 I 号 を 出 し て 、 ま ずは広報車で市民に対 し

て公共施設、 学校、 他の施設 に 自 主避難 を し て ほ し い と

い う 呼びか け を し ま し た 。 そ れが私の 一番最初の仕事で

し た 。 職員 も 本部員 も 五月 雨式 に 出 勤 し て き て 、 ま ず本
松下市長 部会議 を 開 き ま し た 。 そ れが 6 時10分です。

本部会議 で 、 ま ず被害情報の 入手が一番 で す の で情報班 を 設置 し て全 市 を 7つ の ブ ロ ツ
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ク に分 け て く ま な く 被害の状況 を 調査せ よ と い う 指示 を い た し ま し た 。

高田委員 市民の方 は こ の市庁舎等 に大勢の方が避難 さ れて き て い た の で し ょ う か。

松下市長 初 日 よ り も 3 日 目 の 19 日 の 日 が一番多 く て全部 で8 ， 775人 の 方 が小学校の体育

館、 あ る い は共同利用施設等 々 の公共施設 に避難 さ れ ま し た。 住め な い か ら 避難す る と い

う よ り も 、 今度 、 余震が来 た ら 倒 壊す る の で は な い か と い う 心配で公共施 設 に 来 ら れ た方

も 多か っ た の で は な い か な と 忠 い ま し た 。 全壊が少 な く て 半壊が多 か っ た の が当市の状況

で し た 。 従 っ て 一番対応の難 し い壊れ方です ね 。 完全 に つ ぶ れ て お れば新 し く や り か え る

と い う こ と も あ り ま す け ど も 、 半分つ ぶ れて い る と い う こ と な の で 、 復 旧 に す る の か 、 建

て 替 え に す る の か と い う 悩 ま し い状態の と こ ろ です。

高田委員 伊丹市 は 毘 辺市 町 に比べて水道の復旧が随分遅 く 、 こ の デ ー タ

に な っ て い ま す。

と 2 J J  2 1I 

松下市長 武庫川 の導水管 と 淀川 の導水管が破裂 し て 、 猪名 川 本 系 だ け し かlfJl./J'C.がで き な

か っ た こ と と 、 各市内 の 配水管の被害が大 き か っ た と い う こ と で長引 き ま し た 。 そ の NIJ 、

水道局 の給水車 と 自 衛践 の 方 に お 願 い し た り し て給水 を さ せ て い た だ き ま し た c

高田委員 自 衛抹 は 、 県か ら の 要請があ っ て そ れ に応 じ て伊丹の 方 に 入 っ て こ ら れた と い

う こ と で し ょ う か。

松下市長 そ う で は な く て 、 法律的 に は県 の 要請 を 受 け て 自 衛隊が出動す る と い う こ と に

な る の ですが、 販急、伊丹駅が倒壊 を い た し ま し た が、 駅舎 に 派出所があ り ま し て 、 そ の 中

で、お 二 人 の お 巡 り さ んが下敷 き と な っ て い る と い う 培報が 自 衛抹 に 入 り 、 自 衛隊法 に 基づ

く 近傍派遣 と い う こ と で 出 動 す れ ば、 一 人 は 圧死 さ れて い た の ですが、 も う 一人は何 と か

救 出 で き る の で は な い か と い う 状況で し た 。 そ の後、 市 内 で倒壊家屋 に生 き 1早め と な っ て

い る と い う 情報が何筒所 も あ り ま し た の で 、 な か な か県 の 方 か ら 出動要請が出 な い と い う

こ と で、 自 衛隊か ら 伊丹市 に 対 し て 、 出動要請 を で き な い か と い う よ う な 打診があ り 、 8

時40分 を も っ て 、 市か ら 要請 し 、 市 内 で 救出 活動や給水な ど の 支援 に 当 た ら れ た と い う 経

緯があ り ま す。

2 点 目 の 、 震災復興事業ですが、 阪急伊丹駅の倒壊 に対す る 復興 と 市内 で被害の 多 か っ

た 旧村落の 4 地 区 の復興 と 、 い わ ゆ る 5 つ の震災毎興事業 を 仔い ま し た 。

重要な復興事業 と し て の 阪急伊丹駅周辺整備です け れ ど も 、 街路事業手法で駅前広場 ・

道路整備 を 行 い 、 そ れ に あ わせて 地下駐輪場 を 整備 し ま し た 。 阪急伊丹駅の復興事業 は ー
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番連れ た の ですが、 そ れは復旧 で は な く て新 し く 21世紀の伊丹の玄関 口 に 通用 す る ま ち に

し よ う と い う こ と で、全然違 っ た形で整備 し て い く と い う こ と に し た わ け で す 。

そ し て 、 4 地区 の う ち 3 地区 に つ い て は 、 密集住宅市街地整備促進事業で 国 か ら の補助

を 受 け 、 道路、 ポ ケ ッ ト パ ー ク 、 耐震性防火水槽 を 整憐 し 、 残 る 1 地区 に つ い て も 市単独

と し て 同様 の 整備 を 行い ま し た 。 ま た 、 地 区 の 良好 な 居住環境形成や歴 史 的 ま ち 並 み

景観の形成 を 図 る と と も に 、 災害 に 強い ま ち づ く り の推進 の た め 地 区計画 を 立 て 、 ソ フ ト

面 に お い て も 配慮 し ま し た 。

高田委員 今、 5 つ の復興事業 に つ い て お伺 い し ま し た が、 復興事業 を 進 め る に 当 た っ て の

基本的 な 悦点 に つ い て 、 伊丹市の方では 「災害 に 強い都市構造 を も つ ま ち の形成J と 、 「心 と

心のか よ い あ う ま ち の創造」 と い う こつの視点が挙げ ら れ

て い ま す。 や は り こ のバ リ ア フ リ ー を 目 指す と い う よ う な

市長 さ んの お考 え は心 と 心のか よ い あ う ま ち の創造 と い う

も のの一環の 中で流れ を つ く っ ていかれたの で し ょ う か。

松下市長 そ う い う ハ ー ド な 部分 に 対 し て 障害者 も 高齢

者 も 皆和用 し やす い 施設 を 目 指す と い う の は 当 然 で す け

ど も 、 心 と 心の か よ い あ う ま ち と い う の は 、 震災復興計

画 に 、 一つ は ま ち の後興、 二 つ に は く ら し の複興 と 、 ま
高 田 至郎氏 ず大 き く 分 け ま し て 、 く ら し の復興に お い て は心 と 心の

か よ い あ う ま ち の創造 を 基本 と し て お り ま す。 自 然災害 に つ い て は 人の知恵 を 超 え た 大 き

な 力 が働 く と い う こ と で完全に災害 を 予 防す る と い う こ と は で き ま せ ん。 災害 を 最小 限 に

と どめ る の に は 、 住民がそ れぞれ地域の 中 で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 持 っ て お 互 い に触れ合

い 、 交流 を 深め て 、 連携 し な が ら 助 け合 う 、 そ う し た心 の醸成が肝要です。

地域で支 え 合 う と い う こ と が今 回 の 阪神 ・ 淡路大震災 で も 人命救助 、 けが を さ れ た 方 の

救援等 に 非常 に役立 っ た と い う こ と です。

次 に 応急対応、 応急復 旧 、 復興事業の 中 で高 い 評価 を 得 ら れ た 点 と い う の は 、 こ れ は 先

ほ どの 阪急伊丹駅を 、 復興に あ た っ て福祉駅 に し た と い う こ と で高 い 評価 を 得 ら れた の で

は な い か と 思 い ま す。 ま た 、 そ の あ ら わ れ と し て 、 阪急伊丹駅周辺整備事業 は 「バ リ ア フ

リ ー 化推進功労者表彰 内 閣官房長官表彰」 な ど を い た だ き ま し た 。

も う 一つ は 応、急対応、 の 中 で、 倒壊 し た がれ き に つ い て 、 最初 は みずか ら の財 産 だ か ら み

ずか ら 処分 し な さ い と い う 扱い だ っ た の です け れ ど も 、 途 中 で変 わ り ま し て市行政が全部

引 き 受け る と い う こ と と な り 、 伊丹市で も 7 カ 所 ぐ ら い の受け入 れ る 広場 を 確保 し て 、 す

べ て 分別排出 し て く だ さ い と い う こ と を い た し ま し た 。 伊丹市 は 一切、 野焼 き は ゼ ロ です。

すべて木材 を 利 用 で き る も の は利用 し 、 あ る い は チ ッ プ化 を し 、 一度水槽の 中 を く ぐ ら す
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こ と に よ り チ ッ プ と 鉄 く ず に分類 し 、 焼却炉で焼却 と い う こ と に い た し ま し た 。

そ れか ら も う 一つ 、 高 い 評価 に な る の か ど う かわ か り ま せんが、 建物 の被害の調査で全

壊、 半壊、 一部損壊、 被害な し 、 こ の 4 段階の評価 を す る の です ね 。 こ の評価 を め ぐ っ て

後 々 大 き な 問 題 に な り ま し た 。 そ れ は 、 見舞金一つ に し て も 、 あ る い は 資金の援助 に し て

も 、 こ の全壊、 半壊、 一部損壊、 そ の 区分け に よ っ て 制度の利用 が違 っ て く る と い う こ と

が起 き る の です。 そ の 判 定 を め ぐ っ て ト ラ ブル が非常 に起 き る わ けですが、 伊丹市の場合

は 全戸、 職員 が調査に行 き ま し た 。 二 人 が コ ン ビで、 マ ニ ュ ア ル を 持 っ て 点数採点 さ せ ま

し た 。 目 視 に よ る こ と し か で き ま せ んが、 で き る だ け科学的 に そ う い っ た マ ニ ュ ア ル に 沿 っ

て 点数評価で全壊、 半壊、 一部損壊、 被害な し に分 け ま し た。

こ れだ け の 大 き な被害 を 被 っ た対策本部の 司 令塔、 そ れか ら 各部署 の 可令塔が必要です

ね。 的確 に即時、 却決 し な け ればな り ま せ ん 。 市民か ら い ろ い ろ な相談事 を 受 け る わ け で

す か ら O そ れ は 先 ほ どの被害調査で あ っ た り 、 あ る い は建て替 え す る と き の こ と で あ っ た

り 、 あ る い は家族確認の安否確認で あ っ た り い ろ い ろ な こ と があ る の で す が、 そ の部署、

部署で的確 に 答 え ら れる リ ー ダ ー がい な い と だ め です ね 。

今一つ の 問題 は 、 神戸、 西宮、 芦屋の 方が被害が大 き か っ た か ら 伊丹市 に つ い て は ニ ュ ー

ス に な ら な か っ た こ と です。 そ う す る と 自 前の情報機 関 を 持 た な い と ど う に も な ら な い 。

そ の 当 時 は 自 前 の情報機関 を 持 っ て お り ま せ ん で し た 。 広報の特別号 「被災対策特別号」 、

こ れは l 号 な の です け ど も 、 こ れ を 自 前でつ く っ て体育館 な とミ の 避難所 に 全部張っ た り 、

あ る い は 自 治会長 さ ん に お 渡 し を し た り し て 、 見 舞金 は い つ で、 お 金 を 幾 ら 渡 し ま す よ と

か、 仮設住宅 を あ っ せん し ま す よ と か、 被災者証明 を こ う し ま す よ と 広報 し ま し た 。 あ と 、

飲料水 に つ い て 、 ごみ の 収集 に つ い て も 広報 し ま し た 。 こ う い う こ と を 慣 れ な い も の が し

な け ればな ら な い状況で し た 。

高田委員 こ の 第 1 号 は 1 月 24 日 付です ね。 一

週 間 後 に 既 に そ う い う の を 出 さ れて い る の です

ね。

松下市長 え え 。 1 月 24 日 に こ れが出 て い ま す。

そ れで こ の 特集号が 2 号、 3 号 と ず っ と 続い て

い き ま し た。 地震後、 コ ミ ュ ニ テ ィ F M を 自 前

で持 と う と い う こ と に な り ま し た 。 災害の と き

に は 自 分の と こ ろ で放送がで き る よ う に し よ う

と い う こ と です。

ま た 、 地震 を 起 こ さ な い対策 は で き な い の で 、

被害 を 最小 限 に 食 い と め る た め に は ふ だ ん の訓
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練が大切 です。 例 え ば震度 7 の 地震 を 想定 し た市民 も 含め て の訓練、 日 常の 訓練が欠かせ

ま せん。 起 き た と き に は こ う し よ う と い う 教訓 は 時 と と も に風化 し がち で あ り ま す け れ ど

も 、 そ れ を 風化 さ せ な い た め に常 に訓 練 を し 、 起 き ればす ぐ対牟応で き る よ う に 、 市民 に も

末長 く 記憶; に と どめ て お い て も ら わ な い と い け な い の か な と 思 い ま す。
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第五鮪 宝塚市の震災と復興
編集委員 高 田 至郎 (神戸大学工学部教授)

宝塚市 は 兵庫 県南東部 に位置 し 、 市域は車北 に 細 長 く 、 住宅地が広 が る 南 部市街地 と 、

豊 か な 自 然 に 固 ま れ た北部農村地域 に 分かれて い る O 市能地か ら 大阪 や 神 戸 へ は い ず れ も

電車で30分 ほ どであ る O 宝塚 は 「歌劇 と 温泉 の ま ち 」 と し て知 ら れて い る ほ か、 安産祈顧

の 中 山 寺 や 、 か ま どの神様 と し て有名 な 清荒神清澄寺 な ど、 市 内 に は 市 い 歴 史 を 持つ 神

社仏 閣が数多 く あ る 。 震災の傷跡 も 多 く 、 今 な お 多 く の 課題が残 さ れて い る が、 各地の復

興 プ ロ ジ ェ ク ト も 順次進行 し 、 安全 ・ 快適で こ れ ま で以 上 に 魅力 あ る ま ち へ と 再生 を 遂げ

つ つ あ る O

震災時の死者 は117名 、 負 傷者2 ， 201名 で、 全壊 ・ 半壊 は そ れぞれ5 ， 54 1 世帯 、 14 ， 819世帯

で あ る O 避難所 は ピ ー ク 時 に は65箇所設置 さ れ、 13 ， 804人が収容 さ れて い る O 避難所の解

消 は 5 月 31 日 で あ る 。 ま た 、 応急仮設住宅 は市 内 に 1 ， 564戸、 市外 に も 101戸設 け ら れ た が、

平成7年2 月 6 日 に 入居が開始 さ れ、 平成10年 9 月 に は ゼ、 ロ と な っ て い る 。

公共施設 の 被害で は 一部 の幼稚園 を 除 き 、 幼稚園 ・ 小 中 学校 ・ 高等学校 ・ 養護学校 の す

べ て が被 災 し た 。 特 に 、 米谷保育所が全壊、 仁川 ・ 売布 ・ 平井保育所が一部損壊 と な っ て

い る O そ の他、 多数の公共施設が一部損壊 と な っ た 。 国道176号椋 ・ l日 国道 1 76号線 ・ 県道

塩瀬 門 戸荘線 ・ 中 国 自 動車道が被災。 道 の 1 10箇所で は通行止め が発生 し た 。 ま た 、 JR

宝塚線 中 出 釈で は ホ ー ム の上最が破損 し た 。 ま た 、 板急宝塚線平井車庫で 高架橋が損傷 し 、

車両Û60両が脱線 し て い る 。 さ ら に 、 山 陽新幹線の跨線橋が阪急線路上 に 落 下 し て 、 阪急今

津線が不通 と な り 、 宝塚駅~ 宝塚南 口駅 間 で も 車両の脱線があ っ た 。

宝塚大劇場 ・ 仁川 競馬場 に も 甚 大 な被害が発生 し 、 営業再開 ま で に相 当 な 期 間 を 要 し た。

ラ イ フ ラ イ ン の 関連 で は 、 水道断水50 ， 000戸、 停電約9 ， 000戸、 ガス 供給停止69 ， 100戸

と な り 、 電話の故障 は 7 ， 100 回 線 に 及 ん だ 。 上水道 ・ 電力 ・ ガス ・ 電話 は そ れぞ、れ、 2月 24

0 ，  1 月 22 日 、 3 月 26 日 、 1 月 29 日 に 完全復 旧 し て い る O

平成 7 年 2 月 8 日 に は震災復興基本方針 を 策定 し て 、 4 つ の復興 目 標 を 掲 げて い る O

①災害 に 強 い都市の創造、 ②快適都市の創造、 ③共生社会の創造、 ④新 し い 宝塚丈化の創

造。 と く に 、 重点復興地 区 と し て 、 仁川 駅前地 区市街地開発事業 ・ 花の 道周 辺地 区市借地

再 開発事業 ・ 売布神社駅前 地 区 市街地再開発事業 ・ 中 筋 JR 北 地 区 土 地 区 画整理事業、 に

取 り 組ん だ。
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正奇泰一郎前市長へ の イ ン タ ビ、 ユ ー

( 1 ) 実施 日 平成1 5年1 1 月 1 0 日 ( 月 )

( 2 )  イ ン タ ピ ュ ア ー

震災復興誌編集委員会

編集委員 高 田 至部氏

〈正司氏の略歴〉

昭和10年10月 18 日 生 ま れ。 甲南大学経済学部卒業。 昭和36年 6 月 に米国 オ ハ イ

オ 州 立大学大学院修士号( MA)取得。 昭和42年、 管野和太郎通産大 臣秘書。 昭

和46年 4 月 �58年 4 月 、 兵庫県議会議 員 。 平成 3 年 2 月 ~ 平成15年 3 月 ま で宝

塚 市長 を務 め る 。

復興 は志の高い街づ く り を

高自委員 地震当 日 か ら 数 日 間 、 特 に 緊急対応時 に 、 市長が どの よ う な 行動 を 取 ら れ、 ど

の よ う な 決断 を さ れ た か、 お 話 し い た だ け ま す で し ょ う か。

正 司前市長 宝塚市の ひ ば り が丘 に 住 ん で、 お り ま し て 、 地震が発生 し て 、 電話 は かか り ま

せ ん で し た か ら 、 テ レ ピ と ラ ジ オ の情報 し か入 ら な か っ た 。 私 の 家 と 周辺 は 非常 に被害が

軽徹で し た 。 そ う い う こ と で被害状況 に つ い て の 把握が遅れ ま し た 。 市役所 に 行 き ま す と

ま さ に修羅場で し た 。 市役所 で は 対策本部 は 6 時 に 設置 し て 、 私 を 待 ち 構 え て い た わ け で

す。 と に か く マ ニ ュ ア ル に な い こ と ばか り が起 き て い ま し た 。

高田委員 市役所 を 避難所 に さ れ た の ですか。

正司前市長 し ま せ んで し た 。 こ れが よ か っ た の です。

た く さ ん市役所 に 毛布 を かつ い で来 ら れ た 人がい た の で

す よ O で も 近 く に 避難所で あ る 体育館、 小学校があ り ま

す か ら ね。 避難所 に 行 っ て 下 さ い と お願 い し ま し た 。 こ

の 決断 は非常 に 正 し か っ た 、 と い う の は市役所 と い う の

は対策本部 に な り ま し た か ら 、 モ ノ 、 人の 中 心 に な り ま

し た か ら ね。 被災者 に 入 っ て も ら わ な か っ た と い う 決断

は 後 々 非常 に正 し か っ た な と い う ふ う に 思 う よ う に な り

ま し た 。 水道 と か ガス の被害状況の把握 と い う の が非常
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に 難 し か っ た です ね。 数 日 かか り ま し た ね 、 現状 を 把握す る と い う の は 、 大規模災害 に慣

れ て お り ま せ ん で し た か ら 、 全 く 手探 り で対応 し て い っ た の です。 白 告隊 は 、 午前中 に

塚市の対策本部 に 来 て く れ ま し た。 県 は お 願 い し て い ま せ んで し たが、 我 々 は炊飯 の お 願

い を し ま し た 。 地域で は こ う い う 判 断は必要だ と 思 い ま す よ O 市の職員 の 、 当 日 の集 ま り

は非常 に悪か っ た で、 す ね 。 職員 の安否確認等 に つ い て は 1 日 目 は ま だで き な か っ た と 思 い

ま すが、 2 、 3 日 は か か っ た と 思 い ま す よ O

私 の場合は 1 月 22 日 に公示 さ れ る 市長選挙 を 目 指 し て 、 選挙事務所の 開設 を し て お り ま

し た し 、 と こ ろ が震災が発生 し た 時点で ま だ、対抗馬がな か っ た の です。被災地 を 見 て ま わ っ

た ら 、 こ の復興 に は10年 は 最低 か か る だ ろ う な 、 数 カ 月 で は状況は 変 わ ら な い だろ う な と

い う 思 い を 持 ち ま し た 。 今選挙は 執行すべ き だ と い う こ と で県 の 選管 も 打 ち 合わせ を し ま

し た 。 22 日 に 当 選 を き め ま し た 。 テ レ ピや新聞記者の方々 か ら 、 感想、 は ど う ですか、 と 聞

か れ ま し た の で 、 選挙運動 ど こ ろ じ ゃ な い よ と 、 選挙事務所 も 一度 も の ぞい た こ と も な い

し 、 と に か く 被災者の救援、 救済、 復 旧 に 向 け て専念 を し て い る わ け だ、 か ら ね、 当 選 し た

と い う 実感 は全 く な い と 、 た だ町 を ど う 復興す る の か と い う 使命感だ け で い っ ぱい です よ 、

と い う こ と を 申 し上 げた こ と を 今、 鮮明 に 覚 え て お り ま す。

高 田委員 宝塚市 の方 で は震災護興計画 に 関 し て 4 つ の項 目 を 立 て て お ら れ ま す。 「災害

に 強い都市の創造J 1"快適都市の創造J 1"共生社会の創造J 1"新 し い宝塚文化の創造J o こ の

到達 目 標が2005年、 平成17年 と い う こ と に な っ て お り ま す。 こ の復興事業 を 行 う とで の い

ろ ん な ご苦労があ っ た と 思 い ま す け れ ど も 、 そ の 辺 り を 少 し 、 お 話 い た だ け ま すで し ょ う

か。

正司前市長 復興計両 を つ く っ て我 々 も 取 り 組んで き ま し た が、 想像 を し て い た以 上 に 早

く 復興が進 ん で き ま し た 。 こ れ は も ち ろ ん全国か ら 支援 を い た だ き ま し た し 、 県 も 国 も み

ん な よ く や っ て い た だ き ま し た し 、 行政 も 市民 も 一体 と な っ て復興に取 り 組んで、 き て 、 事

実上 8 年 間 で 、 復興 を す る こ と がで き た の で は な い か と 思 い ま す。 特 に 再 開発事業 は 3 カ

所や り ま し た が、 こ の 再開発 も 我々 の 能 力 以 上 に抱 え た わ け で す ね 。 仁 川 駅前 の再開発、

売布神社駅前 の 再 開発、 花 の 道 の再開発 と 行い ま し た が、 公団の力 も お借 り し ま し た 。

そ れ と も う 一つ 、 こ れ は 堅急、かつ重要 な 決断で し た け どね 、 結果 と し て よ か っ た の は野

焼 き を 宝塚市 は 始め ま し た 。 臨海部 で は廃材 も がれ き も 混在 し て 全部畏い て あ っ た 。 後 に

こ れ を 分別 す る の に も の す ごい エ ネ ル ギー か け た の です ね 。 う ち は そ れ を す る 場所 も な し ミ 。

そ う い う こ と で廃材は燃や し た 方がい い と い う 私 の 判 断で 、 幸 い 、 大阪砕石の跡があ り ま

し た か ら ね。

そ れ と も う 一つ 、 仮設住宅 を 建 て る 場所の確保 と い う の は非常 に 難 し か っ た です ね 。 公

園 を み ん な使い ま し た し 、 そ れ と 民 間 の施設の グ ラ ウ ン ド を 使い ま し た 。
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公費解体制度がで き た が故 に つ ぶ さ な く て も い い資産 も 大分つぶ し た と 思 い ま す。

要す る に 、 古 い も の を 大切 に す る 文化がな か っ た と い う こ と が一 つ 、 こ れ は 日 本 に と っ

て は非常 に 残念 な こ と です よ O も う 一つ は 、 古 い も の を 修復す る 技術がな く な っ て い た と

い う こ と で、 す ね。 宝塚市 に 、 小浜宿 と い う 宿場町があ り ま す。 こ の宿場町 は 、 我 々 が何 と

か保存 し た い と 思 う 歴史的 な 街並みがあ る の です。 と こ ろ が、 震災で相 当 、 破壊が進み ま

し た 。 そ の 1 軒 に お 酒屋 さ んがあ っ た の です ね 、 造 り 酒屋が。 5 軒 ほ ど昔か ら あ っ た の で

すが。 そ の 1 軒が傾い ち ゃ っ た 。 そ の と き に そ の所有者の方 は 、 そ の宿場町の 保存 に努力

を し て 来 ら れた 方 で 、 私 の と こ ろ に こ ら れて 、 「市長 さ ん 、 私 の と こ ろ の家 が傾 い て ね 、

建築屋 に相談 し た ら こ れ は つ ぶ し た 方が早い よ と 言わ れ る ん です よ J と い う 相談 に お い で

に な っ た 。 私 は 、 「何 と か し て で も 残 し て ほ し い」 い う こ と を 申 し 上 げ た 。 そ う し た ら 、

そ の 人 は 、 伊豆の下 出 か ら 曳 き ( ひ き ) 毘 さ ん を 連れ て 来 た 。 こ れか ら 、 ぜ ひ 伝 え た い な

と 思 う の は 、 こ う い う 修復の技術 を 持 っ た 人た ち の ネ ッ ト ワ ー ク 、 今の曳 き 屋 の 技術 も 含

め て ね 。 ネ ッ ト ワ ー ク を つ く る べ き で、 す ね 。 宝塚で は 、 「で え く さ ん で、すJ と い う 組織 を

つ く っ た の です よ 。 こ れ は重要 な こ と で あ り 、 ぜ ひ こ れ は被災地か ら 全国 に発信 し た い 一

つ で す ね 。

そ の 他 に も 新 し い宝塚文化の創造で は い く つ かあ り ま すが、 最大の 日 玉 は 日 本 の 匿芸発

祥地であ る 山 本周 辺 に ア イ ア イ パー ク を 作 っ た こ と です。 ア イ ア イ パー ク は英 国庭 園 と 伝

統的 な 日 本庭 園 か ら な る 公園 と 混室、 モ デル庭園、 園 芸用 品 の売庖等の 園芸振興施設か ら

な っ て い ま す 。

宝塚の 文化 と 言 え ば音楽 と 花 と ス ポ ー ツ です の で 、 特 に お花 に は こ だ わ っ て 、 市民の お

花 を 愛 で る 文化 を 高 め る た め に 3 つ の お花 の 名 所 を 作 り ま し た 。 も う 一つ 、 都 市 と い う の

は 、 破壊 と 生成の 歴 史 だ と 思 う んです、 繰 り 返 し な ん で、 す ね 。 そ こ で破壊が大 き く 進 ん だ

と き と い う の は 、 幸正 し い も の を つ く る 大 き な チ ャ ン ス だ っ た の です。 そ の と き に ど う い う

町 を つ く る の か。 そ の と き に我 々 が どの よ う な 町 を 創 造す る の か と い う こ と が向 わ れ ま し

た 。 私 は市 長 に 就任 し た と き 以来 、 一流の都市 を つ く る と い う の を 私 の テ ー マ に し た の で

す よ O だ か ら 目 線の 高 い 、 志 の 高 い 都 市 を つ く っ て い く と い う 当 た り 前の こ と が、 宝塚 と

い う 町の イ メ ー ジが超一流です か ら 、 そ れ に ふ さ わ し い 町 を つ く り た い と い う 思い が従来

か ら あ り ま し た。 震災復興 は ゆ っ く り よ り 早 く 、 質 よ り 量 に な り がち です か ら 、 当 た り 前

の こ と を や っ た ら い い ま ち は絶対で き な い で す ね 。 こ の大衆民主主義の 中 で は 。 ですか ら

首長が、 見識 と 努力 で し な け れ ばな ら な い こ と があ り ま す。 首長の決断で し かで き な い こ

と があ り ま す。

私 は市民 に 元気 を 出 し て も ら う た め に 、 国際交流 も や り ま し た。 復興の コ ン サ ー ト も 一

番 よ く 行 な っ た の じ ゃ な い です か 。 そ れか ら も う 一つ 、 こ れ は 聞 い て い た だ き た い と 思 う

の は 、 震災復興の と き に 、 町の 中 ががれ き の 山 と 化 し て 、 意識が落 ち た の で す ね 、 モ ラ ル

が落 ち た。 私 は 、 復興は環境政策 と 一緒 に や る べ き と い う こ と で平成 7 年 と 8 年 を 環境 の
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年 と し た の です 。 そ し て環境基本計画、 環境条例、 そ し て 、 市民 を 巻 き 込ん で環境都市宣

を し ま し た 。

自 治能力 の 高 い 地域 を つ く ろ う と 。 地域の問題 を 自 分た ち で解決 し て い く た め の 、 新 し

い仕組み を つ く ろ う と い う こ と で小学校単位の 町づ く り 協議会 を 全部つ く っ て い た だ、 い た

の です。

ボ ラ ン テ ィ ア 活動が盛 ん だ っ た の です。 震 災 ま で に ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー が 2 つ あ っ た

の です、 宝塚 は 。 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の養成 も し ま し た 。 臨海部 の 耳か ら 相 当 ボ ラ ン テ イ ア

が宝塚市 に 流 れ て き ま し た。 コ ー デ イ ネ ー タ ー が不足だ、 っ た の です よ 。宝塚 は コ ー デ ィ ネ ー

タ ー 機能がち ゃ ん と 働 い て ま し た 。 宝塚 は整然 と ボ ラ ン テ ィ ア 活動がで き た の です。

宝塚市 で は 、 以前か ら ボ ラ ン テ ィ ア が盛 ん で、 し た が、震災で さ ら に ボ ラ ン テ ィ ア が高 ま っ

た 。 そ れがつ な が っ て い っ た と 思 い ま す。 こ れ も 特筆すべ き こ と だ と 思 い ま す。

私 は 12年 間 市長 を や り ま し た け れ ど も 、 こ の震災でか な り な被害 を 受 け ま し た が、 あ る

意味でか な り の こ と がで き た の で は な い か と 思い ま す。

高閏委員 教訓 と し て他の首長 さ ん に伝 え た い よ う な こ と も 今 ま で の お 話 し の 中 に 出 て ま

い り ま し た け れ ど も 、 改 め て お 話 し て い た だ け ま す で

し ょ う か。

正奇前市長 1 つ は 、 市役所 の 中 や市役所の横 に 空間が

い っ ぱい あ る と い う の は も のす ご く 有効 だ と い う こ と が

わ か り ま し た 。

宝塚市の市役所 と い う の は村野藤吾 さ んが設計 さ れた

も の で、 l 階 に 市民 ホ ー ルがあ り ま す け れ ど も 、 こ こ を

避難所 に し な か っ た の です ね 。 そ こ に支援物資 を 収納 し

高 田 至郎氏 て 、 市庁舎の周 辺 も バル コ ニ ー があ る で し ょ O こ れが も

の す ごい威力 を 発揮 し た。 支援物資の仕分けの基地 と し て は 最高 に よ か っ た です ね。

そ れか ら 、 前 に武庫川 の河 川 敷があ る で し ょ O こ れ も よ か っ た ですね。 大型ヘ リ コ ブ タ ー

が入 る んです よ O お 風呂 を あ の 市役所のバ ル コ ニ ー に 数十個 と っ く り ま し た か ら ね。

そ し て震災後、 政府の施策 と し て 防災公園市街地整備事業 と い う の がで き た の です。 市

街地 と 防災公園 を 一体 と し て つ く っ て い こ う と い う 制震がで き た の です 。 1 ， 500龍 円 ぐ ら

い 政府が用 意 し た の です。 け れ ど も あ ん ま り 進 ま な か っ た です ね。 こ れ は 市役所の横 に 空

地 を つ く っ て い く 、 備 え ば ヨ ー ロ ッ パの と い う の は 、 市役所 と プ ラ ザが一体で す ね 。 こ れ

は民主主義 の 原 点 がプ ラ ザ、だ、 っ た わ け です。 こ の思想 は 絶対生かすべ き です ね。 安全の た

め に も 、 市役所 と 空間 、 こ れは 絶対、 一体 と し て持つべ き で す ね 。

今、 情報 シ ス テ ム と い う の は発達 し て い ま す。 こ れは す ごい な と 思い ま し た 。 数年前 に
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宝塚市で発生 し た大規模山林火災で、 県 も テ レ ビ を 設置 し て く れ て 、 防災ヘ リ か ら 全部映

像 を 送 っ て く れ た の です。 山 火事 は 上へ上が ら な い と 見 え な い わ け です よ O 上 か ら 見 る と

も う す ご く 見 え る わ け です。 自 衛隊の 防災ヘ 1) は 映像 シ ス テ ム で音声つ き だ か ら 、 全部そ

れ を 伝 え る わ け で す ね 。 情報 シ ス テ ム の 充実 は必要ですね。
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第六節 J I I西市の震災と復興
編集委員 高 田 烹郎 (神戸大学工学部教授)

) 1 1 酉市 は 兵庫 県 の 東南部 に位置 し 、 東 は大寂府池 自 前 と 箕面市 に 、 西 は 宝塚市 と 猪名 川

町、 南 は 伊丹市、 北 は大阪府の能勢町 と 豊能 町 に 隣接 し て い る 。 今 回 の 地震の被害地域は

芦屋市か ら 北東部地域 に延伸 し て お り 、 ) 1 1 西市 も か な り の被害 と な っ た 。

死 者 は 4 名 、 負傷者55 1 名 で 、 全壊 ・ 半壊家屋 は そ れぞれ659世帯 ・ 3 ， 057世帯 と な っ て

い る O 避難所 は ピ ー ク 時 に は 13箇所設置 さ れ、 1 ， 787名 が収容ー さ れ て い る O 避難所の解消

は 4 月 16 日 で あ る O ま た 、 応急仮設住 宅 は 市 内 に620戸設 け ら れ た が、 平 成 10年 6 月 に は

ゼ ロ と な っ た O

公共施設の被害で は 、 市 内 の小 ・ 中 学校 ・ 幼稚園 ・ 養護施設 な ど は35校の う ち 、 31校が

被災 し た 。 ま た 、 市庁舎の壁 ・ 床 な ど に 亀裂が入 り 、 上層 階の シ ス テ ム 天井が落下 し て い

る O 中 央図書館や 6 つ の公民館 で は 備 品 が破損 し て業務 を 停 止 し て い る O 市 道 の 146路線

で、 は約25kmが舗装復旧 を 必要 と し た 。 能勢電鉄 ・ 阪急電鉄 ・ ]R 宝謙線が不通 と な っ た 。

ラ イ フ ラ イ ン の 関 連 で は 、 水道断水1 ， 530戸 、 停電約60 ， 000戸 、 ガ ス 供給停止39 ， 500戸

と な り 、 電話は輯轄 に よ り かか り に く い状態が続い た 。 上水道 ・ 電力 ・ ガス ・ 電話 は そ れ

ぞれ、 1 月 28 日 、 1 月 18 !3 、 2 月 10 日 、 1 月 29 日 に 完全復旧 し て い る O

復旧事業は、 ラ イ フ ラ イ ン ・ 交通施設 を は じ め と し て 、 建物解体撤去や 災害廃棄物 の処

理、 産業支接、 教育施設の 再開 な ど に 向 け て積極 的 に 取 り 組 ま れた 。 事業予算 は 、 公共土

木施設 は 7 信、 6 千万、 公立学校施設 は 1 億 8 百万 円 、 公営住宅 は l 千 5 百万 円 、 公立社会

教育施設 は 1 億 3 千 6 百万 丹 、 上下水道 は10億 9 千万 円 、 ゴ ミ 処理施設 は 1 億 7 千万 円 な

ど と な っ て お り 、 総予算 は23億 2 千万 円 で あ る O

平成 7 年 3 月 27 日 に は “ ) 1 1 西市震災復興基本計画" を 決定 し て い る O 計画 の 碁本理念 と

し て 、 “水 と 緑の 生活創造都市 を め ざ し て 、 人 間 中 心 の ま ち づ く り " を 掲 げ、 ①人 と 都市

と の調和、 ②人 と 自 然 と の共生、 ③人 と 人 と の 交流、 を 挙 げて い る 。
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ーっ柴生進市長への イ ン タ ビ ュ ー

平成1 5年1 1 月 1 3 日 (木)実施 日)
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(

 
イ ン タ ピ ュ ア

震災復興誌編集委員会

縞集委員 高田 査郎氏

〈柴生氏の略麗〉

(2) 

昭和15年 8 月 ] 8 日 生 ま れ。 大阪学芸大学卒業。 昭和39年 4 月 ~ 昭和50年 4 月 、

豊中市立中学校教諭。 昭和50年 8 月 一 昭和58年 3 月 、 J l I 西市議会議 員 。 昭和58

年 4 月 一平成 2 年10月 、 兵庫県議会議員 。 平成 2 年10月 、 J l I 西市長に当 選、 現

日に至 る 。

被災者 の 日 総で誠意 を も っ て

震災直後の様子か ら お話 し い た だ け ま す か。

私 は 自 宅 に 屈 ま し た 。 私 の 家 は一部損壊程度の被害で し た の で助 か り ま し た 。

私 の調べた と こ ろ に よ る と 、 ク ー ラ ー の設備が普及す る 以 前 に建て ら れ た 家屋 は 、 被害が

大 き か っ た と 思 い ま す。 柱 も 少 な く 、 通気性 を よ く す る た め撰 も 薄 か っ た の で崩 れ落 ち た

高田委員

柴生市長

確率が高 か っ た と 思い ま す。 震災当 日 、 私 は市役所 の 近 く に住 ん で い ま し た か ら 、 午前 6

時前 に 、 一番乗 り で庁 舎 に 来 ま し た 。 そ こ に は 既 に 数十名 の市民の方がロ ピ ー に い ら っ し ゃ

い ま し た 。

市役所 内 が桔 当 混乱 し て い ま し た の で 、 ま ず相談窓 口 を 設け ま し た。 ま ず、 さ ば き の受

付 を 設 け て 、 13の相談項 目 ご と に相談窓1 1 を 置 き ま し て 、 そ こ に職員 を 配備 し て市民か ら

の相談、 要望 に お応 え い た し ま し た 。

) 1 \ 酋市 の 場合、 震災後12時 間 を 経過 し て 、 約 1 割程度、 8 % ぐ ら い の被害 し か把握で き

ま せ ん で し た 。 市の職員 も 被災 し ま し た し 、 な か な か大変 な状況で し た 。 こ の数値 を い か

に 上 げる かが最大の 課題 だ、 と 思い ま す。 地震の 1 日 目 に70 - 80 % 程度の把握 を し な い と い

け ま せ ん ね 。 震災後の 3 日 聞 は 「黄金の72時間」 と 呼ばれ、 こ の期 間 内 に で き る だ け被害

状況 を 把握す る こ と が被害の低減 に つ な が る と 言わ れて い ま す の で 、 迅速 な被害状況が把

握 で き る よ う に し た い と 思 い ま す。

こ れ を 教訓 に し て 、 川 西市 で は 震 災 1 周年 の 平成 8 年 1 月 17 日 、 市 内 を 300 ブ ロ ッ ク に

分け、 そ の ブ ロ ッ ク に つ い て は そ こ に 住 む 職員 が徒歩か 自 転車で地区 内 を 巡視 し 、 被害状

況 を 把握 し部座 に 情報収集す る と い う 訓練 を 行 い ま し た 。
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高田委員 仮設住 宅 に庇 を つ け た の は 川 西市 さ んが最初 だ と お 需 き し ま し た が。

柴生市長 そ う です。 庇がな い と 下足 を 脱 ぐ 時 に 雨 があ た る の で 、 私が庇 を つ け て は ど う

か と 指示 い た し ま し た 。 ーっ と り つ け る の に 1 5 ， 000円 か

か り ま し た け ど よ か っ た と 思 っ て い ま す。 あ と 、 避難所

の 方 々 への食事 に つ い て も 一 百 の食事代が国の基準です

と 850円 ですが、 当 市 で は 1 ， 200円 に し た り 、 で き る だ け

き め細 か い対応 を 心がけ た つ も り です。

避難所の体育部で、 卓球に使 う L 字型 の 仕切 り 板 を 枕

元 に 立 て て 寝 る の が は や り ま し て 、 必 要 な 数 だ け用 意 し

ま し た 。 こ れ も 阪神 間 の 他都市の避難所 に広がっ て い っ

た と 思 い ま す。

ま た 、 兄嫁金の 支給 と そ れ に 関係す る 家屋 の被害判定 柴l[ fjJ f三
が 大変で し た 。 見舞金 の 支給 は 当 初 、 市役所で手渡 し で渡 し て お り ま し た が、 窓 口 に市民

が殺到 し て途 中 か ら や む な く 振込み に さ せ て い た だ き ま し た 。 当 時の基準 で 、 全壊で 5 万

円 、 下壊で 2 万 fLJ で、 す が、 J 1 1 西市で は 一部損壊 に も 2 万 円 を 支給 し ま し た 。 こ れは被災都

市10市10町で当 市 だ け だ と 思 い ま す。

問題 と な っ た の は被害の判定です。 隣 の 家が全壊な の に 、 私 の 家 は な ぜ半壊な の か、 判

定が不服だか ら も う 一度諦査 に 来 て く れな ど、 い ろ い ろ 市民の方か ら も 声 を い た だ き 、 対

応 に 苦慮 い た し ま し た 。 こ の被害判定の結果は税金の額や生活資金の融資の 際 に考慮 さ れ

る な ど、 あ と あ と 患 を ヲ | く 内容で し た の で 、 慎重 に対応 し た つ も り です。

ま た 、 仮設住 宅 に住 ま れる 方 々 に と っ て 、 役所の 職 員 が毎 日 の よ う に 頻繁 に お 宅 に 訪 問

し ま す と 応対 に お 手数 を お か けす る こ と に な り ま す。 そ こ で、 懇親で し た 阪神 ヤ ク ル ト の

社長 に お願 い し ま し て 、 普通 に訪問す る の で は な く 、 ヤ ク ル ト レ デ ィ ー に ヤ ク ル ト を 宅配

し て い た だ く こ と に し た の です。 そ し て 、 戸 口 に ヤ ク ル ト が 2 本た ま っ た 場合、 そ の お 宅

が ど こ な の か、 ヤ ク ル ト レ デ ィ ー を 通 じ て市役所 に連絡が入 り 、 役所の方 か ら そ の 家 に対

し て 安否確認 に 行 っ た わ け です。

ボ ラ ン テ イ ア の方 々 は 、 か な り 活躍 し て く れ ま し た ね。 今度の 震災 で 高 い 評価 を 受 け た

の は 、 何 と 言 っ て も ボ ラ ン テ イ ア です。 茶髪 の 若 い 男 性が、 献身的 に ボ ラ ン テ ィ ア さ れて

い る 姿 を 見 ま し て 、 身 な り で人 を 判 断 し て は い け な い と 思い ま し た ね。 よ く や っ て い た だ

い た な と 思い ま す。

仮設住宅 に 空 き 家が 日 立つ よ う に な っ て か ら は 、 こ の震災の経験 を 十二分 に後世 に 受 け

つ が な け れ ばい け な い と 思 い ま し て 、 市 の 課長級以上 の 職員 162人が 2 人ペ ア に な っ て仮

設住宅で宿直 と し て 泊 ま り 、 実 捺 に 体験 し よ う と い う こ と に し ま し た 。 私 も 泊 ま り ま し た

し 、 助役以下幹部は全員 泊 ま り ま し た 。 こ う い う 同 じ体験 を 積む こ と も 大切 だ と 思 い ま す。
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高田委員 復興事業 に つ い て 、 特 に ご苦労 さ れた よ う な こ と は ご ざい ま し た で し ょ う か。

柴生市長 ハ ー ド部分 と ソ フ ト 部分 に 分 け て復興事業 を 進 め ま し た 。 ハ ー ド 部分は教訓 が

活か さ れ た 信づ く り を 計 指 し 、 密集地域の整備 な ど に 力 を 入 れ ま し た 。 ソ フ ト 部分 は 16 の

小学校日毎 に 自 主 防 災組織づ く り を 進め て 、 自 治会 な ど と 協力 し て コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り を

実施 し ま し た c

高問委員 ノj-frlJ の震災で、の教訓 を 伝 え る と す る な ら 、 何

を{云 え た い ですか。

柴生市長 後千 に WJ ら な い こ と です 。 市民の方か ら 言 わ

れ て 、 対応す る の で は遅いです。 役所か ら 先手 を 打 っ て 、

現場へ行 き 、 市民の 「生の 声」 を 開 き 、 現状 を 把握 し て

対策 を打つ こ と が大切 だ と 忠 い ま す。 私 も ほ と ん ど ほ ぼ

毎 日 、 避難所 を 回 り 実践 し ま し た 。

そ れか ら 、 市外 に 避難ふ さ れて い る 市民の家庭 に 、 部長

級の幹部職員 を 訪 問 さ せ ま し て 、 生活状態、 J I I 西市へい 高 田 至郎氏

っか戻っ て き た い と い う 思い があ る か ど う か、 そ の けfで は避難者 に対 し て ど う い う 対策 を

じ て く れ て い る か な ど を 情報収集 し た り し ま し て 、 手厚い ケ ア を 心がけ ま し た 。 こ れ は

被害が少 な か っ た 川 西市 だか ら こ そ で き た の で あ っ て 、 神戸市 さ ん や 芦屋市 さ ん な ど被害

の甚大な所で、 は大変だ、 っ た の で は と 思 い ま す。

高田委員 避難者の方か ら 要望 さ れた事項で な に か特筆すべ き こ と は あ り ま す か。

柴生市長 皆 さ ん か ら お風呂 に 入 り た い と い う 希望が強か っ た で す ね 。 そ れで 、 川 西市 内

に 6 か所の ゴル フ 場があ り ま す の で 、 経営者 に頼 み ま し て お風 呂 の 提供 を い た だ き ま し た 。

と て も 喜 ばれ ま し た ね。 た だ、 コソレ フ 場 と い う の は男 性客が多 く 、 し た が っ て 女湯の浴室

が小 さ く て 、 男 湯 と k湯 を 時 間 交代で利用 し て い た だ い た り し た所 も ご ざい ま す。

高田委員 ラ イ フ ラ イ ン の復 旧 は 早か っ た の ですか。

柴生市長 そ う で す ね 。 断水は l 日 足 ら ずで し た 。 た だ、 ガス がな か な か復 旧 せず に お 風

呂 が闘 り ま し た 。 そ こ で 、 被災 し て建 て 替 え を い た し ま し た 川 西小 学校 につ い て は都市 ガ

ス を ひかず、 あ え て プ ロ パ ン ガス に し ま し た 。 そ し て 、 井戸 を 掘 り 、 発電設備 や 浄水装置

を 備 え て約 1 か月 間 ラ イ フ ラ イ ン が復 旧 し な く て も 龍域 し て生活で き る よ う な 空間 に い た
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し ま し た 。

や は り 、 有事の際の連帯感 を 高め る た め に は 、 日 頃か ら の 日 常的 な ふ れ あ い が大切 です

ね 。 そ こ で、 川 西市 で は 1 小学校区 の コ ミ ュ ニ テ ィ 活動 に 年 間 104万 円 を 補助 し て い ま す。

高田委員 い ろ い ろ と 貴重 な 話 を 賜 り 、 大変勉強 に な り ま し た 。 最後 に 、 こ の震災で得 た

最大の教訓 と い う も の は市長 に と っ て何 だ、 っ た の で し ょ う か。

柴生市長 震 災 は 、 私 に と っ て市長 に な っ て 一番最大の応用 問題で し た 。 こ の震災 に よ っ

て 、 行政の本質 と は何か と い う こ と が関 わ れ た と 思 い ま す。 市民 と 同 じ高 さ ま で 目 線 を 下

げ て 、 誠意で応 え る こ と O こ れが大切 だ、 と 実感 い た し ま し た 。
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第七節 明石市の震災と復興

編集委員 横 山 修二 (神戸新聞編集局総務 ・ 編集 セ ン タ ー長)

明石市 は 、 震源地の淡路 高 北音防、 ら 約 4 キ ロ に位呈す る 。 発生 と 同 時 に 、 破壊は淡路舗

と 北京の神戸側 に 進 ん だ。 明石市が震源 に 近接 し て い る に も かか わ ら ず、 神 戸 ほ どの被害

を 受 け な か っ た の は 、 破壊の方向 か ら ずれ た た め だ。

し か し 、 被需 は 市 内 全域 に 及 び、 と り わ け 明石川 以東の古 く か ら の 市街地が大 き な被害

を 受 け た 。 死 者 は 26人 ( う ち 神戸 市 な ど市外で の死亡時人) 、 重傷139人、 軽傷1 ， 745 人。

枝 宅 は 、 全壊4 ， 239世帯 ( 2 ， 941棟) 、 半壊10 ， 957世帯 (6 ， 673棟) 、 一部損壊 は 35 ， 618世帯

(21 ， 370棟) に 及 び、 市 内全世帯の約半数が何 ら かの被害 を 受 け た 。 学校園 は 、 69のすべ

てが被災 し 、 市民病院や市役所庁舎な ど も 被害 を 受 け た 。

同市 の被害 だ け で も 、 「大災害」 と 言い得 る が、 神戸 . I喪神 間 の被害があ ま り に 甚大 だ っ

た た め に 、 明 石 の 状況 は 、 マ ス コ ミ で大 き く 報 じ ら れな か っ た 。 市民 も 「情報過疎」 に 稲

り 、 不満が市 な ど に ぶ つ け ら れる こ と に な っ た 。 岡 田 進裕 ・ 前明石市長 は イ ン タ ビ ュ ー (後

掲) で 「 困 っ た の は 、 明石の情報が よ そ に伝 わ ら な い こ と だ、 っ た」 と 述べて い る O 南海地

な ど今後、 予想 さ れ る 大災害で は 、 被害が広範 に 及 び、 同様の事態が起 こ り かね な い。 「被

害 の 大小 を 問 わ ず、 被災地全体の状況 を ど う 伝 え る かJ 1"すべて の被災者 に 救援 ・ 救助情

報 を ど う 伝 え る かJ は 、 国 、 自 治体、 メ デ ィ ア の 課題 だ と い え る だ ろ う O

同市で は 、 ラ イ フ ラ イ ン も 大 き な被害 を 受け 、 ほ ぼ全戸が停電 し た 。 停電 は 、 そ の 日 の

う ち に復 旧 し た が、 ガス は 明石川以東の24 ， 200戸ゐで供給停止 し 、 復 旧 ま で 1 カ 月 余 り かか っ

た 。 断水は市域の 約 7 割、 78 ， 000戸 に 及 び、 2 週間後の 1 月 31 円 、 ほ ぼ復 旧 を 終 え た 。

避難所 は 、 当 日 の 1 月 17 R か ら 小 中学校、 幼稚間 や 市民セ ン タ ー な ど に 開設 さ れ、 避難

者 は ピ ー ク 時、 3 ， 369人 に の ぼっ た (避難所 閉 鎖 は 4 月 16 日 ) 。 市 内外か ら 救援の 食料が市

役所 に届 き 、 市職員 ら がお に ぎ り に す る な ど し て 避難所 に リ レ ー搬送 し た。 ガ ス が出 な い

市民の た め に 、 カ セ ッ ト コ ン ロ が配布 さ れ、 臨 時給水場が開設 さ れた 。 ボ ラ ン テ イ ア に よ

る 炊 き 出 し も 、 市 内各所で行 わ れ た 。 ボ ラ ン テ イ ア の 活動 は 延べ3 ， 400人 と 推計 さ れ て い る O

明石市 は 、 災拝救助法の指定 を 受 け た 10市10軒の う ち 、 西端 に あ る O 鉄道 は 明石か ら 西

が動 い て い る 状況が続 き 、 明石港か ら 神戸 ま で 臨 時 の 客船が運航 さ れ た 。 JR 神戸線の両

明 石 一 須磨 聞 の復 旧 は 1 月 23 日 (全線 は 4 月 1 日 ) 、 山 陽電鉄 は 明石以西が 1 月 18 日 (全

線 6 月 18 日 ) に 開通 し た。 市バス は 、 現18 日 か ら 一部 を 除い て平常運仔 を 続 け な が ら 、 1

月 末か ら 3 月 末 ま で 、 神戸市 の 山 陽電鉄東垂水一 酉代 間 や JR 住吉 一 難 問 で 、 鉄道代替パ

ス と し て 活動 、 被災地の交通 を 助 け て い る 。

明石市 に よ る と 、 公共施設の被害は 、 市立天文科学館、 市民会館、 全学校圏、 錦江携、
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林崎漁港、 た め 池 な ど約191 億 円 。 日 本標準時 を 刻 む 天文科学館の大時計 は 午前 5 時46分

の発生時刻 で停止、 大震災 を 伝 え る 象徴 と な っ た が、 約40億 円 を 投 じ て 補修が進み、 震災

3 年 の 1998年 1 月 17 日 、 新 し い 大時計の 稼働式が行 わ れた 。 建設、 製造、 卸小売業、 サ ー

ビ ス 業 な ど商工業関連の被害 は 、 建物 、 機械設備 な ど直接被害 だ け で 約 250億 円 と 見積 も

ら れて い る O

仮設生宅 は 、 市 内 13 カ 所で856戸が建設 さ れた。 高齢の 入岩者 ら を ケ ア す る た め、 保鑑、

医療、 福祉関係者 ら に よ る 「仮設住宅ケ ア ネ ッ ト J が、 1995年 3 月 日 日 に ス タ ー ト し 、 総

合 的 な 生活支援が行 わ れ た O こ の活動 は 、 仮設住宅入居者 を 各機 関 が連携 し て パ ッ ク ア ッ

プす る 仕組み と し て 、 注 目 さ れた 。 震災の 4 年前 に発足 し て い た 「要援護老人支援 シ ス テ

ム 」 がそ の ま ま 、 仮設住宅 に応用 さ れた も の だが、 日 常の 連携が、 ケ ア が最 も 必要 と さ れ

る 大災害時 に 機能 し た 。 大災害への備 え と し て 、 自 治体が も っ と 学 んで よ い仕組み と い え

る だ ろ う o (関係者の イ ン タ ピ、ユ ー を後掲)
明石市は1995年12月 に 「災 害 に 強 い ま ち づ く り 計画」 を策定 し て、 防災機能 の 強化 を 図 っ

て い る 。 1毎水利用 の消 防 シ ス テ ム の導入、 防災行政無線の配備 を 終 え た ほ か、 市 内 10 カ 所

に建設予定の備蓄倉庫が朝霧公固 な どで完成。 地域の 白 主防災組織 を 育成 、 支援 し て い る 。

同市の 災害関連事業費総括表 に よ れば、 1994-99年度 の 6 年 間 で総額416億5 ， 030万 円 の復

旧予算が計上 さ れて い る 。

I �由主裕前明石市長ヘムィ ン タ ピ、 ユ 
( 1 ) 実施 日 平成1 5年 1 1 月 25 B (火)

(2 )  イ ン タ ピ ュ ア ー

震災復興誌編集委員会

編集委員 横山 修二氏

〈岡田氏の略歴〉

昭和 3 年 6 月 23 日 生 ま れ。 神戸工業専門学校 (現 神戸大学) 卒業。 昭和28年 l

月 に明石市 に 採用 さ れ、 水道部長、 総務部長 を 歴任。 昭和田年明石市助役に就

任 。 平成 3 年 7 月 明石市長 に 当 選。 平成 3 年 7 月 一 平成15年 4 月 ま で明石市長

を 務め る 。
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横山委員 地震発生時の市長 ご 自 身 の行動、 思 っ た こ と 、 市の取 り 組み に つ い て伺 い た い。

岡 田 前市長 明石市役所か ら 北約 2 . 5 キ ロ の 自 宅 で被災 し た 。 横揺れ に 縦揺 れが加わ り 、

こ れは す ごい地震 だ と い う 気持 ち は あ っ た が、 どの程度

か と い う こ と は わ か ら な か っ た 。 実感 と し て 、 どの程度

で、 ど う な っ て い る の か、 わ か り に く か っ た 。 午前 6 時

を 回 っ て か ら 、 役所か ら 連絡 は あ っ た が、 状況が分か ら

な い そ の時点で ど う す れば よ い か と い う こ と は 、 な か な

か わ か ら な い 。 防 災の メ ン バ ー が集 ま っ て 、 会議 を す る

必要があ る と い う こ と は念頭 に あ っ た 。

歩 い て 登庁 し た の は午前 8 時。 職員 が通勤途 中 に 見 て

き た様子か ら も 、 大 変 な 被害であ る こ と は わ か っ た 。 ま

ず、 情報 を 得 る こ と が第 ー だ と 考 え た。 情報 を 集 め て 、 岡田前市長

そ れ か ら 指示 を し よ う と 、 あ る い は決め よ う と 思 っ た。 避難所 は 、 風水害 な ど を 想定 し て

学校 な ど を 決め て お り 、 最寄 り の と こ ろ へ行 っ て も ら っ て対応す る こ と に し た 。 第 1 田 の

対策本部会議 は午後 4 時 だ、 っ た 。 そ こ で、 情報管理 し て 、 各部の提案 を 開 く こ と に し た 。

横山委員 神戸 ・ 阪神 間 の被害 に マ ス コ ミ な どの 焦点が当 た る 中 で、 明石市 と し て感 じ た

こ と はイ可か。

向 田前市長 他市の状況 も わ か ら な し ミ 。 大 き な'青報は入 っ て く る が、 細 かい い ろ い ろ な 情

報 は 入 っ て こ な い 。 一番困 っ た の は 、 明石 の情報が よ そ に伝 わ ら な い こ と だ っ た 。 市民の

知人や親類 は 、 ど う な っ た か知 り た い が、 マ ス コ ミ は神 戸 な ど に 集 中 し 、 明 石 の状況 を 報

道 し て く れ な い 。 よ そ か ら 電話がか か っ て き て も 、 情報が な い か ら 「明石市 は 、 ど う も な

か っ た の だ ろ う 」 と 言 わ れ る O 市 に も 、 市民か ら か な り の苦情が寄せ ら れた 。 市 は マ ス コ

ミ 各社 に フ ァ ク ス や電話で抗議 し 、 伝 え て も ら う よ う に依頼 し た 。

ま た 、 市民の 方 は 、 明石の状況 そ の も の も わ か ら な い 、 役所の情報が提供 さ れ な い 。 な

ん と か し た い と 独 自 の広 報誌 を つ く っ て 、 避難所や駅な とミで、配 っ た り し た が、 や は り 数が

し れて い た 。 広報車 も 回 っ た が、 交通渋滞 は ひ とミか っ た し 、 道路 も 痛 ん で、 い た 。

人心 を 安定 さ せ る に は 、 そ う い う 情報、 正確 な 情報 を 提供す る こ と だ。 そ れで気持 ち を

和 ら げ る こ と がで き る O

横山委員 復 旧 、 復興で難 し か っ た 課題、 取 り 組み は何 か 。

岡 田 前市長 会壊か半壊、 一部損壊か と い う 、 家康の被害判定が非常 に 図 っ た 。 言葉 は あ っ
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て も 、 判 定 の 基準が な い 。 市 に よ っ て 判 斯がぱ ら ぱ ら だ っ た 。 途 中 か ら 建築 の協会か ら 人

が き て 、 判 定 に 入 っ て も ら っ た が、 判定の結果に よ っ て 、 税金の 関係が出 て く る 。 市民 も

神経質 に な る O 平素か ら そ う し た基準 を 、 き ち っ と つ く っ て お か な け れ ば な ら な い が、 済

め ばな か な か国 は動 か な い 。

復 旧 ・ 復興で は 、 国 や 県が力 を 入れ、 早 く し よ う と い う こ と で、 予算面の 執行 は 非常 に

し や す か っ た 。 理解 も 得や すか っ た。 こ ち ら の立場で、 い ろ い ろ 折籍 を し 、 天文科学館 も

約40億円 を か け て補修 し た が、 国 は 、 一度つぶ し て建て 替 え た ら ど う か、 と い う ふ う な 意

気込み だ っ た 。

国 か ら 「 こ ん な ふ う に」 と 話が あ れ ば、 で き る だ け郎、 乗 っ て い く よ う に考 え た 。 お 金

の 問題 は あ る が、 で き る だけ そ う い う 気持 ち で進 ん で や っ た。 道路が狭い と こ ろ は、 家 が

壊 れ た 方 の協力 を 得て 土地 を 買 収 し 、 広 げ よ う と 考 え た 。

横山委員 震災で 一番教訓 に すべ き こ と 、 自 然災害に対す る 備 え と し て今後大切 だ と 考 え

て い る こ と はイ可か。

岡 田 前市長 今後の 問題 と し て大事だ と 思 っ た の は 、 防

災 の行政無線だ、 情報の提供が一番大事だ。 聞 き に く い

と こ ろ は増 や し 、 今 は58局 あ る O 備蓄倉庫や 防火水槽の

増 設 な ど は 、 力 を 入 れ、 整備 は 進 ん だ と 思 う O 明 石 は 地

震 に よ る 大 き な 被害がな く 、 安全な 町 だ と い っ て き た が、

こ ん な 大 き な 地震があ っ た 。 や は り 過去 の 歴史 を 皆、 勉

強 し直 し た方がい い と 思 う O 地震 は あ る 一定の時期 に な
横山 修二氏 る と 操 り 返 し があ る O そ う い う 意味 で 、 歴 史 を 勉 強 し て 、

予備知識 を 持つ こ と が大事で は な い か。

仮設住宅で高齢者らを ケアする 「仮設住宅ケア ネ ッ トJの取り組みについて、 下村葉子・岡

市健康福祉部主幹、 市川 i規子・同市健康推進謀、副主幹に聞いた。 保健、 塁療、 福祉が連携し

て、 総合的な取り組み を 進め る うえで、 下村 さ んらが 「大事だ」 と、 繰り返し強調したのは、

医師会の協力だ。 明石では、 医師会の理解と協力を 得て、 医師が入浴サー ビスなど福祉の現

場にも、 足 を 運んでいた。 現場 を 踏むことで、 理解が進み 、 顔の見える 関係 を 築ける 。 医師

会の協力に よ って、 他の関係機関の協力が得やす く なる O こ うした 日 頃からの取り組みが、

大災害時に、 スムーズに 「ケアネ ッ ト」 を 立ち上げる ことにつながった。

(平成15年 I I 月 25 日 、 開 き 手 は横 山 修 二編集委 員 )
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横山委員 「 ケ ア ネ ッ ト 」 は 関係機関 の協力 で、 震災の年の 3 月 に 立 ち 上 げ ら れて い る O

非常 に 早 い対応 だ、 っ た。

下村、 市J I I氏 明石市の場合は 、 1991年 に 「要援護老人保健医療福祉 シ ス テ ム 」 が発足 し

て い た 。 前年 に 、 痴呆老人 を 対象 に し た 同様の シ ス テ ム が、 県 を 中心 に で き て い た が、 明

石 で は 、 痴呆老人 だ け で は な く 、 要援護高齢者全体 に 広 げて い た 。 そ の シ ス テ ム に は 、 保

健、 医療、 福祉の 各機関が入 り 、 連携が進 ん で い る と こ ろ に 、 大震災が起 き た 。 そ の特別

事業 と し て 、 仮設ケ ア ネ ッ ト を 立 ち i二 げ た O

こ の シ ス テ ム に は 、 医師会、 歯科医師会、 薬剤 師会、 県の保イ建所や市の 関係機関 の ほ か、

社会福祉協議会 、 民生児童委員協議会な ど、 ト ッ プが集 ま る 一番上の シ ス テ ム 協議会があ

り 、 そ の 下 に 中 間 的 な 機 関 、 さ ら に ス タ ッ プ レ ベ ル の 会議が組織 さ れて い る O ス タ ッ プ レ

ベ ル の 週 1 回 の ケ ー ス 検討会 に は 医師 も 出 て き て 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が取 れて い っ た 。

要譲護高齢者の シ ス テ ム があ っ た か ら こ そ 、 ネ ッ ト 立 ち 上 げ も ス ム ー ズ に い っ た と 思 う O

横山委員 具体的 な 活動 は 。

下村、 市) 1 1 氏 市 の 酉部 を 中心 に仮設住宅856戸 と 仮住宅103戸 の計959戸 が ケ ア の対象 に

な っ た 。 高齢者、 障害者が543人。 最初 は 保健師 さ ん ら が訪問、 話 を 聞 い て状況 を 把握 し た 。

日 常的 に は 、 社協 の登録ヘ ル パ ー 13人が、 ケ ア 連絡員 と し て 、 2 週間 に 一度、 各 家庭 を 回 っ

た 。 仮設 に 入 っ た 高齢者 ら の環境 は 、 激変 し て い る O 生活に慣れて い た だ く こ と が大事だ、 っ

た 。 生活面の フ ォ ロ ー がで き る 登録ヘ ルパ ー に お 願 い す る こ と に な っ た 。

市内 を 8 ブ ロ ッ ク に分 け て 、 ブ ロ ッ ク ご と に責任 を 持つ担当機関 を は っ き り さ せた 。 ケ

ア 連絡員 か ら 、 生活、 福祉、 医療 な どの 問 題 を 吸 い ヒ げて 、 具体的 に ケ ア が必 要 な 機関 に

つ な い で い っ た 。 複雑 な ケ ー ス に つ い て は処遇検討会 を 開 き 、 い ろ ん な機 関 が一緒 に 、 何

が必要か、 ど こ が何 を す れ ば良 い か を 検討 し た。

横山委員 活動 を どの よ う に 評価 し て い る か。

下村、 市川氏 {健康の こ と ばか り で は な く 、 2 週間 に 一度 は必ず足 を 運 ん で、生活の し に く

さ に つ い て話 を 開 く 。 何 も な け れ ば、 「 お 元気で、 す かj と 言 っ て 、 帰 っ て く る O こ ち ら か

ら い ろ ん な情報 も 提供す る O い な い 時 は 手紙 を 置 い た り 、 電話 を か け た り す る o 2 週間 に

一度 は 、 接点 を 持 っ た 。 言葉 は悪い か も し れな い が、 御 用 毘 き 的 な こ と を す る と 、 生活 は

安定す る O そ う い う 意味で非常 に効果があ っ た 。

安否確認 と 生活 ・ 1建康相談の ほ か、 本当 に 寂 し い 人 も い る O 必要 な こ と は 必 要 な機関 に

つ な ぎ、 かみ砕 い て 、 い ろ ん な サ ー ビ ス を 提供 し て い く こ と がで き た 。
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ケ ア 連絡員 も 専 門職で は な く 、 も のす ご く 入 り 込んで、 し ま う 人や 、 問 題 を 背負 い込 ん で

し ま う 人がい る O 月 に ー震 は 、 連絡員 が吐 き 出 せ る 場所 を つ く っ て 、 そ こ で保健所の方が

話 を 開 い た り 、 精神 に 関 す る 専 門 的 な 研修 も し た 。 ア ル コ ー ル依存 の 問 題 と か、 品人暮 ら

し で 、 お 金 に本 当 に 囲 っ て い る 方 の 問 題 な ど、 そ の ま ま し よ っ て 帰 る の は 、 非常に大変だ、 っ

た と 思 う O 私 た ち の立場か ら は 、 ケ ア ネ ッ ト の な かで活動す る こ と に よ り 関係者の連携が

深 ま り 、 明石市の シ ス テ ム がゆ る がな い も の に な っ て い っ た 。

横山委員 保健、 医療、 福祉の枠 を 超 え て 、 仕組み がス ム ー ズ に動 く ポ イ ン ト は 。

下村、 市川氏 明石の場合は 、 医師会の協力が大 き か っ た 。 地域 に 出 て こ ら れ る し 、 積駆

的 に か か わ る 先生が多 か っ た 。 医 師 会 は福祉 に 弱 い 面 も あ る と 思 う が、 総合福祉セ ン タ ー

で入浴サ ー ピ ス に と も に取 り 組む な ど し て 、 ひ と つ ひ と つ福祉の こ と を 理解 し て い た だい

た 。 処遇の 検討会で も 、 医 師がい ろ ん な 地域の 因 っ て い る 高齢者の 問題 を 一緒 に考 え る 。

医師会 に 問題 を 持っ て い っ た ら 、 往診の先生 を 手配 し て く れ る O 保健師 は 、 福祉 を ち ょ っ

と 勉強 し て い て 、 医療 に つ い て も 、 医師 と 話がで き る O 保↑建師が、 医療 と 福祉 を つ な ぐ形

で 、 連携が う ま く い っ た の で は な い か 。 明石で は 、 医師 と の 垣根が低い の だ と 思 う 。

横山委員 医師会の協力 以外で大事 な こ と は 。

下村、 市J l I 氏 定期 的 に 会合 を 持つ こ と だ。 シ ス テ ム 自 体が、 年 間 ス ケ ジ ュ ー ル を 立 て て 、

す べ て の 機 関 に こ れで い き ま す と 連絡 し 、 調整 し て い た だ く O 週 に 1 度、 処遇検討会 を 開

く こ と は 大変 だが、 そ こ で ケ ー ス を 出 し 、 医師 は こ う み る 、 保健師 は こ う だ、 ケ ー ス ワ ー

カ ー は 、 と 違い が わ か る 。 こ の 人 の生活 を 支 え る に は ど う す る と い う 話が、 現場 レ ベ ル で

出 て く る 。 顔がつ な が り 、 ふ だ ん の こ と が電話一本で話せ る よ う に な る O

だ れが、 どの部分 を 、 ど う 支 え て い る か を は っ き り さ せ な け れ ば、 い け な い。 そ う す れ

ば、 そ れ ぞ、れの ケ ー ス で、 キ ー パ ー ソ ン は だ れか と 見 え て く る 。 そ こ へ情報が集約で き る

よ う に す る O

保健師の場合 は 、 異動で も 保鑓 に 関係す る 部署 に い く が、 ケ ー ス ワ ー カ ー ら 事務職の場

合 は違 う の で、 日 頃の 顔つ な ぎ を 大切 に し て 、 そ の 人た ち を 上手 に 巻 き 込 ん で、い く こ と が

大事だ。 大災害で も 、 そ の 日 か ら 、 そ れぞれの生活が始 ま る O 結局 、 日 頃の顔つ な ぎが生

き た 、 顔 つ な ぎ を 生かす こ と だ。

横山委員 「 ケ ア ネ ッ ト 」 の そ の後 は 。

下村、 市J I I氏 復興住宅で は 、 「 ケ ア ネ ッ ト 2 J の形で引 き 継い だ。 LSA ( ラ イ フ ・ サ ボ ー
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ト ・ ア ドバ イ ザ ー ) ら 、 訪問す る 人 は 変 わ っ た が、 吸 い 上 げて い く シ ス テ ム は 同 じ 。 そ の

ま ま の集 ま り で、 警察 も 入 札 時 に は 民生委員 も 入 っ た 。 健康問題や生活上 の 国難 な 問題

を 、 地 区担 当 の保健 師 に 返 し た り 、 処遇検討会 に 再度、 出 し て も ら っ た り し た 。 2000年度

に形は終わ っ た が、 今 は 、 一般施策 と し て継続 さ れて い る O 震災前か ら の 「 要援護老人保

健医療福祉 シ ス テ ム 」 は 、 援護が必 要 な 子 ど も も 含め 、 対象は 「要援護者」 に 拡大 さ れて

い る O
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第八節 三木市の震災と復興

編集委員 横 山 修二 (神戸新聞編集局総務 ・ 編集セ ン タ ー長)

神戸市 の 北西 に位宣す る 三木市で は 、 死者 1 、 負 傷者19、 全壊25世帯 、 半壊113世帯の

被害が出 た ほ か、 市内各地で屋根がわ ら や ブ ロ ッ ク 塀が損壊 し た。 市道福井椋は約60 メ ー

ト ル に わ た っ て 陥没、 道路損壊は41 カ 所 に の ぼっ た 。 小 中 学校12校 も 被災 し た 。 火災は 1

件で部分焼で と ど ま り 、 消 防本部の救急出動 は 2 件 だ っ た 。

三木市 は 17 日 午前10 時 に 「市災害対策本部J を 設置、 消 防 団 や 底長協議会、 婦人会な ど

民 間 団体、 ボ ラ ン テ イ ア と 協力 、 被災者の 救援 に 当 た っ た 。 避難所は 3 カ 所 開 設 さ れ、 99

人が避難 し た 。 約 1 万 6 千戸 の 停電 は 、 そ の 日 の う ち に復 旧 、 9 ， 700戸 に の ぼっ た 断水 は

1 月 初 日 に復 旧 し た 。 同23 日 に は 災害救助法の適用 を 受 け た 。

同 市 は 、 避難所の被災者への援助、 全半壊 し た 世帯への対応な ど に 追 わ れ る が、 神戸市

な どの被害が甚大であ っ た こ と か ら 、 {虫干tl支設 の 大 き な役割 も 担 う こ と に な っ た 。

17 日 の発生当 日 か ら 神戸市への救援活動が始 ま り 、 三木市消 防本部の ま と め に よ る と 、

午前日時、 北播 5 市で県消防広域応援 に伴 う 神戸市への応援 を 協議 、 自 主的 に各市 1 隊 を

派遣す る こ と に し 、 長 田 区へ出動 し た 。 1 月 17 日 - 25 日 の 問 、 消火 ・ 警戒 の 派遣 は 、 延べ

44台、 176人 に な っ た 。 他市へ の 支援 は 、 三木市連合婦人会、 開 市 区 長協 議 会連合会 な ど

の協力 を 得 た 、 お むす び、 イ ン ス タ ン ト 食品、 飲料水、 衣類 な ど物資供給の ほ か、 マ三木

市緑が丘町か ら 隣接の神戸市西区 に 直接、 上水道本管 を 接続 し て給水マ タ ン ク 車 に よ る 兵

車 区への応援給水マ神戸市の水道 ・ ガス :本管復旧工事マ芦屋市への 下水道復旧工事 ー な ど

が挙げ ら れ る O

全国各地か ら 届 い た 救援物資受け入れの た め 、 兵庫県 は 1 月 21 日 、 三 木市 の グ リ ー ン ピ

ア 三木、 さ ら に 2 月 3 呂 、 県立三木山森林公園 に救援物資備蓄基地 を 開 設 し た 。 受 け 入 れ

は24時 間体制で行わ れ、 三木市の消 防職員 、 団員 ら は 、 テ ン ト 設営、 仕 分 け 、 配送 な ど に

尽力 し て い る O

三木 市内 の 避難所 は 、 震災 2 カ 月 後の 3 月 17 日 に避難者がゼ ロ に な り 関 鎖 。 同市の道路、

農業関連の援 旧 で は 、 被害が大 き か っ た 市道福井線が1995年 7 月 21 B に 開 通 し た 。 道路舗

装 関 連 な どの 国庫補助事業 は 1 億4 ， 470万 円 。 農地、 農業施設 は計74件、 事業費 7 f:意2 ， 588

f意 円 を 費 や し 、 1995年度 中 に完成 し た 。 仮設住 宅 は 緑が丘、 別所町の 2 カ 所 に 計94戸が建

設 さ れ、 1998年12月 に 解消 さ れて い る O

阪神 ・ 淡路大震災 で は 、 大災害で の広域的 な 取 り 組み の必要性が強 く 指摘 さ れた 。 兵庫

県 は広域防災の 拠点 と し て 「三木震災記念公園」 を 整備す る こ と を 決め た。 同公園 は 、 広

域防災拠点 ネ ッ ト ワ ー ク の 中核 と し て全県域 を カ バー 、 東播磨地域、 神戸地域の広域防災

拠点 に も 位置付 け ら れて い る O
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同公園の県立防災セ ン タ ー に 集積す る 国際的防災研究機関 (地震防災 フ ロ ン テ イ ア研究

セ ン タ ー 、 実大三次元振動破壊実験施設) の成果な ど を 、 国内外に発信す る ほ か、 ①災害

時 の応急活動拠点機能②坊災教育 ・ 訓練 を 通 じ た 人材育成機能③防災 に 関す る 謂査研究拠

点機能 を 持 っ て い る 。 神戸 ・ 阪神 間 か ら 播磨 ・ 丹波 ・ 但馬 ・ 淡路地域 を 踏 ま え た 、 そ の

立地条件 か ら 、 大災害での幅広 い役割が期待 さ れ る O

向市は震災の教司11 を 基 に 、 「風水害対策編」 だ け だ、 っ た 地域防災計画 に 、 「地震災害対策

編」 を盛 り 込み、 1 996年度か ら 自 主防災組織 も 参加 し た 地震想定訓練 を 行 っ て い る O

加古房夫三木市長への イ ン タ ピ ュ ー

( 1 ) 実施 自 平成1 5年1 1 月 1 1 日 (火)

( 2 )  イ ン タ ピ ュ ア

農災復興誌編集委員会

編集委員 横 山 修二氏

〈加古氏の略歴〉

昭和 4 年 6 月 2 日 生 ま れ。 兵庫県立農学校卒業。 昭和29年 7 月 に 三木市 に採用

さ れ、 総務部長、 助 役 を 歴任。 平成 2 年 1 月 三木市長 に 当選。 平成14年 4 選、

現在三木市長 を 務め る 。

横山委員 ま ず、 震 災 当 初 の こ と や 、 神戸市へ の 消 防派遣 な ど他都市への 支援 の 取 り 組み

に つ い て伺 い た い 。

加古市長 三 木市役所北約 6 キ ロ の 自 宅で被災 し た 。 激 し く 揺れて停'毒、 大 変 な こ と が起

き た と 感 じ た 。 押 し 上 げ ら れ、 横 に揺 れ た 。 そ の 日 は別

所長治の祥 月 命 日 で参加す る 予定 に な っ て い た 。 家か ら

消 防 に 電話す る と 、 火事は な い と い う こ と で、 ほ っ と し

て午前 9 時 ご ろ 公用 車で役所 に 出 た。

「道路が崩 落 し て 車が落ち る 事故があ っ た」 と 報告 を

受 け 、 職員 が市 内 を 回 っ て被害 を 調べ た 。被害が大 き か っ

た の は 古 い住 宅 と 、 造 成 地 で 液状化 し た 新 し い 住 宅 で

あ っ た 。 液状化で 、 造成地ががたがた に な っ て 、 家が壊

れ た り し た と こ ろ が多か っ た 。 山 を 削 っ て 、 谷 を 埋め て

い る か ら 、 埋 め た と こ ろ が弱 く な っ て い た 。
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そ の時 に は 、 テ レ ビで も 神戸の こ と を 報 じ て お り 、 「 こ れは え ら い こ と に な る な」 と 感 じ た 。

午前日時 に対策本部 を 設置、 「家 に住め な く な っ た 人の対策、 避難場所の確保 を j と 指示 し 、

避難所 を つ く っ た。 私 自 身、 戦争当時の空襲で、 消訪問が活躍 し た こ と を 知 っ て お り 、 「神

戸へ市がパス を 出 し て 、 消防団 を 送 っ て応援 を し て は」 と 指示 し た 。

す ぐ に炊 き 出 し も し よ う と 、 生産農家 に は米の洪出 を 依頼 し て 、 お に ぎ り を つ く っ て送 る

こ と に し た 。 ど こ へ屑 け ればいい の かわ か ら な か っ た の で、 六 甲 越 え で一番近い兵庫 区へ向

か っ た。 通行が し やす く 、 1 月 18 日 か ら 1 月 末 ま で、 一 日 l 万 5 千個 か ら 2 万個 を 送 っ た。

グ リ ー ン ピ ア 三木 と 三木山森林公園 は 、 全 国 の 救援物資の婦蓄、 配送基地 に な り 、 消防

団や婦人会が仕分け な ど を 手伝 っ た 。 避難者の た め の風呂 開設の依頼 を 受 け 、 公衆浴場、

民 間 会社、 ゴル フ 場 な ど に お願 い し た。

横山委員 震災で一番教訓 に すべ き こ と 、 自 然災 害 に 対す る 備 え と し て今後大切 だ と 考 え

て い る こ と はイ可か。

加古市長 大災害で は 、 被害の状況 を 早 く つ か む こ と が大事だ。 被災者が ど う い う 形で発

生 し て い る か、 ひ と つ ひ と つ 、 ど う 対応で き る かだ。 大震災の後、 防災計画 に 地震対策編

を つ く っ て 、 訓 練 を 年 に I 匝 や っ て い る が、 今は よ ほ どの こ と がな い と 、 皆、 自 主 的 に動

か な い 。 何遍 も 何遍 も 訓練 を し て い る が、 性根 を 入れ て や ら な い と 動 け な い の が現実で は

な い か。 当 時、 神戸か ら は何の要請 も な か っ た が、 消 防 毘 に 行 っ て ほ し い と お願 い し た 。

き れい に書 い た 筋書 き がな い と 動か な い と い う こ と で は遅い。

マ ニ ュ ア ル は 大事だ、が、 そ れ は 点検用 み た い な も の だ。 行動 を 起 こ し た 後 に点検 し 、 ど

こ に 欠陥があ っ た か、 ど こ と 協議 し な い と い け な い か 、 確認す る こ と がマ ニ ュ ア ル の役割

で は な い か。 マ ニ ュ ア ル で き ち っ と フ ォ ロ ー す る こ と に よ っ て 、 完全な動 き に な る だ ろ う 。

横山委員 三木震災記念公 園 の 取 り 組み や 防災の発信拠

点 の 取 り 組み に つ い て向 い た い 。

加古市長 三木市 に 兵産 県 の 震災記念公闘がで き 、 備蓄

倉庵がで き た 。 震 災 に使 え る い ろ ん な 道具 を 備蓄 し て い

た だ き 、 近 く の県 だ け で は な く 、 災害が起 き た と こ ろ に

す ぐ発送で き る 体制 を 取 っ て い た だけ た ら あ り がた い。

現地で何が必要か と い う こ と は 、 正直 な と こ ろ 、 な か な

か わ か ら な い 。 要語がな く て も 送 れ る と い う こ と が現実

横山 修二氏 に で き ればい し ミ 。 行政の縦割 り の弊害が よ く 問題 に さ れ

る が、 も っ と い ろ ん な 方が助 け合っ て 、 い ろ ん な こ と を し な け れ ばい け な い 。
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第九節 淡路島地域 ( 1 市10町) の震災と復興

編集委員 松本 誠 (市民 ま ちづ く り 研究所所長)

阪神 ・ 淡路大震 災の震源地 は 淡路島 だ、 っ た 。 震源地 は 淡路島北部の北緯34度36分、 東経

l35度03分、 震源 の 深 さ は 14 キ ロ メ ー ト ル。 明石海峡に 架 か っ た 明 石海峡大橋の 淡路側 主

塔の地下深い と こ ろ だ、 っ た 。 し か し 、 被害の様相 は 、 震源地 に 近い 淡路島 よ り も 、 活断層

に よ る 大 き な エ ネ ル ギー が一気 に 爆発 し た神戸市[ と 阪神 間 に よ り 多 く 現れ た 。 そ れは 地震

エ ネ ル ギ ー の 大 き さ よ り も 、 j舌新層 の 存在 と 、 大 き く 揺 れ た 大 地 に乗 っ か っ て い た都市の

構造が被害 を 増幅 さ せた か ら で あ る O 大震災 は 「都市直下型地震」 と 言 わ れ 、 震災 と 復興

の議論 は神戸 ・ 阪神 間 の都市部 を 中心 に語 ら れ、 淡路島 の 存在 は し ば し ば忘 れ去 ら れて い
た き ら いカfあ っ た。

災害救助法で激甚被災地 に指定 さ れ た 1 0 市10町の う ち 、 淡路島 は 自 治体 の 数で は 1 市10

町 と 過半数 を 占 め て い た が、 被災の状況 に は 大 き な 格差があ っ た。 震源地 に 近 い津名郡北

淡町や一宮町、 津名 町、 東浦町 な どは被害 も 大 き か っ たが、 南部の洲本市 や 三 原 郡 4 町 な

どは被害 も 少 な く 、 早 々 と 震災 の 影響か ら 脱 し き っ て い た 。 そ の 中 で 、 比較的被害の 大 き

か っ た 町 で は 、 都市部 と は ひ と 味異 な る き め 細 や か な 復興施策が試み ら れ、 農 山漁村 に お

け る 災害復興の試み と し て 注 目 さ れる 事業 も あ っ た 。

大震災後、 淡路島 は復興過程 の 中 で被害の大小 に かか わ ら ず、 二 つ の 大波 に揺 ら れ た 。

一つ は 、 震災か ら 3 年後の 1998年春 に 完成 し た 明石海峡大橋の 開 通 で あ る 。 本土 と 完全 に

陸続 き に な っ た 島 は 、 交通環境 だ け で な く 経済、 社会、 文化 に 至 る 住民の あ ら ゆ る 生活 に

大 き な 変化や影響 を も た ら し た 。 そ の 変化が、 復興の プ ロ セ ス と 重 な っ て 多様 な “復興模

様" を 描 い た 。

も う 一つ は 、 市 町合併 の動 き で あ る O 震災がそ の 流 れ に どの よ う な 影響 を 与 え た か は 判

断 は 難 し い が、 1 市10可の新 し い行政単位 の組み合わせ を 模索す る う え で、 震災後の混乱

や被害 と 影響の速 い が合併 に も 微妙 な 影響 を 与 え た の は否定 し き れ な い 。

ま ず、 島 の 南北 や 町 に よ る 落差が大 き か っ た被害の状況 を 見 て み よ う O

1 . 被害の 状況
被害 と 後遺症 が深刻 な北部の津名郡

淡路全島 で は 、 死者62名 、 負傷者1 ， 252名 、 家屋の 全壊3 ， 303世帯、 半壊4 ， 970世帯、 ピ ー

ク 時 の避難者数は56 カ 所 に7 ， 222名 に の ぼ っ た 。 と り わ け北部の津名 郡 6 可で は 、 程度 の

差 は あ れ一部損壊 を 含め る と ほ と ん どの家屋が何 ら かの損傷 を 受 け被 災 し た 。

最 も 大 き な 被害 を 受 け た の は 、 島北部の北淡町 だ っ た 。 震 災 当 時約3 ， 600世帯 、 約 1 万

1 ， 000人 の 町 の う ち 、 39名 が死亡、 870名 が負傷、 1 ， 056世帯の家屋が全壊、 1 ， 218世帯が半
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壊 し た 。 町の63% の家屋が全半壊 し 、 一部損壊 を 含め る と 実 に 91 % が被災 し 、 全世帯の51 % 

の家屋が撤去 さ れた 。 比率でい え ば、 神 戸 市 の 激甚被災地 区 を 上 司 る 被害 を 受け た 。 被災

直後の 17 日 朝、 自 衛縁 の ヘ リ で町 を 空か ら 視察 し た 当 時の小久保正雄町長 は 「全滅だ。 ま

ち は 滅 ん だ」 と 直感 し た ほ ど だ っ た 。 ピ ー ク 時の避難者数は 、 住民の 4 割 近 い3 ， 650人。

応急仮設住 宅 は 島 内 で、最大の600戸が建設 さ れ、 仮設住宅 を 閉鎖 し た の は 島 内 で最 も 遅い

丸 4 年後だ、 っ た 。

急峻 な 山 が海岸近 く ま で迫 り 、 海岸線に へ ば り つ い た よ う な 漁村集落が浦 々 に密集 し て

い る 西浦 の ま ち の 中 で も 、 北淡町 は被害の大 き さ だ け で な く 、 幾つ か の 点 で全国か ら 注 目

さ れた 。 そ の こ と が、 他の 島 内被災地区 に と っ て は 、 淡路の震災被災地区 は北淡町 だ け で

は な い と い う 不満 に も な っ た 。

北淡町が注 目 さ れた の は 、 一つ は39名 の死亡者 を 出 し た も の の 、 壊滅状態 の集落で生 き

埋 め に な っ て い た約300人が、 消 防 団 や 地域の 人 た ち の 手 で 当 日 の午後 3 時 ご ろ ま で に 救

出 さ れた こ と だ。 隣 の 家 の 米 びつ の 中 身や 、 だ れが どの部屋 に寝 て い る か ま で分か つ て い

る 地域の人 間 関係 の椴密 さ が、 救助 を ス ム ー ズ に し た こ と が注 目 さ れた 。 も う 一つ は 、 地

面 を 断 ち 切 っ た 地震の力 を そ の ま ま 大規模 に 保存 し た 「野 島 断層 J が、 震災記念公菌 と し

て 地震 の 生 き た教材 を 提供 し た こ と で あ る O

次 い で被害の大 き か っ た の は 、 同 じ西浦で北淡町の南 に 隣接 し た 一宮 町 だ、 っ た。 死者13

名 、 負傷者162名 、 765世帝が全壊、 736世帯が半壊 し 、 そ の 大半が解体撤去 さ れた 。 一部

損壊家屋 を 含 め る と 、 ほ ほ全世帯が家屋の損傷 を 受 け た 。 ピ ー ク 時 に は2 ， 760人が避難 し 376

戸 の応急仮設住宅が建設 さ れた 。

3 番 目 に被害が大 き か っ た の は 、 同 じ津名郡の東浦南部 に あ る 津名 町。 中 心部 の 人 口 密

集地域で あ る 志筑地区 が集 中 的 に被害 を 受 け た 。 死者 5 名 、 負傷者42名 と 人的被害 は比較

的少 な か っ た が、 家屋の全壊603世帯、 半壊893世帯、 一部損壊4 ， 090世帯 と 被災率 は 高 か っ

た 。 260戸 の応急仮設住宅が建て ら れ、 最長 3 年 間 の 仮設暮 ら し を 余儀な く さ れた 。 1 ， 210

件 の公的解体撤去が行 わ れ、 12万5 ， 000 ト ン に の ぼ る がれ き は 町内 の 遊 休地 と し て あ っ た

海上の埋 め 立 て 地 で処分 さ れた。

震源地 に 近 か っ た津名 郡北部 の 淡路町、 東浦町 も tニ記 3 町 に次 ぐ被害 を 受 け た 。 淡路町

は 死者 1 名 、 負 傷者57名 と 人的被害 は少 な か っ た が、 淡路島 で最 も 小 さ な 町 に も かか わ ら

ず、 約2 ， 500世帯 の う ち 1 ， 001世帯が全半壊 し た。 東浦野で は死者ゼ 口 、 負 傷 者46名 と 人的

被害は少 な か っ た が、 794 世帯が全半壊 し 、 ピ ー ク 時 で313名 が避難生活 を 送 っ た。

ま た 、 島 の ア キ レ ス け ん で も あ る 水対 策 に 大 き な役割 を 果 た し て い た 農 業用 た め池の被

害が大 き か っ た の も 、 被災の特徴の一つ で あ る O 淡路島 に は兵産i県内 た め池 の 半数 を 上 回

る 2 万4 ， 233 カ 所 (震災当 時) の た め 池 があ っ た が、 こ の う ち 961 カ 所が被害 を 受 け 、 919

カ 所が震災復 旧 の対象 と な っ て 、 復 旧 に 時 間 と 費用 を 要 し た 。
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被害が軽微な南部の洲本、 三原郡

こ う し た津名郡 の北部地区 と は対照的 に 、 同 じ 淡路で激甚被災 地 に 指定 さ れ て い て も 南

部の洲本市 や 三 原 郡 4 町 は被害 も 少 な く 、 被災の程度 も 、 そ の 後の復興の 取 り 組みや影響

も 大 き く 異 な る O

人 口 4 万余 、 淡賂高 の 人 口 の 4 分の l 余 り を 占 め る 洲本市 は 大 き な揺れ に 襲 わ れた が、

直接的 な 被害 は死者 4 名 、 負傷者44名 、 全壊世帯17 、 半壊世帯663 と 比較的被害 は 少 な か っ

た 。 避難者 も ピ ー ク 時で15名 、 公共施設 も 大 き な被害がな く 、 一部の道路が被災 し た程度

だ、 っ た。 地震 に よ る 直接 的 な被害 よ り も 、 洲本温泉街 を 抱 え た観光地 と し て 、 交通の遮断

や客足が遠の い た こ と に よ る 産業 的 な被害が長期的 に続 き 、 深刻 だ っ た 。

急峻 な 山 が海岸線 ま で追 り 厳 し い 自 然条件 に あ る 津名 郡 に 比べ て 、 三原平野が開 け て 、

産業的 な 条件 に も 恵 ま れて い る 南部 の 三原郡 は 、 緑、 三原、 西淡、 高淡の 4 町 と も 10名 前

後 の 負 傷者 は あ っ た が、 被 害 は 比較的少 な か っ た 。 家屋の損傷 は 、 西淡町で 全壊l36世帯、

半壊1781苛帯あ っ た ほ か は 、 い ずれ も 全壊10 世帯前後、 半壊100世帯前後 と 軽か っ た。 各 町

役場の 実感 と し て も 「大 き な被害は な か っ た J と 被害の大 き か っ た被災地 と 比べ る と 、 実

態 的 に f 被災地の実感J が乏 し い 地域であ っ た の は否 め な い 。 被災実態 と 地元 の復旧 ・ 復

興への 取 り 組み を 見 て み る と 、 '10市10lliJJ の被災地指定が、 果 た し て 妥 当 だ っ た の か ど

う か も 検証 の 課題 に な る よ う な 感 じ がす る O

た だ、 震災で木造建築の 瓦屋根が地震 に 弱い と い う 情報が大量 に 流 れ た こ と で、 地場産

業の瓦製法業 に 大 き な打撃 を 受 け た 西淡町 は 、 震災の 二次被害が深刻 だ っ た 。

2 . 復 師 、 復興への取 り 組み
震災当 初 の ラ イ フ ラ イ ン の護!日状況 は 、 電気、 ガス 、 電話 は 甚大 な被害がな か っ た こ と

か ら 、 一時影響 を 受 け た と こ ろ も 震災 当 日 の う ち に復 旧 し た 。 上水道 だ け は 北淡可で約 1

カ 月 後の 2 月 22 口 ま で完全復!日が長5 1 い た ほ か、 一宮、 津名 町が l 月 30 日 ま で、 淡蕗、 東

浦町 も 完全復旧 ま で 1 週 間 を 要 し た 。

ほ ほ全滅状態の 北淡町 を 除い て 、 公共施設な ど に 避難 し た 人や応急仮設住 宅 に 入 っ た 人

が全半壊戸数 に比べ少な か っ た の は 、 身 内 や 知 り 合 い の家 に 身 を 寄せ る こ と がで き る 地域

の 人 間 関係が生 き て い る こ と や 、 神戸 ・ 阪神 間 や 大 阪 な ど本土 に 出 て い る 身 内 の と こ ろ へ

一時身 を 寄せ た 人が少 な く な か っ た こ と も 影響 し て い る O

被災者の救援 ・ 支援や応急、毎回対策 な ど に あ た る 災害対策本部 は 、 1 市10町 と も 即 日 設

置 し た が、 緑町が親 日 に は早 々 と 解散 し て い る の を は じ め 、 洲本、 五色、 東浦の 3 市町 は

4 月 に 、 三原郡の残 り 3 町 は 5 月 に解散 し て い る 。 緑町は 1 月 末 に 災害対策本部 に代 え て

復興本部 を 設註 し た が、 5 月 に は解散 し て い る O 花、急仮設住宅 は 西i炎、 三 原 町 の 各 4 戸 も

含 め て 9 市町 に計上 673戸設置 さ れ、 99年 5 月 の 北淡町 を 最後 に解消 さ れた 。
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災害初期の対応が終わ っ て 、 復興段階 に 入 り 復興本部 を 設置 し た の は北淡、 東浦の 2 町。

津名郡 の 6 昨 は い ず れ も 復興計画 を 策定 し た 。 北淡町 は災害復興対策室 と 区画整理事業等

を 担 当 す る 職員 16名 を 羅す る 都市整婦事務所 を 設置。 津名 町 は職員 5 名 に よ る 震災復興課

を 設置 し た 。 密集住宅市f布地整備事業 を 起 こ し た東浦町 も 職員 5 名 に よ る 住環境整備課 を

設置 し 、 中心部の都志地互 の市街地 で 同 じ 密集住宅市能地整備事業 を計画 し た五色町 も 建

設課に震災復興対策室 を 設置 し 、 事業の推進体制 を 整 え た 。

津名郡 6 町 の具体的 な 復興施策 と 復興の足 ど り を 概観す る と 、 次の通 り で あ る O

( 1 ) 北淡自T

目 標年次 を 10年間 と し た復興計画では、 町内世帯の 3 分の 2 に あ た る 2 ， 272 世帯が全半壊 し

た住宅の再建 を め ざ し 災害公営住宅224戸 を 建設 し た の を は じ め 、 163区画の宅地造成 を 行 っ た。

面 的 な 町 の復興で は、 壊滅状態 に な っ た 中心地の富島地 区 で 島 内 で は唯一の復興土地 区画整

理事業 (20 . 9ヘ ク タ ー ル) を 実施。 山 間部で生活用水の大半 を 升二戸水に頼 っ て い た仁井地区

で は 、 地下水流の変化で井戸水が枯渇 し た た め 、 簡易水道事業 を 急 き ょ 整備 し た。

と り わ け 、 富 島 地 区 の後興土地区画整理事業 は 、 狭 l盗 な 漁村命集落での都市計画事業 だ け

に 、 住民の戸惑い も 多 く 、 事業の着手段階か ら 賛苔両派の対立が続 き 難航 し た 。 被災地の

復興土地区調整理事業の 中 で は 、 根深い住民の対立が続い た 象徴的 な 地域 と し て 知 ら れ、

事業の 進捗が最 も 遅れ た 地域の一つ だ っ た 。 2001年度末の仮換地率 は51 % と 低迷 し て い た

が、 翌年 に は 一 気 に75% ま で進 み 、 住宅の建設 も ピ ッ チ が tが っ て き た 。 (富島地l哀 の復興灰

画整理事業については 、 震災当時の小久保正雄町長の イ ン タ ビュ ー及び震災復興誌 4 巻 を参照)

北淡町の復興施策の 中 で も う 一つ の特徴は 、 震源地近 く に 表 出 し た 野島 断層 の保存 と 大

規模 な 震災記念公 園 の 建設 だ、 っ た 。 元 の 士:取 り 現場 に く っ き り と 地震 の 亀裂 を 残 し た野 島

断層 と 断層 の真上 に あ っ た民家 の亀裂 は 、 地震の す さ ま じ さ を 視覚的 に 訴 え る 現場 と し て

脚 光 を 浴びた 。 町 は こ の保存 に力 を 入れ、 県 を 動 か し て震災記念公聞 と し て整備 し 、 初年

度 に285万人 と い う 驚異 的 な 見 学者 を 呼ぶ こ と に な っ た 。 そ の後 も 県 の 予 測 を 上 回 る 年 間30

万 人台が訪れ、 震災記念公園 を 管理運営す る 町 の 第 三 セ ク タ ー は60人の地元住民 を 雇用 し 、

昨役場 に次 ぐ大 き な 事業所 に な っ て い る O

た だ、 漁業の ほ か こ れ と い う 産業 の な い 町だ け に 災害関連予算の重圧 は厳 し く 、 厳 し い

財 政運営 を 迫 ら れ、 震災10年 を 越 え て も 淡路で唯一、 援興へ の 取 り 組み は 継続 し そ う だ。

( 2 )  一宮軒
国I全体の 約3 ， 000戸 の 世 帯 の す べ て が一部損壊 を 含 む 何 ら かの被害 を 受 け 、 全半壊家屋

が約 6 割 に の ぼ っ た 。 と り わ け 、 中 心市街地の 郡 家地 区 で は400戸余 り の 世帯の 8 割 が全

半壊 し 、 市街地 は 空 き 地 だ ら け に な っ て し ま っ た 。

こ の た め 、 郡 家 地 区 は そ っ く り 密集市街地整備促進事業区域 ( 15 . 75 ヘ ク タ ー ル ) に 組
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み込み、 幅10 メ ー ト ル、 7 メ } ト ル の幹線道路 を は じ め 4 � 6 メ ー ト ル の 区画 街路 を 縦横

に 整備 し 、 復興の拠点 と な る コ ミ ュ ニ テ イ 住宅 を 3 カ 所 に建設す る な ど、 住 宅 の 早期復興

に 重点 を 置 い た 。 コ ミ ュ ニ テ ィ 住宅 は 高 内最大規模の復興公営住宅だが、 地 区 中 心部の土

地の有効活用 や防災、 高齢者の 暮 ら しへの対正、 と 地域 コ ミ ュ ニ テ イ の再生 を 意識 し 、 震災

後の ま ち づ く り の拠点 と し て位置づけ ら れた 。

ま た 、 震災か ら 3 年後 に 開通す る 淡路縦貫道の イ ン タ ー チ ェ ン ジが町内 に で き る の に合

わ せ て 、 震災前 か ら 事業 を 進め て い た 「香 り の館 ・ パ ル シ エ 」 の保養館建設や 芸術村、 住

宅団地 の 開発な ど も 復興計画 に組み込み、 壊滅的 な打撃 を 受け た特産線香 の生産基盤 の 強

化 も 掲 げた 。 郡家地区 で は 、 復興 ま ち づ く り 委員 会 を 設宜 し住宅 と 届舗の毎 興 に 地域住民

の 力 も 求め た 。

( 3 )  津名 町

津名 町 の復興事業 の 中心 は 、 中 心市能地の志筑地区 中 央部の;志筑 中 央競 な ど 3 本の都市

計画街路事業 だ、 っ た 。 も と も と 3 本 と も 戦後の道路計画で拡幅が都市計画決定 さ れて い た

も の だが、 ま ち の 中 心部 を 貫 く 中 央線 は幅 4 � 6 メ ー ト ル で不規則 に膨 ら ん だ り 狭 ま っ た

り し た ま ま 事業 の 進捗が国難 な状態が続い て い た 。 震災で は 、 こ う し た 地域で倒壊家屋が

相次 ぎ、 全町で1 ， 210件 に 及 ん だ解体撤去家屋の半数近 く が志筑地誌 に 集 中 し た こ と も あ っ

て 、 い ち 早 く 町が主体に な っ て取 り 組ん だがれ き の処理 を し な が ら 、 道路整備 に 着手 し た 。

柏 木和 三部町長 は 「包囲整理事業 は 時間 がか か る O 数年先 に は よ い結果が 出 て も 、 そ の

問 辛抱で き る か と い う 心配があ っ た」 と 、 街路事業 と し て 進 め る 選択 を し た理 由 を 説明す

る O 結果的 に は沿線の住宅再建 も 進み 、 わ り あ い ス ム ー ズ に 新 し い 町並 み が立 ち 上がっ た 。

倒壊家屋の解体 ・ がれ き の撤去 に つ い て は 、 津名 町 は 全額公費解体が決 ま る ま で に 、 当

初 の 下半額個人負担」 だ、 っ た段措で、 個 人負担分は 町で負担す る と し て 、 い ち 早 く 島 内 の

業者や機材 を 手配 し た と い う O がれ き の処分地 も 、 日 の前 に広 大 な 空 き 地の あ る 県の埋立

地 を 利用 で き る 条件 も 幸い し 、 ス ム ー ズ な 処分がで き た 。 (柏木町長の イ ン タ ピ ュ ー 参照)

( 4 )  東浦町

全町 を 住宅再建支援制 度 に か か る 災害復興面的整備事業区 域 に 指定す る と と も に 、 老朽

家屋が密集 し て被 害 の 大 き か っ た 仮屋 地 立 で密集住宅市街地整備事業 を 導入 し た 。 1 ， 218

戸 の う ち400戸が全半壊 し 、 一部損壊 を 含め る と 大半の 1 ， 21 1戸が損壊 し た 同 地 区 は 、 漁村

特有の狭い道が入 り 組み 、 民家が折 り 重 な る よ う に 密集 し た地域だ、 っ た が、 震災 を 機 会 に

長年の懸案 で あ っ た 集落環境改善 を め ざ し て 、 幹線道路 と 結ぶ道路整備や避難所 と な る 小

公園や広場、 集会所 な ど を 設置 し 、 - 快適 な住環境 の 整備 も 図 っ た 。 ま た 、 ま ち の基

盤整舗 と 同 時 に平屋建 て 、 2 階建て の小規模 な木造の 町営 コ ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス を 建設 し 、

基盤整備 と 復興公営住宅の 建設 を 連動 さ せた 。 漁港施設の被害 も 大 き か っ た 仮屋漁港は 、
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漁村集落整備事業 に 合 わせて新 し い埋立地 を 防災広場 と 観光漁業の拠点 と し て整備 し た 。

事業 は いずれ も 6 カ 年 に及 ん だが、 事業終了後 も 地区 内 に は整備 さ れた 道路や施設 と と

も に震災空地が 目 立 ち 、 災害の後遺症が尾 を ヲ l い て い る 。

( 5 )  淡蕗町

震源地 に最 も 近い 淡路 島 の最北端 に あ っ て 、 海辺 にへば り つ い た よ う な 町並み は 、 一瞬

の う ち に がれ き の 山 と 化 し た 。 狭 い 道路 は 、 倒壊 し た 家屋 と ず り 落 ち た屋根瓦で理 ま っ た 。

道路や公共施設の譲!日 と 住宅の復興事業 と 並行 し て 、 自 の前で、 進 む 明 石 海峡大橋の建設工

事や 、 東浦町 に ま た が っ て建設 さ れ た 淡路 島公園 を 舞 台 に 閉 幕が迫 っ た 「花 陣」 に 追 わ れ

る よ う に 、 町 の 玄関 口 で あ る 岩屋港近 く の絵島周辺の美化事業や岩屋港 の ポ ケ ッ ト パー ク

事業、 松帆の郷の漏泉事業 な どの観光対策 に も 力 を 入 れ た 。

( 6 )  五色町

津名郡 の 中 で は震源地か ら の距離 も 遠 く 、 比較的被害が少 な か っ た 。 そ れで も 中 心市街

地の都志地区 の 市街地 で は 家屋の被害 な どが集 中 し た た め 、 同地[R で は密集住宅市街地整

備事業 を 10 カ 年計画で実施、 道路の 整備 と 合わせて住環境 の 整備 と 住宅建設 を 進 め た 。

(列 島南部市町の取 り 組み

島甫部の洲本市 と 三涼 郡 4 町で は 、 津名郡 に比べ る と 被災の程度 は 軽微 だ、 っ た 。 各市町

と も 震災夜後 の 救援物 資 の 配布 、 家屋被害の 調査や倒壊家屋の解体撤去 と がれ き の 処理、

公共施設 と 道路 、 水道 な どの復旧対策、 洲本市 と 西淡町、 三原 町 で は そ れ ぞれ14戸 と 4 戸

の応急仮設住 宅 を 提供 し 、 災害対策本部 は 早 め に 解散 し た 。

同 時 に 、 被害が比較的少 な か っ た南部の市 町 は 、 被害の ひ と心か っ た 北部 へ の 最 も 近い救

援基地の役割 を 果た し た 。 発災直後の お に ぎ り や炊 き 出 し 、 応、急物資な ど の 救援活動 に 、

ま ち を 挙 げて 取 り 組 ん だ 。

5 市町 と も 復興計画 は 策定 さ れ な か っ た 。 洲本市 で は 、 震災前か ら 着手 し て い た市 中 心

部 の新都心 ゾ ー ン の整舗促進や情報化の推進 を 復興対策 と し て京 り 組 ん だ。 市民広場の整

備 や 幹線道路洲浜橋 の 架橋や道路整備、 「淡路 ご ち そ う 館御食国 ( み け っ く に ) J の 開業、

市立図書館 の 開館、 パ ス セ ン タ 一 、 健康福祉館 な どの 事業が位最づけ ら れ た 。 '1宵報化の推

進 で は 、 CATV の 整備 に よ る 地域情報化の促進や イ ン タ ー ネ ッ ト サ ー ビ ス の提供、 構造

改革特 区 と し て IT ベ ン チ ャ ー 育成 特 区 の 認定 を 進め 、 市民サ ー ピ ス と IT (情報技術)

の 融合 に先駆的 に叡 り 組ん だ。

震災復興が完了 し た 時期

阪神 ・ 淡路大震災の被災地復 興 は 、 10年計画 と さ れて い る O し か し 、 淡路島で は復興土
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地 区画整理事業が続 い て い る 北淡町 を 除 き 、 震災復興事業 は 早 々 と 完了 し た と こ ろ が多 い 。

複興計A酉 を 策定 し な か っ た南部の 5 市 町 は 、 当 初 の災害対策が終わ っ た あ と は 復興事業 と

い う と ら え 方 は 少 な か っ た 。

こ の 点 に 関 し て洲本市 の 中 川 啓一 !打長 は 「あ え て 言 え ば、 復興基金 を 利 用 し て市内21 カ

所 に建 て た 安心 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザがすべ て完成 し た2000年度が、 ハ ー ド 面 での復興の完

了 時期 と い え る 」 と 振 り 返 る O 地域防災計画の見直 し も 、 そ の こ ろ ま で に 地震対応編が完

了 し て い た 。

津名 町 の 柏 木和 三郎 町 長 は 「住宅再建は 3 年 ぐ ら い で ほ ぼ完 了 し 、 3 つ の都 市計画道路

の完成式 を 行 っ た の が2000年 の 4 月 。 5 人の精鋭 を 集め た 震災復興課 も 5 年 で、廃止 し た 。

実質的 に は い ずれ も 、 ほ ほ 3 年で終わ っ て い た と 思 う 」 と 、 復興事業 に は ス ピ ー ド を 意識

し た こ と を 強調 す る 。

明石海峡大嬬の開通 と 震災復興

震災復興は 地域社会の お か れ た さ ま ざ ま な状況 と も 相互 に 関連 し 、 微妙 な 影 響 を 相互 に

与 え た 。

淡路島 は 、 1988年 に 本格着工 し た 明石海峡大橋の 完成が近づい て い た 。 そ の時期 に 、 巨

大つ り 橋 の 象徴 で も あ る 主塔 の 地 中 深 く で大地震が発生 し た 。 大橋や淡路縦貫道の工事 に

は 大 き な 影響 は な か っ た が、 島 に と っ て大橋の 開 通 は 、 四 国 と 地続 き に な っ た 大鳴門橋の

開通 を し の ぐ大 き な 環境変化であ り 、 震災か ら 3 年後の大橋開通 は 高 の 人 々 の 暮 ら し は も

ち ろ ん、 経済面 で も 島の環境 は 激変す る こ と に な っ た 。

と り わ け 、 大橋の 開通 は 海上交通 に 依存 し て き た 島 の 環境 を 激変 さ せた 。 震 災 直後 は 陸

上交通の ま ひ状態 を 海上交通がか な り 代替 し 、 非常時の 海上交通 の 重要性が見 直 さ れ た 。

淡路航路 は 、 東浦町の大磯混 と 神戸市の須磨 港 を 連絡 し て い た フ ェ リ ー の 主力杭路が、 須

磨 の 施設が壊滅状態 に な り 、 神戸の罷 I二交通 が ま ひ状態 に な っ た た め機能 を 失 っ たが、 関

空 と 島 を 結ぶ航路や 明石航路 な どが活躍 し た 。

し か し 、 震災か ら 3 年後 に 開通 し た 明石海峡大橋 に よ っ て 、 淡路 と 本土 を 結 ぶ 多様 な 航

路 は 、 岩屋~ 明石航路 ( フ ェ リ ー 、 高速旅客船) を の ぞい て ほ と ん どが姿 を 消 し た 。 関 連

道路 を 含め て 巨額の税金 を 投 入 し て 通行料金で通常の運営 コ ス ト も 賄 え な い料金で利便性

を 提供 し た 陸上交通 に対 し て 、 補助金 も な く 民 間企業の経営努力 で対応 し な く て は な ら な

い航路が、 経営上成 り 立 た な く な っ た か ら だ。

こ う し た市場原 理 に 航路 の 存廃 を 委ね た こ と に対 し て 、 洲本市の 中 川 市 長 は 「 ヨ ー ロ ッ

パ で、 は橋 を 架 け て も 災害や テ ロ に備 え て航路 は 残 し て お く 政策が取 ら れて い る と 需 く O 船

の行 き 来 は都心か ら 都心への 人 の 流 れ を 確保 し 、 促進す る O 車が郊外の イ ン タ ー チ ェ ン ジ

か ら 出入 り す る の と 違 っ て 親近感があ る O 大橋の建設 と 航路維持 に つ い て の ト ー タ ル な

論が浅か っ た の が残念だ、」 と 語 っ て い る O
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震災後、 一時 は休止 し た淡路 と 関空 を 結ぶ高速艇 を 、 い っ た ん は津名 町 が引 き 受 け て 運

航 し た が、 津名 町がギ ブ ア ッ プ し た後は洲本市が三 セ ク に 要請 し て洲本パー ル ラ イ ン と し

て 運航 し て い る 。 津名 町 の 柏 木 町長 も 「橋 と 航路 を セ ッ ト に し て 持 っ て お こ う と い う 、 長

い 日 で 見 た考 え 方 を 育 て る こ と がで き な か っ た 。 目 の前 の 経済 を 優先す る 呂 本の底の 浅 さ

t�J と 残念がる O

「淡路 1 市」 め ざ し た 市町合併 と 震災

阪神 ・ 淡路大震災が起 き た 1995年 は 、 同 時 に 地方分権推進法が成立 し 、 日 本の 政治行政

が 中 央集権か ら 地方分権へ大 き く 舵 を 切 る ス タ ー ト に な っ た 年 で あ る O 地 方分権推進の議

論か ら 派生 し た 市町合併 が こ の 10年近 く 、 淡路の 自 治体 を 大 き く 揺 る が し た 。

淡路で は “平成の大合併" の動 き が始 ま る 前か ら 「淡路 1 市」 が主張 さ れ、 震災翌年の

96年 に は淡路青年会議所が 「淡路一市 を 実現す る 会」 を つ く り 、 住民発議で合併協議会の

設置 を 直接請求 し た 。 し か し 、 ま だ全 島 での機運が操 り 上が ら ず、 議会で可決 し た の は 1

市Î 5 町‘ に 手AFわ っ た 。

そ の後、 99年春 に 三原 郡 4 町の議員有志の合併研究会が 4 町合併 の 報告 書 を 提 出 し た の

を き っ か け に 、 2000年以 降 め ま ぐ る し い 合併 の動 き が始 ま っ た 。 三原郡 4 町、 三原郡 と 洲

本市、 津名郡 6 町、 洲本子打 と 津名 郡 、 洲本市 と 津名 ・ 五色 ・ 一宮 町、 津名郡北部 3 町 な ど

多 様 な 組 み 合 わせで、 3 年 間揺 れ動 い た 。 “ 台嵐の 目 " は洲本市だ っ た 。 常 に r 1 rtT論」 を

視野 に 周 辺市 町 に働 き か け て 、 一挙に r 1 市」 への道筋 を 探 っ た が、 結局 は 三原郡 4 町、

津名郡 5 町、 洲本市 と 五色 町 の 3 市体制 に 落 ち 着い た 。

こ れ に つ い て 、 洲本市の 中 川 市 長 は 「大震災 と 復興 は 、 1 市実現に プ ラ ス に働 く と 思 っ

て い た 。 がれ き の処理、 ごみ処理ーっ と っ て も 小 さ な 自 治体で は 難 し い と 思 っ た 。 被災の

大 き か っ た 町の震災関連負債な どの財政問題 は そ ん な に大 き な 問題 で は な か っ た 。 し か し 、

1 市 を 阻 ん だ壁 は 感情論だ、 っ た」 と 振 り 返 る O

論議の 最 中 、 津名郡 と の 一本化 に 強 く 抵抗 し た 三原郡の 各町か ら は 、 津名郡各町の震災

被害 と 復興 に よ る 財 政負担の厳 し さ を 指摘す る 声が大 き か っ た 。 こ れ に 対 し て津名 町の柏

木町長は r 1 市論への震災の影響 は 少 な い 。 1 市 は 理想だが、 烏の南北で は気質の違いが

あ り ま と ま り に く い」 と 言い 、 北淡町の小久保前町長 も 「私 も 1 市論者 だが、 南 と 北 で は

気賓が違 い 、 意識改革 に は時 間が必要だ」 と 1 市論不発の理由 は す れ違 い の ま ま だ。

3 . 震災か ら 得た 教訓 と 防災への取 り 組み
海 に 囲 ま れ た 島 の崩 囲 にへ ば り つ い た ま ち が多 い 地域だ け に 、 こ れ ま で の 災害対策 は風

水害対策が中心で、 例外な く 地震への対 策 を 欠い て い た。 被災の程震 に かか わ ら ず、 各市

町 と も 震災 後 は地震対策 を 取 り 入 れ た 総合防災計画 の 策定 や 、 地域へ の 防 災機材の 配備、

防災行政無線の整備、 災害対策総合情報ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム の構築な ど に 取 り 組んで い る 。
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ま た 、 大規模災害で は初期対応 で の行政の 限界 を 感 じ て 、 地域の 自 主防災力 の 必要性 と

対応力 の 向 上 に 注 目 し 、 近所づ き あ い や コ ミ ュ ニ テ ィ 力 の 向上、 住民意識 の 醸成 な ど に も

目 を [bJ け る よ う に な っ た 。

洲本 市 の 中 川 市長 は イ ン タ ピ ュ ー の 中 で も 「震災 は 日 ご ろ 気づかな い社会 シ ス テ ム の弱点

を 噴出 さ せた 。 日 本全体の シ ス テ ム だけ で な く 、 淡路の地理的、 産業的 な 弱点 も 凝縮 し て勉

強 さ せて も ら っ た」 と 幾つ も の具体的な事例 を挙げた 。 津名 町の柏木町長 も 「不可能 と 思 え

る こ と で も 必死の思いでやればで き る 。 タ イ ミ ン グ を 失 し て い た ら 復 旧 ・ 復興 は 2 倍か ら 3

倍の仕事量 に な っ て い た だ ろ う 」 と 、 タ イ ミ ン グ と ス ピ ー ドの大切 さ を 学 ん だ と い う O

津名 町 は 、 神戸市の長 田 氏 で震災復興の再開発の た め に取 り 壊 さ れ よ う と し た震災の生

き 証人 「神戸の壁」 を 軒内 の モ ニ ュ メ ン ト 広場 に 移設 し 、 震災の記憶 を 後世 に 伝 え る の に

一役買 っ た 。 「で き る な ら 現地保存がふ さ わ し い が、 ど こ かで伝 え て 行 か ね ば な ら な し り (柏

木 町長) と 、 町民有志 と 取 り 組 ん だ。 北淡町震災記念公 開 の 野 島 断層 保存館館長 に就任 し

て い る 小久探正雄 ・ 前北淡町長 は 、 世界平和 に役訴 を 果た し て い る ヒ ロ シ マ を 例 に 出 し て

「震災記念公園 を 軸 に し て 、 大震災で何があ り 、 どの よ う に復興 し て き た か を 第 2 、 第 3

の 世代 に伝 え 続 け 、 災害か ら 身 を 守 る 社会 を 築 い て い き た い」 と 、 “ 伝 え る " こ と の大切

さ を 強調 し て い る 。

兵庫県の被災者復興支設会議 田 は2004年 2 月 、 支援会議 と し て は初め て 淡路 島 の復興 に

つ い て の提案 (第 6 回提案) を ま と め た 。

「淡路島の復興 か ら 得 ら れた教訓 ~ 持続 可詑 な シ ス テ ム の構築 を 目 指 し て J と 題 し た提

言 で は 、 人 口 流 出 と 世帯数の 減少が同 時進行 し 過疎化 に 直面 し て い る 全国 の 同 様地域が、

持続可能 な復興 を 目 指す捺の ヒ ン ト を 見 出 し て提案 し て い る O そ の 中 で、 復興の キ ー ワ ー

ド は 「定住」 と 「交流」 と 位置づけ、 東浦町や 五色町で取 り 組 ま れた イ ベ ン ト を 起爆剤 に

し た 地域お こ し や 、 特産物の ブ ラ ン ド化に成功 し た 三 原 町 な どの事例 を 紹 介 し て 、 地域の

適正な 人 口 規模 の 設定 と 既存 の 地域資源 の 活用 が持続 可能な復興 に つ な が る と 、 幾つ か の

具体的 な 提案 を 添 え た 。

ま た 、 島 で は 「 み ん な が顔見知 り の コ ミ ュ ニ テ イ J が持続 し て い る こ と が、 震災下での

故援 と 復興で住民同士の助け合いが息づい て い た こ と に注 目 し 、 地域の特性 を 生か し た 集

落整備事業の成果や、 ま ち づ く り と 復興公営住宅 を a本化 し て取 り 組ん だ事例 を 生 か し て

い く こ と な ど も 重要 な 教訓 と し て提言 し て い る O

4 .  3 人の 吉長への イ ン タ ビ ュ ー

で は 、 被災地で災害対策 と 復興の 陣頭指揮 に取 り 組ん だ淡路 島 の行政 ト ッ プ は 、 震災時

に どの よ う に行動 し 、 どの よ う に 非常時 を 乗 り 切 っ て き た の か。 も っ と も 厳 し い被災状況

に 庶而 し た津名 郡 の 北淡町、 津名 町、 淡路の ま と め役の立場で も あ り 広域消 防本部の あ る

洲本市長 の 3 人の首長 に イ ン タ ピ ュ ー し 、 震災後 の端域の意識の変化や教訓i も 聞 い て み た 。
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小久保正雄前北淡町長 へ の イ ン タ ビー -

( 1 ) 実施 日 平成1 5年 1 0 月 28 日 (火)

(2 )  イ ン タ ピ ュ ア ー

震災復興誌編集委員会

編集委員 松本 誠氏

震災復興誌

執筆者 大谷 成章氏

〈小久保氏の略歴〉

昭和 9 年 4 月 8 日 生 ま れ。 早稲 田大学政経学部卒業。 ロ ン ド ン 大学修了。 昭和46

年 ~平成 6 年、 兵庫県議会議員 。 平成 6 年10月 、 北淡町長 に 当 選。 平成10年再選。

現在、 野 島 断層 保存館館長 を 務め る O

町長 は司令塔、 上空 か ら の視察で悲壮感

松本委員 大震災発生の と き 、 町長 と し て どの よ う に行動 し た か。

小久保前町長 2 階で寝て い て 、 ゴー ン と 突 き 上げ ら れ た 。 そ の街撃 は 、 昭和47年の連合

赤軍浅間 山荘事件で、 警官隊がク レ ー ン で 吊 る し た鉄の大 き な 球 を 山荘 に ぶ つ け た 映像が

頭 に浮かぶ よ う な も の だ、 っ た 。 地震だ と は 思 わ な か っ た 。 し ば ら く 静寂があ っ て ま た揺 れ

だ し た 。 テ レ ピや タ ン ス が飛 ん で、 き た 。 1 階 に 下 り る と 部居の 中 は足の踏み場 も な く 、 砂

煙が舞 っ て い た 。 全壊だ、 っ た 。

家内 に 「す ぐ役場 に」 と 言 わ れ、 コ ー ト を 羽織 っ て 飛 び出 し た が、 途 中 に あ る 収入役の

家がぺ し ゃ ん こ に な っ て お り 、 ほ かの家 も 道 に崩 れ落 ち て い て通 れ な く な っ て い た。 い つ

も は 2 分で行け る の だが、 通 れ る 道 を 探 し て う 回 し 、 15分 く ら い は かか っ た 。 どの道 も 瓦

で埋 ま っ て い た 。 集 ま っ て 来 た 職員 に声 を か け て 6 時半 ご ろ 対 策本部 を 立 ち ]二 げ た 。

被害状況が気 に な っ た が 「 町 長 は 司 令 塔 だ か ら 出 歩 か な い で く れJ í わ れ わ れが動 く か

ら 指令 を 出 し て く れ」 と 部下 に 言 わ れ た 。 ト ッ プが現場 に 行 く のがい い の か、 ど っ し り 構

え て い る の がい い の か難 し い と こ ろ だが、 自 治体職員研修会 な ど に呼ばれた と き は 「 ど う

い う 状況の と き に は ど う 対処す る べ き か、 E ご ろ か ら 考 え て お こ う 」 と 話 し て い る O

役場 に 備 え で あ っ た担架が全部持 ち 出 さ れ、 あ ち こ ち か ら 生 き 埋め の 人がい る と 情報が

入 っ て き た 。 自 衛隊 に 救援 を 依頼 し よ う と 県庁 に 連絡 を 指示 し た が、 訪災無線が通 じ な い

と い う O 後で県庁 の � 災無線が故障 し て い た こ と が分か つ た。 テ レ ビ を 見 る ヒ マ も な く 、
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神戸が ひ どい状態 に な っ て い る こ と は知 ら な か っ た 。

9 時半 ご ろ 、 洲本の淡路県民局 を 通 じ て 自 衛隊派遣 を 知事あ て に依頼 し た 。 姫路特科連

隊の ヘ 1) が視察 に や っ て き て 、 私 も ヘ リ に 乗 っ て低空か ら ま ち を 見下 ろ し た が、 「全滅だ。

ま ち は 滅 ん だ」 と 悲壮 な 思 い に な っ た 。

濃密 �血藤、 地縁が救 出 に 大 き な力

大奇氏 北淡町で は 近 隣の 人 た ち の助 け合い で そ の 日 の う ち に全員 の安否が確認で き た 。

コ ミ ュ ニ テ ィ を ど う 考 え て い る か。

小久保前町長 こ の ま ち は 、 韓 り の 家 の米 びつ に 米 が ど の く ら い あ る かが分 か っ て い る ほ

ど地域の 人 間 関係 は 緊密だ。 若 い 人 は息がつ ま る だ ろ う

が、 そ う し た濃密 な 血縁、 地縁が�支援の大 き な力 に な っ

た 。 家がつ ぶ れ る と どん な 間取 り だ っ た か分か ら な く な

る が、 こ こ で は 「 じ い ち ゃ ん は奥の 8 畳の西側 に寝て い

た は ず だ」 な ど も 知 ら れて い て 、 早 く 救 出 がで き た 。 そ

れ に 、 コ ン ク リ ー ト 造 り は 少 な く 、 人力 で何 と か な る ほ

どの家 だ っ た か ら 近所 の 人 た ち の力 で救出作業がで き た 。

私 は 地震発生命の 2 目 前 に 町の 防災チ ャ ー ト の 説明 を 受

け て い た 。 そ の 中 に は ひ と り 暮 ら し の住民の名 簿 も あ っ

た 。 職員 は そ れぞれ持 ち 場 に 走 っ て救助 に 当 た っ た が、

そ の必死 な 姿 に感動 し た 。

小久保前町長

住民全員 の安否確認は そ の 日 の午後 3 時 ご ろ ま で に完了 し た 。 こ の こ と は次 の ス テ ー ジ

に 移 る た め に 重 要 な こ と だ。 不明者がい る と 復旧作業 に 移 れ な い 。 翌 1 8 日 午後 3 時か ら 町

民セ ン タ ー で介同葬儀 を お こ な っ て 、 そ の後、 重機 を 使 っ たがれ き 処理作業 を 開始 し た 。

だが、 土 地 区 画整理事業 を 打 ち 出 す と 、 賛成、 反対Aの住民が長 く 対立 し 、 残念 な こ と だ

が富 島 に は い ま も 住民 の 間 に亀裂が残 っ て い る O

住民対立の 区画整理、 モ デル区域設定 し て 急進展

大奇氏 育波、 室津地 区 は 密集住宅市街地整備促進事業で復興が進 め ら れ た が、 富 島 地 区

は淡路で は 唯 Aの土地区画整理事業 を 導入 し た。 そ の根拠は 。

小久保前町長 大震災の前か ら 富 島地区 を 都 市計画区 域 に す る こ と が決 ま っ て い て 、 平成

7 年 4 月 か ら 実施 さ れる こ と に な っ て い た。 も と も と ま ち の 中心部の道路 は 狭 い上 に 、 沿
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道 の 家 は 改築 の た びに 5 セ ン チ か ら 10セ ン チずつ道路に は み 出 し て 家 を 建て で き て い る の

で、 傘 を さ し て す れ違 う の がで き な く な る ほ ど狭 く な っ た道が多い 。 そ う い う 勝手 な こ と

を し な い よ う に ル ー ル を 定め よ う と い う ね ら い だ、 っ た 。

甚 大 な 面 的被害 を 受け た ま ち を復興 さ せ る に は 区画整理 を や っ た 方がい い 、 県 も そ う い

う ;宜伸l だ、 っ た 。 都市計画 区域設定の実施期 日 を 前倒 し し て 、 抜本的 な ま ち づ く り の た め に

復興土地区画整理事業 を 取 り 入 れ る こ と に し た 。 救急車 も 霊植車 も 入 れ な い 道で は 困 る か

ら だ。

た だ職 員 の 中 か ら は 「 そ ん な 大事業がで き る の かJ r行政 の ひ と り 走 り に な ら な い か」

と い う 声 も あ っ た 。 そ こ で、貝原知事に会 っ て 「私 た ち の 能力 を 越 え る 事業 だ。 県が代行 し

て や っ て ほ し い」 と お顧 い し た が、 貝 原 知事 は 「苦労は分か る が、 北淡町 だ け を 特別 扱 い

に す る わ け に は い か な い 。 努力 し て ほ し い 。 将来、 あ な た の名前が残 る 事業 だ」 と 言 っ た 。

県や他府県「か ら も 区 画整理 を 熟知 し た職員 に来 て も ら っ て事業 を 開始 し た 。

ま ち で は 、 だ れ も 区画整理事業の こ と は 知 ら な か っ た 。 た だ農 家 は 田 畑 の土地改良事業

の経験があ る の で理解 し て く れ た 。 と こ ろ が、 町場の 人か ら は 「け し か ら ん」 と 反対の声

が上が っ た 。 2 カ 月 間 か け て 13 回 も の地元説明 会 を 聞 い た が、 不幸 な こ と に な か な か理解

し て も ら え な か っ た。

大菅氏 住民の反対の声 を ど う 思 っ て 開 い た か。

小久保前町長 根強い反対 の 底 に は 、 寓 島 の ま ち が形成 さ れて き た暦史があ る と 思 う 。 北

淡 町 は 6 つ の村が一緒 に な っ て で き た が、 中 心 の 富 島 に は 「 ナ マ 船」 と 呼ぶ船で、 長崎県

の 五 島列 島 か ら 神戸や大阪へ魚、 を 運ぶ鮮魚、運轍業が多 か っ た 。 船 主 は分i浪者で、 富 島 に土

地 を 持 っ て い る が富 島 に は 住 ん で、 い な い 。 船員 は 貧 し く 、 借家 に 住 ん で い る O 富裕な層 と

そ う で な い 層 が富 島 に は あ る O 大震災で そ れがいがみ合い と な っ て表 わ れ、 「富 島 の 人 た

ち は ま ち に愛着心 を 持 っ て い な しU と 感 じ た 。

区画整理の説明会で も 、 む ち ゃ な 意見 を 言 う 人が多 く 、 そ れ を た し な め る 声 は 出 な い。

大 き な 声 の 方 の 意見 が通 る O 良識的 な 人 は神戸や大阪 に 住 ん で い て 、 建設的 な 意見 が通 ら

な い。

反対す る 人 は 、 年金生活者で元気で ヒ マ があ る 人が多 か っ た 。 反対す る 団体は 「役場の

言 う こ と を 聞 い て い る と 財産 を 取 ら れ る J と 言 っ て 、 200 円 の 会費 で 団体の メ ン バー に勧

誘 し て い た 。 そ う し た 一部の声 と と も に 、 富 島 に は 隣 り の 人がす る こ と に す ぐ 同調す る 習

性 も あ っ て 、 ひ と り が反対の会 に 入 る と 韓 り の 人 も 参加す る と い う ふ う に 、 反対運動 は大

き く な っ た。
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大釜氏 土地区画整理事業 の 仮換地率 は2001年度末 ま で は 51 % で停滞 し て い た が、 02年度

末 で は 75 % に な っ た 。 急、 に 進 ん だ、 こ と の背景 は 。

小久保前町長 対象区域の東側 を モ デル 区域 と し て重点

的 に進 め た 。 道路が広 く な り 、 新 し い り っ ぱな 家 が再建

さ れて 、 区画整瑚事業の イ メ ー ジがは っ き り し て き た こ

と で、 反対者が賛成 に 匝 っ た か ら だ ろ う O

移転補償費 の 算 定 に も 工夫 し 、 家財道具や イ ン テ リ ア

な ど も 含め て 坪50万 円 か ら 70万円 と い う 評価がで き た。

坪40万円 で本壁の家が建て ら れる 、 自 分の 金 を 持 ち 出 さ

な い で立派な 家が建て ら れ る と 知 っ て行政に対 す る 信頼 大谷 成主主氏

が生 ま れ、 「行政 に つ い て い っ て も い い 」 と い う 機運が高 ま っ た 。 さ ら に 、 全 国 的 な公共

事業抑制の動 き がは っ き り し て き た の で、 そ の 前 に 再建 し よ う と い う 気持 ち も 働 い た と 思

つ 。

ヒ ロ シ マ念頭 に野島断層 で 1 . 口伝 え る

大奇氏 大震災が町の産業 に 与 え た 影響 は 。 そ の後の 回復状況 は 。

小久保前町長 直後 は た いへ ん な 打撃 だ っ た。 こ と に 養殖 ノ リ の加工 に は水 を た く さ ん使

う が、 あ の 年 は 2 月 ごろ ま でブkが出 な く て 大変 だ っ た 。 最近 は漁業の水揚 げ は 年 間50億 円

く ら い で 、 昨年 は チ リ メ ン が よ く 獲れて60億円 に な っ た。 畜産 は ど う に かや っ て い け て い

る O た だ農業 は高齢化のせい も あ っ て壊滅状態 だ。

松本委員 北淡珂震災記念公 園 の 来 間 者 は好調 だ。

小久保前向長 初年度 は285万人で驚異 的 な 数字 だ っ た 。 そ の後 は40万人台 だ、が、 当 初 の

県予測 の 24万人 を 上 回 っ て い る 。建物や設備 な どは県が用 意 し て 、 委託 さ れ た 第 3 セ ク タ ー

の株式会社北淡が経営 し て い る が、 パ ー ト 、 ア ルバ イ ト を 含め て60人の雇用 の 場 に な っ て

い て 、 役場 に次 ぐ大 き な 事業所に な っ て い る O

実 は震災発生の 2 臼 後、 消 防団長が 「 え ら い も の がで き と る O 地震の元が現れ と る 」 と

っ て き た 。 見 に行 く と 、 地面がぶ ち 切 れ た よ う に な っ て い て 、 背筋が寒 く な る 光景 だ っ

た 。 同 時 に 「 こ ん な す ご、い も の を う ま く 使 え ば、 ま ち の活性化 に な る 」 と 思 っ たが、 そ の

と き は そ ん な こ と を 言 う の は は ばか ら れた の で黙 っ て い た 。 と こ ろ が研究者 た ち か ら 「地

震 の生 き て い る 教材 だJ r永久保存 を す る べ しJ と い う 声が上が っ て き て 、 こ れが大義名
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分 に な る と 思 い 、 野 島 断層 保存館の建設 を 提案 し た 。

反対者 も あ っ た が、 ヒ ロ シ マ の原爆 ド ー ム の例 を 持 ち 出 し て 説明 し 、 「 震災記念公 園 が

な か っ た ら 観光 パス な ど l 台 も 来 な い ま ち に な っ て し ま う 」 と 説得 し、 納 得 し て も ら っ た。

お か げで 、 天皇 を は じ め 皇族方 に 来 て も ら う な ど、 北淡町が全 国 に 知 ら れ る よ う に な っ た 。

大震災は 多 く の も の を 奪 っ た が、 失 っ た も の ばか り で は な い。

松本委員 淡路の 自 治体合併論議 の 中 で、復興関連起債 を 抱 え る 北淡町は不利 な 立場 に あ る

の で は な い か 。

小久保前町長 私 は 吋炎路 l 市論」 の仲 間 で、 そ の 実現

の た め に 淡路全体の意識改革 に力 点 を 置い て き た 。 中 川

洲本市長 も 私 の 考 え を よ く 理解 し て い て く れて い る O

外か ら 見 る と 淡路 は ひ と つ だ と 思 わ れ る か も し れ な い

が、 高北60 キ ロ メ ー ト ル あ り 、 北淡町で は 「嫁の下 り 取

り は あ か ん J 、 つ ま り 、 島 の南部へ嫁 ぐ の を 嫌 う よ う に 、

北 と 南 で は気質が違 う O 南部の三原郡 4 町 は 真 中 に平野

があ っ て行 き 来 し や す い が、 北部の津名 郡 は 山 地で商 と 松本 誠氏

東 に別 れ て お り 、 西で も 浦 々 の集 落 は 抑 で 隔 て ら れて い て 、 出甲 を 越 え た ら 外国 だ、 と い う

よ う に見 ら れて き た。 だ か ら 意識改革 し な け れ ば淡路 1 市 は な か な か難 し い 。

北淡町の被害が大 き か っ た の で、 起債残高 な ど を 含め て財政状態が悪 く 、 合併す れ ば北

淡町の世話 を し な け れ ばな ら な い と 見 ら れや す い が、 実は どの 町 も 似た よ う な状況だ。 北

淡 町 は 、 水道 は 簡易水道 だ か ら 一般財源か ら の繰 り 入 れがで き る の で料金は 最 も 安 く 、 保

育料 も 安 い 。 国民健康保険料 も こ こ 2 年 間 引 き 下 げて い る O 合併論議の 中 で北淡町が重荷

に な っ て い る と い う の は 間違い だ。

松本委員 大震災か ら 学 び、 伝 え て い き た い教訓 は 。

小久保前町長 í l . 17J に何があ っ た の か、 そ の こ と を 子 ど も た ち に し っ か り 伝 え て い

き た い 。 「 ヒ ロ シ マ」 が 世界平和 に 果 た し て い る よ う に 、 北淡町震災記念公園 を 軸 に し て 、

大震災で何があ り 、 どの よ う に復興 し て き た か を 第 2 、 第 3 世代 に伝 え 続 け 、 災害か ら 身

を 守 る 社会 を 築い て い き た い。
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(2) イ ン タ ピ ュ ア ー

震災復興誌編集委員会

縞集委員 松本 誠氏

震 災復興誌

執筆者 大奇 成章氏

〈柏木氏の略麗〉

昭和 6 年 8 月 13 日 生 ま れ。 兵庫県立姫路工業大学短期大学部卒業。 昭和38年 4

)j � 昭和41年 5 月 、 津名 町議会議員 。 昭和54年 4 月 、 津名 町長 に 当 選。 平成15

年 7 選、 現在 に 至 る O

ガ レ キ の下 か ら 本部設置 を 指示

松本委員 大震災発生直:後の行動 は 。

柏木間T長 実 は 1 月 20 日 に 県会議員 に 立候補す る こ と を 表明 す る 予定で、 16 日 に は準備が

終わ っ て い た 。 翌 日 、 大震災発生で、 そ ん な こ と はす っ

か り 忘 れて し ま っ て い た 。 後援会長がそ の 日 に な っ て 「あ

れ、 ど う す る か」 と 聞 い て き た 。 「そ ん な予定だ っ た な あ」

と 符 え な が ら 、 こ の事態 は 「県会へ出 る の は や め て お け」

と い う 天の声 だ と 思 っ た。 大震災 は 私 の 人生 の 方 向 を 大

き く 変 え た 。

消 防 印 の は っ ぴ を 着 て ヘ ル メ ッ ト を か ぶ り 役 場 へ 向

か っ た 。 被害 は志筑地 区 寸1 心部 の 商自社Jの古い家が多 い

と こ ろ に 集 中 し て い た 。 途 中 で 「町長 さ ん、 こ こ に 人が

埋 ま っ と る 」 と 声 を か け ら れた 。 崩 れた 家 の な か に も ぐ 柏木町長

り こ む と お ばあ ち ゃ んが落 ち て き た棟木の 下 に 閉 じ込め ら れて い た 。 棟木の 片方が仏壇 に

支え ら れて い て 直撃 は 避 け ら れて い た 。 救 出 し な が ら 外 に 向 か つ て 「対策本部 を つ く る よ

う に助役 に伝 え て く れ」 と 叫ん だ。 役場 に 向 か う 途 中 、 次 々 と 救助作業 に 参加 し て 5 人 を

救 出 し た 。

余震で7iが落 ち 、 ブ。 ロ パ ン ガス の良 い が ち 込め て い て 、 危 険極 ま り な か っ た 。 集 ま っ

て き た 治 問 団員 に 「 タ バ コ を 吸 う な J と 注意 し た 。 火 を 出 し た ら 大変 だ 、 と 気 に な っ て い
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た 。 1 1 持 ご ろ だ っ た か、 つ ぶ れ た 家 の な か に も ぐ り こ ん で い る と 、 屋根瓦 の 上か ら 職員 が

「災害対策本部の設置、 終わ り ま し た」 と 報告 し た 。 「避難所の整備 と 食べ物 の段取 り を や っ

て お け」 と 展根 の 下 か ら 怒鳴 っ た 。

町長 と し て は役場の対策本部か ら 指示 を 出 すべ き な の だ ろ う が、 手の届 く と こ ろ に助 け

を 求め て い る 人がい る 状況で は 、 そ の 前 を 通 り 過 ぎ る こ と は で き な か っ た 。

ご ろ に は救出作業が完了 し 、 犠牲者 5 人 を 確認 し 、 行方不明者の有無 を確かめ る 作業

を 続 け た 。 被害の全体的 な 規模 を つ か む の は 当 日 中 に は で き な か っ た 。

松本委員 救助体制 は どの よ う だ、 っ た か。

柏木町長 町長 は 消 防長 を 兼 ね て い る 。 下 に は消防団長がい て現場の指揮 を と る O 当 日 は

消 防 団 員 全 て が出動 し 、 か な り 早い 時期 に倒壊家屋 に 閉 じ こ め ら れた 人 々 を 救助 し 、 地域

の連帯が見事 に 発揮 さ れた 。 広域消 防 の 組織 も あ る が、 島全体が被害 を 受 け て い る 状況で

は そ れぞれ地元 の 救助活動 に 追 わ れ、 広域消防 と し て応援出 動す る 余裕がな い 。 よ そ か ら

の定、援で 、 四 国 か ら 徳 島市、 鳴門市、 阿南市、 小松島市 の給水車が き て く れ た の は本当 に

あ り がた か っ た 。 こ れ に よ っ て 、 住民へ の 給水がス ム ー ズ に進 ん だ。

全額公費解体を 要請 し実現

松本委員 がれ き の 処理 に 苦労 し た と 開 く が。

柏木町長 組立地の一部が空 い て い た の で、 そ こ に 運 ん だ。 当 初 は 、 がれ き 処理費用 の 2

分の l が国庫補助 の対象で、 半分 は個人負 担だ っ た 。 こ れで は復 旧 が進 ま な い と 思 っ た 。

そ こ で残 り も すべ て津名 町が負担す る と 約束 し た 。 数億円 の 経費 に な り そ う な の で 町幹部

は財政が も た な い と 渋 っ た が、 視察 に 訪 れ た 国会議員 に損壊家屋の解体 も 補助の対象 に し

て ほ し い と 要請 し、 1 月 28 日 に公費解体制度が実現 し た 。 結果的 に は12億 円 の 町負 担 に な

る と こ ろ だ っ た が、 国 が全額負 担 し て く れた 。 す ばや く 決断 し た こ と に よ っ て 、 島 内 の 重

機や オ ベ レ ー タ ー を確保す る こ と がで き た 。 遅れて い れ ばみ ん な神戸へ駆 り 集め ら れて 、

復 旧 は大幅 に 遅 れ て し ま っ た か も し れ な い 。 賛否両論激 し か っ た 当 時 の模様は 、 あ ま り 外

で は知 ら れて い な い よ う に思 う O

がれ き がす ぐ大 き な 山 に な っ て し ま う の で焼却処分 し な け れ ばな ら な い の だが、 だれが

火 を つ け る か と い う 議論があ っ た 。 警察 と 相談 し て 、 消防長で も あ る 町長が毎朝 火 を つ け

に い く こ と に な っ た。 朝 4 時 ご ろ 起 き て 、 車の 窓 ガ ラ ス に張 り 付い た氷 を 解か し な が ら 埋

立 地 に 通 っ た 日 々 の こ と を 、 い ま も 覚 え て い る O
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松本委員 神 戸 な ど本土 と 比べ て 、 淡路への 関心度が低 い と 思 っ た か。

柏木町長 何 呂 か後に津名 町 は エ ア ポ ケ ッ ト に な っ て い る の か な 、 と 感 じ た 。 た だ、 津名

港 と 西宮港 と の 聞 に 甲 子園 フ ェ リ ー が動 い て い て救援物資が運ばれ、 自 転車 に乗 っ た ボ ラ

ン テ イ ア が来 て く れた 。 港があ る こ と があ り がた か っ た 。 さ ら に 甲 子園 フ ェ リ ー の親会社

の常石造船 (本社 ・ 広 島市) か ら 豪華 ク ル ー ズ船 「サ ウ ン ズ ・ オ ブ ・ セ ト J ( 5 ， 167 ト ン )

が津名 港 に 凹 さ れ て 宿 泊所 と ふ ろ を 提供 し て く れ た の は助 か っ た 。 宿 泊 者 は 延べ500人、

ふ ろ の 利用 者 は 5 ， 000人 に も な っ た 。 重要 な 震 災 の 教訓 と し て感 じ た こ と の 上位 に は 、 海

上交通 を 確保 し て お く こ と があ る O

松本委員 だが、 明石海峡大橋 の 開 通 で 甲 子 園 フ ェ リ ー や神戸への高速艇の杭路が廃止 さ

れ た O

柏木町長 日 本の 底 の 浅 さ だ。 日 の前 の経済優先で、 長

い 日 で考 え 、 育 て る こ と がで き て い な い 。 橋 と 航路 と を

セ ッ ト と し て持 っ て お こ う と い う 構 え が な か っ た し 、 経

済力 も 余裕がな か っ た 。 明石海峡大橋で多軍事故があ っ

た と き 通行が規制 さ れた こ と があ る が、 も し 長期 間通行

止め に な る 事態が起 き れば ど う な る か。 孤島 に な っ て し

ま う と 高 の 生活 に 大 き な 支障が出 る O し か し 、 現在の 国

や 県 に は航路 を 残 し 維持す る 余裕 は な い。 橋の通行料金 松本 誠氏

の一部 を 航路 の 維持 に 回 す シ ス テ ム がで き て い た ら よ か っ た の だが、 本国連 絡橋公団 の 財

政 を 見 れ ばそ れ も 言いづ ら しミ 。

早期着手 を 重視 し て街路事業

松本委員 津名町の復興事業 は 3 本の街路事業が重点 だ っ た が、 そ の背景 は 。

柏木町長 大震災発生産後の 道路 は 家屋が倒 れ こ ん だ り 、 がれ き が散乱 し た り し て、 通 れ

な い状態 だ、 っ た 。 救助や復旧作業 に は 、 ま ず道路 を 整備す る こ と が重要だ と 痛感 し た 。

ま ち の 中心部 を 貫 い て い る 中 央線 は 幅員 4 メ ー ト ル か ら 6 メ ー ト ル で、 そ れ も 不規則 に

ふ く ら ん だ り 狭 ま っ た り し て い る O た だ 3 本 と も 戦後の道諮計画で拡幅が決定 さ れて い た

か ら 、 都市計画街路事業の工事着手 ま で の手続 き に 時間 を 取 ら れ る こ と が避 け ら れた 。

がれ き の処理 を し な が ら 道路 の 整備 に取 り か か っ た 。 こ れ に よ っ て 沿線の住宅再建 も 進

め ら れ、 わ り あ い ス ム ー ズ に ま ち づ く り がで き た。 手 を つ け る のが早か っ た か ら 、 大 き な
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問 題 に ぶつ か ら ず進め る こ と がで き た の だ と 思 う O さ ら に 、 中 央線沿線 は 商 業者が多 いが、

ほ と ん ど は大震災の 前 の 年 に埋立地 に で き た 商業集積地 「 カ リ ヨ ン 広場」 に 移 っ て い た か

ら 、 道路の拡幅が進 め や す か っ た 。

区画整理事業 は 時 間がかか る O 数年 先 に は よ い結果が出 て も 、 そ の 間辛抱で き る だ ろ う

か と い う 心艶があ っ た。

松本委員 津名 町の復興 は い つ 完 了 し た と 思 う か。

柏木町長 災害公営住宅25棟160戸分 を 建設 し た 。 住 宅 は 3 年で復旧 ・ 復興 し た と 思 っ て

い る O 街路事業 は 5 年で完成 し た 。 2000年 4 月 29 日 に 開 通式 を お こ な っ た が、 こ の と き が

復 旧 の 終わ っ た 日 だ と 考 え て い る O 復興は ま だ ま だ時 間がかか る O

大震災発生の す ぐ後、 役場の機構 に 精 鋭 を 集め て 「震災復興課」 を つ く っ た 。 来庁者か

ら よ く 見 え る 場所 に机 を 置 い て ガ ラ ス 張 り に し た 。 「早 く 手 を つ け な い と 問 題 を 竣雑 に す

る 」 と 仕事 を 急がせた 。 10年 も 引 き ず っ て は 、 昔 の こ と を 言 い 出 す 町民 も 出 て き て 、 や る

べ き こ と がや れ な く な る と 思 っ た か ら 、 ス ピ ー ドが大事だ と は つ ば を か け た 。

松本委員 津名 町 に は 広 大 な 埋立地があ る O 未利用 の土地が多い 。 どの よ う に活用 し て い

く か。

柏木町長 がれ き 処理 も 大 き な広 っ ぱがあ っ た か ら 早 く で き た 。 埋立地の 活用 は津名 町だ

け で は な く 、 淡路島全体の課題で も あ る 。

埋 め 立 て 事業 は 島 の 中 心部 に 新 し い土地 を 造 っ て 島 を 発展 さ せ よ う と 、 1971年 か ら 始

ま っ て い る O 最初 は 、 ブ ラ ジ ル か ら 鉄鉱 石 を 運 び込み ア ジ ア 各地へ送 り 出 す ア ジ ア ボ ー ト

構想、 だ、 っ た 。 そ れが オ ー ス ト ラ リ ア の鉄鉱石 と ブ ラ ジ ル の 農産物 に 変 わ り 、 いずれ も 実現

し な く な っ て リ ゾー ト 施設建設 に な っ た 。 そ う し て パ ブ、ル の崩壊、 と い う 経過があ る O

私 は 以 前 は漁業組合長で、 埋め立 て に責任 を も つ ひ と り だ、 っ た 。 あ の こ ろ は 淡路 の 活力

を 高 め 、 雇用 の 機会 を 増 や し 、 生 援 を 島で過 ごせ る 条件 を つ く り だ そ う と 埋め 立 て に期待

し て い た 。 地球温暖化や環境悪化の こ と な どあ ま り 考 え て い な か っ た 。 反省 し き り だ。

3 つ の埋立地 の う ち 、 志筑地区 は 8 割方施設が貼 り つ い て い る O 佐野地区 は 運動公園、

海 の 自 然学級 な どの整備が進 ん で、 い る O 生穂地 区 は 、 白 治体合併 に よ る 新庁舎 を 集 め て 、

合理化 に よ る ス ケ ー ル メ リ ッ ト に 活用 し た い と 考 え て い る O

奇遇 と タ イ ミ ン グ を 大切 に
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大奇氏 「 しずか ホ ー ル」 の そ ばに 「神戸の壁J が移設 さ れて い る 。 なぜ津名 町 に な っ た

の か。

柏木町長 大震災 は さ ま ざ ま な 出 会い を も た ら し た 。 こ

ち ら に 「神戸の壁」 がや っ て き た の も 奇遇の ひ と つ だ。

神戸 に 出 か け た と き 、 新長田駅か ら 見 え る あ の壁 は 心 を

打つ も のがあ っ た。 壌の前で行 な わ れ た セ レ モ ニ ー に も

参加 し た 。

開 け ば1927年 に 公営市場 の 防火壁 と し て作 ら れ、 戦火

で も 大震災で も 残 っ て き た壁 だ と い う O 長 田 に は 淡路か

ら 働 き に行 っ た り 移 り 住 ん だ り し た 人が多 い 。 現地で保 大谷 成章氏

存 さ れ る と 思 っ て い た ら 、 再 開発事業の じ ゃ ま な の で壊 し て し ま う と い う O 何 ご と か、 と

思 っ た 。

保存運動 を し て い る 神戸 の 前衛芸術家三原泰治 さ ん と 芸術文化 に 理解 の 深 い 津名 町 の 医

師 高 島先生が知 り 合い で 、 保存の た め の 募金運動 を 始 め た 。 高 島先生 に 高 額 の 寄付 を し て

い た だ い て 3 ， 500万 円が集 ま っ た 。 そ こ で津名 町 に 移 し て 保存す る こ と に し た 。 「神戸 の 躍

がなぜ津名 町 にJ と い う 批判 も あ る が、 町 の 一般財源 は使 っ て い な い し 、 ど こ か に残 し た

か っ た 。 タ イ ミ ン グ を 失 し で は な ら な い か ら だ。 特 に震災の風化が恐か っ た 。

さ ら に 言 え ば、 津名 町 に は大震災の写真が少 な い 。 実 は私が救出作業 を し て い る と き 、

カ メ ラ を 持 っ た 人 に 「や め て く れ。 泣 い て い る 人 を 撮 る な 」 と 怒鳴 っ た こ と があ る O 対策

本部 に い れば 「記録写真 を 撮 っ て お け」 と 言 っ た だ ろ う が、 だか ら し て何か を 残 し て お き

た い と い う 気持 ち に な っ た の だ。 大震災10周年 で は神戸 の 人 た ち に 来 て も ら っ て 、 思 い 出

を 語 り 合い た い 。

松本委員 淡路の 市 町合併 は 3 市 に分かれた。 大震災がな け れば 1 市で ま と ま っ た か。

柏木町長 大震災 は関係 な か っ た と 思 う O 理想、 は 1 市 だが、 津名郡 と 三原郡で は気質の違い

があ っ て な か な か ま と ま り に く い。 時 間 を か けて醸成 し て い か な け ればな ら な い部分があ る O

大奇氏 甫 海大地震 に対す る 備 え は 。

柏木間長 過去 に津波の被害の記録がな い こ と も あ る が、 格別 の こ と は や っ て い な い 。 安

心 は し て い な い が、 津名 町 の 海岸線 に は 埋立 の 防波堤があ り 、 以前 に 比べ津波 に対 し て は 、

か な り 安全 に な っ て い る O た だ 「震災 は必ずや っ て く る J と の教訓 は 忘 れて は な ら な い と

dE っ て い る 。
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松本委員 大震災か ら の教訓 を ひ と 言で。

柏木間長 全額公費解体が実現 し た よ う に 、 い ざ と な る と 不可能 と 思 え る こ と で も 必死 の

思 い で や れ ばで き る 、 と い う こ と だ。 あ れが も し 遅れ、 タ イ ミ ン グ を 失 す る と 、 復旧 ・ 復

興 は 2 倍か ら 3 倍の仕事量 に な っ て い た だ ろ う O 大 き な ヤ マ場 だ、 っ た と 思 っ て い る 。

中J 1 1啓一洲本市長への イ ン タ ビ ュ ー

( 1 ) 実施 日 平成1 5年 1 1 月 5 S (水)

(2 )  イ ン タ ピ ュ ア ー

麓災復興誌編集委員会

編集委員 松本 誠氏

震災復興誌

執筆者 大菅 成章氏

〈中川氏の略歴〉

昭和18年11 月 10 日 生 ま れ。 兵庫県立洲本高等学校卒業。 昭和53年 l 月 、 淡路青

年 会議所理事長。 平成 4 年 9 月 、 洲本市長 に 当 選。 平成12年 3 選、 現在 に 至 る 。

平成15年 6 月 、 全国市長会副会長。

大級湾 を バ リ ア フ リ ー に

松本委員 大震災発生当 日 、 市長 と し て ど う 動い た か。

中川市長 洲本 は 地盤 の 悪 い と こ ろ が多 く 、 古 い 建物があ る の で相 当 壊れ て い る の で は な

中川市長

い か と 思 っ て見 て 回 っ た が、 予想外 に 被 害 は 少 な か っ た 。

た だ外か ら 見 た だ け で は分か ら な か っ た が、 半壊状態 の

旅館 も あ っ た 。 港 も 無事だ、 っ た 。 r打役所 に 帰 っ て テ レ ピ

で神戸の ひ とマい被害 を 知 っ た 。 自 主参集 し て き た 職員 に

被害調査 を 命 じ 、 午前 8 時 に対策本部 を 設置 し た 。

発生か ら 3 日 目 に 淡路島全島 を 車で 回 っ た 。 波打 っ て

い た り 、 瓦が散乱 し て い た り し て、 タ イ ヤ が 4 本 と も パ

ン ク し た の で は な い か と 思 わ れ る ほ ど ひ どい道路だ っ た。

北淡町の 野 島 断層 に行 く と 異様 な 匂 い が し て い た 。 い ま
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も 覚 え て い る が、 焦 げた よ う な 匂 い で 、 地殻が こ す れ た匂 い だ と 思 っ た。 夕 方 、 明石海峡

大橋の建設現場 の 高 台 か ら 神戸の ほ う を 見 る と 、 空が赤 く 染 ま り 、 た く さ ん の ヘ リ コ プ タ ー

が舞 っ て い た 。 空襲 と い う の は こ ん な情景だ、 っ た の だ な 、 と 思 っ た 。

島 内 を 見 て 回 っ て状況 を つ かみ 、 津名 町、 北淡町、 一宮町に応援職員 の 派遣 と 救援物資

の搬送 を 行 っ た 。 神戸市 に は お に ぎ り 、 ゆ で卵 な ど を 一週 間 で30 ， 000個以上運 ん だ。 運 ん

で く れ た の は 海上保安庁 の巡視艇で、 メ 1) ケ ン波止場 に接岸 し た 。

松本委員 救援 さ れる 側 で あ り 、 ま た救援す る 側 で も あ っ た 。 問題が よ く 見 え た と 思 う が。

中川市長 そ う 、 救援 さ れ る 側 で あ っ た こ と で思 っ た の は 、 救援物資がた く さ ん入 っ て き

た が、 送 っ て く れ る 善意 と 欲 し い も の と の ミ ス マ ッ チ が大 き か っ た こ と だ。

主[着や 瀬戸物がた く さ ん届 け ら れ た が、 欲 し い 人 は あ ま り い な か っ た 。 下水処理場 の 空

き 部屋 な ど何 カ 所か に 分散 し て置 い た が、 整理が難 し か っ た 。 欲 し い も の を パ ソ コ ン で一

覧表に し て 発信す れ ば よ か っ た の だ ろ う が、 そ ん な 余裕 は な か っ た 。 そ れ を 可能 にす る ノ

ウ ハ ウ が必要だ と 感 じ た 。 集 ま っ て き た地元 ボ ラ ン テ イ ア は 、 何 を し た ら い い の かが よ く

分か ら な か っ た 。 や る 気の あ る 人た ち の交通整理 を す る の が役所の役割 な の だ ろ う が、 職

員 は ほ かの こ と で手 を 取 ら れて い た 。 か な り 後 に な っ て ノ ウ ハ ウ がで き て き た 。 主体的 に

対応す る た め に は情報の管理が必要 だ と い う こ と を つ く づ く 感 じ た 。

一方で、 神戸への救援物資 を 海上保安庁の巡視艇 に 頼 ら ざ る を 得 な か っ た よ う に 、 j港巷の

問題がi浮芋カか￥ び

で、 そ れ ま で は 東浦 町 の 大磯港か ら 須磨港への フ ェ リ ー で輸送 し て い た が、 須麿j巷が壊 れ

て運航で き な く な り 、 京阪神へ供給で き な く な っ て大 き な打撃 を 受 け た 。 生鮮物 だか ら 、

輸送 ル ー ト の 崩 壊 は 地域経済 に は非常 に 困 っ た 問題 だ っ た 。

徳 島県 の 鳴 門 港 同 り で輸送す る と こ ろ も あ っ た が、 私 は 洲本か ら 大阪府の ど こ かの 港 に

フ ェ リ ー を 接岸で き な い か と 開 い て み た 。 と こ ろ が、 フ ェ リ ー に は 一定の規格 な どがあ っ

て どの 港 に も 譲岸 で き る の で は な い こ と が分 か つ た 。 大阪湾の海上交通 に はバ リ ア があ る 。

規格や 許可基準 を 大阪湾全体で一元化 し て 、 災害救援の場合、 す ばや く フ ェ リ ー を 活用 す

る こ と の重 要 さ を 知 っ た 。

復興予算で IT f� を 推進

松本委員 洲本市 は IT 化の先進地 で あ る が、 大震災で は ど う 働 い た の か。

中川市長 ま ち づ く り の重点 を 道路 ・ 交通 ・ 情報の整備 に 置 い て き た。 私 は市長就任以来、

IT 化 に 取 り 組 ん で い る が、 情報 ネ ッ ト 整備 の IT 化が実際 に 進 ん だ の は震災後の こ と で 、
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復興の た め に 固 か ら 特別 な 予算が与 え ら れた こ と が大 き い 。 大震災が き っ か け で予算が付

き 、 一気 に 進 ん だ。

た だ、 マ ス メ デ ィ ア の情報の こ と で言 う と 不満がた く さ んあ る 。 テ レ ピ で 淡路 島 の 一部

地域の 映像が繰 り 返 し流 さ れ、 淡路全体が壊滅的状態 に な っ た と い う 印 象 を 与 え 、 淡路の

観光産業 に 響 い た 。 「洲本温泉 の 旅館 や ホ テ ル は元気に営業 し て い る 」 と い う 情報 も 流 し

て く れた ら 、 洲本の経済は助 か っ て い た 。

松本委員 明石海峡大橋の 開 通 は 洲本の経済 に ど ん な 影

響 を 及 ぼ し た の か。

中川市長 問 題 は 2 つ あ る O ひ と つ は洲本か ら 神戸への

定期航路が廃止 さ れた よ う に 、 交通手段が道路 に 単一化

さ れて し ま っ た こ と だ。 ヨ ー ロ ッ パで、 は4喬 を か け て も 災

害や テ ロ に 備 え て航路 は 残 し て お く 政策が取 ら れて い る

と 聞 く O 先 ほ ど述べ た よ う に 、 大震災で大阪湾の 交通基

準 を 一元化す る 重要性 を 痛感 し たが、 瀬戸内 も 含め て 共

通 の 基準 を つ く り 、 い ざ と い う と き 、 必 要 な 船 を 集 中 さ

せ て 活用 で き る よ う に し な け れ ばな ら な い と 思 う 。

松本 誠氏

さ ら に、 船の行 き 来 は都心か ら 都心への 人 の 流 れ を 確保 し 、 促進 し て い る O 車 に よ る 交

通が郊外の イ ン タ ー チ ェ ン ジか ら 出 入 り す る の と は違 っ て 、 親近感があ る O 航路がな く な

れ ば港が寂れ、 ま ち が変わ っ て し ま う O 住民の士気 に も 影響す る O 明石海峡大橋建設 と 杭

路維持 を ど う す る かの ト ー タ ル な 議論が浅か っ た 。 こ れが残念だ。

も う ひ と つ は 、 橋が開通 し た と き は 景気が低迷期 に 入 っ て い て 、 私 は こ れが幸い し た面

があ っ た と 思 っ て い る O も し バ ブ ル の こ ろ に 開 通 し て い た ら 淡路 島 は乱 開 発 の嵐 に巻 き 込

ま れ、 虫食い状態 に な っ て し ま っ た だ ろ う と 忠 う か ら だ。 景気低迷期で あ っ た か ら こ そ 、

わ れ わ れ 向 身 の 手づ く り の ま ち づ く り がで き て い る O そ の点 で幸 い だ、 っ た 。

淡路島 は大阪経済圏 の 中 に あ っ て 、 常 に そ の影響 を 受 け て い る O 同 時 に 農業 、 酪農、 水

産業で大阪閣 の食 を 支 え て い る O 第 1 次産業の振興が大切 だ。 2010年 を 目 標年次 に 置 い た

総合基本計画 は 「洲本市パ ー ル ブ ラ イ ト プ ラ ン 20l0 � 大阪湾の輝 け る 真珠 と な る た め にJ

と い う 愛称 を つ け た よ う に 、 大阪湾岸 に あ っ て小 さ い け れ どそ の 存在 を し っ か り 主張す る

都市 に な る こ と を め ざ し て い る O

特色 を 生 か し て棲み分 け る

松本委員 橋が開通 し で も 利用 客 は 予想 を 下回 っ て い る O 島外か ら 客 を 呼 び寄せ る 施策 は 。

第 A牽 ・ 被災地復興の足 ど り ー阪神、 明石 三木、 淡路 首 長が語 る 教司11 と 妨 災対策 133 



中川市長 観光客 の 入 り は 、 1998年の 架構、 2000年の花薄が ピ ー ク だ、 っ た 。 だ が こ れ も 日

帰 り 客が大半だ っ た 。 イ ベ ン ト だ け で は観光産業 を 支 え ら れ な い 。 洲本 だ け で は な く 島全

体で考 え な け ればな ら な い 。 例 え ば島 内 に は27の 漁港があ る が、 同 じ基準で は な く 、 そ れ

ぞれの特色 を 発揮 し た売庖や食べ る と こ ろ を つ く っ て い く と 、 島外か ら も っ と 多 く の客 を

呼べ る だ ろ う O お 互 い顔 を 見知 っ て い る よ う な 島 の規模 だか ら 、 仲 よ く 棲み 分け も で き て

い る 。 そ れ を ど う 生 か し て い く か、 島全体で考 え て い き た い 。

ま た出本の観光ホ テ ル の 多 く は 、 誘客 を 旅行代理屈 に頼 っ て い る 。 そ ん な 構造 の も ろ さ

が大震災や橋の 開通 の と き に 表 わ れ た o PR や 予 約 受 け付 け な ど を IT 化 し て 、 自 分で客

を 取 る よ う に す る こ と が重要だ。 す で に や っ て い る と こ ろ も あ り 、 そ の遣 い で勝 ち組、 負

け組が表面化 し て き て い る O 遅 れて い る と こ ろ は早 く 独 自 性 を 打 ち 出 し 、 自 立す る よ う に

努力 し て ほ し い。

松本委員 洲本港の定期航路 は 関西 国 際空港への連絡船だ け に な っ た。 経営状態 は 。

中 J l I市長 沼 高 と の 開 に l 日 1 便 の航路 も あ る が、 本土 と の 間 は洲本 と 関 空 間 の洲本パ ー

ル ラ イ ン だ け に な っ た 。 島 の 1 市10町な どが出 資 し て い る 第 3 セ ク タ ー の株式会社淡路開

発事業団が、 32 ノ ッ ト の 高速船 1 隻で 1 日 8 往復 の 運航 を 2001 年 4 月 か ら 開始 し て い る O

利 用 客 は 1 日 平均200人 台 だ 。 こ の航路 を 維持す る た め の基金 を 設置 し て 、 10億円 で運航

を 支 え て い る 。 昨年度 は 1 億1 ， 000万 円 を つ ぎ 込 ん だ 。 洲本パー ル ラ イ ン は 、 島 と 本土 と

の 交通 を 明 石海峡大橋だ け に頼 ら な い海上ル ー ト と し て確保 し て い る こ と に 大 き な意味が

あ る と d思 っ て い る 。

基金で10年 間 は 運航 を 支 え る こ と に し て い る が、 事業団 は ほ か に も パス セ ン タ ー の駐車

場 ・ ピ ル管理、 精報交流セ ン タ ー 、 ア ル チ ザ ン ス ク ヱ ア 管理な ど も や っ て経営の 安定 を 関 っ

て い る O

松本委員 洲本市の復興 は い つ終わ っ た と 考 え ら れ る か。

中 J I I市長 2000年度 ま で に安心 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ を 市内21 カ 所 に建設 し た。 地域防災計

画 も こ の年度 に修正 し た。 こ の時点 でハ ー ド面の復興 は 終わ っ た と 考 え て い る O

3 市 は ゴー んで は 左 く ス タ ー ト

松本委員 コ ミ ュ ニ テ ィ の 力 や 緊密度は ど う か 。
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中 川市長 市 内 に は 11 5 の 町 内 会があ り 14の連合町内会があ る O こ れが地域 コ ミ ュ ニ テ イ

と 言 え る だ ろ う O そ れ ぞ、れ吉 く か ら の も の で し っ か り し て い る O ま ち づ く り 懇談会 な どで、

行政 と 市民 は常 に 十分 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が図 ら れて い る O 道路建設 ・ 改修な どで も 、

用 地買 収 に は 地元が よ く 協力 し て く れ て い る O

大奇氏 南海地震への備 え は。

中川市長 4 メ ー ト ル ほ どの高波が予想 さ れて い る が、

地形的 に大津波が襲 う 恐れ は な い と 言わ れ て い る O そ れ

ぞれの 地 区 で は 、 ど こ が危 険 だ な ど と 昔か ら の言い伝え

が よ く 知 ら れて い る が、 各地区 の 会令で は避難場所の聞

知 を徹底 さ せ 「一人 ひ と り 自 分の安全 を 自 己判 断 し て動

こ う 」 と 呼びか け て い る O 市 も 炊 き 出 し用 の鍋 を 確保す

る な ど、 非常時 に備 え て い る O た だ、 避難訓練 を 行 な っ

て も 参加率が悪 い の が悩 み だ。 県が平成16年度 に シ ピ ア 大谷 日文章氏

な シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 予 定 し て い る の で 、 そ れ に 向 け て椴密 な 計画 を 立て て い る と こ ろ で

あ る O 徳 島 市 、 神戸市 と は平成 9 年度 に 防災相互協定 を 結 ん だ。

松本委員 大震災 は 市町合併論議 に どの よ う な 影響があ っ た か。

中 川市長 大震災 と そ こ か ら の復興 を 検証す れ ば、 1 市実現 に プ ラ ス に働 く と 思 っ て い た 。

がれ き 処理 な ど は小 さ な 自 治体で は で き な い か ら だ。 町が抱 え る 震災復興関連負債の 大小

な どは 、 合併 を 検討す る 上で 、 そ れ ほ ど大 き な 問題で は な か っ た よ う に思 う O 銀行の 合併

は発行株数 に 時価 を か け れ ば評価で き る よ う に 数字 の 土俵があ る が、 市町合併の論議 の 土

俵 は感情論だ。 そ れが淡路島 1 市 に な ら な か っ た こ と の背景 に あ る O 島 が 1 市 で は な く 3

市 に な る の は仕方が な い が、 こ れが発足す る 2005年 は ゴー ル で は な く ス タ ー ト だ と 思 う O

松本委員 大震災で学ん だ こ と を ひ と 言でい う と 何か。

中川市長 大 き な 災害 に よ っ て 臼 ご ろ 気づかな い弱点が露呈 し た 。 日 本の シ ス テ ム 、 淡路

の地理的、 産業構造的 な 弱点 な ど に つ い て凝縮 し た勉強 を さ せ て も ら っ た 。 杭路 を 断 ち 切

ら れて 、 ど う 本土 と 連絡す れ ばい い の か、 大阪湾の 地 l惑 を に ら み な が ら 大阪湾の交通 イ ン

フ ラ が ど う な っ て い る か を 考 え た 。 フ ェ リ ー が他の 海 に 入 れ な か っ た こ と か ら は 許認可権

の あ り ょ う を 何 と か し な け れ ばな ら な い と 思 っ た 。 平穏 な と き に は考 え も し な か っ た だ ろ

う O あ の歴 史 的教訓 を 大切 に し て い き た い。
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施 設 の 被 害

交通ネ ッ ト ワ ー ク の被害 ラ イ フ ラ イ ン の被害

阪神高速道路 3 号 神戸線、 5 号湾岸 | 水道断水
線等の倒壊、桁落下。道路の陥没、 亀 l 停電
裂、 崩壊等。 倒壊家屋等 に よ る 道路 | ガス
封鎖。 鉄道の寸断。 1 電話の故障

介主道路の 陥没等144件。 新幹線の ; 水道断水
一部橋桁落 ド。 J日 新幹線 ・ 在来線、l 停霞
阪急神戸 ・ 伊丹線、 阪神本線 ・ 西大 | ガス 漏れ
仮線が不通。

96 ， 000戸 i 市 内 3 経 済 団 体 会 員 企 業
140 ， 000戸 1 6 ， 986事業所 を 対象 に被害認可

3 ， 650戸 | 査 を 実施 し た と こ ろ ( 回 収
率

: な
j か

国道171号、 名 神 ・ 阪神高速道路、 ! 水道断水 154 ， 100戸 汁酉
商 宮 北 有 料 道 路 が 通 行 止。 市 道 ; 停電
156km が路面 陥 没等、 27 ヵ 所 で地 | ガス 170 ， 000戸 | 業
滑 り が発生。 JR 新幹線 ・ 在来線、 l 電話の故障 34 ， 000回線 1 11三
阪急神戸 ・ 今津 ・ 甲 陽線、 阪神本線
が不通。
阪神高速道路 1 号神戸線σ 高架橋カ汁 7J'，道断水 33 ， 400戸 l 被 災 商 庖 街 ・ 小 売 市場数[23，)
東難区深江か ら 平 田北町r;; 間約5 停電 43 ， 000戸 ! 被災広告車数737)苫舗 i 
m こ 度勺 て北側 こ倒壊コ 市内の道路 カ ス 37 ， 600戸
橋梁が各所で 損壊 寸断o JR 西 日 竜言前7故障 9 ， 200回線
本神戸線 阪急電鉄神戸線 阪神'1[ 1
鉄判制部通。 1
国道176号が路面亀裂。県道 8 ヵ 所 ・ i 水道断水
市道120 ヵ 所が路 面陥没、 亀裂。 阪 i 停電
急伊丹駅が倒壊 し、 平成 7 年 3 月 ま ! ガス
で不透。 新幹線野陪付近の高架橋が ; 電話の故障
倒壊 し、 不通 と な る 。

650 ， 000戸
1 ， 000 ， 000戸

493 ， 050戸
12l ， 950回線

4 ， 896戸 | 建 設 製 造 業 の 被 害 件 数
約 75 ， 000戸 1 1 ， 078{午、 損害額24 ， 876百万

2 ， 100戸 l 円。 商 業 ・ サ ー ビ ス 業 等 の
3 ， 200回線 l 被 害 件 数 3 ， 559 件、 損 害 額

39 ， 404百万円
50 ， 000戸 | 宝塚大劇場、 仁 川 競馬
90 ， 000戸 l も 甚大 な 被 害 が発 生 し 、
69 ， 100戸 | 業 再 開 ま で相 当 な 期 間

7 ， 100回線 | し た。 震 災 前 に 12 軒 あ
ホ テ ル、 旅館 も 大 き な 被害

国道176号、 !日国道176号、 県道坂瀬 | 水道断水
門戸荘線、 中 医 自 動車道が被災。 市 l 停電
道114 ヵ 所で通行止。 JR 宝塚線中山 j ガス
寺駅でホ ー ム 、 上屋が破損。 阪急、宝 | 電話の故障
塚線平井準庫で高架橋が扱傷 し 、 車 !
両60河が脱線。 山 陽新幹線の跨線橋 i
が線路 に落下 し 、 阪急、今津線の宝塚
駅ー宝塚南口駅間が不通 と な る 。
市道143路線、 約25 ， 000m が舗装復
旧 を要 した。 能勢電鉄、 阪急電鉄、
JR 宝塚線が不通 と な る 。

通行止 め 主要筒所14 ヵ 所。 JR 神 戸
線 ・ 山 陽電鉄 ・ 山 陽新幹線が不通 と
な る O 、ンの興
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市道福井線が陥没に よ る 通行 止。 そ | 水道断水
の他41 ヵ 所の道路が被災。 神戸電鉄 | 停電
楽生線、 三木鉄道が不通 と な る 。 1 カ、ス

9 ， 700戸 1 )苫錦、 倉庫等の全半壊21何
15 ， 768戸

12戸
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※ 死者数総計6 ， 398名 に は、 加古川市 2 入、 高砂市 1 人が含ま れて い ない。
※ 避難所数、 避難者数は ピ ー ク 時の数値であ り 、 小計及び総計は統計上の デー タ と 一致 し な い。
死者数は、 兵庫県公表
そ の他は、 各市町の報告書等
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幹線道路、
が被災。

施 設 の 被 害

市町道路64 ヵ 所が被災。
が被災。 将) 1 1 4 ヵ 所、 港湾1 8 カ
被災。
同 道43 ヵ 所が弓度災。 水道断水

道路凶 カ 所、 河 ) 1 1 . 海岸13 カ 所、 | 水道断水
橋梁 3 ヵ 所が被災。

道路79 ヵ 所、 橋梁 2 ヵ 所が被災。 水遊断水

道路16 ヵ 所、 橋梁 l ヵ 所が被災。 水道断水

凋道28 号線が通行止。 水道断水
停電

国道 ] ヵ 所が陥没。 町道14 カ 所が被 水道断水
グ((く� o 停電

道路 2 ヵ 所カf被災。 停電

887戸

3 ， 400戸

3 ， 000戸

28戸
719戸

970戸 ! 木造瓦王手 の 家 が地 震
と の 情報が流 れ、 瓦
が打撃を受ける 。

日fJ道複列 1 号線で崖崩 れが発生。 I 特に大 き な被害はない。

特 に 大 き な被害 は な い。
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(資料 2 ) 阪神 ・ 淡路大震災 に お け る 各市町の復旧時期

ラ イ フ ラ イ ン の復i司時期

話

神 戸 市 I 4
.
)] 1 7 日

(全戸通水)

尼 崎 市 I 3 月 25 口

日 I 8 月 初 日 | 平成 7 年 2 月 15

* I 6 月 15 B 平成 7 年 2 月 18 日

し ) 時

29 ， 1 78 
3 ， 168 

2 ， 218  
0 

! 平成 7 年 2 月 6 日 l l l J r :;  660 1 月 30 臼 I 1 月 31 B I 4 Jl 30 日 )いr.J 。

l )J f :J ょ ， 5343 月 26 口 月 29 日 市外 101 

市内 620 1 月 29 日 : 市外 。

市内 856 2 月 21 日 I 1 月 24 日 市外 。

| 不明 I 3 月 17 汀 | 平成 7 年 5 Pl 2 B 市内 94 二 木 市 I 1 )j 20 tl  I 1 月 1 7 臼 I 1 月 18 臼 (三木市管理分) [ 市外 。

1 月 23 R 4 月 11 日 1 月 31 日 平成 7 年 2 月 18 日9 月 30 臼

7 年 2 月 7 日

円uハUワμ円凡134

 

市 串

4 ， 901 
623 

1 12 

月 7 日 260 3 月

* 2 月 22 日 i 平成 7 年 4 月 10 日 14 
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公立学校園
応急仮設住宅解同 l を再開 し た時期 公市町設校舎
(入府者ゼ ロ と な る 時期) ※ 県立学校は平成 7 年 2 月 10 撤去 した時期

日
平成 7 年 2 月 24 E3 平成10年 3 月

平成11年12月 20 中 、 神戸商高

3 月
平成10年12月 市立域内小、

平成 7 年 2 月 初 日 | 平成 9 年 6 月
平成11年12月 27 日 県立西宮 ・

7 年 2 月 初 日 ( 平成 9 年 6 月
県立芦屋高

"1- ö n <00 tJ \ IIJ n) 
平成10年12月 25 日 (市外)

4- 2 月 4 日
平成10/�三 3 月

平成 7 年 1 月 初 日
平成10年 9 月

平成 7 年 2 月 4 日
平成10ir 6 月

平成 7 年 2 月 6 日 平成 9 :年 3 月
平成12年 1 月 14 臼 市立旅園小

日 仮設校舎設置せず
平成10年12月

仮設校舎設置せず
平成 9 年11月

平成 7 年 1 月 19 日
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フ ラ イ ン の復旧時期 I ，-->--- b. r，--=n， l�...--L. 応 王手、 仮 設 住 宅 建 築 数避難所の解 | 応 急 仮設住宅 i 1'L....'e.，.' IlA.I-l.A. I....L. '-' 
\ rt +  I (戸、 ピ ー ク 時) (潟該I ?潟待期 (遊 | 入居開始 (鍵渡 し ) 時 j� : :�.j: � ，.......\� ��I!-j I JI J 7' W  \ :>'R:: \I.X.. L/ ;  "" J  I 自 治体地域内/地域外電 話 l 難者ゼ ロ ) I 期 l I 7< l- 1. -� '-.- � I I ?Y-J 別)

3 月 比 日 | 平成 7 年 2 f UO 日 町内 123 

* 1 * 1 4 片 10 日 l 半成 7 /if'. 3 月 1 El 町内 600 

* 

牢

* 

* * 

* 

7 年 3 月 16 El 

4 月 8 日 j 平成 7 年 2 月 17

H l  1 El 平成 7 年 4 月 1 日

* 平成 7 年 3 月

* 1 * 

町内 376 

4 

※ ラ イ フ ラ イ ン の復 旧 時期 、 避難所の解消時期 は不成 7 年。
※ * 部分 に つ い て は 、 ラ イ フ ラ イ ン に 甚大な被災が無かっ た こ と 、 避難所及 び仮設住宅の 開設が無か っ た こ と を 表す。

(参考資料 )
「阪神 ・ 淡路大震災 兵庫県の I 年の記録」 兵康県 平成 8 年 6 月
「阪神 - 淡路大震災復興誌J (第 1 � 3 巻 財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会

そ の他各 市町の報告舎等
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公立学校 圏 の 全校が平常授業

平成 7 年 1 月 24 日

平成10年11月

平成 7 年 1 月 18 日
平成10年 3 月

王子成 7 年 1 月 20 日
平成 9 年 9 月

平成 7 年 1 月 17 tl 
* I (授業 中 断 な し )

平成 7 年 1 月 17 日
平成 9 "1ミ 2 月 (授業中 断 な し )

7 if l 月 18 日
平成 9 年 3 月

| 仮設校舎設置せず

| 仮設校舎設置せず

平成 8 年12月
町立主主i甫中

仮設校舎設置せず

仮設校舎設置せず

i 仮設校舎設差是せず

r士ァノ、ブ己 ニヒ

町立東浦中 全半壊
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(資料 3 ) 阪神 ・ 淡路大震災前後の人口 の維移 ( 1 )

※ H 7 .  1 0 .  1 と 1I 1 2 . 10. 1 は 凶 勢調缶 入 1 1 、 そ の他は舵百i 人 [ 1 0 T 段 の % は [[7 . 1 . H#計人口 と の比較。
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阪神 ・ 淡路大震災前後の人口 の推移 ( 2 ) 

| 蟻 || ス‘ _ ø - 暢 帽 耐 酬 蝉 回 醤 | ↓ } 一令一 一 一 一 一 一 一 ー 一 ー 一 ー ー } ー 一 一 一 ー ー 一 一 一 コ戸時骨 一… ご l l 、 酒， ， 、 ， ， ， \ - - 回 置臣、白 血 一 回 一 般 ' 酬 F
.. - 四 回 畑 刷 曇 帽 国 酬 困 匝 冒

1 40 

50 

ムー. -Ár. _ ' -Ar-.-:':" .-�-. .:..::...-.-.:...;IJ.，.-;;::.;;.; ;�. ..::..:: : � : :..:..: : 二会 一�����

岨一 四回 目ー一 一 四4線-耐F←開閉戸骨由
民皿".....
\皿� - -

X 一 一 ー 哩---� 一一
、一 - _��_ 岡山 戸『40 

30 

口 町 回 棚 田 糊 口 皿 幽 輔 同 町 口 幽 国 酬 量 回 D 個 個 附 耐 酬 。 E 田 陣 圃 園 口 E 剛 園 側 - 0・ 園 田 剛 圃 - 0 - - 鰍 幽 園 口 嗣 幽 圃 回 開 口

0. . . . . . . . .0 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2・ ・ ・ ・ …" ， 0ニュ-二公よごニム・ニ♀ ・ニS:.::.:':.::ニ金品・品U叫一.-.....0
仁ト時 四時 一0-- 甲山 田-w-ー 〕

20 

里・;ゐ加司会r・ 命.. . e e e .τ?で合� .. _ .. 行会 一品四舎叫・4・ ;工 企画 ;二 金二 士1 0  

平成市
年6月

平成同
年叩
月

平成均
年叩
月

平成吃
年刊山
月

平成什
年叩
月

平成叩
年叩
月

平成9年怜
月

平成8
年叩
月

平成7年叩
月

平成7
年1月

_ .，j島 町一 日耳 石 市 … ・@… 芦 屋一 骨 一 西 宮 市一@ー 尼 崎 市一 剖園 開 耐 神 戸 市

… 伊 丹 市 …' 0・… 淡路 (1市西日- . 6 - 一 三 木 市
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(資料 4 ) 阪神 ・ 淡路大震災前後の世帯数の推移

(東灘iメ )
(課 120
ゾハ旧人

(兵}，巨区)

1先
下4 町

1L色町
lf& … 一一

間叫浦東
緑町

※ fI7. 10. 1 と Hl 2 . 10 . 1 は 凶勢調交世部'数、 そ の他はJ官:計世知 数。 下 設 の % は H7 . l. 1推百十世帯 数 と の 比較。 (兵庫�;�Ií}j災企画課)
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(資料 5 ) 被災1 0市1 0陀の 月 別 ・ 市区町別新設住宅着工統計 (被災後)
f 

対象地域
平成

月
7 年

2 ÞI 月 4 月 5 月

東 灘 区

灘 区 28 
兵 庫 区

長 国 区 2 
須 磨 区 1 49 
垂 水 灰 i 42 
，It 区 55 
中 央 区 21 
西 区 91 

神 戸 市 計 408 
「巴 自奇 市 79 
西 宮 市 640 
芦 伝 市 149 
伊 丹 市
宝 塚 町
JI[ 商 43
明 石 市 99 1 
二 木 市 i 67 
洲 本 市 46 ト一一 淡略10町計 81 

10 市 10 町 �i 1 ， 821 

ド成 8年
対象地域

東 灘 区 789 
535 
3 1 9  

49 97 274 
82 91 301 
41 122 2叶
56 119 256 
74 265 175 
49 191 207 i 

326 125 1 96 
118 53 6 1  
2291 154 

1 ， 024 1 1 ， 656 1 1 ， 835 
443 1 632 
294 532 1 551 
30 51 126 

1 79 298 350 
270 258 447 
274 258 774 1 
220 481 559 
51 38 41 ! 
34 67 64 
88 170 199 

2 ， 907 4 ， 378 1 5 ， 578 

月 7 月

559 1 ， 452 2 ， 098 
342 883 747 
373 503 4 57 

6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 手1
成

FSl守

483 602 822 1 ， ω8 768 795 1 ， 251 884 
444 623 666 724 576 688 946 646 
270 4 15 1 399 366 320 437 304 
595 345 459 458 494 5ω j 504 i 299 
184 263 395 451 446 545 517 268 
140 148 156 262 185 i 208 201 148 
178 129 119 323 204 320 134 301 
87 324 357 423 297 680 493 487 

4661 887 510 1  406 1 2 1 1  
2 ， 847 1  3 ， 736 3 臼 4 吋 3 刀 4 ， 683 1 4 ， 863 1 3 ， 548 

670 1 1 ， 069 851 1 967 1 753 1 ， 056 ， 153 1 749 
1 ， 758 1 1 ， 352 1 ， 662 1 1 ， 60 1 1 1 ， 312 1 ， 994 1 ] ， 982 1 1 ， 220 

224 306 509 235 465 244 206 223 
303 370 577 583 238 489 250 502 
375 日41 513 428 555 457 382 416 
159 196 138 1 206 188 396 
643 470 283 769 516 405 319 
49 50 80 1 38 ! 67 40 1 77 i 32 1 
99 24 26 33 36 34 45 

III  221 168 153 216 193 163 1 46 
7 ， 238 1  8 ， 543 8 ， 576 9 ， 896 9 ， 911 7 ， 369 

8 月 l a 月 l M
i [ JM 1 1月 12月 1 月 2 Ji 

803 881 1 853 668 4231 410 536 
1 、 072 1 ， 3 1 9  375 554 321 184 379 

517 358 542 155 532 294 225 1  
271 262 205 長 田 氏 434 406 792 当 395 374 306 360 

須 磨 区 327 224 1921 479 534 241 224 179 137 46 
268 339 369 146 275 3'57 422 566 172 275 1  
200 178 242 555 196 1 1 5 302 160 304 213 105 

中 央 区 670 236 636 603 354 1 ， 103 593 409 469 236 150 
西 区 221 577 594 647 265 1  417 310 250 1 ， 1 15 488 249 

神 戸 市 計 3 ， 763 3 ， 234 5 ， 663 1 6 ， 1 1 6  4 ， 227 5 ， 376 3 ， 879 3 ， 1 13 4 ， 269 2 ， 396 2 ， 170 

( 単位 : 戸)

2 月 3 月 H 8 /  3 

943 1 ， 331 9 ， 4 12 
721 598 7 ， 134 
255 698 4 ， 254 
445 401 1 4 ， 933 
284 272 4 守 288
124 221 2 ， 282 
155 497 3 ， 062 
278 577 4 ， 256 
州 164 5 ， 126 

3 ， 663 1 4 ， 759 44 ， 747 
7221 527 10 ， 240 

2 ， 230 1 1 ， 067 1 8 ， 195 
231 397 3 ， 396 
234 627 5 ， 071 
511  643 5 ， 937 
169 279 3 ， 424 
342 647 6 ， 428 
41 7 ]  742 
22 5 ]  625 

204 193 2 ， 306 
10] ， III 

3 月 H小B計年片 I 累計 ! 
437 9 ， 909 1 9 ， 32] I 
302 7 ， 013 14 ， 147 
36811 4 ， 643 8 可 897
238 4 ‘ 461 9 ， 394 
4121 3 ， 318 7 ， 606 
583 4 ， 040 6 ， 322 
214 2 ， 784 
269 5 ， 728 
348 5 ， 48 1 1 1 0 ，ω7 

3 ， 1711 47 ， 377 92守 124
尼 崎 市 634 1 ， 019 873 725 550 824 1 852 847 703 423 1 1 .  039 9 ， 813 2

3
0
7
. 0
7
5
5
3 
2 西 宮 市 1 ， 333 I 可 662 1 ， 368 1 2 ， 046 1 ， 558 1 ， 868 

芦 屋 市 449 290 208 416 285 271 
伊 丹 市 222 1  288 752 420 483 311 
宝 塚 市 391 471 498 587 388 339 
) 1 1  íJIj r打 285 126 157 211 1 233 174 
明 石 市 580 713 240 602 546 378 
三 木 市 60 5 1  52 63 60 
洲 本 市 51  27  ! 51 37 27 54 
淡路10町�i 343 132 166 266 Jl8 102 

1 0 市 10 �iJ 計 8 ， 1 l l  8 ， 01 4 1  1 0 守 027 1 1 .478 8 ，478 9 ， 757 

2 ， 570 1 ， 813 1 ， 612 1 ， 407 
316 2871 458 24] 
166 336 242 380 
453 349 395 401 
240 105 161 161 
520 495 423 421 
56 77 6 1  52 

56 ! 57 13 
211 167 157 120 

9 ，  6 ， 295 

1 . 3 12 1  1 .  008 1 9 ， 557 
143 
228 
233 
186 
394 
41 
5 1  
9 5  

5 ， 276 

21011 3 ， 574 6 ， 970 
261 仁089

10
9
，
I
9
6
2
0 
1 479 4 ， 984 

470 2 ， 509 5 ‘ 933 
350 5 ， 662 I2

1 ?
? 0

4
9
6
0 
6 99 724 

26 497 ， 1 22 
751 1 1 ， 952 4 ， 258 

7 . 188 i∞ ， 738 201 ， 849 
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ド成 9 {r
1 1J 5 月

東 灘 区 411 280 248 208 
海t 区 405 169 899 395 
兵 庫 区 267 445 212 633 
長 打i 区 233 3 1 1  605 274 
須 磨 区 271 172 104 232 
垂 水 区 362 106 122 174 
�l 区 166 288 160 303 
中 央 IZ 20] 149 1 ， 026 534 
西 区 ] 51 472 639 409 

神 戸 市 計 2 ，467 
「 尼 紛 ítJ 536 8121 881/ 332 

jllj H r!í  1 ， 092 986 1 ， 452 1 1 ， 107 
芦 庄 市 222 111 
伊 丹 市 170 418 
宝 塚 市 379 364 
山 富 市 232 140 
明 石 市 ; 260 271 
二 木 市 42 57 
洲 本 市 ! 401 ] 29 
淡路10町計 119 1  123 

10 市 10 附 5 ，州 5 ， 803

平成10年

241 1 259 
147 71 
318 446 
123 1 336 
352 182 
46 29 
15 37 

164 107 
7 ， 754 6 ， 068 

月 6 月 : 7 月

東 瀧 区 87 244 186 1 242 
灘 民 172 41 109 1  201 
兵 庫 IZ 122 72 1361 55 
長 田 反 101 233 
須 磨 lZ i 133 89 1 1 9 1  
垂 水 IZ i 362 137 136 
�l IZ 1 1 5  56 513 
中 央 灰 163 43 153 
間 夜 261 91 108 

神 戸 市 計 1 ， 629 874 1 ， 693 
尼 締 市 413 341 375 
西 宮 市 845 462 468 
芦 屋 市 105 69 
伊 丹 市 198 74 133 
宝 塚 市 89 101 136 
) 1 1 沼 市 6561 ] ] 4  
明 石 市 224 i 294 1 122 
三 木 市 431 37 1 34 
洲 本 市 201 16 1  20 

10 r古 川 町 計 3 ， 748 1 3 ， 169 1  3 ， 224 

1 50 第 �1ß. 資料編

294 
572 
218 
97 

174 
124 

i 、 977
323 
491 
142 
203 
166 
138 
327 
32 
22 
45 

3 ， 866 

9 月 1 10月

394 438 498 
263 2ω 128 
224 96 344 
265 489 270 
153 118 122 
201 151 121 
136 ] 63 198 
128 69 221 
208 250 158 

1 . 972 1 ， 978 2 ， 060 
698 725 314 
749 58] 
94 13 85 

190 123 326 
200 343 27] 
] 78 211 276 
303 334 
37 76 31 
33 35 1 37 
73 1 52 1 93 

8 月 9 月 10月

57 143 567 
123 124 114 
159 258 41 
40 42 54 
51 95 70 

114 123 
65 135 82 
41 107 91 

2C日 137 74 
850 1 ， 092 1 ， 216 
354 663 304 
654 445 490 
137 1 82 61 
176 52 79 
105 303 107 
297 1 88 1  93 

三3 \ 0  

12月 1 月 2 月 3 月 ; H小
9
計
年震

累計

245 288 5 18 188 107 3 ，823 23 . 144 
144 257 206 260 199 3 ， 529 1 17 ， 676 

369 230 250 ]]]1 3 ， 3821 1 2 ， 279 
225 426 169 248 3 . 747 13 ， 14 1  
81 1 247 ]91 67 461 1  1 ， 804 9 守 410

359 ! 99 360 67 761 1 2 ， 198 8 ， 520 
173 ] 46 108 127 136 2 ， 104 7 . 950 
264 239 138 134 470 3 守 573 13 . 557 
659 207 叫→ 197 130 3 ， 823 14 ， 430 

2 ， 351 2 ， 084 2 ， 5201 1 ， 459 1 1 ， 523 27， 983 120 . 1 07 
623 515 186 1 363 434 6 ， 419 26， 472 
481 571 750 1 754 5981 1 0 ‘ 386 48 . 138 
53 1 I I I  65 167 106 1 ， 557 8 . 527 

178 90 153 97 152 2 ， 115 I I  ， 275 
305 143 ] 30 259 184 3 ， 342 ] 4 ， 263 
234 1 60 171 1 132 -11 2 22 8 ， 154 
4931 325 262; 167 3 ， 962 16 ， 052 
28 49 
18 1 52 
51 1 86 

52 
13 1  
29 

4 ， 338 

'f'W年

27 
25 20 

]42 65 
3 ， 592 3 ， 828 

l lFJ 12ji 1 月 2 月 3 月

275 146 945 162 1 321 
99 120 150 365 1  101 

] ] 7  343 29 17 1  68 
68 424 148 295 

108 81 50 228 
84 51 1 105 183 
78 ]]4 ω 66 

147 179 127 22 
1 14 343 185 ]49 

1 ， 090 1 ， 801 1 1 ， 799 ] .487 1 
146 316 544 464 
309 201 355 
44 98 43 1 03 1 
1 10 140 44 91 
398 100 116 203 
67 1 125 1 76 1 129 

2871 194 1 358 1 165 
1C出8 1 23 1 別制別引 45 
38 1 43 1 58 1 15 

123 1 76 1 137 1 89 
2 ， 720 1 3 ， 325 1 3 ， 418 1 3 ， 146 

] ] 9  
40  

67 
19 

122 
904 
336 
467 
61 

225 
190 
79 

310 
29 
27 
65 

2 ， 693 

502 1 ， 968 
454 1 ， 576 

1 ， 104 5 ， 362 
60 ， 045 261 ， 894 

H初年度 総i計 I
ノト百十
3 ， 375 1 26 
1 ， 719 1  19 
] ，417 1 13 
2 ， 032 
1 ， 636 l l ，  
1 ， 611 10 . 13 1  
1 ， 448 9 ， 398 
1 ， 266 14 ， 823 
] ， 908 1 6 ， 338 

i 1 6 ，412 

司1 1  4 ， 579 31 
5 ， 596 53 
1 ， 195 9 
1 ， 525 1 2 ， 80C 
2 ， 014 1 6 . 277 
1 ， 984 1 10 ， 1…一ぉ一ーイj 
3 ， 077 1 1 9 ， 129 

5271 2 . 495 
339 1 1 ， 915 

38 ， 103 1 299 、 9



一
対象地域

�t 区

中 央 区

西 区 1

神 戸 市 計
尼 崎 市
西 宮 市
芦 屋 市 |
伊 丹 市
宝 塚 市
) 1 1 西 市
明 石 市 j
三 木 市

i
市

洲蛸凶本l町O開
市

J
討
T 

東 灘 区

灘 区

兵 庫 反

長 田 区

須 磨 毘

中 央 医

平4
成1

月
1年

162 806 
105 16C 

40 
1 25 84 1 
81 54 

115 66 
95 91 

123 49 
358 157 

1 ， 253 1 ， 507 
234 242 
408 469 
1 05 94 
10 1  94 
1 20 121 
67 152 

310 207 
35 35 
20 25 1 
69 1 24 

2 ， 722 

平4
成1

月
2年
560 1 97 
91 95 

155 113 
61 145 
68 155 

109 60 
127 84 
2 10  160 
161 1 183 

! 却 は

10 市 10 00J 計

698 1 605 
88 1 79 
81 1 156 

335 1 314 
159 ! 78 

356 
29 ! 41 
1 6 1  12 

3 ， 774 1 3 ， 420 

月 7 月

245 270 
237 233 
80 65 
63 1 23 [  
74 83 

163 366 
134 131 
89 271 

247 149 
1 ，3321 1 ， 691 

257 241 
491 1 589 
86 87 1 
95 99 

460 114 
140 87 
296 347[ 
32 22 1 
24 18 
70 47 

3 ， 342 

80 167 
184 226 
37 1 164 
54 4出37 

236 116 
104 237 
114 189 
118 1 222 
964 1 1 ， 844 
236 1 552 

.1 ， 067 1 409 
190 1 203 
168 1 1 1 7  
104 1 146 
60 ! 
1911 216 

19 1 24 
59 1 77 

3 ， 088 1 3 ， 714 

10月 11月

492 5ω 461 182 
175 169 93 250 
69 59 幻 92 

160 170 49 67 
100 133 94 87 
140 79 57 1 05 i 
1 88 1  147 101 96 
148 21 156 355 
]]4 160 175 90 

1 2月 、l' 成1
1
月
2年

145 1 ， ll5 82 
49 97 

116 77 47 
69 176 67 
54 116 44 

254 99 122 
279 209 178 
46 337 233 

137 120 169 

210 
393 
119 

32 
164 

日 II年
計

皮 累計小
4 ， 670 日1 ， 1竺
2 ， 040 21 ， 435 

880 1 4 ， 576 

9町而i
1 ， 730 1 1 ， 861 

751 1 1 ， 724 1 1 ， 122 
3711 1 、 865 16 ， 688 
961 1  1 ， 972 1 1 8 ， 310 

1 ， 586 1 1 ， 438 1 ， 213 ! 1 ， 324 1 1 ， 179 1 7 ， 038 1 153 ， 557 
2 1 0  
509 
41 

128 
232 
72 

102 
43 
20 
57 

3 ，∞o 

116 
303 
54 
93 

70 
82 

134 
146 

1 ，075 
247 
488 
46 
49 

171 
126 
107 
32 
22 
42 

2 ， 405 

288 
424 

2321 2391 993 
727 1 443 329 

3 ， 845 1  34 ， 896 
399 311 564 5 、 663 59 ，397 

96 i 56 133 99 32 77 39! 945 10 ， 667 
134 1 79 152 91 40 101 165 1 ， 379 1 4 ， 179 
315 207 220 109 199 74 191 2 ，362 18 ， 639 
124 77 91 83 70 97 671 1 ] ， ]27 1 1 ， 265 
158 226 198 1 159 186 264 162 2 ， 615 21 ， 744 
50 40 36 ! 40 28 34 60 455 2 ， 950 
45 22 ! 12 36 19 21 20 282 ! 2 ， 197 
45 68 75 91 1 51 58 42 797 7 ， 014 

3 ， 117 3 ， 047 1  2 ， 923 3 ， 209 1 3 ， 805 2 ， 291 2 ， 699 36 ， 508 1 336 ， 505 

Ffl年 I 2 月 I 3 月 H12年記
小計

164 207 491 1 275 103 90 3711 2 ， 487 33 ， 676 
84 76 53 135 87 58 165 1 ， 557 22， 992 
94 45 35 16 27 70 1 18 928 1 5 ， 504 
75 68 1 86 44 50 37 198il 1 ， 007 
70 37 78 138 4 1  9 6 1 1  1 ， 322 13 ， 320 

250 
100 

97 1 
155 86 1 152 

72 ! 70 1 ，446 \ 1 3 ， 307 
180 .101 1 ， 603 1 12 ， 725 

119 163 66 161 374 27 851 1 1 ， 802 18 ， 490 
1∞ 3741 133 1 93 1 1 52 1  73 1 1 07 

1 ， 056 1 1 ， 283 1 1 ， 085 1 ] ， ]63 1  1 ， 1 8 5 1  648 1  977 
313 1  260 1 1971 155 1 551 1 422 1 283 
339 1 377 1 475 ' 305 1 2401 2341 221 

135 1 551 185 1 104 1 43 1 67 1 222 
153 1  1291 116 ! 193 1 1 57 1  104 1 138 
211 1  901 1411 87 1 101 1 158 1 1 80 
i決 2321 悦 �541 1831 161 
43 1 3 1 1  321 39 1 45 1  47 1 99 
1 7 !  321 20 \ 25 1 47 1 1 6 1  21 
35 1  173 1 41 1 99 1 41 1 43 1 61 

2 ， 487 1 2 ， 705 1  2 ， 737 1 2 ，404 1 2 ， 596 1 2 ， 208 1  2 ，405 

1 ， 862 1 20 ， 1 72 
14 ，014 1 1 67 ， 571 
4 ， 305 1  
5 ， 458 1  64 、 855 1

I 1 1 ， 228 1 1 1 ， 895 
1 ， 382 1 15 ， 561 
2 ，060 1 20 ，699 

1 1  1 ， 468 1 1 2 、 733

1I 517 1 3 ， 4  
271 1 2 ， 4  
766 1 7 ， 7  

33 ，943 1 370 ， 4  
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平成13年 日 13年度
対象地域 4 月 7 月 8 月 9 月 10月 1 1月 12月 l 月 2 月 3 月

小百十 累計

東 灘 区 318 46 56 142 1 42 112 122 88 343 78 52 621 1 1 . 561 35 ， 237 
灘 区 48 57 68 504 220 200 00 72 34 115 i 62 671 1 1 . 502 24 ，494 
兵 庫 区 50 19 118 86 135 59 I I I  120 50 138 173 17 1 ， 076 1 6 ， 580 
長 則 区 44 49 27 97 31 72 88 56 307 36 17 70 894 1 8 ， 279 
須 磨 区 47 70 374 62 43 33 42 7 1  79 47 50 85 1 ，∞3 1 4 ， 323 
垂 水 区 121 68 1 1 3  145 88 293 267 285 259 1 16 113 118 1 ， 986 15 ， 293 
iじ rx: 102 91 118 165 165 1 51 69 93 105 102 57 7611 1 ， 294 14 ， 019 
中 央 v. 70 221 38 51 165 279 306 393 128 1 48 236 2 ， 122 20， 612 
間 ほ 249 121 64 325 119 426 73 J 1 5  159 1 117 1 88 781 1  2 ， 034 22， 206 

神 戸 市 計 1 ， 049 742 976 1 1 ， 577 1 ， 108 1 ， 625 914 1 ， 206 1 ， 729 877 860 809 1 3 ， 472 181 ， 043 
尼 崎 市 678 626 231 274 303 203 1 38 266 346 501 531 360 4 ，457 43 ， 658 
弱 宮 市 187 2 1 2  1 ， 057 1 291 376 561 482 550 293 337 ぐト2; 5 ， 119 69 ， 974 

伊
芦尾丹 市

市 15 1 1 2  420 97 45 150 1 73 58 42 109 1 ， 278 13 ， 173 
68 1 9 1  100 188 97 215 186 333 468 50 375 139 2 ， 410 1 7 ， 971  

宝 塚 市 206 129 226 284 145 72 346 249 303 293 94 219 2 . 566 23， 265 
山 富 市 339 1 50 62 Jl9 141 621 114 161 163 126 149 1 1 28 1 ， 714 1 4 ， 447 
明 ムー 市 93 277 1 44 245 122 ! 423 145 79 223 203 112 2 . 163 26 ， 381 
三 木 市 48 37 37 52 32 19 22 42 25 63 35 442 3 ， 909 
洲 本 市 10 45 14 1 1 8 21 17 33 15 11  24 231 2 ， 699 
淡路!日前i 44 70 56 50 25 47 97 48 46 22 38 68 611 8 ， 391 

rlî lO 附 2 ，737 1 3 ， 2d[ 3 ， 075 1 3 ， 0971 2 ，蹴 U削 礼 旦

( 、F成14年

東 滋 民

滋 区

兵 庫 区

長 田 区

須 磨 区

垂 水 区

4L 区

中 央 区

区 1

神 戸 市 計
尼 崎 市
西 宮 市
芦 屋 市
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(資料 7 )

綴神 @ 淡路地域 に お ける産業復興の実態 に 関する ア ン ケ ー ト 調査結果
(ユ1"成14年11 月 調査) �抜粋一

1 . ア ン ケ ー ト の配栴 ・ 同級状況

実施期 間 : 平成14年10月 上旬 � 12月 上旬

調査時点 : 平成14 年 1 1 月

対象地域 : 被災 地域10市10町

配布数 : 45 ， 010事業所

有効盟答数 : 3 ， 842事業所

回収率 : 8 . 5 % 

※被災地域1 0市1 0町 :

財 団法人 阪神 ・ 淡路産業復興推進機構

神戸市、 尼崎市、 西宮市、 芦屋市、 伊丹市、 宝塚市、 J l l 西市、 明石市、 三木市、 洲本市、

津名 町、 淡路町、 北淡町、 一宮町、 五位町、 東浦町、 緑町、 西淡町、 三 原 町 、 南淡町

2 . 回答事業所の概要

今回 の調査は10回 目 で あ る ( こ れ ま で平成 7 年12月 、 平成 8 年 6 月 お よ び12月 、 平成 9

6 月 お よ び12月 、 平成10年 1 1 月 、 平成11年10月 、 平成12年1 1 月 、 平成13年 1 1 月 に実施)

が、 各調査時点 で 回答事業所 の 分布 に若干の ば ら つ き があ る も の の 、 顕著 な 違い は み ら れ

な い。 今回調査 に お け る 母集団 は こ れ ま で と 同 じ も の と し て取扱 う も の と す る 。

。二) なお 、 本報告書では業種別 ・ 業界7J1jの事業所数が10件に満た な い場合の コ メ ン ト を差 し控 え る こ と と す る 。
業務別 : な め し 革 ・ 同製品、 通信業、 娯楽業 業界別 . 真珠加工

1 ) 所在地

回答事業所 の所在地 を み る と 、 神戸市 (38 . 9 % ; 1 ， 496事業所) が最 も 多 い 。 次 に 尼 崎

市 (9 . 1 % ; 349事業所) 、 西宮市 (6 . 7% ; 257事業所) と 続 く 。 ま た 、 淡路地域 ( 1 市10町)

の 合計 は 、 25 . 0% (962事業所) で あ る o (表 1 ) 

2 ) 従業員規模 ・ 資本金規模

従業員規模 に つ い て は 、 1 � 4 人の事業所 (52 . 3% ; 2 ， 01 1 事業所) が最 も 多 く 、 次 い

で 5 � 9 人規模 ( 17 . 5% ; 674事業所) が続 く 。 従業員 が100人以上の事業所 は 5 . 3 % (204 

事業所) で あ る 。 (表 2 ) 

資本金規模 を み る と 5 ， 000万 円 未満 (74 . 9% ; 2 ， 878事業所) が最 も 多 い 0

3 ) 業種 ・ 業界

回答事業所の業種 に つ い て は 、 製造業が27 . 3 % ( 1 ， 049事業所) 、 非製造業が71 . 7 % (2 ， 753 
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事業所) で あ る O 回 答事業所数が多 い の は 、 卸売業 ・ 小売業 ・ 飲食屈 ( 3 1 . 0% ; 1 ， 191事

業所) 並 び に サ ー ピ ス 業 (21 . 3 % ; 819事業所) で あ る 。 サ ー ピ ス 業 の 内訳 は 、 生活関連サ ー

ピ ス 業が7 . 9 % (305事業所) 、 事業 関 連サ ー ピ ス 業が13 . 4 % (514事業所) で あ る 。

業界別 で は 、 商屈指 ・ 小売市場 (15 . 5% ; 596事業所) 、 機械金属 工業 (8 . 3% ; 320事業

所) が多 い 。 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ製造に属 す る の は0 . 7% (28事業所) 、 淡路瓦製造は 3 . 4 % (131  

事業所) であ る O

(表 1 ) 回答事業所の所設地

西宮市
芦屋市
伊丹市
宝塚市
川西市
礎石市
三木市

注 1 ) 構成比率 に つ い て は 四捨五入 し て い る ため、 和が100% に な ら な い場合があ る 。
注 2 ) 説明文中で言及 し た項 H に つ い てOで示 し て い る 。

(表 2 ) 回答事業所の従業者数

注 1 ) 構成比ネ に つ い て は 四捨五入 し て い る ため 、 和が100% に な ら な い場合があ る 。
淀 2 ) 説明文中で言及 し た項 目 に つ い てOで、示 し て い る 。
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3 . 復興の 状況 ・ 震災の影響

1 ) 震災前 と 現状の売上高 ・ 利益の回復状況

震災前 と 現状の事業活動 の 比較 に つ い て は 、 1 0 . 8% (414事業所) が 「 回 復 し て い る 」

と 回答 し て お り 、 そ れ に対 し て74 . 5% (2 ， 863事業所) が 「 回復 し て い な い」 と 回答 し て

い る O

そ の 要 因 と し て 、 2 ) 事業活動が回復 し て い な い理 由 で も み る よ う に 、 必 ず し も 復興が

遅れて い る わ け で は な く 、 景気等の影響が大 き い こ と があ げ ら れ る O

ま た 、 前年度調査 と 比較す る と 、 出復状況 に つ い て の認識は ほ ぼ変 わ ら な い こ と がわ か

る o (図 1 ) 

(図 1 ) 震災前 と 現状の売上高 ・ 利益の回復状況
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復
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生正
回
� 

注 1 ) 構成比ネについて は悶捨五入 し て い る ため 、 和が100% に な ら な い場合があ る 。
注 2 ) 回復状況の選択肢 と 売上高 ・ 利裁の増減の対)却ま次の通 り 。

・ |可復 し て い る ・ ・売上高 - 利主主 と も に 回復 ま た は と昇 し た。
- 回復 し て い な い ー 売上高の 向復 Jま し たが、 利益が減少、 ま た は売上高、 利主主 と も に減少
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地域別では、 「回復 し て い る 」 と み る 事業所が多い の は 、 伊丹市、 J 1 1 富市、 一宮町であ り 、 「回

復 し て い な い」 と み る 事業所が多 い の は 、 神戸市、 西宮市、 淡路町、 西淡町で あ る 。 (表 3 ) 

(表 3 ) 地域自IHこ み た 震災前 と 現状の売上高 ・ 利益の回復状況

iIコ斗 言十
神 戸 市
尼 崎 市
間 宮 市
芦 屋 市
伊 丹 市
宝 塚 市

手効f 

答者数回 て て
し ミ し 冶 し ミ
る な

し 当

3 ， 842 414 i 2 ， 863 I 509 (100 . 0% )  ( 10 . 8% )  I ( 74 . 5% ) I ( 1 3 . 2% )  
1 ， 496 156 

(100 . 0% )  ( 10 . 4% )  
349 40 (100 . 0% )  ( 1 1 . 5% )  
257 24 (100 . 0% )  ( 9 . 3% )  
90 10 (100 . 0% )  ( 1 1 . 1  % )  

135 : 23 
(100 . 0% ) 仁

180 29 i (100 . 0% )  ( 16 . 1  % )  

《葱133B8MG J 122 
( 8 . 2% )  

247 58 
( 70 . 8% )  ( 16 . 6% )  
《蛮玄2室

18 
( 7 . 0% )  

80冷号ら72け ( 7 . 8% )  
91 21 

( 67 . 4% )  ( 15 . 6% )  
124 22 ( 68 . 9% )  ( 12 . 2%)  

39 7 23 8 川 西 市 (100 . 0% )  仁立互'Hì> ( 59 . 0% )  ( 20 . 5% )  j 明 石 市 228 31 I 151 i 40 (100 . 0% )  ( 1 3 . 6% )  I ( 66 . 2% )  I ( 1 7 . 5% )  
; ー 木 市 (100 . 0% )  I ( 6 . 6% )  I ( 63 . 2% )  

:32 
( 30 . 2% )  

淡路地域合計
962 87 682 181 (100 . 0% )  ( 9 . 0% )  ( 70 . 9% )  ( 1 8 . 8% )  

洲 本 市 90 12 59 19 (100 . 0% )  ( 1 3 . 3% )  ( 65 . 6% )  ! ( 21 . 1  % )  
139 i 1 1  9 4  i 33 

( 1 . 5%56 ) 
18 

( 1 . 2% )  
4 

( 1 . 1% )  
9 

( 3 . 5% )  
( 1 . 1%1 

) 
。

5 
( 2 . 8% )  
( 2 . 6% )  

1 
6 

( 2 . 6% )  
。

12 
( 1 . 2% )  

O 

l 津 名 町 (100 . 0% )  ( 7 . 9% )  ( 67 . 6% )  ( 23 . 7% )  i ( 0 . 7% )  
淡 路 町 l (loo - ()%17 ) ( 5 . 9% )  《 苛4 冷静16 。

北 淡 町 84 (100 . 0% )  
宮 町 72 000 . 0% )  

五 色 町 35 (100 . 0% )  
東 滅 的 35 (100 . 0% )  

i 緑 町 41 (100 . 0% )  

1 1  64 ( 13 . 1% )  I ( 76 . 2% )  
12  44 

仁Eコ豆ひ ( 61 . 1  %)  
1 ( 2 . 9% )  { 以
4 27 ( 1 1. 4% )  ( 77 . 1 % )  
3 ( 70 . 7%29 ) ( 7 . 3% )  

8 
( 9 . 5% )  

1 5  
( 20 . 8%)  

6 
( 17 . 1  % )  

4 
( 1 1 . 4% )  

9 
( 22 . 0% )  

166 6 :否i認4〉1 ii 4 西 淡 町 (100 . 0% ) I ( 3 . 6% )  I I ( 8 . 4% )  
1 59 I 19 I 98 I 40 戸け 有 原

淡
町
町

(J∞ 州 ) I ( 1 1 .  9% )  I ( 61 附) I ( お 2% )
124 I 7 i 82 I 33 (100 . 0% )  I ( 5 . 6% )  I ( 66 . 1% )  I ( 26 . 6% )  

。

( 1 . 2% )  
( 1 . 4% )  l 

。

O 

。

( 3 . 0%
5 
) 
2 

( 1 . 3% )  
2 

( 1 . 6% )  
jjミ 1 ) 構成比率 に つ い て は 四捨五入 し て い る ため、 手目7うす100% に な ら な い場

合があ る 。
注 2 ) 説明文中で言及 し た項 目 についてO、 回答ヰさが80%以上の攻 自 につい

て網掛け に よ り 示 し て い る 。
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2 ) 事業活動が回復 し て い な い理由

事業活動が同復 し て い な い理 由 と し て は 、 3 . 4 % (98事業所) が 「震 災 の 影響が最 も 大

き い 」 と み て い る 。 35 . 8 % ( 1 ， 026事業所‘) が 「震 災 の 影響 も 残 っ て い る が、 景気の影響

と み て お り 、 39 . 9% ( 1 ， 141事業所) が 「震災の影響は ほ ぼ な く な っ て いが最 も 大 き い」

と み て い る 。 事業活動 に お け る 震災 の 影響 と し て 、 「震

と い う 匝 答 を 合計す る と 49 . 3 % と 約半数 を 占 め て い る O

「震災の影響が最 も 大 き い」 の 屈答率が4 . 0% か ら 3 . 4 % へ と 低

一方で、 「震災の 影響 は ほ ぼ な く な っ て い る が、 景気の影響が最 も 大 き い」

る が、 景気の 影響が最 も 大 き い」

災 の 影響が残 っ て い る 」

前年度調査 と 比較す る と

下 し て い る O

の 自答率が35 . 3 % か ら 39 . 9% へ と 上昇 し て お り 、 震災の影響 に対す る 認識が さ ら に希薄化

し て き て い る 。 (図 引

ま た 、 事業活動への影響 と し て 、 景気の影響が最 も 大 き い と す る 司答が75 . 7 % と 震災の

(49 . 3 % ) 、 構造変化の 影響 (19 . 3 % ) を 大 き く ヒ 回 っ て い る 。 ( 図 4 ) 旦主題D勾ノ�-

事業活動が回復 し て い な い理由( 1苅 2 ) 
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無
回
答

1 . 2% 1 . 3% 
そ
の
他

民
災
の
影Mfも
残っ

て
い
る
が、
構
造
変

化
の
彩
終
が
最
も
大

き
い

民
災
の
影
響
も
残っ

て
い
る
が、
景
気
の

影
響
が最
も
大
き
い

震
災
の
影
響
が
最
も

大
き
い

。%

事業活動 に お け る 鷺災 の影響

46 . 1 %  49 . 1 %  

([ヌ1 3 ) 
60% 

40% 
50% 

30% 
20% 

無
回
答

そ
の
他

民
災
の
彩
終
はほ
ぼ

な
く
なっ
て
い
る

震
災
の
影
響
が
残っ

て
い
る

10% 
。%

注) 構成比率 に つ い て は 四捨五入 し て い る ため、 和が100% に な ら な い場合があ る 。
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( 図 4 ) 事業活動への影響
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も 大 き い
て い る が、 景気の影響が最 も 大 き い
て い る が、 構造変化の影響が最 も 大 き い

も 残 っ て い る が、 景気の影響が最 も 大 き い
ほ lまな く な っ てい る が、 景気の影響が最 も 大 き い

も 残っ て い る が、 構造変化の影響が最 も 大 き い
ほ ぼな く な っ て い る が、 構造変化の影響が最 も 大 き

地域別 で は 、 「震災の影響が最 も 大 き し り と み る 事業所が多 い の は 、 神戸市、 芦屋市、

北淡町で あ る O 「震災の 影響 も 残 っ て い る が、 景気の 影響が最 も 大 き い」 と み る 事業所が

多 い の は 、 神戸市、 ゐ宮町、 西淡町 で あ り 、 「震災 の 影響 も 残 っ て い る が構造変化の 影響

が最 も 大 き しり と み る 事業所が多 い の は津名 目I 、 北淡町、 西淡町 で あ る O ま た 、 「震災の

影響 は ほ ぼな く な っ て い る が、 景気の影響が最 も 大 き しり と み る 事業所が多 い の は 、 J l I 西

市、 三木市、 洲本市であ り 、 「震災の影響 は ほ ぼ な く な っ て い る が、 構造変化の影響が最

も 大 き い」 と み る 事業所が多 い の は 、 洲本市、 淡路町、 東浦町で あ る o (表 4 ) 
震災の影響 に つ い て 回答率が高 い の は、 神戸市、 芦屋市、 北淡町、 一宮町、 景気の影響

に つ い て 回答率が高 い の は 、 宝塚市、 明石市、 三木市であ り 、 構造変化の 影響 に つ い て 回

答率が高 い の は 、 伊丹市、 淡路町、 東浦野で あ る o (表 5 ) 
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(表 4 ) 地域別 に み た 事業活動 が回復 し て い な い理由

1口〉

神

崎 市

宮 市
芦 屋 市

伊 丹 市

宝 塚 市

) 1 1 西 市

市

一 宮 町
Ii 色 町

東 浦 町

緑

原 町 I i 1 í\{\ {\ n?� 
I/T ，  �J I (100 . 0% )  

j 南[ 淡 田J I ( ， An AO�� I い す J 氏 刊J I ( 100 . 0% )  I 

5 1  
( U 制 i ( 1 . 6% )  

4 1 Z 
( 9 . 1 % )  I ( 4 . 5% )  

3 . 6 % )  
。

注 1 ) 構成比率について は 四捨五入 し て い る ため 、 和が100% に な ら な い場合があ る 。
注 2 ) 説明文中で言及 し た項図 についてO、 回答率が50%以上の項 B について網掛け に よ り 示 し て い る 。
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(表 5 ) 地域別 に み た 事業活動への影響

メ円斗

神 戸 市
尼 崎 市

! 西 宮
芦 原
伊 丹
宝 塚 市
川 西 市
明 石 市
三 木 市
淡路地域合計

洲 本 市
津 名 町
淡 路 町

区 1m I!IJ 
緑 町
西 淡
二三 涼
南 淡 町

U 、

震災の影響が最 も 大 き い
震災の影響 も 残っ て い る が、 景気の影響が最 も 大 き い

注 3 ) 説明文中 で言及 し た項 目 についてO、 回答率が70%以上の項目 について締掛けに よ り 示 し て い る 。
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3 ) 震災の影響が残 っ て い る 理由

震 災 に よ る 影響があ る と 凶答 し た企業 に つ い て 、 そ の 主 た る 理由 を み る と 、 「震災 に よ

る 借入金の負招」 が25 . 0% (353事業所) が最 も 多 く 、 「顧客 ・ 取引 先 を 失 っ た J が22 . 2%

(313事業所) 、 「地域人口 ・ 事業所数の減少」 が17 . 3% (245事業所) 、 「来訪者の 減少J が

16 . 8% (237事業所) 、 「生産 ・ 販売能力 の未 回復j が9 . 8% ( 138事業所) と 続い て い る O

ま た 、 前年度調査 と 比較す る と 、 回答率 の 高 い )11買序や選択肢別 の 回答率の 構成 な ど、 ほ

ほ河 じ であ る 。 ( 図 5 ) 

( 1羽 5 ) 震災の影響が残 っ て い る 理 由
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構

震災 に よ る 影響 があ る と 回答 し た企業 に つ い て 、 所在地別 に そ の 主 た る 理由 を み る と 、

「地域人 口 ・ 事業所数の減少」 を 理由 と す る 事業所が多 い の は 、 淡路町、 北淡町、 五色 町

であ り 、 「来訪者 の 減少」 を 理由 と す る 事業所が多 い の は 、 淡路町、 一宮町、 緑町、 「顧客 ・

取引 先 を 失 っ た J を 理由 と す る 事業所が多 い の は 、 ) 1 1 西市、 三木市、 南 淡 町 、 「震災 に よ

る 借入金の負 担」 を 理 由 と す る 事業所が多 い の は 、 芦屋市、 宝塚市、 一宮町、 「生産 ・ 販

売能力 の未 回毎」 を 理由 と す る の は 、 伊丹市、 西淡町、 南淡町 と な っ て い る 。 (表 引
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(表 6 ) 所在地別鷺災の影響が残 っ て い る 理 由

干効f 長む
訪者来 瀬幸子域

ノ4者数Ehr14 kr A 人
口 の 取先百 [ 減少事業 を
所数 失

ペコ
の た
j少成

メ仁ミ3、 1 ， 413 I 245 計 ( 100 ， 0%) I ( 1 7 . 3% )  237 313 
( 1 6 . 8% )  ( 22 . 2 9も )

神 戸 市 755 ( 19 . 51%47 ) ( 15 . 81%19 ) ( 22 . 41%69 ) (100 . 0% )  
尼 崎 市 (100 0%

92 ) 13 
( 25 . 09も23) ( 14 . 1% )  ( 14 . 1  % )  

100 I 12 宮 市 ( 100 . 0% ) I ( 1 2 . 0% )  ( 20 . 0%20 ) 3 1  
( 3 1 . 0% )  

(loo - 。%40) 8 7  
Ifi I (100 . 0%) I ( 20 . 0% )  I ( 17 . 5% )  I ( 17 . 5% )  

2 7  I 1 I 5 I 5 1ぢ ( J 00 . 09も ) I ( 3 . 7% )  I ( 18 . 5% )  I ( 18 . 5% )  
i

( loo - O%46) 4 1 1 . 0%6 ) 宝 塚 市 ( 8 . 7% )  I ( 23 . 9% )  I ( 13 
川 日目 市 り 。

く玄5沼努〉2 (100 . 0%)  ( 20 . 0% )  
! 明 石 市 52 ! 10 7 1 1  (100 . 0%)  1 ( 1 9 . 29も ) i ( 1 3 . 59ら ) ( 2 l . 2% )  

( 18 . 8 9も
3) く:3l.3克〉

。二 木 市 16 ( 6 . 3%) (100 . 0%)  
淡路地成合計

280 19 51 54 (100 . 0%)  ( 17 . 5% )  ( 18 . 2% )  ( 1 9 . 39ら )
洲 本 市 (100 . 09も

11) ( 9 . 1 % )  ( 27 . 3%
3 ) ( 27 . 3%3 ) 

津 名 町 49 II II 8 
(1∞ . 0% )  ( 22 . 40，い ( 22 . 4% )  ( 1 6 . 3% )  

震災 生
産

よ 販
7能力E 

る
f昔
入
金 。〉の 未
負t司 lfìl 

復

353 138 
( 25 . 0% )  ( 9 . 8% )  
( 29 . 32%21 ) ( 6 . 5%49 ) 
( 27 . 2%25 ) ( 7 . 6% ) 

24 ( 6 . 0%6 
) ( 24 . 0% )  

(翠
14

三
8%対 4討 巴

0%
砂1
? 0 

aT.3究15〉 ( 8 7%4
) 

。
( 20 . 0% )  

1 2  8 ( 23 . 1 % ) ( 1 5 . 4% )  
( 6 . 3% ) ( 25 . 0%4 ) 

34 
( 1 6 . 8%

47 ) ( 12 . 1  % )  
( 18 . 2%

2 ) ( 18 . 2%2 ) 
9 5 

( 1 8 . 4% )  ( 1 0 . 2% )  

そ 金正
0) 答回f也

76 51 ( 5 . 4% )  ( 3 . 6%) 
31 19 4 . 1  %) ( 2 . 5% )  
6 I 5 ( 6 . 5% )  I ( 5 . 4% )  
5 

( 2 . 0%2) i ; ( 5 . 0% )  
o I 3 ( 7 . 5% ) 
1 I ( 3 川 日i

( 2 . 2% )  I ( 2 . 2% )  
。 1 ( 20 . 0% ) 
2 I 2 ( 3 . 8% ) 】 ( 3 . 8% )  I 
2 。

( 1 2 . 5 9も )
28 17 

( 1 0 . 0% )  ( 6 . 1 % ) 
。 。
2 ( 6 1 96 3 ) ( 4 . 1 % )  

淡 路 町 7 
く3玄吉宮〉、っJ 2 1 0 1  1 1 0 1 0 1 

北 淡 町 1 1  000 . 0% )  く立0 . 6出〉
一 宮 町 27 5 (100 . 09ら ) ( 1 8 . 5% )  
五 色 町 12 (100 . 0% )  
東 浦 町 7 2 (100 . 0% )  ( 28 . 6% )  

! 緑 町 (loo - 096
lo 
) ( 20 . 0%2 

) 
西 淡 町 (1∞ . 0%

77 
) 7 

( 9 . 1% )  
! 原 釘 23 。(100 . 0% )  

2 1  2 (lω 0%)  

I ( 14 . 3% )  1 - I I ( 14 . 3% )  

:ー2一9 . 6一号砂8 4 8 0 j; I 
"_�i�"v-r I ( 14 . 8% )  仁亙:白砂 ( 3 . 7% )  
( 8 . 3% I) ( 8 3% 1) ( 8 3% 1) ( 25 0%3 ) 
( 14 . 3%l ) 2 。

( 28 . 6% )  
c4江 ( 10 0% 1 ) 。

8 1 7  D 
( 10 . 4% )  ( 22 . 1  % )  ( 6 . 5% )  

ト ( 17 i%4) ( 21 . 7% 5) ( 4 . I 
2 I 7 

( 9 . 5% )  1 <(豆 砂 | 。

。

( 1 0 . 0% )  
21 

砂
( 26 . 1%

6 ) 
3王子砂

7 

。
。

1 ( 1 0 . 0% )  
1 5  

( 19 . 5% )  
4 

( 1 7 . 4 9も )
2 ( 9 . 5% )  

( 3 . 7
一

%

川
一) l| 

1 ( 8 . 3% )  
2 

( 28 . 6% )  
1 ( 10 . 0% )  
4 ( 5 . 2%)  
3 

( 1 3 . 0% )  
( 4 . 8% )  

注 1 ) 構成比率については四捨五入 し て い る ため、 和が100% に な ら な い場合があ る 。
j主 2 ) 説明文中で渓及 した項日 についてO、 戸i答ネが409ら以 ヒの項R につ いて網掛け に よ り 示 し て い る 。
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十 事業活動 に 関す る 課題

1 ) 麓災 か ら の間接の た め に行 っ た取組み

震災か ら の 囲復 の た め に行 っ た 取組み と し て は 、 「新た な 取引 先 ・ 顧客 ・ マ ー ケ ッ ト の

開拓J (38 . 8% ; 1 ， 489事業所) が一番多 く 、 「既存の 製 品 ・ サ ー ビス の改良J (20 . 3 % ; 779 

事業所) 、 「新規事業 ・ 新製品 ・ 新商 品 の 開発J (18 . 3% ; 703事業所) が続 く o (図 6 ) 

(図 6 ) 震災 か ら の 回復の た め に 行 っ た 取組み

既存の製品 ・ サ ー ビス の改良
新規事業 ・ 新製品 ・ 新商品の 開発

異業種交流や農学交流な ど人的 ネ ッ ト ワ ー ク の構築
新たな取引先 顧客 ・ マー ケ ッ ト の開拓

集客力 の向上 ・ 地域の活性化
情報化の推進 (IT 化)

業界 ・ 制度 ・ 顧客ニー ズな どに関する情報の入手
専門性の高い人材の確保 ・ 育成

築業所 信鋳の移転、 増設、 改装
そ の 他

新た な取 り 組み は行 っ て い な い
無 回 答

注) 複数回答
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地域別 に み る と 、 全体的 に 「新た な取引先 ・ 顧客 ・ マ ー ケ ッ ト の 開拓」 が多 い も の の 、

三木市、 淡路地域 で は 「新た な 取 り 組み は行 っ て い な いJ の 回答率 も 高 い 。 (表 7 )

(表 7 ) 地域別 に み た 震災 か ら の回復の た め に 行 っ た 取組み

1 合 計

神戸市

尼締市

西宮市

; 芦屋市

i 伊丹市
宝塚市

) 1 1西市

明石市
三木市

l 淡域路合計地
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は
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無 i
夕
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i主 2 ) 説明文中で言及 し た項 目 についてO、 問答率が30%以上の項目 に つ いて締掛け に よ り 示 し て い る 。
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2 ) 今後の事業活動に関す る 重要課題

今後の 事業活動 に 関す る 重要課題 に つ い て は J販路チ ャ ン ネ ル の拡大、 新規顧客の 開拓」

の 回答率が最 も 高 く 、 「顧客 ニ ー ズ ・ マ ー ケ ッ ト 動向 の把握」 、 「既存製品 ・ サ ー ピ ス の改

良や価格見直 し に よ る 競争 力 強化J と 続 く o ( 図 7 )

( 図 7 ) 今後の事業活動 に 関 す る 重要課題

雇�{答ニ ー ズ ・ マ ー ケ ッ ト 動向の把爆
既谷製品 ・ ザ ー ピス の改良や価格見直 し に よ る競争 力強化

新製品 ・ サ ー ど ス の 開発、 新分野への進出
販路チ ャ ン ネ ル の拡大、 新規顧客の開拓

設備の己主詩、 設備投資
仕入れ ・ 製法 コ ス ト 、 流通 コ ス ト の削減努力
不採算部 門 ・ 製品 ・ サ ー ビス の見渡 し 、 改善

経営本質の改善
資金澗達力 の 強化

後継者不足への対応、
そ の 他
無 回 答;

。% 10% 20% 

21 幽 2%

14 . 7% 

1 9 ‘ 4% 

20 .8% 

1 6 闘 2%

1 1 . 0% 

iJ:) 構成比率 に つ い て は 四捨五入 し て い る ため、 和が1∞% に な ら な い場合があ る 。

30% 40% 
寸

26 岨 1 %

27. 7% 

地域別 に み る と 、 全体的 に 「販路チ ャ ン ネ ル の拡大、 新規顧客の 開拓」 、 「顧客ニ ー ズ ・

マ ー ケ ッ ト 動 向 の把握」 の 回答率が高 い 。 ま た 、 「後継者不足への対応」 に つ い て は 淡路

町 (29 . 4 % ) 、 北淡l可 (24 . 1 % ) 、 五色町 (20 . 0% ) と 淡路地域 に お い て 回答率 の高 い 地域

がみ ら れ る o (表 8 ) 
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神戸占

北淡町
宮町
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注 1 ) 複数問答
注 2 ) 罰答率が30% 以上 の 項 呂 に つ い て網掛 け に よ り 示 し て い る 。



5 . 支援ニ ー ズ

「運転資金支援J (32 . 8 % ; 1 ，  260事業所) が最 も 多 く 、 次 い で 「返済期 限の延長等の既

存借入金対策支援J ( 23 . 3% ; 897事業所) 、 「 ま ち の に ぎ わ い創 出 の 為 の イ ベ ン ト 開催」

( 1 5 . 3 %  ; 589事業所) が続 く o ( 図 8 ) 

( [司 8 ) 支援ニ ー ズ (前回調査 と の比較)

企業誘致の促進
経営相談や指導員の派遣

ま ち の に ぎわい創出の為の イ ベ ン ト 開催
観光立伝活動 - 大規模イ ベ ン ト の跨催

見本市 ・ 展示会 ・ 商談会参加のための支援
大学 ・ 研究機関等 と の連携支援

異業種交流 - 技術交流会の開催支援
新事業展開のための支援

人材育成や確保のための支援
情報化支援

設備一資金支援
運転資金支援

返済期限の延長等の既存借入金対 策支援
環境対策支援

規制緩和
そ の 他
無 回 答

0 %  

3 . 1 %  

10% 20% 
1 6 :7% 12.0% 

1 5 . 3% 

9 . 9% 

注 1 ) 前回調査 と は選択肢が若干異 な る ため 、 必ず し も 正値での比較は で き な い。
注 2 ) 今回の調査で追加 し た 選択肢 に つ い て は単独で、表示 し て い る 。
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30% 

25 . 1 %  

22 . 8% 
23 . 3% 

31 . 7% 
32 .8% 

40% 



地域別 に み る と 、 全体的 に 「運転資金支援」 が多 く 、 特 に神戸市周辺地域で 回答率が高

い 。 一方、 淡路地域で は 「企業誘致の促進」 に対す る 支援ニ ー ズの 回答割合 も 高い。 (表 9 ) 

(表 9 ) 地域別 に み た支援ニ ー ズ

干f対j�ll 
幸子
者
数

住j
川出
仙人υ

そ
の
他

規
制
緩
和

古川f幻限山川
二京市

出本日

i�.名前

淡路町

1:淡町

宮町

五色町

東議1I

緑 町

注 1 ) 複数問答
注 Z ) 説明文仁村 で言及 し た項 呂 に つ い てO、 回 答率が30%以、上 の 項 目 に つ い て網掛け に よ り 示 し て い る 。
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は じ め に

阪神 ・ 淡路大震災の発生か ら 続 く 全国的 な経済情勢 は相変 わ ら ず厳 し い 。 不況が追 い 討

ち を か け 、 被災地10市10町の貯政 を 苦 し め た 。 一方で 「 自 助J r共助J r公劫J の気運が芽

え 、 新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ も 育 っ て き た 。

兵庫県 は2002年度 予算 を 編成す る に あ た り 「生活復興協働 プ ロ グ ラ ム 2002 � と も に手 を

た ず さ え て � J と 題 し 、 復興 ま ち づ く り の ス ピ ー ド ア ッ プ を 図 り 、 高齢者 の 支援 を 中心 に

子育 て 、 雇 用 な ど 「暮 ら し の安全J に留意 し 、 地域で支 え る ! 優 し さ 」 を 強調 し た。

そ の 予算案の コ ン セ プ ト を 「創造的復興」 と し 、 ①生 き がい あ る 暮 ら し 、 ② に ぎ わ い あ

る 安全 ・ 安心 な ま ち づ く り 、 ③多椋 な儲 き 方 と 仕事づ く り 、 ④震 災の経験 と 教訓 の継本 と

発信 一 の 4 つ の 課題 に収 り 組む こ と に な り 、 井戸敏三兵庫県知事 は 「参画 と 協働 の 県 政 を

基本姿勢 に 、 県民 と の直接対話 を 進め る な ど独 自 性発揮 に 努め る J と 述べ た 。

な お 「仮神 ・ 淡路震災復興計画最終 3 か年推進 プ ロ グ ラ ム J を 同年10月 に 発表。 同計画

が終 了 す る 2001年度 ま で に 重点的 に取 り 組むべ き 課題 と し て23項 目 288事業 の 推 進 を 挙げ、

「少子 ・ 超高齢社会 に お け る 本格的 な 生活復興J r参画 と 協働の創造的市民社会づ く り 」

な ど 5 体系 に 強制 し た 。 「震災復興計画j の 終 わ る 2004年以降、 引 き 続 い て 被 災地 に 残 さ

れ た 課題の解決や教訓i の継承に取 り 組む 「 ポ ス ト 復興計画J 推進の検討 を 始 め た 。

長 く 続い て い た生活再建支援法 に よ る 自 立支援金支給 を め ぐ る 大販高裁控訴審で、 {京告

の被災女性が勝訴 し 、 阪神 ・ 淡路大震災復興基金側が上告 を 断念 し た 。 「 コ ミ ュ ニ テ イ ・

ビ ジ ネ ス J や 「 ま ち の再発見運動」 が注 目 を 集 め 、 第六節 で は 、 独 自 の生 活 再建 を 模索す

る 「激甚地 ・ 神戸市長 田 区J の動 き を 特集 し た 。

174 tf'}-- -]i'J:tt 生j舌



r��出 生活復興関連予算

'HAT 神戸」 に あ る 「 人 と 防災未来セ ン タ ー 」 がオ ー プ ン し 、 「県立美術館」 と と も に

一般客や修学旅行生 ら で連 日 に ぎ わ い を みせ た 。 最後 と も い え る プ ロ ジ ェ ク ト の完成で、

県民の生活再建 は 総仕上 げの段階 に 入 っ た 。 し か し E額 を 要 し た長期 間 に わ た る ツ ケ は大

き い。 2002年度 の被災地10市10町の 当 初予算案 は 、 不況が加 わ っ て軒並み財源不足 を 余儀

な く さ れた 。

1 . 震災関連 は大幅減

2002年 2 月 2 1 日 に発表 さ れ た 県 の 2002年度 当 初予算案の 一般会計分 は 、 景気後退の 影

響 な どか ら 税収見込みが2001年度 に比べ て 0 . 1 % 減 っ た 。 震災関連経費 は 20 . 8 % 減 の 1 ， 371

{意 円 。 県債の発行や基金の取 り 崩 し な ど厳 し い予算編成 と な っ た 。

予算総額 は 3 兆3 ， 0741:意 円 。 一般会計 の 歳 入で は 法人関係税の 落 ち 込み が大 き く 、 県税

は前年比8 . 9 % 減の5 ， 505億 円 を 計上。 財源不足 を 補 う た め 、 県債は7 . 9% 増 の2 ， 258億 円 を

発行す る ほ か、 基金の取 り 崩 し も 898信、円 と 過去 2 番 目 の規模 に な っ た 。

震災関連 で は 、 空 き 地の活用 や 商)占街の活性化 を 促す催 し に補助金 を 出 す ほ か、 土地区

画整理や市街地再開発事業の対象地 区 に 引 っ 越す際の家賃補助 な どの気配 り 予算 を 組ん だ。

高齢化が進 む復興公営住宅 (以下復興住宅) を 巡回 す る 見守 り 役 (約50人) の倍増 も 躍 り

込 ん だ。 県 が2001 年10月 に 緊急対策 と し て新設 し た 「高齢世帯生活援助 員 J (SCS) で は

独 り 暮 ら し を す る 高齢者 を 見守 る た め 、 週 1 回 の訪問 と 簡 単 な 家事援助 を 実施。 現在 は 53

人 だ が、 新年度 か ら 102人 に 増 や す 。 関 じ こ も り がち な 高齢者の た め 、 週 1 回 の 電話連絡

も 始め る こ と に し た。

被災地で進む土地区画整理事業や市街地再開発で は 、 利権な どが絡 ん で、遅れが 目 立 つ 。

対象地 区で は 人 口 回復が進 ま ず、 こ の た め 区画整理事業地 区 の空 き 地 に住 宅 を 建て る 場合

に 、 1 ， 140万 円 を 対象 の 上 限 と し て 5 年 間 、 利 子補給す る こ と に し た 。 対 象 は被災者 に 限

ら ず再開発の事業地区 で も 、 再開発 ピ ル の 空 き 部屋 を 使 っ て 商売 を 始め る 場合、 利子補給

や 家賃補劫 を す る 制度 を 設 け た 。

な お 阪神 ・ 淡路大震災復興基金 (理事長 井戸県知事) は 、 新年度の施策 と し て31事業

(総予算額71億1 ， 400万 円 ) を 加 え る こ と を 決め た 。 住宅再建 に 向 け た 利 子補給、 被災地

の 空 き 地活用 な ど住宅対策が1 1 事業 (予算額21億5 ， 700万 円 ) マ被災者への 就業支援、 被

災蕗!苫 街 に に ぎ わ いづ く り を 日 指す対策が10事業 ( 同39億 円4 ， 000万 円 ) マ ボ ラ ン テ イ ア

活動への補助、 高齢世帯生活援助員 の 設置 な ど生活対策が 8 事業 ( 同 9 億4 ， 900万 円 ) マ

被災地 で の 芸術文化活動への補助 な ど教育対策が 2 事業 ( 同6 ， 800万円 ) と し た 。

政府が被災 自 治体 と 復興 を 進 め る 震災復興関係省庁連絡会議で、 井戸県知事 と 矢 田 立郎
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(表 1 )

も日

3 歳米満児受入対策事業
延長保育促進事業
乳児担当保育土の配置助成
乳幼児k療助成
地域保育セ ン タ ー運営事業
親子が集え る 「 た ま り 場」 づ く り
特別養護老人ホ ー ム 定員 数
在宅介護支援セ ン タ ー
'L、身障害者小規模作業所運営費補助
知的際害者 グル ー プホ ー ム 等運営受補助
検査体制の充実な ど狂牛病対策
食生活調ヨモ指導員 の設置
不法投二葉区一視サボー タ ー の設置
地域の安全支援員 の配置
交番相談11 の配置
防災情報推進員 の設置
屋上緑化のJを進

198カ 所 → 206 カ 所
253 カ 所 → 31 1 カ 所
146 カ 所 → 170カ 所

27万9000人 → 29)j6000人
71 カ 所 → 102 カ 所

476 カ 所
14919人 → 1 5499人
215カ 所 → 234 カ 所
186 カ 所 -+ 199 カ 所
97カ 所 → 1 15 カ 所

1 1:意4700万円
22人
76人
70人

245人 → 255人
約2500人

低公害車、 デイ ー ゼル車への DPF 除去装置の導入促進
1900万円

1 億8000万円
守 高校 l 年生に奨学金を 貸付

小 中 学校に生活指導補助員 の配置
公立学校の教職員定数

情報技術 (IT) 短期訓練実施の拡大
緊急雇用創出 (1来事業)
ワ ー ク シ ェ ア リ ン グ導入促進
総合空 き 庖舗対策事業
rIî民農匿の整備
ひ ょ う ご安全ブラ ン ド農産物
シ カ 被害の補償制度
快適な里山林の整俄

(小学校)
(中学校)
(高 校)

2 億円
198人

1 万7955人 → 1 万7980人
1 万 601人 → 1 万 539人

9544人 → 9342)、
400人 → 600人

29億943 1 万円
898万円

] 億 28万円
87江 (2000i!三) → 170バ (2006年)

3 品 呂 11 ト ン → 14品E!361 ト ン
3225万円

6000ば → 10年後に l 万2000;:-Z

神戸市長 は 、 と く に被災高齢者の生活復興 と 、 に ぎ わ い を 取 り 戻す た め の被災市荷地整備

事業 を 課題 と し て 訴 え た 。 井戸知事 は 「復興住宅の約半数が高齢者。 閉 じ こ も り を 防 ぐ た

め 、 来年度 は ラ ジ オ や電話で詰 り 掛 け る 事業 を 始 め る 」 と し 、 矢 田市長は神戸医療産業都

市構想、 に 触 れ 「新産業 と し て 、 日 本全体の 医療福祉に対応、で き る よ う 進め た い」 と 述べ た 。

2 . 神戸市 「財政再生J 訴 え
神戸市 は 一般会計で投資 的経費 を 01年度 よ り 107億 円 少 な い855億円 に抑 え た 。 震災関連

で は 、 ハ ー ド整備が終息 し つ つ あ る 状況 を 反映 し 、 前年比 2 割以上の減 と な っ た 。 (738億

円→516倍、 円 )

矢 田 市 長 は 「按 ら れた財源 を 市民生活 に 身近 な福祉、 環境、 教育 、 経済に重点配分 し た J

と 説明。 地域の多様 な 活動が大 き な 力 に な る ー と い う 考 え か ら 、 各 区 で の 「 ま ち 育 て サ ボ ー
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(表 2 ) 主な鍵災関連の新規事業
人 と 紡災未米セ ン タ ー の開設

。被災者就業支媛
。被災地 “花 ・ 緑い っ ぱい" 推進

5 1:窓2007Jr-IJ
4 億4200万円

l 億2900万円
。被災地商庖街等に ぎわい創出 イ ベ ン ト 6000万 円
。復興市街地再開発商業施設等入かげ足進 5600万円
。被災市街地復興土地区画弊理事業地区内土地利用促進 1700万 円
。ラ ジオ に よ る被災高齢者宅 への語 り かけ 3300万円
。高齢世常生活援助員 に よ る 電話訪問 1500万 円

災害広域支援体制の推進 700万円
心計 予算額は概算。 。印は阪神 ・ 淡路大震災復興基金事業

(去 3 ) [ …-- 神戸市予算案の特徴一 一 l 
描祉、環境、教育、経済への議点艶分iこ努める

麓災欝連予算

高齢者への地域見守 り サ ボー タ ー の拡充

-圃11臨措置路E司1(1)'.踊措置:11崎潤.
資源集団[司収の助成制度の拡充

-..&ID世間関国圃E

02年度の雇用創出の ほ 襟

-E醐11'.... 亘副議議言語置

別途、 緊急地域雇用対策 臨盟

「 ま ち 育てサボー タ ー」 を各区で公募
人材派遣や活動助成 な どで
地域の取 り 組み を 支援

.鵬措置羽醐闘醤圏

神戸窓港関連予算
-E闘盟諸11闘盟園

税 扱
-1'.'1."\:1I重量醐E間留置

財政再生緊急霊欝を発表
職員の時間外勤務手当の削減
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タ ー 」 の公募 な ど、 地域の取 り 総み を 支援す る 施策 を 随所 に 盛 り 込 ん だ 。

財源対策 で は 、 将来 の借金返済 に備 え る 公債基金か ら の借 り 入 れが1001:意 円 、 土地売却

が85億円 、 新都市整備事業会計か ら の支援が18億 円。 基金 は す で に全額 を 取 り 崩 し て お り 、

公債か ら の借 り 入れ と い う 「禁 じ 千」 で し の い だ。 「 財 政再生緊急宣言」 を 発表 し 、 全職

員 の給与 カ ッ ト を 合め た新 た な 歳 出 削 減策 に踏み込んだ。

他市で は 、 西宮 市の震災関連 は事業が進 ち ょ く し 、 西宮北 口駅北東地区 の土 地区画整理

事業 な ど前年 比 13 . 9 % 減 の 77億6 ， 000万 円 を 計上す る に と ど ま っ た 。 震 災 関 連 は 歳 出 の

5 . 1 % に 縮小。 一方、 同事業の起債償還 に伴 う 公告費 �i ， --般会計の18 . 6 % を 占 め る 282億

円。 昨年 と 並ぶ 高水準で、 4 年連続で投資的経費 を ヒ回 っ た 。

芦屋 市 の 一般会計 は 、 416億円 (前年比19 . 2 % 減) と な っ た 。 震 災復 旧 関 連の 土 地 区 画

整理 な ど大型投資が完了 し た た め。 …一方で震災絞興で 出 し た市債の元手Ij償還が本格化 し 、

公債費 は過去最高 の97億 円 (3 . 9 % 増 ) に膨 ら ん だc 歳入の半分近 く を 占 め る 市税 は 1 . 1%

減 り 208億 円 。 復興関連の事業量減少 に伴 っ て 国庫 支 出 会、 子宮債発行 も 減 る た め 、 基金取

り 崩 し35f怠円 な どで財源 を 補 っ た 。

な お神戸市 は2003年 3 月 、 震災 の復興施策 を 盛 り 込 ん だ 「 市復興計画推進 プ ロ グ ラ ム J ( 目

標年次2005年度) の 達成状況 を チ ェ ッ ク す る た め 「 し み ん し あ わせ指標」 と 題 し た 数値

目 擦 を 定め た 。 復興の進み具合 を 正確 に 把握 し よ う と い う も の で、 保育所 の 受 け 入 れ人数

を 2 万 人 (現状 1 万5 ， 300人) マ高齢者の社 会活動参加率60% ( 悶38% ) マ ごみ リ サ イ ク

ル率25% ( 同 10 % ) マ年 間観光客数3 ， 000万人 ( 同 2 ， 519万人) な ど を 掲 げ た 。 市復興 ・ 活

性化推進懇話会の提青 を 踏 ま え て発表 し た 。

「子育て応援す く す く 住宅制度J

神戸市 は 、 市外か ら 若 い 世帝 を 呼 び込 む た め 、 従来の 対 象 地域 だ っ た 東灘、 灘、 中 央 、
民間住宅 に 転居す る 若年 社帝 を対象 に し た敷金 長 田 、 須磨ほの南部の補助額 を 15 万 円 か ら 20万
補助制)交 を 2002年度 に ! 日 市街地か ら 全市域 に 拡 円 に拡光。 新 た に北、 西 、 垂水、 須磨 区北部で

大 し た う え 裕助額 も ア ッ プす る 。 高齢化社会 を も 15万円 を 補助 す る 。

迎 え 、 若 年 人 1 I の 比率 を 伸 ば し て 地域の活性化 対象は夫婦 の 合計年齢が70歳以 下 の 世帯。 ま

に つ な げる 狐い 。 た は 、 親 の 年 齢 に 関係 な く 就学 前 の 子 ど も がい

締助制度 は 、 震災後の 人 口 回復が遅れ る 兵庫 、 る 世帯 で 、 い ず れ も 月 額所得が32万Z ， OOO[II 1 ド。
長 1+1 区 な どの !日市街地 を対象 に 1999年 か ら 実施。 運 用 さ れ る 住宅 は 家賃 5 万円 以 と で 、 住 宅 占 有
こ れ ま で に800 !止帯、 約 1 . 900人が利用 し た 。 新 国積が30平方心以上105平 方江以 下 の も び)c 司ヨ i

制 度 は 「子育 て 応援す く す く 住宅街Ij度」 と し 、 し 込 み 期 限 は2ω4 年 3 月 末 ま で

(表 1 ) 神戸新時 2002年 2 fj 2 1 日
(表 2 ) 朝 日 新潟 2002年 2 月 2 1 B 
(表 :) ) 神戸新開 2002年 1 月 初 日
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| 第二節 生活復興 f2002J

県 は被 災 者 の 生活再建 を 「創造的復興J と し 、 さ ま ざ ま な 施策 を 実施 し た o き がい

あ る 暮 ら し 」 を コ ン セ プ ト に 、 と く に高齢化社会 に対 し て 見守 り 制度 を 強化 し 、 安全 ・ 安

心で、 震災の経験 を 生か し た 「 ま ち づ く り 」 を 臼 指す姿勢が注 目 さ れ た 。

1 . 支 え 合 う 下地域づ く り j
高齢世帯生活援助員 (SCS) を 100人体制 に 拡 充 し た 。 ラ ジ オ に よ る 語 り か け 、 ，tj市援

助 員 に よ る 電話訪問 を 実施、 ふ れ あ い 事業 を よ り 強化 し た 。 保健制 栄養士 に よ る 健康相

談、 訪問介護員 に よ る 在宅サ ー ピ ス な ど き め 細 か い訪 問事業 も 。 次世イ't に対 し て 小 r! J

へ の ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー を 設置。 「 ま ち の子 育 て ひ ろ ば」 や 「 ウ イ ー ク エ ン ド ・ 子 ど も

い き い き 体験事業」 を 行 い 、 心の ケ ア に 配慮 し た 。

(表 1 ) 高齢者見守 り 体制

高齢世帯生活援助員 (SCS) 102人
片2; \; \玉県住推進員 28人ト一一一一一一
生活援助員 (LSA) 1 19人ト一一一一一一】
見守 り 推進員 (神戸市) 7人
交番相談員 243人
民生委員 - 児章委員 6 ， 829人
民生 - 氾京協力委員 9 ， 386人
活動情報サボー タ ー 2 ， 500人
「 ま ち の保健室」 表護ボア ラ ン テ イ ア 181人

保健師、 栄養女 665人
ー ワ ー カ 458人

生活援助員 や活動情報サ ボ ー タ ー ら の 「あ る 1 日 の活動J を 追 っ た。

『生活援助員 (LSA) � 援助員 が派遣 さ れる シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ は 、 60歳以 上の独居カヘ

夫婦 ど ち ら かが60歳以 tの 高齢者 ら が対象。 段差の解消 や 緊急時の警備 会社への通報、 水

道利用 に よ る 安否確認な ど を 行 う 。 県内 に は 17市町 に96団地あ り 、 県営、 神戸市営 だ け で

も 約3 ， 400戸 に上 り 、 特 に不慮の事故 に対す る ケ ア に重点 を 置 い て 配置 し た 。

埋め立 て 地 に 立つ南芦屋浜団地。 県 - 市営814戸 中230戸 が シ ル バ ー ハ ウ ジ ン グであ り 、

市 の 委託で LSA が24日寺 間常駐。 活動拠点 と な る 市営住宅の 集会所でイ動 く 主任 LSA 城戸 昌

子 さ ん (51 ) は 当 直 明 け だ、 っ た。 「浴室 か ら 水があ ふ れて き たJ と 前夜 の 10持 ご ろ 、 高齢

の女性か ら 一報があ っ た 。 後始末 に ] 時間 を 要 し た 。

正午 ご ろ 、 50代 の 女性が集会所 に 来 た 。 独 り 暮 ら し に不安があ る 。 朝 は LSA がパ ン を
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シ ルバー ハ ウ ジ ン グ を訪問す る 城戸 さ んニ
南芦屋浜同地 (神戸新聞社提供)

届 け 、 昼 と 夜 は 集会所で食事 を と る 。 薬 も 城戸 さ んが管理 し て い る O そ の 関 も コ ピ ー の依

頼や 自 転車 の 空気入れ を 借 り に 来 る な ど、 高齢者 の 訪 問 が絶 え な い 。

派遣 さ れて い る LSA は 1 1 人。 日 中 は市営 と 県営 に 各 2 人が配置 さ れ、 }II互 に戸別訪問 を す

る 。 午後 5 時半か ら 翌 日 の午前日時 は、 集会所で 2 人が勤務す る 。 訪問 に 同 行 し た。 高層

住宅が12棟立 ち 並ぶが、 昼間 も 人通 り は 少 な い 。 「顔 を 見 か け る 機会が少 な く 心配で、す」 と

城戸 さ ん の表情が曇 る 。 県営住宅で独居男性 (71 ) が イ ン タ ー ホ ン 越 し に 来 意 を 告げる と

勢い よ く ド ア が開 く 。 体調や食生活 を 尋 ね る こ と 10分、 「顔見れて う れ し い」 と 言 う o (注 1 ) 
「活動情報サ ボ ー タ ーdJ 2 年前 に 始 ま っ た こ の 人 た ち の活動 も 目 立つ。 神戸市内 を 中

心 に 2 ， 000人 の ボ ラ ン テ イ ア が県 に 登録。 県営 ・ 市営の復興住宅で は 、 高齢化率が 4 割 を

超 え 、 喫茶、 遠足、 趣味の教室 な ど交流の場 を 設け た り 、 戸別訪問 で安否 を 確か め る な ど

運動 は さ ま ざ ま 。

須磨区 に拠点 を 置 く 「神戸西 ・ 助 け合い ネ ッ ト ワ ー ク J (在里俊一代表) は 、 昼食の 宅配、

移送サ ー ピス な ど を 行 っ て い る O 活動 を 担 う の は 約50人の ボ ラ ン テ イ ア O 給食の宅配は安

否確認 を 兼ね 、 交流の場 と し て 、 2 カ 所の復興住宅で は 毎週 I 回 、 「 ふ れ あ い 喫茶」 を 開 く 。

男 性 も 足 を 運 び易 い よ う 、 カ ラ オ ケ を 加 え た り 、 リ サ イ ク ル 品 を 販売す る な とミ工夫 を 重 ね 、

公園や温泉 に も 出 か け て 交流 を 深め て い る O

入居者 自 身 がサ ボ ー タ ー と し て 活動 を 担 う の は 、 約 1 ， 000世帯が暮 ら す垂水区 の ベ ル デ

名谷の 「友愛訪問 グ ル ー プJ (葛城マ ツ ホ代表) 0 同住宅の 高齢化率 は約34 % 。 各棟 に 自 治

会があ り 、 葛 城 さ ん が 自 治会長 を 務め る 4 号棟の場合、 各 階 に 2 人 い る 班長が同 じ 階 に 住

む 高齢者の 生 活 を 見守 る 。 「 互 い に 顔見 知 り な の で動 き がつ か み や す い 。 毎 日 の 出 入 り に

気 を 配 り 、 数 日 間、 姿 を 見 な い と 訪ね て い く 」 と 言 う O
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高齢者 と 公園 を 散策す る サ ボー タ ー ニ須際
区 で (神戸新開社提供)

悩 み は 痴 ほ う 症が出 て い る 人への対応だ。 住民だ け で は対処仕切 れな い た め 、 民生委員

や市の高齢者介護支援セ ン タ ー の栢談員 、 家族 ら が集 ま り 、 対策 を 話 し 合 う O 「地域 コ ミ ュ

ニ テ イ づ く り は 、 高齢者 自 身が意識 を 変 え 、 責任 を 自 覚 し て も ら う こ と が必要」 と し 、 2002

年 9 月 、 70歳以上が対象の老人会 を ス タ ー ト さ せ た 。 (注 2 ) 

高齢者の事故多発

復 興住 宅 で独 り 暮 ら し の 入居 者 の 孤独死 が

2002年 1 年 間 で 少 な く と も 72 人 に上 っ て い る こ
と が毎 日 新 聞 の 調べで、分か っ た 。 前 回 の調査の

2000年 に 比べ て4 割 以 上 の 増加 で 、 高齢化 と 新

た な コ ミ ュ ニテ イ づ く り が難 し い現状がi手 き 彫

り に 。
県 内 2 1 市町の復興住宅、 l有国] 営住宅 での死者

の う ち 、 独 り 暮 ら し で警察が検視 し た ケ ー ス を

集計。 こ れ ま で は 1999年37人、 2000年50 人 だ っ

2 . 安全 @ 安心 な 「 ま ち づ く り J

た。 今度 の 内 訳 は 男 性が48人 と 女性 の 2 倍。 70

代 が32人 と 最 も 多 く 、 60歳以上が9割 を 占 め た 。

死 凶 は約8割 の57 人が病死、 自 殺 も 10人に上 っ た 。

発見 は ポ ス ト の新 開 や 姿 を 見 な い こ と に 近所 の

人が気づい た り 、 親族、 友人、 ヘ ル パ ー ら が異

変 を 察知す る ケ ー ス が多 く 、 大半が死後数 日 以
内 。 備 え 付 け の セ ン サ ー や非常ベ ル な どで発見

さ れた仔ù も 8 件 あ っ た 。 死 後 1 カ 月 以上 に見つ

か っ た ケ ー ス も 4 1'1吟 あ っ た 。 (注 3 ) 

高齢者 と 子 ら と の かい離。 こ れが さ ま ざ ま な社会問題 を 引 き 起 こ す。 2002年度予算案で

は と く に留意 し た 「 ま ち づ く り J 事業が新 た に加わ っ た 。 地域で の f育 て を 支援す る た め 、

保育所や空 き 缶舗 に 「 た ま り 場」 を つ く り 、 遊 びゃ料理教室 な ど親子が気軽 に参加で き る

活動 を 展 開 。 子育て グ ル ー プや イ ベ ン ト な ど情報掲示板 を 公民館や コ ン ピ ニ に設け る こ と

に 。 中 高年国 の 知 恵 と 工夫 に 期待 を か け た施策で あ る 。 児童対策で は 中 央 こ ど も セ ン タ ー

に 124時 間 ホ ッ ト ラ イ ン 」 を 整備 し 、 同 セ ン タ ー に一時保護所 を 増 築 し 、 受 け 入れ人数を

20人か ら 10人 に 増 や し た 。
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2002年 6 月 、 神戸市三官 の 「 フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ」 が JR 神戸駅南 の ク リ ス タ ル タ ワ ー

に移転 し 、 名 を 「 ボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザ」 に 改 め て 活動 を 開始 し た 。 広 い フ ロ ア に は ti {í- に

混 じ っ て学ぶ 中 高 年 の 姿が多 い 。 花壇づ く り 、 話 し 方、 料理ー と い っ た 「 寸 1 fJ: 'l':熟」 の

募集パ ン フ レ ッ ト が ぎ っ し り 。 同塾 は 生 き がい を も っ て社会参加で、 き る よ う 開 設 さ れ、 2002

年度 ま で に 1 万人が受講 し た 。 清掃、 行政のパ ン フ 配布、 観〉も ガ イ ド な ど そ ろ い の 服装 で

ま ち 角 に つ 人々 は ほ と ん どが塾 OB で あ る と い っ て い い 。 福祉面で も 顕若 で 、 お年寄 り

の元気 ア ッ プ活動 を 支 え て い る 。

こ の プ ラ ザ は 県 下 の 56 団体、 4 個 人が参加 す る 「生活復興県民 ネ ッ ト J ( 代 }/:. ・ 新野 宇

次郎神戸大名 誉教授) が運営。 情報 を 欠 か さ ず流 す 「 ひ ょ う ご コ ミ 2 ネ ッ ト J r地域活動

ス テ ー シ ョ ン J r清報マ ッ チ ン グJ r地域活動見本市」 な どの 開催、 「情報誌ハ ー ト ネ ッ ト 」

の発行 ( 月 刊 ) な ど を 事業 と し 、 い わ ば情報発信端、 新人の育成、 各講座の 運営、 あ ら ゆ

る 腐 の融合 を 図 る 「 ボ ラ ン テ ィ ア のベ ー ス キ ャ ン プ」 であ る 。

あ る 日 の 地域 グ ル ー プ活動 を 「ハ ー ト ネ ッ ト 83号」 か ら 拾 っ た 。

「パー ベ ナ あ わ じJl (津名郡津名 町) 代表の 上 田 治子ー さ ん は被災 し 、 家族 と 自 分の 入 院

と 大変 な 体験 を し た最 中 、 友人の勧め で、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド ・ ク ラ イ ス ト チ ャ ー チ市 を 訪 れ

ま し た 。 市民 に よ る ガー デニ ン グが さ か ん で 、 ま ち 全体が花 に 包 ま れて い ま す O そ こ で震

災 に遭 っ た 淡路 を 花 い っ ぱい の 島 に し た い 、 と 友人 に 呼びかけ、 98年 に 「パー ベ ナ あ わ じ」

を 結成 し ま し た 。 ま ち だ け に こ だ わ ら ず島全体で、 ま た 庄 分の地域は 白 分で つ く っ て い く

よ う 会費制 の運営 に 努め ま し た 。

主 な 活動 は 、 パ ス タ ー ミ ナ ルや 沿道での花壇っ く り の ほ か、 放置 さ れ荒れ た 花壇 を き れ

い に し 、 閤芸講座 も 開催。 緑化推進 と 啓発 に 力 を 入れ て い ま す。 パ ー ベ ナ の花言葉は 「ふ

れ あ い と 一致協 力 J o そ の言葉通 り 、 現在120人 を 超す会員 を も っ 、 淡路で一番大 き な花 っ

く り グ ル ー プ と な り ま し

(凶 1 )
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[一一一
県 の 震災復興相談セ ン タ ー に2001年度ゐ に寄せ 制 度 や 公営住宅の空 き 状況 な ど の 問 い 合わせ。

ら れ た 震 災 関 連 の相 談件数が前 年 に比べ約7割

i成 っ た 。 住宅関連の相談件数が減少 し た た め だ

が、 高齢者の悩 み な ど心の 問題の相談 は依然 と

し て あ る と い う 。

1995年 に 開設。 |μj句孔万3 ， 5071'1 の相談があ っ

自 立支援金や生活資金の貸 し付 け な ど に つ い て

も 寄せ ら れ た 。 独 り 暮 ら し の お 年寄 り か ら 「話

し 相手がい な い」 と 悩み を 訴 え る 声 も あ っ た 。

担 当 者 は 「心の問題な ど は恨深い 。 県 の総合

的 な 窓 口 は こ こ だ け な の で 、 き め細 か く 応 じ た
i t:. o 2001 年 度 は 1 ， 2831午。 う ち 住宅 に 隠 す る 相 しり と し て い る 。 (ft0120 ・ 16 ・ 7830、 午前 10

i 炎が1 ， 056件 と 8 割 を 占 め たが、 2000年度の3分 時 - 5 B寺) 。 商談 も あ り 、 ]R 神 戸 駅 南の ク リ ス

I 0) 1 。 目 立 っ た の は住宅融資 に対す る 利子補給 タ ル タ ワ ー 6 階の 同 セ ン タ ー へO

一 一一一 一一一一一一一一

3 . 元気の 出 る γ ま ち の再発見」
ポ ツ ン 、 ポ ツ ン と シ ャ ッ タ ー の 持 り た 高Jð備の 空 き 庖舗。 買 い物客が寄 り つ か な く な り 、

こ れ ほ ど気の滅入 る 風景 も な い 。 花 び ら や七夕 で飾 る 通 り 。 シ ネ マ 、 ミ ュ ー ジ ッ ク 通 り 。

夏 の夜庖。 文化活動。 産宜有機栽培野菜で農村 と の連帯 こ う い っ た椙性の競い合い こ そ

元気が出 る O ま た 「住 ん で、 よ か っ t::'J と い え る コ ミ ュ ニ テ ィ が生 ま れ る 。

県民 ネ ッ ト は被災地 の 商 庖街や 自 治会、 老人、 婦人、 子 ど も 会 な ど住民主導の各団体に

対 し2002年 5 月 、 「 ま ち の再発見運動J と 題 し 、 実践 と ア イ デ ア 募集 を 呼 びか け た 。 1次、

2 次合わせて59件が応募 し 、 42件 ( う ち 神戸 市24件) が採択 さ れ た 。 助 成 金 は 1 件50万 円。

内 容 は祭 り 、 イ ベ ン ト 18件、 タ ウ ン マ ッ プづ く り 16件、 伝統文化継承 6 件 ほ か。 な お事業

は2003年度か ら 県下全域 に拡大 さ れた 。 2003年 3 丹 、 事例報告会が11 団体が出演 し て 聞 か

れ、 大賞、 優秀賞 2 件 を 選 ん だ。 以 下 は そ の報告か ら 。

ふ る さ と の 民謡 を 発表す る 婦人会の メ ン
ノ ミ ぃー
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「大賞 @ ふ る さ と 今昔探検CÚ (神戸市北限道場町連合 自 治会)

出畑が広 がる の ど か な 農村。 古い社寺や城跡、 占墳群 な どがあ ち こ ち に残 っ て い る 。 そ

の 連合 白 治会が 白 分た ち の ま ち の誇 り を 持 ち 、 住民の コ ミ ュ ニ テ ィ の き っ か け づ く り に と

「ふ る さ と 今昔探検」 を 発行 し た 。 こ の冊子は聖徳太子や菅原道真公ゆ か り の 社 寺 な ど合

わせて35 の 史跡 を 紹 介 し 、 民話や小唄、 ハ イ キ ン グ ガ イ ド な ど を 掲載。 以 前 か ら 毎月 開 い

て い る 郷 士史教室で収集 し た も の を 資料に し て い る O

隣接す る 4 つ の 町 と 連携 し て 、 そ れぞれの 町 を PR し な が ら 情報交換す る 情報誌 「 ま ち

ふ れんず」 を 発行 し て い る 。 特 に鹿 の 子 台 は新 し く 開発 さ れ た 町 と い う こ と で、 互い に 助

け合い、 信頼 し あ え る 関係 を 築 く 努力 を 重 ね て い る 。 「 こ の冊子でハ イ キ ン グ を 楽 し ん だ り 、

語 り 合い 、 自 分た ち の ま ち に愛者 を 持 っ て も ら い た し り と 連合 自 治会長。

û1憂秀賞 ・ か わ に し っ 子 ま つ り 2002cÚ ( J l I 西市子 ど も 会連絡協議会)

市 内 の小学校 4 - 6 年生16人がス タ ッ フ と し て 参加 し 、 ' J l I 西 の 謎 ・ 伝説」 の マ ッ プ、

パ ネ ルづ く り や 、 'Q x ク イ ズ大会」 な ど を 聞 き ま し た 。 図書館や市役所 に 通 っ て 資料 を

集 め た り 、 ツ リ ー っ く り に使 う 松ぽ っ く り を 近 く の神社で拾 う な ど、 企 画 か ら 実施 ま で積

植的 に 取 り 組み ま し た 。

子 ど も た ち は 「 自 分た ち の ま ち J が好 き に な り 、 歴 史や伝説 を よ り 詳 し く 学ぶ な ど充実

し た 時 間 を 過 ご し ま し た。 他 に も 「紙芝居」 や ' 3 世代 ゲ ー ト ボ - JVJ を 地域 の 講師 を 招

い て 楽 し み ま し た 。

「優秀賞 @ な つ か し き 心の ま ち か と、 再発見eJ (神戸 市 灘 中 央地 区 ま ち づ く り 協議会)

商)古街 の 一 角 に あ る 「 ま ち協」 が取 り 組ん だパ ン フ レ ッ ト は 、 商庖街や 各家庭 に残る 占

く て 身 近 な 写真 を 掲載。 合 わ せ て パ ネ ル や ス ラ イ ド、 CD な ど も 制作 し た 。 パ ネ ル の展示

は 商庖街、 銀行 に 開設 し た り 、 ス ラ イ ド シ ョ ー を 公園 で上映。 写真 を 提供 し た 人がナ レ ー

シ ョ ン を 担当 し 、 音楽 は 地域の 人 に作 曲 を お願 い し た 。

運動 の終了後 も ス ラ イ ド は 、 福祉施設や給食サ ー ピ ス の 会場へ の 出 前や 、 小学校の授業

で も ヒ映 さ れ た 。 「 自 分た ち の ま ち J に つ い て研究発表会 を 行 う な ど引 き 続 き 活用 さ れ て

い る O 地域の高齢者の協力 は 大 き く 、 集め ら れ た 写真は400枚 に 及 ん だ。 (注 4 ) 

4 . カ ム ノす ッ ク ! I ひ ょ う ご」

県外被災者対 象 に 県 が行 う 登録制度 で、 県 内 に 「戻 り た い」 と 考 え て い る 世帯が372世

帯 あ る こ と が分 か つ た 。 登録者 の ピ ー ク 時 (99年 4 月 、 1 ， 576世帯) に 比べ る と 4 分の l

に 減少 し た も の の 、 2002年 1 年 間 で延べ74世帯が登録 し た 。

制 度 は 1998年1 1 月 に 始 め た 。 「ふ る さ と ひ ょ う ご カ ム バ ッ ク プ ラ ン 2 J と し て 、 県 内 に

る 意思 の あ る 世帯 を 登録。 定期 的 に 電話で生活の様子 を 尋ね た り 、 相 談 を 受 け付 け て い

る 。 県生活援興課に よ る と 、 2002年12月 時点 で 、 県 内 に 戻 る 意思 を 示 し て い る 世帯の被災

地 は神戸市24J世帯 (64 . 7% ) 西宮市59世帯 (15 . 8% ) 尼崎市27世帯 (7 . 3 % ) ー な ど。 60
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(表 2 ) 
聖霊蓮謹重量彊監謹盟運富田E墨事重重雄盤望
(世帯数) (県登録分)1 576 

1 456 
887 

591 
内/】勺J'q「vnku

 

duマλ斗

'99 . 4  '99 . 1 2  '00 . 1 2  '01 . 1 2  '02 . 1 2  
(年 月 )

歳以上の 高齢若が�� % を 占 め て い る 。 現千Eの住所は大阪府が約半数。 続 い て 京都府、 奈 良

県 、 岡 山 県、 東京都の順。

戻 れ な い理由 に つ い て は 「公 住宅に 吋 選 し な い」 が最 も 多 く 、 「希望 の 住宅がな し 勺 「 自

宅再建や転右の資金調達が困難」 な ど住民 に 関 す る 内容が大半 を 占 め て い る 。 戻 り た い時

期 は 「す ぐ に で も 」 が197世帯で字数以上。 そ の一方で、 「 当分無理」 と す る 世帯 も 2 割 あ っ

た 。

県 は 、 広報や 「 ひ ょ う ご便 り 」 を 1 ， 9lO世帯 に 送 っ て い る が、 「把握 し て い る だ け で も こ

れ だ け の 世帯があ る 。 他 の 自 治体 に協力 し て も ら う な ど し て潜在す る 被災 者 に情報 を 届 け

た い」 と し て い る O

な お 、 共 同 通信社 と 特定非営利活動法人 ・ 街づ く り 支援協会 (大阪市) が実施 し た 県外 ・

市外被災者の 「 ア ン ケ ー ト 調査」 に よ る と 、 35 % が 「あ き ら め た J と 考 え て い る こ と が分

か っ た 。

県外被災者は 5 万人以上い た と 推定 さ れ る が、 ア ン ケ ー ト は2 ， 120人 に 郵 送 。 回答者620

人 の う ち 523人 (84 % ) は 今 も 別 の場所で生活 し 、 97人 (16 % ) は 元 の 場所 に戻 っ て い た 。

帰 り た い と 同答 し た 人 の 内訳 は 「ぜひ帰 り た い 」 が14 % で、 「で き れば帰 り た い」 が21 % で 、

「帰 り た く な し V の 8 % や 、 「帰 る 必要 を 感 じ な し ミ」 の 13% を 上回 っ た。 理 由 と し て は 「愛

着 の あ る 土地 だ か ら J が最 も 多 く 、 「生活の便が よ か っ たJ ，-友人、 知人が多 い 」 な どが続

い た 。

帰 れ な い 理 由 は 、 「経済的理 由 、 復興住 宅 に 当 た ら な い」 な ど県の調査 と 同 じ よ う な 結

果が出 た 。 生活復興 に つ い て は 、 帰 っ た 人の半数近 く が 「復興 し た」 と 回答 し た の に対 し 、

帰 り た い と 思 う 人で15 % に と ど ま り 、 逆 に 「復興 し て な い」 が半数 を 超 え た 。
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「流浪の民J の お地蔵

神 戸 大 学 発 達 科 学 部 4 年 の 与林 素 乃 さ ん が

2002年 1 年 を か け て卒論 に ま と め た 「譲住区 の お

地)哉 さ ん調査」 で85 カ 所、 317体 を iVß]べ た と こ ろ 、

約 3 割が震災で引 っ 越 し て い た 。 そ れで も 陛話

を 焼 く 住民がお り 、 新 た に 3 カ 所 で 5 体が鎮座

し て い た 。

さ ん は 阪急 ・ 神戸線以南、 国 道43号以北

の浅住民 を 歩 き 、 大 、予で花 を 供 え る 人や グ ル ー プ
を 見つ け た 。 地震で倒 れ、 8 体が補修、 16体が

新調 さ れた 。 31 カ 月)yで震災後 に移動 し た が、 そ

の 理 由 は 、 「マ ン シ ョ ン 建設で 向 か い の 家 の 前

へJ I安置 さ れて い た路地や商応街がな く な っ

た」 た め と い う 。

も と も と お 地蔵 さ ん は 空襲、 水害: な どで は 流

浪の民 に な る よ う な 存荘。 調交時点 で � 111 の 時

期 があ っ た 。 底 油i 整理 な どの対象地区 の 地蔵 さ

ん は 1 カ 所 を 除 き 5 カ 所で撤去 さ れ、 う ち 2 カ

5 . 被災者復興支援会議 班

所 で は転居す る 人が持 っ て 出 た 。 し か し復活す

れ ば ご利訴があ り 、 子 ど も の 守護 に も つ な が る 。

寺林 さ ん は 初 め て 地蔵盆 に 参加 し て 、 コ ミ ュ ニ

テ ィ の温 も り を 実感 し た と い う 。 (注 5 ) 

明端端機

灘 医 の お地域 さ ん を 調べ る 寺林 さ ん

同 会議 田 は被災者 と 被災地の復興 を 阿 る た め 、 第三者機関 と し て現場の 声 に 耳 を 傾 け

な が ら 被災者や行 政 に 必 要 な 提言 ・ 助言 を 行 っ て き た 。 メ ン バ ー は座長の室崎益輝神戸

大学都市安全研究 セ ン タ ー 教授以 下学識経験者、 マ ス コ ミ 、 経済人、 弁護-ーと、 県職員 ら

1 5人で構成。 2001年度 か ら 活動 し 、 2002年度 も 2 問 、 示 唆 に 富 む提言 を 発表 し た 。

「第 3 回提案 ・ 復興1 0年 に 向 け て 今後取 り 組 む べ き 課題J (発表2002年 9 月 )

①高齢者や子 ど も が主体 と し て 活躍す る ま ち を め ざ し て 元気 な 高齢者 を 活躍の場 と

マ ッ チ ン グ さ せ る シ ニ ア コ ー デ ィ ネ ー タ ー を 養成す る 。 高齢者 の 行動 に マ ッ チ し た コ

ミ ュ ニ テ ィ パス を 運行す る 。 シ ニ ア フ リ ー マ ー ケ ッ ト の 開催。 シ ニ ア プ レ イ ピ ッ ク (高

齢者 に よ る 地域ス ポ ー ツ ) の普及 。 地域 に 多様な ク ラ ブ活動 を 展 開 。 高齢者 の 閉 じ こ も

り を 予防す る 。 地域が一体 と な っ て 見守 り 活動 を 継続。 商底街の空 き 庖舗 の 活用 。 自 分

の責任で 自 由 に遊 べ る 場 と し て 「 冒 険遊 び、場」 を つ く る 。 子 ど も た ち の 活動 を 支援す る

青年層 の 活動 を 活性化 さ せ る O 防災 ・ 予 防教育 の 実施。

②県民主体の新 し い ま ち づ く り ー ま ち づ く り 協議会の活動 支援。 身 近 な 公共 を 支 え る

「負担者 白 治」 の仕組みづ く り O ま ち の 自 律的 ス ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト の促進。 空 き 家 と

空 き 地 の 活用 支援。 安全 に つ な が る 市民参画型 の減災 ま ち づ く り 。 住宅や公共施設の耐

震イヒや安心化 を 計画 的 に推進。 ま ち づ く り 支援の専 門 家 集 団 や NPO の 活用 と 育成。 住
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ま い と ま ち づ く り 支援 を 図 る 財政的支援制度の検討。

③新た な 地域経済 シ ス テ ム ・ 就業雇用対策 の構築 一 企業 と 地域 と の 関係 の 再構築。 地域

金融の 充実。 多様な就業 ・ 雇用創 出 への社会実験 を 実施。 そ の プ ラ ン ナ ー の 育成。 中 ・ 高

校 に お け る 職業教育 の充実。 兵庫型 ワ ー ク シ ェ ア リ ン グの推進。 他地域 で の 商底街のj舌性

化 を 図 る 知恵、や経験 を 共有で き る 情報 ネ ッ ト ワ ー ク の構築。 都市の 商庖 倍 と 農 111 漁村 と の

交流 ネ ッ ト ワ ー ク づ く り 。 ま ち の 集会所 と し て高齢者専用商自街 を モ デル 的 に展開。

「第 4 回提案 ・ 被災者生活再建支援法の 見 直 し に 向 け てJ] (発表2003年 1 月 )

cl被災者の視点 に 立 っ た制定の見直 し 一 同 一災害 に よ る 被害 に つ い て 、 行政区域内 の被

害戸数に か か わ ら ず支給す る 。 災害時の被災者や被災地の実態 に却 し た 制震 の 見直 し 。 支

給要件、 手続の簡素化。 災害 を 起 因 と し た収入等減世帯の救済。 支給金額の 検証。 不親等

に 関 わ る 第 三者機関 の検討。

②将来 の 災害 に備 え る 新た な 仕組みづ く り 新 し い住宅再建支援制度 を 創設す る 。 生活

再建支援法だ け で な く 、 生活 自 立の基盤 と な る 住宅再建 に対 す る 支援策が不可欠。 内 容 に

つ い て は 、 自 助 ・ 共劫 ・ 公劫 に よ る 総合的 な 仕組み を つ く り 、 借家、 持家 を 問 わず、 被災

者 の 態様 に 応 じ で す み や か に住宅が確保で き る よ う に 、 地域経済や安全 な 社会 と い っ た視

点 を も っ た仕組みづ く り を 基本 と す る O

一一一のカベ 一一
安藤元夫近畿大教授著 「被災 と 住宅 ・ 生活復

興」 に よ る と 、 芦屋市、 神戸市須磨 区 、 長 国 民

神 楽 、 二葉地芭で 「再建住宅の概要」 を 調査。

専 用住宅86 % 、 f吉錦1ìf:ffl住宅、 そ の他併 せ て 13 %

で 、 芦屋、 須磨 の ほ と ん どが専用 住宅だ っ た 。

地 区 別 で は 「 自 分の土地 に 再建」 は芦屋 (73 % )

須磨 (72 % ) 、 「借地で再建」 は二葉 (28 % ) 神

楽 (2 1 % ) 地 区 で 多 い 。

震災前 の住宅は木造在来工法が 9 割 を 占 め て

い た が、 再建住宅で は木造パ ラ 板工法 (23 % )

(注 1 ) 神戸新聞 2003年 1 月 1 7 日
(;主 2 ) 神戸新聞 2002年 9 月 25 日
(注 3 ) 毎 日新聞 2002年12月 30 R

木造合板工法 (21 % ) 鉄骨系 プ レ ハ ブ (21 % )

木造 ツ ー パ イ フ ォ ー (16 % ) と な っ て い る 。

ロ ー ン を 組ん だ人 は59% 、 組 ん で、 い な い 人 は

29% と 2 対 1 の 割 合。 苦労 し た 点 は、 「費用 の

-下回」 が 4 地 医 で 52 % 0 I 建べ い 率 、 符積率の

問 題J I信頼で き る 業 者 の 選定」 と 続 き 、 そ の

他敷地境界、 前 回道路な と守の 土地 、 建物条件の

問題 も 多 い 。 再建 に 当 た っ て の 深刻
に 悩 ん で、い る こ と が う かがえ る 。 (注 6 ) 

(1'!ZI 1 ) 県民ネ y ト 情報誌 「ハー ト ネ ッ ト 第84サJ (活動ス テ ー シ ョ ン は県 f fこ283カ 所)
(注 4 ) r ハ ー ト ネ ッ ト 第78号」 よ り
(1主 5 ) 神戸新聞 2003年 3 月 25 8
(注 6 ) I阪神 ・ 淡路大震災 被災 と 住宅 生活復興」 安藤元夫 (学芸出版刊)

第 章 @ 生活 1 87 



6 . い き い き ! コ ミ ュ ニ テ ィ

2002年度の 特徴 と し て 、 復興住宅の高齢化 に備 え る 「 お 年寄 り への見守 り 体制 の強化」

が挙げ ら れ る 。 民生委員 、 生活援助員 (LSA) と い っ た従来か ら の 支援者 に 加 え 、 2001年

度 か ら 設置 し て い る 高齢世帯生活援助 員 (SCS) を 大幅 に増 員 す る と と も に 、 電話訪 問 を

行 う な ど、 見守 り 体制 を 4層 強化 し た 。 そ し て 、 波 は コ ミ ュ ニ テ イ へO ま ち を 良 く し 、 働

く 場 を 提供 し 、 :牛j舌再建 を 図 る ひ ろ が り も 今年の主流であ っ た 。 被災者復興支援会議 田 が

方 向 を 示 し 、 県民 ネ ッ ト の ス タ ッ フ が地域 に 根 を 張 り 、 コ ミ ュ ニ テ イ ・ ビ ジ ネ ス (CB)

の 育成 に続い て 「 ま ち の再発見j 運動、 被災地空 き 地活用パ イ ロ ッ ト 事業 な どが生 ま れ た 。

虫食いの よ う に 寂 れ る 商庖告の活性化 を め ざす 「 ま ち お こ し 」 は 、 自 治会、 婦人会 と い っ

た 地域の組織 に 大 き な 影響 を 与 え た 。

震災時、 老若 を 問 わ な い 140万人 と い う ボ ラ ン テ イ ア が被災10市10町 に や っ て 来 た 。 避

難所で た だ ば く 然 と 動 き 、 やがて組織 と な り 、 ボ ラ ン テ イ ア 学が生 ま れ、 地方行政や企業、

そ し て教育の指針 と な っ た。 人の動 き と 資金 と 事業 の お びた だ し い 数字の ら 列。 以下 は 大

震災復興本部がは じ い た2002年度 ま で の 、 主 な 生活再建 を 中心 と し た 「収支報告J で あ る O

+ ú'"高齢世帯生活援助員 設置事業』 復興住宅への儒別訪問、 電話訪問 で高齢者の安否確

認。 102人o + ú'"地域見守 り ネ ッ ト ワ ー ク 会議支援」 復興住宅 な ど小地域 を 単位 と し た 会

議 の 開催 を 支援 し 、 被災高齢者の見守 り を 強化o + r支援者の 合同研修、 交流会の 開催J

+ ú'" ラ ジ オ に よ る 被災高齢者への語 り か け」 コ ミ ュ ニ テ イ への 参加呼びか け な ど、 生 き が

い あ る 暮 ら し の き っ か け づ く り o + r元気 ア ッ プ。活動支援JJ NPO ・ ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー

プが、 自 治会や支援者 と 連携、 協)J し て復興住宅での高齢者の元気 ア ッ プや 生 き がい づ く

り を フ ォ ロ ー す る O 補助 民体数14 (2001年度 3 、 2002年度11 ) 0 + r被災者復興支援会議 臨 J

E と し て は提言等 5 回 、 全体会議23 回 、 活動 は2003年度へ。

+ ú'"地域活動ス キ ル ア ッ フ。事業」 グ ル ー プ、 個人が専 門 的知識 を 学 び\ 資 質 向上や ス キ

ル ア ッ プ を 図 り 、 地域活動 に 生 かす た め の 学育機会 を 提供。 2002年度 は 1 1 月 か ら 4 回 開催0

+ ひ ょ う ご コ ミ ョ ネ ッ ト の管理運営」 イ ン タ ー ネ ッ ト の ホ ー ム ペ ー ジや フ ァ ッ ク ス を 利

用 し て 地域活動 に役立つ さ ま ざ ま な措報 を 双方 向 に収集、 発信。 会員 数558団体、 個 人 、

ア ク セ ス 件数45 . 2件 ( 1 日 ) 0 + 地域活動 ス テ ー シ ョ ン の運営」 住民が身近 な と こ ろ で

情報の収集、 発信交流がで き る よ う フ ァ ッ ク ス 、 パ ソ コ ン 、 掲示板、 連絡ボ ッ ク ス な どの

貸与、 運営。 設置数278 カ 所0 + ú'"地域活動 コ ー デ イ ネ ー タ ー の 設置」 事務局 内 に 配量。

地域か ら の 相 談受付。 相 談件数百件、 マ ッ チ ン グ件数67件0 + ú'" ま ち の 再発見JJ r住 ん で

よ か っ た」 と 思 え る ま ち を 再発見す る 運動。 2002年度の助成 団体は43団体 ( 1 次32、 2 次

1 1 団体) 0 + r被災地 き 地活用 パ イ ロ ッ ト 事業』 被 災 し た市街地 に お け る 空 き 地 を 地域

の イ ベ ン ト や 憩 い の場 な ど に 活用 す る 活動 を 支援。 助成団体は 4 田体 (活動 1 9 回 ) 0 + ú'"地

域活動見本市」 事例の 報告や成果の公開、 展示す る 見本市 の 開催 (2003年 1 月 25、 26 日 、

神戸ハ ー パ ー サ ー カ ス ほ か) 0 + r活動情報サ ボ ー タ ー の 設置」 高齢者 ら への 情報提供、
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設置人員 2 ， 052人。 交流、 ネ ッ ト ワ ー ク 会議15 回 開催。

+ �い き い き し ご と 塾J お お む ね55歳以上の被災高齢者 を 対象 に 、 各種講座 を 開催。 い

き い き 仕事勢 = 32会場、 受講1 ， 415人。 巡 回 型仕事塾 ニ 復興住宅 な ど に 出 向 い て 講座 開催。

24会場、 506人。 い き い き 体験塾 z 料理実習会等、 4 回。 い き い き 文化祭 : 学習成果の発表、

2 屈。 い き い き ネ ッ ト ワ ー ク の編 成 = 修 了 生 に よ る 自 主的活動。 盗録者数 、 859人。

+ r地域活動推進講産 の 開催」 い き い き 暮 ら せ る 具体的 な 知 識 を 学ぶ講 座 の 支援。 138

団体 ( 1 57講座) 0 + r フ ェ ニ ッ ク ス 出 会い の広場」 お 互 い の情報 を 交換、 県民ネ ッ ト の活

動 を 支援。 プ ラ ン 提出 1 ， 162件、 マ ッ チ ン グ433件 (1996年一 2003年 3 月 ) 0 + r情報誌 「ハ ー

ト ネ ッ ト 」 の発行J 毎月 l 同発行、 部数 l 万7 ， 000音ßo

+ r 自 立支援金支給』 複数 Iit帝120万 一 50万 円 、 単 身 世帯90万 一 37 . 5万 円 (交流経費加

算対象 世帯 は30万、 ま た は25万 円 を 加算。 支給実績 は03年 3 月 末現在14万5 ， 700世帯、 1 ， 404

億 円 o + r生活複興資金貸付利子補給」 限度額300万 円 、 利率 3 % 貸付 を 受 け た 人 に対 し

て利子補給 (貸付 は99年度で終了) 貸付件数 2 万7 ， 582件、 貸付額516信1 ， 400万 円 。 償還

額406億3 ， 900万 円 (78 . 7 % ) 03年 3 月 末現在。

4砂 『県外居住被災者への 支援J ひ ょ う ご便 り を 送付。 部数1 ， 910部 (02年12月 、 第39号)

県 に戻 り た い被災者の登録制度 と 個 別 支援、 の 登録者数349人。 ひ ょ う ご カ ム バ ッ ク コ ー

ル & メ ー ル事業 に は 電話訪問相談員 ( l 人) を 配置 し て電話、 手紙に よ る 情報提供。
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コ ミ ュ ニ チ イ @ ピ ジ ネ ス の足跡

地域社会 の 抱 え る 半公共的 な 需要 を 営利事業 と し て 瀧 た そ う と い う 試み 。 兵庫県 で は

1 999年か ら 、 被災地山市10町で 「被災地 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ピ ジ ネ ス 離陸応譲事業J (以下 CB)

を 予算化 し 、 毎年起業 を 目 指す 同 体 に 、 2 年 間 で300万 円 ま での助成金 を 出 し て き た 。 事

業分野 は 障害者 ・ 高齢者 な どの福祉関係が全体の約40 % 。 次い で ま ち づ く り ・ 村お こ し 、

特産品販売、 文化 ・ 芸術 ・ 教育 ・ ス ポ ー ツ 、 子育て ・ 家事支援、 介護サ ー ピ ス と 続 き 、

福祉事業が圧倒 的 に 多 い 。

な お 2002年度 は 、 被災地 の ほ か県 下10県民局 か ら の推薦 を 含め36団体か ら 被災地 8 団体、

県民局 推薦 の 1 5事業毘体 を 選 ん だ。

被災地指定 団体 ( カ ッ コ 内 は所在地 と 代表者)

① 「生活の場サ ポ ー ト セ ン タ ー ひ ょ う ご」

(神戸市長 問 民 - 佐藤耕寿)

② 「セ ク シ ュ ア リ テ イ ・ カ ウ ン セ リ ン グ神戸J ( 同 東 灘 区 ・ 東靖男 z 性の あ ら ゆ る 問題

に つ い て の相談、 研修、 講演会)

③ 「企業組合 シ ニ ア ・ エ ス テ ー ト ・ ボ ラ ン タ リ ーJ ( 同 中 央 区 ・ 緑靖浩 ニ 都市 回帰型高

齢者 な ど を 対象 に 、 裁判所の競売物件か ら 落札物件 を 選 ん で提供)

④ 「福社支援セ ン タ ー ・ ア グ リ ネ ッ ト J ( 同 垂水夜 ・ 岡村 ひ と み)

⑤ 「外 出 支援 ・ 西宮移送サ ー ピス J (西宮市 ・ 信井 良一)

⑥ IbrushUp 編 集部 ・ 阪神 地域拡大準備軍J (芦屋市 ・ 小路み ど り = 働 く 女性 を 対象 に

し た育児、 介護、 教育 な ど に 関 す る 情報誌の発行)

⑦ 「人 と 人 と を 結ぶ福祉 の 会ハ ロ ー 宝塚J (宝塚 市 ・ 清1 1 1 ひ と み)

⑧ 「食 ネ ッ ト あ ・ み ー ご ( 明石市 ・ 的場俊 明 土 障害者、 高齢者 を 優先す る 福祉 レ ス ト

ラ ン の運営)

2002年 度 に 選ばれた被災地事業の う ち 、 ①④⑦の 3 つ の ケ ー ス を 紹介す る O 生活 を 営 み 、

新事業 を 二 の 次 と 考 え ず、 周 囲の 人 々 に好感 を 与 え て雇用 な どで コ ミ ュ ニ テ ィ の 質 を 高 め

る 、 そ う い っ た グ ル ー プで あ る 。

上 地域連携型人材育成
阪急、 ・ 小林駅近 く の高広街の… 命 角 に 「福祉 の 会ハ ロ ー 支塚」 があ る O 入 り 口 に靴が散乱

し 、 2 間 あ る 部屋 に は30人近 い 老 人が ぎ っ し り 。 繁盛す る 組織 を 感 じ 、 リ ー ダー の清川 ひ

と み さ ん の 表情がす こ ぶ る 明 る い 。

2 つ の机 を 取 り 囲 ん で、絵手紙 と 折 り 紙 の 製作 に余念が な い お 年寄 り O 脳 こ う そ く と 軽い

痴 ほ う 症の 人 も 数人 。 絵手紙 を 始 め て 数週 間 と い う 84歳の婦 人 は 見事 な 筆 さ ば き で干支の
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動物画 を イ土 仁 げて い た 。 「時々 、 カ ラ オ ケ 、 温泉旅行 も や る んです。 先 日 は イ モ掘 り に行

き ま し た」 と j青川 さ ん。

2 つ の組織が こ こ に あ る o 1 つ は 9 人 (在宅) の 要介護老人 を 五Mミ る 「介護支援 セ ン タ ー 」

と 、 CB の指定 を 受 け た 地域連携型の 人材育成組織 「ハ ロ ー 宝塚」 。 教師 を 卒業 し て こ こ

に 加 わ っ た 生活相談員 の他、 お ば さ ん た ち が気ぜわ し く 働 し 、 て い る 。 [j 指す の は ケ ア マ

ネ ジ ャ ー 、 社会福祉士、 ヘ ルパ ー な ど有望 な 職種。 年 に何 回 か養成講時 を 受 け 、 す で に36

人が受講で ク リ ア し た 。

や がて 昼 ど き O デ イ サ ー ピ ス を 受 け る 人 た ち に気配 り し た小鉢物 が き れ い に 畳 ん だ弁

当 を 調 理 師 さ んがっ く り 、 ボ ラ ン テ イ ア 、 講師、 受講者 の ド: 別 な く 柱11、ド に 出 か る 。 手[l気

あ い あ い 、 会話が弾 む 。 産 宜野菜 を 取 り 入 れ、 廉価 (450� 500円 ) に 抑 え な が ら 、 色彩

豊 か な 食欲 を そ そ る 弁当 で あ る 。 午前 9 時 に 始 ま っ た サ ー ピ ス は 午後 6 時終了。 楽 し く

語 ら い 、 み ん な 笑顔 を 交わ し 、 自 宅 に 戻 っ て行 く 。

清川 さ ん は 尼崎、 伊丹で 医療 関 係 の 職員 と し て働 い て き た 。 ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー と し

て 高齢化社 会 に 取 り 組む こ と を 決意 し て2002年 4 月 退職。 10月 、 地元の 宝塚で社協 の協

力 で NPO 組織 を 立 ち 上 げた。 「地域 に 密着 す る た め に は雇 用 チ ャ ン ス を 増 や さ な け れ ば

組織 は 育 ち ま せ ん。 働 く 場っ く り の拡大 を 図 り た い」 と 清川 さ ん。 男 女 共 同 参画 の 裏側

を 知 り 尽 し て お り 、 福祉の奥行 き を 深め る た め に 院生 と し て通 う 花園 大 で 、 'CB に お け

る ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー の あ り 方J を 卒論 に し た い と い う 。

仲 間 と 絵手紙を 学ぶ清川 さ ん (左端)

2 . 農村へ行 こ う 「ア グ リ ネ ッ ト J
JR 朝 霧駅か ら 北へパス で 5 分。 明舞 セ ン タ ー ピ ル 2 階 に NPO 法人 ・ 福祉支譲セ ン タ ー

「 ア グ リ ネ ッ ト J (Agri 町t 農 業の造語) があ る O

代表理事 の 再村 ひ と み さ ん は 、 仏 大通信教育 で福祉 を 学 び、 大 阪 ・ 釜 ヶ 崎で ホ ー ム レ

ス の生活保護 関 係 の 仕事 を 続 け て き た 。 そ こ で感 じ た の は都市 と 農村 (故郷) の 大 き な
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ア グ リ ネ ッ ト を PR す る 岡本す さ ん

かい離現象。 都市 に 住 む 人 々 に と っ て農業への思 い 入 れ。 そ う 実感 し た 岡村 さ ん は友人 を

頼 っ て神戸市垂水区へ移 り 、 農作業 を 営 む め ど を つ け て 移 り 住み 、 CB 募集 に 応 じ た。

岡村 さ ん ら の理念は 、 ①福祉事業 と 農林事業の融合、 ②都市 と 農村の交流、 ③生 き がい

と 就業機会の創 出 ー と し 、 障害者や失業者な ど福祉サ ー ビ ス と し て 農林業 を 通 し て 自 立更

生 の 道 を探 り 、 農林業の活性化 に寄与す る 支援事業 ー と し た 。 将来の夢 に 「寮付 き 農林塾」

の 立 ち 上 げがあ る 。

個人会員 の 入 会金 は 1 ， 000円 、 年会費 I 万2 ， 000円。 手始め に 近 く の シ ルバ 一 世代15人 に

呼び掛 け 、 近郊の畑で有機栽培 の ダ イ コ ン 、 キ ク ナ 、 ハ ク サ イ な ど 8 種 を 植 え た 。 ま た氷

上郡市島 町 な どで援農事業 を 行 い 、 サ ツ マ イ モ収覆の手伝い を し 、 プ ロ の 道へ着 々 。

農場で は ハ イ レ ベ ル な 農業技術 を 習得。 事務所 に デイ サ ー ピ ス 「い こ い の ス ペ ー ス 」 を

つ く り 、 野外で の 菜 園 セ ラ ピ ー の あ り ょ う を 研究す る と い う O 団 地 の 中 高 年 の 女性置 に も

呼 びか け 、 「定収 を 得 て 自 立」 岡村 さ ん の夢 は 果 て し な い 。

3 .  r生活の場名鑑J を つ く る
「拓人 ~ き り 拓 く ひ と び と 生活の場名鑑2003J が2003年 3 月 、 前年 に 続 い て 「生活の

場サ ポ ー ト セ ン タ ー ひ ょ う ご」 か ら 刊行 さ れ た 。 創設 3 年 目 を 迎 え 、 障害者 の 願い で あ る

「地域で 自 立 し て 自 分 ら し く 生 き る 権利保障」 を 目 指 し て 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 、 自 治体な ど と

さ ま ざま な き ず な を 深 め 、 各事業所の雇用状況、 福祉サ ー ピ ス な ど を 掲載 し た 情報誌 と し

て つ く ら れた 。 A 4 版210ペ ー ジ。

発行者は 同 セ ン タ ー の事務局 長 ・ 鼠 ( な ぎ) 裕之 さ ん。 脳性 ま ひ障害者で、 他 に ス タ ッ

フ 3 人。 そ の編集室 を 訪ね た 。 場所 は神戸市長 田 区大塚町 に あ り 、 多 く の若者が集 ま る 福

祉支援 ネ ッ ト ワ ー ク 事務所の 一 角 でパ ソ コ ン と 借関 し て い た 。 凪 さ ん は 淡路北淡町富 島 出

身 。 ハ ン デ ィ を 克服 し て 津名高校 に 入学 し 、 関西大 ( 2 部) に 進学 し た 。 昼 間 は 瞭害者問

題 と 取 り 組み 、 震 災 の 神戸 に も 度々 訪 れ た 。 「障害者 の 自 立」 に 関 心 を 寄せ、 名 鑑 の 編集
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は ス タ ッ フ の 総意で、生 ま れた 。

内 容 は 「小規模作業 所 な ど障害者の拠点 と な る 生活 の 場 の 安定 と 内 容 の 充実 を は か る

案内書 を つ く る 」 と 決 ま り 、 2001年か ら 作業 に かか り 、 県下300近い事業所 を 訪問 し て287

カ 所 を 掲載 し た 。 き め細 か く 代表者、 住所、 設立 日 、 メ ン バ ー 、 送迎可再 な ど を 掲載。 「上

下 関係 は な し勺 「入退会 自 由」 と い っ た特徴 ま で を 書 き 込 ん だ。

ガ イ ド ブ ッ ク 編集に取 り 組む凪さ ん (中 )

2003年度版は287 カ 所 を さ ら に拡大 し て335 カ 所 に 。 ピ ジ、 ユ ア ル に見 せ る た め に事業所の

写真 を 掲載。 凪 さ ん は寒 い 、 暑 い 、 に 耐 え て 1 50 カ 所 の事業所 を 取材訪問 し た 。 付録 と し

て 「生活の場統計 と 分析J I索ヲ I J の掲載 も 実 に丁 寧。 今後 は 、 障害者の 地域生活 に 関 す

る 情報収集 と 分析、 ホ ー ム ペ ー ジ の運営、 起業、 経営サ ポ ー ト 、 作業所体力 ア ッ プ プ ロ グ

ラ ム の作成 な ど を 目 指す と い う 。

「生活の場 名鑑 2003J
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十 県民時 も CB 事業
県民局 が選 ん だ CB 事業15同体は次の通 り 。

助成金は被災地の CB に 準 じ て 2 年、 300万円 以 下 を 限度 と し た 。

てア 「巡 回 映画 サ ー ク ルJ (神戸市 西 区 z 映画 を 巡回 ヒ映 し 、 高齢者への 心 理療 法 を 実施)

マ 'GIECJ (神戸市垂水区 立 幼 児 を 対象 に英語で遊 び ・ 学習 す る 場の提供) マ 「訪賄ヘ ア

カ ッ ト サ ー ピ ス J ( 西宮 市 : 高齢障書者への 出 張主里美容事業) マ西宮 コ ミ ュ ニ テ イ ネ ッ ト

ワ ー ク ミ ュ ー ジ ッ ク ス テ ー シ ョ ン J (間宮市 = CD を 活用 し た音 楽 に よ る 地域紹介) マ 「 さ

わ や か北摂J ( j l l 両 市 ニ 高齢者の 地域交流サ ロ ン を 開設、 子 ど も の 緊二寸頁か り ) マ 「移送サ ー

ピス 事業J ( 川 凶市 : 障害者の通院、 買 い物 な どふ れ あ い タ ク シ 一 宇業) マ r- 1七百 てサ ポ ー

ト は と の さ と J (加古川 市 立 土曜 日 の 学 京保有 の ，)ミ施 と HMへの ffr て 主詑) マ 「 ひ な こ

い布J (加東郡東条 町 ニ ち り め ん な と々特産 品 の 開台、 版先) マ 「 ネ ッ ト プ ラ ン ニ ン グJ ( 長
嚢郡吉川 l可 z 牛乳宅配Jレ ー ト で地域交流 イ ベ ン ト の合併lÎ、 運営 ) マ r-ft!�路心 身 障害 rli民懇

話会J (姫路市 ニ 障害者雇用 の た め の イ ベ ン ト 備 品 レ ン タ ル 、 会場設件 な ど) マ 「 ハ ピ ネ

ス サ ポ ー ト ス テ ー シ ョ ン 播J蒋J (神崎km福崎 町 = �;�� }�: 1í-への家 iJ�援助、 :@ P5t: 、 買 い 物 な ど

移動、 介護 タ ク シ ー 事業) マ 「 さ っ き J ( 万 来 fll� II J 崎 町 ニ 高齢イ行へ の家事担助 、 通院の外

出 サ ポ ー ト ) マ 「バ ニ ラ シ テ ィ J ( 豊 岡 市 立 空 き JJcf舗 を 利用 し た 英 会話や絵画 、 ダ ン ス 教

室開催 と 手作 り 品 の販売) マ 「 ゆ と り J (篠 山 市 = 痴 ほ う 高齢者 の宿泊支接) マ 「淡路島 フ ァ

ミ リ ー サ ポ ー ト セ ン タ ー ま あ る く J (津名 郡東浦 町 z 障害者への 家事援助、 通 院 の 外 出 サ

ポ ー ト )
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[露関節 「 自 立支援金訴訟」 決着へ

2002年 7 月 3 日 、 大阪高裁で原告 の 女性が 自 立支援金の 支給 を 求 め た 訴訟で二度 目 の勝

訴 を 手 に し た 。 裁判長 は公的 な 支譲の あ り 方 を 一審 を 上 司 る 厳 し さ で批判 し た 。 申 請却下

は 「信義則上許 さ れな いJ o 判 決後の会見で、女性は言 っ た 。 「私 の震災は き ょ う で、終わ っ たJ o

上 被災女性、 再 び勝訴
神 戸 市 内 で被災 し た萩原操 さ ん (63) が、 「震災後結婚 し 、 世帯主で な く な っ た た め 、

自 立支援金支給 を 却下 さ れた の は 法 の 下の平等 に 反す る 」 と し て 、 阪神 ・ 淡路大震災復興

基金 (代表者理事 ・ 井戸敏三県知事) を 相 手 に 、 支援金100万 円 の支給 を 求 め た訴訟の投

訴審判決が 3 日 、 大阪高裁で あ っ た 。 岩井俊裁判長 は 、 一審 ・ 神戸地裁の判 決 を 支持。 復

興基金側 の控訴 を 棄却 し た。

岩井裁判 長 は 、 一審同様復興基金 を 「民法上 の財団法人で は あ っ て も ( 中 略) 、 実 質 的

に は地方公共団体に準 じ る 法人J と 位 置付 け 、 「支援金の 支給 申 請 に対 し て ( 中 略) 、 公平 ・

平等 な 取 り 扱い を す る こ と が要求 さ れ る 」 と 判 断。 「世帯主が被災者」 と し た 支給要件 に

つ い て震災か ら 3 年 を 経 た 1 998年 7 月 1 日 を 基準 日 と す る な ど、 「政策 的 、 技術的 要請 に

基づ く 裁量権 を 逸脱 ・ 乱用 し た も の と し 、 世帯 間 お よ び男女 間 の差別 を 招 来、 公序 良俗 に

反 し無効」 し た 。 そ の 上で無効 な 要件 を 充足 し て い な い こ と を 理 由 に し た 申 請却 下 は 、 '11言

義則上許 さ れ な い」 と し た 。

ま た 、 「支援金制度 は 恒久住宅への移行促進が 目 的」 と の基金側 の 主 張 に 対 し 、 「制度 は 、

被災者 な い し被災世帯 を 対 象 に 、 そ の 自 立生活の支援 を 図 る こ と を 趣 旨 と し た も の と 理解

さ れ る 」 と 退 け た 。

勝訴を喜ぶ萩原 さ ん (右) =大阪高裁前で
(神戸新聞社提供)
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自 立支援金 被 災者生活再建支援法 の F世帯決議 に 基づい て創設 さ れた 。 1998年 7 月 1 日

を 基準 日 と し 、 同 11 月 か ら 支給が始 ま っ た 。 震災で住居が全半壊 (焼) す る な どの被害 を

受 け た 世 帯 に 対 し 、 年齢や所得 に 応 じ て 最高150万 円 を 支給。 同基金か ら 委託 を 受 け た 市

町が審査 ・ 決定 し 、 2002年 3 月 末 ま で に 約11万5 ， 700世帯が約1 ， 404億 円 を 受給 し て い る O

判決 に よ る と 、 萩原操 さ ん は震災で長田 区 の 自 宅 ア パ ー ト が全壊。 1997年 1 1 月 に被災者

で な い夫の行夫 さ ん と 結婚 し た 。 操 さ ん を 世帯主 と し て 2 度、 支援金の 申 請 を し た が、 「生

訂正 維持 し て い る 確認が取 れ な い 」 と 書類不備 を 理由 に 却下 さ れ、 1999年 3 月 、 行夫 さ ん

名 で も 申 請 し た が、 「被災者で な いJ と 再 び却下 さ れた 。

行夫 さ ん は 1999年 8 月 に神戸市 を 、 2000年 3 月 、 i司基金 を相手 に提訴、 2001年 4 月 の一

審判決 は 、 同 基金 に 支援金100万 円 の 支払 い を 命 じ 、 基金側が控訴 し て い た 。 行夫 さ ん は2001

年 6 月 、 61歳で死亡。 操 さ んが同訴訟 を 引 き 継い だが、 提訴後脳 こ う そ く で倒 れ、 神戸市

内 の 介護老人保健施設で車 い す の 生活が続い た 。

操 さ ん は 「行夫 さ んが Fお か し な 制度」 と 言 っ て い た 通 り の 判 決。 制定 を 早 く 改め て く

れ な い と 、 救 わ れ る 人 も 救 え な い 」 と 話 し 、 そ の後県庁 内 の 基金事務局 に 足 を 運び、 上告

し な い よ う 求め た 。 (注 1 )

2 . 基金額� r上告せず」

敗訴 し た復興基金は2002年 7 月 四 日 の 理事会で、 上告 を 断念す る 方針 を 決め た 。 そ の上 、

世帯主被災要件 を 緩和 す る 制度見直 し を 8 月 中 を め ど に 検討す る 考 え を 示 し た 。 同基金 に

よ る と 世帯主被災要件が理由 で却下 さ れ た 事例 は 、 最大で推計約2 ， 000件 と い い 、 必 要 な

費 用 は最高約20億円 に 上 る と み ら れ、 同 基金で賄 う 方針。

こ の 日 の理事会で は 全員 一致で上告断念 を 了承 し た 。 制度の見査 し に つ い て は 、 震災時

に 世帯 主 だ、 っ た被災者が、 そ の後世帯主で な く な っ た ケ ー ス に つ い て は 、 そ の被災者 を 含

む世帯の世帯主が被災 し て い な い場合で も 支援金 を 支給す る 措置 を 検討 。 今 回 の 原告女性

と 同様 に 震災後の結婚の場合の ほ か、 息子や娘 と 同居 し た場合 な どが考 え ら れ る と い う O

会見 し た 井戸知事は上告断念 の 理 由 を 「震災後 7 年半 を 経過 し 、 被災者 と の 争 い を こ れ

以上長引 かせ る の は 、 被災者の 生活再建 を 図 る 基金 の 立場か ら 本意で な いJ r - 、 二審 と

も 敗訴 し た 事実 を 受け止め た 」 な ど と 総合的 な 判 断 を 強調 し た。

河碁金は2002年 9 月 6 日 、 制度改正 を 発表 し 、 県 内 の被災10市10町の 窓 口 で受 け付 け を

始め る 。 各市町 は 役所 の 窓 口 に広報紙やパ ン フ レ ッ ト を 置 き 、 問 い合わせ に対応 し て い く 。

今 回 の 見直 し で は 、 被災時 に 世帯主 だ っ た が、 そ の後結婚 な ど に よ り i世帯 主 で な く な っ

た ケ ー ス が、 新 た な 支給対象 と な る が、 住民票上 は世帯主 で な く て も 、 主 な 生計維持者で

あ っ た こ と が書類 な どで確 認 さ れ れ ば支給。 た だ し 、 学生の 一 人暮 ら し な どの ケ ー ス で被

災 時 に 世帯主で あ っ て も 、 親 の 仕送 り な ど飽者か ら 扶養 を 受 け て い た場合 は 支給 さ れ な い。

申 請 期 限 は 2003年 3 月 31 日 O た だ し 期 限 内 に 申 請で き な い理 由 があ る 場合 は 、 2005年 3
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月 31 日 ま で受 け付 け る O

3 . 施行 4 年、 職 し い要件
生活再建支援法が施行 さ れて 4 年余 り が経 っ た (2003年 1 月 現在) 。 法 が適用 さ れ た 自

治体の う ち 、 避難の長期化 を 理 由 に 支給があ っ た北海:道 ・ 有珠山 噴火、 三 宅 島噴火 を 除 く

と 、 自 宅が全半壊 し た世帯の 9 割が支給対象外 と な っ て い た こ と が分か っ た 。 内 閣府や全

国知事会は 施行か ら 丸 5 年 と な る 1 1 月 に 向 け て i司法の 見 直 し作業 に 入 っ た が、 法の矛盾 を

ど う 克服す る かが焦点。

支給事務 に あ た る 財団法人都道府県会館の ま と め で は施行後、 こ れ ま で に 10災害で 1 道

3 県 と 47市町村下 適用 さ れ、 計2 ， 555世帯 に 約20億1 ， 000万円 が支給 さ れた 。 法が適用 さ れ

た 自 治体内 で全壊は計1 ， 336世帯 あ っ た が、 実 際 に 支給 を 受け た の は ほ ぼ半数の671世帯。

半壊 は計7 ， 817世帯の う ち 、 約 3 % の236世帯が支給 を 受 け た だ け だ っ た 。

一方、 2000年 3 月 の 有珠 山 噴火で は 、 全壊で支給 を 受 け た87世帯 と は 別 に 、 避難の長期

化が見込 ま れ る 世帯 を 全壊 と 同等 に み な す 、 と し た 用法施行令の規定 に よ り 、 175世帯 に

支給 さ れた 。 2000年 6 月 の 三宅 島 噴火で も 、 島外に避難 し た 1 ， 961世帯の 8 割弱 に あ た る

1 ， 473世帯が同様 の 理 由 で計1 1億6 ， 400万 円 の 支給 を 受 け た 。

長期避難 に よ る 支給があ っ た両噴火災害 を 除 く と 、 支援金の支給 を 受 け た の は全半壊 し

た8 ， 386世帯の う ち 820世帯で 、 約90 . 2 % が支給対象外 と な っ て い た 。 こ れは 、 ①年収が800

万 円 を 超 え る 世帯 は 対象外で、 500万 一 800万 円 の 聞 で も 世帯主の年齢に よ っ て不支給 に な

る 。 ②半壊世帯で は補修費 は考慮 さ れず、 解体 し な い と 支給対象 と な ら な い と い う 法の

要件の厳 し さ が大 き な 理 出 。

ま た 、 同 法施行令の 規定で、床上浸水 3 世帯 を 全壊 1 世帯 に換算で き る が、 没水被害の認

定基準が厳 し い た め 、 2000年 9 月 の東海豪雨で の愛知謀内 9 市12町 (床上浸水約 2 万3 ， 000

圃臨璽盟置]謹麗軍曹謹言醍基署E事理謹霞藍事・・・ー
年収
500万円以下 700万円以下 800万 円以下
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* 対象 tこ な る 自 然災響
1 0世帯以上の住宅が全壊す る 被害が
発生 し た 市 町 村 に お け る 自 然 災 害
(都道府県 レベルでは100世帯以上) な ど 。

* 支給対象世帯
住宅が全壊。 半壊で や む を 得ず解体。
長期 に居住不可能 な状態。
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世帯、 支給 9 件) の よ う に 、 大 き な被害 に も かか わ ら ず支給がほ と ん どな い 事態 も 生 じ た 。

さ ら に 、 支援法が適用 さ れた市町村ー と 同 じ県 内 に あ り な が ら 、 j去が適用 さ れ な か っ た 市

町村 も 70 自 治体あ っ た 。 「市 町村 は 全壊10世帯以上J と い う 基準 を 満 た さ な か っ た た め だ。

こ れ ら 市町村で は 、 実 際 に は 全壊計58世帯、 半壊計561世帯 に の ぼ る 被害が出 て い た 。 支

援法は付帯決議で、 施行 5 年後 を め ど に し た見 直 し を う た っ て い る 。 (注 引

(表 1 ) 
盟圃醐 公的支援を め ぐ る 動 き 圃園間

何年 1 月 阪神大震災発生 (17 日 )
10月 兵庫県が住宅地震災害共済保険制度案 を発表

97年] 2月 自 民党が被災者生活再建支援蒸金法案 ( 自 民党案) ま と め る
98年 4 月 共産党 を 除 く 超党派で 函 民党案を軸 に被災者 生活再建支援法案を 参院に共同縫案

4 月 参院本会議で可決
5 月 衆院本会議で可決、 成すA
7 月 阪神大震災の被災者 を対象に最高150万円 を 支給す る被災者 自 立支援金制度 を創設

00年 1 月 全労済協会や兵庫県な どの 白然災害被災者支援促進協議会が、 共済方式に よ る 住宅再建支援制度の
骨子を発表

3 月 有珠山噴火 (31 日 )
6 月 三宅島噴火始 ま る (26 H )  
10月 鳥取県西部地震 は 日 )
10)J 鳥取県が後災住宅の再建に A律300万円 を補助す る 県独 自 の支援策
10月 「 自 然災害か ら 国民 を 守 る 同会議員 の会J が共済方式 と 雨費負担 を組み合わせた被災者住宅再建支

援法案 (仮初、) の骨子 ま と め る
01年 3 月 芸予地震 (24 EI )  
02年 6 月 「国会議員の会」 が住宅再建支援法案の目十淑を全額公費負担 と す る 新骨子 ま と め る

7 月 全国知事会の地震対策特別委員 会で、 被災者生活再建支援法の施行後 5 年に

間 じ苦境、 謹帯の署名

長崎県の雲仙 ・ 普賢岳災害で避難生;活 を 強い

ら れ た 「島原普賢会J の メ ン バ ー が、 島 を 離 れ
た 三 宅 島 の人 々 に 「がんばろ う 」 メ ッ セ ー ジ を

送 り 続け て い る 。

普賢岳の最初 の大火砕流 は 1991年 6 月 に起 き
た 。 噴火カf終息 し た の は 1996年 5 月 。 そ の 問 、

火砕流 は 約 9 ， 400 国j も 発生 し た 。 同被災地 は 支

援法成 立 前 の 災害で適用外。 そ れで も 布珠 山 、

三宅島の被災者 と 連帝 し 、 支援法の改正運動 を

(図 1 ) 神戸新聞 2003年 9 JJ 9 日
(11 1 ) 神戸新聞 はか 2002年 7 月 4 日
(注 2 、 表 1 ) 朝 日 新関 2003年 1 月 7 日
(注 3 ) 神戸新開 2003i!三 9 月 8 EI 
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進 め て い る 。 避難期 間 中 の継続的 な 支援金支給

を 求 め 、 2003年春、 14万人の署名 を 集 め た 。 島

原 市 で は 人 口 の 過 半数、 2 万4 ， 000人が署 名 し た 。

普 賢岳民i辺は、 230億円 の 義援金が復興の原動
力 に な っ た。 三宅島は26億円 だ っ た 。 法の適用 は

受けたが、 避難先での生活維持に注がれ、 暮 ら し

の 再建 に は ほ ど遠い。 「三宅の苦境は よ く 分か る 。

島原 は全国か ら の 支援で復興で き た。 お礼の貢紅白

があ る 」 と 会の幹部は き っ ぱ り 言っ た。 (注 3 ) 



f.誠 一一正住宅再建lど子地震保険」

1 つ が通 る と 新法 を 用 意 し 、 環境の 整備 を 図 る 。 活再建支援 と 住宅 再建支援。 そ れ を

セ ッ ト に し た の が、 大災害 に見舞 わ れた 兵庫 県 の対)，i)だ、 っ た 。 1997年 に 、 共済制定 と 災f芹

相 互支援基金で構成 し た 「総合的国民安心 シ ス テ ム 」 を 発表。 生活再建支援法成立か ら 2002

年 に か け 、 国 、 各府黒への根回 し に 奔走 し た 。 「 自 然災害か ら 国民 を 守 る 国 会議員 の会J (災

害議連) も 全壊世帯 に 最高850万 円 を 支給す る 法案の骨子 を つ く り 、 成 立 を 準備 し た 。 財

務省、 は 巨額の財源 に 異論 を 唱 え 、 全国知事会、 全国市町会 な どが絡 む 激 し い議論 を 重ね た O

1 . 住宅再建支接

「公的資金投入 を 」 と す る 兵庫県お よ び災害議連。 し か し 、 国 は 「個 人 の住宅 と い う 私

有財産 の 再建 に公的資金の投入 は認め ら れ な い」 と か た く な に否定す る 図 式 は2002年度 も

変 わ ら な か っ た 。

17人の学識経験者で構成す る 政府ーの 「中 央防災会議 ・ 防災基本計画専 門調査会」 は2002

年 7 月 ヒ 旬 、 「真 に必要な 人 に 限 り 総合的 な 支援策が必要」 と す る 新見解 を 打 ち 出 し た 。

「住宅再建 は 自 助努力が原郎。 公費 を 投入す る な ら 、 地震保険や耐震補強で備 え た 人 と

の不公平感 を ど う す る か。 高齢者、 失業者、 二重 ロ ー ン を 抱 え る 、 真 に 支援が必要 な 人 に

住宅再建、 補修、 賃貸住宅への 入毘 の 負 担軽減 を 含 め 、 総合的 な居住確保 を 支援J と し た 。

こ れ を 受 け 政府 は 現行の被災者生活再建支援法の枠内 で住宅再建の 支援施策 を 設 け る 検討

を 始 め た 。

住宅再建支援制度 を め ぐ っ て は、 全国知事会が住宅所有者か ら 掛 け金 を 徴収す る 共済制

度 の 実現 を 訴 え て き た 。 震災後 に 兵庫 県 な どが提唱。 災害議連 も 当 初、 共済制度の法案化

を 検討 し て い た 。 徴収事務の負担 に市町村が反発 し た た め2002年 2 月 、 全半壊 し た住宅再

住宅再建支援制度 を 話 し合う 災害議速の メ
ンバー (神戸新聞社提供)
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建に全額公費 の補助金 を 出 す案 に 切 り 替 え た 。 県 の 担 当 者 は こ の動 き に対 し て 「発案県 と

し て責任があ る 」 と 、 あ く ま で共済制度 を 要望 し た 。

政府の今後 は ど う か。 高橋健文 ・ 内 閣 府政策統括官 ( 紡 災担 当 ) は 、 「私有財産 に公費

投入す る 案 は納得で き な い」 と し な が ら 、 都道府県が基金 を 積み 立 て 、 被災者 に生活費 を

支給す る 生活再建支援法が2003年秋、 改正時期 を 迎 え る の に合わせて何 ら かの住宅再建支

援の施策 を 考 え る 見通 し を 示 し た 。

2 . 県 、 共済軸 に 新制度
兵庫県 は 2003年 1 月 7 日 、 住宅所有者か ら 掛け金 を 集 め る 共済方式 を 軸 に し た県独 白 の

支援制度 の創設 を め ざ す こ と を 決め た 。 2003年度 に 専 門 家 に よ る 調査会 を 設置 し 、 2 年後

を め どに制度化 を 図 る 方針。 都道府県が単独で住宅再建 を 支援 し た例 と し て は 、 鳥取県西

部地震で鳥取県が補助金 を 出 し た ケ ー ス があ る が、 共済方式が導入 さ れれ ば全国初 と な る O

県がめ ざす制度 は 、 2001年12月 に あ っ た 全国知事会の地震対策特別委員 会の部会で全国

制度案 と し て提案 し た 「兵庫県意見J がた た き 台。 こ れ に検討 を 加 え た上 で条例化 を 進め

る 意向。 同 意見 は 、 ①住宅所有者か ら 1 戸 あ た り 年 間 約2 ， 000円 の掛 け 金 を 徴収。 ②財源

の半額は 国庫が負担。 ③地震や 噴火 な どで住宅 を 再建す る 場合は600万円 、 風水害で、 は 300

万 円 の 支援金 を 支給。 ④原則 と し て全住宅所有者 に加入 を 義務づけ、 未加入者に は 支給 し

な い ー な ど を 柱 に し て い る O

県が学識者 ら に 委嘱 し て設置す る 調査会で課題 を 検討 し 、 県単独 で の 導入 と 運用 が可能

な 制 定 の あ り 方 を 探 る O

公費負担 に よ る 法案 災害議連が2000年10月 、 共済制度 と 国庫負 担 を 組み合わせた被災

者住宅再建支援法案の骨子 を ま と め た 。 自 然災害で全半壊 し た住宅所有 者 に 最高850万 円

を 支給す る 内容だが、 具体案づ く り は 難抗。 一方、 鳥取県西部地震で被災住宅再建 に単独

の補助金支 出 を 決定。 「私財形成 に 税 金 は 投入 で き な い」 と す る 国 の 方針 に 一 石 を 投 じ た。

災害議連は2002年 6 月 、 全額公費負担の試案 を ま と め 、 新法案 と し て 了承 さ れ た 。

共済制度葉 県 な ど 4 団体でつ く る 「 自 然、災害被災者支援促進協議会J が2000年 1 月 、

し い支援制度 を 発表 し た 。 全国 の住宅所有者が掛 け 金 を 積 み 立 て て碁金 を つ く り 、 再建

を 助 け合お う と い う 仕組み。 掛け金は 1 平方江あ た り 年 i習60円 で 、 固定資産税 と 同時 に徴収。

自 然災害で全半壊 し た住宅の面積 (100平方むが上限) に応 じ 、 71平方日の平均的家屋で地

震や津波 に は 全壊600万円 (半壊200万円) 風水害 は そ の 半額の支援金 を 支払 う o (注 1 ) 

3 . 地震保険

「災害 は 忘 れ た こ ろ に や っ て く る 」 と い う 古い例 え 通 り 、 兵庫県民の地震 に対す る 気構

え があ い ま い に な っ て き た 。 大震災直後 に急伸 し た県 の 地震保険加入率の順位が年 々 低下、

地震 に対す る 危機意識の風化が指摘 さ れて い る O
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地震保 険 は 、 政府 と 損害保険会社が共 同 で運営す る 保険で、 火災保険に 付 随 し て契約す

る O 保険料 は危険度 に応 じ て都道府県知 に 1 � 4 等地 に分類。 最 も 保険料が高い 4 等地 に

は東京、 神奈川 、 静 岡 が指定 さ れて い る 。

全 国 の 加入件数は2002年 3 月 末の 時点 で約787万8 ， 000件、 加入率 は 16 . 2 % 。 加入率 は 1968

(表 1 ) 
-・・.Jl張要富田沼田誠il!"��霊Et1il幸四.1*・E・-

20 
(%)  

1 5  

1 0 卜 9 . 0
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4 . 8  

0 臼
1 994(3 河 ) 95 96 97 98 99 20∞O∞ 01 02(年)

に最高20 . 0% を 記録 し た 後 、 保険料の割高感 な ど徐 々 に 低下。 1993 ， 1 994年 に は 7 % 台

に ま で落 ち 込 ん だ。 し か し 、 阪神 ・ 淡路大震災が起 き て か ら 上昇 に転 じ た 。

都道府県別 に み る と 、 東京の24 . 6 % が最 も 高 く 、 神奈川 、 愛知、 静 岡 が20% を 超 え る な

ど危険度が高 い等地 ほ ど加入率が高 い 。 名 古屋市 な ど58市町村が東海地震 の 対策強化地域

に指定 さ れた愛知 は22 . 0 % で 、 1994年 か ら は . 1引増 え 、 )11貢位 も 7 位か ら 4 1立 に r_がっ た 。

一方、 大被害 を 受 け た 兵庫 県 は 12 . 4% 0 1994年 に は2 . 9 % で32位 だ、 っ た が、 1 996年 に は8 . 4%

で18位 に昔、伸 し た 。 だが、 そ の後 は 伸 び悩 み 、 16 . 0% の大阪 と と も に 全 国 平均 を 下 回 っ て

い る O

日 本損害保険協会 に よ る と 、 今世紀前半 に起 こ る 可能性が高 い と さ れ る 南海地震で、 地

震保険の 支払総額 は24府県 で 約 5 ， 170億 円 に 上 る と の試算 が2003年 2 月 、 高 知市 で 聞 か れ

た シ ン ポ ジ ウ ム で報告 さ れた 。

24府県の 地震保険の契約件数は約300万件。 支払額 は高知県の約1 ， 926億 円 が ト ッ プで、

徳 島 、 和 歌 山 、 愛媛、 大阪 と 続 き 、 上位 5 府県で約4 ， 197鎧円 と な り 、 全体の 80% を 超 え る O

兵庫県での支払い は 約 l 万5 ， 000件、 171億円 と 見積 も っ た。 試算の前提 と し た 地震の規模

は マ グ ニ チ ュ ー ド 8 . 4 で 、 火災が一番多 く 起 こ る 冬の 夕 方 を 想定。 な お 、 i波神 ・ 淡路大震

災 の 地震保険 の 支払額 は 約783億 円 だ、 っ た 。 (注 2 ) 
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「地震予知J に関心を l

被災地か ら 遠 く 離 れ た 山 口 県 で、 毎月 17 B を 「人のつ な が り の 大切 さ や難 し さ 、 外 出 人 と

「節 目 の 日 」 と し 、 震災や 自 然災害に焦点 を 合 の 共生。 被災地での問題点 は 、 lJJ 口 に 住 む わ れ

わせた ラ ジ オ 誉組が絞い て い る 。 距離 と 持 を 超 わ れ に も 身近」 と い う 。 (た 3 ) 
え 、 伝 え ら れ る 山 口 放送 の r 1 . 1 7j 放送は 8
年 間 で 1 00 回 にJ.. っ た。

朝 の 零組 rHOT ZONE お は よ う KRYj o 震

災 か ら 3 カ 月 後 の 1995 年 4 月 、 チ ー フ プ ロ

デュ ー サ 一 清水の り 子 さ んが取材、 執筆す る コ

ラ ム が始 ま っ た。 公 的支援の あ り 方 や 消 防 、 救

急医療な ど硬派か ら 人間 ド ラ マ ま で多彩 な テ

マ を 電波 に乗 せ て き た 。2002年12月 17 EI に は 「地

震予知」 を 取 り kげた。 リ ス ブ ー か ら は 「予知

事 業 へ の 投資 も れ っ き と し た危機管理j r期待

し す ぎ る よ り 、 崩 れ な い家 に住 み 、 保険 に 入 る

}jが大事」 な ど と �見が寄せ ら れた 。

(注 1 ) 朝 日 新聞 2003年 1 月 8 日
(表 1 ) 神戸新聞 2002年 12月 31 日
(注 2 ) 日 経新i需ほか 2003年 1 月 初 日
(注 3 ) 神戸新聞 2003年 1 月 7 EI 
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i 第六節 「激甚地 ・ 長田J の 試 み

激震 は 淡路、 神戸市須磨、 長 田 の 海岸線 を 切 り 裂い た 。 長 田 の全半壊家屋 は約 2 万4 ， 000

棟 (倒 壊率57 . 2 % 、 全市38 . 8 % ) 0 火災 に よ る 焼損 は全市の64 % に 達 し た 。 そ の 長 田 が ど

う 変 ほ う を 遂 げ た か 、 を 検証す る 。 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ 、 小売由、 飲食庖 を 生業 と し 、 外国

人が多 く 混在す る 「 人 に 優 し い 下 町」 と 、 一方で豆大 ピ ル が林立す る 西部副都心。 こ の両

極端 を 合わせ も つ 「 ま ち づ く り 」 は い よ い よ 総仕上げの段階 に 入 っ た 。

1 .  1"下町 ら し さ J の 復活
こ の l 年、 長 田 の ニ ュ ー ス が新聞 を に ぎ わ せ な か っ た 日 は な い 。 職、 食 、 吾、 絵、 人 に

関す る 生活 (文化) の洪;1'(だ、 っ た 。 2002年夏、 突如 「ぽっ か け」 が大 ブ イ ー パ ー O 通 り に

100本の の ぼ り が は た め き 、 元祖 「そ ばめ し 」 に 代 わ っ て庶民の味 と し て席 巻 し た 。

企画 し 、 売 り 出 し た の は 「神戸 な がた TMCJ の 面 々 。 す じ 肉 に こ ん に ゃ く を 甘辛 く 煮

込 ん だ素朴 な 味 に 、 地元 の 食 品 会社 MCC が飛 びつ い て き て 開発。 ぽ っ か け ラ ー メ ン か ら

売 り 出 し た 。 「 ぽ っ か け と は ぶ っ かけ」 と い う 語呂 も よ ろ し い。 試食会 も 好評 で 、 早 速 ち

ら し 、 ピ ザ鼠パ ン 、 オ ム レ ツ な ど に鑓 わ れ て 、 カ ッ プ麺の東洋水産、 敷 高 パ ン 、 コ ン ピ ニ

の ampm な どが参入 し て き て 、 た ち ま ち 全国規模 の 商 戦 に 発展 し た 。 そ ばめ し の風味 に長

持 ち す る レ ト ル ト 食品 の価値が決め手だ、 っ た。

神戸信 用 金庫 西神戸支出が便乗 し て き て2002年秋 「 ぽ っ か け定期預金J を 売 り 出 し た 。

「ぽっ かけ」 の の ぼ り を かかげる 府主=長
田区て葉町で (神戸新聞社提供)
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預金額 は30万 円 � 1 ， 000万円 。 期 間 を 1 カ 年 と し 、 庖 頭金利0 . 03 % を 0 . 06 % の 3 倍 と す る

大半日振 る 舞 い に た ち ま ち 完売。

こ ち ら の企業 も 堂々 の ま ち お こ し を 実践 し た 。 工業用 の ベ ル ト メ ー カ ー 「三 ツ 星ベ ル ト 」

が2003年 3 丹 、 国土交通省 の 地域 に貢献 し て い る 企業 を 表彰す る 「地域活性化貢献表彰」

の大賞 を 受賞 し た 。 続い て震災の教訓 を 世界 に 発信 し 、 安全で安心 し て暮 ら せ る 21世紀の

新 し い ま ち づ く り を 進め る た め 、 2002年震 に創設 し た財団法人 「兵庫地域政策研究機構」

が第 l 匝 の社会活動賞 に 同社 を 選ん だ。

同 社 は 1992年 、 本社 を 神戸ハ ー パ ー ラ ン ド に 移転 し た が、 研究所 と 工場 を 長 田 区真野地

区 に残 し て い た 。 震災 そ の朝 、 火災発生 と 同 時 に 自 衛消 防 隊60人が飛 び起 き て 、 住民 と

一緒 に な っ て 周 辺 の 延焼 を 必死 に 食 い 止 め た 。 日 ご ろ か ら 地元 の ま ち づ く り 推進会 に 加

わ っ て公害や福祉問題 に 関心 を 寄せ、 企業 と ま ち の あ り ょ う を 模索 し た 。 震災後、 同 社 の

体育館が避難所 と な り 住民400人が 3 カ 月 に わ た っ て住み つ い た。 「 ま ち の核 に な っ て ほ し

い」 と い う 住民 ら の 願 い は 強か っ た 。 そ の要望 を 受 け て 同社 は元の場所へ本社 を 再移転す

る こ と を 決断 し た 。

「企業 と 住民 と の 共 生 - 2 1 世紀の 国 際 モ デル タ ウ ン 」 を コ ン セ プ ト に し た 同 社 は 玄 関

脇 に コ ミ ュ ニ テ イ ・ レ ス ト ラ ン 「 エ ム エ ム コ ー ト J を つ く り 、 住民 に 解放。 七夕 ま つ り や

ク リ ス マ ス パ ー テ ィ ー な ど に広 く 利用 さ れて い る O エ ム エ ム と は 、 三 ツ 星 と 真野の頭文字。

ま た市内小 中 学校の ピ オ ト ー プ運動 に も 加 わ り 、 社員 の奉仕で ミ ズ シ ー ト に よ る 「 ト ン ボ

の池」 を 贈 り 続 け た 。 そ の数70校。
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人 口 盟復、 各震の推移

市 の2003年 1 月 1 6 1す の 人 口 は151万1 ， 807人 一方、 西 の 3 区 は 人 口 が流失 し 、 前年比長田

で震災前の99 . 4 % ま で 凶復 し た。 前 年 は 伸 びが 97、 須磨654、 垂水449 人の滅。 須磨北部や垂水
鈍化、 2003年 中 に震災前 人 口 を 上回 る と み ら れ は震災以降の減少傾向 の歯止 め がかか っ て い な
で い た が、 2004年以降 にずれ込んだ。 市全体の い 。 長 泊 の 死亡数が出生 数 を 上 回 り 、 全体 と し

増加数の 9 割 を 占 め る 東灘、 灘、 巾央の 3 区 で て マ イ ナ ス と な っ た が、 再 開 発 ピ ルへの入居が

前年比5 ， 472人増 に と ま っ た の が原 因 。 市 は f 震 始 ま っ た こ と も あ り 、 転入数か ら 転出 数 を ヨ ! い

災直後か ら 続い て い た民 間 マ ン シ ョ ン 供給が落 た 社 会 的 増 加 が 2 年 連 続 の 182人。 再 開 発 の 進

ち 着 き つ つ あ る 」 と 分析。 ち ょ く で増 加す る 予 測 も 。

2 . γ ご っ た 煮J の ま ち お こ し
「人間 と 人 需 が協力 す る こ と は 難 し い 。 し か し 、 協力 し た結果 は 素晴 ら し い」

火災 に 遭 い 、 解体 さ れた神戸デパ ー ト の玄関脇 に刻 ま れ て い た言葉 だ。 1 965年、 大正筋

の37人の小庖 主 と 市役所 の 若手職員 が心血 を 注 ぎ、 日 本初 の 市借地改造 を 成 し 遂 げた跡地

と し て 記憶 に新 し い 。 当 時の 熱 い 官 と 民のせめ ぎ合い 、 ふ れ あ い は ま ち お こ し の TMO に

引 き 継がれた。 2001 年 に 設宜 し 、 2002年 は 一気 に加速 し た 。

「高齢者 に優 し い ま ち 」 を う た う TMO に対 し 同年秋、 福祉用 具 レ ン タ ル の 「 ひ ま わ り 」

と 業務用 カ レ ー 大手の rMCCJ が100万 円 を 出 資 し た 。 ひ ま わ り は 12 月 に 新長 田 に レ ン タ

ル出A を 開業。 TMO が行 う 高齢者への 電動 ス ク ー タ ー 貸 し 出 し 業務 に協力 。 福祉分野 の ノ

ウ ハ ウ が足 り な い TMO に と っ て プ ラ ス に な っ て い る o MCC も ぽっ か け 発売 を 機 に 食 を

テ ー マ に し た イ ベ ン ト や新製品開発に協力 を 惜 し ま な い 。 TMO は全国 に 約 240存在す る が、

近 畿経済産業局 に よ る と 「企業 の 出 資 を 受 け て 事業 を 強化す る 例 は 極 め て 珍 し しり と い

う o (注 1 ) 
上 回 司 郎 TMO 社長 は 、 再開発 ピ ル の 一角 で 洋 品百 を 出 し て い る 忙 し い 身 だが、 イ ベ ン

ト に対 し て と こ と ん推進派。 以下 は ほ ん の 2 例。

1 1 月 、 商庖街で 「 ま ち め ぐ り ツ ア ー J を 実施 し た 。 新長田 の再開発分譲マ ン シ ョ ン の入

居者の約 7 割 は 区外か ら の転入者。 少 し で も 長 田 を 分か つ て も ら お う と 企画 し 、 15人が参

加 し た 。 足湯 に つ か り 、 大正筋 の 市 場 で ぽ っ か け コ ロ ッ ケ な ど を 振 る 舞 わ れ た 。 「 下 町 っ

ぽい市場の情緒が楽 し し り と わ い わ い 。

「そ ばめ し の 良 さ も 」 と い う の が軒 を 連 ね る お好み焼 き 屋の お ば さ ん た ち O 周 辺 に 70軒

あ る と い わ れ、 「地域 コ ミ ュ ニ テ イ パ ワ ー ア ッ プ。事業j に 添 っ て 、 TMO の お 嬢 さ ん 2 人

が 「お好み焼 き イ ラ ス ト マ ッ プ」 を つ く っ た。 ソ ー ス 、 材料、 韓 国 、 ベ ト ナ ム 風 メ ニ ュ ー

か ら 鉄板の厚 さ に ま で こ だ わ る 内容 を 載せ、 観光案内所や駅 に 1 万枚 を 配布 し た。 め っ き

り 増 え た 修学旅行生 に も 好評。
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3 .  Iベ ト ナ ム 人司祭」 奮戦す
県 下 に 約 10万 人 の外国人が住 む 。 う ち 1 ， 000人以 上 は 7 カ |主!。 神戸 で は 長 田 が ト ッ プの

8 ， 300人で、 う ち 7 ， 300人 は韓国、 朝鮮系 だが、 震災後減 っ て お り 、 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ業 界

の停滞で 回復傾向 に な い。 代 わ っ て元気 な の がベ ト ナ ム 系 の570人。 ア ジ ア 文化 を 共有 し 、

地域の生活 に 溶 け込 も う と 奮戦 中 で あ る 。

神戸 の ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ工場で働 く ベ ト ナ ム 人 は 、 震災で大変 な 苦労 を 強 い ら れ た 。 そ

の体験が披 ら の 連帯感 を 深め 、 2002年 4 月 、 'NGO ベ ト ナ ム in KOBEJ (祝 日 を 除 く 9 時

� 15時) を 発足 さ せた 。 日 本人 の 支援 に 頼 ら ず、 自 力 で元気 を 出 そ う と い う 組織であ る 。

場所 は カ ト リ ッ ク 鷹取協会 ( 長 田 区若松町) で、 司 祭 の ホ ア ン ・ ミ ン ・ マ ン さ ん (38) が

代表に就い た 。

事務所は小 さ な プ レ ハ ブだが、 ベ ト ナ ム 人が入れ替わ り 立 ち 替わ り や っ て 来 る 。 日 本の

小学校 に通 う 子 ど も た ち は ベ ト ナ ム 語が ダ メ だが、 お 年寄 り は 日 本語がな じ め な い。 日 本

語 と ベ ト ナ ム 詰が交錯 し 、 雰囲気 は 楽 し そ う O と く に 第 1 、 2 土曜の夜 は 大 に ぎ わ い 。 温

かい コ ー ヒ ー と 冷 た い ピ ー ル を 飲み な が ら 延々 と お し ゃ べ り し 、 カ ン パ箱 に 代金 を 入 れ て

帰 っ て行 く O

1984{ド に 難民 と し て 口 本 に や っ て き た マ ン さ ん は 、 大阪の プ ラ ス チ ッ ク 工場 な どで働 き 、

日 本語 を 学 ん だ。 そ の後神学校で10年近 く 勉 強 し て 可 祭 に な っ た 。 「 日 本 で 生 活 し て い る

か ら に は 、 日 本人だベ ト ナ ム 人だ と 敷居 を つ く ら ず に 交流 し た い。 フ ォ ー ( ベ ト ナ ム 風 う

どん) を 出 す屋台 も や っ て い る の で ど う ぞ。 本場の味です よ J と に っ こ り o (注 2 ) 

十 醸付 く 「音楽の ま ち 」

な ん で長 田 の ニ ュ ー ス が弾 む の か。 そ れ は 沢役所の動 き を 抜 き に し て考 え ら れ な い 。 区

役所ギ ャ ラ リ ー で は毎月 、 サ ロ ン コ ン サ ー ト が開 か れ、 す で に 100回 を 超 え た 。 3 年前、 「音

楽 の ま ち 」 を キ ャ ッ チ フ レ ー ズ に据 え て恨付かせた 。 若者、 中 年の カ ラ オ ケ な ん で も 来い 。
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2002年 4 月 、 神戸 ウ イ ン グ ス タ ジ ア ム での サ ッ カ - w杯 に は 、 小学生以 ヒ の 15人の ラ テ ン

音楽バ ン ドが出演 。 ド ラ ム カ ン を ハ ン マ ー で叩 い て つ く っ た 「ス チ ー ルパ ン 」 を 鳴 ら し て

「 オ ー レ ! J o サ ッ カ ー に は ぴっ た り の リ ズ ム で応援 し た 。

神 戸 在住 の 若 者 4 人の バ ン ド 「 ガ ガ ガ SPJ の 人気が高 ま る と 早速 、 2003年 1 月 の 震 災

日 の 翌 日 に l 万人 ラ イ ブ を 商庖街で開催。 リ ー ダ ー は 「活動 は神戸でで き る O 世 界 は 長 田

の た め に」 と 訴 え た 。

前年発足 し た 「長 田 区ユ ニ バ ー サ ル デザ イ ン研究会」 は官、 学、 商 、 民 の あ ら ゆ る 組織

が集合。 研究会の 方程式 は ( な がた 区 十 人) x 清熱 ニ つ な がっ た 匹。 つ ま り 連帯の ま ち づ

く り で あ る O コ ン セ プ ト は 障害者、 高齢者、 健常者の 区別 な く 、 すべて の 人が使い や す く

生活で き る よ う 製品 、 建物、 環境 な ど を 配慮 し て い こ う と デザ イ ン (企画) す る 運動。 2002

年夏、 「 長 田 発 デザ イ ン フ ェ ア 」 を 聞 い て応募300点 か ら 優秀作品 を 選び、 1 1 月 1 日 、 長 田

中 央市場 に デザ イ ン 商 品 の 庖 聞 き を し た 。 音楽か ら ユニ バー サ ル商 品 、 そ の 間 に 下町 イ ベ

ン ト がふ ん だ ん に 交錯す る O

木 下 区 長 に 代 わ っ て 2003年春、 登 区 長が引 き 継い だ。 「音楽 、 食の ま ち を PR し 、 大阪

ガ ス の 跡地 に 来春で き る ガー デニ ン グス ト ア や 温浴施設 も 売 り O 成熟 し た コ ミ ュ ニ テ ィ が

あ り 、 優 し い ま ち の魅力 を 伝 え た い」 と 言 う 。

あ の 日 を 刻 む r 5 時46分j

区役所 3 階の 「人 ・ 街 ・ な がた 震 災資料室J ょ う 保存 に気 を つ け ま す 」 と 言 う 。 毎年間 く 記
に震災当 日 の r 5 時46分」 で止 ま っ た ま ま の夜 念資料展 は も ち ろ ん職員 に よ る ボ、 ラ ン テ イ ア 。

問 中 学校 ・ 丸山 中 西野分校の大持計がお H 見 え

し た 。 同窓 に は 資料約 2 万点 を 展示 し 、 毎年新

し い資料 が入 る が、 珍 し い も の で は こ の 時計が

筆頭。 同 区三番 町 の木造校舎の 壁 に 飾 つ で あ っ

た が、 解体 し 須磨 区 の 太 田 中学校 に 移転 し た の
を 機 に 撤去 さ れ、 同 室 に や っ て き た 。 工事中 の

新 長 田 再 開 発 で 出 土 し た 遺跡 の 約 100点 の 土器

も あ る 。

資料 室 を 預か る 職員 の清水誠 ー さ ん に よ る と 、

「震災 当 時の避難所の 日 誌や被災者の手記 は 、

ま さ に 迫真の ド キ ュ メ ン ト です 。 当 時の模様 を

伝 え る 写真や道具 も あ り 、 資料は い つ で も 見 ら

れ ま す。 震災の生 き 証人 です か ら 風化 さ せ な い あの待で止 ま っ た大持計二資料 集で
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5 .  r区画整理J と 「再開発」
2003年 3 月 、 震災復興土地区画整課事業が都市計画決定 さ れて 8 年 を 迎 え た 。 被災地全

団地 区 の 仮換地指定率 は ほ ぼ 9 割 に 達 し 、 仕上げの段階 に 入 っ た 。 ]R 新長 田 駅南 の 再 開

発 と 共 に復興の核 と な る 職 ・ 住 を 中心 に し た ま ち づ く り で あ る O

こ の I 年の 進 ち よ く 状況は

長 田 区 で は38の ま ち づ く り 協議会 ( ま ち 協) が市 と マ ス タ ー プ ラ ン を め ぐ っ て シ ビ ア な

話 し合い を 進 め て き た 。 2002年度 は東灘区 の森南第 1 の 3 地 区 が換地処分 を 終 え 、 長 田 区

鷹取東第 1 を 含 め て 6 地区 と な っ た 。 続い て2003年度 は 長 田 の御 菅困 な ど 4 地 区 が予定 さ

(表 1 ) 長田区の復興土地区画整理事業
一一一←一一一一寸一一一一一

人口、 [1I:帯数
(上段) 震災前
( 下段) 現 在

鷹取東第一
長田区8 . 5;よ

2 ， 051人 905世帯 I 100% I 0 1年 2 月 に換地処分を完了 し たの
1 ， 585人 760世帯 I ( ー ) I 公共用地は震災前の 2 倍、 4 割に

現 況

鷹取東第二 3 ， 698人 1 .  731世骨子 85'* 年度内 に 千歳公関 広 整備養工。 ま
須磨、 長田 区19 . 7二 2 ， 107人 ム 67世帯 十7 ち協の提案受け、 市が具体化

新長田駅北 7 . 587人 3 ， 267世帯 79'* 水笠通公 園 σ 整備 す 容 を ま ち 協 で
長 田 、 磨区59 . 6ば 5 ， 65C人 2 . 637世帯 十7 協議コ 事業の テ ニ ポ ま依然遼い

扇子一一一つ石工予五配下示 可点王了予定。 御蔵南公園 の 言 十
長田区4 . 5丈 422人 217世帯 十3 画 を 地元が策定中 | 

1 . 225人 554 世情 100発 4 月 二換地処分が完 了 予 定。 す 古川
545人 258世帯 - ) I i土 ら す けせん公国 も 今春完成 | 

03年 2 月 末現在、 仮換地指定率の カ ッ コ 内の数字は02年 2 月 末 と の比較

れ て い る O

事業の め どがつ い た 地 誌 で は コ ミ ュ ニ テ ィ の 再生 を 目 的 に整備 さ れた公園 の 管理や イ ベ

ン ト 開催 の 取 り 組 み が 目 立つ 。 前年、 仕上がっ た薦取東 で は ガ ス 灯 に似 た 街灯や モ ザイ ク

模様の 道路、 公 園 がお し ゃ れで、 見違 え る よ う な ま ち に 変 身 し た 。

換地処分 土地所有者が一定の土地 を 出 し 合 い 、 市街地の道路、 公固 な どの公共施設や

宅地 を 整備 し 直す 事業 を 区画整理 と い う O 市 な どが施行す る 場合、 対象 と な る 地区 を 都市

計画で網 を か け 、 公共設備 の位置や費用 な ど を 算 出 し て事業計画 を 作成。 区 画整理後の土

地 を 指定す る 仮換地 に 進 み 、 地権者 は 仮換地先への建物 の 再建が可能 に な る O 仮換地土地

の割合が仮換地指定率。 100% に達す る と 、 事業完了 の 「換地処分」 と な る O

神戸芸術工科大の粛木崇人教授 の研究室が2003年 I 月 、 長 田 区 の 区画整理事業 5 カ 所 を

調査 し た 。 事業の ピ ッ チ が遅い の は ]R 新長 田 駅北。 公営住 宅 や マ ン シ ョ ン が次 々 に 建設

さ れ過剰気味。 土 地活用 が進め に く い状況 と い う O 対象地 区 3 カ 所で は 空 き 地が17�33%

も あ り 、 事業対象外の 4 � 6 % に 比べ て 非常 に 多 い 。 ほ と ん ど有料駐車場や広場に 回定化

し て い る O 「木や花 を 植 え 、 住民が集 う 場所 に な っ て い る 空 き 地 も あ る O こ の 1 年で土地
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工事が進む新長田駅南 の符開発事業
Á (神戸新同社提供)

の 活用 が進 ん だ。 ま ち づ く り の プ ラ ス 要因 と と ら え 註す事 も で き る 」 と 同教授 は指摘。 対

象地域の 人 口 回復率 は震災前の73% に と ど ま っ て い る 。

復興再開発事業で装 い を 一新 し た大正筋 は に ぎ わ い を 取 り 戻 し た 。 テ ン ト 張 り の仮設庖

舗で営業 を 続 け て き た 商 庖主 に と っ て や っ と 手 に し た 自 前 の宿。 巨大 な 再 開 発 ピ ル で は住

宅の分譲が始 ま り 、 市営 を 含め て 1 ， 500戸の め どがつ い た 。 数年 中 に3 ， 000戸の転入が見込

め 、 ス ー パ ー 式の 共 同 庖舗経営 を 実地で学 ん だ人 た ち の意気込みが高 い 。

し か し 、 甲 子 園球場の 5 倍、 工費2 ， 710億 円 と い う 巨大 プ ロ ジ ェ ク ト に は 、 深刻 な 問題

も は ら む。 長期化す る 工事時期 に 、 資金調達が重 く の し かか る 。 現実 に住み慣れた 癌 を 後

に す る 人が 目 立つ の も そ う い っ た 理 由 か ら で あ る O 同事業 は エ リ ア 全体 を 約30棟の ピル群

に っ く り 替 え る 計画で、 2003年 1 月 で20棟が若工 し 、 1 1棟が完成 し た 。

こ こ に 10近 い 商癌街や市場が縦横 に走 り 、 約600 の 屈 が軒 を 連 ね る 商売 の 集積地 だ っ た 。

し か し 、 1 ， 000軒近い 建物 の震災 に よ る 全半壊率 は 約83% に 及 ん だ。 い ま 事業計画 の 決定

率 は88 . 3 % 。 市 に よ る と 、 事業の全権利 者 は 1 ， 981人。 震 災前 の 地 区 内 に 居住、 営業 を し

て い た 人た ち は 1 ， 588人で、 う ち 307人 (19 % ) が ピ ルへ の 入居や 出庖 を 決め て い な い 。

神戸新聞社 と 近畿大教授 ・ 安藤元夫研究室 は合同 で2002年1 1 月 、 同 地 区 の 全庖舗 を 対象

に ア ン ケ ー ト 調査 を 行 い 、 283人 (83 . 5 % ) か ら 田 答 を 得 た 。 こ れに よ る と 、 営業状態 は 「震

災前 よ り う ま く い っ て い る 」 な どが30 . 3 % に と ど ま り 、 7 割の 人が厳 し い 経営環境 を 訴 え

た 。 中 で も 「 関 宿 、 廃業 を 考 え て い る 」 は 、 仮設庖舗や震災前か ら 営業す る 人の 14 . 4 % に

上 っ た 。 そ の他 3 人 に 1 人が出 自 に不安 を 感 じ て い る 。 (注 3 ) 

工事 は さ ら に 長期化す る 。 オ ー バ ー ス ト ア が さ ら に圧力 を か け 、 「商業衰退」 と い う 現

実 に 、 商自主 の 次世代 の思 い 入れ も あ る 。 生活再建か ら 再 開発で仕上げる ま ち づ く り の行

方 を し ば ら く 見 守 る 必要があ る 。
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一一一一一一 一一一 一一一一I
「還麿ゴル フ ァ ー」 ヒ ー 口 ー に

60歳 を 目 前 に 被災 し な が ら ブ ロ ゴル フ ァ ー に

テ ス ト 合格 し た古市忠夫 さ ん (62) ニ 長 田

松 田T = を 主 人 公 に し た ド キ ュ メ ン タ リ ー 漫 i商

「逃げた ら あ か ん」 が単行本 (集英社 ・ 1 ， 200円 )

に な っ た。 写真広主 だ、 っ た 古市 さ ん は震災で家

財 を 失 い 、 泊防団員 や仲 間 を 亡 く し た 。 し か し 、

ま ち 協 の 役員 と し て ま ち の復興 に 取 り 組み 、 !焼

け残 っ た ク ラ ブで練習 を 重ね 、 難 し い ブ ロ への
合格 を 果 た し た 。

漫 画 は 、 平 山 譲 さ んの原作 を 石川 サ ブ ロ ウ さ

んが搭 き 、 「 ビ ジ ネ ス ジ ャ ン フコ 誌 に連載 さ れ た 。
同 誌 の 読 者 は 30 - 40代が対象 で、 「逆境 に も あ

き ら め な い」 と い う 反響が寄せ ら れ た 。 石川 さ

ん は 「 シ ニ ア ツ ア ー に参戦 し な が ら 、 自 治会で

( ì主 1 ) 1=1 経新聞 2002年11月 11 日
(ý主 2 ) 朝 日 新開 2002年 5 月 24 日
(衣 1 ) 神戸新聞 2003年 3 月 18 Fl 
(iì3 ) 神戸新聞 2003年 1 月 11 日
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は ふ れ あ い 喫茶 を 開 き 、 消 防団 員 と し て続け る

タ フ さ に 驚 い た」 と ， i う 。 「風化 が い わ れ る 中 、

震 災 を リ ア ル に描 い て も ら え た」 と 古市 さ ん。

古市忠夫 さ ん (神戸新聞社提供)



「高齢社会」 と 向 警 合 う

県 は 2002年度 の指針 と し て 「高齢者への支援 を 強 め 、 暮 ら し の安全 を 図 っ て 、 優 し い コ

ミ ュ ニ テ ィ を め ざす」 と し た 。 被災地の毎興住宅の高齢化率 は極め て 高 く 、 か え っ て 世界

ー の 長寿 国 の 内部矛盾 を さ ら け 出 す。 こ の た め 2002年 9 月 、 「復興住宅 3 万 世帯の徹底 し

た調査 を 行 う 」 と 発表 し 、 そ の対策 に 取 り 組む こ と に な っ た 。

1 .  r 3 万世帯」 を 徹底調査
HAT 神子 中 央 区脇 浜) な ど、 巨大 な ぜ ル が建つ復興住宅の 昼 ど き 、 た く さ ん の 住 人

が公園 に 集 ま っ て来 る 。 若 い 人 よ り お年寄 り た ち が 目 立 ち 、 集会所 で は高 齢世帯生活援助

員 ら が何か と 訪 問 者 の 世話 を 焼 い て い る O 高齢世帯生活援助員 102人、 生活援助員 1 19人、

見守 り 推進員 (神戸) 77人、 活動情報サ ボ ー タ ー 2 ， 500人 ら が地域活動 ス テ ー シ ョ ン (276

カ 所) を 軸 に ガー ド を 固 め て ぬか り は な い 。 生 き がい づ く り を 課題 と し て 高齢者への さ ま

ざ ま な 呼びかけ。 し か し う わ さ は 出 る O と く に 社会現象 と し て の孤独死。 マ ス コ ミ が復興

住 宅 の あ る 所轄警察で調べ た 死 者 は 年 間 50人 を 超 え 、 70人 に 達 す る と も い う 数字が毎年

ニ ュ ー ス を に ぎ わす。 病死 と と も に積年の ア ル コ ー ル依存症が多 い 。

県 は 震 災後、 約 4 万2 ， 100戸の譲興住 宅 を 供給 し た 。 う ち 岩住者の 8 割 程 度 を 被災者が

占 め る 約330団地 を 対象 に 「被災 3 万世帯」 の 調査 を 発表 し た。 現在 の 住 環境への満足度

な ど を 尋 ね 、 必 要 な 福祉施策 を探 る O 質問項 目 は 入居理由 、 震災後の家計 の 変化、 心 身 の

調査、 近所付 き 合い の程度 、 相 談相手の有無 な ど。 さ ら に 自 治会長や民生委員 、 ボ ラ ン テ イ

ア 間体か ら 開 き 取 り を 行 い 、 「住民 同 士が支 え 合 う 仕組みが機能 し て い る か ど う か」 を 調

べ る 内容。 こ れ ま で復興住宅 に 関 す る 正確 な デー タ が不足 し て お り 、 今度 は 求職者約40 人

を 調査員 と し て 養成 し 、 県の 「人 と 防災未来セ ン タ ー 」 が担当 す る と い う 徹底ぶ り 。 分析

結果は2003年 8 月 、 明 ら か に な る 。

こ の調査実施発表の後、 県常 と 7 市町の復興住宅で、 契約者 (世帯主) が65歳以上 の 高

齢者世帯が入居世帯の 半数 を 超 え て い る こ と が、 2002年11 月 か ら 12月 に か け て の 県や 自 治

体の調べで分か っ た 。 …人暮 ら し の高齢者舟帝 も 増 え て お り 、 さ ら に 見守 り 強化 な どが必

要 な こ と が浮 き 彫 り に な っ た 。

高齢者世帯の割合が最 も 高 い の は 、 芦屋市営で62 . 4 % 。 県営 は 56 . 6 % に 上 る 。 神 戸 市営

で は 、 65歳以上が契約 者 に な っ て い る 監帯数 は不明 だが、 入居者の う ち 7 ， 817人は高齢者で、

全体の44 . 8 % を 占 め た 。

高齢者世帯の割合は県 を 含む10 自 治体の復興住宅 で 1 年前 よ り も 上昇。 西宮市営で、2 . 4灯 、

川 西市営で6 . 、 三 田 市営で6 . 増 え 、 こ の 3 市営で高齢者世帯 の割合が新 た に 50 % 以

上 に な っ た 。 一人暮 ら し の高齢者 世帯の割合 は 、 三 旧 市営が最 も 高 く 41 . 7 % 、 次 い で 明石
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(表 1 ) 
入 居
世帯数

9 . 1 1 1  1 0 . 314 1 ， 027 1 . 823 
35 . 9  30 . 3  11 29 . 2  ! 
38 . 6  40 . 6  4 1 . 7 

233 7 1  9 4  1 
39 1 19 10 

62 . 4  49 . 1  47 . 2  
405 ! 1 1 5  152 

649 234 322 
5 5 . 4  54 . 3  54 . 2  1 

日Uハudqu
にDRυτj句』よ

101 293 24 

〉 は入居者〕〔※ ( ) !塙齢者数、 〈
に占める 高齢者の割合

22 . 2  24 . 1  33 . 3  
にυバ体ムウt
つd1ょっμ

42 . 4  
39 . 7  55 . 6  
45 . 8  1 3 . 3  47 . 5  I 

門/qarJ
nhunLAq

 

158 58 81 

芦屋市
伊丹市韮 | 宝塚市

章 | 川西市
I 明石市

の ! 三田市
内占 l 
;認 ! 浮名市i 在 | 淡路町
率 | 北次町

市営40 . 6% 。 県営 と 8 市 町営で30% を 超 え て い る O 県営住宅全体の 入居者 に 占 め る 高齢者

の割合は2001年12月 時点で18 . 2% 。 神戸市営住宅全体で も 27 . 6 % に と ど ま っ て お り 、 復興

住宅の 高齢化率 の 高 さ が際立つ 。

神戸市 は 2002年 8 月 か ら 高齢化が進 む 団 地 を 対象 に 、 16歳未満の子 ど も が 3 人以上同居

す る 家族 を 「多子世帯向 け住宅」 と し て別枠の募集 を 始 め た 。 若 い世帯の 入居 を 促す こ と

で、 団地全体が高齢者ばか り に な る こ と を 紡 ぐ と い う o (注 1 ) 
一方、 以下の よ う な 分析 も あ る O … 人暮 ら し の お年 寄 り (65歳以上) が神戸 市営で38 . 2 % 、

県営で35 . 2% 。 高齢化率 は 年 々 増 え て お り 、 全 国 的 に例がな い 。

県営の復興住宅 は 2002年 1 1 月 現在 、 9 ， 1 1 1戸。 般

と く に 一 人暮 ら し の割合 は 一般 の2 . 7倍 と な っ て い る 。 高齢化 率 は 2001 年 4

う ち 世帯主が65歳以 上 は 56 . 6 % で、

住宅の 2 倍。

(表 2 ) 
-・・・Iã官�-"親講話包蝿圏弓密鴎畑・・・
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月 の 時点 で40% を 突破。 数字 は上昇 し42 . 7 % と な り 、 一般住宅 の 16 . 0% と 大 き く 差がつ

い た 。 世帯主の 平均年齢は63 . 4歳で、 一般住宅 よ り 10歳高い 。 神戸市の復興住宅約 l 万700

戸 の高齢化率は2002年12月 現在、 44 . 8% (一般住宅29 . 0% ) 0 単身世帝の 区 別 で は 兵庫 区

の48. 5% が最 も 高 く 、 中 央、 長 田 区 で も 40% を 超 え る o 2000年の 国勢調査 に よ る と 、 高

齢者の 単身世帯率全国平均 は6 . 5 % で、 復興住 宅 は突 出 し て い る O

復興住宅 に 設置 さ れ た 都市型駐在所 3 カ 所 で の 2002年の 困 り ご と 相談件 数が、 前年 よ

り 4 割近 く 増加 し て い る こ と が分か っ た 。 独居高齢者 の 将 来 の 生活 に 対 す る 不安が大 き

く 影響 し て い る 。 同 駐在 所 は 2000年、 キ ャ ナ ル タ ウ ン (神戸市兵庫 区) な ど 3 カ 所 に 設

置 さ れ、 復興住宅約4 ， 200戸 を 担 当 。 2002年1 1 月 間 で の件数は約730件。 前 年 同 期 の約530

{宇か ら 約200件 も 増 え た 。

内訳 は 、 悪質訪問販売や車への い たず ら な ど防犯関係が約 170件。 駐車違反取 り 締 ま り

要望や放置 自 転車 の措置 な ど交通関係が約160件、 近 隣 と の ト ラ ブ ル 約140件 な ど。 こ の

ほ か駐在所 に は 「孤独が こ わ い J í家賃が払 え な く な っ たJ な ど切 実 な声 も 届 く o (注 2 ) 

2 . 住宅 は 「復興」 収入 は 「減」
読売新 聞 は神戸大都市安全研究セ ン タ ー研究室 と 合同 で被災者1 ， 000人 を 対象 に し た実

態調査 を 行 っ た 。 暮 ら し ぶ り や 家計 の 変化 な ど を 重点 に 聞 い た 結果、 住 宅 の 満足度 は 震

災前 を 上 田 り 、 ハ ー ド 面 で は 一定の水、準 に 達 し た こ と を う かがわせ た 。 デ、 フ レ

不 況 の 追 い 打 ち で収入 が震災前か ら 減 っ た i止帯が 3 分の 2 を 占 め る な ど、 生活再建の 達

成度 は 依然低い。 震災後 1 年 目 か ら 調査 を 続 け 、 同研究室 と は 3 回 目 O 被害が甚 大 だ っ

し か し 、

(表 3 ) 
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た神戸市灘、 長 田 岡 区 7 地区 を 対 象 に 行 い 、 833人か ら 同答 を 得 た 。 回答年代 は60歳以 と

が51 . 8 % 、 単 身 は 11 . 0% 。 震災時の 自 宅 は全壊 (焼) 60 . 8 % 、 半壊 (焼) 24 . 2% 。 家族 を

亡 く し た の は5 . 2 % だ っ た。

現在の住宅の住み心地 に つ い て は82 . 4 % が 「 よ しり と 匝答。 震災 前の住み心地 を 「 よ い」

と し た 人の8l . 8% を UIT川 、 被災世帯の 再建 ・ 福修が進 ん でい る こ と が示 さ れ た 。 再建 ・

補修 に か か っ た 費 用 は 1 ， 000万 円 以上 と 、 多額 の 出 費 を 余儀 な く さ れ、 そ の た め の借金 も

1 ， 000万 円 以 ヒ の 人が44 . 6 % を [1， め た 。

家計 も 厳 し い状況。 震災前 に比べ、 収入が減 っ た 人 は65 . 3% に も 上 っ た 。 ま た 、 地域で

話 し合 え る 友 人が | 減 っ たJ 、 外 出 す る 機会が 「減っ た」 と す る 人 は 「増 え た」 と す る 人

の そ れぞれ 2 倍.tJ、上 を 数え 、 地域で支 え 合 う コ ミ ュ ニ テ ィ 面の 課題 を 残 し た 。

『暮 ら し J 生活で 困 っ て い る こ と は 、 「家が狭 いJ . 3% ) 、 「 ロ ー ン や 家賃が高 い」

(18 . 7% ) で 、 他 の 割 合 は 総 じ て依か っ た 。 「 と く に 困 っ て い る こ と は な い」 と い う 人が

前 回 調斎の 3 倍 と な る 43 . 0% を 占 め 、 不満の解消が震災10年 の 区切 り を 前 に 、 こ の 1 年 で

大 き く 進 ん だ。

暮 ら し ぶ り に つ い て は 、 震災前 に 比 べ て 苦 し く な っ た の は 10人 中 6 人 で 、 我慢の暮 ら し

を 強 い ら れ て い る 様 子が見 て 現 れ る も の の 、 10人中7 人 と 過去最悪だ、 っ た前 田調査か ら や

や 持 ち 直 し て い る 。 家計は亦字が56 . 0% で、 3 年前の22 . 0% か ら み る と 最悪 の 状況。 赤字

と の 同 答者で、 そ の 額 は 「 月 5 万 円以上」 が45 . 7 % で最 も 多 く 、 ' 3 万一 5 万 pjJ 25 . 6 % 、

， 1 万- 3 万円J 22 . 9 % と 続い た 。

「住 ま い」 現在の住宅の住み心地 は 、 「 よ い」 が 8 割 を 超 え た が、 そ の住宅の場所 は 「震

災前 と 同 じ か 、 ほ ほ同 じ J が68 . 6 % 、 「 同 じ rx: 内 の別 の場所」 が20 . 9 % と 計 9 割 を 数 え 、

住宅再建や復興住 宅 の 整備が進 み 、 な じ み の 地 に戻 っ て 落 ち 着 い た こ と を う かがわせ た 。

建物 の安全性 は 「非常 に よ い」 が41 . 1 % で、 震災前の25 . 3% よ り 改善 し て い る 。 生活の し

や す さ も 「非常 に よ い」 と 答 え た 人が37 . 8% で、 前年 よ り 9 計上がっ た 。

住宅再建の 費 用 は162人が回答。 'l . OOO万 円 以下」 が最 も 多 い 32 . 3% だ、 っ た が、 '2 ， 000

万-3 ， 000万円 」 が21 . 6 % 、 ' 1 ， 000万 - 2 ， 000万円J 19 . 5 % 、 '3 ， 000万 一 4 ， 000万 円 11 . 4 %

と 続 き 、 5 ， 000万 円 以 ヒ は 5 . 4 % あ っ た。 う ち 、 全壊 (焼) し た世帯 ( 凶 答 の 63 . 9% ) に 限

る と 、 '2 ， 000万 - 3 ， 000万円J 27 . 8 % 、 '1 ， 000万 - 2 ， 000 万円J 26 . 1  % 、 '1 ， 000万 円以下」

16 . 6 % 、 ， 000万 - 4 ， 000万円J 14 . 6% で被害の甚大 さ に 比例 し て 出 費 が増 え て い る O

再建 ・ 補修の た め の借金は '1 ， 000万円 以下J が3l . 2 % 、 '1 ， 000万 - 2 ， 000万. 円 J ' な し J

が と も に24 . 2 % 、 '2 ， 000万 - 3 ， 000万 円 12 . 2 % 0 3 年前 (1999年末) の調査で は 、 以前

か ら の ロ ー ン と の 二 重 口 } ン を 抱 え る 人が27 . 2% も お り 、 残額 も 2 ， 000万 円 以上が過半数

だ、 っ た こ と か ら 比べ る と 、 負担が軽減 さ れて い る 。 融資 を 受 け た 先 (複数回答) は公的金

融機関 (43 . 2 % ) 、 民 間 金融機関 (42 . 3% ) 自 治体 (20 . 2% ) 、 親類、 知 人 ( 1 1 . 3% ) な ど。

そ の融資 を 断 ら れた こ と があ る 人 は 1 9 . 3 % で、 収入不 ト分、 高齢な どが理 由 に 挙げ ら れ た 。
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「地域 ・ 健藤」 地域で話 し 合 え る 友人が震災前 に比べて増 え た か 、 と の 間 い に56 . 4 %

が 「変 わ ら な いJ o 人 々 と の ふ れあ い に つ い て 「非常 に よ しり が震災前 の 半分 の 17 . 1 % に

と ど ま り 、 近所付 き 合い を 悩 み の種 に 挙 げる 人 も い て 、 新 し い 暮 ら し に慣 れ る の に 時 間 が

か か っ て い る 人 も 少 な く な い 。 震災の シ ョ ッ ク か ら 立 ち 直 れ た か と い う 向 い に は 、 「立 ち

亘 れ た J r立 ち 直 り つ つ あ る 」 と 答 え た 人 の 合計が初 め て 6 割 に 達 し た 。 心 身 と も に 受 け

た震災の傷が、 時 間 が経つ に つ れて 着 実 に癒 さ れつ つ あ る こ と を う かが わ せ た 。

「街の復興OÐ 10人 に 3 人 は 8 割程度援興 し た と 考 え て い る も の の 、 半分程度か半分以

下 だ と す る 人が半数近 く い る 。 震災時 と 比べて街の に ぎ わ い に は 「寂 し く な っ た」 と い う

人 も 5 人 に 3 人 は お り 、 個別住宅 に比べ、 能並み全体の復興 を 実感 で き る と こ ろ ま で に は

至 っ て い な い。 告 の今後の復興 に つ い て は 、 前 回 と 同 じ 4 人 に 1 人が 「震災前以上の備に

生 ま れ変 わ る 」 と 考 え て お り 、 理想的 な 街づ く り が進 む こ と に対す る 変 わ ら ぬ期待の 大 き

さ を に じ ま せ た 。

「収入』 震災前 と の 比較で、 「減っ た」 が65 . 3% に も 上 り 、 「横 ばいJ (27 . 6 % ) 、 「増

え たJ (3 . 7% ) を 大 き く 上 居 っ た 。 減収額 は 「半減 し た」 が39 . 5% と 最 も 多 く 、 「約 3 割減 っ

た」 が28 . 1 % 、 7 割以上減っ た」 も 22 . 3 % あ っ た 。 理 由 は 「不景気で、顧客 や受注が減 っ た」

が36 . 8 % 、 「失業 ・ 休業J 1 8 . 1 % な ど。 3 年前 は収入が 「減っ たJ は 32 . 9 % で 「横 ばい」

が55 . 1 % だ、 っ た こ と か ら み る と 、 被災地経済の 低迷や雇用確保の厳 し さ が足 かせ に な っ て

い る O

室崎益輝l司 セ ン タ ー 教授 は調査結果 を こ う 分析 し た 。

(表 4 ) 
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「住宅 の 再建 な どの評価 は 、 こ の 2 、 3 年の 間変化 し て い な い 。 ハ ー ド の毎興 に つ い て

は 、 動 き が止 ま っ て 決着がつ い た 、 と み る こ と がで き る O た だ見逃 し て な ら な い の は、 す

べ て の被災者が住宅再建 を な し え た の で は な い 、 と い う こ と で あ る 。 住宅再建の で き な い

層 を 取 り 残 し た ま ま 決着 し た 、 と い え る 。 今回 の デー タ か ら 推測す る と 、 住宅再建 を 達成
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し た 人 は 、 7 割程度で し か な い。

次 に ソ フ ト の毎興 に つ い て み る と 、 心 身 の傷が次第 に緩和 さ れて い る 反面 、 経済面 の 苦

し さ は 年 々 悪化 し て い る O 心の傷や コ ミ ュ ニ テ イ の ほ こ ろ びな どの ソ フ ト の 回復 に は 、 長

い 時 間 と 粘 り 強 い努 力 が欠 かせ な い 。 8 年 を 経過 し て な お 、 「体調が回復 し て い な し り と

い う 人が 2 割近 く い る こ と に そ れは端的 に示 さ れて い る O

今回 の調査は 、 経済や暮 ら し の 問題 に加 え て 、 コ ミ ュ ニ テ ィ の形成 と 危機管理の 強化が

あ る こ と を 教 え て い る O 暮 ら し 、 コ ミ ュ ニ テ イ 、 防災の 3 大課題 に被災地が新 た な 気概 を

も っ て 挑戦 し て い く こ と を 期待 し た いJ o (注 3 ) 

世常的 な対応 に期待

県 は 「復興計間最終 3 か年推進 プ ロ グ ラ ム 」
を 策定 し た 。 復興住宅 に つ い て 、 以前 か ら 単身

高齢者の比不の 高 さ や 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 活動 の 難

し さ が問 題 に な っ て い た 。 行政 は 、 生活援助員

や高齢、世帯生活援助員 な どマ ン パ ワ ー の見 守 り

施策 を 展 開 し 、 3 か年 プ ロ グ ラ ム に 活動強化 を

盛 り 込 ん だ 。

し か し 、 入居者 の 今の ニ ー ズ は何か。 支援者

か ら み て ケ ア の ポ イ ン ト は ど こ か。 建物の設計ー

や 共用 ス ペ ー ス の運用状況が、 コ ミ ュ ニ テ ィ 形

成 と ど う 関連 し て い る か な どの デー タ は こ れ

ま で な か っ た 。 今度、 国 の 緊急援用 対 策 の財 源

を 使 っ て復興住宅の本格調売 を 行 う 。 分析す れ

3 .  r農魂 . 67歳」 の 出発

ば、 効率的 な ケ ア の手法や コ ミ ュ ニ テ ィ 活動 を

促進す る 住宅設計 な どが明 ら か に な る だ ろ う 。

5 年や 3 年 と い っ た Ii<:切 り ご と の検証だ け で な

く 、 常 に現場の 声 を 吸い上げて改善が加 え る こ

と がで き る d陪常的 な 仕級みが必 要 。

た だ、 事業の多 く が復興恭金 を 財源 に し て い

る こ と を 、 重 く 受 け止め た い 。 戸l基金は2005�

で終了 す る 。 そ の後の対応 を 、 行 政 だ けで な く

企業や市民 も 知恵 を 出 し 合 い 、 検討 し な け れ ば

な ら な い 。 2003年度 は 、 生活再建支援法の見直

し 時期 に あ た っ て い る 。 被 災地 か ら の 政策提 言

が欠かせ な い。 防災や減災の知識 を 全屈 に普及

さ せ、 人材 を 育 て る こ と も 使命で あ る 。 (注 4 ) 

'NPO ひ ょ う ご農業 ク ラ ブ」 理事長の増 田 大成 さ ん (67) は 、 震災時 コ ー プ こ う べ専務

の 要職 に あ っ た 。 組合員 の 生活 は 崩 壊 し 、 本部や !百 舗 の 多 く を 失 い 、 500億 円 と い う 大 き

な損失補て ん に奔走す る 日 々 だ、 っ た 。 一方で、県の復興支援会議 I の主 要 メ ン バ ー と し て 「被

災者の生活再建は ど う あ る べ き か」 を 議論。 被災市民の立場で フ ォ ー ラ ム を 開 い て 問 題解

決 を探 り 合っ た 。 「私 の原点 は震災」 と 増 田 さ ん は 言 う O

1 999年 6 月 退職。 ば く 然 と 「地域福祉関係 の 仕事 を や り た い」 と 思 う 。 ま ず健康第一。

そ の 素 に な る 有機無農薬野菜 を 思 い立 ち 、 早速仲 間数人 に 呼 びか け た 。 故郷 ・ 相 生 に 知 人

の 1 江の休耕 田 があ り 、 こ れ を借 り て 玉 ネ ギ を 植え よ う と tllJ決。 4 カ 月 後、 玉 ネ ギ 2 万

本 と 野菜類 を ど っ さ り 植 え た 。

仕事 は お 年寄 り に は 少 々 き つ い が、 弁 当 と 青空 と 空気がお い し い 。 満 ち 足 り た 農作業の
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はずが ・ ・ - 。 「野菜 を つ く る こ と が どれ だ け大変か。 野菜栽培 は ウ ン カ の ご と き 雑 と

害虫 と 病気 と の格闘です よ 」 と 増 田 さ ん。 農家の苦労 を 知 り 、 そ れで も 無農 薬 を 通 し て 、

半年後玉 ネ ギや 野菜の収穫 に こ ぎ つ け た 。

2000年 6 月 、 自 分が住 む 六 甲 ア イ ラ ン ド で朝市 を 聞 い た 。 と こ ろ が週 1 回 で は野菜 が さ

ばけず、 お 得意 さ ん も で き な い。 そ こ で需要 と 供給のバ ラ ン ス で お得意の経営感覚がひ

ら め い た 。 「自で売れ な い く ずれ も の の処理は加工す ればい い 」 。 加 r: と は 、 食堂の 開 �)f 

と 話が 早か っ た 。 朝市の近 く に コ ミ ュ ニ テ ィ ン グ ・ レ ス ト ラ ン を 「 よ り あ い 向 洋J (40�市)

と 名付 け て 関西 し た 。 野菜 ラ ン チ を 中心 に 、 廉価 な 家庭料開風 メ ニ ュ ー が大 い に 受 け て 商

売繁盛。

事業 は さ ら に 拡大す る 。 2002年 6 月 、 レ ス ト ラ ン の 韓 り に 「 み ん な の J�f六 あ い」 と い う

2 坪 ほ どの 庖 を 開業 し た。 毎 日 開 く 新鮮 な 八百屋 な の だが、 ど う し て難 し い常設が可能 に

な っ た の か。 「年 間 を 通 し て 新鮮野菜 を 置 か な け れ ば指先 は で き な い 。 市場の仕入れで、 は

無農薬野菜 を 集め る の は ム リ 。 そ こ で農家参 り です わ 。 相生、 赤穂、 千種川 沿 い の 農 村 な

どっ て を 頼 っ て 渡 り 歩 い て 、 良い野菜 の確保がで き た ん で、すJ と 増 田 さ ん。

続 い て 2003年 3 月 、 相生商庖街の 空 き 庖舗 を 利用 し た 「 よ り あ い ク ラ ブ組」 を 聞 い た 。

食堂兼八百屋で、 あ り 、 孤独 な お 年寄 り の来訪が多 く 、 楽 し く 語 り 合 う 姿が 目 立 っ た 。 食堂

で は ミ ニ デイ サ ー ビ ス 式 に 弁 当 を 提供。 1 日 10食の つ も り が好評で、 70食 に ふ く れ上がっ

た 。 食 を 通 し た コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り は成功 し 、 要望が多す ぎ て 仕事が追 い つ か な い状況 と

い う 。

西神 中 央駅近 く で 聞 か れた ひ ょ う ご農業 ク ラ ブの 「野菜市」 を の ぞ、い た 。 青森の リ ン ゴ

に 始 ま っ て有 田 の ミ カ ン か ら 手づ く り の味 噌 、 そ し て播州特産の 無農薬野菜がず ら り 。 潤

辺 は新 し く 移 っ て 来 た 人が多 く 、 有機栽培、 無農薬野菜への 関 心が高か っ た 。 値段 も 安 く 、

結構人だ か り がで き て い た。

すべて の事業 を 通 し て経営は と ん と ん。 し か し 中 高年層50�60人 に雇用 チ ャ ン ス を 提供

し た行動力 がす ごいo NPO で は 農 業 に 関 す る ノ ウ ハ ウ がな く 、 農業 を 冠 し た 事業 で の 成

功例 は 全国 に ほ と ん ど な い。 う ま く 離 陸 し た事業 に つ い て 、 増 田 さ ん は こ う ま と め た 。

地域の ニ ー ズ に対 し 、 事業 に 参加す る 人が力 を 合わせて協力す る 。 大 き な 収入 は あ て に

すべ き で な い 。 コ ミ ュ ニ テ ィ を 支 え 合 う 感覚で な い と 成功 し な い 。

燕農薬野菜づ く り は 趣味か ら ブ ロ の段階 に 入 っ て か ら が難 し い 。 需要 と 供給のバ ラ ン ス

を に ら み 、 仕 入 れか ら すべ て を 考 え た事業 に徹す る O

定年で、 人生 の シ ナ リ オ が終結す る の で は 後20年 は持た な い 。 第 2 の シ ナ リ オ を 書 き 、 そ

れ に 沿 っ て行動すべ き O 福桂、 そ の 他 な ん で も 奉仕の行為 に こ そ意義があ る O

後興住宅の高齢化現象 に つ い て 、 増 田 さ ん は思 い 込む こ と があ る O 「 い つ も 考 え る んです。

お 年寄 り が連 れだ っ て 、 広場で無農薬野菜 を 売 る 朝市 を 仕立 て て く だ さ い ー と O そ し て一
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:f!K農薬 も のが政ん だ野菜市 (右増 田 さ ん)
= 西神中央駅近 く で

緒 に グ ル ー プで野菜料理 を つ く っ た ら ど う です か。 鰭康 と 仲 間 づ く り に い い です よ J

(注 1 ) 朝 日 新聞 2003年 1 月 14 日
(注 2 ) 神戸新聞 2003年 l 月 15 日
(注 3 ) 読売新聞 2003年 ] 月 l 7 日
(注 4 ) 神戸新聞 2003年 1 月 l 7 日
(社説よ り 抜粋)
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第二章

文 化



は じ め に

「神戸 に は お 正 月 が二度や っ て く る 。 本 当 の お正 月 と 震災の 日 。 1 月 17 日 が過 ぎ て 初 め

て新年 を 迎 え る こ と がで き る O こ の 8 年 問 、 ず っ と そ ん な 思 い が し て い ま す。 ( 中 略) 震

災直後 は短距離走。 今 は 走 り な が ら 考 え る 長距離走ですね。 旧神戸移住セ ン タ ー を 芸術の

拠点 に 活用 す る くCAP HOUSE) が神戸 の ア ー ト の ブ ラ ン ド と な る よ う 、 常 に フ レ ッ シ ュ

で面 白 い こ と を 考 え な が ら O く ま ち を 元気 に〉 と い う 言葉 を 最近 よ く 開 き ま す。 で も 一人

ひ と り が 自 分の 生活 を 楽 し め ば、 ま ち は 自 然元気 な る の で は な い で し ょ う かJ - NPO ，-芸

街 と 計画会議」 の 杉 山 知子代表 は 、 震災文化 を こ の よ う に 語 っ た 。

8 年 目 を 迎 え た 文化復興 は 、 大 き く 形 を 変 え つつ あ る O 「震災J ，-復興」 が言わ れ る こ と

がほ と ん どな く な り 、 市民や 活動 の な かで沈潜化 し て い っ た の で あ る 。 そ れ で、 も 新 し く

災 の シ ン ボル と し て 兵庫県立美荷館 「芸術の舘」 がオ ー プ ン 、 人 と 防災未来セ ン タ 一 、 バ ー

チ ャ ル兵庫 文学館が開館、 西宮 に 県立芸術文化セ ン タ ー が着工す る な ど、 着 実 に新 し い 時

代へ向 け て の胎動がは じ ま ろ う と し て い る 。 神戸市 も 震災10年 に 「丈化憲章」 の制定 を 計

回す る な ど、 震災後 を 目 指す も の が増 え つ つ あ る 。

「簡単で は な い 。 つ ら い思 い 出 を 忘 れ て い く の は 自 然 な こ と O 深 く 沈み 込 み 、 記憶 に つ

か ま え ら れ る と 、 動 け な く な っ て し ま う 恐れ も あ る O そ れで も なぜ、 死 者 の 記憶 を受け継

ぐべ き な の か。 そ れは 人生 を 深 く 、 意味 あ る も の に す る た め だ。 思 い 上が ら ず 、 生 き て い

く た め だ。 亡 く な っ た 人の こ と を 心 に官 め る こ と か ら 、 今、 生 き て い る 他者への配意 も 出

て く る 。 死者 を 胸 に 、 そ れで も 前 を 向 い て生 き ら れ た ら い い 、 と 思 う 。 ( 中 略) 震災 を 通

じ て生 ま れ た も の が、 そ の後の私 た ち の社会 に ど う い う 意味 を 与 え た の か、 検証す る 時期

に 来て い る の か も 知 れ な し ミ 。 被災地の人た ち は 、 こ れ ま で の 歩み に 自 信 を 持 っ て い い」 一

河合隼雄文化庁長官が語 っ た震災であ る 。 (神戸新開2002年1 1 月 6 日 )

神 戸 の 詩人 ・ た か と う 民子 ( ま さ こ ) は 、 四 冊 の 震災 詩集 を 出 し た 。 「最近、 被災体験

を 声 高 に 叫ぶ こ と を や め ま し た。 で も そ れ は く風化〉 で は な い 。 歳月 がた て ば記憶は薄れ

る し 、 i直接 に 地震 を 書 く 詩 は 減 る で し ょ う O だ か ら 溶か し 込 む 。 殊更 に意識 し な く て も 、

に 溶 け込 ん だ体験 は 、 自 然 に に じ み 出 て 、 永 遠 に 表現 さ れ続 け る 。 そ れが文化の課題

だ と 思 っ て い ま す」 と い う 。 詩人の な かの震災 も 変 わ り つ つ あ る O
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r;=----fm 続 く 芸術文化活動

1 . 震災の シ ン ボル 「芸術の館」
阪神 ・ 淡路大震災復興 プ ロ ジ ェ ク ト と し て 建設が進め ら れて い た 兵庫 県立美術館 「芸術

の館J (神戸 市 中 央区脇浜海岸通) の 開館記念式典 は2002年 4 月 4 目 、 出外の特設会場で、

行 わ れ 、 井戸敏三県知事が 「被災地 を 芸術が鼓舞 し て く れ た 。 二十一 世紀の新 し い ま ち づ

く り の象徴であ る こ の 地 に 出 来 た美術館 を 、 県民が寄 り 添 っ て育 て て い き た し り と あ い さ

つ 、 河合隼雄丈化庁長官 も 「文化復興 を 掲 げ、 立派 な 美術館が出 来 た こ と は 、 神戸や 兵庫

の エ ネ ル ギ ー の 象徴」 と 祝辞 を 述べ た 。

l可館 は 、 地上 4Ií皆 、 地 下 1 階、 延べ約27 ， 000平方 メ ー ト ル で、 国公 立 の 美術館 で は 西 日

本最大、 建築家安藤忠雄の 設計 に な る O 神戸港 に聞 し て 建 ち 、 震災で傷つ い た 阪神 間 の 山 、

海、 空 な どの美 し い風景 と 結 びつ け る 建物 と し て デザ、 イ ン さ れた 。 ま た 、 大震災前の 阪神

間 を御 影 石 で 、 復興後の未来 を ガ ラ ス で表現、 大震災の シ ン ボ ル に ふ さ わ し い も の に仕 ヒ

げて い る 。 と く に 阪神 ・ 淡路大震災 と 同規模の地震で も 、 コ ッ フ。の水が こ ぼれな い最新の

免震装置 を 導入 し た 。

開館記念展 は 「松方 ・ 大原 ・ 山村 コ レ ク シ ョ ン な どで た ど る 美術館の夢」 で、 幻 の 美術

館 を 再現 さ せ て 、 多 く の 人 た ち を 魅 了 し た 。 そ の 後 も 「美術 の 力 ~ 時代 を 拓 く 7 作家」、

大変 な 人気 を 集 め た 「 ゴ ッ ホ 展」 な ど を 開催 し た。 見 て 、 感 じ て 、 参加 し て と い う 「未来

予想図一私 の 人生大劇場J は 、 関西在住の現代美術家10人 に よ る 新 し い オ ブ ジ ェ 、 パ フ ォ ー

マ ン ス な ど 「未来型」 の展覧会 に な っ た 。 開館 1 年 で 、 100万人の 来館者 を 集め た 。

「兵産 県 の 震災か ら の復興の 早 さ は 、 日 本民族が持 っ て い る 、 協調心や忍耐力 、 助 け合

う 心 と い っ た誇 る べ き 素晴 ら し い と こ ろ を 示 し た と 思 い ま す。 兵庫 の 人 は 、 そ れ を 成 し 遂

げた と い う こ と を 誇 り に 思 わ な い と い け な い と 思 い ま す。 ま た 、 兵産 は 明 治 の 開港以来、

欧米丈化 を 輸入 し て き て 、 生活文化が 日 本一浸透 し て い る の で 、 日 本一 の 文化 リ ゾー ト 都

市 と し て 一番住 ん で み た い街に な る で し ょ う O そ の 文化 リ ゾー ト に必要 な の は芸術です。

新 し い 県 立美術館がで き て 、 HAT 神戸 (東部新都心) 周 辺 は そ の 大 き な 力 に な る の で は

な い か と 思 い ま す」 と 、 開館 に 当 た っ て 設計者の安藤忠雄 は 語 っ た 。

安藤建築の ネ ッ ト ワ ー ク ヘ

県立美術館 は 、 世界の安藤建築の 美術館 に 呼 ぴ長 け て 、 所蔵作 品 や 学芸 員 ら の相互交流

な ど、 国i際的 な ネ ッ ト ワ ー ク づ く り を 目 指す こ と に な っ た。 安藤忠雄が建物 の全体や一部

の 設計 に かか わ っ た 美術館の う ち 、 国 内 と 米国、 フ ラ ン ス 、 ド イ ツ の 1 1館 に 交流 を 提案 し 、

す べ て の 施設か ら 前 向 き の 回答があ っ た 。

初会合は2002年 4 月 5 日 に 同美術館 で 開 かれ、 米 国 の シ カ ゴ美術館、 セ ン ト ル イ ス 美術
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館 な ど 6 館 の 代表者 と 安藤忠雄が参加、 各館の現状報告の あ と 館蔵品や学芸員 の 交流や研

修、 巡回展 の 開催 な ど を 話 し 合 っ た 。 県立美術館 の 木村重信館長は 「安藤建築 は 出 会い を

大切 に す る 空 間 です。 こ ん ご も ネ ッ ト ワ ー ク での話 し合い を 重 ね た い」 と い う 。

海上 に 100メ ー ト ルの炎の龍

盛大に行われた県立美術館の開館式二神戸
市中央区脇浜町 (神戸新聞社提供)

県立美術館の記念展 「美術 の 力 J の オ ー プニ ン グ イ ベ ン ト と し て2002年 7 月 13 日 に 同館

南側 の 海上 で 、 パ フ ォ ー マ ン ス 「青い龍J が催 さ れた 。 中 国 の 出 身で ニ ュ ー ヨ ー ク 在住 の

現代美術家 ・ 薬園 強 は 、 火 を 使 っ た大規模 な パ フ ォ ー マ ン ス で知 ら れて お り 、 板神 ・ 淡路

大震災の犠牲者への鎮魂 と 再生への祈 り を 込め て計 画 し た 。 ア ル コ ー ル を 積 ん だ長 さ 90セ

ン チ の小舟99隻 を つ な げて点火、 龍 の よ う に 蛇行 さ せ て 、 海上 に 100 メ ー ト ル を 越 え る 炎

の 列 を 出現 さ せた。

芙備品の保存 ・ {事寵セ ン タ ー へ

絵画や彫刻 な どの 美術 品 の損傷 を 防い で 、 破損 し た個所 を iEす と い う 保存 ・ 修復の専 門

部 門 が2002年 4 月 、 県立美術館 に 開 設 さ れ た 。 広 さ は400平方 メ ー ト ル 、 X 椋J最影室や修

復室、 木工室、 事務室 を 持 ち 、 他 の 部 門 と は独立 し た構造 に な っ て い る 。 x 線撮影室 に は 、

修援用 で は 全国 で も ト ッ プ レ ベ ル の 能力 を 持 つ X 線撮影装置が導入 さ れ る な ど、 最新鋭の

機器が設置 さ れて お り 、 専 門職員 も 配置 さ れ た 。 県 で は 、 こ の部 門 を 「西 日 本 の修復セ ン

タ ー 」 を 目 指 し た い と し て い る 。 2006年か ら は 、 同 部 門 は特別会計 に な り 、 佑舘か ら の依

頼 も 引 き 受け る 計画 と い う 。

〔原田の議ギ ャ ラ リ ー 〕

震災の被害 を 受 け た こ と と 新 し い県立美術館の 建設 に よ っ て 閉館 し て い た 間県立近代美

術館 (神戸 市i難民原 田通) は 、 2002年10月 に 「県立美術館王子分室」 、 愛称が 「原 田 の森 ギ ャ
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ラ リ ー」 と し て 再 オ ー プ ン し た 。 全 6 室 の ギ ャ ラ リ ー 、 、 計2 ， 700平方 メ ー ト ル を 持 ち 、 IEl

特別展示室約 1 ， 300平方 メ ー ト ル は 、 全 国 の公立 た術館 と し て は 最大 の ギ ャ ラ リ ー で あ る 。

再 開 に 当 た っ て 、 本館 ] 階の 旧彫刻室 (約600平方 メ ー ト ル ) を 改修、 芸 術 家 が イ ベ ン ト

を 聞 い た り 、 カ フ ェ で情報交換 し た り す る 「芸術文化交流サ ロ ン J に な り 、 パ フ ォ ー マ ン

ス ス ペ ー ス や グ ル ー プ活動 ブー ス な ど も 設 け ら れ た 。

旧 美術館 は 、 1970年 に 全 国 で 2 番 目 の都道府県 J人 主術館 と し て 開館 、 延べ6 ， 000万 人が

訪 れた が、 老朽化が進 ん だ う え に 大震災で大 き な 被害 を 受 け た 。 県 内 の 美術愛好家 ら の 閉

で 「作品 を 発表す る 場所が少 な い」 と い う 戸が高 ま っ た た め 、 貸 し ギ ャ ラ リ ー で再 出 発す

る こ と に な っ た 。 こ の付 近 は 、 かつ て は原 因 の森 と 呼ばれ、 1888年 に 関西学院大学が剖立

し て か ら は 、 多 く の 芸術家が移 り 住 んで新興美術運動が繰 り 広 げ ら れ た と い わ れ、 愛称は

そ れ に ち な ん で付 け ら れ た 。

〔 ネ ッ ト ミ ュ ー ジ アム 「兵蔵文学舘J)

イ ン タ ー ネ ッ ト 上の 仮想 ミ ュ ー ジ ア ム 「兵庫文学館J が2002年11 月 12 日 、 オ ー プ ン し 、

記念式典が県立美術館で行 わ れ た 。市民 ら 約250人が参加、 ネ ッ ト k か ら 作家 の 陳舜 臣 は 「神

戸 は昔か ら 新 し い試み を 好 む土地柄。 ど ん な 形で発展す る か楽 し み」 と エ ー ル を 送 っ た 。

常設展示 で は 、 兵庫県 出 身 の作家約130人の プ ロ フ ィ ー ル や作品 を 紹 介 し 、 企頭展示 で は 、

須磨 ・ 明 石 を 題材 に詠 ま れ た 歌や作家谷崎潤一郎の作品 を 展示 し て い る 。 今後 は 、 民俗学

者の柳 田 昌男 、 尼崎の近松門左衛 門 な ど も 計画 す る と い う 。 こ の仮想、の文学館が本物 を 指

ド1] す る 人 た ち に と っ て 、 ど う 理解 さ れ る かが課題だ と い わ れ る 。

〔 県立芸文セ ン タ ー が着工〕

阪神 ・ 淡路大震災の復興 シ ン ボル 事業 で あ る 「兵庫県芸術文化 セ ン タ � J (仮称) の 起

工式が2002年11 月 12 日 、 阪急西宮北 口 駅南側 の建設予定地 ・ 西宮市高松町で行 わ れ た 0 1989

に基本構想、が策定 さ れ た が、 震災や厳 し い財政事情か ら 計画 の 中 断や見直 し を余儀 な く

さ れ、 事業費 を 当初の半分に し て 、 13年ぶ り に よ う や く 着工 に こ ぎ付 け た 。 震災か ら 10年

に 当 た る 2005年秋の完成 を 目 指す と い う 。

同 セ ン タ ー は 、 地上 6 階、 地下 1 階、 延べ34 ， 000平方 メ ー ト ル で、 オ ペ ラ やバ レ エ が 上

演 で き る 大 ホ ー ル (2 ， 000席) 、 演劇 、 ミ ュ ー ジ カ ル、 吉典芸能 な どの 中 ホ ー ル (800席) 、

室 内 楽 を 楽 し む小 ホ ー ル (400席) が設 け ら れ る 。 こ れ ま で 「パ ブ リ ツ ク シ ア タ ーJ を 基

本理念 に 掲 げ、 「 ひ ょ う ご舞台芸術」 や 「 ひ ょ う ご イ ン ピ テ ー シ ョ ナ ル」 と 名付 け た公演

な どの先行事業 を 行 っ て き た 。 完成 し た あ と は 、 県 立 ピ ッ コ ロ 離 間や登録方式で新設す る

付属交響楽団 の 活動 な どで、 多 彩 な 桂台芸術 の 鑑賞 の機会 を 提供す る こ と に な っ て お り 、

こ れ ら を 通 じ て 学校への普及事業 や 人材 の 育 成 な ど も 手がけ る O
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〔篠山 に 県立陶芸館〕

「 兵庫 県芸術文化セ ン タ ーJ (仮称) の完
成予想図 (神戸新陪社提供)

日 本六古窯 の ひ と つ で あ る 丹波焼の発祥 の 地 ・ 篠 山市今回 町上立杭 に 「兵庫県立陶芸館」

(仮称) が近 く 着工 さ れ る こ と に な っ た 。 県 内 の 陶芸丈化の発信や交流の拠点 と し て2005

年秋 に 開館 す る 予定。 震災で被害 を 受 け て 1995年 に 開館 し た (財) 兵庫県 絢 芸館 (全但会

館 内 ) か ら 寄贈 さ れ た約800点 を 中心 に 展 開 し て い く こ と に な っ て い る O

県立陶芸舘は 1994年 に 基本構想が作 ら れ、 当 初 は1999年 に 開館す る こ と に な っ て い た 。

し か し 、 用 地交渉が難航 し た た め 、 一部 を 設計変更 し て近 く 造成工事 を は じ め 、 2003年度

に建設 工事 を 開始す る O 新 し い館 は 、 約57 ， 000平方 メ ー ト ル の 敷地 に 、 展示棟、 研修棟 な

ど 6 つ の 建物 を 回廊 式 に 設置 し 、 レ ス ト ラ ン や和 室 も 設け る O 県 内 に は 、 多 く の 陶磁器の

生産地があ り 、 そ の 大半 を 収集す る 予定。 ま た 、 若手陶芸家 を 対 象 と し た 研修 や ワ ー ク

シ ョ ッ プ、 子供の た め の 拘芸教室 な ど を 開催す る 計両 で 、 隣接地 に あ る 篠 山市立の 「 陶 の

郷」 と の連携 も 進め る と い う O

( r育て る 博物館」 事業へ〕

神戸市 は 、 岡市西 区 、 北 毘 で計画 し て い る r20世紀持物館群構想」 の 中核施設 「土木 博

物館J (仮称) を 具体化 し て い く た め 、 2003年度 に 産学官民 に よ る 支援組織 「土木の学校」

を 設立す る 。 全 国 か ら 1 0 に も の ぼ る 持物館 を 誘致す る と い う 当 初 の計画 を 見直 し て コ ス ト

削 減 と ソ フ ト 部 を 重規す る 方針 に 転換 し 、 50� 100年 を か け て整備す る 「育 て る 博物館」

事業 に す る と い う 。

基本計 画 に よ る と 、 震災復興の シ ン ボル プ ロ ジ ェ ク ト と し て 区域 を 公園 に 整婿 し 、 土木

を は じ め 産業技篠史、 生活文化 な ど 「 日 本文明」 を 展示、 研究す る 博物館群 を 誘致す る 壮

大 な 構想、 を 持 っ て い た 。 し か し 、 経済情勢の悪化 や 各地 の テ ー マパ ー ク の不振 な どか ら 見

直 し 、 当 分 は館 を 建設せず に 「百年構想、」 で整鏑す る こ と に な っ た 。 当 面 は 、 子供か ら 大

人 ま でが楽 し め る 身 近 な 施設の ツ ア ー や講座 な ど を 開催す る た め の 組織 「土木の学校」 を
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設立す る こ と に し た 。

[ NY の爆心地 ピルの最終設計業〕

2001年 9 月 の米 国 ニ ュ ー ヨ ー ク の テ ロ で崩 壊 し た 世 界貿易 セ ン タ ー ピ ル 周 辺の跡地利用

問題で、 最終選考の設計業 で あ る 二つ の案が発表 さ れ た 。 そ の う ち の… aつ に 板神 ・ 淡路大

震災後の神戸で 「紙の建築」 な ど を 手掛 け て注 目 さ れた建築家 ・ 坂茂 ら B 本、 米国、 ド イ

ツ な ど の 著名 建築家が参加 し た ITHINKJ が選 ば れ た 。 設計案 で は 、 世 界貿 易 セ ン タ ー

ピ ル よ り も 高 い約500 メ ー ト ル の 超高層 ビ ル二棟を 中 心 と す る 「 世界文化セ ン タ ー 」 を 提案、

大劇場や博物館、 会議場 な ど を 配置す る と し て い る O

2 . 芸術が支 え た震災か ら 8 年
〔神戸市が文化憲章〕

阪神 ・ 淡路大震災か ら 10年 を 迎 え る 2005年 l 月 17 日 に 向 け て 、 神戸市 は 文化の復興 を 宣

言す る 「神戸文化憲章」 を 制定す る こ と に な っ た 。 2003年度 は 、 市民や ア ー テ イ ス ト 、 芸

術活動 に携わ っ て い る プ ラ ン ナ ー な と守の意見 を 幅広 く 集め 、 「港J I異国情緒J Iお し ゃ れJ

な ど、 こ れ ま で の定番 だ っ た神戸の イ メ ー ジ を 見直す と と も に 、 震災で失 わ れた も の 、 残

さ れた も の 、 生 ま れた も の を 整理 し 、 市民が持 っ て い る 「神戸 ら し さ 」 を 集大成す る と い

う 。 こ の よ う な 調査 と 並行 し て 実験的 な ア ー ト イ ベ ン ト も 開催、 文化施策への ニ ー ズ を 把

握、 丈化施策 の 推進 プ ロ グ ラ ム を 策定す る O

同 市で は 、 震災後の 1995年12 月 、 「丈化 も 重要 な 都市基盤J な ど と い う 神戸文化の復興

と 再生 を 緊急提案 し 、 2005年 を 目 標年 と す る 復興計画推 進 プ ロ グ ラ ム で も 「独 自 の丈化の

発信」 を 課題 と し て い る 。 市民 を 交 え た 政策提言会議で は 「震災 を 境 に神戸 ら し さ が薄 れ

た」 と い っ た指捕や芸術文化 を原動力 に し た都市再生 を 強 く 求め る 声が上が っ た 。 市 で は

「芸術や文化は ま ち を 元気 に す る 力 を 持つ 。 震災十年の新た な ス テ ッ プ を 刻 む た め 、 市民

と と も に く神戸 ら し さ 〉 を 追及 し た い」 と い っ て い る O

[KAVC に新プ毘 ジ ェ ク ト 〕

神戸 ア ー ト ピ レ ッ ジ セ ン タ ー (KAVC、 神戸市兵産 区新開地) は 「美術 を 創作す る の は

作家だが、 支 え る の は 一般の 人 た ち 、 不可欠 な の は 出 会 い の場で あ り 、 活動 を 支 え る モ ノ

や 資金、 美術 に携わ る く人) <場) <資源〉 を 有効 に 活用 す る こ と で、 す そ 野 を 広 げた い」

と 、 美術環境の再編成 と も い え る 新 プ ロ ジ ェ ク ト を ス タ ー ト さ せ た 。

こ れは 「 シ ス テ ム リ サ イ ク ル プ ロ ジ ェ ク ト j と 呼ばれる も の で、 既存の 人材や施設 な ど

を く再利用〉 し 、 神 戸 な ど関西の美術界 を 間 か れ た も の に す る 狙い があ る O す で に 芸術 と

社会の橋渡 し を す る ア ー ト マ ネ ジ メ ン ト の 連続講座 を 2000年 3 月 に 開講 し た ほ か受講生が

企画 ・ 運営 に 挑戦す る 「 自 主 ト VJ と し て美術展 を 2001 年 3 月 に 開催 し た 。 今回 は 、 こ れ
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ま で の成果 を 発展 さ せた期 詞 限定のチ ャ レ ン ジ編で、 2002年10月 か ら 「33術環境整備事務

所J を 設置 し 、 具体案の検討 を は じ め る O

芸術活動 の経営 ・ 管理 を 考 え る ア ー ト マ ネ ジ メ ン ト は 、 近 ご ろ 関心 を 集め て お り 、 学者

や技術者 ら に よ る 「 日 本 ア ー ト マ ネ ジ メ ン ト 学会」 が発足 し て お り 、 大阪で神戸大学、 京

都大学 な ど五大学 に よ る 「学生 ア ー ト マ ネ ジ メ ン ト 会議」 も 開 か れ た 。

〔 キ ャ ッ ブハ ウ ス が再開〕

市民が芸術家 と 語 り 合 い 、 作 品 や 創作 に接 し て 芸術 を 体感 で き る ア ー ト 空 間 の 'CAP

HOUSE . キ ャ ッ フ。ハ ウ ス 」 が、 2002年 5 月 に 神戸市 中 央 立 山本通、 旧 神 戸 移 住 セ ン タ ー

で 再 開 さ れ た 。 今 回 が 3 回 目 で 、 こ れ ま での 実験的 な 試 み と 違 っ て 、 特定非営利活動法人

(NPO 法人) と し て事業委託 を 受 け て の オ ー プ ン に な っ た。

旧神戸移住 セ ン タ ー は 、 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 5 階建 て 延べ約3 ， 500平方 メ ー ト ル で、 日 本

か ら ブ ラ ジ ル な どへの 海外移住す る 人 た ち が、 渡航 ま で の 日 々 を 過 ご し た施設、 石川達三

の小説 「蒼眠」 の 舞台 と し て知 ら れて い る o 1971年 に 関鎖 さ れ た あ と 看護専 門 学校 な ど に

転用 さ れて い た 。 震災直後 に は一時、 神戸海洋気象台が入 っ て い た が、 1999年 に は 閉 鎖 さ

れ た 。

阪神 ・ 淡路大震災 に も 耐 え た こ の建物 に着 目 し た の が、 神戸 な どの芸術関係者でつ く る

'CAP (芸術 と 計画会議) J で、 神戸市か ら 借 り 受 け て ア ト リ エ や ギ ャ ラ リ ー な どの活用

を 実験的 に 試み た 。 さ ら に2000年1 1 月 に は 「神戸21世紀復興記念事業J の 一 環 と し て 再 開 、

「 ア ー ト 林 間 学校」 や 「居留地挟函館J な どの イ ベ ン ト を 展 開 し て い る O

'CAPJ の メ ン バ ー は34人、 建築家や ア ー ト コ ー デ イ ネ ー タ ー な ど多彩で、 、 震災夜後 に

は 、 神戸居習 地全体 を 美術館 に す る I 1日居留 地 ミ ュ ー ジ ア ム 構想、」 な ど を 提案 し た 。 建物

を 再利用 し た 芸術 活動 は全閣 に 生 ま れ て い る が、 複数の芸術家がア ト リ エ に常駐す る の は

異色 だ と い う O 杉 山知子代 表 は 「美術館で も 曲‘廊 で も な い 第 三 の場 と し て 、 芸術が町 に 浸

透す る き っ か け に な れば」 と 諾 っ て い る O

〔六 甲 山 に苦楽ホ ー ル〕

阪神 ・ 淡路大震 災 な どで観光客が激減 し た神戸 ・ 六 甲 山 に に ぎ わ い を 取 り 戻そ う と 、 休

眠 中 の保養施設 を 活用 し た宿泊施設{す き の音楽 ホ ー ル が完成、 2002年 5 月 、 オ ー プ ン し た 。

こ の建物 は 、 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 3 階建 て 、 延べ432平方 メ ー ト ル の i日銀行の保養所。 グ ラ

ン ド ピ ア ノ 付 き の多 目 的 ホ ー ル (50人収容) の ほ か和洋室が 8 室 あ り 、 20人が宿 泊 で き る O

NPO 法人 「 六 甲 山 と 市民の ネ ッ ト ワ ー ク 」 が同市の補助 を 受け て 運営、 施設名 も 'RCN ホ -

)V J と 名 付 け た 。
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神明倉庫 も ギ ャ ラ リ ー

神戸の神 明 倉庫 は 、 神戸港近 く に あ る !日本社 ピ、 ル を 改装、 2002年 7 月 、 ギ ャ ラ リ ー と し

て 一 般 に 無料開放 し た 。 名 称 は 「神戸‘海岸通倶楽部」 で、 2 階 は絵回展、 書 道展 な どが開

け る ギ ャ ラ リ ー (130平方 メ ー ト ル) 、 3 階 は 80� 100人 を 収容で き る 多 目 的 ホ ー ル (124平

方 メ ー ト ル ) に な っ て お り 、 い ず れ も 無料。 地域の NPO 法 人 な ど に利用 し て も ら い 、 か

つ て の に ぎ わ い が民 ら な い神戸港周 辺 の 活性化 に つ な げた い と い う 。

3 . 芸鱗の新た な は じ ま り

〔阪神 と N Y の追時展覧会〕

阪神 ・ 淡路大震災 と 米国 N Y 同時テ ロ の 犠牲者 を 追悼す る 日 本画展 「 十 二神 将 和 の こ

こ ろ 」 が2002年 8 月 、 神戸市 中 央 区 下 山手通の県民会館 ・ 県民 ア ー ト ギ ャ ラ リ ー で 聞 かれ

た 。 肉 親が神戸 、 NY で被災 し た 京都府亀 山市の 日 本画家和 田 淳ーが 「被災者や今 も 支援

を つづけ る 人た ち に す こ し で も 元気 を 持 っ て ほ し し り と い う 願い を 込め て 計 画 し た 。 テ ロ

以来 「平和 へ の 願 し り か ら 展覧会の準備 を 進め 、 5 月 に イ タ リ ア ・ ミ ラ ノ で個畏 を 開催、

今田 は 県芸術文化協 会 な どの協力で実現 し た 。 展示 さ れた の は 、 薬 師 如 来 を 守護す る と い

う 十二神将 を 描 い た 日 本画や扉風な ど約40点で、 京都の寺で見た神将像 を モ チ ー フ に 、 無

病平安や衣食満足 な どの 大願 を 表現 し た 。

〔神戸の古い街並み を 展示〕

震災後 に 消 え て い く 神戸の古い街並 み を 描 き 続け て い る 神戸市東灘 区 向洋 町 、 油彩画家

徳永卓磨が2003年 1 月 、 同 市 中 央 区 の 元 町画廊で 「阪神 ・ 淡路大震災 8 周年 メ モ リ ア ル展J

を 開 い た 。 激震 に耐 え た ア パ ー ト 、 路地裏の廃屋 な ど兵庫 区 の 東 出 町付近 を 4 年 間 に わ た っ

て 記録 し た 23点 を 「下町のバ ラ ー ド I J と 題 し て展示 し た 。

神戸で生 ま れ育 ち 、 学校 を 出 た あ と は美術教師 と し て神戸 タ ワ ー の絵 を 描 い て き た が、

歴 史 的 な 建造物が次々 と 取 り 壊 さ れて い く 姿 を 見 て 、 神戸の絵 を 描 か な く な っ た。 し か し 、

大震災 に よ っ て灘 区 の 自 宅 は全壊、 瓦礁 と 化 し た 町 に が く 然 と し た 。 昔 な が ら の家並みや

持地が一 つ ずつ 消 え て い く 、 「 な ん と か形で も 後世 に 残そ う J と 、 神戸 を 絵の な か に と ど

め て い っ た 。 1996年 か ら 開催 し て き た メ モ リ ア ル展 も 8 回 目 に な っ た 。

〔街の絵 か き さ ん の遺作展〕

神戸市東灘 区 詞本地区 で 「倍の絵か き さ んJ と し て親 し ま れて 、 2002年 4 月 に亡 く な っ

た 画家戸沢正雄の遺作展 「天 国 か ら の贈 り 物」 が、 同 年 1 1 月 に 自 身が作 っ た好文 ホ ー ル ( 陪

本) で 聞 かれ た 。 地元面白街 と 教 え 子 た ち が主催、 約40点 の 遺作が飾 ら れた 。 戸 沢 は 、 大

阪市内 の 中 学校で美術 を 教え る か た わ ら 、 地元の梅祭 り の ポ ス タ ー や 岡 本 の絵 は が き な ど

第 章@ 文化 227 



で住民 に 親 し ま れて い た。 大震災 で 自 宅が全壊 し た が、 「岡本の文化 を 発信 さ せ よ う 」 と 、

再建 し た 自 宅の 1 階 を 多 目 的 ホ ー ル に 開放 し た 。 商)吉街 な どで は 「お世話 に な っ た 。 個展

を ホ ー ル で 開 こ う J と 計画 、 教 え子た ち も 協力 す る こ と に な り 、 遺作展が実現 し た と い う 。

( r破壊 と 再生」 の写真麗〕

生 ま れ育 っ た 芦屋 を 撮 り つ づ け て い る 写真家 ・ 川廷 ( か わ て い ) 昌 弘が、 2003年 1 月 に

大阪市北区 曽根崎の ピ ジ、 ユ ア ル ア ー ツ ギ ャ ラ リ ー で、 写真展 「 一年後の桜 1991-200む

を 開催 し た 。 大震災で実家が半壊、 少年時代 の 思 い 出 が瓦牒 と な っ た な かで写真 を撮 り は

じ め た 。 翌年の春、 更地 に 咲 く 一本の 桜 に 出 会い 、 自 然の力 強 さ を 感 じ た と い う O

「最近 の作品 の な かで は 、 震災 を 知 ら な い子供 た ち が無邪気 に 遊 ん で い ま す 。 彼 ら に と っ

て は復興後の ツ ギハ ギの 町 こ そ 故郷。 思 え ば僕が育 っ た芦屋だ、 っ て 、 戦災復 興 後 に作 ら れ

た 町 な ん で す ね 。 個展 を 機 に 、 芦屋 を 撮 る 仕事 に ひ と 区切 り を 付 け る つ も り O 破壊 と 再生

を 繰 り 返 し て生 き る 人間 も ま た 、 た く ま し い と 分か っ た か ら で、す」 と 話す。

( r こ こ ろ のパンJ を ト ル コ へ 〕

1 999年 の大地震 で被災 し た ト ル コ の 人 々 を 励 ま そ う と 、 日 本の現代美術 を 巡 回展示す る

「 こ こ ろ の パ ン ・ 2002 プ ロ ジ ェ ク ト 」 が2002:i!三 9 月 に ト ル コ 国 内 で は じ ま っ た 。 広 島 市l に

本部があ る 特定非営利活動法人 (NPO 法人) 国 際協力 ア カ デ ミ ー の 「海外 か ら 受 け た 支

援 の お 返 し を 」 と い う 呼び掛 け に 芸術家約50人が賛同 、 絵画や彫刻 な ど を 無償で提供 し た 。

展覧会 は 、 震源地の イ ズ ミ ッ ト 市 で 開鑑 、 五都市 を 巡回 し た あ と デイ ル メ ン デ レ 市 に建設

予定の美徳館 に恒久展示 さ れ る 。

( 1日居留地に 名画が戻 る 〕

阪神 ・ 淡路大震災で全壊、 取 り 壊 さ れた 旧居留 地 の オ リ エ ン タ ル ホ テ ル に飾 ら れて い た

絵画 な ど60点が神戸市 に 寄贈 さ れた 。 同市で は 、 ホ テ ル に 隣接 し て い た市立博物館 (神戸

市 中央区京町) に コ ー ナ ー を 設 け る こ と に な っ て お り 、 神戸の歴史 を 見守 り つ づ け た 名 画

が、 再 びj日居留 地 に戻 っ て き た 。

同 ホ テ ル は 、 神戸で初 め て の ホ テ ル と し て 1870年 に 開業 し 、 多 く の外国人貿易商の社交

場 と し て に ぎ わ っ た 。 震災で取 り 壊 さ れ、 ロ ピ ー な ど に 飾 ら れて い た絵画 は 、 ほ と ん どが

倉庫 な どで保管 さ れ て い た が、 神戸市 に 寄贈 を 決め た 。 関 西洋画界の重鎮 ・ 鹿子木孟郎 ( か

の こ ぎ た け し ろ う ) の油絵 「 白 菩蔽J 、 パ リ の衝角 を 描 き つ づ け た小松益喜の 「サ ン ・ ミ ッ

シ ェ ル の 風景」 な ど60点で あ る O

〔 子 ど も た ち に夢 を 〕

大震災で傷 つ い た子 ど も た ち の心 を 、 絵 を 描 く こ と で癒 そ う と 、 各地 に 出 張 し て絵画教
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室 を 開 い て き た 「色彩学園J (藤井昌子主宰) が、 2002年 5 月 に神戸市 中 央 区 中 山手通 り

の 「北野工房 の ま ち J で、 7 年 間 の 活動 を 振 り 返 る 作 品展 を 開催 し た 。 主 宰 者 は 、 西宮で

絵画教室 を 開 い て い た が、 震災後 は 酉 用 紙や絵 の 具 を 抱 え て 避難所や公園 を 担 っ た 。 「 臼

常の な かで 、 子 ど も た ち は か な り の ス ト レ ス を 持 っ て い る O で も 、 絵 を 描 く こ と で表情が

明 る く な る 子 も い る j と 活動、 こ れ ま で の 絵 は I 万点 を 越 え た 。

震災産後 は 、 子 ど も た ち は悲 し み を 吐 き 出 す よ う に 、 真 っ 赤 に燃 え る ピ ル な ど を 描 い た

が、 心、 に 平静が戻 っ て く る と 黄色や ピ ン ク の 明 る い色で備 を 描 い た と い う O 最近で は 、 心

が 「再建」 ヘドIJ か っ て い る 絵 も 出 て き た 。 伺展で は 、 幼稚園見や小学校児童 が描 い た 154

点 を 展示、 子 ど も た ち がス タ ッ フ と 一緒 に 塗 り 絵 を し た り す る 「青空色彩学 園 」 も 開催 さ

れ た 。

ピ ー モ ダ ン神戸の第 l 弾

「色彩学国」 の 7 年の$'み展ヱエ北野工房の
ま ち (神戸新同社提供)

神戸市や地元企業、 大学な どでつ く る 「神戸 マ ル チ メ デ ィ ア ・ イ ン タ ー ネ ッ ト 協議会」

が、 子 ど も た ち の夢 を 共有 ・ 発信す る 'P-MODAN ( ピ ー モ ダ ン ) 神戸 ~ チ ャ イ ラ ボ企画」

を ス タ ー ト さ せた 。 第 I 弾 と し て2002年 8 月 、 神戸市灘区 の 原 田児童館 に 通 う 小学生が描

い た 「将来の 夢J を ネ ッ ト で紹 介 し た 。 同協議会は 、 阪神 ・ 淡路大震災の 経験 を 踏 ま え て

市 内 の情報 ネ ッ ト ワ ー ク の整備 を 訴 え る 産 ・ 官 - 学 ・ 民の約40団体が集 ま っ て 7 年前 に発

足 し た 。 長g l く 不況な ど暗い話題が多 い な かで、 次代 を 担 う 子 ど も た ち の 夢や希望 を 発表

す る 「チ ャ イ ラ ボJ も 活動 の 一環 と し て取 り 上 げた 。 市 内 の 専 門 学校 と 連携 し て2002年 1

月 に研究会 を 設立、 バ ー チ ャ ル子 ど も 美術館、 子 ど も の絵本、 雑誌の制作 な ど を 検討 し て

き た。 そ の結果、 同児童館 に協力 し て も ら っ て 、 小学生約40人の作品 を 掲載 し た ホ ー ム ペ ー

ジ を 作成、 イ ン タ ー ネ ッ ト で世界 に 発信 し た 。 ま た 、 女子児童 8 人がイ ラ ス ト を 手が け た

絵本 「 ゆ め の お 花畑j も 制作、 寄贈 し た 。 河協議会 は 、 今後は 日 本 と ア ジ ア 各 留 の 子 ど も

た ち と の交流 も 計画 し て い る 。
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〔 絵手紙教室が初の作品展〕

「絵手紙 を 書 い て 、 お 茶 に し ま し ょ う 」 と い う 神戸市長 田 区御蔵通の絵手紙教室が、 2002

年 8 月 に御蔵通の プ ラ ザ 5 で、 初 め て の作品展 を 開 い た 。 大震災で甚大な 被 害 を 受け た 銅

蔵通で は 、 こ の教室が住民 た ち の交流の場に も な っ て お り 、 作品約 I 千点が展 示 さ れた 。

主催 は 、 被 災者 を 支援 し て き た 「姫路 こ こ ろ の ケ ア ネ ッ ト ワ ー ク 」 で 、 「 震 災 は 大変 だ っ

た けれ ど、 こ ん な 出 会い も あ っ た と 、 い い方 に 考 え る よ う に し て い る 」 と 参加 者 た ち は話

し て い る O

〔 ア ー ト で新開地 を 再発見〕

全国有数の 歓楽衛 と し て 栄 え た 神戸市兵産 区 の新開地地区 を ア ー ト の視点 で歴史 を 発掘

し 、 魅力 を 再発見 し よ う と い う 試みがは じ ま っ た 。 再開発計画 に よ っ て 7 年前 に オ ー プ ン

し て 自 主制作映画 の上映、 若手芸術家の育成 な どの活動 を 続 け て き た 「神戸 ア ー ト ピ レ ッ

ジ セ ン タ ー 」 が2003年 I 月 か ら 取 り 組ん で、 い る も の で 、 「新開地 ア ー ト ブ ロ ッ ク プ ロ ジ ェ

ク ト ま ち の 地 質調査」 と 名付 け ら れて い る O

新 開 地 は 、 太平洋戦争 の戦火や阪神 ・ 淡路大震災の被害 な どか ら 娯楽施設の 撤退や高層

マ ン シ ョ ン の建設 な ど に よ っ て 、 風景 も 人 も ま っ た く 変わ っ て し ま っ た 。 プ ロ ジ ェ ク ト は 、

当 時 の 面影 を 残す建物や古 く か ら 語 り 継がれて き た思 い 出 話 に ア ー ト を 見い 出 し 、 i:tiの魅

力 を 広 く 知 っ て も ら う 創作活動 に つ な げた い と い う O 「新開 地ニ ュ ー ガ イ ドJ の 出版、 ド キ ュ

メ ン ト 展 の 開催 な ど を 計画 し て い る O

〔長田が三田青空美術場に学ぶ〕

阪神 ・ 淡路大震災 か ら の復興 を 芸術 イ ベ ン ト で支援 し よ う と 、 神戸 市長 田 氏 の ボ ラ ン

テ ィ ア 団体 「 ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 が、 2003年 3 月 、 先進地 の 三 田 市 ほ ん ま ち 通 り

セ ン タ ー街で行 わ れ た 「青空美術場」 を 視 察 し た 。 長 田 で は 夏 に屋外芸術 イ ベ ン ト を 計画

し て お り 、 そ の 参考の た め に 訪 れ た 。 三 回 で は 「 ア ー ト で老舗荷屈街 を 遊 び倒 そ う J と い

う テ ー マ で、 市 内 の 芸術家、 学生、 商屈主 ら が造形、 絵画、 人形 を 制作、 ワ ー ク シ ョ ッ プ

な どで に ぎ わ う 「名物行事J に な っ て い る O

〔三官 セ ン タ ー街 に ア ー ト ・ ス ク エ ア〕

神戸市 中 央 立 の 三宮セ ン タ ー 街 に2002年12月 、 彫刻 4 体が設置 さ れた広場が 「 ア ー ト ・

ス ク エ ア 」 と 命名 さ れた 。 同 セ ン タ ー 街 を 芸術 の街 に と 、 震災直後の1996年 か ら は じ ま っ

た 「 ア ー ト ス ト リ ー ト 構想、」 の A環で、 彫刻 の 出 来や趣 旨 を 説明 し た銘板 も 攻 り 付 け ら れ

た 。
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4 . 音楽で復興 を 全国 に

〔 ワ ー ル ド カ ッ プで支援への感謝〕

サ ッ カ ー ・ ワ ー ル ド カ ッ プ (w 杯) が2002年 6 月 、 神戸 ウ イ ン グ ス タ ジ ア ム で 開 幕戦

を 行 っ た が、 こ の イ ベ ン ト と し て 阪神 ・ 淡路大震災で受 け た 支援への感謝 の催 し を 繰 り 広

げた 。 震災直後 か ら 復興へ の 道 の り を 映像で紹 介 し た あ と 、 淡路人形浄理璃で 仁u二 を 述べ、

オ リ ジ ナ ル 曲 「神戸発」 を 、 地元 の音楽 グ ル ー プ 5 団体、 150人が力 強 く 合 同 演 奏 し た 。

こ の演奏 に は 、 大震災で被災 し た神 戸 市長 田 区 の 商 宿主 ら で結成 し た 「 ア ス タ '01 フ ァ ン

タ ス テ ィ ッ ク ス 」 が参加 し た 。 「長田 は 震災、 不況 と 暗 い 話題が多 い 。 こ ん な 時 こ そ 元気

を 出 そ う 」 と 、 2001年 秋 に 旗揚 げ し 、 「ス チ ー ルパ ン」 と 呼 ばれ る 中 南 米 の 音楽 を 中 心 に 、

コ ン サ ー ト や施設の慰問 を つづけ て い る 。

( NY に 響 け鎮魂の太鼓〕

米国 ・ ニ ュ ー ヨ ー ク の 同 時 テ ロ 犠牲者 を 追悼す る 和太鼓 コ ン サ ー ト に 、 兵庫県下 か ら 神

戸市北区 八多 国Iの 「 は た っ こ 太鼓」 と 捧保郡新宮 町の 「宮越部太鼓」 の高校生 ら 8 人が参

加 し 、 熱 い ば ち さ ば き を披露 し た 。 「心 に 響 く 太鼓で励 ま し の気持 ち を 伝 え た い」 と い う

追悼公演 は 、 2002年 5 月 5 、 6 日 に ニ ュ ー ヨ ー ク ・ セ ン ト ラ ル パ ー ク な ど で 開催、 全国14

グ ル ー プ、 約200人が演奏 し た 。

「届 け ニ ュ ー ヨ ー ク へ、 私 た ち の鎮魂歌」 と 、 同 時 テ ロ が起 き た 9 月 1 1 日 午前 8 時46分

に合わせて、 世界26 カ 国 でモ ー ツ ア ル ト の レ ク イ エ ム を 歌 っ て追悼す る 「 ロ ー リ ン グ ・ レ

ク イ エ ム 」 が2002年 も 開 か れ た 。 日 本会場の ひ と つ ・ 西宮 の 市民会館で は 「阪神 ・ 淡路大

震災 メ モ リ ア ル 合唱団」 が中 心 に な っ て290 人が参加、 一人 ひ と り が犠牲者 の 名 前 を 書い

た バ ッ ジ を 腕 に付 け て合唱 し た 。

津名 郡北淡町の震災記念公園 で も 、 地元の 「 フ ェ ニ ッ ク ス 合唱 団J が、 米 国 の 教会 な ど

で 歌 わ れ て い る 「 ア メ ー ジ ン グ ・ グ レ イ ス J を 披露 し た 。 「震災 と 向 じ よ う に テ ロ で多 く

の 人命が 禽 瞬 に し て失 わ れ た O 命 の 重 み を 知 る 被災地か ら の鎮魂の祈 り と 平和 の メ ッ セ ー

ジ を 発信 し た」 と い う O 神戸 で も 阪急三宮駅北側 で、 平和への祈 り を 捧げる ラ イ ブや ス ピ ー

チ が行 わ れ た 。 関西一月 で活動す る プ ロ 、 ア マ ミ ュ ー ジ シ ャ ン が参加 し た 。

〔復興の町に 多 く の歌声〕

阪神 ・ 淡路大震災の時、 川 崎市 か ら 西宮市 に ボ ラ ン テ イ ア で駆 け付 け 、 そ の ま ま 移 り 住

ん だ ア マ チ ュ ア ミ ュ ー ジ シ ャ ン ・ 田 口勝博は 、 復興 イ ベ ン ト な ど約70回 の ス テ ー ジ に 立 ち 、

震 災 を テ ー マ に し た 自 作の歌 を う た い つ づ け て い る が、 2002年 7 月 に も 西宮市内 の フ ォ

ラ ム で ギ タ ー を 演奏 し た。 「歌 は 元気 を 与 え て く れ る し 、 悲 し い と き は思 い 切 り 泣 か せー て

く れ る 」 ー ボ ラ ン テ イ ア 活動 の な かか ら 「泣か な い でJ な どの 曲 が生 ま れ て い っ た 。 「震

災 で 人 々 の心が一つ に な っ た の に 、 い ま 、 街の復興 と は裏腹 に そ ん な気持 ち が薄 ら い でい
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と い う 。る O あ の 時の純粋 な 思 い の結集 を 表現 し 続 け た い 」

大震災の被災地 を 中 心 に 賛美歌や童話 な ど を 歌 い つ づけ て い る ゴス ペ ル歌手 ・ 森祐理が

j舌10周年 を 迎 え 、 2002年 5 月 、 神戸、 大 販 な どで記念 コ ン サ ー ト を 毘 い た。 神戸大

学1m年生 だ っ た 弟 が全壊 し た 下宿で亡 く な っ た こ と か ら 、 被災地 に 足 を 運 ん で、歌い つ づ け

た 。 被災者 を 勇気づけ た コ ン サ ー ト も す で に 1000田 を 超 え て お り 、 「 も う 一度 原 点 に戻 っ て 、

っ た 。

大震災で被災 し た子 ど も た ち で編成す る ミ ュ ー ジ カ ル劇団や少年少女合唱 団 な ど神戸市

内 の五 つ の グ ル ー プ、 約 100人が、 2002年 9 月 18 8 に 神 戸 国際会館で行わ れ た 日 中 国交正

と心 の 奥 に居 く 歌 を う た い つづ け た し V

「 中 国 フ ィ ル ハ ー モ ニ ッ ク ・ オ ー ケ ス ト ラ 」 特別公開 リ ハ ー サ ル で 、 夢

と 中 国全土で歌町 本の 「ふ る さ と 」

常化30周年記念の

の共演 を 実現、 復興の 町 を 励 ま し た 。

い継がれて い る 「莱菊花 ( ジ ャ ス ミ ン ) J の 2 出 だ、 っ た 。

う た っ た の は 、

〔長田でア ス タ マ ニ ア ー ナ〕

神 戸 市長 田 区 の 新長 田 駅前 に建て ら れた仮設 ホ ー ル 「 ア ス タ ス ク ェ ア 」 が撤去 さ れ る こ

「 ア ス タ マジ シ ャ ン ら が2002年 6 月 、 記念の コ ン サ ー トと に な っ た た め 、 地 元 の ミ ュ

1 年半 ほ どと い う 意味で、ス ペ イ ン 語で 「明 日 ま た 会い ま し ょ う 」ニ ァ ー ナ」 を 開 い た。

の 活動 の舞 台 と 別 れ を 惜 し ん だ。 「 ア ス タ ス ク ェ ア」 は 、 下 町の に ぎ わ い を 取 り 戻 そ う と 、

の 拠点 に な っ た ほ か、 落 語や シ ン ポ ジ「音楽 の ま ち NAGATAJブ ン 、2001 ::9三 1 月 に オ

コ ン サ ー ト に は 、 東京キ ッ ド ブ ラ ザー ズ の 作 曲 ・ 音 楽 監督 の 下 田 逸ウ ム な どが開 か れ た 。

ジ シ ャ ン ら カf出ヒ ア カ ム 六 甲 ユ ニ ッ ト な どの実力 派 の ほ か若手 ミ ュ青 山 じ ゅ ん じ 、、げAH白μhF
演 し た 。

人 を 亡 く し た こ と で、 「悲 し い 思 い 出 か ら 逃 げ

る よ う に東京へ移 っ た 」 と い う 。 学生時代 か ら

な じ ん だ シ ャ ン ソ ン で、 ラ イ ブハ ウ ス に立つ よ

う に な っ た2001年 、 は る か ち ゃ ん の ひ ま わ り の

こ と を 知 り 、 歌づ く り を 思 い 立 っ た と い う r は

る か は る か 遠 い 空か ら 届 け ら れた 太陽の

贈 り 物 だ よ ひ ま わ り が笑 っ た よ ひ ま わ り が

笑 っ た よ J と 自 ら が歌 っ て い る 。 「 ラ イ ブ で 震

災 の 話 を 伝 え 、 こ の 出 を披露す る 」 と い う O

{ひ ま わ り が笑 っ た よ }

阪神 ・ 淡路大震災で犠牲 に な っ た神戸市東譲住

区 の 加藤 は る か ち ゃ ん ( 当 時11歳) の 生 ま れ変

わ り と し て 話題 に な っ た ひ ま わ り は 、 瓦際の 間

か ら 大輸 の 花 を 咲かせて絵画 に な る な ど 人 々 の
涙 を 誘 っ た 。 こ の 話 に 感動 し た シ ャ ン ソ ン 歌
手 ・ 谷原葉子 は 、 遺族 に 送 る 歌 を 作 り 、 大震災

8 年 目 の 2003年 1 月 に 東 京 か ら 駆 け 付 け 、 「 ひ

ま わ り の 涙 神 戸 に 咲い た」 の CD を 、 姉

渡 し た 。

谷原 は 、 震災で芦屋の 自 宅 は 全壊、 多 く の知
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〔平松愛理の 7 田 園 の コ ン サ ー ト 〕

「今 日 は命 の 愛 ( い と ) し さ を 一番伝 え た い 日 な ん で、すJ 神戸出 身 の シ ン ガー ソ ン グ

ラ イ タ 一 平松愛理は 、 2003年 1 月 17 日 に神戸市 中央区 の ラ イ ブハ ウ ス 「 チ キ ン ジ ョ ー ジ」

で 聞 い た 7 回 目 の コ ン サ ー ト で、 こ の よ う な メ ッ セ ー ジ を 聴衆 に 語 り か け た 。 重い子宮内

膜症 と 乳がん で何度 も 生死 の境 を さ 迷い 、 い ま も 活動 を 休止 し て い る が、 そ れだ か ら こ そ 、

「奪 わ れ た 多 く の命 を 忘 れ な い た め に」 震災の 日 に ス テ ー ジ に立つ と い う O

平松は 、 神戸市須磨 区 の 出 身 、 大震災の 日 は コ ン サ ー ト ツ ア ー で東京 に い た が、 バ ン ド

仲 間 は 生 き 埋め に な っ た 。 そ れ以来、 あ の 日 を 忘 れて は い け な い と 、 被災者 を 激励す る ラ

イ ブ を 開催、 1997年か ら は 1 月 17 日 に 開 い て き た 。 し か し 、 体調への不安か ら 、 コ ン サ ー

ト を あ き ら め か け て い た が、 「何 も せず に 過 ごせ な いJ と 、 体力 に 見合 っ た 形で の 開 催 を

決 め た 。 「がん に な っ て 、 死 を 近 く に 感 じ る よ う に な っ た 。 し か し 、 震 災 の犠牲者 は 不安

を 感 じ る 間 も な く 亡 く な っ た 。 そ の 無念 さ は察す る に 余 り あ る 」 と 話す 。

〔竹下景子 と 朗読詩〕

き っ か け は音楽家の林晶彦 さ ん (西宮市) の お誘 い 。 「被災者の 心 を 癒 す た め に朗 読 を

お 願い で き な い か」 と O 年 1 回 の神戸行 き を 重 ね 、 時 の 流 れ を 感 じ る O 寄 せ ら れ る 作 品 が

変 わ っ て き た 。 当 初 は震災での死 な ど悲 し み が直接的 に 描 か れ た が、 次 第 に 命や 人 と の 出

会い を 広 い視点 で取 り 上 げた 詩 が増 え て き た 。 神戸 を 訪 ね る と 、 前 向 き に進 も う と い う 思

い と 、 や は り 、 つ ら い経験 を 忘 れ ら れ な い と の思 い と 、 両方 を 感 じ る O 作 品 の応募 は全国

か ら あ る 。 こ の機会 に 、 た く さ ん の 人が震災 に 思 い を 寄せ る こ と に意味があ る の で は な い

8 年 目 の震災詩 を朗読する竹下景子z神戸
市産業交流セ ン タ ー (神戸新聞社提供)

第二章@ 文化 233 



か。 私 自 身、 震災の こ と を 忘 れた く な い。 年 に 1 回 の復興支援 コ ン サ ー ト は 、 私 に と っ て

も 大事 な 時間 に な っ て い る o (神戸新開 2003年 1 月 8 日 「震災を諾る」 女優竹下景子 よ り )
復興支援 コ ン サ ー ト 「詩の朗読 と 音楽 8 回 目 のl . 17 の た め に」 は 、 2003年 1 月 17 B 、

神戸市 中 央区東川 崎町の市産業振興セ ン タ ー ホ ー ル で 聞 か れ た 。 こ の催 し は 5 回 目 で、 「夢」

「希望J I愛J I勇 気」 を 感 じ さ せ る 詩 の募集 に 、 全 国 か ら 105 点 の 応募があ り 、 岡 市東灘

区 の 主婦古谷定代の 「 窓の 向 こ う 」 な ど入選作 9 点が発表 さ れ た 。 大好 き な 神 戸 へ の 思 い 、

思 い や り の 大切 さ 、 かけがえ の な い 出 会い 。 そ れぞれの 詩 が込め た メ ッ セ ー ジ に 寄 り 添 い 、

竹下景子が情感豊 か に朗読 し た 。

5 . み つ め つづ け る 震災の心

〔演 じ る こ と で意味を 問 う 〕

風がブル ー シ ー ト の 海 を 揺 ら す。 乾 い た音、 開 こ え る O 少 しず つ 、 少 し ず つ 崩 れ て く O

私 の 街。 私 の 記憶 の 中 の街。 記'躍 の 中 の 私。 劇 団 「桃園 会」 の 最新作 Iblue f山TIJ o 大地

震があ っ た能 の 駅で、 過去や空想が交差す る 中 、 主 人公 の セ リ フ が虚 ろ に 漂 う o 8 年近 く

を 経 て な お 、 阪神 ・ 淡路大震災 を 見詰 め 続 け る O 「鮮明 に 覚 え て る こ と 、 隠 れ て 呼 び起 こ

せ な い こ と 、 美化や セ ン チ メ ン タ リ ズ ム に よ る 記憶 の 嘘… 。 そ れが、 8 年 と い う 時 間J 演

劇 に で き る こ と を 、 や る O そ れは き っ と 三宅島や ニ ュ ー ヨ ー ク で も 同 じ 。 自 分 に と っ て は 、
震災。 (神戸新聞 2003年 1 月 6 日 「気鋭の 肖像」 劇作家深津篤史 よ り )

〔生を訴 え た 「震災演劇J が終幕〕

阪神 ・ 淡路大震災 を モ チ ー フ に 「生J の意味 と 輝 き を 表現 し て き た神戸市東灘 区 の 劇 団

「青い森」 は 、 2002年 7 月 の 山 口県下関 市の公演で、 オ リ ジ ナ ル作品 「見 え な い ネ コ 声

を 出せ な い僕」 を 終演 し た 。 こ の作 品 は 、 震災か ら 2 年後の被災地か ら 離れ た 街 を 舞台 に 、

被 災者 の 老人 と 孫娘、 震 災 を 知 ら な い 高校生 の 交流 を 描 い た も の で、 1997 年 存 か ら 全国

21都府県 の 中 学校や 高校で357 回 の公演 を つ づ け た 。 し か し 、 震災か ら 歳月 が経っ と と も

に被災者の心象風景 に も 変化が起 き 、 「現実 と 劇 の 設定 に 差異が生 じ た 。 今後 も 命の 草 さ

は伝 え つ づ け た いJ と 話 し て い る O

〔滝の茶屋の お じ ち ゃ ん2003)

大阪 を 拠点 に 活動す る 劇 団 IPM /飛ぶ教室」 は 、 大震災か ら 8 年が経 っ た神戸の街や

人 を 描 い た 「 滝 の 茶屋の お じ ち ゃ ん2003J を 2003年 2 JJ 、 神 戸 市 兵庫 区 の神戸 ア ー ト ピ レ ツ

ジ セ ン タ ー で上演 し た 。 神戸 ・ 舞子の小 さ な砂浜で、 山 陽電鉄の運転士だ、 っ た 父親の 7 回

忌法要 を 終え た娘ユ ミ ゃ い と こ た ち が思 い 出 ぱな し を は じ め る 。 そ こ で 、 ユ ミ は知 ら な か っ

た 父親の a面 を 聞 く O 家 を 出 た ま ま だ っ た兄 の ノ ブ も 現れ、 震災後 に 鉄道の復旧工事 に 携

わ り 、 そ こ で父親 と 会 っ て い た と い う ス ト ー リ ー 。 I神戸 の街 も 人 も 、 あ の 瞬 間 で途切 れ
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た の で は な く て 、 連続 し た 時 間 の な かで生 き て い て 、 弔 い の気持 ち も 失 わ れ る こ と がな い

こ と を 伝 え た い」 と い う 。

〔ニつの被災地住民が合同バ レ エ 〕

阪神 ・ 淡路大震災 と 三宅島噴火 と い う 二つ の被災地 の住民が参加す る バ レ エ ・ オ ラ ト リ

オ 「 メ サ イ ア J が2003年 3 月 23 日 に神戸 ・ 大倉山 の神戸文化 ホ ー ル で上演 さ れた 。 指揮 ・

演 出 は 、 震災 を 機 に 東京か ら ふ る さ と 神戸 に戻 っ て活躍す る 山本部夫で、 東京21世紀 ア カ

デ ミ ー管弦楽 団 を 率 い て 、 国 内外か ら バ レ エ ダ ン サ ー を 招 い た 。 合唱 は 「神戸 ア マ デ ウ ス

合唱団J と 「 な だ元気印 こ ど も 合唱 団J r六 甲 少年少女合唱 団」 、 三 宅 島 か ら は 「合唱 団 ア

カ コ ッ コ 」 が参加 し た 。

〔神戸1 00年映画祭が存続〕

映画 を 通 し て被災地 の 文化護興 を め ざ し た 「神戸100年映画祭J ( 同 祭実行委員会主催)

は 、 神戸市 か ら の財故支設 を 打ち 切 ら れた あ と も 、 NPO 法人の認証 を 受 け て存続 を 目 指

し て い た が、 2002年1 1 月 に 「赤字」 を テ ー マ に 、 神戸新開松方 ホ ー ル な どで 「映画祭」 を 開

催 し た 。 ド イ ツ 映画 「 ト ン ネ ル」 、 ア メ リ カ 映画 「奇跡、 の 人」 の ほ か 関 西 初 公 開 の 「船 を

降 り た ら 彼女 の 島」 な と守計23本が上映 さ れた 。

1896年 に神戸 ・ 花隈の神港倶楽部で、 国 内 で 初 め て 映画が上映 さ れ こ と に ち な み 、 1996

年 に 100年祭実行委員 会が結成 さ れた が、 大震災の産後だ、 っ た だ け に 「映画で被災者の 心

を 癒 そ う 」 と 、 神戸 出 身 の 映画評論家 ・ 故淀川長治 を 特別顧問 に 1 カ 月 に わ た っ て 映両祭

を 繰 り 広 げた 。 NPO 法人で は 、 映画監督 の 山 田 洋次、 評論家 の 川 本三郎 を 顧 問 に迎 え 、 「神

戸 は 映画 ゆ か り の地 、 再 出 発 を 機 に よ り 市民 と 密着 し た映画‘祭 に 育 て た い」 と 語 っ て い る 。

〔 ビデオ 「 かベのひみつJ)

震災で全壊 し た神戸市長 旧 民 ・ 鷹取教会の躍 に描かれた原始時代 の 絵 に 疑 問 を 持 っ た外

国籍の 子 ど も た ち が、 ピ デ オ 作品 「かべの ひ み つ」 を 制作、 2002年 6 月 に披露 し た 。 こ の

絵 は 、 何 も か も が焼 け 落 ち て灰色 と 化 し た鷹取の 町 に 、 ボ ラ ン テ イ ア た ち が 「ゼ ロ か ら の

出 発」 の 意味 を 込め て 、 カ ラ フ ル に 描い た も の o NPO 法 人 「た か と り コ ミ ュ ニ テ イ セ ン タ ー 」

の ベ ト ナ ム 、 ブ ラ ジ ル 国籍の子 ど も た ち 5 人が 「い っ た い何 だ ろ う 」 と 考 え た こ と か ら 、

ビ デ オ 制作がは じ ま っ た 。 「 あ の壁が、 子 ど も に と っ て は も う 歴 史遺産 か と 思 う と 、 寂 し

さ が半分、 震災 を 語 り 継 ぐ使命感が半分だ。 子 ど も 自 身が震災 を 知 ろ う と す る こ と に は拍

手 を 送 り た い」 と い う O

〔映像で震災後の心の あ り 方〕

神戸 出 身 の建築家 ・ 石丸信明が阪神 ・ 淡路大震災の被災体験 と そ の 後の こ こ ろ の あ り 方
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を 描 い た 映像作 品 「六 甲 の 山荘 一 在 BeJ を 制作、 2002年 8 月 、 神戸 市 中 央区 脇浜海岸通

の県立美術館 ミ ュ ー ジ ア ム ホ ー ル で 上映 し た 。 題材 は 、 改築 を 手がけ た 六 甲 山 中 の 山荘 で 、

映後作家 ・ 藤原 次郎 (朝来郡朝 来 町) 、 構成作家 ・ 奥村恵美子 と と も に 映像化 に 叡 り 組ん だ。

「あ り の ま ま の 自 然 を 生かす空間づ く り がで き な い か と 思 っ た 。 震災後の心 の あ り 方 を 静

か に 開 い か け る 一つ の き っ か け に な れば」 と い っ て い る O こ の作 品 は 、 欧米の テ 1) _ ・ ア

ワ ー ド な ど映像 コ ン テ ス ト で 「 日 本独特 の 映像美J と 評価 さ れ、 初 め て 入賞 し た 。

6 . 文字 に 託 し た 文化の復興
〔芸術支援に 口 ド ニ ー 賞〕

阪神 ・ 淡路大震災の混乱の な かで被災地の芸術家 た ち は 、 芸傭 ・ 丈fヒ を 守 り 抜 き 、 被災

者の心 に 火 を 灯 も し た が、 そ の 活動 を 支 え た市民 に よ る 芸術支援組織 ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神

戸があ っ た 。 こ の 文化運動 の提唱者で、 事務局 長 を 勤 め た ア ー ト サ ポ ー ト セ ン タ ー の 島 田

誠事務局 長 に 第12国 ロ ド ニ ー 賞が贈 ら れた 。 こ の 賞 は 、 神戸の 町 を 面 白 く し て く れた 人 に

「あ り が と う J と い う 感謝 を 込め て贈 ら れ る も の O 正 賞 は 六 甲 山 の 中心部か ら 出 た真生の

御影石で、 彫刻家 の小林陸一郎が制作 し た も の で あ る O

壊滅 し た都市で活動 を つづけ た 島 田 事務局長 は 、 大震災後、 わ ずか 1 カ 月 で 「 ア ー ト ・

エ イ ド ・ 神戸」 を 設立 し 、 市民 ぐ る み の 芸術支援 に乗 り 出 し た 。 記念碑 的 な 事業 に な っ た

三巻の震災詩集 を は じ め 7 年 間 で膨 大 な 量の 美術展、 音楽会、 演劇 、 シ ン ポ ジ ウ ム 、 各種

の 出 版 な ど を こ な し た。 ま た 、 北海道、 東京 、 九州へ も 「震災芸術」 の発信 キ ャ ラ パ ン を

派遣す る な ど、 新 し い 文化 を 創造 し た 。 ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸 は 、 2002年 1 月 17 日 に活動

を 終わ り 、 ア ー ト サ ポ ー ト セ ン タ ー に仕事 を 引 き 継 い だ。

〔町 を ア ー ト でい っ ぱい〕

兵庫津や !日西国街道の 史跡が点在 す る 神戸市兵摩 区 の 南部地域 を 「 ア ー ト の 町」 に す る

計画 を 神戸市が進め て い る O 人 と 町 と ア ー ト が一体 に な る ネ ッ ト ワ ー ク づ く り を 推進 し て

い る が、 そ の 実験 プ ロ グ ラ ム の ひ と つ O 芸術家 グ ル ー プか ら ア イ デ ア を 募集 、 採用 さ れ る

と 企業の !日社屋の建物 を 活動 の 拠点 に し 、 住民 と ア ー ト を 生か し た 地域活性化 に取 り 組 む

と い う O

計画で は 、 芸術家 ら が拠点 を :仁房 に 使 い 、 制作 し た も の を 市民 に公開す る 、 住民 と 話 し

合 い 、 芸術家が壁画制作な どで、 町の景観づ く り に乗 り 出 す 、 多 く の 芸術家 に 参 加 を 呼 び掛

け 、 作品 の 定期 市 な ど も 考 え る O 拠点 は 、 運河 に 近 い兵庫 区切戸町の 旧 キ ー ス ト ン ガ デ リ

ウ ス 社の !日社屋で、 同市が兵塵津歴史資料館の整備 を 検討 し て い た が、 震災で 中 断、 暫定

的 に 「兵庫津 NEO ア ル チ ザ ン 工房」 に す る O
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〔新長田復興物語〕

大震災で大 き な被害 を 受 け た神戸市長 田 区 の 蕗自衛や神戸市が同 地 区 の 町づ く り を 進め

る た め に 設立 し た 第 三 セ ク タ ー 「神戸 な がた TMOJ は2002年 4 月 、 復 興 の 経過 を ま と め

た パ ン フ レ ッ ト 「新長 回復興物語J を 制作 し た 。 同 商庖街で は 、 活性化策のーっ と し て全

国 か ら の 修学旅行生の 受 け 入 れ を し て い る が、 こ の子 ど も た ち に分か り やす く 7 年 間 の復

興の歩み を 知 っ て も ら う た め に作 っ た も の O

「復興物語」 は 、 A 4 判 サ イ ズ 、 6 ペ ー ジ 、 同 地 区 の商自主で復興の 町 を 撮 り 続 け た 故

釜永満 の 写真が使 わ れて い る O 「 あ の 日 を 乗 り 越 え 、 笑顔が絶 え な い ま ち 新長 田 、 今の私

達 を み て く だ さ い」 と 、 町の歴史、 震災で瓦牒 と 化 し た 町、 炎 kす る 商屈指、 避難所 で の

ら し 、 復興へ の 歩 み 、 現在 の 長 田 の 町がや さ し く 解説 さ れ て お り 、 「私達 は あ の 日 を 力

に 変 え る J と 締め く く っ て い る O

〔問題を提起す る 震災文学〕

マ ン シ ョ ン の在 り 方 を 問 う

大震災で さ ま ざ ま な 課題が浮 き 彫 り に な っ た分譲マ ン シ ョ ン の在 り 方 を テ ー マ に し た小

説 円防庇 ( き ず) ーマ ン シ ョ ン に住 む と い う こ と J (Gじ 企画) を 、 大 阪 の小説家 ・ 光山

明美が出版 し た 。 舞台 は 、 神 戸 の マ ン シ ョ ン で 、 震災前 に そ の …室 を 買 っ た 若い 夫婦が主

人公で あ る O 震災で被災 し た建物 を め ぐ っ て 、 住民がそ れぞれの思惑 を 抱 え な が ら 建て替

え か、 補修か、 で揺れ動 く O 住民集会 で の や り と り な ど詳細 に描かれ る O 小説 と い う 形だ

が、 復興過程で の行政の問題点 、 震災 を 機 に見直 し が進 む 「区分所有法」 の 問題な ど、 マ

ン シ ョ ン と い う 住 ま い の在 り 方が関 わ れる 内 容 に な っ て い る O

練舜臣 の 「神戸 わ が ふ る さ と 」

私 た ち は こ ん どの震災で、 な に よ り も 「生活」 を 奪 わ れた と い う 実感 を も っ た。 奪 わ れ

た 生活の な か に は 、 貴重 な 友人、 知 人 な どの命があ る 。 長い あ い だ、 一緒 に 歌 を う た っ た

人が、 あ の二 十秒の 聞 に、 瞬時 に 命 を も ぎ取 ら れた か と 患 う と 、 無念で な ら な い。 は じ め

の こ ろ は 、 そ れが信 じ ら れ な か っ た 。 家屋 な ら 、 倒 壊 し て も 、 焼失 し で も 、 再建の可能性

も あ ろ う 。 だが、 死 ん だ 人 は 、 も は や 私 た ち の前 に は 、 未来永劫、 すがた を あ ら わす こ と

は な い。 ( 中略) 私 た ち は特別 な 人 の ほ か は 、 震災の 一部分 し か見 て い な い 。 と く に 病 人 は 、

あ の 二十秒 と あ と は お も に写真や ル ポ に よ る 情報であ る O だ が どん な こ と で あ れ、 史上初

と い わ れ る こ の 災害 を 、 後世 に伝 え る 努力 を 惜 し んで は な ら な い 。 せ っ か く の体験 を 風化

さ せ て は 、 勿体 な い で は な い か。 写真好 き は写真で、 そ し て 、 私 た ち は語 り 部 に な ろ う O

神戸在住 の 作家 ・ 陳舜 臣 は 、 大震災 な ど の エ ッ セ イ や小説 を 集め た作品集 「神戸 わ がふ

る さ と "ll (講談社) を 、 2003年 1 月 に 出版 し た が、 こ れは そ の な かの 「 私 は 語 り 部 に な ろ う 」

と い う エ ッ セ イ の一部で あ る 。 陳舜臣 は 、 脳 内 出血 で 入院、 退院 し た 査後 に神戸の 自 宅で
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大震災 に あ っ た 。 回復 し て か ら は 、 震災 を 語 り 継 ぐ活動 を 続 け て い る O

神戸発ーい の ち 輝 く 都市へ

大震災か ら 8 年 を 前 に神戸市 の 職員 や OB の 有志が、 震災か ら 立 ち 上が る 市民の歩み と

転機 を 丹念 に 取材 し 、 丈庫本 「神戸発一い の ち 輝 く 都市へ」 を 自 費 出 販 し た 。 震 災 当 時 、

福祉や教育の 現場で震災 を 体験 し た市職員 ら 13人が 「取材委員 会」 を 結成 、 休 暇 を使 っ て

1 年がか り で編集 に 当 た っ た 。 妹 を 失 い 、 自 分 も PTSD (心的外傷後ス ト レ ス 障害) に な っ

た 女性 は 、 両親や友人 に 見守 ら れ、 震災 を 語 り 継 ぐ NPO で活動 し な が ら 介護福祉士の 勉

強 に励 ん で、 い る O 両 親 を 亡 く し た短大生 は 、 あ し な が育英会の レ イ ン ボー ハ ウ ス で幼 い 震

災遺児 の 世話 を す る よ う に な っ て前 向 き に な れ、 母 の 夢 を 継 い で保育二l: を 目 指 し て い る 。

こ の本 に は 、 こ の よ う な 32人 と 2 団体が登場 し て い る 。 同 委員 会 で は 、 売 り 上 げの全額 を

子 ど も の た め の施設 に 寄贈 す る と い う 。

〔復興の町 に 次 々 と 絵本〕

地震の前兆現象 を 分か り やす く 描 い た イ ン タ ー ネ ッ ト 絵本 「 ぴ り ぴ り ぐ ら ぐ ら じ し ん

の ま え ぶ れ」 を 大 阪大学大学院 の池谷元何教授 (宇宙地球科学) ら が完成 さ せて 、 公開 し

た 。 前兆現象 は 、 地震の 3 日 ぐ ら い前か ら 直前 に か け て見 ら れ る 動植物 の異常現象、 気象

異変の こ と で、 地殻が動 く こ と に よ っ て起 き る 電磁パ ル ス が涼 因 だ と い う 説 が有力 で、 地

震予知 に つ な げる た め に研究がは じ ま っ て い る 。 研究室 に ナ マ ズ を 飼 っ て 観察す る 池谷教

授 は 、 前兆現象研究の 第一人者で、 こ の絵本は新 し い形の “論文" だ と い う O

池の様子が変 だ、 っ た 。 同 じ 向 き に 魚が浮 か ん で 、 突然、 と ぴは ね 、 土 の 上 で ぴ ち ぴ ち ぴ

ち と は ね て い る O 小 さ な 女の子 「 い く ち ゃ ん」 と 飼 い犬の 「 ケ ン 」 が散歩 中 に 遭遇す る 形

で、 ス ト ー リ ー が進 む 。 水遊 び、が大好 き な ア ヒ ル さ んが水 に 入 ら な い 、 ネ コ の み ー ち ゃ ん

が高 い 木 の 上 で そ わ そ わ 、 西 の 空 は 火事の よ う に燃 え て い る 、 家 に 戻 る と 冬眠 中 の カ メ の

み ど り ち ゃ んが水槽 を 登 っ て い る 、 み ん な イ ラ イ ラ O 携帯電話 も 故障、 勝手 に 鳴 る イ ン タ ー

ホ ン 、 く る く る 回 る 時計の針、 な どみ ん な ピ リ ピ リ し て い る O 絵本の あ ら す じ であ る O

現職指騎士 も 絵本出版

米国 ・ ニ ュ ー ヨ ー ク の 同 時 テ ロ で、 救助活動 中 に 亡 く な っ た 消 防士の遺族 を 励 ま そ う と

販制1 ・ 淡 路 大 震 災 で 救 助 活 動 に 当 た っ た 神 戸 市 消 防 局 の 現役 消 防士 ・ 猪 口 健が、 絵 本

'WATCH ME ! ・ ぼ く の こ と み て て ! J を 出版 し た 。 家族に 一言 も 残せず に 犠牲 に な っ

た消防士の無念 と 、 残 さ れ た子 ど も た ち の心 を 思い 、 絵筆 を 取 っ た と い う O 南 の 島 の世界

一高い木 に 暮 ら すハ ク ト ウ ワ シ の子 ボ ブ と 消防士の父親の き ず な の物語で、 鉄 の 烏 に 襲 わ

れて倒 れ た仲 間 を 救 う た め に犠牲 に な っ た 父親が、 夢 の 中 で 「お 父 さ ん は い つ も み て い る

よ 」 と ボ ブの心 に 語 り か け 、 父親の ぬ く も り を 支 え に し て ボ ブが消 防士 に な っ て 、 島 の 平
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手u を 守 っ て い く と い う 、 ス ト ー リ ー o 4 カ 月 で完売、 収益金約120万円 と 、 絵本350冊、 読

者か ら の励 ま し の メ ッ セ ー ジ と と も に ニ ュ ー ヨ ー ク の消 防局 に贈 ら れた 。

ま た、 子 ど も た ち に生 き る 意味や希望 を伝 え よ う と 、 新 た に 8 つ の絵本 を 完成 さ せ た。

宗教や 考 え 方 の異 な る 3 人が砂漠で、迷 っ た が、 協力 し て危機 を 脱 す る と い う 筋立 て 、 テ ロ

か ら 1 年、 平和 な 世界 を 願 っ て 描 い た o f え ん びつ」 と い う 作品 は 、 赤鉛筆が、 身 を す り

減 ら し な が ら 、 自 分 を 使 っ て く れ る 女 の子の成長 を 見 守 っ て い く と い う も の O 「神戸 は 震

災 か ら 7 ír=-が過 ぎ た が、 心 に深い傷 を 負 っ た ま ま の 人がい る O 絵本が子 ど も た ち の 明 る い

光 に な れ ば」 と い う O

絵本で は な い が、 同 じ神戸 市消 防局 の消防士 ・ 吉本和弘 も 、 海外向 け に震災発生時の消

防 隊 員 の 活動 な ど 経験 を ま と め た IThe Great Hanshin-Awaj i  Earthquake As  Seen by a 

Firefighter . 消 防 隊員 が見 た 阪神 ・ 淡路大震災」 を 自 費 出 版 し た 。 「あ れ だ け の大災害 を

経験 し た 者 に と っ て は そ の教訓 を 伝 え る こ と が責務だ」 と 、 日 本語 と 英訳 で 紹介 し て い る 。

1 千部 を 制作、 五十部が米 国 、 フ ラ ン ス 、 ス ウ ェ ー デ ン 、 香港 な どの大学、 図書館 に贈 ら

れ た ほ か、 ニ ュ ー ヨ ー ク の消 防局 に も 贈呈す る O

震 災詩集や詩画集

プ ラ タ ナ ス の並木

多 角 形 の 青葉が揺れて い る

平成 7 年 1 月 17 日 午前 5 時46分

一瞬 に 瓦牒 と な っ て し ま っ た街

解体 さ れた 市場 の 跡 は更地が続い て い る

( 中 略)

ひ び割 れ た 歩道 を 歩 く

光 る 青葉 の 備 を 歩い て い く

大震災 で 自 宅が全壊 し 、 重傷 を 負 っ た西宮市 の 主婦 ・ 今井裕子が震災の 風景 を 刻 ん だ詩

「 ガ ラ ス の部犀」 を 出版 し た 。 こ こ に紹 介 し た の は 、 そ の う ち の 「光 る 青葉の街」 と 題

す る 詩で あ る 。 震災の傷跡が切 り 取 ら れて 表現 さ れて お り 、 静か な 反響 を 呼 ん だ。 瓦礁の

な かか ら 自 宅 は 再建で き た が、 震 災 の 重圧 は 心 に 重 く の し かか っ て い た 。 「書 く こ と で、

一歩で も 前 に 進 む こ と が出 来た ら 」 と 、 初 め て の詩集 を 出 し た と い う O

ま た 、 大阪 ・ 吹 田 市の小木洋子 も 詩画集 『墨あ そ び詩 ( こ と ば) あ そ び土 あ そ び ・ あ る

日 突然JJ (遊 タ イ ム 出 版) を 出版 し た 。 震災で大 き な 被害 を 受 け た神 戸 市 長 田 区 の 状況 や

暮 ら し な ど を 墨絵 と 詩 で表現、 「街は壊れ た け れ ど、 心 は つ な がっ た 。 そ れ を 思 う ま ま に

描 き た か っ t::'J と い う O
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神戸の笑顔 を 欝界 に

大震災 を 乗 り 越 え た神戸市民の笑顔 で 、 護興支援への感謝 と 市民の元気 を 伝 え よ う と 、

東京の写真家 ・ 水谷孝次 と 市民 ボ ラ ン テ ィ ア が写真集 IFMerry in KOBむ を 発行 し た 。 神

戸 ・ ポ ー ト ア イ ラ ン ド の ひ ま わ り 畑 で、 撮影 し た 市民約1 ， 000人 の う ち 、 小 さ な 女 の 子 か

ら 98歳の お ばあ さ ん ま で96 人 の 笑顔 を 掲載 し 、 「パパ大好 き 」 や 「神戸発、 世界ーの建築

家 に」 な ど、 そ れぞれの 思 い や 愛 を 込め た メ ッ セ ー ジ を 添 え て い る O 巻頭 に は 、 ジ ャ ー ナ

リ ス ト の 筑紫哲也、 サ ッ カ ー 選手 の 三 浦知 良が神戸への 思 い を 寄せ た 。 「震災 の 純望 的 な

状況 を 乗 り 越 え て き た神戸 の 人 の 笑顔か ら は 人 間 の 力 強 さ を 感 じ た 。 こ のパ ワ ー で 閉塞状

況 に あ る 日 本 中 を 元気づけ た し勺 と 話 し て い る 。

7 . 市民 に よ る 「 し み ん基金 ・ こ う べj

特定非営利活動法人 (NPO 法人) r し み ん基金 ・ こ う べ」 が、 神戸 の シ ン ガー ・ ソ ン グ

ラ イ タ ー ・ 摩耶 は る こ (神戸市 中 央 区 ) の作品 を CD に 制作、 販売 し て 、 収主主の すべ て を

間基金 に 回 す事業 を は じ め た 。 摩耶 は る こ は 、 大震災で須磨 の 自 宅が全壊 し た が、 須磨の

海 を 見 て い て傷 つ い た心が癒 さ れ た 。 「変 わ ら な い 自 然 の か けが え の な さ に 気づい た と き 、

人の 心 も 同 じ だ と 感 じ た」 と い い 、 「神戸悠久 の 友へ」 の歌が出 来 た 。 2003年 に な っ て 、

基金が開 い た 集会 に ゲス ト 出演 し た こ と か ら 、 CD 化の話が持 ち 上が り 、 著作権料 を すべ

て基金 に 寄付 す る こ と に な っ た 。 「激 し い 嵐 に 負 け な い で/ こ う べ 友 よ 熱 く な れ」 と

い う 歌詞 で 、 「心の扉 を 開 い て 一歩 を 踏 み 出 す き っ か け に な れ ば」 と い う 。

市民が市民活動 を 支 え る 基金 と し て全国で初 め て設立 さ れた 「 し み ん基金 ・ こ う べJ は

2002年度 も 義実 な 活動 を 続 け て い る O 同年度 の 第 1 @]助 成 は 、 特定 4 団体、 一般65団体、

計69団体が応募、 公 開審査 を 経 て 、 特定 2 団体、 一般1 1 団 体、 計13団体 に450万 円 を 助 成

し た 。 特定助 成 は 、 ト ト ロ の森 の か く れ家大作戦 を 展 開 す る 「ふ ぉ ー ら い ふ」 、 不登校の

子 と 親 と 居場所 を つ な ぐ ホ ー ム ペ ー ジ づ く り の 「 ラ ミ 中 学校分校」 、 一般助 成 は 、 被災者

支援 団体 「公的援助法実現ネ ッ ト ワ ー ク 被災者支援セ ン タ ー 」 、 神戸吃背教室 の 「 ほ っ と

神 戸‘」 、 子 ど も の 居場所‘づ く り の 「 プ ラ ザ 5 J 、 ふ れあ い拠点の 「 プ ロ ジ ェ ク ト 1 - 2 J 、

親子サ ロ ン 「 キ ャ ラ メ ル の 森」 、 通院支援の 「 ジ ャ ス ミ ン 」 、 フ リ ー ス ク ー ル 「寺子屋」 、 ミ ュ ー

ジ ッ ク セ ラ ピ ー 「 て く て く 」 、 子 ど も た ち の た め の い の ち の教室 「 い の ち 語 り 隊」、 障害者

地域生活支譲事業 「生活支援研究 会」 、 環境保全の 「あ お ぞ ら 太 陽 の 家」 で あ る 。 2002年

7 月 に は 、 寄付団体、 助成田体な どの 「市民活動団体 と ド ナ ー の交流会」 を 開催 し た 。

ま た 向基金委託事業 と し て 、 兵庫県遊技業協 同組合ハ ー ト 玉福祉支援事業 「 は ー と ふ る

ら ん ど」 の 「 ひ ょ う ごボ、 ラ ン テ ィ ア あ し す と 事業」 で は 、 159匝体 の 申 請 に対 し て 「瀬戸

ふ れあ い セ ン タ ー J (東灘) な ど27団体に 1 千万 円 が助 成 さ れた 。
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「 し み ん基金 ・ こ う べ」

千 651 -0095 神戸市中央匿旭通 1 1 1 -203 (サ ン ピ ア 2 F )  
TEL 078…230-9774 FAX 078-230-9786 

E-mail kikin @stylebuilt . co . jp 

URL http://www . stylebuilt . co . jp/kikin/ 

ひ ょ う ご ボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザ

市民社 会 の 担 い手 と し て 注 目 さ れて い る NPO な どの 支援 ・ 交流拠点 「 ひ ょ う ご ボ、 ラ ン

タ リ ー プ ラ ザ」 が2002年 6 月 に神戸市 中 央 区 、 神戸 ク リ ス タ ル タ ワ ー 10階 に オ ー プ ン し た 。

兵庫県が NPO な ど と の 「協働」 の シ ン ボル と し て 開設 し た も の で 、 県社会福祉協議会 に

運営 を 委託、 所長に は神戸山手大学の小森星児学長 を 招 い た 。

同 プ ラ ザ は 、 地域の ボ ラ ン テ イ ア 陪体 な ど を 直接支援す る の で は な く 、 市民活動 を 支 え

る 「 中 間 支援組織」 の NPO、 ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー な ど を 応援す る 全県 的 な セ ン タ ー を

臼 指 し 、 情報提供や相談、 人材の 育成、 活動資金の支援、 調査 ・ 研究な ど を 行 う O 注 目 さ

れ る の は 「 ひ ょ う ごボ ラ ン タ リ ー 基金」 の新設で、 同年 3 月 に解散 し た ひ ょ う ご地域福祉

財 団 の基金な ど約100億円 を 基 に 、 幅広 く 助成す る O

大震災後、 全 国 で NPO 支援セ ン タ ー の 開設が相次い でお り 、 兵庫県 下 で も 川 西市が設

寵 し て い る O 「民設民営」 の 組織 も つ く ら れて お り 、 神戸市で は rNPO 法 人市民活動 セ ン

タ ー 神戸J ( 中 央 区 ) や rNPO コ ミ ュ ニ テ イ ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー 神戸J ( 東 灘 区 ) が活動

し て お り 、 「互い の特色 を 生 か し て 、 い い 意味での競争がで き ればJ と い う O

KOBE HYOGO 2005 

カ タ ロ グ通販の フ ェ リ シ モ (神戸市 ) は 、 i坂神 ・ 淡路大震災 で寄せ ら れ た義援金 な どの

う ち 約7 ， 000万円 を 若者 の ま ち づ く り 活動 や 文化事業 に 助 成 す る rKOBE HYOGO 2 0 0 5J 

プ ロ ジ ェ ク ト を 発表 し た 。 震災10年 を 迎 え る 2005年 に 向 け て計闘 し た と い う 。 同社で は 、

こ れ ま で ボ ラ ン テ イ ア 団体 な ど に 4 億円 近 く を 寄付 し て い る が、 夢 の あ る 街 に 近づけ る た

め に 若者 に期待 し た い と し て い る O

く参考文献〉
「神戸 わがふる さ と 」 陳舜臣 講談社 2003 . 1
「 ガ ラ ス の部屋」 今井裕子 湯川書房 2002 . 3  
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第二鮪 災文化の 復活 を 目 指 し て

ト 歴史文化遺産 の活用へ
〔ヘ リ テ ー ジ マ ネ ー ジ ャ ー の養成〕

大震災の経験 を 経 て 、 文化財や歴史遺産 を ま ち づ く り に生かす た め に兵庫県教育委員 会

は 、 全国で初 め て 、 専 門 家や市民が調査研究 を 行 う 「ヘ リ テ ー ジマ ネ ー ジ ャ ー 」 を 養成 、

本格的 な 活動 が は じ ま っ て い る O 「高度 な リ カ レ ン ト 学習 の シ ス テ ム 開発 に 関 す る 調査研

究~歴史文化遺産活用 推進員 ( ヘ リ テ ー ジマ ネ ー ジ ャ ー ) の 養成 を 事例 と し てJ と い う テ ー

マ で 、 2001年 1 1 月 か ら は じ ま っ た調査研究 は 、 2003年 3 月 で終わ り 、 実践の 段階 に 入 っ て

い る 。 ヘ 1) テ ー ジマ ネ ー ジ ャ ー は 、 経史文化遺産の保存修後の技術 を 持つ 専 門 家で、 ま ち

づ く り の コ ン サ ル タ ン ト 、 ま ち づ く り の参加者や 市民 を 想定 し て い る 。

こ の計mIT を 推進 し た 「兵庫 リ カ レ ン ト 学習 シ ス テ ム 調査研究会J (県教委 と 県建築士会

で組織) は 、 そ の 成 果 を 「高度 な 1) カ レ ン ト 学習 の シ ス テ ム に 関 す る 調査研究報告書」 に

ま と め た が、 震災が生 ん だ新 し い 文化財 の保護 シ ス テ ム と し て注 目 さ れて お り 、 こ こ で は

そ の 官� を 紹介 し て お く 。

阪神 ・ 淡路大震災 に よ り 多 く の 人命 ・ 財産が失 わ れ た 。 そ の 中 に は貴 重 な 歴史文化遺産

も 多数含 ま れ た 。 歴 史文化遺産 の喪失 は文化の基底 を な す精神風土 に も 影響 を 与 え る た め

指定文化財 に加 え 、 登録文化討の発想、 の も と と な っ た 「歴史的建造物」 に つ い て も 復旧 支

援 を 行 っ た 。 こ れ は復興基金か ら 500万円 を と限 と し て 二分 の ー を 助成す る も の で、 す で

に約300件 に達 し て い る O

1999年 に 行 わ れ た震災対策 国 際検証事業で、 は 、 「歴史遺産の復 旧等地域文化 を め ぐ る 課

題 と あ り 方」 に つ い て検討 し 、 文化遺産群 (物) 、 文化遺産所有者等 (人) 、 文化遺産支援

者 ( シ ス テ ム ) の 三者の現状 を 分析、 所有者の桔談者 と し て マ ネ ー ジ メ ン ト の 能力 を 備 え

た支援者が必要 と の指摘があ っ た 。

こ の た め 県教委 は 、 県丈化財保護審議会 に r21世紀 に お け る 兵庫県の文化財行政 に つ い

て」 を 諮問 、 同 審議会か ら 「循環型社会 に お け る 歴史文化遺産 の活用 方策 に つ い て 」 の 提

言 を 受け て 、 ヘ リ テ ー ジ マ ネ ー ジ ャ ー の 養成 を 開始 し た 。

養成講座 で は 、 実務経験の あ る 建築士 を 主体 に リ カ レ ン ト 教育 を 実施 し 、 終了者 は県教

委か ら 「兵庫 県ヘ リ テ ー ジマ ネ ー ジ ャ ー 」 と し て登録 さ れ る O 登録者 は 人材パ ン ク に 活動

状況 を 記載す る な ど県民 に相談相手 を わ か り や す い形で提供す る と と も に 、 県教委、 市 町

教委 と 協力 し て 、 登録文化財の候補物件の発見や地域内の歴史的建造物 の 調査 を 行 う O ま

た 、 (財) 兵康県都市整備 協会 「 ひ ょ う ご ま ち づ く り セ ン タ ー 」 と 連携 し て 、 地域 に 根 ざ

し た住民主体の ま ち づ く り 団体 に 対 し て 、 ヘ リ テ ー ジマ ネ ー ジ ャ ー を 派遣、 歴 史的建造物

の資産活用 な どの提言 を す る こ と に な っ て い る 。
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2003::9三 3 月 現在、 ヘ リ テ ー ジマ ネ ー ジ ャ ー に は35人が登録、 3 カ 所 (30件) か ら 登録文

化財の候補物件調査 を 受 け て お り 、 ほ か に も 町 内 の 民家調査や市内近代建築の調査 を 予定

し て い る 。 「利用 可 能 な 歴史 的建造物 の発見」 が見込 ま れ る ま で に な っ て い る 。 今後 は 、

美術工芸 品分野、 天然記念物分野 に養成講座 を 拡大す る と い う O 県教委 で は 、 2004年度以

降 に 県 内 の 近代建築 な どの悉皆調査 も 計調 し て い る O

歴史文化遺産活用構想 (議案)

県教委で は 、 歴 史文化遺産 の総合的 な 活用 を 図 る た め の シ ス テ ム に つ い て 「歴史文化遺

産活用構想、 (素案) J を ま と め た。 こ れ に よ る と 、 ふ る さ と に 愛着 と 誇 り を 持 っ た 「 ひ と

づ く り 」 と 、 歴 史文化遺産 を 活か し た 「 ま ち づ く り 」 を 柱 に①地域 に お い て 歴 史文化遺産

の保護 ・ 活用 に 携 わ る 人材の育成、 ②育成 し た 人材 を 活用 し て 基礎的 な情報の収集お よ び

公 開 、 ③暦史文化遺産の保護 ・ 活用 を 図 る た め の 活用 計画 の 策定、④活用事業 を プ ロ デユ ー

ス し 、 実践の支援、 に つ い て検討 し た 。

そ し て 、 こ の構想、 は 歴 史文化遺産 を 過去 と 未 来 の 世代 と 共有 し な が ら 現代社会で生 き た

も の と し て活用 し よ う と す る も の で、 こ れ に よ っ て歴 史文化遺産 を 生 み 出 し た伝統的 な 地

域文化 に 活力 を 注入 し 、 こ れ を 源 と す る 新た な 地域文化 を 創造す る こ と に よ り 、 誇 り と 愛

着 に満 ち た 地域社会 の 再形成 を 図 る 、 と い う 理念 を 掲 げて い る 。

文化財 を デー タ ベ ー ス に

全 国 で も 有数の丈化財 を 活用 し よ う と 、 県教委 と 大手前大学 (西宮市) が連携 し て 「県

内 文化財 デー タ ベ ー ス J を 開発す る こ と に な っ た。 行政が所有す る 膨大 な 情報量 と 大学が

持つ整理 ・ 加工技術 を 持 ち 寄 っ た新た な 取 り 組み。 県 内 の指定文化財や 埋蔵文化財 な ど は

約 2 万8 ， 300件 に の ぼ り 、 全国 で も ト ッ プ ク ラ ス だが、 こ れ ら に 関 す る 基礎デー タ は 冊子

な どの 紙資料で保存 さ れ て お り 、 広 く 一般 に 活用 し て も ら う の は 難 し か っ た 。 こ の た め 、

史学研究所 を 持つ な ど歴史研究 に 力 を 入 れて い る 同大学 と 共同 で 開発す る と い う も の O 計

画 で は 、 文化財 の 名前や所在地、 種類や 内容 な どの 一覧表 を掲載 し 、 キ ー ワ ー ド を 入力 す

れ ば知 り た い情報が探 し 出 せ る 機能 も 備 え る 。 プ ロ グ ラ ム イヒが終 わ れ ば順次公開 し 、 2006

の 完成 を 目 指す と い う 。

歴 史文化 を め ぐ る 地域連携

神戸大学 は 文学部 を 中 心 に 阪神 ・ 淡路大震災直後か ら 、 兵庫県、 神戸市 な どの 自 治体、

NGO、 市民 と 連携 し て被災資料の保全、 地域歴史文化の探究、 歴 史 遺 産 を 活か し た 街づ

く り プ ラ ン の作成、 大震災の記'需の継承 な どの 地域貢献事業 を 進 め て き た 。 こ れ ら の 活動

は 、 全国歴史資料保存利用研究機関連絡協議会 (歴史資料保存諸機関 の 全国組織) や 関係

学会で大学 の 先進 的 な 地域連帯事業 と し て 高 い評価 を 得 た 。 2002年度 に は大学改革推進等
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経費 を 受 け 、 こ の事業 を さ ら に発展 さ せ る た め の基盤整備 と し て 、 地域連携研究員 制度 を

創設、 「神戸大学文学部地域連携セ ン タ ー」 を 設置 し た。 こ の セ ン タ ー を 中 心 に 自 治体 な

ど と 協議 し て情報交換、 連携の あ り 方の協議会の 開催、 次年度以降の連携モ デル と な る パ

イ ロ ッ ト 的事業 を 行 っ た 。

地域畳史遺産 の 新 し い 活用 の あ り 方 を 考 え る 地域連絡協議会は 、 2003年 3 月 2 日 、 神戸

大学で 聞 かれ 、 被 災地 を 中 心 に し た 自 治体、 NGO、 住民団体な ど27機関 、 70人が参加 し た 。

保存活用 に つ い て の情報交換、 新 た な 連携の方法 に つ い て の論議 を 進め た。 こ の よ う な 大

規模協議会は 、 県 1'-で は は じ め て で 、 今後の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り の基礎が確立 さ れた。 パ

イ ロ ッ ト 的事業で は 、 足崎市立地域研究史料館 と 地域住民が連携 し て 、 近 世 の 尼i詩域下 の

絵 図 か ら 尼崎市 中在家 の景観 を 復元す る 「新た な 自 治体史」 や HP 上 で の 地域歴史博物館

「富松バー チ ャ ル博物館 (仮称) J の 形成 を 目 指す も の で あ る 。

2 . 史料ネ ッ ト も 新 た な 鮪 目 へ
阪神 ・ 淡路大震 災 を 機 に結成 さ れ た 歴史学会 に よ る ボ ラ ン テ イ ア 団体 ・ 阪神大震災対策

歴史学会連絡会 ・ 歴 史史料ネ ッ ト ワ ー ク ( 略称史料ネ ッ ト 、 事務局 z神戸大学文学部 内 )

は 、 2002年度 に新た な 節 目 を 迎 え た 。

2001 年度 ま で の 史 料 ネ ッ ト の活動

史料ネ ッ ト は 当 初 、 仮神 ・ 淡路大震災 に よ る 被災家居内 の 古文書や民 具 を は じ め 、 民 間

所在の被災歴史資料 ・ 文化財 の保全 を 目 的 と し て結成 さ れ、 震災直後か ら 被災地住民や 自

治体担 当 部局 な ど と 連携 し て 、 活動 を 進め て き た 。 ま た 、 震 災 そ の も の に 関 す る 記録 ・ 資

料の保存や体験の記録化、 震災 に 関 す る 公文書の保存 ・ 活用 、 復興工事 に と も な う 埋蔵文

化財の調査 ・ 保存 問 題 な ど と い っ た 、 震災 と 歴史 あ る い は 史料 ・ 丈化財保存 に 関 わ る さ ま

ざ ま な 課題 に も 取 り 組 ん で、 き た 。

こ う い っ た取 り 組み経験か ら 、 や が て 史料 ネ ッ ト は狭い意味での 震災対応 に と ど ま る こ

と な く 、 日 常的 に 市民や行政 と 連携 し つ つ地域社会の歴史 を 保全 ・ 活用 す る 、 歴史分野 に

お け る 恒常 的 な ボ ラ ン テ イ ア 団体へ と 活動 の 守備範囲 を 広 げて き た。

一方、 阪神 ・ 淡路大震災以昨 に 発生 し た 鳥取県西部地震 と 芸予地震 に お い て は 、 そ れ ぞ

れの地元で阪神 と 同様 の 史料 (資料) ネ ッ ト ワ ク が組織 さ れ、 阪神 の経験 に 学 ん だ被災

史料 ・ 文化財保全活動が行 わ れ た 。 阪神 の 史料 ネ ッ ト は 、 こ れ ら 各地 の 再種の取 り 組み に

対 し て 、 支援 ・ 協 力 活動 を 行 っ た 。

2002年度 に お け る 史料 ネ ッ ト の改組

こ れ ま で の経験 を ふ ま え て 史料 ネ ッ ト は 組織体制 を 強化 し 、 さ ら に'担常 的 な 活動 を 支 え

る べ く 、 2002年度 に 組織改組 を 行 っ た 。 そ の 背景 と し て は 、 史料ネ ッ ト の活動課題 を め ぐ

244 第 ;章 @ 文化



る 次の よ う な 状況があ げ ら れ る O

ま ず第 一 に 、 震災被災史料 ・ 文化財保全活動が一定の成果 を あ げた と は い え 、 被災 自 治

体の 困 難 な 財政状況 な ど も あ っ て 、 公的機関 に よ る 恒久 的 な 保存措置 は か な ら ず し も 実現

し て い な い 。 ま た 、 そ の 前提 と な る 史料の調査 ・ 整理作業 も 滞 っ て お り 、 こ れ ら を推進 し

て い く の に ふ さ わ し い体制づ く り が求め ら れて い る O

第 二 に 、 被災地内外 に お け る 市民や行政 と 連携 し た歴史文化の取 り 組み を 継続 し 、 そ の

成果 を 全国 的 に発信 し 続 け て い く こ と が求め ら れて い る 。 こ の 点で も 、 そ れ に ふ さ わ し い

持続的 な 組織体制づ く り が必要で あ る O

第三 に 、 鳥取県西部地震や芸予地震 な ど多発す る 地震災害に対 し て 、 各 地 に お け る 被災

史料 ・ 丈化貯保全の取 り 組 み を 支援 し つ つ 、 緊急対応 を 行 う 全 国 的 セ ン タ が必要で、 そ

の機能が阪神 の 史料ネ ッ ト に 求 め ら れて い る 。

以上の よ う な状況か ら 、 史料 ネ ッ ト は 関係者の カ ン パ に 頼 る 不安定な 活動形態か ら 、

員 ・ サ ボ ー タ ー に よ る 会費 制組織へ と 移行 し 、 そ の財政的 な 下 支 え の も と 事務局機能 を 強

化 し 、 持続的 な 体制へ移行 し た。 同時 に神戸大学文学部 内 に 設置 さ れ て い た 史料 ネ ッ ト

務局 は 、 2003年 1 月 17 日 以 降、 新 た に設置 さ れた神戸大学文学部地域連携セ ン タ ー 内 に 移 っ

た 。 こ の地域連携セ ン タ ー は 、 大学の 地域貢献 ・ 社会貢献が求め ら れ て い る 現状に応 え る

べ く 、 地 道 に 行 わ れ て き た 史料 ネ ッ ト な どの ボ ラ ン テ イ ア 活動 を も 背景 と し て 、 神戸大学

文学部 自 身が よ り 積根的 に市民や行政 と 連携 し た調査 ・ 研究や史料 ・ 文化財保全活動 に部(

り 組むべ く 、 設 置 さ れた も の で あ る 。 こ れ以 降、 史料 ネ ッ ト は 、 地域セ ン タ ー と 密接 に連

携 し つ つ 、 取 り 組み を 展 開 し て い る 。

改組後 の 史料ネ ッ ト の活動

改組後 の 史料 ネ ッ ト は 、 次の 6 項 目 を 基本的 な 活動 内容 と す る こ と と な っ た 。

① 阪神 ・ 淡路大震災後の保存歴史資料の保全 と 活用

大学院生 ・ 学生 ・ 市民 な どの ボ ラ ン テ イ ア を 募 り 、 史料 ネ ッ ト 事務局 の あ る 神戸大学 に

お い て計10回の整理作業 を 実施 し 、 延べ86人の参加 に よ り 被災 史料 5 箱分の整理 を 終了 し

た 。 ま た 、 神戸女子大学 に お い て も 4 箱分の整理 を 進め た 。 さ ら に 、 神戸市‘文書館 と の連

携事業 と し て神戸市長 田 区 の 史料 を 整理 し 、 神戸大学文学部地域連携セ ン タ ー に よ る 東難

区 で の 史料調査 に も 積極的 に協力 し た 。

② i坂神 ・ 淡路大震災 に 関 す る 資料 ・ 記録の保存 と 活用

③ 被災地 を 中 心 と す る 市民の歴史研究活動 の援助

神戸 . I波神地域で、 新 た に 「震災復興市民歴史講座J と 題す る 連続講座 を 実施、 こ れ を

通 し て 市民や地域の歴史団体、 行 政 の 関係部局 な ど と の交流や意見交換 に 努 め た 。 ま た、

従前 に 引 き 続 き 、 尼崎の 「富松城跡 を 活かす ま ち づ く り 委員 会」 、 阪伸地 域 の 戦争 の 歴 史

を 学ぶ 「火垂 る の 墓 を 歩 く 会」 、 大阪市西淀川 区 に拠点 を 置 く 「公害地域 内:生 セ ン タ ー ・
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あ お ぞ ら 財団」 と い っ た市民団体の寂 り 組み を 支援 し 、 兵庫県公館県政資料館、 人 と 防災

未来セ ン タ 一 、 神戸 市文書館、 尼崎市立地域研究 史料館 な どの行政機 関 と も 連携i協力 関 係

を 継続 し た 。

④ 大規模 自 然災 害 に つ い て の資料保全 ・ 歴史研究 に つ い て の提言

⑤ 大規模 自 然災害のi療の竪史学会の資料保全活動 の暫定的 な セ ン タ ー の役 割

5 月 初 日 に 「災害 と 歴 史資料 各 地 の 史料 (資料) ネ ッ ト の活動か ら J と 題す る 研究集

会 を 開催、 LlJ 陰 ・ 愛媛 ・ 広 島 ・ 山 口 の 各史料 (資料) ネ ッ ト の参加 を 得 て 、 活動交流 と 大

規模災害対 策 に 向 け て の意見交換 を 行 っ た 。 ま た 、 こ の研究集会 の 内容 を も と に 、 歴史科

学協議会発行 「歴史評論J 633号 (2003年 1 月 ) 誌上 に 「特集 ・ 遺跡の保存 ・ 活用 と 歴 史

意識 災害 と 歴 史資料一史料 ネ ッ ト の経験か ら 」 と 題す る 特集記事 を 掲載 し た 。

⑥ 市民社会の 中 で の歴 史資料の あ り 方 に つ い て の研究

公害地域再生セ ン タ ー と 四 日 市公害 を 記録す る 会が、 四 日 市市で2002年 7 月 2 1 日 に 開催

し た シ ン ポ ジ ウ ム 「公害 ・ 環境問 題資料の保存 ・ 活用 ネ ッ ト ワ ー ク を め ざ し て」 や神戸大

学文学部地域連携 セ ン タ ー が向 学 内 に お い て2003年 3 月 2 日 に 開鎧 し た 「第 I 国歴史文化

を め ぐ る 地域連携協議会 地域歴史遺産 の新 し い活用 の あ り 方 を 考 え る 」 な ど に 参加 し 、

そ れぞれ に 分野 に お け る 課題 に つ い て 史料 ネ ッ ト と し て 積梅的 に 意見交換 や 検討 を 進 め

た 。

〈歴史資料 ネ ッ ト ワ ー ク 連絡先〉

〒 657-8501 神戸市灘区 六 甲 台 町 1- 1 神戸大学文学部地域連携セ ン タ ー 内

TELlFAX 078-803-5565 

e-mail s-net @lit . kobe-u . ac . j p 

hLtp://www . li t .  kobeぺ1 . ac . j p/ -macchan/ 

( r臆史の証人」 を 救 え 〕

阪神 ・ 淡路大震災 か ら 生 ま れ た壁史資料 ネ ッ ト ワ ー ク ( 史料 ネ ッ ト ) の 活動 は 、 災害地

を 中心 に全 国 に広が り 、 膨大な 「歴史の証人」 で あ る 古文書 な ど を 救出 し て い る が、 一方

で は 、 整理や行政 と の連携、 市民参加 の あ り 方 な どが浮 き 彫 り に な っ て い る O 史料 ネ ッ ト

が救出 し た 資料は ダ ン ボー ル箱 で約 1 ， 500箱 に お よ び 山 陰 や 広 島、 山 口 、 愛媛で も 大量 の

資料が助 け 出 さ れ た 。 ま た 、 こ う い っ た取 り 組み か ら 宝塚市で は 、 江戸時代 の被災民家が

修復 さ れて市文化財 に指定 さ れ た ほ か、 呉市 (広 島県) で も 解体予定 だ っ た 明 治時代 の 酒

造家の蔵が修復 さ れ、 文化財 に指定 さ れ る こ と に な っ て い る 。

こ の よ う な 成 果 を 上 げた 半 面 、 神 戸 大学 で は 100箱分の 史料が未整理で、 愛援大学で は

収蔵場所が少 な く 、 廊下 に ま で あ ふ れで い る と い う 。 と く に 地道 な 活動 だ け に 、 史料救出

の 要請 は 少 な く 、 所有者 自 身が史料の重要性 を 認識 し て い な い ケ ー ス も 多い 。 自 治体で も
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史料の 引 き 取 り を 断る と こ ろ も あ り 、 史料保存の道 は ま だ ま だ遠い。 震 災 の 風化が叫ばれ

る な か、 史料 ネ ッ ト の取 り 組み に 参加す る 市民 も わ ずかで、 こ れか ら の 運動 を ど う 展開す

る の か、 大 き な 課題 を 抱 え て い る O

〔質屋 で も研究会が発足〕

神戸で関かれた被災史料救出 グループ。の研
究会ニ神戸市中央区 、 人 と 防災未来セ ン
タ ー (神戸新聞社提供)

自 然環境や 歴 史的建造物 の保護 に取 り 組む芦屋市のNPO法人 「 ア メ ニ テ ィ 2000協会」 が、

「歴史的建物研究会」 を 設立 し た 。 大震災後、 改築や売却 な どで阪神 間 の 価値 の あ る 建物

が取 り 壊 さ れて お り 、 こ う し た事態 を 紡 ぐ の を 目 的 と し て い る 。 建築士 ら が中 心 と な っ て

建物の 分布 な ど を 調べ、 保存運動 を 展 開す る O 芦屋 市 の 歴史的建造物 は 、 国指定の重要文

化財 . LL! 邑邸 ( ヨ ド コ ウ 迎賓館) が知 ら れて い る が、 文化財の指定の な い 戦前か ら の個人

部宅 も 数多 く 残 さ れて い る O し か し 、 震 災 に よ っ て 、 こ こ 数年で 3 分の 2 程度が取 り 壊 さ

れ て い る 。

〔放置 さ れ た異人館〕

神戸 ・ 北野町 に大震災で被災 し た ま ま 放置 さ れて い る 異人館 ・ !日パ ジ ャ ー ジ邸があ り 、

海外 に い る 外国人所有者 は 補修 も 解体 も せず、 荒 れ る に任せて い る た め 、 同市で は伝統的

建造物 の指定の解除 も 検討ム し て い る O こ の異 人舘 は 、 大正時代 に建て ら れた 木造 2 階建の

洋館で、 イ ラ ン 総領事の 白 宅だ、 っ た が、 戦後、 売却 さ れた 。 1997年 に 一帯 が重要伝統的建

造物群保全地区 に指定 さ れ、 1981年か ら は ペ ル シ ャ 美術館 と し て公開 さ れて い た が、 震災

の前年 に 老朽化 を 理由 に 閉 鎖 さ れ て い た 。 震災で は原根が大破、 壁が落 ち 、 :煙突がずれ る

な ど大 き な被害 を 受 け た が、 所有者 は再建の意思がな く 、 安全面の対応 に も 返事がな い た

め 、 地元の 「北野 ・ 山本地区 を ま も り そ だ て る 会」 が周 囲 に板塀 を め ぐ ら せ た。 土 地 は 現

在 、 同市が差 し押 さ え て い る が、 建物 に つ い て は 「所有者の意向がな け れ ば ど う に も な ら

な い。 傷み も 激 し く 、 も は や修理 は 難 し し V と い う O
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北野 . IlJ本の重要伝統的建造物群保全地 区 内 に あ る 、 市指定の洋風建築物 は 34棟すべて

が被災 し た が、 ! 日 パ ジ ャ ー ジ邸 を 除い て は すべて復旧 し て い る O 指定外の被災異人館 は 公

的支援 も な く 、 約 10棟が解体 さ れて い る 。

〔異人館の画家 ・ 小松益喜亡 く な る 〕

異人館や |日居留 地 な ど戦前戦後の神戸 を 描 き 続け た新制作協会の 幽家小松益喜が、 2002

年 5 月 9 日 に 亡 く な っ た 。 97歳 だ、 っ た 。 東京美術学校 (現在の東京芸大) を 卒業 し た あ と 、

た ま た ま 立 ち 寄 っ た 神戸 の 町が気 に 入 り 、 そ の ま ま 住み 若 い た 。 それ以来、 60余年 に わ た っ

て 異 人館 な ど を 描 き 続 け、 「異人館の 語家」 と し て 知 ら れ た 。 異人館 の絵だ け で も 3 千点

も あ り 、 震災で神戸 の ア ト リ エ が倒壊、 や む な く 東京 に 転出 し た 。 「神戸へ の恩返 し」 と 、

手持 ち の全作品401，点 を 神戸市 に 寄贈 し て い る 。

3 . 復活す る 震災文化財
〔震災 で復活 ・ 太閤泉〕

有馬温泉 (神戸市北区) で も っ と も 古い 泉 源 で1966年 に枯渇 し た 「太閤泉」 が、 板神 ・

淡路大震災後 に 再 びわ き 出 し て い た こ と が分 か つ た 。 地震 に よ る 地盤 の 変動 が影響 し た と

み ら れ、 2002年12月 に オ ー プ ン し た外湯 「金の湯」 で足湯 と し て36年ぶ り に復 活 し た。 有

馬 温泉 は 日 本で も っ と も 古 い湿泉 の 一つ 。 豊 臣 秀 吉 が愛 し た こ と か ら 、 一番古い 泉 源 を 「太

閤 泉J と 呼ん で い た 。 かつ て は 風 呂 の 湯 と し て利用 さ れて い た が、 次第 に 湯量が減 り 、 閉

鎖 さ れて い た 。 大震災後の1997年夏 ご ろ か ら 、 湯がわ き 出 し た た め 、 利 用 す る こ と に な っ

た と い う 。

〔修接 さ れ た摩耶 山の仁王像〕

阪神 ・ 淡路大震災で傷ん だ神戸市離区 の殿耶 山天上寺の仁王像一対が、 京都市 山科区 の

仏 部長谷法寿 に よ る 7 年がか り の修復作業 を 終 え て 、 2002年10月 に 同寺 に 帰 っ て き た 。 天

ヒ 寺 は 大化 2 年 (646) に建立 さ れた と 伝 え る 古寺 で 、 仁王像 は 高 さ 約260セ ン チ 、 占 く か

ら 山 門 に安置 さ れて い た。 1976年 の火災で も 焼 け残 っ て い た が、 震災の萄撃で構造が ぐ ら

つ い た り 、 ヒ ピが入 っ た た め 、 解体 さ れて修復 さ れて い た 。 分解 さ れた 部材 ひ と つ ひ と つ

を 水洗い し 、 う る し を 塗 っ て 再 び組み上 げ ら れ た 。 修復 中 に 、 台座 に 刻 ま れ た 仏 師 の 名 前

と 年号が発見 さ れ、 江戸時代 中 期 の 作 と 判 明 し た。

環光寺 も 木造で再建

源氏物語ゆ か り の 寺 と し て知 ら れ、 大震災で全壊 し た神戸市須磨 区 の 現光寺が2002年10

月 に再建 さ れた 。 同 寺の本堂 は 1777年の建立だ、 っ た が、 震災で本堂 を は じ め 山 内 、 庫 裏 な

ど境内 のす べ て の 建物が倒壊 し た。 檀家 の多 く も 被災 し た た め再建の め どが立 た な か っ た
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が、 1998年 ご ろ か ら 木造の再建計画が進め ら れ、 三重県の寺社建築 の 専 門 家 の協力 を 得 て

耐 震設計で建て 直 し た。

明石の瑞応寺 も 再建

大震災で全壊、 再建が進め ら れて い た 明石市二見 町東二見の瑞応寺の 本堂が 8 年ぶ り に

完成 し 、 2002年 1 1 月 に 落慶法要が営 ま れ た 。 本 堂 は 、 震災で柱が折 れ、 壁 に も 大 き な ヒ ピ

が入 る な ど全壊状態 に な っ て い た 。 再建 さ れ た 本 堂 は 純木造建築 で、 建 物 面積 は約2 ， 000

平方 メ ー ト ル、 前 の 本堂 の 1 . 5倍の広 さ O 耐 震帯造 も 採用 さ れた 。

〔姫路で噴砂の痕跡発見〕

山 崎 断層 を 震源 と し て 868年 (貞 観10年) に播磨地方 を 襲 っ た 「播磨 国 大地震J が起 こ

し た と み ら れる 噴砂の痕跡が、 2002年 8 月 ま で の調査に よ っ て姫路市飾磨 区 中 島の 「南通

り 遺跡J で、み つ か っ た 。 こ の大地震 に よ る 被害の跡が発見 さ れ た の は 初 め て で 、 調査 し た

兵庫県埋蔵文化財調査事務所 は 「播磨大地震 を 科学的 に解明す る 貴重 な 資料 だ」 と し て い

る O 噴砂 は 、 砂陳層 が液状化 し て 地表 に 噴出 す る 現象 で 、 震度 5 強以上の 揺 れが15秒以上

続 く と 発生す る O こ の 噴砂跡 は 、 幅約 2 セ ン チ 、 深 さ 約30セ ン チ 、 長 さ 約 5 � 20 メ ー ト ル

の ヒ ピ割 れ 4 本で、 粘土層 の亀裂 に 、 液状化 し て 噴出 し た と み ら れる 砂や 石 があ っ た 。

〔東灘に水車が復活〕

か つ て 離の酒造業 を 支 え た住吉川 の水車が、 地元の 人 た ち の 要請で神 戸市東灘区住吉 山

に よ みが え り 、 2002年10月 に 完成式が行 わ れ た 。 阪神 ・ 淡路大震災後 に 国 が提唱 し た 阪

神疎水構想、 の モ デル事業 と し て復活 し た も の で 、 水車の あ る 親水空 間 を 設 け 、 非常時 に は

防 災 に も 役立 て る O こ の水車 は樹白令270年 の 吉 野杉 を 使 っ た 直径2. 6 メ ー ト ル と 1 . 5 メ ー ト

ル の 二基。 大 き さ は か つ て の 半分 だが、 石 臼 で つ い た り 、 し ぼっ た り で き る 働 く 水車で\ 「 山

田 太郎車J r次郎車」 と 名付 け ら れた 。

住吉川 に は 江戸時代 、 巨大 な 水車小屋が立 ち 並 んで 、 菜種油 の生産や精米で灘の酒造業

を 発展 さ せた 。 明治か ら 大正 に か け て の最盛期 に は 、 水車小屋が80余 り 、 日 の数は 1 万 に

達 し た と い わ れ る O 電力 の普及 に つ れて次第 に 衰退 し 、 1979年 に は最後の水車小屋が焼失

し 、 姿 を 消 し た 。 だが、 そ の名 残 の水路が大震災 の と き 、 消火や生活用水 に 使 わ れ た た め 、

水路の 保全 と 水車の再建が望 ま れ て い た 。

〔 海岸 ビ ルヂン グな ど 2 件〕

国 の 登録有形文化財 (建造物) と し て 大震 災 の 被災地か ら 「海岸 ピ ル ヂ ン グJ (神戸市

中央区海岸通) と 異人館 r l日ハ ム ウ ェ イ 邸J ( 同 市 中央区北野田J) の 2 件が指定 さ れた 。 「j毎

岸 どル ヂ ン グ」 は 、 神戸地方裁判 所 な ど を 手がけ た 建築家 ・ 河合浩蔵の設計で、 暁治44年

第二章 @ 文化 249 



( 19 1 1年) に 兼松商自 の本社 と し て建て ら れ た 。 レ ン ガ造 り 3 階建 て 、 唐破風状の 曲 線 を

取 り 入 れ た デザ イ ン が特鍛。 1 1日ハ ム ウ ェ イ 邸」 は 、 神戸 ・ 北野地 区 の公 開 異 人館 の 一 つ 、

ア メ リ カ ン ハ ウ ス と し て知 ら れて お り 、 寄棟造 り の木造 2 階建 て 、 昭和初期 に建て ら れた

洋風住宅の典型例 と な っ て い る 。

〔北前船の IB家が被災地の集会所 に )

大震災の復興事業で荷並み が一変 し た神戸市長 田 区 の櫛蔵地区 に 、 但 馬 の 城崎郡喬住町

に あ る 北前船の船頭 ら が使 っ て い た !日家が移 さ れ る こ と に な っ た 。 築後約1 20年で、 大黒

柱や 囲炉裏、 屋根裏部屋、 神棚 な どがそ の ま ま の 姿 で、 残 っ て お り 、 「ぬ く も り の あ る 、 地

域の よ り 所 に し た い」 と 、 自 治会 の 集会所 と し て利用 さ れ る O 河 地 区 は 、 木 造 の 長原が軒

を 連 ね る 下 町 だ、 っ た が、 震災で 8 割が焼失、 町 そ の も の が変 わ っ て し ま っ た 。 い っ た んバ

ラ バ ラ に な っ た 地域 の 人 々 の紳 を 取 り 戻そ う と 、 集会所の建設 を 計両、 脊住 の 旧 家 を 紹介

し て 貰 っ た と い う 。 持 ち 主 の 会社員 安井忠道 は 「熱意の あ る 人た ち が よ み が え ら せて く れ

る の な ら J と 、 自 治会 に 寄付、 神戸市 も 市有地 を 提供、 同 地 区 で活動す る NPO 法人 「 ま ち ・

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 が建設 に 加わ り 、 大阪工業技術専 門学校の生徒 た ち も 手伝 い 、 I 年

か け て完成 さ せ る と い う O

山 に ガ ー デ ン テ ラ ス }

2002年 に 部 鎖 さ れた 「回 る 卜 回展望台」 な ど

に 代 わ っ て 、 六 甲 山 の 凌雲台地区 に 新 た な 欧風

レ ジ ャ ー 施設 「六 甲 ガー デ ン テ ラ ス 」 が完成 、

2003年 4 月 に オ ー プ ン し た 。 こ の地 区 は 、 昭和

の初期 か ら 開発が進 み 、 ホ テ ル 、 ボ ウ リ ン グ場 、

展望台 な どが整備 さ れ、 ピ ー ク 時 に は年 間 約70

万人が訪 れ た 。 だが、 震災後は客足 も 半減 し再

4 . 谷崎邸 と 栄光教会
〔谷崎邸 「鎖;罷罷J の復元活動〕

整備 さ れて い た。 「六 甲 ガ ー デ ン テ ラ ス 」 は 、 「異

国情緒が味 わ え る く つ ろ ぎ の 空 間 」 がテ ー マ で 、

カ フ ェ レ ス ト ラ ン な ど 5 棟の 建物 は 、 石づ く り

の ロ ッ ジ尽Lで 、 花 と 車柔の 問廊で結ばれて い る 。

高 さ 1 1 メ ー ト ル の見晴 ら し棟 も 設 け ら れ、 六 甲

観光の 目 玉 を 目 指 し て い る 。

阪神 ・ 淡路大震災で全壊 し た作家谷崎潤一郎 の i 日 宅 「鎖潤 ( さ ら ん) 閤 J (神戸市東難

区 岡本) の復元運動が 8 毘 年 を 迎 え 、 2003年 1 月 12 日 に !日邸近 く の和 楽 ホ ー ル で 、 記念大

会が開 か れ た 。 こ れ を 機会に作家の陳舜 臣 を 名 誉会長 に迎 え 、 再建 に 向 け た 具体的 な 行動

を 起 こ す こ と に な っ た 。 「鎖i閤 閤」 は 、 和 ・ 洋 ・ 中 の建築様式 を 折衷 し たユ ニ ー ク な 建物 で 、

谷崎 自 身が設計 し 、 1928年 に建て ら れた 。 谷崎 は こ こ に 2 年半 ほ ど住 ん で作 品 を 書 き 続け

た と い わ れ て い る が、 こ の !日邸 も 大震災で全壊、 撤去 さ れた 。
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震災直後か ら 谷崎研究者の た つ み都志 ・ 武庫川 友子大教授や地元住民 ら が復元委員 会 を

設立、 募金活動 を は じ め 、 こ れ ま で に 約750万 円 が寄せ ら れ て い る 。 た つ み 教授 は 、 運動

を 盛 り i二 げる た め 、 地元 の 岡本期信街 ・ 好丈 国 ホ ー ル で 、 谷崎文学 を 学ぶ 講座長 を 開講 し て

い る ほ か 、 谷l崎文学の語 り 部 と し て全国 各地へ 「 出 前講演」 を 行 っ て い る 。 ま た 、 2002年

7 月 に は東灘区 の コ ー プ こ う べ生活文化 セ ン タ ー で 「チ ャ リ テ ィ ー コ ン サ ー ト J が間 か れ 、

ピ ア ニ ス ト の 赤松林太郎 と 琴奏者の赤松遼が演奏、 作 曲家 の松下行馬が鎖澗 閣 を テ ー マ に

し た新 曲 を 発表 し た 。

〔神戸栄光教会は再建へ〕

谷崎フ ァ ンが集ま る 谷崎文学を学ぶ会=神
戸市東灘区岡本 (神戸新聞社提供)

大震災で全壊 し た神戸市 中 央 区 下 山手通、 神戸栄光教会の再建案が ま と ま り 、 以前 と ほ

ぼ同 じ外観 に復元 さ れ る O プ ロ テ ス タ ン ト の 同教会 は 、 1886年 に 米 国 の宣教師 ウ オ ル タ ー ・

ラ ン パス が神戸 ・ 元町 に 設 立 し 、 1924年 に現在の場所 に 移 さ れ た 。 高 さ 40 メ ー ト ル の 美 し

い容が特徴的 で 、 赤 レ ン ガの壮百三 な外観 は告の ラ ン ドマ ー ク と し て多 く の 人 に 愛 さ れて き

神戸栄光教会の完成予想図 (神戸新聞社
提供)
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た 。 震災で教会 は 瓦礁の 山 と 化 し た が、 文化財指定 を 受け て い な か っ た た め公 的 な 支援 を

受 け る こ と がで き ず、 チ ャ リ テ ィ ー コ ン サ ー ト な ど を 開 い て 資金 を 集 め た 。 今後、 基本設

計 に 入 り 、 2 年後 の 完成 を 目 指す と い う O

〔 中 山手 、 下山手教会も再建〕

神戸市 中 央 区 に あ っ た 中 山手、 下 山 手 の 両 カ ト ッ ク 教会 は 、 震災で倒壊 し た ま ま だ っ た

が、 9 年 目 を 迎 え た 2003年 5 月 に 、 い よ い よ 再建へ向 け着工 さ れ る こ と に な っ た 。 下 山 手

教会は 1910年 に 、 中 山手教会 は 1922年 に建設 さ れ、 レ ン ガづ く り の建物 は異 人館街 と 並 ん

で、 神戸の エ キ ゾチ ッ ク な 雰囲気 を作 り 出 し て い た 。 新 し い教会 は 、 riflJ教会 と 灘教会 を 統

合 し た も の で 、 中 山手教会 の 跡地 に 「 カ ト リ ッ ク 神戸 中 央教会」 を 建設、 2004 年秋 に 完成

す る O 新 し い教会 は 、 聖堂が箱舟 を イ メ ー ジ し た デザ イ ン だ と い う 。

〔芦屋の富田砕花田居〕

芦屋市の財政難 の 影響で休館 の 危機 に あ っ た ゆ か り の 詩 人 ・ 富 田砕花の 旧 居 ( [司市H J l I

町) が、 引 き 続 い て 一般公開 さ れ る こ と に な っ た 。 擾 れ た 詩集 に 贈 ら れる 「富 田砕花賞J

の存続 も 決 ま り 、 「芦屋の文化遺産が守 ら れ た」 と 歓迎 の声があ が っ て い る O 砕花 は 、 岩

手県生 ま れ、 民衆詩派 と し て訳詩集や エ ッ セ ー を 発表、 数多 く の 市町歌や校歌 を 手がけ、

庫 県 の 文化 の 父J と も 呼ばれた 。 病気療養 の た め 芦屋 に 移 り 、 明、治時代 に建 て ら れ た 木造

平屋の邸宅 に 住 ん だ が、 こ の邸 宅 は 谷崎滞 一郎 も 住 ん だ こ と があ っ た 。 砕花の 死後、 !日居

は芦屋市が買 い取 っ て週二 回 、 無料で公開 し て い た 。 し か し 、 大震災 と 不 況 の 影響か ら 同

市の財政が悪化、 行政改革の一環 と し て 、 休館、 休止が検討 さ れ て い た 。

5 .  1 00年の 森づ く り
(21 世紀の森づ く り 宣言〕

大震災か ら の創造的毎興 と 、 21世紀 の 夢 の 実現 を 目 指 し て 、 2000年 1 月 か ら 3 カ 年 に わ

た っ て繰 り 広 げ ら れ て い た 「 ひ ょ う ご21世紀記念事業J を 縮め く く る 記念事業推進連絡協

議会の総会が2002年11 月 初 日 、 尼崎市道意町の エ ー リ ッ ク ホ ー ル で 開 か れ、 こ れか ら も ひ ょ

う ご百年の 森 を 推進 し よ う と い う r21 陛紀の森づ く り 宣言」 を 採択 し た。 こ の事業 は 、 県

内各地 で395事業が実施 さ れ、 参加者 は 延ベギ]6 ， 355万人 に達 し た 。

推進連絡協議会は 、 兵庫県、 県 内 自 治体 な ど12位、耳体で構成 さ れ、 (財) 21世紀 ひ ょ う ご

創造協 会 を 事務局 に 、 シ ン ボ、ル事業の r21世紀 の ひ ょ う ごの森づ く り 」 や 、 国 際 的 に全国

規模で行 わ れ た 「 中 核事業J 、 地域や 団体が実施す る 「地域 ・ 団体事業」 を 進め て き た 。 「 ひ ょ

う ごの森づ く り 」 で は 、 3 年 間 に 1 1 9事 業 を 実施、 植樹本数は 10万2 ， 400本、 参加者は24万

3 ， 000人 を 数 え た 。 中 核 的 事業 は (右表) 16件で、 参加者 は 約 5 ， 148万5 ， 000 人 だ、 っ た 。 司

年記念事業 に ル ミ ナ リ エが入 っ た た め 、 参加者の 多 さ に つ な がっ た 。
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中核的事業

阪神 - 淡路大震災周年記念事業
淡路花博ジ ャ パ ン フ ロ ー ラ
神戸21世紀 - 復興記念事業
See 阪神 ・ 淡路キ ャ ンベー ン
明石海峡佐紀越え イ ベ ン ト
洋菓子博覧会 ( イ ン タ ー ネ ッ ト 博覧会)
姫路城400祭
花の公園烏 フ ェ ス テ ィ パル
わ ! た んぱテ、ツ カ ま つ り
但馬21恒:紀記念事業
中矯磨歴史文化 フ ェ ス テ イ パル
阪神北 ・ ま ちづ く り 尉際フ ォ ー ラ ム
西播磨フ ロ ン テ ィ ア祭

一 一 寸

- � 

ひ ょ う ご ど ま ん中ハー ト ラ ン ド フ ェ ス タ
撤廃産業 リ レ ー フ ェ ア
美 しい東播磨キ ャ ンベー ン

尼崎で フ ァ イ ナ ル植樹

r21世紀の ひ ょ う ごの森づ く り 」 の フ ァ イ ナ ル植樹会が、 2002年1 1 月 初 日 に 尼崎市の フ ェ

ニ ッ ク ス 港湾緑地 で 開 か れ た 。 推進連絡協議会 の委員 、 地元の小学生 ら が ク ロ マ ツ 、 ウ

パ メ ガ シ な ど を 植樹 し た。 尼崎で は 、 かつ て 板神工業地帯 の 中 心 だ、 っ た企業群 の 跡地 な

ど を 「森 と 水 と 人が共生す る 」 地域 に よ み が え ら せ よ う と 尼崎2] 世紀の 森構想、の協議会

が発足 し て お り 、 港湾緑地 は そ の対象地域のーっ と し て選 ば れ た 。

尼崎で行わ れ た フ ァ イ ナ ル植樹会 z フ ェ
ニ ッ ク ス港湾緑地 (神戸新聞社提供)
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コ ン セ ク ト ブ ッ ク の 制作へ

121世紀の ひ ょ う ごの森づ く り 」 を 継承 し 、 さ ら に発畏 さ せ よ う と い う 「 ひ ょ う ご 百年

の森構想」 の コ ン セ ク ト ブ ッ ク の制作が進 ん で い る 。 兵庫県全土の現状 を 踏 ま え た う え で、

22 世紀 に つ な げた い 森 を 「 ま ち の森J 1 里 山 活用 の森J 1豊かな 自 然 を 守 る 森」 の 3 タ イ プ

に 大別 し 、 そ れ ら の森づ く り の指針 と な る よ う 工夫 さ れ て い る 。 こ の構想、 は 、 祖 先か ら 受

け継い だ ひ ょ う ごの森 を 緑豊 か な 大地 と し て 回復、 新 し い森 を 創造 し て 、 次 の 世代 に 引 き

継 ぐ こ と が 臼 標で あ る 。 六 甲 山 や 中 国道ぞい に 多 い 里 I U 、 氷 ノ 山 の ブナ の原 生林 か ら 命本

の木 ま で を 含む緑の大地 を 「森」 と 定義 し 、 地域特性 に合わせた 「生態系 を 豊か に す る 森

づ く り 」 を 進め て 緑豊か な ふ る さ と づ く り を 目 指 し て い る 。

森づ く り フ ォ ー ラ ム

「市民 に よ る 21 世紀の森づ く り 」 を テ ー マ に2002年10月 31 日 、 尼崎の ア ル カ イ ッ ク ホ ー

ル ・ ミ ニ で、 パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン が関 か れ た 。 県立人 と 自 然の博物館 自 然 ・ 環境再生

研究部長の服部保、 樹木医の古池末之が 「森 は文化の源」 と し た う え で、 荒廃 し た森林の

手入れの必要性 を 訴 え 、 ボ ラ ン テ ィ ア 団体 「 ひ ょ う こ、森の倶楽部」 副 会長 の 坂田 正人が森

の 楽 し さ を 強調 す れ ば、 尼崎21世紀の森づ く り 協議会会長の 盛 開 通 は市民 ・ 行政 ・ 企業が

一体 と な っ た 環境整備の シ ス テ ム づ く り を 提言 し た。 こ の討論会 は 、 郷土振興調査会 (事

務局 ・ 神戸新聞社) な どが 「尼崎の森 ・ 市民 イ ベ ン ト 森づ く り フ ォ ー ラ ム 」 と し て企画

し た 。

( N  Y に神戸の花の 麗 〕

米 国 の 何 時 テ ロ の被害 を 受 け た ニ ュ ー ヨ ー ク の 人 々 を 励 ま そ う と 、 神戸で活動す る 都市

計画や建築 の 専 門 家 ら が2002年 5 月 、 訪米 し て崩 壊 し た 世界貿易 セ ン タ ー ピ ル近 く の 町角

に ヒ マ ワ 1) な どの 花 の種 を ま い た 。 阪神 ・ 淡路大震災の被災地で は 、 更地 に な っ た土地 に

種 を ま き 、 再建す る ま で の 問 、 花畑 に す る 市民運動が広 が っ て お り 、 こ う し た経験か ら テ

ロ 被災地近 く の公開 の外周約200 メ ー ト ル に ヒ マ ワ リ 、 コ ス モ ス の種 を ま き 、 花の苗 を 植

え た。 地元で は 「 コ ウ ベ ・ フ ラ ワ ー ・ ガ ー デ ン 」 の 看板 を 立て る こ と に な っ た。

〔 六 申 山植林事業の 1 00年〕

荒廃 し て樹木がほ と ん ど な く な っ た 六 甲 山系 で植林事業がは じ ま っ て か ら 2002年で 100

を 迎 え た 。 神戸市で は記念事業 と し て 六 甲 山 の保全 と 活用 に つ い て考 え る フ ォ ー ラ ム 、

体験イ ベ ン ト 、 音楽祭 を 開催す る ほ か 、 市民 に よ る 「六 甲 山緑化100周年記念市民懇話会」

を 立 ち 土げて提言 を ま と め る な ど、 六 甲 山 か ら 新 た な 芸術文化の発信 を 試み る と い う 。

六 甲 山 は 、 明 治の は じ め ご ろ 急激 な 人 口 増加 な ど に よ る 伐採で、 市議がほ と ん ど な く な っ

て 、 大雨の た び に 土砂 く ずれが起 こ っ た。 布 引貯水池 (神戸市 中 央 区 ) を 建設 し た も の の
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流れ込む砂で ダ ム が詰 ま っ た り 、 土砂崩 れが相次い だ た め 、 1902年か ら 植樹が始 ま っ た 。

指揮 を し た の は 日 本最初の林学博士 ・ 本多静六で、 石垣 を 積 ん で砂 の 流 出 を 防 ぎ、 マ ツ や

モ ミ ジ な ど を 植 え た 。 そ の結果、 山 は緑 に 護 わ れ、 岩留外国人の手で レ ク リ エ ー シ ョ ン 施

設 も 整備 さ れて 、 市民の 憩 い の場 に な っ た 。 だが、 完全な 自 然の 森 に な る の に は 、 さ ら に

70�80年 も かか り 、 現在で も 神戸市 は 年 間20 � 30ヘ ク タ ー ル の植林 を 続 け て い る 。

「都市林 こ う べの森J を 提言

「六 甲 山緑化 100周年記念市民懇話会」 は 、 こ れか ら の 100年 を 視野 に 入 れ た 六 甲 山 の 緑

の保全 と 利用 に つ い て の提言 を ま と め た 。 こ れ に よ る と 、 ①六 甲 山 を 「都市林 こ う べ の 森」

と 位置づけ、 神戸市民 と の 日 常 的 な かか わ り を は ぐ く む 、 ② ゾー ニ ン グ を 行 い 、 保全 と 利

用 の メ リ ハ 1) を つ け て 六 甲 山 の緑化 に取 り 組む 、 ③継続的 に森林の育成 を 行い 、 質 の 高 い

森づ く り を 行 う 、 ④市民 ・ 企業 ・ 行政が連携 し 、 継続的で視野 の 広 い 取 り 組み を 行 う た め

の仕組み を 整 え る 、 ⑤六 甲 山 の緑 を 総合学習 や生涯学習 な どの場 と し て利 用 し 、 六 甲 山 の

自 然や 環境 に 関 す る 市民意識の よ り A層 の 向上 を 図 る と と も に市民の参画 と 協働 を 促すー

と な っ て い る 。

21世紀の六 甲 山 を 考 え る

六 甲 山 の 植林 100間年記念 シ ン ポ ジ ウ ム 「六 甲 の緑 を 考 え る 」 が2002 年 10 月 20 日 、 神戸

市 中 央 区 の よ み う り 神戸 ホ ー ル で 聞 か れ た 。 パ ネ リ ス ト の建築家 ・ 安藤忠 雄 は 「米 国 の 建

築家 フ ラ ン ク ・ ロ イ ド ・ ラ イ ト が、 植林後 ま も な く 六 甲 山 を 訪 れ た 時 は 、 砂漠が広 が る ア

リ ゾナ に似て い る と 話 し た と い わ れ る O 人 々 の す ぐ隣で こ れ ほ ど美 し く 緑化 さ れた 六 甲 山

は 世界 に 誇 れ る し 、 発信 し て い く べ き だJ と 述べ た 。 熱 の こ も っ た討論が行 わ れ、 「吉代

文 明 は 森林 を 利用 す る だ け で育 て な か っ た 。 そ し て森 は 消 え 、 文 明 も 滅ん だ こ と が学問的

に裏付け ら れて い る O 子 々 孫 々 に 至 る ま で六 甲 山 を は じ め 、 すべて の緑 を 守 ろ う 」 と ま と

め ら れた 。

小学生た ち が記念の植樹

植林100周 年 を 記念す る 植樹祭が2003年 3 月 、 神戸市立森林植物 園 の 北 側 に あ る 長尾 山

で は じ ま り 、 近 く の 桜 の宮 な ど 3 小学校の児童約850人がヤ マ ザ ク ラ 、 コ ブ シ な ど を 一本

ずつ植 え た 。 ま ず、 各校の代表が 「 自 然 を 守 り 育 て る の が私 た ち の使命で、すJ な ど と い う

緑化宣言 を 行 い 、 高 さ 1 メ ー ト ル ほ どの 苗木 を 山 の斜面 に 丁寧 に植え た 。 こ の植樹 は 、 記

念事業 の 仕 上 げで あ っ た。

〔復興支援1 0年委員会の活動〕

復興の シ ン ボ、ル と な る 事業 を 総合的 に パ ッ ク ア ッ プす る た め結成 さ れた 阪神 ・ 淡路震災
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復興支援10年委員 会 は 、 2002年度 も 「 ひ ょ う ご グ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク 」 や 文化再生事業 な

ど幅広 い 分野 で被災地全域の復興 を 支援す る 活動 を 全国 的 に 実施 し た 。

グ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク

被災地 に緑 を 取 り 戻 し 、 緑豊 か な 町づ く り を み ん な で支援 し よ う と い う 「 ひ ょ う ご グ リ }

ン ネ ッ ト ワ ー ク 」 は 、 広 く 支援 と 協力 を 呼び掛け 、 春先か ら 5 月 か け て 白 い花が咲 く コ ブ

シ や ハ ク モ ク レ ン 、 ハ ナ ミ ズ キ な ど を復興の シ ン ボ ル と し て被災地 に 植 え た 。 被災地 に 命

あ る も の を 植 え 、 そ の緑 を 守 り 育 て る こ と に よ っ て 、 そ こ に住 む 人 々 が新 し い 人 間 関係 や

連苦 を っ く り 出 す こ と を 目 指 し て い る o 2003年 2 月 末現在 で、 約30万4 ， 600本 を 植樹、 こ

の う ち 白 い花が咲 く 木 は 約18万6 ， 900本 に な っ た 。

関西学院大学で も 鎮魂の植樹

大震災で学生 と 教職員 23人が亡 く な っ た 関 西学院大学 (酉宮市 と ケ原 一 番 町 ) で、 2003

年 1 月 日 日 に 追悼の 祈 り と 復興への 願 い を 込め た植樹式が開 か れ た 。 被 災 地 の緑の復興 を

日 指 し て い る 「 ひ ょ う ご グ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク J が苗木 を 寄贈 、 礼拝の後、 鎮魂の思い が

寄せ ら れたハ ク モ ク レ ン 23本が遺族 ら の手で神学部の校舎前 に植 え ら れ た 。 遺族の一 人 は

「先 日 も 同級生がお 墓参 り に 来 て く れ た 。 ハ ク モ ク レ ン の花が咲 く 春 ごろ に 、 ま た 大学 を

訪 れ た し り と 話 し て い る O

ま た 、 神戸大学で も 向 1 月 初 日 、 農学部四側 に 遺族 ら がハ ク モ ク レ ン41本 を 植樹 、 大手

前大学で も 向 2 月 1 目 、 玄関前 に ハ ク モ ク レ ン 2 本 を 植 え た。 こ の ほ か、 「 ド ン グ リ 大作戦J

に 参加 し た 淡路高 の 6 小学校 に 、 オ オ シ マザ ク ラ 34本 を 贈 っ た 。

そ のイ也の支援事業

丈化再生運動 な どの活動 は次の通 り O

- 震災 8 周 年後興支援 「心 に歌声 を 2003ニ ュ ー イ ヤ ー コ ン サ ー ト J 2003 . L 5 

神戸新聞松方 ホ ー ル (神戸市)

・ 震災遺児の育成事業 2002年 度 に 1 ， 653万 9 千円 の 寄付があ り 、 累計で 4 積6 ， 303万 8 千

円 に な っ た 。 給付は 、 小学生47人、 中 学生57人、 高校生等58人 で あ っ た 。

- 第 3 回 こ こ ろ づ く り 絵画教室 2002 . 5 . 19 淡路夢舞台 (淡路島)

・ め ち ゃ め ち ゃ え か き 教室 2002 . 7 . 20 県立美術館 (神戸市)

・ 中 国 フ ィ ルハ ー モ ニ ッ ク ・ オ ー ケ ス ト ラ 神戸公演 被災地の子供 を 招待

2002 . 9 . 18 神 戸 国 際会館 (神戸市 )

- 第 4 匝 こ こ ろ づ く り 絵画教室 in 淡路花舞台 2002 . 10 . 20 淡路夢舞台 ( 淡路 島 )

・ 第 3 凶桃 ・ 柿育英会講演会 「今 を 生 き る 君た ち に 語 り た い こ と 」
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復興支援事業の後援

・ コ ス モ ス の種 ま き 武庫川 河川 敷公開 を 美 し く す る 会

2002 . 7 . 6  武庫川 コ ス モ ス 園 (宝塚市)

・ 夢 ・ き ず な プ ロ ジ ェ ク ト 「野あ そ び夢広場事業」 毎月 l f司 (神戸市内 )

・ フ ェ リ シ モ 「神戸学校」 毎月 1 罰 ブ エ リ シ モ ホ ー ル (神戸市)

- ギ ャ ラ 1) �小 さ い芽 「第 7 田子供の絵両展J < ス ポ ー ツ ワ ン ダー ラ ン ド〉

2002 . 9 .  15  -9 . 23 ギ ャ ラ リ ー 小 さ い j，f ( 西宮市)

〔復興基金の支援事業〕

大震災か ら の早期復興の た め に 、 被災者の 自 立支援や被災地域の総合的 な復興対策 を 進

め て い る (財) 板神 ・ 淡路大震災復興基金 は 、 2002年度 も 各種の支援 を 行 っ た 。 丈化 に 関

連す る も の で は 、 教育対策事業で歴史的建造物修理補助費 と し て 4 カ 所、 1 ， 616万 2 千 円 、

被災地芸術文化活動補助 と し て 174件、 3 ， 428万 8 千 円 、 そ の 他事業で周年行事関連 と し て

43団体、 1 億3 ， 410万 5 千 円 な ど と な っ て い る O

j 拡 が る メ モ リ ア ル イ ベ ン ト

〔 各地でメ モ リ アル ウ オ ー ク 〕

大震災か ら 8 年 を 迎 え た 2003年 1 月 17 日 、 '1 . 17 ひ ょ う ご メ モ リ ア ル ウ オ ー ク 2003 未

来へ ひ ら く 」 が、 五 つ の コ ー ス で、行 わ れ た O 東ル ー ト は西宮市役所 と 芦屋市の ! 日 商運動場

を ス タ ー ト 、 西 ル ー ト は神戸市長 田 区 の県立文化体育館、 同 中央区の市立 中 央体育館、 同

灘 区 の 王子公開 で 、 約3 ， 500人が被災地 を 歩い た 。 ゴー ル は 、 神戸東部新都心 (HAT 神戸)

の 人 と 防災未来セ ン タ ー で、 「追悼 の っ と守い」 に参加 し た 。

犠牲者の 追悼碑 を 巡 る 「第18回震災モ ニ ュ メ ン ト 交流 ウ オ ー ク J が、 2002年 4 月 に 西宮

で 関 か れ た 。 'HANDS ' 阪神 ・ 淡路大震災 . 1 . 17希 望 の 灯 り 」 が NPO 法 人 に 認 可 申 請

し て か ら 初 の 交流 ウ オ ー ク に な っ た 。 第二次世界大戦時の地下壕跡 や 関東 大震災の慰霊碑

な ど も 回 っ た。 同 年 6 月 に は、 神戸市灘区 ・ 中 央 区 で も あ っ た 。 「妻 を 亡 く し た 悲 し み が

大 き く 、 震災関連 の行事 に は行 く 気が し な か っ た 。 友 人 に 誘 わ れ て 、 参加 し よ う と 思 っ た 。

他 の 遺族 と 話 し て 、 心が和 ん だ」 と 、 遺族の一人 は 語 っ た 。

大震災で亡 く な っ た少女 を し の ん で 、 被災地で、広がっ た ヒ マ ワ リ を 見 な が ら 体験 を 語 り

合お う と い う 「 ひ ま わ り ウ オ ー ク J が2002年 7 月 20 日 、 神戸市東灘 区 で 開 か れ た 。 ヒ マ ワ

リ は 、 震災で犠牲 に な っ た加藤 は る か ち ゃ ん の 自 宅跡 に 花 を 咲かせ た こ と か ら 、 人 々 は 「 は

る か ひ ま わ り J と 名付 け 、 複興への願 い を 込め て 周 辺 に 種 を ま い た 。 そ れか ら 7 年半、 「あ

ら た め て 当 時 を 振 り 返 り 、 あ の と き 芽生 え た 助 け合い の 心 を 後 世 に伝 え よ う J と 、 '1 . 17

希望の灯 り 」 が計画 し た 。
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メ モ リ ア ル サ イ ク リ ン グ も

大輸の花を咲かせた ヒ マ ワ リ を見なが ら 歩
く 参加お た ち =神戸市東i難民 (神戸新聞tt
提供)

被災地 を 自 転車 で 巡 る rl . 17 メ モ リ ア ル サ イ ク リ ン グJ が、 大震災 8 年 目 の 2003年 1 月

17 日 、 神戸 市民 自 転京同好会の企両で、 行 わ れ た 。 「震災 を 忘 れ な い」 と い う 思 い を 込 め て 、

2001年 1 月 に 同 会 の 有志が 自 転車 で走 っ た の が き っ か け に な り 、 よ り 多 く の 人た ち と 生 き

る 喜び を 共有 し よ う と 、 計 画 し た と い う 。 神戸 ・ 三宮 の復興支援館 ( フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ)

跡 を 出発、 慰霊碑の あ る 灘区 ・ 西離公園、 東 区 ・ 中 之 町公園、 神戸東部新都心 な ど激震

地 に あ る 慰霊碑な ど 6 カ 所 を 回 り 、 三宮 ・ 東遊 園地の 「慰霊 と 復興の モ ニ ュ メ ン ト 」 前で

解散 し た 。

チ ャ リ テ ィ ー マ ラ ソ ン も

大震災 で の 支援 に感謝 す る た め 、 全国69都 市 を 訪問 し た 市民 ラ ン ナ ー が2003年 1 月 12 日 、

ボ ー ト ア イ ラ ン ド で r2003神戸希望 の灯 り チ ャ リ テ イ ・ ラ ン J を 開 い た 。 企画 し た の は 、

希望の灯 り を 携 え て 全国 を 駆 け た 市民 ラ ン ナ ー ら 53人。 訪問 を 終 え た後 も rKOBE2001 希

り ラ ン ナ ー ズ ク ラ ブJ を 設立 し 、 情報発信や体験報告会 を 開 い て き た 。 震災か ら 丸

8 年 を 迎 え 「 ラ ン ナ ー と い う 原 点 に 反 っ て神戸の役 に 立 ち た い 」 と 、 マ ラ ソ ン 大会 を 開 く

こ と に な っ た 。 コ ー ス は 、 ボ ー ト ア イ ラ ン ド 2 期 の 芝生公園 と 中央公 園 を 巡 る も の で、 約

120人が参加、 個 人耐久 と チ ー ム リ レ ー に分 か れ て ス タ ー ト 、 自 由 な ベ ー ス で、 走 っ た 。 一

周 で100 円 の 募金 を も ら い 、 約四万円 を被災地支援 に寄付 し た 。

〔修学旅行 な ど に震災モデル コ ー ス 〕

地震の 凄 ま じ い 力 を 実感 し て も ら お う と 、 rKOBE 観光 ガ イ ド ボ ラ ン テ イ ア 」 が、 修学

旅行生や 中学生 を 対象 に 、 大震災 の 傷跡 を た ど る モ デル コ ー ス を 設定 し た 。 2 コ ー ス に 分

か れ て お り 、 1 時 間 コ ー ス は 、 地震発生の 午 前 5 時46分で止 ま っ た 時計 を 抱 え る マ リ ー ナ

像があ る 神戸 ・ 東遊 間 地 を 出発、 波打 っ た ま ま の歩道、 1 . 17希望の灯 り 、 慰霊 と 複興の モ
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ニ ュ メ ン ト 、 地盤のずれか ら 段差がで き た ト レ リ ス の記憶、 鉄筋がむ き 出 し に な っ た 浜手

バ イ パス の橋脚、 崩 れた 岸壁 を 保存す る 震災 メ モ リ ア ルパ ー ク を 回 る 。 2 時間 コ ー ス は 、

こ れの 前後 に市役所の展望 ロ ビ ー と !日居留 地 を 加 え る 。

KOBE 観光 ガ イ ド ボ ラ ン テ ィ ア は 、 2001年10月 に発足、 神戸市 な とミが行 っ た復興記念事

で観光 ガ イ ド を 務 め た 市民の有志が集 ま り 、 ]R 三 ノ 宮駅 な どで無料 の 案 内 を し て い る 。

あ る 時、 岐阜県 の 中 学校か ら 震災学科 の案 内 を 頼 ま れた こ と か ら 、 ガ イ ド に よ っ て 内容が

異 な っ て は ま ずい と 、 マ ニ ュ ア ル を作 っ た 。 こ れ を も と に 「教訓 を 次代 に伝 え た し り と い

つ O

〔すべて の犠牲者名 を モ ニ ュ メ ン ト に〕

神戸市 は2003年 1 月 、 大震災 で な く な っ た犠牲者の 名 を 刻 む 「慰霊 と 復興 の モ ニ ュ メ ン

ト J (神戸市 中 央 区 ・ 東遊 園 地 ) に つ い て 、 「市内 で 亡 く な っ た 人 と 市外で犠牲 に な っ た市

民」 と い う 原則 を 取 り 止 め て 、 遺族の希望があ れ ばすべ て の犠牲者の 名 を 刻 む こ と に な っ

た 。 神戸大学 に 通 い な が ら 市外の下宿先で亡 く な っ た 学生 の 親か ら 「名前 を 刻 ん で ほ し い」

と の声が寄せ ら れ、 遺族 ら で作 る NPO 法人 「阪神 ・ 淡路大震災1. 17希望 の 灯 り 」 が同市

に 要望 し て い た。

大震災の犠牲者は6 ， 433人 だが、 モ ニ ユ メ ン ト に は4 ， 517人の名が刻 ま れ て い る 。 毎年、

行 わ れて い る 追悼 の 集 い で は 、 犠牲者の 数 と 同 じ6 ， 400余 人 の 竹 筒 の 灯龍が浮かび上 が る O

岡市 と 「希望の灯 り 」 は 、 運営委員 会 を 立 ち 上 げて 、 関連死 と 認定 さ れ た 人 に つ い て も 検

討 し て い く こ と に な っ た 。

〔消 え て い く 「 ま ち の記憶J )

大震災の す さ ま じ さ を 生々 し く 伝 え て る 神戸市長 田 区 の 「震災 ア ー ケ ー ド、」 が、 2002年

8 月 に撤去 さ れ た 。 む き 出 し に な っ た鉄骨、 大 き く う ね っ た屋根、 折 れ 屈 が っ た柱な ど、

復興への 7 年半 の 町 の 歩 み を 見 つ め 続 け て き た 「 ま ち の記憶」 が、 ま た 一 つ な く な っ た 。

こ の ア ー ケ ー ド は 、 復興再開発事業が進む新長 田 駅南地区 の 「西神戸セ ン タ ー 街」 に あ る

全長約100 メ ー ト ル で 、 こ の う ち 約40 メ ー ト ル が う ね っ た ま ま で残 さ れ て い た 。 地元の 商

届主 ら でつ く る 「 ア ス タ き ら め き 会」 な どが 「震災の遺産 を 残そ う 」 と 、 保存検討会 を 設

立 し て 移設 し て保存す る こ と を 決め た 。 だが、 移設場所、 管理、 経費 な ど の 問題が出 て 、 「静

か に見守 っ て い こ う 」 と 保存 を 断念 し た 。

7 . 文化で 「 に ぎ わ l ' J の 創 出 を
〔鯉) 1 1 Ú.I手ア ー バ ン フ ェ ス タ 〕

]R 元 町駅か ら 北へ伸 び る 鯉川 筋 に 面 し た 商庖 や企業経営者が、 初 の 街づ く り 組織 「鯉

J l I 山手街づ く り 会J を 結成 、 2002年 5 月 11 日 に 第 1 屈 の 「鯉J l I ÚJ手 ア ー バ ン プ エ ス タ 」 を
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聞 い た 。 鯉川 筋 は 、 かつ て は神戸の メ イ ン 商庖倍のーっ た、 っ た が、 広 い道路が出 来て か ら

は 商庖街 と し て ま と ま ら な か っ た 。 大震災後は 客足 の 田復 も 思 わ し く な く 、 隣接す る ト ア

ロ ー ド 、 南 の !日居皆地がお し ゃ れの 指 と し て人気 を 集め て い る の に も 刺激 さ れ、 若手の商

庖主 ら 約100人が 「力 を 合 わ せ て 、 街 を 盛 り 上 げ よ う 」 と 結集 し た 。 フ ェ ス タ で は 、 フ リ ー

マ ー ケ ッ ト や大道芸、 フ ラ メ ン コ 、 中 国舞踊、 子供向 け に サ ッ カ ー の シ ュ ー ト ス ピ ー ド の

測定な ど盛 り 沢 山 な 行事 を 繰 り 広 げた 。

〔被災地 を 支 え る 食文化〕

ブー ム に な っ た 「 そ ばめ L J の発祥の 地であ る 神戸 ・ 長 田 に 、 新 し い 名 物 「 ぽ っ か け カ

レ ー J が生 ま れ、 人気 を 集め て お り 、 「震災の荷か ら 食の街へ」 と イ メ ー ジ チ ェ ン ジ を 図 っ

て い る 。 ]R 新長 田 釈の周 辺 は 、 約 1 5 ， 000軒の 自舗があ っ た が、 震災に よ っ て 約 1 ， 000軒が

営業で き な く な り 、 通行量 も 4 割が減 っ た 。 「商業地 と し て 、 も っ と 努力 し な け れ ば」 と

い う こ と か ら 、 長 田独特の味 ・ そ ばめ し が ヒ ッ ト 、 神戸の名物 に な っ た。 ぽ っ か け も 、 す

じ 肉 を 煮込 ん で 、 う どん な ど に ぶ つ か け る と こ ろ か ら 生 ま れた 長 田 の味で、 ま ち づ く り 運

営会社「神戸 な が た TMOJ な どが新 し い商 品 と し て 開発 し た 。 ほ か に も ぽっ か け カ レ ー ラ ー

メ ン も 登場、 パ ン 、 お に ぎ り も 商品 化 を 目 指 し て い る 。 「食べ物が面 白 い街 と し て イ メ ー

ジ し て も ら い 、 全 国 に発信 し た し り と い う O

〔元気い っ ぱい の酒蔵の街〕

震 災 か ら 復興 し た神 戸 の 酒蔵 を 回 ろ う と 、 神 戸市交通局 は 2002年 9 月 � 1 1 月 ま で ボ ン

ネ ッ ト パス を 運行 し た 。 パス は39人乗 り の 「 こ べ っ こ E 世号」 で、 期 間 限定 の 巡 回 パ ス と

し て デ ビ ュ ー 、 こ の 年 は 「j酉蔵」 がテ ー マ だ、 っ た 。 ]R 六 甲 道駅 を 起点 に 沢 の鶴資料館、

菊正宗酒造記念錯、 浜福鶴吟醸工房 な ど を 巡回 す る 12キ ロ の コ ー ス で、 土、 目 、 祝 日 に 運

行 さ れた 。 期 間 中 に は 、 酒蔵 コ ン サ ー ト や ス タ ン プ ラ リ ー な ど も 実施 し た 。

神戸市東灘 区 の 神戸酒心舘 で は 、 イ タ リ ア 人芸術家 ・ フ ァ ブ リ ツ ィ オ ・ コ ル ネ ー リ が震

災復興 に さ さ げた作品 「神戸 の かがや き 」 が常設展示 さ れ る こ と に な っ た 。 こ の作 品 は 、

復興記念事業の ーっ と し て 同館で制作 さ れた も の で、 外壁 に取 り 付 け ら れた 18個の金属片

を 、 一基の高圧電灯が照 ら す こ と に よ っ て 、 白 壁 に 一対の手が浮かび上が り 、 光 に 向 か つ

て差 し 出 さ れ る よ う に も 、 手か ら 光 を 放 っ て い る よ う に も 見 え る 。 当 初 は 2 カ 月 間 だ け展

示 す る 予定だ、 っ た が、 好評だ、 っ た の で常設 さ れ る こ と に な っ た 。

グルメ 西宮 リ エ ゾ ン

西宮郷 、 今津郷 を 持 ち 、 全国有数の酒 ど こ ろ で あ る 西宮市 は 、 2002年10� 11 月 に 、 日 本

酒 を テ ー マ に し た 6 つ の イ ベ ン ト 「 グ ル メ 西宮 リ エ ソ、、 ン 」 を 聞 い た。 震災で大 き な被害 を

受け た酒造業 は 、 近年 に な っ て も 洋酒 な ど に押 さ れ て 売 り 上 げが低迷 し て お り 、 新 し い 趣
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向 で 日 本酒 の 魅力 を 再認識 し て も ら お う と い う も の O メ ー ン の催 し は 、 「 ほ ろ 酔い 一夜一

日 本酒 と フ レ ン チ ・ イ タ リ ア ン の コ ラ ボ レ ー シ ョ ン J ( 1 1 . 1 9 、 ノ ボテ ル 甲 子 菌 ) で、 j聞 と

健康の 講演 の あ と 酒づ く り 歌 を 聞 き な が ら 日 本酒 を 楽 し ん だ 。 ほ か に も 、 酒 蔵見学、 講演

会、 酒 川 柳 の 募集 な どがあ っ た。

8 . 復興 を 告 げ る 祭 り の 復活
〔生田 さ ん 、 1 50年ぶ り に船渡御〕

神戸 中 央 区 の 生 田 神 社 で は 、 2002年 8 月 に 「大海夏祭」 が繰 り 広 げ ら れ た が、 150年ぶ

り に神輿の船渡御が復活、 女性ばか り 30人が威勢 よ く 担 ぎ、 祭 り を 盛 り 上 げた 。 大海神社

は 、 生 田神 社 の 末社の 一つ で創建前か ら 海の神 と し て信仰 さ れて い た 。 こ の夏祭 り は 、 こ

の 神社 に あ や か っ た 祭 り で、 海運の繁栄 と 安全 を 祈 る も の o 1 50年前 に は 神戸 沖 ま で 渡御

し て い た と い わ れ る が、 復活 し た祭 り は、 中 突堤 ま で車で移動、 そ こ か ら 大型遊覧船 「 コ

ン チ ェ ル ト 」 で 、 海上 に 出 て海の安全 を 祈 っ た 。

〔西宮神社では産宮参 り 〕

西宮市の西宮神社で は 、 震災復興の シ ン ボ ル に と 船渡御神 事 を 復活 し た が、 2002年 9 月

の神事で は 、 海 を 渡 っ て神戸 ・ 和 田 岬 に あ る ゆ か り の神社 に 参拝す る 「産宮 ( う ぶ み や )

参 り 」 が約400年 ぶ り に復活、 昔の ま ま の 祭 り が再 開 し た。 こ の 船渡御 は 、 平安時代 に は

じ ま り 、 和 田 紳 で 漁 師 の網 に かか っ た え びす の 像が同神社の ご神体 に な っ た と い う 伝説か

ら 、 ネlド輿 を 船 に乗せて和 田 岬 ま で渡御 し て い た 。 だが、 織 田信長の社領没収で途絶 え た と

さ れて い る O 神 社 の震災復興が完成 し た2000年 に 船渡御 を 約400年ぶ り に復 活 し た が、 西

宮 の 人 L 島 の 周 り を 巡航す る コ ー ス に と どめ て い た 。 「何 と か、 本来の祭 り を 」 と い う 声

が多 く 、 一隻 だ け が 「産宮参 り 」 を 実現 さ せた 。 同神社で は 「復興 を 元気づけ る た め に も 、

ゆ く ゆ く は船毘での復活 を し た い」 と い う O

〔楠公武者行列 も 1 7年ぶ り 〕

か つ て神戸の初夏の鼠物詩 と し て 人気 を 集 め て い た 湊) 1 1 神社 ( 中 央毘 ) の 「楠公武者行

列」 が2002年 5 月 初 日 、 神社周辺の約 5 キ ロ の コ ー ス で17年ぶ り に復活 し た 。 こ の武者行

列 は 、 室町時代 に 隠岐 に 流 さ れた御醍醐天皇が京 に 帰 る j禁 、 楠木正成が神 戸 で 出 迎 え た と

い う 故事 に な ら っ た も の で、 1874年 ( 明 治 7 年) か ら 毎年行 わ れ、 「 ミ ナ ト 神 戸 に 夏 を 呼

ぶ行事」 と し て 親 し ま れて き た 。 し か し 、 戦後の 1985年 (昭和60年) 以 降 は 中 断 し て い た 。

今 回 の復活 は 、 空前絶後 と い わ れ、 約50万人 の観客 を 集め た 「大楠公六百年祭J ( 1935年)

の行列 を よ み が え ら せ よ う と 、 改 め て 時代考証 を し 、 倉産 に保存 し て い た祭具、 装束、 装

具 な ど に手 を 加 え 、 新調 し た り し て実現 し た 。
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{災害救助 口 ポ ッ ト の開発}

阪神 ・ 淡路大震災か ら 間 も な く 7 年 、F、 震災

を き っ か け に地震や化学工場事故 な ど二次災害

の恐れがあ る 災害 、 事故現場で、 人 間 に 代 わ っ
て生存者 を 捜す 「災害救助 ロ ボ ッ ト 」 の研究が、

神戸大学工学部 で 進 ん で い る 。 ロ ボ ッ ト は 、 戦

車 の よ う な 形 の 無 限軌 道 型 ìUVSJ で、 同 大

学 と 神戸市立 一工業高等専 門 学校が共 同 で作 っ た 。

地 図 に 置 く と 直進 し 、 障告物 に ぶ つ か る と 右

旋 i叫 す る こ と で、 現場 を く ま な く は い 回 る 。 救

助 隊 の パ ソ コ ン に 、 カ メ ラ で と ら え た 映像 と ロ

ボ ッ ト の い る 場所 を 無線で知 ら せ る O 体温 に 反

応 す る 赤外線セ ン サ ー や二酸化炭素の検 出 セ ン
サ ー で生存者の有 無 を 探査す る 、 と い う 。 災害

救助 ロ ボ ッ ト の研 究 は こ れ ま で、 神戸大学や東
京工大 な どの研究者が個別 に取 り 組 ん で い る が、

今後は:企業 と 提携 し た実用 化が課題だ と い わ れ

る 。
レ ス キ ュ ー ロ ボ ッ ト ・ コ ン テ ス ト

被災者 を ロ ボ ッ ト で救 出 す る 「 レ ス キ ュ ー ロ

〈参考文献〉
「高度な リ カ レ ン ト ヴ:習 シ ス テ ム に隠する 調査研究」

ポ ッ ト 」 の コ ン テ ス ト が、 2002年 8 月 、 大阪府

豊 中市 で 聞 か れ 、 全 国 の 大学 や 高 専 な どか ら 12

チ ー ム が参加 し た が、 大震災被 災 地か ら 国立 明

石高専 ( 明石市魚住町) がは じ め て 出場 し た。
レ ス キ ュ ー 仁学の 専 門 家 に よ る 実行 委長 会の 主
催で、 第 2 回 目 。倒壊家屋の模型があ る 約10メ ー

ト ル 四 方の フ ィ ー ル ド で 、 小型 カ メ ラ を付 け た

自 作 ロ ボ ッ ト 3 台 を 無線操作 し て 人形 を 救 出 す

る と い う も の O

明石高専チ ー ム は 、 教授 と 学生 7 人で、 ほ と
ん どが震災 を 経験 し て お り 、 1 0 カ 月 がか り で 3

種類の ロ ボ ッ ト (高 さ 最大約 1 メ ー ト ル 、 重 さ

1 5 - 16 キ ロ ) を 制作 し た 。 独 自 の ア イ デア で 、
セ ン サ ー や コ ン ト ロ ー ラ ー に よ っ て救 出 、 搬送
の ほ か、 瓦磯撤去 な ど も 担 う ì複雑 な 救 出 作

業 は 人 間 に し か 出 来 な い が、 こ の 発想や技術 を 、
レ ス キ ュ ー ロ ボ ッ ト の 実用 化 に 役 立 て て ほ し

い」 と い う O

兵庫県‘ リ カ レ ン ト 学習 シ ス テ ム誠資研究会 2003 . 3  
1 震災復興関連イ ベ ン ト の事例収集 と 調査:J

(財) 21世紀ひ ょ う ご創造協会 2003 . 3  
「歴史文化に基礎を置いた地域社会形成のた め の 白 治体等 と の連携事業」

神戸大学文学部 2003 . 3  
「復旧 ・ 復興 ・ 飛刻1 . 1 7J (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会 2002 . 10 
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fi � -資階建そか世代へ

1 . 人 と 隣災未来 セ ン タ ー か ら 「災害学」 を
「人 と 防災未来セ ン タ ー の役割の一つが、 大震災の資料の収集 ・ 保存 と 関覧 ・ 展示 を 行

い 、 震災経験 を 後世 に 伝 え る こ と で あ る 。 被災後、 間 も な く は じ ま っ た収集 ・ 保存事業 は

同時代 の 、 広 く 社会 に 散在す る 、 多様で膨大 な 資料 を 収集 ・ 保存 し よ う と し た 点で、 世界

で も あ ま り 例 の な い も の で あ っ た 。 短期雇 用 の 調斎員 が震 災資料 の 所在 調 査 と 収集 に 当

た っ たが、 こ れ ま で経験の な い400人余 り の 人々 が、 資料収集 に 叡 り 組ん だ と い う こ と も

稀 な事例 で あ っ た 。 こ の事業 を 支 え た の は 、 何 よ り も 震災経験 を 伝 え た い と 願 う 幅広 い)ごh

民の思 い で あ っ た 。 メ デ ィ ア で も し ば し ば報道 さ れ、 大 き な社会的 な 関心 を 呼 ん だ。 な お

震災の傷跡が癒 え な い 時期 に も かか わ ら ず、 3 ， 400 に も 仁 る 個 人 ・ 団体が資料 を 寄せ た 。

課査員 の 多 く も 、 被災の経験者で あ っ た 。 今回 の 震災経験が防災の意味 だ け で な く 、 世紀

を 超 え た 歴 史 的 な 意味合い を持っ と の 共通 の 思 いが、 資料を 託す者、 託 さ れ る 者 に存在 し

た の で あ る 。 セ ン タ ー の資料部 門 は 、 こ の よ う な 事業の成果 を 基礎 に 、 震災被災者、 内外

の市民や研究者 に 聞 か れた施設で な け ればな ら な い 。 市民 ・ 研究者の ネ ッ ト ワ ー ク を 形成

し 、 今 回 の 震災経験 を 媒介 に 、 世界 に 向 け て の 災害学の発信源 と な る こ と が期待 さ れ る 」

桃山学院大学経済学部の芝村篤樹教援 は 、 2002年 4 月 22 日 付 け神戸新 出 の 論談で、 人 と

防災未来セ ン タ ー に つ い て 、 こ の よ う に提言 し て い る 。

人 と i持 災未来セ ン タ ー 「防災未来館」 オ ー ブ ン

阪神 ・ 淡路大震災の体験 と 教訓 を 伝 え る 「人 と 防災未来セ ン タ ー 」 の 一期施設 「 防災未

来館」 の 毘舘記念式典が、 2002年 4 月 21 日 に神戸東部新都心 で 開 か れ、 皇太 子 御 夫妻 も 出

席 さ れて 「 セ ン タ ー が世界に 貢献す る 防災拠点 と し て発展す る こ と を 願 い ま す」 と あ い さ

1 . 17 シ ア タ � = 人 と 防 災未来セ ン タ ー (人
と 防災未来セ ン タ ー提供)
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つ さ れた 。 グ ラ ン ド オ } プ ン は 同27 日 で、 多 く の 市民が訪 れ た 。

!可舘 は 、 7 階建 て 延べ8 ， 200平方 メ ー ト ル で、 展示部 門 に は大震災 を 映像 で伝 え る 1 . 17

シ ア タ 一 、 震災直後の 町 を 再現 し た ジ オ ラ マ 、 震災 を 実物資料で伝 え る コ ー ナ ー 、 防災 ワ ー

ク シ ョ ッ プな どがあ る O 実物展示 は 時系列 に 展 開 し て お り 、 「発生か ら 72時間J で は救助 ・

救命活動 な ど混乱 し た 初期体制 の様子、 '72 時 間 か ら 1 週 間」 で は 避難所で は じ ま っ た生

活や ボ ラ ン テ ィ ア 活動 な ど復 旧 へ の 一歩、 ' 1 週 間 か ら 3 カ 月 J ' 3 カ 月 か ら I 年J ' 1 年

か ら 現在」 と 、 復 旧 ・ 復興の 歩 み を た どっ て い る 。

震災資料は 1 6万点 に も

震災資料の収集 ・ 保存 を 続 け て い る 「 人 と 防災未来セ ン タ ー」 で は 、 資料室 を 設 け て ‘

般公開 し て い る が、 関舘 し て か ら 5 カ 月 の 毘覧者 は 、 約 1 万人 に な っ た 。 資料の収集 は 、

図書資料 2 万4 ， 960点、 そ の他の資料16万496 点 に 達 し て い る 。 こ の う ち 2002年震 は 、 図 書

資料、 チ ラ シ 、 紙資料、 ビ デ オ ・ 映像、 CD ' 音声 資料 な ど1 ， 585点 だ、 っ た 。 ま た 、 相 談

{牛数は362件だ、 っ た 。

資料 と は別 に 、 震災 を 語 り 伝 え る 「語 り 部」 は 、 予約 団体や外国 人 な ど を 中 心 に活動 を

続け て い る が、 同年度の実績 は 958回 、 聴講者 は 4 万5 ， 479人であ っ た。 と く に修学旅行生

に好評 だ っ た と い う O

「 ひ と 本来館」 の 開館記念 フ ォ ー ラ ム

「人 と 防災未来 セ ン タ ーJ の 第二期施設であ る 「 ひ と 未来館」 は 、 2003年 4 月 初 日 に オ ー

プ ン す る が、 そ れ を 記念す る フ ォ ー ラ ム 「 い の ち と こ こ ろ の世紀 21 世紀 を 拓 く J が、 同

2 月 25 日 に 兵庫 県公館で行 わ れ た 。 国 際 日 本研究セ ン タ ー の 山折哲雄所長が 「 こ の 頃、 被

災地の巡礼行動 と い う も の が行 わ れ る よ う に な っ て き た と い う ニ ュ ー ス を 読 ん で感動 し た 。

そ の 人 々 の輪が広 が り つ つ あ る よ う だが、 そ れ は震災の痛手 を 癒 し 、 新 た な 生活 に 向 け て

再 出 発す る 、 そ う い う エ ネ ル ギー の も と に な る よ う な 、 そ う い う 可能性 を 秘 め た も の と 読

み取れる の で は な い か と 思 う 」 と 基調講出 、 パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン で は 「 県 立人 と 自 然

の博物館」 の 河合雅雄館長が 「震災の記憶 を 遠 ざけ る の で は な く 、 自 然 を 理解 し 、 そ の 大

切 さ を 子 ど も に伝 え て し叶ミ ね ば」 と 述べ、 映画監督 の大森一樹 は 「震災の記憶 こ そ が被災

地 の あ か し 。 そ の 記'憶 を 自 分の言葉で表現す る こ と が大事だ、J と 語 っ た 。

〔玉木で大地震 を 再現〕

防災科学技術研究所 (茨域県つ く ば市) が 1 木 市志染町 に建設 し て い る 「実大三次 元振

動破壊実験施設」 の 実験棟内 が2002年 9 月 、 公開 さ れ た 。 4 階建 て の ピ ル がす っ ぽ り と 入

る E大施設で、 今後 は振動台 を 取 り 付 け 、 2005年 I 月 の稼働 を 目 指 し て い る O 兵庫県 な ど

が整備 中 の 「三木震災記念公園J (仮称) の 目 玉施設で、 阪神 ・ 淡路大震 災 に 比 べ て 、 最
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大で 3 割強い揺れ を 作 り 出 し て 、 実物大の建造物 の耐震性や倒壊の メ カ ニ ズ ム を 確かめ る

こ と に な っ て お り 、 そ の 能力 は 世界最大 と い わ れ る O

2 . ま ち の震災記録活動
〔震災 ・ ま ち の ア ー カ イ ブ〕

， <思 い 出 し た く な い が、 忘 れ た く な い〉 こ こ 2 年 ほ ど、 自 分な り に 震 災 の被災者の声

に 向 かい あ う こ と が多 く な り ま し た が、 そ う し た経験の な かで行 き 当 た っ た 言葉の ] つ で

す。 思 い 出 し た く な い 、 と い う 感情が、 け っ し て忘却 だ け に つ な が っ て い か な い複雑 な 心

境。 震災の構撃 か ら の時間経過 の な かで、 能動的 で あ れ、 受動的 で あ れ、 事実 に 向 き 合わ

ざる を 得 な い 人 々 に は 、 こ の あ る 意味での 自 己矛盾 を 抱 え て い る 人は少 な く な い の で は な

い で し ょ う か。 僕個人 と し て は 、 震災 と い う 出 来事 を く記憶す る こ と 〉 も 大切 だ け れ ど個

人が震災後 を 生 き る た め に は、 震災で受 け た 衝撃 を く忘れ て い く こ と 〉 も 大切 で 、 そ の く記

情 の し かた〉 と く忘れ か た 〉 を 摸索 し て い く こ と が重要 な ん だ と い う こ と を 、 最近、 実感

す る よ う に な り ま し た」

こ れは 、 阪神 ・ 淡路大震災 と そ の記情 を 次代 に伝 え て い く 活動 を 続け て い る 神戸市長田

区 の市民 グ ル ー プ 「震災 ・ ま ち の ア ー カ イ ブ」 の機関誌 「瓦版 ・ な ま ずJ 14号 (2003 . 1発

行) に掲載 さ れ た総合研究大学院大学 ・ 蘇理剛志の言葉 で あ る O

「震災 ・ ま ち の ア ー カ イ ブ」 は 、 2003年 3 月 で設立 5 周年 を 迎 え た 。 地震 に よ り 全壊 し

た 金属加工会社 の跡地 に事務所 を 壁 き 、 震災の一次資料の収集 ・ 整理 ・ 保 存 と そ の公開 を

行 っ て い る O 所蔵資料 の 多 く は ボ ラ ン テ イ ア が被災地 に残 し た かつ て の 活動記録で、 日 々

の 活動 の な かで は 、 震災 と そ こ か ら 立 ち 表れ た 守己憶」 と 「記録」 を め ぐ る 様々 な 問題 に

つ い て の 論議 も 続け て い る 。

「ア ー カ イ ブ、前史」 を 出版

設立 5 周年 を 迎 え た 「震災 ・ ま ち の ア ー カ イ ブ、」 は 、 そ れ を 記念 し 「 ア 一 カ イ ブ

を 刊行 し たO 「集め た と い う よ り 、 資料の方が集 ま っ て き た一。 全 国 各地 か ら 駆 け つ け た

ボ ラ ン テ ィ ア は 、 被災地での様々 な 出会 い や行為 の 軌跡 を 残 し た い と 思 い ま し た 。 そ の 熱

気 に 後押 し さ れ、 ボ ラ ン テ イ ア 活動 の 記録収集 を 目 指す く震災 ・ 活動記録室〉 が誕生 し ま

し た 。最初 に 資料収集 に 寂 り 組 ん だ の は 、 歴史や記録保存の 専 門 家で は な い若 い ボ ラ ン テ イ

ア で あ っ た こ と は 、 特 筆 に 値す る の で は な い か と 思 い ま す。 3 年後、 〈震災 ・ ま ち の ア ー

カ イ ブ〉 が誕生 し ま し た 。 そ こ に 資料があ っ た か ら O く震災 ・ 活動記録室〉 が収集 し た

資料 を 引 き 継 ぎ、 主婦や サ ラ リ ー マ ン 、 そ し て歴 史 に携 わ る 若 い研究者 な どが集 ま り ま し

た 。 資料が呼び寄せ た偶然の 出 会 い に よ っ て、 私 た ち は 活動 を 始め ま し た。 設立か ら 5 年

目 を 迎 え 、 現在保管す る 震災資料が どの よ う な 経緯で こ の場所 に行 き 着 い た か ま と め て み

ま し た 。 さ ら に く中央区 ボ ラ ン テ ィ ア 〉 の記述 目 録の作成過程で、 新た な 資料の存在が明
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ら か に な り 、 く中央区 ボ ラ ン テ ィ ア 資料の CD-ROM) の制作へ と 試み は進 ん で、 い き ま し た」

と 、 会員 の季村範江 は 冒 頭 に 記 し て い る 。

こ の 「前史」 は 、 イ ン タ ビ ュ ー 形式 で 同 グ ル ー プの震災か ら 現在 ま での歴 史 を 綴 っ て お

り 、 巻末 に 「 中 央 区 ボ ラ ン テ イ ア 資料 目 録」 と 、 CD-ROM を 付 け て い る 。 市 民 の 手 に よ

る 震災記録保存の話動記録 と な っ て い る O

- ま ち の ア ー カ イ ブ〉

守 653-0022 神戸市長 田 区東尻池間J 1 - 1 1 - 4 神港金属 内

TEL 078-681 -6231 FAX 078-681-6232 

URL http://homepage2.nifty.com/archives_kobe/ 

〔震災 メ モ リ アル ・ ミ ュ ー ジ アム構想〕

阪神 ・ 淡路大震災が人 々 に 刻 ん だ さ ま ざま な 記憶 を ど う 表現 し 、 語 り 継 い で、 い く か、 そ

の伝 え 方 に つ い て 考 え る 研究 グ ル ー プ 「記憶 ・ 歴史 ・ 表現 フ ォ ー ラ ム 」 が、 研究者や市民

に よ っ て発足 し た 。 関東大震災や沖縄戦、 米 同 の 同 時 テ ロ な ど、 他の災害や戦 災 の伝 え 方

や伝わ り 方、 モ ニ ュ メ ン ト を 検証 し な が ら 、 震災の表現方法 に つ い て新 し い ス タ イ ル を 提

し た い と し て お り 、 2003年 2 月 8 、 9 日 に神戸市内 で研究会 を 開催 し た 。

こ の フ ォ ー ラ ム は 、 災害、 建築、 美術、 民俗、 心理学 な とミの研究者や神戸で、震災記録の

収集 を す る 市民 ら が2002年秋 に 結成 し た 。 ト ヨ タ 財 団 か ら 2 年 間 の助成 を 受 け 、 震災10年

に 当 た る 2005 年 に 成 果 を 発表す る 。 大震災 で は 、 す で に 多 く の記録誌や記念碑 な どがつ く

ら れ て い る が、 改 め て根本的 な 議論 を 提起す る の が狸い だ と い う O 「震災の何 を 伝 え る の か」

「 どん な 表現がふ さ わ し い かJ r そ も そ も 震災 を 伝 え る こ と は 可能 な の か」 な ど に つ い て

考 え る O 「つ ら す ぎ て 、 今 も 言葉 に 出 来 な い被災者 も い る 。 そ う し た心情 も 踏 ま え 、 多 元

的 な 震災の記憶 を 伝 え る 仕組み を 被災地 に」 と 、 震災10年 に は 「震災 メ モ リ ア ル ・ ミ ュ ー

ジ ア ム 構想、」 を 提言す る と し て い る 。

「 フ ォ ー ラ ム 」 は 、 8 日 に は神戸市勤労会館で 、 大阪府立大の細見和之専任講師 を 間 ん

で、 ユ ダヤ迫害が ど う 伝 え ら れた か な ど を テ ー マ に話 し合 い 、 9 日 に は新 長田 の ピ フ レ

ホ ー ル で 「 き ず な に 持 さ れ る 1995地震 ・ 震災 ・ 人 の つ な が り 一 J ( 阿部安成 ・ 滋賀 大助

教授) や芦屋市立美術館学芸課長 ら の講演 と 討論があ っ た。

〔記櫨の風化 と 浄化 ・ 震災記録 8 冊 器 〕

阪神 ・ 淡路大震災の被災者 ら の手記 を ま と め て毎年、 出版 し て い る 「阪神大震災 を 記録

し つづ け る 会J (事務局 ・ 神戸市西区) が、 8 11昨 日 に な る 「阪神大震災 8 年 目 記憶の 風

化 と 浄化」 を 出版 し た 。 手記の応募 は 年 々 減 り 続 け 、 今回 の応募は 14編、 掲 載 は わずか 8

編 で 、 小冊子 に な っ て し ま っ た。 最 も 多 か っ た 第 1 集 は 、 240編の応募があ り 、 前 回 の 第
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7 集 も 36編 あ っ た こ と か ら 比べ る と 激減 し た 。 だが、 「小 さ な 記録 も い つ か は役立つ」 と

い う 初心 に か え っ て 、 計画通 り 「震災10年」 ま で続 け る と い う 。

「心の{露 と こ こ ろ の ケ ア J

大震災後 の 心 の ケ ア に つ い て検証 し よ う と 、 神戸甫灘区 の ボ ラ ン テ ィ ア 団体 「 こ こ ろ の

ケ ア ス テ ー シ ョ ンJ が、 被災者の体験 を 開 き 書 き し た冊子 「心の傷 と こ こ ろ の ケ アJ を ま

と め た 。 問 団体 は 、 震災復興基金の事業で2000年 ま で被災地 に設置 さ れて い た 「 こ こ ろ の

ケ ア セ ン タ ー J の元ス タ ッ フ ら が活動 を 引 き 継い で 開設 し 、 震災だけ で な く 家族関係 の悩

み な ど多様 な 相 談 に 応 じ て い た 。 |叶子 に は 、 震災後 に 神戸 を 離 れ る こ と に な り 、 死 に た い

と 思 う よ う に な っ た女性が 「震災 を 経験 し た 人がそ ん な ふ う に感 じ る の は 普通 の こ と 」 と

聞 い て ほ っ と し た と い う 話 な どが掲載 さ れて い る 。

高校の校長 が体験記

大震災で神戸市須磨 区 の 自 宅が半壊 し た 県立芦屋高校の延藤 十 九雄校長が、 2002年 1 月

17 日 に 「料一 大震災か ら の再出発 JJ ( 文芸社) を 出版 し た 。 「震 災か ら 7 年が経 ち 神戸 市

内 の大型書屈 で も 震災 の 本 を 集め た コ ー ナ ー が姿 を 消 し つ つ あ る o 7 年 を ひ と つ の 区切 り

と し て 、 自 分の 記憶 を 取 り 戻 し た か っ た 。 い ま 、 大切 な の は 、 ボ ラ ン テ ィ ア な どで は ぐ く

ま れた 互 い を 思 い や る 気持 ち で、 は 」 と い う 。

( r神戸の壁J 記銀集の第 3 版〕

大震災で、焼け残 っ た神戸市長 田 区 の 「神戸の壁」 を モ ニ ユ メ ン ト と し て保存す る 運動 を

続け て い る 市民団体 「神戸 の壁保存実行委員 会」 は 、 活動 を ま と め た記録集の 第 3 集 を 2002

年 9 月 、 発行 し た 。 「神戸 の壁」 は 、 2000年 に 本体が津名 郡津名 町 の 町立 し づか ホ ー ル前

に 移設 さ れ、 永久保存 さ れ る こ と に な っ た ほ か、 基礎部分は神戸市長田 区腕塚町の ア ス タ

情報セ ン タ ー 前 に 「鎮魂 と 復興の ベ ン チ」 、 中 央 区 の 人 と 防災未来セ ン タ ー 前 に 「神戸 の

壁ベ ン チ」 と し て置 か れ た 。 ま た 、 長 田 区若松町の ア ス タ 若松北入 り 口 に 「大若地医震災

復興記念碑」 の 台座 と し て使 わ れて い る O 同 会 で は 、 保存活動 に一応の 区 切 り がつ い た の

を 記念 し て 、 出版 し た 。

「神戸の壁」 の絵60点 を 展示

「神戸の墜」 の保存運動 に 中心 的 な 役割 を 果 た し て き た神戸市垂水区 の 現代芸術家 ・ 三

原泰治 は 、 壁 の 絵60点 を 市Ij作、 2003年 l 月 に 中央区北長狭通の ア ー ト ホ ー ル神戸で展覧会

を 開 い た。 絵 は 、 資料写真や ス ケ ッ チ を も と に 、 震災前の街の風景や震災当 E 、 直後の様

子、 保存運動で、 の パ フ ォ ー マ ン ス な ど を 写実 的 に 表現 し て い る O 「保存運動 は 終 わ っ た が、

絵 を 見 て も ら っ て震災の記憶 を 後 世 に伝 え て い き た し り と い う 。

êií -:章 @ 文化 267 



〔 フ ァ ッ ク ス新聞 が500号〕

関 西 の 9 大 学 が 加 盟 す る UNN 関 西 学 生 報 道 連 盟 の フ ァ ッ ク ス 新 聞 「 キ ャ ン パ ス

WEEKLYJ が500号 を 突破 し た。 1992年 に 創 刊 、 第 1 号 は 当 時、 世論 を ゆ る がせ て い た

PKO ( 国 連平和維持活動) 問 題 に つ い て 、 緊急 ア ン ケ ー ト を す る な ど、 イ ベ ン ト 、 震災、

就職、 恋愛 ま で幅広 い テ ー マ を 扱っ て き た 。 ま た 、 各大学の新聞交流 に も 取 り 組んでお り 、

阪神 ・ 淡路大震災 を 風化 さ せ た く な い と 、 亡 く な っ た大学生の遺族に イ ン タ ピ ュ ー も 続け

る と い う O

〔震災 語 り 部が出 前講義〕

阪神 ・ 淡路大震災の語 り 部 ボ ラ ン テ イ ア 「 グ ル ー フ。117J (神戸市 中央区) が、 兵庫県外

へ語 り 部の 「 出 前」 を 始 め た 。 同 グ ル ー プは 1999年 に結成 さ れ、 神戸市 を 訪れ た鯵学旅行

生 ら に 、 避難所や仮設住宅の生活、 子 ど も を 亡 く し た悲 し み な ど を 話 し て き た 。 そ の 後 は

活動が知 ら れ る よ う に な り 、 県外か ら も 講義の要請が く る よ う に な っ た 。 初 め て県外 に 出

た の は2001年12月 で、 奈良県の大和郡 山 市 に 出 掛 け た が、 そ の 後 も 大阪府の高槻市、 愛媛

黒 の 東予市、 仙 台市 、 群 馬 県 の 藤 岡 市 、 名 吉屋市 な ど を 回 っ た。 「被災地で は な か な か 口

に 出 来 な い つ ら い 体験 を し て き た 。 出 来 る だ け多 く の 人 に 聞 い て も ら い た い 」 と い う O

〔長田の街に 「震災博物館J J

大震災で建物 の 多 く が倒壊、 焼失 し た神戸 市長 田 区御蔵通で2003年 1 月 、 住民 ら が告の

全体 を 「博物館」 に す る イ ベ ン ト を 開催 し た 。 こ れは 、 御蔵通 5 - 7 丁 目 の 町づ く り 協議

会、 自 治会、 ま ち づ く り 支援団体 「 ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ } シ ョ ン 」 な どが主擢 し た 「震災か

ら 8 年 い ま ・ む か し ー ま ち の写真展」 で、 震災時か ら 現在 に い た る 変遷が分か る 写真 を 、

震災の ツ メ 跡が残 る 場所 に展示、 解説パ ネ ル を 置 い た ほ か 、 住民 ら と 歩 く ツ ア ー 「 ま ち あ

る き ツ ア ー 」 や復興 を 紹介す る ス ラ イ ド映画の上映 も 実施 し た 。

こ の 「博物館」 は 、 地域住民の交流拠点 と し て震災後 に 出 来 た 「 プ ラ ザ 5 J が振 り 出 し

で 、 こ こ で は 数十年前か ら 震災 ま で の 写真約250枚、 被 災後の写真1 ， 500枚以 ヒ を 集 め て パ

ネ ル展示や フ ァ イ ル展示 し た 。 焼 け た だ れ た 電柱や片側が炭化 し た樹 木 な ど の ス ポ ッ ト で

は 、 地元の主婦が話 を し た 。 地元で は 「震災 を 経た街の姿 を 、 多 く の 人 に伝 え た い」 と い

つ O

〔概神大水害の フ ィ ルム を公開〕

谷崎鶴一郎 の 「細雪J に搭かれた64年前 の 「阪神大水害」 の資料 を 集め た 企画展が、 2002

年 6 月 22 8 か ら 12月 15 日 ま で芦屋市伊勢町の 芦屋市立美術博物館 で 聞 か れ た 。 2 年前 に発

見 さ れた 当 時の フ ィ ル ム を 初公 開 し た ほ か 、 写真や 絵 は が き な ど、 水害の模様 を 記録 し た

約70点 を 展示 し た 。

268 第二章、 @ 文化



1938年 ( 昭和 13年) 6 月 28 日 に 降 り 出 し た 雨が 7 月 5 日 に 豪雨 に 変 わ り 、 神戸市 な ど阪

神 間 に大水害が襲 っ た 。 県 内 の 死者731人、 全壊 ・ 流失家屋 は 約 5 ， 500戸 に の ぼ り 、 震災以

前 で は 最大の 災害 だ、 っ た 。 谷崎 は 、 住吉村 (神戸市東灘区住吉町) に住 ん で い た が、 被害

は受 け な か っ た 。 5 年 の ち に発表 し た F細雪J の な かで、 自 然の猛威 を 生 々 し く 描い て い

る O

〔元町1 30年の CD-ROM)

1874年 ( 明 治 7 年) に 地 名 が付 い て か ら 2004 年 で 130年 を 迎 え る 神戸 ・ 元 町商岩街 の 歩

み を 紹介す る CD-ROM I元町商庖傷今昔物語」 が完成 し た 。 神戸港 の 開 港以来、 神 戸 の

元 の 町 と し て水害や戦災、 そ し て震災 を 乗 り 越 え て き た 歴史が、 当 時の 貴重 な 写真 と と も

に収め ら れて い る O 「街の 再発見J を 合言葉 に 同 商 庖街連合会 と 地元の 特定非営利活動法

人 (NPO 法人) Iあ い ネ ッ ト 神戸」 が兵庫県の助成 を 受 け て制作 し た 。 商 庖 街 に も 再三 の

苦難があ っ た 。 昭和 13年の 大水害で、 は土石流 に襲 わ れ、 i司20年 の 太平洋戦争で は 空襲で焼

け野原 に な り 、 平成 7 年 に は 大震災で被害 を 受 け た 。 「 匝 顧 で な く 、 商 庖 告の す ば ら し い

歴 史 を 今 に 生かす工夫 を 続 け た い」 と い う O

(AM 神戸が69時間の記録〕

大震災で局舎が被災 し な が ら 、 被害や安否の情報 を 伝 え 続け た ラ ジ オ 放送 局 I A M神戸J

の 放送 内 容 を 記録 し た IRADIO-AM 神戸69 時 間 震災報道 の 記録J (長征社刊 ) が発行 さ れ

た 。 震災直後の混乱 を 生 々 し く 再現す る と 同 時 に 、 災害の 真 っ た だ 中 で ラ ジ オ に何がで き

る か を 示唆す る 貴重 な 資料 に な っ て い る O

AM 神 戸 は 、 神戸市須磨 区 に あ っ た局 舎が全壊 し た が、 13分 5 秒の 中 断 の あ と CM な し

で69時間 に わ た っ て連続放送 を し た 。 だが、 同 時録音装置が壊れて い た た め 、 発生当 自 の

午前の録音記録がな か っ た 。 録音 テ ー プの提供 を 呼び掛 け た と こ ろ 、 岡 山 や 長 野 な ど各地

か ら 約10人が協力 、 大部分の再現が出 来 た と い う O 個 人 の 安否清報 な ど を 流す 「特定放送J

は放送法で、禁止 さ れて い る が、 震災当 日 の午 前 7 時 5 分、 こ の禁 を 破 っ て 個 人 の安否 を 放

送 し た 。 震災後の シ ン ポ ジ ウ ム で 、 安否情報 2 万件、 生活情報 4 万件 を 流 し た と 総括 し て

い る O 「震災の記官の風化 に 一つ の く さ び を 打 て た 。 不思議 に 淡 々 と 仕事 を し て い た こ と

を 思 い 出 し 、 感燕量 だ。 災害時の ラ ジ オ の役割 を 考 え る ヒ ン ト に な れ ば」 と 、 当 時、 ニ ュ ー

ス ワ イ ド を 担当 し て い た三枝博行 は振 り 返 っ て い る O

〔 山 口 で も 震災放送1 00田〕

阪神 か ら 遠 く 離 れ た 山 口県 の 山 口 放送で、 毎 月 17 日 を 「節 目 の 日 」 と し 、 震災や 自 然災

害 に 焦点 を 当 て た ラ ジ オ 番組 InOT ZONE お は よ う KRTJ が続い て お り 、 放送 8 年 間 で

約 100 毘 に 達 し た 。 「多 く の テ レ ビ キ ャ ス タ ー が く忘 れ て は い け な い> <語 り 継がね ば〉 と い っ
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て い た O 電波 に かか わ る も の と し て 、 そ の約束 を 守 り た い」 と い い 、 距離 と 時 を 超 え て '1 . 17J 
が伝え ら れて い る O

内 容 は 、 公 的支援の あ り 方や消防、 救急医療の課題 な ど硬派の話題か ら 人 間 ド ラ マ ま で

多彩で、 震災以外の 自 然災害 に も 触れ、 舗 え を 呼び掛け て い る o 2002年 4 月 か ら は 、 被 災

地の報道関係者や ボ ラ ン テ ィ ア ら に 電話で イ ン タ ビ ュ ー 、 販神高速倒壊訴訟 な ど、 そ の 時 々

の話題 も 取 り と げ て お り 、 「 人 の つ な が り の 大切 さ や難 し さ 、 外 国 人 と の 共生 、 被災地で

f子か び、上がっ た 問題 は 、 山 口 に暮 ら す私 た ち の 身近 に も あ る 」 と 、 今後 も 続 け て い く と い

つ 。

(K08定 検証 シ リ ー ズ〕

大震災の教訓 を 伝 え る た め 、 全 国 の ボ ラ ン テ ィ ア 団体でつ く る 「震災がつ な ぐ全国 ネ ッ

ト ワ ー ク J (問団体、 神戸市兵庫 区) は 、 'KOBE 検証」 シ リ ー ズ を 発行 し 続 け て い る が、

2 万部 を 超 え る ベ ス ト セ ラ } に な っ て い る O こ の シ リ ー ズ は 、 震災の救護活動で直訴 し た

課題、 提 言 を 冊子 に し て 残そ う と 1998年 1 月 に 発行 し た 「物資が来 た ぞ う 、 考 え た ぞ う 」

に は じ ま り 、 「 ボ ラ ン テ イ ア J ' お 金J '情報」 「 ど う つ く る ? 水害 ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー 」

を 続刊 、 近 く 「法律J を テ ー マ に し た も の を 刊 行す る 。 A 5 版で 、 60 � 120 ペ ー ジ と 手 ご

ろ な の が受 け 、 こ れ ま で約 2 万千部が販売 さ れ、 か く れ た ベ ス ト セ ラ ー に な っ て い る O

〔震災の記録 ・ 田富現代史第 2 巻〕

阪神 ・ 淡路大震災直後の西宮市長の行動 を 伝 え る メ モ や 災害対策本部の議事録な ど を 収

録 し た 「西宵現代 史第 2 巻」 が2002年 5 月 に発刊 さ れた 。 第 2 巻 は 「政治、 行 政、 財政資

料編」 で、 A 5 版1 ， 500ペ ー ジの う ち 震災 に つ い て は340ペ ー ジ を 割い て い る 。 当 時の馬 場

)11真三市 長が、 震災当 日 の タ 庁、 全職員 に 向 け て 「 こ れは も う 戦争 で あ る 。 特 に 人名救助 は

…刻 を 争 う 。 徹夜体制 で行動す る よ う にJ と 訓示 し た 際の手書 き の 草稿や、 救急救助 の 出

動状況の張 り 紙 な ど も あ り 、 緊迫 し た現場の様 子 を 伝 え る も の が収録 さ れ て い る O 震災発

生時の被災 自 治体幹部の動 き や指示 な どの克明 な 記録の公開 は例が少 な く 、 災害時の初動

を 検証 し 、 今後 を 考 え る う え で貴重 な 資料 に な っ て い る 。 同市で は 、 災害時 に 支援 し て も

ら っ た全 国 の 自 治体 な ど に贈 っ た 。

〈参考文献〉
「復旧 ・ 復興 ・ 飛刻1 . 財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会 2003 . 10 
「いのち と こ こ ろ の世紀 2ltlU己 を拓 く J (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会 2003 . 3  
f人 と 初災未来セ ン タ 一平成比年!え年次報告苦手」 人 と 防災未米セ ン タ ー 2003 . 3  
「阪神大震 災 8 均三 日 記憶の風化 と 浄イヒ」 阪神大震災 を記録 しつづけ る 会 2002 . 9
「神戸の壁保存汚動の記録 VOL. 3 J リ メ ンバー神戸フ。ロ ジ ェ ク ト 2002 . 9  
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270 第二京 @ 文化



第三章

住 宅



は じ め に

阪神 ・ 淡路大震 災で、被害の 大 き か っ た神戸 ・ 阪神地域は も と も と マ ン シ ョ ン 立地 と し て

人気が高 く 、 マ ン シ ョ ン の多 い 地域で あ っ た が、 震災後の住宅復興が進 む 中 で、 民間業者

や住宅供給公社が競 う よ う に 分譲マ ン シ ョ ン を 建設 し て き た 。 地価 下 落 に よ っ て 、 震災前

に比べ分譲価格が相対的 に さ が り 、 売 り や す く な っ た こ と も 、 建設 ラ ッ シ ュ に拍 車 を か け

た 。

こ う し た マ ン シ ョ ン の大量供給 に も 支 え ら れ て 、 被災地域で は震災後の 8 年 間 で、 新設

住宅着工戸数 は 累計約43万戸 に も 達 し て い る 。

し か し 、 2002年 に な っ て 、 こ の状況 は一変 し て い る O 大量に供給 さ れ た 賃 貸 の 災害復興

公営住宅 も 含め て 、 被災地域で は 、 住宅市場 はf文給過剰 の状態 に な り 、 住宅供給公社の 売

れ残 っ た 分譲マ ン シ ョ ン で は値 下 げが行 わ れ た 。

こ の結果、 不況の影響 も 大 き い と 見 ら れ る が、 兵庫県下の2002年度の新設住宅着工戸数

は20年ぶ り の低い水準 と な っ た。 三宮、 元 町の神戸 中 心部 で は 超高層 マ ン シ ョ ン の建設計

画 も あ る が、 住宅復興 と い う 意味 で は 、 需給 と も 完全 に 一段落 し た と い え る O

そ の一方で、 神戸市内 で は 、 震災で発生 し た 空地の 3 割が ま だ利用 さ れず に残存 し て い

る と い う 調査 も 明 ら か に な っ て い る O こ こ に も 不況が影 を 落 と し て い る O

兵庫県 や 国 会議員 有志が創設 を 司 指 し て い る 住宅再建支援制度 に つ い て は 、 2002年度 も

日 立 っ た 進展 は な か っ た 。 個 人財 産 を 公的資金で支援す る こ と の本宜 的 な 難 し さ がい ま だ

に な っ て い る 。 し か し 、 神戸新聞 が激甚被災地域の 500世帯 を 対 象 に行 っ た ア ン ケ ー ト

(2002年 1 1 月 実施) で は 、 77 . 6 % の被災者が 「制度 は必要」 と 回答 し て い る O 住宅復興の 歩

み の 中 で、 こ の制度の行方が残 さ れ た 最大の 懸案 と な り そ う で あ る O
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| 第一節 兵庫県 の住宅市場の現状

1 . 新設住宅着工戸数 は20年開で最低
2002年度 の 兵庫 県 下 の 新設住宅着工戸数 (注 1 ) は 4 万2988戸 で、 前 年 度 に 比べ5506戸

( 1 1 . 4% ) の大幅 な 減少 と な っ た 。 全国 の新設住宅着工戸 数 は 114万5553戸 (前年度比2 . 4 %

減) と な っ た の に比べ、 県下の減少ぶ り が大 き く 、 こ の戸数は過去20年 間 で、 最低水準 と な っ

た 。 (表 1 ) (罰 1 ) 参照

と く に 分譲住宅 ( 共 同 建 て ) が9650戸 (前年度比34 . 4% 減) と 大 き く 減少 し た こ と が全

体の減少 の 主 因 と な っ た 。 こ れ は 、 神戸、 阪神地域で前年度 ま で好調 で あ っ た マ ン シ ョ ン

を 中心 と し た 分譲住宅の着工戸数が、 そ れ ぞ、れ1789戸減、 31日戸減 と 激減 し た こ と が影響

し て い る O

震災後毎年、 分譲マ ン シ ョ ン が建築 ラ ッ シ ュ と な り 、 ピ ー ク 時 の 1996年度 に は 2 万3314

に の ぼっ た こ と を 考 え る と 、 2002年度の 落 ち 込み は 「被災地で の マ ン シ ョ ン ブー ム が一

段落 し た 結果」 と 見 ら れて い る O

被災地域の 10市10lllJ (注 2 ) の 新設住宅着工戸 数 は2万9949戸 で、 前年度 に 比べ4514戸減

( 13 . 1  % 減) で 、 震災直後か ら の 累計 は43万4860戸 と な っ た 。

市 区 町別 に み る と 、 東灘区2324戸 (前年度比763戸増) 、 長 田 区1207戸 ( I可313戸増) 、 中

央 区2241戸 ( 同 1 19戸増 ) 、 明石市2311戸 ( 同 148戸増) は 大 幅 な 増加が見 ら れ た が、 そ の

他 の 地域で は 減少 も し く は若干の増 加 に と ど ま っ た 。

住宅の形態別 の 内 訳 は 、 戸建て持家30 . 7 % 、 マ ン シ ョ ン な どの共 同分譲住宅40 . 0% 、 社

宅 な ど給与住宅1 . 6 % 、 貸家27 . 7% で 、 「戸建て持家」 と 「共同分譲」 を 合 わ せ た 割合が15 . 8%

も 減 る 一方で、 、 賃貸系が1 . 9% 増 え 、 不況の影響が出 て い る と 県で は 見 て い る O

構造別 の 割合 で は 、 最 も 多 い 木造住宅が1万8375戸 で、 木造住宅率は42 . 7 % と な っ た 。

プ レ ハ ブ住宅 は 6792戸 で 、 全住宅 に 占 め る 比率 は 15 . 8% と 前年度 に 比べ2 . 2 ポ イ ン ト 上昇

し た 。

(注 1 ) 国土交通省の務査統計を 兵庫県独 自 に集計 した も の
(涼 2 ) 10市10国I 神戸市、 尼崎市、 明石市、 河宮市、 洲本市、 芦屋市、 伊丹市

宝塚市、 三木市、 1 1 1西市、 津名目丁、 淡路町、 北淡町、 一宮町
五色町、 東浦町、 緑町、 三原町、 西淡町、 南淡町

2 . マ ン シ ョ ン 売 れ残 り 問題で訴訟
新設住宅着工 の な か で 、 マ ン シ ョ ン を 取 り 上 げて み る と 、 着工戸数は9645戸 (前年度比

34 . 4 % 減) と 大幅減 と な り 、 マ ン シ ョ ン 率 は22 . 4 % と 前年度 に 比べ7 . 9 ポ イ ン ト 下 回 っ た 。

震災前か ら 県下 の マ ン シ ョ ン 率 は 全国 よ り 高 い水準 で、推移 し て き た が、 震 災後 は マ ン シ ョ
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ン 供給が大 幅 に 増加 し た こ と を 反映 し て 、 さ ら に 高 く な っ た。 と く に 1999年、 2000年 は25%

を 超 え 、 2001 年 に は30 . 3% を 記録 し て い た 。 そ れが一転 し て減少 に 転 じ た こ と に な る O

( [当 2 参照)

マ ン シ ョ ン に つ い て は 、 民 間 調査会社、 (株) 不動産経済研究所 の 販売動 向調査で も こ

う し た状況が う かがえ る o 2002年 に 兵庫県下で販売 さ れた マ ン シ ョ ン は9495戸で、 前年 に

比べ16 . 6 % 減少 し た。 と く に神戸市内で は3213戸 と 前年比25 . 1 % 減 と な っ た 。

販売戸数が減少 し た に も かか わ ら ず、 景気低迷 の 影響 も あ っ て 、 2002年末の マ ン シ ョ ン

販売在庫 (発売戸数か ら 契約戸数 を 3 1 い た戸数) は 県 下で3015戸 ( う ち 神戸 市 1132戸) に

の ぼっ た 。

供給過剰 と 不況が重な っ て発生 し た 大量の売れ残 り マ ン シ ョ ン は 兵庫県住宅供給公社、

神戸市住宅供給公社で も 表面化 し た 。

県住宅供給公社が災害復興住宅 と し て建設 し た 「マ リ ナ ー ジ ュ 芦犀J (芦屋市陽光町)

で は 、 2002年 11 月 、 総戸数203戸の う ち 、 売れ残 っ た 70戸 を 平均約 5 割値 下 げ し て販売 し た 。

県住宅供給公社 で は 、 空 き 室 の 維持管理、 固 定資産税 な ど に 1 戸 あ た り 年 間 100万 円 の 費

用 がかか る た め 、 市場価格 に応 じ た値下げは や む を 得 な い と の立場 を と っ て い る が、 値下

げ前 に購入 し た 入居者78戸94人が 「植下 げ販売 は納得で き な い」 と し て 、 2003年 9 月 、 公

討 に対 し 、 1 あ た り 800万円 、 計 6 億2400万 円 の 損害賠償 を 求め る 訴訟 を 神戸地裁 に 起

こ し た 。

{直下 げ前、 平均約3400万 円 で購入 し て い る 原告住民側 は 「 当初 の位格設定が不適切 で 、

購入時 に値下 げ に 関す る 説明 は な か っ た 。 入居者の 多 く は被災者で、 震災復興住宅 と し て

供給 さ れた こ と を 信頼 し て購入 し た の に 、 値下 げで資産価値が低下 し 損害 を 被 っ た」 と

張 し て い る 。

神戸市住宅供給公社で も 、 大量の分譲住宅 を 在庫 と し て抱 え て い る こ と が明 ら か に な っ

て い る O 新 聞 報道 (注 3 ) に よ る と 、 全 国 の 住 宅供給公社 な ど で つ く る 「全国住宅供給公

社等連合会J (東京都新宿 足) に 加盟す る 47都道府県 と 9 政令指定市 の 公社 で は 、 2002年

4 月 現在、 《戸建て 、 マ ン シ ョ ン あ わせて計2160戸の 在庫 を 抱 え て い る こ と がわ か っ た 。

最 も 多 い の は神戸市公社の460戸、 次い で兵庫 県394戸、 愛知県252戸、 大阪市178戸、 東

京都101戸 と 、 神 戸 市 と 兵庫 県が し 2 位 を 占 め た。

(ì主 3 ) r朝 日 新聞 2002{ド 4 月 7 日 付弱干Ij
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(表 1 ) 兵庫県の新設住宅着工戸数 ( 県集計)
兵庫県下 被災10市10同f

1995 

1996 

1998 

1999 

2000 

年度 総数
l 上半期 53 ， 408 

ド 半}ザ] 62 ， 819  
年 度言| 1 16 ， 227 I 
上半期 69 ， 622 
下半品販 56 ， 001 
年度計 125 ， 623 
上半期 45 ， 758 
下半期 34 ， 165 
年度 ー 7→9一一，一9一2一 3 
…[二三 三WJ Z8 ， 505 ト一一一一一
下半期 26 ， 082 
年度計 54 ， 587 
上米共日 26 ， 935 I 
下末期 26 ， 368 
年度計 53 ， :j03 
ヒ半期 26 ， 816  I 

下半期 22 ， 755 
年度計 49 ， 571  

j …i二半期 24 ， 290 
下半期 24 ， 204 
年度計 48 ， 494 
上半期 21 ， 493 
F半期 21 . 495 

年度計 48 ， 494 

前年同期比 (%) 総数 前年同期比 (%)
44 . 3  43 ， 228 169 . 7  

201 . 8  53 ， 155 264 . 
70 . 6  96 ， 383 2 1 1 .  5 
30 . 4  55 ， 865 29 . 2  

""" 10 . 9  6 
8 . l  100 ， 738 . 5  

"""34 . 3  34 ， 978 """37 . 4  
"""39 . 0  25 ， 067 """44 . 1  

60 ， 045 """40 . 4  
"""37 . 7  20 ， 199 """42 . 3  
"""23 . 7  ! 17 ， 904 企28 . 6
"""3 1 . 7 38 ， 103 """36 . 5  
...... 5 . 5  l 8 ， 534 """10 . 3  

1 . 1  l 7 ， 974 。 ‘ 3
...... 2 . 4  36 ， 508 ...... 4 . 2  
...... O .  18 ， 888 1 . 9  
"""1 3 . 7  1 5 ， 055 """16 . 2  
...... 7 . 0  ， 943 ...... 7 . 0  
...... 9 . 4  1 7 ， 325 ...... 8 . 3  

6 . 4  I 1 7 ， 138 13 . 8  
...... 2 . 2  34 ， 463 1 . 5  
"""1 1 . 5 1 比 863 """14 . 2  
""" 1 1 . 2  1 5 ， 086 """1 2 . 0  
"""1 1 . 4  29 ， 949 I """13 . 1  

(......減)
(注) 10市10町 : 神戸市、 尼崎市、 明石市、 西宮市、 洲本市、 芦屋市、 伊丹市

宝塚市、 三木 市、 川 西 市、 津名町、 淡路町、 北淡町、 一宮町
五色町、 東浦町、 緑町、 三原町、 西淡町、 南淡町
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(図 1 ) 被災1 0市1 0町の新設住宅着工戸数の推移 ( 県集計)
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(図 2 ) 新設住宅潜工件数に 占 め る マ ン シ ョ ン比率の推移 (兵庫県)
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3 . 神戸市の人口増加が 4 年ぶ り に縮小
災害復興公営住宅 を 中心 に し た大量の住宅供給が一段落 し た こ と で、 震災後順講 に増加

傾 向 に あ っ た被災地域の 人 口 も 2002年 に 入 っ て鈍化 し て き た 。

神戸市 の 人 口 を 見 る と 、 2003年 1 月 l 日 現在、 151万1807人 で 、 震災前 の99 . 4% ま で 回

復 し た が、 2002年の増加数は 4 年ぶ り に 縮小 し た 。 (表 2 参照)

2002年 中 の神 戸市 の 人 口 動 態 (注 4 ) は 、 自 然増 加 数 ( 出 生 数 死 亡 数) が1859人、 社

会増加数 (転入数 転 出 数) 4320人で前年の7748人 に比べ3428人減少 し た 。 こ の結果、 人

口増加数 ( 自 然増加数十 社会増加数) は6179人であ っ た 。 市 は 、 2003年 中 に震災前人rJ (152 

万365人) を 上 田 る と 見込 ん で い た が、 2004年春以降 に ずれ込 む情勢 と な っ て い る O

震災で約 4 万8000人減少 し た 人 口 は 、 1997年 か ら 回復 に 向 か い 、 2001 年 6 月 に 1 50万人

台 を 突破 し た 。

人 口増加が鈍化 し た 要 因 は 、 市全体の増加数の 9 割 を 占 め る 東難、 灘、 中 央 3 区 で 、 増

加が鈍 っ た こ と が大 き く 影響 し て い る O こ れ に つ い て 、 神 戸 市 で は r 3 区 を 中心 に 民 間 マ

ン シ ョ ン の供給が落 ち 着 い て き た た めJ と 分析 し て い る O

一方、 長 田 、 須磨、 垂水の 3 区で は 人 口 が流 出 し 、 そ れ ぞれ前年比97人 、 654入、 449 人

の 減少 と な っ た 。

た だ人 口 移動の 要 因 、 と く に社会増加数の変動要因 に つ い て は 、 住宅供給の状況 だ け で

な く 、 地域経済、 雇用動 向 な ど さ ま ざ ま な も の が考 え ら れ る 。 ま た家賃や住宅取得費用 と

密接 に 関連す る 住宅地 の 地位 の 動 き が人 口 移動 に 関係 し て い る O

神戸市 の 調 査 に よ る と 、 東播臨海部 の 住宅地平均価格 (明石市、 加吉川 市、 高砂市 3 市

の 平均価格) に対す る 神戸市の住宅地平均価格 は 1985 年 の 2 . 03倍の 格差が1989年 に 3 . 2倍

に拡大 し て い る O そ れがバ ブル崩壊後、 地価格差 は縮小す る 傾向があ り 、 震災後 も 同様の

傾 向が続い て い る O そ の結果2002年 に は 1 . 52倍 に ま で縮 ま っ て い る O

こ う し て両地域 聞 の 地価格差 の 縮小 と 連動 し て 、 神戸市の 人 口 動態 は 、 転 出超過か ら 転

入超過へ と 変化 し て お り 、 神戸市 と 東播臨海:部の油価 の 動 き が両地域 間 の 人 口 移動 の 大 き

な 要 国 と な っ て い る こ と を 示 し て い る 。

(注 4 ) 人 口動態 (人口増加数) は 、 住民基本台帳法及び外国人登録法の規定に蒸づ く 出生 ・ 死亡 ・ 転入転出 の
届 出 を 集計 した も の。
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(表 2 ) 
年次

1996 
1997 
1998 

※ 「震災前、子均」 は震災前の 1990:y' か ら 1994年の 5 年 間 の年平均

ι 被災市街地 は約 3 割 が空地
阪神大震災で被災 し た建物の跡地が どの よ う に 再建 さ れ た か に つ い て は 、 全体的 な調査

デー タ は な い が、 神戸市 (調査担当 ・ 都市計画総局計両部地域支援室) で は 、 住宅地 図 を

ベ ー ス に し て 、 震災年の1995年 か ら 2001年 ま で、 空地状況調査を 行 っ て い る O こ こ で空地

と い う の は 、 更地 と し て未利用 に な っ て い る 土地 の ほ か、 駐車場 と し て利用 さ れて い る 土

地 も 含 ま れ る 。

こ の調査は (株) ゼ ン リ ン の1995年版 (94年 4 月 一 6 月 調査) の住宅地閣 を ベ ー ス と し

て 、 1996年版か ら 2001年版 ま での 各年度の住宅地図上で判 別 で き る 新築建物 (震災後新築

さ れた建物 ) 、 震災前空地 ( 1995年版地 図 に お い て既 に 京地 と な っ て い た土地) 、 震災後空

地 (1995年販地図 に お い て震災 に よ り 被災 を 受け空地 と な っ た土地) を マ ー キ ン グ し て 、

空地の残存状況 を 把握す る 手法で行 わ れ た 。

調奄対象地域は 市 内 6 区 (東灘区 ・ 灘区 ・ 中 央 |玄 ・ 兵庫 区 ・ 長 田 区 ・ 須磨 区 ) の な かで 、

神戸市が震災復興促進区域 と し て指定 し た 総面積5887ヘ ク タ ー ル の 区域であ る O

調査結果 に よ る と 、 震災直後 に空地 に な っ て い た 土 地 は 6 区全体で 5 万9290件 あ っ た が、

こ れ を 100 と し て空地数の件数の推移 を 見 る と 、 空地率 は 1 996年65% (空地数 3 万8585件) 、
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1 997年56% ( 3 万2055件) 、 1998年41 % ( 2 万3457件) 、 1999年38% ( 2 万 1623件) 、 2001

年32% ( 1 万8273件) と な っ て お り 、 約 3 分の l が ま だ空地 と し て残 っ て い る 現状で あ る 。

面積で は 、 計142万7673m2が空地の ま ま と な っ て お り 、 こ れ は調査対象地域の2 . 4 % に 相 当

す る 。 (表 3 参照)
震 災 に よ っ て発生 し た空地は倒壊 し た措家や ア パ ー ト な どの跡地が多 い と 見 ら れ る が、

地権者 に 再建意欲が乏 し い 、 あ る い は 、 資金難 な どの問題か ら 再利 用 が遅 れ て い る も の と

見 ら れ る が、 震災で住宅が倒壊 し た 空地 は 、 地方税法の特例措置で、 2005年度 ま で固定資

産税が最大 6 分の 1 に 減免 さ れ る た め 、 そ れ ま で再建 を 見送 っ て い る 地権者 も 多 い と 市で

は推測 し て い る O
(衣 3 ) 神戸市 8 区の震災後空地の動向 (件数)

凶積 (m' ) 1995年 1996年
0�50 3 ， 380 i ， 316  

50� 100 4 ， 240 " ， 
主交 )�200 2 ， 536 1 ， 393 
i難 200� 500 ! 1 ， 1 56 650 
区 500以上 270 152 

合計 (件数) i 11 ， 582 6 ， 974 
合計 (隠穏)

。�50 4 ， 455 3 ， 189 
50� 100 4 ， 969 3 ， 040 

灘 100�200 1 ， 738 1 守 015
200�500 499 289 

区 500以 ヒ 96 59 
合計 (件数) 1 1 ， 757 7 ， 592 
合計 (面積)

。 2 . 928 1 ， 817 
50� 100 1 . 536 936 

中 )�200 615 
央
区 500以上 97 50 

合計 (件数) 5 ， 427 3 、 345
合計 (而積)

。�50 3 ， 824 2 ， 767 ト一一一
50� 100 3 ， 02 1  1 ， 957 

ト
Jノt、ミ 100�200 899 560 I 
庫 200�500 266 15 1  
区 500以 と 74 48 

合計 (件数) 8 ， 084 5 ， 483 
よ口〉、苦ロl

1997年 1998年
1 ， 486 1 ， 321 

1 ， 200 
1 ， 026 805 I 

549 457 
109 70 

4 ， 77 1  3 ， 853 

2 ， 297 2 ， 094 
2 ， 609 1 ， 493 
1 ， 2 1 2  614 

307 194 
47 24 

6 ， 472 4 ， 4 1 9  

1 ， 364 986 
991 475 
288 I 242 
13 1  101 
43 19 

2 ， 8 1 7  1 ， 823 

2 ， 094 1 ， 739 
1 ， 604 926 

572 376 
12 
34 1 7  

4 ， 516  3 ， 19 1  

1 999{f 
1 ， 178 
1 ， 071 

722 
4 1 1  
65 

3 ， 447 
385 ， 0 11 I 

1 ， 852 
1 ， 297 

556 
185 
29 

3 ， 91 9  i 
317 ， 24 1  

925 I 

245 
102 
24 

1 ， 734 
134 ， 497 

1 ， 594 
895 
384 
146 
20 

3 ， 039 
217 ， 780 

200 1{ド
1 ， 007 

912 
6 19  
323 
60 

2 ， 921 
3 1 4 ， 727 

1 ， 548 
966 
446 
132 
22 

3 ， 11 4  
232 ， 413 

810 
406 
1 87 
100 
24 

1 . 527 
1 19 ， 813 

1 ， 443 
772 
349 
1 28 
20 

2 守 712
1 89 ， 563 
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面積 (ば) 1995年 1996年 1997年 1998年 問年 :工7E二ト一一
。�50 8 ， 427 6 ， 091  4 ， 724 3 ， 814 3 ， 536 3 ， 069 

50�100 4 ， 973 3 ， 237 3 ， 650 2 ， 292 2 ， 189 I 1 ， 803 
長 1 00�200 1 ， 353 871 803 784 747 599 
回 200� 500 450 274 I 258 280 271 223 
1:R 500以上 89 55 37 44  31 

合計 (件数) í ， 292 9 ， 490 1， 7 ， 207 I 6 ， 787  5 ， 725 
合計 (面積 469 ， 083 378 ， 575 

。�50 2 ， 631 ， 77 1  1 ， 593 1 ， 437 1 ， 300 1 ， 082 
50� 100 2 ， 723 129 887 808 678 

須 100�200 1 ， 184 647 4 1 9  389 337 
磨 200�500 492 278 213 179 157  140 
区 500以上 118 89 107 42 43 37 

合計 (件数) 7 ， 148 4 ， 658 3 ， 989 2 ， 964 2 ， 697  2 ， 274 
合計 (面積) 236 ， 206 192 ， 582 

。�50 25 ， 645 1 7 ， 951 13 ， 558 1 1 ， 391  8 ， 959 
50� 100 21 ， 462 1 3 ， 380 1 1 ， 884 7 ， 273 6 ， 698 5 ， 537 

6 8 ， 325 4 ， 990 4 ， 548 3 ， 240 3 ， 043 2 ， 537 
区 200� 500 3 . 114 1 ， 806 1 ， 670 1 、 344 1 ， 272 1 ， 046 
言十 500以 ヒ 744 I 458 395 I 209 225 194 

合計 (件数) 59 ， 290 38 ， 585 32 ， 055 23 ， 457 21 ， 623 18 ， 273 
合計 (商積) 1 ，  759 ， 8 18  1 ， 427 ， 673 

※2000年は調査が未実施 の た め デー タ な し 1999年以前の面積 は デー タ がな い ため未集計
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fi三節 目耐震化促進事業の展開

1 . 無料耐震診断誰進事業が完了
阪神大震災で は 、 住宅の耐震基準が強化 さ れた 1981年の建築基準法改正以前 に建て ら れ

た住宅の倒壊が多か っ た こ と か ら 、 兵庫県 で は 、 国土交通省 の方針 に 基づい て 、 2000年度

か ら 無料で住宅の耐震性 を 診断す る 「 わ が家の耐震診断推進事業」 を ス タ ー ト し た 。

は2002年度 ま での 3 年 間実施 さ れ、 診断数は2000年度が4617棟、 2001年震が4623棟、

2002年度 は3669棟で、 3 ‘ 間 で計 l 万2909棟、 3 万9322戸 に達 し た。 県 で は 事業計画戸数

と し て 、 3 万5000戸 を 予定 し て い た が、 そ れ を 上 回 っ た 。 た だ、 県 下 の 旧 離震基準の住宅

は約78万戸 と 見 ら れて い る の で、 耐震診断が実施 さ れた住宅は ご く 一部 と い う 状況であ る O

(表 4 参照)

3 年 間 の診断結果 を み る と 、 木造住宅で は 1 万1353棟の う ち 、 「 や や危 険」 と 診断 さ れ

た の が3305棟 (29 . 1%) 、 「倒壊 ま た は 大破壊の危険があ る 」 と 診断 さ れ た の は 6176諌 (54 . 4%) 、

あ わせて9481棟 (83 . 5 % ) も の住宅の耐震性に 問題があ る こ と がわ か っ た 。 鉄筋 コ ン ク リ ー

ト 造で も 1019棟の う ち 、 707棟 (69 . 4%) が 「倒壊 ま た は 崩 壊す る 危険性が高 い」 と 診断

さ れた 。 (表 5 参照)

2 . 利用者ゼロ に 終わ っ た 改修工事の利子補給制度
「 わ が家の耐震診断推進事業」 の結果 を 受 け て 、 兵藤県 で は 、 住宅の耐震性 を 高 め る こ

と が最大の地震災害対策 に つ な が る と い う 認識で、 2002年 7 月 か ら 住宅 の離震改修工事 を

資金的 に 支援す る 制度 を 創設 し た 。

診断後の 追跡調査で、 耐震改修工事 を 行 う 際 の 金額 に つ い て 、 全体の48 % が '300万円

ま で の範囲 な ら 可能J と 回答 し て い た た め 、 資金助成 を 行 え ば、 船震化が促進 さ れ る と の

判 断で あ っ た 。

具体的 に は 、 耐震診断で 「危険J ' や や危 険」 と 診断 さ れ、 住宅金融公産 の リ フ ォ ー ム

融資あ る い は県民住宅 ロ ー ン な ど を 利用 し て 、 住宅の改修工事 を 行 う 際、 借 入 れ資金 の 一

部、 担 人住 宅 は 1000万 円 、 マ ン シ ョ ン 共用 部分 は 1 戸 あ た り 240万 円 の情入 金 を 上 限 に 5

年 間 、 年 1 . 7% の利 子補給 を す る 制度 で あ る O

助成額 は 個 人住宅で最大85万 円 、 マ ン シ ョ ン は20万4000円 と な る O 希望者 に対 し て は 、

県が工事前 に 設計内 容 を 審査 し 、 工事完了後 に補給額 を 支払 う 仕組み と な っ て い た 。

と こ ろ が、 制度の ス タ ー ト か ら 半年後た っ て も 利用 の 申 し 込 み は 1 件 も な く 、 2006年度

ま で の 5 年 間 に 1750戸の利用 を 見込 ん で い た 県 の 目 論見 は完全に外れた形 と な っ た。

費 300万 円 の場合で 、 利 子補給 は 年 間 約 5 万 円 に す ぎず、 利 用 メ リ ッ ト が薄 い と 敬遠 さ れ

た た め と 見 ら れ て い る O ま た改修 ロ ー ン を 借 り る こ と が前提 と な る た め 、 高齢者か ら は利
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用 し に く い と の声 も 多 か っ た 。

民間住宅の耐震改修 を促進す る た め に 資金助成 を す る 制度 は横浜市、 静 岡 県 な どで も 導

入 し て い る が、 横浜市では補助額が最高540万円 、 静岡県で も 一律30万 円 を 補助す る 制度 と

な っ て お り 、 兵産県の場合、 利子補給 と い う 形に し た た め 、 補助額が低 く な っ た も の で あ る 。

3 . 耐震改修工事 に 直接補助す る 制度ヘ見直 し
耐震改修工事の 借 入 れ資金への利子補給制震が不評 に 終わ っ た 反省か ら 、 兵庫県 で は 、

2003年度か ら 新 た に 、 診断 ・ 設計費 と 工事費へ直接助成す る 「わ が家の耐震改修促進事業」

を 実施 す る こ と に し た 。

こ の制度の見直 し に よ り 、 耐震診断 と 改修設計費 に対 し て は 、 戸建て住宅24万円 、 共 同

住宅 6 万 円 を そ れぞれ上 限 に 、 そ の 3 分の 2 を 補助す る 一方、 工事費 用 の 補助 は 、 200万

円 未満が10万円 、 200万円以上300万 円 未満が15万 円 、 300万円以 上が20万 円 と な っ て い る 。

補助対象 は 、 !日i耐震基準が適用 さ れて い た 1981年 5 月 以 前 に 着工 さ れ、 安全性が低い と

診断 さ れ た 県 内全域の住宅で、 今後 5 年 間 で 、 診断 ・ 設計1850戸、 工事875戸の利用 を 見

込んで、 い る 。

耐震改修工事費補助事業 の対象 と な る 主 な 工事 は 、 ①碁礎 (地盤の悪い敷地での地盤改

良工事 を 含 む ) 、 柱、 は り 、 耐力壁及 び筋 か い の補強、 ②軽量化 の た め の屋根の葺 き 替 え

③火打 ち 梁や構造用合板で剛性 を 高 め る 床面の補強 ー な どで あ る 。

(表 4 ) わ が家の耐震診断推進事業実績 (2000年�2002年度)
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2000年度 一 戸建て住宅県民局 市 町 名 2002年度実績
棟数 戸数 1 棟数 戸数

但馬 言十 1 ， 024 1 ， 046 1 ， 009 940 
豊隠市 95 95 95 95 
城崎町 38 95 28 27 
竹野町 20 20 20 20 
香伎町 35 35 35 35 
日 高 町 339 275 338 273 
出石町 50 50 50 50 
仮東町 30 30 30 30 
村岡町 62 62 62 62 
浜坂町 33 44 32 32 
美方町 19 19  1 9  1 9  
j鼠泉町 15 14 1 15 14 
八鹿町 21 21 21 21 
養父町 32 31 32 31 
大屋町 25 25 25 25 
関宮町 45 45 45 45 
生野町 30 I 30 30 30 

和 白 山 町 76 97 73 73 
山東町 34 34 34 I 34 I 
朝来町 25 24 25 24 

丹波 計 307 292 307 262 
篠山市 47 47 47 47 
柏原町 22 22 22 22 
7]( ヒ田I 40 38 40 I 38 
青垣町 49 49 49 49 
若手 日 間I 60 57 60 57 
山南町 29 29 29 29 
市 島 町 60 50 60 50 

淡路 言十 608 614 601 572 
洲本市 108 120 I 105 91 
津名町 105 105 105 105 
淡路町 33 38 32 32 
北淡町 21 21 21 21 

津名郡一宮町 31 31 31 I 31 
五色町 25 23 25 23 
東浦町 36 34 I 36 34 

緑町 40 40 40 40 
西淡町 21 17 21 17 
二原町 44 39 44 39 ! 
南淡町 144 146 141 139 

合計 12 ， 909 39 ， 322 1 1 ， 780 11 ， 398 
(注) 棟 (戸) は 県補助金が支給 さ れた も の に つ い て計上 し て い る 。
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(表 5 ) 住宅耐震診断結果集計 (2000�2002年度)
口木造 (単位 : t東)

[ 1 . 5]))、上] 安全です
[ 1 .  0以上1 . 5未満} 一応安全です
[0. 7以上1 . 0未満] や や危険です
[0. 7未満] 倒壊ま た は大破壊の危険があ り ま す

口鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造 (単位 : 棟)
0 . 8以上 0 . 8未満

)二1 建 105 
長 屡 1 1 1 
共 同 196 
I口h 計 312 

ロ コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 造 (単位 : 棟)

[0 . 8以上1 倒 壊 ま た は崩壊す る 危険性が低い
[0. 8未満] 倒壊ま た は崩壊す る 危険性が高い

口鉄骨造 (単位 : 棟)

① 安全です
② 一般診断等 を おすすめ し ま す
③ 大地震特 に建物倒壊の危険があ る と 患い ま す

102 
l 

604 
707 

1仁込1 
207 
12 

800 
1 . 019 

③ 
10 
。
3 1 

13 

0 . 7未満 ; 合 計

i口込

5 ， 似 | 山88
136 1 胤
46 1 81  

6 . 176 I 11 . 353 

計
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第三意@ 住宅 285 



fi三館 進時被災者住宅再建支開眼何段

1 . 中央拐災会議 が公費負担 に否定的見解の提言
地震な ど大規模災害で被災 し た住民の住宅再建 を 支援 す る 制度の創設 に つ い て は 、 国 会

レ ベ ル で は 超 党 派 の 「 自 然災害か ら 国民 を 守 る 国会議員 の 会 (災害議連) J が 「被災者住

宅再建支援法J (仮称) の 成立 を 目 指す一方、 兵産県 は住宅所有者か ら 掛 け 金 を 徴収す る

共済制度 を 軸 と す る 独 自 の支援制度 を提唱 し て い る O

し か し 災害議連の法案に対 し て は 、 全 国 の市町村が 「事務負担が重 く な る 」 な ど と 反対

し 、 国 会提 出 は棚上げ に な っ た 。 こ の た め 、 災害議連で は 、 2002年 6 月 、 財 源 を 、 閏 と 被

災都道府県 ・ 市町村A に よ る 全額公費負担 と す る 法案骨子 を 承認 し 、 全住宅所有者の負担金

と 出費 の 両方で財源 を ま か な う と し た従来の法案か ら 方針転換 し た 。

修正 さ れ た 骨子会 に よ る と 、 自 然災害で住宅全半壊 し た所有者 を 支給対象 と し 、 住宅面詰

1 あ た り 15万円 (上限100m') で計算 し 、 地震で全壊 し た住宅 を 再建す る 場合、 2 分の 1 、

最高750万 円 を 支給。 半壊 は 6 分の 1 支給、 風水害が理 由 の場合は地震の 時 の 半額 と す る O

半面再建 し な い 人 に 対 し て は 、 そ れぞれの 3 分の l を 支給す る と な っ て い る O

問、 都道府県、 市町村今の財源負担率 は 、 通常災害の場合、 そ れぞ、れ25% 、 25 % 、 50% 、

激甚災害の場合、 75 % 、 1 5 % 、 10% と し て 、 大災害 ほ ど 国 の 負 担 を 増 や す 制 度 に し た 。

こ う し た な かで 、 政府の 中 央防災会議防災基本計画専 門 調査会 (座長 ・ 伊藤滋都市防災

研究所理事長) は2002年 7 月 、 「防災体制 の 強化 に対す る 提言」 を 発表 し た 。

そ の な かで 、 公費負担 に よ る 住宅再建支援制度 に つ い て 、 持家世帯 と 借家世帯 と の公平

性の確保が難 し い な ど と し て 、 災害議連の制度 に つ い て 否定的 な 見解 を 示 し て い る O

提言で は 、 住宅再建支接 の あ り 方 に つ い て 、 『安定 し た居住 の確保 は 、 被災者の 生活再

建 を 支援す る 上 で最重要課題 の 一つ で あ る J と し た う え で、 「 し か し 、 私有財産 で あ る 個

人の住宅が全半壊 し た場合 に 、 そ の財産の損失捕 て ん を 公費 で行 う こ と は 、 持家世帯 と 借

家世帯 と の公平性が確保 さ れ る か 、 自 助努力 で財産の保全 を 図 る 意欲 を 盟害 し な い か な ど

の 問題があ る O こ れ に対す る 備 え と し て は 、 地震保険や 共済制度への加入 に よ り 対処す る

こ と が基本で あ る O 行政 と し て は 、 被災者の生活再建 を 支援す る と い う 観点 か ら 、 住宅の

所有 ・ 非所有 に 関 わ ら ず、 真 に支援が必 要 な 者 に対 し 、 住宅の再建 ・ 補修、 賃貸住宅への

入層等 に 係 る 負担軽減 な ど を 含め た総合的 な 賠住確保 を 支援 し て い く こ と が重要であ る 。

国 は 、 都道府県や 関係機関 と 調整 の と、 生活の再建 に あ た っ て必要 と な る 家財道具の調達

等 に対す る 現行 の 支援 に 加 え て 、 安定 し た居住の確保 の た め の 支援策 を 講 じ る べ き で あ

る J と 述べ て い る 。

記者会見で伊藤座長は 「 こ れか ら の都 市 の住 ま い は持家 よ り 借家が主流 と な る 。 鳥取の

よ う な 農村 と 都 市の 一戸建て居住者への支援 は違 う O 都市の 一戸建 て は 金持 ち が住 む こ と
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に な る か も し れ な い 。 そ こ に 一律 に 公費 を あ て て 、 理解が得 ら れ る か」 と 語 っ た。 さ ら に

伊藤座長 に よ る と 、 「真 に 支援が必要 な 人」 は 一 人暮 ら し の高齢者や賃貸住宅の 入居者が

イ メ ー ジ さ れ、 「負担軽減」 で は 家賃補助、 公営住宅建設、 再建費 の 頭 金補助 な どが想定

さ れ る と い う 。 (注)

(注) r神戸新開J 2002年 7 月 2 日 付 夕刊

2 . 独 自 の住宅再建支援制度 に 向 け県 が調盈会
独 自 の住宅再建支援制度の創設 を 呂 指す兵庫 県 は2002年 5 月 の県議会の震災復興特別委

員 会で、 新 た に 「定額負担 ・ 定額支給」 方式 に よ る 共済制度 を 試案 と し て 示 し た 。 そ れ に

よ る と 、 住宅所有者か ら 家の大 き さ に か か わ ら ず年額2000円程度の負担金 を 徴収 し 、 地震

で住宅再建の場合、 一律600万 円 、 補修 に最高200万 円 、 風水害の場合、 地 震 の 2 分の 1 を

支給す る と い う 内容であ る O

「 自 然災害か ら 国民 を 守 る 国会議員 の会」 の 法案骨子 で は 、 住宅所有 者 の 負 担金 と 支給

額 は住宅の床面積 に 比例 し 、 加 え て 負 担金 は 国 定資産税 と 合わせて市町村が徴収す る と し

て い た た め 、 全国市長会な どが反発 し た 。 県 の 試案 は こ れ ら の 課題 を 解消 を ね ら っ た も の

で、 国が支給額の 半額 を 負 担 し 、 住宅所有者 に よ る 共済 と 公費 を 組み合わせ る 制 度 に な っ

て い る 。

こ の独 自 の住宅再建支援制度 に つ い て 、 県 で は 2003年度か ら 、 調査会 を 発足 さ せ る 方針

を 決め た 。 調査会 に は専 門家 を は じ め市 町 の 参加 も 視野 に 入 れ、 住宅所有 者 の 負担金の金

額や徴収方法 な ど の 課題 に つ い て 1 年 間 か け て議論 を 重ね 、 震災10年 自 の 2005年度 の 制 定

創 設 を 視 野 に 県単独制度の実現可能性 に つ い て 検討 を 進め る と し て い る 。

3 . 被災者復興支援会議 亜 が住宅再建支援 を 強調す る 提言
被災者支援の た め の さ ま ざ ま な 提言 を 行 っ て い る 被災者復興支援会議 皿 (康長 ・ 室崎益

輝神戸大学教授) は2003年 1 月 、 「被災者生活再建支援法の見直 し に 向 け て J と 題 し た提

言 を 行 っ た 。 お も に被災者生活再建支援法の見直 し に つ い て提言 し て い る が、 [ 将 来 の 災

害 に備 え る 新た な 仕組み を 創 設す る ] と し た提言の な かで、 住宅再建支援制度の創 設 に も

言及 し て い る O そ の 内容 は 以 下 の 通 り であ る O

「 自 然災害被災者の救援 と 生活 の 再建の た め に は 、 被災者生活J再建支援法 に よ る i直後の

生活の立 ち 上が り 支援だ け で は な く 、 生活 自 立の基盤 と な る 住宅再建に対す る 支援策が不

可欠であ る 。

阪神 ・ 淡路大震災で は 、 住宅 を 失 っ た 膨 大 な 数 の被災者の住宅の確保 に 対す る 支援 と し

て 、 仮設住宅の供与、 災害復興公営住宅の供給や民間賃貸住宅の家賃補助等が実施 さ れ、

大 き な 役割 を 果 た し た 。 し か し 、 他方で、 大 き な 被害 を 受 け な が ら 十分 な 経済力 がな い住
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宅所有者の 中 に は 、 住み'慣れた土地 を 離 れ ざる を 得 な い 人や 多額の経済負 担 を 抱 え込 む 人

も 相 当 数 い た 。

こ の被災者 自 身 に よ る 住宅再建が国難 で あ っ た と い う 問題 は 、 個 々 の被災者の復興 だ け

で な く 、 地域全体の復興 を も 遅 ら せ る 原 悶 と な り 、 コ ミ ュ ニ テ ィ の崩壊や地域経済の疲弊

を も た ら す 要因 と も な っ た 。 こ う し た 阪神 ・ 淡路大震災 と そ の後の復興の経験か ら 、 被災

者の 自 立 を促 し 、 地域社会の速やか な 再建 を は か る う え で、 住宅再建の 支援 シ ス テ ム の 総

合的 な 見 直 し を は か る こ と が、 緊急の 課題 と な っ て い る O

震災後 に 、 !日 国土庁 に 設置 さ れた 「被災者の住宅再建支援の在 り 方検討委 員 会」 に お い

て も 、 大規模災害後の住宅再建 に つ い て は 、 公益性あ る い は公共性があ る こ と が確認 さ れ

て お り 、 そ の 趣 旨 に基づい て住宅再建支援の た め の総合的 な 制度の確立 を 急 ぐ必要があ る O

東海地震や南海地震 な どの 巨大災害が近 々 に発生す る 、 と 予測 さ れ る 状況 の 中 で は 、 そ の

制度化が と り わ け急がれ る O

制 度 の 内容 に つ い て は 、 自 助 ・ 共助 ・ 公助 に よ る 総合 的 な 仕組み を つ く る こ と 、 借家、

持家 を 問 わず、 被災者の態様に応 じ で す み や か に住宅が確保で き る 仕組み と す る こ と 、 地

域の経済や安全 な 社会 と い っ た視点 を も っ た仕組み と す る こ と な ど を 碁本 と し て 、 さ ら な

る 叡智 を 結集 し つ つ 国民の合意形成 を す み や か に 図 り 、 具体化す る こ と が期 待 さ れて い る 。

そ の た め に 政府 は も と よ り 自 治体そ の飽の 関係機関が、 前 向 き に 努力 さ れ る こ と を 求 め た

し ミ o jJ
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l 第四節 マ ン シ ョ ン建て替え 円滑化に向けた法整備

1 . 区分所有法の改正
阪神大震災で は 、 都 市型災害の特徴 と し て 、 集合住宅が大 き な 被害 を 受 け た 。 兵庫県 の

調査で は 、 震災で全半壊 し た被災マ ン シ ョ ン (10戸以上) は 172カ 所 に の ぼ り 、 う ち 105 カ

所 は 建て 替 え が完了 し た 。 し か し震災後 8 年 目 の2002年 に な っ て も 、 3 カ 所 は住民の意見

が ま と ま ら ず 「方針未定」 と し て 、 応急、補修で し の い で い る ほ か 、 建て替 え 決議 を 巡る 住

民の意見対立で訴訟 に発展 し た ケ ー ス も 3 カ 所あ っ た 。

こ う し た マ ン シ ョ ン 再建 を め ぐ る 問題 の 背景 に は 、 建て替 え る 場合 に 、 現行の 区分所有

法 (マ ン シ ョ ン 法) の建て 替 え 要件が大 き な 壁 に な る と い う 現実があ っ た 。 区分所有法で

は 、 客観的 に 建 て 替 え が必 要 な 場合 (建物 の 維持 ・ 復旧 費 用 が建 て 替 え 費 用 に く ら べ て過

分 と い う 要件 を 満 た す と き ) に 眼 っ て 、 全体の 5 分の 4 以上 の 賛成 に よ る マ ン シ ョ ン 建て

え が認め ら れて い る 。

現在、 都市部 を 中 心 に 分譲 マ ン シ ョ ン は全国で約385万戸 に の ぼ り 、 そ の う ち 、 い ず れ

建 て 替 え に 直面 す る 築後30年以上の マ ン シ ョ ン が約 12万戸 あ る O さ ら に20 10年 に は築30年

超マ ン シ ョ ン は約93万戸 に達す る と 予測 さ れて い る O 大災害時 の マ ン シ ョ ン 再建 と い う 意

味 だ けで は な く 、 マ ン シ ョ ン 建 て替 え の 円滑化が、 都市の再生 と 居住環境 向 上 の 観点 か ら

も 急務 と な っ て い る O

こ の た め 、 法相 の諮問機 関 で あ る 法制審議会 (会長 ・ 竹下守夫駿河台大学長) は老朽化

し た分譲マ ン シ ョ ン の建 て 替 え を 容易 に す る た め の 区分所有法 (マ ン シ ョ ン 法) 改正案 を

審議 し て き た が、 2002年 9 月 の総会で法案 の 要綱 を 決め 、 森山真弓法相 に 答 申 し た 。 改正

案 は 同年秋の 臨 時 国 会 に 提 出 さ れ、 12月 4 日 可決成立 し た 。

区分所有法改正の最大の ポ イ ン ト は 、 建て替 え 要件 に つ い て 「区分所有者の 5 分の 4 以

上 の 賛成 多 数決議」 だ け で可能 と し た 点 で あ る O 法制審 の 審議 で は 、 「建て 替 え に 反対す

る 独居老人 ら 少数者 に 配慮 し て 、 築後30年以上 と の 要件 を 加 え る 」 と い う 案 も 論議 さ れ た

が、 結果的 に30年以上要件 は外 さ れ た 。

現行法で は 5 分の 4 以 上 の 賛成 多数決議 に 加 え 、 「修繕 ・ 復 旧 す る 場合 に 過 分の 費 用 が

か か る 」 こ と を 建て 替 え の 前提条件 に 規定 し て い た が、 「過分の 費 用 」 の 範 囲 があ い ま い

な た め に建 て 替 え が進 ま な い と い う 状況があ っ た 。 板神大震災で も 、 住民の合意が得 ら れ

な か っ た お も な 争点 は こ の 費 用 を 巡 る 判 断であ っ た 。 改正では こ の 要件 も な く な っ た 。

ま た 決議 に 基づ い て マ ン シ ョ ン を 建 て 替 え る 場合、 現行法 は 現在 の 敷地 内 で の 更新 に

限 っ て い る が、 改正で は !費接す る 土地 を 含め て建 て 定す こ と を 認 め 、 複数棟で構成 さ れ る

団地型マ ン シ ョ ン の一括建て 替 え の場合 は 、 全体の 1 5 分の 4 J の 賛成があ れ ば、 各棟 ご

と の賛成要件 は 1 3 分の 2 J と し た 。 さ ら に建 て 替 え 反対者 は 時価 で の 物件買 い寂 り を 求
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め る こ と がで き る 条文が盛 り 込 ま れた 。

2 . マ ン シ ョ ン 新法が成立
区分所有法改正審議 と 並行す る か た ち で、 2002年 6 月 「マ ン シ ョ ン の建替 え の 円滑化等

に 関 す る 法律J ( マ ン シ ョ ン 新法) が公布 さ れ た 。 従来の法制度の枠組み で は 、 建て 替 え

を 行 う 団体の 法的位置づけや運営 ル ー ル が不明確で、 契約の手続 き が円 滑 に で き な い と か、

区分所有権や 抵 当権 な ど を 再建 し た マ ン シ ョ ン に 丹滑 に 移行 さ せ る た め の 法 的 な 仕組みが

な い こ と カヰ旨摘 さ れ て い た 。

マ ン シ ョ ン 新法 は 、 そ う し た不備 を 改 め 、 医分所有法 に よ る 5 分の 4 以 上 の 賛成で建て

替 え が決議 さ れた後、 建 て 替 え に 至 る ま で の ス ム ー ズ な 道筋 を つ け る た め の 新 し い法制度

で あ る 。

マ ン シ ョ ン 新法 の 主 な 内 容 は 以 下の通 り であ る O

①区分所有 法 に 基づ く 建て 替 え 決議が さ れた場合、 建て替 え に合意 し た 区 分所有者が法

人格 を 有 す る 「マ ン シ ョ ン 建 て 替 え 組合J を 設立で き る も の と し 、 組合 に は マ ン シ ョ

ン 業者 な ど民間事業者 も 参加 し て 、 そ の ノ ウ ハ ウ 、 資金力 を 活用 で き る O

②区分所有権、 抵当権等の 関係権利 を 再建 さ れ た マ ン シ ョ ン に 円滑 に 移行 す る た め に 、

市街地再開発事業で用 い ら れて い る 権利変換手法 に よ っ て 、 一斉 に 移行 さ せ る こ と が

で き る O

③建て替 え に参加 し な い者等か ら マ ン シ ョ ン 建て 替 え 組合が区分所有権等 の 買 い取 り を

行 う こ と がで き る O ま た 高齢者 な ど建て替 え に参加す る こ と が関 難 な 者 に対 し て 、 公

共賃貸住宅への優先入居 な どの居住安定 の た め の措置 を 講 じ る O

④防災や居往環境 の 面 で著 し い 問題の あ る マ ン シ ョ ン に つ い て 、 市町村長が建て 替 え を

勧告で き る O
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阪神 ・ 淡路震災復興計両最終 3 か年推進プログラ ム
兵庫県 は2002年12月 19 日 、 288の事業 を 盛 り 込ん だ 「復興計画最終 3 か年推進 プ ロ グ ラ ム J

を 発表 し た 。

県 は2000年 に 、 震災対策国際総合検証会議の検証結果や県民の意見 な ど を 踏 ま え て 、 「復

興計画後期 5 か年推進 プ ロ グ ラ ム 」 を 策定。 そ の後、 フ ォ ロ ー ア ッ プ委員 会の作業 な ど を

通 じ て 、 復興状況の分析や取 り 組み の 検証等 を 行 う と と も に 、 残 さ れた 3 か年 の基本的 な

考 え 方や 課題 を 整理 し 、 最終 3 か年推進 プ ロ グ ラ ム と し て重点 的 に取 り 組む べ き 事業 を と

り ま と め た 。

プ ロ グ ラ ム の な かで住宅 に 関す る 項 目 は 以 下 の通 り で あ る O

[住み続 け た い住 ま いづ く り }

O現状 と 課題

仮設住宅 に居住す る 被災者 を 恒久住宅へ早期 の 移行 を 図 る た め に 、 災害復興公営住宅等

を 計画戸数の38600戸 を 上 目 る 約42100戸 を 建設 し 、 ま た 、 被災入居者の生 活再建 を 支援す

る 観点 か ら 、 被災者の収入状況 に応 じ た家賃負担の軽減措置 を 行 っ て き た 。

ま た 、 入居者の高齢化率が高 い こ と か ら 、 自 治会の担い手不足や 白 治会活動が停滞す る

な ど、 良好 な コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り に 支障が生 じ て お り 、 県営の災害復興住 宅 と 高齢化率 の

高 い県営住宅 に い き い き 県住推進員 を 配置 し て 、 き め細 か な 支援 を 行 っ て い る が、 今後の

高齢化 の 進展等 を 考 え る と 、 こ の よ う な 支援が5 1 き 続 き 必要 と な る O

災害復興公営住宅等入居後 に 世帯員 の増減が生 じ た り 、 日 常生活 に支障 を き た す 身体機

能 の 低 下 が見 ら れ る 場合 な ど に は 、 災害復興公営住宅等の住宅交換 を 実施 し て い る が、

今後 さ ら に住民の ニ ー ズ の変化 も み な が ら 住み替 え シ ス テ ム を 構築す る 必 要 があ る O

ま た 、 高齢者の見守 り や コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り の た め に 、 災害復興公背住 宅 の 空 き 室 を 活

用 で き な い か検討 を 進 め る 必要があ る 。

民間住宅の再建支援 に つ い て も 、 住宅金融公庫、 県等 に よ る 住宅資金融資 で の擾遇措置

や 、 こ れ ら 融資 に対す る 利 子補給、 税制上の特例措置、 被災マ ン シ ョ ン の建 て 替 え 支援、

民間賃貸住宅居住者 に対す る 家賃の低減措置、 住宅再建 に 関 す る 情報提供 ・ 相談体制 の 充

実等、 さ ま ざ ま な 措置 を 講 じ て き た 。

さ ら に 、 高齢者等が安心 し て暮 ら せ る 住 ま いづ く り と し て 、 L S A (生活援助員 ) を 配

置 し た シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グや 共用 ス ペ ー ス を 備 え た コ レ ク テ イ ブ ・ ハ ウ ジ ン グ の 整備 を 進

め て き た が、 民 間 コ レ ク テ イ ブ ・ ハ ウ ジ ン グ等 の 建設 に つ い て も 、 コ ミ ュ ニ テ ィ を 生活 の

根幹 に据 え た コ レ ク テ イ ブ ・ ハ ウ ジ ン グ等 の 普及 を促進す る た め 、 整備費 の 一部 を 助 成 し

て い る O
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今後 は 、 こ れ ら 震災の 中 か ら 生 ま れ た 新 た な住 ま いづ く り を 今畿の住宅政策 に どの よ う

に位置づ け て拡げて い く かが課題で あ る 。

{残 り 3 か年の施策の基本方向]

0入居者 の ニ ー ズ に あ っ た 災害復興公営住宅の運営 ・ 活用

災害復興県営住宅等 の 団地 を 対象 に 配置 し て い る 「 い き い き 県住推進員 」 に よ る コ ミ ュ

ニ テ ィ づ く り の支援 を 引 き 続 き 行 う と と も に 、 若年世帯の優先 入居 を 行 い 、 入居者の世代

間 のバ ラ ン ス を 似| る よ う に す る O

ま た 、 親子の近居 や 隣居 な ど入居者の ニ ー ズ に対!忘 し た住 み 替 え を促進す る た め 、 住宅

交換制度の改善 ・ 活用 を 図 る O な お 、 入居者の収入状況 に応 じ た家賃 負 担 の軽減等 の 支援

も 引 き 続 き 行 っ て い く O

0災害復興公営住宅の 空 き 室活用 等 の 検討

入居者がお ら ず空 き 室 の ま ま で管理 さ れて い る 災害復興公営住宅の空 き 室 の有効活用 に

つ い て 、 デ イ ケ ア 、 グ ル ー プハ ウ ス 等への活用 や 団地 の 集会所 と し て の活用 も 検討 し て い

く O

ま た 、 高齢者が 身 近 な と こ ろ で利用 ・ 相 談 し や す い よ う に 、 災害複興公営住宅の敷地内

に 地域型在宅介護支援セ ン タ ー や デイ サ ー ビス セ ン タ ー な と々の社会福祉施設の 設置 を 推進

し て い く O

。公営住宅 に お け る 新 し い住 ま いづ く り の推進

災害復興公営住宅 で の 実績 を 踏 ま え て 、 公営住宅の 入居者の高齢化へ対応 し て い く た め 、

バ リ ア フ リ ー 化 に対応 し た住宅設備の 改修や L S A (生活援劫 員 ) が配置 さ れた シ ルバ ー

ハ ウ ジ ン グ の供給 を 推進す る と と も に 、 コ レ ク テ ィ ブ ・ ハ ウ ジ ン グ、 グ ル ー プハ ウ ス な ど

の新 し い住 ま いづ く り に つ い て も 検討 し て い く O

0民間住宅再建への 支援の継続

被災者が住宅の再建等 を 行 う 場合の資金融資や利子補給、 民 間賃貸住宅入居者への家賃

負担の軽減等の 支援 を 引 き 続 き 行 っ て い く と と も に 、 今後の 災害時の民間住宅への支援の

あ り 方の検討 に 活か し て い く た め 、 こ れ ら の施策 の検証 を 行 っ て い く O

0民需 コ レ ク テ イ ブ ・ ハ ウ ジ ン グの普及促進

高齢化社会 に お け る 高齢者等が安心 し て暮 ら せ る 住 ま い と し て 、 民 間 コ レ ク テ ィ ブ ・ ハ

ウ ジ ン グ の建設への 支援 を 推進す る O ま た 、 復興基金終了後、 普及促進の た め に どの よ う

な 支援が可能か検討 を 行 う O

0県外居住被災者への 支援

県外居住被 災者 向 け の情報紙 「 ひ ょ う ご便 り 」 の作成 ・ 送付や 、 兵庫県 に 民 り た い被災者

の 登録、 電話相談員 に よ る 栢談 ・ 情報提供 を 行 う と と も に 、 公営住宅入居希望者の優先 入

居 な ど、 帰県 に 向 け た き め細 か な 支援 を 引 き 続 き 行 う 。
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[残 り 3 か年で重点 的 に 取 り 組む事業]

0被災者住宅再建 ・ 購入支援事業補助 [復興基金]

・ 住宅金融公庫 の災害復興住宅融資等 を 受 け 、 新 た に住宅 を 建設 ま た は 購 入 す る 被災者

に対 し 、 利 子補給 を 行 う 。

0民間 賃貸住宅家賃負担軽減事業 [復興基金]

・ 震災 に よ り 住宅 を 失 っ た被災者が、 民 間賃貸住宅 に 入居す る 場合、 家 賃 の一部補助 を

行 う 。

0被災者 向 け コ レ ク テ イ ブ ・ ハ ウ ジ ン グ等建設事業補助 [復興基金]

@ 協 同生活 を 営 め る 冒住空間 を 備 え た コ レ ク テ ィ ブ ・ ハ ウ ジ ン グ等 を 建設す る 場合、 そ

の 費 用 の 一部 を 助成す る O

0 ひ ょ う ご カ ム バ ッ ク コ ー ル & メ ー ル事業 [復興基金]

@ 兵庫 県 に 戻 る こ と を 希望 し て い る 県外居住被災者 に 、 電話相談員が電話や手紙 に よ る

き め細 か な 栢 談 ・ 情報提供 を 行 う 。

。 い き い き 県住推進員 に よ る 支援

@ 災害復興県営住宅 に お け る 白 治会の設立 や 運営 に係 る 支援、 入居者 と 地域住民 と の交

流事業の 支援等、 コ ミ ュ ニ テ ィ 支援の充実 を 図 る 。

0若年 世帯の優先入居

・ 高齢化率が40% 以上 の既存団地 に お い て 、 夫婦 ま た は 婚約者 と の年齢合計が80歳未満

の世帯 に対 し 、 {憂先募集 を 実施す る O

0公営住宅入居希望者の 入居促進

@ 応募状況 に 応 じ た被災者優先枠 を 設 け 、 公営住宅 に 入居 を 希望 す る 被災者の入居 を 促

進す る O

0災害復興公営住宅の家賃対策

@ 災害復興公営住 宅 の 入居者 の 家賃 の 一部 を 減額す る O

0災害復興公営住宅 に 隣接 し た福祉施設の併設

@ 災害短興公常住宅等 の 敷地 内 に デイ ケ ア セ ン タ 一 等の社会福祉施設 を 設置す る 。

O シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ の 供給

@ 高齢者向 け の設備 ・ 仕様 (バ リ ア フ リ ー 化 ) を 備 え る 公共賃貸住宅 に 、 L S A (生活

援助員 ) を 派遣 し安全 ・ 安心 な 日 常生活 を 営む こ と の で き る シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グの供

給 を 、 住宅政策 と 福桂政策の連携の も と 推進す る O

0住宅金融公庫融資等 の 活用

@ 住宅金融公産 の 災害復興住宅融資の活用 が図 れ る よ う 支援す る O

O フ リ ー ダ イ ヤ ル に よ る 総合相談

@ 震災復興総令相談セ ン タ ー で、 兵庫県 に 戻 る こ と を 希望 し て い る 県外居住被災者の 相

談 を 行 う O
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0県外居住被災者支援情報提供事業

@ 県外 に 居住す る 被災者の情報ニ ー ズ に却 し た情報紙 「 ひ ょ う ご便 り J の作成 ・ 送付 を

行 う 。

0兵産 県 に 戻 り た い被災者の登録制度

@ 県外 に 居住 し 、 兵庫県 に戻 る こ と を 希望 し て い る 被災者 を 登録 し 、 個 別 に 必 要 な 支援

に つ な い で い く O
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第四章

福 祉



は じ め に

兵庫県 、 神戸市 と も 2002年震 の行政の重点 を 「参画 と 協働」 に す え た 。 阪 神 ・ 淡路大震

災後、 創造的復興の柱 と し た 「 自 助 ・ 共助 ・ 公助j と い う 考 え 方の定着が、 み ら れ る よ う

に な っ た 。

震 災 は 、 高齢化対 策や資源領環型社会の重要性 を 地域 に再認識 さ せ た 。 こ れ ら の 課題 を

解消す る た め ボ ラ ン テ イ ア を 原 型 と す る 市民活動 は 、 企業や行 政 を 絡め 「 協働」 へ と 発展

し て い っ た 。 新 し い市民社会 を 構築す る NPO は 年 を 追 う ご と に 幅広 い 活動 を 展 開 。 し か し 、

税制 問題、 資金不足 や 人材問題な ど多 く の悩み を 抱 え て い る O

障害者福祉の 大 き な 転換点 と な る 支畏費制度が新年度か ら は じ ま る 。 介護課険導入時 の

よ う に 、 一般の 関 心 も 議論 も 呼 ん で い な し、 。 利 用 す る 障害者や支 え る 関係 者 は 不安 を つ の

ら せ る 。

精神 障害者福祉 は新 し い支援費制度 か ら は 除外 さ れて い る 。震災後、 心 の 病 に 苦 し む 人 々

は増 え て お り 、 時代 と と も に 変化す る 福祉の流れ に 、 い か に対応すべ き か関係者の悩み は

深いO
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い\節 最務 付、年の福祉対策

県 は 、 こ れ ま で阪神 ・ 淡路震災復興計掘や後期 5 か年推進 プ ロ グ ラ ム に 基づ き 、 被災者

や被災地の復興 の た め 、 様々 な 施策 を 展 開 し て き た。 2002年12月 に は 「最終 3 か年推進 プ

ロ グ ラ ム J を 策定。 震災後 の 取 り 組み を 検証す る と と も に 、 被災地の復興状況や 、 こ れ ま

での取 り 組み の成 果 な ど を 踏 ま え 、 残 さ れ た重点課題等 を ク リ ア す る た め 全力 を あ げる O

1 .  2 1世紀 に 対応 し た福祉の ま ち づ く り (注 1 ) 

〔県福祉の ま ち づ く り 条例〕

被災地の復旧 ・ 復興 に あ た っ て は、 高齢者 や 障害者は も と よ り 、 すべ て の 人 々 に と っ て

や さ し い ま ち を つ く る た め 、 「福祉の ま ち づ く り 条例」 に 基づ き 、 バ リ ア フ リ ー 化 を 推進

し て き た が、 同 条例 を 1996年 と 2002年 に …官E改正 し 、 条例対象摘設の拡大等 を 図 る な ど、

一層 の 強 化 に 努め て き た 。

公共施設の バ リ ア フ リ ー 化 に つ い て は 、 県立施設 に つ い て 1999年度末 ま で に265施設 を

終了 し て お り 、 ま た 、 鉄道駅舎への エ レ ベ ー タ ー 設置補助 、 ノ ン ス テ ッ プパス の購入補助

な どの取 り 組み を 進 め て い る O

こ の よ う な 取 り 組み に よ り 、 2002年 3 月 末 に お け る 県 内 の 主 な 駅舎 ( 1 日 の乗 降客数

5 ， 000人以上) の う ち 、 69 . 0% がエ レ ベ ー タ ー 、 ス ロ ー プ、 車 い す対応エ ス カ レ ー タ 一 等

に よ っ て バ リ ア フ リ ー 化 さ れて い る O

〔ユニ バ ー サルデザ イ ン の推進〕

「バ リ ア フ リ ー 化」 の 考 え は 、 今 日 で は 、 ま ち づ く り な ど に 高齢者 ・ 障害者は も と よ り 、

すべて の 人 に 使 い や すい 「ユ ニ バー サ ル デザ イ ン の 推進」 に発展継続 さ れ る と と も に 、 県

下80市町で住民の参画で行わ れ て い る 農道の段差の点検 な ど、 全県的 な 取 り 組み と し て 展

開 し て い る O

〔災害復興公常住宅等の供給 と 家賃対策〕

ひ ょ う ご住宅復興 3 か年計画 に お け る 復興住宅 に つ い て は 、 計画戸数125 ， 000戸 に対 し

て 173 ， 300戸 を 供給 し た (2000年 3 月 末現在) が、 こ の う ち 災害復興公営住宅等 に つ い て は 、

計画戸数38 ， 600戸 を 上 田 る 約42 ， 100戸 (2000年 3 月 末) を 建設 し 、 ま た 、 被 災入居者が収

入 に 応 じ て無理の な い負担で公営住宅 に 入居で き る よ う 、 災害復興公営住宅の家賃 に つ い

て 特加低減措置 を 行 っ て い る O

こ の よ う に 、 災害復興公営住宅な どの供給 も あ り 、 ピ ー ク 時 (1995年1 1 月 15 日 現在 ) 46 ， 617
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戸 の入居があ っ た応急仮設住宅が、 2000年 1 月 14 日 を も っ て 入居世帯がすべ て 解消 し 、 恒

久住宅への移行が完了 し た 。

〔民間住宅再建への支援〕

被災者の住宅復興 を 支援す る た め に 、 税制上の 特例措置、 住宅金融公庫、 県 等 に よ る 住

宅資金融資での優遇措置 に よ る 支援 の ほ か、 住宅再建 ・ 購入資金融資 に対す る 利子補給、

民 間 賃貸住宅の家賃負担の軽減、 二重 ( ダ ブル) ロ ー ン 対策 と し て の助成金制 度 な ど復興

基金 を 活用 し た 幅広 い 支援 を 行 っ て き た。

〔新 し い住 ま いづ く り 〕

震災の教訓 を 活 か し 、 高齢者等が安心 し て暮 ら せ る よ う 、 生活支援が一体 と な っ た シ ル

ノ\� ハ ウ ジ ン グや コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ、 グ ル ー プハ ウ ス な ど新 し い住 ま いづ く り を 進

め て き た 。

〔被災 マ ン シ ョ ン の建て替え支援〕

被災 し た マ ン シ ョ ン の建 て 蒋 え 支援 と し て 、 復興基金に よ る 利子補給制度 を は じ め 、 住

宅金融公庫 に よ る 優遇融資、 優 良建築物等整備事業 に よ る 助成 、 定期借地権方式 に よ る 建

て 替 え 制 度 な ど、 様 々 な 支援策 を 講 じ た結果、 2002年10月 ま で に建 て 替 え 方針 の 108棟の

う ち 、 105棟が立て 替 え を 完了 し て い る O

〔住 ま い に 関 す る 相談や情報の提供〕

被災者が早期 に 安定 し た往生活 を 営め る よ う 、 住宅再建 ・ 確保 に 際 し て の様 々 な ニ ー ズ

に対応す る ひ ょ う ご住宅相談所 (2002年 4 月 か ら ひ ょ う ご住 ま い サ ポ ー ト セ ン タ ー に名 称

変更) を 設置 し た り 、 兵庫県 に 戻 り た い被災者への相談や情報提供 を行 っ て い る O

〔被災者 自 立支援金制度の創設〕

被災者の恒久住宅移転後の 自 立生活再建 を 支援す る た め 、 生活再建支援金制度 を創設 し 、

そ の後の 「被災者生活再建支援法」 の成立 ( 1998年 5 月 ) に つ な が っ た 。 な お 、 被災者 に

対 し て は 、 法律の付帯決議 を 受 け て 、 生活再建支援金制度等 を 拡充 ・ 統合 し て 、 被災者 自

立支援金制度 を 創 設 し 、 1998年 1 1 月 か ら 支給 を 開始 し た 。 こ れ ま で に 14万 を 超 え る 世帯 に

対 し て 約 1 ， 400倍、 円 を 支給 し 、 被災者の 生活再建 に 大 き な 役割 を 果 た し た 。

〔復興住宅 コ ミ ュ ニ テ ィ プラ ザ等の設置 ・ 運営支援〕

震災 に よ り 壊 さ れた 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ を 再生す る た め 、 地域の支援活動 や情報交換 ・ 交

流 の場 と し て 、 復興基金 を 活用 し て 、 安心 コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ ザ (2001年末328か所) を 設
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置す る と と も に 、 公営住宅 に復興住宅 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ (2001年末日か所) を 設置 し 、

そ れ ら の 運営 に 対 し て 支壌 を 行 っ て き た 。 こ の よ う な 取 り 組み に よ り 、 災 害復興公営住宅

に お け る 自 治会の結成不 も 86 . 5 % に な っ て い る O

〔高齢者福祉サ ー ビス 拠点等の整鵠〕

震災 に よ り 在宅で の 生活が困 難 に な っ た 要援護高齢者 に つ い て は 、 「す こ や か長寿大作

戦」 に 基づ き 、 特別養護老人 ホ ー ム 等の 整備 を 進 め る と と も に 、 在宅で の 生活 を 支援す る

ホ ー ム ヘ ルパ ー の 養成 や デ イ サ ー ピス セ ン タ 一 等の設置 な ど在宅福祉サ ー ピス の充 実 に も

努 め て き た 。 こ れ ら 高齢者福祉サ ー ピ ス 拠点等の整備 に つ い て は 、 2000年度か ら の 介護保

険制度 の 施行 に 伴 い 、 県老人保提福祉計画 ( 介護保険事業支援計画) に 引 き 継がれて い る 。

〔 こ こ ろ の ケ アの推進〕

被災者の こ こ ろ の ケ ア を 推進す る た め に 、 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー (1999年 6 月 ) を 設置

す る と と も に 、 ト ラ ウ マ や PTSD 等の調査研究 を 行 う 、 こ こ ろ の ケ ア研究所 (2000年 4 月 )

を 設置 し た 。 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー の機能 は 、 2004年度か ら 各健康福祉事務所での こ こ ろ

の ケ ア 桔談室 に 引 き 継がれて い る 。

ま た 、 こ こ ろ の ケ ア に 関 す る 実践的 な研究や研修等 を 行 う 拠点施設 と し て 、 神戸東部新

都心 に 「 こ こ ろ の ケ ア 研究 ・ 研修セ ン タ - J (仮称) を 2004年度 の 開設 に 向 け て 整備 し て

い る O

〔高齢者等の見守 り 体制の充実〕

高齢者や 障害者等の 要援護 世帯 に対す る サ ポ ー ト を 行 う た め の保寵 ・ 医療 ・ 福祉の ネ ッ

ト ワ ー ク づ く り を 進め て き た 。

当初、 保健師や民生委員 ・ 児童委員 な どが主 に 高齢者等の昆守 り 活動 を 行 っ て い た が、

そ の後、 生活援助員 ( 1995年設置) 、 生活復興相談員 (1997年 7 月 設置) 、 高齢世帯生活援

助員 (2001年10月 設置) 、 い き い き 県住推進員 (1999年 2 月 設誼) の設置 な ど被災高齢者

の見守 り 体制 の充実 を 図 る と と も に 、 こ れ ら の 支援者 の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り に取 り 組 ん で

き た 。

〔健康づ く り ・ 仲間づ く り 支援〕

兵産県看護協会の看護 ボ ラ ン テ イ ア と 白 治会等が協力 し て 開設す る 「 ま ち の保健室」 や 、

NPO 等 と 地域住民が協力 し て 実施す る 元気 ア ッ プ活動支援事業等の健康づ く り ・ 仲 間 づ

く り へ の 支援 な ど に 取 り 組 む と と も に 、 復興住 宅 コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ ザ、や 地域活動 ス テ ー

シ ョ ン 等 の 設 置 ・ 運営 に よ る 地域の支援活動や情報交換 ・ 交流 の場づ く り も 進 め て き た 。
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〔生活保護世帯への支援〕 惟 2 ) 

県下の被保護世帯数 ・ 人員 は 1 992年 9 月 を 境 に微減傾 向 か ら 撒増 な い し横 ぱ い に 転 じ て

い たが、 阪神 ・ 淡路大震災 の 影響 を 受 け て 、 被保護世帯 の県外転出 、 施設入 所 、 死 亡 、 親

族等の 同居 な どか ら 、 廃止件数が開始件数 を 大 き く 上 回 る 状況が1995年 5 月 ま で続い た が、

6 月 か ら は 開 始件数 と 廃止件数がほ ぼ均禽す る よ う に な り 、 1996年 3 月 以 降 は 開始が継続

し て 上 回 っ て い る O そ の結果、 世帯数、 人員 と も そ れ ぞれ1996年 4 月 、 同 年 8 月 に底 に な

り 、 そ の 後 は 世帯数、 人員 と も 増加傾向 に あ る O

2003年 3 月 現在 、 46 ， 868世帯 (前年 3 月 時点 ・ 42 ， 988世帯) 、 69 ， 744人 ( 同 ・ 63 ， 600人) 、

保護率 は 12 . 5 % ( 同 . 1 1 . 4 % ) の 状況 に あ る O 震災前の1994年12月 と 比較す る と 、 17 ， 407

世帯 ( 向 . 13 ， 527世帯) 、 25 ， 496人 ( 同 ・ 19 ， 352人) の増加で、 保護率 は4 . 5% ( 同 ・ 3 . 4 % )

と 大幅 な 増加。 震 災 に よ る 被害 の 最 も 大 き か っ た神戸市 の 場合、 8 ， 645世菅、 13 ， 344人 の

増加で保護率 は8 . 9% 増 と な っ て い る O

災害復興住宅 に お け る 高齢化が、 ま す ま す激 し く な る 一方、 経済不況 に よ る リ ス ト ラ な

ど生活環境の悪化が保護率の上昇の原 因 と な っ て い る よ う だ。

災害復興住宅で は 、 入居高齢者の安否確認 な ど を 行 う 高齢世帯生活援助員 を 53人か ら 102

人 に増 員 。

ま た安定 し た 生活 を 確保す る た め に 、 ケ ー ス ワ ー カ ー に よ る 定期 訪 問 を 実施す る と と も

に 、 民生委員 ・ 児童委員 、 ホ ー ム ヘ ル パ ー 、 保健所等関係機関 と の連携 に よ り 、 個 々 の世

帯の実情に即 し た 処遇の充実 を は か っ た 。

(県健康生活部資料)

〔残 さ れ た 3 か年の重点課題〕

恒久住宅への 移行が完了 し 、 災害復興公営住宅な ど新 し い住 ま い での生活が本格化す る

中 、 災害復興公営住宅入官者 の高齢化率が年 々 高 く な っ て お り 、 閉 じ こ も り が ち ゃ ADL

( 日 常生活動作) の低下 し た 高齢者がみ ら れ る 。

こ の た め 、 被 災高齢者の見守 り 体制 の 整備 を 引 き 続 き 進め る と と も に 、 被災高齢者の鑓

康づ く り ・ 生 き がい づ く り に取 り 組む必要があ る 。
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ま た 、 震災か ら 7 年以上が経過 し た今 も 、 震災 に よ り こ こ ろ の ケ ア を 要す る 被災者、 児

童生徒 は 依然 と し て多 い こ と か ら 、 引 き 続 き こ こ ろ の ケ ア の推進 に取 り 組 む 必要があ る O

さ ら に 、 災害復興公営住 宅 に お け る コ ミ ュ ニ テ イ づ く り や 、 入居者の ニ ー ズ に あ っ た住

宅運営 ・ 活用 の促進 な ど、 高齢者は も と よ り すべ て の 人 々 に と っ て安心 し て住み続 け た い

住 ま いづ く り を 進 め る こ と が必要で、 あ る O

・ 被災高齢者 の 見 守 り 体制 の 整備

・ 被災高齢者の鰭康づ く り ・ 生 き がい づ く り

. こ こ ろ の ケ ア の推進

・ 住み続 け た い住 ま いづ く り

〔最終 3 か年プ ロ グ ラ ム〕

震災後10年 間 の 「阪神 ・ 淡路震災復興計画」 の残 り 2 年半 に取 り 組む重点事業 に つ い て 、

県 は 「最終 3 か年推進 プ ロ グ ラ ム J (2002年12月 ) を 決め た 。 被災高齢者 の生活支援 な ど288

の事業 を盛 り 込み 、 3 か年の総事業費 は 7 ， 300億 円 を見込ん でい る O

プ ロ グ ラ ム は 学識経験者や経済界の代表 な どで構成す る 「 同計画後期 五か年推進 プ ロ グ

ラ ム フ ォ ロ ー ア ッ プ。委員 会」 の素案 と 県民の意見 に 基づ き 、 県 が ま と め た 。

被災者や地域間 の復興格差の 拡大 な ど を 課題 に あ げ、 高齢被災者の見守 り 態勢 の 充実や

商庖街の活性化 な ど に取 り 組む と し て い る O

福祉や文化、 都市づ く り な ど五 つ の 分野 ご と に 、 現状 と 課題、 重点事業 を あ げた 。 福祉

睡 で は 、 高齢者 に対す る 住民同士の見守 り 態勢づ く り や 、 復興計画 の 終 る 2005年度以降の

態勢の検討、 支援者の 人材育成が必要 と 指摘。 支援者間 の 「見守 り ネ ッ ト ワ ー ク 会議」 や

研修 ・ 交流会の 開催 な ど を 重点事業 に あ げて い る 。

高!日持の活性化で は 、 空 き 庖舗 を 使 っ た実験庖舗や 、 新 た に 開業す る 人への助成 を 掲 げ

た 。 災害 に 強 い都市づ く り と し て 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 使 っ た 防災情報シ ス テ ム の充実や津

波対策の推進 な どが盛 り 込 ま れ た 。

〔震災1 0年への諜題提言〕

阪神大震災か ら の生活復興 を 支援す る た め被災者 と 行政の 聞 に立 っ て提言す る 第 三者機

関 「被災者復興支援会議 直 J (座長 ・ 室崎益輝神戸大学教授) が、 復興10年 に 向 け て 取 り

経むべ き 課題 と し て 1 1項 自 の提案 を し た 。 (2002年10月 )

高齢者の活躍の 場 を つ く る こ と や新 た な 地域経済の形成 な ど、 復興の教訓i や成果 を 普遍

的 な シ ス テ ム と し て 定着 さ せ る こ と を 提言 し て い る 。

「福祉 ・ 生活関連」 で は 高齢者への施策が中心で、マ高齢世帯生活援助員 な どに よ る 見守

り 体制 の恒久的 な 継続マ集い の 場 と し て 商屈倍の 空 き 庖舗利用マ活動 の 場 を 構渡 し す る シ

ニ ア コ ー デ ィ ネ ー タ ー の養成 な ど を 提案 し て い る O
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住 ま い ・ ま ち づ く り 関連 で はマ ま ち づ く り 協議 会 な ど環境創造の担い手育成マ住宅や公

共施設 の 担 い 手育成マ住宅や公共施設の謝震化 の推進マ NPO (非営利組織) へ の財政的

支援制度の検討 な ど。

経済 ・ 雇用 関連 で はマ コ ミ ュ ニ テ ィ ー ピ ジ ネ ス や地域通貨の試み な ど を 支援す る 地域金

融の充実マゲー ム セ ン タ ー や カ ラ オ ケ な どの 屈舗 を 備 え 、 高齢者 を タ ー ゲ ッ ト に し た 高官

街の活性化策 な ど を 盛 り 込ん だ。

2 . 神戸市 に お け る 福祉施策 (出 )

〔“ こ う べ" の市民椙祉総合計菌201 0の推進〕

多様化、 個別化す る 市民福祉 ニ ー ズ に 的確 に対花、す る た め 「“ こ う べ" の 市民福祉総合

計画2010J ( 計画期 間2002 年 � 2010年) を 策定 し 、 こ れ に 基づ き 、 計画的 に 市民福祉 の 充

実強化 に 取 り 組 ん だ。 新規施策 を 中心 に記述す る O

〔地域見守 り 活動の充実〕

( 1 ) 見守 り 推進員 の 甑霞

( 年 度 )

各 あ ん し んす こ や かセ ン タ ー (市内 77か所) に配置 し た見守 り 推進員 は 、 民生 ・ 児童委

員 な ど と 連携 し て 地域の 中 で市民相互の見守 り の で き る コ ミ ュ ニ テ イ づ く り を 育成 ・ 支援

し て い く コ ー デ イ ネ } タ ー と し て の役割 を 果 た し 、 見守 り 空 白 地帝の把握 と 解消 を 目 指 し

た 。

* 小地域見守 り 連絡会 (民生委員 、 友愛訪問 ボ ラ ン テ ィ ア 、 専 門機関等が見守 り 活動

を 充実す る た め の情報交換 を 行 う ) の 開催地民数 166地区

(2)  見守 り サ ボ ー タ ー の派遣

ひ と り ぐ ら し 高齢者が集 中 す る 復興住宅や一般地域 な ど、 地域での見守 り で カ バー す る
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こ と が難 し い地域の高齢者 を 対象者 に 、 見守 り サ ポ ー タ ー を 派遣 し 、 安否確認や生活支援

を 行 っ た 。

* 見守 り サ ボ ー タ ー 78人

(3 )  シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ生活援助員 の 派遣

シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ に生活援助員 を 派遣 し 、 入居者の安否確認、 生活相談、 緊急対応の

ほ か、 コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り や 地域 と の つ な が り に 重点 を お い た 活動 を 行 っ た 。

* LSA (生活援助 員 ) 54人 36住宅 に 派遣

〔ユ ニ バ ー サルデザイ ン の推進〕

すべ て の 人 に や さ し い ま ち づ く り で あ る ユ ニ バ ー サ ル デザ イ ン の考 え 方 を 神戸 の ま ち づ

く り に積極的 に 導入。 住宅内部か ら 日 常生活掴 ま で の広が り の 中 で、 誰 も が住み慣れた地

域で、 健康で 自 立 し て 、 で き る だ け長 く

現 に努め た 。

し 続 け る こ と がで き る 安心 - 快適な ま ち の実

* 2002年 5 月 I Let's ユ ニ バ ー サ ル シ テ ィ KOBE フ ォ ー ラ ム 2002J 開 催

参加者580人

〔ふれ あ い の ま ち づ く り 事業の推進〕

1 990年 に制定 さ れ た ふ れあ い の ま ち づ く り 条例 に も と づ き 、 すべて の 市民が地域社会の

暖かい ふ れあ い の な かで 、 自 律 と 連帯 を 留 り 快適 な ま ち づ く り を め ざ し て き た 。

2002年度か ら は、 地域の特性 を 活か し た 活動 を 実施で き る よ う に ふ れ あ い の ま ち づ く り

事業 を 拡充 し 、 地域で の 主体的 な 地域福祉活動 の 充実 を 図 っ た 。

* 地域福祉セ ン タ ー 整備状況 167小学校区 183か所

〔健康づ く り ・ こ こ ろ のケ ア 〕

( 1 )  健康 こ う べ21 の推進

す べ て の 市民が主体的 に健康づ く り に取 り 組む た め の指針 「健康 こ う べ21J を 、 神 戸 ア

ス リ ー ト タ ウ ン 構想、 と の連携 を 図 り な が ら 推進 し 、 子 ど も か ら 高齢者 ま で誰 も が参加で き

る ウ ォ ー キ ン グや健康体操 な どの健康づ く り 運動 を 支援 し た 。

( 2 )  健康診査 の 充実

市民の健康の増進 を 図 る た め 、 35歳無料寵診の 導入、 40歳か ら 70歳 ま で 5 歳刻 み の 節 目

年齢者 を 対 象 と し た C 型 . B 型肝炎 ウ イ ル ス 検査 を 実施 し 、 妊婦健診 を 充実 し た 。

(3 )  鑓康危機管理体制 の 充実 ・ 強化

食中毒や 感染症の集団発生 な どの健康危機の 未 然 の 防止 を は じ め と し た健康危機管理 を

総合的 に行 う た め 危機管理体制 の 充実 ・ 強化 を 図 っ た 。

ア BSE (牛海綿状脳症) 検査体制 の 充実
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イ バ イ オ テ ロ 文す策 な ど

(4) 精神保健福祉対策の充実

2001年 4 月 に 開 設 し た神戸 こ こ ろ の健康セ ン タ ー を 中核施設 と し て 、 保健 ・ 医療 ・ 福祉

の調整 を し 、 精神障害者社会復帰施設等 の 整備 ・ 拡充 を 図 り 、 精神障害者 の 社 会復帰 に 総

合 的 に 取 り 組ん で い る O

〔特別養護老人ホ ー ムの入所待機者解消〕

( 1 )  特別養護老人 ホ ー ム 入所指針の導入

要介護度や痴呆の程慶、 介護者の存無等 を 総合的 に 評価 し て入 所 を 決定す る 入 所指針 を

神戸市老人福祉施設連盟 と 共 同 で2002年 4 月 に作成 し 運用 し た 。

(2 )  介護保険施設入所相談セ ン タ ー の 開設

特別養護老人ホ ー ム な ど に 緊急 に 入所が必 要 な 要介護者の入所調整 を 行 う た め 、 2002年

6 月 に介護保険施設入所相談セ ン タ ー を 開 設 し 、 ケ ア マ ネ ジ ャ ー の負 担軽減、 高齢者及 び

家族の施設入所 に 関 す る 不安の解消 を 図 っ た。

(3 )  緊急 シ ョ ー ト ス テ イ の実施

施設入所が必 要 な 高齢者 に対 し 、 特別養護老人 ホ ー ム な どの シ ョ ー ト ス テ イ 床 を 有効活

用 し て 緊急 的 に 受 け 入 れす る こ と に よ り 、 介護保険施設待機者の解消 に 努め た 。

〔 障害者福祉の充実〕

( 1 )  障害者地域生活支援セ ン タ ー の 設置

身体障害者、 知 的樟害者の地域で の生活 を 支援す る た め 、 各積福祉サ ー ビス の利用調整、

情報提供の 拠点 と な る 地域生活支援セ ン タ ー を 市内 3 か所 に 設置 し 、 24時間 の相談体制 を

整備 し た 。

(2 )  知 的障害者ガ イ ド ヘ ル プ事業

外 出 時 の 移動 に あ た っ て介護等 を 必要 と す る 知 的障害者の 自 立支援 と 社会参加 を促進す

る た め 、 新 た に ガイ ド ヘ ル パ ー を 派遣 し た 。

(3 )  障害者支援費制度移行準備

2003年 4 月 か ら の 障害者支援費制度実施 に 向 け て 、 円 滑 な 移行 を 図 る た め 、 事業者指定、

支給申 請 な どの準備 を 行 っ た。

(4) 自 開症児 自 立支接

自 閉 症児の 自 立支援の た め 、 就学前の 自 閉症児 と 保護者 に 対 し て 新 た に 総合療育 セ ン

タ ー で個別指導 を 実施 し た 。

〔児童補祉の向上〕

( 1 ) 保育所待機児童解消 に 向 け て
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低年齢児 を 中心 と し た待機児童 の解消 に む け て 、 保育所の新増 設 な ど を 行 う と と も に 、

分間 の設貰や規制緩和 に よ る 設置認可 な ど に よ り 、 約800人分の 要保 育 児 童 の 受入枠拡大

に努め た 。

(2 )  フ ァ ミ リ ー ・ サ ポ ー ト ・ セ ン タ ー の 運営

就労 と 育児 を 両 立 し 、 安心 し て働 け る 環境づ く り を 推進す る と と も に 、 休 日 や病気 の 司

復期 に お け る 児童 の保育 な ど個別 的 で多様な ニ ー ズ に対応す る た め 、 「子育 て の応、援 を し

た い方J と 「子育 て の応援 を し て ほ し い方」 か ら な る 会員 組織で会員 相 瓦 に よ る 子育 て 支

援 を 行 う フ ァ ミ 1) ー サ ポ ー ト セ ン タ 一事業 を 推進 し た 。

* 活動実績 3 ， 830件

依頼会員 901人 、 協力会員 560人、 両方会員 126人

(3 )  子育 て コ ミ ュ ニ テ ィ 育成事業

主任児童委員 、 児童館が協力 し て 、 子 ど も 会や 自 治会等地域団体に働 き か け 、 地域団体

に よ る 児童館の 日 祝 日 等の 開放 を 進 め 、 地域 ぐ る み で子 ど も の健全育成 を 推進 し た 。

(4) 病後見保育 の 実施

病気回復期 に あ り 、 医療機関 に よ る 入 院治療等 は必要 な い が安静確保等が必要 な た め 、

集団保育が困 難 な 児童等の保育 を 行 う 病後児保育 (乳幼児健康支援一時預 か り 事業) を 市

内 3 か所 (灘区、 北 区 、 垂水区) の 医療機関 で実施 し た 。

(5 ) 小見科休 日 急病診療所 の 開設

市内西地域 に お い て 、 神戸市医師会の協力 を 得 て 、 休 日 昼 間 の小児科急病診療所 を 2002

年10月 に 開設 し 、 市民ニ ー ズ の 高い小児科救急医療体制 を 充実 し た 。

3 . 県社会福祉協議会の あ ゆ み (注 4 ) 

〔地域福祉活動の推進〕

( 1 ) 社協地域福祉推進計画づ く り

2002年度当 初 の 県社協調査に よ る と 社協地域福祉推進計画 を 策定 し、 そ れ に基づい て い

る 社協 は1 2市31 町 (49 . 5 % ) 、 計画策定中 の社協が 2 市19町 (24 . 1 % ) 、 あ わせて14市50町

(73 . 6% ) と な り 、 そ の他の全て の市町社協 も 2002年度 中 に計画策定に着手す る O 県 内 全

域で計画策定 も し く は計画 に 基づ く 活動 を 展 開 し て い る 。

社協の 地域福祉推進計画 は 、 社協 を 強化発展す る た め の計画 に留 ま ら ず、 2003年度か ら

法制化 さ れ る 市町地域福祉計画 (行政計画) づ く り の参画 に 向 け 、 住民、 民 間 側 か ら 地域

福祉の総合的推進の ビ ジ ョ ン を 示 し て い く と い う 意義があ る O そ の た め多 く の市町社協が、

社協地域福祉推進計画の策定 プ ロ セ ス の 中 でい か に住民参両 を 実現す る か、 と い う こ と に

問題意識 を 持 っ て取 り 組みがな さ れた 。

県杜協 と し て は 、 積極的 に個別援助 を 展 開 し21市町社協 ・ 延べ81 回 の訪 問 等 を 重 ね 、 地
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域社協 の計画策定 を 支援 し た 。

(2 )  市民 フ ォ ー ラ ム の 開催

2003年度 か ら 法制化 さ れ る 市町地域福祉計画 は 、 地域住民、 事業者、 自 治体等の公民協

働 に よ っ て 、 地域福祉を 実現す る た め の計画。 こ れ を 達成す る た め に は 、 地域住民が 「誰

も が 自 分 ら し く 暮 ら す地域」 の イ メ ー ジ を 持 ち な が ら 計画策定の プ ロ セ ス か ら 参画 し て い

く こ と が大切。

2002年度 に は 、 地域住民が 「誰 も が 自 分 ら し く 暮 ら す地域」 の イ メ ー ジ を ふ く ら ま す 機

会 と し て 、 県 内 3 か所 (八鹿 町 、 姫路市、 神 戸 市 ) で 「地域福祉 を 考 え る 市民 フ ォ ー ラ ム

(地域福祉 キ ャ ラ パ ン 隊) J を ひ ょ う ごセ ル フ ヘ ル プ支援セ ン タ ー 、 コ ー プ こ う べ、 神戸

YWCA、 県 宅老所 ・ グ ル ー プ ホ ー ム ・ グ ル ー プハ ウ ス 連絡会等 と 共 同 開催 。 こ の フ ォ ー

ラ ム を モ デル と し て 、 県内 に お い て も 同様な フ ォ ー ラ ム の実施、 計画策定への参画 の 気運

が生 ま れつ つ あ る O

(3 )  セ ル フ ヘ ル プ組織化支援

き づ ら さ を 抱 え る 人た ち の地域での 自 立生活 を 支 え る 役割 を も っ社協 に と っ て 、 当 事

者の組織作 り は重姿 な 課題。 県社協 は 、 ひ ょ う ごセ ル フ ヘ ル プ支援セ ン タ ー と 協働 で 、 「介

護者家族交流会」 を 開催。 ま た 、 セ ル フ ヘ ル プ グ ル ー プ名 鑑 を 作成 し 、 多様な 当事者組織

活動 を 地域 に紹 介 し た。

(4) 県宅老所 ・ グ ル ー プホ ー ム ・ グ ル ー プハ ウ ス 連絡会

宅老所や グ ル ー プ ホ ー ム ・ グ ル ー フ。ハ ウ ス な ど地域密着型の小規模ケ ア は 、 こ こ 数年湧

き 上がる よ う に 実践が増 え て い る o 2001年度 に は 、 兵庫県で全国規模の研究交流 フ ォ ー ラ

ム が開催 さ れ た 。 こ の フ ォ ー ラ ム は県 内 の 関係者、 実践者が実行委員 会方式で企画、 実施。

そ の 流 れ を 受 け て 、 2002年 4 月 に 「兵庫県宅老所 ・ グル ー プホ ー ム ・ グ ル ー プハ ウ ス 連絡

会」 が結成 さ れた 。 県社協 は 同連絡会の組織化 に 向 け て支援 を し た 。

( 5 )  ふ れ あ い の ま ち づ く り 事業の推進

地域福祉の 総合推進事業 で あ る 国庫補助事業 「 ふ れ あ い の ま ち づ く り 事業」 は 、 2002年

度 、 新 た に 4 町社協が指定社協 に 加 わ り 、 6 市町社協 と な っ た 。 本県 で は 、 指定市町社協

を 総合型社協 の モ デル と し て取 り 組ん だ。

(6 )  ま ち の子育て事業の推進

少子化時代 の 中 、 親 と 子双方の 「社会的孤立」 に起因 す る 諸問題が質 ・ 量 と も に 深刻 な

社会問題 と し て 浮上。 2002年度 か ら 兵庫県で は 、 子育 て 中 の親子が気軽 に 集い 、 仲 間作 り

を 通 し て子育 て の悩 み を 解決 し 、 互 い に情報交換で き る 身近 な 拠点 と し て 、 保育所や児童

館等 を 活用 し た 「 ま ち の子育て ひ ろ ば事業」 を 展 開 。 こ の事業 に 多 く の 関係機関が参加す

る 一方 で 、 地域の 同事業の推進役 と し て市町社 協 の 役割が期待 さ れた 。

県社協 と し て 、 市 町社協 と 協働 し て “ ま ち の 子育 て ひ ろ ば推進員 " を 設置 し 、 同事業の

推進 に 努 め た 。
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〔権利擁護活動の推進〕

( 1 )  あ ん し ん ネ ッ ト ひ ょ う ごの 運営

痴呆性高齢者 や 知 的 障害者、 精神障害者 な ど判 断能力 に不安があ る 対象者の福祉サ ー ビ

ス 利用 手続 き 等 を 支援 し て い く 福祉 サ ー ビ ス 利用援助事業 (地域福祉権利擁護事業) の 施

行か ら 3 年半が経過 し 、 相 談 は 、 4 ， 318件、 利 用 契約者数 も 170名 と な っ た 。 2002年震 は 新

し く 105名 の 利用 者 と 契約締結 を 行 う な ど大幅 に利用 が伸 びて お り 、 権利擁護 に係 る 関係

機関 ・ 団体 と の 連携 を 図 り な が ら 取 り 組みが普及す る よ う に 一層 の事業推進 に努め た 。

(2)  弁護士 に よ る 相談 も

高齢者 ・ 障害者等の権利擁護 に 関 す る 相談ニ ー ズ に応 え る た め に 、 弁護士 に よ る 法律‘専

門 相談 を 実施 し た 。

ま た 、 福祉サ ー ピ ス 利 用援助事業 に つ い て 県民への周知 を 囲 る た め にパ ン フ レ ッ ト 及 び

事例集 を 作成 し 、 市町社協等関係機関 に配布 。 さ ら に 、 各種会議 ・ 研修会での説明 を 通 し

て 関係機関 ・ 団体に対 し 本事業への理解 を 深め る た め の広報 ・ 普 及 に努 め た 。

〔 ボ ラ ン タ リ ー 活動の推進〕

( 1 )  ひ ょ う ごボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザの 開 設

ボ ラ ン タ リ ー 活動 の 定着 を 図 り 、 さ ら な る !よ が り を め ざす と と も に 、 ボ ラ ン タ リ ー セ ク

タ ー の形成 を 支援す る た め 、 2002年 6 月 に 「 ひ ょ う ごボ、 ラ ン タ リ ー プ ラ ザ」 が開設 さ れ、

こ の運営 は 、 こ れ ま でボ ラ ン テ イ ア 活動支援の ノ ウ ハ ウ を 有 し 、 市町社協 と の ネ ッ ト ワ ー

ク を 持つ県社協が受託。 プ ラ ザで は 、 交流サ ロ ン や セ ミ ナ 一 室 の 運'討 を 行 う ほ か、 ボ ラ ン

タ リ ー 活動 の 全県支援拠点 と し て 、 「交流 ・ ネ ッ ト ワ ー ク J r情報提供 ・ 相談J r人材育成」

「活動資金支援J r調斎 ・ 研究」 の 5 つ の柱で NPO 大学事業、 情報紙 「 コ ラ ボ レ ー シ ョ ン J

の発行、 NPO 専 門相談事業 な ど き め細 か な 支援事業 を 展 開 し た 。

(2 )  基金 に よ る 助成事業展開

ひ ょ う ご ボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザの 開設 に 加 え て 、 「財 団 法 人 ひ ょ う ご、地域福祉財団」 か ら

2002年 4 月 に ボ ラ ン テ ィ ア 基金 な ど 3 つ の 基金の移譲 を 受 け、 新 た に ひ ょ う ご ボ、 ラ ン タ

1) 一 基金 を 創 設 し た 。 ひ ょ う ごボ ラ ン タ リ ー 基金で は 、 100億 円 の 原 資 を も と に 、 そ の 果

実 に よ っ て 、 友愛事業 の ほ か、 地域課題の解決な ど を 日 的 に NPO が行政 と 協働 し て取 り

組む事業 に助成 を 行 う 「行政 ・ NPO 協働事業助成」 な ど、 多 彩 な 活動資金支援 を 展 開 し た 。

ま た 、 地域課題 の解決や 地域経済の活性化の た め の有効 な 手段 と し て考 え れ ら れ る 地域通

貨 の調査研究 に あ わせ て 、 こ れか ら 地域通貨 に取 り 組 も う と す る 12団体に助成 を 行い 、 調

査研究 と 助成が一体 と な っ た 総合的 な 支接事業 を 展 開 し た 。
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4 . 神戸市社協の 復興支援 (注 5 ) 

〔兵庫県南部地震災害義援金助成事業〕

兵庫県南部地震災害義援金募集委員 会の決定 に よ り 、 全 ・ 半壊 (焼) 世帯数に応 じ て被

災市町 に 配分 さ れた 阪神 ・ 淡路大震災の義援金の残額 を 活用 し て 、 2000年度か ら 継続 し て

い る 2 つ の 助成事業 を 2002年度 を 最終年度 と し て 実施 し た 。 そ の う ち 、 「福祉 コ ミ ュ ニ テ イ

形成事業助成J で は 、 57件、 2 ， 383万 円 の助成 を 行 い 、 「市 ・ 区社協震災復興ボ ラ ン テ ィ ア

活動助成」 で は 、 被災地の復興や被災者の生活再建 に取 り 組む ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ等 に

1 1 9件、 1 ， 154万円 の助成 を 行 っ た 。

〔 高齢者福祉の推進〕

10か所の在宅福祉セ ン タ ー で 、 介護保険事業であ る 通所介護事業 と 、 神戸市の委託 に よ

り 、 要介護 ・ 要支援認定 に お い て非該当 ( 自 立) と 判定 さ れた 高齢者 に対す る 自 立支援デ

イ サ ー ビ ス を 実施 し 、 そ れ ぞ、れ延べ81 ， 145人、 1 ， 970人が利用 し た 。 ま た 、 東 灘 区 、 中 央 区 、

兵庫 豆、 長 田 区 の 各在宅福祉セ ン タ ー で は 、 神戸市 の 委託 に よ り 、 身 近 な 地域福祉セ ン タ 一

等で生 き がい対応型 デ イ サ ー ピス を 実施 し 、 延べ7 ， 486人が利用 し た 。

そ の ほ か 、 介護保険の居宅介護支援事業者 と し て 、 延べ15 ， 978件の ケ ア プラ ン を 作成す

る と と も に 、 延べ2 ， 534件の 要介護 ・ 要支援認定調査 を 行 っ た 。

さ ら に 、 9 か所の在宅福祉セ ン タ ー で は 、 在宅介護支援セ ン タ ー を 併設 し 、 介護相談や

地域の要援護高齢者の心身状況の把握 な ど を 行 っ た 。

〔地域福祉活動の振興〕

民生委員 、 児童委員 、 友愛訪 問 ボ ラ ン テ ィ ア 等 が 中 心 と な っ て 、 全市的 に 展 開 さ れて き

た 地域見守 り 活動 の一層 の 充実 を 図 る た め 、 2001年度 に 引 き 続 き 各区社会福祉協議会の 統

括 ・ 支援の も と で 「地域見守 り 推進事業」 を 実施 し た 。 こ の事業で は 「あ ん し んす こ や か

セ ン タ � J に 配呈 さ れ た 「見守 り 推進員J が、 こ れ ま で活動 に 取 り 組ん で き た 関係者に協

力 し 、 小地域見守 り 連絡会 ( ふ れあ い ネ ッ ト ) の 開催等 を 推進 し た 。

〔 こ う べ安心サポ ー ト セ ン タ ー の運営〕

高齢化が さ ら に 進展す る 一方で、 介護保険制度 を は じ め福祉サ ー ピス が契約 に よ っ て利

用 す る 制度 に変 わ る な かで 、 高齢者や 障害者で意志能力 が十分で な い 人 々 の福祉サ ー ビ ス

の利用援助等 を 行 う 地域福桂権利擁護事業 を 市民 に わ か り やす く 「相談」 か ら 「援助J ま

で を 一元的 に 実施 し た 。

〈主 な 事業〉

①権利擁護全般 に 関 す る 相談
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②福祉サ ー ビス 利用援助事業

Q: 福祉施設及 び入所者向 け討産管理サ ー ピス

④地域財産管理 コ ミ ュ ニ テ ィ 支援事業

⑤高齢者 く ら し の充実資金貸付事業 ( リ パ ー ス モ ー ゲー ジ)

⑥法人後見事業 (法定後見 、 任意後見)

〔長灘間リ麗災遺児支援事業〕

長関 剛氏か ら 寄付の2 ， 000万円 を 資金 と し て 、 震災遺児 ・ 孤児が入学 ま た は 就職す る 擦 に 、

支度金 と し て l 児童 1 回 限 り で 5 万 円 を 支給す る も の で、 2003年度入学 ・ 就職予定者 4 名

を 対 象 に 支給 し た 。 2003年 ま での継続事業。

〔崎山操震災遺児支援事業〕

1999年 度 に 大 阪府堺市在住 の 崎 山操氏か ら 寄付 の 1 ， 000万 円 を 資金 と し て 、 震災遺児 ・

孤見の た め の学 習 資金 (丈具等購入費用 と し て 10万 円 ) を 2001年度 ま で に 97名 に贈呈 し た

が、 2002年度 は残 り の対象者の う ち 1 名 に贈 呈 し た 。

2003年度 、 l 名 へ の 贈呈 を も っ て事業終了予定。

〔嬰保護世帯への資金貸事業〕

低所得世帯や 要援護仕上帝等の福祉増進の た め 、 生活福祉資金貸付事業、 要保護者緊急援

護資金貸付事業、 母 子家庭小 口援護資金貸付事業 を 実施 し た 。 ま た 、 2002年 2 月 よ り 開始

の 「離職者支援資金貸付」 で は 2002年度 に お い て は 、 74件、 8 ， 764万円 の 貸付 を 行 っ た 。

く注 - 引 用 文献〉
1 ) 阪神 ・ 淡路震災復興計画 「最終 3 か年推進 プロ グ ラ ム J � 成熟社会 に つ な ぐ創造的復興~ 兵庫 県 (2002年 1 2月 )
2 )  r被災者裕祉対策 についてJ (2002年度の取 り 組み) 県健康生活部資料 (2003>f 9 月 )
3 ) 神戸市保健福祉局資料 (2003年10月 )
4 ) 2002ij三度事業報告黍 「際社協 の あ ゆ み」 社会檎祉法人 兵庫県社会福祉協議会
5 )  2002年度 「事業報告書」 社会福祉法人神戸市社会福祉協議会

く参考丈献〉
・ こ う べ安心サ ポ ー ト セ ン タ ー ( り ん り ん ネ ッ ト ) 利用 の ご案内パ ン フ ・ 社会福祉法人神戸市社会福祉協議会

「死ぬ ま で幸せ に 生 き る に は」 シ ン ポ ジ ウ ム 報告書 ・ 神戸 シ ルバ一 法律研究会、 神戸市社会福祉協議会、 こ う
べ安心サ ポ ー ト 委員会 2003ijc: 2 月

「市民の福祉」 パ ン ブ No435 神戸市社会福祉協議会 2002年 3 月
・ 2002年度、 朝 日 、 読売、 毎 日 、 日 経、 産経、 神戸新聞の福祉関連記事
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j 第二館 前日開 一一 一 一一
兵庫県、 神戸市 と も 行政の重点 を 「参両 と 協働」 に 置 い た施策 を 展 開 し は じ め た。 阪神 ・

淡路大震災後、 創 造 的復興の柱 と し た 「 自 立!]J r共助J r公助」 と い う 考 え 方 も 定着 し は じ

め た よ う だ。

参画 と 協働 の う ね り の 中 心 的 な役割 り を 担 う NPO。 市民 の創造す る 「新 し い公」 も 具

現化 し は じ め た 。 新 し い市民 を 構成 す る NPO は 年 を 追 う ご と に 幅広 い 活動 を 展 開 し て い る 。

1 . 協麟 と 芸書画 の ま ち づ く り へ

〔参画 と 協働条例案 を 可決〕

県議会の県民生活常任委員 会 (2002年12月 5 日 ) が開かれ、 地域課題解決の担い手 と し

て の県民 を位置づ け る 「県民の参画 と 協働 の 推進 に 関 す る 条例」 案 を 共産党 を 除 く 賛成多

数で可決 し た 。

「地域社会の共 同利益の 実現」 に 向 け 、 県民の参画 と 協働 を 条例 で定め た の は全国の都

道府県で は 初 め て 。 本会議で可決説、 2003年度 か ら 施行す る 。

質疑で は 、 共産党の委員 が 「条例 に住民投票の 規定がな い の は なぜ、か」 と た だ し た の に

対 し 、 県側 は 「議会の権能 に 大 き く か か わ る 規定 は 、 国 の 地方制度調査会で も さ ま ざ ま な

議論や課題が指摘 さ れて お り 、 現時点 で は慎重 に対応すべ き 」 と の 見解 を 示 し た 。

同条例 は 、 県民の参画i と 協働 に つ い て基本 的 な 枠組み を 示 し た 「憲章条例」 で、 細 部 は

地域づ く り 活動支援指針 や推進計画で別途定め る 。 ま た 、 施行 日 か ら 三年以 内 に見直す規

定 を付則 に盛 り 込ん で い る 。

同 条例 は 当初、 2 月 の県会への提案 を 模索 し て い た が、 事前協議が不十分 だ っ た こ と な

ど に県会最大会派 の 自 民県議団 な どが反発 し 、 先送 り を 迫 ら れ た 。 そ の後、 新 た な 案 を つ

く り 、 議会 と の調整や -般県民か ら 意見 を 求め る パ ブ リ ッ ク ・ コ メ ン ト な どの手続 き を 終

え提案 に こ ぎつ け た 。

阪神大震災で、 ボ ラ ン テ イ ア 活動が被災者の支援や復興の大 き な 涼 動力 に な っ た経験 を

生か し 、 県民の 自 主的 な 地域づ く り j舌動 を 支援 し 、 県政への参画 を捉す シ ス テ ム を 構築 す

る の が 目 的。

( 1 万人ア ン ケ ー ト 〕

「市民参両条例」 の制定 を 目 指す神戸市は2002年度、 市民 と 職 員 が条例づ く り に 向 け た

課題 を 話 し 合 う ワ ー ク シ ョ ッ プ を 各区で開催 し た 。

最初 の ワ ー ク シ ョ ッ プは 2 � 3 月 に か け 、 各区別 に 九 回 開催。 市民 と 職員約350人が参加。
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市民参画 の キ ー ワ ー ド を 出 し合 っ た 。 市民の役割 と し て 、 積極的参加 と 責任マ地域への愛

着マ 自 律 と チ ェ ッ ク な どが上が り 、 行政 に 求め ら れる も の と し て は 、 i吉報公開 と 意見吸収

マ現場主義マ積梅的 な 市民支援 な どが出 さ れた 。

こ れ ら の意見 を 踏 ま え 、 「協働 と 参画」 に必要 な 要素や条件 に つ い て 各 区 の ワ ー ク シ ョ ッ

プで意見 を 出 し あ っ た 。

こ れ ら の 意見 を 集約 し て 、 r 1 万人 ア ン ケ ー ト 」 を 実施。 2003年度以 降 の 制 定 を 目 指す

市民参画条例 の 基礎資料 に 生かす の が狙い 。 「協働 と 参両 の ま ち づ く り を 目 指 し て」 を テ ー

マ に し て い る O

20歳以上の市民 を 対象 に 、 住民基本台帳か ら 無作為抽 出 し た9 ， 679人 と 、 外 国人登録原

票か ら 抽 出 し た303人の計 1 万人 に ア ン ケ ー ト 用 紙 を 郵送。

設 問 は 選択方式で 、 地域の課題 を 解決す る 手法マ地域住民の意見 を 集約 す る 手法マ地域

主体の ま ち づ く り を 進め る 上で行政が優先すべ き 項 目 ー な ど15間 と な っ て い る O

ア ン ケ ー ト に つ い で公開 フ ォ ー ラ ム で も 意見 を 集約 、 具体的 な 仕組みづ く り に移 る O

2 . 県民 ボ ラ ン タ リ ー 活動の支援

〔 ひ ょ う ごボ ラ ン タ リ ー プラ ザの開設〕

「市民社会」 の 担 い手 と し て 注 目 さ れ る NPO ( 民 間 非営利 団体) な どの 支援 ・ 交流拠

点 「 ひ ょ う ご ボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザ」 が神戸市 中 央区 に オ ー プ ン し た (2002年 6 月 ) 0 県が、

NPO な ど と の 「協働」 の シ ン ボル と し て 開設。

県社会福祉協議会が委託 を 受 け運営 に あ た る o NPO 法人の設立の手続 き な ど を ア ドバ

イ ス す る 相談 コ ー ナ ー や 交流サ ロ ン 、 イ ン タ ー ネ ッ ト で情報収集で き る パ ソ コ ン コ ー ナ 一 、

セ ミ ナ 一 室 な ど を 完備。 県 内 で約200 を 超す NPO への情報提供や法人間 の ネ ッ ト ワ ー ク づ

く り 、 人材育成、 活動資金援助 な ど を 行 う O

な か で も 、 注 目 さ れ る の は 、 新設の 「 ひ ょ う ごボ ラ ン タ リ ー 基金」 の運用 。 2002年 3 月

に 解散 し た ひ ょ う ご地域福祉財 団 の 基金 な ど約300億円 を 県社協 に移管 し 、 幅広 い ボ ラ ン

テ ィ ア 活動 に助成す る O

所長 に 就任 し た小森星児 ・ 神戸 山 手大学学 長 は 「県内 唯 一 の NPO の 活動 拠点 と し て 、

震災 を 契機 に 高 ま っ た ボ ラ ン テ イ ア の機還 を 発展 さ せ、 F民J の活動 を 「公」 が支 え る 仕

組み を 充実 さ せ た い」 と あ い さ つ し た 。

〔井戸県知事の メ ッ セ ー ジ〕

「 ひ ょ う ごボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザ」 が開設 さ れ ま し た。 県民 ボ ラ ン タ リ ー 活動 の 全県 的 な

拠点 と し て 、 皆様か ら の期待 に 応 え て く れ る こ と で し ょ う O

成熟社会 と い わ れ る 21 世紀、 社会 を 支 え発展 さ せ て い く 新 た な 原 動力 に な る の は 、 人 の
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た め 、 地域や社会 の た め に 自 発的 に 活動 し 、 「新 し い公」 を 担 っ て い く 県民 の 皆様 自 身 で

は な い で し ょ う か。

こ れか ら は 、 地域 に 関 わ る さ ま ざ ま な 主体が、 互 い に 共感 し な が ら 、 自 ら 考 え 、 判 断 し 、

責任 を 持 っ て 共 に 実践 し て い く こ と が基本 と な っ て い く で し ょ う O 県政の羅針盤 と し て 、

県民主役 ・ 地域主導で策定 さ れた 121世紀兵癒長期 ピ ジ ョ ン 」 で も 「県民の 参画 と 協働J

がZ重要 な 鍵 と さ れ て い ま す。

こ の プ ラ ザ を 、 多 く の NPO や 地縁団体、 公共 ・ 民 間 の 支援組織 の 皆様 に ご利用 い た だ

く こ と に よ り 、 今後、 ボ ラ ン タ リ ー な 活動が ま す ま す活発 に な っ て い く こ と を 期待 し て い

ま す。

そ し て 、 こ れ ら の セ ク タ ー がネ ッ ト ワ ー ク の輪 を 広 げつ つ 、 「参画 と 協働」 の 推進役 と

し て 、 大 き く 成 長 さ れる こ と を 願 っ て い ま す。

〔 き め縮かい事業の膿開〕

①県民ボ ラ ン タ リ ー キ ャ ン ベ ー ン の推進

② ひ ょ う ごボ ラ ン タ リ ー 活動 メ ッ セ の 開催

③学生の県民 ボ ラ ン タ リ ー 活動支援事業

④ NPO 大学事業の推進

⑤地域通貨実践支援事業

⑥ NPO 相 談 窓 口 の設量

⑦震災復興 に 関す る 県民 ボ ラ ン タ リ ー 活動への助成

⑧被災地 NPO 活動応援貸付制度

〔支掻の た め の基盤づ く り 〕

① 「県民 ボ ラ ン タ リ ー 活動 の促進等 に 関す る 条例」 の施行

②ボ ラ ン タ リ ー セ ク タ ー に 関 す る 調査研究の推進

③ NPO と 行政の協働会議

④県民ボ ラ ン タ リ ー 活動 に対す る 表彰

⑤ ひ ょ う ごボ ラ ン タ リ ー 基金支援事業

3 . 新 し い協簡の う ね り

( NPO 法人300超す 〕

2002年 6 月

特定非常利活動促進法 制PO 法 ) が施行 さ れて 4 年。 NPO 法 人 と し て 県 に認証 さ れ た

匝体は計301 団体 と な っ た (2003年 1 月 ) 。 活動分野 は 医療や福祉関係が約 6 割 を 占 め る O
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法人の増加 に 伴 い 、 団体同士 の ネ ッ ト ワ ー ク 化や 活動調整 な ど 中 間支援的 な 役割 を 担 う 団

体 も 目 立 っ て い る O

分野別 (一団体で複数分野あ り ) で は 「保鍵 ・ 医療 ・ 福祉」 が187団体で最 多 。 続い て 「社

会教育J 145団体、 「 ま ち づ く り J 144団体の順で、 中 間 支援団体は1 13団体 と な っ て い る O

地域別 で は 県内部市町の う ち 39 町で設立。 神戸市内が141団体で最 も 多 く 、 西宮市25団体、

宝塚市18団体、 姫路市17団体 と 続 く O 申請が不認証 と な っ た の は 2 件で、 設立後 に解散 し

た の は 4 団体。

県 は 「法施行、 4 年 日 に 入 っ た が、 年 ご と に増 え て い る O 設立数の 少 な い郡部で も 関心

は 高 く 、 こ れか ら 動 き が出 て く る の で は 」 と し て い る O

〔 ボラ ン テ ィ ア1 43人始動〕

神戸東部新都心 (HAT 神戸) に オ ー プ ン (2002年 4 月 ) し た 「人 と 防災未来セ ン タ ー 」

が、 運営ボ ラ ン テ ィ ア を 募集 し た と こ ろ 、 192人の応募があ り 面談 を 経て 143人が登録。 内

訳 は 男 性65人、 女性78人 で 、 50、 60歳が 6 割 を 占 め る o 20歳の学生が、 最年少で、 最高齢

は83歳 の 男 性 と な っ た 。

活動内 容 は 、 展示物の 解説マ 自 ら の震災体験 を 鯵学旅行の克童生徒や来 館 の 団体に話す

「語 り 音ßJ マ外国語で、 の 案 内 ・ 説明 ー の 3 種類。

語 り 部 に は21人が登録。 神戸 ・ 阪神 間 の 在住者が中心で、 自 宅が全壊 し た り 、 崩 壊 し た

建物 の 下 か ら 救出 さ れ た 体験 な どがあ り 、 こ う し た 自 ら の体験 を も と に被災時や復興の思

い 出 を 語 る O

大震災 を 自 分の言葉で語 り 伝 え る ボ ラ ン テ イ ア 団体 「 グ ル ー フ，0117J も 語 り 部 に 参加。

語 り 部の一人、 星野錦江 さ ん (72) は震災で約10年 間 、 切 り 盛 り し て い た居酒屋の経営 を

断念。 家 政婦 な どで生計 を 立 て 、 援興住 宅 に 入居 し た 。

「そ ろ そ ろ 私 自 身 も 立 ち 上 り た い 。 苦 し い体験 を 語 る こ と で、 若 い 人が命 の 尊 さ に気付

い て ほ し いJ と 話す。

( � き 鹿舗生かせ〕

商自街の空 き !苫舗 を 活用 し た 交流拠点づ く り が盛 ん だ。 市民 グ ル ー プが運営す る 「交流

サ ロ ン 」 が今秋 (2002年 9 月 ) か ら 県内 2 か所で ス タ ー ト し た 。

JR 芦屋駅の す ぐ南 に あ る 三八通商庖街。 パ ソ コ ン を 通 し て 交流 を 広 め る 「 あ し や情報

発信 IT サ ロ ン J がオ ー プ ン し た 。 運営す る の は パ ソ コ ン に興味 を 持つ 16 人 で つ く る 市民

団体 「芦屋 コ ミ ュ ニ テ ィ ス ペ ー ス A-COS ( エ ー コ ス ) J o

き 庖舗 に 6 台の パ ソ コ ン を 置 き 、 無料 IT 講 習 や 相談会 な ど を 開催。 1 か月 で約20人

が受講、 2 か月 先の 予約 ま で、 入 っ て い る O 運営ス タ ッ プ が多 く 、 平 日 の昼 に ゆ っ く り 利用

で き る の も 人気 の理 由 だ。
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一方、 ]R 西明石駅のす ぐ北 に あ る 西明石北街庖会。 精神障害者の 自 立 を 支援 す る NPO

「閲明石北福祉会」 が駅前の空 き 居舗 に 交流サ ロ ン IPIEL ( ピ エ ル ) J を 開設 し た。

月 に 3 回 、 心理 カ ウ ン セ ラ ー や作業療法士 を 招 き 、 講演や相談会 を 開催。 勉 強 会 に は 、

硲)苫 主 や 主婦 、 学生 な ど約40人。 代表者の青木聖久 さ ん (36) は 「地域 に 密 着 し た商)占街

に拠点 を 持つ こ と で、 福祉関係者以外の ネ ッ ト ワ ー ク が広 が っ た」 と 商白街 と い う 立地 の

可能性 に期待す る 。 ま た 同商庖会の石橋正樹 会長 (61 ) は 「今は個 人経営が難 し く 、 営利

日 的で は 人が集 ま ら な い時代。 交流サ ロ ン に は 人が集 ま る ヒ ン ト があ る O 地 域 の 活性化 と

い う 目 的 は 同 じ な の で、 互 い に協力 し あ っ て い き た い」 と 話す。

〔互い に学ぶ商j苫街〕

大学生 の パ ワ ー で ま さ に活気 を 。 阪神 ・ 淡路大震災の後遺症 と 不況 に 苦 し む西宮 市内

の 商百街で、 関西学院大学 「ベ ン チ ャ ー ビ ジ ネ ス 研究会」 の学生 ら が、 韓 国 食 品 を 販売す

る 実験庖舗 「 ホ ッ ト フ ァ ン フ ァ ン 」 を 始 め た 。 空 き 庖舗対策 と 起業 に対す る 学生の試みが

一致 し た格好で、 商庖主や地元住民の期持 を 集め て い る O

阪急夙1 1 1 駅前 の 「夙川 グ リ ー ン タ ウ ン 商庖街J (70自舗) で は震災後以降、 撤退が相次 ぎ、

対策 を 模索 し て い た 。 そ う し た 中 、 同大学商学部で、 西宵市の商工課長が、 商!苫街の 空 き

)古舗対策 に つ い て講演 し た こ と を き っ か け に 、 2 年生でつ く る ベ ン チ ャ ー ピ ジ ネ ス 研究会

が韓 国料理の キ ム チ な どの販売 を 提案。 こ れ に 同 商宿街が協力 を 申 し 出 、 庖 舗 を 燕償で貸

す ほ か水道 な ど の 設備 も 整 え た。 研究会で は 学生や教職員 向 け に 額面 千 円 の 「株券」 を 500

枚発行 し 、 開業資金 を 集め た。

同商庖街の早川博通理事長 は 「私 た ち は庖づ く り の参考 に な る し 、 学生 さ ん は ビ ジ ネ ス

に 挑戦す る ヒ ン ト に な る 」 と 相乗効果 を 期待す る O
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〔廃校の校舎恒久利用 〕

板神大震災で廃校 に な っ た神戸市 中 央 区 の 18神戸市立北野小で、 神戸 ブ ラ ン ド の洋菓子

や 靴 を 実演販売 し て い る 神戸 ・ 北野の新名所 「北野工房の ま ち 」 が、 校 舎 を 恒久利用 す る

こ と に な っ た 。 昭和初期の建築で2003年 7 月 ま で 5 年 間 、 暫定的 に利用 す る 計画 だ、 っ た が、

年 間80万人が訪 れ る 人気 に市が耐震補強工事 を し て運営が継続 さ れ る こ と に な っ た 。

1908年 に 開校。 異人館街 を 校区 に も ち 、 多 く の外国人の子 ど も た ち も 学ん だ。 だが、 i寂夜
神大震災で校舎…

被:告筈宅害:の小 さ か つ た残 る 一棟 も 取 り 壊 さ れ る 予定 だ、 つ た が、 卒業生の 要望 を 受 け、 校舎内

で洋菓子や靴、 地 ピ ー ル 、 コ ー ヒ ー な ど神戸 ゆ か り の卸業者が常業す る 観光 ス ポ ッ ト と し

て整備 さ れ、 1998年 7 月 に オ ー プ ン 。 異人館 ブー ム も あ り 、 モ ダ ン な 雰 圏気 を 残す リ サ イ

ク ル校舎 は 一擢有名 と な っ た 。 修学旅行生や観光客 は初年度見込み の35万 人 を 大 き く 上 回

り 、 年 間 の平均来場者 は80万 人 に も 上 っ た。

補強工事で長期 間使用可能 と 判 断 さ れ た も の で、 工房 を 運営す る 神戸 フ ァ ッ シ ョ ン 協会

で も 「神戸 な ら で は の魅力 を 発揮 し て観光客 を 取 り 込み た い」 と は り き っ て い る 。

〔交番、 駐在所 と 連携〕

県警の交番や駐在所 と 連携 し て 防犯活動 な ど を ボ ラ ン テ イ ア で行 う 住民組織 「地域ふ れ

あ い の会」 の 取 り 組み が注 目 さ れて い る 。 犯罪防止 を 訴 え る 街頭 キ ャ ン ベ ー ン や河川 な ど

で、 の水難事故防止 を 呼びか け る 立て看板の設費 な どi舌動 は様々 O 地域 ご と の 問題 を 住民 自

ら の手で解決す る こ と を H 指す の が�手徴。 県 内52署すべて に あ り 、 住民の 防犯意;識 を 高 め

る 活動 は全 国 で も 珍 し い 。

県警で は 1960年代か ら 、 地域住民か ら 意見 や 要望 を 聞 く た め の 「交番 ・ 駐在所連絡協議

会」 があ っ た が、 住民 と 一本 と な っ た 活動の必要性が高 ま り 、 1994年 4 月 、 こ れ ま での組

織 を 解消、 発展 さ せ る 形で 同会が発足 し た 。

当 初 は 157の会でス タ ー ト し た が、 2002年 に は交番 に対応 し た 地域 ご と に 設置 さ れ、 計201

に の ぼ る O 住民は警察署長の委嘱 を 受 け た委員 と し て約3 ， 800人が登録 さ れ て い る 。

兵庫署 の 新 開 地交番 な ど 4 か所の エ リ ア の住民でつ く る 「兵車 中 央地域ふ れ あ い の 会J

I ゴ 島賢士会長 (70) は 、 震災後 は仮設住宅 を 訪問 し た ほ か、 現在 は 毎 月 2 、 3 回 、 犯

罪の抑止 に つ な げる た め に夜 間 パ ト ロ ー ル を し て い る O 三島会長は 「地元の 問題 は本来、

住民の予で解決す る も の だが、 交番 の 人た ち と の接点があ れ ば、 何か と 相談で き 、 逆 に 情

報提供 も で き る 」 と 話 し て い る 。 県警地域課で も 「仕事の合間 に手弁 当 で取 り 組んで も ら っ

て お り 、 今後 も 連携 を 強化 し て住 み よ い ま ち づ く り を 図 っ て い き た し り と し て い る 。 (2002

年 1 1 月 1 5 日 付。 読売新聞朝刊U )
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〔 自 治会、 N PO と 連携 を 〕

自 治会や子 ど も 会 な ど地域の 団体の活性化 に 向 け 、 県が設置 し た 「地域団 体活動専門 委

会」 が活動 を 始 め た (2002年 9 月 ) 。 県公館 で 開 か れた 第 1 回 の 会合で は NPO な どの 活

動が地域で盛 ん に な る 中 、 委員 か ら は 下地域の地縁団体 も テ ー マ を 持 ち 、 時代 の 流 れ に 合 っ

た活動が求め ら れ、 NPO な ど と 積極 的 に 連携すべ き だJ と の声が相次い だ。

自 治会 な どの伝統的 な 地域団体は 近年 、 会員 の 減少や老齢化、 役員 の な り 手不足な どか

ら j吉動の 低調化が指摘 さ れて い る O

今回 の委員 会は こ う し た現状 を打 開 す る 狙い で学識者や連合婦人会、 連合 白 治会な どの

代表、 NPO 関係 者 な ど19人で構成。 委員 長 に加藤恵正 ・ 神戸商科大教授が選ばれた。

会議で は 「地域間体 と NPO が協力 で き る 仕組みが早 急、 に 求 め ら れ る J r か け 声 ばか り で

な く 、 具体的 に地域で活躍で き る 場 を つ く る 必要があ る 」 な どの意見が出 た 。

今後、 自 治会や婦人会、 子 ど も 会 な どの リ ー ダ ー か ら ヒ ア リ ン グ を 実施。 現場の課題や

ニ ー ズ な ど を 収集、 県 に 答 申 す る O

4 . 地域の た め の市民事業

〔地域通貨の将来〕

特定の 地域内 で サ ー ビ ス や物 の や り と り に使 わ れ る 「地域通貨J o そ の普 及 の 現状 と 将

来 の 可 能性 を 話 し あ う 「 ひ ょ う ご地域通貨 フ ォ ー ラ ム J ( ひ ょ う ごボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザ な

ど主催) が、 神戸市 中央区の神戸 ク リ ス タ ル タ ワ ー で 開 か れ た (2003年 3 月 22 日 ) 。

地域通貨 で コ ミ ュ ニ テ ィ ー の 活性化 に 取 り 組 む 県 内 12 団 体が活動 を 報告 し た 。 大半が

サ ー ビ ス の提供 に伴 っ て 流通 さ せて お り 、 高齢者や 樟害者 を 対 象 に し た 車の 送 り 迎 え 、 清

掃奉仕、 パ ソ コ ン 指導な どが目 立 っ た 。 熔仕事の手伝 い や 、 話 し相手、 漬物 の指導な どユ

ニ ー ク な例 も あ っ た 。

登録者の 年代 も 幅広 く 、 美方郡村詞 町社会福祉協議会 は 95歳の お 年寄 り が r90年前の村

の 話 を し た し り と 加入 し た例 を 紹介。 「高齢化が進 む 町 の 実情 に あ わせ て 地域通貨が成長

す る の が望 ま し し り と 述べ た 。

ま た 、 姫路市 を 拠点 に 電子マ ネ ー を 利用 し て い る 「千姫 プ ロ ジ ェ ク ト 」 は 、 イ ン タ ー ネ ッ

ト 上で、 福祉な ど の サ ー ビス の や り と り を 管理。 さ ら に そ の シ ス テ ム を ホ ー ム ペ ー ジで も

紹介 し 、 ほ か の 地域通貨圏 と の連携 を 図 っ て い る O

意見交換で は 「子 ど も が積極的 に行事 を 手伝 う な ど地域の き ず な が深 ま っ た」 と 導入の

成果が聞 か れ た 一方、 「顔が分か ら な い 人 に依頼 し づ ら い」 な ど、 普 及 の 課題 を 指摘す る

も あ っ た。 (2003年 3 月 23 日 付 。 神戸新聞朝刊)
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〔地域通貿導入 を 支援〕

ひ ょ う ごボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザ (小森星児所長) と 神戸期科大学 ( 阪本靖郎学長) は2002

年10月 か ら 地域通貨 に取 り 組む県内の非常利組織 (NPO) や街づ く り 協議 会 な どへの 支援

事業 を 始め る O 景気低迷 の な か 「新 し い事業創造の観点 か ら も 期待 さ れ る 地域通貨の 普及

に 弾み を つ け 、 地域の活性化 に つ な げた い 考 え だ。

地域通貨の導入 を 検討す る 県内 の団体に最大で20万 円 を 助成す る O 通信費 や 交通費 な ど

事務費 用 に 活用 し て も ら う 10月 か ら 募集 を 受け付 け 、 10団体ほ ど を 予定。

地域通貨が地元経済 に 与 え る 影響 な どの調査活動 も 行 う O 神戸商科大学の 加藤恵正教授

が 中心 と な っ た研究 グ ル ー プが、 地域通貨の導入 を 計画 し て い る 地域 を 選 ん で、実証研究 を

実施す る O

地域通貨 に つ い て神戸新聞 の社説 (2002年 7 月 28 日 付 け ) は以下の よ う に 述べ て い る O

地域 を 隈定 さ せて 流通 さ せ、 住民間 の 交流や ボ ラ ン テ イ ア 活動 を促す地域通貨が、 兵庫県

内 で も 浸透 し つ つ あ る O 地域通貨が広 が る 背景 に は 、 ち ょ っ と し た助 け 合 い が 自 然 に で き

る コ ミ ュ ニ テ ィ ー に し た い と い う 住民の願 い があ る O

2 年 ほ ど前 か ら 取 り 組 ん で い る 宝塚市の '2UKAJ や神戸市東灘区 の 「 か も ん」 で も 、

参加者 に 「 し て あ げ ら れ る こ と 」 と 「 し て ほ し い こ と J の メ ニ ュ ー を 出 し て も ら っ た と こ

ろ 、 パ ソ コ ン 講習 や高齢者の話 し相手、 買 い物送迎 な ど、 互い に 良 く 知 っ て い る 間柄 な ら 、

地域通貨 を 介 さ ず に で き る こ と が多 か っ た。

そ の意味で は 、 地域通貨は助 け あ え る 関係 に な る た め の 「 き っ か け」 と い え る O 通貨 を

配 っ た だ け で は 始 ま ら な か っ た や り 取 り がメ ン バ ー 聞 の交流 イ ベ ン ト を 開 い た あ と に 、 活

発化 し た事例 も あ る 。

地域通貨の運営団体に と っ て 、 シ ス テ ム の参加者や流通件数 を 増 やす の は 、 当 面 の 目 標

で は あ る が、 最終の 目 標で は な い。 将来像 と し て 、 通貨 を 介 さ な い で も 気軽 に声がか け合

え る コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り を 見 据 え て お く 必要があ る O

地域通 貨 は 、 う ま く 運営す れば、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 内 の潜在可能性 を 引 き 出 し 、 環境や ボ

ラ ン テ イ ア 活動 な ど、 市場で評価 さ れ に く い 価値 を 、 メ ン バ 一 間 で共有す る 「道具J に な

り う る O

〔 コ ミ ュ ニ テ ィ ー ・ ビ ジ ネ ス 急増〕

地域が抱 え る 課題 の 解決 を 目 指 し 、 住民 ら が営利 を 日 的 と せず に 行 う 事業 「 コ ミ ュ ニ

テ ィ ー ピ ジ ネ ス 」 が、 阪神 ・ 淡路大震災が起 き た 1995年以降、 兵庫県内 な どで急増 し て い

る こ と が、 神戸都市問題研究所の 調査で、 わ か っ た 。 コ ミ ュ ニ テ ィ ー ・ ビ ジ ネ ス は 、 働 き 手

の 「生 き がい」 も 重視 し た活動 と し て全 国的 に広 ま っ て い る が、 定義が難 し く 、 大規模 な

実態調査は 例が な し ミ 。 調査で は 、 事業の 中 心 は40- 50代 の女性 と い う 現状 も 、 明 ら か に な っ

た 。 (神戸新聞記者 機辺康子)
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コ ミ ュ ニ テ ィ ー ・ ビ ジ ネ ス は 、 1980年代 に英国で始 ま っ た 市民参両型の 事業。 福祉サ ー

ピス や リ サ イ ク ル 、 レ ス ト ラ ン 運営 な ど分野が多様で、 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動 と の 明確 な 区分

も 難 し く 、 定義 は確立 し て い な い。

調査は2001年 1 1 丹 、 県 内 を 中 心 と す る NPO (民間非営利 団体) や 障 害 者作業所、 全 国

の ワ ー カ ー ズ コ レ ク テ イ ブ (労働者協 同 組合) な ど317団体か ら 出答 を 得 た 。

そ れ に よ る と 、 約 4 分の 3 の 団体が1990年以 降の 設立。 1995年以降 だ け で 54 % を 占 め 、

地域社会の あ り 方が間 わ れ た震災 を 機 に 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー ・ ピ ジ ネ ス が広 ま っ て い る 現状

が明 ら か に な っ た。

中 心 と な る 活動分野 は 、 障害者 ・ 高齢者福祉が22% と ト ッ プ。 つ い で、 ま ち づ く り ・ 村

お こ し が1 5 % 。 常勤ス タ ッ プ は r 4 人以下J が65 % を 占 め 、 小規模の組織が多 い 。 ま た 、

常勤ス タ ッ プ は 「主婦が最多」 と の 回答が46% で年齢は40 - 50代 が 中 心 だ、 っ た 。

コ ミ ュ ニ テ ィ ー ・ ビ ジ ネ ス は 新 た な 雇 用 を 生み 出 す動 き と し て 注 目 さ れ、 兵庫県な ど も

起業支援 を 行 っ て い る が、 収支が 「黒字」 と し た の は わずか 1 割。 人件費 の 圧縮 な どで事

を 維持 し て い る 団体が多 く 、 「生計 を 立 て る 仕事」 と し て は不 卜分で あ る こ と も 浮 き 彫

り に な っ た 。

ま た 、 肖 ら の 活動 を 「 コ ミ ュ ニ テ ィ ー ・ ビ ジ ネ ス j と み て い る 団体は45% に と ど ま り 、

コ ミ ュ ニ テ ィ ー ・ ピ ジ ネ ス を 「知 ら な い 」 と し た 団体 も 21 % あ っ た 。

調査 を ま と め た 同研究所 の 大 島 博丈研究員 は 「現状で は 、 雇用 の受血 に は な り き っ て い

な い が、 高齢者や 女性 に は就業機会 を 提供 し て い る O 社会的認知 は不十分で、 、 今後は 、 成

功事例 を 増 や し 、 市民 に ア ピ ー ル し て い く こ と も 重要 だ ろ う 」 と 分析 し て い る o (2002{1ゐ 8
月 27 日 付。 神戸新潟朝刊)

〔地域支 え る 起業家支援〕

民 間 非営利 団体 (NPO) への就職や地域社 会 に 貢献す る 起業 を 考 え る 人 た ち を 支援す る

「生 き がい し ご と サ ポ ー ト セ ン タ ー 神戸 (愛称 ・ わ ー す) J が神戸市長 田 区 に オ ー プ ン し

た (2002年 6 月 ) 。

す で に 始め て い る 相 談業務 の ほ か、 NPO の仕事 を 体験す る 「 ト ラ イ や る ワ ー ク 」 な ど

も 予定。 「新 し い働 き 方J を 目 指す人への情報発信や交流の拠点 と な る O

県 の 委託 を 受 け 、 NPO 法 人 「 し み ん 事業 サ ポ ー ト ネ ッ ト ワ ー ク 」 が運営す る 。 阪神地

域で は 、 宝塚 NPO セ ン タ ー が運営す る 「生 き がい し ご と サ ポ ー ト セ ン タ ー 阪神J (宝塚市

栄 町) が開設 さ れて お り 、 2 拠点が連携 し て 、 す で に事業 を 行 っ て い る O

地域に根 ざ し た事業 「 コ ミ ュ ニ テ ィ ー ・ ピ ジ ネ ス j で は 、 高齢者 向 け の福祉サ ー ビ ス や

定住外国人支援な ど さ ま ざ ま な 展 開 が出 は じ め て お り 、 セ ン タ ー で は こ う し た 生 き がい を

重視 し た働 き 方 に つ い て 、 ホ ー ム ペ ー ジ な どで情報 を 発信。 随時、 相談 を 受 け 付 け 、 求人 ・

求職者 の マ ッ チ ン グ、 希望者への助 言 を行 う O
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コ ミ ュ ニ テ ィ ー ビ ジ ネ ス の相談な どに応 じ
る 「生 き がい し ごと ザポー ト セ ン タ ー神戸」
ニ神戸市長同区若松町 2 (神戸新聞社提供)

両セ ン タ ー と も パ ソ コ ン な ど を 備 え た交流ス ペ ー ス を 開放。 コ ミ ュ ニ テ ィ ー ・ ビ ジ ネ ス

を 学ぶ講座 な ど も 手がけ る O

「 わ ー す」 は神戸市 中 央 氏 に 支部 を 開設 し 、 起業者 に 活動の場 を 提供す る 「 イ ン キ ユ ベ ー

ト ( タ マ ゴを か え す) オ フ ィ ス 」 の機能 も 整 え る こ と に な っ て い る O

5 . 資金難 に あ え ぐ NPO

〔 細 る 公的機関の助成〕

阪神大震災 を 機 に で き た 神戸 の 災害救援 ボ ラ ン テ ィ ア 組織や NPO (非営利組織) が資

金難 に あ え い で い る 。 景気低迷や震災経験の風化 を 背景 に募金が集 ま り に く く な り 、 公的

な補助 も 減 っ て い る の が原 因 。 関係者 は 「震災 を 教訓 に 芽生 え た 「市民が支 え る 市民j舌動」

を 根付かせ た い の だ、が…」 と 困惑 し て い る O

西宮市の NPO 法人 「 日 本災害救援ボ ラ ン テ イ ア ネ ッ ト ワ ー ク (NVNAD) J は2002年12月 、

「災害救援組織の 自 立 を 目 指 し て訴 え る 」 と 題す る 緊急 ア ピ ー ル を 機関 誌 に 掲載 し た 。

2001年 の 総収入 は約2 ， 200万 円 だが、 2002年度 は 1 ， 300万円 の見込み。 公的機関か ら の助

成金や行政の委託が減 っ た の が響い て い る O 会員 も ピ ー ク 時 は 600人 を 超 え た が、 現在 は

約340人。 田 中稔昭理事 は 「今年 は 繰越金 を 食い つ ぶ し て い る 」 と 嘆 く O

震災度後の 1995年 2 月 発足、 ロ シ ア タ ン カ ー 「 ナ ホ ト カ 」 の重油流出事故 な ど国 内外の

災害で救援活動 し 、 2000年 に 「全国災害救援 ネ ッ ト ワ ー ク 」 を 結成。 同理事は 「市民 の 防

災への た熱、 も 冷め て き た 。 い ざ と い う 持の た め組織 を 維持 し た い が」 と 話す。

「被災 地 NGO 協働 セ ン タ ー J (神戸市) の被災者手づ く り の タ オ ル の 売 り 上 げ は 2000

年度 に は 約800万 門 だ、 っ た が2001年 は半減、 2002年度 は さ ら に 下 回 る O

「市民が市民社会 を 支 え る 仕組み」 と 2001年 の NPO 法 人認証時 に 注 目 さ れ た 「 し み ん

基金 ・ KOBEJ 。 寄付が激減、 初 年 度 は 2 回 だ っ た ほ か の NPO への助成事業が昨年度 は 1
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回 で 、 次 回 は未定だ。 同 基金の瀬戸 口仁三郎専務理事 は 「 う ち への 寄付 は 税 の 擾遇がな く 、

頂 き に く い 。 出 費 が必要 な PR も 出 来 な い」 と た め息 を つ く O

震災の 年 は 「 ボ ラ ン テ イ ア 元年 と 呼ばれ、 今 も 譲興 を 支 え る NPO な ど の積極的 な 活動

が神戸周辺で続 く が、 「神戸の NPO は復興が ら み の公的 な補助 金 に頼 っ て き た 出があ る O

こ う し た補助金がな く な り つ つ あ る 今、 自 立 を 追 ら れて い る 」 と の 指摘 も あ る o (2003年 1
月 16 日 付。 日 本経済新聞朝刊)

〔厳 し す ぎ る 支援税制〕

特定非営利 活動促進法 (NPO 法) が施行 さ れて 4 年。 2002年 4 月 3 日 ま で に 兵庫 県 内

で は 292 の NPO 法人が設立 さ れた 。 活動分野 は 、 福祉や ま ち づ く り な どが 自 立 っ て い る O

全国 で は8 ， 000以上の法 人が誕生 し 、 昨年10月 か ら は 一定の条件 を 満 た す 団 体 を 対 象 と す

る 支援税制 も ス タ ー ト O し か し 、 認め ら れた の は わ ずか10団体 に と ど ま り 、 全 国 的 に条件

の緩和 を 求め る 声が上 っ て い る O

同 法 は 阪神 ・ 淡路大震災後、 ボ ラ ン テ イ ア 活動の う ね り が高 ま る な か1998年 1 2 月 に 施行

さ れた 。 内 閣府 に よ る と 2002年10月 末 ま で に 全 国 で8 ， 679団体が誕生。 方 で す で に61 団

体が解散 し た 。

NPO 法 人 に つ い て は 、 昨年10月 支援税制がス タ ー ト 。 国税庁長官が 「認定 NPO 法 人」

と 認め た 間体 に 、 個 人や企業 な ど に 寄付 を し た場合、 税 の 軽減 を 受 け ら れ る よ う に な っ た 。

し か し 、 こ れ ま で認定 さ れ た の は全国 で10団体で 、 兵庫県 内 は ゼi D 0 全 国 の 団体でつ く

る rNPO / NGO に 関す る 税 ・ 法 人制度改革連絡会」 で は 1 1 月 に 内 閣府 な ど に 条件緩和 を

求め る 署名 を 提 出 し て い る O

せ っ か く の 支援税制 だ が、 NPO 側 か ら は マ 総収入 に 占 め る 寄付金の 割 合が 3 分の l 以

上マ複数 自 治体の 支援者 か ら の 寄付金マ複数 自 治体 に ま た が っ た 活動 な ど認定条 件 の

ハ ー ド ルが高す ぎ る と の声が強 い 。 な かで も NPO 側 が 「充当 す る の が難 し い」 と 反発す

る の は寄付金の割合だ。

こ の た め 、 財務省 は2003年 4 月 か ら NPO への税制上の優遇措量 を 拡大す る こ と に な っ た 。

総収入 に 占 め る 寄付の割合いが 3 分の 1 以 ヒ あ る NPO へ の 寄付 に 税優遇 を 認め て い る 現

行碁準 を r 5 分の l 以上」 に緩和 し 、 寄付が集 ま り やす い よ う に す る O た だ、 こ の基準緩

和 は2003年 か ら 2006年 3 月 末 ま で の 認定 申 請 を 対象 と す る 時限措置 に な る o NPO の 収益

事業か ら 本業 の 公益事業への 支 出 を 寄付金 と み な し 、 所得の 2 割 ま で を 非課税 と す る 制度

も 導入す る O

こ の ほ か現行制度で は複数の市匿町村で活動 し て い る こ と も 税優遇の 条件 だが、 こ の基

も 廃止す る O
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( N PO の原則課税見議 り 〕

政府の行政改 革推進事務局 は 2003年 3 月 10 日 、 公益法人、 中 間法人 と と も に 「非営利法

人J へ の 一本化 を 検討 し て き た 特 定非営利 活動法人 (NPO 法人) に つ い て 、 当 面 は 一本

化の対象除外す る 庁向 で調整 に入 っ た 。

一本化す る と 現行 の 原期非課税か ら 原 則課税 に な る た め 、 自 民党行政改革推進本部が同

口 、 市民活動 を 阻害す る 恐れがあ る と し て段階的移行 を 求め た た め だ。

r 

関東、 近畿、 中 国地方で 白 主的 に 街頭 を 巡 回

し て 犯 罪 防止 な ど に 取 り 組ん で い る NPO 法 人

「 日 本 ガ ー デ イ ア ン ・ エ ン ジ ェ ル ス J が、 2002

年 6 月 17 日 か ら 神戸市営地下鉄 内 の パ ト ロ ー ル

を は じ め る 。 国 ヒ交通省鉄道局 は 「鉄道車 内 を

ボ ラ ン テ イ ア カfパ ト ロ 】 ル す る な ん て 開 い た こ

と がな い」 と い う 。

L 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 → 一 一 一

「 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 

c _ 

今シ ー ズ ン か ら タ イ ガースのヘルメ ッ ト に張 ら れて
い る あ し な が育英会のス テ ッ カ ー (神戸新同社提供)

ー 一 ー ー } ー 一 一 一 寸

J 

17 8 は 、 W杯決勝 ト ー ナ メ ン ト の 試合があ る
神 戸 ウ ィ ン グ ス タ ジ ア ム に 近 い駅周辺で雑踏警

備 に協 力 。 翌 日 か ら 神戸パ ト ロ ー ル隊 の 13 人 を

中 心 に 、 定期 的 に 地 卜e鉄車内 を 巡盟 し 、 携帯電

話 を 使 う 乗 客 に 注窓 し た り 、 お 年寄 り に席 を 譲

る よ う 呼びかけ た り す る と い う 。

一 ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 寸

あ し ラ旋属
阪神 タ イ ガー ス の進撃が、 災筈遺児 ら の就学

を 支持 し て い る 「 あ し な が育 英 会J (本部 ・ 東京、
玉井義里会長) への強烈 な 追 い風 と な っ て い る 。

阪神の選手 た ち は今年か ら 、 ヘ ル メ ッ ト に 「あ

し な が育英会」 の ス テ ッ カ ー を 張 っ て お り z 写

真、 こ の た め 育 英 会 の ホ ー ム ペ ー ジ (HP) へ

の ア ク セ ス が従来の 3 倍 に 。 不況で寄付 が伸 び

悩 ん で い た育英会は 「多 く の子 ど も が励 ま さ れ

て い る 」 と 感謝 し て い る 。

阪神球団 に よ る と 星野仙 一前段督か ら シ ー ズ

ン 前 に 「社会貢献 し た い」 と の話 し があ り 、 選
手 会 も 賛 同 し て 全 選 手がヘ ル メ ッ ト に ス テ ッ

カ ー を 張 り 、 募金に協力 し て い る 。
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・ 2002年度、 朝 呂 、 読売、 毎 H 、 1:1経、 政経、 神戸新隠の福組 関連記事
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高齢者、 障害者への対臨

阪神 ・ 淡路大震災の被災者 の た め に 整備 さ れた 災害復興住宅で は 、 高 齢化が急速 に 進 ん

で い る 。 一般の公営住宅 と 比べ て も 高 齢化率は極端 に 高 い 。 ま た 、 孤独死 も 急増 し て い る 。

「仮設住宅で は i隣 の 人が、 ガ ラ ッ と ド ア を 開 け れば問 え た 。 そ れが健康の 合図 で も あ っ た。

今の住宅 は 頑丈 な だ け 。 ド ア が隠 る 音がズ シ ン と 響 く 」 と い う の が災害復興住宅 に住む被

災者か ら よ く 聞 か れ る 声だ。 コ ミ ュ ニ テ ィ ー の結 びつ き の希 薄 さ か ら さ び し さ や孤独 を 訴

え る 住民 は 多 い 。 こ の た め住民の 生活相談や安否確認 な ど に 携 わ る LSA (生活援助員 )

活動の 強化 や 地域の見守 り 態勢 に対す る 行政の支援が求め ら れて い る 。

ま た 、 障害者への福祉サ ー ビ ス は 、 こ れ ま で の 「行政の措首」 か ら 当事者が事業者 と 契

約 す る 『支援費制度」 へ転換。 新 し い制度の:惇入 に不安 を かか え る 人 も 多 い 。 歴 史 の 浅 い

精神瞳害者への福祉サ ー ピ ス の 充実、 地域社会の福祉の拠点 と し て精神障害者杜会復帰施

設の役割 に 大 き な 期待が寄せ ら れて い る O

ト 趨高齢化の髄み深刻

〔急増す る 孤独死〕

阪神 ・ 淡路大震災の被災者 向 け に建設、 借 り 上 げ ら れ た 兵庫県 内 の災害復興公営住宅で、

1 人暮 ら し の 入居者が誰 に も み と ら れず に死亡す る 「孤独死」 が、 2002年 1 年 間で少な く

と も 72人 に 上 っ て い る こ と が、 毎 日 新聞 の調べで分か っ た 。 2000年の前 回 調査 に比べて 4

割以上の増加。 高齢化が進 み 、 新 た な コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り が難 し い復興住宅の現状が浮

き 彫 り に な っ た 。

調査は県内21市町 に あ る 災害復興県営 ・ 市町営住宅で、 の死者の う ち 、 1 人暮 ら し で兵庫

県警が検悦 し た ケ ー ス を 集計 し た 。 こ れ ま で1999年37人マ2000年50人 ー だ っ た 。

2002年の 内訳 は 男 性48人 と 女性の 2 倍。 年代別 で は 、 70代が32人 と 最 も 多 く 、 60歳以 Ĉ^

の高齢者が 9 舗 を 占 め た 。 死 因 は 約 8 割 の57 人が病死で、 自 殺 も 10人 に 上ー っ た 。

発見状況で は ポス ト か ら あ ふ れ る 新聞 や 安 を 見 か け な い こ と に 近所 の 人が気づい た り 、

訪問 し た 親族、 友人、 ヘ ル パ ー 、 福祉職員 ら が異変 を 察知す る ケ ー ス が多 く 、 大半が死後

数 日 以内 。 備 え付 け の セ ン サ ー や非常ベ ル な どで発見 さ れた例 も 8 件あ っ た 。 一方、 「異臭J

や 数か 月 ぶ り の 家族の訪 問 で 1 か月 以上 た っ て見つ か っ た ケ ー ス も 4 件 あ っ た 。

に よ る と 、 復興住宅の65歳以 仁 の 高齢化率 は 2001年の調査ですで に40% を 突破、

3 分の 1 が 単 身高齢世帯 と い う 状況だ。 こ の た め 県 は 昨年度か ら 高齢者 の 見 守 り 態勢 を 強

化。 今年度 に は 102人 の 高齢世帯生活援助員 を 配置 し 、 ニ ー ズ に応 じ て 1 人暮 ら し の 高齢

世帯 を 週 1 凶 を 目 安 に 巡 回 訪問 し た り 、 電話での安否催認、 生活相 談 な ど を 実施 し て い る 。
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〔震災叡材班J (2002年12月 30 日 付。 毎 日 新開朝刊)

〔復興住宅で生活璃査〕

2003年 に 予定 さ れ る 「被災者生活再建支援法J の見直 し に 、 阪神 ・ 淡路大震災の被災者

の生活実態 を 反映 さ せ よ う と 、 神戸市長 田 区 の市民団体 「震災復興長 田 の会」 が、 同 区 内

の復興住宅入居者か ら 暮 ら し の様子 な ど を 聞 き 取 り 調査 し た 。 「震災前 よ り 経済 的 に 苦 し

く な っ た」 と 訴 え る 人が 3 分の 2 を 占 め 8 割以上が家賃補助の継続 を 望 む な ど、 震災か ら

丸 8 年 と な っ た今 も 住民の苦境がつづい て い る 。

調査は 同 区 内 の 5 か所の復興住宅で、 2002年10� 1 1 月 に 実施。 549世帯 を 訪問 し 121世帯

が応 じ た 。

高齢化が著 し い援興住宅の現状 を 反映 し 、 匝答者の79 % が60代以上、 独居 も 33 % だ っ た 。

自 宅が全焼か全壊 し た の は83% に 上 っ た 。

経済的 な 状況 を 聞 い た と こ ろ 、 「震災前 よ り 苦 し く な っ た」 と す る 人が65 % あ っ た 。 自

由 回答で も 「年金収入 だ け で家計が苦 し いJ I高齢の た め仕事が な いJ I三食 を 二食 に 切 り

詰め て い る J な ど、 生活不安 を 訴 え る 人が多 か っ た 。 入居後10年 間 と な っ て い る 復興基金

か ら の家賃補助 に つ い て は82 % が期 間 の 延長 を 求め て い る 。

対象の住宅 に は 、 震災前 に そ の 地域 に住 ん で い た 人が多 く 入居 し て い る が、 57%が 「震

災前 よ り 近所 と の付 き 合い が減 っ たJ と 回答。 「 ほ と ん ど外出 し な い」 と 答 え た 人 も 震災

前 に比べて倍増 し た 。 同会で は 「集 う 場所 も な く コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が希薄 に な っ て い る

こ と が う かが え る J と 分析 し て い る 。

〔生活援助 員の役割 り 増大〕

「 で き る 限 り 自 立 し て 地域で暮 ら し た いJ o そ ん な お 年寄 り の 日 常 を 支 え る 生活援助員

(LSA) が兵庫 県内 で、計118人に ま で増 え た 。 阪神 ・ 淡路大震災以前 は た っ た 5 人だ、 っ た が、

高 齢者や障害者が入居 し た仮設住宅で そ の必要性が認識 さ れ、 一気に増加。 今や全冨 的 な

LSA 先進地 だ 。 し か し 、 さ ま ざ ま な課題 も み え て来 た 。 (神戸新開記者 小林由佳)

「阪神 、 強 い な あ O 昔 は ょ う 甲 子 園 に行 っ た も んやJ

尼崎市神 崎 町 の 市営神崎団地 1 階 に あ る ILSA 室」 で、 水曜 日 恒例 の お茶会が開 か れ た 0

9 人の お 年寄 り が野球談義 に 白 熱。 LSA の j司会合 由紀子 さ ん も お や つ 片 手 に む参戦、 し た 。

同 団地 は復興住宅 と し て震災 2 年後 に 完成。 4 階建。 計70戸 の う ち 30戸 は 「 シ ルバ ー ハ

ウ ジ ン グ」 と 呼ば れ る 高 齢者用 室で、 現在25世帯が暮 ら す。 河合 さ んが担当 す る 人た ち だ。

平均年齢76歳。 車 い す や視覚障害の 人 も い る 。

「お茶会 な とマ の 恒例行事 は安否確認の貴重な 機会」 と 河合 さ ん。 勤務 は 月 ~金曜 日 の朝

9 時か ら 夕 方 5 待。 週 3 司 、 食事会 や ふ れ あ い 喫茶 な どで LSA 室 に 集 ま っ て も ら う 。 楽

し み に す る 人 も 多 い 。 見 か け な け れ ば部屋 を 訪問 。 生活上の桔談 に 乗 っ た り 、 と き に 買 い
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物 を代行 し た り 、 要介護認定の訪問調査 に 立 ち あ う こ と も あ る 。

「要望 は 多種多様。 で も LSA が ど こ ま でや る べ き な の か。 悩 み な が ら も 対応 せ ざ る を

得 な い の が現状J o 河合 さ ん の 表情が曇 っ た 。

同 じ思 い を 抱 く LSA は 多 い 。 と い う の も 、 業務の 範 閉 がは っ き り し て い な い た め だ。

国 は LSA の 仕事 と し て 生活桔談や安否確認 な ど 6 項 目 ( メ モ 参照) を 示 し て い る が、 具

体的 な 内容 に つ い て現場任せ な の が実i育。 ( 中 略)

LSA は シ ル バ ー ハ ウ ジ ン グ に住 む 人 を 担 当 す る こ と に な っ て い る が、 現 場 で は そ れ だ

け で は 済 ま な い 。 た い て い の 団地 は一部が シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グで ほ か は 品般住居。 と い っ

て も 一般住民 に も 高齢者が住 ん で お り 、 見守 り が必 要 な 人 も い る 。

県営尼崎金楽寺住宅の LSA 木 田 義彦 さ ん は 「対象外 だ か ら と い っ て相 談 を 断れ な い。

公営住宅の 高齢化率 は 高 く 、 田 地全体 を 見 渡せ る LSA が ど う かか わ る べ き か、 考 え る 時

に き て い る J と 話す。

LSA を 支 え る 体制 も ま だ ま だ不十分だ。 51 人 を 抱 え る 神戸 市 は 毎 月 会 合 を 持つ な ど し

て研修や交流 を 続け る が 「 自 助努力 でや っ てJ と そ突 き 放す、 自 治体 も あ る O そ こ で、 県

内各地の LSA た ち は こ の ほ ど連絡会 を 結成。 仕事の 問題点 を 突 き 合わせ 「 よ り よ い LSAJ

を 日 指す。

連絡会の 中 心 メ ン バー で も あ る 河合 さ ん は こ う 語 る 。 'LSA 全体の 質 を 上 げ な い と 結局 、

高齢者 に跳ね返 る O 最前線で生活 を 支援 し て い る 専 門職 と し て行政や地域 に も 積極的 に情

報発信 し て い き た いJ (2002年 5 月 初 日 付。 神戸新聞朝刊)

LSA 
「 ラ イ ブ サ ポ ー ト ア ドバ イ ザ ー 」 の略で、 公営 の シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ と 民間 の 高齢者向 け

優良賃貸住宅 に 派遣 さ れ る 。 30世帯 に 1 人が蒸準。 市町村が介護保険施設 な ど に委託 し 、 施設

職員 が就 く 。 厚生労働省 は 業務 内 容 を 、 生活指導 ・ 相談マ安否確認マ 一 時 的 な 家事援助マ緊急

時の対応、マ関係機関等 と の連絡マ そ の他 日 常生活上必 要 な 援助 ー と し て い る 。 泊 ま り 込み型や

巡i口i型 な ど、 自 治体に よ っ て 勤務形態 は 異 な る 。

〔行政の枠超 え LSA 連携〕

兵庫県 内 の シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ (高齢者向 け公営住宅) で 、 住民の生活相談や安否確認

な ど に 携 わ る 生活援助員 (LSA) た ち が、 行政の枠 を 超 え て連携 し よ う と 連絡会 を 結成 し

た (2002年 4 月 ) 。

LSA は 1987年度 に !日厚生省 と 旧 建設省 の 共 同事業 と し て は じ ま っ た 。 市 町村が福祉施

設 な ど に 委託 し 、 施設の職員 が シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ に住 み 込 ん だ り 、 巡 回 し た り し て 高齢

者 を援助 し て い る O

県 内 で は震災 を 機 に 重 要性が再認識 さ れ、 現在118人が高齢者 の 暮 ら し を 支援 し て る 。

し か し 、 身近 に相談相手がい な い こ と や情報不足 な どか ら 悩 み を 抱 え 込む ケ ー ス も 多 い と

い う O ネ ッ ト ワ ー ク 化 を 求め る 声が強 ま っ て い た 。
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4 月 下旬 、 県 内 各地 か ら LSA30人が参加 し 、 芦屋市 内 で連絡会が持 た れ た 。 国が LSA

の仕事 を 「生活指導 ・ 相談J r一時 的 な 家事援助J な ど と 大 ま か に し か示 し て い な い こ と

か ら 「 ど こ ま でや る べ き か悩 ん で、い る と い っ た意見が相次い だ。

ま た 、 「一人職場」 で孤立感 を 深め る LSA も お り 、 連絡会 は 定期 的 に 交 流 や 事例検討会

を 開 く こ と を 決め た 。 県老人福社事業協会 (神戸 市) も 県か ら 委託 を 受け連絡会 を 支援 し

て い く こ と に な っ た 。

( }言動情報サボ ー タ ー 〕

災害復興公営住宅 を 中心 に 、 高齢者 ら の コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り を 手助 け す る 「活動情報

サ ボ ー タ ー」 が多彩 な 活動 を 続 け て い る 。 兵庫県営、 神戸市営の復興住 宅 の 高齢者率が 4

割 を 超 え る 。 喫茶、 遠足、 越味の教室 な ど交流の場 を 設 け て住民 に 足 を 運 ん で、 も ら う グル ー

プ も あ れば、 戸別訪問で安否 を確かめ る こ と も 。 い く つかの現場 を 訪ね た 。 (神戸新聞記者 新

聞真理)

長 ら く 暮 ら し た街 を 震災で離れ、 訴 し い 環境で人 間 関係 を 築 く 高齢者 を 支援す る 目 的 で、

サ ボ ー タ ー 制 度 は 2 年前 に 始 ま っ た 。 現在、 神 戸 市 内 を 中 心 に 約 1 ， 700人 の ボ ラ ン テ イ ア

が事務局 の 「生活復興県民 ネ ッ ト 」 に 殺録。 行事 な どの情報提供や 声か け を し て い る 。

同 市須磨 区 に 拠点 を 置 く 「神戸西 ・ 助 け合い ネ ッ ト ワ ー ク J (在皇俊一代表) は 、 昼食

の 宅配、 自 宅か ら 病 院へ の 移送サ ー ピ ス な ど を 行 っ て い る 。 復興住宅以外の 利 用 者 も 多 い 。

活動 を 担 う の は 約 50人 の ボ ラ ン テ イ ア 。 給食の宅配は安否確認 を 兼ね 、 顔色や 言動 な ど

を 記録す る 表 も あ る 。 交流の場 と し て 2 か所の復興住宅で毎週 一 凶 、 喫茶 も 聞 く 。 男性 も

足 を 運びや す い よ う に 、 喫茶 に カ ラ オ ケ を 加 え た り 、 リ サ イ ク ル 品 を 販売す る な ど、 工 夫

を 重 ね て い る 。

同 ネ ッ ト は 仮設住宅の住民支援か ら 出発。 「当 時 は 多 く の 助成金があ っ た が、 現在で は

自 力 で運営資金 を 集 め ね ばな ら な い」 と 在里代表。 「給食の宅配や移送 サ ー ビ ス の収主主性

は高 く な い が、 ボ ラ ン テ イ ア の 情熱で支 え ら れて い る 」 と 話す。

入居者 自 身 が 「 サ ボ ー タ ー 」 と し て 活動 を 担 う の は 、 約 千世帯が暮 ら すベ ル デ名谷 ( 同

市垂水区) の 「友愛訪問 グ ル ー プJ (葛城マ ツ ホ代表) 。

同住宅の高齢化率 は 約34% 。 各棟 に 自 治会があ り 、 葛 城 さ ん が 自 治会長 を 務め る 4 号棟

の場合。 各 階 に 2 人 い る 班長が同 じ 階 に住 む 高齢者の 生 活 を 見守 る O 「互い に 顔 見知 り な

の で動 き がつ か み や す い 。 毎 日 の 出 入 り に気 を 配 り 、 数 日 間 、 姿 を 見 な い と 訪 ね て行 く J

と い い 、 全体の状況 も 定期 的 に集約 し て い る 。

悩 み は 、 痴 ほ う 症が出 て い る 人への対)志だ。 住民だ けで は 対処 し き れな い た め民生委員

や 市 の 高齢者支援セ ン タ ー の相談員 、 家族 ら が集 ま り 、 対策 を 話 し 合 っ た 。

「関係機関 と の連携は大 き な ポ イ ン ト 」 と 葛城 さ ん は 強調。 自 治会 の 会合 に も 加 わ っ て

も ら う な ど、 常 に コ ン タ ク ト を 取 る 。 「助 け合い ネ ッ ト 」 で も 、 こ う べ市民福祉振興協会

326 �;;凶京@福祉



と 日 常的 に つ な が り を 持 っ て い る O

ベ ル デ名谷で、 は 「地域の コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り に は高齢者 自 身が意識 を 変 え 、 責任 を 自

覚 し て も ら う こ と が必要 と 、 70歳以 kが対象の老人会 を 9 月 半 ばか ら ス タ ー ト さ せ た 。

コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り の攻 り 組み は各地の復興住宅で進むが、 横 の つ な が り は ま だ う す

い 。 兵癒県 は各住宅で の 活動 を 総合的 に把握す る た め 10月 か ら 「災害複興公営住宅団 地 コ

ミ ュ ニ テ ィ ー 調査事業」 に乗 り 出 す 。 (2002年 9 月 25 円 付。 神戸新聞朝刊)

2 . 多 角 的 な行政の対応

〔神戸市が特養入所の方式変更〕

待機者が多 く 、 要介護度が高 い 人がな か な か入所で き な い状態が続い て い た特別養護老

人 ホ ー ム (特養) に つ い て神戸市が2002年 4 月 、 大 幅 な 入所の変更 を 行 っ た 。

施設 と と も に 入所の指針 を 作 っ た 。 指針で は 、 要介護度や在宅サ ー ビ ス 利 用 率が高 い ほ

ど高得点 に な る 統一の評価基準 を 設定。 個 別 の 事ノ情 を 加味 し な が ら 、 各施設が設 け る 「入

所検討委員 会」 が入所)11買 を 決め て い る O 同 市 は 、 指針の浸透で高齢者の 間 に 「緊急時 に は

い つ で も 入 ら れ る J と い っ た安心感が広 ま り 待機者減少 に つ な が る と 想定 し て い る O

だが、 神戸市老人福祉施設連盟の 富 岡正勝理事長 は 「チ ェ ッ ク 項 目 に 『在宅サ ー ビ ス 利

用 率』 があ る た め病院や老人保健施設か ら 移 る 人 に は不利 に な っ て し ま う J と 指摘。

神戸市ケ ア マ ネ ジ ャ 一 連絡会の稲松真人代表は 「指針 を 反映 さ せ る の は 7 割 で、 残 る 3

割 は施設の 判 断 と な る た め 、 )111'!番待 ち よ り 明確で な く な っ t:' J と 指針 の 改 善 を 訴 え る O

〔 ケ アマ ネ ジ ャ ー に空 き 情報〕

神戸市 は 2002年 6 月 3 日 か ら 、 特別養護老人 ホ ー ム の空 き 情報 を 集約 し 、 ケ ア マ ネ ジ ャ ー

に施設 を あ っ せ んす る 「市介護保険入所相談セ ン タ ー 」 を 開設。 緊急入所が必要 に な っ た

お 年寄 り の 受 け 入 れ先 を {愛先的 に確保す る 全国初 の試み。

持養の 空 き 情報 は 、 直接掴 々 の施設に尋 ね な い と 分か ら ず、 情報 を 集約 し て い る と こ ろ

は な か っ た 。 現在、 市 内 に は 1 ， 300人 の ケ ア マ ネ ジ ャ ー がお り 、 一 人平均50人の 要介護認

定者 を 受 け持 っ て い る O

同 セ ン タ ー が特養の 空 き 情報 を 集約 。 年 間800床 ほ ど の 空 き が出 る 特養 の 中 か ら ケ ア マ

ネ ジ ャ ー の 相談に応 じ て 判 定会議 を 聞 き 、 施設 に優先入所 し て も ら う と い う 仕組 み 。

空 き が な い場合 は 、 シ ョ ー ト ス テ イ のベ ッ ド を 転用 し 、 特養があ く ま で利用 し て も ら う 。

介護保険の利用 限度 日 数 を 越 え た場合 は 、 市が本人負担分 を 補助す る 。

中 央 区 の こ う べ市民福祉交流 セ ン タ ー に事 務 所 を 設 け、 市社会福祉協議会が運営 に あ た

る O
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〔新指針で待機者半減〕

緊急性の 高 い 人 か ら 軒別養護老人 ホ ー ム に 入所 さ せ る 新指針 を 2002年 4 月 に 導入 し た神

戸市で待機者が激減 し た 。

同市の調査 に よ る と 同年 6 月 の特養入所待機者が2 ， 057人 と な り 、 昨年12 月 末 の4 ， 2 1 1 人

か ら 半減 し た 。 導入前 に 比べ、 待機者が 4 分の l に な っ た施設 も あ っ た 。 新指針が効果的

に運用 さ れた た め で、 そ の成果 は全国 的 な 注 目 を 集め て い る O

厚生労働省 が同年 8 月 に打 ち 出 し た全 国 の 特養向 け ガ イ ド ラ イ ン も 神戸 市 の 指針 と ほ ぼ

同 じ 内容。 同市 に は大阪や名吉屋、 仙 台 な どか ら の視察や 問 い合わせが殺到 し て い る O

県で も 同 年10月 に 、 必要性や 緊急度 の 高 い高齢者が罷先 的 に 入所で き る よ う 基準 を 定め

た 「入所 コ ー デ イ ネ ー ト マ ニ ュ ア ル」 を ま と め た 。 こ れ ま で各施設 ぱ ら ぱ ら で 「 申 し込み

)llfiîJ だ、 っ た 入所基準 を 統一 し 、 透明性や公平性 を 高 め る 狽い 。 県 内162施設 で25 日 か ら あ

ら た め て 申 し 込み を 受けつ け る O

〔市住空 き 室で介護サ ー ビス 〕

神戸市 は 、 市営住宅の 空 き 宗 を 社会福祉法人 に貸 し 出 し 、 24時間対応の在宅介護サ ー ビ

ス を 展 開 す る 事業 を2003年か ら 始め る O 公営住宅法で は 、 m住 は 「 グ ル ー プ ホ ー ム J 以外

への転用 を 禁 じ て い る が、 今 回 の施策 で は 、 道路計画で立 ち 退 き を 追 ら れ た 市民向 け の受

け 皿住宅の空 き 室 を 活用 。 市住宅局 は 「 ニ ー ズが高 け れば、 今後、 固 に他 の 「空 き 市住」

の転用 用 途の拡大 も 働 き か け た い」 と し て い る O

転用 を 試み る の は都市計両道路湊町娘 (神戸市兵庫 区) の拡幅工事で立 ち 退い た従前居

住者の 市住。 209戸 の う ち 33戸が空 き 室 と な っ て お り 、 一般賃貸募集 と あ わ せ て福祉 日 的

の活用 を 検討 し て い た と こ ろ 、 近 く で特別養護老人 ホ ー ム 「花み さ き J を 運営 す る 社会福

祉法人が名 乗 り を あ げた 。

今 回 は 空 き 室 6 戸 を 同法 人 に 貸 し 出 し 、 う ち 4 室 に高齢者が居住。 職員 が24時 間常駐 し 、

緊急時 に対応す る ほ か 、 買 い物や通院の付 き 添い な ど、 介護保険サ ー ピ ス 以外の支援 も 行

つ O

〔高齢者先気ア ッ プ支援事業〕

県 は 阪神 ・ 淡路大震災の災害復興公営住宅で高齢者 を 元気づけ た り 、 生 き がいづ く り の

交流事業 を 実施 し た り す る 団体 を 対象 に 、 「災害復興公営住宅高齢者元気 ア ッ プ活動支援

事業J を 行 う O

対象 は NPO 法 人 ま た は 非営利 の社会貢献活動 を し て い る 任意団体で、 被 災 地 で 一年以

上 の 活動 を し て い る O 県 内 に 活動拠点 を 置 く ー な ど の 条件 を 満 た す 団体。

団地内 の 総戸数が50戸以上で、 「復興住宅 コ ミ ュ ニ テ ィ ー プ ラ ザ運営費補助J を 受 け た

こ と が な く 、 一年 間 継続 し て 、 月 一 回 以上活動す る マ対象住宅の 自 治会 な ど と 協力 す る

328 第四主主@干高社



な どが補助 の 条件。 100万 円 を 上認 と し 助 成 は 一対象住宅 に つ き 一 回 限 り o 2003年 1 - 3 

月 の 間 に事業 を 開始す る こ と と な っ て い る O

〔痴ほ う 高齢者宅へ専門支援員〕

専 門研修 を 受 け た 訪問支援員 を 痴 ほ う 高齢者の い る 家庭 に 派遣 し 、 見 守 り 活動 を 手助 け

す る 神戸市の 「 ほ っ と ヘ ル パ 一 事業」 が2002年1 1 月 1 日 か ら 全市 で は じ ま っ た 。

派遣事業 は 市 内 各区 の民間介護事業者 に 委託。 国 の 緊急、地域雇用創 出 金 を 活用 し て採用

し た ヘ ル パ ー 資格 を 持つ37人が担当 す る O

介護保険の訪問介護で認め ら れて い な い外出 の付 き 添い も メ ニ ュ ー に含 ま れ て お り 、 家

族の負担軽減に役立 ち そ う だ。

対象 は 、 介護保険の要介護認定者マ在宅サ ー ピ ス 利 用 限度額の 7 割 を 利 用 マ ホ ー ム ヘ ル

プサ ー ビ ス を 継品売 し て利用 し て い る ー な どの条件 を 満 た す 人。

派遣 は 週 一 回 5 時 間程度で、 料金 は 500円 と 低額。 介護保検の ホ ー ム ヘ ル プサ ー ピ ス で

は 一 時 間 あ た り 数千 円 と 高額 な た め 、 利用 を た め ら う 家庭が多 か っ た と い う 。

〔介護報酬、 初 め て改定〕

2000年度 の 制 度 ス タ ー ト 後初 め て 介護報酬 の 改定が行 わ れ た (2003:年 1 月 ) 。 新単位 は

4 月 か ら 3 年 間適用 さ れる 。 介護支援専 門 員 ( ケ ア マ ネ ジ ャ ー ) の 報酬 を 全体で17 . 1 % 、

-・・・lti腫撞盈盛鑑轟轟轟車II盟・・圃
[訪問介護l

j 身体介護 (30分未満 2 ， 100円→2 ， 31 0円
| ・ 生活媛助 (f家事援助」 か ら名称変更)(30分以 上 1 時何未満 1 ， 530F"J→2 ， 080円( 1 時間以上 2 ， 220円→2， 910円 ;
川 長 「複合型」 は廃止 l 

{ケアマネジャー]

l 開茂川て6 ， 5
→一律t8 ， 50叩0円 (月額) i 

• 4 種以上のサー ピス を含むケ アブラ ニ 作成で |
1 ， 000円加算 (月徴。 1

・ 一定の要件を満た さ ない場合は30引成額 | 
[施設介護1 (fï;表的、 JJ 綴)

| 特別養護老人ホー ム | 
J 全宗個室市 33万9 ， 000円 (新設) I 

. 従う米j長ミ烈 3討4 /万J円→32万3包 ， 0∞00円 l
i戸 老人保附健附t蹴 川 O側∞円 ，0却刷B∞脚0凹0→3鈎4万9，000fIJ I l 介護問医療施設 川 鳴

1 ，∞蹴G→叶45万加 1， 000円
神戸新開 03年 1 月 21 口 (朝刊iJ )
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訪 問 介護 ( ホ ー ム ヘ ル プ) を 2 . 3% 引 き 上 げて い る の が特徴。 介護が必要 に な っ た お 年寄

り が、 自 宅 で暮 ら せ る よ う 、 在宅介護重視の姿勢 を 一層 明確 に し た。

今回改定に よ る 利 用 者への影響 に つ い て 、 厚労省 は 「施設 は平均1 ， 000 � 2 ， 000円程度 下

が り 、 在宅 は ほ と ん ど変 わ ら な しり と 分析 し て い る O た だ、 保険料 は 、 全体 と し て サ ー ビ

ス を利用 す る 人が増 え る た め 、 大部分の 人がヲ | き 上 げ ら れ る 見込み、 な 介護報酬 は 別 表

の通 り 。

「最寄 り の駅やバス 停 に行 く の が大変で」 と

い う 神戸市黍水 反 の震災復興住宅の お年寄 り の
悩 み を 解消 し よ う と 「週末 ボ ラ ン テ イ ア 」 がパ

ス 停 と 団地 の i討 を 車で送迎す る サ ー ビ ス を 試験

運行 し た 。 名 付 け て 「 ち ょ っ と カ ー Jo
住 宅 か ら 泣 く の パ ス 停 ま で念、 な 下 り 坂が約

350t ;c:続 く 。 そ の 問 を 軽 自 動車一台で一 日 平均30

3 . 障害者への福祉対策

〔在宅生活 を 支援〕

人 の お 年寄 り を 送迎 し た 。 買 い 物帰 り に利用 し

た 主婦 (73) は 「雨や胤の 強 い 日 は 買 い物 に も

行 け な か っ た 。 ぜ ひ こ れか ら も 続 け て ほ し いJ o I 
問団体は ボ ラ ン テ イ ア や サ ー ピ ス の 希望者 を 募 i 
り 10月 の本格開始 を 目 指 し て い る 。

(2002年 8 月 23 R 付 。 神戸新開)

施設な ど に 入所せず地域で の生活 を 希望 す る 障害者 を 支援す る た め 、 神戸市 は 7 月 (2002

年) か ら 、 県 内 で は じ め て専 門 の研修 を 受 け た コ ー デ イ ネ ー タ ー が24日寺 間体制 で相談 に 時

じ る 「障害者地域生活支援セ ン タ ー 」 を 開設 し た 。 本年度 は 3 か所 に設呈 し た が、 市内全

域で利用 で き る 。

市 内 の 知 的 ・ 身体障害者1 ， 900人 を 対 象 に 昨年実施 し た 障害者生活実態調査 で 4 � 5 割

の 人が、 地域での 暮 ら し を 望 ん で い る こ と がわ か っ た 。 こ れ ま で、 日 常生活支援や相談な

とマは 各 区 の福祉事務所が担当 し て き た が、 夜 間 や休 日 の対応が不 卜分な こ と か ら 新た に 窓

口 の設置 を 決め た。

運営 は社会福祉法 人 に 委託 し 、 各 区 の 在宅障害者福祉セ ン タ ー 内 に 窓 口 を 置 く O ま ずは

灘、 兵庫 、 垂水の 3 区 に 開設 し 、 2010年度 ま で に市内全区 と 北須磨、 北神 の計1 1 か所 に 拡

大す る 。

各 セ ン タ ー と も 、 国の ケ ア マ ネ ジ メ ン ト 研修 な ど を 受 け た社会福祉士や介護福祉士 ら 3

人が常駐。 日 常の相談の ほ か 、 介護す る 家族が倒 れ る な どの 緊急時 に は 、 緊急 シ ョ ー ト 施

設 な ど を 紹介す る O

330 第四章@情祉



〔捜産ア ド バ イ ザー制度〕

不況の 波 を ま と も に かぶ る 障害者の働 く 場で あ る 授産施設や小規模作業所 に対 し 、 兵庫

県 は受注先の 開拓や製品 の 品 質 向 i二 な ど を 助言、 指導す る ア ドバ イ ザ ー 市IJ度 を 新 た に設け

た 。 営業の ノ ウ ハ ウ を 持 っ た経験者が、 「 どん な 品物 を 、 ど こ に 売 り 込め ばい い か」 と い

う 視点 で 、 仕事の拡大 を 目 指す。

県 内 に は授産施設が77、 小規模作業所が333あ る 。 と り わ け 、 親 の 会 な ど少人数で も 開

け る 作業所 は 年 々 増 え つづけ て い る O し か し 、 経済状況が影響 し て発注数は 減 り 、 働 く 人

た ち の 手 に 渡 る の は平均 し て 月 額 l 万 円 程度 と も 言わ れ る 。

授産施設 な ど は運営基擦が弱 く 、 受注先や顧客層 が限 ら れて い る こ と が ネ ッ ク と な っ て

お り 、 県 は こ う し た 弱点 を カ バー す る 「 し ご と 開拓 ア ド バ イ ザ ー J ( 6 人) を 新 た に 設 け

る こ と に し た 。 製品 の種類や販売先 に つ い て助言す る と と も に 、 事業所や業界団体への働

き か け も 行 う O 複数の施設 ・ 作業所で仕事 を 分配 し た り 、 作業所の指導員 を 対象 に し た研

{I多 も 行 う 。

ま た 、 製品 の 品 賞や作業技術 に つ い て専 門 的 に 指導す る 「作業技新 ア ド バ イ ザ ー J ( 8 人)

も 創設。 作業所 な どでつ く る 製品 は 、 パ ン や ケ ー キ 、 小物、 農 産 関 芸 品 、 機械部品 な ど幅

広 い が、 内 容 に応 じ た指導がで き る 人 を 募 る 。 ア ドバ イ ザー の雇用 は い ず れ も 授産施設で

構成す る 兵庫県社会就労セ ン タ ー 協議会 に 委託す る 。

〔起業 ・ 就職促進へ〕

兵庫県 は 、 瞳害者の起業や就業 ・ 雇用 な どの支援策 に つ い て部局 の カ キ 根 を 越 え て企i函

立案段階か ら 議論 し よ う と 、 庁 内 に プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム を 設置 し た (2002年 7 月 ) 。 障害

者や介助 者 ら の 意 見 な ど も 陪 き 、 来年度予算への反映 を 目 指す。

障害者支援策 の 多 く は 、 各部局 が伺別 に 実施。 福祉施設 と 職業安定所 と の連携が必ず し

も ス ム ー ズ に い か な い な ど “ タ テ 割 り 行政" に よ る へい害が、 障害者団体 な どか ら 指摘 さ

れ て い た 。

福祉サ ー ピ ス は、 行政が利用 者や 内容 を 決め る 措置制度か ら 転換 し 、 障害者 自 身 の社会

への積語的 な 参画 を 促す方向 に あ る O 近 年 は パ ソ コ ン な ど IT (情報技術) を 活用 し た ピ

ジ ネ ス 分野 に 瞳害者が進 出 す る な ど就業状況の 変化 も み ら れ る O

チ ー ム は 、 県民生活部障害者福祉課、 産業労働部反 m 就業課、 県土整備部 ま ち づ く り 課

で構成。 参画 と 協働 ・ 男 女共 同参画社会、 技術担当 の各理事 も 加 わ る 。

コ ミ ュ ニ テ ィ ー ・ ビ ジ ネ ス な ど障害者 自 ら が起業 ・ 就業で き る 環境づ く り マ商庖倍の空

き 百舗 を小規模作業所 ・ 授産施設 に 活用 マ公費助 成の あ り 方マ知的、 精神 聾存者の グ ル ー

プ ホ ー ム の公営住宅への 関設促進 な ど支援策 を 幅広 く 論議。 障害者 ら の 意見 も 叡 り 入 れ な

が ら 各部で具体的 な 施策化 を 検討す る 。

事務局 の県障害福祉課 は 「 ヨ コ の連携 を 深 め 、 障害者の社会への参闘 を 促す仕事づ く り 、
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生 き がい づ く り な ど に 結 び付 け た い」 と し て い る O

〔ユ ニ バ ー サル ・ シ テ ィ 神戸へ〕

障害者 を 「チ ャ レ ン ジ FJ (挑戦す る 領命 を 与 え ら れ た 人) と と ら え 亘 し 、 すべ て の 人

が持て る 力 を 発揮 で き る ユ ニ バー サ ル社会 を 目 指す rLeL's ユ ニ バ ー サ ル ・ シ テ ィ KOBE

フ ォ ー ラ ム 2002J が神戸市 で 聞 かれた (2002年 5 月 ) 0 rチ ャ レ ン ジ ド を 納 税 者 に 」 と 積極

的 な 活動 を 進 め る 社会福祉法人 「 プ ロ ッ プ ・ ス テ ー シ ョ ン J (神戸市東灘区 、 竹 中 ナ ミ 理

事長) と 神戸 市 の 共催。

パ ネ リ ス ト は 政治家、 経営者、 学者、 官僚 と 多彩 な 顔 ぶ れ。 「ユ ニ バ ー サ ル デザ イ ン と

い う 言葉 は ま だ ま だ知 ら れて い な いが、 こ こ での 共通認識 は 、 すべて の 人が 自 分の も て る

力 を 発揮 し て支 え 合 う 、 神戸 を そ う い う 世界 ー の ま ち に し た い」 と い う 竹 中 理事長 さ ん の

コ ー デ イ ネ イ ト で話 し合いがは じ ま っ た 。

議論 は rIT は社会的弱者が、 強 者 に 逆転す る た め の道具 に な る 」 と の視点か ら IT を使 っ

て障害者が開拓す る 仕事、 行政の情報公開 と 市民意見 の集約、 基本法整備 の 取 り まIlみ ー な

ど幅広 く 展 開 さ れた 。

総括あ い さ つ で、矢 田 立郎神戸 市長は 「神戸市 は情報文化都市 を 目 指 し 、 全 町 に 光 フ ァ イ

パ ー を 敷設 し て い る O 医療産業や 一散企業 に 、 先端の IT 技術や ノ ウ ハ ウ を 活用 し て も ら

う た め 、 情報伝達装置の高速化 な ど を 進め た い 。 ユ ニ バ ー サ ル デザ イ ン 社会づ く り に大 き

な役割 を 果 た す はずだ。 障害者の在宅就労や電子政府 を 実現す る 仕組み を 浸透 さ せ る た め 、

市民の情報や チ エ を 集 め な が ら や っ て い き た い 。

時代 は厳 し い が、 市民が豊 か さ を 実感で き る 社会 に 向 け挑戦 し た い。 都市 を 生 き 生 き さ

せ る ま ち づ く り が必要だ し 、 人権 を ベ ー ス に 重 き 、 世の 中 の仕組み を 考 え て い か ね ばな ら

な い。 そ の た め に 、 多 く の 人が問題 を 理解 し認識 を 深め 、 共 に現 り 組んで い た だ け る よ う

お 願 い し た しV と 結 ん だ。
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〔 ひ ょ う ごセルフ ヘルプ支援セ ン タ ー 〕

同支授セ ン タ ー (神戸市 中央区、 代表中 田 智恵海) は 、 2002年度事業報告書で次の よ う

に 事業の成果 を 述べて い る O

私 た ち 、 ひ ょ う ごセ ル フ ヘ ル プ支援セ ン タ ー は 、 発足 3 年 目 に し て大 き な 転換 を い た し

ま し た 。 ま ず2002年 6 月 に特定非営利活動法人の認証 を う け ま し た 。 f半期 に は 、 兵庫県

の NPO 活動支援事業の委託 を 受 け て 、 ス タ ッ フ 2 人 を 雇用 し て 、 ホ ー ム ペ ー ジ の 充実 を

密 り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 通 し て 各セ ル フ ヘ ル プ グ ル ー プの紹介が実現 し た こ と の 2 点 です。

ま た 、 県社会福祉協議会や他の 団体 と 協働 し て 開鑑 し た 地域福祉 を 考 え る 市民 フ ォ ー ラ

ム も セ ル フ ヘ ル プ グ ル ー プ を 広 く 県内 に周知す る こ と に な っ た と 思 い ま す 。 こ れ ら に よ っ

て 当 支援 セ ン タ ー は 、 一段 と エ ン パ ワ ー メ ン ト し ま し た 。

一方で、 、 生活課題 を 保有す る ご本人か ら の電話での 問 い合 わ せ に 苓 え て 、 孤立す る 人 を

防 ぐ と い う 最 も 重要で直接 的 な 活動 に背癒 し た 一年であ っ た 。 求め ら れ る グ ル ー プが存在

し な い た め に紹介で き な い と い う 事実 に 直面 し て今、 新 た な 課題 に 取 り 組む こ と が求め ら

れ て い る 。

〔神戸市精神障害者社会護帰施設連盟が誕生〕

2002年 l 月 、 神戸市精神障害者社会復帰施設連盟の設立総会が、 社会福祉法 人 「かがや

き 神戸J (神戸市西区) で 開 か れ、 同 法 人 の 森 中 馨理事長が、 同連盟理事長 に 就任 し た 。

神戸市保健福祉局への補助金 申 請 の た め 、 神戸市社会福祉協議会の施設部 会 に も 加入 し た。

1993年、 知 的 障害、 身体障害者 の た め の 「心身障害者対 策基本法」 が、 精神障害者 を 含

む 「瞳害者基本法」 に 改正 さ れ、 さ ら に そ の後の法改正 に よ っ て精神障害者 に対す る 福祉

サ ー ピ ス カf広カfる こ と に な っ た 。

全国 に 204万人の 精神 障害者 (1999年調査) がい る が、 同 年 の 総 人 口 1 億2700万人 に 占

め る 割合 は 1 . 6% 、 つ ま り 国民の60人 に 1 人が心 の病 と 共 に 生 き る 人た ち だ。 I坂神 ・ 淡路

大震災 に よ っ て心 に 深い傷 を 負 っ た 人 は 多 い 。

「かがや き 神戸」 は 1 999年 1 月 、 神戸市で初め て社会福祉法人 と し て認可 さ れた精神 障

害者の社会復帰施設。 社会復帰 を め ざす精神 障害者の た め の そ受け皿 、 (社会的資源) が、

少 な い た め精神病院 に や む を 得ず 「社会的入院」 し て い る 人た ち は72 ， 000人 を 数 え る と い

つ O

神戸市精神障害者社会復帰施設連盟への加入施設 も わずか一年足 ら ず の 間 に20施設 を 数

え る O 歴 史 の 浅 い 精神 障害者への福祉対策 を い か に 充実 さ せ て い く か、 同 連盟の活動が注

目 さ れ る O

〔地域社会の補祉の拠点〕

社会福祉法人 「かがや き 神戸」 の 第二施設が、 神戸市北 毘 山 田 町の興人 r ÚJ の街」 に建
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設 さ れた (2002年 7 月 ) 。 精神搾害者通所授産施設 「社会就労セ ン タ ー だ ん だ ん」 、 同 地域

活支援セ ン タ ー 「 ひ だ ま り 小倉」 、 知 的 障害者小規模通所授産施設 「つ く し ん lむ な ど

障害者 の た め の社会復帰施設の合築 は 、 わが同で の 初 め て の試み と い わ れて い る O

施設の用 地約3 ， 700平方江 は 、 周辺の住宅地開発 を 手がけ て い る 株式会社 「興人J 、 神戸

電鉄株式会社か ら 寄付 さ れた 。 さ ら に 興人の今西洋介 ・ 関西支社長は 「施設が建 っ て も 、

仕事がな け れ ば、 自 立 に も つ な が ら な い」 と い う ス タ ッ フ の 心配 を 聞 き 、 「支援す る な ら

最後 ま でかか わ ろ う 」 と 決心。 自 社 の技術 を便 っ て植物 を 育 て る 仕事 を 持 ち か け た 。 ス タ ッ

フ と 酷害者た ち は 一年近 い試行錯誤 を 経 て 、 数種類の 観葉植物 を 育 て る こ と に 成功。 鉢植

え は 「未来 ・ 花J ( み ら い か) と 名付 け て売 り 出 さ れ る こ と に な っ た 。

一方、 地元の 自 治会 も 地域 を あ げて パ ッ ク ア ッ プ。 第二施設完成 に よ せ て 地元 の小倉台

自 治会長足立義憲氏 は 次の よ う な メ ッ セ ー ジ を 送 っ て い る 。

こ の よ う な福社施設が建設 さ れ ま す こ と は 「 よ り 安全 で安心 な ま ち づ く り 運動J r青少

年 の健全な 育成」 運動 に真剣 に取 り 組んでい る 「地域の ニ ー ズ」 に 合致 し て お り 、 誠 に 喜

ば し い こ と です。 ( 中 略) 幾多 の 国難 に も 、 ま た震 災 の ハ ン デ イ に も 負 けず 雄 々 し く 困 難

に立向 か う 姿勢や 、 す ば ら し い ボ ラ ン テ ィ ア の 方 々 の活動が共感 を 呼ん で 、 人 々 を 動 か し 、

ニ 自 治会 ・ 婦人会 ・ 民生委員 会等 々 各種間体が主軸 と な り 、 バザー 物 品 の提供や募金活動

を 通 じ て支援 を 情 し ま な い。 よ り 心や さ し い土壌が育 つ 一翼 を 担 っ て頂い た と 感謝 巾 し 上

げ ま す。 . .

〔 障害者春闘 を 開催〕

障害者福祉の 制度 が2003年 4 月 か ら 大 き く 変 わ る の を 前 に 、 暮 ら し や 労働環境の課題 を

訴 え る 「障害者春闘」 が神戸市教育会館 な どで 開 か れ た ( 3 月 29 日 ) 。 参加者 は 「樟害者

に働 く 場 を 」 な ど と 訴 え 、 三宮周 辺 を デモ行進 し た 。

障害者の福祉サ ー ピス は 、 こ れ ま で の 「行政の措置J か ら 、 当 事者が事業者 と 契約 す る
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「支援費制度」 に 転換。 新制度の 導 入 に 不 安 を抱 え る 人 も 多 い 。

春 樹 は 、 「障害者問題 を 考 え る 兵庫県連絡会議j な どの主催。 「障害者 イ ン タ ー ナ シ ョ ナ

「障害者の 人権問さ ん が講演 し 、ル」 全国行動実行委西 日 本事務局委博久 ( カ ン パ ッ ク )

題 を 国連 に訴 え て い こ う 。 支援費制度の導入 に つ い て 、 と 訴も っ と 投所 に行 っ て 話そ う 」

え た 。

参加者約50 人 は 、 手作 り の 旗 を 掲 げ、 三宮セ ン タ ー 街 な ど を 行進。 「 自 立生活が し た い」

げた。

車 イ ス で生活す る 同 会議の代表、 福永年久 さ ん (50) は 「 ヘ ルパ ー の 絶対数が足 り な い

な ど、 生 活 に 不安 を 感 じ る 。 支援費制度の導入で困 っ て い る 人 た ち を 応援 し た い」

と 声 を

ーレ壬口一一一員レ」

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 - c 

L 一 一 一 一 一 一 一 ー ー 一 一 一 一 一 一 ー 一 一 一 一

ひ と がた
0… お な か に 十字 を つ け た人形マ ー ク を ご存 じ

ですか。 人工ぼ う こ う ・ 1工 門 を 使 っ て い る 内部

障害者 「 オ ス ト メ イ ト 」 の た め の ト イ レ の 印。

最近、 駅な どで設置が進むが、 車 イ ス 対応、や乳

幼児 向 け に比べ る と ご く わずか。

0… こ の マ ー ク 、 兵庫県 内 は 数 カ 所 に と ど ま る 。 I

中 に は排せ つ の ト ラ ブル を 恐 れ る あ ま り 、 家 に : 

閉 じ こ も る 人 も 。 「社会 参加 の 後押 し に公共施 l 
設 に も 設け て ほ し い 」 と オ ス ト メ イ ト は呼びか

け て い る 。

• 

宣 言己ん

て い た O

「 一 一 一 一 一 一

一 ← 一 一 一 一 一 一 → 一 一 一 一 一 一 一 一 一 」

身体障害者 ・ オ ス ト メ イ ト ・ 乳幼
児用 の設備 を 備 え て い ま す
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は じ め に

阪ネ111 ・ 淡路大震災では全、 半壊 し た 病院があ る な ど、 自 ら 被災 し な が ら も 医療関係者は

被災者の救出 ・ 治療 に 当 た る な ど懸命 の 活動 を し た が、 震災か ら 8 年 を 経 た 2002年度 の医

療現場 は 、 病 院 や 診療所の復興 も 一段落 し 、 そ れ な り の 落 ち 着 き を 取 り 戻 し た 。 震災後の

仮設住宅や仮設診療所 は す で に 撤去 さ れ、 病 院 の 一般診療 に お い て も 被災 に かか わ る 疾病

で あ る と 特定す る の が椋 め て むずか し く な っ た と い わ れた O

被災者の健康 に 関 し て は 、 治癒が長� I く 被災児童生徒の心の ケ ア や 、 高齢者の ケ ア が残

さ れた 課題 と し て対応の努力 が継続 さ れた 。

そ ん な 中 、 大震災の体験 を 伝 え る 「 人 と 防災未来セ ン タ ー J が オ ー プ ン し 、 県 の 災害緊

急医療の 中 核施設 「兵庫県立災害医療セ ン タ ー 」 、 ま た 「 こ こ ろ の ケ ア研究 ・ 研修セ ン タ ー」

の施設 も 建設工事が続 け ら れた 。 大震災 を 教訓 に新 た に 進 め ら れて き た 、 こ れ ら 災害関連

の 医療施設が整 っ て き た のが、 2002年度の健康 ・ 医療分野の ト ピ ッ ク ス と も 言 わ れ た 。

F の J肯定災需拠点病 院が、 災害時 に備 え効果的 な 連係 プ レ ー の た め の協 議会 を 結成 し

た 。 ま た神 戸 市 医 師会で も 、 基幹病院や診療所の患者の診察情報 を 共有す る た め の ネ ッ ト

シ ス テ ム が構築 さ れた 。 医療機関栢一庄 の 連鴎 シ ス テ ム が具体的 な 進展 を みせ た と 歓迎 さ れ

た 。

他方、 市民サ イ ド で も 緊急時 に 応急手当 な どが出 来 る 「市民救命士J の 講 宵 ・ 訓練への

参加、 そ し て 日 本語が不 自 由 な外 国 人 の た め の 「医療通訳」 シ ス テ ム で の 市民 ボ ラ ン テ イ

ア の 活動 な ど 人 々 の積極 的 な 動 き も 見 ら れた 。

県の復興10か年計画 の 見直 し作業で は 、 フ ォ ロ ー ア ッ プ委員 会が計岡 の 施行状況 に 踏 ま

え 、 残 る 3 か年の事業推進 プ ロ グ ラ ム 案 を 公表 し た 。 医療関連の施策 に つ い て も 提案 を 行 っ

て お り 、 今後 を 展 望す る も の と し て 注 目 さ れた 。
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fJi--rm 医療機関の状況

兵庫県 内 に 1 3 あ る 指定災害拠点病 院 関 の連携 を 深め 、 初動態勢の強化 を 図 ろ う と す る 「兵

庫県災害拠点病院連絡協議会j が、 こ の 年10月 、 設立 さ れ た 。 大震災の教訓i か ら 生 ま れた

災害医療 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の選住 と 研修 な ど は 、 す で に 組織 的 に 実施 さ れて き て い る が、

緊急時の ト ー タ ル な相 互連携 と 行政 と の つ な が り を 深め る の がね ら い。

他方、 ハ ー ド面で は 、 大震災 の 体験を 伝 え 、 教訓 を 発信す る 総合防災施設 「人 と 妨 災未

来 セ ン タ ー J (神戸市 中 央 区 の 東部新都心 HAT 神戸) の 1 期事業 「 防 災未来舘」 が出

来上が り 、 4 月 27 司 オ ー プ ン し た 。 18万点 に 及ぶ 災害資料 を 収集 し た 中 か ら 、 展示 し た も

の で 、 こ の 日 か ら 一般に公開 さ れた 。

ま た 同 じ HAT 神 戸 の 新用 地で、 前年度か ら の継続事業 と し て推進 さ れ て い た 災害救急

医療の 中核路設 「県立災害医療セ ン タ ー J が、 薪 し い神戸赤 卜字病院 と 一体の形で、 こ の

年度 も 工事が続 け ら れた 。 南 隣で事業継続 中 の 「 こ こ ろ の ケ ア研究 ・ 研修 セ ン タ ー 」 も 、

引 き 続 き 工事が推進 さ れた 。 災害医療セ ン タ ー は2003年 8 月 に は オ ー プ ン を 予定。 こ こ ろ

の ケ ア研究 ・ 研修セ ン タ ー は 同 年 1 1 月 に完成 し 、 2004年 4 月 に は 開設 さ れ る 予 定 に な っ て

い る O

神戸市医師会が、 特定の基幹病 院や診療所の患者の診察情報 を ネ ッ ト で共有す る シ ス テ

ム を 構築、 具体的 な 連用 に 入 っ た の も こ の年震の話題の一つ。 災害時 に 、 安全、 迅速

者情報 を 引 き 出せ る と い う も の で、 緊急時 の 活用 が期待 さ れて い る 。

建設ft1の兵庫県点災答医療セ ン タ ー
(神戸新聞社提供)

1 . 災害時の 医療連携 -兵庫県災害拠点病院連絡協議会が発足
県 で は 1996::tf.12月 、 各地域の 基幹病院13 カ 所 を 災害拠点病院 に指定 し 、 設備の充実 を 図

る と 共 に 、 各病院の救急部長 な どか ら な る 災害医療 コ ー デ ィ ネ ー タ ー を 選定す る な どの作
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業 を 推進 し て き た が、 災害時の 層 の 医療連携の 強化の た め 、 正式 に 「兵庫県災害拠点病

院連絡協議会」 を 設立す る 方針 を 明 ら か に し て い た 。 こ の た め 7 月 に は 、 各 病 院 の 災害 医

療 コ ー デ ィ ネ ー タ ー ら 約40人が参加 し 、 設立準備会が聞 か れ る な ど準備が続 け ら れた 。

課題 と し て挙 げ ら れて い た の は 、 な お 災害拠点病 院 間 の 業務 に つ い て の定期的 に意見 を

交 わす場がな か っ た こ と 、 ま た 災害医療 コ ー デ イ ネ ー タ ー の活動 の あ り 方 や 権 限 に つ い て

明確 な 基準 が な か っ た 。 こ の た め神戸大医学部附属病院救急部 と 兵庫 県県民生活部災害医

療 シ ス テ ム 室が調整 に 当 た っ て き た 。

最終的 に ま と め ら れた 「兵庫 県災害拠点病院連絡協議会設置要領J の 主 な 内容は次の通

り O

〈設置〉

災害時 に 、 迅速かっ効率的 な 災害医療の提供が行 え る よ う 、 災害拠点病院 の 活動方法 、

活動基準 に つ い て協議す る と と も に 、 平時か ら 相互の連携 を 図 る こ と に よ り 、 兵庫県災害

救急医療 シ ス テ ム の整備充実及 び推進 に 資す る た め 、 「兵庫県 災害拠点病院連絡協議会J

を 置 く O

(表 1 ) 
兵康県災害拠点病i現連絡協議会構成員
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ン タ 一院長

兵庫県災害拠点病院連絡協議会作業部会構成員

所 属 等

L11L 訂 淡路病院災符医療 コ ー テ、 イ ネ ー タ
兵庫県災符[!k療 セ ン タ ー 災守医療コ ー
神戸赤 トヤ病院災';i�:医療 コ ー デ ィ ネ ー
兵康�UJZ締 会常任n. '!�
兵庫県保健所長会代表
兵庫県 下消防長会代表
神戸市保健福祉局健康部長
兵庫県企画管理部防災局紡災企画課長
兵庫県健康生活部健康局医療課長



〈所掌事務〉

協議会は 、 次 に 掲 げ る 事項 を 行 う O

( 1 )  災害拠点病院の活動方策の検討

(2)  各災害拠点病院の連携方策の検討 、 情報交換

(3) 災害医療関係情報の収集 ・ 提供

(4) 各 2 次保健医療圏域 に お け る 災害医療体制 の構築 、 充実強化への検討

( 5 )  災害医療 に 関 す る 研修、 研究、 訓 練 に 関 す る 検討

(6 )  そ の他、 災害時 に お け る 医療提供及 ぴ医療確保対策 に 関す る こ と
〈構成員 ・ 作業部会〉

協議会の構成員 、 作業部会の構成員 は 前ペ ー ジ の表 l の と お り と す る O

な お 、 こ の 設壁要領 は{也 に 、 協議会の事務局 は 県災害医療セ ン タ ー に 置 か れ る と し 、 2002

年10月 21 日 か ら の施行 を 規定 し た 。

2 .  1"いの ち の尊 さ J を次世代ヘ ー 「人 と 防災未来セ ン タ ー 」 がオー プ ン

大震災の教訓i を 伝 え る 「人 と 防災未来セ ン タ ー 」 の 第 l 期施設の 「防災未来舘」 が本年

4 月 に 開館 し 、 第 2 期施設の 「 ひ と 未来舘」 は 、 2003年 4 月 に オ ー プ ン す る 予定。

ジ オ ラ マ模型で震災直後の ま ち を 再現 し た コ ー ナ ー や 、 ま ち と 人 々 の暮 ら し の復興 を た

ど る 資料展示 な ど、 主 と し て 大震 災 の 実態 を {云 え る 構成 の 「防災 未米舘」 に対 し 、 「 ひ と

未 来舘J は心 と か ら だ を 解明 し た癒 し と や す ら ぎ の部震や、 心 と か ら だ の 部屋、 ま た い の

ち の か け が え の な さ 、 い の ち あ る も のへ の感動 と 喜 び を 再発見 出 来 る 心 の シ ア タ ー な ど、

「 い の ち の尊 さ 」 、 「 共 に生 き る こ と の 素晴 ら し さ 」 を テ ー マ と し た展示 と な る 予定であ る O

こ の 「人 と 防災未来セ ン タ ー」 は 、 こ れ ら 一般公開 の展示 と 共 に 、 災害の調査研究、 人

材育成、 災害発生時の支援 な ど も 大事 な 業務 と し て お り 、 健康 ・ 医療関係で も 、 甲 斐達朗 ・

大阪府立千黒救急救命セ ン タ ー 副所長 を 上級研究員 に委嘱、 そ の指導の も と に 災害医療の

推進等 に よ り 、 救命 ・ 救急対応 を 進め て行 く こ と に し て い る O

3 . 報告 「県災害救急医療 シ ス テ ム の 整備 につ い て 」 ま と ま る

県 の 災害医療の 中 核施設 「兵庫県立災害医瞭セ ン タ ー 」 の建設作業 は こ の年 も 続 け ら れ

た が、 他方で は 、 県 内 の 医療 関係者で組織す る 同 セ ン タ ー 整備推進委員 会 (委員 長 z 鵜飼

卓 ・ 県 立西宮病 院長) が、 同 セ ン タ ー を 中心 と し た災害医療 シ ス テ ム に つ い て の検討 を 進

め 、 報告書 「兵庫県災害救急医療 シ ス テ ム の 整備 に つ い て」 を ま と め た 。

大震災 を 教訓 に 、 神戸東部新都心 に 建設 中 の 向 セ ン タ ー は 、 神戸赤十字病院 (310床)

と 一体建設の形で、 2003年 8 月 開 設が予定 さ れて い る 。 30床 を 備 え 、 平 時 は 24時間対応の

救命救急、 セ ン タ ー と し て 、 医師 4 � 5 人が常駐 し 、 重症救急患者 を 受 け 入 れ る こ と と な っ

て い る O 同 セ ン タ ー 整備推進委員 会 は 、 こ の セ ン タ ー の 開 設 に 向 け、 セ ン タ ー の基本計画
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の 具体化 を 図 る た め 設 け ら れ た 。 委員 は 表 2 の通 り 。 任期 の2003年 3 月 末 を 期 限 に協議 し

て き た 。

報告 に よ る と 、 災害時 に は 医療機 関 の被災状況、 転送 さ せ な け ればな ら な い患者数、 患

(衣 2 ) 兵庫県立災害医療セ ン タ ー整備推進委員会委員

等 氏 名- 神戸大惚学部附属病民型凹匹fトー竺
佐 藤 慎

者 の 受 け 入 れ可詑数な ど、 医療に 関 す る 情報 を 集約す る 。

ま た県の指示 を 受 け て 、 被災地内外の 各医療機関 や 消 防本部 に必要 な 要詰 ・ 調整 を 行 う

と 共 に 、 災害現場 に 救護班 を 派遣 し 、 現地調査や治療の優先度 を 選別 す る ト リ ア ー ジ、 応

急処置 に 当 た る O 大震災の教訓 か ら 、 行政が ト 分 に 機能 し な い夜間 ・ 早朝 な どの災害の初

動 時 に は 、 セ ン タ ー の 自 主 的 な 判 断で指令 を 出 せ る よ う に す る 案 も 協議 さ れ た 。

最終的 に ま と め ら れ た 報白書 の 内 容は 、 「県民、 関係者の協働 に よ り 、 災害医療セ ン タ ー

を 中核 と す る 大規模災害 に対応 し う る 新 し い災害救急医療 シ ス テ ム の確立 を 目 指す」 と し
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て 、 前段で 災害後の県 下 に お け る 災害救急医療対応の現状 と 課題 を 整理 し 、 そ の上 で①災

害医療セ ン タ ー の 整備、 運営方針、 ②広域災害 ・ 救急医療d情報 シ ス テ ム の 更新 ー の 2 点 を

柱 に提言 を 述べて い る 。 主 な i付脊は次の通 り 。

1 ) 災害医擦セ ン タ ー の整備、 運営方針

災害医療セ ン タ ー は 、 次の基本 コ ン セ プ ト に よ り 整備す る 。

①県災害救急医療 シ ス テ ム の 中核施設

県災害救急医療 シ ス テ ム の 中核施設 と し て 、 災害救急医療情報指令セ ン タ ー を 設置 し 、

災害医療 に 関す る 情報 を 集約 、 提供 し 、 全県的 な 災害救急医療の確保 に 関 す る 調整 ・ 要

請 を 行 う 。

ま た平時か ら 、 県及 び 2 次保健医療圏域 に お け る 災害救急医療 シ ス テ ム の整備 に 貢献

す る O

②災害救急、毘療の提供施設

平 時 は 、 救命救急、セ ン タ ー と し て広域的 に 救命救急医療 を 提供 し 、 災害時 に は 、 基幹

災害拠点病院 と し て 、 日 赤新病院 と の連携の も と に 、 被 災患者 を 受 け 入 れ 、 ま た被災地

に 救護班 を 積極的 に 派遣 し 、 被災救急医療 を 提供す る 。

③調査 ・ 研究、 教育 ・ 研修、 人材 養成施設

故命救急医療及び災害医療 に 関 し て 、 救命救急セ ン タ ー 及び基幹災害拠点病院 と し て、

震災の教訓 に踏 ま え 、 医療系教育機関、 近 隣 の 関係機関 と 協力 し 、 調査研究、 医療従事者

等への教育研修、 災害時 に指導的 な役割 を 果 たす 人材の養成、 情報収集 ・ 発信等 を行 う 。

④海外、 県外 に 向 け た活動

震 災 の 教訓 を 継承 し 、 広 く 災害医療の充実 に 寄与す る た め に 、 ま た災害医療セ ン タ ー

自 体の 災害対応能力 の 向 Iニや研究 ・ 研修の 充実 の た め に も 、 近 隣 に 全国 的 、 国際的 な 保

健 医 療 、 防 災 機 関 等 が立 地 す る 条件 を 活用 し 、 海外、 県外 で の 医療救護活動 を 行 う

NGO と も 協力 し 、 海外、 県外 に 向 け た 活動 に 積極的 に取 り 組む。

③関係者 の 協 力 、 協働

災害医療の提供 を 有効 に行 う に は 、 広 範 な 県民、 関係者の協力 、 協{動 が必要で あ る O

災害医療セ ン タ ー の活動 及 び県災害救急医療 シ ス テ ム の運用 に あ た っ て は 、 県民、 災害

拠点病 院 を 始め と す る 各医療機 関 、 医師会 ・ 歯科医師会等医療関係団体、 災害医療 コ ー

デ イ ネ ー タ ー 、 医療 ボ ラ ン テ イ ア 、 医 療 関 係 NGO、 市町、 消 防機 関 、 警察本部、 海 ヒ

保安本部、 自 衛隊等の 県民、 関係者、 関係機 関 の 理解 と 協働 の も と に行 う O

2 ) 組織、 運営体制

①災害医療セ ン タ ー の組織

ア 基幹災害拠点病院
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災害医療 セ ン タ ー は 、 日 赤新病院 と あ わせ、 共産県基幹災害拠点病院 を 構成 す る O

イ 内部組織

災害医療セ ン タ ー と 日 赤新病院 は 、 医療法上、 設置者 の 異 な る 2 つ の 独立 し た 医

療機関 で あ り 、 そ れぞ、れ に 管理者 を 置 く O

②災害医療セ ン タ ー の運営

災害医療セ ン タ ー の管理運営 は 、 日 赤新病院 を 設置す る 日 本赤十字社 に 委託す る O

③災害時の組織、 運営体制

ア 災害時の運営体制

災害時 に は 、 県 内 に 医療機関 に対す る 患者受け 入 れ、 救護班派遣要 請等 を 行 う と

と も に 、 被 災患者の受け 入 れ、 救護班の派遣等 を 行 う O

基幹災害拠点病院 と し て 、 日 赤新病院 と の 共 同 に よ る 患者 の 受 け 入 れ 、 救護班派

遣等、 両病院の一体 的 な 対応が必 要 な た め 、 平時か ら 両病院 に よ る 運営委員 会 を 設

け 、 災害時の指揮命令系統等 を 定め て お く O

イ 災害時の組織

災害時 に は 、 診療 を 担 当 す る 診療部 門 と 各医療機関 に対ーす る 患者 の 受 け入 れ要請、

救護班派遣等 を 行 う 情報指令部 門 を 設け る O

ウ 災害時の診療機能

災害時 に は 、 災害医療セ ン タ ー は 、 重症救急患者 を 中 心 に患 者 を 受 け 入れ、 治療

を 行 い 、 慢性期医療 そ の 他 の 医療 に つ い て は 、 関係機関 と の連携に よ り 対応す る O

ま た 日 赤新病院 は 、 災害医療全殻 を 提供す る O

災害医療セ ン タ ー で は 、 災 害 に よ る 多 数の傷病者や医療機 関 の被 災 に よ り 転院 を

要す る 患者 を 受け 入 れ る た め 、 病床 数 を 30床 か ら 100床 に増床 し 、 口 赤新病院で も 310

床 か ら 500床 に増床 し て 、 治療 を 行 う 。

3 ) 災害救急墜療情報指令セ ン タ ー

兵庫県医師会館 に 設置 し て い る 広域災害 ・ 救急医療情報セ ン タ ー の機 能 を 充実強化 し

て 、 災害救急医療情報指令セ ン タ ー と し て 災害医療セ ン タ ー に 移設す る O

1 . 平時の業務

ア 情報指令担当 医師 及 びíê当技術職員 が24時間常駐 し て 、 災害救急医療情報シ ス テ

ム を 運用 し 、 各医療機 関 の 診療応需情報等 を 各医療機関 、 消防機関 に 、 各 医療機関

の 基礎情報等 を 県民 に提供す る O

イ 医療品等の備蓄

災害医療セ ン タ ー に は 、 増床用 ベ ッ ド の他、 医薬 品 そ の他災害時 に 必要 な 物 品 を

次の と お り 備蓄す る O

①災害拠点病院用備蓄医薬品
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②院内使用 薬 品 、 医療資機材、 食料品

③救護班携帯用医薬品等セ ッ ト

④ そ の 他物 品 救護服、 通信用機器、 カ メ ラ 、 拡声器、 テ ン ト 、 担架、 工具、 移動手

段、 発電機、 毛布 、 日 用 品 、 食器等

2 . 災害時の 業務

県庁 と の役割分担

災害冨療セ ン タ ー 開設後は 、 次の と お り 、 県本庁 と 役割 を 分担 し な が ら 、 災害医療の確

保 を 行 う O

①災害医療d情報の収集、 伝達

②患者の転送、 搬送 に 関 す る 指示、 要請、 調整

③医療従事者の確保、 救護班 の 派遣 に 関 す る 指示、 要請、 調整

④災害医療 セ ン タ ー 救護班の 派遣

⑤患者搬送ヘ リ コ プ タ ー へ の 医 師 の 同乗及 び同乗医師の確保

4 ) 調査研究、 教育 ・ 研修、 人材育成

1 . 調査、 研究

災害発生事例調査研究、 災害医療、 平時の救命救急医療の提供 に 関 す る 調査研究、

災害時の i去療確保対策 に 関 す る 調査研究 を 行 う O

2 . 教育、 研修

医 師 、 看護師、 救命救急士等 を 対象 に 、 次の よ う な 研修 を 実施す る 。

①災害医療従事者 に対す る 研修

- 災害医療 コ ー デ イ ネ ー タ ー研修

- 救護班派遣予定病践 の 災害医療従事者研修

・ 災害救援専 門 (医療) ボ ラ ン テ イ ア研修

②救命救急医療臨床研修

救命救急、毘療 に 関 す る 医師、 看護剖i の 臨床研修

③救急救命士病 院研修

④災害医療事例研修

⑤県外、 海外 を 対象 と す る 研修

⑥災害医療、 救命救急医療の普及啓発 に 関 す る 研修、 応急処置、 心肺蘇生法等指導者

研修、 医療 ボ ラ ン テ イ ア 要請研修

3 . 情報の収集、 発信

4 . 訓 練

5 . ボ、 ラ ン テ ィ ア 等 と の 連携
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5 ) 広域災害 ・ 救急監療情報 シ ス テ ム の更新

1 . シ ス テ ム の利用状況

現行の広域災害 ・ 救急医療情報 シ ス テ ム の利用状況 は 、 表 3 の通 り で あ る 。

(表 3 ) 広域災害 ・ 救急医療情報 シ ス テ ムの利用状況 (平成13年度)
用

62 

Qd一
ηJ一
Qu

n〈d一

ハhu 7 ， 127 
巴竺吐一一三竺�__�_l旦 388 �竺，495

( r兵庫県災ミ普段急医療 シ ス テ ム の整備について」 に よ る )

2 ， シ ス テ ム の 内 容

ア シ ス テ ム 参加機関等

①基幹構成員

- 本 シ ス テ ム の主体で あ る 救急 ・ 災害医療 に 係 わ る 各 関係機関
. 2 次及 ぴ 3 次救急医療機関 、 災害拠点病院、 消防機 関 、 県 医 師会 及 び郡市医師

会 、 県前科医師会、 県看護協会、 県薬剤 師会、 県医療課、 地域医療情報セ ン タ 一 、

県健康福祉事務所、 政令市保健所等の行政機関 、 休 日 夜間 急患、セ ン タ ー そ の他

関係機関

② 自 主参加機関

・ 機関構成員以外の 医療機関 及びその他の 関係機関

③県民

各医療機関 の基礎情報 (所在地、 診療科 目 、 診療時 間等) を イ ン タ ー ネ ッ ト を 通

じ て提供 し 、 今後、 病 院群輪番制 当 番病院情報等の提供 も 検討す る 。

イ 情報の 内 容

県民への 提供情報 は 、 公 開 が可能で県民 に有益 な も の と し 、 医療機関等情報提供

機関 と 協議 の う え 各機関 に お け る 業務 に支障が生 じ な い 範開 と す る 。

ウ 今後の課題

災害救急医療 シ ス テ ム を 実効 あ る も の と す る に は 、 次の課題があ り 、 関係機関 、

団体等 の 協力 に よ り 、 災害医療 セ ン タ ー の 開 設後 も 引 き 続 き シ ス テ ム の整備充実 を

図 っ て い く 必要があ る 。

①総合的 な 災害救急医療 シ ス テ ム の構築

今後、 救助 ・ 搬送 に 関 す る 関係機関 と の 具体的 な 連携方法、 災害医療 に 関連す る

関係機関 の 役割分担等 も 含め た 災害救急医療 シ ス テ ム と し て構築す る 必要があ る 。
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②市町、 各 2 次保健医療圏域等地域での シ ス テ ム 整備

平時か ら 災害医療セ ン タ 一 事業の充実、 災害救急医療 シ ス テ ム の整備促進及 び県

民、 関係者への広報に努 め る 必要があ る 。

③各医療機関 に お け る 災害対応体制 の 整備

各医療機関 は 、 災害拠点病院、 市町災害対応病院、 救急病説等 そ れぞれ災害医療

の 提供 を 担 う が、 今後、 各 医療機関 に お い て 、 そ の役割 に応 じ た施設、 設備の整備 、

教育 ・ 研修の実施、 マ ニ ュ ア ルづ く り 等 を 進め る 必要があ り 、 ま た こ れ を促進す る

方策 も 必要であ る O

4 . 神戸市医師会が 「患者情報共有 シ ス テ ム J
神戸市医師会 は 、 特定の基幹病院や診療所の患者の診察情報 を 共有す る 「患者i吉報共有

シ ス テ ム 」 を 構築 、 そ の 本格運用 を 臼 指す こ と を 公表 し た 。 診察情報 は 、 各病院 ・ 診療所

と 「デー タ セ ン タ ー 」 を イ ン ト ラ ネ ッ ト で結 び共有す る も の で、 転院時の経過の 引 継 ぎ を

ス ム ー ズ に し 、 2 重の検査や投薬 を 防 ぐム診察経過や健康状態 を 4元管理で き る ム大災害

時で も す ぐ に患者情報がわ か る ー な どの利点があ る 。 す で に 取 り 組み を 始 め た地域 も あ り 、

県 内 で は 加古川 市 と 加古郡 2 町が知 ら れて い る O

神戸 市医師会で も 、 す で に運用 試験 を 終 え て い る が、 阪神 ・ 淡路大震災 の教訓 か ら 、 共

有す る 診察情報 は 、 遠隔地 の デー タ セ ン タ ー に 置 き 、 大災害 に見 舞 わ れ で も 、 安全、 迅速

に患者情報 を 引 き 出せ る よ う に な っ て い る O 具体的 に は 、 今回 の神戸 市 医 師会の場合 は 、

経済産業者 の 委託 を 受 け た 医療情報 シ ス テ ム 開発セ ン タ ー の事業 の 一環 で 、 そ の指導の も

と 東京 の 大手電気通信事業者 に デー タ 管理 を 委託、 大災害 に伴 う デー タ 消滅 な どの 防止措

置 と し て い る 。

他方、 情報の共有や 照会 に は そ れ ぞ、れ患 者 の 同意が必要 と 規定 し 、 プ ラ イ パ シ ー の 保護

や セ キ ュ リ テ ィ 対策 に も 努め て い る 。

(1Z! 1 ) 神戸市医鋼会の診察情報共有 シ ス テ ム

国 ず歯
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2001年12月 か ら の 試験運用 時 に は 、 県下の 12病院32診療所が参加、 本年 4 月 か ら は神戸

市立 中 央病 院 も 加 わ り 運用 へ の 詰 め が行 わ れ て き た が、 よ り シ ン プル で使 い勝手の よ い シ

ス テ ム の 再構 築 に 着手 し た 。 本格運用 は次年度以降 に持 ち 越 さ れ る 見通 し と な っ て い る O

5 . 震災救急医療の対応 を 点数化一神戸大匿学部、 中山伸一助教授が報告
神戸大学医学部 の 中 山伸 一助教授 (災害 ・ 救急医学) ら 神戸大学、 金沢医科大学の医学

者研究 グ ル ー プ は 、 世界標準の計算式 を 使 っ て 、 阪神 ・ 淡路大震災 と 台湾大地震 ( 1999年) 、

鳥取西部地震 (2000年) の発生 当 初 の 医療対応 を そ れぞれ点数化 し 、 2002年 8 月 1 日 か ら

神戸大学で 聞 か れ た 日 本国際保健医療学会総会で発表 し た 。 そ れ に よ る と 阪神 ・ 淡路大震

災 は 災害への備 え 、 対応な どで点数の悪 さ が際 立 ち 、 5 年後の 鳥取地震 で も 改善 さ れて い

な い こ と が明 ら か に な っ た 。 災害への準備で は 台湾が 臼 本 に 優 っ て い た 。

計算式 は 、 世界災害救急医学会 (WADEM) が提唱 す る 「 ウ ツ タ イ ン ( U tstein) J 方式。

災害救護 に つ い て の 評価 を ど う 客観的かっ科学 的 に行 う かで一つ の 世界標準 と し て用 い ら

れ る よ う に な っ て き て い る 計算式で、 災害霞療 デー タ を 計29種の指標で程度 の悪 い )1療 に O

� 5 の 点 数 に 置 き 換え 、 5 つ の チ ェ ッ ク 項 目 を 点数化す る 方法。

項 目 は①死者数や傷病者数な とや人 的被害の広が り ②水や食料の欠乏、 ス ト レ ス 反応、の広

が り ③医壌機 関 の損毎や医薬 品 な どの不足④模擬訓練や事前研修、 防災計画の 不備⑤医療

従事者の不足や指揮系統の機能不全 の 5 項 目 。 こ れ を マ グ ニ チ ュ ー ド が ほ ぼ 同 じ程度の

阪神 ・ 淡路大震災 と 台湾大地震、 鳥取西部地震 に お け る 医療対応 に つ い て 、 発生初期の 状

況 に し ぼっ て 評価 す る 作業 を 行 っ た 。

そ の結果 は 、 5 項 目 の採点 は 表 4 の通 り 。 点数が高 い ほ ど程度が悪 く 、 阪神 ・ 淡路大震

災 で は75点、 34点 、 17点、 48点、 41点、 台湾大地震で は48点、 17点、 6 点、 12点、 9 点で、

鳥取西部地震で は 6 点、 2 点、 8 点、 57点、 4 点 と な っ た 。 ま た そ れぞれの平均点 は 阪神 ・

淡路大震災が43点 、 台湾大地震が18 . 4点 、 鳥取間部地震が1 5 . 4点 を 示 し た 。 こ の こ と か ら 、

報告は 「震災査後の 医療対応 に お い て 上記の いずれの観点か ら も 、 阪神 ・ 淡路大震災、 台

湾大地震、 鳥取西部地震の服 に被害甚大であ り 、 かつ被害への準備が台湾 に お い て 日 本 よ

り 優 っ て い た こ と が数値化 し て 示 さ れ た 」 と し た 。 特 に 災害 に対 す る 準備状況 を 示す④の

項 目 で は 、 阪神 ・ 淡路大震災が地震 に対す る 備 え が十分で、 な い状況で発生 し た こ と を 裏付

け た 。 ま た 鳥取 西部地震の 数{直 も 高 く 、 阪神 ・ 淡路後の 国 内 の対応、 も 十分で な い状況が明

ら か に さ れた 。

た だ今 回 、 点数化 の た め に用 い た 「 ウ ツ タ イ ン 方式」 に つ い て は 、 災害援療救援の評価

や効果判定、 比 較 に 有用 な ツ ー ル (道具) と し な が ら も 、 中 山助教授 は 、 「 点 数化の た め

の 客観的 な 基準が、 な お必ず し も 明確 で な く 、 分析者の バ イ ア ス が少 な か ら ず存在す る O

今後 も パ ー ジ ョ ン ア ッ プが必要 で あ る 」 と 、 課題の あ る こ と を 述べ て い る O
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(表 4 ) 災 害医療対応の点数表

阪神 ・ 淡路 台 i考 鳥 取 沼 部
死者数や傷病者数な ど 75 48 6 
水や食物の欠乏な ど 34 17 2 
医療機関損傷や薬不足 17 6 8 

1 訓練や防災計画の不備 48 12 57 I 
医療従事者の不足な ど 41 9 4 

平 土台 43 18 . 4 1 1 5 . 4  
(程度 ・ 対応が悪いほ ど点数が高い。 最悪は75点)

く参考文献〉
災害時の医療連携強化 神戸新聞 2002年 7 月 28 日
「兵庫県災害拠点病院連絡協議会委項」 兵庫県 2002年10月
「人 と 防災未来セ ン タ ー オ ー プ ン」 神戸新聞 な ど各紙

パ ン フ レ ッ ト 「大震災を教訓 に いの ち 輝 く 未来を」 人 と 防災未来セ ン タ � 2003年 1 月 17 汀
「神戸市医師会 患者の診察情報ネ ッ ト で共有」 神戸新聞 2002年 4 月 1 2 日
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l 第二節 被災者の健康 @ ニ こ ろ の ケ ア

被災者の健康状態 と そ れ に 向 き 合 う 医療対応の 現状だが、 震災か ら 8 年 を 経て 医療の現

場 は い よ い よ 日 常的 な 診療へ と 変化 し 、 患者の病状が被 災 に よ る も の と 特定 出 来 る ケ ー ス

が ま れ な 状況 と な っ て き た と さ れ る 。

そ ん な状況の も と 、 学校で の 児童生徒の こ こ ろ の 問題 な どがな お 指摘 さ れ 、 ま た残 る 問

題の高齢者の ケ ア な どに 関 し で も 、 震災 に かか わ る も の と し て 医療対応の努力 が続け ら れた。

児童生徒の こ こ ろ の ケ ア は 県教委 な どが継続的 に謂査 し て い る が、 県 こ こ ろ の ケ ア研究

所で も こ の年 、 大震災 を 経験 し た小 中 学生の状況 に つ い て の調査結果 を ま と め た 。 一部の

児童生徒がい ま も 強い PTSD (心的外犠後ス ト レ ス 障害) を 持 っ て い る こ と が分 か つ た 。

ま た心 身 の 障害の 回復に音楽 を 活用 し よ う と い う 音楽療法士会が 「兵庫県音楽療法士会」

を 発足 さ せ、 2002年10月 14 日 、 神戸市 中 山手通の ラ ッ セ ホ ー ル で発会記念 の 式典 と 記念講

演会 を 聞 い た 。 活躍の場の拡大が期待 さ れた 。

他方、 そ の 後大阪 ・ 池田小学校で の児童殺傷事件や明石花火大会事故 な どが起 こ り 、 大

震災 と と も に そ の 医療対応が求め ら れて い る が、 神戸新聞 で は 明石 の 歩道橋事故 に 関 し 、

負傷者 を 対象 と し た ア ン ケ ー ト 調査 を 行い心身への影響 を ま と め た 。 惨事が与 え た深刻 な

状況が浮 き 彫 り に な っ た と し て い る 。

ト な お強い PTSD 被災小中学生 の4 . 1 % 
阪神 ・ 淡路大震 災 を 経験 し た小 中学生の4 . 1 % が今 も PTSD (心的外傷後ス ト レ ス 障害)

を 強 く 持っ て い る 県 こ こ ろ の ケ ア研究所が、 こ ん な 調査結果 を ま と め た研究報告書 「被

災児童 の震災の心理的影響等 に 関 す る 調査研究報告書」 を 2002年 3 月 に刊 行 し た。 震災で

家族が亡 く な っ た り 、 所帯主が震 災 の 影 響 に よ っ て失業 し た こ と を 経験 し た 子 ど も に症状

が 目 立つ こ と も 分か っ た。 同研究所 は 「 な お 長期 的 な ケ ア が求め ら れて い る J と し て い る O

調査は2001年11 月 � 12月 に実施。 調査範囲 は 、 県下の指定被 災地域10市10町 を 対象 に 、

ま た そ れ ら の 地域 と 被災 し て い な い地域 を 比較す る た め に 、 指定被災地域 に 近 い 地域牲 を

も っ姫路市 を 加 え 、 言[- 1 1市10町対象地域 と し て実施 さ れた 。 学年 は 、 小学校 3 年生 (震災

当 時 3 歳以上) 以 上 と し 、 小学生 3 年生、 5 年生 と 、 中学生は 2 年生 を 対象 に 、 被災程度

を 考慮 し て 1 万3877人 を 抽 出 。 有効回答の う ち 、 さ ら に 同 時 に実施 さ れた保護者の調査 の

回答がそ ろ っ て い る 7136組 を 分析対象 と し た 。

結 果 は 、 PTSD 症状が認め ら れた の は小学生が154人。 「高度被災地域J (全壊率16% 以上)

で4 . 6 % ム 「 中等度被災地域J ( 向 1 � 1 5 % ) で2 . 9% ム 「軽度被災地域J ( 同 0 %) で3 . 3% 。

姫路市 は 1 . 3 % だ、 っ た 。 中 学 生 は 1 14 人 で 、 高度が4 . 4 % 、 中 等度 が3 . 7% 、 軽度が1 . 2% 。

姫路市 は 1 . 7% だ っ た。
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ま た 世帯主が失業 し た家庭 の子 ど も は 、 そ う で な い場合 と 比べて PTSD 症状を 表す割合

は約2 . 8倍。 家族や親類の死亡 は 1 . 9倍 だ、 っ た 。

報告書 は 最後 に 、 調査の 「 ま と め と 提言」 を 行 っ て い る O 主 な 内容 は 次 の 通 り 。

q 被災 の 影響 と 考 え ら れ る 心理的症状の う ち 、 PTSD 症状は被災の激 し か っ た 地域で、

他 の 地域 と 比較す る と 明 ら か に高 率 に 認め ら れた 。

② PTSD 症状の遷延化 に 影響 を 及 ぼす の は 、 世帯の 主 な 所得者の失業ー な どで示 さ れ る 二

次的 な 生活上の変化 と 考 え ら れた 。

③ PTSD 症状 と 関連の深い行動あ る い は情緒面 の 問題 は 、 不安、 抑 う つ 、 注意力 の 問題、

間 固 と の適応の 問題、 な どで あ っ た 。 こ れ ら の 問題が認め ら れ る と き に は 、 被災 と の 関連

や 、 PTSD 症状の存在 な ど に留 意す る こ と が重要 と 与 え ら れた 。

2 . 被災者の体験集め 冊子 に
大震災後の 「 こ こ ろ の ケ ア 」 に つ い て 検証 し よ う と 、 ボボ、 ラ ン テ 千 ア I、主引Z

ス テ 一 シ ヨ ン J (神戸市i灘喜難t区j深呆 田 岡町J 2 、 1胎己 野 f託出I日!同カか、 よ 代 J去毛) が、 被 の 体験 を i剖 き EJ? き し

た冊子 「心の傷 と こ こ ろ の ケ ア 」 を ま と め た 。

同 ケ ア ス テ ー シ ョ ン は 、 阪神 ・ 淡路 大震災復興基金 の 宇業 と し て 3 年 前 ま で被災地 に設

置 さ れて い た 「 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 」 の 元 ス タ ッ プ ら が、 i司 セ ン タ ー の 事業 を 引 き 継い

で開設 し 、 震災 に 限 ら ず、 家族や 人 間 関係 の悩 み な ど多緑 な錨み の相談 を 引 き 受け て い る 。

発行 さ れた 冊子 は 、 ケ ア ス テ ー シ ョ ン の利用#で、 30� 70歳代の 5 人 に 、 一昨年か ら 聞 き

取 っ た 内 容 を ま と め た 。

震災時 に 妊娠 8 ヶ 月 で 、 約 ] 年 間 実家 に い た 女性 は 、 友人が 「震災か ら 1 年 も 実家 に 行 っ

て た 人 も あ る の よ 」 と 言 う の を 聞 き 、 シ ョ ッ ク を 受 け た と 語 る O ま た 半壊 し た家 に戻 っ て

か ら も 、 避難生活や仮設住宅 を 経験 し た の で も な か っ た の で、 自 分 自 身 の 中 で 、 「隣近所

の 人 と も 共有で き な い経験 と な っ て し ま っ て い て 、 侍か時 ど き 寂 し く な る こ と も あ る ん で

す ね」 と も 述べ て い る 。 ケ ア セ ン タ ー と の 出 会い に つ い て は 、 「へ ん に か わ い そ う が ら れ

る の で は な く 、 開 い て も ら え る と い う の は嬉 し か っ た」 と 振 り 返 っ て い る O

ま た震災の次の 年 に 、 仕事の都合で神戸 を 離 れ る こ と に な っ た女性 は 、 そ の後体調 を 崩

し 、 「毎 日 、 死 に た い 、 死 に た いJ と 思 う よ う に な っ た 。 そ ん な 時、 ケ ア セ ン タ ー の存在

を 知 り 、 「阪神 ・ 淡路大震 災の よ う な 大 き な 地震 を 経験 し た 人がそ ん な ふ う に 感 じ る の は

普通の こ と 」 と 言わ れ て 、 す ご く ほ っ と し た と 詰 っ て い る 。 し か し 、 一昨年の米国 9 ・ 1 1

同 時 テ ロ 事件 の 映像で、 食事が出 来 な い ほ どの症状があ ら わ れ た 。

「犯人 の 顔 を 見 る と 吐 き ま す。 吐 き そ う 、 で は な く て 、 本当 に 日士 く ん で す 。 日民 る の も 、

全然眠 れ な く て 、 次 は 眠 る 時 間 が と て も 長 く な り ま し た 。 地震の と き と 同 じ状態です。 集

中 )J が全然 な い。 そ れか ら 、 何 も 感 じ な い の です。 基本的 な 生活 は 出 来 ま す が、 何 も 感 じ

な い」
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ま た 、 こ ん な こ と も 言 っ て い る O 「何か の き っ か け で 急 に シ ョ ッ ク 状態 に な る こ と は あ

り ま す。 電話 を と る と か。 電話 は悪 い ニ ュ ー ス が く る と 思 う の で、 も のす ご く 恐い」

冊子 は 、 な お心 の ケ ア が必要な被災者 の い る こ と を 物語 っ て い る O

3 . 昔楽で心の き ず な を - 兵庫県昔楽療法士会発足
こ の年 10月 14 日 、 神戸市の ラ ッ セ ホ ー ル で、 開 か れ た兵庫県音楽療法士会発会記念の式典

と 特別講演会で は 、 松井紀手11 ・ 日 本音楽療法士会副理事長が 「音楽療法の こ れか ら 」 の題

で講演、 療法現場で行 わ れ て い る 即興演奏の コ ン サ ー ト も 披露 さ れ た 。

音業療法士に よ る 心の リ ハ ビ 1)
(神戸新聞社提供)

音楽療法 は 、 ピ ア ノ 、 バ イ オ リ ン そ し て声 楽 な どの音楽 を 心 身 の健康回復 な どに活用 す

る 治療技法の こ と だが、 兵産県 は こ の分野の先進県で知 ら れ る 。 貝 原俊民 ・ 前兵庫県知事

が、 「震災か ら の復 興 に は 心 の ケ ア も 必要」 と 、 1999年 か ら 養成講座 を 開設。 図 2 の よ う

(図 2 ) 兵庫県音楽療法士の養成

i(兵躍県音楽援法記こなるには ? )1 1
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な 流れで養成 に 取 り 組ん で い る 。 20時 間以上の基礎講座 と 実践経験 を 経て 、 本年 2 月 に は

1 期生27人が誕生 し て い る 。

基礎講座で は大学教授 ら の講義 を 受 け 、 楽器 を 通 し た対話な ど を 学ぶ。 続 く 専 門講出で

は 「障害 と 福祉J r心理学」 な ど福祉の勉強 と 、 即興演奏や ピ ア ノ な ど実技 も 練習 す る 。

県音楽療法 1:会の 会員 は現在、 心 身 に 障書 を も っ 人や復興住宅の高齢者 な ど に療法 を 施

す ほ か、 医療チ ー ム に 参加 し た り 、 大学な どで普及の た め の 講演 を す る な ど の 活動 を し て

い る 。 同 会 で は 、 今授 と も 研修 を 重ね、 知識 と 技術 の 向上 を 図 っ て い き た い と し て い る 。

4 . 患 者搬送 ド ク タ ー ヘ リ 講習会
ヘ リ コ プ タ ー に 医師 や 看護 師 が 同 乗 し て 救急現場 に 向 か う ド ク タ ー ヘ リ 事業 の 講 習 会

( 日 本航空医療学会主催) が、 2002年 1 1 月 21 日 、 神戸 ・ ポ ー ト ア イ ラ ン ド の神戸ヘ リ ポ ー

ト 、 カ ワ サ キ ヘ リ コ プ タ シ ス テ ム 格納庫で行 わ れ た 。 実 際 に ヘ リ を使 っ た患者搬送の シ ミ ュ

レ ー シ ョ ン 実習 があ り 、 参加者が出動 要請 か ら 患者の収容、 治療 に い た る 4連の作業 を 体

験 し た。

ド ク タ ー ヘ リ 事業 は 、 厚生労働省 の補助事業 と し て 2001年か ら 全 国 6 カ 所 の 大学病院や

救命救急セ ン タ ー で フ ラ イ ト を 開始 し て お り 、 西 日 本で は 川 崎医科大 ( 岡 山 ) 、 久留米大 (福

岡 ) な どで 、 ヘ リ コ プ タ ー 会社 に委託す る 形で運航 を 開始 し て い る O

こ の 日 の 講習会 に は 、 県消防本部や各地の 医療機関 な どか ら 約100人が参加 し た 。 説明 は 、

年 嵩約500 回 も の 運航実績があ る 聖隷三方原病 院 (静岡) の 岡 田 異人副委員 長が担当 。 「受

傷後15分以 内 の 治療 開 始 が 目 標 で あ る O 従来で は死亡す る 可能性が高 い よ う な 重症患者 を 、

ド ク タ ー ヘ リ を使っ た患者の搬送訓練
(神戸新聞社提供)

第五章@保健 - 医療 353 



ド ク タ ー ヘ リ で は 同乗 の 医師が治療 し な が ら 医療機関 に運ぶ こ と で救命率が格段 に 向 上 し

て い る 」 と 効果 を 説明 し た 。

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で は 、 参加者が救急隊員 や 医師役 に ふ ん し て事故発生か ら 出動 ま での

流 れ を 確認。 医療機器 を 搭載 し た専用 ヘ リ 3 機 を 用 い 、 機 内 で の作 業 の 進 め 方 も 学 ん だ 。

5 . 歩道橋事故 4 鵠近 く 心 身 に 影響
神戸新開社 は 、 明石歩道橋事故が起 こ っ て丸 1 年 を 迎 え た2002年 7 月 、 負傷 者 を 対象 に

ア ン ケ ー ト 調査 を 実施、 ほ ほ 3 人 に 1 人が、 事故の シ ョ ッ ク に よ る 心身へ の影響が 「 い ま

な お 残 っ て い る 」 と 回答 し た と 調査結果 を 報道 し た 。

そ れ に よ る と 、 ア ン ケ ー ト は 同 年 6 月 末 か ら 7 月 上旬 に か け、 負 傷者247 人 を対象 に

施 し 、 60人が罰答 し た。 自答者 は 男 性22 % 、 女性78 % で 、 事故当 時の年代 は 10歳未満が 8 % 、

10代38% 、 20-59歳35% 、 60歳以上18 % だ、 っ た 。

事故の心 身 へ の 影響 に つ い て は 、 37% が 「影響が残 っ て い る 」 と 答 え 、 38% が 「影響が

あ っ た」 と し た 。

具体的 に は 、 「混雑 し た と こ ろ に い る と 、 急、 に 心臓が早 く 動 く J ( 10代男性) 、 「思い 出 す

と 涙が止 ま ら な く な る J (20- 59歳入 「花火 を 見 た り 音 を 開 い た り し た ら 思 い 出 し て怖 い

こ と があ る 」 な ど、 PTSD 症状 と み ら れ る 訴 え が 目 立 っ た と い う 。

ま た 、 「足の し びれが取 れ な いJ ( 10代女性) 、 「動 く と 痔痛 ( と う つ う ) がす る J (60歳

以上女性) な ど、 身体的 な 後遺障害 を 訴 え る 回答 も あ っ た と し て い る O

一方、 こ の 明石市での歩道橋事故 に 関 し て は 、 事故で 2 男 の智仁 ち ゃ ん ( 当 時 2 歳) を

亡 く し た 父親 の保険代理業、 下村誠治 さ ん は3) が、 2002年 7 月 、 東京都港 区 の 日 本学術

会議場 で 開 催 さ れ た 「第32回安全工学 シ ン ポ ジ ウ ム 」 に 参加 し 、 事故 に 遭 っ た 2 男 が病 院

到着後、 医 師 の手が足 り ず、 自 ら 人工呼吸 を 続け る し か な か っ た混乱ぶ り を 語 り 、 救急医

療の確立 を 訴 え た 。

〈参考文献〉
「被災小中学生の PTSDJ 神戸新聞 2002if 8 月 6 日
「被災児童の震災の心理的影響等 に関する 調査研究報告書 財) 兵庫県 ヒ ュ ー マ ン ケ ア研究機構 こ こ ろ の ケ

ア研究所 2002年 3 月
「大震災後の 「心の ケ アJ 検証」 神戸新聞 2003年 2 月 19 日

冊 子 「心のイ努 と こ こ ろ の ケ ア」 こ こ ろ の ケ ア ス テー シ ョ ン 2002年 4 月
「知 っ て い ま すか F県音楽療法士JJ 神戸新聞 2002年 7 月 19 日
「音楽で心の き ずな を」 毎 日 新聞 2002年10月 4 日
「患者搬送、 よ り 迅速 に 神戸で ド ク タ ー ヘ リ 講習会」 毎 日 新開 2002年11 月 22 日
「ぷ道橋事故負傷者ア ン ケ ー ト 」 神戸新聞 2002年 7 JJ 19 日
「明石 ・ 歩道橋事故の遺族 ら提言」 神戸新聞 な ど各紙 2002年 7 月 1 1 日
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い市 災害医療の展開

阪神 ・ 淡路大震災か ら 10か年 に わ た る 県の復興計画の指針 と さ れた 「 阪神 ・ 淡路大震災

毎興計画J (1995年か ら 10 ヵ 年) の後半期 プ ロ グ ラ ム 案 を 検討 し て い た フ ォ ロ ー ア ッ プ委

員 会 は 、 こ の 年 10月 21 日 、 「最終 3 か年推進 プ ロ グ ラ ム 」 案 を 発表 し た が、 被災高齢者 の

見守 り や 、 こ こ ろ の ケ ア の推進、 災害医療 シ ス テ ム の整備 な ど健康 ・ 医療 に 関す る 取 り 組

み を 提言す る な ど、 残 さ れ た 課題 を 明確 に し た。 同 委員 会は 学識経験者 や NPO (民間非

営利団体) 、 経済界の代表 ら で構成 さ れ、 2000年11 月 に策定 し た 「後期 5 か年推進 プ ロ グ

ラ ム J の 進 ち よ く 状況 な ど に 踏 ま え 、 今 回 の最終 3 か年推進 プ ロ グ ラ ム 案 を ま と め た 。

ま た 、 大震災の復興の あ り 方 を 考 え る 学識者 ら の グ ル ー プ 「被災者復興支援会議 血 J (座

長、 室崎主主輝 ・ 神戸大都市安全研究セ ン タ ー 教授) で も 、 同 月 4 目 、 県 な ど に 対す る 3 分

野 1 1項 目 の提案 を 公表 し た が、 県 で は 、 こ の両提言 を 受 け 、 今後の 県 の 最 許 3 か年の具体

的 な 施策 に 反映 し て い き た い と の 意向 を 表明。 復興事業 と と も に 医療 関 連 の 展望 に も つ な

がる も の と し て注 目 さ れた 。

具体的 な 動 き と し て は こ の年、 県立看護大学 (明石市) に 、 災害時支援 を も テ ー マ と す

る 「地域ケ ア 開発研究所」 を 設置 す る 構想、が一歩 を 踏み 出 し た 。 ま た心肺蘇生法 な どの応

急手当 を 身 に つ け た 「市民救命士」 の講習 ・ 訓練が、 こ の年 も 自 治体、 学校、 地域な どで

続 け ら れ、 市民救命士 は2002年12月 末現在で、 神戸市 だ け で も 約17万6000 人 に 上 っ た 。

さ ら に 明石市で起 き た歩道橋事故の教訓 に 踏 ま え 、 10月 4 B に は消 防 、 警察、 医療合同

の初 の救助訓練が同市北王子町の県立看護大学で行 わ れ た 0 6 月 、 神戸 市 で 開 催 さ れた サ ッ

カ ー ・ ワ ー ル ド カ ッ プ (W杯) を 期 し て 、 神戸市立 中 央市民病院では外国 人 の た め の 「医

療通訳J シ ス テ ム を 発足 さ せた 。 日 本語 を 話せ な い外国人が病 院 に 運ばれた と き 、 通訳ボ

ラ ン テ ィ ア を 電話で呼び出 し 、 遠隔地か ら 通訳 し て も ら う 仕組み。 外国人 に や さ し い試み

と 歓迎 さ れ た 。

他方、 震災後の 地元経済活性化の 目 玉 と し て、 神戸市が推進 し て い る 、 ポ ー ト ア イ ラ ン

ド を 拠点 と す る 「神戸医療産業都市構想、j 計画 は 、 こ の年 も 内外の創薬 ベ ン チ ャ ー 、 バ イ

オ 関連 な ど先端 医療関係企業の進出が続 き 、 順調 な 足取 り を 見せ た 。

1 . 擦 の 復興計画委員会が 「最終 3 か年推進 プ ロ グ ラ ム J
「最終 3 か年推進 プ ロ グ ラ ム J 案 を ま と め た フ ォ ロ ー ア ッ プ委員 会 は 、 県 か ら の 委嘱 を

受け県の毎興10か年計画の検証 を 行 い 、 残 る 3 か年の重点施策 を 示 し た も の だ っ た が、 被

災 高齢者の見守 り 体制 の整備 で は 、 次の 2 点 が重要課題 と さ れた。

① き め 細 か な 訪 問 ・ 相 談活動

健康相 談や 閉 じ こ も り がち な 高齢者等への訪問活動 を 行 う 「 ま ち の保健室」 事業や保
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健師 ・ 栄養士 に よ る 支援 に 継続 し て取 り 組む な ど、 高齢者等の健農づ く り を 支援す る 。

②多様な メ ニ ュ ー に よ る 生 き がいづ く り への 支援

生 き がい づ く り の た め に も 、 災害復興公営住宅等 に 入居 し て い る 高齢者等 を 対象 と し

た被災高齢者 自 立生活支援事業 に つ い て は 、 復興計画期 間終了後の継続 を 検討す る O

ま た 「 こ こ ろ の ケ ア 」 の推進 に つ い て の 、 残 り 3 か年の施策の柱 と し て は 、 次の 3 点

が強調 さ れた 。

①ネ ッ ト ワ ー ク の 強化

こ こ ろ の ケ ア 相 談室や精神保健福祉セ ン タ 一 等 を 中 心 と し た 関係機 関 や 団体、 NPO

と の ネ ッ ト ワ ー ク の 強化 を 留 り 、 ボ ラ ン テ ィ ア の育成等 を 図 っ て い く

②ア ル コ ー ル依存者の 自 立支援

③経験 と 実績 を 生か し た ケ ア の推進

「 こ こ ろ の ケ ア研究 ・ 研修セ ン タ ー」 を 整{蒔 し 、 各種の実践的研究や研修 を 推進す る O

さ ら に 、 「災害医療 シ ス テ ム の 整嬬」 関 連 の 施策 で は 、 次 の よ う な 事 業 を 重点 的 に 取

り 組 む課題 と し て上 げて い る 。

①災害対応総合情報ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム の 充実強化

②津波災害対策

③県立災害医療 セ ン タ ー の 整備

④災害救急医療 シ ス テ ム の整備

⑤災害、 救急医療 に 関 す る 人材養成

2 . 県立看護大 に 「地域 ケ ア 開発研究所」 設置へ
病院や避難所、 仮設住宅な どで住民の健康相談 に の っ た 阪神 ・ 淡路大震 災 の 経験や知識

を 「災害看護学j と し て確立 し 、 今後の 大災害時 に役立て る な どの研究所設置構想、で県立

看護大 ( 明石市) に 設置 さ れ る O 災害看護 を 専 門 に扱 う 研究所は全国で も 初 め て と さ れ、

被災住民が受 け る 長期 的 な 健康への影響 に つ い て も 調査す る 。

大震災 で は被災地 に看護師 ら 約1000人がボ ラ ン テ イ ア と し て 駆けつ け た が 、 看護大 は そ

の取 り ま と め を 担3 し た 。 学内 に 「県看護ボ、 ラ ン テ イ ア 調 整本部」 を 設け 、 要請があ っ た

病院や避難所、 老 人 ホ ー ム な ど計57 ヵ 所 に延べ3000回以上、 看護師 を 派遣 し た 。 い ま も 保

健師 と 協力 し 、 復興住宅 を 回 っ て住民の健康状態 を 聞 き 取 っ て い る 。

新設 さ れ る 研究所で は 、 救急救命措誼 に傾 き がち な 災害時の看護教育 を 見 産 し 、 大災害

時 の対応 も 学ぶ新た な 教育 カ リ キ ュ ラ ム も 作 っ て い く こ と に し て い る 。

ま た 阪神 大震災で被災 し た住民か ら 健康状態 を 継続的 に 聞 き 取 り 、 ア ル コ ー ル依存症 に

な っ た り 、 慢性疾患 を 悪化 さ せ た り す る ケ ー ス を 追跡 、 震災直後 に ど ん な ケ ア が必要だ っ

た か も 検証す る O

同研究所 は 、 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 3 階建て約2000平方1 50 総事業費 約 7 億5700万円。 県看
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護大は 3 県 大が2001年春に統合 し て 出 来 る 兵庫県丘大学 に な る が、 2001年度 に は完工 し 、

新大学の研究所 に な る 。

3 . 神戸市の 「市民救命士J 17万人 に
災害時 な ど に応急手当 な どの対応がで き る 「市民救命士J o そ の紳 戸 市 で の有資格者が、

2000年末現在 で17万6000人 に な っ た 。 1993年 に 始 ま っ た制度だが、 大震災説、 そ れ ま での

2 倍の ス ピ ー ド で増 え 続 け て き た。

こ の制 度 は 、 も と は救急車が現場 に駆けつ け る ま での 空 向 を 理め よ う と 、 消 防庁が1993

年 に 1:':1 治体での応、急手当 の講習制度 を 創 設 し た の が始 ま り で、 神戸市 で も こ の と き 講習 を

開始、 修了者 に 市民救命 七 の 資格 を 与 え る よ う に な っ た 。 講習 内 容 は座学 1 持問 、 心臓マ ッ

サ ー ジ な どの実技 2 時 間 。 他 に 同mが独 自 に 設 け た 2 時 間 の けがの応急手当 コ ー ス が別 に

あ り 、 両方 を 1 日 か け て 学ぶ 上級 コ ー ス も あ る 。

河市 に よ る と 、 市Ij震が始 ま っ た 1993年度の受講者は9500人だ、 っ た が、 大震災で 関心が高

ま り 、 い ま で は有資格者 は 人口 比 で全国 1 位。

神戸市教委 は 、 2002年度か ら 市立 中 学の 総合学習 の 時 間 に 設 け た 命 の 大切 さ を 学ぶ カ リ

キ ュ ラ ム の メ ニ ュ ー の ーっ と し て 、 市民救命士講習会 を 取 り 入 れ た 。 須磨区 の滝川 中 学校、

兵庫区 の 須佐町P 中 学校 な どで履修者が、 市防災安全公社の救急、 イ ン ス ト ラ ク タ ー ら の 指導

で心肺蘇生や 、 けがの 手当 て な どの万法 を 学 ん だ。

ま た神戸市 は2003年か ら 5 年 間で、 全職員 2 万7000人 に TÍî民救命士の 資格修得 を 義務付

け る 方針 を公表 し た 。 職員 が修得す る の は 人工呼吸、 心臓マ ッ サ ー ジ の 手法 を 学ぶ心肺蘇

コ ー ス 。 職場 ご と に研修 を 始 め て お り 、 市 で は 「職員 が率先 し て修得す る こ と で、 市民

の 関心が高 ま れば」 と 、 そ の 趣 骨 を 語 っ て い る 。

応急手当 の練濯 を す る 生徒
(神戸新聞社提供)
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4 . 消防、 警察、 涯療が初の救助議"棟
2001年 7 月 に起 き た 明石市の歩道橋事故で迅速 に けが人 を 救助 で き な か っ た こ と を教訓

に 、 消 防 、 警察、 医療関係者合 同 の 初 め て の 救助訓線が10月 4 日 、 同市の県 立看護大学で

行 わ れ た 。 歩道構事故で、 は 救急隊や警察官が現場 に mßけ つ け た が、 病院 と う ま く 連携が と

れず混乱 し た た め課題 と な っ て い た 。

明石、 神戸、 加古川 の 3 市消防本部 と 明石 署 や 医 師 ら 計210人が参加、 訓 練 は 大規模 な

地震で建物火災が発生 し 、 避難 し よ う と 人が階段で折 り 重な っ て倒 れた と 想定。 救急隊員

がけが人 を 運 び出 し 、 す ばや く 診断 し 治療や搬送の優先頗位 を つ け る 「 ト リ ア ー ジJ (傷

病者識別) で 、 赤 (重傷) 、 緑 (軽傷) と 色 で負傷程度 を 示す札 を け が人 の腕 な ど に 取 り

11- け て い っ た 。

ま た 医 師 は重傷患者の応急処置 を し 、 警察は搬送 を ス ム ー ズ に す る た め の 交通整理 を 担

当 す る な ど、 課題で あ っ た 連携 プ レ ー の訓 練 も 行 わ れ た 。 想定 さ れた けが人56人全員 の 搬

送 は約 1 時 間 で終 え る こ と が出 来 た 。

5 . 神戸 に 全国初 「医療通訳」 シ ス テ ム
日 本語が話せ な い外国人が病 院 に 運 ばれ た と き 、 瞬 時 に 通 訳 ボ ラ ン テ イ ア を 呼び出 し 、

を 通 し て遠隔地か ら 通訳 し て も ら う シ ス テ ム で、 2002年 6 月 に神戸 で 開 催 さ れた サ ッ

カ ー ・ ワ ー ル ド カ ッ プ (W杯) に合わせ神戸市立 中 央市民病 院 に 開設 さ れ た 。

一般的 な 診察で は 、 日 本語が話せ な く て も 通訳 を 同伴す る こ と も 出 来 る O し か し 急 な 救

急治療 で は 、 通訳 に依頼す る 時間 も な く 、 匡師 と の 意思疎通がむずか し い 。 阪神大震災で

も 、 不 自 由 を し た外 国 人 は多 か っ た 。 こ の た め 、 在 日 外国 人 を 支援 す る 大阪市の NPO (特

定非常利 活動法人) r多文化共生セ ン タ ー 」 が、 神戸市 に 同 セ ン タ ー が開発 し た 電話通訳

シ ス テ ム の導入 を 提案 し て い た。 2002年度か ら 神 戸 国 際協力交流セ ン タ ー の事業 と し て採

用 さ れ た 。

英、 中 国、 韓 国 ・ 朝鮮、 ス ペ イ ン 、 ポ ル ト ガル 、 ベ ト ナ ム の 6 カ 国語の通訳ボ ラ ン テ イ

ア (各 国語20人程度) が、 イ ン タ ー ネ ッ ト 対応 の携帯電話でサ ー バ ー に ア ク セ ス し 、 塁走録

す る 。 治療現場か ら はパ ソ コ ン な どで、サ ー バー に ア ク セ ス す る と 、 連絡が取れ る ボ、 ラ ン テ イ

ア の リ ス ト が表示 さ れる O 医師 は リ ス ト か ら 名前 を 選ぶ だ け で 自 動的 に 電話がかか り 、 3

者通話モ ー ド で患者 と の や り と り を 通訳 し て も ら う O

6 月 の ワ } ル ド カ ッ プ 中 は暫定的 に運用 さ れた が、 そ の後恒久 的 な 形で外 国 人 の 急患 に

備 え る シ ス テ ム と し て活用 さ れて い る 。

6 .  r神戸睦療産業都市」 への進出企業32社 に
神戸市 ポ ー ト ア イ ラ ン ド 2 期地 区 に 、 再生医療 な ど の 最先端医療産業の集積 を 目 指 し て

い る 「神戸医療産業都市」 構想事業で は 、 4 月 に は 中核施設の 「先端医療セ ン タ - J が本
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格 オ ー プ ン 、 ま た 同 産業都市構想、が丈部科学省 の 「知 的 ク ラ ス タ ー (集積拠点) 創成事業」

に 選ばれ、 2002年度か ら 5 年 間 で総額25億 円 の研究費 や基盤整備 費 の 助 成 が見込 ま れ る こ

と に な っ た 。 事業 に一層 は ずみ がつ い た 格好で、 こ の地 区 へ の 進 出 企業 は 、 表 5 の と お り

内外の創薬 ベ ン チ ャ ー 、 バ イ オ 関連企業 な ど34社 (2002年度末現在) に な っ た 。

(表 5 ) 医療態業都市構想公表以降の ポ ー ト ア イ ラ ン ド第 2 期への医療関連企業の進出状況

パイ ロ ッ ト エ ン タ ー プ ラ イ スε ゾ ン (PEZ)
一一一 「 一一一一一一一一一一一一一一

業

小計 2 t土

神戸国際ピ ジ ネ ス セ ン タ ー (KIBC)

稜

10 I 北海道 シ ス テ ム ・ サ イ エ ン ス一一一一
1 1  三鷹光器

ム}アス
/一、ン二一レ。、一、ノFノ

-
ーマJ

ク一
ヤ一一 ，

ツ一日ン一(

一ア一
・一ド J

口同一
/一
ス一
可

フ一こ
:

;

イど守一ノ ー一、、ザ一応べ
l

i

 

決一
B一
ダ一
汁

九一
羽一メ一
江

ijノ一点宅一、ノ一戸し

つμ一
qυ一
AY一
円U

1i…1i…1i一1よ
ノト言1> 15社

キ メ ッ ク セ ン タ ー ビjレ

』ノ\二 業 名 業 種
1 新 日 本科学臨床薬浬研究所 臨床試験支援
2 シ ー シ ー テ ィ ー 治験担当者 (CRA と CRC) の教育 - 研修

WDB 医療 ・ バイ オ研究織の人材派遣
4 プロ ジ ェ ク ト フ ロ ン テ イ ア ジ ヤ ノf ン 医療産業開発に関す る 業務等
5 イ ー ピー リ ン ク 臨床試験支援
6 ア イ ピ ー テ ッ ク 医療機器開発支援
7 ビ ー ブ リ ッ ジ バ イ オ試薬 ・ 機器販売
8 ソ テ ツ ク 病環診断
9 イ Jテ ッ ク ・ ウ ェ ブ ア ン ド ・ ゲノ ム ・ イ ン ブ オ マテ ィ ク ス ノfイ オ イ ン フ ォ マ テ イ ク ス

i 10 吉野産業 医療器具の研究開発 ・ 販売
小討会 10社
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神 戸 イ ン キ ュ ベ ー シ ョ ン オ フ ィ ス (K IO)

1'1 訊惚

小言十 1 社

先端医療 セ ン タ ( I B R I ) 研究棟

企 業 名 種
ク ト ン ・ デ イ ッ キ ン ソ ン

ン パス 光学 仁業
医療界兵の製造販売

オ ス テ オ ジ ェ ネ シ ス
小百十 5 社

務床研究情報セ ン タ ー (TRI ト ラ ン ス レ ー シ ョ ナル リ サ ー チ ・ イ ン フ ォ マ テ ィ ク ス セ ン タ ー )

人ぷ二 業 名 種
- デー タ 解析 シ ス テ ム研究開発

ス テ ム セ ルサ イ エ ン ス
小計 311 

合計 : 341'.土 ( 再掲 2 社 を 除 く )
(神戸市企i厨調整局調査室調べ)

〈参考文献〉
神戸新聞な ど各紙 2002:ifミ10JJ 22 口
阪神 ・ 淡路震災復興計画最終 3 か年推進プロ グ ラ ム 兵庫県 2002年12月
「県立看護大に F地域ケ ア 開発研究所JJ 神戸新聞 2003年 2 月 14 H 
「市民救命士17万人 に」 車H H 新潤 2003it二 1 JJ 14 日
「明石歩道橋事故で合同訓練」 読売新聞 2002it三 10月 6 日
r[忽療通訳シ ス テ ム 運用へJ 神戸新聞 2002年 4 月 24 臼
rt中戸医療産業都市 に32社進出」 日 本綬済新聞 2003it� 3 )1 21 日
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第六章

教 育



は じ め に

大震災か ら 8 年が過 ぎ た 。 悲惨な 体験 を 風化 さ せず、 貴重 な教訓 と し て 、 次 の 大災害 に

備 え る 兵庫 県 の 「新た な 防災教育」 は2002年度 (平成14年度) も 着実 な 歩 み を 進 め て い る 。

教室 な ど学校現場 で の 実践 を 、 地域や市町防災部局 と の 連携体制 の確立へ と 努力 を 重 ね

て い る O

2002年度 か ら 新 し い学習指導要領が完全実施 さ れ、 学校週 5 日 制 も 全面ス タ ー ト し た。

新指導要領 に よ っ て 「総合学習J (総合的 な 学 宵 の 時 間 ) も 完全実施 さ れ、 防 災教育実践

の新 し い受 け皿が正 式 に生 ま れ る こ と に な っ た 。

大震災の教訓 を 後世 に伝 え る メ モ リ ア ル事業の 「阪神 ・ 淡路大震災記念 人 と 防災未来

セ ン タ ー 」 の 1 期施設がオ ー プ ン し 、 県内外の児童 ・ 生徒の 防災学習 の場が新 た に増 え た 。

こ う し て 防災教育 を 前進 さ せ る 環境づ く り は着 々 と 進 ん でい る O

し か し 、 好材料ばか り で は な い。 大震災の置 き 土産 の … つ 、 心、 に 傷 を 残す児童 ・ 生徒 は

大幅 に 減 っ た と は い え 、 な お 、 2 ， 500人 を 超 え て い る O さ ら に 、 こ の PTSD (心 的外傷後

ス ト レ ス 障害) の児童 ・ 生徒の指導や新 た な 防災教育 の 推 進 に 中心的役割 を 果 た し て き た

「教育復興担当教員」 が、 前年 に続 き 大幅減 と な り 、 大 き な打撃 と な っ た 。

一方、 新 し い学習指導要領 の 実 施 に伴 っ て 、 教育界全体 を 揺 る が し て い る の が 「学か低

下」 論議。 遠 山丈部科学大臣が 「学問 の す す め 」 を 発表 し た り 、 「指導要領外学習 の手百

が配布 さ れ た り し て 、 「 ゆ と り 教育」 を め ざす新要領 の実施 と |可 持 に 、 学習 内容削減 を 手

直 し す る 迷走ぶ り は前年度か ら 持 ち 越 さ れ て 、 ず っ と 混乱 を 続け 、 次年度 の2003年 に 進 ん

だ。 「 ゆ と り の土 曜 日 」 が補背 に 使 わ れ、 学力 テ ス ト 、 宿題が増加。 消 え る は ずの 旧 学習

指導要領の手引書の 再利用 、 果 て は か つ て 「禁 じ手」 だ、 っ た 学習熟 を 活用 す る ま での 事態

と な っ て い る O

間 も な く 、 大震災か ら 10年 の 大 き な 節 目 を 迎 え る O 「新た な 防災教育」 の 実践 も 、 し っ

か り し た実積 を 残す こ と が求め ら れて い る O 学力低下論議な ど教育界の混乱が防災教育 の

進展 に悪影響 を 与 え る こ と が懸念 さ れ る I 年で も あ っ た 。
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i震7節 残 さ れた課題への対応一防災教育検証か ら
兵庫県教委は 2001年度 に 「新 た な 防災教育」 実践の 7 年 間 の歩み を 振 り 返 り 、 成 果 と 課

題 を 明確 に す る た め 、 大がか り な検証 を 行 っ た 。 翌2002年度 に は 、 こ の検証結果 (復興誌

第 7 巻で詳述) に対す る 「取 り 組み の方向づけJ と 「現状の整理J を ま と め 、 対応状況 を

明示 し た 。

検証は大震災発生直後の 1995年度 に 設 け ら れた 「妨災教育検討委員 会」 が行 っ た 防災教

育 の あ り 方 に つ い て の 「提言J (復興誌第 2 巻で詳述) の 項 目 を 中 心 に 追 跡 し た。 学識者

5 人で構成す る 「防災教育検証委員 会 (委員 長 ・ 桂正孝宝塚造形芸術大教護) を 設 け 、 2001

年 9 月 か ら 2002年 2 月 ま で検証作業 を 重 ね た 。

検証の 結果 は 、 ①大震 災 は 近代 日 本社会の シ ス テ ム そ の も の の あ り 方 を 問 う 出 来事 だ っ

た 。 ②防災教育 は郷土 を 愛 し 、 安全 ・ 安心 な 街づ く り に 寄与す る 人づ く り の教育 を め ざす o

q 安全 ・ 安心の街づ く り の た め 学校、 地域、 企業、 事業所、 防災関係機関 と の新 し い 関係

の あ り 方 を 検証す る 。 ④全国 に 例 の な い教員 に よ る んしの ケ ア j の あ り 方 を 検証す る O ⑤ 

兵庫県 の 防災教育 は モ デル の な い取 り 組み だが、 今後、 全国 の モ デル に な る こ と を め ざす

ー の 5 点 だ っ た。

検証の結果、 「残 さ れ た課題」 と 「今後の展望」 を

l . 学校防災機能の一層 の 整備

2 . 震災の教訓 に 学 ぶ 訪 災教育 の 新 た な 位置づけ

3 . 共 に 生 き る 社会づ く り の 実践活動の推進

4 . 心 の ケ ア の 一殻化

の 4 点 に ま と め た 。 検証作業で は 、 県 内 全公立学校長 を は じ め 、 県立高校 6 校718人、 県

内大学 4 校503人、 合計1 ， 221人 に ア ン ケ ー ト 調査。 元県教委関係者L、 1995年度の 防災教育

協力校15校の管理職 と 現在の管理職、 被災地の高校生 (震災当 時小学生) 、 ボ ラ ン テ ィ ア

活動 を 続 け る 大学生、 震災の語 り 部、 避難所 リ ー ダ ー ら 49人か ら 開 き 叡 り 調査 を 行 っ た 。

「残 さ れ た課題J r取 り 組みの 方向J r現状」 を 詳述す る O

1 . 学校蹄災機能の一層 の 整備 を 関 る

1 . 学校施設の耐震化の推進 と 避難所 と し て の機能の整備 ・ 充実

行 ) 耐震性の強化

く〉取 り 組み の方向 ニ 2005年度 ま で に3 ， 432棟 (94 % ) の耐震診断 を 行 う O 改修、 改築の際、

耐 震化 を 進め る 。

く〉現状 ニ 2003年 1 月 22 日 現在、 1 ， 335棟 (27 % ) の 耐震診断 を 実施。 診 断 は 年次で行 い 、

改修、 改築時 に耐震化工事。 文部科学省 に も 要望 を 出 し て い る O
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( 2 )  電気容量の確保

く〉取 り 組みの方向 学校 を避難所 と し て寵用 す る 期 間が 1 週障 と 決め ら れて い る た め 、

大量の 電気容量の雄保 は必ず し も 緊急 を 要 し な い。

く〉現状= 学校教育 に必要 な 最小 限の も の に な っ て い る O

( 3 )  シ ャ ワ 一 室の整備

。取 り 組み の方向 = 2002年10月 1 日 施行の 「兵庫県福祉の ま ち づ く り 条例」 に よ り 、 今

後、 シ ャ ワ ー 雫 を 作 る 学校 に つ い て は 基準 が明確 に さ れた 。 新築、 改 築 の 際、 順次整備す

る 。

。現状 z 新 築 の 学校 で は 更衣室の一部等 に 設け ら れて い る 学校 も あ る O

( 4 )  情報眼集、 伝達手段の護隷化

く〉取 り 組 み の 方 向 z イ ン タ ー ネ ッ ト 網 の 整備。 防災無棋の整備。 CATV 回 線 を 利用 し

た情報網。

く〉現状 各市町 で イ ン タ ー ネ ッ ト 、 防災無線等の 連絡締設置が進め ら れて い る o 2003年

2 月 現在、 57市町 (65 . 5 % ) で完了。

2 健 災害弱者への対応のマ ニ ュ ア ル化 と 施設のバ リ ア フ リ ー化

( 1 ) 災害弱者への対応の明確化

。取 り 組み の方向 県、 県教委、 市町、 市町教委 に よ る 啓発。 学校 ご と の 避難所運営マ

ニ ュ ア ル の 中 に記載 し て い く 。

く〉現状 市町の避難所運営マ ニ ュ ア ル は71市町 (82 % ) で作成 さ れて い る が、 災害弱者

への対応 に つ い て の記載は 十分 と は い え な い。

(2 )  施設のバ リ ア フ リ ー化

く〉取 り 組みの方向 r兵庫県福祉の ま ち づ く り 条例」 に よ り 、 今後、 エ レ ベ ー タ ー 、 ス

ロ ー プ、 手す り 、 通路の拡幅 な どの整備が進め ら れ る 。 エ レ ベ ー タ ー は新築、 改築の さ い 、

)順次整備 さ れ る O

く〉現状 ニ エ レ ベ ー タ ー の 設置 に つ い て 国 に 要望 し て い る O 廊 下 の 手す り 等 は 順次進め る 。

3 闘 地域 と 連携 し た 防災体制の具体化

( 1 ) 連絡会議の定期的開催

く〉取 り 組みの方向 = 市町、 学校、 地域 に よ り 定期 的 に 開催す る 。

。現状 2002年度の 市 町 と の 連絡会議の 開 催 は 83市町 (95 .4 % ) で実施 し た 。

( 2 )  避難所開設等の訪災訓練の実施

。取 り 組み の方向 z 避難所 に指定 さ れ て い な い学校 も 、 市町、 地域 と 連携 し て 実施。 震

災 ・ 学校支援 チ ー ム (EARTH) に よ る 訓練で県 下 に 定着 を 図 る O

く〉現状 口 市 町 の 防災前線は 、 毎年実施 さ れ て い る が、 必ず し も 避難所開設訓練 を伴 っ て
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い な い。 避難所開設訓練は 、 EARTH の訓練実施の さ い に市 町 に も 啓発 し て い る O

2 . 震災の教訓 に学ぶ防災教育の新た な位罷づ け
1 .  r新 た な 防災教育」 の理念の深化拡充

( 1 ) 学校の教育 毘 標、 努力 回 樺 ・ 経営方針等に関i裏づ け る

く〉取 り 組みの方向 z 防災教育推進連絡会議、 防災教育研修会 を 通 じ て 市 町教委、 学校 を

啓発。

く〉現状 ェ 防災教育研修会や教育事務所の教務研修会、 初任者研修な ど を 活用 し て啓発 し

て い る o 2002年 5 月 1 日 現在、 81 . 4 % 。

2 . 地域学習 と し て の妨災教育

( 1 ) 地域防災 を 素材 と し た教材づ く り

。取 り 組みの方向 ニ 県や 地 lえ の 防災教育研修会 な ど を 通 じ て 、 地域素材 を 発掘、 活用 し

た 実践の拡充。

。現状 教育事務所で行 う 防災教育研修会で地域素材 を 活用 し た 実践発表 を 行 っ て い る 。

(2 )  防災学習 か ら 地域学習への展開

。取 り 組みの方向 ニ 防災 を 切 り 口 に 環境、 福祉、 国 際理解 な ど に広 が る 実践 の 展 開 0

0現状 教育事務所で行 う 防災教育研修会 な どで地域総合学習 を 取 り 上 げ て い る 。

3 . 家庭 と 連携 し た 防災教育

( 1 ) 保護者 を地域の一員 と し て

。取 り 組みの方向 ニ 地域、 保護者が参加す る 学官 、 言11 練 を 実施 し て い る O

く〉現状 地域総合防災訓練や研修会 を 601校 (42 % ) で実施 し た 。

( 2 )  家庭の防災意識定着

く〉取 り 組みの方向 ニニ 県 、 市町 に よ る 広報。 市町、 地域、 学校が実施す る 学習 、 訓 練 に よ

る 啓発0

0現状 z 継続 中 。

( 3 )  パ ン フ レ ッ ト 等の作成

く〉取 り 組み の方向 県、 県教委 に よ る 啓発資料づ く り O 学校 ・ 園 で、資料 を 使 っ た指導 を

行 い 、 家庭へ広 げて い く O

く〉現状 ニ検討 中 。

4 幽 異校種間の連携 に よ る 地域防災力の向上

( 1 ) 幼稚関 、 小 、 中 、 高校 ま での連携

。取 り 組みの方向 z 防災教育研修会の 合同化。 同 一地域の異校種学校園 が連携 し た 防災
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訓練の実施。 幼稚 園教員 の 防災教育研修会への 参加 を 進め る O

。現状 ニ 姫路市で合同 前災教育研修会 を 実施。 地 区 紡災教育研修会 に幼稚園教員 の 参加

を 検討。

5 . 震災 ・ 学校支援チ ー ム (EARTH) に よ る 一層の発信

( 1 ) 県内外の被災地への支援活動

く〉取 り 組みの方向 z被災地の学校へ派遣で き る よ う 毎年、 訓練や研修会 で力 量 を 高 め て

い く 。

。現状 2000年 度 に北海道有珠山噴火で避難所支援。 鳥取県西部地震で児童 ・ 生徒の心

の ケ ア 支援。

( 2 )  兵庫の防災教育の一層 の発信

く〉取 り 組みの方向 ニ 県 内 だ け で な く 、 県外の研修会 の 要請 に 応 え 、 派遣 し て い く O

。現状 =2002年震 に 静岡県防災教育研修会へ発表者 1 人、 助言者 3 人、 大分県防災教育

研修会へ講師 l 人、 県 内 防 災教育研修会へ24 人 を 派遣 し た 。

3 . 共 に 生 き る 社会づ く り へ の実践活動
1 . ボ ラ ン テ ィ ア教曹の推進

( 1 ) 日 常的 な 活動の設定

。取 り 組みの方向 z特別活動 な ど を 活用 し た ボ ラ ン テ ィ ア 教育 の推進。

。現状ニ 2000年度 は 県立高校27校で、 「 ボ ラ ン テ イ ア 実践」 科 目 を 設 け た 。 「 ク リ エ イ テ イ

ブ21J で の 実践 は 163校 に 。

( 2 )  社会に働 き か け る 人 づ く り

。取 り 組みの方向 = 総合的 な 学習 の時 間 な どで、 地域 ・ 社会への意見 を 持 ち 、 発表で き

る 力 を 育 て る O

く〉現状 ェ 総合的 な 学習 の 時 間 で 、 地域学習 を 実施 し て い る O

i 共生の心 を 育 て る 教育の推進

( 1 ) 地域の一員 と し て の意識高揚

。殻 り 組み の方向 = 地域や市町が実施す る 訓練 な ど地域活動への参加 を 促進す る O

。現状 = 2000年度 に 宍粟郡 山 崎小学校で EARTH の 訓練、 2002年度の 訓 練 に 出 石郡弘道

小学校 な ど 2 校で 中学、 高校生がボ、 ラ ン テ ィ ア 参加 し た 。 地域や市町の訓練への参加 を 広

報 し て い る O

( 2 )  多文化共生の地域づ く り に貢献で き る 人づ く り

く〉取 り 組みの方向 = 人権学習 、 道徳教育、 総合学習 な ど を 通 じ て 丈化共生の意識 を 育 て

る O
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4 . 心 の ケ ア の 一般化
1 . 教員 に よ る ，むの ケ アの取 り 組み

く〉取 り 組みの方向 ニ 心 の ケ ア を 被災地以外の 地域の教員 に伝 え 、 一般化 を 図 る た め 、 防

災教育研修会な ど を 通 じ て 、 被災後の心 の ケ ア の取 り 組み を 広 め 、 そ の 手法 を 取 り 入 れ る O

カ ウ ン セ リ ン グマ イ ン ド研修会 を 実施す る O

く〉現状 z カ ウ ン セ リ ン グ研修会 は2003年度 か ら 実施す る 予定。

2 . 関保機関 と 連携 し 、 チ ー ム で ケ ア す る 体制の構築

。取 り 組みの方向 ニ 心の ケ ア を 必要 と す る 児童 ・ 生徒 に 、 チ ー ム で、か か わ る ネ ッ ト ワ ー

ク 型 シ ス テ ム を 構築す る た め 、 防災教育研修会 な ど を 通 じ て 、 教育復興担当 教員 の取 り 組

み を 広 め る O ネ ッ ト ワ ー ク 型 シ ス テ ム の必要性の理解 を 図 る 。 不登校児童 ・ 生徒への 取 り

組み に も 活用 し て い く O

く〉現状 ニ 教育復興担 当 教員 の実績 を 継;本す る た め 、 防災教育研修会 な どで の 実践発表、

実践交流 を 続け て い る O

3 町 教職員 の メ ン タ ルヘルス

。取 り 組みの方向 ニ 平素か ら 教職員 が相 互 に 支 え 合 う 環境づ く り の た め 、 メ ン タ ル ヘ ル

ス 体制 の 整備充実 を 進め る 。

。現状 ニ メ ン タ ルヘ ル ス チ ェ ッ ク を 実施 し て い る O ま た メ ン タ ルヘ ル ス チ ェ ッ ク の 啓発

資料 を 配布す る O
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第二館 県立舞子高校に全国初の 「環境防災科」

兵庫県立葬子高校 (神戸市垂水区学が丘) に2002年 4 月 、 全国初 の 防災専 門 学科 と な る

「環境防災科」 が開設 さ れた 。 入学式は 4 月 8 B に行 わ れ た O

「大震災 の 教訓 を 生か し 、 命の大切 さ 、 生 き 方 を 考 え さ せ、 災害 に対応す る 力 を 養 い 、

社会 に 貢献で き る 人 間 を 育成す る J I 自 然現象や災害 と 人 間社 会 の か か わ り を 学習 し 、 社

会環境 に つ い て 理解 を 深め る 」

「大学や研究機関 、 関係機関 と 連携 し 、 実践的 な 学 習 を 通 じ て 、 環境防災への理解 を 深

め 、 地球的規模 で考 え 、 地域で活動 す る 姿勢 を 持 っ て 主体的 に動 く 人 聞 を 育成 す る J I 1 、

2 {三次か ら 課題 を 設定 し て調査研究に取 り 組み 、 3 年次で、 集大成 と し て卒業研究 を ま と

め て発表す る J

こ う し た 基本的 な 教育理念で、 大震災の教訓 を 生 か し 、 自 然環境や社会環境 と の かかわ

り を 視点 に据 え た 防災教育 を 推進 し 、 共生社会の人づ く り を す る 目 的 で、 初 の 高校防災科

が新設 さ れた 。 2000年度か ら 本格的 な 開 設準備が始 ま り 、 2001年 8 月 に 「教育 内容検討委

員 会」 が発足、 開 設への仕上 げが行 わ れ た 。

2002年入学の 1 期生 は 、 大震災10周年夜後の2005年 3 月 に 初の卒業生 と な る O

ト 生徒数、 履修単位 、 学校設定科 目 、 授業内容
生徒数は 1 年生40人。

総履修単位 は88単位。 25� 29単位が専 門教科の 「環境防災J o 学校設定科 目 と し て 「災

害 と 人間J I環境 と 科学J I防災情報」 な どがあ る O

間災 は物哩や地 学 な ど理科系か ら 、 行政、 都市工学、 人権問 題 な どあ ら ゆ る 分野 に ま た

が っ て い る 。 こ の た め 、 授業運営 に あ た っ て は 、 環境防災学部 を 持つ富士常葉大学 (静岡

県富士市) を は じ め 、 京都大学防災研究所、 神戸大学都市安全研究セ ン タ ー 、 姫路工業大

学 、 兵庫教育大学、 大阪 市立大学、 県立人 と 内 然、の博物館 な ど理学系、 工学系 、 社会学系

の教授、 研究員 が強力 な 支援体制 を 敷い て い る O

く〉特色 あ る 授業

生徒が 「 自 ら 考 え 、 調べ、 発表す る 」 こ と を 基本 と し 、 「外部講師 に よ る 専 門授業」 が

行 わ れ 、 大学の研究者、 ラ イ フ ラ イ ン 関係者、 消坊、 警察、 避難所運営 を 経験 し た教職 員 、

ボ ラ ン テ ィ ア 活動家 ら か ら 、 震災体験 に よ る 命の 大切 さ 、 助 け合 い の す ば ら し さ を 学 ん だ。

「校外学習J と し て 、 人 と 防災未来セ ン タ ー 、 野 島 断層 保存館、 人 と 白 然 の 博物館、 神

戸 市消防学校、 六 甲 山 フ ィ ー ル ド ワ ー ク な どで体験学習が行 わ れ た 。

。地域 と の連携

神戸市立 多 聞 東小学校 と の合同学習。 生徒が先生役 と な り 、 自 ら の体験談 な ど を 話 し 、
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備 え の大切 さ を 説い た 。 県 内 の 2 つ の 中 学校 に 招 か れ、 環境防災科で学 ん だ こ と を 発表 し

た 。

，. 1 ・ 17震 災 メ モ リ ア ル行事J で は 、 地域住民 と の交流、 発表、 展示、 分科会の運営、

記録誌の発行 な ど を 生徒 の 千 で や り と げた 。

- 安心 ワ ー ク シ ョ ッ プJ (東京) 、 「地震 に負 け な い 世界 に 向 け て J (神戸) 、 「防災

行政管理者セ ミ ナ ー J (神戸) な どへ参加、 意見交換 を 行 っ た 。

2 . 開設 1 年の成果 と 課題

。成果

・ 環境防災科の活動 を 通 じ て 、 生徒が具体的 な 将来{象 を 描 き 始め て い る O 「泊 防 に 進

み た いJ ，.建築士 と し て災害 に 強 い 家 を 建て た いJ ，.紡災 に 関係す る 環境問題 を 学 ぴ

た い」 な ど。

・ 研究者、 行 政、 国連、 消 防 、 企業、 ボ ラ ン テ イ ア 、 市民 ら と の 「防災 ネ ッ ト ワ ー ク 」

が生 ま れ活動 に 幅が出 来 た 。

・ 小学校、 中 学校、 高校の 聞 の 「防災教育 ネ ッ ト ワ ー ク J が生 ま れ、 人間教育の原点

と し て の 防災教育 の裾野が広 が っ た 。

。課題

・ さ ま ざま な 教育 活動 を コ ー デ ィ ネ ー ト し て い く 労力 負 担。 マ ン パ ワ ー の不足。

@ 環境防災科の生徒た ち の 中 に は 、 震 災 の 影響 に よ り 、 経済的 に恵 ま れ な い 家庭 も あ

る 。 活動 し て い く た め の補助金 を 確保す る 必要があ る O

・ 生徒 は調べ学習 と 発表に積極的 に 取 り 組 ん だ。 今後 も 批判 的 な視点、 よ り 個性的 な

視点で調べ学習 を 諜題学習 に発展 さ せ て い か ね ばな ら な い 。

・ 防災教育 ネ ッ ト ワ ー ク の拡大 を 凶 り 、 よ り 多 く の小、 中 、 高校が参加 で き る 推進体

制づ く り が必要で、 あ る O

3 . 活発 に 体験学習 、 地域交流
〔 ネ パールの学校 と 防災教育交流〕

舞子高校 3 年 中 嶋純子 さ ん (17) が2002年 7 月 28 日 か ら 8 月 5 日 ま で、 ネ パ ー ル カ ト マ

ン ズ の 学校 を 訪 れ 、 現地の生徒 と 防災 に つ い て意克交換 し た。

2001年 に 舞子高校の生徒が、 カ ト マ ン ズ の 「パル ピ カ ス セ カ ン ダ リ ー ス ク ー ルJ (10-17  

歳、 400人) へ、 校舎の 耐震補修費約18万 円 を 募金で集め て 贈 っ た こ と か ら 、 手紙や写真

の交換な ど生徒同 一士 の 交流が続い て い た 。

中 嶋 さ ん は環境防災科の諏訪清二教諭 (42) と 現地 を 訪 問 、 募金で改修 さ れた新校舎で

i坂神大震災の体験 な ど を 発表 し た。 黒板 に 県 の 地闘 を J芭 き 、 写真 を 示 し て震災の被害 や そ

の後の援興の様子 を 説明。 一方、 現地の生徒 ら は 地震 に つ い て調べた り 、 災害 を 想定 し た

第六章@ 教育 369 



安全マ ッ フ。 を 作 っ た り す る 「学校地震 ク ラ ブ」 の 活動 を 紹介、 仁級生が下級 生 を 指導 し 、

地域 に 出 向 く 活動 を 説明 し た 。

中 嶋 さ ん は 「 ク ラ ブ活動が地域 と つ な が り 、 防災教育が生 き て い る 」 と 感 じ 、 「学校 を

中 心 に 地域が一体 と な っ て 防災 と 取 り 組む大切 さ を 学 ん だ」 と し て い る 。 現地で は 、 阪神

大震災の犠牲者の 多 く が、 建物の 崩 壊 に よ る 圧死者だ、 っ た 事実 を 示 し 、 耐震校舎の必要 を

訴 え 、 現地の教師 か ら は 「舞子高校の防災 カ リ キ ュ ラ ム を 教 え て ほ し い」 と い う 要望が出

た。

今後 は神戸の学校 と カ ト マ ン ズ全域の 学校 と の大 き な交流に発展 さ せ た い と い う の が 中

|嶋 さ ん の夢だ。

〔環境訪災科生が小学校で出強授業〕

環境防災科の 生徒40人が2002年 7 月 1 1 日 、 舞子高校の 近 く の神戸市立多 関 東小学校 に 出

向 き 、 6 年生 を 対象 に震災 を テ ー マ に し た 出 張授業 を 行 っ た 。 小学校 を 訪 れ た 生徒 ら は壁

新 開 を 龍 い 、 鉄道や水道、 電気 な どの被害 と 復!日状況、 耐震化が進ん だ現状 な ど を 紹介。

専 門用 語 も かみ砕い て 説明 し た 。

「 ゴー ッ と 音が し て家 中 の 食器が割 れ た J ，-家が全焼 し 、 2 ヵ 月 く ら い小 学校 に住 ん だ、Jo

/色徒の体験談 に児童 は 熱心 に ノ ー ト を 寂 っ た 。

〔消防署で体験学習。 口 一 プで擢商登 る 〕

環境防災科の生徒 8 人が2002年 7 月 22 日 、 垂水消防署で、体験学習 を し た 。

|寸 署での訓練体験 は 壁 而 の昇 降。 同署)T舎 の 高 さ -^の壁面 を ロ ー プで 「 ヒ昇J ，-降下」

に挑戦 し た 。 「原上 ま で登 れ た ら ス カ ウ ト す る で」 と 励 ま さ れ、 正|コj走 ら は 「準備 よ し 」 の

合図 と と も に ロ ー プ に つ か ま り 、 体 を 引 き 寄せ る が、 な か な か上 に進 ま な い 。 同 署 の 消 助

士が10数秒で、登 り 切 る と 、 「す ごい」 と 日 を 丸 く し た 。
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阪神大震 災特 に は小学 2 年生だ、 っ た 島本一志君 (15 ) は 「近 く の 荷庖 告 を 包 ん だ猛火に

立 ち 向 か う 消 防士の姿 を 見 て 「 自 分 も こ ん な仕事 に つ き た い」 と 思 っ たJ と 訓練参加の 動

機 を 話 し 、 指導 に あ た っ た井上雅文 司令捕は 「 こ ん な 子 ど も た ち が消 防 七や 救急救命 士 と

し て 活躍 し て ほ し い」 と 期待 を 込め て い た 。

〔 黒合開訓練を 取材 、 レ ポ ー ト を ホ ー ムペ ー ジ に 〕

環境防 災科 の 生徒 7 人が2002年 9 月 1 司 、 淡路島で行 わ れ た 合 同 防 災訓 練 (県、 淡路島

内 1 1 市 町) に 「取材記者」 役で参加 し た 。 「取材班 ・ 消 防訓練 レ ポ ー ト J を ま と め 、 舞子

高校の ホ ー ム ペ ー ジで公開 し た。

県か ら 訓練参加が持 ち か け ら れ、 取材記者役の ほ か 、 負傷者役 と し て 同 科 の 残 り 33人 も

参加 し た 。 取材記者役の導入 を 提案 し た の は 間科担任 の諏訪清二教諭。 「生徒が消 防 隊 な

どの活動 を 実際 に 見て話 を 開 く こ と で 、 防災 と かか わ る こ と に 自 信が持 て る 」 と 考 え た か

ら だ、 っ た と い う 。

「舞子高校環境防災科取材班」 と 書い た紙製の記者証 を 首か ら 提 げ、 デ ジ タ ル カ メ ラ と

メ モ帳 を 持 っ て 、 本物 の マ ス コ ミ に 交 じ っ て 駆 け 回 っ た 。 消防士、 警察官、 看護師か ら 声

を 拾い 、 約 1 ヵ 月 か け て A4判 の 用 紙 4 枚 に ま と め た 。

非常食用 に備蓄 し で あ る ア ル フ ァ 化米 の炊 き 出 し 、 負傷者の カ ー ド に車圧 、 呼吸、 負 傷

個 所 な ど を 書 き 込ん で い く 看護師、 緊急、路確保の た め手信号で交通整理 を 行 う 警察官、 倒

壊家屋の墜 に チ ェ ー ン ソ ー で穴 を 開 け て 救助す る 消 訪 隊 の 活躍 を 12枚 の 写真 を ち り ばめ て

報 告 し た 。

( 5高防学校へ 1 5白 2 日 で体験入学〕

環境防災科の生徒40人が2002年10月 24、 25 日 、 神戸市消防学校 に 1 泊 2 日 の 日 程で体験

入学 し た 。 けが人の救出 や搬送、 消化器の 使 い 方 な ど災害時の基礎活動 を 身 に つ け た 。

ブロ の救急、指導を受け る 生徒たち =神戸 市
北区 ひ よ ど り 北町 (神戸新聞社提供)
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入校式 で 田 辺征三郎市消 防学校長が 「体験入学で学ん だ こ と は い ざ と い う と き 必ず役立

つ O し っ か り 訓練 を 受 け、 社会生活、 地域防災 に役立 て て く だ さ いJ と 訓示 。 ジ ャ ー ジ姿

の 生徒 た ち は さ っ そ く グ ラ ウ ン ドで規穿訓練か ら O 教官の号令 に合 わ せ て 真剣 な 表情で整

列 し た 。

す で に生徒 た ち は 高校で心蹄蘇生術 な どは 学 ん で お り 、 倒壊 し た 家屋 の 下敷 き に な っ て

い る 人 を 救出 す る 訓練で は 、 手際 よ く ノ コ ギ リ で、 木材 を 切 り 、 手でがれ き を 取 り 除 き な

が ら 約300t;;:離れた応急救護所 ま で け が人 ( 人形) を 運 ん だ。 ま た体育館で、 け が人 を 背負 っ

た り 、 引 き ず っ た り 、 さ ま ざま な搬送方法 を 学習 。 夜 は避難所 を 想定 し 、 旅汁 な どの炊 き

出 し も 体験 し た 。

〔 六 甲 山 で フ ィ ー ル ド ワ ー ク 〕

環境防災科の生徒40人が2002年11 月 14 日 、 六 甲 山 周 辺 を 観察 し て歩 い た 。 学校での授業

の 中 で、 六 甲 山 の 成 り 立 ち ゃ 地形 に つ い て 学 ん でお り 、 さ ら に現場で理解 を 深め る の が担

し ミ 。

特別非常勤講師 と し て 同校で地質学 を 教え て い る 西村年晴兵産教育大学教授が同行 し 、

]R 芦屋駅付 近 で 、 天井川 を 観察 し た り 、 六 甲 山系北東部 の蓬莱峡で砂防 ダ ム を 見学 し た

り し た 。

神戸市東灘 区 の住吉川 で、 は 1 938年の 阪神 大水害の時の水位 を 示す碑 を 見学 し て 、 水害の

恐ろ し さ を 実感 し た 。 上流で は 西村教授が採取 し た花 両 岩 を 示 し な が ら 海底 の マ グ マ が隆

起 し て 六 甲 山 がI:H 来上がっ た 過程 に つ い て解説 を 受 け た O

〔小学生 と 妨災 マ ッ プ作 り 〕

環境防災科の生徒40人が2002年 12 月 12 日 、 近 く の神戸市立多 開 東小学校の 3 年生 と 地域

の 「防災マ ッ プ」 作 り を 行 っ た 。

高校生 と 小学生がデジ タ ル カ メ ラ と 地 図 を 手 に住宅地 を 8 班 に分かれ連れ立 っ て 歩 い た 。

は 震災 当 時の記憶は全 く な い 。 生徒 も 震災時 は 7 、 8 歳。 恐怖 の 体験の記d憶 は脳裏に

刻 み つ け ら れて い る も の の 、 お ぼろ げ に な り つ つ あ る O そ ん な 児童 と 生徒が共同行動で 防

災学習 に取 り 組 ん だ。

道路脇 の 赤 い 消 防栓 を 児意 が見 つ け て 生徒 に 報告。 は 紡 火水槽 を 見 つ け る と 、 「火

事 の と き 消 防車の ホ ー ス を こ こ に つ な ぐ の よ J r消 防 の 邪魔 を し な い よ う 駐車 禁止 の マ ー

ク があ る だ ろ う 」 な ど と 児童 に分 か り や す く 説明 。 「災害の と き 、 み ん な の命 と 対産 を 守

り ま すJ と 結 ん だ 。 生徒 は学校で学 ん だ こ と を 児 童 に 説明す る の に 苦労 し な が ら 、 交流 を

深 め 、 生徒 自 身 の学習効果 を 高 め て い た 。
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( r  1 ・ 1 7J メ モ リ アル行事。 3 !ã1 臨 に 〕

県立舞子高校で2003年 1 月 17 日 、 3 回 目 の r 1 ・ 1 7 メ モ リ ア ル行事 阪 神 ・ 淡路大震災

を 忘 れ な い 」 が 関 か れ た 。

2002年 4 月 に全国初 の 「環境防災科」 が開設 さ れ、 1 学期 は 主 に 震 災 の 被害 と 復興の過

程 、 2 学期 は過去の 自 然災害 に つ い て 学 ん だ 。

メ モ リ ア ル行事 に は 、 舞 子高 と 神戸市内 の 3 中 学校が参加、 パ ネ ル討論で、 r21世紀の 防

災 一 私 た ち の役割」 を テ ー マ に 、 室崎益輝神戸大学教授、 林春男京都大学防災研究所教授

ら と 話 し合 っ た 。

室崎教授 は ?震災 は ま さ に 「地獄 に仏」 の よ う な も の だ、 っ た 。 人 間 の 陪 違 っ た行為が地

震の被害 を 大 き く し た が、 優 し い心 も 見つ か っ た 。 ど ち ら も 伝 え た い」 と 話 し 、 林教授 は

「震災 を 記d諒 し て い る 最後の世代が君 た ち だ。 ご飯や服装 と 同 じ よ う に 普段 か ら 防災 に 気

配 っ て ほ し い 」 と 訴 え た 。

中 学 、 高校生か ら は 「人 と 人の つ な が り 、 地域の つ な が り の 大切 さ を 知 っ たJ r行政 だ

け で な く 市民が語 り 継が ね ば」 と 発表 し た 。

分科会 は 16会場で行わ れ、 舞子高校 3 年の 中 嶋純子 さ ん が前年夏 の ネ パ ー ル で の 防災学

習 交流体験 を 発表 し た 。 ま た 、 消 防士の震災体験、 震災か ら 生 ま れた市民活動、 震災 と 障

害者な ど に つ い て報告があ っ た。 六 甲 山 な どで、注意が必要 な 土石流の解説、 自 衛離の災害

派遣用機材 も 展示 さ れた。
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i 第三館 兜童 @ 生徒の状況

大震災か ら 8 年が経過 し 、 美 し く 元 の姿 を 取 り 戻 し た街 の風景か ら 惨事の つ め 跡 を 見つ

け る の は難 し い 。 学校施設 も 早々 に復興 し 、 児童 ・ 生徒の 自 宅 も ほ ぼ確保 さ れ た 。 学校の

内外で見 か け る 児童 ・ 生徒 に も 大震災 当 時 の 暗い 陰 は な い 。

し か し 、 子 ど も た ち の心 の 内側 を の ぞ く と 、 今 も な お傷跡が残 さ れ て い る 。 PTSD (心

的外傷後ス ト レ ス 傷害) の よ う な 重症 ま で、 心 に 傷 を 負 っ た子 ど も た ち が解 消 さ れ な い。

被災設ず っ と 続 く 難 問 で あ る 。

2002年度 は 心 の 傷 に対す る 教育的配慮 を 要す る 児童 ・ 生徒の 数が 3 年連続で減少 し た が、

調査対象か ら 、 震災当 時 は生 ま れて い な か っ た小学 1 年生 を 除い て お り 、 喜 ん で ばか り は

い ら れ な い面 も あ る 。

さ ら に被災後 8 年 と も な る と 、 不 況 を 頂点 と す る 経済状況の悪化 な ど、 新 た な事態が重

な っ て お り 、 子 ど も た ち の心の傷 は 年 々 複雑化 し て い る 。

十 心の ケ ア を 必要 と す る 児童 ・ 生徒
( 3 年連続で減少 し た が、 2002年度は な お2 ， 549人〕

兵庫県教委 は 1996年度 か ら 毎年 7 月 1 日 現在 で 、 大震災に よ る 心の傷 に つ い て教育的配

を 要す る 児童 ・ 生徒の実態調査 を 続け て い る 。

こ れ ま で は 県内 すべ て の小 、 中 学生 を 調査対象 と し た が、 2002年度 は震災 後 に 生 ま れ た

(1995年 4 月 一 1996年 3 月 生 ま れ) 小学 1 年生 を 除 い た 。 初め て対象学年 を 減 ら し た。

今回 の調査対象 は 、 小学校836校 3 分校、 26万6 ， 720入、 中 学校360校 3 分校 、 15万7 ， 036

人、 合計1 ， 1 96校 6 分校、 42万3 ， 756人。

こ の う ち ケ ア を 必要 と す る 小学生 は 1 ， 429人 (前年比474人減) 、 中 学生 は 1 ， 1 20人 ( 河 1 1 9

人減) 、 合計2 ， 549人 ( 同 593人減) 0 

調ま去 を 始 め た 1996年畏か ら 4 年 間 は ゆ る や か に 、 小学校で増加、 中 学校で減少 の{頃 向 を

見せ、 1999年定 ま で4 ， 000人台、 2000年度、 2001年 度 に 3 ， 000人台 と な り 、 2002年度 に 初 の

2 ， 000人台 と な っ た 。 少子化傾向 や 調査対象学年 の 削 減 は あ る が、 確実 に 数 の 仁 で は 減少

(炎 1) 教育的配慮 を 必要 と す る 児童量生徒数の推移 (各年度 7 月 1 B 現在 単位 : 人)

ム減
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傾 向 を 示 し て い る O

調査は、 ①退行現象 ( 落 ち 着 き がな い 、 怖い夢 を 見 る 、 め そ め そ す る な ど) ②生理的反

応 (頭痛、 腹痛、 食欲不振、 便秘、 下痢 な ど) ③情緒的 ・ 行動的反応、 ( い ら い ら 、 学校 を

嫌がる 、 ト イ レ に独 り で行 け な い 、 物 を 壊す、 反社会的行動 な ど) の 3 項 目 で、 今回 は 情

緒的 ・ 行動的反応 に 「震災 に つ い て繰 り 返 し話 し た り 、 関連 し た遊 びを す る 」 を 加 え 、 合

計26種類の行動、 症状 を ポす場 を 教育 的配慮 を必要 と す る 判 断基準 と し 、 設興担 当 教員 や

担任教諭が聞 き 取 っ て震災が原 因 と み ら れ る ケ ー ス が 1 種類 で も あ て は ま れ ば集計 し た 。

地域別 で は 、 神戸子宮が小学生1 ， 113人、 中 学生934人、 計 2 ， 047人 (前年2 ， 509人、 前 々 年

2 ， 795人) 0 阪神地区が小学生304人、 中 学生163人、 計467人 (前年576入、 前 々 イド535 人) 0 

淡路地 区 が小学生12人、 中学生18入、 計30人 (前年43人、 前 々 年41 人) 。 そ の他 の 地域 5 人。

災害救助法が適用 さ れ る 10 市10町の児京 ・ 生徒数1 . 0% に あ た る 。 被災地の 子 ど も の 100人

に l 人が心 に後遺症 を 抱 え て い る こ と に な る 。

〔ニ次的要盟 に生活の不安定。 震災 の恐簡は漸減{頃向〕

教育 的配慮 を 必要 と す る 要因 (原 田 =複数回答) は家族 ・ 友人関係の変化41 . 0% 、 住宅

環境の変化40 . 0% 、 震災の恐怖 に よ る ス ト レ ス 36 . 8% 、 経済環境の変化33 . 1 % が主 な も の

で、 学校環境 の 変化8 . 6 % 、 通学状況の 変化5 . 5 % が続い て い る 。

前年 に 比 べ て 、 要 因 別順位 は 変 わ ら ず 「家族 ・ 友人関係 の 変化」 が最 も 多 い 。 「住宅環

境の変化」 と 「経済環境の 変化」 の 2 つ の要 因 は前年 よ り 増加 し た 。 と く に 経済環境 は3 . 1

ポ イ ン ト 増 で 、 1 . 8 ポ イ ン ト 増 の住宅環境 を 上 回 っ た 。 家族 ・ 友人関係が2 . 2 ポ イ ン ト 下 回

り 、 震災の恐怖がほ ぼ横 ばい な の と 対照 的 だ。

震災の恐怖 ス ト レ ス は倒 壊家屋の 下敷 き な どの体験か ら 、 住宅環境 は 避 難所の 国 難 な 生

活、 引 っ 越 し か ら 、 家族 ・ 友人関係 は 家族や 身 近 な 人 の 死亡 、 両親の別}昔、 離婚 な どか ら 、

そ れぞれ児童 ・ 生徒 の 心 に 深 い傷 を 残 し て い る わ け だが、 生活基盤 を 揺 る がす よ う な 災害

は i主義の シ ョ ッ ク だ け で な く 、 そ の後の生活の不安定 さ な ど の 二次的ス ト レ ス が、 心理的

に 大 き な 影響 を 与 え 続 け る こ と が指摘 さ れ て い る 。

こ の調査で も そ れ を 裏づ け る 結果が出 て お り 、 親 の失職 な ど経済環境 の 変化 に は長引 く

不況の影響が色濃 く 反暁 さ れ て い る O 震災の直接 シ ョ ッ ク に 、 そ の後の住宅、 経済変化が

二次的 要 問 と し て 加 わ り 、 総数で、 は 減 っ て も 心の傷が回復 し な い状態 は 一 向 に改善 さ れて

い な い 。

症状の み ら れ る 子 ど も の う ち 、 約 8 % が民 間 の カ ウ ン セ ラ ー な ど専 門 機関 に かか っ て い

た 。 兵庫県教育 委 は 「年 々 、 症状の 重 い 子 ど も の 占 め る 割合 は 高 く な っ て い る O 今後 ま す

ま す専 門機 関 と の 連携が必要 と な る O ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー の 配置 を 増 や し た い」 と 対応

を 進め て い る 。
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(表 2 ) 婆因別の児童量生徒数の推移 (複数回答 単位 : 人)
ご一 一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一ァー一一一一一一一一一一 一一一

年 度 1 1996 

2 . 公立高校の震災臨時措置
(2002年は20人が被災副申書提出〕

公立高校入試で震災 に よ る ハ ン デ イ を 考慮す る 「被災副 申 書制度」 は 1995年 か ら ず っ と

継続 さ れて い る o 2002年春の 入試 に 、 20人が副 申 書 を 提 出 し て受験、 14人が合格 し た 。

地 区 別 内 訳 は 、 神戸市内 3 人、 仮神16人、 東播鷹 1 人。

被災副 申 書制度 は 、 震災で入院 し た り 、 保護者 を 失 っ た者、 避難所生活で受験勉強が十

分で き な か っ た場合な どで、 生徒が不利 に な ら な い よ う に 兵庫県教委が震災直後 に始め た 。

学習 困難の理由 を 記入 し 、 調査書 を 添 え て 中 学校か ら 高校 に提 出 、 合否判定 の 資料 に す る O

最 初 の 1 995年 は6 ， 301人が提 出 し 震 災 の 規模 の 大 き さ 、 そ の 混乱ぶ り を 表 し た が、 1 996

年 は383入、 1997年166人 (合格144人) 、 1998年93人 (合格81人) 、 1999年57人 (合格51 人 ) 、

2000年17人 (合格16人) 、 2001年15人 (全員 合格) と 復興 の 進行 に 伴 っ て 激減 し て い る こ

と を 反映 し て い る O し か し 、 わ ずかで も 提 出 が続い て い る こ と は ま だ生活の不安定な 家寵

が残 っ て い る こ と を 示す と さ れて い る O

兵庫県教委 は 「震災か ら 7 年以上 た っ て も 、 ま だ一定の 人数がい る O 対象 に な る 生徒が

存在す る 限 り 打ち 切 れ な い 。 2003年度以降 の 実施 に つ い て は 、 震災時 に 学齢期 に達 し て い

な か っ た生徒が受験す る 時期 な ど一定の節 目 を 考慮 し て 検討 し た し 勺 と し て い る O

3 . 兵庫県教委が 高校生 に 奨学金貸与制度創設
〔 毘 本育英舎の事業縮小で肩代わ り 。 貨与資格を 緩和〕

兵庫県教委 は2002年 7 月 、 経済的 な 理 由 で修学が困 難 な 高校生 を 支援す る 「奨学金貸与

制茂」 を 創 設 し た 。 小 泉 内 閣 の 特殊法人改革で 、 日 本育英会が2004年度 を め ど に独立行政

法人 に な り 、 同 会 の 高校生への奨学金事業が都道清県 に 移 さ れ る の を 受け て2002年か ら 実

施 し た 。

特殊法人の整理合理化計画 は2001年12月 に 盟議決定 さ れ、 日 本育英会の奨学金事業 は 大

学生 な ど に 縮小 さ れ た 。 高校生への奨学金は都道府県 に 移 し 、 貸与額 の 約 半分 を 国庫補助
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す る こ と に な っ た 。

同 会 の奨学金事業 は 「所得基準」 の ほ か 「成績基準j があ っ た が、 県教委 は 「所得基準」

だ け と し 、 貸与基準 を 藤和 し た 。

貸与の対象 は 、 世帯全員 の 年 間 収入総額が生活保護基準 額の l . 7倍以下で世帯主の住所

が県内 に あ る 生徒。 国 の補助基準 は l . 5倍以 下 だ っ た が、 県 内 の 全所得者 層 の 約 半分が対

象 に な る よ う 基準 を 拡大 し た。

貸与月 額 は 、 自 宅通学の場合、 公立 1 万8 ， 000円 、 私立 3 万円 。 自 宅外通学 は公立 2 万3 ， 000

円 、 私 立 3 万5 ， 000円 を 3 年 間 。 高校や短大、 大学 を 卒業後、 12年 間 で返 還 す る O 公 ・ 私

立高校生 の ほ か、 高専、 富 ・ 聾 ・ 養護学校高等部 も 含 ま れ る o 2002年度入 学 の I 年生か ら

対象 と す る が、 日 本育英会 な ど国庫補助が含 ま れ る 奨学金 を す で に受 け て い る 生徒 は併用

で き な い。

県教委 は 780人 の 申 請 を 見込 み 、 約 2 億 円 を 予算化 し た 。 し か し 、 予想 に 反 し て 申 請 は

伸 び悩 み 、 公立146入、 私 立 104入、 計250人 に と ど ま っ た 。 一方 2 年後 に な く な る 呂 本育

英会に は例年並の 申 請があ っ た。

県教委 に よ る と 、 2000年度 に経済 的 な 理 由 で 、 授業料の減免措置 を 受 け た 生徒は約8 ， 700

人 (全 日 制) 0 1999年 よ り 1 ， 000人増 え て い る 。 「不況 の影響で奨学金が必 要 な 高校 生 は 増

え て い る O 県 の 新制度の創設が 7 月 。 実質的 な 募集 は 9 月 の 2 学期 か ら に な っ た 。 す で に

日 本育英会 に手続 き し た 生徒が多 く 、 募集枠 に 満 た な か っ た 。 2 年 目 か ら は 増 え る は ず」

と 県教委 は み て い る O

4 . 私立高校生の学費滞納状況
[2002年も 全国平均上翻 る 。 震災 、 不況の影響か〕

兵庫県私立学校教職員 組合連合 は 2002年 5 月 に 、 県 内 14高校、 1 万3 ， 350人 を 対 象 に 経

済事情調査 を 行 っ た 。 そ れ に よ る と 、 年 間 の退学 者 は 702人。 そ の う ち 「経済的理由」 と

明 確 に記 さ れて い た の は34人 ( 1 校あ た り 2 . 3人) 0 退学 に追 い 込 ま れ る 予備軍 と も い え る

卒業 ・ 進級時点 で の学費滞納状況 は 1 1 5 人 ( 1 校あ た り 7 . 7人) に i二 っ た 。

さ ら に 同 年 9 月 に 16校、 1 万6 ， 039人 に つ い て 調査 し た と こ ろ 、 3 ヵ 月 以上 の 学費滞納

者が234 人 に ヒ っ た 。 1 校 あ た り 14 . 6人で震災や不況の影響か ら か全 昌 平均 の 13 . 5 人 を 上

田 っ た。

兵庫県が行 う 授業料軽減補助 の 申 請者 数 は 、 17校、 I 万7 ， 147人の 中 で、 6 ， 67 1 人 (38 . 9% )

だ っ た 。 こ の う ち リ ス ト ラ 、 破産 な ど家計急変 な ど に よ る 申 請 は 121人。 所得区分別 で は 、

生活保護や 課税所得ゼ、 ロ 家庭がそ の 3 分の 1 を 占 め て い る O

〔私立高生向 け 奨学制度 「ひ ま わ り 援助金J 創設〕

不況が続 く 中 、 就学が難 し く な っ た神戸の私立高校生 を 支援す る 奨学制度 「 ひ ま わ り 」
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援助金が2002年 4 月 に創設 さ れた 。

公立高校 に比べ、 学費負担の多い私立高校で は家計の急変 な どで退学 を余儀 な く さ れ る

生徒が年 々 増 え て い る 。 そ ん な窮状に救い の 予 を と 、 神戸市職員 労働組合 (市職労) が約

1 万 人 の 組合員 に 「 コ ー ヒ ー 1 杯分の カ ン パ金」 と 呼びか け て始 ま っ た 。 神戸新聞厚生事

業団が運営 に協力 し て い る O

対象は 、 神戸市内 25校の私立高校 に在籍 し 、 経済的事情で就学が困 難 な 高校生。 倒 産 や

リ ス ト ラ な ど家計の 急変 に も 対応で き る よ う 、 前年度所得 を 参考程震 に し て 、 学校か ら の

推薦書 を も と に 、 家庭の事情、 勉 学への本人の 姿勢 、 教科以外への取 り 組み な どの項 目 で

選考す る 。 支給は学校 を 窓 口 に 、 1 人あ た り 年 嵩 12万円。

市職労 は震災後興の厳 し い道の り を 背景 に抱 え る 深刻 な事情か ら 「学ぶ意欲の あ る 子 ど

も た ち を 支 え た い」 と 2001年 12月 の 定期 大会 で 支援方針 を 決定 し た 。 年 間 300万 円 の 支援

を 少 く と も 3 年 間 続 け る 計画で神戸新開厚生事業 団 に 奨学金運営 を 委託 し て 、 実現 に こ ぎ

つ け た 。

初年度 は 定員 25人 の 枠 に 73人の応募があ っ た 。 こ の た め急 き ょ 、 定員枠 を 49 人 に 広 げ、

資金に市職労の寄イ寸金300万 円 と 同淳生事業 団 の 負 担金288万円 の計588万 円 を 充て た 。
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[問Ei--新た な防災教育味違一 …

兵庫県教委 は震災直後 に い ち 早 く 、 地獄の体験 を 教訓 に 全国 に発信す る 教育現場か ら の

防災の あ り 方、 進 め 方 を 体系イと し た 。 「新た な 防災教育」 と 名 づ け 、 独 自 の 人 間教育、 教

育の創造的復興へ、 実践 を 重ね て い る 。

モ デル カ リ キ ュ ラ ム 、 防 災 マ ニ ュ ア ル 、 訪災教育副読本 な どハ ー ド !抵の 整備 を 、 こ の 8

年 間 の前段 にす ま せ た 。 今 は 地域や市町防災部局 と 連携 し た 学校防災体制 の 整備、 教育現

場での効果的 な 実践方法、 教職員 の 質 の 向 上 な どの課題 に 取 り 組ん でい る 。

児童 ・ 生徒の心の傷 を 癒 す の に大 き な 役割 を 果 た し て い る 教育復興担 当 教員 の減員 と い

う 逆風が吹 く 中 、 県内外の被災地で学校教育 の 再 開 が A 日 も 早 く 実現で き る よ う に 支援す

る 「震災 ・ 学校支援 チ ー ム J (EARTH) の 活動 は 3 年 日 に 。 陪 も な く 迎 え る 震災10年 目 の

大 き な 節 呂 を 前 に様 々 な 努 力 が重ね ら れて い る 。

第 四 節 は 「新た な 防災教育」 推進の総論的 な も の 、 一般的活動 を と り 上 げ、 具体的 な 教

育現場での実践活動 は第六節 で詳述 し た 。

1 . 兵庫県教委の 2002年度紡災教育の取 り 組み
( 1 ) 防災教菅 7 年の検証で提起 さ れ た課題の整理

1995年 の 妨災教育検討委員 会 か ら の提言 「兵庫 の教育 の復興 に 向 け て J を 受 け て 続 け ら

れて い る 「新た な 防災教育J に つ い て2001年度 に 「防災教育検証委員 会」 が、 7 年 間 の 実

践 に つ い て 検証 を 行 い 、 課題の 整理 を 行 っ た 。 2002年震 は こ の検証結果 に つ い て 「残 さ れ

た 課題J r取 り 組み方向づけJ r現状の整理」 を ま と め 、 対応状況 を 明示 し た 。 (第 白百で詳述)

(2) 防災教育推進連絡会議の開催

地域防災の核 と し て の学校の 防災体制 の推進 と 定着 を 図 る こ と 、 地域 と 連携 し た 「新た

な 防災教育」 の具体的 な 展 開 を 進 め る た め2002年度 も 「防災教育推進連絡会議J を 開 い て 、

具体策 と 進展方法 を 協議 し た 。 協議の 内容は次の と お り 。 (第五節で詳述)

① 避難所指定 を 受 け る 学校 と 市町防災部局。 自 主防災災組織 と の 連携強化」

② 学校防災計画策定の課題整理 と 調整

③ 地域 と 連携 し た 防災前線の効果的 な 実施

④ 「新た な 防災教育」 実践上の 課題の整理 と 調整

( 3 )  妨災教育専門推進員 の配置

県下全域で 「新 た な 防 災教育」 の推進 ・ 定着 を 図 る た め 、 「 防 災教育専 門 推進員j を 全

教育事務所 に 配荷 し た 。 2002年 度 は 10教育事務所 に 各 1 人。 1996年度12人、 1997年度 9 人、
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新 た な 紡災教育 の推進 (体系図 )(表 3 ) 
唆

[ハ ー ド面] 学校防災体制 の 整備 ・ 充実
・ 学校等の防災機能の強化
・ 避難所 に お け る 教職員 の勤務体制 の整備
. 学校 E や 医師会 と

{ ソ フ ト 国} 震災体験 を 生 か し た 教育 の 推 進
- 共 に 生 き る 心や 助 け 合 い の心の育成
・ 生命 の 尊厳 や 自 然 に対 す る 畏敬の念の際成

被災児童生徒の心の ケ ア

刀三�}II 教阪神 ・ 淡路大震災の現状

- 児童生徒、 教職員 の精神的被害

- 学校 と 避難所 の共存

- 甚大 な 人 的 、 物 的被害

- ボ ラ ン テ ィ ア 活動の広が り

'" 
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1998年度 、 1999年度各 8 人、 2001年度10人。

「新た な 防災教育」 の推進、 地域防災の核 と な る 学校防災体制 の 整備 ・ 充実 、 教師の指

導力 ・ 実践力 の 向上、 児童 ・ 生徒の心の理解 と ケ ア な ど に つ い て 、 一層 の 充実 を 留 る た め 、

防災教育実態調査 を も と に 、 各地域の現状分析や課題整理 を 行 い 、 地 区 防災教育推進連絡

会議や各種の研修会、 学校訪問 な どで周知徹底 に努め た 。

(4 ) 教育復興担当教員の配置。 前年よ り 50人減

震 災 か ら 8 年 を 経過 し で も 心 の 健康 に つ い て 教 育 的 配慮 を 必 要 と す る 児 童 ・ 生 徒 は

2 ， 549人。 前年 よ り 593人減 っ た が、 な か な か解泊 さ れ な い。 被災 し た児童 ・ 生徒の状況 を

把握 し 、 心の ケ ア を 重 点 に 、 教育相談、 生徒指導、 学校防災体制 の 整晴、 防 災教育 の推進

に あ た っ て い る o (第八節で詳述)

2002年度 は前年 よ り 50人減の 130人が配置 さ れ た。 1996年度 か ら 2000年 度 ま で 5 年 間続

い た207人配置が前年の2001年度 は 初 め て 崩 れ、 27人減 と な っ た が、 2002年 度 は 2 年連続

の 減員 、 し か も 大幅削減だ、 っ た 。 少子化 な ど に よ る 教員 会体の削減 と 震災 か ら 5 年以 上 の

経過 な どが理由 だ と い う O

配置市 町 は 変 わ ら ず、 1998年度か ら の 6 市 2 町。 配分は小学校78人 ( 前年 よ り 43人減) 、

中 学校52人 ( 前年 よ り 7 人減) で、 小学校が大 幅 に 減 っ た 。 神戸市で35人、 西宮市で 8 人、

芦屋市で 4 人、 宝塚市で 2 人、 北淡町で 1 人 そ れぞれ減。 尼崎、 川 西両 市、 一宮町は前年

ま で と 同 数 だ、 っ た。

教育復興担当教員 の研修会が年 間 2 同 開催 さ れ た 。

(表 4 ) 2002年度 教育復興担当教員配置状況 (単位 : 人)

(兵庫県教育委員 会)

( 5 )  防災教青推進指導員 養成講鹿の開催

小 、 中 、 高校の教職員 を 対 象 に 学校や地域の 防災教育 の充実 を 図 る た め 、 専 門知識 を 持

つ 初 災教育推進指導員 を 計画的 に養成 し て い る O 講座 は 「初級編J I 中 級編J I上級編」 の

3 コ ー ス で長期 的展望 に 立 っ た 訪災教育 を 目 指 し て い る o 1998年 か ら 開設。 (第六節で詳述)

2002年度の 「上級編」 修了者 は30人。 1998年、 1999年 度 は各28入、 2000年度 は31人、 2001

年度 は30人 だ っ た 。

県立教育研修所の 防災教育研修講座 を 「初級編」 と し て 実施 し た 。
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( 6 )  防災教育研健全の実施

教職員 の 防災教育指導力 向上 を 図 る た め 、 副読本の活用 、 学校で の 防災訓 練 な どの安全

指導、 心 の ケ ア な と々 に つ い て研修 を 行 っ た 。 県教委 は 教育事務所 ご と に 、 年 2 回明{彦会 を

開 い て い る O 神戸市教委は 年 間 4 回 の 開催。

2001年度 か ら 地域 と 連携 し た 防災教育の 推進 を 函 る た め 、 公立小、 中 、 養護学校 に 高校

も 加 わ り 、 全校種が参加。 神戸市 内 、 姫路市内 の県立学校 は 、 県教委主催の研修会 と 神戸

市教委、 姫路市教委が主催す る 研修 会 に 参加 し た 。 (第六節で詳述)

(7) 阪神 ・ 淡路大震災 8 扇 年教育毎興の集い

2003年 1 月 17 日 、 学校での新 た な 防災教育 の効果的 な指導方法、 地域 と 連携 し た学校防

災体制 の あ り 方、 児童 ・ 1生徒の 心の ケ ア な ど に つ い て研究協議や実践交流 を 行 っ た 。 今 回

は 防災教育絵本 「あ し た も 遊 ぼ う ね」 の ス ラ イ ド上映、 朗読、 基調講演が行 わ れた 。 (別項

で詳述)

(8) 防災教育実態調査

1 997年度 か ら 毎年 5 月 に 、 県下の 全小、 巾 、 高、 盲、 聾、 養護学校の 「新た な 防災教育」

の取 り 組み を 継続調査 し て い る o (第六節 と 第 七節で詳述)

(9) 心のケア実態調査 ・ 教育復興盟当教員の取 り 組み調査

1996年度 か ら 教育 的配慮 を 必要 と す る 児童 ・ 生徒の 実態調査 を 継続 し て い る o (第三節で

詳述)

2000年度か ら は 教育復興担当教員 の取 り 組み調査 も 続け て い る 。 (第八節で詳述)

(1 的 震災 ・ 学校支援チ ー ム (EARTH) の訓練 ・ 研{事会

EARTH は 大震 災 当 時、 全 国 か ら 受 け た 学校教育 再 開 へ の 支援 に対す る 思返 し に と 2000

年 度 に 設置 さ れ た 。 2002年度 は 3 年 目 の活動 。 他府県で災害が発生 す れ ば要請 に基づい て

チ ー ム を 派遣す る O 平常時は県内外の 初災教育推進の研修会 を 支援す る o (別立lで、詳述)

(1 1) 防災教育部読本の増刷、 配布

大震災の教訓 を 生 か し 、 学校 に お け る 従来の安全教育 の 充実 と 、 人 間 と し て の あ り 方、

生 き 方 を 考 え る 学習 を 推進す る た め 防災教育副読本 を 作成 し て い る が、 2002年度 に 高校用

「明 日 に生 き る 」 を増崩、 配布 し た 。 作成1997年度。

副読本 は 他 に 防災教育絵本 「あ し た も あ そ ぼ う ねJ 、 小学校低学年用 「 あ す に い き る 」 、

小学校高学年別 「 明 日 に 生 き る 」 、 中 学校用 「明 B に 生 き る 」 があ り 、 1996年、 1997年度

に作成 さ れた 。 (第 2 巻、 第 3 巻参照)
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(1 2) ボ ラ ン テ ィ ア教育の推進

震災 な ど大災害 時 に 復 旧 、 復興で活躍す る ボ ラ ン テ ィ ア の重要性 を 理解す る た め県立高

校で1996年度か ら 「 ボ ラ ン テ ィ ア 実践」 科 目 を 開講 し て い る 。 特 に2002年度 は前年の 「防

災教育検証」 で ボ ラ ン テ ィ ア 活動が 「今後の課題J と し て取 り 上 げ ら れ、 積極的 に取 り 組

ま れた 。 同 科 目 で は 、 ボ ラ ン テ イ ア 活動 に 関 す る 基礎知識 ・ 技備 を 背得 さ せ る と と も に 、

実践 を 通 し て社会奉仕の精神 を 養 っ た り 、 公共の福祉 と 社会の発展 に つ く そ う と す る 意欲

や 態度 の 育成 を 図 っ て い る 。 2002年度の 「 ボ ラ ン テ イ ア 実践」 科 目 の設置 は 27校。 子 ど も

の 体験活動 ・ ク リ エ イ テ イ ブ2 1 で の 実践校は 163校。

実践高校 は 1996年度 6 校、 1997年度目校、 1998年度15校、 1999年度17校、 2000年度23校、

2001年度26校 と 毎年増 え て い る O

(1 司 「 ト ラ イ や る @ ウ ィ ー ク J の実施 (第八節参照)

(14) 震災遺児健全晋成支援事業

大震災で保護者 を 失 っ た 18歳以下の児童 ・ 生徒の就学 を 奨励 し 、 有為 な 人材 を 育成す る

た め 、 1995c:\f度 か ら 「震災遺児等育英資金」 の 給付 を 続け て い る o 2002年度 は小学生時人、

中 学生57人 、 高校生58人、 合計163人 に給付 し た 。

(表 5 ) 阪神 ・ 淡路大震災遺児等育英資金の年度完IJ給付実績
γ 一一一 1 

2 . 紡災教育実態調査

1998 I 1999 
102 I 86 
71 I 71 
90 I 79 

26: お6

( 1 996年度 か ら 全校鵠査 を 続 け 7 図 自 〕

2002 
48 
57 
58 

163 

兵庫県教委は2002年度 も 5 月 に 「防災教育実態調査」 を 行 っ た 。 調査校数は小学校836校、

中 学校363校、 高等学校191校、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校40校 、 合計1 ， 430校。 1996年度 か ら 毎年

5 月 に調査 し 、 今回 で 7 回 目 O 調査項 目 は次 の と お り o (第五節、 第六節で詳述)

1 . 新 た な 防災教育の推進体制

1 ) 新 た な 防災教育推進 の 目 標や 方針 を 、 学校の教育 目 標、 重点、 経営方針 に 具体的 に 明

示 し て い る か

2 ) 新 た な 訪災教育推進 の た め の委員会や係 を 校務分掌 に位置づ け て い る か
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(表 6 ) 2002年度 「新 た な 防災教育」 等の推進状況

1 学校防災体制の繋鱗状況
(1 ) 係友び委員会の ど ち ら か を 校務分掌に位置づ け て い る 割合一 l 一一一一一一一一一一一一一 寸一一一一一一一一一一一 一一一←←γ一一一一一一一全 体

型% 9日 1 92 . 型竺 90.竺
「新た な 防災教育」 の推進に関 して係及び委員会を校務分掌に佼震づけ て い る 学校は、 ほほ90%以上であ り 、 2002

年度;土 中 学校でl Oポイ ン ト ア ッ プ と 終備が進んでい る 。

(2) 学校独 自 の 災害対応マ ニ ュ ア ル を 作成 し て い る 割合

中学校
78 . 8% 

学校独 白 のjL筈対応マ ニ ュ ア ルの作成は78% と 、 前年 を 2 ポイ ン ト 向上 した。
高等学校の作成率が、 前年度 よ り 1 l ポイ ン ト ア ッ プ し て い る 。 こ れは、 昨年度から 地区の防災教育研修会の参加

を 県立学校 も 小 ・ 中学校 と 合同で潟催す る よ う に な り 、 ノト ・ 中学校の取組が、 高等学校に も 受け 入 れ ら れた も の と
考え ら れる 。

(3) 災害時 に お け る 避難所 と し て の 学校施設の調放場所 を 明確化 し て い る 割合
一一一了一一一一一一 一一一一一一一一寸一 一一一一一一一一一一寸一一一一一一一一一一 一一一「一一一一一

小学校
88 . 9% 

前年度 よ り 4 ポ イ ン ト 低下 した。 特に高等学校で30ポイ ン ト 下が り 、 Ff - 聾 ・ 養護学校で35 ポ イ ン ト 下がっ てい
る 。 高等学校は消間T紡災部局 か ら 避難所指定 さ れて い な い学校 も あ り 、 意識が低い と 考え ら れ る 。 盲 ・ 饗 ・ 養護学
校では、 避難所指定さ れてい る 学校 8 校に対 し 、 開放場所を 明確 に し て い る 学校が14校あ り 、 災害時に指定さ れて
い な く て も 、 避難所 と な る 可 能性があ る こ と を認識 して い る と 考 え ら れる 。

今後、 市町防災部局 と 連携を密に して 、 地域防災計画 に お け る 避難所 と して受け入れ る 地域住民の人数 も 考慮 し
ながら 、 学校教育の早期再開 を視野に入れて明確化 を 図 る こ と が大切であ る 。

(4) 災害時に お け る 教職員 の避難所支援統等の組織 を 確立 し て い る 割合

62 . 0% 
前年. よ り 、 高等学校、 盲 ・ 聾 - 養護学校の組織率が下がっ たが、 こ れは 、 分母 を避難所指定さ れ て い る 学校数か

ら 、 全校数に改め たためであ る 。
今後、 学校の避難所運営マニ ュ ア ルの作成 と 連動 し、 避難所指定 さ れて い る 学校は も ち ろ んの こ と 、 指定さ れて

い な い学校にお いて も 、 災害時の避難所業務 を想定 し、 教職員の避難所支援班等 を組織す る 必要があ る 。

2 新 た な 紡災教育の推進状況
(1 ) 新 た な 防災教育 の カ リ キ ュ ラ ム を 作成 し て い る 割合

中学校
47 . 7% 

防災教育 カ リ キ ュ ラ ム の作成は令体で48% と 、 前年 を 1 ポ イ ン ト 上回 っ て い る 。 しか し、 高等学校や吉 ・ 聾 ・ 養
護学校では低本 に な っ てお り 、 県立学校を 含め た研修会において実践の交流協議等 を 進め、 小 ・ 中 学校 も 意識の向
上 を 図 っ ていかなければな ら な い。

(2) 防災教育副読本の 活用状況

小学校
99 . 8% 

かな り の潟ネで副読本が活用 さ れて い る 。 特に小字'校では、 道徳や全領域で活用 し て い る 状況があ る 。 しか し、
小学校で も 多 く の学校が防災 (避難) 訓練の前後の指導において活用 し て い る 状況であ る 。 他府県か ら 問い合わせ
の多い副読本である ので、 総合的 な学背の時間等での活用 を促 してい き たい。
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(表 7 ) 新たな防災教育」 実態調査のま と め 2002年 5 月 末現在
〈進行管理F 廿 〈兵体的方針〉

1 1 998年度 1999年度 2 年度 年度 2002年度
1 避難所指定lこ穏わ る 学校 と 市lllT防災部局等と

の連携強化

( 1 )行政担当者、 学校長、 自 主防災組織等 と の連
携 一一 ー

何 年自)

→市町 ご と の逮絡会議の開催へ 3% 
→学校 ご と の連絡会議開催へ

備体制 一一一 →行i攻担当者の決定 と 迅速な配備体制の確立 1 5% 
け1 (2)巡難訓 (字校) ご と のむ政担当者の決定 配

(3)避難所運営マニ ュ ア ルの作成 →市町ごと の避難所運営マ ニ ュ ア ル の作成 5% 
(1激職員 の避難所 主援内容 ・ 期間等の篠認 と 行

政職員への移行手順の明確化 →市町 ご と に 「留意事項」 の策定へ 0% 
学校防災計画策定に係る 課題整理 と 鶏整

( 1 )校務分家への会長会の位置つ け → 各学校で{\i:置付け る 32% 
(2)校務分掌への係の位置:づけ ー →各学校で位置付け る 85% 
(3)学校独 自 の災害対応マ ニ ュ ア ル の作成 一一 →各学校で作成する 49% 

→ 開放施設の明確化 49% 
→避難所支援班の組織化 20% 

3 糊…と晴閣蛸遼溺鱒;携胤恥…集れ知しほた
加 納 闘機ー し た 防災3「町附地域と 恥
(2)児童生徒の保護名ーへの引 き 渡 し 訓練の実施 →各学校で実施 13% 

何 年目) 何年目 )

99% 100% 
20% I 23% 

39% I 599も
67% I 69% 

86% I 99% 

91% I 94% 
53% I 74% 
66% I 77% 
34% I 54% 

6% I 6% 
17% I 24% 

(3)保 田 市 町総合防災訓練の迷携 一一一 十 →県 ・ 市町総合防災訓練に参加 9% I 7%  
4 新 た な防災教育実践上の課題整理

( 1 )防災救育推進計 阪の明示 イ →各学校で教育 目 標や経営方針等に明示
(2)防災教育 カ リ キ ユ ラ ム の作成 と 充災 一 一 4 →各学校でカ リ キ ュ ラ ム の作成及び充実
(3)副読本書 を 活用 し た 防災教育の授業実践 イ → 各学校で授業実践

→地域素材を活用 し た授業実践

( 7 年目 ) ( 8年目 )

99% 95% 
27% I 27% 

75% I 82% 

99% I 99% I 

82% 
48% 
99% 
1 3%  

(兵庫県教育委員会)

3 ) 新 た な 防災教育推進 に つ い て校内研修会 を 開催 し た か

4 ) 校内研修会 の 内 容

2 . 新 た な 防災教育の実施状況

5 ) 新た な 防災教育の カ リ キ ュ ラ ム を 立案 し て い る か

6 ) 総合的 な 学 習 の 時 間 で の 防災教育 の 取 り 組み を 計画 し て い る 学校

7 ) 防災教育副読本 の 活用状況

8 ) 地域や 関係機関 と 連携 し た 防災教育 の叡 り 組み を 具体的 に ど う 進 め る か

1 訪災 (避難) 訓練の実施状況

9 ) 防災訓練の 実施 回 数、 実施内容、 推定場面、 参加者、 事前 ・ 事後指導、 引 き 渡 し 訓練、

前年度 か ら の 見直 し

4 . 学校防災体制の整備状況

10) 学校独 自 の災害対応マ ニ ュ ア ル を 作成 し て い る か

1 1 ) 学校は 災害時の避難所 に指定 さ れて い る か

12) 市町 ま た は 区 の 担 当 職員 は 決 ま っ て い る か

13) 学校 ご と に 市 町担当 者 と の 連絡会議が開催 さ れ た か

14) 避難所 と し て 学校施設 を 開放す る と き 、 鍵 を 開 け る 人 は 決 ま っ て い る か

第六章 @教育 385 



(表 8 ) 2002年度版の異体的 な 取組の経緯

4 月 間汎) I 第 1 181防災教育専門推進員会議
5 月 1 日制 ! I新たな 防災教育」 に係る実態調査

21 日同 i 第 1 101 中指僚地区防災教育研修会
22 日は() 1 第 1 回教育復興担当教員研修会
23 日制 | 第 1 回阪神北地区 防災教育研修会
24 日 (金) 1 第 1 問阪神南地区防災教育TiJf1長会
28 日 (火) i 第 1 回北橋僚地反防災教育研修会
31 1::l倒 | 第 l 回東播倍地区防災教育研修会

第 1 回汁波地区防災教育研修会
震災 ・ 校支援チー ム (EARTIl ) 第 1
間違令委員会

7 日制 ! 第 l 町出帰京地区防災教育研修会
1 4 R倒 i 第 1 1[11淡路地区防災教育研修会
1 7 日 (月) 1 防災教育推進指導員予言成講座 [初級編]

� 1 8日
2E 出金 詳; 1 li'll但馬地iXJ方災教育研修会

7 }j 1 印月 阪神 ・ 淡路大政災の影響に よ り 心の健康
について教育的配慮 を必要 と する 児童生
jÆの実態調交

2 RU<l ! 災 . '学校支持チ ー ム (EAlnlJ ) 第 1
[ilj訓練 研修会

3 日(;]<) I 第 1 [司防災救rm 進述絡会議幹事会 i 
第 2 閥防災教育専門推進員会議 ・ iìJf1i多会

1S 回全 第 1 図防災教育推進連絡会議
3C 町刈 | 第 1 図丹波地区防災教育推進連絡会議

8 fl 1 町本 島 1 [i]阪神北地区防災教育推進連絡会議
2 出千証 言書 1 回東播磨地区防災救ff推進迷絡会議

第 1 ro]�t播磨地区防災教育推進連絡会議
6 口同 l 第 1 回淡路地反防災教育推進連絡会議
7 日制 : I総合的災害 リ ス ク マ ネ ー ジメ ン ト 政策」

ア ジ ア会議 � 9 El 
23 日制 | 第 1 回阪神潟地反防災教育推進連絡会議
28 日制 ! 第 1 四県立A学校防災教育研修会 (神戸 ・

姫路地区)
29 日 (*) I 震災 ・ 学校支援チw ム (EARTH) 心の

ケ アfJI事前学宵会
9 )] l EI (日) I 震災 学校支援チー ム (EARTH) 第 2 I 

回訓練 ・ 研修会 ! 
県合同防災前線 於 : 南淡町立福良小学
校
緊急物資等輸送訓練 於 : 但馬空港 . 113. 
潟広域防災拠点

! 日 山 j 第 1 回 中嬬磨地反紡災教育推進連絡会議 i
12 町制 I JICA ト ル コ研修員研修会
18 印刻 | 第 l 削西播磨地区防災教育推進連絡会議

川O月 1 日刈 ; 教育復興担当教員配置校訪問 �ll月 1 1
日

3 [J ボ ! �}j災教育推進指導員養成講座 [中級編]
1 � 1 日

4 と 斜 | 第 2 問県立学校防災教育研修会 (神戸地
区)

2印 刷 震災 ・ 学校支援チー ム (EARTH) 第 2
回訓練 - 研修会 於 太子 町太田小f学校 i
総合防災訓練 | 
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22 四月 弟 2 回j炎路陸防災教育研修会
3 日 制 t有 2 [ti]北擦磨地区紡jL教育研 葬会 ! 
31 1::l 木 第 2 罰但馬地rx:防災教育研修会①

1 1月 6 13 (;]\ 坊災教育J在進指導員養成講廃 [上級編]
7 R 

1 1 日 閃) I 第 2 回県立学校防災教前す修会 (姫路地

13 日 (水) I 第 2 1凶教育復興初当教11研修会
14 日制 ! 第 2 回阪神尚一地じく防災教育研修会
15 El胤 i 第 2 [rû111民地ド 防災教育研修会出
1 9 日 (火) I 第 2 1Lil阪神北地1>< 防災投手f研修会

第 2 IT11京橋前地区防災救育研修会
20 日制 | 静洞りよ防災教育研究大会 (主催 : 静岡県

; 教育委長会〉
21 日制 | 第 2 同イft院地区防災教育研修会③
23 日 (刊 | 震災 ・ 学校J乙援チー ム (EARTl!) 第 2

回訓練 ・ 研修会 於 : 出石町弘道小学校
総合防災;iJll 出来
第 1 �11世(民地Iぺ防災救ff.m 進述絡会議

26 日U<) I 第 2 IT1 1伝馬地l，{ �jj災救1'1研修会(1)
28 日制 | 第 2 ITll在I M.j地[ぇ防災教育研修会C�)
29 日 (剣 | 第 2 回北綴J.r;JtiJJÄ防災教育.tg進迷絡会議

第 2 問中播原地K防災教ntíi 江主連絡会談i 山 口 一向川一一
j 第 2 回中橋磨地I><J方災教育研修会

9 日 (JJ) I JICA rþ米研修ii研修会
1 9汀桝 | 第 3 同防災教育 専門推進員会議
20 日幽 | パ ン グ ラ デ ッ シ ュ 政府 関 係 者 に対す る

「災害早期警報シス テ ム の改良について」
セ ミ ナー �23 日

1 月 1 7 日制 | 阪神 ・ 淡路火渓1i.i. 8 }越年教育復興の集い
!

l 於 : 県民ノト劇場 他
大分県防災教育研修会 (主催 大分県教
育委員会)
第 2 国i西播隣地区防災救予f邦 進連絡会議
第 2 到来播耳 地じく防災教育指 i改連絡会議
第 2 回但馬地収防災教育tll i:llii!li絡会議
第 2 j[j]淡路地区防災教育指 進連絡会議
大波府立高等学校校長協会研修会

主催 : I主1[;祭協力事業団兵庫国際セ ン タ ー
於 : 兵庫県立舞子高等学校
第 2 回阪神北地rx:防災教育推進迷絡会議

5 EJ(ね ! 平成14年度防災行政管yl�.者セ ミ ナー コ ー
i ス学校祝祭
主催 : 国際協力事業団兵庫凶際セ ン タ ー
於 : 芦屋市立打出浜小学校
第 2 回酋播磨地区防災教育研修会

7 日幽 | 第 2 図丹波地区防災教育推進連絡会議
! 3 月 3 日 (月) I 第 2 思防災教脊准進連絡会議幹事会

1 1 日 (火) I 第 2 回防災教育巣員連絡会議 i 
26 日制 | 震災 ・ 学校支媛チー ム (EARTH) 第 2 I 

同運営委員会 ! 



15 ) 避難所 と し て 開放す る 学校施設 を 明確 に し て い る か

16) 開放施設の鑓先順位 を 決め て い る か

17) 教職員 の避難所支援班 は で き て い る か

18) 学校 に 防災倉庫 ま た は備蓄倉庫が設置 さ れて い る か

19) 学校施設の 訪災対策 は 講 じ ら れて い る か

3 . 阪神 @ 淡路大震災 8 J甫年教育援興の集い
〔 防災教青絵本 「 あ し た も あ そ ぼ う ねJ ス ラ イ ド上映 と 錦読〕

兵庫県教委は 、 大震災 l 周年 か ら 毎年 r 1 ・ 17J 周 年事業 と し て 「教育復興の集い」 を

催 し て い る 。

2002年度 は2003年 1 月 17 日 に 「阪神 ・ 淡路大震災 8 周年教育復興の集し り を 兵庫県民小

劇場 (神戸 市 中 央区) な どで 聞 い た 。 幼稚園、 小 ・ 中 ・ 高 ・ 盲 ・ 聾 ・ 養護 学校の防災教育

指導教員 、 市郡 町教委の指導主 事 ら 410人が参加 し 、 全体会 と 4 つ の分科会で新 た な 防災

教育の進め方、 地域 と 連携 し た 防 災体制 の あ り 方 、 心 の ケ ア な と守 に つ い て 、 実践発表、 研

究協議が行 わ れ た 。

盟全体会 兵庫県民小劇場

@ あ い さ つ 武 田 政義 ・ 兵庫県教育長

@ 防災教育絵本 「あ し た も あ そ ぼ う ね」 ス ラ イ ド上映 と 朗読 Tio ク ラ ブ

@ 基調講演 「阪神 ・ 淡路大震災の教訓 に 学ぶ 一 災害の特急 と 地域教材 (地形 ・ 地質)

の 開発」

西村 年晴 ・ 兵庫教育大教授

〈紡災教育絵本〉

1997年 に 、 保育 園 、 幼稚園、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校 に 配布 し た原画 を も と に 、 芦屋市の市民

グ ル ー プ rTio ク ラ ブ」 がス ラ イ ド を 作成、 絵本 の 朗 読 の 出 前上映 を 企画 し た 。 即朗j読テ 一

プの作成 に は 「専専ゐ門学校 . ア 一 ト カ レ ツ ジ

の様子や 当 時 の 人 々 の気持 ち な ど を 取材 さ れ て い る O 地域の 人 々 に よ る 震災 を 語 り 継 ぐ活

動 と し て披露 さ れ た 。

〈基購講演〉

震災の記憶の風化が懸念 さ れて い る と き 、 地質学の分野 か ら 、 震災の 大 き な 揺 れ の 原 ド|

に つ い て探 っ た研究成果の説明、 地形や 地 質 の 地域素材 に 目 を 向 け た 防災教育 の 実 際 に つ

い て提言が行 わ れ、 震災の教訓 を 語 り 継 ぐべ き 指導者の 防災意識の高揚 を 訴 え た 。 講演 の

要 点 は 次の と お り 。

@ 今は 次の災害 に 備 え る と き であ る 。 日 本 に い る 限 り 必ず災害 に遭 う 。 い つ 、 ど こ で、

どの よ う な 災害が起 き る か は 断定で き な い が、 そ の と き 何 を すべ き か考 え て お く 必要

カfあ る O
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@ 阪神 ・ 淡路大震災で は震度 7 を 記録 し た 。 被害の集 中 し た 地域の大 き な揺 れの 要 因 と

し て士地の成 り 立 ち が考 え ら れる O どの よ う に そ の土地がで き た の か。 堆積 し て い る

も の が何 な の か。 そ の層 が どれ く ら い の 厚 さ な の か。 被災地で被害の 大 き か っ た地域

は 、 軟弱 な 地盤 であ っ た こ と が、 ひ と つ の 要 因 であ る こ と が想定で き る O 土地の成 り

立 ち が分 か る こ と は 地震等 の 災害 に 備 え る と き に大 き な 力 と な る O

@ 土地 の 成 り 立 ち か ら 起 こ る 災害 と し て 、 地すべ り や 鉄焔水 も 挙げ ら れ る O 但馬地方の

地層 は泥岩 と 砂岩 の サ ン ド イ ツ チ で あ る 。 泥 は雲母で、 剥離性があ り 、 水 を 含む こ と

で地すべ り を 起 こ す。 鉄飽水 は花 両 岩 と 関係す る O 花 両 岩 の LLJ は風化が激 し く 、 大雨

で土石流 を 引 き 起 こ す。 地域の災害地 を た ど る こ と で地域の災害が分 か る O

@ 地域 に は 防災教育 の教材 と な る 素材が数多 く あ る 。 大切 な の は 、 そ う い う 視点で地形

や 地 質 な ど土地 の 成 り 立 ち を 考 え る 教師 の 自 で あ る O

圃分科会

① 防災教育部会 県立の じ ぎ く 会館

テ ー マ 「学校固 に お け る 効果的 な 防災教育 の 進 め 方

・ 司 会者 小幡郷樹 ・ 姫路市立林田 中教頭

@ 発表者 船越昭彦 ・ 神戸市立多聞東小学校教諭

尾松直樹 ・ 篠 山市立篠 山束 中 学校教諭

・ 助言者 沖野龍之 ・ 日 高 町立府 中小学校教頭

( 多関東小学校か ら 県立舞子高校 と の交流 を 通 し た叡 り 組み 、 篠 山束 中 学校 か ら 生徒消

防団活動 の 、 「総合的 な 学 習 の 時 間 J を 利 用 し た 防災学習 に つ い て 実践報告。 研究協 議 の

柱 は各 学校 に お け る 地域 と 連携 し た取 り 組み 。 初災学習 の 視点 に 「人 と の 交流J o 総合学

習 を 「 人 と 防災未来セ ン タ ー 」 で実践。 学校 を 会場 に 町の活防訓 練 を 実施 し 、 生徒は 救助

や放水 な どの手伝 い 。 市 内 の避難所一 覧 を 配布 、 避難所で ボ ラ ン テ ィ ア 活動 を 指導)

② 学校防災体制部会 神戸市立生 田 丈化会館

テ ー マ 「学校防災体制 の 整備 ・ 充実の仕方J

@ 可会者 前} I I 耕造 ・ 芦屋市立宮1 1 1小学校教頭

@ 発表者 藤本経裕 ・ 三木市立星陽中 学校教諭

山 田 栄 ・ 県立山 崎高校教論

@ 助言者 中杉隆夫 ・ 県立姫路南高校長

( 星 陽 中 学校か ら 防災教育指導計画や災害対応マ ニ ュ ア ル の整舗 と 行政 と の連携、 山崎高

校か ら 学校 に お け る 防災訓練の工夫、 な どの実践報告。 研究協議の柱 は 学校 の 防災体制づ

く り O 休み時 間 の 防災訓練、 予 告 な し の訓練、 想定 を 風水害、 火災、 地震 な ど多彩 に 市の

防災担当 者 を 講師 に招 き 市全体の 防災計画 を 知 り 、 学校の 役割 を 明雄化 、 教 師 の管理下 に

な い場合の児童 ・ 生徒 の 防災訓練の あ り 方)

③ 地域防災連携部会 兵庫県私学会館
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テ ー マ 「地域防災 に お け る 学校 と 地域 ・ 防災部局 と の 連携の仕方」

司 会者 安達哲也 ・ 豊 岡市立豊 岡小学校教頭

発表者 嘉納誉人 ・ 太子町立太 田小学校教諭

長 岡 義和 ・ 神戸市立井吹台 中 学校諭

助 言者 内藤芳明 ・ 三 田 市立母子小学校教頭

(太田小学校か ら 太子町防災部局 と 連携 し た 町総合紡災訓練、 井吹台 中 学 か ら ジ ュ ニ ア 訪

災チ ー ム 結成 な ど、 学校 と 関係機関が連携 し た京 り 鑑み の実践報告。 研究協議の柱 は 地域

と の連携 と そ の課題。 県民局、 教育事務所、 町 と の 避難所開設訓練、 学校の マ ニ ュ ア ル の

検証。 地域 と 協力 し た 防災用水の確認活動、 ボ ラ ン テ イ ア 実践 の 選択授業 、 高校生が近隣

の 学校、 幼稚 園 の 防災訓練支援、 老 人 ホ ー ム での 防災訓練で消火活動)

④ 心の健鹿部会 兵庫県立の じ ぎ く 会館

テ ー マ 「学校 に お け る 被災児童 ・ 生徒の心の健康問題への対応の仕方J

司会者 山 崎泰秀 ・ 緑町立倭文 中学校教諭

発表者 中村憲司 ・ 神戸市立真陽小学校教諭

西垣亮子 ・ 宝塚市立宝塚第一中 学校教諭

助言者 高橋 哲 ・ 芦屋生活心理学研究所長

(真陽小学校、 宝塚第 一 中 学校か ら 教育復興担当 教員 の家庭訪 問 、 学習相談室での対応、

養護教諭 や ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー と の連携 な どの 実践報告。 研究協議の柱 は 、 心の ケ ア の

舟Mヒ を 図 る た め に 。 保護者 と の信頼関係の確立、 保護者や 地域 と の連携、 心 の ケ ア は担

任 だ け の役割で は な く 、 学年 問 、 学校あ げて の協 力 が必要、 「子 ど も の話 を じ っ く り 聞 く J

薗集いの成果 と 諜題

震災の教訓 に つ い て 、 改 め て 考 え 、 認識す る 機会 と な り 、 各地域で取 り 組 ま れて い る 「新

た な 防災教育J の 実践交流 を 進め る こ と がで き た 。

分科会の実践交流 で は 各学校の取 り 組みや教職員 の認識 に 温度差がみ ら れた 。 各地域で

の研修会 な どで 「新た な 防災教育」 の必要性 に つ い て教職員 同士が活発 に 話 し あ え る 機会

が必要で、 あ る O

集 い の 参加者が400人程度 と 限 ら れて お り 、 分科会 だ け の 参加 を 受 け 入れ る な ど多 く の

教職員 が参加で き る よ う に 開催 、 運営 に 工夫 も 必要であ る O

4 . 震災 ・ 学校支援チ ー ム (EARTH)

〔自主震か ら 3 年 臨 に 。 他府県へ派遣、 膜下の訓練 ・ 研修舎に も 〕

震災 ・ 学校支援チ ー ム (EARTH) は2000年度 に 創 設。 阪神大震災の さ い 、 全 国 か ら 受

け た支援 に対 し て思返 し す る た め、 震災 の教訓i を 生 か し て 他府県 の災害発生時 に 、 早期 の

学校再開 を 支援す る の を は じ め 、 県下の 防災教育の 充実 を め ざす の が 目 的 。 専 門 知識 と 実

践対花、力 を 持 っ た教職員 を 「防災教育推進指導員 養成講座J で育成、 同 講躍 の上級終了者
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(兵庫県教育委員会)

を 中心 に 支援 チ ー ム を 組織 し て い る 。

2000年度 に は北 海道有珠山 噴火、 鳥取県西部地震で支援活動 を 行 う な と1県内外へ派遣 し

て い る 。

構成員 は 1 50 人 を J::.限 と し 、 2002年 4 月 現在 1 1 1 人。 「学校給食J ，-学校教育J ，-心の ケ ア」

「避難運営」 の 4 班が、 災害時 に現地 の 要請 を 受け て 学校教育応急対策、 学校早期再開 、

避難所運営、 心 の ケ ア の支援活動 を 行 う 。 平 時 は 各種研修会への指導助言、 各地域の 防災

体制への協力 、 各校の 防災教育推進、 訓練、 研修の 実施 に あ た っ て い る 。 ( 第 6 巻参照)

2002年震の取 り 組み は次の と お り O

瞳運営委員会

2002年 6 月 29 日 と 2003年 3 月 25 日 に 開催

覇軍部i鱒 ・ 研修会

• 7 月 2 日 第 I 田 県立教育研修所

• 9 月 1 日 第 2 同 第 1 部 南淡町立福 良小学校 (阪神高、 淡路)

. 10月 27 日 第 2 回 第 2 部 太子町立太 田小学校 (神戸、 東播磨、 中播磨、 回播磨)

. 1 1 月 23 日 第 2 回 第 3 部 出 石町立弘道小学校 (阪神北、 北播磨、 担持、 丹波)

• 8 月 29 日 心 の ケ ア 斑事前学習会、 兵療県民全館

費量研修会へ講師派遣

〈飽府県への派遣〉

• 8 月 7 日 「総合 的 災害 リ ス ク マ ネ ー ジ メ ン ト 政策」 ア ジ ア 会議 (伊藤進二 ・ 県教委教
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育企画室指導 主事)

• 9 月 12 日 JICA ト ル コ 委員研修 (槍本 由 広 ・ 県教委教育企画室指導主事)

. 1l 月 20 日 静岡県訪災教育研究大会 (発表者ニ 諏訪清二 ・ 県立舞子高校教諭O助言者

武両手IJ彦 ・ 一宮町立多賀小学校教諭、 浅堀裕 ・ 県立鈴蘭台高 校教諭、 伊藤進

二 ・ 県教委指導主事)

• 12月 9 日 JICA 中 米研修員研修 (槍本 由広 ・ 県教委指導主事)

• 12月 20 日 バ ン グ ラ デシ ュ 政府関係者 に対す る 「災害早期警報 シ ス テ ム の 改 良」 セ ミ ナ ー

(伊藤進二 ・ 県教委指導主事)

. 2003年 1 月 17 日 大分県防災教育研修会 (笹信隆 ・ 神戸市立湊) 1 1 中 学校教諭)

〈県下の訓練 ・ 研修会へ の派遣〉

• 9 月 1 日 県合同訪災訓練参加 (救援物資搬入訓練)

O各地区防災教育研修会

@ 講 師 5 月 23 日 i波神北

5 汀 24 日 阪神南

6 月 4 日 丹 波

10月 31 日 但 馬

・ 実践発表 5 月 21 日 中播磨

6 月 14 日 淡 路

10月 28 日 淡 路

10月 30 日 北播磨

@ パ ネ ラ ー 1 1 月 19 臼 東播磨

@ 助 言 5 月 24 日 阪神南

6 月 14 日 淡 路

盤成果

@ 避難者役 と し て地域住民が参加 し やす く 、 避難所運営や ル ー ルづ く り 、 避難所生活での

注意点 に つ い て講話がで き た。

@ 地域住民の1:61)) で、 校 区 内 の応急、通学路 と 児童 ・ 生徒の安全確保の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン が

行 え た。

@ 地域連携の訓練 と な り 、 震災 を 経験 し て い な い住民へ災害時の対応策 を 寅接伝 え た 。

@ 避難への リ ラ ク ゼ ー シ ヨ ン を 子 ど も だ け で な く 大 人へ も 行 っ た 。

• PTA の 参加 で 児 童 で は 得 ら れ な い 反応が返 っ て く る の で、 そ の対応 を 考 え る 訓 練 と

な っ た 。

@ ボ ラ ン テ ィ ア 参加で、 中 ・ 高校 は積極的。 地域住民 と は顔見知 り で避難者名簿づ く り が

順調 だ、 っ た 。
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醒諜題

・ 保護者や地域住民 と の打 ち 合わせが必要。

@ 地域住民が参加 し て い る の に 、 当 該校の教職員が参加 し な い場合が残念。 体制づ く り が

必要。

@ 地域住民が 自 ら 避難所 を 運営 し て い く た め の指導内 容 を 検討 し な け ればな ら な い 0

・ ボ ラ ン テ ィ ア を 活用 す る に は 適切 な 指示が必要。 指示方法の研修 を 。

・ 中 ・ 高生の ボ ラ ン テ イ ア は熱心で、 今後、 そ の熱意が災害 時 に 活用 で き る よ う 認知 さ れ

る 必要があ る O

5 . シ ン ポ ジ ウ ム も 活発 に

( r地域シ ン ポジ ウ ム in 神戸」 で 、 地域 と 企業の共生討議〕

2003年 1 月 17 日 、 神戸 ・ ポ ー ト ア イ ラ ン ド の神 戸 国 際 会議場で、 「地域防災 シ ン ポ ジ ウ

ム in 神戸」 が行 わ れ た 。

大震災 に 備 え る r 1 ・ 17J 8 周年 の記念行事。 震災体験の風化 を 防 ぎ、 被災の教訓 を

か し て 語 り 継 ぐ の が狙 い で 、 神戸市内 の ま ち づ く り 団体や企業が住民参画 の取 り 組み な ど

を 報告 し 、 自 主 防災組織の 関係者 ら 約500人が参加 し た 。

基調講演 で 河 田 恵 昭 ・ 京都大学防災研究所百大災害研究セ ン タ ー 長 は 、 予想 さ れ る 臨海

地震 に つ い て 「津波や家屋倒 壊 な ど は広範囲で 出 る だ ろ う O 兵庫県 も 例外で な いJ と 日 ご

ろ の備 え を 呼びかけ た 。

続 く シ ン ポ ジ ウ ム 「働 く 人 と 防災 の ま ち づ く り 」 で は 震災 を き っ か け に 芽生 え た 地域 と

企業の先進的 な 取 り 組みが紹介 さ れた 。 神 戸 市 長 田 区真野地 区 に本社 を 置 く 「三 ツ 星ベ ル

ト 」 は あ の朝 、 夜勤 の社員 ら 約70人が地元で、消火 に あ た り 、 体育館 も 避難所 に 開放 し た 。

そ の 後 も 地域で交流が続い て お り 、 保井制太郎 ・ 神戸事業所長 は 「企業 も 住民の 1 人。 ふ

る さ と を よ く す る た め に助 け 合 っ て い き た い」 住民 と 企業 と の 共生 を 強調 し た 。

( r ア ジ、 ア防災会議2003J で防災 と 人道支援考 え る 〕

「 ア ジ ア 防災会議2003J は 2003年 l 月 日 目 、 神戸 ・ ポ ー ト ア イ ラ ン ド の 国際会議場で 2

日 百 の行事 と し て 国境 を 越 え て 防災 と 人道支援問題 を 考 え る シ ン ポ ジ ウ ム が催 さ れ た 。

「地球 と の共存 し な や か な 防災社会の構築 に 向 け て」 と 題 し 、 4 人の パ ネ リ ス ト が イ

ン ド商部地震や米国 中 枢 同 時 テ ロ 、 東南 ア ジ ア 臨海部の水害 な ど各地 の 災害 と 復興状況 を

紹介 し た 。

イ ン ド で被災地 の 支援調整 に あ た る 協力組織 「 ア ピ ヤ ン 」 の ス シ マ ・ ア イ ヤ ン ガ 一 事務

局 長 は 「地域 に応 じ た 救援が行 わ れず、 干 ばつ被害への対応、で、農村が長年培 っ て き た ノ ウ

ハ ウ が生か さ れ な か っ た 」 な ど報告 し た 。 ニ ュ ー ヨ ー ク 行政研究所の デ イ ピ ッ ド ・ マ メ ン

所長 は 「 テ ロ 後、 多様な 意見が交錯 し 、 長期 的 な復興計画作 り が難航 し て い る J と 述べ た 。
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コ ー デ イ ネ ー タ ー を 務め た 人 と 防災未来セ ン タ ー の河ー田 恵 昭 セ ン タ ー 長 は 「災害に よ る

精神 的、 文化的 な 喪失感 は 世界共通」 と し 、 被害 を 軽減す る た め 、 き め縮 か な i坊災教育 の

重要 さ を 強調 し た。

〔兵教祖が 日 米 ・ 震災国諜 シ ン ポ ジ ウ ム 〕

兵庫iJf，教職員 組合は2003年 1 月 16 日 、 神戸市 中央区 の ラ ッ セ ホ ー ル で 「 日 米 ・ 震災 国 際

シ ン ポ ジ ウ ム J を 聞 い た 。

1997年か ら 聞 い て い る 国際 シ ン ポ ジ ウ ム (2001年 は 国 内) で、 今 回 の テ ー マ は 「被災 し

た 子 ど も の 心 の ケ ア の あ り 方」 。 米 国 か ら は 連邦 危機管理庁 (FEMA) 地域危機管理 チ ー

ム の マ リ ー ン ・ ウ オ ン 局 長 ら が参加、 桂正孝 ・ 宝塚造形芸術大学教授が コ ー デ ィ ネ ー タ ー

を 務 め た 。

ウ ォ ン 局 長 は 米 国 中 枢 同 時 テ ロ で崩 壊 し た 世界貿易 セ ン タ ー ピ ル の跡地、 グ ラ ウ ン ド ・

ゼ ロ 周 辺 の 学校 に 通 う 子 ど も を 対 象 に 行 っ た 調査 を 紹介、 「悲惨 な経験 を し た子 ど も ほ ど

心の傷が深 く 、 癒 す 時 間 も かか る 」 と 説明、 大震災の被災地の教員 ら と 意見 交換 し 、 長期

的 な 支援の必要性 な ど を 訴 え た 。

震災遺児 の 心 の ケ ア に取 り 組ん で い る あ し な が育英会 レ イ ン ボー ハ ウ ス の 八木俊介 ・

デ ィ レ ク タ ー は r 8 年 た っ て も 、 母親の遺骨 を お墓 に 入 れ ら れ な い子 ど も がい る O 大 き な

悲 し み を 体験 し た 子 ど も を 支 え る 仕組みが必 要 だ、J と ア ピ ー ル し た 。

こ の ほ か、 復興担当教員 ら が被災 し た 子 ど も た ち の現状 を 報告 し た。 桂正孝教授 は 「学

校 だ け で な く コ ミ ュ ニ テ イ の 力 が問 わ れ る 」 と 今後の課題 を 指摘 し た 。

6 . 消防庁の懇談会が 紡災教育 プロ グ ラ ム の 開発 を 提 言
〔体験学習や イ ン タ ー ネ ッ ト の活用 、 ボ う ン テ ィ ア支援な ど〕

災害時の ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の 支援策 を 検討 し て い た総務省消防庁の懇談会 (委員 長 z 林

春男 ・ 京都大学教授) は2003年 1 月 8 目 、 国が防災教育 プ ロ グ ラ ム を 開発す る こ と な ど を

提言 し た報告書 を 公表 し た 。

阪神 ・ 淡路大震災 を 機 に注 目 さ れ た 災害 ボ ラ ン テ イ ア も 、 8 年 を 経過 し て 国民 の 関心が

薄 れ て い る と 指摘 さ れ、 1 年前か ら 検討 し て き た 。

報告書 は 自 の 役割 と し て 、 ①防災教育 の た め の環準的 な 教育 プ ロ グ ラ ム の 開発、 普及②

ボ ラ ン テ ィ ア 団体や災害時の被害な どの情報収集、 発信③ボ ラ ン テ ィ ア 活動 家 と 市民、 企

行政が平常時か ら 議論で き る 場の 設 置 な ど を 求め て い る 。

具体的 に は学校での体験学 習 や イ ン タ ー ネ ッ ト を 通 じ た 訪災教育 の必要性 を 指摘 し て い

る O 災害時 に市町村な どが運営す る ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー で 、 情報技術 (IT) を 活用 し て 、

被災地の要望 と ボ、 ラ ン テ イ ア 活動 の 供給 を 調整す る シ ス テ ム を 構築 す る こ と も 提案 し て い

る O 自 治体 に 対 し て は 、 日 ごろ か ら ボ ラ ン テ イ ア 団体 と 連携 を 深め る よ う 注文 し た 。
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消防庁 は提言 を 受 け、 IT を 活用 し た 調整 シ ス テ ム 構築 や イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 防災教

育 内容 の 開 発 な どの事業費 を 2003年度予算 に 計-J::-_ し た。

く参考文i主k>
「新た な 防災教育の充実に向けて- 8 年 目 の取絹」 兵庫県教育委員会 2003{ド 3 月
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いえ時 防災教育推進連絡会議

兵庫県教委 は 大震災直後の 1995年度 に 、 い ち 早 く 学識者 に よ る 「防災教育検討委員 会J

を 設け て 、 震災の体験 を 教訓 と す る 「兵庫県の 新 た な 防災教育 の 推進j の 提言 を 受 け た 。

こ の兵!車県独 自 の 防災教育 の推進 を 関 る た め 、 1996年度か ら 学識者、 行政、 教委、 学校関

係者 に よ る 協議 、 連絡会議で、 モ デル カ リ キ ュ ラ ム 、 災害対応、マ ニ ュ ア ル、 学校避難所運

営 の 原 則 、 教職員 の職務内容 な ど を ま と め た。

1998年度の 防災教育推進連絡会議で、 防災部局 、 教委、 学校関係者の 3 者が初 め て 一堂

に 会 し て 避難所連営の役割分担 な どの明確化 に 踏み 出 し た 。 そ の 後の推進連絡会議 は 「地

域 と の連携J が最重点 目 標 と な り 、 防災体制 の整備、 地域学習 と 結 びつ い た 防災教育 、 住

民参加 の 防災訓練の前進へ、 効果 を 高 め る 方策 を 協議 し て い る O

(2002年度防災教嘗推進連絡会議の構成〕

〈学識経験者〉 徳 山 明富上常葉大学長、 桂正孝宝塚造形芸術大学教授、 田 治米正美兵庫県

教職員 紺 合協議会事務局 長。 〈防災部局〉 谷公一兵庫県企画管理部防災局長 、 坂森正則芦

屋市総務部 防災担 当 次長、 高 田耕次南淡町長公室長。 〈教膏委員会〉 杉本健三兵庫 県教育

次長、 高井芳朗兵庫 県教育次長、 新井野久男神戸 市教育委員 会指導部指導課長、 境茂北淡

町教育長。 〈学校関係者〉 広 田 元滋神戸市立東町小学校長、 久米勝己神戸市立駒 ケ 林 中 学

校長、 三 宅秀 命県立兵庫 高校長、 田 辺 ひ ろ み県立 こ ば と 聾学校長、 神 田 英 幸西宮市立 上 ケ

原 南小学校教諭、 旧 中 大善淡路町立岩屋 中 学校教諭、 浅堀裕県立鈴葡台高校教諭

1 .  2002年度 「隣災教育推進連絡会議」 の概要
〔地域 と の連帯強化、 地域学習 と し て の 妨災教育 を 〕

防災教育推進連絡会議 は 1998年度 か ら 防災時 に お け る 避難所 と し て の 学校の果た す役割

の 明確化 を 中心 に 、 学校防災体制 の 整備充実、 新 た な 防災教育 の深化 ・ 充実 に 向 け た進行

管理 と 推進上の新 た な 課題 に つ い て協議 を 続 け て き た 。

2002年度 は さ ら に 、 防災担当 部局 ・ 教育委員 会 ・ 学校関係者の 3 者が連携 を 深め 、 市町

ご と に 学校訪災体制 の 推進 と 定着 、 ま た総合学習 な ど を 活用 し た 「新た な 防災教育J の 具

体化 を 図 る た め協議 を 重ね た 。

会議の協議事項 は①避難所関係問題への学校、 市町、 自 主防災組織 の 三 者連携強化、 ②

学校防災計画策定の課題整理 と 調整、 ③地域 と 連携 し た 防災訓練の効果的 な 実施、 ④新た

な 防災教育 の実践上 の 課題整理 と 調整 な どが主 な も の だ、 っ た。

全体会議 は2002年 7 月 四 日 と 2003年 3 月 日 日 の 2 呂 聞 かれ、 そ の 問 、 県 下10教育事務所

別 に 地12<�別連絡会議が行 わ れ た 。
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〔 訪災教育推進連絡会の協議内容 と 今後の課題〕

上 地域 と 連携 し た 防災教育や防災体制の整備

@ モ デル地域指定の叡 り 組み に よ り 、 市 町独 自 で、 学校 ・ 市町防災部局 ・ 消 防 ・ 自 治会 な

どで組織す る 行政 ・ 学校i坊災連絡協議会 を 設置す る と こ ろ も 出 て き た 。

・ 学校が立案 し 、 消 防 や 市 町防災部局 の ア ド バ イ ス を 受 け な が ら 、 地域や PTA な ど と 連

携 し た 総合防災訓練 を 実施す る 学校が出 て き た 。

・ 自 主 防災組織 と 学校が連携 し た訓練 ・ 研修会 に 、 ボ ラ ン テ ィ ア の高校生60人が参加 し て

活躍 し た 。 高校生 は守 ら れる 存在で は な く 、 活動 し て も ら う 存在 で あ る こ と を 認識 し た 0

・ 盲 ・ 聾 ・ 養護学校 で は 、 幼児 ・ 児童 ・ 生徒 に よ っ て対応が異 る O 保護者の動揺が子 ど も

た ち に伝わ る の で 、 落 ち 着 い て行動す る こ と を 保護者研修会で徹底 し て い る O 配慮 の 必

要 な 子 ど も に つ い て は担当 を 決め て 、 l 人 も 犠牲者 を 出 さ な い訓 練 を行 っ て い る 。

@ 県立学校 (盲 ・ 聾 ・ 養護学校 を 含 む ) は校院が広 く 、 防災訓練だ け で連携 を 図 る こ と は

難 し い。

・ 学校独 自 で、 自 主防災組織や地域 と 連携 し た避難所 開設訓練 を 実施 し た が、 地域の意識

は低か っ た 。

・ 自 主防災組織の 訓練で は 、 地域の参加者 に若年層 が少 な い が、 学校の 訓 練 に は 保護者が

参加す る の で意識の高揚 に つ な が る O

〈課題〉

@ 地域 と の連携は 「顔合わせ ・ 心合わせ ・ 力合わせ」 が基本 に な る O 市 町防 災部局 も 学校

も 地域 も 、 ふ だ んか ら 意識 的 に 声 か け を し て い く 必要があ る 。

・ 学校が地域の活動 に 、 地域が学校 の 活動 に積極 的 に 参加す る こ と で、 日 常的 に顔 の 見 え

る 関係 を作 る 必要があ る 。

・ ボ ラ ン テ イ ア と し て の 中 学生 ・ 高校生 を 、 防災訓練の 中 で活撰 し て も ら う た め に は 、 訓

練内容の見直 し が必要であ る O

@ 市町の取 り 組 み の 差 を 埋め て い く た め に 、 地 区 防 災教育推進連絡会議 の 内容 の検討 が必

要であ る O

2 医 地域学習 と し て の 紡災教育の あ り 方

r総合学習」 の 取 り 組み で 、 「避難所 に な っ た ら 何がで き る か」 を テ ー マ に 学 習 し た 。 「災

害J r防災J 避 難所」 を テ ー マ に 「子 ど も 防災会議」 を 開催 し 、 保護者 ・ 地域 と 一緒 に

考 え て も ら っ た 。

@ 消防団 と と も に 体験活動 を す る こ と で は 、 火災時の対応 を 学ぶ こ と に よ り 、 高齢化、 過

疎化が進 む 地域 で 中学生が消 火活動 に参加す る と 5 分 は 早 く 消 火で き る と の評価が出 た 0

・ ハ ザー ド マ ッ プ作 り の取 り 組み を 通 し て 、 子 ど も た ち は 、 自 分た ち が守 ら れて い る と い

う 意識 を 持 っ た 。 さ ら に 消火栓の上や前 に不法駐車 し て い る 車 に対す る 怒 り を 覚 え る よ
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う に な っ た 0

・ 中学 ・ 高校生 に 、 地域の 中 で生 き て い く 場所 を つ く っ て い く こ と で 、 地 域 を 担 う 人づ く

り と な る O 防災教育 は 人 を 育 て る と い う 認識が深 ま っ た 。

@ 近隣 の 中 学校 と 連携 し 、 防災学習 を 進め て い る 高校があ る O 異年齢集 団 で の 学習 の あ り

方の ひ と つ に な る O

〈課題〉

@ 優れ た取 り 組み ・ 実践 を 広 げて い く 方法 を 考 え る 必要があ る O

- 児童 ・ 生徒が学 ん だ、 こ と を 地域に発信 し て い く こ と が大切 に な っ て く る O

「総合学習j で は産 学 だ け で な く 、 「地域 に 出 て い く 」 動 き の あ る 学習 を 展 開 す る 必要

があ る O

・ 近隣 の 異校穂 と の 連携 を 視野 に 入れ た 「総合学習」 の 時 間 や 防災学習 を 考 え ね ば な ら な

し ミ O

- 県下各地で、 EARTH 員 が主体的 ・ 先進 的 な 取 り 組み を 展 開 す る 必要があ る O

2 . 避難所運営業務 に 関す る 整備状況
〔避難所担当職員の未定25市町。 マ ニ ュ アル未作成1 6市町〕

2003 年 2 月 現在、 避 難所 と な る 学校 ご と に 市 野が招 当 職員 を 決 め て い る の は 63 市 町

(71 . 6 % ) 0 前年 よ り 7 市 町増 え 、 7 . 0 ポ イ ン ト ア ッ プ。 未整備 は25市町。

学校関係者 と 市町部局 が連絡会議 を 聞 い た の はお市 町 (94 . 3 % ) 0 2000 年 度 は 全市町が

実施、 2001年度 は 1 可が未実施 だ、 っ た が、 2002年度 は 5 市町で未実施 と な り 、 4 . 6 ポ イ ン

ト 下が っ た 。

(表10) 2002年度避難所運営業務 に 関 す る 整備状況

淡

，I!!fr 1 型811l喧f
波 ; 青垣間 . L1J南町 ・ 春 日 町ト ー←
路 ・ 北淡町 ・ 三原町 ・ 五色町 ・ 西淡町 ・ 緑町 ・ 南淡町

(洲本市は担当部を決めてい る )
63市町 (71 . 6 %  ム 7 % ) 

1 市

5 干打開

2 陸T

7 市西]

4 市町

4 市町

25市町
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区 で き てい る 市町名
5 市町で未実施

83市町 (94 . 3% T4 . 6 P )  
1 1ニti完 了
3 市完了
) 1 1富市 ・ 三田市 3 市町
3 rぢ 2 自]完了

2 町
- 家鳥時I 夢前町 ・ 谷寺町 - 大将内田J 3 町

龍野市 ・ 赤穂 市 佐)羽 田J . 上 月 IlIJ . 南光町 ・ 三 日 月 IUJ . ll l lli奇
町 ・ 宮町 ・ 波賀 町 8 市町

72市町 (81 . 8% ム7 . 1% )

が明確化 さ れて い る
市町

(沼恵:事項を作成 し た
I打開J) 市1i

 

86市町 (97 . 7% マ 1 . 2% )

ている
防災無線
地域イ ン ト ラ ネ ッ ト
CATV 回線
ケ ー ブル電話
電子メ ー ル 等
(双方向の情報交換)

4 田]
5 子打出I

イ豆

言十 58市 町 (65 . 9% ム17 . 6% )
(兵庫県教育委員会)
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避難所運営 マ ニ ュ ア ルが 出 来 て い る の は72 市 町 (81 . 8% ) 0 前年 よ り 6 市町増 え 、 7 . 1 ポ

イ ン ト ア ッ プ。 未整備 は16市 町。

避難所運営の 「留意事項J (市町部 局 へ の 移行 手)11賀、 教職員 の 支援業務 の 内容、 支援期

間 は 7 日 間 な ど。 留 意事 項 案 の 全文 は 第 4 巻 1998 年 版 に 掲 載) を 作成 し た の は 86 市 町

(97 . 7 % )  0 2 市が作成 し て お ら ず、 1 . 2 ポ イ ン ト ダ ウ ン し た 。

災害時 に 学校 と 市郡町教委な ど と の 毘 に 電話 と フ ァ ッ ク ス 以外の通信手段 (防災無線、

地域 イ ン ト ラ ネ ッ ト 、 CATV 回 線、 ケ ー ブル 電話、 電子 メ ー ル な ど) を 整備 し て い る の

は58市町 (65 . 9% ) 0 前年 よ り 16 市南軒増 え 、 17 . 6 ポ イ ン ト ア ッ プ。 30市町 が未整備 と な っ

て い る O

3 . 自 主紡災組織数 と 組織率
〔全県で91 開 8% 。 館馬、 丹波、 淡路は 1 00 % )

地域住民 に よ る 自 主 防災組織 は 、 2003年 1 月 1 日 現在 、 5 ， 935組織 (198万3 ， 970世帯)

で組織率 は 91 . 8% 。 前年 よ り 0 . 6 ポ イ ン ト 増 え た 。

地反別組織率 は神戸90 . 4 % (前年91 . 0% ) 、 阪神南88 . 4 % ( 同87 . 6% ) 、 阪神北88 . 7 % ( 同

8 1 . 7% ) 、 東播磨92 . 1 % ( 問91 . 7 % ) 、 北播磨99 . 0% ( 1可99 . 0 % ) 、 中播磨94 . 0 % ( 同 94 . 0% ) 、

西播磨97 . 9% ( 同 97 . 2 % ) 0 但馬、 丹波、 淡路は い ず れ も 100% ( 同 100% ) 0 

神 戸 だ け が微減。 阪神南、 阪神北、 東播磨 、 西播磨 は増加。 北播磨、 中 播磨 、 但 馬 、 丹

波、 淡路 は 、 前年 と 変 わ ら な か っ た。

(表11) 自 主紡災組織の組織率 (全県 ・ 地域別) (2003年 1 月 1 日 現在)

月 組織率(%)

90 . 4%  
l% 88 . 2%  
7% 85 . 0%  

理き 473 246 . 692 267 ， 750 92 . 1% 
潜 667 95 ， 664 96 ， 602 99 . 0%  
磨 i 854 196 ， 339 208 ， 97 1  i 94 . 0%  
謄 ; 934 95 ， 547 97 ， 562 I 97 . 9%  

1H 馬 857 65 ， 028 65 ， 028 
丹A I皮 383 38 ， 092 38 ， 092 
I炎 路 j 552 56 ， 83 1  56 ， 83 1  

L ι日ト 5 ， 935 l 司 983 ， 970 2 ， 16 1 ， 685 
(兵!京県教育=委員会)
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4 . 地区別防災教育推進連絡会議

薗阪神南地震

第 l 回 ニ 2002年 8 月 23 日 、 第 2 屈 = 2002年12月 4 日

( 1 )  主 な 協議内容

@ 市の 訪災教育推進会議、 学校、 学区 ご と の推進会議の 開催0

. 学校独 自 の 災害対応マ ニ ュ ア ル の策定。

@ 地域住民、 関係機関 と 連携 し た 防災訓練の実施。 火災、 地震 だ け で な く 、 津波 な ど南海

地震想定の訓練。

・ 西村年晴兵庫教育大学教授 の 講演 「地震災害か ら 学ぶ学校の 防災教育」 を 聞 き 、 地域素

材 を 教材 と し た授業の組み 立 て 方。

- 心の ケ ア へ の 取 り 組み

( 2 )  協議か ら 具体化 し た取 り 組み

・ 芦屋市で紡災対策課、の主導 に よ る 学校の避難所開設訓練 を 実施。

@ 芦屋市の宮川小、 精道小、 打 出 浜小、 西宮市の北夙J l I 小 な ど地域 を 巻 き 込ん だ訓練 を 実

施。 ま た 、 小 ・ 中 学校 と 地域で連揚 し た 訓練 も 検討。

・ 津波災害 を 想定 し た学習 ・ 訓練が!よが り 、 尼崎市の竹谷小で は 「総合学習 j で津波の授

業 を 実施。

・ 県民局 と の連携で、 県民局 参事が小学校の授業 と し て 出 前授業。 県民局 で は 安全マ ッ プ

作 り な ど学校 と 連携 し た授業 を 検討。

・ 管内 3 市で 、 避難所運営マ ニ ュ ア ル の 分冊化が完成。

( 3 ) 成果

・ 推進会議 は定着 し て き て い る O 防災部局 ・ 学校 の 連携 も ス ム ー ズ に 。 地域住民の参加 し

た 訓練 も 実施 し や す く な っ た。

@ 総合防災訓練 を 行 う 地域 も 少 し ずつ広 が り を 見せ、 内 容 も 充実 し て き て い る O

・ 新た な 防災訓練の実践の 中 に 、 リ ラ ク ゼ ー シ ョ ン を 取 り 入れ た 例 や人 間 的 な つ な が り と

い っ た視点 ま で踏み込ん だ授業の例 も 見 ら れ る O

( 4 ) 課題

@ 小 ・ 中 ・ 高 の 連携 に つ い て の 意識が高 ま っ て き て い る の で 、 合同 防災学習 や訓練が開催

で き る よ う 話 し合 い を 進め た い 。 -}jで、 校 区 の 広 い 高校で の地域連携 は 新 た な 方法が

必要。

@ 平素か ら 学校の地域への積極的 な 姿勢が必要。

@ 策定 さ れ た マ ニ ュ ア ル の教職員 への周知徹底。

・ 道徳、や人権教育 と 絡め た 防災教育 カ リ キ ュ ラ ム の研究

@ 震災か ら 8 年。 体験や記憶の風化 は 避 け ら れ な い状況の 中 で 、 直接の被災体験の な い子

ど も た ち へ取 り 組み を ど う 進め る か。
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園阪神北地震

第 1 回 ニ 2002年 8 月 1 日 、 第 2 回 2003年 2 月 4 日

( 1 ) 主 な協議内容

・ 宝塚市消防署 と 宝塚市の長尾台小 に よ る 「宝塚市 山 火事に伴 う 避難所運営」 に つ い て実

践発表。

・ 学校 と 地域 ( 自 主防災会) と の連携 を 図 る 防災訓練0

・ 各市町の 「避難所管理運営マ ニ ュ ア ル」 の作成状況0

・ 学校独 自 の 「災害対応マ ニ ュ ア ル」 の作成状況。

・ 三 田 市広 野小 の 地域 と 連携 し た 防災訓練の実践発表0

. 学校 ・ 地域 ・ 市 町 防災部局 が連携 し た 防災訓練。

・ 中学生、 高校生 の 訓 練へ の 参加方法。

・ 県立学校 と 市 町教育委員 会 、 教育事務所の 緊急連絡体制 の確認0

・ 防災教育 に お け る 小 ・ 中 ・ 高校の連携。

(2) 協議内容 か ら 具体化 し た取 り 組み

・ 小 ・ 中 ・ 高校の 防災訓練で は避難所開設 を 盛 り 込む な ど、 工夫 を こ ら し た も の に な っ て

き た 0

・ 小 ・ 中 ・ 高校聞 の 防災教育 の 情報交換の一環 と し て 、 阪神北地区第 2 回 防災教育研修会

で 、 各学校の授業実践 を 持 ち 寄 る 分散会 を 実施 し た。

・ 小 ・ 中 ・ 高校の 防災教育の 連携 に つ い て は 市 町 の 防災会議への学校担当者 の 出 席 、 近 隣

の 学校向士の合同訓練な ど、 今後の 取 り 組みへ具体的 な 意見が出 た 。

( 3 )  成果

・ 各学校の 「災害対応マ ニ ュ ア jレ」 の 策定率が 5 月 調査時 に よとべ向上 し た 。

・ 地域 と 連携 し た 各市 町 の 総合初災訓練や 図 上 訓 練 を は じ め 、 学校 と 告 主 防災会、 PTA

な どが連携 し た 妨災訓練 も 行わ れ、 少 し ず つ地域連携が図 ら れて き た。

( 4 )  課題

・ 市町 ご と に 防 災教育推進連絡会議 を 開 き 、 学校 と 地域住民、 市町防災部 局 の一層 の 連携

を め ざす 0

・ 各市町の避難所運営 マ ニ ュ ア ル や留意事項 を 参考 に 、 学校の避難所開 設訓 練 な ど を 実施

し 、 ス ピ ー ド対応 を 図 っ て お く 必要があ る O

園東播磨地区

第 1 屈 = 2002年 8 月 2 日 、 第 2 回 ニ 2003年 1 月 22 日

( 1 ) 主 な協議内容

・ 避難所 ご と の担当職員 の 明確化。

・ 学校単位の 連絡会議 の 開催の現状 と 課題。
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と 地域が連鳴 し た 紡災訓練実施 に 向 け た 避難所支援 ・ 開設マ ニ ュ ア ル の作成。

@ 市町 ・ 学校 ・ 地域が連携 し た 防災訓練モ デjレ校選定。

@ 市町 ご と の連絡会議の 開催計画。

「総合学習」 に位置づ け た 防災教育 の 取 り 組み。

@ 時災学習設菜、 を 核 に し た市町 ご と の研修会開催の可能性0

. 市町教育委員 会での担当 者会活性化の方法。

( 2 )  協議内容 か ら 具体化 し た取 り 組み

@ 高砂市の北浜小、 稲美町の天満小、 播屠町の蓮池小 を モ デル校 に 、 地域 と 連携 し た総合

防災訓練が実施 さ れた 。

@ 稲美町の加 古小で 、 授業 を 核 に し た 防災教育研修会 を 実施 し た 。

@ 播磨 町 の 蓮池小の 総合防災前 練 に 東播磨防災教育推進連結会議構成員 が参加 し 、 地域 と

連携 し た 防災訓練の あ り 方 を 協議 し た 。

( 3 )  成果 と 課題

・ モ デル校の取 り 組みが徐 々 に 進 み つ つ あ る O そ の た め の連絡会議が構成員 を 増 やす な ど

活性化 し て き た 。

@ 学校の災害対応マ ニ ュ ア ル作成家が98 % に 伸 び た 。

@ 各市 町 ご と の 防災教育担当 者会の活性化が必要で あ る O

園北播磨地区

第 I 国 土 2002年 8 月 2 日 、 第 2 由 = 2002:tJ三 日 月 29 日

( 1 ) 主 な協議内容

• r地域 と 連携 し た 学校紡災体制づ く り 」 を テ ー マ に 、 紡災訓練の実施や避難所開設訓練

時の市町部局 や 自 主防災組織の役割。

r北播磨の 防災体制 の 4 つ の 課題」 の テ ー マ で 、 事務局 か ら 課題 を 提起 し 、 市 町 ご と の

課題 を 分散会で協議。

「学校 と 地域が連携 し た 防災訓練」 の テ ー マ で、 各機関や地域 と 訓練実施の 具体策。

• r総合学習」 に お け る 地域学習 の 一環 と し て の 防災教育の進 め か た 。 学校 (EARTH 貝 ) ・

教育委員 会 ・ 消 防本部が、 防災教育、 訓練 と の か か わ り 方 を 交流協議。

(2) 協議内容か ら 具体化 し た取 り 組み

@ 地域 と 連携 し た 防災訓練モ デル校の設定。

@ 全市町で避難所運営マ ニ ュ ア ル 整婦 と 整合性 を す り 合わせ。

( 3 )  成果 と 課題

@ 各市町で、 の避難所運営マ ニ ュ ア ル を 策定へ。 前年度の西脇市、 社町、 八千代 町 に 続 い て 、

ヨ木市、 小野市、 加西市、 滝野町、 東条町が策定 し 、 12市町 中 8 市町 に 。 各市密I の 避難

所支援マ ニ ュ ア ル も ほ ぼ策定 さ れ、 今後は 市 町 の 間 の 整合性 を 図 る こ と が課題 に 。
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圏中播磨地箆

第 1 回 = 2002年 9 月 9 目 、 第 2 匝 2002年1 1 月 29 日

( 1 ) 主 な 協議内容

・ 泰康範人 と 防災未来セ ン タ ー 専任研究員 の講義 「防災教育 に 関す る 地域 リ ー ダ ー 育 成 に

つ い て」 を 受 け 、 災害時 に状況 を 的確 に イ メ ー ジ で き る 人員 を 増やす必要性 を 学 ん だ。

学校 ・ 市町部局 ・ 自 主 防災組織の連携強化で。

・ 避難所運営業務の市町防災部局への移行手順 を 周 知徹底 し 、 学校 ご と の連絡会議 の 開催

に努め る 。

・ 教職員研修 を 進め る と と も に 、 学校の 災害対応 マ ニ ュ ア ル を 見直 し 、 県 - 市町防災計画

と の整合を 図 る O

• EARTII の活動、 訓練内容の紹介 を 通 し て 、 防災訓 練 の マ ン ネ リ 化 を 防 ぐ。 市町の総合

訓練の ポ イ ン ト を 学ぶ。

・ 大河内 町で地域の実態 に 合 っ た 訪災訓練の実施、 夢前町で次年度2003年度の 珂総合防災

訓練計画づ く り な ど気運が高 ま っ て い る 。

@ 防災訓練に と ど ま ら ず、 地域に根 ざ し た 防災教材 の 開発 と 定着。 「総合学習」 を 活用 す る 。

( 2 )  協議内容 か ら 具体化 し た取 り 組み

• EARTH の活動 を 取 り 入れ よ う と す る と こ ろ が出 て き た 0

. 避難所開設訓 練 を 実施す る 学校が さ ら に増 え て い る O

・ 避難所運営マ ニ ュ ア ル の 整備がで き て い な い 可が取 り 組み を 始め た 。

( 3 )  成果 と 課題

・ 各 市可 の 防災部局 と 学校関係者が一堂 に会す る こ と で、 地 区 防災 に対す る 意識が高 ま っ

て い る O

- 連絡会議 を 開催す る 意義 は 分か つ て い て も 、 防災部局 と 学校の連携 の 難 し さ が依然 と し

て 残 っ て い る 。 話 し 合 い の 継続が望 ま れ る O

・ 学校が避難所 と し て有効 に機能す る の か、 点検が必要であ る O

醒西播磨地区

1 国 ニ 2002年 9 月 18 日 、 第 2 回 = 2003年 1 月 21 日

( 1 ) 主 な協議内容

・ 各市 町 の 地域 と 連携 し た 防災訓練実施計両 を 基 に 全体会で協議 し 、 実施の情報交換 を し

た 。

o m町が主催す る 訓練の場合 は 、 会場 と な る 学校 と 関係機関 を 交 え た連絡会議 を 開 い た。

学校が 自 主防災組織 と 連携で き る 訓 練 の 実施 を 呼びか け た 。

・ 市町 ・ 教委 ・ 学校 に よ る 連絡会議 を 開 き 、 訓練内容や各f>fl体の タ イ ム ス ケ ジ ュ ー ル に つ

い て詳 し く 協議 し た 。
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- 小 ・ 中 ・ 高校の連携 を 図 る た め 、 教育委員 会が防災部局 と 学校 と の連絡調整 に あ た っ た 。

( 2 )  協議か ら 具体化 し た取 り 組み

・ 西播磨地区広域総合防災訓練、 龍野市、 赤穂市、 太子町、 上郡町、 佐用 町 、 山崎町、 安

富町、 一宮町の総合防災訓 練 を 学校 と 地域の連携 に よ り 実施 し た 。

( 3 ) 成果

・ 小 ・ 中 ・ 高校の連携 を 進め る た め に市町での協議が必要 と 共通理解がで き た 0

・ 訓練 に児童 ・ 生徒 ・ 保護者の参加が必要 と い う 意識が高 ま っ た 。

( 4 ) 課題

・ 地域 と 連携す る た め に 、 学校が主体的 に校区 の推進連絡会議 を 開催す る 必要 があ る 0

・ 市郡町教委は 学校、 市 町防災部局 、 関係機 関 の 連絡調整 を 隠 る 必要があ る O

・ 総合防災訓 練 に 児章 ・ 生徒が参加 し て見学、 体験で き る よ う に 配慮が必 要 で、 あ る O

置f旦爵地区

第 l 回 = 2002年1 1 月 23 日 、 第 2 回 =2003年 1 月 24 日

( 1 )  主 な 協議内容

・ 毎年、 1 学期 中 に市町別 の推進連絡会議 を 開催 し 、 地域防災計画 と 学校の 避 難所運営マ

ニ ュ ア ル と の整合性 を 図 る O 県立学校の 出 席 を 要請す る O

・ 避難所指定の学校が、 校舎の耐震性、 立地条件、 資材 ・ 機材の 充足等 の 条 件 を 満 た し て

い る か 、 毎年 1 度 は 市 町妨 災部局 が学校を 訪 問 し 、 確認す る 必要があ る O

・ 出 石 町 の 弘道小で避難所 開設訓練 を 実施 し 、 町 の 防災計画 と 学校の 災害対応マ ニ ュ ア ル

の検証 を 行 っ た 。 他市町で も 積極 的 に 訓練 を 行 う 必要があ る 。

・ 地域素材 を 活用 し た 防災教育 の授業づ く り を 進め た と き 、 市町訪災担当 者 の協力 を 受 け

た例 を 紹介 し 、 地域 ・ 関係機関 と 連携 し た 防災教育 の推進 を 依頼 し た 。

( 2 )  協議内容 か ら 具体化 し た取 り 組み

・ 学校の避難所運営マ ニ ュ ア ルの 策定 と 見直 し の必要性が認識 さ れ、 市 町 防 災部局 と の協

議で整備 ・ 拡充 さ れ た 。

( 3 ) 成果

・ 出石 町 で の 避難所開設訓練は 、 地域 を 巻 き 込ん だ大規模 な 総合防災訓練 と な り 、 検証訓

練の 目 的 を 達成 し た。 住民の 防災意識 も 高 め る こ と がで き た 。

・ 県立学校の避難所運営マ ニ ュ ア ル の策定が始 ま っ た 。

( 4 )  課題

・ 訓練の反省 を 生 か し て 防災計画、 避難所運営マ ニ ュ ア ルの見直 し を す る と と も に 、 訓 練

の継続 と 他市町への広 が り が必要で あ る O

・ 市町別推進連絡会議 の 充実 と 予算措置 を 含 め た 具体的 な 取 り 組みが必要 で あ る O
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圃丹波地区

第 1 屈 = 2002年 7 月 30 日 、 第 2 回 二二 2003年 2 月 7 日

( 1 ) 主 な 協議内容

・ 避難所運営マ ニ ュ ア ル の充実。 施設の配置 ・ 配備 、 ラ イ フ ラ イ ン の確 保 、 情報伝達手段

の確保 な ど。

・ 学校施設の 防災対策。

「総合学習」 での 地域素材 を 生か し た 防災教育授業の実践0

. 避難所開設訓練 を 含 ん だ地域 と 連携 し た 防災訓練。

・ 市町連絡会議、 小学校区 ご と の 連絡会議開催。

( 2 )  協議内容 か ら 具体化 し た取 り 組み

・ 地域 と 連携 し た 総合防災訓練 を 6 町で実施。

・ 学校 と 市 町 の 避難所運営マ ニ ュ ア ル の 充実 を 図 る た め の協議0

. 地域素材 を 生 か し た授業実践の必要性 を 確認。

(3) 成果

・ 避難所運営マ ニ ュ ア ル が全市町 ( 1 市 6 町) で作成 さ れた 。

・ 地域 と 連携 し た 防災訓練 に 避難所開設訓練 を 寂 り 入 れ た 町が増 え 、 3 町 と な っ た 0

. 学校 と 市町で避難所充実 を 図 る た め の検証が進み つ つ あ る O

( 4 )  課題

・ 小学校区 ご と の 連絡会議 の 開催。

・ 地域素材 を 生 か し た 防災教育授業の推進。

副淡路地区

第 1 回 2002年 8 月 6 日 、 第 2 回 2003年 l 月 27 8

( 1 ) 主 な 協議事項

・ 各市町の避難所運営マ ニ ュ ア ル の見直 し と 学校への 明示0

. 避難所 と な る 学校の市町担 当 職員 名 の 明礎化。

・ 市町、 学校 ご と の連絡会の 開催。

・ 学校の 災害対応マ ニ ュ ア ル の見直 し 0

・ 夜 間 、 休 日 の鍵の保管体制。

・ 防災 資機材の 配置。

・ 県合 同 防災訓練 に 参加 し た津名 町 、 南淡町の実践発表。 こ れ を 参考 に し た 訓 練の 実施0

. 防災教育授 業 の 実践紹介。

・ 防災訓練、 防災教育 に つ い て交流。 「総合学習」 の 実施や地域素材の 開発。

( 3 )  成果

・ 避難所 と な る 学校 の 担 当 職員 は氏名 だ け で な く 、 避難 ま で の 所要 時 間 や鍵 の保管方法 な
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ど検討 さ れ る よ う に な っ た 。

・ 避難所運営マ ニ ュ ア ル を すべて の市町が作成 し 、 見宜 し を 始 め た市町 も 出 て き た 。

@ 各 市町で推進会議 を 定例化す る と こ ろ が出 て き た 。

・ 津名 町、 甫 淡 町 の 実践発表が各市町の防災訓練や避難所 開設訓練の参考 に な っ た 。

( 4 ) 諜題

・ 学校主体の地域 ・ 関係機関 と 連携 し た 防災訓練の実施。

・ 各 市町 の 進捗状況の違い を 克服 し 、 先進地域の取 り 組み を 全市 町 に広 め る 具体策。

〈参考文献〉
「新た な 防災教育の充実 に向けて 8 年 目 の取組」 兵康県教育委員会 2002年 3 月
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Ii羽 新た な防災教育の実践

「新た な 防災教育」 に と っ て は 、 2002年度 も 「雑音J に 悩 ま さ れ る 年 と な っ た 。 同年度

に新 し い学習指導要領が小 ・ 中学校で正式 に 実施 さ れた 。 ゆ と り 学習 が旗 印 の新方針で、

学校週 5 日 制 も 全面実施。 新 し い試み の 「総合学習」 も 本格安場 し た 。

い ず れ も 前年度 ま で に試行導入 さ れて い た の で 、 急、 に 大 き な 変化が起 こ っ た わ け で は な

い が、 新指導要領の 内 容 な どか ら 、 す で に始 ま っ て い た 「学力低下J 論議 は 、 ま す ま す活

発 に な り 、 教育現場、 保護者 を 巻 き 込ん で、 、 拍車がか か る こ と に な っ た 。 さ ら に大 臣 を は

じ め と す る 文部科学省の 対応 は 「迷走」 と 全国の教育委員 会か ら 評 さ れ る 始末 と な っ た。

こ の 「騒 ぎ」 の 中 で新た な 防災教育 は 8 年 目 の実践 に 入 っ た 。 1997年度 ま で に副読本や

モ デル カ リ キ ュ ラ ム が整婦 さ れ、 学校拐災体制 の 整備 と と も に 、 学校、 授業での実践がml

ばれて 5 年 目 に も な る 。 「地域 と 市 町 防災部局 と の 連携」 が最重点 目 標 に 掲 げ ら れ、 授業

で の 実践が期待 さ れた 。

「地域素材」 を 使 っ た取 り 組み も 前進 し た 。 学校の 枠 に と ど ま ら ず、 地域 と 結びつ い た

実践 に よ る 訪災教育 の前進 と 浸 透 は 着 実 に 足元 を 固 め よ う と し て い る 。

し か し 、 多忙 を 極 め る 教室 の 現場で は 、 先進的 な 実践が増 え て い く 半面 、 学校単位 で は 、

妨災訓 練 だ け の 実施 に と ど ま っ た り 、 カ リ キ ュ ラ ム の作成、 副読本の活用 、 実践結果の交

流 な どが進 ま な い 。 ま た 、 地域素材 の掘 り 起 こ し な どの不足、 地域の過去の覚書記録の未

整理な ど課題が多 く 残 さ れ た ま ま の と と ろ も あ る 。

新 た な 防災教育 の足踏み は 、 震災体験の風化 を 早め る 一因 に も な り 、 間 も な く 迎 え る 大

震災10周年 を 直 前 に し て 、 全学校の よ り 種極的 な 寂 り 組みが求め ら れて い る 。

(防災教育実態調資の結果は本節 と 第 七節 「学校防災体制!の整備 と 機能の充実」 と に分けて詳述)

1 .  2002年度紡災教育実態調査か ら ( そ の 1 ) 
調査校数点小学校836校、 中 学校363校、 高校191校、 盲 - 聾 ・ 養護学校40校、 合計 上 430

校。

1 . 学校 に お け る 「新た な 防災教育」 の推進体制

「新 た な 妨災教育」 は 人間 と し て の あ り 方、 生 き 方、 命 の 尊 さ 、 ボ ラ ン テ イ ア精神、 思

い や り の 心 を 考 え 、 育 む教育。 震災か ら 8 年た っ て 、 各学校 に 定着 し つ つ あ る が、 さ ら に

充実 を 図 る に は 、 各学校 に お け る 推進体制 の 整備が必要不可欠で あ る O 新 し い学習指導要

領で導入 さ れた 「総合学習」 で防災教育 を テ ー マ に設定す る な ど、 学校 を あ げて推進 し て

い く 体制づ く り が望 ま れ る O

現状 を み る と 、 校内研修 の 内 容 は 、 訪 災訓練や !功災体制 の 実施 に 比べ て 、 防災授業や副

読本の活用 に つ い て は叡 り 入れ ら れて い な い 。 各学校で震災の教訓 を 生かす教育 の 実践 に

つ い て 、 改 め て 考 え 直す必要があ る 。
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( 1 ) 新 た な 防災教育推進の 目 標 や方針を 、 学校の教膏 目 標 、 重点、 経営方針 に具体的 に 明

示 し て い る か

目 標 な どが明示 さ れて い る の は 、 小 学校83 . 5% (前年調査84 . 2% ) 、 中 学校 79 . 3% ( 同

79 . 3% ) 、 高校83 . 8 % ( 同82 . 0% ) 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校70 . 0% ( 同 52 . 5% ) 0 

2000年度 ま で は 上昇傾向 が続い た が そ の 後 3 年 間 は頭打 ち 状態。 新 た な 防災教育の精神

は ' 8 割方 の 普及率」 と も い え る O

( 2 )  新 た な 防災教育推進の た め の委員会や係を校務分撃に位置づけ て い る か

〔委員会を位置づ け 〕

小学校5 1 . 8 % ( 同49 . 9 % ) 、 中 学校46 . 8% ( 1可46 . 6% ) 、 高校29 . 3% ( 河32 . 0 % ) 0 

富 ・ 聾 ・ 養護学校40 . 0% ( 同30 . 0% ) 0 こ れ も 頭打 ち 状態。 高校は 4 年 前 か ら 毎年 下 降

し て い る O

〔係を位置づ け 〕

小学校94 . 6 % ( 同 94 . 7% ) 、 中 学校80 . 8% ( 向 91 . 5% ) 、 高校81 . 2% ( 同 77 . 0% ) 、 盲 ・ 聾 ・

養護学校80 . 0% ( 同77 . 5 % ) 0

小 ・ 中 学校 は 4 年前か ら 頭打 ち 状態。

〔 ど ち ら か一方 を位置づけ 〕

小学校96 . 7 % ( 同 97 . 3% ) 、 i ド学校92 . 8% ( 同 81 . 8 % ) 、 高校84 . 5% ( 同81 . 5% ) 、 富 ・ 聾 ・

養護学校90 . 0 % ( 同 82 . 5 % ) 0 

前年比で上昇 し て い て も 、 数年来 の 頭打 ち 状態が続い て い る O

( 3 )  新 た な 防災教育の校内研修会 を 開 い た か

小学校68 . 2 % ( 同 68 . 7% ) 、 中 学校55 . 6 % ( 同56 . 7% ) 、 高校44 . 0% ( 同42 . 7% ) 、 盲 ・ 聾 ・

養護学校32 . 5% ( 同30 . 0 % ) 0 

小 ・ 中 学校 は 下 降傾 向 。 高校は相変 わ ら ず 半数 に も な ら な い 。

( 4 )  校内研修会の内容 (複数問答)

・ 副読本の 活用 = 小学校55 . 3 % 、 中 学校33 . 2 % 、 高校10 . 7 % 、 盲学校 な ど7 . 7 % 0

・ 授業 の 進 め 方 z小学校33 . 9 % 、 中 学校33 . 7 % 、 高校15 . 5 % 、 盲学校 な ど23 . 1 % 0  

・ 防災訓練ニ 小学校93 . 7 % 、 中 学校92 . 6 % 、 高校100% 、 盲学校な ど84 . 6 % 。

・ 防災体制 : 小学校72 . 3 % 、 中 学校66 . 3% 、 高校71 . 4 % 、 盲学校 な ど69 . 2 % 0

・ 心の ケ ア ニニ 小学校13 . 5 % 、 中 学校16 . 8 % 、 高校4 . 5% 、 富学校15 . 4 % 。

防災訓練 の 数字が大 き く 、 防災体制が続 く O 副 読本 の 活用 、 授業の進め方 な ど教室の 日

常活動 は例 年 どお り 低率 と な る O 高校の数字 は 上が っ た が、 小、 中 学校 に比べ る と 低調。

心 の ケ ア は ど の校種 も 苦手 と な っ て い る O い ず れ に し て も 副読本、 授業が低率 な の は新た
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な 防災教育 の推進 に と っ て気がか り な 点 だ。

2 . 学校 に お け る 「新 た な 妨災教育J の実施状況

学校 に お け る 防災教育 を 推進す る に あ た り 、 年 間指導計画の作成 は 重 要 だが、 カ リ キ ュ

ラ ム の立案状況 は 良好 な も の で は な い。

し か し 、 地域 と 連携 し た 防災教育 の 取 り 組み を 模索 し て い る 学校が 8 割あ っ た り 、 高校

で の 「 ボ ラ ン テ ィ ア 実践」 の 実施校が27校 に の ぼる な ど、 各学校で は 「震災の 教訓| に学ぶ」

ボ ラ ン テ イ ア 体験活動が取 り 入れ ら れて い る 。 ま た 、 心肺蘇生法や救急、法の 講 習 会が実施

さ れ る な ど防災 リ テ ラ シ ー を 身 に つ け さ せ る 取 り 組み も 多 く の 学校で見 ら れる O 防災訓練

と 合わ せ て 、 年 間指導計画 と し て ま と め る こ と で、 各学校 に 「新た な 防災教育」 が定着 し

て い く も の と み ら れ る 。

自 常の 実践の 中 で、 指導者が 「新た な 防災教育 の視点 を 持 っ て い る かが問 わ れて い る わ

け で 、 再震、 防災教育副読本の活用 や 地域 と 連携 し た 防災教育の 試み な ど も 合わせ、 妨災

教育研修会 な どの機会 を と ら え て 、 啓発 し て い く こ と が求め ら れて い る O

( 1 ) r新 た な 防災教育」 の カ リ キ ュ ラ ム を 立案 し て い る か

小学校57 . 1 % ( 同 56 . 6 % ) 、 中 学校47 . 7 % ( 同 47 . 6% ) 、 高校5 . 8% ( 同6 . 7 % ) 、 盲 ・ 聾 ・

養護学校5 . 0% ( 向7 . 5 % ) 0

防災教育実践の基本 に な る カ リ キ ュ ラ ム は 1999年度 に小、 中 学校で60% に 達 し た が、 そ

の 後 は頭打 ち と な り 、 む し ろ 下降気味。 「泣 き 所」 に な っ て い る O 高校はず っ と 不振であ る 。

大学受験な どの負担 と の か ね合いがあ る の か検討の必要があ り そ う だ。

( 2 )  そ の 中 に 防災教育副読本の活用 が含ま れ て い る か ( カ リ キ ュ ラ ム 立案校が分母)

小学校96 . 4 % ( 同 92 . 8% ) 、 中 学校81 . 5% ( 同 85 . 4 % ) 、 高校54 . 5% ( 同 58 . 3 % ) 、 盲 ・ 聾 ・

養護学校 0 % ( 同 0 % ) 0 

( 3 )  r総合学習J での取 り 組み が含 ま れ て い る か ( カ リ キ ュ ラ ム 立案校が分母)

小学校26 . 4 % (同23 . 0% ) 、 中 学校30 . 1 % ( 同29 . 9 % ) 、 高校36 . 4% ( 伺 58 . 3 % ) 、 盲 ・

養護学校 0 % ( 同2 . 5 % ) 0

( 4 )  2001 年度の防災教育部読本の活用状況

・ 全校で全領域、 計画的 に ニ 小学校14 . 0% 、 中 学校5 . 0% 、 高校1 . 0% 、 盲学校 な ど 0 % 0

・ 全校で道徳 ・ 特活 に z小学校24 . 0% 、 中 学校24 . 8% 、 高校4 . 7 % 、 盲学校な ど 0 % 0

・ 全校で訓練の指導 に ニ小学校47 . 0 % 、 中 学校29 . 2 % 、 高校27 . 7 % 、 盲学校な ど20 . 0% 0

・ 一部で道徳 ・ 特活 に =小学校7 . 0% 、 中 学校12 . 7% 、 高校5 . 2% 、 吉学校 な ど5 . 0 % 。

・ 一部で訓練の指導 に こニ 小学校6 . 0% 、 中 学校3 . 9 % 、 高校7 . 9 % 、 官学校 な ど12 . 5 % 。

第六章@ 教育 409 



@ あ ま り 活用 な し こ 小学校2 . 0% 、 中 学校17 . 4 % 、 高校49 . 2 % 、 盲学校 な ど47 . 5 % 。

@ 全領域で計画時 に 、 道徳 ・ 特活 を 中心 に 、 ま た訓練時の指導に 「全校で活用」 が小学校

で合計85 . 0% 、 中 学校で59 . 0% 。 高 校 は 全校で訓練時以外 は 全 く 消極的。 「 あ ま り 活用

し な い」 も 高校で は半数近 く 。 カ リ キ ュ ラ ム 立案が 6 % に 満 た な い状況 と 合 わせる と 、

高校での授業で 「新た な 防 災教育J は影の う す い存在だ。 爵読本の 活用 、 カ リ キ ュ ラ ム

の立案へ抜本策が必要 と な っ て い る 。

( 5 )  地域や関係機関 と 連携 し た 防災教育 を どのよ う に進め る か (複数回答)

@ 地域 と 防災訓練=小学校78 . 0% 、 中 守t校83 . 5 % 、 高校82 . 7 % 、 盲学校 な ど80 . 0% 。

@ 参観 日 に 防災授業 小学校18. 1 % 、 中 学校2 . 8% 、 高校 0 % 、 盲学校 な ど2 . 5% 。

@ 引 き 渡 し 訓 練 ニ小学校60 . 9 % 、 中 学校4 . 7% 、 高校 0 % 、 盲学校 な ど12 . 5% 。

@ 地域災害の 話 を 聞 く z 小学校15 . 9 % 、 中 学校6 . 1 % 、 高校1 . 6 % 、 盲学校 な ど 0 % 。

@ 市可防災訓 練 に 参加 工小学校9 . 4 % 、 中 学校8 . 8% 、 高校10 . 5 % 、 盲学校 な ど2 . 5 % .

@ 安全マ ッ プ作 り = 小学校9 . 7% 、 中 学校10 . 5 % 、 高校5 . 2% 、 富学校 な ど 0 % 。

@ そ の他 小学校2 . 4% 、 中 学校5 . 0% 、 高校8 . 4 % 、 官学校な ど22 . 5 % 。

学校防 災前練の さ い 、 保護者や地域の 人 に 参加 し て も ら う こ と は ほ と ん どの校種で計画

し て い る O し か し 、 市 町主催の総合防災訓練へ参加 は 消極的で、 こ れ ま で と 同 じ{頃 向 と

な っ て い る 。

2 . 隣災教育研修会
「新た な 防 災教育」 推進へ教員 の指導力 向 ヒ を め ざ し て毎年、 年 2 回 、 教育事務所 ご と

に 開催 し て い る 。 2001年度 か ら 地域 と 連携 し た 防災教育 の 推進 を 図 る た め 、 公立小 ・ 中 ・

養護学校の 防災教育研修会 と 県立学校の研修会 を 統合 し 、 各教育事務所‘ ご と の研修会 に 県

立学校が参加 し た 。

神戸、 姫路両市 内 の 県立学校 は 県教委主催の研修会 と 、 神戸、 姫路両市 主催の研修会 に

参加 し た 。

研修の 内 容 は 、 市 災教育全体計画、 年 間 指導計画 、 「総合学習」 の活用 、 防 災教育副 読

本の活用 、 避難訓 練 な ど安全指導、 心 の ケ ア 、 学校 と 家庭、 地域社会、 関係機関 と の連携

な ど。

学識経験者、 防災教育専 門 推進員 、 防災教育指導員 養成講座受講者、 震災 ・ 学校支譲チ ー

ム (EARTH) 員 ら が講師、 助 言者 と な る O

[2002年度地区別実施状況〕

⑮神戸市

〈第 1 関 口 5 月 24 日 、 神戸市総合教育 セ ン タ ー〉
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ね ら い は 「総合学習 に お け る 防災学習 の取 り 組み」。 相 生市立双葉小学校 の 「すべ て の

人が と も に生 き る 、 暮 ら し やす く 安全な 町」 を テ ー マ に教科 ・ 道徳 ・ 特 別 活動 を 連動 さ せ

た 総合 ク ロ ス 単元 の 実践報告 を 開 い た 。 ま た 、 篠 山市立今回 中 学校で、 年 間 70時間の 「総

合学習」 の う ち 、 2 学期 の 30時 間 を 全学年縦割 り に し て 実施 し た 防災学習 の 中 か ら 、 「救

急車 ! 早 く 来て r ú'命 を つ な ぎ と め る た め にdJ J の 実践報告 を 聞 い た 。

〈第 2 回 = 8 月 1 日 、 神戸市民防災総合セ ン タ ー〉

「防災訓練の実際」 を ね ら い に 、 前災意識 を 高 め 、 教員 と し て必 要 な 児 童 ・ 生徒の安全

確保の 基礎 を 学 ん だ。 危機管理能力 向上の体験研修で、 規律訓練、 消火訓 練 (水消火器、

屋内消火栓) 、 避難訓練 (煙の 中 の避難、 救助袋入 搬送法 な ど。

〈第 3 回 = 10月 4 日 、 神戸市総合教育 セ ン タ ー〉

「地域 に 学ぶ 災害 に 強 く 、 人 に や さ し い街づ く り J を テ ー マ に 、 (械新長田 ま ち づ く り 、

(株)神戸 な が た TMO の 両社 か ら 講師 を 招 き 、 長 田 の 現状、 ハ ー ド面、 ソ フ ト 商か ら の街づ

く り 、 教育旅行受け 入れ事業 な ど を 学 ん だ。

〈第 4 回 = 11 月 25 日 、 神戸市総合教育 セ ン タ ー 〉

ね ら い は 「震災の体験 を 生 かす教育」。 改訂 し た 「学級経営 の手引 き 一 生 き る 喜 び を 求

め てJ の 執筆者の講演 を 聞 い た 。

〈成果 と 課寵〉

参加者の希望 ・ 注文 を 取 り 入 れ な が ら 研修会 を 実施 し 、 教育復興担 当 教員 を 含め て 実践

交流 を し た 。 次年度か ら は環境 ・ 福祉 ・ 防災 を 中心 に 、 学習素材 開発研修講座で防災 を 取

り 扱 う 。

4砂阪神南地区

〈第 1 回 = 5 月 24 日 、 芦屋市ま潮見小学校〉

ね ら い は 「学校独 自 の避難所運営マ ニ ュ ア ルづ く り 」 を 中心課題 に 、 各学校の避難所マ

ニ ュ ア ル の レ ベ ル 、 運営の方策、 現状の交流 を 図 っ た 。 ま た 、 県立舞子高校 に新設 さ れた

「環境問災科」 の意義、 目 的、 今後の課題 に つ い て 実践発表 を 聞 き 、 小 、 中 連携の 防災学

習推進の方策 を 探 つ だ。

1 1 の 分散会が開 かれ、 避難所運営、 マ ニ ュ ア ル の実効性 に つ い て 各校 の 取 り 組みの交流

が行わ れた 。 担 当 以外の教職員へ の 啓発の必要性、 自 主 防災組織 と の連携行事、 備蓄倉庫

の 運営万法、 引 き 渡 し 訓 練 に つ い て情報交換が行 わ れ た 。

避難所 と し て の学校の 開放区域、 暖房 な どの設備面への 要望、 津波災害 の さ い の避難の

問 題点 も 出 さ れた 。 訓練指導 の マ ン ネ リ 化打破の工夫、 総合学習への組み 込みへの 意見交

換 も あ っ た。

〈第 2 固 1 1 月 14 日 、 ÆI崎市立教育総合セ ン タ ー〉

ね ら い は 第 1 回 と 同 じ 「避難所運営マ ニ ュ ア ルづ く り 」 。 震災時 に 芦屋市精道小 5 年生
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だ っ た 大学生 2 人が、 高校 3 年時 に ゲス ト テ ィ ー チ ャ ー と し て 自 分の小学生時 の 震災体験

談 を も と に授業 を 行 っ た 内 容 を 紹介 し た。 震災記'諒の風化が叫ばれ る 現在、 改 め て研修出

席者の 震災体験 を 呼び起 こ し た 。 ま た 、 大阪 ・ 池 田小事件 を 例 に し た 、 多数傷病事故 を 想、

定 し た対応策、 危機意識 な ど課題 も 提示 さ れ た 。

〈成果 と 課題〉

重点 目 標 の 学校、 市、 家庭 ・ 地域の連携 に つ い て研修 を 深め る こ と がで き た 。

警察や消 防 な どの協議 な し に学校 だ け の行動 は 場当 た り 的 に な る 危険があ る こ と 、 教員

の 自 己判 断 と 白 己責任 の 限界性 な どの課題が提起 さ れた 。

震災の教訓 を 授業 に ど う 生か し て い く か、 教師の姿勢 を 問 い直す機会 と な っ た 。

今後の課題 は 防 災担 当 以外の教職員 の 防災体制 の 参加、 避難マ ニ ュ ア ル、 防 災 マ ニ ュ ア

ルが災害発生 時 に 機能 を 発揮す る か の検証、 行政が中心 と な っ た 緊急、時の シ ス テ ム 整備 の

必要性 な ど。

.阪神北地区

〈第 1 随 5 月 23 日 、 川 西市立川西小学校〉

県立舞子高校環境防災科の基本理念、 カ リ キ ュ ラ ム 、 生徒の 進路 に つ い て 実践発表が行

わ れ た 。

6 つ の 分散会で 「地域 と 連携 し た 防災教育」 を テ ー マ に 各校の 防災教育 カ リ キ ュ ラ ム を

持 ち 寄 っ て協議 し た 。

〈第 2 囲 ニ 11 月 19 日 、 伊丹市立伊丹小学校〉

防災教育副読本 を 活用 し た取 り 組み と し て 、 宝塚市宝塚小学校の 実践 「震災 か ら 学ぶ こ

と 、 そ し て 私 た ち がで き る こ と 」 の 2 年生 と 6 年生の発表が行 わ れ た 。 6 つ の 分散会 で は

防災教育副読本活用 に つ い て 各校の実践交流があ っ た 。

〈成果〉

前年度か ら 進 ん で い た宝塚市の災害対応マ ニ ュ ア ル の ひ な形が完成 し 、 各校の マ ニ ュ ア

ル づ く り も 前進 し た 。

防災教育副読本 を 使い 、 「総合学習 J を 活用 し た取 り 組み が増 え て き た 。

〈諜麗〉

防災教育副読本 の 活用 が不十分な 学校があ り 、 一層 の指導が必要 と な っ て い る O

地域 と 連携 し た 防災訓 練 は 継続 し た取 り 組み を し て い る 学校が少 な く 、 引 き 続 き 地域 の

実態 に合わせた実践が課題 と な る 。

4砂東播磨地区

〈第 1 囲 == 5 月 31 日 、 高砂市勤労会館〉

ね ら い は 「地域 に 学ぶ 防災教育 カ リ キ ュ ラ ム の あ り 方」 。 全体会で、 東播磨 地 区 の 実態
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調査結果 を 踏 ま え 、 地域連携 カ リ キ ュ ラ ム づ く り に つ い て 共通理解 を 図 っ た 。

分散会 は 校種 ご と に 分か れ、 点検表 に よ っ て 各校 を 検討 し 、 カ リ キ ュ ラ ム の あ り 方 を

探 っ た 。

〈第 2 自 = 11 月 19 日 、 稲美町立加吉小学校〉

ね ら い は 、 児童 ・ 生徒 に 自 ら の生命 を 守 る 能力 や 態度 を 身 に つ け さ せ る O 助 け合い や ボ

ラ ン テ イ ア 精神 な ど 「共生J の 心 を 育 む 。

加古小学校の 「災害 に 強 い ま ち づ く り J 単元の公開授業で、 資料や イ ン タ ー ネ ッ ト を 利

用 し た情報処理、 問題解決の基礎 的 な 技龍 を 高 め な が ら 、 大震災の様子、 防 災 の 大切 さ 、

ボ ラ ン テ ィ ア の す ば ら し さ に気づかせ た 。 そ の あ と 公開授業 を め ぐ っ てパ ネ ル デ イ ス カ ツ

シ ョ ン が行 わ れ た 。

〈成果 と 課題〉

各校の 訪災教育 の カ リ キ ュ ラ ム を 点検す る こ と で、 見直す視点 を 計画 に盛 り 込む こ と が

で き た 。 ま た校種 間 の 実践交流が国 れ た 。

各市軒 ご と の 防災教育担当 者 会 の 活動 の 活性化 を 図 る た め に 、 各地教委 と の連携が必要

と な る 。

.北播磨地区

〈第 1 回 ニ 5 月 28 日 、 県立教育研修所〉

ね ら い は 「地域連携 を 進め る 新た な 防災教育」 。 防災訓練や 「総合学習 J で地域連携 に

つ い て研修、 教員 の指導力 の 向上 を 図 り 、 新 た な 防災教育 の充実 を め ざ し た 。

検証委員会の提言、 北播磨地区 の 実態調査結果 を も と に 、 防災体制 の整備状況、 地域学

習 の成果 と 課題 に つ い て 共通理解 を 図 っ た 。 各市郡田Iの課題、 各校の取 り 組み の方向 に つ

い て 問題提起 を し た 。

分散会で市郡町別 に 、 各校の地域連携の実践状況 を 確認す る と と も に 、 市郡町で歩調 を

合 わせ る 取 り 組み 、 各校独 自 の取 り 組み の 内容 を 話 し 合 っ た 。

〈第 2 回 ニ 10月 30 日 、 社 町立福祉セ ン タ ー ・ ラ ポ ー ト 社〉

ね ら い は 「総合学習 の 時 間活用」。 先進校の 実践事例 を も と に 、 効 果 的 な 指導内容や指

導方法 を 検討論 し た 。

全体会で!県立舞子高校の 「総合学習 の 時 間 を 活用 し た 防災教育」 の 実践発表。 8 つ の 分

散会で、 各校の事例 に 基づい て 、 地域に学ぶ新 た な 防災教育 の 深化 と 定着 の 方策 を 検討 し

た 。

〈成巣 と 課題〉

地域 と の 連携 に よ る 訓練や学習 の重要性 を 周 知す る こ と がで き た 。 特 に総合学習 で の 実

践 も 小 、 中 学校で28校 (前年度目校) と 増加 し て い る が、 全体で は31 % に す ぎ な い。 2003

年度以 降 も 研修 を 続 け る 必要があ る O
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。中播露地区

〈第 1 屈 = 5 月 21 日 、 夢前町 中央公民館〉

ね ら い は 、 地域 と 連携 し た 防災教育 の効果的 な 指導内容や方法 を 検討 し 、 各校の防災教

育年間指導計頭 の 点検。

全体会で EARTH 員 か ら 体験 を も と に し た 、 災害対応の教職員 の役割 の 明確化、 危機管

理能力 の 向上 、 災害対応 マ ニ ュ ア ル作成、 施設や設備 の安全管理 と 備 品 の設置方法 な ど防

災体制 の 整備 と 充実 に つ い て 実践発表が行 わ れ た 。

分散会 で は 各校が年 間指導計画 に 基づい て取 り 組む 防災教育 に つ い て発表 し 、 課題 を 協

議 し た 。

〈第 2 翻 = 12月 4 日 、 県姫路合同庁舎〉

「ド播磨地 区 の 実態調査結果や 各校の地域素材 を利用 し た 実践 に 基づい て 、 地域連携の 防

災教育の 深化 と 定着 を 図 っ た 。

分散会 で は 地域素材や副読本 を 利 用 し た 各校の授業実践か ら 協議 を 深め た 。

〈成果 と 課題〉

地域に根 ざ し た 教材の発掘で、 児童 ・ 生徒の生活圏 と 密着 し た 防災教育が実践 さ れ て い

る O

研修会対象 の48校すべ て で、 独 自 の 「災害対応 マ ニ ュ ア jレ」 が作成 さ れて お り 、 震災の

教訓 を 学校教育 に 反映 さ せ る 手 だ て は前向 き で あ る 。

し か し 、 校舎内 の 備 品 転倒 防止対策が行 わ れて い な い (62 % ) 、 震災 の 話 を 聞 く 機会 を

設 け た こ と が な い (84 % ) な どの 課題 も 少 な く な い。

形式的 な 防災訓 練 に 終 わ ら せ な い 「新た な 防災教育」 の推進 の た め に 資料 を 提供、 研修

会 の 運営 を 考 え る 必要があ る 。

。酉播磨地区

〈第 1 回 = 6 月 7 日 、 ヒ君11 中 央公民館〉

県の 紡災施策 の 動 向 と 学校の 防災教育 と の 関 連 に つ い て講話 を 開 き 、 災害時 に 学校が果

たす役割 に つ い て研修 し た 。

全体会で、 各市町 の 防災計両 の 中 で 、 ほ と ん どの学校 は 避難所の指定 を 受 け て い る 。 災

害発生時 に は 避難所 を 開設 し な け れ ば な ら な し ミ 。 そ こ で学校は 地域 と よ り 連携 を 深め る た

め 、 地域 コ ミ ュ ニ テ イ の核 と な る こ と が示 さ れ た 。

分散会 は 5 つ に 分 か れ 、 「災害時 の 学校の役割 一 地域 と の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り 」 を テ ー

マ に 地域連携 を 協議 し た 。

〈第 2 関 土 2003年 2 月 5 日 、 新宮町立総合福祉会館〉

ね ら い は 地域素材の 活用 や地域 と 連携 し た 総合防災訓練の実践発表か ら 教員 の指導力 の

向 上 を 留 っ た 。
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太子町総合防災訓練で、 太 田 小 の 教職員 と EARTH 員 が合同 で避難所 開設訓練に取 り 組

ん だ。 西播地域総合防災訓練で は 、 小 ・ 中 ・ 高校が連携 し 、 各 学校 の 主体生 を 生か し た 訓

練 に 取 り 組 ん だ。 ま た 、 講演で は地域の 身 近 な 災害か ら 学校 の 出 災教育 に 生かせ る 教材づ

く り を 考 え る こ と が示 さ れた 。

〈成果〉

校 内 の 防災訓 練 や 災害対応マ ニ ュ ア ル に生かせ る 県の 防災施策 の情報が得 ら れた 。

地域 と 連携 し た総合防災訓練で、 小 ・ 中 ・ 高校の連携 し た取 り 組み がで き た。

災害時 の 学校の役割 に つ い て情報交換が行 わ れ た O

〈課題〉

学校 と 地域が連携 し た 防災教育 を 進め る に は 、 各学校 と 市町防災部局 と 連絡調整 を 凶 る

機会が必要。

避難所開設訓練 を 行 う た め に は 、 避難所運営 ・ 支援 マ ニ ュ ア ル を 作成 し て お か ね ばな ら

な い 。

4砂但馬地豆

〈第 1 盟 ニ 6 月 28 日 、 県立但馬文教府〉

防災教育年 間 指導計画の作成 と 地域素材 を 生か し た設業づ く り がね ら い 。 北但大震災 か

ら 学 ん だ 地域素材 を 開発 し た E 高 町 の 府 中 小学校の実践報告 を 受 け た 。

〈第 2 回 ニ 10月 31 日 ・ 黒立豊岡労働会館、 1 1 月 15 B . 村 岡 町立村 岡小学校、 1 1 月 21 日 ・ 日

高 町立 日 高 束 中 学校、 1 1 月 初 任 ・ 但東町立合構小学校、 1 1 月 28 日 ・ 生野町立生野小学校〉

ね ら い は小 ・ 中 学校が地域素材 を 活用 し た授業づ く り O 県立学校が避難所運営 マ ニ ュ ア

ル の 策定。

小 ・ 中 学校は研究授業の参観 と 研究協議。 各学校の実践交流 も 。 県立学校は講義 「避難

所運営」 と 演習 「避難所マ ニ ュ ア ル の策定J o

〈成果〉

授業研究 は 、 いずれ も 地域素材 を う ま く 教材化 し 、 関係機関 と も 連携 し た 「総合学習J

で あ り 、 今後の 紡 災教育 の方向性が示 さ れた 。

全県立学校で 「災害対応 マ ニ ュ ア ル」 が策定 さ れ る な ど意識の高揚がみ ら れた 。

〈諜題〉

「総合学習j の 防 災教育 の年 間指導計画 の 見直 し が必要。

伺 人 の す ぐ れ た 実践 を 学年 ・ 学校全体へ、 地域へ広 げる 必要があ る 。 県立学校の 防災教

育推進体制 の確立が急がれ る O

.丹波地区

〈第 1 回 6 月 4 日 、 さ ん な ん町民セ ン タ ー〉
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EARTH の 活動 や 心の ケ ア を 必要 と す る 子 ど も の 実態 を 学 び、 対処方法の 研修 を 深 め た 。

全体会で、 EARTH 員 の取 り 組み 、 教育復興担当 教員 と し て子 ど も た ち に どの よ う に か

か わ っ て き た か 「心の ケ ア 」 の講話 を 聞 き 、 「子 ど も た ち の心 を ほ ぐす リ ラ ク ゼ ー シ ョ ン J

に つ い て 、 2 人 ひ と 組 に な っ て演 習 を 行 っ た 。

〈第 2 臨 ェ2003年 1 月 31 在 、 篠 山市民会館〉

防災教育副読本の活用 、 地域 に密着 し た 防災訓練、 地域素材 を 生か し た 防災教育 を 推進

す る た め 、 実践 を 交流 し あ い 、 他校の取 り 組み を 学 ん だ。

全体会の 実践発表で、 校 J互 の 自 然観察 を す る う ち に 、 数年前 の 集 中 豪雨 で 大 き な被害 を

受け た こ と を 知 り 、 「総合学習」 の 時 間 に 地域 を 歩 き 、 住民の話 を 開 く な ど環境 と 防災 の

阿面か ら 子 ど も た ち が調べた結果が紹介 さ れた 。

〈成果 と 課題〉

心の ケ ア に対す る 各校防災担当 者の認識が深 ま っ た 。 簡 単 な リ ラ ク ゼ ー シ ョ ン 技法が身

に つ い た 。 防災訓練の 内 容 を 工夫す る な ど効果 を 高 め る 実践が進 む よ う に な っ た 。

「総合学習 」 で の 地域素材 を 生か し た 防災授業 は さ ら に 改善 の 余地があ る O

.淡路地区

〈第 1 間 6 月 14 日 、 一宮町ふ る さ と セ ン タ ー 〉

ね ら い は地域素材 を 生か し た 防災教育 の効果的 な 指導方法や 各校の 防災体制 を 交流 し 、

訪災教育担 当 教員 の指導力 の 向上。

全体会で は 、 「総合学習J を 活用 し て 取 り 組ん だ 5 年生の 防災マ ッ プづ く り で、 地域住

民や関係機 関 か ら の 開 き 取 り 謂査 を も と に児童が主体的 に学習 し た授業実践が発表 さ れた 。

分散会で は 、 各校の災害対応マ ニ ュ ア ル、 副読本の活用事例 、 地域 と 連携の 防災訓練、

心 の ケ ア 活動 に つ い て協議 し た。

〈第 2 回 ニ 一宮町ふ る さ と セ ン タ ー 〉

高校 を 含 め た各学校の防災教育 の進捗状況 を 交流 し 、 防災教育 の充実 を 図 る の がね ら い 。

全体会で 、 県立舞子高校の 「環境 防災科の 取 り 組み と 防災教育J の実践が発表 さ れた 。

全国初の学科の カ リ キ ュ ラ ム や多様 な 進路、 目 標 を 持 っ た 生徒が槙極的 に学習 す る 様子が

披露 さ れた 。

分散会で は 、 防災体制 の 整備 ・ 充実、 地域教材の 活用 、 避難訓練、 指導力 ・ 実践力 向 上

な どの 取 り 組み に つ い て 協議 し た 。

〈成果〉

各校の 災害対応マ ニ ュ ア ル の見宜 し に つ な が っ た 。

副読本や 地域教材活用 の 実践発表、 情報交換 は 各学校の 防災学習 を 進 め る 上 で参考 に

な っ た 。

県立舞子高校の実践発表 は 、 小 ・ 中 学校の教員 に と っ て も 将来 を 見通 し た指導 を 進 め る
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の に役立 つ た 。

〈課題〉

副読本や地域教材 を 使 っ た授業実践が少 な い 。

小 ・ 中 ・ 高校や地域 と 連携 し た 妨災教育の推進 に 課題が残 っ て い る O

3 . 県立学校防災教背研修会 〔神戸地区 ・ 姫路地区〕
2000年度 ま で富 ・ 聾 ・ 養護学校 を ふ く む県立学校 と 市立高校の 訪災教育 担 当 者 を 対 象 に

年 l 回 開催 し て き た が、 2001年度 か ら 各教育事務所 ご と の研修会 (前項参照) に県立学校

が参加す る こ と に な っ た 。 神戸市 内 と 姫路市内 の県立学校 は県教委主催の研修会 と 、 神戸、

姫路両市教委が主催す る 研修会 に 参加 し た 。

〔神戸 ・ 姫路地区 ・ 第 1 呂 = 8 月 28 日 、 県立の じ ぎ く 会館〕

・ 謂査報告 「新た な 訪 災教育実態調査」

・ 実践発表 「舞子高校環境防災科の取 り 組み に お け る 地域 と の 連携J

- 班別協議 「学校 に お け る 防災教育推進上の課題」

〔神戸地区 ・ 第 2 間 ニ 10月 4 日 、 神戸市総合教育 セ ン タ ー 〕

・ 講話 「地域 に 学べ、 災 害 に 強 く 、 人 に や さ し い街づ く り 」

(神戸市の 課題研修講座 「防災教育J に 参加)

〔姫路地区 ・ 第 2 回 1 1 月 1 1 呂 、 姫路市役所〕

・ 実践発表 「新た な 防災教育の 充実」

・ 講義 「新た な 防災教育 の 充実 に 向 け て」

(姫蕗市の 防災教育研修会 に 参加)

4 . 防災教宵推進指導員 養成講座
専 門 的知識 を 持つ 妨 災教育推進指導員 を 計画 的 、 継続的 に養成す る 講座 。 2002年度 は 5

期 目 O 上級編修了者 は 「震災 ・ 学校支援チ ー ム J (EARTH) の 主 要 メ ン バ ー と な る 。 全校

種か ら 講座 に 参加。

初級編 は 6 月 17、 18 日 、 県立教育研修所で 、 中級編 は 10月 3 日 、 神戸市民防災総合セ ン

タ 一 、 同 4 日 、 教育事務所 ( 4 ブ ロ ッ ク ) で、 上級編 は 1 1 月 6 、 7 日 、 県立教育研修所で

開催 さ れた 。

〈初級編〉

1 日 日 : 講義 「新た な 防災教育の推進」

講演 ・ 協議 「防災教育の 工夫」

2 日 目 ニ 実践発表 「県立舞子高校の実践」

講義 ípTSD へ の 叡 り 組みJ

パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン 「 こ れか ら の 訪災教育J
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〈中級編〉

1 日 目 ェ 実習 「 け がな どの応急処置法 と 搬送法」

講義 ・ 実習 「災害活動 に お け る 安全管理の基本」

2 日 目 = 講義 ・ 実践発表 ・ 協議「地域 と 連携 し た 学校の 防災訓練 と 学校防災体制 の あ り 方」

演 習 「訪災 ド リ ル Q & AJ

実践発表 ・ 協議 「地域の実情 に 応 じ た 紡災教育 一 地域素材の活用 」

〈上級編〉

1 日 目 = 講義 1 災害時の危機管理」

講義 2 r地域防災 と 学校」

講義 3 r災害関係法令要説」

4 r避難所運営支援 と 学校J

2 日 目 ニ 講義 5 r地震災害の特色」

講義 6 r児童 ・ 生徒の 心 の ケ ア 」

講義 7 r ボ ラ ン テ イ ア の意義 と 役割」

5 . 神戸市教委震災学欝交流セ ン タ ー の γ語 り 部J 活動
〔小 @ 中 ・ 高校生 向 け 激減。 人 と 防災未来セ ン タ ー 開設で〕

神戸市教委の 「災害学習 交流セ ン タ ー 」 の 「語 り 部」 活動が 7 年 目 に 入 っ た 。 2002年度

は小 ・ 中 ・ 高校生向 け が急、 に 激減 し た 。 1998年度か ら 年 間 2 万5000人前後 、 2001年度 は 最

高 を 記録 し て い た の に 半分U、 下 と な っ た 。 こ れは2002年度 に 「人 と 防災未 来 セ ン タ ー」 が

開館、 小 ・ 中 ・ 高生向 プ ロ グ ラ ム が始 ま っ た 影響 と み ら れて い る 。

震災学習交流セ ン タ ー の 「語 り 部」 は全国 か ら 神戸 を 訪 れ る 修学旅行生 ら に 、 元校長 ら

が 自 ら の被災体験 を 生々 し く 語 り か け 、 震災の教言11 の風化 を 防 ぎ、 を 鳴 ら し続け て い

る 。 県 下 の 学校で進 め ら れ る 新 た な 防災教育 な どの 防災学習 と は異 な る も う 一 つ の 防災教

育 と い え る 。 1996年震 に約20人の元校長が語 り 始め 、 1997年度 に 、 伺 セ ン タ ー がス タ ー ト 、

組織が強化 さ れた 。

他府県か ら 神戸 を 訪 れ た 修学旅行生や教頭会、 校長会、 PTA、 自 治会 な ど の 同 体 に 被

災体験 を 伝 え る 。 修学旅行生 ら の宿舎や神戸 ・ 三宮 の フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ ( 仮神 ・ 淡路大

震災復興支援館) の ほ か、 県下各地へ招 かれ、 演 壇 に 立 っ て き た 。 講師 ( 語 り 部) 派遣ば

か り で な く 、 県外 と ネ111戸 の学校同士の交流の 窓 I 1 も 引 き 受 け て き た 。

2002年度 は 講師派遣が小学校 9 校1 ， 279人、 中 学校39校7 ， 783人、 高校 8 校1 ， 709人、 養

護学校、 各種学校各 0 校、 校長 な ど17団体4 ， 485人。 前 年 に 比べ小学校 は 1 ， 832減、 中 学校

は 5 ， 751 人減、 高校は6 ， 79 1人減、 計 l 万4 ， 374人 と 大幅 に減 っ た 。

「人 と 防災未来 セ ン タ ー 」 は大震災の教訓 を あ ら ゆ る 角 度か ら 伝 え る 最大 の メ モ リ ア ル

施設 と し て 建設 さ れ、 「 フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザJ は 2001年 度 で 開 鎖、 人 と 訪災未来セ ン タ ー
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(衣12) 震 災学習 実施数

1 999年度 2000年度 2001年度 2002年度
交 流 l制蹴 合 計 父 流 制

3 1 1
(

耐
叩
似
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c)(]
州
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2 .  1 997年度は交流12件 ( J ， 354人) 、 講師派遣2311牛 (21 ， 848人) 、 合計243何 (23 ， 202人) O
3 . 1 998年度は交流 2 件 (300人) 、 講師j派遣231件 (24 ， 010人) 、 台計233件 (24 ， 310人) 。
4 . 数字は交流の受講人数、 ( ) 内は学校数 ま たは面体数。
5 . 校長会等の中には教頭会、 教脊委員会、 教師、 一般 (PTA、 自 治会等) を合む。

(神戸市教委震災学習交流セ ン タ ー )

に 吸収 さ れ た 。 同 セ ン タ ー は 親像、 ジ オ ラ マ模型、 実物資料 な どで大震 災 の 全容 を 伝 え る

が、 活動の 大 き な糧 と し て体験学習 プ ロ グ ラ ム を 組み 、 修学旅行や学校 の 防災学習 向 け に

講 習 、 研修 を 行 っ て い る 。 時 セ ン タ ー の施設、 展示の見学 と 合わせ て体験学 習 が受け ら れ

る よ う に な っ て い る 。

震災学習交流セ ン タ ー は 、 講師派遣が主 な 活動 で 、 自 前の教室設備 を 持 た ず 、 前年 ま で

は フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ、 を 神戸市内 の最大の受入れ会場 と し て 、 修学旅行生 ら に体験談 を 伝

え て い た 。 2002年度 は 同 プ ラ ザが な く な り 、 講師の派遣依頼 を 受 け て も 会場がな く 、 断念

と い う 事態 が起 き る よ う に な っ た。 人 と 防災未来セ ン タ ー は講師派遣 を せず、 30分間程度

の座学。 引 き 受 け 人数最大120 人 と い う 体験学習 で 、 両 セ ン タ ー が共 に 県 内 外学校か ら の

要望 を 満た せ な い状態が続い て い る O

震災学習 交 流 セ ン タ ー の 受 け 入 れ実 績 は 、 1996年定50件5 ， 61 3 人 、 1997年度243件 2 万

3 ， 202人 、 1 998年度233件 2 万4 ， 310人、 1999年度239件 2 万6 ， 744人、 2000年度236件 2 万5 ， 766

人、 2001年度239件 2 万7 ， 923人。

6 .  I人 と 防災未来セ ン タ ー」 が新 し い体験学習の場に
〔 団体観覧者の人数で 4 割、 間体数の 2 割が小 ・ 中 ・ 高校生〕

阪神 ・ 淡路大震災の教訓 を 伝承 し 、 全国 に発信す る 場 と し て 、 兵庫県が神 戸 市 中 央 区 の
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神戸東部副都心 に 建設 し た 「人 と 防災未来セ ン タ ー 」 の 第 1 期施設 「防災 未来館」 が2002

年 4 月 27 日 に 開館 し た ( 第 2 期施設 「 ひ と 未来館j は2003年 4 月 26 日 に 開館 ) 。 博物館的

機能、 防災 に 関 す る 研究、 人材の育成 と 幅広 い役割 を 持 つ 総合的 な 施設で、 震 災記念事業

の 中核 と な る も の だが、 小 ・ 中 ・ 高校生の 防災学習 の新た な 一大拠点 と し て 登場 し た 。

4 月 27 日 の オ ー プ ン か ら 2002年度末 ま で約 1 1 か 月 間 の初年震 の観覧者総数 は 25万6 ， 789

人。 1 日 平均870人 、 最高観覧者数 は 1 1 月 四 日 の2 ， 498人 (無料 開放 し た2003年 1 月 17 R の

3 ， 64 8人 を 除 く ) 。 曜 日 別 で は 、 日 曜 8 998人。 10月 、 1 1 月 は 1 日 平均 そ れぞれ1 ， 393人、 1 ， 394

人 と 突出 し て い る 。

10、 1 1 月 が突出 し た 数字 は 、 修学旅行 シ ー ズ ン を 示す も の で 、 事前予約 の 年 間観覧同体

は2 ， 587団体1 1万4 ， 672人。 そ の う ち 小 ・ 中 ・ 高校は 525校 と 団体数で は 約 2 割 を 占 め た が

人数は 4 万6 ， 650人 と 約 4 割 を 占 め た 。 同 セ ン タ ー の 当 初 か ら の 集客戦略 に 児童 ・ 生徒へ

の勧誘 を あ げて い たが、 成功 し た と い え そ う O

地域別 で は 近畿62% 、 東海 ・ 北陸15 % 、 関東 8 % 、 中 国 5 % 、 四 国 4 % 、 九 州、1 4 % 、 北

海道 ・ 東北 2 % 。 都道府県別 で は兵庫が 4 割弱。 次い で大i夜、 愛知、 京都、 滋 賀 、 和歌山

の月買 と な っ て い る O

兵産県の小 ・ 中 ・ 高校 は 、 約200校 ( 1 3 % ) 約 I 万4 ， 000人 だ っ た 。

〔迫力 あ る 震災再現の躍示、 映像。 兇重量 ・ 生徒に人気〕

] 期施設 「防災未来館」 は 7 階建 て 、 延べ床面積8 ， 200m' ( 2 期施設 「 ひ と 未来館」 も

7 階建 て 、 延べ床 面積 は I 万200m2) 0 1 、 2 期合 わ せ て 121信、円 (両施設 と も 各 関係機関

事務室等整備費 を 含 む ) の整備費が投 じ ら れた 。

1 期施設 「防災未来館」 に は 、 大震災 を 映像で伝 え る r 1 . 17 シ ア タ ー J ( 地震で倒壊す

る 住宅、 ピ ル や高速道路 の 姿 を 特殊撮影 や CG 映像で再現。 マ グ ニ チ ュ ー ド 7 . 3 の 地震動

で破壊 さ れ、 炎上す る 告の様子 を 不 定形多面体ス ク リ ー ン の映像や立体音響 シ ス テ ム で、

臨場感 あ ふ れ る 、 迫力 の あ る 困 而 を っ く り 出 し て い る ) 。 収容人員 1 50人、 上映時間約 7 分。

賠残 に破壊 さ れ た 街並 み を 実物大の ジ オ ラ マ模型で再現 し た 「震災直後の ま ち J (破壊

さ れた極限状態 の 告 を 展示 、 シ ョ ッ ク に 打 ち の め さ れ た被災者 と 同 じ状態 を 体感す る ) 。

「大震災 ホ ー ルJ (地震発生か ら 現在 に い た る 、 復 旧 ・ 復興過程の ド キ ュ メ ン ト 映像) 。

収容人員 150入、 上映時間約13分。

3 階 は 実物資料、 造型資料 に よ り 大震災の教訓 を 詳 し く 伝 え る た め 、 「震災 か ら の復興

を た ど る J r震災の記憶 を の こ すJ r震災か ら 学ぶJ r震災 を 語 り 継 ぐ」 の 4 コ ー ナ ー で構成。

ま た 、 畏示物 の 解説や そ れ に ま つ わ る 体験談等 を 携帯端末 に 表示す る 「バ ー コ ー ド ナ ピ ゲ ー

シ ョ ン シ ス テ ム 」 を f蒲 え て い る O

2 階 は 、 防災最先端拠点 と し て専 門 的情報 を 発信す る 場。 「 防災情報 コ ン テ ナ J r防災 ワ ー

ク シ ョ ッ プJ r防災靖報サ イ ト J r大型映像 コ ー ナ ー 」 な ど を 設 け て い る O

いずれ も 小学生で も 理解で き る 、 分か り や す い展示がほ と ん どで、 人 と 防災未来セ ン タ ー
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が小 ・ 中 ・ 高校生 の 防災学習 の 人気ス ポ ッ ト と な っ た 。

〔防災セ ミ ナ ー も 実施 。 小 ・ 中学生用 に学留 テ キ ス ト 〕

震災学宵 テ キ ス ト (人 と 防災未来セ ン タ ー
提供)

展示見学か ら 、 さ ら に 災害への学習 を 深 め た い と い う 要望が寄せ ら れ、 同体向 け に 同 セ

ン タ ー研究員 ら に よ る 「 妨 災 セ ミ ナ ー J が実施 さ れた 。 2002年度 は63 回 (約3 ， 500人)

施 し た が、 う ち 4 1 回 が小 ・ 中 ・ 高校。

受講者 の 階!習 に応 じ た解説、 講義が仔 え る よ う に 配慮 し 、 小 ・ 中 学生 に は 同 セ ン タ ー 独

自 編集 の 「震災学習 テ キ ス ト 」 を 提供 し て い る O 小学校低学年用 に は 、 イ ラ ス ト 中心 の 「 じ

し んがお き る と 」 、 小学校高学年用 に は平易 な 表記 に よ る 「地 し ん と し ん災 」 、 中学校吊 の

「地震 と 震災」 の 3 種類 を 製作、 活用 し て い る 。

ま た 、 こ れ ま での水害の態様 と は異 っ た都市水害 に 焦 点 を あ て 、 水害発生の 要因 、 水害

の種類、 防災 に つ い て解説 し た学宵 テ キ ス ト 「都市 と 水害」 を 2002年度 に 開発、 2003年度

か ら 活用 す る O

〔 セ ン タ ー 運営 に ボ ラ ン テ ィ ア が活躍〕

同 セ ン タ ー を 訪 れ る 小 ・ 中 ・ 高校生 に と っ て も っ と も 身近 な 存在が「運営 ボ、 ラ ン テ ィ ア 」

だ。 2002年度 は 143人 (男65入、 女78人) が登録 さ れ、 「展示解説員 J (83人) 、 「語 り 部J (21 

人) 、 「語学J (39人) の 3 つ の 場で活躍 し た 。

「展示解説員 J は 、 2 階の ワ ー ク シ ョ ッ プ コ ー ナ ー で、 修学旅行生 ら を 相 手 に 、 熱心 に

分か り 易 く 建 て 物 の 耐震構造、 免震装置、 液状化現象 な ど の 実験 を 行 っ た 。 3 階の展示 コ ー

ナ ー で は 、 バ ー コ ー ド ナ ピ ゲ ー タ ー の貸 し 出 し 、 返却 に対応 し 、 機器の故障や急、患 な ど非

常時 に も 機敏 に 活動 し た 。

「語 り 奇�J は 予 約 団体 に対 す る 1 階 ガ イ ダ ン ス ル ー ム での 「被災体験談J の語 り と 一般

観覧者に 対 し 3 階の 「震災 を 語 り 継 くコ コ ー ナ ー で の体験談や解説 に 当 た る O

「語 り 部」 に よ る 講話 は2002年 5 月 か ら 2003年 3 月 ま で に 958回 、 聴講者 は 4 万5 ， 479人

に の ぼっ た 。
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「語学」 は外国人 に対す る 英語、 中 国語、 韓国語な ど に よ る 施設案内 と 展示 解説 に 当 た っ

て い る 。

7 . 県災害対築セ ン タ 一見学者 が i 万人超 え る
( 1 万人 圏 に小学 4 年生。 記念品 を 贈 る 〕

全国 の l当 治体で初 め て の 災害対策専 門庁舎 と し て 、 2000年 8 月 に オ ー プ ン し た兵庫県災

害対策 セ ン タ ー (神戸市 中 央 沢 中 山手通) の見学者が2002年10月 紅 白 に 1 万 人 を 超 え た 。

こ の 日 訪 れ た 三 田 Ffi立 つ つ じ が 丘小学校 4 年生156人で 1 万人 を 突破 し た も の で、 青戸

謙…兵産県防災駄が児童全員 に 、 記念品 の非常食の ア ル フ ァ 化米、 緊急時 に 助 け を 呼ぶ ホ

イ ッ ス ル を 贈 っ た 。

災害対策セ ン タ ー は 地 !二 6 階、 地下 1 階。 坂神大震災規模の地震 に も 耐 え ら れ る 構造で、

非常用 電源装 置 な ど ラ イ フ ラ イ ン が途絶 し た場合の備 え も 充実 し て い る 。 見学者が l 万人

を 超 え る ま で に 、 海外か ら は 国連関係者や ト ル コ 、 イ ン ド な ど64 団体が訪れ た 。 ま た 、 国

内 で は 国 や県外 自 治体165団体を は じ め 、 県 内 の252団体が来館 し 合計48 1 äl 体 に の ぼ っ た 0

2001年度か ら は県庁の見学 コ ー ス に も 組み 入 れ ら れて い る 。

8 .  1蕗学擁行で震災学習、 体験交流。 出前語 り 部 も
( r援興 @ 長田」 への修学旅行受 け 入 れ体制拡充へ協議会〕

神戸 市 内 に 宿 泊 し た修学旅行 の小 ・ 中 ・ 高校生 は2001年 に 延べ 6 万5 ， 000人 を 超 え 、 前

の 1 . 6倍 に 急増 、 1989 年 の 集計 開始以来最高 と な っ た 。 震 災 の 体験学習 に 関心が集 ま っ

て い る も の で 、 2002年 も 6 万人 を 超 え 、 衰 え を 見せ な か っ た 。 4 月 に オ ー プ ン し た 「 人 と

防災未来セ ン タ ー 」 が新た な 目 的地 に 加 わ り 、 異人館告や南京町 な ど人気 ス ポ ッ ト と 合わ

せ、 震災学習 と 観光地巡 り の 両方が満足で き る 点が好評の よ う だ。

神戸 rfî長 田 区 は 大震災の最大の被災地の 1 つ で震災後、 修学旅行生の 訪 問 が絶 え な い が、

復興 ま ち づ く り や商自衛の取 り 組み を 見学す る 児童 ・ 生徒の 受 け 入 れ体制 を 拡充 し よ う と 、

窓 口 を 一本化 し 「神戸長田 コ ン ペ ン シ ョ ン 協議会」 を 2003年 4 月 1 日 に 設立 し た 。

長 田 地 医 で は こ れ ま で、 東北か ら 九州、| ま で延べ100校の修学旅行生 を 受 け 入 れ て き た 。

最近 は 東 海地震へ の 関心が高 ま り 、 静 岡 や 岐阜 な どか ら の 問 い合わせが増 え て お り 、 「野

田 北ふ る さ と ネ ッ ト J í御蔵 5 ・ 6 ・ 7 ま ち づ く り 協議会J í神戸 な がた TMOJ í く つ の ま

ち な がた神戸J の 4 団体が協議会設立へ動 い た 。

個 々 で 受 け 入 れ交渉 を 進め る と 希望校 と ス ケ ジ ュ ー ルが う ま く 組め な か っ た り す る た め 、

窓 口 を 一本化、 各組織へ希望 に そ っ て振 り 分け、 周 遊 性 を 持 たせ る 効果 も 期待 し て い る O

体験学習 は 震 災の 語 り 部や商市主 に復興 の 歩み を 聞 く イ ン タ ピ ュ 一 、 炊 き 出 し な ど。 震 災

当 時 、 実施に使 っ た ト レ ー ラ ー ハ ウ ス を使 つ て の宿泊 コ ー ス も あ る 。

修学旅行生 は 人 と 防災未来セ ン タ ー や淡路の震災記念公園 を 訪 れ た 際、 長 田 内 に 足 を
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延 ばす コ ー ス が 目 立つ と い う O 会長 に就任 し た 近畿 タ ク シ ー の森崎清登社長 は 「他の震災

関連施設 と も 連携 し 、 被災地の現在 を 発信す る 活動 を 強 め た い」 と 抱負 を 語っ て い る O

〔神戸市中央区の商j吉範へ岐阜の中学生〕

神戸市 中 央区 の 大 日 六商底傷 (28届) を 2002年 5 月 30 呂 、 岐阜県御嵩町a立向 陽 中 学校 3

年生180人が訪 れ た 。 生徒 た ち は復興 に 励 む 人々 に ふ れ、 た く ま し い 生 き 方 を 学 ぼ う と 同

商庖街 を 訪問 先 に 選 ん だ。 グ ル ー プ単位で各屈 を 回 り 、 商庖主か ら 庖舗 再 開 の 足取 り な ど

を 聞 き 、 被災地の現在 の 姿 を 学 ん だ。

同商Jí5街 は 交流事業 を 展 開 。 高齢者施設へ 「 出 張市場」 に 出 か け る な ど地域 と の ふ れ あ

い 事業 を 続 け て い る 。 自 主 た ち は 「つ ら い 、 つ ら い で は何 も 始 ま ら な い 。 失 っ た も の は大

き いが、 得 た も の も 大 き い。 今後 も イ ベ ン ト で盛 り 上 げ た し り と 語 り 、 生徒た ち は 「街 も

人 も 生 き 生 き し て い る J と 感心 し て い た 。

〔名古屋 の 中学生が神戸の 中学生の案内で被災体験問 く 〕

修学旅行で神戸 に や っ て き た 名 古屋市立上社 中 学校の 3 年生70人が2002年 6 月 13 日 、 神

戸市北 区 の 市立鴇台中学校の生徒の案内で、 震災学習 を 行 っ た。

両校の 生徒 は 人 と 防災未来セ ン タ ー を 見学 し た あ と 、 約 10人の グ ル ー プ に 分か れ、 11 カ

所 の被災者支援 の NGO (非政府組織) や ま ち づ く り 協議会 を 訪ね 、 被災体験 を 聞 い た 。

上社 中 の生徒 は 「震災の迫力 あ る 映像 を 未来 セ ン タ ー で見 た 直後 に 、 被 災 の話 を 聞 い た の

で生々 し く 感 じ た 。 東海地震が恐 く な っ た」 と 話 し た 。

案内 し た鴇台 中 の 生徒 も 小学 l 年生の 時 の体験 と あ っ て 記憶 は 薄 れ て い る O 「す ご、か っ

た ん だ な あ と 改め て 思 っ た」 と 語 り 、 と も に 学 ん だ、 こ と で妨災への 関心 を 深め た 。

こ の交流 は 上社中 の教諭がかつ て仮設住宅 に 泊 り 込 んで被災者の声 を 開 い た こ と があ り 、

!日知 を 通 じ て輯 台 中 と の 交流が実現 し た 。

〔名古屋の高校生 グルー プが復興住宅へ〕

名古屋の高校生 グ ル ー プが2002年 6 月 15 日 、 神戸 の復興住宅 な ど を 訪ね て被災者 と 交流

し た 。

グ ル ー プ は 震災夜後の 1995年 2 月 、 名 古屋市内 な どの公立、 私立高校約40校の生徒会で

結成 し た 。 毎 月 17 日 に 現在 も 街頭募金 を 行 い 、 こ れ ま で に 約2 ， 400万 円 を 被災遺児 ら の支

援 に あ て て き た 。 「被災 地 か ら 離れ て い て も で き る 範囲 で震 災 を 伝 え た い」 と 、 毎年 2 、

3 回 の ベ ー ス で神戸 を 訪ね 、 今回 は23人が参加 し た 。

須磨区 の 北須磨文化セ ン タ ー で は 、 近 く の復興住宅で暮 ら す高齢者 3 人が震災当 時 や 避

難所の様子 を 説明 し 、 「大地 震 に 備 え る 心がけ を 持 っ てJ と 呼 びか け た 。 生徒 た ち は 「思

い 出 し た く な い と い う 被災者 も 多 い が、 足 を 運ぶ こ と で少 し で も 元気 に な っ て も ら え た ら 」

と 話 し て い た。

〔芦膿の小学校が修学旅行の中学生 を 受 け 入れ 〕

児童 8 人 を 震災で失 っ た 芦屋市立精道小学校は2002年11 月 、 修学旅行 の 福 岡県柳川 市史
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蒲池 中 学校の 2 年生83人 を 受 け 入 れ、 防災学習 を 行 っ た 。

同小学校 6 年生 は 震災 当 時 ま だ幼児。 児童が当 時の記憶 を 伝 え る の は難 し く 、 教員 が 「語

り 部」 を 務 め た 。 「震災か ら 8 年。 学校の 周 囲 は き れい に な っ た が、 心 の傷 は ま だ癒 え て

い な い 。 8 年 間 の 苦 し み 、 悲 し み 、 喜 び を く み 取 っ て ほ し し り と 中学生 を 迎 え 入れ た 。

中学生は 3 つ の グ ル ー プ に 分かれて学習。 震災の ド キ ュ メ ン タ リ ー ピ デ オ を 視聴 し た 。

見終わ る と 女性教諭 は 黒 板 に 「 ト イ VJ の 文字 を 書い た 。 「避難所 に 食糧 は 山 の よ う に届

い た 。 本当 に 回 っ た の は ト イ レ だ、 っ た 。 排せつ物が山 と な り 、 本当 に ひ どか っ た 。 ど ん な

に お 金がかか っ て も 、 き れい な ト イ レ が必要」 と 説い た 。

防災資f-l室 に は 、 児童が復興の様子 な ど を 記録 し た壁新聞 な どが張 ら れて い る 。 当 時 l

年生の男児が 「明 日 は カ レ ー が食べ た し り と 円 記 に書 い た の に 、 次の朝 に は 亡 く な っ て い

た 悲 し い事実 を 知 っ た 。 震災後 に 再建 さ れた 新 し い街並み も 歩い て 回 っ た 。

中学生は 防災学習 後 に 「災害で命 を 失 う 無念 さ に 悲 し い気持 ち に な っ た。 し か し 、 助 け

合い の 大切 さ な ど、 勉強で き た こ と も い っ ぱい あ っ た」 と 話 し 、 小学校の教員 は 「被災者

の心の動 き を 中学生 に伝え た か っ た 。 中 学生が地元へ帰 り 、 震災の教訓 を 一 人 で も 多 く の

人 に伝 え て く れ れ ば」 と 希望 を 述べ て い た 。

〔 ボ ラ ン テ ィ ア 団体 '1 1 7J が県外へ 「出前語 り 部J )

大震災の体験 を 語 り 継 ぐ神戸市 の ボ ラ ン テ ィ ア 団体 「 グ ル ー プ117J が県外へ、 語 り 部

の 「出前」 を 始め て い る 。 2002年 9 月 に群馬県藤 岡市、 1 1 月 に 名 古屋市、 2003年 1 月 に 京

都市へ。

'117  J は 1999年 9 月 に結成、 月 1 同 の勉強会 を 重 ね 、 2000年 4 月 か ら 活動 を 始め た 。 40

歳代 か ら 70歳代 ま で の 男 女10人。 「神戸港震災 メ モ リ ア ルパ ー ク 」 な どで修学旅行生 に 体

験 を 語 っ て き た。 初 め て 県外 に 出 た の は2001年12 月 に 奈 良県大和郡山市。 そ の後、 大阪府

高槻市、 愛媛県東予市、 仙 台市 を 回 っ た 。

2002年11 月 12 日 は メ ン バ ー 3 人が名古屋市天 白 区 の市立久方 中 学校 を 訪れ、 大震災当 日

の恐怖や惨状 を 1 年生140人 に 語 り か け た 。 名 古屋市が東海地震の対策強化地域 に 指定 さ れ、

「総台学習」 の一環 と し て 同校が 「阪神大震災 ・ 語 り 部 と の交流」 を 企 画 、 '1 17J の訪問

と な っ た 。

倒壊 し た 自 宅か ら 自 )J で は い 出 し た経験 を 「 ゴー と い う 音 と と も に体が上 に 持 ち 上が り 、

F に 落 と さ れた 。 倒 れか け た 家 の ド ア に体当 た り し て外 に 出 た 。 夜が明 け て 目 の 当 た り に

し た街の'惨状 に 包 を 覆 う ばか り だ、 っ たJ と 語 り 、 高校 1 年 の長女 を 亡 く し た メ ン バー は 「娘

の 名前 を 呼ん で も 返事がな か っ た 。 近所の 人 に掘 り 出 し て も ら っ た ら ま だ布 団 を かぶ っ て

眠 っ て い る よ う だ、 っ た」 と 淡々 と 話 し た 。

l 年生 の ほ か保護者や地元消防署員 ら 約150人 も 参加 し 、 メ ン バー は 「大震災 は 二度 と

思 い 出 し た く な い 。 し か し 、 6 ， 400人が悔 し い思 い で 亡 く な っ た 。 助 か っ た 者が、 犠牲者

の代弁者 に な ら ね ば な ら な い 。 命 を 大切 に し て ほ し いJ と 訴 え た 。
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〔観光ガ イ ド ボ ラ ン テ ィ アが震災体験 を 加 え て案内〕

]R 三 〆 宮駅前 や 北野 異 人館街 を 中 心 に 神 戸 市 の 各所 を 観光 客 に 無料 ガ イ ド し て い る

NPO íKOBE 観光 ガ イ ド ボ ラ ン テ イ ア J (53人) が、 大震災の傷跡、が残 る 現場 を 自 ら の 震

災体験 を 交 え て案 内 す る 活動 を 2002年10月 か ら 始め た 。 被害の実態 と 教訓 を 次の世代 に伝

え よ う と い う 試み で、 全国 の 中学校 な ど若者 に利用 を 呼びか け て い る O

KOBE 観光 ガ イ ド ボ ラ ン テ ィ ア は2001年10月 に 結成 さ れた 。 神戸市 な どが行 っ た復興記

念事業 に協力 し て観光 ガ イ ド を 務 め た 市民 た ち が中 心 と な っ た。 2002年 5 月 に 「震災の 跡

地 を 案内 し て ほ し い 」 と い う 依頼が岐阜県御 嵩町立向陽 中 学校か ら 届 き 、 メ ン バ ー が コ ー

ス を 考 え た 。

そ し て 地盤 の液状化で波打 つ た 道路 や 、 地震で倒 れ た 時刻 を 示 し た ま ま 止 ま っ た時計の

モ ニ ュ メ ン ト 、 太い 鉄骨が ぐ に や り と 曲 がっ た 阪神 高速道路の橋脚跡、 崩 れ落 ち た神戸港

の岸壁 な ど を 約 1 時 間 か け て案内 し た 。 後 日 、 向 陽 中 の生徒か ら 「 自 然の 力 に 驚 い た」

災 で 芽生 え た 助 け合い の心 を 知 っ た」 と い う 手紙 を も ら い 、 「次代 を 担 う 若 者 た ち に 震 災

の 実態 を 伝 え る こ と の大切 さ を 感 じ たJ こ と が き っ か け と な り 、 「震災学習」 と 名 づ け た

無料の被災地 ガ イ ド を 活動 に加 え た 。 公援活動 と し て市の助成 も 受け て い る O

コ ー ス は 向 陽 中 の生徒 を 案内 し た の と 同 じ 1 時間 コ ー ス と 、 市役所展望 ロ ビー か ら の市

街地一望 を 加 え た 2 時 間 コ ー ス の 2 種類。 被災体験 な どか ら 選ん だ メ ン バ ー 約20人 が ガ イ

ド す る O 約2 ， 000部のパ ン フ レ ッ ト を 旅行社や 問 い合わせの あ っ た 学校 に 配 っ た 。

9 . 防災学習 に さ ま ざ ま な 工夫
〔津名 ・ 一宮町で CD-ROM に麗災資料 を 収錦〕

大震災の被災地 ・ 津名 郡一宮町で、 小 ・ 中 学校の 訪災教育担当 者や小学生 ら が、 町の被

災状況 な ど を 文書 や 写真 を 記録 し た CD-ROM を 作 製 し 、 授業で活用 し て い る O 震 災資料

の散逸 を 防 ぐ と と も に 、 震災 を 知 ら な い世代 の子 ど も た ち に 町 の復興の歴 史や教訓 を 受 け

継い で も ら お う と い う 試 み だ 。

CD-ROM は 「 一宮町震災関連資料J o 町内 7 つ の小 ・ 中 学校の 防災教育担 当教員 ら で つ

く る 町妨災教育担当 者会が2001年 7 月 か ら 、 各学校や 町役場 な ど に 保管 さ れ た 資料 を 半年

がか り で収集 し 、 2002年 1 月 に 完成 さ せて 、 町 内 各校 に 配布 し た。

CDωROM に は 、 木造家屋が倒 壊 し た 住 宅 地 や がれ き の 中 で復興 に励 む 町民 ら の 姿 を 収

め た 写真、 上空のへ 1) か ら 町 の 復興 を 継続 し て 追 っ た 空撮写真、 全 国 か ら 寄せ ら れた 励 ま

し の手紙 な ど数百点が収録 さ れ て い る O 最 も 被害が大 き か っ た 同 町郡家地区 の郡家小学校

の児童が、 地元商庖街の庖 主 ら に復興状況 を イ ン タ ピ、 ユ ー し た時 の 記録 も �又め ら れて い る O

同 町 の 多安 小 学校 で は 2002年度 に 、 地域の�史 を 調べ る 3 年生の授業で CD-ROM を 活

用 し た 。 児童 は 幼 い と き の震災の記憶があ ま り な い場合があ り 、 自 分の 育 っ た 地域で起 き

た 大震災 や そ の 後の復興 を 再認識 し て い る と い う O
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〔小学生が 「防災マ ッ プ」 づ く り で地域交流〕

西宮市立北夙小学校の 3 年 生 は 2003年 1 月 、 校 区 内 を 歩 い て 、 地域の 人か ら 震災 当 時 を

取材 し な が ら 「訪災マ ッ プ」 を 作 っ た 。

模造紙 に描 い た 地 図 に 危険個所や安全 な 避難場所 を 色分 け し 、 「 窓 ガ ラ ス が割 れ る か ら

大 き な 建 て物 の 近 く に行か な いJ r瓦が落 ち て く る か も 知 れ な いJ r 自 動販売機が侮 れ る 」

な どの説明 を つ け た 。 3 年生の大半 は震災 を 覚 え て い な い 。 マ ッ プ作 り で 「 自 分た ち の 町

に こ ん な に 危 な い 場所があ っ た な ん て」 と び、 っ く り し て い た。

学校側 は 「地域 の 人か ら 体験 を 開 き 、 親 し く な れた こ と が収穫。

ど も を 守 る 意識 に つ ながれば」 と 話 し て い る O

〔総合学習 で防災教膏。 中学生が放水体験〕

に j現 ら ず、 地域で

篠 山市立篠 山 東 中 学校は2002年 8 月 3 日 、 地域 と 連携 し た 「総合学習」 の 中 で、 全校生

徒268人が防災教育 の 一環 と し て 地元消防団員 ら の指導 を 受 け消火訓練 を 学 ん だ。

向 中 学校区 内 の 5 地 に 分か れ、 各地区消訪äJか ら ポ ン プ操作や ホ ー ス の締結、 放水、

片付 け な ど一連の消火手)11買 に つ い て教 わ っ た 。 司11練の 前 に は 白 宅近 く の消火栓の位置 を 確

認す る 学習 な ど に 取 り 組 ん だ。

10 . 中学 ・ 高校生の 防災学習交流
〔防災 ワ ー ク シ ョ ッ プに 中学 ・ 高校生が参加〕

阪神大震災 を 教訓 に 、 全 国 の 白 治体や 市民団体が防災対策 を 話 し 合 う 「安全 ・ 安心 ま ち

づ く り ワ ー ク シ ョ ッ プJ ( 1可 実行委員 会主催) が2002年 1 1 月 16、 1口7 の 両 日 、 東 京 . 板橋 [;{疋
の 区 iL志木村村J命第 三 中 宇学:校で

イ パ ル の 知恵J r紡災 コ ミ ユ ニ テ イ 一 J な ど]叩O分科会で意 見 を 交 わ し た O 神 戸 市 か ら は 市

危機管理2室主 の ほ か、 被災地 NGO 協働 セ ン タ ー 、 西区桜がE防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ ー な ど

が参加 し た 。

「防災教育」 分科会 に は 、 i県史舞子高校環境防災科 1 年生 の 女子 3 人が 「全国 唯 一 の 学

科 と し て週 2 時 間 、 防災の授業 を 受 け て い る 」 と 説明 し た 。

神戸市 中央 区 の 東 川 崎 防災 ジ ュ ニ ア チ ー ム の メ ン バー 2 人 は 「小型動力 ポ ン プ訓練や市

民救命士講習 会 に 参加 し て技能習 得 に 励 ん で い る 」 と 活動 を 報告 し た 。 参加者の 一部 は 会

場の 中 学校 に 「避難所体験」 を 兼ね て宿泊、 交流 を 深 め た 。

( r防災のつ ど‘い」 でパネルヂ イ ス カ ッ シ ョ ン 〕

9 月 I 口 の 防災の 日 を 前 に 、 神戸市消 防局が2002年 8 月 31 日 、 神戸市長 田 区 の ピ フ レ ホ ー

ル で 「 拐 災の っ とミい」 を 開 い た 。 中 学 ・ 高校で防災活動 に 叡 り 組 ん で い る 生徒 ら に よ る パ

ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン があ り 、 約300人が耳 を 傾 け た 。

1997年 か ら 開 か れ、 2002年 の テ ー マ は 「地域で活躍す る 若者 た ち J o 兵庫 区 の 市立須佐

野 中学校の 生徒 た ち が、 校 区 内 の毎興住宅の災害救助訓 練 に協力 し た例 を 紹 介 し た。
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パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン に は 、 環境防災科 を 新設 し た 県立舞子高校な どか ら 5 人の生徒

が参加。 授業や ク ラ ブ活動 を 通 じ た 防災への取 り 組み や 、 阪神大震災の 経験 に つ い て 話 し

合 っ た 。 須磨 区 の市立須磨 北 中 学校 ジ ュ ニ ア 防 災部の 3 年生 は 「校区内 に 1 人暮 ら し の高

齢者が多 い の で、 災害の と き は 中 学生 も 救助 を 手伝 い た し り と 語 っ た 。

コ ー デ イ ネ ー タ ー を 務め た重1 1 1希志依富士常葉大学助教授 は 「神戸 の 若 者 た ち が防災 を

通 じ て 知 り 合 う ネ ッ ト ワ ー ク を 作 っ て み て は」 と 神戸市消防局 に提案 し た 。

〔神戸 と 静岡の 中学生が地震防災 で すV 会議〕

販神大震災 を 経験 し た神戸市灘 区 の 市立長峰 中 学校 2 年生児人 と 東海地震 の危険が指摘

さ れて い る 静岡市立大里 中 学校の 2 年生39人が2002年10月 5 日 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の テ レ ピ

会議 シ ス テ ム を 使 っ て 意見交換す る 「地震防災サ ミ ッ ト 200む を 行 っ た 。

両校 と も 「総合学習」 の 時 需 を 利 用 し て 準備 を 進 め て き た。 長 峰 中 は IT (情報技術)

を 活用 す る 丈部科学省 の 「学校イ ン タ ー ネ ッ ト 」 実践校で、 70 イ ン チ の 大 型 テ レ ビ な どが

置かれて い る 。

長峰中 は 「学校周辺で、民家 の倒壊が相 次 ぎ 、 多 く の 人が亡 く な っ たJ r ラ ジ オ や ろ う そ

く が役 に 立 っ た J r避難所 で は 中学生 も 物資運搬の手伝い を し た」 と 震災体験 を 語 り 、 「神

戸 で は も う 二度 と 大震災 は な い だ ろ う と 気がゆ る んで い る 人 も い る O 気 を つ け た いJ と 戒

め た 。

大里 中 か ら は 「最低 3 日 分の 水 と 非常食 を 用 意す る J r地域 の 防 災設備 を 調べ て お く 」

な ど地震への備 え を 報告、 地震時 に 中 学生がで き る こ と と し て 布 に よ る 止血 、 バケ ツ リ レ ー

の手伝い な ど を 挙げた。

長峰 中 か ら 「家具の 固 定 な ど安全対策 を し て い る か」 と 質問 し た と こ ろ 、 大里中 の生徒

の 約半数が 「 し て い る 」 と 答 え 、 長蜂中 の生徒がびっ く り す る 一幕 も あ っ た。

1 1 . 神戸市教委 が中学生の 「市民救命士」 講習
(2002年度は37校に広が る 〕

「市民救命士」 は神戸市消 防局が大震 災 を 教訓 に 、 救命体制 を 拡充す る の が狙い 。 震災

で は死者の 7 割が発生30分tj、内 に死亡 し た た め 、 身 近 な と こ ろ に紋命技術 を 持つ 人材 を 育

て る こ と に な っ た。 消 防庁が1993年 に 定め た 人工呼吸 な ど の 「普通救命 講 習 J ( 3 時 間 )

の修了者 を 独 自 に市民救命士 と 名づけ た 。

2001 年 6 月 、 市教委 に 「総合学習 」 へ の 導入 を 打診 し 、 市教委 も 「被 災地 に ふ さ わ し い

学習」 と 応 じ て l 年生 を 対象 に 13校で試験実施、 2002年 度 は 市立 中 学82校 の う ち 37校 に広

カすっ た 。

市消防局 と 連擁 し て イ ン ス ト ラ ク タ ー 資格 を 持つ 消 防署員 や 同 局 が養成 し た 「神戸市民

救急ボ ラ ン テ イ ア 180人が講習 を 支 え て い る O 人形な ど を 使 っ て 心蹄蘇生法、 けがな どの

応急処置法、 人工呼吸や 心臓マ ッ サ ー ジ、 1 mtJ上 あ る 三角 布 を 使 っ た傷の手当 て の指導
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を 受 け て い る O

2003年度 は 50校 を 予定 し て い る 。

く参考文献〉
「新た な防災教育の充実に向けて- 8 年 目 の取組」 兵庫県教育委員会 2003年 3 月
「阪神 ・ 淡路大震災記念 人 と 防災未来セ ン タ 一 平成14年度年次報告書」 人 と 防災未来セ ン タ ー 2002:fj三 3 月
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I ji�点字校防災体制ゐ整備 と 機能の充実

大 き な 災害が起 き る と 、 学校は真 っ 先 に頼 り に さ れ る 場所 の 一 つ で あ る O 住民 に 安心 と

安全 を 与 え ら れ る 最大 の 施設だか ら だ。

一方、 平時 に お い て は 、 災 害 に備 え る 坊災教育の 実践の場であ る O

寂神大震災で は学校は避難所 に な っ た が、 事前の訓練 も 、 十分な 備 え も な く 、 半 ば 自 然

発生的 に被災地の最 重要拠点 に な っ て し ま っ た 。

重 要 な 役割 を 果た し 、 大 き な 成果 を あ げた も の の 、 混乱ぶ り も 収拾の つ か な い も の と な

り 、 教職員へ の 過度の 負 担 を 強 い て 、 精神 的 ・ 肉体的 な 疲労 は 極 限 に 達 し た 。 こ の大震災

か ら 得 た 教訓 を も と に 生 ま れた 「新た な 震災教育J は学校防災体制 の整備 と 機能の充実 を

強 く 求め て い る O

施設の耐震強化は も ち ろ ん、 学校独 自 の 災害対応マ ニ ュ ア ル の 策定、 避 難所連営体制 の

確立 な ど学校防災体制づ く り は 5 年 目 と な り 、 地域や市阿部局 と の連携 に よ る 推進 を最 大

の 課題 に 掲 げて い る 。 地 区 単位 、 南町単位、 学校単位 の 訪 災教育推進連絡会議 を き め細 か

く 重ね る 努力 が続け ら れて い る 。

2002年度 も 前年 ま で と 同様の京 り 組みが行 わ れ た が、 学校防災訓練へ の住民参加、 市町

主擢の訪災訓練へ の 学校参加、 避難所開設訓練、 学校施設の 防 災対策 な ど多 く の 課題が残

さ れて い る O

(防災教育実態調査の結来は本節 と 第六節 「新た な 防災教育の実践」 と に分けて詳述)

1 .  2002年度防災教青実態調査か ら ( そ の 2 ) 

調査校数ニ小学校836校、 中 学校363校、 高校191校、 育 ・ 聾 ・ 養護学校40校、 合計1 ， 430

校

上 防災 (避難) 訓練の実施状況

校内研修会で最 も 取 り 上 げ ら れ て い る 妨災訓練で、 そ の充実ぶ り が う か が え る 調査結果

が出 て い る O 災害時 に 学校が果 た すべ き 役割 を 考 え た と き 、 地域 と 連携 し た 防災訓練の実

施が望 ま れる O 消 妨 署 な ど関係機関 に と ど ま ら ず、 保護者や地域住民、 自 主防災組織 な ど

と の連携 を 視野 に 入 れ る と と も に 、 児童 ・ 生徒が災害時 に 果 たせ る 役割 を 想定す る な ど、

積極的 な 地域への働 き か けが期待 さ れて い る O

2002年 1 月 19 日 の養父 町立広谷小学校での 「避難所開設訓練」 は 、 学校 と 防災部局 と が

連携 し 、 地域住民が参加す る 中 で 実施 さ れ た 。 地震 と そ の後 の 火災 を 想定 し 、 児童 の避難

後、 保護者や子 ど も た ち に よ る 消火活動、 自 主 防災組織が参加 し た通学路の安全点検 な ど

も 行 わ れた 。
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( 1 )  防災訓練の実施囲数

実施 回数の傾 向 は例年 どお り で、 小学校 は年 3 回 (学期 に 1 凶) が圧倒 的 に 多 い 。 中 学

校 は 年 2 回 が半数、 高校は年 I 回 と 2 田 が ほ ぼ同数で合計す る と ほ ぼ 9 割。 盲 ・ 聾 ・ 養護

学校 は 年 3 回 が半数近 い 。

(表13) 紡災訓練の実施回数

口2001年度実施回数 (年間回数)

口2002年度実施回数 (年間回数)
「 一一 ー「ーー一一一一一一一→一一一

5 冊 以 i

学 校

( 2 )  妨災訓練の実施内容

中 学 校

1 9T:支 1
5 校 12 . 5% i 
3 i交 7 . 5川

2 
(兵庫県教育委員会)

訓練の実施内容 は どの校種 も 火災が最 も 多 く 、 地震 は 2 番 目 O 最 近 は 南海地震への備 え

が叫ばれ、 地震 に は津波の想定 も 含む学校が増 え て い る 。

3 番 目 に 多 い の は地震 と 火災 を 組み合わせた総合訓練。 年 2 回 実施が多 い 中 学 ・ 高校で

(友14) 妨災訓練の実施内容
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口2002年度実施内容

(兵庫県教育委員会)

は 総合訓練の比率が高 い が、 小学校で も 総合訓練が重視 さ れて い る O

地域の 災害 に学ぶ点 か ら 風水害、 地すべ り 、 雪 害 な ど を 取 り 上 げ る 学校 が増 え た り 、 避

難所開設訓練 を 行 う と こ ろ も 目 立 つ よ う に な っ た。

( 3 )  防災訓練の参加者

小 ・ 中 学校で は 、 児童 ・ 生徒だ け の 参加 は 減 る 傾 向 が続い て い る が、 比 率 は 高い 。 一方、

(表1 5) 防災訓練の参加者

口2001年度参加者

口2002年度参加者
富 ・ 聾 - 養護学校

50 . 39も

回
2

0
3

一6
1

5
i

吹%一1

%

地け
1

減一
4

0
4 

校

校
校 ω

1

iO
0
0 

O
0{

0
}% 

% 
% 

% 

6 
(兵庫県教育委員会)
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関係機 関 や 保護者 と 連携 し な が ら の訓練は増 え て い る 。

高校 は ず っ と 生徒 だ け の訓練 よ り 、 関係機 関 と の連携訓練が多 く 、 中 学校 も 小学校 に 比

べ る と 多い 。 校 区 の 広 い こ と が、 参加者 を 集め る の に影響 し て い る よ う だ。

( 4 )紡災割i糠の想定場商

想定場面は 「授業 中 」 が どの校種で も 圧倒 的 だ。 小学校で は 「休憩 時 間」 の 想定 も 70 %

を 超 え る O 「登下校 中」 な ど工夫 を こ ら す場合 も あ る 。

こ の傾 向 は こ の 5 年 間全 く 同 じ だが、 年 3 回 の 多 い小学校の方が想定場面 を 増 や し て い

る よ う だ。

(表16) 防災訓練の想定場面

白200] 年度想定場溜

口2002:4'度想定場面

( 5 )  保護者への引 き 渡 し 訓練

(兵庫県教育委員会)

2002年度 は小学校59 . 4 % 、 中 学校6 . 1 % 、 高校 0 % 、 富 ・ 聾 ・ 養護学校5 . 0% 。

小学校 は 年 々 増加 し 、 前年 ま で増 え た 中 学校 は 2002年震 に 減少 し 、 高校は ゼ ロ に な っ て

し ま っ た 。

校 区 の 広 さ の 問題 も あ る が、 大人並 み の 体力 、 行動力 の あ る 高校生 と 、 幼 い小学生 と で

は取 り 組み に 大 き な 差が出 る の は 当 然 と い え そ う だ。

( 6 )  防災訓練の事前 ・ 事後指導

全校種 と も 「事前J の指導の 方が盛 ん な よ う だ。 実施要項 を 作成 し 、 共通理解 を 図 り 、

次 に訓練の意義や行動面の指導 を 行 っ て い る O 特 に 指導 を 行わ な い学校 も あ る 。
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事後 は教職員 で反省 会 を 聞 き 、 課題 を 整理す る こ と と 、 目 標 どお り 行動 で き た か点検す

る の が一般的だ。 特 に指導 を 行 わ な い の は事後の方が多 い 。

E5 ・ 墾 ・
37校
15校
2 校
22校
19校
71交

89 . 5% 
45 . 5 %  

47 . 1  % 
25 . 7% 
3 . 1  % 

高 等 学 校
一一一一一γ一一一一一一
171校 lー一一一一一-t
87t:支 |一一一ー一一一4
6 校 i
49校 J一一一一一一一寸
90校 l一一一一-+
59校 ;

十交
97 . 0% 
73 . 4%  I 

65 . 9% 
75 . 7 %  

1 1 . 6% 

(表17) 防災訓練の事前 ・ 事後指導

口2001年度事前事後指導
学

山一
昨一
劃
町一
昨一
叫

施 要 項 {乍
練 の 窓 義

ト特 に 指 導 な 一
教 職 員 で 反 省
め あ て 通 り か
特 に 指 導 な

し

3ミ
ilJll 

30 . 9 %  1 1 . 8 %  し !

口2002年度事前事後指導
小 学 校 中 学 校 高 等 学 校 自 ・ 聾 瓦"文-，-.'，人

実 施 要 項 作 814校 | 97 . 4 %  344t:交 l 94 . 8 %  176t:交 | 92 . 1  % 37校
訓 練 の 意 義 6351交 l 76 . 0 %  219校 ; 60 . 3 %  89校 l 46 . 6 %  1 5校 37 . 5% 
特 に 指 導 な し 98+支 l 1 1 . 7% i 26校 i 7 . 2% 9 t:交 ; 4 . 7% 3 校 i 7 . 5% 

168校 53t:交 l 25校 ;教 職 員 で 反 省 610校 ; 73 . 0% 46 . 3 %  I 27 . 7% 62 . 5% 巨 て 通 り カ 655校 | 78 . 3 %  I 229校 ; 63 . 1% 104校 : 54 . 5% 18校 l 45 . 0 %  
指 導 な し 85校 l 1 0 . 2%  I 63校 1 7 . 4 %  51校 | 26 . 7% 71交 ; 1 7 . 5 %  

(兵!東L早教育委員会)

(7) 前年度の防災訓錬 と 比べ見直 し た点

小学校 は 「 時 間 帯や場面想定J ，.保護者 ・ 地域 と の 連携J ，.事前 ・ 事後指導の充実」 の)11員。

中 学 ・ 高校は 「事前 ・ 事後の指導J ，.時間帯や場面想定」 と 逆転 し 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校は 「障

害児童 ・ 生徒への対応」 が当然 な が ら 最上位。

「避難経路J ，.消火の実体験J ，.保護者 ・ 地域 と の 連携」 な どは小 ・ 中 ・ 高校 ご と に 、 校
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校= 寸ーーァー
7lf交一一一一→

128校 :一一~一-'
991交

101校
88校
竺竺i
m校 |一一一一一一一「
70才交 ; 

中
1 5 . 0 %  

30 . 9 %  
34 . 6% 

4 5 . 5 %  
29 . 3% 
27 . 4 %  
22 . 7 %  

校
想 定 災 害 の 種 別
時 間 帯 や 場 関 設 定

経 路

(表18)



区 の広 さ 、 - 生徒の体力 、 体格、 行動力 な ど成長の度合い な どか ら さ ま ざ ま に 力 点 が

変 わ っ て い る 。

「予告 な し の実施」 は前年 に比べ小学校 と 高校が減 り 、 中 学校 と 盲 ・ 聾 ・ 養護学校 は 増

え た。

2 . 学校防災体制の整備状況

学校訪災体制 は 、 大震災当 時 は 避難所 と な っ た 学校の状況や学校再 開 ま で の苦労な どか

ら 、 災害時への対応 と し て整備が進め ら れて い る 。

学校独 自 の 「jL害対応マ ニ ュ ア ル」 の 整備が進 み 、 防災教育研11多会の効果 も 現れて い る O

現在、 さ ら に 求め ら れて い る の は 、 災害時 に避難所運常 な ど を 担 当 す る 市 町部局 と の 連携

を 進 め る こ と であ る 。 学校の災害対!必マ ニ ュ ア ル と 市町の地域防災計画i な ど と 整合性 を 図

る な ど緊密 な 連携が望 ま れて い る O そ の た め に は学校 と 市町防災担当 者 と の 連絡会議 の 開

催率 の 向上 が急務 と さ れ る O

「児童 ・ 生徒の安全確保」 は学校 に 課せ ら れた大 き な役割で、 学校施設の 防災対策 は ま

だ十分 と は い え な い状況 に あ り 、 自 々 の安全点検 と と も に 、 急速 に措置 を す る 必要があ る 。

( 1 )  学校独 自 の 「災害対応マニ ュ ア)VJ を 作成 し て い る か

小学校81 . 5% 、 中 学校78 . 8% 、 高校66 . 0% 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校67 . 5% 。 全校種 と も 作成

率が前年 よ り lül l�. し た 。 作成率が高 か っ た小、 中 学校 は微増 だが、 高校 と 盲 ・ 聾 ・ 養護学

校 は か な り 増加 し た 。

今後の課題 は 地区 間 の 防災教育推進連絡会議での協議結果 の 反映、 市 町 の 防 災計画、 避

難所運営マ ニ ュ ア ル と の 整合性 を 凶 る こ と で、 実効性 を い か に 高 め る か、 市 町 、 地域 と の

連携の重要性 を ど う 盛 り 込み 、 常 に学校の マ ニ ュ ア ル の見直 し を 進め る こ と が重要 と さ れ

て い る O

( 2 )  学校は災害時の避難所に 指定 さ れ て い る か

小学校99 . 0 % 、 中 学校96 . 1 % 、 高校65 . 4 % 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校20 . 0 % 。

前年 よ り 小学校 は 1 校減、 中学校は 9 校減、 高校は 7 校増、 宮 ・ 聾 ・ 養護学校 は I 校減。

(3) 市町防災部馬の担道者 を知 っ て い る か

避難所指定校 を 分母 と し て 、 小学校72 . 0% 、 中 学校66 . 8% 、 高校70 . 4 % 、 盲 ・ 聾 ・ 養護

学校62 . 5% 。

前年 よ り 、 小学校 と 高校 は 知 っ て い る 学校が増 え た が、 中 学校 と 盲 ・ 聾 ・ 養護学校 は 減 っ

た 。
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( 4 )  学校ご と の市町部題連絡会議は 開催 さ れ た か

避難所指定校 を 分母 と し て 、 小学校32 . 7 % 、 中 学校26 . 6% 、 高校18 . 4 % 、 盲 ・ 聾 ・ 養護

学校12 . 5 % 。

前年 に比べ、 小学校 を 除い て 、 他校種は増 え た 。 1999年度か ら 始 ま っ た 市町防災部局 、

教育委 員 会、 学校の 三者連絡会議が強化 さ れた 成果 と い え る 。

( 5 )  避難所の学校の鍵 を 開 け る 人 は 決 ま っ て い る か

小学校86 . 5 % 、 中 学校76 . 0 % 、 高校61 . 3 % 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校67 . 5 % 。

小学校 を 除い て他校種は前年 よ り 減 っ た 。

( 6 )  避難所 と し て開放す る 学校施設を 明確 に し て い る か

小学校88 . 9 % 、 中 学校81 . 5 % 、 高校60 . 7 % 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校35 . 0% 。

(兵庫県教育委員会)

授業再開 に備 え て 、 校長室、 職 員 室 な ど は絶対 に確保 し て お か ね ばな ら な い 。 開放で き

な い場所 を 明確 に し 、 平時か ら 市 町防災部局 、 自 主防災組織や地域住民 に 周 知徹底 し て お

か ね ばな ら な い 。

( 7 )  開放す る施設の順位 を 決め て い る か

開放場所 を 明確 に し て い る 学校 を 分母 に し て 、 小学校89 . 6% 、 中 学校84 . 8% 、 高校89 . 7% 、

盲 ・ 聾 ・ 養護学校85 . 7%。

全校種 と も 決定率 は か な り 向上 し て い る O

( 8 ) 教職員の避難所支援班は組織 さ れ て い る か

小学校64 . 6 % 、 中 学校40 . 3 % 、 高校60 . 7% 、 青 ・ 聾 ・ 養護学校15 . 0% 。

全校種 と も 前年 を 下 回 っ て い る 。 災害発生時 に児童 ・ 生徒の安全確保 と 授業再開の準備

で多忙 を 極め る I}I で 、 避難所対策 は あ ら か じ め 強化 し て お く 必要があ る 。

( 9 )  学校 に 防災倉麗 ま た は備蓄倉庫が設置 さ れ て い る か

小学校41 . 4 % 、 中 学校20 . 9 % 、 高校7 . 9% 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校2 . 5% 。
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市町の 地域防災計画 に よ っ て設け ら れ る 場合が多い が、 前 年 に よ七べ、 小学校以外は減少

し た。

2 . 学校防災機能の充実
(2002年度の市町立学校の耐震補強は36校〕

2002年度の 市町立学校の 「鮒震補強」 は 8 市15軒で36校 (小学校23校、 中 学校13校) 0 r太

楊光発電」 は 2 市 2 町で 5 校 (小学校 3 校、 中 学校 2 校) と な っ て い る 。

1996年浸 か ら 「 国庫禎助等該当事業」 と し て耐震補強 、 備蓄倉産 、 シ ャ ワ 一 室整錦、 プ ー

ル整備、 防災広場、 太陽光発電 な ど 6 つ の 整備が続け ら れて い る 。

一方、 市町単独で学校施設の 防災対策 も 進め ら れて い る 。

実施率 は 、 小 、 中 学校で 「 テ レ ビ の 転倒 防止ベ ル ト J r棚 や ロ ッ カ ー の 国 定」 の)1頂。 高

校 は 「棚や ロ ッ カ ー の 固定J 70% を 超 え 、 「 テ レ ピの転倒防止ベル ト 」 を は る か に k 回 る O

「 ガ ラ ス 飛散防止措置」 は小、 中 、 高校 と も 低率 な の に対 し 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校が半 数 を

超 え 、 学校の性格 を 反映 し て い る O

(表20) 学校施設の防災対策 (2002年 5 月 現在)

小 学 校 l 中 学 校 高 等 学 校 :…
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38 . 8%  I 95校 49 . 7%
34 4% I 135校 ;
2 . 8%  I 46校 24 . 1% 

1 3 . 3%  65校 1 7 . 9% 15校 7 . 9%

3 . 学校の 耐震化
〔兵庫県内公立小、 中学校の樹震化は43 % 、 診新実施は29 % J

兵庫県教委 は学校の安全確保 の た め 「地震訪災緊急、五 ヵ 年計画」 を 策定 し 、 2001 2005 

年度 に 、 小 、 中 学校2641交の耐震補強や改 築 を 市 町教委 に 求め て い る O 国庫補助 は校舎で

2 分の l 、 体育館で 3 分の l 。

2002年 4 月 現在 の 「耐震化率」 は43 . 1 % 。 小学校が3 ， 781棟 の う ち 1 ， 641棟 (43 . 4 % ) 、

中 学校が2 ， 044棟の う ち 828f東 (40 . 5 % ) と な っ て い る O

地区別 で は 淡路 が53 . 8 % 、 中播磨が57 . 1 % 、 阪神南25 . 0% 、 西播磨48 . 5% な ど地域差が

あ る 。

補強工事 の 前 に 必 要 な 「耐震診断率」 は 29 . 4 % 。 小 学校778棟 (30 . 3 % ) 、 中 学校390棟

(27 . 7 % )  0 

こ れ も 地域差が大 き く 、 中 播磨64 . 5% 、 東播磨32 . 5 % に対 し 、 神戸5 . 9 % 、 阪神北15 . 9%

と 実施ずみ と 未実施の差が 目 立 っ て い る 。 県教委は 「被災地 は校舎の再建や修繕 に 追 わ れ、
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(表21 ) 市町立学校 の防災機能整備状況 ( 国 庫補助等該当事業)

整 備 内 年 度 2000 年 度
地震補強 22校、 中 1 2i交 計36校 幼 2 圏 、小 川校、 中 1 1校 言1'27校(耐震補強) 神戸rtî 1 校 鈴蘭合中 ; 神戸市 1 校 J:j，[以小柱、 壁等の補強や場設 妓路市 15校 太市小外 旅路市 12校 野Ijl小外な ど耐震性能の向上を 洲本市 2 校 洲本第一小外 明石市 1 校 朝霧中図る工事 加古川市 3 校 乎同小外 洲本市 l 校 大野小高砂市 l 校 高砂小 高砂市 l 校 高砂小

補助率 社 団耳 2 校 福田小外 滝野町 1 校 滝野中小中学校校舎 112 滝野町 1 校 滝野中 東条町 1 校 東条中大規模改造での耐震 東条町 2 1交 東条中外 伊丹市 1 校 荻野小補強 1/3 稲美町 2 校 天満小外 三木市 1 校 緑が丘命中二 日 月 町 1 校 三 日 月小 古川町 1 校 古川 中村岡町 1 校 兎塚小 山崎町 1 校 山崎小三原町 1 t交 複列小 j昆泉町 1 校 熊谷小伊丹市 l 校 荻野小 一宮町 (ì.f;名) 1 校 郡家小三木市 l 校 緑が丘中青;ts.町 1 校 佐治小1 校 春 日 中
2 備蓄倉庫
ク ラ ブハ ウ ス 棄さ備事業 ; 高砂市 l 校 荒井小の中で実施 ; 

i附責土曜ぅOm2)
j 宇品助率 113 
1 3 ::- ャ ワ 一室整備 川、 2 校、 中 1 校
l ク ラ ブノ ウ ス 事実備事業 | 神戸市 1 校 住吉中同 : 中で割高 | 明石市 1 校 大久保南小高砂市 1 校 荒井小
け車効率 1/3 

I 4 プール繋儲 ! 小 6 t交
川 ût震型及び浄水機能付 | 尼崎市イ ールの整備 l 高砂市
I 補助'l� 113 青垣町
1緊急、 5 か年計 画上の | 春 日 町浄水Jà'l1l2)

3 校 難波小外1 校 曽根小 (耐震)l 校 佐治小 (耐震)1 校 進修小 (浄水)
5 町場 整備実績な し
屋外潔境整備事業の巾で実施防災緑地等の事長傍
補助率 1/3 
6 太陽光発電 整備実績な し
ソ ー ラ ーシステムの導入

三原町 1 校 三原中村岡町 1 闘 う づか幼春 日 目I 1 校 春 B 中
計 1 校 | 整備実績な し

計 3 校 | 小 i 校
神戸市令 1 校 平野小

校、 中 l 校
2 t交

高砂市 3 校
春 日 間J 校

; 整備実績な し

幼 I 属、 中 1 校
豊岡市 1 箇 三江幼

ロ十 l 校

宮町 (宍粟 校 一宮北中
NEDO (新エ ネ ル ギー ・
産業技術総合潟発機構)の助成金

i/3、 防災tl'l 213 

(注) 1 .  1996{手度は地震補強22校、 備蓄倉庫 3 校、 シ ャ ワ 一室 7 校、 太陽光発電 3 校
2 .  1997年度は地震補強31校園、 備蓄倉庫11校、 シ ャ ワ 一室16校、 ブー ル整備 2 校、 !坊災去場 1 校、 太陽光

発電 l 校
3 .  1998年度 l土地震補強39校図、 備蓄倉庫 2 校、 シ ャ ワ 一室 6 校

第六章 @ 教育 437 



438 

2001 '1' 度
幼 3 関、 小 22校、 中 13校

神 戸 市
姫路市
明石i1'f
洲本市
芦屋市
加古川 市
Idj1i沙市
三 田 市
龍聖frlf
T上 町
中 町
't'l1t町
三原町
機墜間
伐:用 問J
伊丹市

2 1交
1 4校
l 校
2 1交
1 校
2 *え
2 校
1 1'交
i 校
3t:交
3 校
] 校
2 1支
11交
1 校
1 校

科!部谷小外
紙読t:小外
朝 霧 中
)]0)交ノト外
LU子 中
7K fÍ:小外
中 筋小外
長坂中
会主I:EI小
鴨川i小外
ヰ1 1!1J幼外
生野中
神代小外
蓮池小
佐用 中
池)jLノj、

姫路 市 1 0校 水 仁小外
明石市 2 校 望海中外
洲本市 l 校 加茂小
J'i Æ'rfî 校 山 手中
伊丹 市 1 校 松崎中
力11古川 市 2 校 別府小外
向砂市 1 校 鹿 島 中
三 田 市 1 校 長坂中
社 町 1 1交 干t ;J、
中 間 l 校 中 町北小
加美町 1 校 加美中
稲美町 1 校 加 古小
初 出 向 1 校 佐川 中
三 日 月 町 1 校 三 日 月 中

| 波賀 町 1 校 i皮賀小
| 昏住� 2 校 佐津小外
; 和田 uJwr 1 校 竹 田小「………一一一一…… …… し 佐野町 l 校 体野中ノj、 3 校、 '11 1 校 計 4 校 l 五日 ，t;;m-r 1 -1三 ， ! ，r-t ，1-ド 崎丹来町 1 t交 口小

� = �  � = L " I � 上田J 2 校 中央ノト川中戸市 1 校 束垂;JvJ、 じ2高L早L : ;立 一命♀L二ミ :; ハ炎E路各町 l 校 I煩小川日 高困問r 校 日 尚小 I V'-�主ktl1Tι 1 +:f， 工' 1I- .!i いじじ1炎田町I 什交 仁 J川lJp南有罰向 2 校 ク久、下づ小、外 ド三 ニニ 立 Z工.17小、| いヨ京京( 匝T 校 ffíνK小
l 川市i蓄食産 ・ 整備実綴な し
[ 整備実綾な し [ 事実備実績

11 佼

1 ] 1 1 肘 1 校 多 国 小 ( 耐 震 )

事主備実績

3 校、 中 1 校 百十 4 校 i 小 3 校、 中
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1 校
1 校
1 校
1 校

魚崎小
岩間小
宝塚第 汁、
7J<. 1::. 9=' 

! 神戸市
| 小野市
! 加美 町

一
2 T:交
1 校
1 校
i 校

2 校

長!日 中 外
来住小
加美中
小坂小

2003 年 度 計 極i
計36校 小 17干支、 中 8 t交 言 2"本父 |

神戸市
姫路 市
西官市
明石市
洲 本 市
芦ぷ市
加古川市
龍聖子I打
二弓主 田 市
上1郡il部i日: 匝町J 
;波皮T賀'{ I問i町日

i 村 i悶尚 町
;rJH:H 1一一務和細悶叩叩J出制訓削出出削削u山!江|田I

[ 言計i 極

l 計叩阿献な !

函な し

11 交
10校
1 校
2 校
1 校
1 校
3 校
1 校
1 校
l 校
1 校
1 校
1 校

計 5 校 | 小 1 校、 中

但東町
北淡町
三原陀; 関宮町

] 校
1 1交
1 校
l 校

白 J I I 小 |
城 北小外 | 
鳴尾小 i 
大久保小外 | 
洲 本 第 ;小 | 
L1 J 子 中 j 
尾 jソj、外 |
小宅小 l 
三 田小 i 
k郡中 | 

波賀小 | 
射 添小 ; 叩 |

ーイ

H 支

一一寸

川{江東中
北j炎中
三原町
関宮小



結果的 に 耐震診断が後凹 し に な っ て い る の で は な い か」 と み て い る O

こ う し た傾 向 は 2001年度 も 同 じ だ っ た 。

文部科学省 の全国小、 中 学校調査で は 、 耐震化系が高 い の は 神 奈) 1 1 73 . 3 % 、 静関72 . 2% 、

山梨61 . 0% 、 三重62 . 5 % 、 宮城58 . 4 % な ど。 低 い の は香川 25 . 7% 、 徳 島32 . 3% 、 和歌山34 . 9% 、

宮崎37 . 4 % 。 全 国 の 耐 震化は46 . 6% だ っ た 。

耐震診断率 は ト ッ プ は や は り 神奈 川 87 . 1 % 、 静岡85 . 9 % 、 東京71 . 9 % 、 岐阜68 . 7 % 、 愛

知63 . 0% の )11J'l。 最 低 は 沖縄0 . 1 % 、 111 口 1 . 9 % 、 徳 島4 . 2% 、 福 岡 5 . 0 % 。 耐震診断は全国で

35 . 0% が必要 と さ れて い る O

く参考文献〉
「新た な 防 災教育の充実にliJj け て 8 年 目 の収組」 兵庫県教育委員会 2003年 3 月
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fi-;明 心ゐ理解 と ヶア

大震災が被災者 の 心 に 負 わせた傷は深い。 8 年 を 経て も 、 心の ケ ア を 必要 と す る 児童 ・

生徒 は2 ， 500人 を 超 え て い る O

ピ ー ク 時 に は4 ， 100人前後が 3 年 間続 き 、 1999年度か ら 減 り 始め た も の の 、 深刻 な 事態 は 、

震災当 時か ら ほ と ん とミ変 わ ら な い 。 2002年度の調査は震災の と き 広 ま れて い な か っ た小学

1 年生 を 除 い て 行 わ れ た 。 学年が一つ減 っ た わ け で、 毎年同 じ措量が と ら れ る o I徐外学年

が増 え 、 調査対象が毎年 減 る わ け だ。 一方少子化現象 も あ り 、 心 の ケ ア を 必 要 と す る

PTSD (心的外傷後ス ト レ ス 障害) の子 ど も が減 っ て も 、 改善 さ れた と 素直 に は受け取れ

な い面が出 て い る O

「心の理解 と ケ ア 」 と い う 難 し い 課題が も た ら さ れ る こ と を 、 大震災直後 に だれが想定

し た だ ろ う か。 今後 も す ぐ に は解決 し そ う に な い 困 っ た 問題で、 大震災の教訓 の重要 な 部

分の一つ に な っ た。

こ の心 に 傷 を 残す子 ど も た ち を 教育現場で支 え 、 大 き な成果 を 上 げて き た の が 「教育復

興 担 当 教員 」 で あ る o 2000年度 ま で207 人 の 枠 を確保で き た の に 、 2001年度 か ら 削 減 さ れ

る よ う に な り 、 2002年度 は 130人 に な っ て し ま っ た 。 2003年度 は さ ら に 半減す る O た だ で

さ え 、 教職員 が多忙 を 極 め る 学校の現場で、 心 の ケ ア の き め が荒 く な る の は確実だ。 宿題

が増 え た形だ。 (第三節、 第四節参照)

(表22) 心の健康 に つ い て 教育的配慮 を 必要 と す る 児童 ・ 生徒数 (2002年 7 月 現在)

(兵庫県教予言委員会)

1 . 兵庫県教委の 2002年度dむ の ケ ア の取 り 組み
〔教育復興担当教員の活動〕

教育復興担 当 教員 (復興担) は震災後、 被災地の小、 中 学校 に207人が配置 さ れ、 児童 ・

生徒の 心 の ケ ア の 中 心 的役割 を 果 た し 、 高 く 評価 さ れて い る o 2001 年度 は 初 め て 180人 に

削 減 さ れ、 2002年度 は さ ら に60人減の130人配置 と な っ た。 教育 的 配慮 を 必要 と す る 児童 ・

生徒の 減少 に伴 う 減員 と 文部科学省 は説明 し て い る O

内訳は小学校78人 (神戸市町 、 西宮 市13、 芦屋市 5 、 宝塚市 3 、 北淡町 1 、 一宮町 1 ) 0

中 学校52人 (神戸市38、 尼崎市 1 、 西宮市 5 、 芦屋市 3 、 宝塚市 2 、 川 西市 1 、 北淡町 1 、

一宮町 1 ) 0
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1 . 教育復興担当教員 の お も な活動内容

( 1 ) 泥童 ・ 生徒の 心 の 理解 と ケ ア

@ 登校指導や 日 常的 な 声か け に よ っ て 児童 ・ 生徒 と 人関 関係 を 強 め た 。

• PTSD や不登校、 心の安定 を 失 っ た児童 ・ 生徒 に対す る 教育相談 を 行 っ た 。

(2 )  実態調査の実施 (調査結果は別項で詳述)

・ 家庭環境や家庭での様子 を 詳 し く 把握 し 、 児童 ・ 生徒の理解 に役 立 て た。

(3 ) 養護教論、 学級担任、 保護者 と の連携

・ 日 常 的 、 継続的 に情報交換 し 、 多角 的 な 支援体制 を 整 え た 。

(4 ) 専 門 医や カ ウ ン セ ラ ー ら 関係機関 と の連携

・ 専 門 医 に よ る 治療の効果 を 高 め る た め学校の協力体制 を確立 し た 0

. 地域や 関係機関 と の連携 に よ っ て 個 別 の 問題への対応 を 図 っ た 。

( 5 )  r個」 に 応 じ た学習指導

・ 家庭 の 教育環境 に 伴 う 学力低下 に対す る 個別指導 を行 っ た 。

( 6 )  新 た な 防災教育の推進

・ 防災教育年 間指導計画の作成、 副読本 を 活用 し た 防災学習 、 授業の 資料 を 整備 し た 0

・ 学校防災体制 の整婿 ・ 充実へ、 学校の取 り 組み を 推進 し た 。

2 . 心のケアの取 り 組み事例

(2002年度教育復興担 当教員研修会 か ら 〕

〈小学校低学年〉

@ 実 態 震災で兄弟 を 失 い 、 母親がそ の シ ョ ッ ク か ら 精神 的 に 不安定で、、 子育て全般

に 影響 し て い る こ と が う かがえ る O 本 人 は 人 間 関係 を う ま く 形成で き ず、 自

分か ら 友 だ ち に声 を か け る こ と は ほ と ん どな い 。 新 し い こ と への取 り 組み に

踏 み 出 す こ と が難 し い 。

@ 取 り 組み 基本的 に本人 に 寄 り 添 う よ う に 心がけ て 、 登校指導時 に 、 通学路で顔 を 合 わ

せ た り し た。 教室への訪問 で は 、 そ ばに 行 っ て必ず 日 を 合わせ、 声 を か け た 。

学習 の 支援 に あ た っ て は本人 と 1 対 1 で学習 で き る よ う に し た 。 さ ら に保護

者 に 、 子 ど も の 変化の様子 を 伝 え る な ど本人が 自 信 を 持て る よ う 、 家庭 と の

連絡 を 密 に し た 。

@ 変 容 あ い さ つ の声や元気 な 声 を 開 く こ と がで き る よ う に な り 、 寄 り 添 う こ と で安

心 し 、 学習 も 進む よ う に な っ て き た 。

〈小学校高学年〉

・ 実 態 震災 に よ り 、 自 宅が全焼。 震 災 に よ る シ ョ ッ ク も 大 き く 、 避 難訓練のサ イ レ

ン で不安 に な る な ど、 大 き な 音 に 驚 い た り 、 夜 は一 人 で 眠 れ な い と き も あ る O

ち ょ っ と し た こ と で泣 き 出 す こ と も 多 く 、 失敗 を 恐れて し ま い 、 人 間 関 係 を
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う ま く 結ぶ こ と が苦手。

・ 取 り 組み 教育復興担 当 教員 がか か わ る だ け で な く 、 全職員 の 共通四解の も と で、 学校

を あ げて 支援 に あ た っ た 。 学習 中 の頑張 り や特加活動の 取 り 組み の 変化 を 本

人 に伝 え て や り 、 自 信 を 持て る よ う 声 を か け て い る O 学級活動で の役割 り に

名 乗 り を 上 げる よ う 担任 か ら 働 き か け る な ど、 本人 自 ら の 活動が進 む よ う に

支援 し て い る 。

@ 変 容 友人関係 の広 が り が確認で き る な ど、 明 る い表情で生活 し て い る 様子が職員

聞 で紹 介 さ れて い る 。 学習 に対す る 積極性 も 出 て き た 。

〈中学校〉

@ 実 態 震災で 自 宅が全焼。 震 災後、 間 も な く 登校で き な く な っ た 。 小学校で は 登校

し で も 教室 に 入 る こ と が難 し く 、 保健室で過 ごす こ と が多 か っ た 。 中 学校で

は相談室への 登校 だ っ た 。

@ 取 り 組み 担任 と 教育復興担 当 職 員 が保護者 に 出 会 い 、 中 学校での過 ご し方 に つ い て話

し 合 い 、 相 談室へ入 っ て 自 習 に取 り 組む と こ ろ か ら 始 め た 。 進学 に つ い て も

口 に す る よ う に な り 、 教室で の授業や体育 に も 参加す る よ う に な っ て き て い

る 。 学年全体で言葉 か け に 努 め 、 や る 気 を 促す と と も に 、 人 と の か か わ り が

増 え る よ う に と 支援 し て い る 。

3 . 教育復興摺当教員配置の成果

( 1 ) 護興担 を 中心 と し た 日 々 の取 り 組み に よ っ て 、 心 の ケ ア を 必要 と す る 児童 ・ 生徒 は

2002年度 も 減少 し た 。 教育相談や個別指導な ど子 ど も に寄 り 添 い 、 い つ で も 相 談 に 乗 っ

て や れ る 人 間 関係 を 築 い て い く 取 り 組み な どが児童 ・ 生徒の心の安全 に つ な が っ て い

る O

(2 ) 復興担がI ド心 と な り 、 職員 の 心 の ケ ア 研修の実施 ・ ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー と の連携

な ど学校あ げて の体制づ く り が促進 さ れて い る O

ι 今後の課題

( 1 )  震災後 8 年 た っ て も 、 心 の 韓康 に教育 的 配震 を 必要 と す る 児童 ・ 生徒が2 ， 500人 を

超 え て い る 。 さ ら に 新 た に 配慮 を 必要 と す る 児童 ・ 生徒が生 ま れて く る 現状があ る O

震災の直接の被害、 ス ト レ ス に 加 え 、 震災以後の経済状況、 住宅環境、 家族関係の変

化 な ど。 児童 ・ 生徒 を 取 り 巻 く 環境 は 非常 に厳 し い 。 今後 も き め細 か い 配慮 が必要で、

あ る O

(2 )  心 の ケ ア は 児童 ・ 生徒の期解 を ど う 進め る かが伺 わ れ る O 教育復興担当教員 は 、 被

災 し た児童 ・ 生徒 に 安心!惑 を 号 え 、 悩 み や 心の不安 を 受け止め る と と も に 、 学校内 の

体制づ く り に も 取 り 組ん で き た 。 そ の取 り 組み は 「震災の教訓 」 の 一 つ で あ り 、 教職
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員 の カ ウ ン セ リ ン グマ イ ン ド の 向 土 を 図 る な ど、 被災地外の学校 に も 発信 し て い く 必

要があ る 。

1 教育毎興担当教員研修会

1996年度か ら 毎年、 年 2 田 、 教育復興担当 教員 全員 を 対象 に研修会 を 聞 い て お り 、 2002

年度 は 1 30人が要請 し た 。

第 1 囲 ( 5 月 22 日 、 神戸市総合教育 セ ン タ ー )

@ 事業説明 「教育復興担当 教員 の 活動 に つ い て j 檎本由広県教委教育企画室指導主事

@ 班別協議 「一年 間 の 活動 に つ い て」

①心の ケ ア の 現状 と 課題

②各学校の取 り 組み方針

③教育復興担当 教員 の 活動 を 充実 さ せ る 取 り 組み

@ 講 演 「児童 ・ 生徒 の 心 の ケ ア に つ い てJ 大沢智子 ICC イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル カ ウ

ン セ リ ン グ セ ン タ 一 室長 (臨床心理士)

第 2 囲 (1 1 月 13 日 、 神戸市総合教育 セ ン タ ー )

@ 基調報告 「心の ケ ア を 必要 と す る 児 童 ・ 生徒 と 教育復興担 当 教員 の 活動J 槽本白広県

教委教育企画室指導主事

@ 講 演 「児童 ・ 生徒の 心の ケ ア に つ い てJ 加藤寛 こ こ ろ の ケ ア研修所研究部長

・ 班別協議 「被災児童 ・ 生徒の心の ケ ア に ど う 取 り 組 む かj

①実践発表 と 事例 交流 に よ る 課題の 明確化

②今後の取 り 組みへの協議 ・ 情報交換

〈成果 と 課題〉

教育復興担 当 教員 の情報交換の場 と な っ た 。 活動 の あ り 方 を 確認 し 、 他校の ス ク ー ル カ

ウ ン セ ラ ー や専 門機関 と 連携 し た 取 り 組み事例 が参考 に な っ た 。

そ の …一方で、 震災以後の 二次的 な 要内 に よ る 児章 ・ 生徒へ の ス ト レ ス も 大 き く 、 震災の

直接の影響が見 え に く く な っ た こ と や、 児童 ・ 生徒への個 別 の対L与が求 め ら れ、 教育復興

担当教員 が試行錯誤 の 中 で 、 心 の ケ ア に あ た っ て い る 状況があ る 。 こ れ ま で以 ヒ に専 門 家

と の連携や復興担当教員相 互 の ネ ッ ト ワ ー ク を 広 げる 必要があ る 。

2 .  2002年度見童 ・ 生徒の心の鰭廉 と 教育鍍興担当教員 の取 り 組み調査
[ Iむの ケ ア を 必要 と す る 判断基準26種類〕

2002年度か ら 「情緒的 ・ 行動的反応」 に く震災 に つ い て繰 り 返 し話 し た り 、 関連 し た遊

び を す る 」 が加 え ら れ、 26種類 と な っ た。

@退行的現象

①注意力 が散漫。 学業成績が低下。 ②親の気 を ヲ l く O ③手伝 い な ど、 で き て い た こ と が
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で き な い。 ④ わ ず か な こ と で め そ め そ し た り 、 泣 い た り す る O ⑤や め て い た ク セ が再 ぴ 出

て く る 。 ⑥'1布い夢 を 克 た り 、 夜 中 に驚 く O

4砂生理的反応

⑦頭痛。 腹痛。 ⑧食欲不振。 吐気。 ⑨寝つ き が悪 い 。 反対 に寝 て ばか り い る O ⑬視覚障

害。 聴覚障害。 ⑪便秘。 下痢。 ⑫皮膚 や 目 がか ゆ い 。

@情緒的 ・ 行動的反応

⑬落 ち 着 き がな く な る 。 ⑪い ら い ら し や す く 、 攻撃的。 ⑬学校へ行 く の を 嫌がる 。 ⑬友

達や仲 間 を 避 け る O 付 き 合い を 嫌がる O ⑪ ト イ レ に 一人 で行 け な い。 ⑬密室 に い ら れ な い。

⑬注意集 中 がで き な い 。 @物 を 壊 し た り 、 投げた り す る O ⑪趣味や レ ク リ エ ー シ ョ ン に興

味 を 失 う O ③感'1青が う つ 的 。 涙 も ろ く な る o @引 き 込 も る o 親や先生 (権威) に抵抗す

る O ⑮反社会的行動 ( う そ 、 読 み 、 薬物乱用 な ど) ⑮震災 に つ い て繰 り 返 し 話 し た り 、 関

連 し た 遊 びを す る O

1 . 教育的配躍 を 必要 と す る 児童 ・ 生徒の実態

小学校 は 情緒的 ・ 行動 的 反)，lS56% (前年58 % ) 、 退行的現象29% (28% ) 、 生理的反応15 %

(14 % )  0 

中学生は情緒的 ・ 行動的反応57% (58 % ) 、 退行 的現象24% (23 % ) 、 生理的反応 1 9 % (19 % )  0 

傾 向 は小 ・ 中 学生 と も 同 じ だ、 っ た。

@ 退行 的現象 í注意力 散漫、 学業成績低下J 小学生21. 8 % 、 中 学生28 . 2 % 0 í親の気 を

引 く 」 小学生19 . 6 % 、 中 学生8 . 8% 0 í手伝いがで き な い」 小 ・ 中 学生 と も 2 . 2 % 0 íめ そ め

そす る 」 小学生12 . 9 % 、 中 学生5 . 1 % o í ク セが再 び出 る 」 小学生4 . 1 % 、 中 学生 1 . 5 % 0  í怖

い夢 ・ 夜驚」 小学生5 . 8% 、 中 学生3 . 8% 。

@ 生理的反応 í頭痛 ・ 腹痛」 小学生13 . 2% 、 中 学生16 . 2 % 0 í食欲不振 ・ 吐 き 気J 小 学

. 2 % 、 中 学生5 . 4% 0 í;度つ き が悪い」 小学生7 . 1 % 、 中 学生7 . 9 % 0 í視 ・ 聴覚障害J 小

学生1 . 1 % 、 中 学生 1 . 5% 。 吋更秘 ・ 下痢」 小学生2 . 9 % 、 中 学生5 . 3% 0 í皮膚 や 目 の か ゆ み」

小学生5 . 5 % 、 中 学生3 . 8% 。

・ 情緒的 ・ 行動的反!ït= í落 ち 着 き がな く な る J 小学生25 . 4 % 、 中 学生26 . 4 % 0 í い ら い ら O

攻撃的」 小学生22 . 0% 、 中学生17 . 3% 0 í学校 を 嫌がる 」 小学生11 . 1 % 、 中 学生 1 5 . 3% 0 í友

人 を 避 け る J 小学生6 . 2% 、 中 学生7 . 9 % 0 í ト イ レ に 行 け な い」 小学生8 . 5 % 、 中 学生2 . 4 % 。

「密室 に い ら れ な い」 小学生9 . 7 % 、 中 学生 1 . 7 % 0  í注意集 中 が間 難」 小学生20 . 9 % 、 中

学生19 . 6 % 0 í物 を 壊す」 小学生5 . 2% 、 中 学生5 . 6 % 0 í興味 を 失 う 」 小学生1 . 0% 、 中 学

生0 . 7% 0 í感情 が う つ 的 。 涙 も ろ い」 小学生5 . 1 % 、 中 学生4 . 9% 0 í5 1 き 込 も り 」 小学生2 . 4 % 、

中 学生6 . 1 % 0  í権威 に 反抗的」 小学生5 . 0 % 、 中 学生6 . 3% 0 í う そ 、 主主み 、 薬物」 小学生3 . 5% 、

中 学生3 . 4 % 0 í震災 に つ い て話す」 小学生1 . 3% 、 中 学生0 . 4 % 。
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2 岡 教育復興担当教員の取 り 組み

小学校 は 個 別 指導55 % (前年56 % ) 、 家庭 と の連携26 % (24 % ) 、 桔談活動17% (17% ) 、

関係機関 と の連携 2 % ( 3  % ) 。

中 学校 は f底 部指導42% (43% ) 、 家庭 と の 連携26% (27 % ) 、 相談活動29% (26% ) 、 関

係機関 と の 連携 3 % ( 4  % ) 。

傾向 は小、 中 学校 と も 閉 じ だが、 前年 に 比べ て 比率 は 各項 目 で微増減があ る O

・ 個別指導 ，声 か け ・ 励 ま し ・ 註 記指導」 小学校78 . 5 % 、 中 学校75 . 6 % 0 ' 目 標達成、

自 信持 た せ る 支援」 小学校36 . 4 % 、 中 学校31 . 5% 0 '学習 支援 ・ 生活指導」 小学校45 . 1 % 、

中 学校37 . 7% 0 '友達づ く り 」 小学校26 . 3% 、 中学校15 . 8 % 0 '養護教諭 と の 連携」 小学校

19 . 8% 、 中 学校15 . 5 % 0 '登校指導」 小 ・ 中 学校 と も 14 . 8 % 。

@ 家庭 と の連携 ，情報交換」 小学校32 . 1 % 、 中 学校35 . 5 % 0 '学校 の 指 導 と 連携要請」

小学校20 . 1 % 、 中 学校26 . 3% 0 '保護者の悩み を 聞 く 」 小学校27 . 2% 、 中 学校23 . 7% 0 '児

童 ・ 生徒への訪問指導」 小学校21 . 8% 、 中 学校25 . 3 % 。

@ 相談活動 ニ ' S 常会話の 中 で、 の 相 談」 小学校48 . 4 % 、 中 学校63 . 7 % 0 ，-定期 的 な カ ウ ン

セ リ ン グ、」 小学校4 . 0% 、 中 学校38 . 1 % 0  '保護者対象の教育相談」 小学校10 . 9 % 、 中 学校

16 . 6 % 0  '言己述式の相談活動」 小学校2 . 7% 、 中 学校9 . 6 % 0

・ 関係機関 と の連携 ロ 「関係機関 と 連捺 し た 指導」 小学校5 . 8 % 、 中 学校10 . 5 % 0 '関係機

関への協力依頼J 小学校2 . 0 % 、 中 学校2 . 8% 0 '専 門 医 と 連携」 小学校1 . 4 % 、 中学校1 . 6% 。

3 . 児童 ・ 生徒の変容

小学生 は 精神 的 な 変容36 % (前年36 % ) 、 対人関係の改善26% (28% ) 、 生活面で の改善

38% (36 % )  0 

中学生 は 精神 的 な 変容37 % (38% ) 、 対人関係 の 改善25 % (25% ) 、 生活面で の改善38%

(37% ) 0  

傾 向 は小 ・ 中 学生 と 同 じ 。

@ 精神的 な 変容 ニ 「落 ち 着 い て 生活」 小学生34 . 1 % 、 中 学生36 . 8% 0 '表情が 明 る く な っ た」

小学生26 . 7 % 、 中 学生17 . 9 % 0 '症状の軽減 ・ 改善」 小学生17 . 8% 、 中 学生11 . 2% 。

@ 対人 関 係 の 改 善 ニ 「友達が増 え た」 小学生20 . 9 % 、 中 学生19 . 4% 0 '思 い が話せ る よ う

に な っ t::' J 小学生17 . 1 % 、 中 学生7 . 8% 0 '教師や大人 と の信頼関係がで き た 」 小学生17 . 9% 、

巾 学生16 . 5 % 。

@ 生活窟 で の 改 善 ニ 「意欲 ・ 自 信 ・ 希望が見 ら れ る 」 小学生21 . 2 % 、 中 学生22 . 9 % 0 '学

習 活1'1'貫 の定着」小学生17 . 8% 、 中 学生10 . 4% 0 '生活習慣の改善」小学生12 . 5 % 、 中学生11 . 5% 。

「 自 己抑制がで き る よ う に な っ たJ 小学生1 1 . 8% 、 中 学生6 . 4 % 0 '欠席 や 遅刻 の減ÝJ 小

学生9 . 8 % 、 中 学生9 . 1 % 0 '問題行動 の 減少」 小学生8 . 1 % 、 中 学生5 . 7% 。
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3 . 被災見童 ・ 生徒のや理的諮響調査研究
〔小、 中学生の4 . 1 % に PTSD 症状。 親の失業も影響〕

i坂伸大震 災 を 経験 し た小、 中 学生の1 . 1 % が、 震災か ら 7 年 た っ て も PTSD (心 的外傷

後ス ト レ ス 障害) 症状 を 強 く 持 っ て い る と み ら れ る 。

兵庫県の外郭団体 こ こ ろ の ケ ア研究所 (神戸 市) は2002年 8 月 、 兵庫県教委の委託 を 受

け て 行 っ た調査の分析結果 を ま と め た 。

調査は2001年11 - 12月 に 実施 さ れた 。 被災 し た 10市1011lJ を 被災程度 に よ っ て 3 段階 に 分

け て 、 小、 中 学校80校。 比較の た め被災 し な か っ た姫路市の 8 校、 合計88校 を 選 び、 小学

3 年、 5 年、 中 学 2 年 を 対象 に 児童 ・ 生徒 ・ 保護者 1 万3 ， 877 人 を 抽 出 。 有 効 回 答 の う ち

さ ら に 保護者 の 回答がそ ろ っ て い る 7 ， 136組 を 分析 し た 。

調査項 目 は 「震災 を 思 い 出 す かJ '不安 は あ る かJ な ど。 ①被災状況、 ②生活の変化 、

③ PTSD な ど精神 的 問題、 ④保護者 と の 関係、 ①保護者の樹申状態 な ど50項 目 。 本人への

直接 ア ン ケ ー ト 形式 を と っ た 。

そ の結果 に よ る と 、 PTSD 症状が認め ら れた小学生は 154人。 「高度被災地域J (全壊率16%

以 1:) で4 . 6 % 0 ' 中等程度被災地域J ( 同 1 - 15 % ) で2 . 9% 0 '軽度被災地域J ( 同 0 % )

で3 . 3 % 。 姫路市で 1 . 3 % だ っ た 。

中 学生 は 1 14人。 高度地域4 . 4 % 、 中 等程度3 . 7 % 、 軽度1 . 2 % 、 航路市1 . 7 % 。

ま た 世帯主が失業 し た 家庭 の子 ど も は 、 そ う で な い 場合 と 比べ て PTSD 症状 を 示す割合

は約2. 8倍。 家族や親類の死亡 は 1 . 9倍 と な っ た 。

世帯主が震 災 の 影響で失業 し た こ と を 経験 し た 子 ど も に症状が 目 立 っ て お り 、 向研究所

は 「細 別 の 問題 も あ る が、 子 ど も は被災設の生活の変化や経済的状態の不安定 な ど、 環境

の 影響 を 強 く 受け る 。 見 え に く い症状 を い か に 把握す る か。 長期 的 な ケ ア が求 め ら れ て い

る 」 と 分析 し て い る 。

十 震災復興計画 ・ 最終 3 か年推進 プ ロ グ ラ ム
〔璽点事業に 「心のケ ア推進J を 盛 り 込む〕

兵庫 県は2002年12月 、 阪神 ・ 淡路震災復興計画 ( 1995年 7 月 策定) の 「最終 3 か年推進

プ ロ グ ラ ム 」 を ま と め た 。

そ の 中 で 、 残 さ れ た 3 か年で重点的 に 取 り 組 む 課題 と し て 5 体系23項 目 を あ げて い る 。

教育分野で関係す る の は 、 第一体系 '21世紀 に 対応 し た福祉 の ま ち づ く り 」 に 「 こ こ ろ の

ケ ア 推進」 が盛 り 込 ま れた 。

こ こ ろ の ケ ア 推進 の 「現状 と 課題」 に つ い て 、 震災 に よ る ト ラ ウ マ や PTSD 、 そ の 後の

生活の変化 に 伴 い 、 心理的不安や 身体不調 に 苦 し む被災者は依然 と し て 多 い 。 成 人 は健康

福祉事務所 に 設置 し て い る 「 こ こ ろ の ケ ア 相談室」 で取 り 組み 、 児童 ・ 生徒 の 心 の ケ ア は
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教育復興担当教員 や カ ウ ン セ ラ ー を 配宜 し て対応 し て い る が、 不安定 な 状況 は解消せず、

現在 の体制 を 継続す る 必要があ る と 述べて い る O

残 り 3 か 年 の 施 策 の 基本方 向 は 「 こ こ ろ の ケ ア の ネ ッ ト ワ ー ク の 強化J r児童 ・ 生徒 に

対す る こ こ ろ の ケ ア の継続」 を あ げて い る 。

教育、 学校関連の重点事業 は次の と お り 。

@ こ こ ろ の ケ ア研究所

@ こ こ ろ の ケ ア研究 ・ 研修セ ン タ ー (2004年春、 神戸東部新都心 に 開 設予定)

@ 教育担興担 当 教員 の 配置

@ 公立 中 学校 に ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー の 配置

@ 高校 に キ ャ ン パス カ ウ ン セ ラ 一 派遣

@ 教員 の カ ウ ン セ リ ン グ能力 向 }:

5 .  ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク

(2002年度は不登校生徒の参加率上昇。 霊堂校率は下が る 〕

兵庫県 内 の 全公立 中 学校 2 年生が 1 週 間 、 地域 に 学ぶ体験活動週 間 「 ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー

ク J は2002年度が 5 年 目 に な っ た 。 前年 に 続 き 、 360校全校か ら 5 万2 ， 770人が参加 し た 。

実施は 6 月 に 256校、 1 1 月 に104校。 活動場所 は 1 万5 ， 985 カ 所。

ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク は児 童 ・ 生徒の 心 の ケ ア 事業 か ら み て 「不登校生徒の参加」 が注

目 さ れ て い る 。 2002年度は 1 年生の時、 年 間 30 日 以上欠席 し た 1 ， 146人 の う ち 、 544 人が参

加 し た 。 参加率 は47 . 5 % 。 参加|率 は毎年 Fが り 続 け て い たが、 前年 よ り 2 ポ イ ン ト 上昇、

4 年ぶ り の ア ッ プ と な っ た 。 少子化の 中 で、 参加生徒数は前年 よ り 13人増 え

注 目 さ れ る ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク 参加後の 「登校率 I二昇生徒」 は 、 1 カ 月 後217人 (39 . 9 % ) 、

2 カ 月 後198人 (36 . 4 % ) 0 毎年増加 し て い た 1 カ 月 後状況 は 前年 よ り 4 . 7 ポ イ ン ト 下が り 、

2 カ 月 後状況 も 2 . 2 ポ イ ン ト 下がっ た 。 し か し 、 前 々 年 よ り は 向上 し て い る 。

不登校生徒 の半数近 く が 5 日 間連続 し て 参加 し 、 そ の 3 分の 1 を 超 え る 生徒が、 ト ラ イ

や る 実施後 に 登校 し て い る わ け で、 兵庫県教委は 「 ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク は 、 不登校生徒

が 自 分の居場所や 自 信 を 持 っ た り で き る 機会 に な っ た。 学 びの場が学校か ら 地域 に移 る こ

と で 、 新 し い 環境 に 身 を 置 く こ と がで き た 。 体験 を 通 し て得 た 自 信が、 対人関係 に も よ り

よ く 作用 し て 、 登校改善への機会 と な っ て い る こ と が分か る 」 と し て お り 、 今後、 学校 と

家庭が連携 し て 、 2 カ 月 以後 の 登校維持、 改 善 を 目 ざす取 り 組 みが求め ら れ る と し て い る 。

第六章@ 教育 447 



(表23) ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク 」 の 5 年間の実施状況

2 年 生事三焔1校数 五圧の数 活動場所数 指導ボ ラ ン テ イ ア
学級数 生徒数 ( ) 

2002 364 1 ， 496 52 ， 216 (334) 18 ， 243 1 5 ， 985 2 1 ， 573 

359 1 ， 523 53 ， 073 (320) 1 8 ， 467 1 6 ， 020 22 ， 688 

2000 359 1 ， 55 1  54 ， 841 (279) 1 9 ， 127 1 6 ， 320 24 ， 018 
1999 359 1 ， 603 56 ， 963 (288) 1 9 ， 310  1 6 ， 645 23 ， 730 

340 1 ， 544 55 ， 516  1 7 ， 734 1 6 ， 283 23 ， 447 

(注) 1 . 生徒数の ( ) 書 き は 、 活動 に 参加 し た 障筈児学級生徒の 数 ( 内 数 兵庫県教育委員 会)
2 ，  2002年度 に つ い て は 市立養護学校 4 校 (モ デ ル実施) と そ の 参加生徒27 人 を 含む

(表24) ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク 」 の活動分野別内 訳

年 度 2002 明五孟 3 ， 8 %  
職場体験 76 . 5 %  

文化芸術 4 . 7% 
ホ、ラ ン テ ィ ア f逼有t 7 . 0% 

地域活動郷土芸能 2 . 1  % 
国際理解情報 ・ 環境 i 1 . 8% 

その他 科 学技術 0 . 4 %  
その他 3 . 6 %  

7 . 9% 
(注) ( ) 内 は 、 分類方法の変更 に よ る 数値

(表25) ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク 」 の活動内容

年 度
販売
幼児教育
役所 消防署
製造 ・ 建築
社会福祉施設
飲食広等
文化芸術創作
ホ テ ル ・ 理美容
病院

2002 2001 
21 . 6% 20 . 8 %  
19 . 1  % 1 9 . 0 %  
7 . 9% 7 . 3 %  
6 . 2% 6 . 6% 
5 . 2 % 4 . 9% 

4 . 7% I 5 . 4 %  出主
3 . 2% I 3 . 5 % 

u主) ( ) 内 は 、 分類方法の変更 に よ る 数値
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2001 
4 ， 3 %  

75 . 9 % 

5 . 4 %  

6 . 7% 
1 . 3% 
2 . 1 %  
0 . 4 %  
3 . 9 %  
7 . 7% 

2000 
20 . 8 %  ! 
18 . 1  % I 
7 . 1 %  I 
7 . 3 %  I 
5 . 1 %  I 

(4 . 9 % )  I 
6 . 6% 
4 . 0% 
3 . 3 %  

2000 1999 1 998 

4 ， 7% \ 5 . 4 %  5 . 2 %  I 
72 . 9% 7 1 . 1  % 72 . 1  % 

7 . 7% 6 . 4% 
7 . 7% 8 . 8% 

1 . 6% \ 2 . 0 %  ( 1 . 4 % )  
2 . 0% ! 2 . 5% (2 . 6 % )  
0 . 5% I 0 . 4 %  (0 . 5% )  
4 . 3% 3 . 2 %  (3 . 0 % )  
8 . 4 %  \ 8 . 1  % 7 . 5% 

(兵庫県教育委員会)

1999 1998 
20 . 4 %  20 . 5 %  
1 7 . 6% 18 . 6 %  
6 . 8 % 5 . 0% 
8 . 0 %  7 . 9% 
5 . 4 %  5 . 6 % 

(4 . 6 % )  I (4 . 1 % ) 

7 . 7% 6 . 4 %  
3 . 6 %  (3 . 5 % ) 

3 . 1  % \ 2 . 5% 
(兵庫県教育委員 会)



( 表26)

2001 I 

「 ト ラ イ や る ・ ウ ィ ク 」 参加後の 不受校生徒の登校状況

359 53 ， 590 1 ， 166 

359 55 ， 337 1 ， 137 

57 . 059 1 、 274

実施後 1 ヵ 月 の状況全 日 参加生徒数
登校率の上昇 し た生徒

544 217 
(39 . 9 % )  

237 
(44 . 6% )  

214 
( ， ハ 凸 ハ/ \ (39 . 1  % )  

240 
(36 . 5% )  

914 

実施後 2 カ 月 の状況
登校率の k昇 し た生徒

198 
(36 . 4 % )  

205 
(38 . 6 % )  

183 
(33 . 4 % )  

256 

314 45 ， 381 (53 . 2% )  ( 34 . 4 % )  
(注) 不登校生徒 は年 間30 B 以上の欠席者 (兵康県教育委員会)

6 . 兵教組が教育復興担 当教員 の 取 り 組 み調査
〔震災後 に 生 ま れ た小学 1 年生 に も 何 ら かの影響の可能性指摘〕

兵庫県教職員 組合は毎年、 教育復興担当教員 の活動 を 開 き 取 り 調まま し 、 大震災の被災児

童 ・ 生徒の心の ケ ア 問題 を 分析 し て い る 。

2002年度 は 1 1 月 ド句 に 、 被災市町の小学校75校、 中学校42校で調査 し た 。 こ の年の小学

1 年生 は 震災時 に 生 ま れて お ら ず、 兵庫県教委 は毎年 7 月 に行 う 心の ケ ア 実態調査で初 め

て 除外 し た が、 兵教組 は l 年生の学校や家庭での様子 も 調査対象 に 含 め た 。

そ の結果、 震災 に起因 す る と み ら れ る ス ト レ ス 性症状がみ ら れた事例 と し て 3 例 を あ げ

た 。

神戸市内 の小学 1 年女子 は 、 就寝 中 、 突然 う な さ れた り 、 泣 き 出 し た り し てパ ニ ッ ク 状

態 に な る な ど PTSD と み ら れ る 症状があ る と し た 。 母親は 妊娠 7 カ 月 の と き に被災 し 、 自

宅が全壊。 出 産前 に 避難所や友人宅、 親類宅 を 転 々 と し 、 仮設住宅 に移 っ て 女児 を 出 産 し

た 。 そ の後 も 、 夫が経営す る 会社の再建 に追 わ れ、 幼 い子 ど も を 十分 に か ま っ て や れ な か っ

た と い う O

西宮市内 の小学校で 6 月 に 、 1 年生106人の保護者 に ア ン ケ ー ト し た と こ ろ 、 1 7 % が 「妊

娠 中 に 被 災 し 、 流 産 や 早産 を し か け たJ I震災 後 は 、 生活が変 わ っ て 離婚 し たJ な ど、 出

産 や子育 て に震災の影響があ っ た と 答 え た 。 う ち 44 % の保護者が 自 分の 子 ど も に 「会話力

が な い J I落 ち 着 き がな い」 な どの不安 を 訴 え た 。

加 の小学校の調査で は 、 「気 に な る 児童数」 が、 3 年生以 上 よ り は少 な い も の の 、 1 年

生 に も 4 人い た 。 「地震以外の揺れ に対 し で も 敏感 に 反応J I ド キ ド キ が止 ま ら な い」 と 保

護者がス ト レ ス を 感 じ て い る と い う 結果が出 た 。

兵教組 は 「震災後の経済状態の 悪化、 度重 な る ヲ ! っ 越 し な ど家庭環境 の 変化 に 、 家族の

被災体験 も か ら み 、 子 ど も 心理 に 複雑 な 影響 を 与 え て い る 」 と み て 、 震災の 影響の可能性

を 指摘 、 引 き 続 き 児童 の 心の ケ ア の必要性 を 訴 え て い る 。
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7 . レ イ ン ボー ハ ウ ス

〔麗災遺児支援者養成講鹿聞 く 〕

震災の遺児 ら を 支援す る 「あ し な が育英会 ・ レ イ ン ボ ー ハ ウ ス J (神戸市東灘区) が2003

年 2 月 初 日 か ら 23 日 ま で、 子 ど も た ち の 心の ケ ア を 手助 けす る 「 ブ ア シ リ テ ー タ ー 」 養成

講座 を |司 ハ ウ ス で 開 い た。

フ ァ シ リ テ ー タ ー は遺児の話 を 聞 い た り 、 一緒 に 遊 ん だ り し な が ら 、 感情の 吐 き 出 し を

手助 けす る 。

講座で は 、 親や兄弟 を 失 っ た子 ど も た ち の ケ ア に 米 国 で初 め て取 り 組ん だ 「 ダギー セ ン

タ ー J ( オ レ ゴ ン ナ1'1 ) の ジ ョ ア ン ・ ホ フ 所長代理 を 講 師 に 招 き 、 具体的 な援助 の 方法 な ど

を 学 ん だ。 40人が参加 し た 。

修了者は2003年 4 月 か ら 1 年 間 、 月 2 回 の ケ ア プ ロ グ ラ ム に 参加す る 。

〈参考文献〉
「新た な 防災教育 の 充実 に 向 け て 8 :i[ô 目 の取組」 兵庫県教育委員 会 2003年 3 月
「 ト ラ イ や る ウ ィ ー ク 5 年 目 の検証 (報告) J ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク 評価検証委員会 2003年 3 月
「阪神 ・ 淡路震災復興計画 最終 3 か年推進プ ロ グ ラ ム 」 兵庫県 2002年12月
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は じ め に

震災1 0年の仕上 げへ再 ス タ ー ト

震災 か ら 丸 8 年 を 迎 え 、 こ れ ま で の復興へ の足取 り 検証 と 10年 を 一 区切 り と す る 年次 目

標への取 り 組みが残す と こ ろ 2 年 と な っ た 。

前年 に 交代 し た 兵庫県、 神戸市の首長の産業譲興 に つ い て の現状認識 と 今後 の 課題 を ど

う 考 え て い る か 、 2003年初頭の新聞紙上 の イ ン タ ピ、 ユ ー か ら み て み よ う 。

井戸敏三兵庫県知事 総 じ て 言 う と 、 順調 に進 ん で い る 。 10市10町の人 口 は 被 災前 に戻 っ

た 。 経済は復興特需 の 一巡後、 全国 的不況 も あ っ て 底 ぱい だが、 被災地の 開 業率 は 高 い 。

空 き 地や 空 き 庖舗 が 、当 た り 前の風景 に な っ て は い け な い 。 地域で花や 緑 を 植 え る 暫定利用

を 考 え た り 、 空 き 屈舗 を 託児所 な ど商庖以外の用途 に 活用 す る な ど、 行政 と し て き ち ん と

日 を 向 け て い か な け ればな ら な い。

震災10年 ま での残 さ れ た 2 年余 り 、 何 を 重点 に 取 り 組ん で い く か、 再ス タ ー ト を 切 る 年

に し た い 。 総合計両 と い う よ り は 、 課題対応却の荒点 を 絞 っ た も の に な る だ ろ う 。

矢 田 立郎神戸 市長 全体 と し て 「 よ く こ こ ま で来 る こ と がで き た 」 と い う の が実感 だ。

国 の 活力 を 生 み 出 す根源 は 「都市」 に あ る O 国 に 在 せ れ ばい い の で は な く 、 地域 と し て 立

ち 向 か っ て い く 勇 気がい る O

緊急対策 と し て 、 1 月 か ら 中 小企業向 け の制度融資の 要件緩和 を 決め た 。 中 長期で は 、

医療産業都市構想 と 特区構想、 を ばね に 、 企業誘致の 態勢強化 を 凶 り た い 。 地元企業の 新 た

な研究開発 を 支援す る 産学官民 の ネ ッ ト ワ ー ク も 早急 に必要だ。 大学や経済界、 ベ ン チ ャ ー

の 人 と 話 し 合 い 、 新 た な 仕組み に 取 り 組み た い 。

震災時の兵車県知事会 ・ 貝 原俊民氏 (阪神 ・ 淡路大震災記念協会理事長) そ ろ そ ろ 再建

期 に 入 り つ つ あ る の で は 、 と 思 っ て い る 。 す ぐ上 向 き に な る と い う わ け で は な い 。 こ う い

う 方 向 に 向 か っ て い こ う と い う コ ン セ ン サ ス が、 少 し ずつ市民、 行政、 経済界の 間 で で き

つ つ あ る O

10年 は一つ の節 目 O い わ ば タ イ ム リ ミ ッ ト 。 し か し 、 復興の完了 と い う よ り も 、 こ の 地

域は こ う い う 庁向 で復興 し て い こ う と い う 、 将来へ の ス タ ン バ イ の 持 だ と 思 う O

医療産 業都市構想、 や IIAT 神戸 と い っ た 明確 な 形で 、 被災地 か ら の メ ッ セ ー ジ を 国 内 外

に伝 え た い 。

2002年12月 に兵賄県がま と め た 「阪神 ・ 淡路震災援興計画 最終 3 か年推進 プ ロ グ ラ ム 」

で 、 被災地 の概況 に つ い て 「震災後 3 カ 年で 、 被 災地の総生産が震災前の水準 を 上 回 り 、

全体の水準聞 に お い て は 回復がみ ら れ る と と も に 、 被災地 の 開業率が全国平均や県平均 を

上 回 る な ど産業の本格復興 に 向 け た動 き も み ら れ た が、 そ の 後の景気低迷の 影響 を 受 け 、
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1998年度以 降 は足踏み状態が続い て い る 」 と コ メ ン ト し て い る O

実状は ど う だ ろ う か。

坂神 ・ 淡路産業復興 推進機構が、 被災地の 10市10町の事業所 を 対象 に 、 「事業活動 に お

け る 震災 の 影響 に つ い てJ ア ン ケ ー ト 調査 し た結果 に よ る と 「震災 の 影響 は ほ ぼな く な っ

て い る 」 と 答 え た事業所 は

2001年11月 46 . 1 % 

2002年1 1 月 49 . 1 % 

2003年 6 月 50 . 2 %

と 初 め て50% を 超 え た (2003年 6 月 は こ の巻で扱 う 2002年度以 降 だが、 年度末か ら 僅 か 3

カ 月 あ と の こ と で、 発行時 を 考麗 し て 参考数値 と し た ) 。 調査の た びに 少 し ずつ 震 災 の 影

響か ら 脱 け 出 す企業 の 歩 み が示 さ れて い る O し か し 、 同 じ 6 月 の調査で 「売 上高 ・ 利益が

減少 し て い る 理由 」 と し て 「震災 の 影響が最 も 大 き い」 が3 . 0 % に 対 し 、 「景気の影響が最

も 大 き い」 と 答 え た の が71 . 0% に の ぼ る の は見 逃せ な い 。

〈参考文献〉
「阪神 ・ 淡路震災復興計画 最終 3 か年推進 プ ロ グ ラ ム 」 兵庫県 2002年12月
「阪神 ・ 淡路地域 に お け る 産業復興の実態 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調資結果j (2002年11月 読資、 2003年 6 月 調資)
阪神 ・ 淡路震言葉復興推進機構 2003年 3 月 、 お 月 (速報)

「 日 刊 各紙」 神戸、 朝 日 、 毎 日 、 読売、 日 経 、 産経 (第七章 「産業 ・ 雇用」 の 全部 に 隠 し て 参考 に し た )
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i 第一節 産業復興の概況

1 . 製造業の業況悪化、 非製造業 は改善
兵庫県下 の企業 の 業 況 は 、 全産業 で は不況の 中 に も かか わ ら ず、 2002年秋 ご ろ か ら 改善

に 転 じ て い た が、 製造業で は2003年 3 月 に は前年の年末 に比べや や悪化 し 、 反対 に 非製造

業で は好転す る な ど、 業種 に よ る ぱ ら つ き がみ ら れ た 。

日 銀神戸支脂 が2003年 3 月 に ま と め た短期経済観測調査結果 に よ る と 、 全産業 で2002年

9 月 に ム37だ、 っ た の が、 12月 に は ム28 と 改善 さ れ、 2003年 3 月 は さ ら に 1 引 上 が っ て ム27

と な っ た 。 前年末の予測の ム35 に 比べ る と 大 き く 予想、 を 上 回 っ て い る O

し か し 、 業種別 で み る と 製造業が、 前年末の ム21 か ら ム25 と 「悪 いJ が 「良 い」 を 上 回 っ

た 。 自 動車、 携帯電話関連の需要増 か ら 化学、 電気機械が改善 し た も の の 、 原料価格の 上

昇、 公共事業関連の需要減な どか ら 、 鉄鋼、 一般機械、 食料品 な どが悪化 し た た め で、 4

四半期 ぶ り の 悪化 と な っ た 。 、 非製造業 で は 、 前 回 の ム35か ら ム30 と な っ た 。 輸 出 関

(表 1 ) 兵庫察下企業の業況判断D.1 . 「良い」 ー 「悪いJ % ポ イ ン ト

ノ.t、 産 業一
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化 ナえ�
主主 業
5失 錫
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電 気 機 械

: 輸 送 用 機 械
そ の他製造業

ゴド 製 造 業
建 壬日又Yし
不 動 産
在日 7士C 

7士E 

運
サ
輸
ー

倉 庫スム

大 全 業
中 堅 企 業

業
( ) 内 は 前回調査時予測
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ム 9 ム 9 (ム18)
ム37 ム13 (ム38) 。 ミ14
ム42 ム25 (ム50) ム35 ム30
ム20 ム15 (ム25) ム 5 ム 5
ム 6 ム 6 (ム29) ム1 1 ム39
ム 7 ム 7 (ム2 1 ) ム14 ム29
ム46 ム35 (ム38) ム30 ム37
ム73 ム67 (ム66) ム53 ム67
ム40 ム40 (ム60) ム33 ム33
ム36 ム28 (ム25) ム19 与16
ム41 ム36 i (ム31 ) ム45 ム4
ム33 i ム19 (ム33)
ム66 .6.47 (ム47) ム42 ム57

>1 1  ム 6 (ム11 ) ム 2 ムlO
ム40 ム30 (ム37) ム32 ム41

ム36 (ム43) ム35 ム36
日 銀神戸支庖



連の荷動 き 改善や 一部民間工事の獲得 な どか ら 卸売、 運輸 ・ 倉庫、 建設 な ど を 中心 に 2 四

半期連続で改善 し た 。

企業の規模別 で は 、 大企業で前年の 9 月 がム11 、 12月 ム 6 、 2003年ム 2 と 好転の足 ど り

を みせて い る 。 中 堅企業 も 同 じ く ム40か ら ム30、 2003年 に な っ て ム32 と 横 ばい に な っ て い

る が足 ど り は 竪謀 。 中小企業 も ム44か ら ム36、 さ ら に ム35 と 好転 し て い る O

先行 き の業況判 断 は 、 全産業でム32。 現状 (ム27) よ り 5 引 の悪化 を 予測 し て い る O や

は り 景気 の不透明 さ を 懸念 し た よ う だ。 内 訳 は 、 製造業がム25→ム29、 非 製造業がム30→

ム37 と いずれ も 悪化 を 見込 ん で い る O 規模別 で は 、 大企業が2003年 3 月 の ム 2 か ら 、 6 月

に は ム 10 と 悪化 を 予想 し 、 中 摂企業 も ム32→ム4 ] 、 中小企業がム35→ム36 と いずれ も 悪化

を 懸念 し て い る o (表 1 ) 

な お 、 調 査対 象 の 杜 数 は 製造業141社、 非製造業131社、 計272杜で 回 答率 は97 . 8 % 。 規

模別 で は 大企業53社、 中 堅企業87社、 中小企業132社。

2 . 復興の 状況、 震災の影響
2003年 3 月 、 震災後 8 年余 を 経過 し た 。 阪神 ・ 淡路産業復興推進機構 は こ の 問 、 定期的

に 産業復興の足取 り を 調べて い る O 震災か ら の後興は そ れ な り の努力 が続 け ら れて は い る

が、 そ れ を 上 回 る 景気の後退が足現 り の テ ン ポ を 遅 ら せて い る 。

今 匝 の 調査 は 10西 目 で2002年日 月 に 実施 (前回 は2001年11月 ) し た 。 産 業復興の現況 と

見通 し を 把握す る た め の も の で 、 被災地域の 10市10町でお ， 010社 を 対象 に ア ン ケ ー ト 調査

し た 。 有 効回答数は3 ， 842社、 回収率 は 8 . 5 % だ っ た 。 各調査の時点で回答事業所の分;布 に

若干の ば ら つ き があ る も の の 、 顕 著 な ぜ遣い は み ら れ な い。 回答事業所 の 所在地 は 、 神戸市

1 ， 496社 (構成比38 . 9 % ) 、 次い で尼崎市349杜 ( I可9 . 1 % ) 、 西宮市257社 ( 向6 . 7 % ) 0 淡路

地 ほ . 1 市10町 の 合計 は 962社 ( 同25 % ) と な っ て い る O 従業員 、 資本金 の 規模別 で は 、

1 � 4 人の事業所が52 . 3 % 、 次い で、 5 � 9 人が17 . 5 % 、 100人以上 は 5 . 3 % 。 資本金5 ， 000

万 円未満が74 . 9 % 、 2 ， 878社だ っ た 。

( í困複」 微増、 「 し て い な い」 微減〕

事業活動 の 震 災前 と の 比較で は 10 . 8 % 、 414杜が 「 回 毎 し て い る 」 と 答 え て い る 。 1 年

前 の10 . 5 % か ら 0 . 3 % の徴増 と な っ て い る O こ れ に対 し 、 「回復 し て い な い」 の 囲答は74 . 5 % 、

2 ， 863社。 前年 に よじべ0 . 7 % の微減 と な っ て い る (表 2 ) 0 な お 「回復 し て い る 」 は 、 売 k高 、

利益 と も に 回毎 も し く は上 昇 し た 事業所で、 「 向 復 し て い な い」 は 、 売上高 は 回復 し た が、

利益が減少、 ま た は売上高 、 利益 と も に 減少の事業所で あ る O

地域別 で は 、 「回復 し て い る 」 事業所が多 い の は 伊丹、 川 西 、 宝塚の 各市 と 淡路 ・ 一宮町。

一方、 「回復 し て い な い」 事業所が多 い と こ ろ は神戸、 同宮、 芦 屋 の 各市 と 淡路、 西j炎、

五色 の 各 町。 神戸市内 だ け で み る と 、 「 屈復」 が多い の は西 、 中央、 離 の 各 区 。 「 し て い な

い」 が多 い の は長 田 、 須磨、 兵庫 の 各 区。
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(表 2 ) 売上高 ・ 利益の現状

80% 

60% 

40% 

20% 1 2 . 1% 13.2% 

。%
回復している

間復していない

変わらない

無
回答

従業員 の規模別 で は 、 「 回復」 と み る 事業所の 多 い の は 、 100 � 299人の事業所で、 こ れ

に対 し 「 し て い な い」 と み る 事業所は、 1 � 4 人 の零細 な 規模の事業所で あ る O

ま た 、 業界別 で は 「 回復」 が機械 ・ 金属 業 、 線香製造、 情報通信 関連で、 「 回復 し て い

な いJ と み る 事業所が多 い の は 、 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ製造、 真珠加工、 洋菓子製造。 中 で も

真珠加工 は 回答10社全部が 「 し て い な い」 と し て お り 、 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ製造 も 、 問答28

社 の う ち 26社、 92 . 9% が 「回復 し て い な い」 と み て い る O

( r由復 し て い な い」 理由〕

事業活動が、 震災時か ら 回毎 し て い な い 理 由 と し て 3 . 4 % 、 98社が 「震災の 影響が最 も

大 き し v と み て お り 、 35 . 8% 、 1 ， 026社が 「震災 の 影響 も 残 っ て い る が、 景 気 の 影響が最

も 大 き い 」 と し て い る O 震災の影響が 「残 っ て い る 」 と い う 回答 を 合計す る と 49 . 3% と 約

半 数 を 占 め て い る O 一方、 「景気の 影響が大 き い」 と み て い る 屈 答 を 合計す る と 75 . 7 % と

約 4 分の 3 の 会社 で 、 事業活動が景気 に左右 さ れて い る と 分析 し て い る 。

(表 3 ) 毒事業活動力ず回復 し て い な い理由 % 
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l 年前 の 前 回 の調査 と 比べ る と 、 「震災の影響が最 も 大 き い J の 回答率が、 4 . 0 % か ら 3 . 4 %

へ と 低 く な っ て い る O こ れ に 反 し て 「震災の 影響 は ほ ぼな く な っ て い る が、 景気の影響が

最 も 大 き い」 の 国 答が、 35 . 3% か ら 39 . 9 % と 上昇 し て お り 、 震災の影響 よ り も 景気の動向

へ関心が向 け ら れて い る (表 3 ) 0 事業活動へ の 影響 と し て 「景気」 の 影響が大 き い と す る

回答 を 合計す る と 75 . 7 % と な り 、 約 4 分の 3 の 会社が景気 に左右 さ れ る と 分析 し て お り 、

震災の影響 (49 . 3 % ) 、 構造変化 の影響 ( 1 9 . 3 % ) を 大 き く 上 回 っ て い る 。 (表 4 ・ 5 ) 

(表 4 ) 毒事業活動 に お け る 震災の影響 % 

vごし ミる

(表 5 ) 事業活動への影響 % 

3 . 中小下請 け の業態、 や や好転か
兵庫県 中小企業振興公社 は 、 2003年 3 月 末 に 同 年 1 � 3 月 期 の 兵庫県下 の 下請 中小企業

経営動 向 を ま と め た 。 全体 と し て2002年12月 末 の前 同調査 と 比べ大 き な 変 化 は み ら れ な い

が、 中小企業 の 実情 は 、 景気低迷の影響 を 受 け 、 依然 と し て厳 し い状況が続い て い る 。 し

か し 、 1 年前の2002年 3 月 の 数値 と 比べ る と 操業割合、 受注残高、 資金繰 り な ど僅か な が

ら 好転 し て い る 。 項 目 別 に み る と

操業割合 1100 % 超」 の企業が、 10 . 1引 (9 . 7 % → 19 . 8 % ) 増 え て い る o 180 � 90%J  

は 1 . 5引減で ほ ぼ横 ばい 。 150 � 79 % J は 7 引改善 (29 . 0%→22 . 0% ) さ れ、 150 % 未 満」

も 1 . (5 . 4 % →3 . 8% ) 減 り 少 し 好転 を み せて い る 。

受注残高 1 2 カ 月 超」 の と こ ろ が7 . 3� í ( 5 . 9 %-13 . 2% ) 増 え 、 2 カ 月 ま で と 超 を 合

わ せ る と 4 . 6引 (31 . 7 % →36 . 3% ) の増加。 受注残が 115 日 ま で」 の 社 は 、 28% →25 . 3 %

と 2 . や や好転 し て い る O

採算状況 「好転」 と 答 え た 社 は 8 . 0%→9 . 3 % と 1 . 3引 の微増 だが、 「不変J が32 . 3 % →

46 . 7% と 14 . 4引 増 え 、 「悪化J と 答 え た と こ ろ が59 . 7 % →44 . 0% 、 1 5 . と 著 し く 減少 し

て い る の が 目 立 っ て い る o (表 6 ) 
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( 表 6 ) 下請中小企業の採算状況 % 

ひ ょ う ご 中小企業活性化セ ン タ 】

資金繰 り 「好転」 が4 . 3 % →5 . 5 % 、 l . 2引 の微増。 「悪イヒ」 と 答 え た と こ ろ が42 . 5 % →

40 . 1  % 、 2 . 4引改善 さ れて お り 、 厳 し い 中 に も や や 良 く な る 気配が感 じ ら れ る 。

受注量 「増加」 の と こ ろ が1 l . 3 % →22 . 5 % 、 1 l. と 倍増。 一方、 「減少」 は59 . 1 % 

→42 . 3 % 、 16 . と 下 降 し て お り 、 回復傾向が顕著 に 表 わ れて い る O

受注単価 「上昇」 の と こ ろ は 1 . 1 % → 0 % と 皆無 に な っ て い る が、 「下降」 と 答 え た社

は 68 . 3 % → 57 . 1 % と 1l . 2引 の 減少。 「横 ばい」 の と こ ろ が30 . 6% →42 . 9 % で 1 2 . 3引 も 増 え

て お り 、 厳 し い状況 に 変 わ り は な い 。

な お 、 調査対象 は繊維、 会鼠製 品 、 一般機器、 電気機器、 輸送用機器の製造業 で各60社、

計300社で 匝 答 は 182社 (60 . 7 % ) で あ る O

4 . 兵庫県 内 の東証一部 上場企業の株価回復
兵庫県 内 に 本社 を 註 き 、 東京証券取引所の 第一部市場 に 上場 し て い る 企業42社の株価指

数が、 2003年 2 月 以来 、 全国平均 を 上 回 る 水準 で上昇 し て い る こ と が、 日 銀神 戸支屈 の 調

査で ま と ま っ た 。 鉄鋼や 重工業 な どの上昇が全体 を 押 し 上 げて お り 、 かつ て 兵庫県経済 を

支 え た 重厚長大産業の 回復ぶ り を う かがわせて い る O

同支庖 が、 東証株価指数 と 同様 の 手法で42社の株価指数 を 計算 し た 。 全昌平均 と と も に 、

2002年 8 月 末 の 時 点 で指数 を 100 と し 、 2003年 当 初 の 動 き を 調 べ た 。

県内企業の株鏑指数 ( 各 月 末) の こ こ 10年 間 の 動 き は 、 全国 の株価指数 (東証) に比べ

低調 に推移 し て い た 。 と く に 、 阪神 ・ 淡路大震災前後 と 1997年後半の 金融不安が高 ま っ た

こ ろ 、 ま た IT バ ブ ル 期 の 3 つ の 時期 で み る と い ず れ の 時 も 株価動向 は全国 に 比べ弱 い 姿

を み せて い る O

な か で も 、 阪神 ・ 淡路大震災前後の 1994年12月 か ら 1 月 の 1 カ 月 間 の ド落幅が大 き

く 、 全国 の ム6 . 1 % に対 し 、 県 内 はム12 . 9 % と 倍の 数値 と な っ て い る O

こ れ は 、 震災発生前か ら 、 円 高 の 進展 に よ る 業績への不安感 か ら 全問 、 県 内 企業 と も に

製造業 を 中 心 に 下落基調 だ っ た こ と に加 え 、 県内企業 は 震災 に よ っ て 甚大な 被害 を 受 け 、

小売業 や 運輸 ・ 倉庫 業 な どの非製造業 の株価が大 き く 下落 し た こ と か ら 、 全国 を 大幅 に 下

回 る 結果 と な っ た 。

458 第 七帝 @ 産業 ・ 羅別



そ の 後、 全国の傾向 と 平行 し た動 き を 示 し て い た が、 2003年 1 月 を ボ ト ム (最低) と し

て全国 よ り 先行す る か た ち で上昇 に 転 じ 、 全国 に 比べ て そ の 回復の テ ン ポ も 速い ( 同 年 1

月 か ら 8 月 の 上昇率 は 、 全 国 が プ ラ ス 22 . 0% に 対 し 、 県内 は 同 39 . 0% と 約 2 倍 の 上 げ幅) 。

同 支)苫で は 、 ア ジ ア 向 け輸出 の 好調 な こ と や リ ス ト ラ 効果 な どで製造業 を 中 心 に 企業収

益が大幅 に 改善 し た こ と に よ る も の で、 と く に鉄鋼 、 輸送用機器 な ど兵庫県下で ウ エ イ ト

の 高 い 業種 の株価上昇が、 県内企業の株鏑指数の 上昇 に 大 き く 寄 与 し た 、 と 分析 し て い る O

な お 、 企業別 で は 、 2003年 1 月 か ら 8 月 の 開 で神戸製鋼所が2 . 1倍、 川 崎 重工業が48%

の 上昇率 を マ ー ク し て お り 、 関連企業や下請け会社 な どすそ 野 に も よ い影 響が も た ら さ れ

る の で は な い か と み ら れて い る 。

5 . 設備投資、 底入れ模索か
日 本政策投資銀行 関 西支出 は2003年 9 月 、 2002年度 と 同03年度 の兵庫 県 下 の 設備投資動

向 を ま と め た 。

2002年度 は 、 投資見込額 よ り 実績が大 き く 上 回 り 、 全産業で3 ， 904億8 ， 000万円。 前年比

で見込額の ム23 . 7% か ら 、 実績で は ム9 . 4 % と 落 ち 込み が減 っ た 。 同 じ く 製造業がム8 . 4 %

→ム1 . 7% 、 非製造業で はム32 . 4 %→ム13 . 7 % と 減少幅が少 な く な っ た 。

2003年度の 設備投資 は 、 年震 に 入 る 前の2003年 2 月 調査時の言1- 画 で は 、 全産業の投資額

は4 ， 339億2 ， 000万 円 。 そ の 時 点 で の2002年震の 実績見込額 に 比べ、 製造業が14 . 1 % 増 と 7

年ぶ り に プ ラ ス に 転 じ た こ と が寄与 し 、 全産業で は 同5 . 0 % 増 と 3 年 ぶ り に プ ラ ス と な り 、

'1，ま入 れ を 模索す る 動 き が出 て い る 」 と み ら れて い

2003年 8 月 の 調査で は 、 実績見込で 全産業が14 . 1 % 、 製造業22 . 5 % 、 非 製造業9 . 1 % と

い ずれ も 増 え て い る 。

(表 7 ) 兵庫県設備投資動向 i意 円 、 %
前年比 �町三日竺

上段の2001年度は 実績、 2002主三度は実績見込
中段の2002年 度 は 実綴、 2003年度は実績見込
下設の2003年度は修正実績見込、 2004年度 は言i、随i

日 本政策投資銀行問問支庖
2003年 8 月 調べ
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な かで も 、 製造業で半導体 ・ 電池関連投資 の あ る 電気機械、 高炉関連の維持、 補修投資

があ る 鉄鋼 で そ れぞ れ大幅増 と な る ほ か 、 有機化学で の 設備増強が見込 ま れ る な ど全体で

2 和増 と な っ た 。 ま た 、 非製造業 で は 、 光 フ ァ イ パ 一 関連投資が減少す る 通信 ・ 情報が減

少 と な る が、 卸 電力 設備 の増設で電力 が大幅増 と な る の を は じ め 、 応舗の新設の改装があ

る 卸売 ・ 小売が 2 桁増 と な る こ と な どか ら 全体の増加 に つ な が っ た 。 (表 7 )

6 .  r神戸 ブ ラ ン ド」 東京の玄 関 口 ヘ

2002年 9 月 6 日 、 東京 の玄関 口 、 JR 東京駅前 の 「丸 ビ、ルJ (丸 の 内 ピ ル デ イ ン グ) が新

装 開 業 に 伴 い 、 フ ァ ッ シ ョ ン 都市 ・ 神戸 を代表す る ア パ レ ル (衣料) 、 洋菓子、 惣菜、 シ ュ

ズ な どの企業 6 杜 7 屈が 出 自 。 「神戸 ブ ラ ン ド」 の全国発信へ新 た な 魅力 を ア ピ ー ル し て

い る 。

戦前か ら 丸 ピ ル はサ ラ リ ー マ ン あ こ がれ の 的 だ っ た 。 老朽化で1997年 に 閉館。 地上 8 階

建 て の i日丸 ピ ル は 、 37階建 て の 高層 ピ ル に 生 ま れ変 っ た 。 地下 1 階 ~ 地上 4 階 に小売 り 約

100屈が入 り 、 地上 5 、 6 階 と 35、 36階 に レ ス ト ラ ン 約40庖が軒 を 並べ る O ま る で ピ ル 内

に街が ーっ す っ ぽ り と 収 ま っ た よ う だ。

神戸関係 で 出 庖 し た屈 は 、 地下 1 階 に 「 ロ ッ ク ・ フ ィ ー ル ドJ (東灘区、 総合惣菜) マ 「ユ ー

ハ イ ，Ä J ( 中 央 民 、 菓子 ・ 惣菜 ・ ギ フ ト ) マ 「 ア ン リ シ ャ ルパ ン テ ィ エJ (芦屋市、 洋菓子) 。

地上 2 階 に 「 ワ ー ル ドJ ( 中 央 、 ア パ レ ル) 、 問 3 階 に 「 カ ワ ノ J ( 長 田 区 、 シ ュ ー ズ) 、

同 4 階 に 「 ジ ャ ヴ ァ グ ル ー プJ ( 中央 区 、 ア パ レ ル ) マ ワ ー ル ド ( 問 、 同 ) の 7 庖。

!日丸 ピル は 、 ビ ジ ネ ス 街、 オ フ ィ ス 空 間 の イ メ ー ジ、が強 か っ た の に対 し 、 新丸 ピル は 、 「衣

食住」 に 「遊」 を 加 え た生活文化空間 と し て 街の イ メ ー ジ を 演 出 し て お り 、 新丸 ピ、 ル を 開

発 し た 三菱地所広報部 は 「お し ゃ れ な 街 ・ 神戸 の イ メ ー ジ、 は 丸 ピ ル に と っ て も 魅力 があ る O

出 屈 は 歓迎」 と し て い る O

7 .  r神戸 ブ ラ ン ド プ ラ ザ、」 、 渋谷 ・ 代官山 に移転
「神戸 ブ ラ ン ド」 の全国発信 を 目 指す 「神戸 ブ ラ ン ド プ ラ ザ」 が2002年 4 月 、 東京港立 ・

青 山 か ら 渋谷区 ・ 代官山へ庖舗 を 移 し 、 再 オ ー プ ン し た 。

同 プ ラ ザ は 、 阪神 ・ 淡路大震災で大打撃 を 受 け た 地場産業の復興 を 狙い 1999年 4 月 、 青

山 に 開 設。 3 年 間 で、約30万人 の利用 者があ っ た 。 旧庖舗の賃貸期 限切 れ に伴 い 、 移転先 と

し て 青 山 に 匹敵す る フ ァ ッ シ ョ ン 情報の発信地 ・ 代官 山 を 選 ん だO

東急急、東横横-線代官官: 1山1ιi駅前 の再開発寵業施設 「代官 出 ア ド レ ス . デ イ セ J 3 階、 約133平方7μjルレ

以前 に 比べ ほ ;ぼまf枯古音:の広 さ で 、 新 た に ケ ミ カ ル 業界の 3 社が入居。 }古 内 に は ケ ミ カ ル シ ュ ー

ズ の ほ か真珠、 ゴム 製 品 、 神戸 ワ イ ン 、 神戸 の観光パ ン フ レ ッ ト な どが並 び、 運営 に あ た

る 神戸市は 「地場産業の活性化 に 向 け、 ケ ミ カ ル 以外 の 産業 に も 役立 て た い」 と し て い る O
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i 第二鮪 神 戸 港

1 . 立 ち 直 り へ模索続 く

かつ て 日 本 を代表す る 国際貿易港 と し て 自 他 と も に 認め て き た神戸港。 震 災 で壊滅的 な

ダ メ ー ジ を 受 け 、 施設 こ そ急 ピ ッ チ で復 旧 し た が取扱量の減少 に 加 え て ア ジ ア 主要港の 台

頭 に押 さ れ、 厳 し い状況が続い て い る 。

国 内 で も 地方港の整備が進め ら れ、 震災後、 地方港 に シ フ ト し た貨物が十分 に は戻 っ て

い な い 。 ま た 、 80年代 ま で の 高度成長期 を 支 え 、 神戸経済の原動力 で あ っ た 重厚長大産業

が、 産業構造の 変革か ら 相対 的 な ウ エ イ ト を 落 と し 、 こ の 地域経済 の 落 ち 込 み が神戸港衰

退の一 因 で も あ っ た 。

「神戸港か ら 都市再生へ」 。 新 た な 変革 の 時 を 迎 え神戸港再生へ の模索が続 け ら れて い る O

ま ず国 際競争 に 立 ち 向 か う た め に 、 コ ス ト 、 サ ー ピス 、 ス ピ ー ド の 3 点 を ポ イ ン ト に神 戸

港 を 取 り 巻 く 環境の見直 し と 改善、 学識経験者や港湾関係者か ら な る 「神戸港21世紀懇談

会」 の活性化への提言、 「 ボ ー ト セ ー ル ス J の特別チ ー ム の編成 な どの手が打 た れ た 。

2005年度 に 予定 さ れて い る 神戸空港 開港、 湾岸道路 の拡充、 整備 な ど陸海空 を セ ッ ト に

し た21世紀型の港湾へ飛躍が期待 さ れ て い る 。 国 と の 関係 で は 、 低迷す る 国 内 各主要港の

劣勢 ば ん 匝 へ 「 ス ー パ ー 中 枢港湾」 構想がす す め ら れ、 「 国 際み な と 経済特区」 の形成へ、

リ サ イ ク ル ポ ー ト 、 経済拠点 の構築、 関連企業の集積 な ど、 神戸港がす す むべ き “海路国"

が示 さ れ た 。

以下、 神戸港の現在の様子 を 各種の統計数値か ら み て み よ う O

2 . 神戸港の港勢
入港船舶数 2002年 の神戸港の 入港船舶 は 、 外航 ・ 内航合わせて 4 万 1 ， 215隻、 前年 に

比べ86 . 0% 、 総 ト ン 数 で は 1 億9 ， 225万総 ト ン 、 同 98 . 6 % 。 隻 数 は 14 % の 大幅 減 だが、 総

ト ン 数で は 1 . 4 % の小 幅減。 1 隻当 た り の 積荷 は 前年 よ り 多 い結 果 だ 。 総 ト ン 数 で過去最

高値の1994年 (震災 前) に 比べ る と ま だ 6 割強 と い う の が現状 だ。

内 訳 は 、 外航船が7 ， 658隻 (前年比95 . 1 % ) 、 総 ト ン 数は 1 億4 ， 016万総 ト ン ( 同98. 2 % ) 、

い ず れ も 減少。 航路別 で み る と 、 中 国航路が、 1 ， 906隻 ( 同 94 . 3 % ) で前年 を 下 回 っ た が、

引 き 続い て 第 1 1立 を 占 め た 。 そ の他、 韓出航路805隻 ( 同83 . 1 % ) 、 タ イ ・ イ ン ド シ ナ航路

525隻 ( 向 79 . 4 % ) 、 欧州 航路498隻 ( 同 101 . 8 % ) な ど。

一方、 内抗船 は 、 3 万3 ， 557隻 (同81 . 1 % ) で、 6 ， 331隻減少 し た も の の 、 総 ト ン 数で は 、

5 ， 210万総 ト ン ( 同 99 . 5% ) と ほ ぼ前年並み だ っ た 。 船種別 で は 、 貨物船が 1 万4 ， 192隻 ( 同

105 . 2 % ) 、 907万総 ト ン ( 同 107 . 0% ) と 前年 を 仁 回 っ た が、 フ ェ リ ー は4 ， 023隻 ( 同96 . 9 % ) 、

2 ， 845万総 ト ン ( 向 97 . 7% ) と 前年 を 若干下回 っ た 。 客船は6 ， 169隻 ( 同48 . 0 % ) 、 1 ， 056万
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総 ト ン ( 同 101 . 3 % ) と 隻数で前年 を 大 き く 下 回 っ た 。 (表 8 ) 

(表 8 ) 神戸港入港船舶数

I 年 次

1994年
1995'9三

総 入 浴一一一一町一一一一一寸一一一一一
隻 数

87， 708 
70 ， 184 

三十ぐご
46 ， 570 

日3 47 ， 940 
41 ， 21 5  

1主人L;L
1995年が震災の年、 ※ は過去最高値

19 . 501 
19 ， 225 

(98 . 6) 
(63 .4 )  

隻 ・ 万 ト ン ・ qら

7 ， 672 I 

F 

: l  I 3Ji:; ;J;!い
神戸港大観か ら 作成 (t@ ト ン 数 は万 以下 4 捨 5 人)

8 ， 880 
8 ， 874 
8 ， 385 
8 ， 169 
8 ， 264 14 ， 706 
8 ， 052 

取扱貨物量 神戸港全体の総取扱貨物量 は 、 7 ， 860万 t (前年比98 . 7 % ) 。 内訳 は外貿

貨物3 ， 763万 t ( 同 99 . 5 % ) 、 内 貿 貨物 が4 ， 097万 t ( 河 98 . 0 % ) だ、 っ た。 総量で震災 前 の

94年 に 比べ る と 46 . 0% で依然半分 に 満 た ず低 迷 の 域 を 脱 し て い な い 。 と く に 内 貿 が 同

35 . 4 % 、 う ち 移 出 は31 . 3 % と と も に 3 割台 と い う 凋落ぶ り だ。 (表 9 ) 

(表 9 ) 神 戸港取扱貨物量

※ は過去最高値

3 ， 886 
4 ， 102 
3 守 782
3 ， 763 
(99 . 5) 
(68 . 1 ) 

外 貿 貨 物

1 ， 575 
1 ， 647 

(104 . 6) 
(63 . 7) 

輸 入
内 貿 貨 物

移 出
5 ， 29 1  
2 . 704 

万 ト ン ・ %

移 入

神戸港火観か ら 作成 (JJ ト ン 以 下 4 拾 5 入)

外貿 の 輸 出 貨物 は 、 1 ， 647万 t ( 戸ij 104 . 6% ) で前年 を 上 回 っ た 。 品種別 で は 「産業機械」

が280万 t ( 同 125 . 1 % ) と 大幅 に伸 び、 引 き 続い て 第 1 1立 (構成比17 . 0 % ) を 占 め て い る 。
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次 い で 「電気機械J 162万 t ( 同 9 . 8 % ) 、 「染料 ・ 塗料 ・ 合成樹脂 な ど化学 E 業 品 J 140万

t ( �司 8 . 5 % ) の)I[買。 地域別 で は 、 「 ア ジ ア 」 が前年 に 引 き 続い て構成比で約 6 割 を 占 め 、

1 ， 002万 t で第 ] 位。 次い で 「北 ア メ 1) カ J 338万 t ( 河 20 . 6 % ) 、 「 ヨ ー ロ ツ ノ \J 209万 t ( 同

12 . 7 % ) の順。 主 要国別 で は 、 「 中 華人民共和 国」 が444万 t ( 同27 . 0 % ) が第 1 位。 量的

に は前年 を 約 1 割上 回 っ た 。 そ の他の主要国 は 、 「 ア メ リ カ J 26675" t ( 同 16 . 2 % ) 、 「台湾」

161万 t ( 同9 . 8% ) の順。

一方、 外貿 の 輸入貨物 は 、 2 ， 1 17万 t (前年比95 . 9 % ) と 前年 を 下 居 っ た 。 品 種別 で は 、

「衣服、 身廻品、 は き も のJ 199万 t で、 前年 を 13 . 7 % 下 回 っ た が、 構成比 で は 9 . 4 % で引

き 続 い て 第 1 位 を 占 め 、 次 い で 「石炭J 181万 t 、 前年比254 . 4 % と 大幅 に 増 え 、 「野菜 ・

果物J 144万 t だ、 っ た 。 地域別 で は 、 「 ア ジ、 ア J 1 ， 001万 t (前年比92 . 1 % ) 、 「北 ア メ リ カ 」

690万 t ( 同 94 . 7 % ) 、 「 オ セ ア ニ ア J 191万 t ( 同 168 . 4 % ) の順。 主要国別 で は 、 「 ア メ リ

カ J 547万 t ( 向 95 . 9 % ) に 次 い で 「 中 華人民共和 国J 513万 t (問88 . 9 % ) 0 こ の 両 国 で

輸入貨物 の50 . 1 % 、 約半分 を 占 め て い る O 続い て 「 オ ー ス ト ラ リ ア J 170万 t ( 同205 . 4 % )

と 前年の倍以上伸 び た 。

外国貿易額 輸 出 が 4 兆2 ， 578億円 。 前年 よ り 6 . 9 % 増 え 、 4 兆円 台 に 戻 っ た が、 震災前

の1994年 に 比 べ る と ま だ約 9 割 に と ど ま っ て い る 。 輸入 は 2 兆308億 円 。 前 年 と ほ ぼ横 ぱ

い で、 94年比 では83 . 5 % 。 総額は 6 兆2 ， 866億円 、 前年 よ り 4 . 3 % 増 え て は い る が、 例年 に

比 べ る と ま だ 9 割 に 満 た な し ミ 。 過去最高数値の 1991年 ・ 8 兆344億 円 に 比べ る と 78 . 2 % と

ま だ 2 割方下 回 っ て い る o ( 表10)

(表10) 神 戸港外国貿易額 (通関額)

U 

ι[ 

it 額

71 ， 029 
43 ， 397 
65 ， 067 
60 ， 91 5  
61 ， 323 
60 ， 264 
62 ， 866 
(104 . 3) 
(88 . 5) 

輸 出
46 ， 703 
28 ， 897 
41 ， 173 
40 ， 760 
41 ， 088 
39 ， 816 
42 ， 578 
( 106 . 9) 

i意 fIJ . %

輸 入
24 ， 325 
14 ， 500 
23 ， 894 
20 ， 1 56 
20 ， 235 
20 ， 448 
20 ， 308 

(99.:)) 

1995俸が主要災の年 神戸港大観か ら 作成 (億円以下 4 捨 5 入)

全国の主要港の貿易額 を み る と 、 大阪、 横浜、 東京が前年割 れ に対 し 、 神戸、 名古屋 は

そ れぞれ4 . 3% 、 5 . 1 % の増加。 例年 に 比べ る と 神戸が88 . 5% で 、 復 旧 に ま だ 1 割の差 を 残

し て い る が、 名古屋 の 140 . 9 % を は じ め 大阪131 . 8 % 、 東京114 . 2 % と い ず れ も 2 桁の 伸 び

を みせ て い る 。 神戸品以外の各主要港の整備が進 ん だ こ と が う かがえ る し 、 震災 を 機 に 各港

に シ フ ト し た積荷 を 取 り 戻す の が容易 で な い こ と が認め ら れ る 。 (表1 1 )
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( 表1l ) 主婆港の外留貿易額 (通関額) f意向 ・ %
年 次 ( 宇中 yコ 大 阪 名 古 屋 横 浜

71 ， 029 32 ， 333 68 ， 376 91 ， 33l 
43 ， 397 44 ， 945 77 ， 320 98 ， 996 82 ， 054 
65 ， 067 42 ， 892 84 ， 367 103 ， 376 9 1 ， 618 
60 ， 91 5  37 ， 1 89 82 ， 663 84 ， 257 85 ， 348 
61 ， 323 40 ， 283 89 ， 192 89 ， 622 89 ， 312  
60 ， 264 43 ， 066 9 1 ， 621  87 ， 759 9 1 ， 461 
62 ， 866 42 ， 623 96 ， 314 86 ， 857 
(104 ， 3 )  (99 ， 0) ( 105 ， 1 ) (99 ， 0) 
(88 ， 5) ( 131 ， 8) ( 140 ， 9) (95 ， 1 )  ムー

神戸港大鋭か ら 作成 (億円以下 4 捨 5 入)

輪出額、 東京抜い て 3 位浮上 明 る い 話題 を 一 つ O 神戸港が輸出額で東京港 を 抜 き 、 8

年ぶ り に 3 位 に 浮上 し た 。

財 務省 ・ 通 関統計 に よ る と 2002年 の神戸港貿 易 額で、 総輸出 額 は 4 兆2 ， 578億 円 、 前年

比6 . 9 % 増 と 、 国 内 5 大港 (神戸、 東京、 横浜、 名古展、 大阪) の 中 で東京 を 抜い て 3 位

と な っ た 。 伸 び率 は 5 大港で最 も 高 く 、 6 . 9 % 。 輸 出 の 金額ベ ー ス で は 震災前の約 9 割 ま

で 回復 し た 。 神戸港が 中 国 な ど ア ジ ア 地域向 け に 情報技術 (IT) 関 連 の 輸 出 が伸 びた の

に 対 し 東京港が 7 % 減少 し た結果 だ っ た 。

3 . コ ン テ ナ 中継貨物、 2 年続いて激減
外 国 間 貿 易 で神戸港が ど れ だ け の 地位 を 占 め て い る か。 中 で も ア ジ ア 地域の貿易 の 中 継

港 と し て の役割 は ど う だ ろ う か。

外 国 間貿 易 の 中 継港 と し て の 港勢 を 示す コ ン テ ナ ・ ト ラ ン シ ッ プ貨物 ( 中 継貨物) が、

2002年 は 120万 t と 前年 に 比べ53 . 3% に 落 ち 込み 、 前年の64 . 0% か ら さ ら に 下 回 っ た 。 同

港が取 り 扱 う コ ン テ ナ 貨物 に 市 め る コ ン テ ナ 中 継貨物の割合 ( コ ン テ ナ TS 率) で は僅か

(表12) 神戸港の コ ン テ ナ ・
ト ラ ン シ ッ プ

年 次 コ ン テ ナ TS率
(万f ト ン ) ( % )  

1 975年 233 43 ， 1  
1 980年 335 32 ， 2  

I �悶年 332 23 ， 3  
1990年 493 25 ， 4  
1994年 27 . 6  
1995:fj三 247 23 . 4  
1996年 382 23 . 9  
1997年 253 1 6 . 8  
1998年 260 18 . 1  
1999年 287 1 9 . 5  
2000:手 351 21 . 9 
2001 年 225 1 5 . 7  
2002年 120 8 . 7  

神戸港大飯か ら 作成
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8 . 7 % 。 前 年 の過去最低 を 記録 し た 15 . 7 % の 2 分 の l と い う ワ ー ス ト 記録 と な り 、 中 継機

能の競争力低下が浮 き 彫 り に な っ た 。

TS 率 は 1970年代 は約50% 近 く 、 80年代 も 25 % 前後 を 維持 し て い た 。 と こ ろ が、 90年代

の後半か ら 下 梓傾 向 で2001年、 同02年 と 引 き 続い て 悪 い 数値 と な っ た 。 最的 に も 震災前 の

1994年が581 万 t で最高だ、 っ た の に 比べ る と 2002年 は 120万 t で20 . 7 % 、 約 5 分の l に 減少

し て い る 。 (表12)

4 . コ ン テ ナ取扱量の願位下が る
2003年版 「海事 レ ポ ー ト (海運 白 書) J に よ る と 2001 年 の 世 界全体の コ ン テ ナ の荷動 き

量 は 、 5 ， 567万 TEU (20 フ ィ ー ト コ ン テ ナ 換算 個 数) で前年比5 . 5 % の増。 ま た 世界 の コ

ン テ ナ輸送量 の49% 、 約半分 を ア ジ ア発着①ア ジ ア 一 北米②ア ジ ア ー 欧州 ③ ア ジ ア域 内 の

3 航路が占 め 、 コ ン テ ナ貿易 で最大市場 と な っ て い る 。

こ う し た荷動 き を 反映 し て 、 2002年 の 世 界 の 港湾加 コ ン テ ナ取扱最 ラ ン キ ン グ を み る と 、

(表 1 3) 世界主要港の コ ン テ ナ取扱叢 ラ ン キ ン グ

1990年 200011三 20011r: 
)1[YHv: 月百{立 順位

1 
2 2 

6 3 3 
6 D 

4 4 
1 1  

3 b 6 
7 7 7 
8 9 9 
14 10 1 1 

13 12 
12 8 10 

15 13 

ト一一……18 
19 

13 16 
15 17 

1 1  2 1  
5 
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15 
19 
18 
16 
20 
22 

ト

2002年 港湾名 凶名 02年取扱量 01年収抜最 l 前年比 ;
順牧 (千個) (千偲) I ( % )  

1 香港 中 国 1 8 ， 600 円7 .而 3 . 9  
2 シ ン ガポール シ ン ガポー ル 1 6 ， 800 1 5 ， 520 8 . 2  
3 釜山 1 韓恩 9 ， 436 8 
4 上海 中 国 8 ， 610 6 守 340 35 . 8  
5 高雄 か湾 8 ， 493 7 ， 54 1  12 . 6  
6 深 1)11 中国 7 ， 614 5 ， 076 50. 0  
7 ロ ッ テルダム オ ラ ンダ 6 ， 500 6 ， 102 6 . 5  
8 ; ロサンゼルス アメ リ カ 6 . 106 5 ， 184 17 .8 
9 ハンブルグ ドイ ツ 5 ， 374 4 ， 689 14 . 6  

1 0  I ア ン ト ワ…プ ベルギ\ ， 777 4 ， 221 13 . 2  
1 1 ポー ト ケ ラ ン マレーシア 4 ， 530 3 守 760 20 . 5  
12 ロ ン グピーチ アメ リ カ 4 ， 526 1 ， 163 1 . 4 
13 ド ゥパイ UAE 4 . 194 3 ， 502 19 . 8  
14 ニュー ヨー ク ア リ カ 3 ， 700 3 ， 316 1 1 . 6  
15 青島 中国 3 ， 410 2 ， 640 29 . 2  
16 プ レ ー メ ン / ブ レ } メ ハ ベ ン ド イ ツ 2 ， 999 2 ， 9 1 5 2 . 9  
1 7  ジ オ イ ア タ ウ ロ イ タ リ ア 2 ， 955 2 ， 488 1 8 . 7  
1 8  東京 日 本 2 ， 900 2 ， 536 14 . 4  
19 ブ エ リ ッ ク ス ト ウ イ ギ リ ス 2 ， 750 
20 レ ムチ ヤ ノf ン タ イ 2 ， 749 2 ， 367 
24 横浜 日 本 2 ， 336 2， :304 
27 日 本 2 ， 010 

j毎ミド レポ 』 ト (海運 白 書) 200311ミ版から作成。 2002'1三は速報11白
偶数は20 フ ィ ー ト コ ン テナ換算



香港が第 1 位。 次い で シ ン ガ ポ ー ル 、 釜 山 で こ の 3 港湾が前年 に 引 き 続い て 上位 を 占 め 、

さ ら に 上 海、 高雄、 深ガJI と ア ジ ア 各国 の港が続い て い る O 中 で も 深ガJI の発畏 は 目 覚 ま し く 、

2000年 の 1 1位 か ら 8 位、 6 位 と 上位 に顔 を 見 せ る よ う に な っ た 。 中 国南部の香港 に 近 い 新

興都市 で、 国 を 挙 げて都市づ く り 、 港湾づ く り に取 り 組 ん で い る O

ア ジ ア 各 国 の 港が上位 を 占 め て い る の は 、 世界の物流がア ジ ア 111 心 に 行 わ れ て い る こ と

の表れで あ る 。 こ う し た 中 、 神戸港 を 取 り 巻 く 環境 は厳 し く 、 2002年 は27位。 90年 に は 第

5 位 だ っ た 昔 日 の 面影 は み ら れ な い。 30位 ま で を ま と め て い る 海外の港湾統計の枠か ら は

み 出 し か ね な い成 り 行 き だ。 (表13)

シ ン ガ ボ ー ル 、 釜 山 な ど ア ジ ア の 主要港が港湾規模 の拡大 と サ ー ビ ス 水準 の 向 ヒ、 コ ス

ト の低減 を 凶 り 、 111 継貨物 の 取扱量の拡大 を 図 っ て い る 。 中 国 を は じ め 、 ア ジ ア 諸 問 の 産

業発展 を 背景 と す る ア ジ ア 発着 の コ ン テ ナ貨物 の 急増 は 、 日 本 の ひ い て は 神 戸 の 地位 の 相

対 的 な 低 下 を 引 き 起 こ し かね な い。 神戸市で は各種港湾サ ー ピ ス の 改善 や 、 「 ポ ー ト セ ー

ル ス チ ー ム J に よ る 神戸港の売 り 込み を 始め て い る が、 震災や長3 l く 不況の影響、 囲 内 産

業 の 海外移行 な ど先行 き 不透 明 の 中 で 、 な ん と か立 ち 在 り の 道 を 探 し た い と こ ろ だ。

5 . 神戸港関連の動 き
〔中古車オ ー ク シ ョ ン施設〕

神 戸港 ・ 摩耳l)埠頭 に 、 ト ラ ッ ク な ど翻用 中 吉 車 を 専 門 に 取 り 扱 う オ ー ク シ ョ ン 施設が

2002年 4 月 、 オ ー プ ン し た 。

進 出 し た の は 、 い す ず 自 動車の子会社 「 い す ず ユ ー マ ッ ク ス J (東京都) 。 神戸 市瀧区 に

設 け て い た オ ー ク シ ョ ン 会場が手狭 ま に な っ た た め 、 新 た に 摩耶埠頭 に 約 1 . 3ha の 用 地 を

確保、 車 両 の 保管、 展 示 ス ペ ー ス に 充 て る O 年 間 の取 り 扱い 見込み は 約 2 万1 ， 000台 、 う

ち 6 ， 000台 を 東南 ア ジ ア な ど海外向け輸出 を 予 定 し て い る O

用 地 は 、 初期投資 を 抑 え た い オ ー ク シ ョ ン 企業 に対 し 、 不動産管理会社が神戸市か ら 借

り て 整備 し 、 転貸す る 。 前年の10月 、 港湾運送会社が撤退 し て 以 持、 空い て い たが、 今回

の進出 で神戸市 に は年 間約 6 ， 000万 円 の賃料収入が見込 ま れ る O

〔 自 動車 リ サ イ ク ルの新会社設立〕

中古車販売大手のハ ナ テ ン (大阪市) や神戸製鋼所、 島丈 (神戸市 ) な ど、 リ サ イ ク ル 、

物流関連の 10社 に よ る 自 動車 リ サ イ ク ル 会社 「兵癒 オ ー ト リ サ イ ク ルJ (神 戸 市) が、 2002

年 7 月 設立 さ れた 。

兵庫県 や神戸市 な どが出資す る 新産業創造研究機構 (NIRO) が前 年秋か ら 、 神戸港臨

海部 で の 自 動亭: 1) サ イ ク ル の 可能性 に つ い て IKAR 事業化研究会」 を 通 し て 検討 を 重 ね 、

に こ ぎ着 け た。

兵庫 オ ー ト 社 は 、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド E 期南東端 の 用 地約 2 ha に リ サ イ ク ル プ ラ ン ト を

建設。 関 西国 を 中心 に 月 2 ， 000台 の 中古 車 を ス ク ラ ッ プ処理す る 。
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国土交通省 は 5 月 、 リ サ イ ク ル 施設 を 集積 し て 資源化 ごみ の海上物流拠点 を 目 指す 「 リ

サ イ ク ル ポ ー ト j に神戸港 を 指定 し て お り 、 関連企業の 集槙が期待 さ れて い る 。

〔 オ ー ト オ ー ク シ ョ ン の会場拡充〕

神戸港 ・ 新港地 区 で 、 中古車販売会場 「兵庫 オ ー ト オ ー ク シ ョ ン J を 運営 す る HAA 神

戸は2003年 1 月 、 現会場 に 瞬接す る 市有 地 を 新 た に借 り 受 け 、 取引 可 能 な 車両保管台数を

現行の 6 ， 000台 か ら 8 ， 000台 に 増 強す る こ と を 明 ら か に し た 。 中古車 オ ー ク シ ョ ン 会場 と し

て台数ベ ー ス で、 野 田 市 (千葉) 、 東海市 (愛知) の施設に次 ぎ全国 3 位 の規模 と な る 。

拡張分 は 約 1 . 8ha。 全 国か ら 集 め ら れ る 中古車の保管場 と し 、 会場の総面積 は 計約12ha

と な る 。 毎週末 に オ ー ク シ ョ ン を 聞 き 、 1 回 当 た り 約2 ， 500人 の バ イ ヤ ー 集客力 を 持つ 。

1 R に 8 ， 000台 の オ ー ク シ ョ ン を 扱 え る の は 西 日 本 で唯一。 規模 を 生 か し 、 よ り 上 質 の 中

古車 を 全国 か ら 集 め 、 集客力 の 向上 を 図 る と い う O

2004年末 ま で に 予定 さ れて い る 自 動車 リ サ イ ク ル法の 完全施行 を 前 に 、 事故車 を 扱 う ラ

イ ン を 設 け る 。 2003年 中 に ス ク ラ ッ プ車両用 ラ イ ン を 完成 さ せ、 環境面 に 配慮 し た総合 オ ー

ク シ ョ ン 会場 を 目 指 し て い る 。

〔 リ サ イ ク ルへ車業界が集結〕

兵庫時 自 動 車整備振興会、 県 タ イ ヤ 寵工協 同 組合 な ど県内 の 自 動車関連 7 団体は2002年

7 月 、 自 動車 の リ サ イ ク ル を 促す協議会 を 設立 し た 。 使用 済み 自 動車再資源化法 ( 自 動車

リ サ イ ク ル法 ) が 同 月 5 日 に 成立 し た の に 対応 し た も の O 県 内 の 関連業界が一体 と な っ て 、

オ ゾ ン 層 の破壊 に つ な が る フ ロ ン 回収機設置 を 徹氏す る な ど環境対策 を 強化す る と と も に 、

リ サ イ ク ル 部 品 の利用促進 な ど も 呼 び掛 け る 。

県 内 の 自 動車保有 台 数 は 、 2002年末現在 で約 198万台 (軽 自 動車 を 除 く ) 0 不況の影響で

頭打 ち の こ こ 数年 を 除 け ば、 保有台数は増 え 続 け 、 つ れて 廃車の数 も 増 え て き て い る 0 2001

年度 は 車 両登録台数の約 1 割 、 19万3 ， 000台 ( 中 古車 を 含 む) に 達 し て お り 、 リ サ イ ク ル

分野で各業界の連携が急がれ て い た 。

〔近隣港に貨物流出 〕

神戸税 関 は 2002年10月 、 「神戸港 に お け る 輸出 入 コ ン テ ナ 貨物の物流動向調 査」 を ま と

め た 。 同 年 3 月 1 日 か ら 1 週 間 、 !司港で輪出 入 巾 告 さ れた貨物 を 対 象 に 実施 し た も の で 、

神戸港か ら 近 隣 の 港へ貨物が流 れて い る 実態が明 ら か に な っ た 。 5 年前 に よ七べ、 輸出 は 生

産 地 に 近 く 、 輪入 は 消 費 地 に 近い港 に シ フ ト し て い る こ と が明 ら か に な り 、 神戸港の不振

を 裏付 け る 内容 と な っ て い る 。

神戸港か ら 輪 出 さ れ た 貨物 を 生産地の府県別 に み る と 、 地元の兵庫 が1997年 3 月 に 比べ

24 . 4 % 増 (金額ベ ー ス ) と 大幅 に 増 え た 。 ま た 、 大阪か ら の貨物 は 同 5 % の微増 に と ど ま っ

た ほ か 、 岡 山 、 広 島 か ら は そ れぞれ39 . 7 % 減、 31 % 減 と 大 き く 落 ち 込 ん で い る O

一点、 輸入 さ れ た貨物の消費地別 で は 、 最 も 金額の大 き い大阪が同29 . 5 % と 大幅 に 減少。

広 島、 京都 も 36 . 5 % 、 37 . 5 % と そ れ ぞれ減っ た 。 兵庫、 岡 山 は8 . 9 % 、 26 . 2 % と そ れ ぞれ
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増 え た 。

調査結果 に つ い て 同税 関 は 「水 島港 ( 向 山 ) 、 広 島港、 松 山 港 な ど、 瀬戸 内 海沿岸の 港

で コ ン テ ナパー ス が整舗 さ れ、 各地の港 か ら 直接輸 出 入す る 動 き が、 過去 5 年 間 で さ ら に

強 ま っ た こ と を 裏付 け て い る J と 分析 し て い る O

〔港湾緑地用 地 に ゴル フ 練習場〕

港湾緑地 に 整備 さ れ る 全国初 の ス ポ ー ツ レ ジ ャ ー 施設 と し て 、 「 ポ ー ト ア イ ラ ン ド ゴル

フ 倶楽部」 がボ ー ア イ E 期 に完成、 2002年 9 Ji 22 日 開業 し た 。

用 地 は 中 央 区 港 高 の 約 2 万8 ， 000平方 - 神戸市が緑地整備 の た め 保有 し て い た所で、

通常、 港湾関連用 地 は荷揚 げや物流倉庫 な どの 目 的以外 に活用 で き な い が、 埋 め 立 て 時 に

緑地用 地 と し て免許 を 取得 し て お り 、 整備が可能 と な っ た 。 10年 間 の 定期 借地権方式で、

西 [R で ゴル フ 練習 場 を 経営す る 「 オ オ サ ワ J が運営 に 当 た り 、 整備費約10億 円 を 負 担す る O

賃料は年間 1 億600万 円 。 神戸市 は 「最 し い財 政難の 中 で 、 市単独の緑地整備 は むずか し か っ

た 。 民 間 の 力 で、周辺の公園 も 整備 で き 、 賃料収入 と 合わせ一石二烏」 と し て い る O

〔 口 ポ ッ ト 研究所、 ポ ー ア イ に拠点 〕

ロ ボ ッ ト 研究で災害対策強化や 産業高度化 を 目 指す神戸市の 「神戸 RT ( ロ ボ ッ ト テ ク

ノ ロ ジ ー ) J 構想 の 中核施設 と し て 、 神戸 ロ ボ、 ツ ト 研究所が2002年 9 月 25 日 、 ポ ー ト ア イ

ラ ン ド 耳 期 の神戸 キ メ ッ ク セ ン タ ー ピ ル に研究拠点 を オ ー プ ン さ せ た 。

NPO 法 人 の 「 閏際 レ ス キ ュ ー シ ス テ ム 研究機構J (東京) が入居 し 、 大規模地震災害の

倒 壊家屋 な ど を 再現す る テ ス ト フ ィ ー ル ド を 整備す る O 面積は約550平方 日。 丈部科学省

が2002年度 か ら 5 年計画で実施す る 「大都市大震災軽減化特別 プ ロ ジ ェ ク ト 」 の研究拠点

に 指定 さ れて お り 、 災害救助 ロ ボ ッ ト の 実験場 と し て使用 さ れ る O

〈参考文献〉
「神戸港大観�2002年港湾統計 」 神戸市み な と 総局経営部企画情報課 2003年 9 月
fì毎;事 レ ポ ー ト J 2003年版 国土交通省海事局 2003年 7 汀
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lfi i点観 光 …
1 . 観光客、 減少傾向

2002年 震 に 兵庫 県 下 を 訪 れ た 観 光 客 は 、 1 1:怠 1 ， 710万 人。 前 年 度 に よヒ べ る と 2 ， 074 人

( l .  7 % ) の 減少 で 、 明 石 海峡大橋の 開通 (1998年) 以後、 淡路花博が開 か れ た 2000年度

を 除 き 、 減少傾 向 が続い て い る 。 し か し 、 震災前の最高数、 1993年度の 1 億1 ， 296万人 に

比 べ る と 414万人上 回 っ て お り 、 海峡大橋 の 開 通 や 淡路花博 を き っ か け に し た 淡路島 の 観

光資源、の 開発、 震災復興 に伴 う 美術館 な どの施設の整備 に よ り 、 観光客受 け 入れの態勢が

整 っ て き た こ と の 表 れ と 受け止め ら れ る o (表14 )

(表1 4) 地域別入込数の推移 千人 . %

I問 19;7l-
1鰍 2000

-1 2001 山下両7
1 2 ， 280 I 21 ， 130 I 22 ， 71 0  I 25 ， 130 26 ， 3  

お
次

M

1
I
0

!
5

1
2 l

1 

M 

1
G 

5

1 

1 25 0 1 2 7 ! 6 7 0 25 ， 986 93 . 9  
1 3 ， 974 14 ， 302 1 14 ， 44 9 1 13 ， 892 14 ， 152 101 . 9  

1 4 ， 518 I 日42 I 15 ， 977 I 16 ， 213 1 6 ， 307 1 1 6 ， 721 1 1 7 ， 409 17 ， 272 99 . 2  
， 536 I 1 1 ， 583 1 1 ， 545 ! 1 1 ， 379 ! 10 ， 616 9 ， 221  86 . 9  

8 ， 312 8 ， 464 8 ， 546 9 ， 470 10 ， 547 1 1 1 . 4  
， 419 I 8 ， ω ; 9 ， 526 9 ， 372 9 ， 192 8 ， 926 97 . 1  
， 547 I 6 ， 086 7 ， 232 5 ， 958 \ 6 ， 11 5  6 ， 478 1 05 . 9  

10 ， 002 9 ， 927 1 0 ， 416 10 ， 037 9 ， 862 98 . 3  
3 ， 939 1 3 ， 965 \ 4 ， 008 1 4 ， 347 1 4 ， 130 1 4 ， 324 -�τiiJゴi 7 ， 233 1 22 ， 975 1 1 5 . 027 I 1 7 ， 310 1 10 ， 347 1 10 ， 336 

88 ， 882 巴 ， 1 04 
1994年の神戸の 入込数は冗資料 の訂 正 に よ り 変更 し て い る 。

2002年度 の観光客入込数の 減少 は 、 2001年度 に神戸地域で、 開 か れた '21世紀震災復興記

念事業」 が終了 し た こ と に加 え 、 東J番磨地域、 と く に 明石公園 の桜 の 見 頃が2002年 3 月 下

旬 に 早 ま り 、 花見容が前年度の入込数 に計 ['. さ れた こ と 、 さ ら に 明石 の 海水浴場で、発生 し

た 海浜 の 陥没事故 に 伴 う 海水浴場 の 閉 鎖 な どが影響 し た も の と み ら れ る O

日 帰 り 客、 宿 泊 客別 で人込数 を み る と 、 日 帰 り 客 は 1 億327万人 (全入込数の88 . 2 % )

で前年 度 よ り も 50 万 人 (0 . 5 % ) 増 え た が、 宿 泊 客 は 1 ， 384 万 人 と 前 年度 よ り も 258万 人

. 7 % ) の大幅 な 減少 と な っ た 。 宿泊客 は 、 震災年の 1995年 を 除 く と 最近10年間 で最低

水準 と な っ て い る 。

地域別入込数

地域別 の 入込数の動 き を み る と 、 阪神南、 北播磨 、 西播震の 各地域が増加 し 、 そ れ以外
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は 減少 し て い る 。 主 な 地域別 の 入込数の動 き は 次の と お り 。

神戸地域 前 年 に 比べ168万 人 (6 . 1 % ) 減 っ て 2 ， 599万人。 前年度 に 開 催 さ れた 「神戸21

世紀震災復興記念事業」 が終 了 し た こ と が大 き な 要 因 。

i坂神南地域 阪神 甲 子同球場や阪急西宮 ス タ ジ ア ム への入込が好調 だ、 っ た こ と な どで、

前年 よ り 26万人 ( 1 . 9 % ) 増 の 1 . 415万人 と な っ た 。

東播磨地域 暖冬の 影響で、 桜 の 見頃が2002年 3 月 下旬 に 早 ま り 、 花見客 の 大半 が前年

度 の 9J に カ ウ ン ト さ れ た こ と 、 明石 ・ 大蔵 の 海水浴場で発生 し た事故 に伴 う 海水浴場の 閉

鎖、 明石 ま つ り の 中 止 な どか ら 前年度比140万 人 ( 13 . 1 % ) と 大幅 に 減少 し て922万人 と な っ

た 。 事故が客 の 動 き に大 き な ブ レ ー キ と な っ た 。

北播磨地域 1 ， 055万 人 で前年 よ り 108万 人 (1l . 4 % ) 増 と 初 め て 1 ， 000万 人台 に 乗 り 、

過去最高 を 記録 し た 。 200] 年度 に オ ー プ ン し た 温泉施設への 入込が今年定 も 順調 だ、 っ た こ

と に加 え 、 小野市 に オ ー プ ン し た 「 ひ ま わ り の丘公開」 への 入込が好調 だ、 っ た こ と が増加

要 因 と な っ た 。

中播磨地域 姫路 市の 夏 ま つ り の 日 程が短縮 さ れ た こ と や 、 2002年 4 月 に オ ー プ ン し た

神崎農村公 園 「 ヨ ー デル の 森」 の 入込が減 っ た こ と な ど に よ り 、 前年度 よ り 27万人 (2 . 9 % ) 

減 っ て893万人 に と ど ま っ た 。

西播磨地域 648万人で、 前年度 よ り 36万人 (5 . 9% ) 増加 し た 。 新規の瀧泉施設 の オ ー

プ ン や赤穂義士祭への 入込増が よ い 結果 を も た ら せた 。

そ の他、 淡路地域 は 1 ， 034万人 (前年度比99 . 9 % ) 、 阪神北地域 は 1 ， 727万人 ( 同99 . 2 % ) 、

但馬 地域986万人 ( 同 98 . 3 % ) 、 丹波地域432万人 ( 同97 . 6 % ) 0 い ず れ も 小 幅 の 減少で、 事

故 な どで前年度 を 大 き く 割 り 込ん だ東播磨 を 除 く と 、 入込数 は や や安定 し た感があ る 。

阪神 ・ 淡路大震災で大 き な被害 を 受 け た 10市10町 に 限 っ て み る と 、 入込数 は 7 ， 139万人で、

前年度 よ り 252万人 (3 . 4 % ) の減少。 震 災前 の 1993年の水準7 ， 256万 人 を 5 年ぶ り に 下 回 っ

た 。 淡路地域 は 1993年度比で 16 . 3% 多 く な っ て い る が、 神戸地域がi司 5 . 5 % 、 東播磨地域

が|司 2 . 8% 減で 、 再 び震災 前の水準 を f 回 り 、 阪神 地域は 1993年 比 で96 . 9 % と 未 だ震災前

の水準 に戻 れ な い で い る 。

主要観光地の入込数ベス ト 1 0

県下の主要観光地への 入込数で、 社寺参拝、 イ ベ ン ト を 除い た上位10施設 は次の と お り 。

(単位 千人、 カ ッ コ 内 前年度順位)

1 ( 2 )  阪神 甲 子 園 球場 3 ， 675 

2 ( 1 )  県立明石公園 2 ， 628 

3 ( 3 )  宝塚 フ ァ ミ リ ー ラ ン ド 2 ， 457 

( う ち 宝塚大劇場 1 ，  1 1 1 ) 

4 ( 4 )  北野異人舘 1 ， 568 

5 一 ) 須磨海水浴場 1 ， 387 
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6 ( 6 )  六 甲 ・ 摩耶地区 1 ， 308 

7 ( 5 )  王子動物 関 1 ， 238 

8 ( 8 )  須磨海浜水族園 1 ， 002 

9 ( 7 )  有馬地区 996 

10 ( 9 )  城崎温泉 987 

な お 、 前年度の 10位 は 、 甲 山 森林公園 (974)

観光 自 的別入込数

観光 目 的関 に 入込数の多 い の は 、 公 園 ・ 遊 間 地が ト ッ プで1 ， 856万人、 次 い で、社寺参拝

1 ， 615万人、 ま つ り 1 ， 199万人、 施設見学1 ， 059万人、 温泉880万人の)頼。 前年毘 6 位 だ っ た

温泉が、 ゴル フ ・ テ ニ ス な ど を 抜 い て 5 位 に上が っ た 。 (表15)

(表15) 呂 的見IJ入込数 千人、 %
2001年度 2002年度

分 構成よと ! 前年度比入込数 入込数
j会 入 込 霊立 1 1 9 ， 178 ! 1 17 ， 104 1 00 ， 0  98 . 3  

自 扶 在日 賞 6 ， 861 6 ， 485 5 . 5  94 . 5  
行: 王子 参 拝 16 ， 307 1 6 ， 147 13 . 8  99 . 0  
ま ペコ り 1 5 ， 087 1 1 ， 987 1 0 . 2  79 . 5  
遺 (史) 跡 害見 賞 4 ， 004 3 ， 791  3 . 2  94 . 7  

j こibir. 泉 8 ， 368 8 ， 799 7 . 5  105 . 2  
公 園 遊 関 』也 1 8 ， 824 18 ， 56 1  1 5 . 9  98 . 6  
方面 ヨ片ムパミし 見 学 11 ， 663 1 0 ， 587 9 . 1  90 . 8  
登山 ・ ハ イ キ ン グ ・ キ ャ ン プ 2 ， 067 1 ， 974 1 . 7  95 . 5  
ス キ ー - ス ケ ー ト 1 ， 241  1 ， 212 1 . 0  97 . 7  
海 水 浴 ヨ ツ ト 3 ， 757 3 ， 621 3 . 1  96 . 4  
ゴ ル フ ・ テ ニ ス な ど 8 ， 592 8 ， 561 7 . 3  99 . 6  
釣 り 潮 干 狩 り 1 ， 265 1 ， 212 1 . 0  95 . 8  
観 光 農 国 1 ， 727 1 ， 674 1 . 4  96 . 9  
そ の 他 1 9 ， 415  22 ， 493 19 . 2  1 15 . 9  …… 

2 . 観光復興の歩み
2002年度 の 兵産 県 ドの観光 に 関す る 動 き 、 イ ベ ン ト の 主 な も の は次の と お り O

2002 ・ 4 ・ 4 兵庫県立美術館 「芸術の館」 が神戸 市 中 央 区 の 狂AT 神戸 (神戸東部新

都心) に完成。 6 日 か ら 一般 オ ー プ ン O

9 阪急電鉄が、 来年 4 月 に 宝塚 フ ァ ミ リ ー ラ ン ド 、 向 3 月 に神 戸 ポ ー ト ピ

ア ラ ン ドの営業 を 終了 す る と 発表。

10 神戸製鋼所が神戸市灘 区 に 、 発電所か ら 供給 さ れ る 熱利 用 の 温水 プ ー ル 、

浴室 な ど を 設 け た 「灘浜 ガ ー デ ン バ ー デ ンJ を 開設。

20  路上 に 花 び ら を 敷い て 巨大 な 絵 を 描 く 「 イ ン フ ィ オ ラ ー タ こ う べ2002J

が JR 三 ノ 宮駅東 の あ じ さ い通 り で始 ま る O
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4 ・ 22 神戸市が2001年度の観光客が前年度 よ り 9 % 増 の 2 ， 738万 人 と 発表。

26 板神電鉄は レ ジ ャ ー 施設 の 「阪神パ ー ク J を 2003年 3 月 末 での 閉 闘 を 発

表。

27 '人 と 防災未来 セ ン タ ー 」 が HAT 神戸 に 開館。

ク 神戸ハ ー パ ー ラ ン ド が信開 き か ら 10屈年 を 迎 え 、 記念 イ ベ ン ト 「ハ ッ ピ ー

10ハ ー パ ー ラ ン ド」 始 ま る o 12月 末 ま で 「世界が神戸 に や っ て き た」 を

合言葉 に 、 季節 ご と に 多彩 な 催 し を 繰 り 広 げた 。

5 ・ 1 兵庫県が外国人向 け の観光情報発信拠点 「 ひ ょ う ご ツ ー リ ス ト イ ン フ ォ

メ ー シ ョ ン デス ク J (TID) を 開設。

8 兵庫 、 岡 山 の 両県知事が広域観光の PR な ど連携 を 確認。

19  阪神 ・ 淡路大震災 の 被 災10市10町が2000年夏 か ら こ の 春 ま で実施 し た

'See 阪神 ・ 淡路 キ ャ ン ベ ー ン 」 の 19 イ ベ ン ト に 、 延べ500万4 ， 000人が

参加。 開催地域の経済効 果 は 355億円 。

5 兵庫県観光連盟が名称 を 「 ひ ょ う ご ツ ー リ ズ ム 協会」 に 変更。

6 ・ 18 NHK 大河 ド ラ マ 「宮本武蔵」 放映 を 機 に 「 ひ ょ う ご宮 本 武蔵 ツ ー リ ズ

ム 連携協議会J を 設立。 観光 ル ー ト の 開 発 な ど PR キ ャ ン ベ ー ン を 展 開

す る O

19 3 月 末で営業 を 終 え た舞子 タ ワ ー の撤去作業始 ま る O

23 '食の ま ち ・ 長 田 j を 合言葉 に 、 新長田駅南地区の西神 戸 セ ン タ ー 街が

「 ぽ っ か け カ レ ー 」 の 試食販売会 を 開 く O

7 ]R 三 ノ 宮駅前の 「阪神 ・ 淡路大震災復興支援館 ( フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ、) J

跡地 に複合商業施設の建設決 ま る o (2003年10月 3 日 、 「丸井」 が開業)

7 ・ 13 神戸 ・ 摩耶山上の 国民宿舎 「 オ テ ル ・ ド ・ 摩耶」 オ ー プ ン l 周 年。 宿泊

客数 1 万3 ， 000人。 当 初見込み を 3 ， 000人上 回 る O

8 ・ 5 整理回収機構 (RCC) が、 姫路セ ン ト ラ ル パ ー ク の運営会社 ・ セ ン ト ラ

ル パ ー ク の民事再生法適用 を 申 請。

8 兵庫、 岡 山 両県 は 両県下 を 周遊す る パ ス ツ ア ー への補助制度 を 共 同 で創
号尺ムロ又o

8 兵庫、 大 阪 な ど瀬戸内海 を 囲 む 9 市県 と 神戸市、 本 四 架橋公毘 は 、 共 同

で観光振興 に 当 た る こ と に な っ た 。

8 ・ 26 兵産県 は 、 2001年度の観光客数が I 億1 ， 918万人 (前年震比3 . 7 % 減) と

発表。

10 ・ 25 神戸 ウ イ ン グ ス タ ジ ア ム が ド ー ム 球技場へ衣替 え 、 報道陣 に公開 。

11 ・ 21 兵庫、 詞 山 の 県境 に接す る 両県 の 出 先機 関 の ト ッ プが、 広 域観光の PR

な ど に つ い て サ ミ ッ ト を 開催。
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1 1 ・ 24 六 甲 山 の 名物施設 「 回 る 十 問展望台」 営業 を 終 え る 。

11  東京 、 仙 台 、 福 岡 で の 「行 っ て み た い観光地」 調査で、 神 戸 は 北海道、

沖縄、 京都 に次い で 4 位。

12 ・ 12 í神戸ル ミ ナ リ エ」 開幕。 今年 の テ ー マ は 「光の ぬ く も り J o

2003 ・ 2 ・ 19 兵庫県 は 、 「 ウ ェ ス テ イ ン ホ テ ル 淡路」 の 買 収 を 決定。

3 震災復興の 軒づ く り 見学の修学旅行生受 け 入 れの た め 地元 4 匝体が 「神

戸長 田 コ ン ペ ン シ ョ ン協議会」 の 設立 を 決定。

3 ・ 30 í阪神パ ー ク 甲 子 関住宅遊 園」 が 閉 園 。 73年の歴 史 に 幕 を 閉 じ る 。

3 . 遊園地 の 開園、 梅次 ぐ
2003年 5 月 、 民 間信用調査会社 の 発表 に よ る と 、 遊 冨 地 や テ ー マ パ ー ク は 全 国 に 約200

カ 所あ り 、 1998年以前 は ほ と ん ど倒 産 は な か っ た が、 消費 の 多様化 に よ る レ ジ ャ ー 施設離

れで、 一 部 を 除 き 業績は低迷。 特 に 、 沿総人 口 の 減少 な どで経営が厳 し い私鉄系 の遊園地

で 閉 冒 す る ケ ー ス カf増 え て い る 。

集客力 回復 に は リ ピ ー タ ー が獲得で き る 目 新 し い遊戯施設が不可欠 だが、 投資額が膨大

で、 仮 り に 導入 し で も 若者 に は す ぐ に 飽 き ら れ て し ま う な ど厳 し い状況が続 い て い る と い

つ O
阪急が遊園地事業撤退 2003年 4 月 9 日 、 i坂急電鉄が遊園地事業か ら 撤退す る こ と を 発

表。 地元 や 関係者 に 驚 き の波紋が広 が っ た 。

「宝塚 フ ァ ミ リ ー ラ ン ドJ (宝塚市) と 「神戸 ポ ー ト ピ ア ラ ン ド」 の経営 撤退 は 、 不 況

や若者の減少 で行 き 詰 ま り 、 新 し く 大阪 に 開 園 し た 「ユ ニ バ ー サ ル ・ ス タ ジ オ ・ ジ ャ パ ン

(USJ) J の快進撃が と ど め を 刺 し た格好だ。 阿 国合わせて年 間20億-30銭 円 の 赤字で 、 「経

営努力 を 続 け て も 、 も は や黒字 に 転換す る の は不可能J と 見切 り を つ け た 。

「 フ ァ ミ リ ー ラ ン ド」 は1974年度 の ピ ー ク 時 に は2001年度の倍以上、 10年 前 が ピ ー ク の

「 ポ ー ト ピ ア ラ ン ド」 で は 、 現状の 3 倍以 上 の 客 を 集 め 、 鉄道事業の 運賃収入 も 伸 びる と

い う 好循環が形づ く ら れ て い た 。

91年の歴 史 を 誇 る 「 フ ァ ミ リ ー ラ ン ド」 は 、 開 園 の 2 年後 に 宝塚歌劇 を併設。 1952年 に

は 日 本 で初 め て ジ ェ ッ ト コ ー ス タ ー を 導入 し た 。 ホ ワ イ ト タ イ ガ ー な どの珍 し い動物 も 飼

育 し 、 阪神 間 の 家族や カ ッ プ ル の 憩 い の場だ っ た 。

一方、 「神戸 ポ ー ト ピ ア ラ ン れ は 、 開発行政の モ デル と も い わ れた 人工 島 ・ ポ ー ト ア

イ ラ ン ド の 集客の 核 の 一 つ だ っ た 。 ポ ー ト ア イ ラ ン ド 博覧会の 閉幕 と と も に 1981年 に 開業 、

ピ ー ク 時 に は 年 間163万人が入場 し た。

1995年 の震災以来 、 客足が遠の き 、 年 間 入場者数 も 50万人前後 に 落 ち 込ん で い た 。 隣接

地 に 計画がす す め ら れて い た 大規模 レ ジ ャ ー 施設 も 震災で 白 紙状態 に戻 り 、 施設の老朽化

に じSJ の 開業が追 い打 ち を か け た 。
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関神パー ク も 閉鎖へ 阪神電気鉄道 は 、 2002年 生 月 26 日 、 レ ジ ャ ー施設の 「阪神パ ー ク

甲 子会 園住宅遊 園 J (西宮市) を 2003年 3 月 末 に 開 国 す る と 発表 し た 。 間 屈 に 伴 う 仮神電鉄

の損失 は 施設撤去費 用 な ど16最 円 。

同 園 は 、 1929年 に 開 業 し た 「 甲 子園娯楽場」 が前身。 動 物 園 で は レ オ ポ ン な ど珍 し い動

物 を 餌育 し た り 、 観覧車 な どの遊具の ほ か 、 住宅展示場 を 併 設。 最近は入問料は無料で、

遊具収入 と 住宅会社への 施設賃貸料で運営 し て い た 。 景気低迷で展示住宅が減少。 遊 具�又

入 も 抵迷 し 、 2001年設 の 売上高 は 7 億3 ， 000万 円 、 最終赤字 は 5 億円 と 見込 ま れた 。

ピ ー ク 時 の 1973年 度 は 135万 人 の 入 国 者があ っ た 。 震災 の 影響 で 入 園 者 が大 き く 減少 し

て い た 。

な お 、 跡地 に は 三井不動産がシ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー の建設構怨 を 発表 し 、 2004年秋の オ ー

プ ン を 目 指 し て い る 。

姫路セ ン ト ラ ルパー ク 破 た ん 「姫路セ ン ト ラ ル パ ー ク J (姫路市) が経営主体 を 刷新 し 、

立 て 直 し を 図 る こ と に な っ た 。

「姫路セ ン ト ラ ルパ ー ク 」 の 運営会社 ・ セ ン ト ラ ルパ ー ク (尼崎市) の 債権 を 保有 す る

整理回収機構 (RCC) が、 2002年 8 月 、 同社の民事再生法 を 神戸地裁尼崎支部 に 申 請。 同

時 に親会社の 土井不動産 (尼崎市) な ど関連 2 社 に つ い て も 申 請 し た 。 同 パ ー ク の 営業 は

通常 どお り 続 け ら れ る O 民 間信用 調査会社 に よ る と 、 関 連 3 社の負債総額 は 約637億 円 と

み ら れて い た 。

同 パ ー ク は 1984年開業。 野生動物 を 放 し飼 い に す る 形の サ フ ァ リ パ ー ク や 、 ジ ェ ッ ト コ ー

ス タ ー な ど遊 園 地が人気 を 集 め て い た が、 長期 の不況や USJ の 開 業 な ど の あ お り を 受 け 、

入場者数が落 ち 込 ん で い た。

4 .  See 阪神 ・ 淡路キ ャ ン ベ ー ン の集客500万人
阪神 ・ 淡路大震災の被災10市10町が、 2000年夏か ら 2002年 の 春 ま で実施 し た 'See I現神 ・

淡路キ ャ ン ベ ー ン J で、 言1�19の イ ベ ン ト に 延べ500万4 ， 000人が集 ま り 、 兵庫県 の ま と め で

は 開催地域で355億円 の 経済効果があ っ た と み て い る 。

震災 5 年 と 世紀越 え を 節 目 に 、 大規模 な イ ベ ン ト で本格復興 に つ な げ よ う と 、 大相撲元

大関 の KONISHIKI さ ん を イ メ ー ジ キ ャ ラ ク タ ー に 全国 PR に 努 め た 。

イ ベ ン ト は 、 明 石海峡周辺 に 1 1 万2 ， 000人 を 集 め た 世紀越 え イ ベ ン ト 「 ジ ャ パ ン ・ カ ウ

ン ト ダ ウ ン 200lJ を 手始 め に 、 神 戸 東 部 新 都 心 (HAT 神 戸) に 28 万 2 ， 000 人 が訪 れ た

'HAT 神戸 フ ェ ス テ イ パルJ (2002年 3 月 23 日 � 4 月 14 日 ) ま で、 様 々 な ス ポ ー ツ 、 文化

イ ベ ン ト を行 っ た。 主 な と こ ろ を み て み よ う 。

毎年実施 の 「神戸 ル ミ ナ リ エ」 を 除 く 19事業 の う ち 、 集客数が多 か っ た の は 、 2001年 7 、

8 月 に 行 わ れ た 光の ア ー ト 「 ク ロ モ リ ッ ト KOBEJ (神戸市 ・ 196万6 ， 000 人) 、 同 3 � 5 月

の ポ ー ト ア イ ラ ン ド お花畑 「花み な と ・ KOBEJ ( 向 75万7 ， 000人) な ど。 神戸市以外で も
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「淡路夢舞台ス ー パ ー フ ラ ワ ー シ ョ ー J (2001年 3 � 5 月 ・ 東浦 町 な ど) に 1 1 万 人 、 「宝塚

観光 プ ロ ム ナ ー ド ・ フ ェ ス テ イ パ ルJ ( 同 8 月 ・ 宝塚市) に 15万6 ， 000人が訪 れ る な ど 、 キ ャ

ン ベ ー ン で各地が活気づい た 。

県 の 試算 で は 、 県全域への経済効果は400億 円 、 雇用 誘発数 も 4 ， 100人 に 上 っ た と み て お

り 、 「全国 に復興 を ア ピ ー ル で き 、 被災地 の 活気づ く り に役立 っ た」 と し て い る O

5 . 長田名物 「 ぽ っ か け J を 開発
全国 的 に ブー ム に な っ た 長 田 名 物 「 そ ばめ し」 の次は 「ぽっ か けJ o 2 匹 目 の ド ジ ョ ウ

を 狙 い 、 神戸市長 田 区 の ま ち づ く り 運営経織 「神戸 な が た TMOJ が、 ス ジ 肉 を ベー ス に

し た カ レ ー と ラ ー メ ン の商 品 開発 に成功 し た 。 地元食品会社の パ ッ ク ア ッ プ も あ っ て 、 「食

の ま ち ・ な カすた」 を ア ピ } ル す る O

「ぽっ か け」 は ス ジ 肉 と こ ん に ゃ く の 煮込み で、 「ス ジ コ ン 」 な ど と も 呼 ばれ る O 「ぶ つ

っ か け る 」 が元 の 意 と い わ れ、 長 田 か い わ い で は焼 き そ ばや お 好み焼 き 、 う ど ん な ど に 欠

かせ な い庶民の味だ。 2 、 3 年前か ら 急速 に全 国 ブ ー ム と な っ た 「 そ ばめ し 」 同様、 「取 っ

付 き や す く 、 手 っ 取 り 早い も の を 」 と ぽ っ か け を 使 っ た カ レ ー を 考案 し た 。

地 元 に 工場があ る 食品会社 rMCCJ (本社 ・ 神戸市東灘区) も 「ぜ ひ貢献 し た い」 と 協

力 を 快諾。 「 ぽ っ か け カ レ ー ラ ー メ ン 」 は 、 濃摩 な カ レ ー 風味 の ス ー プ と 、 ぽ っ か け の 味

付 け の バ ラ ン ス よ く 「ね ぎ た っ ぷ り 」 がお す す め で 、 癖 に な る 味 に仕上がっ た 。 す で に レ

ト ル ト パ ッ ク の試作品 も 完成 し 、 商 品化がす す ん で い る O 全国展 開 と と も に 地元 の飲食屈

と の タ イ ア ッ プで、 長 田 に 来れ ば本場の味が楽 し め る O

6 . 兵時、 同由で広域観光 PR

兵庫県 の 井戸敏三知事 と 岡 山 県 の石井正弘知事は2002年 5 月 8 日 、 岡 山 県庁で会談 し 、

広域観光の PR に連携 し て取 り 組 む こ と を 確認す る と と も に 、 瀬戸大橋 や 明 石海峡大橋 の

害�5 1 き 特別通行料金 の 実施期 間延長に つ い て 、 共 同 で 国 に働 き か け て い く こ と で一致 し た 。

会談は井戸知事の 申 し入れで実現 し 、 全面公 開 で行 わ れ た 。 石井知事が、 岡 山 県の県外

観光客 の 約 3 割 を 兵庫県が占 め て い る 現状 を 紹 介。 NHK の 大河 ド ラ マ に 予 定 さ れて い る

「宮本武蔵」 は 、 兵庫 、 岡 山 両 県 に 出 生地説があ り 、 放 映 を 機 に観光面の連携 を 深め る 方

向で合意 し た 。

井戸知事が県外か ら 両県 を 訪れ る 観光パス への助成 を 共 同 で行 う な どの誘致策 を提案、

石井知事 も 実現 に 意欲 を 示 し た 。

会談の 途 中 、 石井知事が快進撃の続 く 阪神 タ イ ガ ー ス の 星野監督が岡 山 出 身 で あ る こ と

に触れ、 井戸知事 も 「阪神が元気 な と き は兵庫 も 元気J と 地域経済への波及効果 に期待 を

表明す る な ど、 終始、 協調 ム ー ド で進め ら れ た 。

兵庫、 岡 山の 県境 出先機関がサ ミ ッ ト 岡県の県境 に接す る 再 出 先機関 の ト ッ プが2002
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年 1 1 月 、 播磨科学公園都市で局長サ ミ ッ ト を 開 き 、 広域観光の PR や物産展 な ど の 共 同 事

業 に つ い て話 し 合 っ た 。

さ き に 井戸兵庫県知事 と 石井岡 山県知事が県境 を ま た ぐ課題や プ ロ ジ ェ ク ト を め ぐ っ て

会談す る な ど交流への動 き を 加速 し て お り 、 両県の 出先機 関 で も こ の動 き に 合わせ、 年 3

回程度の会合 を 持 ち 、 共通 の 問題 に つ い て 話 し合 う こ と に な っ た 。

両県 に は NHK の 大河 ド ラ マ の宮本武蔵 ゆ か り の地が多 い の に 加 え 、 国体が2005年 に 岡

山県、 2006� に は兵庫県 で 弱 か れ る こ と か ら 、 共 同 の広報な ど を 検討す る こ と に し て い る O

兵庫県側 で は 、 西播磨地方で大型放射光施設ス プ リ ン グ 8 を 持つ播磨科学公圏都市 な ど

新 し い 街づ く り が進 ん で い る 。 岡 山県側 の勝英地方 は武蔵の 生誕地説の あ る 大原 田Iがあ り 、

東備地方 に は備前焼で有名 な備前市 な どがあ る O サ ミ ッ ト で は こ う し た 両県 の 史跡や 名所

を リ ン ク し た観光 PR や 県境 を 越 え た 人や情報の交流 を 図 り 、 関係 を よ り 深め て い く 。

7 . 神戸の観光客 γ ま た 来 た PJ が 9 割超
神戸の観光客 の “ リ ピ ー タ ー 率" は 9 割 を 超 え 、 ほ ぼ全員 が 「 ま た来 た い」 と 考 え て い

る こ と が、 神戸市の観光動向調査で わ か っ た 。 10年前 の 1993年 の調査 と 比べ る と 、 日 帰 り

客が増 え る 一方で、 女性が多 か っ た北野、 有馬地 区 で の 男 性客 の 比率が伸 ぴて お り 、 市観

光交流課は 「 身 近 な 観光ス ポ ッ ト と し て 定着ぶ り が う かが え る 」 と し て い る O

調査 は 、 2001年 9 月 7 、 8 日 、 市 内 23 カ 所 を 訪 れ た観光客2 ， 656人 を 対 象 に 、 面接形式

で 聞 き 取 っ た 。

神戸 に 来 た 回 数は 5 回 以 上 の 人が71 . 6 % を 市 め 、 2 回 以上は92 % 。 将来再訪の意向 は 「ぜ、

ひ 来 た い」 が84 . 9 % 、 「機会があ れ ば」 が14 . 7 % に 上 っ た 。 訪れた動機は 「前 に 来て 良 か っ

た か ら J が39 . 1 % で最 も 多 く 、 「雑誌 な ど を 見 て J (1 1 . 9 % ) 、 「知人の話 を 聞 い て J (9 . 9 % )  

を 上同 っ た 。

訪問地 ご と の観光客 の 年齢構成 は 、 北野や HAT 神戸、 須磨 ・ 舞子 は20歳代が多 く 、 「 ブ

ル ー ツ ・ フ ラ ワ ー パ ー ク 」 な どの あ る 西北神 、 神戸港は30歳代、 六 甲 ・ 摩耶 は50歳代、 有

馬 は60歳代以上が多 か っ た 。

1993年 の調査 と 比べ る と 、 旅行形態 は 「家族 と J が42 . 7 % で 1 . 3引 、 「 友 人 と 」 が30 . 9 %

で5 . 1引 そ れぞれ減少。 I 1 人で」 が 6 % か ら 15 . 5 % に 2 倍強の増加。 日 帰 り 客 も 78 . 9 % で

8 . 9引増 え た 。

観光客 の居住地 は 、 近距離 (近畿地方) が85 . 3% を 占 め 、 1993年 よ り 7 . 3引増。 近畿以

外 の遠距離客が訪 れて い る の は 、 北野が34 . 8% と 最 も 多 く 、 全国 的 な 人気 ス ポ ッ ト に な っ

て い る こ と を 示 し た 。

〈参考文献〉
r2002年度観光客動態調査う (概要)J 記者発表資料 兵庫県観光交流課 2003年 1 1 月 17 EI 
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i 第四節 商 業
]R 新長 田 駅前 の 南地 区 は 、 市街地再 開発で震災前 の 街並 み を 思 い 出 せ な い ほ どの 変 ぼ

う を 遂 げて い る O 駅か ら 国道 2 号操 に 至 る 街づ く り 、 既 に 2 号線南 に 建設 さ れ た 中 高層 の

ピ ル群。 かつ て 西 の 副都心 を 日 指 し た エ ネ ル ギ ー がい ま よ み がえ っ て い る O

た だ、 中 ・ 高層 で3 ， 000戸 と い う 住宅供給計画 は 、 住宅不況の 中 で過剰 気 味 で 、 建設予

定 だ、 っ た 高層 住宅の う ち 2 棟 は 、 低層 商業施設 に変更 さ れ た 。 元 の 地権者が資金難で 出 庖

を 取 り 止め た り 、 入居 を 返上す る ケ ー ス も 出 て い る 。 全市的 に オ ー バ ー ・ ス ト ア が懸念 さ

れ る な か、 地下鉄沿線 を 軸 と し た 商圏 の展開が、 消費性向 の停滞 と 将来展望 と に どれ だ け

マ ッ チ さ せ て い く か、 期 待 を も っ て見守 り た い 。

1 . 県内曲癌能の 9 割 が 「衰退J I停滞」
兵庫 県 は 、 2002年 8 月 か ら 1 1 月 に か け 、 県 内 の すべ て の 商席街や加盟屈 を 対象 に し た初

の実態調査 を ま と め た。

そ れ に よ る と 、 し て い る と 答 え た の は 、 全体の わずか4 . 5 % に と ど ま り 、 後継者

不足や 商 圏 の 人 口 減 な どか ら 9 割以上 が 「衰退J r停滞」 と の 認識 を 示 し た 。 県 は 「集客

性 を 備 え た 市荷地 の 再生や核庖舗の誘致が必要」 と 提言 し て い る O

調査 は 、 県 内 の 全商屈街 (849) と 加盟出 ( 2 万2 ， 781) に 対 し 、 聞 き 叡 り 方式で、実施。

回収率 は そ れ ぞれ97 . 5 % 、 78 . 3 % 0

景況感 で は 「衰退J が53 . 7% 、 「停滞J が41 . 7 % 。 要 因 と し て 「経営者の 高 齢化 ・ 後継

者不足」 を あ げた の が最 も 多 く 48 . 8 % 。 次 い で 「大型屈 と の 競合J 26 . 8% 、 「商 圏 人 口 の

減少J 20 . 2 % と 続 く O 「繁栄J と 回答 し た の は4 . 5 % で 、 神戸、 尼崎市内 の37商庖街 に と ど

ま っ た 。

「繁栄」 と 答 え た 商宿街の特徴 を 分析 し た と こ ろ 、 イ ベ ン ト や 共 同出舗 な ど に よ る 商圏

外か ら の 集客強化 に 加 え①将来の指針 と な る 活性化計画づ く り ②高齢者向 け の 品 ぞ、ろ え③

核宿舗 を 軸 と し た 大型庖対策 な どが挙げ ら れた 。

活性化 の 具体策 で は 、 交流入 [ 1 を 増 や す た め の市街地対策の必要や空 き 庖舗対策 と し て 、

産地直送 の 生鮮食品 の販売所誘致 な どが考 え ら れ る と し て い る O

2 . 百貨鹿売上、 増減 ま ち ま ち
兵庫県 下 の 消 費 者物価指数は 、 2002年の 年 聞 を 通 じ て 前年 同 月 比 でマ イ ナ ス を 示 し た 。

年 間平均で み る と 1999年か ら 連続 し て 減少 と な っ て い る 。 前年比で連続 し て マ イ ナ ス と い

う こ と は 、 年 ご と に 物儒 は 、 指数の う え で は あ る が安 く な っ て い る と い う こ と O 実離の市

場価格 は 、 物 に よ っ て は安 く な っ た と い う 実感がな い物 も な き に し も あ ら ず。 し か し 、 指

478 第七事 @ 産業 雇用



数 に 表れ た 減少 は 、 デ フ レ を 映 し て物価の低落傾 向 は否定で き な い だ ろ う 。

こ の よ う に物価 は下がっ て は い る が、 消費者の財布 の 紐 は 固 い 。 雇用環境 の悪化、 将来

の 生 活 の 不安 な ど か ら 購買 力 は振 る わ な い。 “百均 シ ョ ッ プ" (自 の全商品 が100円均一)

が各地 に 開 設 さ れ、 い ずれ も そ こ そ こ の 売上 を 記録 し て い る O 一方で、 外国の有名 ブ ラ ン

ド 品 の ア ン テ ナ ・ シ ョ ッ プの 開 庖 に 長蛇 の 列 がで き て い る 。 r-�'1本 ど う な っ て ん の 」 と

い た い と こ ろ だ が、 一般の消費 者 に と っ て 、 消 費 マ イ ン ド を 刺激す る 要国 は 昆 当 た ら な か っ

た 。

個 人消 費 の動 き を 見 る 指標 の 一 つ 、 百貨屈の 売上実績 を み る と 、 前年 同 月 比で増 え た の

が 6 カ 月 、 減 っ た の も 6 カ 月 O 増減合い な か ばで は あ る が、 年 間 で は 前 年 比0 . 1 % の 減。

こ の こ と は 年 間 の 消 費 の 動 き は弱含み横 ばい を 示 し て い る の で は な かろ う か。 例 え ば、 6

月 に は兵庫 県 内 で は 、 前年 同 月 比2 . 7% 増 に な っ て い る が 7 月 は6 . 8 % の 減。 こ れ は 、 中元

商 戦の時期 な が ら 、 早期往丈分の 割引 の 定着 で 、 前倒 し が進 ん だ の が大 き な 要 因 と み ら れ

て い る 。 神戸地区で も 同 じ 傾 向 で 、 6 月 は 伺 2 . 8%増 と な っ た が、 7 月 は 伺 7 . 6 % 減。 7 月

に 2 霞台風 に 見韓 わ れて 客足が減 っ た の も 一 因 と 考 え ら れ る が、 も っ と 大 き な 消費動向が

あ る よ う に感 じ ら れ る O

県下百貨庖 の 年 間 売上総額は2 ， 874億 円 で前年比0 . 1 % の 減。 1998年以来、 5 年連続 し て

前年の 実績 に 及 ばず、 消費者がい か に 購買 に 背 を 向 け て い る か 、 現実 は 厳 し い 。 (表16、 17)

(表16) 百貨庖売上高

1995年 ム 2 . 3 2 ， 263 ム32 . 6
1996年 3 . 2  2 ， 751  2 1 .  6 
1 997年 4 . 0  2 . 965  7 . 8  
1998年 ム 0 . 2 2 ， 838 ム 4 . 3
1999年 ム 2 . 0 2 ， 725 ム 1 . 0
2000年 ム 1. 9 2 ， 922 ム 3 . 4
2001年 ム 2 . 8 2 ， 878 ム l . 5
2002年 ム 2 . 7 2 ， 874 ム 0 . 1

2002年 1 月 j ム 1 . 0 I 252 I 0 . 5  

資

2 月 | ム
3 月 | ム
4 月 l ム
5 バ | ム
6 月 | ム
7 月 | ム
8 月 ; ム
9 月 1 ム

10)] ム
1 1 月 | ム
1 2 月 | ム

県内百貨応売 ト、高 は2000年10 月 よ り 調査対 象出銭が増加 し た た
め 前 年 に 比べ増加 し て い る が、 前年比率 は調整済み。
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(表17) 神 戸地 区百貨庖売上高 億円、 %
売 上 高 前 年 比

203 97 . 4  
138 90 . 5  
203 99 . 8  

4 月 184 100 . 4  
5 月 184 98 . 3  
6 月 192 102 . 8  
7 月 225 92 . 4  
8 月 1 58 100 . 5  
9 月 171 100 . 4  
10月 187 98. 1 
1 1 月 207 100 . 9  
12月 275 94 . 1  

計 2 . 328 97 . 8  
対 象百貨庖は 大丸、 そ ご う 、 阪急。 宝塚、 芦原、 川 西 を
含む。 三越神戸 厄 は大阪地区に集計。 億円米満 4 捨 5 入。

近畿百貨庖協会

3 . 神戸市内 の サ ー ビ ス 業、 震災前上回 る
震災で落 ち 込 ん で い た神戸市 内 のサ ー ピ ス 業 の 事業所数が急回復 し 、 バ ブ ル経済絶頂期

の 1991年の数字 を 上 回 っ て い る こ と が、 総務省 の 「事業所 ・ 企業統計調査」 で 判 明 し た 。

消費者ニ ー ズの 移 り 変 わ り や情報化 と い っ た 時代 の 流 れ を 取 り 込む新サ ー ビ ス の 台 頭 に

よ る も の と み ら れ て い る O 不況が響 き 、 多 く の 産業で事業所や従業 員 が減 る 中 、 雇 用 の受

け皿 と し て も サ ー ビ ス 業の存在感が高 ま っ て い る O

こ の調査は 、 総務省が 5 年 ご と に全国規模で実施 し て い る 。 2001年10月 1 日 の 時 点 で 、

神戸市 内 の サ ー ビ ス 業 は 、 2 万1 ， 421 カ 所。 前 回 の 調 査 は 震災直後の 1996年。 そ の 時 は 2

万 カ 所 を 割 り 込 ん だが、 5 年で “ V 字 国復" を 達成 し た 。 震災前 の 1991年の 事業所数 を 上

回 っ た の は 、 全業種で初 め て o (表18)

サ ー ビ ス 業 の 事業所数が増 え た 要 因 の一 つ に 急拡大 し た 「 ク イ ッ ク マ ッ サ ー ジ」 があ る O

あ ん ま な どの 「療術業」 が、 5 年前 の 1996年か ら 26 . 1 % 増 え 705 カ 所。 10分で1 ， 000円前後

の 「 ク イ ッ ク マ ッ サ ー ジ」 は 、 気軽 に 入 れ る 庄構 え も 利 用 者 の 好感 を 呼び\ 「癒 や し 」 を

(表18) 神戸市内の主 な 産業 の事業所数
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求 め る 女性や 若 い 会社員 な ど、 こ れ ま で マ ッ サ ー ジ に 無縁だ っ た 客層 を 掘 り 起 こ し た 。 ラ

イ バル 屈 が増 え て お り 、 上半身や肩 を ほ ぐす庖、 足裏指圧 な ど、 業務内容 を ー工夫 し 、 し

の ぎ を 削 っ て い る O

ま た 、 ソ フ ト ウ エ ア 開発や情報処理な どの 「情報サ ー ビ ス 業j は 、 こ こ 数年で家庭や企

業 に IT ('1吉報技術) が浸透 し た の を 背景 に 、 1996年比53 % 増 の410 カ 所 に 。 高齢化 を 受

け て 「老人福祉事業」 は 5 年 間 で 2 倍増 の 106 カ 所 に な っ た 。

一方、 苦 戦す る 業種 も 見逃せ な い 。 1991 年 に 225庖 あ っ た 「公衆浴場」 は 、 10年 間 に 半

分以下 に 。 家屋構造の変化、 街の 中 心部 の 人 口 減、 震災被害 な ど に 加 え 、 レ ス ト ラ ン や エ

ス テ な ど も 備 え た 「 ス ー パ ー 銭湯」 に 客足 を 奪 わ れて い る O 経営者の 中 に は 、 高齢 と 後継

者難 を 訴 え る 声 も あ る 。

ま た 、 IT 化 で 「速記 ・ 筆耕 ・ 複写業」 は 、 10年で20業者が姿 を 消 し た 。 ボ ウ リ ン グ場、

遊 園 地 な どの 「娯楽業」 も 減少傾 向。 六 甲 山 な どの保養所 を 手放す企業 も 増 え て お り 、 1991

年 の 約半分の98 に ま で減少 し て い る O

こ れ ま で神戸経済 を 支 え て き た 製造や運輸、 通信業 は 、 過去10年で、事業所数 は そ れぞ、れ

32 . 3% 、 18 . 9 % も 減少。 従業員 数 も 同期 間 に 13万7 ， 000人 か ら 10万1 ， 000人、 7 万4 ， 000人

か ら 6 万4 ， 000人 と そ れぞれ減 っ た 。

事業所数を 伸 ば し た 「サ ー ビ ス 業」 の従業員 数 は 、 2001年10月 時点 で22万4 ， 024人 と 、 1991

年か ら 3 万人増 え て い る O

4 .  1"空 き 鹿舗」 活用 への試み
消 費 の 低迷 に よ る 売上 の 減少、 後継者難 な どか ら 、 商高街の 中 で シ ャ ッ タ ー を !講 じ た ま

ま の脂舗が 白 宣 ち 、 街の活気 を そ い で、 い る と 問題視 さ れて い る O こ う し た 、 い わ ゆ る 「空

き 庖舗」 問題 に 、 商庖街が ど う 対処 し て い る か。

ら と 協 同 で拠点づ く り を 始 め た と こ ろ や 、 実験的 な チ ャ レ ン ジ シ ョ ッ プの 開設、 地

元 の 味 を 売 り 物 に す る レ ス ト ラ ン と し て の利用 な ど、 各地で い ろ い ろ な 試 み と 努力 が続け

ら れ て い る O そ の い く つ か を み て み よ う O

新 ・ ま ち づ く り ハ ウ ス を 開設 灘 中 央地区 ま ち づ く り 協議会が、 i者自街の空 き Jr5舗 を 地

域情報発信や住民交流 の 場 に 生 か そ う と 2002年 7 月 、 i難区水道筋の畑原市場 内 に 「新 ・ ま

ち づ く り ハ ウ ス 」 を オ ー プ ン さ せた 。

同 ま ち 協 は 、 震災後の 1995年 末 に 発足。 自 主再建す る 被災者 の支援や住環境の充実、 商

業活性化 に 向 け 、 地 区 の マ ッ プづ く り 、 空 き 話 回 収 な ど に 取 り 組 ん で き た 。

以来、 活動 の 幅が広が る に つ け 、 時 間 や 資金が必要 と な り 、 事務処理に も 多 く の 持 聞 と

労力 がかか る よ う に な っ た。 神戸市 と 話 し合い を 重ね て き た結果、 市 も 専従 ス タ ッ プ を 持

つ 「 ま ち 協」 の あ り 方 を 、 模索す る モ デル事業 に 位置 づ け 、 年 間 250万 円 の 補助 を 決め た。

「ハ ウ ス J で は 、 地域情報収集や メ ー ル マ ガ ジ ン の発行、 地域 ブ ラ ン ド発掘 や 交流行事
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の コ ー デ イ ネ ー ト 、 人材育成 な ど を 目 標 と し て い る O ま ち づ く り で以前か ら 交流 の あ っ た

神戸大学の学生 2 人が交代で詰 め 、 活動 を 支援す る O 市 で は 「震災復興 はハ ー ド の 面 か ら

住民同士の つ な が り な ど ソ フ ト の分野 に比重が移 っ て い く 。 こ の試み を 街づ く り の次 の ス

テ ッ ブへ の モ デル ケ ー ス に し た い」 と し て い る O

小売 り 瓶 ・ 館業支援オ フ ィ ス 水道筋商庖街協 同 組合 (神戸市灘亙) と 神戸 市 は 2002年

9 月 、 空 き rn舗 を 使 っ た 「小売 り 版 ・ 創業支援 オ フ ィ ス 」 事業 を 行 っ た 。 名 付 け て 「わ ら

しべ塾J o 民話の 「 わ ら し べ長者」 の よ う に 商売 に 成功 す る 人が出 て ほ し い と の 願 い で 名

付 け ら れ た 。

期 間 を 区切 っ て 、 実験的 に商売 を し て も ら う チ ャ レ ン ジ ・ シ ョ ッ プ と 、 専 門家 に よ る 経

営指導 を 組み合わ せ、 開 業 に 向 け た 活動 を 後押 し す る O

両庖街の a角 の 売 り 場約45平方 を 3 分郁 し 、 2 カ 月 単位で起業家 を 入屠 さ せ る 計画。

神戸市が家賃 の ほ ぼ全額 を 肩 代 わ り す る ほ か、 経営 コ ン サ ル タ ン ト を 派遣 し 、 商 品 陳 列 や

経理税務、 資金 プ ラ ン な どの 開 業 ノ ウ ハ ウ を 無料で “指南" し 、 商売の碁礎 を 学ぶ。

第一期塾生 に は押 し 花 グ ッ ズ販売 と 手作 り の ア ク セ サ リ ー な ど を 扱 う 2 軒が、 公募 に 応

じ た約20件の 中 か ら 選ばれた。

学生が韓国金品販売の実験j吉舗 関西学院大学の 「ベ ン チ ャ ー ビ ジ ネ ス 研究会J の学生

ら が、 大震災の後遺症 と 不況 に 苦 し む西宮市 内 の 商脂街で、 韓国食品 を 販売 す る 実験出舗

を 聞 い た 。

場所 は 阪急、夙川 駅前の 「夙J 1 1 グ リ ー ン タ ウ ン 商庖街J (70庖舗) 。 震災以降、 屈 の撤退が

相次 ぎ、 空 き J�舗 は 9 カ 所 に も な り 、 対策 を 模索 し て い た 。

そ う し た 中 、 同 大商学部で 、 西宮市内 の商庖街の空 き 庖舗 に つ い て の 講演があ っ た の を

き っ か け に 、 2 年生でつ く る ベ ン チ ャ ー ピ ジ ネ ス 研究会が実験庖舗 を 計画。 韓国料理の キ

ム チ な どの販売 を 提案 し た 。

こ れ に 同 商市街が協力 を 申 し 出 、 無償で宿舗 を 貸 す ほ か水道 な どの設備 も 整 え た 。 商!苫

街で は 「庖づ く り の参考 に な る し 、 学生 さ ん は ビ ジ ネ ス に 挑戦す る ヒ ン ト に な る 」 と そ の

効果 を 期待 し て お り 、 出 自 の 問 い 合 わせ も あ る と い う O

「地元の味」 の レ ス ト ラ ン 開業 神戸市長 田 区 の 六 開道商屈告で、2003年 3 月 末、 ユ ニ ー

ク な レ ス ト ラ ン が オ ー プ ン し た 。 空 き )苫舗の入居例 で は 、 既存屈 と 競合 し な い小売業 な ど

が一般的 だが、 同 商屈指は 地元で力 を 入 れて い る 名 物食品 づ く り 、 名 物 メ ニ ュ ー を テ ー マ

に し た 飲食席 の ア イ デア を 募集、 消費者の 人気投票で 出 庖者 を 選 ん だ。

同商庖街 は 、 50宿舗が震災後35庖舗 に 減 り 、 集客力 ア ッ プが課題 と な っ て い た 。 一方、

長 田 院 で は 、 集客対策 と し て 倍づ く り 機関 や 商庖街が 「 そ ばめ し」 や 「ぽ っ かけ」 な どの

「食」 を 生か し た 街づ く り に 取 り 組ん で き た 。 こ の 流 れ を 汲ん で 、 客 を 呼 び込む仕掛 け と

し て 、 「名 物 メ ニ ュ ー を 提供す る 庖」 を 発案。 県 の 活性化事業 に 申 請 し 、 前 年 の 7 月 か ら

計画 を ス タ ー ト さ せた 。
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2003年 1 月 、 地元名物 を 使 っ た料理 を 条件 に 出 庖者 を 選ぶ コ ン テ ス ト を 聞 き 、 7 組の 中

か ら 、 煮込ん だ牛 の す じ 肉 「 ぽ っ かけ」 を 使 っ た 「 ナ ガ タ 1) ア ン ピ ザ」 を 出 品 し た女性 コ

ン ど を 選 ん だ。

庖 は イ タ リ ア レ ス ト ラ ン で庖舗面積33平方江、 客席数は 約20席 。 定番 メ ニ ュ ー の ほ か に 、

ぼ つ か け 、 そ ばめ し な ど の 長 田 名 物 を 使 っ た料理 を 提供す る O コ ミ ュ ニ テ ィ ー の交流機能

も 備 え 、 地元住民 ら の手作 り 作品 を発表す る た め の 陳列棚 も 設け ら れた 。

5 .  NPO が飲食届出屈へ支援
ま ち ぐ る み で若 い 飲食庖経営者 を 育 て よ う と 、 神戸市兵庫 医 の NPO (非営利組織) が

取 り 組む ス テ ッ フ0 ・ ア ッ プ ・ シ ョ ッ プ事業の仮設官舗で 、 2002年1 1 月 、 居酒屋 な どの 3 庖

が営業 を 始 め た 。

施設 の 名 は 「新開 地 キ ネ マ横丁」。 神戸市が市街地再開発の た め取得 し て い た 18 キ ネ マ

倶楽部の 跡地が、 震災の影響で計画がス ト ッ プ し 、 空 き 地の ま ま に な っ て い る と こ ろ を 、 「新

開 地 ま ち づ く り NPOJ が借 り 受 け 、 鉄骨平屋建 て の 庖舗 を 建設 し た 。

出 宿 者 は 、 シ ョ ッ ト パ ー 、 ホ ル モ ン 中 心の清酒屋、 創作烏料理の 3 J;占。 公募で約30件の

中 か ら 選ばれた。 府 主 は 、 庖舗 プ ロ デュ ー サ 一 、 建築家、 照 明 デザ イ ナ ー な どの ア ド バ イ

ス を 受 け な が ら 飲食庖経営の ノ ウ ハ ウ を 学 び、 将来 は地域内 で の 独立 を 日 指す 。

飲食屈 の経営 を 目 指す若者 た ち の 、 い わ ば “ 実験道場" で 、 相場の 6 割程度の安い賃料

で、 最長 1 年半 を 期 限 に 経営経験 を 積む 。

商庖街や小売市場の活性化策 と し て 展 開 さ れ る 「 チ ャ レ ン ジ シ ョ ッ プ」 で は 、 出自者の

経営計画 の 甘 さ や 、 パ ッ ク ア ッ プ体制 の不情 な どか ら 閉 屈 に 追 い 込 ま れ る ケ ー ス も み ら れ

る O こ の 実験道場で は 、 空 き 庖舗 な ど に 出 屈 で き る 人材 を 育 て 、 活性化 を 図 る 。 NPO の

関係者は 「 ま だ ま だ元気が足 り な い街 に 、 新 た な ム ー ブ メ ン ト を 起 こ す 導 火線 に し た い」

と 話 し て い る O

6 . 小売車場の セ ル フ 化す す む
震災で被害 を 受 け た 神 戸 市 内 の小売市場で、 ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト 形式の セ ル フ 化 が 目

立 っ て い る O 震災前の 3 カ 所か ら 12 カ 所 に 増 え 、 2003年 7 月 に は新 た に 丸五市場 (長 田 区)

の 商宿 主有志が、 セ ル フ 屈 を オ ー プ ン さ せ た 。

小売市場の従来の対面販売か ら セ ル フ 方式への切 り 替 え は 、 震災復興の 過程で多 く 採用

さ れた 。 1997年 に 新 中 高市場 (東灘区) の届主12人で オ ー プ ン し た rKONAN 食彩宣言」 、 1998

年 に新御旅 セ ン タ ー 市場 (兵庫 区 ) の 宿 主 6 人が聞 い た 「 ジ ョ イ エ ー ル御 旅」 な ど。

開業後 の 大型屈の進 出 な どで苦戦 を 強 い ら れ る ケ ー ス も あ り 、 コ ン サ ル タ ン ト を 交 え た

勉 強会 を 始め る な ど、 生 き 残 り へ努力 を 積 み 重 ね た 。 「 セ ル フ 庖 の集客力 に か け て み た い」

r ( セ ル フ 庖化 は ) ス タ ー ト で あ っ て ゴー ル で な いJ r市場の経験 と ス ー パ ー の 良 さ を 兼 ね
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た 長所 を ど う 発揮 で き る か」 と 関係者は意欲 を 示 し て い る O 新発足の小売市場 は次の と お

り O

丸五市場 長 田 区二葉町の 「丸五市場」 の一部自 主 ら で、 震災か ら 7 年 半 の2002年 7 月

17 日 、 共 同 癌 舗 「 う ま い も ん い ち POTj が再出 発 し た 。 'POTj は 「 プ レ ジ ャ ー ・ オ ブ ・

ザ ・ テ ー ブルj ( 楽 し い食卓) の頭文字 を 取 っ て命名 し た 。

1917年 開設の 同市場は老朽化が進み 、 震災前か ら 建て 替 え な ど を 検討 し て い た 。 震災で

5 庖 が全壊、 他 の 50数庖 も ほ と ん どが被害 を 受け 、 市場再建へ話 し合い を 続 け た 。

な か な か意見がま と ま ら な か っ た が、 1999年 「で き る と こ ろ か ら 始 め よ う J と 精 肉 庖 、

鮮魚、屈 な ど 6 庖 で 共 同居 舗 で の 再建 を 決め た 。

新 し い 庖 舗 は 、 元 の 市場の南隣 で鉄筋 2 階建 て 、 延べ約750平方 各庄 の こ れ ま で の

ノ ウ ハ ウ や仕入れ ル ー ト を 生か し た 肉 や鮮魚、 野菜 な どの ほ か菓子、 パ ン な ど も 扱 う 。 仕

入 れ以外 は み ん な で 協力 し 合 っ て 運営す る O

宮前市場 震災で は と ん どの屈が全壊 し た 灘 区 の 宮前市場の 5 商庖 が、 2003年 3 月 末 、

食 品 ス ー パ ー と し て 再ス タ ー ト し た 。 震災後、 再建か廃業 かの危機 を 乗 り 越 え 、 勉強会 を

重 ね て 再建 を 百 指 し て き た 。 新 し い 庖 名 は 「食の工房 み や ま え 」 。 火事や 戦災 に も 負 けず、

70年続い て き た 「市場時代」 を 忘 れ な い よ う に と の 思 い を 込 め た 。

向市場 は 、 1932年 の 開設。 大震災で は30屈の う ち 12屈が全壊、 残 り の 癌舗 も 土j三壊。 プ レ

ハ ブ庖舗でい ち 早 く 営業 を 再開 し 、 地 区 の “ 台所" を 預か っ て い た 。 再建 に つ い て資金商

な どで意見が分 か れ、 5 );5舗 で の セ ル フ 化 を 検討。 客 の 立場 を 考 え 、 時代 に 合 っ た ス ー パ 一

方式に決め た 。

市場跡 に 立つ 13 階建 て マ ン シ ョ ン の l 階 に 関 宿 。 売 り 場面積 は約560平方江。代表者 は 「地

元の住民 に 愛 さ れ る 庖。 70年の伝統 に 負 け な い新 し い歴 史 を 作 り 上 げた し り と 話 し て い る 。

阪神西宮駅に複合商業施設 阪神電鉄 と 阪神百貨脂が阪神西宮駅 に 開設 し た複合調業施

設 「エ ビ ス タ 西宮」 が2003年 3 月 四 日 、 オ ー プ ン し た 。

同 百貨商が、 大 板 ・ 梅 田 以外で は初 め て の本格 出 屈 で 、 専 門!苫街 に は 知 名 度 の 高い全国

ブ ラ ン ド を 誘致 し た 。 大震災で大 き な被害 を 受 け た 阪神 西宮駅周 辺 の商業譲興へ 、 波及効

果が期待 さ れて い る O

「エ ピス タ 」 は 、 同 駅が高架化 さ れ た の に 伴 い 、 2002年 4 月 に 着工。 JJ5舗面積 は約8 ， 500

平方日。 西 ブ ロ ッ ク の約4 ， 600平方は に 阪神 百 貨 応 、 残 り の 東 ブ ロ ッ ク に 31 の 専 門 屈 が 出

屈 す る O

阪神百貨屈 は 1 階で食料品 を 、 2 階で衣料、 生活用 品 を 販売。 特 に 食料品売 り 場で は 、

和洋菓子 や !古 内 で 作 る 「 で き た て 総惣J に 力 を 入れ、 “食品 に 強 い 阪神 " を ア ピ ー ル す る O

同 駅 を 中 心 に 半径 5 九江以 内 の 約60万人 を 商圏 と し 、 年商約70億円 を 目 指す と い う O

484 第七章@ 産業 ・ 房用



〈参考文献〉
'2001年事業所 ・ 企業統計調交」 総務省統計局 2003年 7 月 19 日
'2002年度地区別百貨庖売上高表」 近畿百貨!苫協会
「 ひ ょ う ご経済戦絡」 ひ ょ う ご中小企業活性化セ ン タ - 2002年 3 月 一2003年 2 月

第七章@ 産業 雇用 485 



I告訴 金 融
かつ て 13行 を 数 え た都市銀行が 5 つ の グ ル ー プ に 統合 さ れ、 一方で は 、 堂 々 と し た ピ ル

ト 同様、 絶対鰐 れ る こ と は な い と 思 わ れて い た 銀行がつ ぶ れ て も 、 一般 に そ れ程 、 驚い た

話 と は受け取 ら れて い な い。

震災か ら 8 年が経 っ て 、 金融機関 の姿 と 内容が大 き く 変わ っ て き た 。 金太郎 ア メ の よ う

に 同 じ金融高品 と サ ー ビ ス を し て い た のが、 普通の会社 と 同様、 サ ー ビ ス を 競 い 合 う よ う

に な っ て き た 。 半面、 白 行 の損得 に 敏感で、 客 を 選別 し 、 利 益 を も た ら す 客 と は付 き 合 っ

て も 、 不利益 と 感 じ た 時 は 、 か り に 永 い 簡 の 関係 の あ る 客 に し て も 冷 た く 切 り 捨 て か ね な

い と い う 変 わ り ょ う ~ 。

コ ン ビ、 ニ でお 金がお ろ せ る よ う に な り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト バ ン キ ン グがで き る 。 昼の 3 時

に 陪 め て い た 窓 口 を 時 間 延長 し た り 、 土曜 日 や平 自 の夜 間営業 を 計画す る と こ ろ も 出 て き

た 。 事務 と あ る い は 防犯上の 理 由 で か た く な に 守 っ て き た 窓 口 の営業時 間 に 検討が加 え ら

れ、 さ ら に 、 窓 口 で、 の座 っ た ま ま の応対が、 他の サ ー ピ ス 業 を 見 習 っ て立 っ て し て は ど う

(表19) 兵庫県下の金融機関貸出金残高 、 企業倒産

1 995年
1996年
1997年
1998年
1999年
20∞年
2001年
2002年

2002年 1 H 
2 月
3 月
4 月
5 f!  
6 月
7 月 i
8 月
9 H  
10月
1 ] 月 i
12月

2003年 1 月
2 )] 
3 月

料
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余額 (冬期末) 件 数前年比
(億円) % (件)

190 ， 646 I 7 ， 2  478 
187 ， 957 ム1 ， 4 482 
1 9 1 ， 678 2 ， 0  619 
1 93 ， 333 0 ， 7  785 
185 ， 220 ム4 ， 2 632 
179 ， 794 ム2 ， 8 755 
173 ， 421 ム3 ， 5 815 
1 64 ， 606 ム5 ， 1 747 

170 ， 576 ム3 ， 7 57 I 
1 70 ， 082 ム3 ， 6 62 
171 ， 621 ム4 ， 3 69 
167 ， 41 6  ム4 ， 9 59 
165 ， 865 ム4 ， 7 6 1  
1 64 ， 860 I ム5 ， 6 6 1  
1 63 ， 638 ム5 ， 7 70 
163 ， 484 ム5 ， 4 66 
1 63 ， 892 ム6 . 4 67 
162 ， 1 11 ム6 ， 1 59 
1 65 ， 273 ム4 ， 2 62 
164 ， 606 ム5 ， 1
1 62 ， 860 ム4 ， 5 ! 58 
1 6 1 ， 734 ム4 ， 9 59 
163 ， 633 ム4 ， 7 55 
日 本銀行神戸支応

金 額
神 戸

(1昔、円) (件)
1 8 ， 24 1  1 74 I 1 1 9  I 1 78 
1 ， 600 185 103 188 
2 ， 193 238 140 239 
3 ， 486 336 159 278 
2 ， 919 237 136 241 i 

286 195 248 
2 ， 696 306 249 240 
4 ， 462 275 ! 206 245 

21 17 
167 20 17  24 
136 21 1 6  30 
224 25 18 1 5  
586 27 18  1 5  
1 14 20 8 31 
146 25 16  28 
1 1 7  20 21 22 

1 ， 596 30 23 13 
645 22 16 1 6  
140 26 16  18 i 
216 18 19  
230 15 18 I 
299 23 1 5  
79 18 16  
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か と い っ た考 え 方 に 変わ っ て き て い る O

兵庫県 下 の 金融機関 の 貸 出 残 高 は 、 2002年は 各 月 と も お し な べ て 、 3 � 6 % 前年 同 月 比

で減少 し て お り 、 震災の年の 1995年 と 比べて も 年 間 で約 1 割 の 減少。 貸渋 り あ る い は 、 い

わ ゆ る “貸 し は が し " の結果 と も 思 え る ほ ど減少傾向 を 示 し て い る 。 ま た 、 県下の倒産件

数 も 高水準 に推移 し て い る 。 (表19)

長期 に わ た る 景気の低迷、 デ フ レ な ど先行 き 不 透 明 で 、 震災か ら の復興 も “ 8 割譲興"

の ま ま 、 依然、 目 立 っ た動 き は み ら れ な しミ 。 経済活動 の不振が立 ち 直 り の ブ レ ー キ と な り 、

抜 け 出 す 出 [J は 見 え て い な い 。 企業金融の現状 を 日 銀の 調査結果か ら み て み よ う O

1 . 企業の 資金繰 り 、 予測 よ り 緩む
日 本銀行神戸支庖が ま と め た 、 2003年 2 月 24 日 か ら 3 月 31 日 ま で の 管 内 企業の金融関連

判 断指数 (DI) に よ る と 、 資金繰 り は前回 の前年末の調査に 比べ 「苦 し い 」 の ほ う が 「楽

で あ る 」 を や や上 回 り 、 依然 、 厳 し い状態、が続い て い る O 前年末の予想、数値 に よとべ る と 全

産業で は ム 5 で 7 少 な く 、 思 っ た よ り 資金繰 り は ゆ る や か だ、 っ た よ う だ。 し か し、 こ の

後、 6 月 ま での予測 はム14 と さ ら に厳 し い と み て い る O

業種別 で は 、 製造業、 非製造業 と も に 間程度で 「苦 し し り と 判 断 し て い る O 規模別 で は

大企業の み が 「楽であ る 」 が 「苦 し い」 を 13計上 回 っ て お り 、 前 回調査時 の 予測 4 引 を 9

(表20) 兵庫県下企業の金融関連判断 D . I .

2002年 1 2月 !
9 月

全 産 業 ム 5 I ム 3
製 造 業 ム 3 1 ム 2

り 非 製 造 業 [ ム 8 ム 4
「楽であ る 」 「苦 し い」 大 JÊ 業 13 16 

中 堅 企 業 ム 3 ム 2
中 小 企 業 ム13 ム11
全 産 業 ム 8 ム 6
製 造 業 ム10 ム10

金融機関の貸出態度 非 製 造 業 ム 6 ム 1
「緩い」 しい」 大 企 業 。 1 1  

中 堅 企 業 ム 7 1 ム 7
中 小 企 業 ム10 ム11 1
全 産 業 17 18 I 
製 造 業 17 20 

借入金利水準 非 製 造 業 16 14 
「上昇」 「低下 」 大 企 業 13 1 1  

! 中 堅 企 業 20 21 
中 小 企 業

( ) 内は前回調査時、 2002年12月 の予測j

% ポ イ ン ト
6 月 ま で

(ム 12) ム 5 ム14
(ム10) ム 4 ム15
(ム 14) ム 5 ム1 1

13 2 
(ム10) ム 7 ム14
(ム20) ム 9 ム19
(ム14) ム
(ム18) ム 8 1 ム20
(ム 9) 。 ム 9

14 7 
(ム16) ム 6 ム21
(ム18) ム 8 ム1 7
( 32) 13 26 
( 36) 13 26 
( 28) 12 26 
( 23) ム 5 9 
( 36) 20 40 
( 34) 24 

日 銀神戸支庖
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も 上 回 っ て 資金繰 り に不安は感 じ ら れ な い 。 反 し て 中 堅、 中小企業 は そ れぞ、れム 7 / 川

ム 9 と 「苦 し し り が多 い 。

金融機 関 の 貸 出 態 度 は 、 「厳 し し り が 「緩しミ」 を 上 回 り 全産業でム 4 前 回 調査時の

予測ム 14�í に 比べ1Mí好転 し て い る O 規模別 で は 、 や は り 大企業は 「緩いJ と 判 断 し て い

る と こ ろ が多 く 、 中 堅、 中 小いず、れ も 「厳 し い」 と み て い る O

借入の金利 水準 は 、 製造業、 非製造業 と も に 「上昇」 と み て い る o 3 カ 月 前 の予測 よ り

は 数値の う え で は 「上昇」 が少 な く な っ て い る O

全体的 に み て 、 資金繰 り は予想 し て い た よ り は緩や か に は な っ た も の の 、 貸 出 し に お け

る 金融機関 の 態 度 は 「厳 し い」 が続い て お り 、 借入の金利水準 も 「上昇J と の 判 断が続い

て い る 。 (表20)

2 . 中小企業の 資金繰 り 「好転J 微増
日 銀神戸支屈 と 違 う い ま - つ の 下 請 中小企業の経営動 向調査 を み て み よ う O

ひ ょ う ご 中小企業活性化 セ ン タ ー が2003年 3 月 末 に調査 し た と こ ろ に よ る と 、 前 回 (2002

年12月 末) と 比べ て 「好転」 が0 . 5引 ( 5 . 0 % →5 . 5 % ) 微増。 前 々 回 の 調査 に 続 い て k向 き 、

「悪fヒ」 も 3 . (43 . 3 % →40 . 1  % ) と 減少 し て は い る が、 「悪化」 は依然 4 割 合で、 資金

繰 り は厳 し い 状態 が続い て い る の で は な い か。 (表21)

(表21) 中小企業の資金繰 り 推移 % 

戸3年I 2初0凶

二…
3 月
12月
9 月
6 月
3 月

悪化
40 . 1 
43 . 3  

43 . 4  
42 . 5  

不変 好転
54 . 4  5 . 5 
6 1 . 7 5 . 0  
54 . 5 4 . 2  

4 . 2  
53 . 2  4 . 3  

繊維 . 同製品、 金属製品、 一般機器、 電気機器、
輸送用機器の製造業各601'.士、 言十300社で調査。 回
答182社 (回答率60 . 7% )

業種別 で み る と 、 「好転」 と し た の が輸送用機械器具製造業が4 . 88引 ( 0 % →4 . 88% ) 、

一般機械器具製造業が2 . 56�1 ( 0  % →2 . 56 % ) 増加 し て い る O 「悪化」 で は 、 輸送用 機 器

製造が12 . 73�í (44 . 44 % →31 . 71 % ) と 大幅 に 減少。 繊維 ・ 同 製 品 製造業が5 . 45灯、 一般

機器製造 も 1 . 15計減 り 、 緩みが感 じ ら れ る O

3 . 兵庫県下の 企業倒産 、 高水準
民間信用調査会社の 帝 国 デー タ パ ン ク 神戸支宿 の ま と め に よ る と 、 2002年度 の 兵庫県下

企業の 倒 産 (負債額1 ， 000万 円 以上) は753件。 過去最高 を 記録 し た前年度 (2001年度、 875

件) よ り は 122件減少 し た が、 3 年連続で700件 を 超 え 、 過去 4 番 目 の件数で、 引 き 続い て

高水準 を 示 し て い る o (表22、 23)
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(表22) 兵庫県下の企業倒産件数 、 負債総額 件、 億 円

7 8  1 56 1 67 1 63 

円凡1
 
1

 日川ハUl
 同月ハ同υ

144 1 1 ， 551  1 638 1 142 I 234 

件数は1 ， 000:5円 以上、 負債総額は億円未満 4 捨 5 入。 常国デー タ バ ン ク 神戸支応

負債総額4 ， 433億400万 円 は 、 兵庫銀行 (現み な と 銀行) 関連 グ ル ー プ の破綻が相 次 ぎ 、

過去最高 を 記録 し た 1995年震 (負債額 1 兆8 ， 687億7 ， 200万円 ) に 次 い で 過去 2 番 目 と な っ

た。 (表23)

(表23) 年度別倒産件数 、 負債総額 件、 万 円

負債額が100億円 以上 の大型倒 産 は 、 兵摩県福祉生活協 同組合 (住宅金融業 、 負債額701

億 円 ) 、 昭産業 ( ゴル フ 場経営、 同450億円 ) 、 土井不動産 ( レ ジ ャ ー 施設、 同306億 円 ) な

ど 8 社 (前年度 2 社) あ り 、 そ の負債総額 だ け で2 ， 367億 円 と 全体 の 負 債の 53% を 占 め た 。

大型倒 産が 目 立 っ た 一方 、 小 口 の 多発化傾向 と の 2 極化が際 だ っ た 。

要 因 別 で は 、 景気動 向 、 構造的 要 因 な ど不況型倒 産が全体の87 . 0% を 占 め 、 前年 よ り 2 . 2

引増加 し た 。 不況型倒 産 は 年 々 増加傾 向 に あ る う え 、 3 年連続80% を 超 え て お り 、 改 め て

不況の深刻 さ を 反映 し た も の と な っ て い る O

業種別 で は 、 建設業の件数が39 . 0 % と ト ッ プ を 占 め 、 上位 3 位 ま で の 業種別 の頼位 に 変

動 は な か っ た。 負債総額の増加が 目 立 っ た の は 、 サ ー ビ ス 業で特 に ゴル フ 場や レ ジ ャ ー

業 で の 大型倒 産が相次い だ こ と が、 2002年度 の 大 き な 特徴 と な っ た 。 ゴル フ 場の倒 産 は 昭

産業 を は じ め 、 兵庫 開発 (有馬 ロ イ ヤ ル ゴル フ ク ラ ブ、 負債額232億円 ) 、 レ ジ エ ン ド ( ジ ャ

パ ン メ モ リ ア ル ゴル フ ク ラ ブ、 向215億 円 ) な ど 5 社。

老舗 ・ 有名企業の倒 産 は 多 聞酒造 (清酒製造、 同 96億円 ) 、 神戸生締 (繊維、 生糸販売、

同83億3 ， 000万 円 ) 、 六 甲 牧場 (牛乳処理、 同 161:意5 ， 000万 円 ) 、 ス イ ス 菓子ハ イ ジ (洋菓子

製造、 同 8 1:意円 ) な ど。

4 . 震災復旧融資の 代位弁済率6 . 6%
兵摩県信用 保証協会が、 阪神 ・ 淡路大震災で被災 し た 中小企業向 け 災害復 旧資金融資の
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2002年末段階 で の 保証状況 を ま と め た 。

残高 は 2 万3 ， 106件、 1 ， 321億円 。 利 用 企業者数は 2 万1 ， 563件。 利 用 企業 の 経営破 た ん

な どで 同協会が融資 を肩代わ り す る 代位弁済 は4 ， 421件、 359億 円 。 代位弁済率 は6 . 6 % だ、 つ

た 。

同協会の すべ て の 保証の代位弁済率 は4 . 1 % で災害融資は こ れ よ り 2 . 高 く 、 被災業者

の経営状況が全体 よ り 厳 し い現状 を 裏付 け て い る O

同融資の据置期 間 は 、 兵庫県、 神戸市所管分 を 中 心 に こ れ ま で 6 田 延長 さ れ て お り 、 同

協会で は 「次年度以降、 延長が認め ら れな い場合、 代位弁済は さ ら に増 え る だ ろ う 」 と し

て い た 。

5 . 多重債務 が過半数、 災害復旧融資利用企業
被 災 中小企業 を 対象 と す る 「緊急災害復旧資金融資」 を 利用 す る 事業所の う ち 、 半数 を

超 え る 51 . 6 % が同 融資以外の多重債務 (保証) を 抱 え て い る 実態 が、 兵産県信用保証協会

の調査で分か っ た 。 不況下での多重債務 は 、 中小企業の経営 を 圧 迫す る 要 因 と も な っ て お

り 、 震災 8 年 を 自 前 に控 え て被災 中小企業 の苦境があ ら た め て 浮 き 彫 り と な っ て い る O

2002年12月 末 の 時 点 で 、 I可融資の利用企業 は 2 万1 ， 563事業所。 こ の う ち 同協 会が設備 ・

運転資金 の 円 滑化 を 留 る た め に行 う 「一般探証」 や 、 金融機関 の貸 し 渋 り 対策 と し て 、 1998

に 国 が実施 し た 「金融安定化保証」 を 複数利用 し て い る の は l 万1 ， 130事業所で過半数

を 占 め た 。

、 3 保証 と も 手IJ用 す る 事業所 は 、 5 ， 493社 で ほ ぼ 4 社 に 1 社 の 25 . 5 % 0 1 社当 た り

の平均融資 (保証) 残高 は5 ， 046万円 で協会全体の一企業者平均 (1 ， 759万 円 ) の 3 倍近 く

に 達 し て い る O

そ の 他 の 利 用 状 況 で は 「災害J r金融安定化」 の併用 は 1 ， 677社 で全体比率7 . 8% 。 平均

残高は 1 ， 386万 円 。 「災害J r一般」 の併用 は3 ， 960社で 同18 . 4 % 。 平均残高 は 1 ， 946万円。

同協会は 「震災融資だ け で資金繰 り がつ か な か っ た こ と の 表れ。 状況 は一層 厳 し く な っ

て い る 」 と み て い た 。

6 . 復興支援工場、 利用企業の 4 割 が使用料滞納
神戸市が阪神 ・ 淡路大震災 で被災 し た 中小企業 に 作業 ス ペ ー ス を 提供 す る 復興支援工場

(兵庫 区 ) で、 入居企業の う ち 約 4 割が賃貸料 を 3 カ 月 以上滞納 し て い る こ と が明 ら か に

な り 、 同 市 は 2002年 7 月 、 滞納 を 続 け る 企業 に対 し 、 明 け渡 し と 滞納分の支払 い を 求め 法

的措置 に 踏み切 る こ と を 決め た 。

支援工場 は 、 1998年 5 月 に 開設 さ れ、 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ や機械金属 関 連 の 1 18社が契約、

操業 を 続 け て い た 。 安i育 は 、 震災で借金 を 抱 え た の に加 え 、 長ヲ i く 不況で経営 の 苦 し い 事

業所が多 く 、 退去対象 と な る 3 カ 月 以上滞納 し て い る と こ ろ が48社 (40 . 7 % ) で滞納額の
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総計 は約 1 億2 ， 700万 円 に も な っ て い る O

う ち 、 た ぴ重 な る 支払 い 要請 に 応 じ な い 5 社 に対 し て は 、 「誠意が見 ら れ な い」 と 判 断。

工場の住用 許可 を 取 り 消 し た 。 2 社 は 退去 し たが残 る 3 社 に対 し て 法的措量 を 決め た 。

市産業振興局 は 「賃貸費 を 払 っ て い る 入居者 と の 不公平が広 が る o (法的措置 は ) 拐 の ケ ー

ス な の で 、 慎重 に 進 め た い 」 と し て い る O 残 り の滞納業者の大半 は 支払い誓約書 を 提 出 す

る な ど交 渉 に 応 じ て お り 「強碩手段 は と ら な い」 と い う O

7 . 県 内 の JA 信用事業 を 一本化
兵庫県信 用 農 業協 同 組合連合会 (JA 兵庫信連) は 、 2002年10月 か ら 県 内 16農協 と 信用

事業の 一本化 を 始 め た 。 神戸市西 区 の 「事務 集 中 セ ン タ ー J r ロ ー ン セ ン タ ー 」 を 核 に 、

単位農協が個別 に 行 っ て き た信用 関連業務 を 集約 し 、 業務の効率化や リ ス ク の 軽減、 奴主主

力 の強fヒ を r2{l ，る O

厳 し い 金融情勢 に 対応 し て JA 兵庫信連 と 県 内 の 16農協 は 、 預金の管理や振 り 込み業務、

ロ ー ン 審査 な どの信用事業 の 一本化 を 図 る こ と で合意、 2001年度 か ら 組織改革 に着手 し て

い た 。

単位農協 は リ テ ー ル (小 口 取ヲ 1 ) 分野 に特化 し 、 同信連が法人融資や有価証券の運用 を

担当 す る ー な ど、 役割分担 を 決め た 。 具体策 と し て2001年10月 、 事務集 中 セ ン タ ー を 設 け、

現金管理や手形の発行 ・ 交換業務 を 先行 し て 実施 し て き た 。

「 ロ ー ン セ ン タ ー 」 を 事務集 中 セ ン タ ー 内 に新設 し 、 貸 し 出 し 審査や債権回収業務 な ど

を 集約 さ せ た 。 問 セ ン タ ー は個 人の信用慣報のチ ェ ッ ク や デー タ の分析 な ど を 担当 。 :窓 口

対花、 し た 各農協 の業務 は 、 受付書類の 点検、 借入意思、 の確認だ け な ど に 簡 素化 さ れ る 。

同 セ ン タ ー の 本格稼働 で各 農協 の 大幅 な 経費削 減が実現 し 、 「約 I 割 の 人員 が渉外担 当

に振 り 向 け ら れ、 収益力 の 強化が可能」 と い う 。

な お 、 同信連の資金量 は 、 3 兆 4 億 円 (2002年 3 月 末) で、 県 内 に本自 を 持つ 金融機関

で は ト ッ プ。

8 .  2002年度、 52市町が実質赤字
兵庫県が2003年10月 、 県内市軒の2002年度決算見込み を ま と め た 。 実質単年度収支 で は 、

赤字が前年度 よ り 9 市 町多 い 52市 町 に な り 、 88市町 の 総額で も 2 年連続赤字 と な っ た。 I坂

神 ・ 淡路大震災 の被災10市10町で、 震災関連経費 が減少傾向 に あ る 一方 、 借金返 し に 当 た

る 「公債費」 が上昇 し続け る な ど、 財政状況 は 厳 し さ を 増 し て い る O

県内市町の歳 入総額 は 2 兆4 ， 707億円 、 歳出総額は 2 �出 ， 291億 円 。 い ずれ も 3 年連続の

減少 と な っ た。 全部市 町。 で黒字 と な っ て は い る が、 基金の取 り 崩 し な ど を 除 く と 、 被災20

市 町の う ち 12市町で、 そ の他の68市 町 で は40r有 国Iが実質赤字 と な る 。

歳入で は 、 基金の取 り 崩 し な どの繰入金が全体で前年度比10 % の増 (被災市 軒 は 0 . 5 % 減) 0 
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基金残高 の 総額 は 3 ， 988億 円 で、 震災前の 1993年度 に比べ26% 減 ( 同48 % 減) 。

歳 出 で は 、 大規模事業が完了 し た こ と な どで、 投資的経費 が 6 年連続で減少、 15年ぶ り

の 抵水準 と な る な ど抑制傾 向が顕著 に な っ た 。

被災市 西T の 震災 関 連経費 は 1 ， 387億 円 で、 前年度比16 . 3 % の 減少。 う ち 、 公債費 が 占 め

る 割合は 初 め て 6 割 を 超 え た 。

公債費 が財政運営 に 影響す る た め 、 20% を 超 え る と 原則 と し て 新 し い起債 が制 限 さ れ る

「起債制 限比率j は 、 神戸市 (24 . 7% ) 、 芦尾市 (22 . 5 % ) 、 津名郡一宮町 ( 18 . 6% ) な ど

被災市 町が高 い数値 を 示 し 、 上昇傾 向 に 歯止 め の か か っ た他の市町 と の 違 い が 目 立 っ た 。

県 で は 「税収な ど歳入増が見込め な い な か、 被災市 町 は 、 公債費 の償還が2004、 2005年

度 に ピ ー ク と な る O 財政状況 は ま す ま す厳 し く な る 」 と み て い る O

〈参考文献〉
「兵康県内企業短期絞済観測調査 (2003年 3 月 ) 結巣」 日 本銀行神戸支!古 2003年 4 月 1 日
「下請中小企業経営動向調査J (2003年 1 月 一 3 月 ) ひ ょ う ご中小企業活性化セ ン タ - 2003年 4 月
'2002年度兵康県下倒産集計」 帝国デー タ パ ン ク 神戸支応 2003年 4 月 8 日
「 ひ ょ う ご、経済戦略」 ひ ょ う ご中小企業活性化セ ン タ ー 2002年 4 月 -2003年 7 月
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l 第六節 雇 用

雇用 の 動 向 は そ の 時 々 の 景気の動 向 に左右 さ れる O 若 干 の 時 間 的 ず れ は 認 め ら れ る も の

の 長期 に わ た る 景気の低迷で、 雇 用 の 好転 の 兆 し も な く 環境 は 依然 、 厳 し い状態 に あ る O

2002年 8 月 の近畿 2 府 4 県 の 完全失業率 は7 . 1 % 。 第 2 四 半期 ( 4 � 6 月 ) で は 全国平

均が5 . 5 % だ、 っ た の に対 し て 、 6 . 8% と 1 以上高 い 。 阪神 ・ 淡路大震災の 痛手 を 引 き ず る

兵庫県、 神戸市 で は 、 不 況 と の ダ ブ ル パ ン チ で雇用情勢は厳 し い 。 同市 内 の ハ ロ ー ワ ー ク

で は 、 「職種不 問」 の 求職者が多 く 見受 け ら れ る と い う O 年単位で公表 さ れ る 県内 の

失業率 は 、 2000年が5 . 6 % 、 2001年6 . 2 % 、 2002年6 . 6 % ( い ず、れ も 平均) と 上昇傾向 を 示

し て い る O

1 . 県 内事業所、 従業員数10年連続減少
兵庫県が2002年 9 月 に ま と め た2001年工業統計調査に よ る と 、 従業員 4 人以上の県内事

業所 ( 製造業) は 、 前年比6 . 3 % 減 の 1 万3 . 066 カ 所 と 3 年連続で減 り 、 従業員数 も 同2 . 5 %

減 の 39万1 ， 229 人 と 10年連続で減少 し た 。 従業員 数 は1959 年 に 40万人 を 超 え た が、 バ ブ ル

崩 壊後 の 長期 不況に伴 う 合理化や経営破 た ん の 増加 な ど の 影響か ら 、 1958年以来の30万人

台 に 落 ち 込 ん だ 。

こ の調査 は2001年12月 末 の 時点 で 、 従業員 4 人以上の 製造業が対象。

事業所数は22業種の う ち 、 非鉄金属 、 精密機械 な ど 3 業種 を 除い て 減少。 従業員 数 は 食

料 品 や 輸送機械 な ど 5 業種で増加 し た が、 電気機械や鉄鋼 な ど残 る 17業種で減少 し た 。

震災年の 1995年 を 100 と す る と 、 事業所数は 18 . 1灯 、 従業員 数は15 . 2t 1 、 出荷額は8 . 9引

い ずれ も 減少 し て い る O

な お 、 2 カ 月 前の 10月 に 総務省が行 っ た 事業所 ・ 企業統計調査 に よ る と 、 県内企業の従

業 員 数 は 全 国 7 位 の 232万9 ， 868人 で前 回 調査 ( 1996年10月 ) に 比べ6 . 4 % 減。 現在の 統計

基準 と な っ た 1972年以 降、 初 の 減少 と な っ た 。 減少幅 は全国平均 の 4 . 1 % を 上 回 り 、 全 国

2 位 の下落率だ っ た 。

ま た 、 事業所数は25万2 ， 132 カ 所。 前 回 調 査 に 比べ4 . 8% 減 り 、 前 回 の 5 . 2 % 減 に 続い て

2 調査連続で減少 し た 。

2 . 求人増 え 、 求職件数減 る

2002年度の求人、 求職状況 を み る と 、 新規求人数は 同年 7 月 か ら 2003年 3 月 ま で は 1 月

の 0 . 2% 減 を 除い て ) 連続 し て 前年度 を 上 回 り 、 中 で も 2003年 1 月 は 24 . 5% と 著 し い増加

を みせ た 。 有効求人数 も 2001年lO月 か ら 2002年 6 月 ま で 9 カ 月 減少が続い て い た の が 7 月

に プ ラ ス に転 じ 、 8 月 に 一時減少 を みせ た だ け で 、 2003年 3 月 ま で 7 カ 月 引 き 続い て前年
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を 上 回 っ た 。 求人が増 え 、 求職者が減 っ て き て い る こ と は 、 単純 に み て雇用 環境がや や 緩

や か に な っ て き た 表れ で は な か ろ う か。 (表24)

(表24) 求人 ・ 求職 ・ 就職の状況

月

1994年度
1995年度
1996年度
1997年度
1998年度
1999年度
2000年度
2001年度
2002年度

震災直前1994年12月

震災直後1995年 l 月

2 月
3 月

2001年 7 月
8 Jq 
9 月
10月
1 1 月
12月

2002年 1 月
2 月
3 月
4 月
5 月
6 月
7 月
8 月
9 月

(新規学卒者を 除 き 、 パー ト タ イ ム を含む)
求人倍率(各月 は季節調整値)

新 規 有 効
;f庫古県) 全国

(倍) 兵(倍庫県) ji 全|
(1t 

l .  07 0 . 46 0 . 64 
l .  09 0 . 50 0 . 64 

1. 09 1 l .  22 0 . 62 0 . 72 
5 . 4 [ 0 . 91 1 . 13 0 . 54 0 . 69 

0 . 66 0 . 89 0 . 37 0 . 50 
0 . 67 0 . 90 0 . 37 0 . 49 

i 目 。8 1 0 . 46 0 . 62 
3 . 5 1 0 . 74 0 . 96 I 0 . 43 0 . 56 
9 . 7  I 0 . 75 0 . 96 I 0 .44 0 . 56 

0 . 82 1 l . 06 0 . 46 0 . 64 

0 . 80 l .  06 0 . 45 0 . 64 

0 . 84 1 . 08 0 . 50 0 . 65 

0 . 76 l .  04 0 . 45 0 . 65 

0 . 80 l .  00 0 . 45 0 . 59 
0 . 77 0 . 97 0 . 45 

兵庫労働局職業安定部

新規求人 を 雇用 形態別 に み る と 、 「パー ト タ イ ム J が前年比1 2 . 1 % と 4 カ 月 連続の増加、

「常用 」 で は 向 14 . 5% 増 と 9 カ 月 連続 し た増加 と な っ た 。 半面 、 「臨時 ・ 季節J で は 同8 . 6 %

減で 2 カ 月 連続 の 減少 と な っ た。

主要産業別 で み る と 増加 し た の は 製造業が 7 カ 月 、 運輸 ・ 通信業、 サ ー ビ ス 業が 6 カ 月 、
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卸売 ・ 小売業、 飲食庖 は 4 カ 月 と そ れぞれ増加 し た 。 減少 し た の は不動産業が 4 カ 月 ぶ り

に 減少 に 転 じ 、 金融 ・ 保険が 2 カ 月 続い て 減 っ た 。

A方、 求職の状況は 、 2003年 3 月 の新規求職 申 込件数は 3 万324件 (前年比4 . 5 % 減、 前

月 比6 . 8 % 増 ) で 、 3 カ 月 連続 し て前年 を 下 回 っ た 。 ま た 、 有効求職数で も 12万839人 (前

年比3 . 2 % 減、 前 月 比5 . 7 % 増 ) で 5 カ 月 連続 し て 前年 を 下 回 っ て い る 。 (表24)

新規求職 を 雇用 形態別 に み る と 、 「常用」 が前年比6 . 4 % 減で 3 カ 月 連続の減少 と な っ た

が、 「臨時 ・ 季節」 で は 岡 山 . 4 % 増 と 4 カ 月 ぶ り の増加 と な り 、 「パ ー ト タ イ ム 」 で は 同2 . 6 %

増で21 カ 月 連続の増加 と な っ て い る O

2003年 3 月 の 新規求職者 の う ち 、 リ ス ト ラ な ど 「事業主都合」 に よ る 者 は 5 ， 130人、 前

年 同 月 に 比べ18 . 3% 減。 2003年 に 入 っ て 3 カ 月 連続の減少。 従業員 の 「 自 己都合」 で退職

し た者が l 万309人、 同 5 . 9 % 減で前年か ら 減少が続い て お り 、 企業 の リ ス ト ラ 一巡 と 不況

を 反映 し て 退職 を 控 え て い る 表れ と と れ る O 「 自 営業」 の 廃 ・ 転業 に よ る 求職者 は 2003年

に 入 っ て 増 え て い る o ( 表25)

(表25) 離職者の 内訳 人 ・ %

3 . 企業の 「雇用過剰」 感 、 や や減少
日 銀神戸支屈 は 、 2003年 3 月 の時点で管内企業が雇用 人員 を 過剰 と 考 え て い る か、 不足

と 思 っ て い る かの 判 断 を ま と め た。

製造業141社、 非製造業131社、 合計272杜 を 対象 に し た 調査で、 回答率 は 97 . 8 % 。 回 答

社数の構成比で 、 「過剰」 と 答 え た企業か ら 、 「不足」 と 答 え た企業の % 引 を 差 し ヲ | い た 数

値 で ま と め ら れて い る O

2003年 3 月 で、 「過剰UJ と 答 え た の は 全産業 でお針。 1 年前の2002年 3 月 (29�1) に 比

べ る と 6 も 減少、 企業規模 別 で み る と 大企業が42引か ら 27引 に 、 中小企業が31引 か ら 24

と 減少 が 目 立 っ て い る O 全体的 に 企業 の 人員 整理が こ の一年 間 に確実 に す す ん で、 い る こ

と が読み と れ る O

た だ し 、 月 別 で は 、 全産業で12月 の20引か ら 23�í と 悪化 し 、 6 月 の予 測 で は と さ ら

に 悪化す る と み て い る O し か し 、 規模別 でみ る と 、 大企業 は 、 12月 の32か ら 27 と 5 減少、
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さ ら に 6 月 予測 は と 過剰感が減少 し て お り 、 リ ス ト ラ や新規雇用 の 手控 え な どの効果

が 出 て き て い る O 反 し て 中小企業 で は 、 12 月 の 18か ら 3 月 に は24、 6 月 予測 は銘打 と 先行

き 過剰感が増 て お り 、 依然高水準で、推移す る 模様だ。 (表26)

雇用 者数の動 き か ら み て も 、 製造業 の 減少 を 中心 に 全産業で2002年12 月 末 で 、 前年 間期

に 比べ2 . 6 % 減。 大企業 で 同4 . 4% 減 と な っ て お り 、 雇用面の合理化がす す ん で い る こ と が

わ か る o (表27)

(表26) 雇用人員判断 0.1 「過剰」 ー 「不足J % ポ イ ン ト

2001年 2002年 9 月 l m 2ω0∞0 叩 月 1 6 月 ま で3 月 3 月
全 産 業 22 29 24 20 (22) 23 25 
製 造 業 30 28 I 25 20 (23) 24 30 
非製造業 14 30 23 19  (21) 22 20 
大 企 業 36 42 35 32 (32) 27 
中堅食業 16 20 1 6  13 (14) 18 19  
中小企業 22 31 25 18 (23) 24 

( ) 内は前回調査時の予測。 B 銀神戸支応

(表27) 麗用者数 前年河期比%
2002年 6 月 ヰミ 9 月 末 12月 末3 月 末

全 廃 業 ム2 . 9 ム2 . 4 ム1 . 9 ム2 . 6
! 製 造 業 ム3 . 9 ム3 . 4 ム3 . 0 ム4 . 6

非製造業 ム0 . 9 ム0 . 6 0 . 3  0 . 8  
大 企 業 ム3 . 8 ム3 . 7 ム3 . 0 ム4 . 4
中堅企業 0 . 5 1 . 8  1 . 9  2 . 8  
中小企業 ム3 . 3 ム2 . 3 ム2 . 2 ム1 . 9

日 銀神戸支庖

4 . 労働相談件数が最高

-' 

1 

兵塵県労政福祉課の ま と め た と こ ろ に よ る と 、 2001年定 中 に県 中央労働 セ ン タ ー や各 県

民局 に寄せ ら れ た 労働相 談 は 5 ， 669件 (前年度5 ， 454件) と 過去最高 と な っ た 。 賃金や解雇

な どの 相 談 に 加 え 、 い じ め な ど職場の 人 間 関係 に 関 す る 相 談が増加 し て い る O

相 談件数 を 産業別 に み る と 、 サ ー ピ ス 業が27 . 8% 、 製造業が20 . 7% 、 卸 ・ 小売業 ・ 飲食

窟が15 . 8% な ど。 企業規模別 で は従業員30人未満 の労働者、 使用 者が42 . 0 % に 上 っ た 。

「会社 か ら 一 方 的 に 給料 カ ッ ト 、 降格 を 通告 さ れ た J ，.宿舗 閉 鎖 に伴 い 、 給料未払 い の

ま ま 解雇 さ れた J な どの相談が多 く 、 内容別 で は 「賃金 ・ 退職金J 16 . 1 % 、 「解雇J 11 . 5 % 、

「労働保険J 8 . 6 % の 順 で 、 こ の 上位 3 位 は 4 年連続で同 じ 項 目 O 不 況 に よ る リ ス ト ラ や
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賃金 カ ッ ト な ど、 労働条件 に 関 す る 栢 談が58 . 5 % を 占 め て い る 。

ま た 、 1998年 震 に 1 14 件 だ、 っ た 「職場 の 人 間 関係」 は240件 に 倍増。 「退職 さ せ る 目 的 で

会社か ら 嫌が ら せ を 受 け て い る J r上司 の い じ め が原 悶 で、 体調 を 崩 し て 退職 し た」 な ど

の相談 も 目 立 っ た 。

5 . ワ ー ク シ ェ ア で モ デル事業

兵庫県 は 1999年、 連合兵庫 、 兵庫県経営者協会、 兵庫県の 三者が、 労働時 間 を 短縮 し て

仕事 を よ り 多 く の 人で分か ち 合 う と と も に 、 労働者伺 人 の 生活の充実 を 目 指 す 「兵庫型 ワ ー

ク シ ェ ア リ ン グ〉 を 進 め る こ と を 申 し 合 わ せ た 。

以来、 兵庫県 は 導入 (予定) 企業へ の ア ド バ イ ザ 一 派遣 に よ る 技術的支援、 国 際 シ ン ポ

ジ ウ ム の 開催 な ど普及、 啓発 を すす め て き た 。 2002年度 に は県下 4 企業 を モ デ、ル企業 と し

て 、 ワ ー ク シ ェ ア リ ン グ導入 に伴 う コ ス ト や メ リ ッ ト な ど を 明 ら か に す る 「導入モ デル事

業 を 実施 し て い る 。 モ デル企業 の選定 は全国初 。

モ デル に 選定 さ れた企業 は 、 ア イ ・ エ ス ・ テ イ 加美 (加美町) 、 北本電機製作所 (養父町、

本社 z 滋賀 県大津市) 、 山 陽特殊製鋼 (姫路市) 、 信栄運輸 (姫路市) の 4 社。

兵庫型 ワ ー ク シ ェ ア リ ン グ は 、 7 つ の雇 用 パ タ ー ン を 設 け て い る O モ デル 企業が導入 し

た取 り 組み のパ タ ー ン は 、 ア イ ・ エ ス ・ テ イ 加美 で は 「高齢者雇用促進型」 で 、 1 日 8

間 で、行 っ て い た作業 を 一部 の と こ ろ で ] 日 4 時 間 の 2 交代制 に す る こ と で地元の高齢者21

人の雇用 を 創 出 し た 。 北本電機製作所 は 「緊急避難型」 で 、 業務量 を 縮小 し た 部 門 で所定

内 労働 時 間 を 短縮す る こ と で約 4 人の雇用 を 維持。 山 陽特殊製鋼 は 「高齢者雇用促進型」

で定年退職者の 一部 ( 4 人) を 日 時 を 決め て技能 [ と し て 再雇用 し 、 若年労働者への技能

継承 を 行 っ た 。 信栄運輸は 「所定外労働短縮型」 で、 正規社員 の所定外労働 時 間 を 削減す

る こ と に よ り 、 新 た に 4 t ト ラ ッ ク 運転手 と し て20 人 を 雇用 (非正規社員 ) し た 。

( 4 社 は2003年度 も モ デル事業 を 継続、 同年 9 月 、 兵庫県 な ど主催の 「導入 モ デル ・ セ

ミ ナ ー 」 に 参加 し て い る 。 )

6 . 兵庫県の 雇用 創 出 2 万1 ， 000入
兵庫県 は 、 3 年余で 5 万人の雇用創 出 を 自 指す 「 ひ ょ う ご経済 ・ 雇用再活性化 プ ロ グ ラ

ム J を 2001 年 1 2 月 に 始 め 、 実 質 的 な 初年度 と な っ た 2002年度の雇用 実績が約 2 万1 ， 000人

と な り 、 目 標 を 2 割上 田 っ た 。

同 プ ロ グ ラ ム で は 、 離職者 向 け の就職相談会や 、 新興企業の新株引 き 受 け な ど、 直接、

間接の施策で、 2004年度 ま で に 5 万人の常用 雇 用 を 創 出 す る 計両。

2001年度 は 、 自 標 1 ， 000人 に 対 し 、 1 ， 420人の実績 を 収め た 。 2002年度 は 、 自 標 を I 万7 ， 500

人 に 設定 し 、 約 9 ， 220億 円 の 関 連予算 を 投入 し た (表28) 。 間接 的 に は 、 県 の 各種施策 に よ

る 民 間 活力 の 誘発 で 、 約7 ， 000人 に 就業効果があ り 、 不動産取得税 な ど を 軽減す る 県条例
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も 企業 の 県 内 進 出 を 促 し 、 約400人の雇用 が生 ま れ た と み て い る O

2002年度 の 部 門 別 の雇用 創 出 実績 は次の と お り 。 (表29)

地域産業対策 ① も の づ く り 産業への応援 . 378人②蕗庖 簡 な どの 活性化、 ツ ー リ ズ

ム の振興 ・ 488人③地域産業の新分野進 出支援 ・ 2 ， 674人。

創 業 ・ 成 長産業対策 ①創 業 ・ ベ ン チ ャ ー の 支援、 フ ロ ン テ イ ア 産業 の 創 出 . 1 ，  168 

人②国 内外企業 の立地促進 ・ 2 ， 284人。

雇用 ・ 就業対策 ①職業能力 の 開発 ・ 人材育成 ・ 1 ， 648人②マ ッ チ ン グ や 情報提供機

能 の 強化 に よ る 就業支援 ・ 3 ， 286 人③成熟社 会 に 対 応 し た 雇 用 ・ 1 ， 932人④ セ ー フ テ イ

ネ ッ ト の充実 . 7 ， 159人

な お 、 2002年度 に は学識経験者や 地元経済界、 労働界の 16人で構成す る 「 ひ ょ う ご経

済 ・ 雇 用 再活性化 プ ロ グ ラ ム 推進会議J (座長 = 加藤恵正 ・ 神戸商科大教授) を

急変す る 経済 ・ 雇 用情勢への対応 を 図 る と と も に 、 同 会議で の議論、 提言 を 新 た な 取 り

組み と し て い く と い う 。

(表28) し ご と ・ 雇用創出 の進捗 人

2001年度は緊急対策分のみ

(表29) 2002年度 し ご と ・ 雇用創出 の 実績 人

区分

2 ， 900 

1 1 ， 900 

震用創出実績
内 訳

① も のづ く り 産業の応援 378 
1 商問者等の 舌 生化 ー リ ス ム3 ， 540 ドー ニ ニ 】 可 -I 11 振興 488 
1 各 地域産業f 新分野進出支援 2 ， 674 
①創業 ・ ベ ン チ ャ ー の支援、 フ ロ

ン テ イ ア産業の創出 1 . 1 68 
②国内外企業の立地促進 2 ， 284 
①職業能力の開発 ・ 人材育成 1 ， 648 

j ②マ ッ チ ン グ ・ 情報提供機能の強
i 化に よ る就業支援 3 ， 286 14 ， 025 I ! ③成熟社会に対応 し た震沼就業促

進 1 ， 932
④セー フ テ イ ネ ッ ト の充実 7 ， 159 

1 7 ， 500 I 21 ， 01 7  I 

7 . 神戸市の雇用創 出計画、 上半期で61%達成
神戸市 は 、 2002年度か ら 始め た 4 年計画の 2 万人雇用創 出計画 に つ い て 、 初年度 上半

期 分 の 実績 を ま と め た 。 年 間 目 標4 ， 500人の う ち 、 河 年 9 月 末 の 時 点 で61 . 3% に 当 た る
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2 ， 759人 の新規房用 (パー ト を 含 む) を 確保、 初年度の 目 標 は ほ ぼ達成で き る 見込み と な っ

た 。

雇 用 数 は 、 神戸市の制度 を利用 し て起業や事業所 を 移転 し た企業 に つ い て 、 市が調査 し

て 把握 し た 。 ポ ー ト ア イ ラ ン ド E 期 で集積が進む 医療関連産業や先端医療 セ ン タ ー の ほ か、

特別 養護老人施設や訪問福祉サ ー ピ ス な どの 開 設が順調 に 増 え 、 医療 ・ 福 祉分野が伸 び た 。

一方、 ベ ン チ ャ ー の創業支援で は 目 標 の 2 割程度 に と ど ま っ た 。

内 訳 は マ 商工業 ・ 観光 の振興 563人 (年次 目 標1 ， 000人) マ新規創業支援 = 87人 ( 同400

人) マ新規就農 = 43 人 ( 同 100人) マ企業誘致= 793人 ( 同 1 ， 700人) マ 医療産業都市構想

ニ 399 人 ( 同450人) マ福祉 = 865人 ( 同 800人) マ 環境 = 9 人 ( [nJ50人) 0 国 の 交付金 を 利

用 し た 緊急地域雇 用 創 出 事業の対象者435人 は 含 ま れ て い な い。

8 . 就労支援へ 「兵庫 し ご と カ レ ッ ジJ 発足
兵庫県 や 地元 の 労使、 商工団体な どの連携で雇用 ミ ス マ ッ チ の 解消 を 目 指す 「兵庫 し ご

と カ レ ッ ジ シ ス テ ム 運営協議会J が2003年 3 月 27 日 発足 し た 。

企業の思惑 と 求職者の期待 と の ギ ャ ッ プが 「 ミ ス マ ッ チ」 。 雇 用 促進 の 一 つ の ネ ッ ク と

な っ て い る O 中 で も 企業が求め る 人材像 と 求職者の 職業能力 が合わず雇用 拡大 に結びつか

な い ケ ー ス が多 い。 企業 は 、 賃金や雇 用 面 で技能 ・ 実力 を 重視す る 姿勢が強 く 、 そ の解消

が雇用 状況改善の 急務 と な っ て い た 。

ミ ス マ ッ チ の原 因 と し て 、 技術革新の ス ピ ー ドが速 く 、 一方、 企業で は 不況で人材 を 育

て る 余裕がな く 、 ミ ス マ ッ チ解消 に は 求職側の技能 ア ッ プ。が求め ら れ て い た 。

「兵庫 し ご と カ レ ッ ジ、」 は 、 産業界の 人材ニ ー ズ を 労働市場や職能開発機関 な ど に 的確

に 伝 え 、 求職者の技龍 ア ッ プ を 通 じ て求職者 を 支援す る の が 目 的。

協議会 で は 、 当 面 の 活動 と し て 県内700社 を 対象 に 調査 を 行 い 、 企業が求め る 職龍 レ ベ

ル や そ の 内容 を 明確 に し 、 求職者 に は即戦力 と な る 職能 カ リ キ ュ ラ ム を 作成す る O 既存の

職能開発 コ ー ス に つ い て も 求人側 の観点 か ら 審査 ・ 認定 し 、 求職者へ も 受講 を 促す。 修了

者情報 も ハ ロ ー ワ ー ク を 通 じ て企業 に公開 し 、 就業の 円 滑化 を 図 る こ と に し て い る 。

〈参考文献〉
「最近における労働市場」 兵療労働j局職業安定部 2003年 3 月
'2002年度: に お け る 『ひ ょ う ご経済 ・ 雇用持活性化フ。ロ グ ラ ム』 の推進」 兵庫県産業労働部 2002年 2 月 15 日

記者発表資料
「ひ ょ う ご経済 ・ 雇用再活性化プロ グ ラ ム の2002年度の推進状況お よ び し ご と 藤用創出の実績について」 兵

庫県産業労働者ß 2003年 6 月 17 日 記者発表資料
'2003年 3 FJ 新規学校卒業者の求人 ・ 求職 ・ 就職状況」 兵庫労働局数業安定部戦業安定課 200301"- 6 月
「兵庫県内会業短期経済観測調査 (2003年 3 月 ) 結果」 日 本銀行神戸支庖 2003年 4 月 1 日
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ド向…神戸市が ブ ア ツ シ ー ン都市宣言30年

2003年 1 月 、 「神戸 フ ァ ッ シ ョ ン 都市宣言」 か ら 30年の節 目 の 日 を 迎 え た 。

第 1 次石油 シ ョ ッ ク で 日 本経済 は も ち ろ ん市民生活 に 大 き な 転機 を も た ら せ た 1973年。

産業の構造改革が取 り 沙汰 さ れ、 地元経済の重厚長大型産業か ら の 転換が問題視 さ れ て い

た 。 こ う し た 中 、 神戸市が提唱 し た の は J産業J '都市J '市民」 を 三位 一体 と し た神戸 フ ァ ッ

シ ョ ン 都市構想 だ っ た 。 商工会議所、 マ ス コ ミ も 協力 、 新 た な都市 イ メ ー ジ の 創造であ り 、

都市 と し て の 生 き 残 り へ新 た な模索の第 一歩だ、 っ た 。

「 フ ァ ッ シ ョ ン 」 産業 を 従来 の 服飾 ( ア パ レ ル ) だ け に 限定せず に 、 「地域 の 市民生活

に 結 びつ い た衣 ・ 食 ・ 住 の 各分野 に お い て 新 し い ラ イ フ ス タ イ ル を 提案す る 産業」 と 定義

づ け 、 こ れ ら の 産 業 を 振興す る と と も に 、 フ ァ ッ シ ョ ン 都 市 に ふ さ わ し い都市づ く り を 進

め て き た 。

フ ァ ッ シ ョ ン都市への足 ど り 30年 間 の 主 な足 ど り は次の と お り O

1973年 「 フ ァ ッ シ ョ ン 都市」 神戸 を 宣言。

1975年 「 フ ァ ッ シ ョ ン都市問題研究会」 が神戸商工会議所 に 設 け ら れ た 。

1978年 神戸市が都市景観条例 を 制定す る な ど、 フ ァ ッ シ ョ ン 都市 ら し い 美 し い街並み

形成 や 、 都市の雰囲気づ く り を 始め る 。

1989年 ポ ー ト ア イ ラ ン ド に フ ァ ッ シ ョ ン タ ウ ン 完成。 同 年 、 神戸芸術工科大学開校。

1991年 六 甲 ア イ ラ ン ド に神戸 フ ァ ッ シ ョ ン マ ー ト が完成。

1997年 同 じ く 神戸 フ ァ ッ シ ョ ン 美術館 オ ー プ ン O

一方、 産 業振興策 と し て の取 り 組み は次の と お り O

1973年 イ タ リ ア ・ ミ ラ ノ に駐在員 事務所 を 開設、 フ ァ ッ シ ョ ン情報の 収集 に 当 た る 。

ま た 、 同年か ら 毎年、 神戸 フ ァ ッ シ ョ ン ・ コ ン テ ス ト が開 か れ て い る 。

1989年 同 の ワ ー ル ド ・ フ ァ ッ シ ョ ン フ ェ ア (WFF) に併せ、 第 I 回神戸 フ ァ ッ シ ョ ン ・

フ ェ ス テ ィ パル を 開催。 以後、 毎年開催 さ れて い る O

1991年 フ ァ ッ シ ョ ン デザ イ ナ ー 海外留学支援事業 ス タ ー ト 。 こ れ ま で に 33 人が派遣 さ

れ た 。

1992年 財 団 法 人 ・ 神戸 フ ァ ッ シ ョ ン協会が設立 さ れた 。

構想、がス タ ー ト し た 当 初 、 若干の戸惑い を 見せ な が ら も 1990年代 に 至 る ま で、 関連各業

界は着実 な 定着 と 成長 を 遂 げ、 神戸 の都市 イ メ ー ジ を 大 い に 高 め て い っ た 。

1990年 に 入 っ て 経済成長期 の反動 と 景気の低迷が続い た う え に 、 1995年の 阪神 ・ 淡路大

震災 に よ り 企業、 業界が甚大 な被害 を 受 け 、 市民生活 も 目 先の復旧が優先 さ れ、 一時期 、

フ ァ ッ シ ョ ン 康業 も 低迷 を 余儀 な く さ れ た 。

震災後、 復興の 歩 み の 中 で、 海外の製 品 の 進 出 に対抗す る 付加価値の 高 い 製 品 づ く り や
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人材の 育 成 、 業界内あ る い は異業韓 関 の 情報交換 な ど に よ る コ ラ ボ レ ー シ ョ ン事業、 東京

に ア ン テ ナ シ ョ ッ プ の 開 百支 な ど幸庁 し い:式みカヰI ち 出 さ れ て い っ た 。

〔神戸 フ ァ ッ シ ョ ン 産業の規模〕

神戸 フ ァ ッ シ ョ ン 産業 に 関連す る 業界 は 、 衣 ・ 食 ・ 住 の ほ か 「遊」 に か かわ る 多種多様

な 生活文化 に 直結 し た 産業が合 ま れ る 。 共産県 下 の 関 連業 界 を 加 え た11業種 に つ い て 、 神

戸 フ ァ ッ シ ョ ン協会が産業規模 に つ い て の 調査 を ま と め た 。 (表30)

(表30) 神戸 フ ァ ッ シ ョ ン 産業の規模

5 ， 933 

3 ， 467 

1 ， 462 ト ト
16 6 ，∞3 1 ， 556 

214 3 ， 640 459 

48 30 264 44 

273 263 2 ， 758 207 

182 171 1 ， 430 152 

640 697 2 ， 513 588 

705 546 3 ， 50 1  649 

183 3 ， 722 1 ， 403 

日目f主立 15，63吐 竺主2

億円、 社、 人 % 

88 ， 1  88 ， 3  

∞ ， 0  98 ， 9  

102 . 4  81 . 2  

112 ， 5  85 . 4  

1 1 2 ， 0  86 ， 1  83 ， 6  

\ 8 ， 2  36 ， 7  27 ， 9  

79 ， 7  75 ， 9  9 1 .  1 
74 ， 3  93 ， 6  

j青j問、 皮京の売上高、 企業数、 従業員数は20001f (清酒は2000年度) の数字。 神 戸 フ ァ ッ シ ョ ン協会調べ

フ ァ ッ シ ョ ン 産業 関 連 の 11業種の 産業規模 は 、 1998年 で売 仁高 1 兆5 ， 630億 円 、 企業数

2 ， 190社、 従業 員 数 3 万8 ， 952人。 3 年 後 の 2001 年 に は 売上 高 1 兆3 ， 830億 円 (1998 年比

88 . 5 % ) 、 企業数1 ， 828社 ( 同83 . 5 % ) 、 従業員数 3 万3 ， 806人 ( 同86 . 8 % ) と 売上高で11 . 5% 、

企業数で 16 . 5 % 、 従業員 数で 13 . 2 % の 減少 と な っ て い る O

こ れ ら の 要 因 は 、 ①1999年以降進行 し た デ フ レ現象②消費性向が 「海外高級 ブ ラ ン ド商

品J と 「低錨格で値頃感 の あ る 商品j の 二極分化がす す み 、 ま た震災前 に は予想 さ れ な か っ

た 携帯電話や イ ン タ ー ネ ッ ト な どの 「通信費」 が フ ァ ッ シ ョ ン 関連への 消 費 支出 を 抑制 し

た こ と ③世界 の工場 と し て 台頭 し た 中 国か ら 安値 な 量販品 の輸入が増 え た こ と 、 な どが挙

げ ら れ る 。 こ の 間 の 各業界の動 き は

アパ レ ル 「神戸エ レ ガ ン ス 」 が全国的 に 支持 さ れ る と い う 明 る い材料があ っ た 。 大手

企業 の 需 要 と 直結 す る 「製造小売」 の態勢がす す ん だが、 少子高齢化 に 伴 う 子供服 な どの

売 上不振 な どで、 売上高 は 1998年比で10 . 6 % の 減少 と な っ た 。 し か し 、 レ デ ィ ス ア パ レ ル

の市場で は2001年度 は全国で24 . 5% と 1998年度比0 . 2引上がっ て い る O

第 七;章 @ 産業 ・ 雇用 501 



清酒 他 の ア ル コ ー ル飲料 と の競合、 宴会 な どの減少、 若年 ・ 女性層 の清酒離れがすす

む 中 で 、 女性用 、 低 ア ル コ ー ル な とマ の 新 品 種 の 酒 の 開発、 料理 に 合 っ た 清 酒 の PR、 観光

資源 と し て の酒蔵の整舗な どがす す め ら れ た 。 2000年度の 課税 出荷額 は1998年度比で 8 %

減少 と な っ て い る が、 清酒全体 に 占 め る 兵庫 県 の 数景ベ ー ス ・ シ ェ ア は 、 1997年度の30 . 9 %

か ら 2001年度は32 . 3% へ と 上昇 し て い る O

真珠 高 品 質真珠の採取量減少、 個 人消費 の低迷、 中 国産淡水真珠の伸長 、 真珠の集散

地 と し て の香港の台頭 な どで、 2001年は 1998年比25 . 9% の 減 と な っ た 。 そ れで、 も 、 神戸の

真珠加工は依然 と し て全閣 の 8 割 を 占 め て い る 。 販売促進の た め の キ ャ ン ベ ー ン の展 開 や

デザ、 イ ン な ど付加価値の向上 、 ジ ュ エ リ 一 部 門 の強化、 中 国への事業農 聞 が行 わ れ て い る 。

洋菓子 1990年代 に 高 品 質 の菓子づ く り が進め ら れ、 新進企業の成長 も あ っ て 、 業界の

厚み を 増 し て い る O ブ ラ ン ド力 を 高 め る と と も に 製菓技術 の 向上の た め 、 ヨ ー ロ ッ パ に研

究所の設立や 人材派遣 な どが始 ま っ て い る o 10億 円 以上企業 の 売上高 は 、 2001年 は 1 ， 583

1意 円 で1998年比1 . 7%増。 全国の小売全額が1 . 4 % 減 っ て い る の に比べ、 神戸洋菓子 は健闘

し て い る O

ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ 震災前1994年 の売上高 は660億 円 。 2001年 に は511億 円 と 約 8 割 ま で

復旧 し た 。 東京の ア ン テ ナ シ ョ ッ プ、 シ ュ ー ズ プ ラ ザの改装、 復興支援工場への 入居 な ど

の 明 る い材料 と オ ー ダー メ イ ド の シ ュ ー ズづ く り も 活発 に な っ て い る 。 売 上 の 1 998年比で

は12% の増加 と な り 、 輪入品 を 含め た 日 本全市場 に 占 め る シ ェ ア は 、 近年 3 % 半 ばで推移

し て い る 。

洋家具 生産拠点 の神戸木工セ ン タ ー (垂水区) を 大幅 に 縮小 し た た め 生 産 は減少 し た 。

他地域の 大手業者 の 急成長、 震災か ら の復興特需 の 一巡 な どで、 1998年比で81 . 8 % の 激減

と な っ た が、 手づ く り の 欧風家具 な どが新 た に 若 い人の層 に支持 を 広 げて い る 。

靴下 価格志 向 か ら 中 国 製品 と の競合が激 し い。 日 本全 国 の 消費 は l 億 デ カ ( 1 デ カ は

10足) 、 う ち 輪入が7 ， 000万 デカ 。 は き やす さ 、 ソ フ ト 感 な ど機能性向上や新用 途 の 開 発 に

努め て い る o 1998年比では20 . 3% の 減少。

豊岡鞄 東京の消費 地問屋や大型 ク ラ ブ ト 庖 な ど と 取引 の あ る 企業が伸 ぴて い る O 中 国

製品 と の競合が強 ま っ て い る が、 メ ー カ ー 、 問屋の 中 に は現地生産や輪入品 を 扱 っ て い る

と こ ろ も あ る O 産 地の フ ァ ッ シ ョ ン 化の た め他業種 と の交流や商品 開発、 人材育成 を す す

め て い る o 2001年 の 売上 は 向25 . 7 % の 減。

播州織 ワ イ シ ャ ツ 、 ド レ ス シ ャ ツ の低価格志向がすす み 、 当 産 地 の高級素材への ニ ー

ズが減退。 米 国 の 同 時多発テ ロ な ど の影響で輸出が減少 し た 。 東京見本市 の 開催や イ タ リ

ア研修へ人材 を 派遣 し て い る o 2001年 の売 色 は 同 25 % 減 っ て い る 。

皮革 次製品) 国 内 消費 は 落 ち て い な いが、 中 国 ・ ア ジ ア か ら の輸入増 や メ ー カ ー

の 生産拠点 の ア ジ ア シ フ ト で、 生 産 額 は 大幅 に 落 ち 込 ん で、 い る o 2000年 の 売 上 は 1998年比

21 . 7% の 減で は あ る が、 日 本全 国 の 皮革 出 荷額 に 占 め る 兵庫県の シ ェ ア は 5 割 を 超 え て い
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る O

ス ポー ツ 大手 シ ュ ー ズ メ ー カ ー や ゴル フ ク ラ ブメ ー カ ー の生産、 販売 は グ ロ ー パル展

開 がす す む 。 国 内 は 少子化 に よ る ス ポ ー ツ 人 口 の 減少、 ス ポ ー ツ 参加率の低下 な どでマ ー

ケ ッ ト は 縮小 し て い る O 釣具、 釣針は釣 り フ ァ ン の安定 し た 需 要 に 支 え ら れて い る 。 ス ポ ー

ツ 産業 の 売上高 は 1998年比15 . 9% の 減少 と な っ て い る が、 近年の全国 シ ェ ア は 6 � 7 % と

ほ ぼ安定 し て い る O

〔課題 と 展望〕

神戸 フ ァ ッ シ ョ ン 産 業 は 、 1990年代 に 入 っ て 急速 に 減速 し 、 成長 に 歯 止 め がかか っ て い

る O こ れ は 、 経済の グ ロ ー パ ル 化 に よ る 生産拠点 の 海外移行や震災後 の 人口減、 さ ら に 長

期 に わ た る 景気の低迷で、 消 費 の 減退 に よ る と こ ろ が大 き い。

産業化の 課題 と し て は①神戸 ブ ラ ン ド の価値 を 高 め る た め の創 意工夫②創 造的 な 人材 の

育 成 と 集積 を 図 る こ と ③少子高齢化 と い う 人 口 構成 に対正、 し た商 品 づ く り ④ IT の活用 と

消 費者 ニ ー ズ の 把握 な どが考 え ら れる O ま た 、 フ ァ ッ シ ョ ン 都市 と し て ふ さ わ し い都市

景観への配慮、 ホ ス ピ タ リ テ ィ の 向上、 市民生活 に密着 し た周辺産業の育 成 な どが挙 げ ら

れ る O

こ れか ら は 、 「生活 を 豊 か に す る 産業 と は何かj を 関係業界、 各企業が真剣 に 考 え 、 取

り 結 む必要があ る O し あ わせ を 創造す る た め の 生活文化 を 提起す る 産業 と し て の役割が求

め ら れ よ う 。

フ ァ ッ シ ョ ン 都市宣言後30年 を 経た今、 神戸 ・ 兵庫 に は 恵 ま れた 自 然 と 文化があ り 、 固

有 の す ば ら し い歴史や資源、 人材 を 持 っ て い る O 人が暮 ら し 、 訪 れ る た め に利鈍性の高い

都市機能 を 備 え 、 活力 あ る 地域づ く り の た め に 甫民、 行政、 企業の叡智 と 行動が求め ら れ

る O

な お 、 神 戸 フ ァ ッ シ ョ ン 協 会 は2003年 3 月 25 日 、 「 フ ァ ッ シ ョ ン 都市宣言J 30周 年記念

の 事業計画 を 発表 し た 。 8 月 末 か ら 10月 に か け て 、 こ れ ま で成果の あ っ た イ ベ ン ト を 拡充

し て 、 市民や地元企業の 参加型の事業 を 展 開 す る O 内容 は 、 神戸 フ ァ ッ シ ョ ン 産業 シ ン ポ

ジ ウ ム 、 例 年 聞 い て き た フ ァ ッ シ ョ ン コ ン テ ス ト 受賞 者 に よ る フ ァ ッ シ ョ ン シ ョ ー を は じ

め 、 市 内 の ア パ レ ル企業が参加す る 「神戸 コ レ ク シ ョ ン 」 、 地場食 品 を 紹介す る 「 グ ル メ フ ェ

ス テ イ パ ル 」 、 イ ベ ン ト を ま と め た ガ イ ド ブ ッ ク の発行 な ど を 企画 し て い る O

〈参考文献〉
「神戸フ ァ ッ シ ョ ン 産業規模調査」 神戸 フ ァ ッ シ ョ ン協会 2003-fF 4 月
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第八章

都市計画 ・
ま ち づ く り



iま じ め に

大震災か ら 8 年 が経過 し た被災地の ま ち の状況 は 「毎興事業 と し て の 区 画 整理地反 を 除

けー ば、 建物の 再建等がほ ぼお さ ま っ て一種の安定状況 に 入 り 、 空 間 変化 な ど は 平常時的 に

な っ て い る J (鳴海邦碩 ・ 火阪大学大学院 E学研究科教授 「街の復興カ ルテj 2002年度版序章) と 総tÊ さ れ

る O

「安定状況」 と い っ て も 、 震災以前 に 戻 っ た の で は な く 「被害甚大 ピ ル の 再建率 は 、 三

宮地区全体でが;; 7 割、 旧居留 地 で は 約 9 割」 で 、 こ の レ ベ ル に く る と 「倍並 み か ら 震災 を

想起 さ せ る こ と は ほ ぼ な く な っ て い る J ( 伺 ) と 判 断 さ れ る の だ。 い わ ば 「安定状況」 と

い う の は 「停滞状況」 と ほ ぼ等 し い と い え る だ ろ う O

研究者 た ち は こ の 「停滞状況」 の 中 に 、 復興の 「残余的課題」 を 見 て い る 。 神戸市 中央

試 の 三宮北部地 区 で は 、 再建へ向 け て 具体的 な 動 き が見 ら れ な い狭小 な 土 地 が散見 さ れ、

「共 同 建 て 替 え な ど抜本的 な }j策 を と ら な け れ ば 再建 に は 棋界があ る J (角 野幸博 ・ 武庫

川 女子大生活環境学部教授) と い う 指摘 や 、 東灘 区 の住吉地 区 で は 、 住宅の 大規模 な新規

供給 と 住民の新規流入の フ ェ イ ズ に 入 っ て い る が、 そ の 大 き な 流 れ の 影 に は 「震災前岩住

者の地区 内帰還率 の 低 さ J 1狭小接道不 良 の宅地の 固 定イし な ど 「復興 と 負 の 連動 関係 に

あ る ミ ク ロ な 計画課題の発見」 が今後の復興調査の テ ー マ (重村h . 神戸大学工学部教授)

と い う 見解が出 さ れ て い る O

ま ち が どの程度復興 し て い る か に つ い て 、 ま ち づ く り 協議会や ま ち づ く り 関 連 NPO を

対象 に し た ア ン ケ ー ト 諦査 で は 、 180% 以上J と す る 問答が 6 割 に な っ て い る (兵庫県阪神 ・

淡路大震災復興本部総括部 「復興モ ニ タ ー調査一被災地における ま ち の に ぎわいづ く り に つ い て」 報告書、 2002

年12JJ ) 。 し か し 、 商業地 と 住宅地 の復興感 は 大 き な 差があ り 、 商業地の復興感 に つ い て は

「震災前 に戻 っ て い な し U が60 % 、 住宅地で は31 % だ っ た 。 建物 は 8 割 ほ ど再建 さ れ て も 、

ま ち の に ぎ わ い は戻 っ て き て い な い の だ。

兵庫県 は2002年12月 に 「最終 3 か年推進 プ ロ グ ラ ム 」 を ま と め 、 「 ま ち づ く り 」 の 項 目

で 「 に ぎ わ い づ く り 」 を 重視 し た 。 個 々 の 商宿街で も 、 に ぎ わ いづ く り を 図 る 企詞 を 立 て 、

イ ベ ン ト を 展 開 し た 。 さ ら に 各地で商出街の活性化、 地域福祉活動 の充実、 コ ミ ュ ニ テ イ

の 形成 を め ざ し て 「地域通貨」 の実施実験がお こ な わ れ た 。

本章 で は 、 都市計画事業 の経過 を た ど る と と も に 、 ま ち の に ぎ わ い づ く り に つ い て 、 さ

ま ざ ま な 事例 に H を 向 け て み
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|お三均一復興都市計画事業の動 き
復興都 市計画事業 は 、 土地 区画整理事業の仮換地指定率が2003年 3 月 末 で90% (2002年

3 月 末で は83 % ) 、 市街地再開発事業の管理処分決定率が同72% ( 同66 % ) に な っ た 。

4 市 l 回Tl8地区 (254ha) で お こ な わ れ て い る 土地 区 画整理事業 で は 、 2002年 5 月 2 日

に 芦屋市西部第一地区 で仮換地指定が100% に達 し 換地処分公告がお こ な わ れ、 2003年 2

月 14 日 に神戸市東灘区森南第一、 森南第二地 区 で 同様の換地処分公告がお こ な わ れ て 、 こ

れで仮換地指定率100 % に な っ た の は 7 地区 (神戸東部新都心 を 含む) に な っ た。

北淡町富 島 地 区 (20 . 5ha) は 、 2002年 3 月 末 で仮換地指定率が5l . 6% で も っ と も 進行

が遅れて い て 、 兵庫県 の 「坂神 ・ 淡路震災復興計画最終 3 か年推進 プ ロ グ ラ ム J で 「定期

的 な 進捗会議 を 開催す る な ど 、 住民の理解や合意 を 得 な が ら 、 事業の着実 な 進ち ょ く を 図 っ

て い く J と さ れ たが、 2003年 3 月 末 に は仮換地指定率 は75 . 1 % と な り 、 23 ポ イ ン ト 上 がっ

た 。

し か し 、 2002年 2 月 末 で の神戸東部新都心 を 除い た 土地 民画整理事業 地 区 17地区 の 人 口

の 匝復率は平均 で73% 、 世帯 は76 % に と ど ま っ た 。

神戸、 西宮、 宝塚 3 市 の都市計画決定 6 地区 ( 14事業地区) でお こ な わ れ て い る 市街地

再 開発事業は 、 2002年 4 月 24 日 に都 市基盤整備公 団が宝塚市の 阪急仁 川 駅前で進め て き た

復興再 開発 ピ ル 「 さ ら ら 仁 川 」 北館が完成。 神戸市長 田 区 の ]R 新長 田 駅南 地 区 で 、 2002

年 8 月 19 日 に 「 ア ス タ く に づか 2 番館南棟」 の 完成式がお こ な わ れ、 続 い て 2002年 9 月 25

日 、 問 地 底 で 1 1棟 目 の 再 開 発 ピ ル 「 ア ス タ く に づか 6 番舘北棟」 の 完成式がお こ な わ れた 。

こ れ に よ っ て新長田駅南地庄の 5 事業地匿 を の ぞい て 9 事業地豆 で再開発 ピ ル の工事終了 、

あ る い は 管理処分計画決定完了 と な っ た 。

]R 新 長 田 駅南地 区 で は 事業 の 遅れ を 批判 す る 住民 の 声 に 対 し て 、 神 戸 市 は 2002年 2 月

に 第 1 地 区 の う ち 、 久二塚 5 ブ ロ ッ ク 、 久二塚 6 ブ ロ ッ ク で工期 を 短縮 す る た め に超高層

ピ ル を 縮小 し 、 低膚 の商業棟 に 変更す る 事業計画 を 決定 し た の に続 い て 、 2002年 4 月 日 目 、

第 2 地区 で も 「商自信の再生 を 優先す る 」 と し て 、 2 棟 に分か れて い た住 宅 を 1 棟 に統合

し 、 地下工事 を 減 ら し て工期 を 短縮 し 、 高業施設の完成 を 先行 さ せ る た め に 事業計画変更

を 決定 し た 。

中 心市傷地 の に ぎ わ い を 囲援す る 課題 は 、 兵庫県の 「最終 3 か年推進 プ ロ グ ラ ム 」 の 重

要 な 諜題 の ひ と つ と し て も 取 り 上 げ ら れ、 再 開発商業施設への 入居促進施策 や タ ウ ン マ

ネ ー ジ メ ン ト 機構 (TMO) や NPO に よ る 活動 を 復興基金で支援 ・ 助成 す る 方 向が織 り 込

ま れた 。

兵庫県県土整嬬部 ま ち づ く り 局 は 、 学識経験者、 行政関係者な ど に よ る 懇話会の 助 言 に

基づい て 、 7 年 間 の震災復興市街地整備事業 を 、 住民参加 の ま ち づ く り や 合意形成 の 方策 、
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整備手法の組み合わせや制度活用 に よ る 事業推進 の効果、 な どの視点 か ら 再検証 し た 「復

興市街地整備事業 と そ の 推進方策 に 関 す る 調査報告書一阪神 ・ 淡路大震災復興事例 を 通 し

て」 を 2003年 3 月 に 発行 し た 。

こ の報告書で は 、 事業 を 担当 し た市 可 の 職員へ の ヒ ア リ ン グ の ほ か、 ま ち づ く り 協議会、

コ ン サ ル タ ン ト 、 研究者、 都市基盤整備公団 、 兵庫県住宅供給公社 な どか ら も ヒ ア リ ン グ

し て 、 被災住民の合意形成 の た め の ノ ウ ハ ウ な ど、 事業の段階 ご と で の課題や対応策、 現

在 の 課題 な どがま と め ら れて い て 、 今後 の 災害復興の マ ニ ュ ア ル と し て も 有効 な 報告書 に

な っ て い る O

(表 1 - 1) 復興土地区画整理事業の状況 (2003年 3 月 末現在)

| ート | 地 反 抗 づ く り 協議会の名称 事業計測 | 仮拠出 ;汁闘 い;r;:; :r.æ. /� ({( �i1.L示品 小 �， I j /J IJ � :� .lA � .
� �W 'jfJ' l -i.:���:l， J 事業着手 1μ j 面積 震災前世帯数 { 一発 時 期 決 定 l 指定掬始 I .7 -' � / S J I 

1 1中戸市 森南第1 6 . 7h3 森南田Tl丁 目 96/12/08分臨む 1 97109/25 1 98103/12 I 97109126 1 100% 
1 は 茶南第2 4 . oha  森 南 町n 目 97101 印分維 98/03/05 I 98/1 1125 1 98/03120 1 100% 
| 清南第3 5 . 4h3 森 南 ・ 本 H 中 町 95/02/24 発 99/10/07 1 00105/31 1 99/11117 1 87 %  

足
1 1\ 甲道駅間 f主市[総: 琵琶町 復興住民 翁議会 96/03126 1 96/11129 1 96/1211 1 [ 100% 
1 3 . 6ha 494世帯 95/03125) 

プミ甲 道駅北 六 叩 町1 丁 目 2了 目 95/08) 1 961 1 1106 1 97102/28 1 97/03114 '[ 96 % 
1 6 . 1ha 1 � 丁 目 十 5 丁 区 95/08)
1 ， 81 世帯 稗涼IlIJl 了 日 95/09)

用原 ïlJ2 . é ・ 4丁 目 95/ω) 1 
駅前 リ 記手町5T El (951l l ) 1 
森後町2 丁 目 95/08)
96/04連合協議会設立

松本 l 松本地区 (95/05/07)
8 . 9ha 1 ，  206世帯 | 
御 菅束 I 却菅3 ・ 4復興対策協
5 . 4ha 554世帯 1 (95/06118) 
御 菅西 | 御蔵5 ・ 6丁 目 向 づ く り
4 . 6ha 331t!1:帯 ! (95/04/23) 
新長田駅北 ト 御屋敷通1 -6T El 、 水笠通1-6
59 . 6ha 丁 目 、 松野通1 -4丁 目 、 神 楽

町、 細 田 町 な ど21 協 議 会 が
95/05 か ら 96/01 に発足。 2000
年03月 末は18協議会
96/06122連合協議会設立

96/03/26 1 96/11/30 

96/1 1/06 1 97/10/16 

97101/14 1 98101108 

96/07/09 1 97/01/20 

一
帯

帯一
地

世一

日

fヘυ一
1i

ハリ
一

つわ】

11

第
9
-第

東
日一
束
加

取
比一
取
J

鷹
8
-府鳩
山山

鷹取東復興 (95/07/02) 95/1 1130 I 96/08/28 1 96/09/13 1 100% 

常 盤 町 、 千 歳 町、 大 池 田f な
ど 10 協 議 会 が 95/07 か ら
96/02 に か け発足
千歳連合 を 結成 (95/10/15)

諮問ギ ー - - 1  (元jJib史民 1'$p'製鋼耐
122hモ (1) J 10 7引1a _ J -王争町中一 ー

全体 143 . 2ha 小言十

97/03/05 I 97/09/06 I 97/09/11 1 86 % 

96102/20 I 96/1 1 101 1 96/06 1 100% 

1 . 142 
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り 1 96/06118 1 97ぺ9101 1 97111 120 日0%

1 98/05125 ω 8120 i 99/12/24 ! 100% 
98 03/26 1 99/03/16  1 98 日126 1 95%  
9自102/29 1 96/11/30 1 97/01/17 1 7 . 21 

ト � � 二 ご ア て 一 一 一 一 一一� ， � � � � � ， ー | 一 → 一 一 一 一 一 一
西宮北口駅北東 北口 ・ 高木 1 96/111協 同7/10/31 1 97/02 1 95%  
31 . 2ha 1 . 70C地帯 95/1 1 :  

尼崎市 | 築地 j 築地地区復興委員会 95/12/27 1 97/02/28 1 97/11 90% 

北淡町

総計

13 . 7ha 1 ， 20C世清 95/02126) 
宮島地区震災復興

(注) 小計、 総百十の隠積には 、 東部新都心を含ま な い。

1 1 97/1 2/25 1 98/01 /09 1 75% 

指定開始 ! 工事着
17 

(注) 端数処理の関係で、 各地区の面積の和 と 小計、 総計が一致 し ない。

(表 1 � 2 )  復興市街地再開発事業 の状況 (2003年 3 月 末現在)
一一一一一 一一一一「一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一γ一一一一一一…

ーい m� 地 医 i ま ち づ く り市 町 工 辛 制 半ム ホ 二--- '\ 'J IJJJJ IHJ::，.!--\ "/1-J 'I'J' 叩 J 面積/震災前世帯数 発 足 時 期 | 決 定
神戸市 六 甲道駅南地区 l 深田4 第1地区 1 96/03128

( ウ エ ル フマ六Efl道 桜備4 第2地区 1 98/08/12
5 . 9ha 700世帯 1安口5 第3地区 1 97/11120

深備5 (第4地r<) 1 98/03112 
1 95/07に連合協議会発足

[車両 : 二 二 二 1耐
915戸 ( う ち賃貸住宅200戸)
569戸 ( う ち 賃貸住宅120戸)

(久二塚5 .6 )
久二塚復興(95/02/15)

1 20 . 1ha 1 ，  6ω世帯 | 久二塚6 (95/09/06)
r長地 l55: 7 . 61占 (瓦重 工 主1 971�01i14 

l 住宅供給計画 j松5、 6、 7 、大橋5、 6、 7) 、 新長
i 3 ， 000f1 出駅前地区復興(95/07/13)
t (分譲2 ， 000 : 一 一 一 一 一 一 一 | 一 一 ← 一 一 -\ ./J P'JZL.i ， VVV 第3地区4 . 4ha (若松3、 大 1 97/10 
! 賃貸1 . 000) 橋3，4)新長田駅南大若復興

西宮市 西宮北口駅北東
3 . 3ha 

i�Jllii2<:�'ît � � � � � �  � � t89弘

[ 再開発準備組合 (92/07) 1 96105/07 

96/05/31 

管理処分
計 画決定

97103121 
00/03124 
98/11/18 
99/03/1 1  

100% 

97/08/29 

98/01 

53% 

1 97/03/06 

97/02125 

98/03120 

96/12125 

建築工事着工 予定年月
97107104 2002104 
98/09/23 2004103 
99/ 1 1/20 2001112 
98/05112 2003/09 

着手100%

1 97/08 (受 け 服住 2018 
着工) 管理処分計制

決定率69%

1 97/05 (受 け 皿 住 20日�2019
着 工) 管理処分計画

決定率38%

管理処分計画
決定率印私� � 」 一 一

1 98/03/30 1 2001/03 

97108 

99/05/25 

97/09126 
事業完 了

市街地降開発 都市計i剣決定地区 6地区 33 . 4ha 事業地区 14地区 管理処分決定地区 14地区 管理処分計画決定率71%
(注) 協議会の名称は 「ま ち づ く り J I協議会」 を 略。 設立時期は市の認定時期 と異な る こ と があ る 。
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1 . 兵庫県 が γ最終 3 か年推進 プロ グ ラ ム J

兵庫県 は2002年12月 、 大震災 8 周年 を 前 に 「阪神 ・ 淡路震災復興計画 最終 3 か年推進

プ ロ グ ラ ム 成熟社会 に つ な ぐ創造的復興」 を 発表 し た 。 都市計画 ・ ま ち づ く り に 関 し て

は次の よ う に 記 さ れて い る O

1 ) 被災地の概況

「 ま ち づ く り ( に ぎ わ い ) J の項で、 「震災復興 に か か る 面的事業 は 、 市街地再 開発事業、

土地区 画整理事業 と も に 、 概 ね順調 に 推移 し て い る も の の 、 一部 に は権利調整等で遅れが

ち と み ら れ る 地区があ る 」 と 2002年11月 時点での現状 を 分析 し て い る O

2 ) 留酒的譲興 に 向 け た 取 り 繕み の検証

「多核 ・ ネ ッ ト ワ ー ク 型都市障 の 形成」 の 項 で次の検証結果 を 記 し て い る o (�砂 は復興

施策 と し て の重点的取 り 組み く〉は全県 的 な A殻施策 と し て の寂 り 組み)

〔被災地 に お け る 人 に や さ し い ま ち づ く り 〕

.復興市街地整備事業の推進 復興土地区画整理事業 で は 、 20事業地区すべて で工事着

手、 8 割以 上が仮換地指定 さ れて お り 、 復興市信地再開発事業 で は 、 14事業地区すべ て で

工事着手す る な ど、 全体 と し て は お お む ね順調 に推移 し て い る O し か し 、 北淡町富島地区

(仮換地指定率57 % ) や新長 田 駅南地区 (管理処分計画決定率平均53 % ) な ど、 一部の地

で進 ち よ く が遅れて い る O

4静 ま ち の に ぎ わ いづ く り の推進 市街地整備事業の事業地区 内 で は 、 土地利 用 が な さ れ

て い な い 空 き 地等が見受 け ら れ る が、 事業期 間 中 の ま ち の に ぎ わ い を 確保す る た め 、 土地

rx画整理事業地区 内 の住宅建設 ・ 購入資金への利子補給や市街地再開発 ピ ル の 保留床等の

利用促進 を 図 る た め の利 子補給 ・ 家賃補助 な ど を 行 っ て い る 。 ま た 、 市街地 に 散在す る 空

き 地 の緑化 や イ ベ ン ト への助成 な ど、 ま ち の に ぎ わ い 創 出への支援 を 行 っ て い る 。

. ま ち づ く り 協議会等の取 り 組み へ の支援 復興 ま ち づ く り の 中 心 的 な 役割 を 果た し て

い る ま ち づ く り 協議会等の取 り 組み に 対 し て 、 活動費 の 助成や ア ドバ イ ザ 一 、 コ ン サ ル タ

ン ト の 派遣等の 支援 を 行 う 「復興 ま ち づ く り 支援事業J を 平成 7 年震か ら 行 っ て い る O な

お 、 平成11年度か ら は 、 被災地 で の 取 り 組み の 成果 を 踏 ま え 、 全県施策 と し て も 実施 し て

い る O

〔被災地区の整備 と 連携 し た新 し い都市づ く り 〕

. 神 戸 東部新都心 に お け る 先 導 的 な モ デ ル 都 市 づ く り の 推 進 神 戸 東部新都心 で は

WHO 神戸 セ ン タ 一 、 ひ ょ う ご国 際 プ ラ ザ、 JICA 兵庫 国 際 セ ン タ 一 、 兵庫県立美術館 「芸

術 の館J 、 阪神 ・ 淡路大震災記念 人 と 防災未来 セ ン タ ー ( 第 1 期) な どが開 設 し 、 新 し
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い都市文 明 を 先導す る モ デル都市づ く り が進 ん で い る O

。地域の特色 を 活 か し た 新都市づ く り の推進 南芦屋浜地区、 西宮浜地区 等 で は 、 住宅

を 中 心 と す る 居住性の高 い都市づ く り が進 ん で、 い る O

ポ ー ト ア イ ラ ン ド 第 2 期 地 区 で は 、 キ メ ッ ク セ ン タ ー や神戸 国 際 ビ ジ ネ ス セ ン タ ー な ど、

研究機 関 や 産業 の 集積 し た都市づ く り が進 み 、 ひ ょ う ご情報公園都 市 で は平成14年震 か ら

一部用 地分譲 を 開始す る O

尼崎臨海地 区 で は 、 「尼崎21世紀の森構想、」 に 基づ き 、 環境共生型の ま ち づ く り を 進 め

て い る O

こ れ ら の 新都市づ く り に つ い て は 、 宝塚新都市 な ど事業化 を慎重 に検討 し て い る 地区 も

あ り 、 そ れぞれの プ ロ ジ、 エ ク ト の 状況 は さ ま ざ ま であ る が、 「人 間 サ イ ズ の ま ち づ く り 」

の 理念の も と 、 中 長期的 な 取 り 組み と し て 推進 し て い る 。

都市計画 ・ ま ち づ く り に つ い て の 以上 の概況 と 検証 に も と づ い て 、 「残 さ れ た 3 か年 の

重点、 プ ロ グ ラ ム 」 を 「多核 ・ ネ ッ ト ワ ー ク 型都市圏の形成一復興市街地整備 の 推進 と ま ち

の に ぎ わ いづ く り 」 と し て次の よ う に 定め て い る O

1 ) 土地区画整理事業、 市街地再開発事業の早期完成 と 未着工地震の対応

〔現状 と 課題〕

概ねJII買調 に推移 し て い る も の の 、 地権者の権利調整等の た め 、 地区 に よ っ て 事業の 進 ち ょ

く に 格差が生 じ て い る O ま た 、 事業地区 内 で は 、 土地利 用 が な さ れて い な い 空 き 地が見 ら

れ た り 、 事業 中 の 商業機能 の低下 な ど に よ っ て 、 ま ち の に ぎ わ い が回復 し な い状況が続い

て お り 、 ま ち の に ぎ わ い の確保が課題 と な っ て い る O

〔残 り 3 か年の施策の基本方向〕

〈整備事業の さ ら な る ス ピ ー ド ア ッ プ〉 住民や ま ち づ く り 協議会等の理解 を 得 な が ら 、 土

地区画整理事業 ・ 市街地再開発事業の 早期完了 を め ざ し て さ ら な る ス ピ ー ド ア ッ プ に 努め

る O

土地区画整理事業 に つ い て は、 早期 の 仮換地指定率100 % 到 達及 び平成16年度の概成 を

め ざ し て取 り 組み 、 平成17年度以 降 の 早期 の 換地処分 に つ な げる O 特 に 進 ち よ く の遅れて

い る 北淡町富 島 地 区 に つ い て は 、 定期 的 な 進捗会議 を 開催す る な ど、 住民の理解や合意 を

得 な が ら 、 事業の着実 な 進 ち ょ く を 図 っ て い く 。

市街地再開発事業 に つ い て は 、 事業未完 了地[2<: (六 甲 道駅南、 新長田駅南 、 仁 川 駅前)

の 事業促進 を 図 る O 特 に 、 新長田駅南地区 に つ い て は 、 事業計画 ・ 管理処分計画が未決定

の工区 に お い て 、 ま ち づ く り 協議会や地権者等 と 精力 的 に協議 ・ 調整や計画 の弾力 的 な 見

直 し な ど を 行 い な が ら 、 早期工事着手 ・ 完成 を 図 る O

く復興市街地整備事業地区 に お け る に ぎ わ いの確保〉

土地利用 の 進 ん で い な い土地区画整理事業地区 に お け る 住宅建設 ・ 購入 を 促進す る と と
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も に 、 事業進 ち ょ く に 時 間 を 要 し て い る 市街地再開発事業地下互 に お け る 商業施設の早期定

着 を 図 る た め 、 再開発 ピ ル の保官床等の さ ら な る 利用 促進 を 図 る な ど、 事業期 間 中 も 含め

た 、 ま ち の に ぎ わ い の確保 に 努 め る 。

〈復興市街地整備事業の経験の継承 と 情報発信の推進〉

今年度実施 し て い る 復興市街地整備事業の分析調査結果等 を 踏 ま え 、 震災後か ら 取 り 組

んで き た復興市街地整備事業の経験 を 活か し て 、 今後の市街地整備や ま ち づ く り を す す め

て い く と と も に 、 全思 に発信 し て い く 。

〔残 り 3 か年で重点的 に取 り 組む事業〕

0土地区 両整理事業地区 内 で新た に住宅建設等 を す る 者 に復興基金 に よ っ て利子補給 を

行 う 。

O市信地再開発の商業施設等 と し て 保官床取得の た め の 資金融資 に対 し て の利子補給や

賃 貸 に 対 す る 家賃補助 を 行 う 。

0土地区画整理事業地区 に 、 防災空間 と も な る ゆ と り あ る 生活空間 や公共施設等 を 整備

し 、 住環境 を 向 |二 さ せ る 。

0市街地再開発事業地区 に 、 道路 ・ 公園等の公共施設の整備や不燃化 共 同 建築物の建設

を 行 う こ と に よ り 、 快適 ・ 健全で訪災性の高 い都市環境 を 整{請す る O

2 ) ま ち の に ぎわ い づ く り の推進

〔現状 と 課題〕

多 く の地域で ま ち づ く り 協議会等 が ま ち づ く り 活動 の 中心 的 な 役割 を 果 た し て き た 。 ア

ドバ イ ザ ー や コ ン サ ル タ ン ト の 派遣等の 支援 を 行 な う 「復興 ま ち づ く り 支援事業」 も 活発

に利用 さ れて い る が、 引 き 続 き ま ち づ く り 協議会等 の 活動 を 支援 し て い く 必 要があ る O

市街地 の 中 心部 に お け る 出舗数の減少や空 き 庖舗の増加、 大型屈の退屈 な ど商業機能 の

宅洞化が深刻化 し つ つ あ る 。 こ の よ う な 中 心市街地の活性化 を 図 る た め 、 中 心市街地活性

化法 に 碁づ く 「 タ ウ ン マ ネ ー ジ メ ン ト 機関 (TMO) J が被災地各地で設立 さ れ る な ど、 中

心市街地活性化の 取 り 組み も 動 き 出 し て い る O

一方、 震災や 景気低迷 の 影響等 に よ り 、 被災地 に お け る 人 口 構成 や 土地利 用 等 の 地域構

造が変化 し た こ と な どか ら 、 市街地 に は 有効 に利用 さ れて い な い 空 き 地や駐車場が散在 し

て お り 、 景観や 防災、 に ぎ わ い等 の 面か ら も 問題 と な っ て い る 。

〔関連デ ー タ 〕 ま ち づ く り 事業完成後の ま ち づ く り 協議会の存続意向

(2002年 6 月 、 兵庫県復興企画課調べ。 対象55団体)

存続 30 . 9 % 自 治会等 に 移行 29 . 1  % 

解散 14 . 5% 

そ のイ由 9 . 1 %  
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〔残 り 3 か年の施策の碁本方向〕

〈捜興 ま ち づ く り と 一体化 し た ま ち の に ぎ わ いづ く り 〉

ま ち づ く り 協議会や ま ち づ く り NPO 等 に よ る 復興 ま ち づ く り の 取 り 組み が持続 ・ 発展

し て い く よ う に 、 引 き 続 き 支援 し て い く O 再開発商業施設への入居促進や イ ベ ン ト の 関擢

な ど、 設興 ま ち づ く り と 商業活性化が一体化 し た 、 ま ち の に ぎ わ い づ く り の取 り 組み を 積

極的 に 支援す る 。

く ま ち づ く り 協議会 を 中心 と し た 自 律的 な ま ち づ く り の推進〉

ま ち づ く り 協議会等 に つ い て は 、 将来 に お い て も 、 ま ち づ く り の 中 心的 な 担い手 と し て

の役割が期待 さ れ る こ と か ら 、 今後の一般の ま ち づ く り 活動 に対 し て 、 現在実施 し て い る

「 ま ち づ く り 支援事業」 を 活用 し て 、 引 き 続 き 支援 し て い く O

〈中心市街地の活性化の推進〉

中 心市街地活性化法等 の枠組み を 最大設に活か し 、 地域 に 応 じ た支援 メ ニ ュ ー の効果的

な 活用 や 、 TMO が中 心的 な 担 い 手 と し て の機能 を 発揮で き る よ う な き め細 か な 支援 を 行

つ 。

〈空 き 地の活用 等 に よ る ま ち の に ぎわ いの創出〉

イ ベ ン ト 、 行事の 開催等 に よ る 空 き 地 の暫定的 な 活用 や 、 空 き 地の緑化 な ど 「花 ・ 緑J

に よ る 景観形成、 地域の 自 然や歴 史的資源等 の ま ち の 再発見の 取 り 組み 等 を 行い 、 ま ち に

に ぎ わ い を 創 出 す る O

〔残 り 3 か年で重点的 に取 り 組む事業〕

0住民主体の市倍地復興の ま ち づ く り を 支援す る た め に 、 ア ドバ イ ザ ー や コ ン サ ル タ ン

ト の 派遣、 ま ち づ く り 活動への助成 を 行 う (援興基金) 。

0商宿衛 ・ 小売市場が実施す る に ぎ わ い 部 出 イ ベ ン ト 事業の継続実施 を 支援す る (復興

基金) 。

O “花 ・ 緑い っ ぱい" 推進事業 と し て 、 住民団体等 に よ る 花づ く り 活動 や 空 き 地 の紙化

活動 に助 成す る (復興基金) 。

0被災地空 き 地活用 パ イ ロ ッ ト 事業 と し て 、 ま ち づ く り 協議会、 自 治会、 i寄宿街組合、

グ ル ー プ等が空 き 地 を 活用 し て 、 ま ち の に ぎ わ い創 出 を す る 活動 に助 成 す る (復興基

金) 。

O 自 治会、 老 人 ク ラ ブ、 子 ど も 会等 に よ る 、 地域の 自 然や歴史的資源等の ま ち の 再発見

の 取 り 組み を 支譲す る (復興基金) 。

2 . 緊急整備地域 に 三宮市 な ど 4 地域
兵庫県 と 神戸市 は2002年 9 月 18 日 、 都市再生特別措置法 に 基づ き 、 三宮駅南 な ど 4 地域

を 「緊急、整備地域」 に 指定す る よ う 留 の 都市再生本部 に 申 請 、 10月 4 日 に 9 道府県の28地

域 の 第 2 次指定 に織 り 込 ま れ た 。
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指定 さ れた 4 地域 は 、 三宮駅南、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド 西 、 ]R 尼崎駅北西、 尼崎臨海酉部。

都市再生特別措置法 は構造改革の一環 と し て特例 的 な 支援 を 定め て い て 、 既存の都市計画

の 適用 除外 や地域 に 進出 す る 民 間 業者が公共施設 を 整備す る 場合の無利子融資 な どがあ る O

第 1 次で は大阪府、 横浜市、 名 古屋市 な ど17地域が指定 さ れて い る O

指定 さ れた 4 地域は次の事業が計悪 さ れて い る O

1 ) 三宮駅南地域 (47ha)

]R や 阪神 、 阪急、 な ど鉄道が集 ま る 神戸 の 玄 関 口 と し て 駅前広 場 の 機能拡充。

震災で全壊 し た神戸新開会館跡地 を 含ん で い て 、 商業、 文化、 居住機能 を 備 え た

多機能複合市街地 に す る O

2 ) ポー ト ア イ ラ ン ド西地域 (Z73ha)

コ ン テ ナ パー ス 跡地 を 整備 し 、 医療産業都市構想、 に あ わ せ た 産業 や 研究機能 を

集積す る O 住宅、 商業 ・ 集客施設 も 整備す る O

3 )  JR 尼崎駅北西地域 (Z7ha)

キ リ ン ピ ー ル工場跡地で、 ]R 神戸線、 宝塚線、 学研都市線 な ど の 交通結節点

と し て の広 域拠点性 を 活か し 、 大規模 な 商業施設 を 誘致す る と と も に 、 職住一体

型 の 新 し い居住機能 を 整備す る O

4 ) 尼崎臨海西部地域 (Z4ha)

県が進 め て い る 「尼崎 Z 1 世紀 の 森」 の計画地。 環境関連 な ど の 産 業地域 と ス

ポ ー ツ 、 レ ク リ エ ー シ ョ ン 施設 を 整備 し 、 大阪湾ベ イ エ リ ア で の 臨 海地域再生 の

モ デ ル に す る 。
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I一日台興土地区画整理地区の状況
4 市 1 町18地区 (254ha) で お こ な わ れ て い る 復興土地区画整理事業の 仮換地指定率が

2003年 3 月 末で90% (2002年 3 月 末 で は83% ) に な っ た 。

2002年 5 月 2 日 に 芦屋市西部第 一 地 区 で 仮換地指定が100% に 達 し換地処分公告がお こ

な わ れ、 2003年 2 月 14 日 に神戸市東難区森南第一、 森高第 二+地区で 向様の換地処分公告が

お こ な わ れ た 。 こ れで仮換地指定率100% に な っ た の は 7 地 区 (神戸東部新都心 を 含 む)

に な っ た 。

も っ と も 進行 が遅 れ て い る 北淡町富 島 地 区 (20 . 5ha) は 、 2002年 3 月 末 の 仮換地指定

率51 . 6 % が2003年 3 月 末 に は75 . 1 % と な り 、 23ポ イ ン ト 上がっ た 。 兵庫県の 「阪神 ・ 淡路

震災復興計雨最終 3 か年推進 プ ロ グ ラ ム j で 「定期 的 な 進捗会議 を 開催す る な ど、 住民の

理解や合意 を 得 な が ら 、 事業 の着実 な 進捗 を 闘 っ て い く 」 と さ れた こ と 、 地 区 内 に 15 m 道

路の一部が開通 し 、 復興の ま ち な み が具体的 に 見 え て き た こ と で消極的 だ っ た住民が移転

に応 じ 始め た こ と な ど に よ る と み ら れ て い る O

1 . 区画整理事業地区の人口 回復率 は73%
震災か ら の復興の度合い を 測 る も の さ し の ひ と つ と し て 人 口 回復率が用 い ら れ る O 被災

地10市10町全体で の 人 口 は2001年1 1 月 で震災前 を 上回 っ た も の の 、 土地区画整理事業地区

で は 、 都市計画決定 さ れて か ら 8 年 を 経過 し で も 人 口 で72 . 6 % 、 世帯数で76 . 3% に と ど ま っ

て い る o (神戸新聞 、 2003年 3 月 訪 日 )

こ の要 悶 に つ い て 「被災地 で は 、 公営住宅や マ ン シ ョ ン な どが次 々 に 建設 さ れ、 供給過

剰 気味。 (土地区画整理事業地 区 内 の) 土 地所有者 に と っ て は 、 集合住 宅 な ど土地活用 を

進 め に く い状況 に な っ て い る J (神戸新聞 ) と さ れ る O

人 口 回復率が44 . 1 % (地元 で は 「帰還率」 と 呼ん で い る ) で最 も 低い御菅東地区 に つ い

て 、 「市 に よ る と 、 震災前 に ア パ ー ト な ど賃貸住宅 に 住 ん で い た 被災者が、 別 の場所で新

た な 生活基盤 を 作 っ た ケ ー ス が多 い 。 11戻 れ な い と い う よ り 、 戻 ら な い」 の が大 き な 原 因

だ と い う J (毎 日 新聞、 2002年11 月 16 円 ) と し て い る O

2 .  I良 く な っ た J が38% 事業の評価
神戸市 内 の復興土地区 爾整理事業11地誌 の住民 を 対象 に 、 塩崎賢明神戸大学教授の研究

室 がお こ な っ た 区 画整理事業 の 評価 を 問 う ア ン ケ ー ト の 結果が報道 さ れ た (読売新聞、 2002

年 7 月 17 日 ) 。 復興土地区画整理事業の 評価 を 住民 に 問 う 大規模 な 調査 は 初 め て と さ れ る O

ア ン ケ ー ト は2001年末 に 1 1 地 区 の 1600戸 を 対 象 に し 、 771戸か ら 有効 回答があ っ た 。

区両整理に よ る 町の 整備 に つ い て 、 「 良 く な っ た J 38% 、 「 どち ら と も 言 え な いJ 27 . 8 % 、
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(表 2 � 1 ) 震災復興土地区臨整理地区の世帯 ・ 人口状況 (2003年 2 月 末)
地区名 [創積 (ha) f反換地指定率 i 震災前it上帯 ; 現在世帯 震災前人口 現在人口

鷹 取 第 」 8 . 5  100% 905 760 2 . 051 1 . 585 
鷹 取 第 二 19 . 7  85% 1 ， 734 1 ， 067 3 ， 698 2 ， 107 
新 長 田 駅 北 59 . 6  79% 3 ， 267 2 ， 537 7 ， 587 5 ， 650 
御 菅 西 4 . 5  96% 301 i 217 647 422 
御 三国宅 東 100% 554 258 1 ， 225 545 
松 本 8 . 9  I 96% 1 ， 206 646 2 ， 367 1 ， 280 
六 甲 道 駅 西 3 . 6  100% i 494 i 427 i 1 ， 098 I 818 
六 甲 道 駅 北 16 . 1 96% 1 ， 810 1 ， 420 4 ， 128 2 ， 936 
森 南 第 6 . 7  I 100% 637 550 i 1 ， 390 1 ， 2 1 1  
森 南 第 二 4 . 6  100% 513 426 1 ， 00 1  977 

I 森 南 第 二 5 . 4  86% I 351 304 891 722 
芦原西部第 10 . 3  I 100% 759 435 ， 6:)0 951 
芦原西部第二 1 0 . 7  95% 671 564 1 ， 36 1  
芦 原 中 央: 1 3 . 4  100% 763 654 1 ， 782 1 ， 354 
フパ十本、 具会 10 . 5  100% i 830 i 600 1 ， 828 1 ， 402 
西宮北 口北東 ! 31 . 2  i 95% 1 ， 365 4 ， 054 3 ， 159 
築 まむ 13 . 7  90% 1 ， 040 2 ， 440 2 ， 1 70 

j 富 島 20 . 9  69% 602 482 1 ， 670 1 ， 201 

円一 五十 253 . 9  89% 1 8 ， 072 1 3 ， 802 4 1 ， 077 29 ， 85 1  
7 6 .  72 . 6 %  

(神戸新聞2003年 3 月 18 日 。 人口 、 世帯数の 「現在」 の数字の う ち 、 芦屋西部第 一、 第二、 芦屋中央は2003年 2 月
1 日 現在。 森具は 3 月 現在。 富島は2002年10月 現在。 成宮北口北東、 築地は20021fo 9 月 現在。 森具は2002年 3 月 現
在)

「良 く な っ た と 忠 わ な いJ 18 . 9 % 、 「分か ら な いJ I無 回答J 1 5 . 3 % 。

良 く な っ た 点 は 、 ' llfJの 防災性が高 ま っ たJ 33% 、 「人や車が通行 し や す く な っ たJ 27% 。

悪 く な っ た 点 は 「事業 に 時 間 がか か り す ぎ 、 !町 に 活気が戻 ら な いJ 41 % 、 「減歩 ・ 換地

が不公平J 36 % 、 「土地が狭 く な っ たJ 34 % 。
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I ZEji--復興市街地再開発
1 . 新長田駅商地区大橋 6 丁 目 街区で事業計画変更

神戸市 は 2002年 4 月 11 日 、 ]R 新長 田 駅南地 区復興市街地再開発事業の 大橋 6 丁 呂 な ど

の 「第 2 - B 地区J ( 5  ha) の 事業計両変更 を 決定 し た 。 変更 し た の は 「 第 2 B 地 誌」

の う ち の 大橋 6 了 日 街区 ( l . 2ha) で、 2 棟 に 分 か れ て い た住宅 を 1 棟 に 統合 し て 高層 化

す る ほ か、 地下工事 を 減 ら し て 工期 を 短縮 し 、 商業施設の完成 を 急 ぐ。

1999年 1 月 に 決定 し た 当 初 の事業計画 で は 、 12階建 て !占舗付 き マ ン シ ョ ン 2 棟 を 2004 年

3 月 に完成す る こ と に な っ て い た が、 事業が遅 れ て い る た め 、 市 は 「商!古街の再生 を 優先

さ せ る J と し て計画変更 し た 。

変更後 は 、 住宅 を 中 央 の 26 階建 て の棟 に 集 め 、 こ れ を L 字型 に 囲 む 4 階建て の 商業施

設が入 る ピ ル を 配置す る O 住宅数 は163戸か ら 126戸 に 減 ら し た 。 工事 に 時 間 がかか る 地下

駐車場 を 地上 に移 し て 庖錦部分の建設 を 急 ぐ。 蕗業施設の完成は2004年夏 ご ろ の予定。

8 月 5 日 に 管理処分が決定 し 、 9 月 25 日 に高棟 に 着工、 1 1 月 25 日 に 北棟 に 着工 し た 。

2 . 新長田駅南地区 に 10棟 目 、 1 1棟 日 の 再開発 ピル が完成
2002年 8 月 19 日 、 新長田駅南地区で復興再開発 ピ ル 「 ア ス タ く にづか 2 番館南棟J の完

成式がお こ な わ れた 。 こ の 地区で予定 さ れて い る 再 開発 ピ ル30棟の う ち 10棟 日 の完成で、

3 分の l が完成 し た こ と に な る O

新長田駅南地区の再開発の状況 (2002年度
末、 神戸市都市計画総局提供)

20棟の ピ ル工事に着手 し 、 11棟が完成。
商業車自の早 期復興のため 、 一部では、 工区
割の変更 ・ 規模縮小な ど、 事業計爾が変更
さ れた。 ま た 、 商業 ・ 業務施設や{主宅のほ
か、 多 呂 的集会施設や 、 特別養護老人ホ ー
ム な どの公共公益施設、 学生向け賃貸マ ン
シ ョ ン な ど、 多種多様な再開発ピルの建設
カf進め ら れて い る 。

「 ア ス タ く に づか 2 番館南棟」 は地下 l 階、 地上21階建て。 1 � 2 階 に 席舗や事務所、

3 階以 上 は 130戸の マ ン シ ョ ン 。 従前権利 者用 25戸 と キ ャ ン セ ル が 出 た 6 戸 を 除 い て 完売
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し て い る 0

9 月 25 日 に は 、 1 1 棟 呂 に な る 「 ア ス タ く に づか 6 番館北棟」 の完成式がお こ な わ れた。

地下 H 昔、 地 1.21 階 建 て o 1 � 2 階 に26底舗が入 り 、 171戸 の マ ン シ ョ ン は従前権利者用28

戸 の ほ か、 キ ャ ン セ ルが出 た 8 戸 を 除い て完売 し た 。

3 . 未着工区の計画見直 し も 松下神戸市助役
新長 田駅南地区 の復興市街地再開発事業 の現状 と 今後 に つ い て 、 松 下神戸市助 役 は 、 神

戸新聞 の イ ン タ ピ ュ ー に答 え て次の よ う に 述べ て い る (神戸新問、 2003年 1 月 15 日 )

一環状の到 達 点 は

新 長 田 駅南 地 区 で は20 . 1ha の う ち 9 割近 く が事業計画 を 決定 し 、 ピ ル 約30棟 の

う ち 20棟が着工。 1 ， 061戸の住宅がす で に 完成 し 、 工事中 が678戸。 震災前 は 約 1 ， 500

戸 だ っ た の で、 2003年度末 に は震災前 を 上 回 る O

商業活性化 の 見 通 し は

2003年度 末 で 、 従来の商庖街 を 臨 む ピ ル の 多 く が完成 し 、 約700 m の 南北 の 商業

軸がで き る 。 従前 の 底舗床面積 は 4 万8 ， 000m' だ、 っ た が、 20棟で約 4 万2 ， 000m' に 達

す る O 順調 と ま で は い え な い が、 着 実 に 進 ん で い る O 遅れて い る と は い え な い 。 住

宅 も 含め て 量 的 に は復興 の め どがつ く 。

た だ 、 震災の前後か ら 保留床が売 れ る 時代 で は な く な っ た 。 賃貸契約が多い の は

事実。 計画 は 空 き 床が出 る 状態、 を 想定 し て い な い 。 空 き が出 た ま ま 事業が終わ っ て

も 、 市が責任 を 持 っ て対処 し て い く O 財政状況 は厳 し く 、 資金田収は し ん どいが、

賃貸で も 入 っ て も ら う 。 震災復興事業で あ り 、 被災者 と つ く っ て い く O

2 ， 700億 円 の事業費 は 、 震災特例 で通常 よ り 多 い 国 か ら の補助金 と 起債が認め ら

れ て い る O 権利買収で被災者の対産が守 ら れ、 国 か ら 金が出 る O 市 の 事業費 は保留

床売却で賄 う の で 、 市民の負 担は な い。

計画 を 見直す部分は 出 て く る か

住民か ら の ま ち づ く り 提案で、 一部の工底割 り や ピ ル の 形 を 見 直 し た 。 今後 も 「今

か ら や っ て も 大変 だ、」 と い う 議論が住民か ら 出 れ ば考 え る O 特定建築者 と し て 民 間

に ピ ル建設 を 任せ る こ と も あ り 得 る O 当初10年で と い う 計画 だ、 っ たが、 現実 に で き

る も の か ら 絵 に し て い く O 当 初 の 計画 に は こ だ わ ら な い 。

ι 都市基盤整備公団 の 3 再開発事業が赤字
都市基盤整備公 団 が大震災復興事業 と し て 進 め て き た 4 地 区 の 市街地再開発事業の う ち 、

神戸市東難 区 の ]R 住吉駅東地 区 を 除 く 3 事業が赤字 に な っ て い る こ と を 日 本経済新聞 が

明 ら か に し た (2002年 5 月 1 7 B ) 。 住宅 や 各種施設の分譲で事業費 を ま か な う こ と に し て い た

が、 周 辺 の マ ン シ ョ ン 供給過多 の状況か ら 分譲戸数 を 縮小 し た こ と な どか ら 「街の復興 に
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は貢献 し た が、 収支は厳 し い 結果 に な っ た J と し て い る O

記事 に よ る と 、 用 地買 収方式 の 第 2 種市街地再 開 発事 業 の 板 急 売 布 神 社 駅前南 地 区:

(1 . 6ha、 事業費 192億 円 ) は 、 商業施設 を 生活協 同 組合 コ ー プ こ う べ な ど に 分譲。 マ ン シ ョ

ン 68戸 ( 当 初 計画72戸) も 完売 し た が、 分譲価格が予定 を 下 回 り 、 収入が計画の86億丹 に

し な か っ た 。

同 じ 阪急西宮 北 口 駅北東地区 (3 . 3ha、 事業費671億 円) は 商 業 施設 を コ ー プ こ う べ に 、

図書館、 大学交流 セ ン タ ー な ど を 西宮市 に そ れぞれ分譲。 マ ン シ ョ ン 部 分 も 174戸 (当 初

計画320戸) を 分譲す る 予定 だ っ た 。 だが、 公団が参加 し た |可駅南西部の 「 ラ ピ タ ス31西宮」

と の競合 を 避 け る た め 分譲 を 断念。 収支均禽 の た め の299億円 の 分譲 目 標額 に 達 し て い な い 。

同 じ 阪急仁川 駅東地 区 (1 . 6ha、 事業費239 億 円 ) で は 行 政 サ ー ピ ス ス テ ー シ ョ ン を 宝

塚市 に 、 商業施設 を コ ー プ こ う べ に分譲 し た 。 半面、 マ ン シ ョ ン 分譲が過多 に な る と し て

131戸 を 賃 貸 に 切 り 替 え た た め 、 約120億 円 の分譲 目 標 に達 し な い 見通 し 。

一方 、 権利変換方式の 第 1 種市街地再 開発事業 の ]R 住吉駅東地 区 ( 1 . 4ha、 事業費 183

億 円 ) は 、 東灘区役所 と 消防署向 け に 土地建物 を公団が整備 し て神戸 市 に 分譲 し、 ま ず収

入 を 確保。 住宅部分で は権利者用住戸 を 除 く マ ン シ ョ ン 162戸 を 、 ]R 神戸総沿線 と い う 好

立地で完売で き た 。

都市公屈 は赤字 を 全 国 の 事業 の 中 で処理す る 方針。 特殊法人改革 を 進 め る た め に は個 別

事業の 収支が散 し く 間 わ れ る が 「居住者 ら に 無用 の 混乱 を 与 え る J (伴裏総裁) と 赤字額

は 公表 し な い 。
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i一 間 一神一角お都市計画事業!日ぐり
1 . 住宅、 都市討画局 を 「都市討画総崩J に統合

神戸市 は 2003年 3 月 7 日 、 住宅局 と 都市計画局 を 統合 し 、 ま ち づ く り を 総合 的 に 進 め る

「都市計画総局」 に 統合 ・ 再編す る こ と を 発表 し た 。 2003年度 か ら 実施 さ れ る O

震災後の住宅供給や復興 市街地 開発 ・ 土地区画整理事業が収束 に 向 か い 、 ハ ー ド か ら ソ

フ ト の ま ち づ く り 支援 に 重点 を 移す ね ら いがあ る 。 統合 に よ っ て 、 両局 に 分か れ て い た住

環境整備や都市計画 の制度 ・ 手法 を 地域の実情に合わせ て柔軟 に活用 し 、 住 宅 、 道路、 公

園 が 晶体 と な っ た 総合的 な ま ち づ く り が可 能 に な る 、 と し て い る O

ま た 、 区役所の機龍強化 と し て 、 ま ち づ く り 推進部 を 一課か ら 二課 に 増 や し 、 専 門 的 な

手法や制度 に 通 じ た技術職員 を 配置す る 。

2 . 西須磨で住民主導の道路整鯖
〔天神間T匿開で住民案受 け 入 れ 〕

神戸市須磨 区 の 西須磨地区で、 戦後 ま も な く 計画 さ れ た都市計画道路が1955年 3 月 17 日

に 事業認可 さ れ た こ と を め ぐ っ て 、 神戸市 と 地元住民 と の 間 で協議が続 け ら れ て い た が、

2002年 4 月 2 円 、 「天神 町 3 ・ 4 ・ 5 丁 目 ま ち づ く り 協議会」 が、 当 初計画 の 4 車線 を 2

車線 に 減 ら す な どの 内容 を 盛 り 込ん だ住民案 を 市都 市計画局 工務課 に提 出 し た 。 工務課 は

「 こ れ だ け の 案 を つ く っ た住民の期待 に こ た え ら れ る よ う に努力 し た しり と 、 住民案 の 実

現 を め ざす こ と に し た 。 事業認可 さ れた 道路建設事業 を 住民が練 り 直 し た の は 異例 の こ と

と み ら れて い る 。

対象 に な っ て い る の は都市計画道路 ・ 中 央幹線の 一部区 関 (260m) で、 住 民 と 市が最

大幅員36m に な る 4 車総 を 2 車総 に 減 ら す こ と で合意。 ま ち づ く り 協議会が2001年 5 月 か

ら ワ ー ク シ ョ ッ プや住民懇談会、 ア ン ケ ー ト 調査 な ど を 繰 り 返 し て 整備案 を ま と め た。

住民案 は 、 2 車線 と 幅の広 い 歩道 の 整備 を 基本 に し 、 歩道の一部 に は 本線か ら 沿道各戸

の 駐車場への 引 き 込み通路 と な る 「副道」 を 設 け る こ と に し て い る O

〔行幸岡町区間で高架道路見直 し へ〕

西須磨東部 自 治会 は2003年 3 月 26 日 、 都 市計画道路 ・ 中 央幹線の行幸町a 区 間 (270 m )

に つ い て 、 市 の 当 初計画 を 大幅 に変更 し た住民案 を 市都 市計画局工務課に提 出 し た 。 高架

4 車総 を 含 む 6 車線 と な っ て い た 道路 を 、 全体で 2 車線 に し て 、 住民が強 く 毘対 し て き た

高架 の 須磨 多 聞 線 と つ な ぐ高架部分は住民案 に は な い 。 市 は 「市 も 話 し合い に 加 わ っ て で

き た案 な の で 、 大枠 は尊重す る 」 と し て い て 、 須磨多 聞線 の 高 架化計画の 変更 が迫 ら れ る

こ と に な る 。 工務課は 「公害謂停 で涼告河 と 話 し合い を 続 け て お り 、 そ の 結果 し だ、 い で、 は
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一部改築 に な る 可能性は あ る 」 と し て い る 。

行幸 町 区 間 は 天神 町 区 間 の東側 。 今 回 の住民案 に よ っ て 西須磨地区 の け1 央幹線約910m

の う ち 約530 m で住民主導の道路がで き る こ と に な る 。

3 . 新長田駅南地区の市街地再開発事業
〔“震災ア ー ケ ー ド" を 廃糞〕

事庁長 田 駅南地区 の南端 に あ る 「西神戸 セ ン タ ー 街」 の 、 震災で波打ち 、 焼け た だ れた ア ー

ケ ー ドが2002年 8 月 1 日 に撤去 さ れた 。 ま ち の 記憶 を と どめ る た め 「震災 ア ー ケ ー ド」 と

し て 、 地元の有志、 た ち が移設保存 に動い た こ と も あ っ た が、 調整がつ か な か っ た 。 ア ー ケ ー

ド は撤去後、 廃棄 さ れ る O

ア ー ケ ー ド は全長約100 m の う ち 約40 m が大 き く う ね り 、 骨組みがむ き 出 し 、 屋根は周

辺 の 火災 の 熱 で 焼 け た り 溶け た り し て い る O

新長 田 駅南地区の商自 主 た ち で つ く る 「 ア ス タ き ら め き 会」 と タ ウ ン マ ネ ー ジ メ ン ト 機

構 の 「神 戸 な が た TMOJ が2001年 夏か ら 「保存検討会」 を つ く っ て 移設 ・ 保存 を め ざ し

た が、 移設場所、 管理方法、 維持費 な どの 問 題 を 越 え ら れず、 「商業 の ま ち に は ふ さ わ し

く な い」 な どの 声 も 出 て 、 保存 を 断念 し た 。

( r営業が苦 し い」 が 7 割〕

撤去 ・ 廃棄さ れた 「震災ア ー ケ ー VJ ニ神
戸市長田 区の西神戸セ ン タ ー街
(神戸新聞社提供)

神戸新聞社 と 近畿大学の安藤元夫研究室が合同 で2002年11月 に 新長 田 駅南地区 の全自舗

経営者 を 対 象 に し た ア ン ケ ー ト 謂査 を お こ な っ た 。 謂査は営業 し て い る 脂 舗 の 経営者339
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(表 4 � 1 )  新長田駅南地区の応舗経営者 ア ン ケ ー ト
調査 (神戸新問、 2003年 1 月 1 1 日 )

ピ ル 内仮設宿舗
ピル外仮設応鋪
震 災 前 の )苫綴
そ の 他
2 ) 経営者の年齢

40歳以下
41 �60歳
61�70歳
71歳以上
3 ) 後継者の有無

9 . 1  % 
51 . 8 %  
26 . 3 %  
1 2 . 89ら

い る
い な い
ま だ分か ら な い
そ の 他

床の共益費 
得意先や利用客の減少
どjレ 内 で の経営の展関 31 . 
高齢であ る こ と 21 . 6 %  
金融機関 の融資 1 9 . 1 %  
庖舗面積が狭 く な る 1 7 . 9 %  
希望場所へ の 出 活 1 6 . 7% 
周辺 に競争相手が増 え る 1 6 . 7 %  
5 ) 再 開発事業 に期待す る こ と (複数回答)
地 区 内 の 酪業活発化 59 . 6 %  
周辺の商業活発化 45 . 7 %  
若者が増 え 活気が出 る 38 . 1 % 
住宅の大量建設 33 . 2% 
キ ー テ ナ ン ト 入庖で集宅手 3 1 . 7% 
ま ち づ く り 活動 の 活発イヒ 28 . 7 %  
低家賃庖舗の建設 27 . 2% 
公共施設の整備 23 . 8 %  
引 再開発事業で心配す る こ と (複数回答)
ピル完成 が遅い 5 5 . 8% 
宿銭床 が う ま ら な い 51 . 2 %  
下町の雰間気が失 わ れ る 42 . 7 %  
地区内 の商業衰退
キ ー テ ナ ン ト の米定翌七 に よ る 環境悪化一一一ーし 28 . 1 % 
7 ) 再開発事業 を 進め る 上での街題点 (複数回答)

i 行政や コ ン サ ル主導
住民の意見が反映 さ れな い
実情が把握 さ れて い な い

と 同時進行は ム 1)

52 . 8 %  
47 . 2 %  
45 . 6% 
41 . 9 %  
38 . 3 %  
20 . 6 %  る

[，巨大再開発 は復興 に は不適」 安藤元夫近畿大教授]
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人 を 対象 に訪問 し 、 用 紙 を 官置す る 方法

で お こ な わ れ た 。 回答者 は 283 人 で 、 回

答率は83 . 5 % だ っ た (神戸新潟、 2∞3年 1 月

。口は11
 

1
 

回 答 に よ る と 、 営業状態 は 、 「震 災 前

よ り う ま く い っ て い る J '営業が成 り 立 っ

て い る J '何 と かや れ て い る 」 が合計 で

30 . 3 % 。 残 り の 7 割 は厳 し い 経営環境 を

訴 え て い た 。

中 で も 、 「 問 自 ・ 廃業 を 考 え て い る 」

と 答 え た 人が、 仮設庖舗 や 震 災前か ら の

庖 舗 で 営 業 し て い る 経 営 者 の う ち の

14 . 4% あ り 、 深刻 な 状況 を 表 し て い る O

す で に再開発 ピ ル の恒久庖舗 に 出 屈 し た

人で も 5 . 8% あ っ た 。

今後建設 さ れ る 再開発 ピ ルへの 出 自 の

意向 は 、 「 出 屈す る か ど う か分か ら な い 」

が21 . 4 % あ り 、 「 出 屈 し な し り と 答 え た

経営者 を 合わせ る と 3 人 に 1 人が出屈 に

不安 を 感 じ て い た 。

〔庄舗の半数が、消失〕

震 災前 に は 区 内 に 610J吉舗 が あ っ た が、

調査時 点 で は 339応 舗 で 、 震 災 後 に 地 区

外か ら 転入 し て 出 出 し て い る 24J吉 を 除 く

と 、 震 災 前 か ら の 屈 舗 は314屈 で 、 庖 舗

経営者の半数が地 区 内 で営業 し て い な い

こ と も 分か つ た 。

神戸市 に よ る と 、 再開発事業 の全権利

者数 は 1 ， 98 1 人 。 そ の う ち 震災 前 に 地 区

内 で居住 ・ 営 業 し て い た 人 は 1 ， 588人 。

そ の う ち 307人 ( 1 9 % ) が再開発 ピ ル へ

の 入屑や 出 活 を 決め て い な い 。



( f臣大再開発 復興に は不適」 一安藤元夫近畿大教授〕

調査 に 当 た っ た 安藤元夫近畿大学教授 は 「復興都市計画 の 中 で は 、 区画整理が土地 に か

か る 事業 な の に 対 し、 再開発に 土地、 建物 と も 事業 に ゆ だ ね る た め 生活への 影響 は格段 に

大 き い 。 事業が複雑で わ か り に く い こ と な どか ら あ ま り 問題 に さ れず に き た が、 新長 田 の

立大再 開発 の 問 題 は 深刻 だ 。 震災前 と 比べ た営業状態 は 、 4 年前の調査 と 比較 し て む し ろ

悪化 し て い る 」 と 指摘 し て い る O (神戸新聞、 2003年 1 月 1 1 日 )

4 . 新長岡駅北地区の土地区画整理事業
(JRI日鷹取工場掛地に病院、 ス ー パー な ど〕

2002年12月 25 日 、 JR西 日 本 は復 興土地区 画整理事業新 長 田 駅北地区 に組み込 ま れて い る

旧驚取工場跡地の 一部 (9 ， 449m') の売却先が、 高橋病院 (神戸市長 田 区 ) ・ ス ー パ ー 「マ

ルハチ J (神戸市灘区 ) ・ 近鉄不動産 (大阪市 中 央区) の 共 同 事業体 (代表 ・ 高橋玲比古

高橋病 続 院長) に 決 ま っ た と 発表 し た 。

入札 は 、 周 辺で進め ら れて い る ま ち づ く り と の調和 に 配慮 し 、 {語格書 の ほ か に建築計画

の提出 を 求め た 「条件付公開競争入札」 でお こ な わ れ た O

共 同 事業体 は 、 病 院棟 ( 5 階建 て 、 120床 ) 、 ス ー パ ー 棟 (平震建 て ) 、 分譲マ ン シ ョ ン

棟 (15階建 て 、 144戸) を 個 別 に建設す る O 完成予定は2004年夏。

復興土 地 区 画整理事業 に 編 入 さ れて い る !日鷹取工場跡地約18haの う ち 、 計画未定区画

は0 . 4ha に な っ た。

〔古い民家 を移設 し て集会所 御菅西地区〕

神戸市長 自 区 の御 菅西地匿の御蔵通 5 ・ 6 ・ 7 了 日 自 治会は2002年夏か ら 城崎郡香住町

浜安木地 区 に あ る 古い 民家 を 移設 し て 地域 の 集会所 に す る 「古民家 プ ロ ジ ェ ク ト 」 を 開始

し た 。 民 家 は 、 120年 ほ ど前 に 北前船の乗組員 の住居 と し て建 て ら れた も の で、 現在 は 倉

と し て 使 わ れて い る O

集会所建設 は 、 2001年夏に神戸市都市計画局が御蔵通 5 ・ 6 丁 目 ま ち づ く り 協議会 に 「土

地 を 提供す る か ら 集会所建設補助金制 度 を 活用 し て集会所 を つ く っ て み な い か」 と 呼 びか

け た の が始 ま り O

協議会 は 自 治会 と 共 同 で各地の集会所 を 訪 ね 、 建物の形、 使い方 な ど を 見学 し た 。 こ の

中 で 、 神戸市北区八多地区 に あ る 「八多 ふ れ あ い セ ン タ - J が、 児童館、 公民館、 地域福

祉 セ ン タ ー と し て も っ と も よ く 活用 さ れて い る こ と に気づい た 。 こ の 建物 は 地区 に あ っ た

古民家 を 移築 ・ 整鋪 し た も の で 、 古民家が人 を 引 き 寄せ る 魅力 を 持 っ て い る こ と に 関 心 を

持 っ た。

協議会 と 自 治会 は 、 ま ち づ く り ボ ラ ン テ ィ ア 団体の 「 ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 に協

力 を 求 め 、 譲 っ て も ら え る 古民家探 し を 始め た 。 コ ン サ ル タ ン ト 、 プ ラ ン ナ ー 、 工務屈 な
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どの ネ ッ ト を 通 じ て情報 を 集 め た と こ ろ 、 2001年 1 1 月 に 、 日 本海側 の香住町浜安木 の 会社

員 安井忠道 さ ん が 「家 を 建て 替 え て 、 隣 り に処分 に 図 っ て い る 吉い民家が残 っ た 。 譲 っ て

も い い」 と 言 っ て い る こ と を 知 っ た 。 浜安木地区 は 、 北海道か ら 日 本j毎 回 り で大阪 ま で航

海 し て い た 北前船の 中 継地で、 安井宅 は そ の船員 の居住用 だ っ た 。

建築家、 工務自経営者 ら と 見 に行 き 、 大 き さ も 手 ご ろ で、 解体 ・ 移築 も 可能 な こ と が分

か っ た 。 民家 は 明 治初期の建築で、 2 階建 て 。 広 い 土 問 、 太い大黒柱や い ろ り があ り 、

航海の安全 を 祈 っ た 大 き な 神棚 が備 え 付 け ら れて い た 。

2002年 8 月 四 日 か ら 解体作業 を 始め た 。 作業は藤原工務庖 (養父郡養父町) の 指導で、 「 ま

ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 の ス タ ッ フ の ほ か、 大阪工業技術専門学校、 神戸工業高等専 門

学校の教師や"一J

2 週 間 のイf作ノ乍ド業期 開 中 、 作業員 は体育館 に寝泊 り し 、 j兵安木地 区 の 人 々 を 招 い て ふ れ あ い

喫茶や コ ン サ ー ト な ど も 聞 か れ た 。 元の所有者の安井 さ ん は 「 ど う し て こ ん な 古い民家 に

注 目 さ れ た の か不思議で し た が、 ヌドの ぬ く も り 、 昔の温か味、 嵐雪 に 耐 え て き た歴史がい

い の だ と 開 き 、 納 得 し ま し た 。 古 い 家 も た だ壊 さ れて し ま う よ り 、 熱意あ る 人 た ち に よ み

がえ ら せ て も ら え れ ば先祖が喜 ん で く れ ま す」 と 話 し た 。

長 田 で 開 い て い る 「御 議学校」 の 第 1 1 回 目 は こ こ で 開 か れ、 地元 の 人 々 や恒馬学研究会

の会員 も 参加 し た 。 講 師 は 、 但馬建築組合連絡協議会代表でi片民家再血事業 を お こ な っ て

い る 大工歴50年 の 田 中定 さ ん 、 ま ち づ く り 株式会社 コ ー ・ プ ラ ン代表で阪神 ・ 淡路大震災

記念協会人 と 防災未来セ ン タ ー 上級研究 員 の小林部雄 さ ん が務め た 。

小林 さ ん は 、 「私 た ち は !日兵庫県庁舎 (現兵庫県公館) や神戸地方裁判 所 な ど を 残す活

動 を し て き た が、 自 分た ち でそ れ を 活用 し て い く と こ ろ ま で は い か な か っ た 。 今 回 の 『集

会所 を つ く ろ う 。 そ の た め に は 木造がい い じ ゃ な い か。 木造 だ、 っ た ら 古民家 を 使 っ た ら い

い じ ゃ な い か』 と い う 思考 回 路 は私 た ち がや っ て こ な か っ た こ と だ。 古民家 プ ロ ジ ェ ク ト

の大事 な と こ ろ は 、 集会所がほ し い 人が ど う い う 建物 を 欲す る か、 と い う と こ ろ か ら 始 ま
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古い民家を移設 して集会所 に =神戸市長旧
ほの御蔵通 5 ・ 6 ・ 7 T [I 自 治会
(神戸新聞社提供)



り 、 最終的 に古い 建物 を 残そ う と な っ た と こ ろ に あ る 」 と 話 し た 。

古民家 は 、 構造材 だ け で は な く 、 瓦や壁土 も 保存 し 再利用 す る o 2003年 5 月 か ら 建設予

定地 に 搬入 、 6 月 に 工事安全祈願祭 を お こ な う 予定。 建設費 用 は 5 ， 200万 円 。 建設補助金

は3 ， 000万 円 の予定で、 足 り な い分は 「 か わ ら 募金」 を お こ な っ て補 う 予定。

〔御蔵 5 ・ 6 丁 目 ま ち づ く り 協議会 と ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に総務大臣賞〕

2003年 1 月 16 目 、 「御 蔵 5 ・ 6 丁 目 ま ち づ く り 協議会」 と 「 ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン」

が、 総務省消 防庁 と 財 団法人消 防科学総合セ ン タ ー が主催す る 第 7 関 防災 ま ち づ く り 大賞

の 総務大臣賞 を 受賞 し た 。 授賞理 由 は 「 ボ ラ ン テ イ ア と 地域住民の連携 に よ る 締議地区の

震災対応 と 復興への す ぐ れ た 取 り 組み」 と さ れ る 。 同 時 に 総務大臣賞 を 授 賞 し た の は 、 毎

日 放送 の ラ ジ オ 番組 「 ネ ッ ト ワ ー ク 1 . 17  J を 中 心 と し た地震防災放送 だ、 っ た 。

兵庫県 内 で は 、 第 3 回 防災 ま ち づ く り 大賞消防庁長官賞 に 、 宝塚視聴覚セ ン タ ー 自 主研

究会が、 防災教育 白 作 ビ デオ 「 た け し く ん の 妨災研究J の 自 主制作 と 活用 、 で受賞。 第 5

回 防災 ま ち づ く り 大賞消防庁長官賞 に 、 IB居情 地連絡会議が、 事業所集団 で構成す る 防災

福祉 コ ミ ュ ニ テ イ 、 と し て 受賞 し て い る O

受賞の機会 に 「 ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 は 、 御蔵地 区 で の ま ち づ く り 活動 を 以下 の

よ う に ま と め て い る (r月 刊 ま ち ・ コ ミ J 2003年 2 月 号) 。

1 ) ま ず人 と 人 と のつ な が、 り

被災者が震災で得た 教訓 は 、 地域防災の視点 に立 て ば 「最初 の救助者 に な れ る の は 、

そ の 地域の生存者で し か な しり と い う 当 然 の 法則 で あ り 、 さ す れば 「 人 と 人 と の つ な

が り を 深 め 、 敏速果敢な行動がで き る コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り に つ き る 」 と い う も の で し

た 。

だ か ら 御 蔵の ま ち づ く り は 、 日 ごろ か ら イ ベ ン ト や行事 を 常 に 大勢 い っ し ょ に す る

こ と で 、 ひ と つ の 経験 を 共有 し 、 人 と 人 と が強 く つ な がる コ ミ ュ ニ テ イ づ く り を め ざ

し て い ま す。

「 プ ラ ザ 5 J (地元 の ボ、 ラ ン テ イ ア 組織で、 集会所兼 カ ル チ ャ ー 教室兼 ミ ニ デ イ サ ー

ビ ス 施設 を 持つ) で は 、 ふ れ あ い 喫茶や デ イ サ ー ピ ス を は じ め と し て 、 数々 の イ ベ ン

ト がお こ な わ れ て い ま す。 「 プ ラ ザ 5 J に お け る 活動 は 、 被災前 か ら の 居住者 と 他地

域か ら 入 っ て き た新住民 と の交流 を 進 め る の に も 役立 っ て い ま す 。

2 ) 組織は若返 り 、 活動 を 継続で き る こ と

住 民 は 避難所や 親戚、 友 人 を 頼 っ て 避難 し 、 自 治会活動 は休止 し て し ま い ま し た 。

震災 当 時 の 自 治会 メ ン バー は す で に 高齢であ っ た こ と も 活動 を 休止す る ひ と つ の 要 因

で し た 。 そ こ で、 1995年 4 月 の ま ち づ く り 協議会の設立時、 2001年 6 月 の 自 治会の設

立時で は 、 役員 は40歳代か ら 50歳代が選 ばれ ま し た 。 リ ー ダー が若 い 世代 に代 わ っ た
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こ と に よ っ て 、 地元 は 「 ま ち ・ コ ミ J の よ う な 部外者であ る 「若者 ・ よ そ 者」 を 受 け

入 れ る キ ャ パ シ テ ィ を 持つ に い た り ま し た 。

3 ) で き そ う に な い こ と でも 汗を流す

2001年 1 月 に 、 公開予定地 に震災モ ニ ュ メ ン ト で も あ る 慰霊碑が完成 し ま し た 。 建

設 は 、 基礎か ら コ ン ク リ ー ト 打 ち ま で住民の 力 で お こ な い ま し た 。 2002年 1 月 に は 、

慰霊碑 と 同様 に 住民の手で芝張 り も お こ な っ て 「御 蔵北公園」 が完成 し て い ま す 。

御蔵の ま ち づ く り は 「 あ え て や っ か い ご と を 地域 に 持 ち 込 む こ と で 、 み ん な が汗 を

流 し て ま ち づ く り を 続 け よ う 」 と い う 特徴があ り ま す 。

「 自 分た ち で で き る こ と は 自 分た ち で」 と み ん な の 身 の 丈 を 伸 ばす活動 を 積極的 に

お こ な う こ と で、 「や れ ばで き る 」 と い う 自 信 を つ け 、 活動が継続 的 な も の に な っ て

い ま す 。

4 ) 多 く を 考 え ず最初のひ と り か ら

い ち ど に た く さ ん の協力者が得 ら れる と い う こ と は あ り ま せ ん。 で す か ら 、 で き る

と こ ろ か ら 少 し ずつ仲 間 を つ く っ て い く よ う に し て い ま す 。 ひ と り の仲 間 と 真剣 に つ

き あ っ て い る と 、 自 然 に仲 間 が増 え て い く 、 そ う い う こ と が御蔵 を 訪れ て く る 方や 地

域間交流 を 見 て い る と 感 じ ら れ ま す。

参考 : ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 事務局

御 蔵事務所 長田 区御蔵通 5 92 - 2 み く ら 5 内

電話 078- 578 1100 

フ ァ ッ ク ス 078 576 - 7961 

東京事務所 新宿区戸 山 1 24 - 1 

早稲 田 大学文学部浦野研究室内

神奈川事務所 川 崎市多摩区東三 田 2 - 1 1 

専修大学文学部大矢根研究室 内

e-maÌI m-comÌ @bj . wakwak . com 

http://www . bj . wakwak . com/-mωcomlindex . htm 

5 . 兵庫区の ま ち づ く り
〔地下鉄潜岸線沿線の ま ち づ く り 〕

イ ン ナ ー シ テ ィ を 活性化す る 目 的 で建設 さ れ た神戸市営地下鉄海岸線 (三宮 ・ 花時計駅

~ 新長 田 駅 間 、 全10駅、 8 km) が2002年 7 月 7 日 に 開 業 l 周 年 に な っ た が、 利 用 客 数 は

1 日 平均 3 万4 ， 000人 で 、 開業時予測 の 8 万 人 の 半分以下。 赤字 は2001年度で57億 円 、 2002

年度 は資本費負担が始 ま っ て 99億 円 に 達す る 見通 し に な っ た 。

地下鉄が人 の流 れ を 活発 に し 、 事業所 を 誘致 し 、 人 口 を 増加 さ せ る と し て 、 沿線に は土
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地区画整理、 市街地再開発や地区再整備 な ど23の プ ロ ジ ェ ク ト が計画 さ れた 。 だが開業 か

ら 1 年後 の 沿線 3 区 の 人 口 は震災前 と 比較 し て 、 中央区99 % 、 兵庫 区91 % 、 長 田 区80% で、

人 口 回復、 産業誘発の効果が見 え て き て い な い。

こ う し た 中 で神戸商工会議所兵庫支部 な どが中 心 に な っ て2002年 5 月 8 目 、 兵庫運河 を

生か し た ま ち づ く り を 進 め よ う と 「兵庫運河の夢 を 実現す る 会」 を 発足 さ せ る な ど、 ま ち

づ く り の新 し い動 き が出 て き た 。 主 な ま ち づ く り 運動 、 プ ロ ジ ェ ク ト は次の と お り O

1 )  r兵庫運河の夢を 実現す る 会」

川 崎重工、 富士通テ ン な ど地元企業 と ま ち づ く り 協議会 な ど15毘体。 運河の水 の 浄

化、 植樹や 遊歩道の整備、 工場見学 を 受 け 入 れ る 「工房 の街J づ く り 、 ベ ッ ト ボ ト ル

い か だ レ ー ス な ど を 言十画。

2 ) r菜の花の沖」 ポケ ッ ト パー ク

都市計画道路 「湊町線」 の2003年 3 月 開 通 に あ わせ て 、 兵庫 区東川 崎町、 東 出 町 、

酉 出 町 の 3 町 の住民が道路の 沿 道 に l 万5 ， 000本 の 菜 の花 を 植 え た 。 西 出 密T 1 丁 目 に

江戸時代 の豪商高 田 屋嘉兵衛 の 屈 があ り 、 嘉兵衛 を 主 人公 に し た 司 馬遼太郎氏の小説

「菜の花の沖」 に ち な んで名 づけ た 。 25m2 の小公園 に は 「高 田屋嘉兵衛本商 の地」 と

彫 っ た 記念碑 と 江戸時代の 「兵庫 の津」 の 地 問 と 説明文 を 設置 し た。

3 ) 浜山地区 区蘭整理事業

地下 鉄御 崎公 園 駅、 金平市場 を 含 む 28 . 2hao 50% 完 了 。 コ ミ ュ ニ テ ィ 住宅建設、

市場の 高度化利用 な どで 人 口 2 割増 を め ざす 。

4 ) 中央卸売市場再整備

敷地面積1 2 . 6ha の 市 場 で 、 民 間 資金 に よ る 社会資本整備 (PFI 方式) に よ っ て 再

整備す る O

5 ) 大販ガスヱ場跡地 に大規模集客施設

長 田 区 内 で地下鉄j駒 ケ 林駅南2 . 5ha。 神戸市が1990年代前半 に 購 入 し て い た が、

災の ほ か、 土壌か ら 汚染物質 が検 出 さ れ た こ と も あ っ て 整備が遅れて い た 。 2002年11

月 初 日 、 神戸市 は 、 ガ ー デニ ン グ の 大規模物販庖や温浴設備 を 備 え た 集客施設が2004

年 3 月 末 に 開業す る と 発表 し た 。 事業主体は 「 ホ ー ム セ ン タ ー ア グ ロ J (本社 ・ 揖保

郡太子町) 。 年 間 110万人の来客 を 見込 ん で い る O

〔松本地区 に 「英 し い ま ち な み大賞J)

復興土地区画整理事業地区 の 松本地区 に つ く ら れ た 「せせ ら ぎ歩道」 に 国 交省 の都市景

観大賞 「美 し い ま ち な み大賞」 が選 ばれ、 2002年10月 4 日 、 東京で 開 か れ た 「都市景観の

日 」 の 中央行事で表彰 さ れた 。

せせ ら ぎ歩道の 整備 区 間 は 、 都市計画道路松本線 (幅員 17 m ) の 歩道 の 中 に あ り 、 延長
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約600 m 。 メ ダ カ な どが放流 さ れ て い る O 水 際 に は水生植物 を 植 え た 鉢 や ベ ン チ が置かれ、

月 2 回 、 住民が清掃 に 当 た っ て い て 、 清掃 を 通 じ て コ ミ ュ ニ テ イ の再生が国 ら れて い る 。

都市景観大賞への 申 請者 は松本地区 ま ち づ く り 協議会、 神戸市、 コ ン サ ル タ ン ト の 環境緑

地研究所。 審査員 は 「震災復 興 を こ こ ま で よ く 完成 し た J r住民 と 行政 と の 協 働 で提案が

ま と ま っ たJ r美化活動 を 通 じ て参加型の ま ち づ く り がお こ な わ れて い る 」 と 評価 し た 。

都市景観大賞 は 1990年度 に 国 が定め た 「都市景観の 日 (10月 4 日 ) J に ち な ん で創 設 さ

れた。 行政 と 住民が協力 し て 美 し い ま ち な み を 整備す る 取 り 組み を 奨励 し て い る 。 2002年

度 は 、 ほ か に飯山 市愛宕町雁木通地区、 金沢市瑞楊団地が選ばれた。

6 . 中央区で相次 ぐ大型 ピル建設討画
〔三宮の更地 に大型商業ピル〕

大震災以 来 7 年半以上更地 に な っ て い た 三宮地 区 の 3 カ 所で大型商業 ピ ル の 建設が計画

さ れ た 。 地元 の 三宮 セ ン タ ー 街 1 丁 目 商庖街振興組合 は 「いずれ も 集客 に と っ て重要 な ポ

イ ン ト 。 各 ピ ル の 持 ち 主 に は物 を 売 る だ け で は な く 、 三宮の活性化 に協力 し て も ら い た し V

と し て い る と い う (読売新聞、 2002年 8 月 22 日 ) 0 

1 ) ダ イ エ ー さ ん の み や男舘跡地 (486m2 )

フ ァ ー ス ト リ テ イ リ ン グ社 ( 山 口県) が地上 3 階、 地下 1 階の商業 ピ ル を 建設。 カ

ジ ュ ア ル ウ エ ア の 「ユニ ク ロ 」 基幹屈 を 出Jì5 さ せ る O

2 ) 阪神 ・ 淡路大震災復興支援館跡地 (2 ， 322m2)

別名 フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザの跡地。 首都 圏 で小売 ・ ク レ ジ ッ ト 販売 を 展 開 し て い る 丸

井 (東京都 中 野 区) が 関 西 に 初 め て 進 出 す る o 6 階建 て で 、 売場而積 は 1 � 5 階 の

7 ， 000m2o 土 地 を 所有す る 竹 中 工務屈が建設、 丸井が借 り 受 け る O 若 者 向 け の ア パ レ

ル 製 品 や 雑 貨 な ど を 扱 う O

丸井広 報室 は 「最高の立地 に 念願 の 関 両進 出 を 実現で き た (毎 日 新聞、 2002年10月 8 日 )

と し て い る O そ ご う 神戸屈 は 「 フ ァ シ ョ ン 性 の 高 い 丸井 の 出 屈 で街の魅力 が高 ま り 、

い ろ ん な 人 た ち が神 戸 に く る よ う に な れ ば当 屈 に も プ ラ ス 」 、 ハ ー パ ー ラ ン ド の 神 戸

板急は 「三宮、 元自I、 ハ ー パー ラ ン ド の 地域間競争が さ ら に 激化 し そ う だ。 個性化 を

5虫 め て士すf1C し た い」 と し て い る (朝 日 新問、 2002年10月 8 日 ) 。

3 ) ダ イ エ ー オ フ プラ イ ス 館王宮跡地 ( 1 ， 170m') 

ダ イ エ ー 以外の)苫舗が入居す る 商業 ピ ル が設計 中 と 伝 え ら れ る (読売新問、 2002年 8 月

22 日 ) が、 詳細 は 明 ら か に さ れて い な い 。

〔丸井 を つ な ぐ 3 連絡構建設〕

神戸市 な どは 2003年 秋 に 丸井が間出す る の に と も な い 、 丸井が入居す る ピ、 ル の 2 階部分

と ]R 三 ノ 宮駅、 阪急、三宮駅 を 結 ん で、 い る 三官交通 セ ン タ ー ピ ル と 三宮 セ ン タ 一 倍 を つ な
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ぐ高架式 の 連絡 デ ッ キ 3 本 を 建設す る こ と を 、 2002年12月 、 明 ら か に し た 。 丸井の 開 業 に

合 わ せ て 三 宮 セ ン タ ー 街 と の連絡デ ッ キ 2 本 を 建設す る O 駅側 の 三宮交通セ ン タ ー ピル と

を つ な ぐ l 本 は 2004年 中 に 完成 の 予定。 設置費 は 先行す る 2 本で5 ， 000万 円 。 神戸市、 ピ

ル の所有者 の 竹 中 工務面、 セ ン タ ー 街の商席衝が負担す る O

神戸市 は 以前 か ら ]R 三 ノ 営駅、 i坂急、三宮駅の両駅 と 南側 の 商業 ゾー ン を 結ぶ、 地下、

道路、 デ ッ キ の ' 3 層 ネ ッ ト ワ ー ク 溝想、」 を 進 め て き た。 こ れ ま で に 完成 し て い る デ ッ キ

は そ ご う 神戸庖 と を つ な ぐ I 個所だ、 け だ、 っ た 。

〔 ト ア ロ ー ド に 34階 ピル計画〕

2002年 7 月 、 中 山 手再 開発準備組合 (102人) が ト ア ロ ー ド 沿 い に 組合施行の市街地再

開発 と し て 34 階建 て の超高層 ビ ル 建設 を 計画 し て い る こ と が明 ら か に さ れ た ( 日 経新問、 2002

年 7 月 17 B )  0 上層 部 は 分譲マ ン シ ョ ン 、 低層 部 は 地権者 に華僑が多 い こ と か ら 、 中華料理屈 、

漢方薬 を 扱 う 中 国医療 セ ン タ ー な ど を 含め た 「 ミ ニ 中 華街」 を 含 め る 構想、 に な っ て い る 。

事業地域 は 、 中 華 j司 文学校の発祥 の 地 を 含 む 1 ha。 再開発 ピ ル は延べ床面積 3 万9 ， 000m2。

結 に住宅300戸 を 予定 し て い る O 総事業費 130億 円 で 、 国 、 県、 神戸市が一部 を 補助 す

る O 神戸市 内 の 組合施行 の再開発事業 と し て は 、 ]R 住吉駅南地区の 160億 円 に次 ぐ規模 に

な る 。

こ の地 区 で は 、 再 開 発 を め ざ し た準備組合が1990年 に発足 し た が、 パ フ、、ル経済最壊で大

手 デベ ロ ッ パ ー が撤退。 大震災後 に も 都市基盤整備公団 が再開発計画 を 立案 し た も の の 立

ち 消 え に な っ て い た。

地区 に は 老朽化 し た 木造住宅が密集 し 、 ほ ほ半数の建物が震災で倒壊 し た 。 観光や シ ョ ッ

ピ ン グ の 人気ス ポ ッ ト が集 中 し て い る 市街地 の一角 で あ る が、 本格的 な 再建が進ん で い な

い 。 3 度 目 の挑戦 に つ い て 、 神戸市都市計画局再開発課は 「バブル の波 に 洗 わ れて事業 は

遅 れ た が、 そ の 教訓l を 生か し て 地域のニ ー ズ に 合 っ た建物 を 自 分 た ち で作 り 出 そ う と い う

意識が芽 生 え た」 と し て い る (神戸新聞、 2002年 8 月 13 日 ) 0 

ト ア ロ ー ド に計河 さ れている 34階建て再開
発 ピルの予想図

(神戸新聞社提供)
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7 . 灘区 の ま ち づ く り
〔空 き j苫舗に ま ち づ く り 拠点〕

i難 中央地 区 ま ち づ く り 協議会 は 、 2002年 7 月 31 丘 、 難区水道筋 2 丁 目 の畑原市場 に あ る

空 き 庖舗 に 「新 ・ ま ち づ く り ハ ウ ス J を 開設 し た 。 ス タ ッ フ と し て神戸大学大学院生が交

替で常駐す る O

開設記念 と し て 、 昭和初 期 に 市場の ア ー ケ ー ド が改修 さ れた と き の も ち ま き の よ う す な

どの吉い 写真約40枚 を 「 な つ か し き 心 の ま ち か と守再発見」 と し て展示、 世代 聞 の 会話の き っ

か けづ く り を ね ら っ た 。 エ コ タ ウ ン 運動 を 進め る た め に 空 き 缶 回 収機が置かれ、 談話ス ペ ー

ス も 設 け ら れて 「 ま ち か どサ ロ ンJ の機能 も め ざ し て い る O

空 き 地活用 パ イ ロ ッ ト 事業 と し て 整備 さ れ た 「 な か よ し ラ ン ド」 の運営や フ リ ー マ ー ケ ッ

ト の企画 ・ 実施、 高出告や小売市場の イ ベ ン ト 情報の発信 な ど も お こ な う O 機 関 紙 「 な だ っ

ち ゅ ! ハ ウ ス 通信」 を4000世帯 に無料配布す る O

灘 中 央地 区 ま ち づ く り 協議会 は 1995年 1 1 月 に発足。 商庖街の活性化、 震災空地の活用 、

環境美化 な ど に取 り 組ん で い る O 神戸市 は 、 専従ス タ ッ フ を も つ ま ち づ く り 協議会運営 の

モ デル事業 と し て 年 間250万 円 を 補助す る こ と に し た 。

〔六甲道駅北地区 に せせ ら ぎ〕

復興土地区画整理事業がお こ な わ れ て い る 六 甲 道駅北地 区 に 2002年 7 月 21 日 、 人工のせ

せ ら ぎが完成 し た 。 六 甲 道駅北地区 ま ち づ く り 連合協議会の提案 に基づい て都 市計画道路

六 甲 町線160 m の う ち の70 m に 設置 さ れ た 。 ま ち に う る お い を 与 え る と と も に 、 非常時の

防火 ・ 生活用 水 に 利 用す る 。 復興土地区 両整理事業 に と も な う 人工せせ ら ぎ は 兵庫 区の 松

本地区 に 次 い で 2 例 目 O

せせ ら ぎ の 幅 は 1 m o 水 は 地下10 m か ら 太 陽光発電 シ ス テ ム で汲 み 上 げ る O 建設費 は

3 ， 300万 円 。 せせ ら ぎ は さ ら に 延伸 さ れ、 130 m に な る 予定。

8 . 東灘区の ま ち づ く り
〔森南第 1 ・ 第 2 地区 で換地処分公告〕

復興土地区画整理事業がお こ な わ れ て い る 東灘 区 の 森南第 I 地 区 と 第 2 地 区 で 、 2003年

2 月 14 日 に換地処分が公告 さ れた 。 神戸市内 の復興土地 区画整理で は 3 、 4 番 目 の換地確

定 と な っ た 。

第 1 地 区 は森南 町 1 丁 目 の 6 . 7ha。 地 区 内 に 4 個 所 の ポ ケ ッ ト パ ー ク を 設 け た 。 総事業

費 57億 円 。 第 2 地 区 は森南町 3 了 自 の 4 . 6ha。 総事業費 23億 円 。 減歩率 は い ず れ も 2 . 0%

.l2J 内。 残 り の森南第 3 地区 は 森南町 2 了 目 の 5 . 4ha で、 こ の 時 点 で の 仮換地指定率 は86 % 。

森南地 区 は 、 当 初 は 森南 町 1 - 3 丁 目 と 本 山 中 町 1 丁 自 の 一部 を 含 む 約 17ha、 1 ， 500世

帯 が ま ち づ く り 協議 会 を 結成 し て い た が、 神戸 市 と の交渉 を め ぐ っ て 3 団 体 に 分裂。 第 3
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地 区 で の 事業計画決定 は神戸市内 で は も っ と も 遅い 1999年 10月 に な っ て い る 。

〔蕎木高地震が ま ち づ く り 協定〕

2003年 3 月 5 日 、 東灘区 の 「青木南地 匿 ま ち づ く り 協議会」 が神戸市 と ま ち づ く り 協定

を 結 ん だ。 神戸市 内 で は最初 に協定 を 結 ん だ 長 田 区 の真野地区 (1 982年 1 1 月 ) か ら 9 地 区

目 。 東難 区 で は 岡本地区 (1988年 5 月 ) 、 大石南町 (2001年 6 月 18 日 ) 、 森 南 町 1 丁 目 地区

(2001年12月 四 日 ) に続い て 4 地 区 日 で、 豆 加 で は 最多。

震災で長男 を 亡 く し た村上需矩協議会長 は 「息子 を 失 っ た こ と が、 壊れた街の再生 に 力

を 注 ぐ き っ か け だ っ た 。 住 み よ い住環境 を 次代 に 残す こ と が私 の 役 目 」 と 語 っ て い る (神

戸新聞、 2003年 2 月 6 tl ) 。

〔青木南地区〕 青木 1 T 自 の一部、 2 ・ 3 丁 目 23ha。 約 1 ， 000世帯、 2 ， 500人

阪神電車以南の 、 国 道23号 を は さ ん だ、東灘 ほ の 南部。 古 く か ら 酒造業、 そ う め ん製造業

で栄 え て き た 。 全半壊率 3 割。 白 地地区。 近年、 東神戸 フ ェ リ ー セ ン タ ー の 移転後 に 、 商

業施設や工場、 事業所が増加 し 、 住民 に ま ち づ く り への 関心が高 ま っ た 。

2000年1 1 月 に 「青木地 氏 ま ち づ く り 協議会」 が発足。 2002年 5 月 、 「 ま ち づ く り 基本構想、」

を 策定、 基本構想、 を 推進す る た め に2002年10月 に 「 ま ち づ く り 協定」 を ま と め 、 「 ま ち づ

く り 提案書」 と し て神戸市 に 提 出 、 2003年 2 月 5 日 、 協議会 と 神戸市が 「青木地区 ま ち づ

く り 協定」 を 締結 し た。

ま ち づ く り の 基本方針

な 海 ・ 自 然 と 共生 す る ま ち

. 快適 な 環境 と j関 い の あ る ま ち

- 安全 ・ 安心で コ ミ ュ ニ テ イ の あ る ま ち

. 文化的で活力 と 魅力 の あ る ま ち

ま ち づ く り 協定の概要

- 生垣 ・ 植栽の推奨

. 周辺環境への 配慮

. 生活マ ナ ー の遵守

- 土地利用 の制 限 廃 品 ス ト ッ ク ヤ ー ド等の土地利用 を 禁止

・ 建築物の用途制限 風俗営業 、 工場、 葬儀場等の 制 限

・ フ ァ ミ リ ー 住戸の推焚 マ ン シ ョ ン 建設 は フ ァ ミ リ 一 世帯向 け が 4 分の 1 以上

〔新住民向 け に 「区民講座J )

東i難 区 は 、 震災後 の転入者が区人口 の 4 割 を 占 め る よ う に な っ た こ と か ら 、 新住民 を 対

象 に 区 の 竪史や特色 を テ ー マ に し た 「区民講座」 を 2002年 1 月 か ら 開始 し た 。
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東灘 区 の 人 口 は 、 震災前 は約19万人だ、 っ た が、 震災後は 15万7 ， 000人 に ま で落 ち 込 ん だ 。

だが、 倒壊 し た住宅跡 に マ ン シ ョ ン な どがあ い つ い で建設 さ れ、 2002年 6 月 現在 で は推計

人 口 が19万8 ， 000人 と な り 、 震災前 人 口 を 超 え た 。 ま た 、 1995年 か ら の市外か ら の 転入者

の 累計 は 8 万6 ， 000人 で 、 区 の 人 口 の 4 割 を 占 め 、 居住者 の 入れ替わ り の 激 し さ が う かが

わ れ る 。

震災 を 知 ら な い 人 や 、 区の歴史、 区 の 特急 に な じ み の な い人 た ち が多 い と み ら れ る こ と

か ら 、 東譲住区役所市民課は 、 地域 に愛着 を 持 っ て も ら い 、 行政サ ー ビ ス を 理解 し て も ら お

う と 、 2002年 1 月 か ら 「医民講産」 を 開設。 月 1 回程度、 神戸深江生活文化資料館の研究

員 な ど を 講 師 に 、 東灘区の歴史や文化 を解説す る イ ベ ン ト を 始 め た 。

ま た 、 東灘区役所子育 て 支援室 は 、 若 い 母親 た ち の 「公園 デ ピ ュ ー」 を 円 滑 に 進 め る ね

ら い の 「公菌 ミ ー テ イ ン グ、」 を企画。 市建設局東部建設事務所管理課や公園 ・ 緑地 コ ン サ

ル タ ン ト な ど と 協力 し て 、 公 園 の 清掃や花壇の世話 を し て い る 地元 ボ、 ラ ン テ ィ ア た ち と 、

公園利用 者の母親や幼児 た ち と の話 し 合 い の 機会 を 設定 し た 。

2002年 に は 魚崎 2 了 自 のJ l I 井公 園 、 深江本 町 2 了 自 の 栄公園 で そ れぞれ 開 か れ、 50人以

上が参加、 公 園 の使い方、 世話の あ り 方 な ど を め ぐ っ て新住民 と 旧来 の住民 と が語 り 合い 、

地元 に 愛着 を 深め る き っ か け を 生 み 出 し た 。
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ドム白戸屋市の都市計画事業 ・ ま ちづ、 く り
〔若宮地 震 に 「関西 ま ち づ く り 賞斗

日 本都市計画学会関西支部 は2002年 4 月 、 芦屋市若宮地区の 「市街地再生策」 が 「環境

や 防災、 景観 に 配慮す る ま ち づ く り と し て 先駆性が高 い」 と 第 4 回 「関西 ま ち づ く り 賞」

を 若宮地区 ま ち づ く り 協議 会 に贈 っ た 。 協議会 は兵庫県か ら 第 3 回 「 人 間 サ イ ズ の ま ち づ

く り 賞」 も 受 け て い る O

若宮地 区 は 若宮 町 の 一部 (2 . 4ha) で狭小宅地が多 い 密集市街地。 大震災で 9 割近 く の

住宅が倒 壊 し た 。 当 初 は住宅地区改 良事業 と し て全面改造が計画 さ れた が、 全面買 収 に 反

対す る 住民の声が強 く 、 存置型、 代替地型の 自 力 再建住宅 と 小規模市営住宅建設の混在 に

よ る 修復型計画 に 変更 さ れた 。

ま ち づ く り 協議会 と コ ン サ ル タ ン ト が作成 し た 案 を 基 に 芦屋市が 「震災復興住環境整備

事業」 と し て 、 市営住宅100戸 、 バ リ ア フ リ ー に 配慮 し た 道路、 6 個所の広場、 緑地 を 整備。

防災倉庫 や太陽光発電 を 備 え た 集会所 を 設置 し た 。 市営住 宅 は 、 周 辺か ら の六 甲 山系 の 眺

望 を 妨 げ な い よ う に 5 階建 て ま で に 抑 え た 。 事業費 は約100億 円 。

〔建築物制限条例 を制定〕

芦屋市議会は2002年 9 月 27 0 、 地区の特性 を 生か し た ま ち づ く り を 推 進 す る た め に建築

物 の 高 さ や 用 途 な ど を 制 限 し 、 違 反 に は20万以下の 罰 金 を 科す 「建築物制 限条例」 を 可決

し た 。 対象地 区 は 、 南芦屋浜 (55 . 4ha) と 楠 町西 (2 . 5ha) 、 浜風町南 (4 . 5ha) の 3 地区

を 対 象 に 、 2003年 1 月 l 日 か ら 施行 さ れた 。

南芦屋浜地 区 は 「潮芦屋」 の愛称がつ け ら れ た 兵庫県企業庁が整備 し た 埋立地の一部。

中 高層住宅、 業務 ・ 研究、 生活利便、 公共施設の 4 地区 を 設定。 乱開発 な ど を 防 ぐ た め 、

工場、 ホ テ ル や旅館、 自 動車教習所、 パ チ ン コ 出 、 カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 、 な どの建築 を 制 限

し た 。

楠町西地区 は JR 神戸線 と 悶道 2 号 に 挟 ま れ た 地 区 で 、 JR 神戸線側 は住宅、 国道 2 号慨

は 商庖が多 い 。 景観保全 な ど を 呂 的 に建物の高 さ を 13 m 以一下 に 制 限。 中 低層住宅地 区 で は 、

延べ床面積150m2 を 超 え る 癌舗 な ど に も 制 限がかか る O

浜風田I南地 区 は芦屋浜 に 面 し た住宅地。 1 戸建 て住宅以外の建築物 を 制 限 し 、 建築物 の

敷地面積 を 170m2以 上 、 高 さ を 10 m 以 下 に 制 限す る 。

〔 中央地区 で 「芦麗ハ 口 ウ ィ ンJ )

2002年 5 月 に復興土地区区画整理事業が完了 し た 芦屋中央地区で、 2002年10月 に ま ち お

こ し の イ ベ ン ト 「芦屋ハ ロ ウ イ ン 」 が開かれ、 I 万人が参加 し た 。 三八通、 本通の 2 商庖
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街が共寵 し た 。

両商庖街があ る こ の 地院 は 、 大震災前 ま で は 食料品屈 を 中 心 に 80軒以上の 商 屈 があ っ て

「芦屋の 台所」 と よ ばれ、 に ぎ わ っ て い た 。 土地区 画整理事業が完 了 し た も の の 、 商!百数

は 6 割 し か民 ら ず、 ア ー ケ ー ド も 撤去 さ れ た ま ま に な っ て い る O

「芦屋ハ ロ ウ ィ ン J は 国際都市芦屋 に ち な ん だ イ ベ ン ト で 、 巨大 カ ボチ ャ の コ ン テ ス ト

も お こ な わ れ た 。 三 八通 は ア ー ケ ー ド に 替 え て 「 ス ト リ ー ト フ ラ ッ ク、」 を 街路 灯 に 掲 げ る

こ と に し て い る 。

〔西部第 1 地区で飯換地指定完了 〕

復興土地区画整理事業 の西部地 区 の う ち 、 国道 2 号以北のj毒水町、 前 田 町 の 一部 に 当 た

る 西部第 l 地 豆 (1O . 3ha) で2003年 1 月 29 日 ま で に 仮換地指定が100% に 達 し た 。 芦屋市

内 で は2002年 5 月 に 事業が完了 し た 中 央地 区 に 続い て 2 番 目 O

再部第 l 地 区 は 、 北劉 に ]R 神戸椋が走 り 、 南側 は 田道 2 号 に接 し 、 東側 は 芦 屋 川 があ り 、

西側 は神戸市 に接す る 南北約190 m 、 東西約690 m の 区域。

国道 2 号 に 面 し て 庖舗が並 ん で、 い る ほ か は住宅地 で あ っ た 。 震災前 に は425棟があ っ た が、

352棟が全壊、 34棟が半壊 し た 。

1996年 3 月 に 芦屋西部地区 ま ち 再興協議会が発足。 1997年: 8 月 に協議会が 「 ま ち 再興計

画案」 が市 に 提 出 さ れた 。 兵庫県 と 芦屋市か ら 施行要請 を 受 け て 都市基擦整備公団が 「再

興計画案」 に 沿 っ て 事業計画 を 策定、 1998年 5 月 に 建設大臣か ら 事業計調の 認 可 を 受 け て

事業 に着手 し た 。

事業費 約195億 円 O 道路、 公 園 な ど の公共吊 地 は 事業前 の27 . 8% か ら 32 . 1 % に な っ た 。

減歩率 は約 6 % 。 新設 さ れた公 園 は 3 つ の小公園 を ピ オ ト ー プの機能 を 持 た せ た水蕗で結

ん だ清水公 園 、 防 火水槽 と 備蓄倉庫 を 備 え た 前 回公閣 の 2 個所。
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I ふ前 芦屋市助役の汚職事件
区菌整理事業で業者lこ便宜 (2001 年""2003年の記録)

1 . 事件 と 対策の概要

2001年 1 月 19 日 、 建設省 ( 当 時) の キ ャ リ ア組か ら 震災復興事業担当 と し て 派遣 さ れた

富 田邦絡芦屋市助役が震災援興土地区画整理事業 に か ら ん だ収賄容疑で逮捕 さ れた。

2001年 1 月 29 日 、 市 は 「芦屋市収賄容疑事件対策会議J (議長 ・ 北村春江市長) を 設置。

「事件調査部会J r入札契約部会J r倫理問題部会」 を 置 い た。

2001年 3 月 7 日 、 市議会は地方 自 治法100条 に 基づ く 「調査特別委員 会 (百条委員 会) J

を 設置 し て調査 を 始 め た 。

2002年 2 月 、 神戸地裁 は富 田被告 に 懲役 2 年 6 月 、 執行猶予 5 年、 追徴金250万 円 の 判

決 を 下 し 、 有罪判決が確定 し た 。

こ の 問 、 警察の捜査 や 市 の 「収賄事件対策会議」 、 市議会の 「前助役収賄事件調査特別

委員会J な ど に よ っ て 、 事件 の背景 に は 一部の市会議員 が仲介役 を 果 た し て い た こ と 、 地

元業者の 談合体貿カf贈収賄 を 誘発 し た こ と な どが明 る み に で た。

2001年10月 、 市 は 「芦屋市会議員 及 び市長等の倫理 に 関 す る 条例」 を 制定 し 、 「芦屋市

入札監視委員 会J (2002年 3 月 28 日 ) を 設 け る な どの対策 を 立 て た 。

「倫理条例」 は 、 市会議員 と 市長、 助役、 収入役、 教育長 な とかf[1幹部 を 対象 に 「地位や

権限 を 利 用 し て 不 当 に 金 品 を 収受 し な い こ と J r議員 は 、 職員 の 昇格及 び異動等人事 に 関

し 推薦又 は 紹 介 を し な い こ と 」 な ど と 定 め 、 2002年 1 月 1 日 に 施行 さ れ た 。

「 入札監視委員 会」 の設置 は兵庫県内 の 自 治体で は神戸市 に つ い で 2 番 目 で 、 入札経過

の 審議や苦情処理の ほ か 、 職員 に対す る 外部圧力 の排除 と い っ た機能 を 持 た せ、 入札 ・ 契

約 の透明性確保 を め ざ し た 。 委員 長 に 元大板高検検事の荒川洋三氏が就 い た 。

市議会の 百 条委員 会 は 50 回 に わ た る 委員 会 を 開鑑 し 、 元助役、 業者、 疑 い を も た れた市

議 な どか ら 事情 を 聞 い た が、 市議の 証言拒否 な ど に よ っ て全容解明 に は い た ら な か っ た 。

2003年 3 月 、 市議会 の 百条委員 会 は19 日 に 最終報告 を 行 な い 、 疑惑の 解 明 は 統一地方選

挙後の新 し い 市議会 に 委 ね る と し た 。

2003年 3 月 31 日 付 け で 、 市が顧問弁護士 に 依頼 し て い た供述調書の 閲 覧 な ど に よ る 調査

報告書が提 出 さ れた 。 市 は そ の 「要 旨J を 2003年 4 月 比 日 に市議会 に 説明 し 、 市の 「収賄

事件対策 会議」 は解散 し た 。 「 要 旨J で は 「元助役以外の特別職や市職員 と 議員 、 業者 と

の 聞 に癒着 は 認 め ら れ な か っ たJ と し 、 「議員 と 業者 と の癒着問題は議員 個 人の モ ラ ル の

問題」 と し て い る O そ の後、 市民 グ ル ー プ は 「新 し い 市議会 は 疑惑 を 解 明 し て ほ し い 」 と

請願書 を提 出 し た。
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2 . 下請 け 参入 に 3 業者 を 推薦-逮捕の 容疑
1 ) 西部第二地医区画整理での収賄

兵産課警捜査二課は2001年 1 月 四 日 、 富 司邦裕芦屋市助役 ( 当 時44歳) を 収賄 の容疑で

逮捕 し た 。 芦屋市市発注の 「芦屋西部第二地区震災復興土地区画整理事業第 1 工 区整備工

事」 に お い て 「株式会社大協J (芦屋市) の小薮浩行前社長 ( 当 時36歳) か ら 業 者指名 選

定 と 下請 け参入 に 担宜 を 図 っ た謝礼 と し て現金50万 円 の賄賂 を 受 け取 っ た 疑 い 。

富 田 助 役 は 1998年 7 月 、 芦屋市助役 に就任 し た後、 小薮社長 と 親 し く な り 、 1999年 1 1 月

に 両者の ほ か友人 2 人 を 含 む 4 人で淡路 島 に 1 泊 2 日 の旅行 に 出 か け た の を は じ め 、 2000

年 8 月 に は市議会議員 を 含 む 3 人 でサ イ パ ン 旅行 に 出 か け る な ど親密 な つ き あ い を 持ち 、

小薮社長か ら 「市の公共工事に参入す る た め指名業者 に な れ る よ う に し て ほ し い」 と の 依

頼 を 受 け た 。

2000年 8 月 に行 わ れ た 「芦屋西部第二地 区震災復興土地区 画整理事業第 1 工 区整備工事」

に かか る 業者指名 に お い て寵宜 を 図 り 、 「株式会社大協J は指名 業者 と な っ た が落札 に は

至 ら ず、 そ の 後、 落札業者 に対 し て 「株式会社大協」 を 下請 け 業者 と し て使 う よ う 働 き か

け た 。 富 田 助役 は そ の謝礼 と し て 2000年11 月 初 日 に神戸市東灘区の料亭で小薮前社長か ら

現金50万 円 を 受 け取っ た と さ れ て い る O

2 ) 清水公園工事 で、の収賄

さ ら に2001年 2 月 8 日 、 富 田 元助役 ( 2 月 3 日 付 けで解職) は 「西部第一地区清水公園

整備工事 ( そ の 2 ) J に お い て 「株式会社 ラ ン ド ス ケ ー プJ (西宮市) の 多 国 多 田 昭 宏前社

長 (当 時38歳) か ら 、 同社 を 下請業者 と し て推奨、 承認す る な どの便宜 を |埼 る 謝礼 と し て

現金100万 円 の 賄賂 を 受け取 っ た と し て再逮捕 さ れ た 。

多 国 社長 は 市議会議員 の紹介で富田前助役 と 知 り 合い 、 先 に贈賄容疑で逮捕 さ れた 「株

式会社大協」 の小薮社長 と も 知 人で あ っ た こ と か ら 、 両者で富 田 助役 に接待攻勢 を か け親

需 に な っ て い っ た 。 富 田 前助役 は 、 計画段階で あ っ た 同事業の工事概要 な ど に つ い て 多 田

前社長 に情報 を 与 え 、 下請 け参入 を 約 束す る 代 わ り に現金 を 要求 し 、 2000年10 月 初 日 に 芦

屋市内 の レ ス ト ラ ン で多 田社長か ら 現金100万 円 を 受 け取っ た と さ れ る O

3 ) 岩国小学校建替での収賄

ま た 3 月 7 日 、 富 田助役 は 、 市立岩園小学校建替工事 に 関 連 し て 勺毎月 建設株式会社J ( 尼

崎市) の 住 江和正社長か ら 、 下請け業者 と し て 推奨す る な どの便宜 を 図 る 謝礼 と し て現金

100万 円 の 賄賂 を 受 け叡 っ た と し て 再 々 逮捕 さ れ た 。

富 田 助 役 は 市議会議員 を 介 し て谷 口 前社長 と 知 り 合い 、 岩 国小学校建替工事 を 落札 し た

建設業者 に対 し 、 iy毎月 建設株式会社」 を 下請 け 業者 に 入 れ る よ う 推薦 し て く れ る よ う に

求め 、 そ の 見返 り と し て 、 2000年12月 13 日 に 同議員 を 介 し て 自 宅で現金100万円 を 受け取 っ

た と さ れ て い る 。
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3 . 北村市長が住民 に謝罪
2001年 1 月 27 日 、 北村春江芦屋 市長 と 山 内修身助役 ら は 「芦屋西部地区 ま ち 再興協議会」

(稲本実代表) の定例 幹事会 に 出開。 北村市長は 「顔向 け で き な い 不祥事で 、 お わ びの 言

葉 も 見つ か ら な い」 と 謝罪 し た 。 住民か ら は 「事業 は ど う な る の か。 挫折す る の で は な い

か と 心配 だj と い う 声が出 た 。

前 回 の協議会定例 幹事会 に は富 田 助役が新年 の あ い さ つ に訪れ 「事業 の 早期完成 に全力

を あ げた い」 な ど と 語 っ て い た 。

4 . 背景 に 2 市議の存在-市の事件調査部会報告書
市 の 「収賄事件対策会議」 の 「事件調査部会J (部会長 ・ 建設部長) は 2001年 5 月 18 日 、

報告書 を 市議 会 に 提 出 し た 。 こ の 中 で収賄事件 の 背景 に つ い て次の よ う に 記 し て い る 。

今 回 の 3 件 の 事件 を 通 じ て 、 富 田前助役 と 贈賄側 の業者 を 繋 ぐ ひ と つ の 要素 と し て市議

会議員 の 存在があ げ ら れ る 。 贈収賭事件への 関与の有無は と も か く と し て 、 富 田 前助役 と

業者が知 り 合 う 過程 に お い て 市議会議員 の存在が少 な か ら ず影響力 を 持 っ た こ と が う かが

え る O

事件 l の 「芦屋西部第二地医震災復興土地区画整理事業」 を め ぐ る 贈収賄事件 に つ い て 、

富 田 前助役 と 「大協」 の小薮前社長の譲点 に つ い て は 、 彼が劫 役 に 就任 し た 平成10年 7 月

以 降、 翌年11 月 ま で両者 に は特 に 目 立つ 交際 は な か っ た よ う で あ る O そ の 問 、 お互い の 職

制 を 通 じ て 顔 を 合わ せ る こ と や 、 小薮前社長が所属 す る 団体 を 通 じ て 、 或 い は他の市民団

体 を 通 じ て 顔 な じ み に な っ て い っ た も の と 思 わ れ る O

両者が 「事業担当助役 と 業者」 と い う 関係 で通常 の 許容範囲 を 超 え た交際が始 ま っ た の

は平成11年11 月 22 日 か ら 淡路 に 1 泊 2 日 で旅行 し た 時期 か ら で は な い か と 思 わ れ る O こ の

旅行 に は 富 田 前助役、 小薮前社長の ほ か市議会議員 が同行 し 、 3 名 だ け の極 め て個人的色

彩 の 強 い旅行 で あ っ た と 言 え る 。 ま た 、 翌年の 8 月 21 日 か ら サ イ パ ン に 3 泊 4 日 で旅行 し

て お り 、 こ の 時 の 参加者 も 前 回 と 同 じ で あ っ た 。 こ う し た 交際 を 通 じ て次 第 に 両者の 聞 に

特別 な 関係が出 来 て い っ た の で は な い か と 推測 さ れ る 。

今回 の 事件で の 富 田 前助役の逮捕容疑は 、 「大協」 の指名選定 と 下請 け参入 に 便宜 を 図 っ

た と あ る が、 指名選定 に つ い て は調査結果 に も あ る よ う に 今 回 の 工事 に 関 し て富 田前助役

が具体的 に 「大協j を 名 指 し で積極的 に 選定業者 に 推挙 し た形跡、は認め ら れず、 規定 どお

り の手続 き に 基づい て 選定 さ れ た こ と に な っ て お り 、 必方で は 富 出 前助役が元詰業者 に 対ー

し て 暗 に 「圧力 」 を か け た と の見方 も で き な い こ と は な い が強力 に 誘導 し た と い う 事実 は

認 め ら れ な か っ た。

事件 2 の 「芦屋西部第一地区清水公園整舗工事 を め ぐ る 贈収賄事件」 に お け る 富 田前助

役 と 「 ラ ン ド ス ケ ー プ。社」 の 多 田 前社長の接点 に つ い て は 、 平成11年秋 頃 に 市議会議員 の
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紹介で知 り 合 っ た と さ れて い る が、 多 国 前社長 も 小薮前社長 と 同様 の 団体 に 所属 し て お り 、

団体の活動 を 通 じ て複数の紹介者 を 通 じ て 知 り 合い に な っ た の で は な い か と 推測 さ れ る が、

両者の 聞 に特別 な 関係が出来て い っ た経過 に つ い て は確認す る こ と は 出 来 な か っ た 。 今 回

の事件 で の 富 田 前助 役 の 逮捕容疑 は 、 「 ラ ン ド ス ケ ー プ。社」 の 下請 け 参入 に 便宜 を 囲 っ た

と さ れ て い る が、 現在の と こ ろ 下請 け参入 は実現 し て い な い。

事件 3 の 「市立岩園小学校建替 え工事 を 巡 る 贈収賄事件」 に つ い て 、 富 田 前助 役 と li毎

月 建設」 の 谷 口 前社長の接点 に つ い て は確認す る こ と は で き な か っ た が、 新 聞 報道 に よ る

と 谷 口前社長 を 富 田 前助役 に 紹 介 し た の は 市議会議員 と さ れて い る 。 今 回 の 事件 で の 富 田

前助役の 逮捕容疑 は 、 「j毎月 建設」 の 下請 け参入 に 便宜 を 図 っ た と さ れ て い る が、 調査結

果 に も あ る よ う に 、 下請け参入の過程 に お い て 富 田 前助役は市議会議員 の推挙す る 「海月

建設」 を 後押 し す る よ う な 発言があ っ た こ と は 認め ら れ る も の の 、 「海月 建設」 の 個 別 名

を 挙 げて積極的 に 元請業者 に 対 し て働 き か け た形跡 は認め ら れず、 一方で、 は 谷口 前社長 と

元詰業者の 関係者 と は 旧 知 の 間柄 で あ っ た こ と な ど を 勘案す る と 、 富 田 前助役が元詰業者

に 対 し て 暗 に 「圧力」 を か け た と の見 方 も で き る 反面、 li毎月 建設」 は営業努力 に よ っ て

下請け参入 を 果 た し た と の 見 万 も で き る O

「事件調査部会」 の報告書も は 、 さ ら に 「今回 の 事件が起 き た背崇 と し て 、 新 聞 報道 な ど

に よ る と 震災特需 に 沸 い た土木建設業界が復興の進捗 と 景気の低迷が相侠 っ て 受注高が激

減す る な か、 生 き 残 り を か け て 公共事業の 受注競争が激化 し た た め に 起 こ っ た と の 見方が

示 さ れ て い る が、 今 回 の 事件 も そ う し た背景の も と に 起 こ っ た の か、 そ れ と も 年齢的 に 近

似 し た 者 同 士 に何 ら かの 共通 し た連帯意識が生 ま れた の か今回 の調査で は そ の 深層 に 迫 る

こ と は で き な か っ た j と し て い る 。

5 . 富 田前助役 に有罪判決ー神戸地裁
逮捕 さ れた 4 人 は そ れぞれ容疑 を 認め た 。 贈賄側 の 3 人 に つ い て神戸地裁 (杉森研二裁

判長) は2001年11 月 9 日 、 土木会社 「大協」 元社長小薮浩行被告 に懲役 8 月 、 執行猶予 3

年 ( 求刑 8 月 ) 、 造 園会社 「 ラ ン ド ス ケ ー プJ 元社長多 田 昭宏被告 に 懲役 1 年、 執行猶予

3 年 (求刑懲役 1 年) 、 土木会社 11毎月 建設J 元社長谷口 和 正被告 に 懲役10月 、 執行猶予

3 年 (求刑懲役 1 年) の判決 を 言 い 渡 し た 。

2001年12月 14 日 の富 田邦裕被告の 第 5 回公判 で、 富 田被告は業者か ら 受 け 取 っ た現金 に

つ い て 、 「業者側 か ら fお 札 を し ま す』 と 言わ れ、 相 談 に 乗 っ た こ と への お干しだ、 と 思 っ た」

と 供述。 便宜供与への 見返 り と い う 認識 は な か っ た と し 、 「業者 と の や り と り の 中 で気 の

ゆ る み が出 て し ま っ た 。 反省 し て い る 」 と 述べ た 。

2001年12月 27 日 、 神戸地裁で富田 被告 に対す る 論告求刑があ り 、 神戸地検 は 「芦屋市民

は 販神 ・ 淡路大震災で甚大な 被害 を 蒙 っ た 倍 を 復興 さ せ る べ く 一丸 と な っ て お り 、 復興 の
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指導者 た る 役割 を被告 に 期待 し て い た の に 裏切 っ た 。 繰 り 返 し業者 に ワ イ ロ を 要求す る な

ど、 犯情 は極め て 悪 質 で 、 市 政 に 大 き な 混乱 を も た ら し た 責任 は極 め て 大 き い」 な ど と し

て 懲役 2 年 6 月 、 追徴金250万 丹 を 求刑 し た 。

弁護側 は 、 3 件の事件 の い ず れ も 富 田被告が積極的 に現金 を 要求 し た 事実 は な い と し 、

「贈賄業者 と 同被告 を 積極的 に 仲 介 し た 芦屋市議 2 人の術 中 に は ま っ た も の O こ の 2 市議

は逮捕、 拘習 は お ろ か起訴 も さ れて お ら ず、 両市議 の 処分 と バ ラ ン ス を 取 る べ き 」 な ど と

弁論 し た。 ま た 、 同被告の公務員 と し て の過去の業績や、 ボ ラ ン テ イ ア 活動 を し て い る 現

在 の様子 な ど挙げ、 情状酌量 を 訴 え た 。

2002年 2 月 12 日 、 神戸地裁 (杉森研二裁判長) は 芦屋市元助役の富田邦裕被告 に 「建設

業者の 弱 み に つ け込む な ど し て わ い ろ を 要求 し 、 平然 と 受 け取る な ど、 執 よ う 、 卑劣、 大

胆 か つ 悪 質 な 犯行」 と し て 、 懲投 2 年 6 月 、 執行猶予 5 年 、 追徴金250万 円 (求刑 ・ 懲役

2 年 6 月 、 追徴金250万 円 ) を 言 い 渡 し た 。 富 田被告 は上告手続 き を 取 ら な か っ た た め 一

審判 決が確定 し た 。

6 . 談合 は確認で き ず一対策会議の ま と め
芦 屋 市 収賄対策会議 ( 1収賄容疑事件対策 会議」 の 名 称、 を 判 決確定後 に 改称) は2002年

6 月 四 日 、 市議会 に 「対策会議の ま と めJ を 提 出 し た 。

提出 に 当 た っ て 、 北村春江市 長 は 、 市長の 監督責任 は給与減額で対応 し た と し 、 政治的

は 「市民の信頼 を 回復 し 、 震災復興事業 を 着 実 に 遂行 す る こ と で 果 た し て い く 」 と 述

べ た 。

談合問題 に つ い て 、 神戸地裁 の 判 決 は事件の背景 に は 「芦屋市発注の公共事業の少数業

者 に よ る 独 占 受注、 談合組織 の 存在J 1入札 に 轄 し 、 他 の 入札参加者 と 敵対す る よ う な 断

固 た る 行動 を と れず談合 に 応 じ」 な ど と 、 談合組織、 談合容認の体質があ っ た と 指摘 さ れ

て い た 。 し か し 、 対策会議の 「 ま と め」 は 「市 と し て で き る 限 り 調査 し た が、 談合の事実

は確認で き な か っ た」 と し て い る O

一方、 市長の諮問機関 の 「入札契約制度改善委員 会」 の調査報告 に よ る と 、 入札 の 落札

価格が予定価格 に どれ だ け 近い か を 示す 「務札率」 は 、 2001年度 は平均84 . 9 % で 、 1999年

度 の平均9l . 5 % 、 2000年度 の 9l . 8 % を 下 回 っ て い た。 ま た 、 談合の可能性が高 い と さ れ る

落札率95 % 以上 の 入札 の 割合 は半減 し て い た 。

改善委員 会委員 長代理の坂口徳雄弁護士 は 「収賄事件後、 市が新 し い 業者 を 指名 に 加 え

る な ど し た こ と や 、 業界の 自 主規制 も あ り 、 競争原理が働 き 始め た の で は な い か」 と 述べ

て い る O

7 . 百条委員会を 設置-市議会
市議会は 2001年 3 月 7 日 に 地 方 自 治法100条 に 基づ く 「調査特別委員 会 ( 百 条委員 会) J ( 山
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中健委員 長) を 設置 、 事件の解明 と 対策立案 に 乗 り 出 し た 。

百条委員 会 は富 田元助役 や 関 与 を 指摘 さ れた 長谷基弘、 畑 中俊彦両市議 ら を 証人喚問す

る な ど、 2003年 3 月 ま で に 50 回 の委員 会 と 非公開 の委員協議会 を 開 い た 。

証人喚問 の 中 で 、 長谷市議 は業者か ら 富 田 助役への 紹 介 を 依頼 さ れて現金 を 受け取っ た

こ と を 認 め た が、 「刑事責任 を 間 わ れ て は い な い」 と 詳 し い証言は拒否 し た 。 贈 収賄容疑

で書類送検 さ れ 、 起訴猶予処分 に な っ た焔 中市議は 「刑事訴追の恐れがあ る 」 と し て註言

を 拒否 し た 。 百条委員 会 は 、 両市議 を 証言拒否罪で神戸地検 に 告発 し た が、 2002年 2 月 、

不起訴処分 に な っ た 。

富 田 元助役 は 2002年 3 月 四 日 の委員 会で証人喚問 に 応 じ 、 「震災復興事業 で 、 長谷、 畑

中市議の ほ か に働 き か け て き た議員 が い た かJ と い う 質 問 に 「二桁の議員 がい た 。 ほ か に

県議、 国会議員 が い た j と 答 え た 。

百条委員 会 は2002年 7 月 5 日 、 課長級以上 の 市職員141 人 を 対象 に 「公共事業 を め ぐ っ

て市議や県議 か ら 業者 を 紹 介 さ れ た か」 な ど に つ い て お こ な っ た ア ン ケ ー ト 結果 を 発表 し

た 。 回収率は64 . 5 % で、 回答者の 3 割弱が 「紹介 を 受け た 」 と 答 え 、 う ち 6 割強が 「圧力

を 感 じ た」 と し て い る 。

百条委員 会 は 2002年 7 月 10 日 、 中 間報告 を ま と め市議会本会議 に提出 し た 。 こ の 中 で 、

贈賄側 業者へ の 判 決 な ど司法の場で、 長谷基弘、 畑 中俊彦両市議 ら の事件へ の 関与カT認定

さ れた こ と は 「本市議会史上 に残 る 汚点 と し て 痛恨の極み」 と し た 。 事件 の 構図 に つ い て

は 「富 田 元助役 を 中 心 に 一部の市議が深 く 関与 し 、 業者がそ こ に絡 ん だ」 と 総括 し た 。

た だ、 公判 で検察が指摘 し た 「談合J に つ い て事実 を確認で き な か っ た こ と な ど未解明

の部分 も 残 り 、 「全容解 明 は再発防止策 を 確 立 す る 上で必要不可 欠 で あ り 、 市議会 に と っ

て 引 き 続 き 重要 な 課題 に な っ て い る 」 な ど と し た 。

8 . 最終報告書 を 提出-百条委員会
百条委員 会 は 、 4 月 の 市会議員 選挙 を 前 に し た 2003年 3 月 19 日 に 「最終報告書」 を 提 出

し た 。

最終報告書で は 、 検察、 警察調書 を 入手 し て い る 市 の 顧問弁護士 を 通 じ て 市長側 に今後、

内 容 を 報告 さ せ る と し て い る 。 証 言 を 拒 ん だ一市議 2 人 を 神戸地検 に 告発、 嫌疑不十分で不

起訴処分 に な っ た 件 は 、 処分不当 と し て 審査 を 申 し 立 て た神戸検察審査会で現在 も 審査 中

で あ る と 説明 し て い る 。

さ ら に 、 今 回 の 調査活動 つ い て 、 「当 事者が事件 の 捜査 中 あ る い は 公判 継続 中 に 調 査 を

進 め な け れ ば な ら ず、 大変 な 困 難 を 伴 っ た」 と し 、 「証人 ら の招 致 . で人権侵害 と 公 の利益

の ど ち ら を 優先 さ せ る か と い う 難 し い判 断 を 求 め ら れ、 調査に一定の制約 を 受 け た」 と 述

べ て い る O

ま た 、 市議 に よ る 特定企業 の 紹介 を 禁 じ る 政治倫理規準 を 新設 し た成 果 な ど を あ げ、 「 市
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議 は 常 に 市民全体の奉仕者 と い う 立場 を 胆 に銘 じ て市 政 に 携 わ る こ と が肝要」 と 問題の再

発防 止 を 誓 っ て い る 。 山 中委員 長 は 「百条委 と し て の 当 初 の 目 的 は果 た せ た が、 調査権 を

付 与 さ れて も 限界があ っ た 。 市議選後 も 調査 を 継続す る か ど う か は 、 新 し い 人 た ち に 決 め

て も ら い た い 」 と 語 っ た 。

9 . 供述調書調査要 旨 を 提出 市 の顧問弁護士
芦屋市 は 百条委員 会 な ど の要請 を 受 け 、 市の顧 問弁護士 に 依頼 し て 富 田 元助役の警察、

検察 に対す る 供述調書 を 調査 し て い た が、 2003年 3 月 31 日 付で顧問弁護士 か ら 提 出 さ れ た 。

市 は 4 月 14 日 、 そ の 要 旨 を 公表 し た 。

要 旨 で は 、 元助役以外の特別職や市職員 と 議員 、 業者 と の癒着 は 、 調 書上 で は 「認め ら

れ な か っ た 」 と さ れて い る O 談合問題 に つ い て は 、 西部第二地区土地区画整理事業の第一

工区整備 と 清水公関整備 の 2 工事 に つ い て 談合があ っ た と の供述カ守己載 さ れ て い た 。 市 は

こ れ を 受 け 、 2 工事 に つ い て 「談合の疑義が生 じ た」 と し て 、 入札適正化法 に 基づい て 4

月 10 日 付 で公取委 に通報 し た 。

一方、 -部議員 と 業者の癒着 に つ い て の供述があ っ た が、 「議員 個 人の モ ラ ル の 問題」

な ど と し た 。 口利 き に つ い て も 、 調書の国有名詞が伏せ ら れて い た た め 具体的 な 内容が不

明 で あ り 、 「供述だ け か ら 宜 ち に 口利 き が違法、 不当 と 断定 は で き な い」 と し た 。

参考資料 :
事件調査部会報告書 (芦屋市収賄存疑事件対策会議、 2001年 5 月 18 日 ) 、
芦屋市JIJI.続事件対策会議の ま と め (芦屋市収賄事件対策会議、 2002{1三 6 月 19 日 )
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l 紅白西宮市の都市計画事業 @ まち沢一り
1 . 市誌の 半数 が転居
〔他市開 か ら の転入が25% )

西寄市 は2002年 9 月 、 2000年10月 の 国勢調査小地域集計か ら 「大震災の影響で、 市民の

半数近 く が転居 し て い た」 と 発表 し た 。 被害が大 き か っ た 地域 で は半数以上が新 し く 転居

し て き た 人で 、 他市田I村か ら の転入が目 立 っ た 。 比較的被害が少 な か っ た 地域 で は 、 転居 ・

転入者 は 3 割台 だ っ た。

調査は、 震災直後の1995年10月 の 国勢調査時点での住所 と 、 2000年10月 時 点 で の住所 を

比べて お こ な っ た 。

そ れ に よ る と 、 市 の 総人 口43万8 ， 105人の う ち 、 5 年前の住所地以外か ら 転居 し た 人 は 19

万3 ， 140人 (構成比46 . 6 % ) と 半数近 く に な っ て い た 。 5 年前 と 同 じ住所 に 住 む 人 は 22万

1 ， 438人 (構成比53 . 4 % ) だ、 っ た 。

転居 し て き た 人 の う ち 、 他市町村宇治、 ら の 移転は 10万3 ， 749人 (構成比25% ) 、 市 内 か ら 市

内への移転は 8 万7 ， 050人 (構成比21 % ) だ、 っ た 。

〔治 神戸線以南 は 5 割以上が転居〕

転居 の割合 を 地域別 に 見 る と 、 被害が大 き か っ た JR 神戸総以南55 . 9 % 、 瓦木地lま54 . 7 % 、

甲 東地区50 . 7 % な ど 5 割 を 超 え て い た 。 ま た こ れ ら の 地 区 で は他市町村か ら の 移転が 3 割

近 く に な っ て い た 。

被害の 少 な か っ た 地 区 で は 、 鳴尾地区38 . 8% 、 塩瀬地区36 . 5 % 、 山 口 地 区 33 . 3% だ、 っ た 。

市統計係 は 「被災 し て 地域外 に 出 て い た 人 た ち が住宅 を 再:建 し て 戻 っ た の に加 え 、 震災

後の マ ン シ ョ ン 建設 ラ ッ シ ュ で新 た な 住民が流入 し た た め で は な い か」 と コ メ ン ト し て い

る O

2 . 森具地区 が復興事業 を 総括
2002年 4 月 、 西宮市都市整備部 と 香炉園森具地区 ま ち づ く り 協議会が土地区画整理事業

の完了 を 機 会 に 「森具震災復興土地区画整理事業事業誌一匙 っ た わ た し た ち の禽」 を 発行

し た 。 こ の 中 で ま ち づ く り 協議 会 は 、 達成 で き た ま ち づ く り 提案、 で き な か っ た提案 を ま

と め て い る 。

〔森具地区土地区画整理事業の概要〕

施 行 者 西宮 市

施 工 面 穣 10 . 5ha 
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施 工 期 間

平 均 減 歩 率

主 な 公共施設

補 償 件 数

総 事 業 費

仮 換 地 指 定

登 記 完 了

1996年 2 月 29 日 - 2012年 (清算期 間 を 含む)

21 . 5 %  (用地 買収後7 . 3 % )

大浜老松線他 W = 15 - 8 m L = 973 m 

区画街路 W = 6 -6 . 5 m  L ニ 2 ， 576 m

森具公園 5 ， 301m2 

約350件 (建物 187件)

124億2 ， 900万 円

100% (2000年1 1 月 30 日 )

2001年1 1 月 14 日

森具地区 は 西宮市南部市街地の 西端で、 北 は 国道 2 号、 南 は 国道43号 に接す る 住宅倍。

屋敷町全域 と 弓 場町、 松下軒、 川 西 町 の 各一部で構成 さ れて い る O 従前 の 世帯数は 約830

世帯、 人 口 1 ， 840人。 大震災 に よ る 被害 は 、 死者43人 、 全半壊338棟だ、 っ た 。

昭和初期 ま で、西国街道沿い の 農村集落だ、 っ た 。 大正期 に は耕地整理、 昭 和 の 戦後期 に は

戦災復興土地区画整理事業がお こ な わ れ た が、 戦災 を 免れた屋敷町の大半 は 、 農村集落の

形態 の ま ま 周 辺 の 都 市化 に飲み込 ま れた 。 !日農村集洛の迷路の よ う な 路地 の 中 に 、 漆喰塗

り の 白 壁 や板擦 の 民家が建 ち 、 屋敷林 の 陰 に 地蔵や ほ こ ら がた た ず ん で い て 、 「 人 間 的 な

ス ケ ー ル の蔽 力 があ る ま ち な み が形成 さ れて い た」 と 記 し て い る O

土地区画整理事業 に 当 た っ て 、 1995年 5 月 13 日 に 設立 さ れた香炉問森具地 区 ま ち づ く り

協議会 は 、 市が提案 し た 基本構想、案 は 、 1 ) 都市計画道路整備が中心の計画で、 減歩率が

高 く な る と と も に 、 地区内 に 通貨交通が増 え る o 2 ) 公園 2 1\fll所 の プ ラ ン は 減歩率 を 大 き

く す る 。 3 ) 森具 ら し い特色がな い 、 と 反対 し 、 協議会 に ま ち づ く り 部会 を 設 け て住民サ

イ ド の ま ち づ く り 業の検討 を 始 め た 。

市 は 、 住民側 の計画案がで き る ま で構想案 を 具体 的 な 計画案 に す る 作業 を 控 え た 。 こ れ

に よ っ て 「住民側 と 行政の 協働 ・ 協調体制が可能 と な っ た」 と し て い る 。

〔 コ ミ ュ ニ テ ィ 継承へ住民案〕

ま ち づ く り 部会 は 、 次の よ う な ま ち づ く り 案 を ま と め て 、 1997年 7 月 、 西宮市 に提 出 し

た 。

1 ) 幹線道路 に 接続す る 区画道路 を 絞 り 込み 、 U ル ー プ状区画整理道路 を 採用 し 、 通過

交通 を 排除 し 、 街 区 の 安全 ・ 快適 な コ ミ ュ ニ テ ィ の形成 を 図 る O

2 ) 公 園 2 個所案 を 地 区 の 中 心 に 1 伺所 に ま と め 、 災害時の 一時避難拠 点 の機能 と 集会

所 を 設置で き る 街 区公閣 に し 、 復興の シ ン ボル に す る O

3 ) 車 い す の 通行がで き る 歩道幅員 を 確保 し 、 高齢者や障害者 を 配慮 し た バ リ ア フ リ ー

の ま ち づ く り を 実現す る O
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4 ) 六 甲 山 の 山 な み や夙J I l の緑への眺望 を 生かす。 消 防倉産、 地蔵、 ほ こ ら な ど を ま ち

づ く り 資源 と し て継承 し 、 人 間 サ イ ズ の街路空間 づ く り を お こ な う O

5 ) 補助幹線道路、 区画道路の整備で敷地の接道条件 を 確保す る O 小規模宅地が配置可

能 な 街区構成 に し 、 各街区 か ら 避難、 集散で き る 歩行者経路 を 確保す る O

6 ) 良好な住環境づ く り の た め生宅共同化 と 、 そ の た め の集約換地 を 推進 す る 。

〔 で き た こ と 、 で き な か っ た こ と 〕

香炉 匿森具地 区 ま ち づ く り 協議 会 は 、 コ ミ ュ ニ テ イ の継承 ・ 形成、 ま ち の 資源の創 出 な

ど に つ い て さ ま ざま の提案 を お こ な っ て き た が、 達成で き た こ と 、 で き な か っ た こ と を 次

の よ う に 記 し て い る O

1 ) 道路 ・ 交通について

①幹線道路の美化 植樹帯の設置、 歩道 に イ ン タ ー ロ ッ キ ン グ の使用 な どの要望 は

実現 さ れた 。

② フ ラ ワ ー ベ ル ト の 設置 区画道路の幅員 6 m の う ち 、 両端の50cm を 植花帯 と し 、

地元が管理す る 案 は 、 不法占拠の元 に な る と し て 受け入れ ら れ な か っ た 。 市は 「民

家 の 地先 を 50cm セ ッ ト パ ッ ク し 、 植花帯 と し て は ど う か」 と 提案 し た が、 地元 は 「小

規模宅地が多 い か ら 受け入れ ら れ な い」 と し て 実現で き な か っ た 。

③ハ ン プ と フ ォ ル ト の 設置 区画道路 を 歩行者 中 心 の 空 間 に す る た め ハ ン プ と フ ォ

ル ト を 設 け る 案 を 提案 し た が、 市 は 「 そ れぞれの場所 に 換地 さ れ る 権利 者か ら ク レ ー

ム が発生す る 恐れがあ る J ，.他地区 と 道路整備水準 の 問題があ る j と 受 け 入 れ な か っ

た 。

④区画整理道路の 一方通行 通過交通 を 排 除す る た め 、 地区内 を 一方通行 に規制す

る よ う 要望 し た が、 市「は交通 の 流れ に は 関 与 し な い 立場 に あ る と し 、 公安委員 会 と

協議 し た が、 地区外権利者 と の 関係 も あ っ て 実現 し な か っ た 。

2 ) 公園 に つ い て

①公園 レ イ ア ウ ト レ イ ア ウ ト に つ い て の住民か ら の 要望 は 多種多様 で あ っ た 。 老

人 ク ラ ブ と 子 ど も 会か ら は 正反対の要望があ っ た 。 遊具の こ と よ り 防災面のみ主張

す る 人 も い た 。

② 白 然 と の共生 協議会の相談役 の 学識経験者か ら 「 自 然 と の 共生」 を 森具川 の 再

現 と 芦 が生 え る 池で表す提案があ っ た 。

③手押 し ポ ン プで防災 と 自 然 さ ま ざ ま な 要望 を 市 に伝 え 、 市が涼 案 に 要望 を 加 え

て改定案 を 作成 す る こ と で決着 し た 。 改定案で は 、 広場の ほ か に 手押 し ポ ン プの 設

置 と 、 手押 し ポ ン プか ら の 水で森具川 の再現 を 表す こ と に な っ た 。
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3 ) 公共施設に つ い て

①地区集会所の新設 地域 に は す で に 3 カ 所の市民館が設置 さ れ て い た の で、 市 は

新設 に は抵抗 し た 。 検討の結果、 公 園 内 に 集会所 と し て新設 し 、 地 域で管理す る こ

と に な っ た。

②交番 の 誘致 市 は敷地 の提供 を す る と し た が、 警察 は 「適地で は な い」 と 判 断 し 、

誘致で き な か っ た 。

4 ) 電柱に つ い て

①無電柱化 地元の要望 は 強 か っ た が、 ピ ル が並ぶ市街地で、 は な い こ と 、 受益者負

担が生 じ る こ と 、 道路上 に 変圧器設備 を 置か な け れ ばな ら な い こ と か ら 実現は む り

だ と 判 断 し た 。

②電柱の 美装化 無電柱化 の代わ り に 着色柱 を 求め た 。 幹線 に つ い て は 関西電力 、

NTT と も 了 承 し た が、 区 画 道路 に つ い て は前例 が な く 、 抵抗があ っ た が、 茶色の

着色柱 を 全域 に 設置 し た 。 と こ ろ が、 ル ー プ状の道路配置 に し た こ と か ら 電線 も 屈

曲 さ せ な け ればな ら ず、 電柱新設100本 に 対 し 支線が50本必要 に な っ て 、 電柱や支

線設置場所の 地先 の住民か ら 相 当 な 抵抗があ っ た 。 関電や NTT が対処 し た が、 協

議会 も 説得 に 乗 り 出 し た 。
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fi均一宝塚市の都市計画)ち手付一一
〔再開発 ビ ル 「 さ ら ら 仁J I I J が完成〕

宝塚市で進め ら れて き た 3 地区復興市指地再開発事業で、 残 っ て い た 阪急 仁 川 駅前地区

の再開発 ビ、 ル 「 さ ら ら 仁 川 I J で2003年 3 月 6 日 に 完成式がお こ な わ れ た 。 こ れ に よ っ て宝

塚市 の復興都市計画事業 は ほ ぼ完了 し た 。

仁 川 駅前地 医 は 1 . 6ha。 宝塚市 と 都市基盤整備公団が1999年 に 2 棟の 再 開 発 ピ ル 「 さ ら

ら 仁 川 J の建設に着工 し た 。 北館 と 南館 の…部は2002年 4 月 に オ ー プ ン し て い る O 北館 は

地下 3 階 、 地上13階建て 。 1 、 2 階 に 飲食席、 美容院 な ど。 2 階 に宝塚市の行政サ ー ビ ス

ス テ ー シ ョ ン を 開設す る o 3 階 に 多 目 的 ホ ー ル、 ク ッ キ ン グ ル ー ム 、 音楽ス タ ジ オ を 設 け、

4 階以 上 は公団賃貸住宅49戸があ る O 南館 は地下 2 階、 地上13階建てo 1 、 2 階 は コ ー プ

こ う べ を 核活舗 に 専 門 庖や 銀行が入 る o 3 階以上 は公団賃貸住 宅84戸。 事業費 は239億円 。

駅前広 場の整備 、 駅 と 阪神競馬場 を 結ぶ地下通路 も 整備 さ れ た 。

宝塚市 で は 阪急宝塚駅前 (2000年 9 月 完 了 ) 、 阪急、売布駅前 (1999年10月 完 了 ) 、 阪急仁

川 の 3 地区 で復興市街地再開発事業がお こ な わ れて い た 。
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r m尚一j隣町の都時間事業!日、 どり

1 . 飛躍的 に事業進展-北淡町 ・ 富島地区
〔 モ デル地区がで き 住民が理解〕

住民 に よ る 反対運動が根強 く 、 土地区画整理事業が も っ と も 遅れて い て 、 兵庫県の 「阪

神 ・ 淡路震 災震災復興計画最終 3 か年推進 プ ロ グ ラ ム 」 で 「定期 的 な進捗会議 を 開催す る

な ど、 住民の理解や合意 を 得 な が ら 、 事業の 義 実 な 進捗 を 図 っ て い く j と さ れた北淡軒富

島 地 区 (20 . 9ha) は 、 2002年 3 月 末 の 仮換地指定率51 . 6 % が2003年 3 月 末 に は75 . 1 % と

飛躍的 に 伸 ぴた 。

兵庫県県土整備部 ま ち づ く り 局 が ま と め た 「復興市街地整備事業 と そ の 推進方策 に 関 す

る 調査報告書J (2003年 3 月 ) は 、 「モ デル地区 ( コ ミ ュ ニ テ ィ 住宅建設地 区) で の 事業進

展 に よ り 事業 に対す る 理解が深 ま り 、 事業 の 賛成派が多数 を 占 め 、 事業の 進捗が加速 し たJ

と 言己 し て い る 。

「調査報告書�J は 、 「事業 地 ほ の類型化 と 取組事例」 の 中 で富 島 地 区 を 「都市周辺 の 集

落地」 と 位置づけ、 課題 ・ 対応方策 に つ い て 次の よ う に ま と め て い る O

1 ) 地区の主 な 課題 ・ 特徴

・ も と も と 漁村集落 で あ っ た と こ ろ が町 の 中 心地区 と な り 、 古 く か ら 周 辺 と 比較 し

て 、 地価が高 いJfu区 で あ っ た 。

・ 漁村集落で、 網 道 な どで構成 さ れた 生活道路 は狭 く 、 宅地規模 も 小 さ い 0

. 都市計画区域指定の手続 き を 進 め て い た矢先の震災だ、 っ た 。

・ 壊滅的 な被害で、 町 の 中 心 と し て の 早期 の再生が大 き な 課題で あ っ た0

2 ) 特徴的 な対応方策

@ 都市基盤整鋪等 は 土 地 区 画 整理 を 、 借地 ・ 借 家 人 等 の 従前居住者用 宅 と な る コ

ミ ュ ニ テ ィ 住宅 は密集事業 を 、 街区公 園 、 ポ ケ ッ ト パ ー ク 等 は ま ち づ く り 総合支

援事業 を活用 し た。

・ モ デル地区 ( コ ミ ュ ニ テ ィ 住宅建設地 区) で の事業進展 に よ り 事業 に対す る 理解

が深 ま り 、 事業の賛成派が多 数 を 占 め 、 事業の 進捗が加速 し た 。

@ 大口 の不在地主等か ら の 先行 買 収 に よ り 減歩率 を 7 . 5% に 低減 し た 。

・ 二段階都市計画 の結果、 当初 の計画案か ら 集落形態 を 残 し た計画 に 変更 (幹線道

路 の 一部 も 変吏) し た 。

3 ) 合意形成の課題

@ 都市計画決定 に 向 け た 地元説明会の段階か ら 話 し 合い の 平行線が続い た 。

@ 事業 反対組識 と し て 3 間体、 推進派 と し て 4 団体が発足 し た 。

@ 反対組織の さ ま ざま な 活動 で 、 事業 は一時 こ う 着状態 に な っ た 。
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- 自 治会で も 賛否が分かれ、 コ ミ ュ ニ テ ィ を 母体 に し た ま ち づ く り 協議 会が強力 に

活動す る こ と は難 し か っ た。

4 ) 合意形成への対応方策

@ ま ち づ く り 協議会 と は別 に 、 事業広域内 の 各地区 で事業推進の 会が組織 さ れた 。

@ 仮換地後、 1998年 ご ろ か ら モ デル地区 で コ ミ ュ ニ テ イ 住宅建設の事業 を 進め 、 完

成後の姿 を 示す こ と で、 一気 に合意形成が進 ん だ。

@ 強硬 な 反対運動の や り 方 に 町民が反発 し 、 徐 々 に会か ら 離れ た 。

5 ) 事業推進での課題

・ 当 初 (道路幅員 1 2 m 以上が補助対象) は 町の財政規模 を 超 え た事業選択であ っ た。

@ 町の財政力が乏 し く 、 負 担 を 減 ら す必要があ っ た 。

・ 当初 の計画案で、 は 移転率が高 か っ た 。

@ 回I に 区画整理事業の経験者が不足 し て い た 。

@ 住民 の う ち の 漁業関係者 は 、 漁業 を 継続す る た め に 漁港問辺 に 残留 す る こ と を 希

望 し た 。

6 ) 事業推進課題への対応方策

@ 住民 の 合 意の で き た 区域か ら 、 区画道路 (幅員 6 m ) 、 街区公園 を 追加 で都市計

画決定 し 、 補助対象 と な っ た こ と で町の負担軽減 と 事業推進 に役立 っ た。

・ 都市基燥整備等は 土地区画整理、 従前居住者用住宅 は密集事業、 ポ ケ ッ ト パ ー ク

等 の 整備 は ま ち づ く り 総合支援事業 を 活用 し た 。

@ 道路配置 を 、 既存家屋 を 極力残 し 、 震災前 の 面影 を 残す よ う な 計 画へ変更 (幹線

道路 も 一部変更) す る な ど、 柔軟 な 対!お に よ り 、 移転率 を 65 % ま で低 減 し た 。 こ

れ ら の こ と が地元 に評価 さ れ、 事業が大 き く 推進 し た 。

. 事業期 聞 が延 びて 単年度事業費 の 低減 に つ な が っ た 。

• 1998年12月 に都市基盤整備公団 ( 当 時 は住宅 ・ 都市基盤整備公団) に 事業支援の

要請 を お こ な っ た。

@ 漁業関係者 に 配慮 し て 、 会社員等 を 対象 に先行買収 を お こ な い 、 他 地 区 に代替地

を あ っ せ ん し て転 出 し て も ら っ た 。

2003年 3 月 ま で に土地区画整理事業 は 飛躍的 に進展 し た が、 神戸新聞 は 「今後 は震災後

に住居 を 再建 し た 陛帝や被害 の 少 な か っ た世請が対象 に な る O 町 は 「 こ れ ま で手 を つ け ら

れ な か っ た 難 し い 土地だ け に 、 事業計画変更が再 び必 要 に な る 可能性があ る J と 話 し て い

る J (2003年 3 月 18 日 ) と 伝 え て い る 。
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〔震災記念公園 に風力発電施設〕

北淡町震災記念公園 に 高 さ 37 m の風力 発電施設がつ く ら れ、 2002年 4 月 4 日 か ら 公 園 に

電力供給 を 開始 し た 。

鉄製の タ ワ ー の上 に発J電機 を 設置 し 、 長 さ 22 . 5 m 、 幅 2 m の 強化プ ラ ス チ ッ ク 製の 3 枚

羽根 を 屈 転 さ せ、 風速2 . 5 m 以上で発電す る 。 最大出力 600問。

公園 で は 、 震災で露出 し た野 鳥 断層 を 保存 ・ 展示 し て い る が、 照 明 や 冷 暖房 な どで電気

代が年 間約 3 ， 000万 円 か か る が、 風力 発電 に よ っ て 1 ， 000万 円 か ら 1 ， 500万 円 ほ どが節 約 で

き る 、 と み ら れて い る O

第八章 @ 都 市計画 固 ま ち づ く り 549 



j第十節 ，こぎわいづ く り の課題 一一

1 . 被災地の に ぎわ い づ く り -復興モ ニ タ ー 調査
兵庫県阪神 ・ 淡路大震災復興本部総括部は2002年 5 月 末 か ら 11 月 に か け て 、 被災地 に お

け る 「 ま ち の に ぎ わ いづ く り 」 に つ い て 、 ま ち づ く り 協議会、 ま ち づ く り に かか わ っ て い

る NPO、 タ ウ ン ・ マ ネ ー ジ メ ン ト 機関 (TMO) を 対象 に 、 ア ン ケ ー ト 謂査 や ケ ー ス ス タ デ イ

調査 を お こ な い 、 同年12月 に 「護興モ ニ タ ー 調査一被災地 に お け る ま ち の に ぎ わ い づ く り

に つ い てj の報告書 を ま と め た 。

ア ン ケ ー ト 調査 は 300団体 を 対象 に 、 5 月 末 か ら 6 月 上旬 に か け て 郵 送 白 記入 ・ 郵送 回

収でお こ な わ れ、 有効回答は99 だ、 っ た 。 な結果は次の よ う に な っ て い る O

1 ) ま ち の護興状況について

ハ ー ド聞の復興感 は 、 r50% 以下会」 が 7 % 、 r80 % 未満」 が21 % 、 r80 % 以 土」 が60% 、

rlOO% J が10 % 、 r100 % 以上」 が 5 % だ っ た 。

ま ち づ く り 協議会 と NPO と で は復興感 に ず れがあ り 、 r80% 以上」 と し て い る の は

NPO が68% で ま ち づ く り 協議会 よ り 13 ポ イ ン ト 高 く 、 r50 - 80%J と し て い る の は ま

ち づ く り 協議会が18% で NPO よ り 9 ポ イ ン ト 高 く 、 ま ち づ く り 協議会 の 方 の 回復感

がや や1J:í: く な っ て い る O

商業地 と 住宅地の復興感 は大 き な差があ り 、 商業地の復興感 に つ い て は 「震災前 に

っ て い な い」 が60 % 、 住宅地で は31 % 0 住宅地 で は 「震災 前 に 戻 っ た J 4 1 % 、 「震

災前 よ り に ぎや か に な っ た」 が16 % あ っ た 。

2 ) ま ち の に ぎわ いの イ メ ー ジ に つ い て

商業地の に ぎ わ い の イ メ ー ジ は 、 回答者92 ( 2 つ ま での複数回答) は 、 ① 「人通 り

が多いJ 72、 ② 「空 き !吉舗が少 な し り 40、 ③ 「客が多 い J 38、 ④ 「 イ ベ ン ト が多 い 」

19、 ⑤ 「新 し く 明 る し 'J 10、 と し て い る O

住宅地 の に ぎ わ い の イ メ ー ジ は 、 回答者95 ( 2 つ ま での複数回答) は 、 ① 「遊 ん で

い る 子 ど も が多 いJ 40、 ② 「地域活動 が活発J 35、 ③ 「公開 な どの利用 者が多いJ 33、

④ 「事業が進 ん で い る J 24、 ⑤ 「行事な とマが多 いJ 23、 ⑥ 「家がた く さ ん あ る J 15、

⑥ 「空 き 地が少 な いJ 14、 な ど と な っ て い る O

3 ) ま ち づ く り 協議会 ・ N PO の担い手 に つ い て

担 い 手 の 年代 別 の 人数 は 、 協議会、 NPO と も 50 - 70歳代 の 男 性が も っ と も 多 く 、

協議会で692 人 、 NPO で412 人。 次 い で協 議会 で は 50 - 70 歳 台 の 女性 が625 入 、 NPO

で は30歳未 満 の 男 性312人 と な っ て い る O

担い手: に 関 す る 課題 と し て は 、 ①担い 手の特定化、 ②担い 手の 高齢化 、 ③入手が不
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足、 な どがあ げ ら れて い る O

4 ) に ぎわ い づ く り の襲用 ・ 資金 について

ま ち づ く り 協議会は 「 イ ベ ン ト 経費J I広報宣伝費J の不足 を あ げ、 NPO は 「 人件

費」 の不足 を あ げて い る O

5 ) 活動への支援について

今後必 要 な 支援 と し て①活動全般へ の助成制度、 ②担い手相互の交流 、 ③活動の場

の 整備、 ④行事 な ど個別 の助成制度、 ⑤備品 ・ 機材の提供、 な ど を あ げて い る 。 協議

会 で は 「専 門 イヒ等の 派遣」 を あ げて い る と こ ろ が多 か っ た 。

ま た 、 支援制 度 に つ い て 、 「制度が使い に く いJ I 申 請手続 き がめ ん ど う J I制 度 を

知 ら な し ミ 」 と い う 声 も あ っ た 。

6 ) ま ち づ く り 協議会の今後 に つ い て

区画整理事業 な ど の事業完成後の ま ち づ く り 協議会の方 向 に つ い て は 、 回 答数日の

う ち 、 ① 「存続す る J 31 % 、 ② 「 自 治会 か NPO に 移行す る J 29 % 、 ③ 「未定J 1 6 % 、

④ 「解散J 1 5 % 、 と な っ て い る O

ケ ー ス ス タ デ イ 調査 は 、 阪神 ・ 淡路大震災記念協 会 に 委託 し 、 10地域10匝体か ら ヒ ア リ

ン グ し て お こ な わ れ た 。 こ の 調査 に よ っ て次の点が浮 か ん で き た 。

1 ) 担い手 に つ い て

ま ち づ く り 協議 会 は 、 震 災 当 時 は40歳代後半か ら 50歳代 の 人 た ち が担 っ て き た が、

震災後 7 年が経過 し て高齢化 し て い る O 若 い 世代 の 後継者 も あ ま り 育 っ て い な い 団体

が多 い o

TMO、 NPO は 比 較的 若 い 世代が運営 し て い る が、 や り た い事業があ る に も かか わ

ら ず、 資金不足か ら ス タ ッ フ を 増 やせ な い で 入手不足 に な っ て い る 。

2 ) 活動資金 に つ い て

ほ と ん ど の 団 体が資金不足 を 訴 え て い る O と く に ま ち づ く り 協議会 は 、 都市計両事

業が終了 し 、 行政か ら の助成金がな く な れ ば、 活動 を 継続 し て い く こ と が隠 難 に な る

と い う 団体が多 い 。

3 ) ま ち づ く り 協議会の今後の方向

七地底画整理事業 な どのハ ー ド な 事業が終わ っ て も 、 ま ち の管理 ・ 運営 や 、 公 園 、

道路 な ど ま ち の施設 を 活用 し た ソ フ ト な ま ち づ く り 事業 を お こ な う 組織が今後 も 必要

で あ る と 認識 し て い る 団体が多 い 。

ま ち づ く り 協議会の組織を 「 ま ち の管理 ・ 運営組織」 や に ぎ わ い づ く り の核 と し て

の札織 と し て存続 さ せ る 動 き (六 甲 道駅北地 区 ま ち づ く り 連合協議会、 細 田 ・ 神 楽 ま

ち づ く り 協議会) や 、 公園 や広域的 な 集会所 を 管理 ・ 運営す る た め の 組織づ く り (六

甲 道駅北地区 ま ち づ く り 連合協議会、 北 口 ・ 高木 ま ち づ く り 協議会) な どの取 り 組み
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カT始 ま っ て い る O

4 ) 活動への支援につ い て

ま ち づ く り 活動が軌道 に 乗 る ま での初動期 の 支援が必要であ る と す る 毘 体が多 い 。

団体の活動全散 に 対す る 包括 的 な 助 成 や 、 事業 目 的 な ど を 細 か く 限定 し な い よ う な助

成 の 方 が活用 し や す い と す る 団体が多 い 。 ま た 、 一律的 ・ 画一的 な 助成 制 度 で は な く 、

事業内容や実績 に 応 じ た 弾力 的で、 や る 気 を 喚起 さ せ る よ う な 助成制度が必要で あ る

と の 意見 も あ っ た。

複数年 に わ た っ て継続的 に 実施 し て い る よ う な イ ベ ン ト な と守 に つ い て は 、 継続的 な

支援 を お こ な う 必要があ る と す る 団体が多 い 。

申 請手続 き に つ い て は 、 で き る だ け簡素化 し 、 活用 し や す い も の に す る 必要があ る

と す る 団体が多 い 。

こ の よ う な ア ン ケ ー ト 調査結果、 ケ ー ス ス タ デ イ 調査結果か ら 、 ま ち の に ぎ わ いづ く り

に つ い て の 「課題 と 取 り 組み策」 を次 の よ う に ま と め て い る O

1 ) ま ち づ く り 協議会の取 り 組みへの支援の充実

協議会 は 、 既存の 団体 と と も に今後 も コ ミ ュ ニ テ ィ の核 と し て ま ち づ く り 活動ゃ に

ぎ わ いづ く り な ど を 展 開 し て い く こ と が期待 さ れ る 。

求め ら れ る 方策 と し て 、 ま ち づ く り 活動初動期への支援、 団体の活動全殻 に対す る

包括的 な 支援の検討 な どがあ る O

2 ) ま ち の に ぎわ い づ く り の た め に

他の組織 と 連携 し て イ ベ ン ト を 実施 し て い る 団体や 、 他の 団体 ・ NPO と の情報交換、

交流 の必 要性 を あ げて い る 団体が多 く 、 ま ち の に ぎ わ い に は広域的 な 取 り 組みや連携、

ネ ッ ト ワ ー ク に よ る 取 り 組み が求 め ら れて い る O

求 め ら れ る 方策 と し て 、 地域の 団体 . NPO の連携の強化や ネ ッ ト ワ ー ク の た め の

情報交換 ・ 交流 の場づ く り な どがあ る 。

3 ) 若い世代の参画 を催す し く み

ま ち づ く り や に ぎ わ い づ く り は 、 幅広 い 世代が参画す る こ と が望 ま れ る が、 現状 は

担 い 手の 高齢化、 特定化があ り 、 若 い 世代の 後継者が育 っ て い な い。

ま ち づ く り 協議会 と NPO と の連携が求め ら れ る O ま た 、 若 い 人 が魅力 を 感 じ る よ

う な ま ち づ く り の取 り 組みへの支援策や表彰制度の創設、 若 い 人 の や る 気 を 喚起す る

よ う な 事業 プ ラ ン や 実績に応 じ た弾力 的 な 助成制度 の検討が求め ら れ る O

4 ) 子 ど も に蒼 居 し た に ぎわ い づ く り

子 ど も が ま ち で遊 ん で、 い る こ と が、 ま ち の に ぎ わ い の イ メ ー ジ を 構成す る 大 き な 要

素 に な っ て い る た め 、 子 ど も に 着 呂 し た ま ち の に ぎ わ いづ く り が有効で、 あ る O

求 め ら れ る 取 り 組み 方策 と し て 、 子 ど も の 遊 び場づ く り や子育 て 支援、 ピ オ ト ー プ
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づ く り や プ レ ー パ ー ク な ど体験活動へ の 支援、 海庖街の空 き !苫舗 を 活用 し た子 ど も

と お 年寄 り と の 交流の場づ く り の推進 な どがあ る O

5 ) 復興施策 か ら 一般施策 に つ な い で、い く 取 り 組み

被 災地 に お い て は 、 ま ち づ く り 協議会等 に よ る 住民主体の ま ち づ く り や 、 団 体 

NPO 等 に よ る ボ ラ ン タ リ ー 活動 の展 開 な ど、 成熟社会 を 先導す る 取 り 組み や し く み

づ く り が展 開 さ れ て き た 。 そ の よ う な 取 り 組み に 対 し て 、 阪神 ・ 淡路大震災復興基

金 な ど を 活用 し て 、 き め細 か な 支援 を お こ な っ て い る O こ れ ら の復興施策 と し て の

取 り 組み を 、 復興計画終了 後 も 一般施策 と し て全県的 に 展 開 し て い け る よ う に つ な

い で い く 取 り 組み の検討‘が求め ら れ る O

2 . 神戸で全国商屈街サ ミ ッ ト
2002年 7 月 3 目 、 神戸市長 田 区 の新長 田 勤労市民セ ン タ ー で 「第 5 回全 国 リ サ イ ク ル

商応街サ ミ ッ ト 神戸大会」 が聞かれ、 商庖主、 行政関係者、 学生 な ど100間体、 250人が

参加、 リ サ イ ク ル活動 の ほ か、 震 災対策、 ネ ッ ト 販売、 福祉、 イ ベ ン ト な ど11 の テ ー マ

で議論 し た。

「商庖街サ ミ ッ ト 」 は 1 999年 に 東京 ・ 早稲 田 商岩街で 1) サ イ ク ル を 通 じ て 商宿街の活

性化 を め ざす活動 と し て 始 ま り 、 全国 に 広 が っ た 。 第 5 副大会 は 、 JR 新 長 罰 駅南地区の

商出告 な どが実行委員 会 を 結成 、 神戸 な がた タ ウ ン ・ マ ネ ー ジ メ ン ト 機構 (TMO) の 伊

東正和 ・ コ ミ ュ ニ テ イ ビ ジ ネ ス 事業部長が大会実行委員 長 を 務 め た 。

「蕗!吉 街:サ ミ ッ ト 」 は 「 ク リ エ イ ト だ よ ! ニ ュ ー ウ エ ー ブ」 を テ ー マ に ワ ー ク シ ョ ッ

プ方式でお こ な わ れ た 。 全体会 で は 、 新長 田 駅南地 区 で の 「人 と 環境 に や さ し い商庄街

づ く り 」 を め ざ し て お こ な わ れて い る 電動 ス ク ー タ ー の貸 し 出 し 、 て ん ぷ ら 油 の廃油 を

燃料 に し た 「買 い 物 パ ス 」 の 運行 な どの活動 が報告 さ れた 。

「 ゴ ミ 処理 と リ サ イ ク ル」 を テ ー マ に し た グ ル ー プ は 、 商庖街 か ら 出 る ゴ ミ の 処 理 を

活性化 に 結 びつ け る ア イ デ ア が持 ち 寄 ら れ、 空 き 缶 を 回収 ボ ッ ク ス に持 っ て い く と カ ー

ド の ポ イ ン ト が増 え る シ ス テ ム や 、 ピ ン の再利用 を 促す た め に 商庖 街 オ リ ジ ナ ル の ワ イ

ン を つ く っ た 事例 な どが紹介 さ れた 。

ネ ッ ト 販売 を テ ー マ に し た ワ ー ク シ ョ ッ プで は 、 テ レ ピ 電話 を 使 っ て 庖頭 の野菜 の 産

地や栽培状況 を 知 ら せ て 自 の信頼 を 確保す る 方法 な どが報告 さ れた 。

早稲 田 商脂 会の安井潤一郎会長 は 「寵庖 街 は 宝 の 山 で 、 コ ミ ュ ニ テ イ を 形成す る 場。

失敗す る か も し れ な い が、 イ ベ ン ト な ど も ど ん ど ん や る べ き j と 話 し た 。 実行委員 長 の

神 戸 な が た TMO の伊東 ・ コ ミ ュ ニ テ イ ピ ジ ネ ス 事業部長 は 「被災地 の 商 庖 街 に 全 国 か

ら や る 気 の あ る 人 た ち が集 ま っ た。 こ の エ ネ ル ギー を 今後 に 生 か し た い」 と 語 っ た。 (朝

臼 新聞 、 神戸新聞、 2002年 7 月 4 日 )
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3 . 食 と 音楽 を テ ー マ に イ ベ ン ト
新長 田 駅南 地 区 の商fð街は2002年10月 刊 行 か ら 27 日 ま で、 復興の ア ピ ー ル と 商庖街の活

性化 を め ざ し て 「 ラ テ ン ミ ュ ー ジ ッ ク ス ト リ ー ト & 新長 田 ・ 秋の大バザー ル 」 を 開 い た。

大正筋で は 「旬 の 秋市」 、 六 間道商庖街で、 は 「 ラ テ ン ミ ュ ー ジ ッ ク ス ト リ ー ト 」 、 本町筋商

窟街で は 「 ピ ッ グ ハ ー ト 蹄 器市」 、 西神戸 セ ン タ ー 街 で は 「 ぽ っ か け カ レ ー 試食会J な ど

が 関 か れ た O

「 ぽ っ か け 」 は 牛す じ 肉 と こ ん に ゃ く を 甘辛 く 煮込ん だ地元で は昔か ら の食べ物 で、 お

好み焼 き や う ど ん に のせ て 食べ ら れて い た 。 2001年春、 テ レ ビ局が東難区の 甲 南本通 り 商

癌 街 と 新長田 駅南地区の商庖街 と の “味の勝負 " と い う 番組で取 り 上 げた の が き っ かけ で、

「 ぽっ か け カ レ ー 」 が開発 さ れた。 新長田駅南地区の商庖街 は 、 被災地見 学 の 修学旅行生

な どへの 「新長 田 名物」 と し て 売 り 出 し を 図 っ て い る O

4 . 神戸な が た TMO に 企業 が 出 資

2002年10 月 、 TMO の 「神戸 な がた テ イ ・ エ ム ・ オ ー J (上 田 司 郎社 長) に 、 福祉用 具

レ ン タ ル の 「 ひ ま わ り J (本社 ・ 神戸市、 槙 山 良夫社長) と 、 業務用 カ レ ー 大手の 「 エ ム ・

シ ー シ ー 食品 J (本社 ・ 神戸市、 水垣宏隆社長) がそれぞれ100万 円 を 出 資 し た 。 TMO は

全 国 に 約 240 (市町村の計画認定ベ ー ス ) あ る が、 企業の 出 資 を 受 け て 事業 を 強化す る 例

は珍 し い と さ れ る 。

「 ひ ま わ り 」 は 新長 田 地 区 に福祉用 具 レ ン タ ル 宿 を 出 活 す る 機会 に 、 出資 に よ っ て 「地

域密着型の脂舗 イ メ ー ジ を 住民 に ア ビ ー ル で き る 」 と し て い る O な が た TMO がお こ な っ

て い る 高齢者への電動ス ク ー タ ー 貸 し 出 し に も 協力 し 、 福祉分野の ノ ウ ハ ウ も 提供す る O

「エ ム ・ シ ー シ ー 食品」 は “ 長 田 の味" と し て 地元商自街が売 り 出 し た 牛 す じ 肉 と こ ん

に ゃ く を 甘辛 く 煮込ん だ 「 ぽ っ か け J を 商品化 し た の を き っ か け に新長 田 商 屈 街 と 連携 し

た の カヲまで な カfた TMO に1高力 す る こ と に な っ た 。 ( 8 本経済新聞、 2002年1 1月 1 日 )

5 .  NPO が 出脂支援

2002年 7 月 、 神 戸市兵庫 区 の 特定非営利 活動法人 「新 開 地 ま ち づ く り NPOJ が地元商

庖街 と 協力 し て 、 新 し く 開 業 し よ う と す る 商庖経営希望者 に商売の基本 を 指導す る 「ス テ ッ

プ ア ッ プ シ ョ ッ フ。事業」 を 始 め た 。 新 開 地静j庖街 に仮設庖舗 を 設 け 、 ベ テ ラ ン の飲食庖経

営者が寵接指導す る 。 民 間 グ ル ー プが人材育成 ま で踏み込み 、 届舗経営 を 支援す る 試み は

こ れ ま で に例 が な い 。

仮設庖舗 は 新 開 地商自街 に あ っ た 映函館 の跡地で神戸市が所有。 約300m' を NPO が借 り

受 け 、 400万円 を 投資 し て レ ス ト ラ ン 、 カ フ ェ 、 パ ー 向 け の 3 庖舗 を 整備。 3 . 3 m2 当 た り 相

場の半分の6 ， 000門 の賃料で貸 し 付 け る O 出 庖者 に は 地域 の 建築 家 や 照 明 デザイ ナ ー ら が

内装 に協力 、 飲食庖経営者が接客、 経営 な ど を ア ド バ イ ス す る O ア サ ヒ ピ ー ル、 関西電 力 、
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松下電工、 神戸市、 兵庵県 な ど も 協力 し た 。 出 庖期 間 は最長 l 年 で、 独立す る 意欲があ れ

ば商応街の 中 に本格自舗 を 構 え る た め の 支援 も す る 。

「新 開 地 ま ち づ く り NPOJ の 高 四代理事長は 「 出 活 者 を ま ち 全体 で 支 え て い き た い 。

商売 を 軌道 に 乗せ よ う と 張 り 切 る 人た ち か ら 刺激 を 受 け る こ と で、 既存の 商自主 も 自 分の

商売や ま ち を 見夜す き っ か け に な る 」 と 言 う (神戸新聞、 2002年 7 ;:i 9 日 ) 。

「新開 地 キ ネ マ横 丁」 と 名 づけ ら れた仮設届舗 に は 、 焼 き 鳥底 、 串焼 き ホ ル モ ン 街 、 シ ョ ッ

ト パ ー が入居、 1 1 月 初 日 に 開 庖 し た 。
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i 第十一節 地域通貨の実証実験始 ま る

被災地で地域通貨の試みが盛 ん に お こ な わ れ る よ う に な っ て き た 。 海外で は 1 990年代 の

初頭か ら 本格的 な 取 り 組み が拾 ま っ て い る が、 日 本 で は 1995年 ごろ か ら 急 に 盛 ん に な っ て

き た と 見 ら れて い る 。 大震災で、 人 と 人 と の結 びつ き を 基盤 に し た 地域社会 に お け る 助 け

合 い の 大切 さ が再認識 さ れ、 コ ミ ュ ニ テ イ づ く り に 叡 り 組む有効 な 手段 と し て注 目 さ れ た

こ と が要 因 の 一つ に あ げ ら れて い る O

1 . 生活復興県民 ネ ッ ト が地域通貨実験 を 支援
生活復興県民 ネ ッ ト は 、 コ ミ ュ ニ テ イ づ く り に お い て 地域通貨の持つ意義 や 可 能性 を 探

ろ う と 、 2001年度 か ら 「地域通貨実験支援事業」 を 実施 し た 。 地域通貨 に 取 り 組む グ ル ー

フ0 ・ 団体 に 対す る 助成制定 を 設 け 、 公開 フ ォ ー ラ ム を 開 く な ど、 支援 を 開始 し た 。

支援事業の概要は次の よ う に な っ て い る O

1 ) 公開 フ ォ ー ラ ムの開催

2001年 6 月 か ら フ ォ ー ラ ム 、 意見交換会 な ど を 開催

2 ) 地域通費実験運営費助成

被災地10市10町で活動 す る 20人以上が参加す る 5 団体に24万 円 以 内

3 ) 公開報告舎の開催

2002年 3 月 に 開催。 「地域通貨実験支援事業報告書」 を 発行

4 ) 槽報提供 ・ 相談

生活復興 NPO 情報 プ ラ ザ に 「地域通貨情報提供 コ ー ナ ー 」 を 開設

さ ら に 、 小西康生 ・ 神戸大学経済経営研究所教授 を 座長 と し た 地域通貨実験支援事業

ワ ー キ ン グチ ー ム が設置 さ れ、 年度 内 に 8 田 の 全体会が開 かれた。 ま た 、 実験に助言す る

地域通貨実験支援事業 ア ドバ イ ザー 制 度が設 け ら れ、 相 1 1 1 康 子 ・ 神戸新聞社論説委員 、 赤

井俊子 ・ 新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ を 創造す る 会代表、 内 山 博史 ・ 地域通貨お う み委員 会 ア ドバ

イ ザ一 、 畑尾卓朗 ・ か も ん S 21代表、 山本麗子 ・ 宝塚 NPO セ ン タ 一 理事の 5 人が選ばれた。

2 .  5 団体 が地域通貨実証実験
生活復興県民 ネ ッ ト は2001年度 に 、 兵!京県下で地域通貨 に取 り 組ん で い る 1 3 の 団体 ・ グ

ル ー プ の 中 か ら 被災地で活動 す る 次の 5 件 を 選 ん で実証実験 を 助成 し た。 ( そ れぞれの活

動報告 は 、 2002年 3 月 21 日 に お こ な わ れた公開報告会の記録 に よ る )

1 ) 西須磨 ま ち づ く り 懇談会 (神戸市須麗区 ) 通貨名 「れい」

ま ち づ く り の ソ フ ト 罰 での活動 と し て 地域通貨 を 導入 し た 。 臼 的 は 、 地域 ボ、 ラ ン テ イ

556 第八主主 @ 都市計画 ・ ま ち づ く り



ア 活動 の 活性化、 天井川公園 の 清掃活動、 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザの 窓 口 当 番、 地域の 人 々

の新 し い 出 会 い の創 出 、 よ り 深い信頼関係の構築、 地域 に 眠 っ て い る タ レ ン ト の発掘

な ど。

取 引 があ っ た 主 な サ ー ビ ス は 、 庭木の枝切 り 、 農作業 の 手伝い 、 車 で の 運撮、 パ ソ

コ ン 指導な ど。 中 に は 「 ダ イ エ ッ ト に協力 す る j な どユ ニ ー ク な 叡 引 も 生 ま れた 。

実験 を 終 え て 、 地域通貨 は ま ち づ く り に と っ て有効 な ツ ー ル に な り う る と 考 え ら れ

た 。 参加者の感想、 は 「 人 に も の ご と を 頼 み や す く な っ たJ ，.知 ら な い 人 間士が知 り あ

い に な っ た 」 な ど肯定的 な 意見がた く さ ん あ っ た 。 課題 は 、 子 ど も や 若 い 人がた く さ

ん参加 し て も ら え る よ う に す る こ と 、 公共施設 と の 関係 を ど う 整理す る か な どがあ る O

2 ) お米の勉強会 (西宮市) 通貨名 「者」

都市 と 農村ー と の交流 を 深 め 、 都市 も 農村 も 自 立 で き る よ う に す る た め に地域通貨が

どの よ う に役立つ か を 、 コ ウ ノ ト リ の野生復帰 を 応援す る 形で確か め る ね ら い があ っ

た 。 阪神 聞 か ら 豊 岡 に行 っ て 農作業 を 手伝 う こ と を 考 え た が、 冬季だ っ た の で農作業

よ り 、 パ ソ コ ン教室、 料理指導 な どが主 に な っ た 。

通帳型でや っ て 良か っ た の は額面がマ イ ナ ス に な っ て も や り と り が継続で き る こ と

だ。 地域通貨 を 通 じ て感 じ た の は 、 ボ、 ラ ン テ イ ア を し て い る 人 も 発想、 を 逆転 さ せて 、

ボ ラ ン テ ィ ア を さ せ て も ら っ て い る と 考 え れ ば、 人 々 が対等で、平等 に な っ て い く と い

う こ と だ。

3 ) プラ ザ 5 (神戸市長田 区 ) 通貨名 「 ミ ク ラ ンJ

プ ラ ザ 5 は 長 田 区御 蔵地 区 の ボ ラ ン テ イ ア 団体。 こ れ ま で ボ ラ ン テ イ ア に 報酬 を 払

わ ず活動 し て き て も ら っ た が、 何 ら か の 形で評価で き な い だ ろ う か、 と い う ね ら い で

地域通貨 に 取 り 組 ん だ、 。 し か し 、 ボ ラ ン テ ィ ア か ら は 「無償 だ か ら ボ ラ ン テ ィ ア を し

て い る 」 と い う 意見 があ っ て 、 「 ミ ク ラ ン 」 と モ ノ と の 交換は見送 っ た 。 ま た 、 こ れ

ま で も 近隣 の 助 け合い は ひ ん ぱ ん に お こ な わ れて い る の で 、 地域通貨 を 導入す る こ と

に 違和感 を も っ 人 も い た 。

実験の結果、 地域通貨 は 知 ら な い 人同 士がつ な が る 可能性 を 生 む こ と が分か っ た 。

今後 は 子 ど も た ち に 地域通貨 を 広 げた い 。 子 ど も た ち が積極的 に 地域 に かかわ っ て い

く と き 、 そ れ を 評価す る ツ ー ル と し て使 い た い 。

4 ) 主宰描祉支譲グル ー プ ・ コ ス モ ス (尼崎市) 通貨名 「楽J

参加者 は金楽寺校 区 の 住民で、 グ ル ー プハ ウ ス の入居者 も 加 わ っ た 。 実験は 期 間 が

短か っ た こ と も あ っ て 、 高齢者 は シ ス テ ム を 理解 し に く か っ た よ う だ。

地域の商屈で も 使 え る よ う に し た が、 商庖で使え ば普通 の金券 に 過 ぎ な い の で は な

い か、 い や 、 地域振興 に な っ て い い の で は な い か と い う 議論があ っ た。 いずれに し て

も 地域活動 の活性化 に な っ た の で 、 今後 も 取 り 組み を 続 け て い き た い 。
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5 ) 農 ・ 都共生ネ ッ ト こ う べ (神戸市関� ) 通貨名 「 こ おみ」

農 ・ 都共生 ネ ッ ト こ う べ は1998年 に 「 ト ン ボ市民サ ミ ッ ト 」 が開 か れ た の を き っ か

け に し て結成 し た た く さ ん の 生 き 物が住め る ま ち づ く り を 進め る グ ル ー プ。 西区木見

( こ お み ) 地 区 の 休耕 田 で子 ど も た ち と 農業体験 を す る 「 田 ん ぼの 楽校」 を 開 い て い

る 。 農作業 を 応援 し て く れる 人が報わ れ る よ う に し よ う と 地域通貨 を 取 り 入れ た 。 紙

券 は 稲 わ ら パ ル プで製作 し た が、 も ろ く で破れ る の で琵琶湖 の ア シ の パ ル プ に 変 え た 。

単位 は 「 田 ん ぼの 楽校」 で と れ た お 米 l 勾 を 100 ["" こ お み」 と し た 。 た だ、 お 金 と 同

じ よ う に 思 わ れて し ま う こ と があ り 、 こ れが課題だ。

地域通貨 を 使 っ て 、 都 市 と 農 と の 交流 を 進 め る こ と は可能だ。 円 で は換算 で き な い

涼 し い風、 あ ぜ道 の ス ミ レ の花な ど、 農 や 田 ん ぼの価値 を 「 こ お み」 で 表 し て い き た

し ミ O

3 .  2002年度 は 12団体 を 助成

ひ ょ う ご ボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザ は 、 2002年度の 地域通貨実践事業助成 団体 と し て 、 被災地

以外の 団体 を 含め次の12団体 を 選 ん だ。

1 ) か こ がわ エ コ マ ネ ー 実験研究会 (加古川 市)

2 ) 新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ を 創 造す る 会 (氷 上郡)

3 )  NPO 法 人ヤ ン ヤ ン の お う ち (神戸市北区)

通貨名 「 り ば」

通貨名 「未社」

通貨名 [""yanyanJ 

4 ) 姫路 IT エ コ マ ネ ー ア ク シ ョ ン 千 姫 プ ロ ジ ェ ク ト 通貨名 「千姫 ASPJ

5 ) ア ト ム 知縁 ・ 助縁 ネ ッ ト (姫路市) 通貨名 「 ア ト ム J (電子マ ネ ー )

6 ) プ ラ ザ 5 (神戸市長 田 区) 通貨名 「 ミ ク ラ ン 」

7 ) 安井 ま ち づ く り 協議会 (西宮市) 通貨名 「マ ン ボ ウ 」

8 ) 龍野地 区 ま ち 作 り 協議会 (龍野市) 通貨名 「 と ん ぼJ

9 ) 六 甲 音楽祭実行委員 会 (神戸市灘区) 通貨名 「 ア ー ト 」

10) 宍栗郡 A宮町本谷 白 治会 通貨名 「美心」

11 ) 村関 町社会福祉協議会 (美方郡村岡 町) 通貨名 「 む ら お か」

12) 朝 来町地域通貨研究会 (朝来郡朝来阿) 通貨名 「せ ん ね んj

十 共産県下の地域通貨実践団体
全 国 の 地域通貨 は 約 150団体が取 り 組ん で、 い る と み ら れ る が、 兵庫県 下 で は 次の25団体

が実践、 あ る い は 実験 を お こ な っ て い る O

1 ) 宝塚市 ・ ZUKA

通貨名 称 ZUKA

通貨形態 : 紙券 タ イ プ (30分間 の サ ー ビ ス を 1 ， 000ZUKA)

実践地域 : 宝塚市
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活動概要 : 宝塚市、 宝塚 NPO セ ン タ 一 、 NTT な どが2000年 8 月 か ら 3 カ 月 間 実験。

そ の後、 宝塚市 中 山 台 コ ミ ュ ニ テ ィ 連合会が 「エ コ マ ネ ー 部会J を 結成 し 、

継 続 実 施。 第 2 田 実験 を 2001 年 6 月 か ら 6 カ 月 間 実 施 。 事 務 局 ・ 宝塚

NPO セ ン タ ー O

2 ) 神戸市東灘区 ・ ら く

通貨形態 : 紙券 タ イ プ (30分 罰 の仕事量が 1 ら く )

実践地域 : 神戸市東灘区

活動概要 : 2000年 7 月 か ら の 実験 を 経 て 10 月 か ら 本格 ス タ ー ト O 事 務局 ・ コ ミ ュ ニ

テ イ ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー 神戸。

3 ) 神戸市東灘区 ・ か も ん

通貨形態 : 紙券 タ イ プ (30分間 の 仕事量が 1 か も ん)

実践地域 : 神戸市東灘区鴨子ケ涼地区 、 住吉山手地区

活動概要 : 2000年10月 、 「震災直後の よ う に 隣近所で気軽 に 助 け合 え る 地域 に す る 」

ね ら い で、 住民 を コ ミ ュ ニ テ イ ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー 神戸 が支援 し て発足。

事務局 ・ 茅淳の浦幼稚 園 内 か も ん21事務局 。

4 ) 神戸市灘区 ・ ア ー ト

通貨形態 : 紙券 タ イ プ ( 1 ア ー ト は500円 相 当 )

実践地域 : 神戸市灘区

活動概要 : 2002年10月 、 六 甲 音楽祭実行委員 会が11 月 に 民 内 7 会場 で 聞 く 「瀧楽芸会」

の 出演者 に 出 演料 と し て 支給。 ケ ー キ 庖 、 た こ 焼 き 屈 な ど 4 J苫で使用 で き

る 。 流通期 限 は2003年 1 月 17 日 O

5 ) 神戸市長 田 区 ・ ア ス タ

通貨形態 : 紙券 タ イ プ (100 ア ス 夕 、 500 ア ス タ の 2 種。 1 ア ス タ は 1 円 に 相 当 )

実践地域 : 神戸市長 田 区 の ア ス タ く に づ か 1 ・ 2 番館 な ど再開発 ピ ル 内 の約60庖舗)

活動概要 : 2000年 4 月 か ら 実施。 清掃、 介護 な どの ボ ラ ン テ イ ア に 支給 さ れる O 事務

局 ・ ま ち づ く り NPO ア ス タ 西神戸。

6 ) 神戸市長田区 ・ ミ ク ラ ン

通貨形態 : 紙券 タ イ プ (30分 間 のサ ー ビ ス が1 ， 000 ミ ク ラ ン )

実践地域 : 神戸市長 田 区御蔵地区

活動概要 : 住民 同 士 の サ ー ピ ス 循環の し く みづ く り がね ら い 。 メ ン バ ー 登録 を し て 1

万 ミ ク ラ ン を 受 け取 る o 2001年11 月 1 B か ら 実験開始。 子 ど も た ち の 参加

を 重視 し て い る O 事務局 ・ プ ラ ザ 5 0

7 ) 神戸市長田 区 ・ バ ー ド

通貨形態 : 紙券 タ イ プ (100バ ー ド で100円分の 買 い物がで き る )

実践地域 : 神戸 市長 田 区 の新長田駅南地区商庖街
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活動概要 : 2003年10月 か ら 実験開始。 イ ベ ン ト 参加者や修学旅行生 に 配布 、 商)お街で

の 買 い 物や 食事の割引券 と し て 利 用 。 事務局 ・ 神戸 な がた TMO。

8 ) 神戸市須磨匹 ・ れ い

通貨名称 : れ い

通貨形態 : 紙券 タ イ プ ( 1 れい は30分掲 の サ ー ビ ス に 相 当 )

実践地域 : 神戸市須磨区西須磨地区

活動概要 : 入 会金300 円 で10れい を 受 け取 り 、 サ ー ピ ス リ ス ト を も と に し て 当 事者間

で交渉す る O 瓦 い に 面識がな い と き は事務局が仲 介す る O 事務局 ・ 西須磨

ま ち づ く り 懇談会。

9 ) 神戸市 . KOBE た べ も の通貨

通貨形態 : 紙券 タ イ プ

実践地域 : 神戸市西区

活動概要 : ]A 兵庫六 甲 (組合員 4 万 人) が2002年 5 月 に研究会 を 発足。 2003年 か ら

神戸市西 区 で ス タ ー ト さ せ、 将来は神戸市全域で流通 さ せ る 計画。 農産物

を 担保 に し た “農産物本位制" の地域通貨。 農作業 を 手伝 っ た 人や観光農

閣 の イ ベ ン ト に 参加 し た 人 に 支給 し 、 ]A の 声一売所で農産物 を 買 う と き に

代金の一部 と し て領府 で き る ほ か 、 農業者がた い肥な ど農業資材 を購入す

る と き に も 使 え る よ う に す る O 大震災直後、 金銭がほ と ん ど価値 を 持 た な

い 「支 え あ う コ ミ ュ ニ テ イ 」 を 体験 し た 市民 を 対象 に 、 農協 が生産者 と 消

費 者が顔の見 え る 関係 を 築 く 「地産地消」 を 推 し 進 め る 試み 。

1 0) 加古川市 ・ R IVA

通貨形態 : 紙券 タ イ プ (30分間 の サ ー ピ ス が1 ， 000RIVA)

実践地域 : 加古 川 i 市

活動概要 : 2001年11 月 か ら 2002年 2 月 ま で第 1 次実験。 会員 に な れ ば7 ， 000RIVA が

支給 さ れ る O サ ー ビ ス メ ニ ュ ー を も と に 当 事者 と 交渉す る 。 提供者が見つ

か ら な い と き は コ ー デ ィ ネ ー タ ー に相談す る O 事務局 ・ 加古川 エ コ マ ネ ー

実験研究会 (加古川 商工会議所内) 。

1 1 ) 姫路市 ・ 千姫

通貨形態 : 通帳 タ イ プ ( イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の 架空 口 座 。 30分のサ ー ピ ス が1 ， 000姫)

実践地域 : 限定 さ れ な い

活動概要 : 千姫の ホ ー ム ペ ー ジ上で会員登録 を お こ な い 、 で き る サ ー ビ ス 、 受 け た い

サ ー ピス な どの情報 を 入力 し 、 電子 メ ー ル で交渉す る 。対価 の 姫 は イ ン タ ー

ネ ッ ト 上の 会員 口座 でや り と り す る o 2001年10月 か ら 2 カ 月 間 の 実験で は

参加者155人、 取 引 件 数431件、 流通額90万7 ， 400姫 だ、 っ た 。 事務局 ・ 姫路

IT エ コ マ ネ ー ア ク シ ョ ン 千姫 プ ロ ジ ェ ク ト (姫路工業大学環境 人 陪 学部
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岡 田真美子研究室内) 。

1 2) 神戸市北区 ・ こ お み

通貨形態 : 紙券 タ イ プ ( お米 1 キ ロ グ ラ ム が500 こ お み )

実践地域 : 神戸市西区木見地区

活動概要 : 農 ・ 都共生 ネ ッ ト こ う べが2001年1 1 月 25 日 か ら 2002年 2 月 23 日 ま で実験。

会員 、 関連防体の会員 、 木見子ñ民農 園 の利 用 者 な ど150人が参加。 有機野

菜 の購入、 車 で の 送迎、 フ リ ー マ ー ケ ッ ト 運営 な ど に使用 。

1 3) 尼崎市 ・ 楽

通貨形態 : 紙券 タ イ プ ( 100楽が100 円 相 当 )

実践地域 : 尼崎市金楽寺小学校区

活動概要 : 2001年12月 か ら 2002年 2 月 ま で実験。 入会金200 円 で 1 ， 000楽 を 受 け取 り 、

パ ソ コ ン 指導、 庭の手入れ、 病 院への車での送迎、 部屋 の 片 づけ な ど に使

用 。 校 区 内17の商脂 で買 い物 がで き る 。 事務局 ・ 在宅福祉支援 グ ル ー プ 「 コ

ス モ ス J o

1 4) 尼崎市 ・ AI ( あ い )

通貨形態 : 紙券 タ イ プ

実践地域 : 2001年 8 月 31 日 、 尼崎市西長洲 町 の 市記念公園総合体育館周辺で 開 か れた

「阪神南ふれあ い フ ェ ス テ ィ パル200lJ で実施。

活動概要 : 尼騎青年会議所、 NPO 法 人 「 シ ン フ ォ ニ ー」 主催。 受 け 付 け で 「電車や

パ ス で席 を 譲 り ま すJ r ま ち を 掃 除 し ま す」 と 申 請 す る と 3 枚 の AI が支

給 さ れ、 ク ワ ガ タ ム シ の幼 虫 や 木製JIll な ど と 交換で き る 仕組 み 。 ボ ラ ン テ ィ

ア 活動 な どの推奨 と 地域交流促進がね ら い 。

1 5) 阪神地域 と 豊関市 ・ 石 ( こ く )

通貨形態 : 通帳 タ イ プ ( 1 石 は 100 円 相 当 。 1 時 間 当 た り の労働対価 を 500 円 、 米 1 kg 

と 算定)

実践地域 : 阪神地域 と 豊 岡市周辺

活動概要 : 都市部 に 暮 ら す住民が農林業応援の手段 と し て 地域通貨 を 使 う 実験を 2001

年10月 か ら 3 カ 月 間 お こ な っ た 。 取引件数回件。 事務局 ・ お 米 の勉強会。

1 6) 龍野市 ・ と ん ぼ

通貨形態 : 紙券 タ イ プ

実践地域 : 龍野市龍野 町 川 西地区

活動概要 : 2003年 l 月 か ら 実験開始。 醤油 の 地場産業があ る 城下 野 に 活気 を 取 り 戻す

試み と し て採用。 事務局 ・ 龍野 町 ま ち づ く り 協議 会 (龍野醤治資料館内) 。

1 7) 揖保郡新宮町 ・ リ ム

通貨形態 : 紙券 タ イ プ (30分のサ ー ビ ス を 1 ， 000 リ ム と す る )

第八章 @ 都市計i箇 ・ ま ち づ く り 561 



実践地域 : 捧保郡新宮町

活動概要 : 2002年 6 月 か ら 8 月 ま で、 町 内 の ボ ラ ン テ イ ア 団体、 商工会 な どが共 同 で

実験導入 。 参加者 に l 万 リ ム を 配 り 、 参加者同士でサ ー ピ ス を 交換。

1 8) 出石郡但東町 ・ シ ル ク

通貨形態 : 紙券 タ イ プ (時間 に 関係 な く 1 回 の サ ー ビ ス に 1 シ ル ク )

実践地域 : 出 石郡但東町

活動概要 : 2001年10月 か ら 年末 ま で、 兵庫県但馬県民局、 但東町村:会福祉協議会、 但

東町相 田地区が共 同 で 、 高齢者生活支援サ ー ビ ス の モ デル 地 区 と し て実験。

事務局 ・ 但東町社会福祉協議会内 、 相 田 地区 エ コ マ ネ ー 運営委員会。

1 9) 朝来郡生野町 ・ 銀

通貨形態 : 紙券 タ イ プ (30分の サ ー ピ ス が30銀)

実践地域 : 朝来郡生野町

活動概要 : ま ち づ く り 匝体 「生野塾」 が中 心 に な っ て2003年 1 月 か ら 3 カ 月 間実験。

20) 氷上郡氷上町 ・ 未杜 ( み と )

通貨形態 : 通帳 タ イ プ ( 1 未杜 は 1 円 相 当 )

実践地域 : 氷上 郡内

活動概要 : 入会金1 ， 000 円 。 う ち 500 円 は ボ ラ ン テ ィ ア 保険。 さ く か ら の住民 と 新 し く

住 み 始 め た住民 と の交流 を 図 る ね ら い 。 事務局 ・ 新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ を 創

造す る 会。

21 ) 美方郡村岡町 ・ む ら お か

通貨形態 : 紙券 タ イ プ (時 間 に 関係 な く 1 回 の サ ー ピ ス が l む ら お か)

実践地域 : 美方郡村 岡 町

活動概要 : 村 岡 町社会福祉協議会が中心 に な っ て 第 1 次テ ス ト 2002年12月 か ら 3 カ 月

問実施。 第 2 次テ ス ト を 2003年 3 月 か ら 6 カ 月 間 、 第 3 次テ ス ト を 9 月 か

ら 6 カ 月 間 実施。 第 2 次 テ ス ト 期 間 中 に は 168 I む ら お か」 が流通 し た 。

パ ス な ど公共交通機関 が な い 地 医 で買 い物 な ど の 送迎 に和用 が多 か っ た 。

22) 朝来郡朝来町 ・ せんねん

通貨形態 : 紙券 タ イ プ (時間 に 関係 な く 1 回 の サ ー ビ ス が 1 せ ん ね ん)

実践地域 : 朝来 町佐 中 地区

活動概要 : 町 、 社会福祉協議会、 商工会、 地元 自 治会が2003年 9 月 か ら 2 カ 月 間 、 第

1 次実施実験。 12月 か ら 3 カ 月 間 第 2 次実施実験。

23) 神戸市北区 ・ yanyan

通貨形態 : 小切手 タ イ プ

実践地域 : 神戸市北毘筑紫が正

活動概要 : 障害児交流セ ン タ - NPO 法 人 「ヤ ン ヤ ン の お う ち 」 が ボ ラ ン テ ィ ア 活動
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に 対 し て 支給す る O

24) ア ト ム知縁助縁ネ ッ ト ・ ア ト ム

通貨形態 : 電子マ ネ ー ( 1 サ ー ピ ス が1 ， 000 ア ト ム )

実接地域 : 限定 さ れな い

活動概要 : 障害者 と そ の 家族 を 支援す る 発達教育研究所 ア ト ム (姫路市) の ホ ー ム ペ ー

ジ会員 に よ る バ ー チ ャ ル コ ミ ュ ニ テ イ O

25) 宍粟郡一宮町 ・ 英心

通貨形態 : 紙券 タ イ プ (30分の奉仕活動が l 美心)

実践地域 : 一宮町本谷地 区

活動概要 : 2002年 10 月 か ら 本谷 自 治会が町の助成 を 受 け て 約50世帯 に 「美心J 300枚

を 配布 。 家 の修理や車での送迎 な ど に使 わ れて い る O

26) 安井 ま ち づ く り 協議会 ・ マ ン ボ ウ

通貨形態 : 紙券 タ イ プ

実践地域 西宮市安井地区 の 12 自 治会

活動概要 : 震災後の新た な 住民が増 え つ き あ い が断施 し て き た の で 、 地域通貨 に よ っ

て 世代 間 の交流、 新 !日住民の つ き あ い の機会 を 生 み 出 す の がね ら い 。
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い正節 婦と 公園-
1 . 復興記念公国 にパ ブ リ ッ ク コ メ ン ト 募集

神戸市 は 阪神 ・ 淡路大震災の復興の シ ン ボル空 間 と し て 中 央区浜辺通 に 建設 を 予定 し て

い る 「神戸震災後興記念公園 (仮称) J の あ り 庁 に つ い て 2002年1 2 月 か ら 2003年 3 月 末 ま

で市民の 意見募集 を お こ な っ た 。

公 開 は ]R 貨物神戸港駅の跡 地 の 約 5 . 6ha に 、 震災か ら 10年 に な る 2005年 に 一部 開 国 す

る 予定。 総事業 費 約 1 10億 円 の う ち 神戸市が約57億 円 を 負 担 し 、 国 の 特定復興事業 と し て

進め ら れ る 。

公 園 の構想、 に つ い て は市の公開緑地審議会が2001年末 に 、 震災の教訓 を 後 世 に 継手くす る

た め 、 防災機能 を も っ た 「み な と の も り 公園」 と し て 整備すべ き だ と 答 申 し て い る 。 一方、

市民の意見 を 反映す る た め に 、 ワ ー ク シ ョ ッ プが2002年 7 月 か ら 3 回 に わ た っ て 関 か れ た 。

こ の 中 で は 「震災の教訓 を 受 け継 ぐ た め 、 太 陽光発電や雨水利用 の積極的 に取 り 組 も う J '被

災地の ボ、 ラ ン テ ィ ア が集 え る 拠点 と し て利用 で き る よ う に」 な どの意見が出 て い る と い う O

だが、 神戸市の封政事情が厳 し い こ と か ら 、 市会で は 「予定地 は 人が集 ま る 見込みが薄

いJ ' い ま 整備 す る 必要があ る の か疑 問 だ」 な どの 意見 も 出 て い る O ま た 、 予 定地 は 国道

バ イ パ ス 、 阪神高速道路、 湾岸線ア プ ロ ー チ 道路 な ど に 固 ま れて い る こ と か ら 、 騒音や排

ガ ス へ の不安 も 指摘 さ れて い る 。

2 .  uみ ど り の コ ミ ュ ニ チ ィ デザイ ン 」 を 発行
震災後、 被災地の 中 か ら 立 ち 上 げ ら れた緑化、 公 園 づ く り 、 ピ オ ト ー プ設置 な ど環境回

復活動 と ま ち づ く り を 考察 し 、 震災か ら 生 ま れ た新 し い行政、 専 門 家、 市民の ネ ッ ト ワ ー

ク を 描 い た 「み ど り の コ ミ ュ ニ テ イ デザイ ン JJ ( 中 瀬勲 ・ 林 ま ゆ み編著、 学芸 出 版社) が2002

年11月 に発行 さ れ た 。 「み ど り が人 々 の連帯 を 深め た り 、 ま ち づ く り の 原動力 と な る こ と を 、

私 た ち は 阪神 ・ 淡路大震災 か ら の復興 ま ち づ く り の 中 で 身 を も っ て体験 し た J と 、 市民、

専 門 家 、 行政の そ れぞれの か か わ り を 紹介 し 、 「前倒 し さ れ た 未来j で あ る 被災地か ら 、

全国の ま ち づ く り へ向 け て 、 体験 と 教訓 を 伝 え て い る 。

執筆者は 、 中 瀬 勲 (姫路工業大学 自 然環境科学研究所教授、 阪神 グ リ ー ン ネ ッ ト 事務局

長) 、 林 ま ゆ み ( ラ ン ド ス ケ ー プ ア ー キ テ ク ト 、 淡路景観園芸学校専 門員 ) 、 天!日佳美 ( 板

神 大震災復興市民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク 、 阪神 グ リ ー ン ネ ッ ト ) 、 辻信一 ( ま ち づ

く り コ ン サ ル タ ン ト 、 環境緑地設計研究所取締役人 マ ス ダ マ キ コ ( ド ン グ リ ネ ッ ト 神戸

代表、 造形作家) 、 藤原千秋 (芦尾 市民街づ く り 連絡会代表、 グ リ ー ン マ ン ト の 会) 、 田 中

康 ( ラ ン ド ス ケ ー プ コ ン サ ル タ ン ト 、 深江地区 ま ち づ く り 協議会事務局長) 、 橋本敏子 (生

活文化研究所長、 文化農場代表) 、 赤沢宏樹 (姫路工業大学 自 然環境研究所助手、 兵庫県

564 第八主主 @ 都 市計測 ・ ま ち づ く り



立人 と 自 然の博物館 自 然 ・ 環境マ ネ ジ メ ン ト 研究部) 、 高畑 正 (農都 ネ ッ ト こ う べ事務局長、

神 戸市公園緑化協会布 ヲ | ハ ー ブ 園 冨 長) 、 二宗誠治 (兵庫 ト ン ボ研究会長、 共産県県土整

備部 ま ち づ く り 局 職 員 ) 、 藤本真里 (姫路工業大学 自 然 環境研究所助手、 兵産黒立入 と 自

然 の博物館研:究員 ) 、 田 中 充 (神戸エ コ ア ッ プ研究会、 神戸 市公圏緑地協会公園緑地課長)

の 13人。

上 み ど り の コ ミ ュ ニ テ ィ デザ イ ン の う ね り

ガー デニ ン グ や 園 芸 は 、 も と も と は個 人 の 楽 し み と し て お こ な わ れて い た も の で 、 環境

問題や地域づ く り と い う 社会全体の課題 と は接点がな か っ た が、 被災地 の ガ レ キ の 中 で始

ま っ た花 や み ど り を 用 い た ま ち づ く り は 、 個 人 の 関心 ・ 趣味 と 社会の要求 を 結 びつ け る 架

け橋 に な っ た 。 さ ら に 個 人的 な 趣味が地球問題 を 考 え る き っ か け に な り 、 ま た コ ミ ュ ニ テ イ

の形成 を 助 け る ツ ー ル に も な っ た 。 坂神 ・ 淡路大震災か ら の復興 ま ち づ く り 活動の 中 で 、

み ど り が人 々 の連携 を 深 め 、 ま ち づ く り の 原動力 と な っ て い っ た 姿 を 「み ど り の コ ミ ュ ニ

テ イ デザ イ ン」 は次の よ う に 整理 し て い る 。

〔 み ど り の コ ミ ュ ニ テ ィ デザ イ ン の う ね り 〕

主 な 段階 ・ 活動

阪神 ・ 淡路大震災 に よ る 被害

み ど り の ま ち づ く り への始動

震災関連調査

復興への提案活動

「 ガ レ キ に花 を 」 の活動

阪神 グ リ ー ン ネ ッ ト 立 ち 上 げ

草の根活動 の ゆ る や か な 連携

花苗や緑化資材の甑布

各 地の み ど り の ま ち づ く り 支援

情報発信、 地 グ ル ー プ と の連携

参加 ・ 協力 グ ル ー プ

阪神大震災複興市民 ま ち づ く り 支援ネ ッ ト

が ん ば ろ う 神戸 な どの グ ル ー プ

奥須磨公開 に ト ン ボ を 育 て る 会

神戸エ コ ア ッ プ研究会

女性 シ ン ク タ ン ク 「 ゆ い」

日 本造園 学会震災調査チ ー ム 他

各地の復興 ま ち づ く り 協議 会

関 西建築家 ボ ラ ン テ ィ ア

人 と 自 然の博物館

住吉地区 ま ち づ く り 支援活動

芦屋市民街づ く り 連絡会

ド ン グ リ ネ ッ ト 神戸 他
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み ど り の ま ち づ く り への発畏

ト ン ボ、サ ミ ッ ト の 開催

駅前花苑 な ど緑地の設置

ふ れあ い住宅の緑化

復興恒久住 宅 に ひ め り ん ご ク ラ ブ

公 園づ く り ワ ー ク シ ョ ッ プ開催

震源地公 園づ く り 提案

移動生垣づ く り

仮設住宅へ支援活動

み ど り の ま ち づ く り への 展 開

み ど り の ま ち づ く り 支援

農村 と 都市 と の交流

ピ オ ト ー プの創生 ・ 管理 ・ 活用

ユ ニ バ ー サ ル デザイ ン の公園

み ど り の NPO フ ォ ー ラ ム

オ ー プ ン ガー デ ン の 陪{長
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神戸 ま ち づ く り 協議会連絡会

ま ち づ く り 人材 セ ン タ

全国 ト ン ボサ ミ ッ ト 実行委員 会

コ ミ ュ ニ テ ィ サ ポ ー ト セ ン タ ー 神戸

兵庫 ・ 水辺 ネ ッ ト ワ ー ク

緑花 コ ミ ュ ニ テ ィ 四季

グ リ ー ン マ ン ト の 会 他

農都 ネ ッ ト こ う べ

花 と み ど り 市民 ネ ッ ト ワ ー ク

ア ル フ ア グ リ ー ン ネ ッ ト

阪神 ・ 者�m ピ オ ト ー プ フ ォ ー ラ ム

宝塚花 と 緑 ワ ー ク シ ョ ッ プの 会

各地の 協 賛匝体、 企業、 行政機 関 他



l 第十三節 ま ち の復興定点観測
-2002年度版 「衝の復興カ ルテ」 か ら

鳴海邦碩 ・ 大阪大学大学院 工学研究科教授 を 中 心 に し た チ ー ム は 、 1996年夏か ら 神戸、

西宮市、 津名郡 一宮町の 3 市 1 昨の 9 地 区で、 住宅や ピ ル の 再建状況、 居住者 の 変

動、 空地の変遷 な ど、 ま ち の復興状況 を 毎年定点観測 し て い る o 7 回 目 の 観測結果 は 『街

の復興カ ル テ 01 2002年度版 と し て財 団 法 人阪神 ・ 淡路大震災記念協会か ら 刊 行 さ れ た 。

定点観測 は次の地区 を 対象 に 続 け ら れて い る 。 カ ッ コ 内 は担当研究チ ー ム 。

1 ) 神戸市長 田 区 ・ 須磨 区 (神戸芸術工科大学 費木崇人、 研究室助手 二枚貴子、 世

儀敦裕、 吉 岡 寿恵、 大学院 Juan Ramon、 大 ) 1 1 輝 、 梶谷英之、 長野真紀、 橋本優、

学部生 松井健、 水元俊輔)

2 ) 神戸 市 中 央区三宮地区 ・ 旧居留地 (地域問題研究所 山本俊貞)

3 ) 神戸市 中央区三宮北部地区 (武庫川 女子大学生活環境学部 角 野幸棒、 大谷光一)

4 ) 神戸市灘 区 六 甲 地 区 (神戸大学発達科学部人間 環境学科教授 平 山 洋介、 神戸大学

大学院総合人間科学研究科 森聖太、 神戸大学発達科学部人 間 環境学科 4 田 生 寺林

素乃、 和志武宜樹)

5 ) 神 戸市東難区住吉地 区 (神戸大学工学部 重村力 、 浅井保)

6 ) 神戸市東灘区東部地域 (神戸商船大学 小谷通泰、 神戸商船大学大学院 原真美、

広 島商船高等専 門 学校 田 中 康仁)

7 ) 芦 屋 市 (大坂大学 鳴海邦碩、 小浦久子、 大野幸子、 渡辺豊士郎)

8 ) 西宮 市 (大阪芸術大学 田 端修、 東村哲志)

9 ) 津名 郡一宮町 (流通科学大学情報学部助教授 三谷哲雄、 3 回生 山 崎 陽平)

大震災か ら 8 年が経過 し た 持点 で観測地 点 の 状況 は 、 区画整理事業地区 を 除 け ば 「建物

の再建等がほ ぼお さ ま っ て 一種の安定状況 に 入 り 、 空間変化 な ど は 平常 時的 に な っ て き て

い る 」 こ と か ら 、 2002年度の 「復興 カ ル テ J は 「“課題 曲 " を こ な し な が ら も 、 ど ち ら か

と い え ば “ 自 由 畠 " 的 な 内容 に 重点 を 置い た チ ー ム が多 か っ たJ と 鳴海教授が指摘 し て い

る よ う に 、 従来の観測の枠組み で の 数値の書 き 換 え の ほ か、 新 し い視点か ら の ア ン ケ ー ト

調査や路上観察が織 り 込 ま れ て い る O

こ こ で は 、 そ れぞれの定点観察の結果 を 鳴海教授 の 要約 に よ っ て紹 介 し 、 さ ら に “ 自 由

曲 " 的 な 内容の概要 を 掲載す る O

第八章 @ 都 市計画 ・ ま ち づ く り 567 



1 . 定点観測地域の 特徴的 な部分
1 ) 長田 ・ 須磨 区 (神戸芸前工科大学 ・ 膏木 チ ー ム )

区画整理地 区 で は空地の駐車場 と し て の 整備 、 公共空間 と し て の 整備 が進行 し つ つ

あ る 一方 で 、 仮設庖舗 の 移動 や小学校の取 り 壊 し な どの 変化 も あ り 、 安 定 し た状況 に

い た っ て い な い。 こ れ に対 し て 、 広 岡整理地区以外の 地 区 で は 、 復 旧 後 の 建物風景 も

周 辺環境 と な じ ん で き て い る O

2 ) 中央区三宮地区 (地域問題研究所 ・ 山本チ ー ム )

被害甚大 ピ ル の再建率 は 、 三宮全体で約 7 割、 旧居留 地で約 9 都 ま で に な り 、 街並

み か ら 震 災 を 想、起 さ せ る こ と は ほ ぼ な く な っ て い る o (別項 ・ !日居留地 に お け る 事業

所の動向 と 震災 に よ る 影響)

3 ) 中央箆三宮北部地区 (武庫川女子大学 ・ 角野チ ー ム)

建物復興 で は 東 門街の南端、 下 山 手通 と の 交差点 に あ る 区画の工事が ほ ぼめ どがつ

き 、 東 門 街北側 の放置 ホ テ ルが営業再開 に 向 け工事が始 ま っ た 。 し か し 、 具体的 な 動

き が見 ら れ な い 狭小 な 土地が ま だ散見 さ れ る O 共 同建 て替 え な ど抜本 的 な 方策 を と ら

な け れ ば再建 に 限界があ る 。

調査地 区 内 で は庖舗数が震災以 降増加 し て い る が、 建物再建 に と も な う テ ナ ン ト ス

ペ ー ス 増 加の 一 方 で、、 空室が増加 し て い る o J吉舗 の 入 れ替わ り の ベ ー ス は 震 災前 に も

ど り つ つ あ る と 思 わ れ る が、 テ ナ ン ト ピル ご と に 、 ま た業種 ご と に差異がみ ら れ る 。 (別

項 ・ テ ナ ン ト の 定着率)

4 ) 灘区 ・ 六甲地区 (神戸大学発達科学部 ・ 平山チ ー ム )

人 口 回 復 率 を 長 田 区 と 比較 し た 。 回 復 率 100% 未満 の 町 了 は 灘 区 60 . 8% 、 長 田 区

85 . 1  % 、 80% 未満 は灘 区 10% 、 長 田 区45 . 9 % で 、 神戸市西部で援興が停滞 し て い る こ

と カ宣明 ら か に な っ た 。

復興都市計画事業地 区 で の 人 口 回復率 は 、 兵庫 区50 . 5 % 、 須 磨 区 54 . 5 % 、 長 田 区

68 . 1  % と 低 く 、 灘区70 . 6 % 、 東灘区80 . 7 % で 、 こ れ も 西低東高 で あ る 。

こ れ ら の分析 に住宅操数 ・ 戸数の分析 を 加 え て 、 次の よ う な 知見 を 得 て い る O

局所的 な 急 激 な 人 口 ・ 住宅増 は他の場所の衰退 に つ な が る 可能性が高 い 。 人 口 が増

加 す る 成長地医で は 、 非木造共 同住宅、 戸建て 住宅が主体 と な っ て お り 、 こ れ ま で の

市街地 の 空間構造 を 大 き く 変化 さ せて い る O ま た 、 空地が街区 内 に 定着 す る 傾向 に あ

り 、 空地 に 新 た な 位置づけ を 与 え る べ き だ 。 (別項 ・ 被災市街地 に お け る 地蔵の実態)

5 ) 東灘臨 ・ 住吉地震 (神戸大学工学部 ・ 重村チ ー ム )

JR 住吉駅周 辺 の 低層 高密住宅地が副都心的性格 を 帯 び た 中 高層 の 高 密住宅地 に 変

容 し て き て お り 、 新規の 人 口 流入が多 く な っ て い る O 一一方 で 、 復興が立 ち 遅れた ま ま

活用 で き ず に 固定化 さ れ た 狭小 な 空地問題 と 、 個別 に復興 し て そ の た め に顕在化 さ れ

な い住宅 に お け る 居住 問題があ る O こ れ を 「残余 的課題」 と し て カ ル テ 調査の新 し い
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局 面 を 聞 こ う と し て い る O

6 ) 東灘区 ・ 東部地域 (神戸商船大学 ・ 小谷チ ー ム)

住民基本台帳 と 国勢調査 の そ れぞ、れ を 用 い て 、 震災前後の 人 口構成 の 変化 を 分析 し 、

ま た 1999年 8 月 に 実施 し た独 自 の ア ン ケ ー ト 謂査か ら 新!日住民の 意識 を 分析 し て い る O

震災直後 は住民票 を 残 し た ま ま 避難 し た住民が多 く 、 高齢者や乳幼児 を 中心 に 域外

への流出 が顕著で あ っ た 。 被災建物 の 集合住宅への建て 替 え が多 く 見 ら れた地 区 で は

若年単身者が増加 し 建 て替 え が少 な か っ た 地 区 で は 高齢化 と 核家族化 に よ る 人 口 の 減

少が進 ん だ。 全 世帯の約 8 割が 1 回 も し く は 2 岡 、 避難行動 を お こ な っ て い る こ と が

明 ら か に な っ た 。

ア ン ケ ー ト に よ る 住環境 に対す る 評価 で は 、 総合評価 に つ い て !日住民の半数が肯定

的 で あ り 、 新住民の そ れ は こ れ を 下 回 っ て お り 、 18住民 よ り 新住民の方が災害 に対す

る 安全性の確保 に つ い て や や 厳 し い評価 を し て い る こ と が分か っ た 。 被災地で は住民

の 入 れ替 え が進 ん で お り 、 住環境 に 対す る 意識 に 違い が見 ら れ、 こ の 事実 に 配慮 す る

必要があ る と し て い る O

7 ) 芦屋市 (大阪大学 ・ 鳴海 チ ー ム)

芦屋市内 で撮影 し た住宅の表構 え の写真 を 住民 に 見せて 、 「現在 の ま ち J r希望 の ま

ち J r予想、 の ま ち 」 に つ い て 調査 し た 。 こ れ に よ る と 、 急激な 市街地更新: に よ り 、 者

く か ら あ る 町並み を 特徴づけ る 表構 え は な く な っ て き て お り 、 今後 も 増 え る と は考 え

ら れ な い状況 を 居住者は認識 し て い る O そ れで も 、 吉 く か ら あ る 表構 え の特徴 を 継承

し て い く こ と を 望 む意識があ る こ と が明 ら か に な っ た 。

敷際の緑の デザイ ン が カ ギで あ る O 緑の デザ イ ン は成長 し 変化す る 町並み の要素で

あ り 、 建物 の建設後で も 手 を 加 え て い く こ と がで き る O 現在の 町並み の 中 か ら 望 ま し

い デザ イ ン を 見 つ け 出 し て 評価 し 、 共有化 し て い く こ と が必要で あ る 、 と し て い る O

8 ) 西宮市 (大寂芸術大学 ・ 田端チ ー ム)

市 内 の 3 つ の神社の周辺で呼び止 め た 通行者 に対 し て 開 き 取 り 調査 を お こ な い 、 以

下 の よ う な 点 を 明 ら か に し て い る O

震災後の ま ち の 景観 に つ い て の 評価 は 、 「悪 く な っ たJ 45 . 4 % に 対 し て 、 「 よ く な っ

た J r変わ ら な いJ の合計が27 . 5 % で あ っ た 。 そ の理由 は 、 「マ ン シ ョ ン 等 の大 き な 建

物 が増 え たJ と す る 答 え が44 . 7% と 抜 き ん 出 て 多 い 。

神社林 ・ 神社地が地域の 景観的 な 中 心 と し て の役割 の み な ら ず、 録、 ラ ン ドマ ー ク

や 日 常的 な利用 な どの 地域拠点 と し て相 当 程度の役割 を 負 っ て い る 。 こ れ に対 し で も

う 一方 の生活拠点 と し て の 買 い物場所 は 、 「商庖街 ・ 1居届」 か ら 「 ス ー パ ー ・ コ ン ビ ニ」

への 大転換が進行 し て い る O

9 ) 一宮町郡家地堅 ・ 江井地区 (流通科学大学 ・ 三谷チ ー ム)

復興地区特有 の 課題 と な っ て く る と 考 え ら れ る 現象 と し て 、 地 区 内 商高が減少 し 、
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郊外型 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー への シ フ ト がみ ら れ る O そ れ に 見合 っ た 道路 環境の変化

があ る 場合 は 問題 な い が、 そ う で な い 場合 に は 交通安全の 問題が出 て く る 可 能性があ

る O

沿道施設 (特 に 商業) の立地が進 む と 、 関連す る 消費行動の利便性が向上す る 一方、

周 辺 の 交通行動 に 大 き く 影響す る 。 さ ら に 道路整備 に よ っ て 通行性能 は 向 上す る も の

の 、 一方で、通過交通の増加が考 え ら れ る O

2 .  I日居留地 に お け る 事業所の動向 と 震災 に よ る 影響

中 央 区 三 宮 城 区 の 定点観概 を 続 け て い る 株式会社地域問題研究所 の 山 本俊貞所長 は 、

2002年度 は 定点観測 に 加 え て 、 |日居留地連絡協議会の協力 を 得 て !日賠留 地 の ピ ル の オ ー

ナ ー 企業や ピ ル管理事業所 を 対象 に 入居事業所 に つ い て ア ン ケ ー ト 調査 を お こ な い 、 大震

災後の !日居留 地 の 変化 を 探 っ た 。 調査の概要 は次の よ う で あ る O

1 ) 調査の方法

[調 査 の 時 期] 2002年 1 1 月

[調 査 の 項 目 ] 現入官事業所の 実態 、 震災時の 入居事業所 の 実態 と そ の 後の動向

[調 査 の 対 象] 旧居留 地 に 立地す る ピ ル の う ち 、 神戸市役所、 地方合同 庁舎、 日

本銀行、 郵便局、 農 業会館、 NTT、 関 西電力 な ど公 的 セ ク タ ー

も し く は そ れ に準 じ る 組織が所有 ・ 管理す る ピ ル を 除 く 81 の ピ ル

[調 査 の 方 法] 連絡協議会の 世話役がア ン ケ ー ト 票 を 各 ピ ル管理者 に 手渡 し 、 郵

送 で 回 収

[設 問 の 項 目 ] (共通項 目 ) 業種、 海運関 連 業 の 郎 、 従業者数、 本 ・ 支庖 (社)

の 別 、 本庖 (社) の所在地、 使用床 面積

(2002年1 1 月 現在の 入居事業所 に つ い て ) 入居時期 、 入居理 由 、 転

入の場合の従前営業地

(震災時の 入居事業所 に つ い て ) 震災時の事業所の状況、 転 出 の 場

合の転出先

[配布 ・ 回収数] 調査票配布 ピ ル65、 回 収 ピ ル53

2 ) 集計の結果

①業種

2002年の業種構成 は無匝答 を 除 く と 、 サ ー ビ ス 業が37% 、 小売業11 % 、 卸売業10 % 、

運輸 ・ 通信 業 9 % 、 金融 ・ 保険業 7 % 、 建設業 6 % 、 不動産業 6 % 、 飲食庖 5 % で、

震災後の再建 ピル に つ い て も ほ ぼ同様の構成比 で あ る O

震災時 (1 995年) と 比べ て も 、 サ ー ビ ス 業がやや増加 し て い る も の の 、 全般的 に

は 大 き な 変化 は見 ら れな い 。 街並み の イ メ ー ジか ら は大幅 な 増加が感 じ ら れ る 小売

業 も 構成 比 で は む し ろ 減少 し て い る O 目 に つ き や す い ピル低層 階 の 用 途構成で は小
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売業が急増 し て い る 事実 は あ る も の の 、 全床で見 る と そ れ ほ ど大 き な も の で は な い 。

海運関 連事業所 は 、 114事業所 (18%) で あ っ た の が91事業所 ( 1 1 % ) と 大 き く

減少 し て お り 、 と り わ け再建 ピ ル で の 入居率は15事業所 ( 7 % ) と 少 な い 。

(表13- 1 )  I段居留地内 の ビ ル入居事業所の業種

1 995年 2002五ド ( う ち再建 ピ ル)
農 林 漁 業 。 1 
鉱 業 1 。

i 建 三日又yし 業 26 48 12 
製 造 業 39 63 19  
電気 ガス ・ 水道業 j 。 1 
運 輸 ・ 通 信 業 71 70 1 5  
部 士7己 業 85 80 1 0  

7士E 業 81 86 25 
欽 食 庖 25 40 14 
余 融 ・ 保 険 業 52 54 15 
ィ、 動 産 業 i 27 44 18 
サ ー ピ ス 業 213 I 292 90 
ノi�、 務 7 8 1  2 
N A 無 回 答) 2] 15 8 

計 648 803 230 

(表13- 2 )  海運関連業所の変動

N A 無

合 計

②事業所の 規模

2002年 で の 事業所当 た り 従業者数は 全体平均 で14 . 4 人、 使用床面積 は238 . 9m' で 、

20人未満 あ る い は200m'未満 の事業所が 7 � 8 割 を 占 め る O こ れ ら を 業種別 に み る と 、

金融 ・ 保険業 や 製造業は比較的大規模で、 サ ー ピ ス 業や不動産業は小規模 な も の が

多 い O

1995年 と の比較で は 、 平均的 に や や小規模 に な っ て お り 、 と り わ け 海運関連事業

所 に こ の傾 向 は 激 し い 。

③本社機能

2002 年 で の 本 ・ 支社 の 別 は 、 概ね半数の事業所が本社 (庖 ) 、 残 り の 半数

が支社や 営業所で あ る O た だ し 、 こ れ ら !日居留 地内 の本社 (応) は 、 地区内 の 支社
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や 営 業所 に 比べ て小規模 な 事業所が多 く 、 従業者数は平均11 . 4人 (本社以外の支

社 ・ 営業所な どの平均 は 1 7 . 7人) 、 使用床面積は 188m2 ( 同306 m2) と な っ て い る O

こ の よ う な 本社 (庖) の 動 向 を 1995年 と 比較す る と 、 事業所 と し て は い く ぶ ん

小規模 化 の 傾向 に あ り 、 ま た 本社率 も 海運 関係 で 占 め ら れ る 運輸 ・ 通信業 を 除い

て は ど の 業種で も 低下 し て い る 。

一方、 旧 居留 地 に 支社や営業所 を 置 く 事業所の 本社所在地 は 、 東京都51 % 、 大

阪市21 % 、 神戸市10% で、 1995年 と の 比較で は東京が占 め る 率がや や 増加 し 、 大

阪や神戸がい く ぶ ん減少 し て い る O

旧 居留 地 内 の本社機能 は !日 来 か ら の 地場企業が中心で、 東京 を 中 心 と す る 他地

域か ら の企業流入の結果、 本社率 は低下す る 傾 向 に あ る O 一方、 低迷 を 続 け る 海

運 関 連事業所 に つ い て は 、 全国 展開企業が撤収 し 、 相対的 に 地場企業 に よ る 本社

率が高 ま っ て い る と み る こ と がで き る O

(表13 - 3 ) 本社 (応) の所在地

④入居時期 と 動機 ・ 転入先

2002年現在の事業所の う ち 、 震災後の 入居が全体平均で 7 割 に も の ぼ っ て い る O

と り わ け建設業や不動産業、 小売業は 8 割 の 高 率 で あ る 。 再建 ピ ル で は 当 然 100 %

が震災後の入居であ る が、 そ れ以外の ピ ル で も 6 割が新 し い 入居事業所であ る O こ

の傾向 は 、 事業所の 規模や本 ・ 支自 の別 に 関係がな く 、 震災後の地 区 内 事業所の 流

動 の激 し さ が う かが え る 。

入聞の動機は 、 無国答 を 除 く と 、 創業15 % 、 支底等の新 し い 展 開29 % 、 他か ら の

移転50 % 、 そ の他 6 % で、 半数 を 占 め る 移転事業所 の従前営業 地 は 概 ね 4 割が!日

居留地内、 4 割がそ の他の 中 央区 で あ る O

⑤震災時入居事業所の そ の 後 の 動 向

撤去 さ れな か っ た ピ ル で は入居事業所の 8 割が震災後 も 1 年以上継続 し て営業 を

続 け 、 1 割 弱が震災 を 契機 に 転 出 し て い る O
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被害が大 き か っ た撤去 ピ ル で は 1 割が震災 を 契機 に 廃業 も し く は 事業所 を 閉 鎖 し

て い る O ピ ル が再建 さ れ て 戻 っ て き た事業所ーは 2 割強で、 7 割弱 は転 出 し た ま ま で

あ る O

(表13- 4 )  震災時入居事業所 の そ の後の動向

1995年 ( う ち 再建 ピル) ( う ち 従前 ピル)
震災後 年以上継続常業 ; 355 355 
い っ た ん転出後再入居 54 44 10 
震災を契機に転出 161 : 123 38 
震災を契機に廃業 23 í 15 8 
震災を契機に支応閉鎖 1 1 1 4 7 

その他 23 2 21 
NA (無回答) 21 5 16  

よ口込 百十 648 193 455 

3 ) 用 途題合の状況

!日居留 地 で は 1990年 ご ろ を 境 に 、 ピ ル低層 部への小売癌 進 出 が見 ら れ始め たが、 震

災後は再建 ピル を 中 心 に そ の{頃向 を 強 め て い る O こ の よ う な 用 途複合の 状況 を 整理す

る た め 、 癌舗進出 がみ ら れ る 直前時点 と し て 1 984年、 府舗進出 がみ ら れだす1990年、

震災亘前の 1994年、 2002年の現時点 の ゼ ン リ ン 住宅地図か ら 、 ピ ル 低層 部 (地下 1 階、

地 1 、 2 階) と 標準 階 ( 各 ピ、 ル の も っ と も 標準 的 な 使 わ れ方 を し て い る と 思 わ れ る

階) に お け る 用途 を 取 り 出 し て 比較 し た 。

こ れ に よ っ て 以下 の よ う な 用 途の動 向が読 み取れた。

・ 標準 階 に お い て は現時点 で も 事務所が中心であ り 、 1984年時点 か ら 大 き な 変化 は

な い 。

- 地階 は 84年 当 時か ら 飲食庖 の ほ か に 理容 ( ち な み に理容は 多 く 、 地 区 内 に 9 件 を

数 え て い た 。 美容は少な く 2 軒の み ) や 診療所 な ど の サ ー ビ ス 施設 と し て利用 さ

れ て い る が、 減少の傾向 に あ る O

• 1 階 は84年時点 で は ほ と ん ど見 ら れ な か っ た小売庖舗が、 地区西北部の大丸 を 中

心 と し て波紋状 に 増加 し て お り 、 震災後 は こ れが 2 階 に ま で及 ん で、 い る O

ア ン ケ ー ト 結果 と こ れ ま で の 定点観測 の結果か ら 、 i臼居留 地 の 動 向 は 次 の よ う に ま と め

ら れ る 。

明 治 以 降、 中 枢業務地 と し て発展 し て き た 旧居留 地 は 、 特故あ る 形態 の 商業地 と し て の

性格 を も ち は じ め 、 2001年度 ま で の調査で検証 し た 街並み の 高 質化 に 加 え て 、 機能的 に も

新 た な 価値 を 付加 さ せ、 魅力 あ る ま ち を 形づ く り つ つ あ る と い え る O こ の大 き な 要 因 は 、
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(表13- 5 )  ビ ル低層階の主な用途

地下 階 84年
90年
94年
02王手

1 階 84年
90年
94年
02年トー

2 階 84年
90年トiー 例年
02年

事務所
21 
12 
12 
10 i 

109 
94 
96 
55 

1 50 
1 50 
149 
101 

小売庖舗 飲食届 サ ー ビ、 ス
1 1 1  
1 26 9 
2 22 1 1  

1 5  3 
1 8 

13 19  5 
37 17  4 
60 21 10  

2 3 
4 3 3 

l臼 7 7 
30 6 

こ の ま ち が こ れ ま で、培 っ て き た個性 を 見失 う こ と な く 、 基幹 と し て の業務機 能 の 集積 ・ 高

度化 を ベ ー ス に し た上で、 小売商業 を は じ め 、 新 た な 機能 を 付加 さ せ る ま ち づ く り の姿勢

が地 区 の 中 で共有 さ れて き た と こ ろ に あ る よ う に 感 じ ら れ る O

3 . 三宮北部地区 の テ ナ ン ト の定着率
三宮北部 の 下 山 手通、 北野坂、 東 門 街の飲食庖、 酒場な ど を 中心 と し た繁華荷 を 定点観

測 し て 武庫川 女 子大学生活環境学部の角 野幸博氏 と 大谷光 一氏の チ ー ム は 、 こ れ ま で の建

物 の後興状況、 テ ナ ン ト の 入れ替わ り 状況 に 新 し い デー タ を 加 え る と と も に 、 2002年度 は

テ ナ ン ト の 入退居の状況 を 分析 し て 「定着率」 と い う 指標で表 し た 。

「定着率J は 、 こ れ ま で の 定点観測 デー タ を も と に 、 期 間 当 初 に存在 し た 庖舗 の う ち 期

間 の 終 わ り の 時点 で も 同 ー の ス ペ ー ス で営 業 を 続 け て い る 屈舗 の 割合 を い い 、 震災前の

1994年度か ら 2002年度 に か け て の 、 街路別 、 用 途別 、 期 間別 の定着率 を 算 出 し た 。

1 ) 街路別の テ ナ ン ト 定着率

街路別 に み た 定着率で最 も 低い 東 門 街 は 、 1994年度 の テ ナ ン ト は711件、 2002年度

で は 142件 に な っ て い る が、 少 数 で は あ る が場所 を 変 え て 営 業 を 続 け て い る 庖 も あ る O

(表13- 6 )  街路月1] 1 994� 2002年の テ ナ ン ト 定着率
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2 ) 用 途別の定着率

全体で は飲食屈 に比べ小売庖 (39 . 1 % ) の定着率が高 い 。

下 山 手通 で は 食堂等 と 住宅 は調査地 区 内 で は 最 も 高 い 定着率であ る O 食堂等 と 小売

}苫 は 定着率が高 く 40% を 超 え て い る O

北野坂は カ ラ オ ケ ・ ゲ ー ム の継続出舗 は 見 ら れ な い が、 食堂等や摺場等 な ど多 く の

業種で30% を 超 え 、 他の街路 に比べ高い定着率 を 見せ る O

東 門 街 で は 定着率が低 く 、 小売屈の35 . 7 % が も っ と も 高 い 定着率 で あ る O 東 門 街全

体の定着率が18 . 8% と 低い の は 、 住宅が1994年度 に69件存在 し た が定着 し た の は 3 件

に 過 ぎ な い こ と が影響 を 与 え て い る O

オ フ ィ ス 、 小売店、 住 宅 な ど定着率が全街路で差異が見 ら れ な い業種 と 、 カ ラ オ ケ ・

ゲ ー ム な ど街路で定着率 に ば ら つ き があ る 業種が存在す る こ と が分 か る O

(表13- 7 )  用途見IJのテナン ト定着率 (1994→2002年、 カ ッ コ 内 は%)
下山王通 | 北野坂一「一一

一一

そ一一小
の 3 (20 . 0) 

o ( 0) 

オ フ イ ス
食 堂
滴 場

τ7台C 

住
カ ラ オ ケ ・

3 ) 定着率の変化

テ ナ ン ト の 入れ替わ り は震災の影響力 の み で は な い。 平常時 に も 絶 え ず テ ナ ン ト の

入れ替わ り は起 き て い る O 震災以前の 1991 � 1994年、 震災 を 含 む1994 � 1997年 と 、 震

災 以 降 の 1 999�2002年の 期 間 に 控 目 し 、 テ ナ ン ト 定着率 を 比較 し た (表13- 8 ) 。

1991→1994年の オ フ ィ ス 、 食堂等、 小売応 の 定着率 は80% を 超 え て い る 0 1994→1997

年 の 定着率 は震災前後の定着率 に 比べ て低 く 、 食堂等、 カ ラ オ ケ ・ ゲ ー ム 、 そ の他 の

50%が最 も 高 い定着率 で あ る o 1999→2002年は小売庖、 食堂等で約 7 割 の定着率がみ

ら れ る な ど、 そ の他 を 除い て す べ て 定着率が上がっ て い る が、 1991→1994年の定着率

と は依然差異が認め ら れ る O
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(表13-- 8 ) 調査地区全体の テ ナ ン ト 定潜率 ( カ ッ コ 内 は % )

1991→1994 1994→1997 1999→2002 
オ ブ イ ス 134 (85 . 4) 76 (37 . 6) 96 (53 . 6) 
食 主�とc 等 143 (86 . 1 )  8 9  (49 . 4 )  I 96 (53 . 6) 
1筏 場 等 827 (68 . 5) 473 (36 . 5) 644 (5 5 . 7) 

7上E 庖 77 (83 . 7) 44 (47 . 8) 57 (76 . 0) 
{主 宅 ; 158 (76 . 3) 48 (21 . 2) 44 (36 . 8) 
カ ラ オ ケ ・ ゲ ー ム 2 (66 . 7) 1 1  (50 . 0) 14 (61 . 7) 
そ の 他 45 (84 . 9) 30 (50 . 0) 37 (47 . 4) 

同 明 臼 (64 . 3) 6 ( 18 . 2) 
I 

9 (56 . 6) I 

4 . 灘区の 被災市街地 に お け る 地蔵 の実態
干 山 洋 介 ・ 神戸大学発達科学部教授 チ ー ム の 人 間環境学科 4 回生寺林素乃 氏 は 六 甲 地 区

での定点観測 に 加 え て 、 被災市街地で地蔵 は どの よ う に 存在 し て き た か 、 震 災が地蔵 に 与

え た 影響 は どの よ う な も の な の か を 把握す る フ ィ ー ル ド ワ ー ク を お こ な っ た 。 調査は、 以

前か ら 灘 区 内 の 地蔵 を探訪 し て い る 六 甲 技研の怒憲一氏の情報提供 を 受 け て 進 め ら れた 。

調査区 域 は 、 灘 区 の 、 北 を 阪急神戸線、 告 を 国道43号 で は さ ま れ た 東西 に 細 長 い地 区 で 、

復興土地区画整理事業地区、 市街地再開発事業地区 を 含 ん で い る O

調査は2001 年12月 か ら 2002年 3 月 に か け て現地踏査 に よ る 目 視 と 、 地区内 の神社、 寺 院

への電話 質 問 でお こ な わ れ た 。 こ れ に よ っ て93個所で、地蔵の存在が確認 さ れた 。

さ ら に 2002年 7 月 か ら 12月 に か け て そ れぞれの地蔵 に つ い て 、 そ の 周 辺住民 に 「世話人」

の 有無 を 質 問 し 、 「 世話人がい る J 場合は そ の世話人 に 対 し 、 「世話人がい な い」 場合に は

そ の地蔵の周辺の複数の住民 に対 し て ヒ ア リ ン グ を お こ な っ た 。 ヒ ア リ ン グ対象が発見 で

き な か っ た ケ ー ス 、 ヒ ア リ ン グへ の 協 力 が得 ら れ な か っ た ケ ー ス を 除 く 85個所、 317体の

地蔵 に つ い て 回答 を 得 た 。

1 ) 地蔵の設置状況

調表区域内 に存在が確認 さ れた93個所 の 地蔵の分布 ( 図 1 3 - 1 ) を 見 る と 、 特定地

区 に集 中 す る の で は な く 、 全域 に 分布 し て い る 。 た だ、 復興都市計画事業 区域で は 1

個 所だ け で あ っ た 。

85個 所の地蔵の 世話人に対 し て お こ な っ た ヒ ア リ ン グ調査か ら 、 81笥所で は地蔵 に

花や水 を 供 え 、 掃 除 を お こ な う 世話人の存在が確認 さ れた 。 他 に 複数の人物が世話 を

し て い る ケ ー ス 、 地域全体で管理 を お こ な っ て い る ケ ー ス があ っ た 。 地蔵 は無造作 に

放置 さ れて い る の で は な く 、 住民 に よ る 維持 ・ 管理 を 受 け な が ら 存在 し て い る O

地蔵 に は 「 ご 利益J があ る と 考 え ら れて い る O 地蔵が も っ具体的 な 「 ご利話」 は (表

13- 9 ) に 示 し た 。 1 体の地蔵 に複数の 「 ご、利益」 があ る と さ れ て い る 場合 は そ の す

べ て を カ ウ ン ト し て い る O も っ と も 多 い の は 「子 ど も の 守護 ・ 子育 てJ の地蔵であ り 、
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地蔵の分布 (灘区六甲地区)(図13- 1 )  
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の 地蔵 は 16個 所 で、 こ の 中 に は 震 災 の 犠牲者 の た め に 建

立 さ れ た も の も 含 ま れて い る 。 ほ か に 「安産」 、 「家内 ・ 町 内 安全」 、 「延命長寿」 、 「交

50個 所 で み ら れ る 。 「供養」

通安全」 な ど、 さ ま ざ ま な 「 ご利主主」 がみ ら れ る O

地蔵が設重 さ れた敷地の用 途、 所有関係 を 示 し た の が (表13 - 10) で あ る O 最 も 多

い の が戸建て住宅の26個 所 の 敷地 で あ り 、 次い で道路19個所、 神社 ・ 寺院日鋼所、 共

同住宅 9 個所、 空 き 地 7 個所 で あ っ た 。

{午)地蔵力、、設置 さ れ る 敷地 (単位

φ庁石関係別〉
私 有

日土 話 人 の 所 有 地

世話人の所有地以外

世 話 人 な し i

(表13- 10)

駐
道 路
メ、-，-， 

地蔵の 「 ご利益j

50 
16  

「J 

5 
4 

(表13- 9 )  

養
産

町 内 安 全
寿

公
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敷地の所有関係 を み る と 、 私有地 に 設置 さ れて い る の が56個所で全体 の 6 割 強 を 占

め て い る O 私有地 に設置 さ れ て い る 地蔵の う ち 、 地蔵が所在す る 土地 の 所有者 と 世話

人が異 な る ケ ー ス は 9 個所あ っ た 。 4 割弱の29個所の地蔵 は公有地 に 設 置 さ れて い た 。

多 く の 地蔵が戸建て住宅の敷地 を は じ め と す る 私有 地 に 置 か れ て い る に も かか わ ら

ず、 そ の ほ と ん どが不特定多数の人 々 に と っ て接触可能であ る こ と は興味深い事実で

あ る o 3 個所 の 地蔵 は 、 柵や フ ェ ン ス で 関 わ れ た 敷地内 に量かれて い る が、 残 り の82

個所で は 地蔵は 日 常的 に だれ も が接触す る こ と がで き る 場所 に 配置 さ れ て い る O コ ン

ク リ ー ト の塀 を 敷地 の 内側 に く ぼ ま せ る こ と で道路側 に 閉 口 し た ス ペ ー ス を 設 け、 そ

こ に 地蔵 を 記 っ た戸建て住宅があ り 、 外部空間 に聞 し た壁面 に 地蔵 を 埋 め 込んで建築

さ れた 共 同住 宅 な どの事例がみ ら れた 。 地蔵は地域の共有物 と し て の性格 を 有 し て い

る 。

地蔵 は !日 来 よ り 地域 と の 強 い 関係 を 保 っ て き た 。 現在 で も な お 、 市街地 を 構成 す る

ひ と つ の 要素 と し て 、 各所で地蔵が設置 さ れて い る O

2 ) 震災の影響

地蔵や そ れ を 収め る 堂 の 多 く は震災 に よ り 破壊 さ れ、 あ る い は損傷 し た 。 損壊 し た

地蔵本体の修繕 を お こ な っ た ケ ー ス が 8 個所、 破壊 さ れた 、 あ る い は紛失 し た も の に

代 わ る 新 た な 地蔵 を 建立 し た ケ ー ス が 6 個所、 堂 を 修繕 し た事例が1411m所、 新た に 堂

を 建築 し な お し た ケ ー ス が16鋼所で見 ら れ た (複数体の地蔵が 1 個所 に 集穫 さ れて い

る 場合 こ れ ら の行為 に該 当 す る 地蔵が 1 体で も 認 め ら れた場合、 カ ウ ン ト に 含め て い

る ) 。 地蔵の多 く は 、 震災 を 契機 と し て物 的 に 更新 さ れ た 。

震災復興の過程で、 地蔵 を 別 の場所 に 移動 さ せ る ケ ー ス が発生 し た 。 85個所の地蔵

の う ち 、 何 ら かの 移動があ っ た も の がお個所あ っ た 。

移動の事情 は 、 住宅再建 に と も な う 移設、 rz: ち 退 き に よ る 移動 、 世話人の 転居 に と

も な う 転居先への運搬、 他人への譲渡、 従前 の場所での設置が行政 に 許 可 さ れ な か っ

た た め の 移設 な どがあ る 。

都市計画事業区域内 で は 1 儒所で し か地蔵が躍認で き な か っ た 。 区域内 に 存在 し て

い た 地蔵が消 滅 し た経緯 に つ い て お こ な っ た ヒ ア リ ン グ に よ る と 、 7 個所 の う ち 3 個

所 で は 区画整理後 の 敷地 に お け る 地蔵 の 設置が不 可能で あ っ た た め 地 蔵 は 撤去 さ れ、

あ る い は地区外の 寺 院 に移 さ れ た 。 べ つ の 2 個所 で は 、 区域外へ転 出 し た住民が地蔵

を 転居先 に 運 ん だ。 ほ か に 、 壊れた地蔵の再建計画が発生 し な か っ た個所 も あ っ た 。

事業 区域内 で は 人 口 回復 の停滞が顕著であ り 、 住民の大規模 な 流 出 、 建築制 限等、 さ

ま ざ ま な 規制 の 適用 な どの事態 も 事業 区 域内の地蔵 を 減少 さ せた 要 国 で あ る O

3 ) 地蔵の履塵

地蔵の履歴 を 追跡す る と 、 市街地 で の地蔵が、 ひ ん ぱ ん な 移動 ・ 吏新 の 繰 り 返 し の

も と で存続 し て き た こ と が分か る O
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(衣1:)- 1 1 ) 地蔵の移動履歴 (55ケ ー ス の う ち か ら抄録)
什 �T 在 地 | 事 例 l 
いー ァ 叶 � I iillo: ま と こ記っ て いたが、池を涼 め立てて学校が建設さ れたため 、学校の壁の 郊に池蔵を記っ j同 日 2 i i

; ;

ー '- ' I' W � .... . ''- hI '\ l = t.:.. �_-:' � v' /� ..... '-J . I -^-.- '" !=P.A. '- 'j � { '-- I '- V./ " J . I -^. V -' =. V /  
!-' I� ' -- "-= Irs<.; '-"- ペ

ド ド 郷 田J 1 立 九 迅 き の|祭 地蔵 も い っ し ょ に連れて き たO
同 1 郷 里J 3 I i;'< 廊務理♂: 際 IIつ角 に あ っ た地蔵を l 11j\10rに寄せ集めた。
烏 J� 子一 回r 1 池江 主 と り ιこ E っ てい たが、 J:H'.め立てて公園がつ く ら れたため 、 公開内 に柁っ た。

泉 通 家の庭にnic: っ て い たが、 庭に送路が通る こ と に な っ た ため 、 干IJに地裁を引 き 取る よ う 要請 したが4 I 実現 しなかっ たので、 家 を建て替え た際、 塀の一角 に移動 さ せた。
道路沿い に和 ら れ て いたが、 道路整備の際、 市1Mijが処分に困 っ ていたので土地の 一角

し た。

新在家北町 I 阪神電車。 缶架化 こ と t な う 立ち 退 き の際、 地蔵 も いっ し ょ にi亙れて き たo
一 地蔵 t)jìc: -:: て し 叱場所にマ ン シ ョ ンが建設さ れる こ と に な り 、 市領ij か上 Î'iJ 京 通 3 I ， =W� � . ， .� -ー」 … 出 J 動 させた勺

森 町 1 転同σ 際 地裁 'b \ 三 J ょ に巡れて き た。
フ キご 舟遊ひ d た と き 、 一社が弱 かな く な っ たので潜っ てみる と ウ ナ ギがま き ついた地蔵があ っ て 、森 後 �IT 2 二 品 ニ ニ ~ ニ 三 ぜ
件 I::x.. ' - ' J 最}τ て最日て た と 言われてL 唱 。
j中 古tr I1lJ 2 世話がで き な く な っ た地蔵を託さ れた。

けド i浸 3 だれかが地戯を墓地に貫いてい っ た。 捨てる わけに も いかないのでか盗をつ く っ て配 っ て い る
~ ヱ p 最初l土 5 1抑: 地裁を杷っていたが、 知 ら な い う ち に 2 体増えていた。 法ぷがで き な く な っけ苧 地 通 2 '>- j)<.. V" 三 ; 了 三 回ドナ 岨 “ 持c て き たび だ と 思 う 。
川 ぇ 子 �I] 川 オ倍以 際 か ら流れて き た地j裁を持ち帰っ てi[Jt:っ た。 近所の大工さ んが堂 を つ く っ て く れた。
じ ゃ ー ー パ オ(':きで 恋 さ れ、 ill端 iこ転がっ ていた地蔵をみんなで持ち帰って 、 みかん箱でお堂をつ く っ て秘つI �i 三ILi忌 1 了 Lい u � 町 一ιι伝Iß!H::: ，lÌt:'CJ -C \;， t�川向蔵盆を山め 刊に即仕o 一一 -1

I色 町長:::�iiJ''CJ -c \; ' t�NJlO) 7f \; 'ー豆E包E 二二二 一一
地蔵が設寵 さ れ た と さ れ る 時代 は広範囲 に わ た っ て い る 。 設置時代 に つ い て 具体的

な 回答があ っ た46個所の地蔵 に つ い て み る と 、 昭和時代 に 現在 の場所 に 配 置 さ れ て い

る と さ れ る 地蔵が29個所で も っ と も 多 か っ た 。 大正時代以前か ら と い う 地蔵は 13個所

あ り 、 う ち 2 僧所 は予安時代以前 と さ れ て い た。

平成 に 入 っ て か ら は 4 個所あ り 、 う ち 3 個所 . 5 体の地蔵 は震災後 に 震災犠牲者へ

の供養 と し て記 ら れ た 。 地蔵は遠い過去 に 設置 さ れた古い も の ばか り と は 限 ら な い 。

市街地の 更新が進 む 中 で 、 近年 に お い て は 地蔵の 数が減少 し て い る こ と は事実で は あ

る が、 一方で、 は新た な 地蔵が常 に 建立 さ れ、 地蔵は依然 と し て 存在 し 続 け て い る 。

4 ) 地蔵が存続す る 市街地

地蔵の罷歴 を 踏 ま え て 、 地蔵が存在す る 市信地空間 に つ い て考察す る と 、 地J誌 を 存

在 さ せ て い る 構造が指摘で き る と 思 わ れ る O

第 1 に 、 地蔵は肢史的 に 動 的 に存在 し て き た 。 同 ー の 場所 に安定的 に 存続 し て き た

地蔵は少 な い。 地蔵の移動、 物 的 な 更新、 世話人の入 れ替わ り は !日 来 よ り 何度 も 繰 り
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返 さ れ て き た 。 震災は市街地空間 を 劇 的 な ス ピ ー ド で変化 さ せ た た め 、 地蔵の変化 も

大幅 な も の で あ っ た 。 し か し 、 地蔵の移動や再建 は継続的 に お こ な わ れ て き た も の で

あ り 、 変化 し つ づけ る も の で あ る か ら 、 存続 し つ づけ る と い う 性質 を 有 し て い る こ と

を 示 し て い る O

第 2 に 、 地蔵の実態は多様 で あ る 。 地蔵は公有地 と 私有地の双方 に 設置 さ れ、 そ の

両 方 の 敷地 聞 を 移動 し て き た 。 地蔵は私有地 に あ っ て も 、 だ れ も が接触 で き る 位置 に

配 さ れ る 。 敷地の所有者 と は別 の 人物 に よ っ て 維持管理 さ れて い る 事例 か ら み て も 、

法 的 に 規定 さ れ る 所有概念 で は 説 明 し き れ な い地蔵の多様性が見 て 取 れ る O 地蔵が設

置 さ れ る 際 に は 、 公有地 と 私有地 と の法的 な 区分は さ ほ ど重大な 問題 に は な ら な か っ

た と 推 察 さ れ る O

第 3 に 、 地 蔵 は 人 々 に と っ て撤去 し が た い存在で あ る 。 由 来や治革が分か ら な い 地

蔵の管理 を 続け て い る 世話 人 は 多 い 。 住民が地蔵 を 設置す る 際 に は偶発的 な 出 来事が

端緒 と な っ た ケ ー ス が数多 く あ る O 震災の 緊急時 に お い て も 、 人 々 は地蔵 を 避難所 に

運 び、 損壊 し た 地蔵 を 修繕 し た 。 住民 は 容易 に 地蔵 を 捨て る こ と がで き な い 。 そ の こ

と が地蔵の持続性 に つ な が っ て い る O

震災後の市街地 で は 地蔵の存続 を 困難 に す る 空 間 が拡張 し た こ と に留 意 し て お く 必

要があ る O 都市計画 の復興事業 で は 、 法制度 に 基づい て 空 間 の 整理作業が進行 し た 。

そ こ で は ほ域内 に 地蔵が立地す る こ と は想定 さ れて い な い 。 地蔵 は 制 度 的 な 根拠 を 有

し て い な い か ら で あ る O 経済性 ・ 防災性 な どの観点か ら 見 る と 、 地蔵は無意味 な 存在

で あ る O ヒ ア リ ン グ で は 、 震災時 の 地蔵 に ま つ わ る 話 と し て 「地蔵 さ ん がふ た つ に割

れ た 。 身代 わ り に な っ て く れ た J I古 い 家 だ、 っ た がみ ん な 助 か っ た 。 地蔵 さ んが代 わ

り に倒 れて く れ た 」 な ど 「 ご利益」 があ っ た と 語 ら れて い る O し か し 、 事業の論理は

地蔵の 「 ご利益」 は 考慮 し な い 。

こ の調 査 は 、 地蔵は前近代 的 な も の と し て 消失 し て い く 存在 と は い え ず、 む し ろ 構

造的 な 持続性 を 有す る 存在で あ る こ と を 明 ら か に し た 。 現在 に い た る ま で、 市街地 に

は 地蔵 を 受 け 入れ る 構造が存在 し て い た 。 震災 を 経 て 市街地の 空 間 は 変容 し た 。 事rrた

な 市街地が形成 さ れ る 際、 そ の プ ラ ン ニ ン グ は 地蔵の居場所 を 想定 し て い な い こ と が

あ る O し か し 、 地蔵が持続性 を 持つ も の で あ る な ら ば、 そ の存在 を 前提 と し た プ ラ ン

ニ ン グ の あ り 方 が検討 さ れて よ い と 思 わ れ る O 地蔵 を どの よ う に 取 り 扱 っ て い く か は

重 要 な 主題 と な ろ う O
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は じ め に

震災後、 8 年 を 迎 え 、 ハ ー ド で構成 さ れ る 都市 イ ン フ ラ は 、 表面 的 に は大半が復 旧 の 段

階 を 終 え 、 復興へ と 移行 し た 。 隠 れ た 部分で の修復 は こ の 年 も 行わ れ、 今後 に 備 え で の作

業 も 静か に 続 け ら れ た 。 水道管 の 耐震化 や 、 “ 隠 れ た被災" と 呼 ばれ る 下水道 の管渠 の破

損調査 も 着実 に 進 め ら れ た 。 し か し 、 震災 を 象慨す る 阪神 高速道路僻壊訴訟で尼崎地裁 は

「橋脚 の 欠 陥や管理の不備 は認め ら れな い」 と 、 阪神高速公団 の 主張 を 大幅 に 認 め 、 原 告

の請求 を 棄却 し た 。 復興の 目 玉 と し て花 々 し く 開 業 し た神戸市営地下鉄海岸線 で は 、 利用

者が当初 の予 想、 を 大幅 に 下 回 る と い う 暗 い 数字が出 た 。 ま た 、 震災直後 に紛糾 し た神戸空

港 も 、 中央の政治 家の発言で混乱す る 中 、 工事進捗率 は65% に 達す る な ど、 事実上の完成

に さ ら に一歩近付 い た 年 で あ っ た 。 そ し て 、 放送、 新 聞 は 、 今年 も 被災地 の 現状 と 課題 を

追 い 、 近付 く 南海、 東南海地震への対応 に も 警鐘 を 鳴 ら し た 。
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い尚一 生活イ ン ブ ヲ-

1 . 電気

阪神 ・ 淡路大震災 は 、 電力 の諸施設 を 直撃 し た た め 、 電気 を 基本 に し た 近代生活 を 壊滅

状態 に 縮 れ た 。 未曾有 の 揺 れ は 、 わが国の電気事業の長い歴史 の 中 で最大級の損害 を 電力

供給設備 に 与 え た 。 被害 は 、 阪神 聞 を 中 心 に 淡路 島 か ら 大阪府北部 に ま で 及 び\ 関 西電力

の発電所、 変電所、 配電線 な ど に 影響 し 、 約260万世帯 を 停電 さ せ た 。 医 療 や 防災活動 な

ど に不可欠 な 電気 だ け に復旧 は一刻 を 争 っ た が、 余震の危険、 倒壊家屋 の 妨害、 交通渋滞

な ど立 ち は だ か る 難問 の 中 、 関西電力 は全国の電力会社な どの応援で復旧作業 を 続 け 、 発

生 6 日 後 に は応急送電 を 行 う ま で に な っ た 。 地震発生直後 に 第 一 の 臼 標 に 掲 げた 「応急送

電J は 、 2 ヵ 月 後 に は 「仮復 旧」 に 、 3 ヵ 月 - 1 年後 に は 「本復 旧」 へ の 道程 を 辿 り 、 そ

の 後 は 街づ く り と も 連携 し た 「本格復興J と い う 新 た な段階 に 進 ん だ。

〔電力基盤の構築 を 目 標 に 〕

関西電力 で は 、 利 用 者 な ど に 対 し被災時 に 電気温水器 に あ ら か じ め貯 め て お い た湯が供

給で き た こ と な ど、 震災で得た教訓! を 生か し 下電気の 良 さ 」 を 通 じ た顧客の提案活動 を は

じ め 、 新 た な 電力 設備づ く り な ど様 々 な 提案活動 を 展 開 し た 。 社 内 で も 震災 で の 反省か ら 、

防災体制 の 整備 な ど を 図 る と と も に、 震災 当 時、 「半壊」 と な っ た 「神戸 関 電 ピ、 ル」 も 災

害 に 強い 設計 ・ 地域防災の コ ン セ プ ト か ら 、 2000年 3 月 に新た な 「電力 防 災拠点 ビ、 ル」 と

し て 生 ま れ変 わ り 、 ピ ル の ラ イ ト ア ッ プ を 通 じ て神戸 の復興 し た 町並み を 照 ら し て い る O

利 用 者 に 電気 を i直接供給す る 配電設備 は 、 1996年以降、 街の復興 に合 わ せ て顧客ニ ー ズ

を 反 映 さ せ た復興改修 を 行 っ て き た 。 架空、 地 中 配電設備 は 、 改修の必要 な も の は す で に

完了 し て い る こ と か ら 、 2002年度 は 、 設興再開発等の 大規模 開発や電気の供給信頼度の 向

上 に寄与す る 配電系統運用 シ ス テ ム 機能 の 強化 を 図 っ た 。

大規模 開 発地 で は 「 防災都市機能 を 補充す る 電力基盤 の構築」 を 目 標 と し た。 こ れは震

災 な ど に よ り 防災拠点 と な る 都市機能が麻揮 し な い た め の電力施設づ く り で あ る J高 品 質 、

高信頼度 な 電力 の提供J í都 市景観 に調和 し た 電力 供給 シ ス テ ム の構築」 が理念の 中 心 で 、

大規模 開発 地は 「建物 の 規模が大 き い 、 電力需要 も 安定 し て い る 、 地 中 化 の 要件 を 満 た し

て い る 」 こ と な どか ら 電線共同溝 に も 参画 し 、 開発地内 の 地 中 化 を 進 め た 。 2002年度 も 前

年 か ら 引 き 続 き 、 ]R 六 甲 道駅南、 新 長 田 駅甫、 阪急西宮 北 口 駅周 辺 、 阪神尼崎前 の 各 再

開発 な どで、 供給信頼度の 高 い 「特別高圧常予備受電方式」 な ど を 導入 し て 来 た が、 今後

も 都市機龍 に 対応 し た信頼 さ れ る 電力供給 を 目 指す。

「強 い 電 力 設備づ く り 」 で は 、 最新の IT 技術 を 採用 し た 「高度配電 自 動化 シ ス テ ム 」

の導入 を 図 り 、 「配電系統の高速多段融通機能の 開発J í電力系統監視制御 シ ス テ ム の連携」
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を 実現 し た 。 こ の 「配電系統の高速多段融通機能」 と は 、 停電発生時 に 今 ま で 以 上 に 広 く

民 間 の系統か ら 電力 を 高速 で 段 動融通 さ せ る 機能であ る O ま た 「電力系統監視制御 シ ス テ

ム の連係J と は 、 変電所構内 で停電が発生 し た 時 に 、 変電所か ら 配電線系統 に 至 る ま で の

ゐ速の復 旧操作 を 自 動実行す る こ と で、 変電所停電時の停電時間 を 大幅 に 短縮す る こ と が

で き る も の で あ る 。 こ の シ ス テ ム を 取 り 入れた こ と に よ り 、 震災な どの 非常災害時 に 、 i直

接電気 を 供給す る 配電設備が健全 な 箇所 に つ い て は 、 い ち 早 く 電気 を 供給す る こ と が可能

に な っ た 。

2 . ガ ス

ガス の復旧 は2002年度 も 着実 に進め ら れ た 。 7 年前、 巨大地震 は ガス に も 襲 い か か っ た 。

ガス は 一 日!と め る と 復 旧 す る ま で に 時 間 が掛か る 。 そ の 時、 大阪 ガス の対策本部 は重大な

決断 を 迫 ら れ て い た が、 午前日時30分、 供給停止 を 決め 、 神戸市 を Ij1 心 に 阪 神 間 約86万戸

(表 1 ) 今後の地震対策

争議の韓1111喜子

地採に強い
設備

�Jj If: 

早期の
姦?再開

予 紡 対 策

緊 急 時 対 m 築

護 i日 対 策

ガス設備の樹祭性のさ らなる向上
・ 製造設備
・ 供給設燐

筏紡織発

情報収集機滋の強化
供給停止システムの湾構築
遜億シ ス テ ムの強化
地霊祭被害警予測シ ス テ ムの機築

気結機能の強化
護費客支援

(火阪ガス資料)

の ガ ス が止 め ら れ た 。 た だ 、 幸 い な こ と に 製造所、 高圧幹線な ど基幹設備 へ の 影響 は な く 、

ま た 、 裏波溶譲鋼管や ポ リ エ チ レ ン 管 は健在で、 被害の大 半は低圧の埋設導管 に 集 I tJ し 、

特 に ネ ジ継手 を 中 心 に被害が 出 た 。 復旧 は厳 し い作業環境 だ っ たが、 85 日 後 の 4 月 日 日 に

は 、 家屋の倒壊な ど に よ り 連絡の取 れ な い ケ ー ス を 除 き 、 復旧 を 完了 さ せ た 。

l}-:f ご と の ガ ス を 白 動遮断す る マ イ コ ン メ ー タ ー が、 ガス 漏 れ に よ る 2 次災害 を 坊 ぐ こ
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と が分か っ た よ う に 、 震災 は貴 重な教訓 を 数多 く 残 し た 。 ①発生初期 に ブ ロ ッ ク ご と の 地

震動 や 主 要 ラ イ ン の導管圧力 の清報 を 、 無線 な どで収集可能 に す る ②地震動が一定値 (SI

値60 カ イ ン ) 以 上 に な っ た 持 、 低圧 ガス の供給が自 動 的 に 止 ま る 遮断 シ ス テ ム を 構築す る

③地震動 の 規模 に応 じ た き め細かい ブ ロ ッ ク の 供給停止 ・ 継続が出 来 る よ う に ブ ロ ッ ク を

細分化す る ーな どが今後の 課題 と な っ た 。 そ し て 、 震災の被害や護旧 の 経験 を 元 に 、 1996

年 に 「予防J r緊急、J r復旧」 の 3 点か ら な る 「地震対策 5 ヵ 年討画」 が策定 さ れたが、 2000

年度ですべ て 完 了 し 、 2002年度 も 引 き 続 き 万全の対策が施 さ れた 。

「予 防対策」 は地震 に 強 い設備づ く り で 、 中 圧導管 は 、 継子部 の 補強 や 入 れ替 え を 実施

し 、 低圧導管 は 、 耐震性 に 優 れた ポ リ エ チ レ ン 管 や G M管の導入加速 を 行 い 、 既設管 も

画 的 に ポ リ エ チ レ ン 管等 に 入 れ替 え 、 内管 に は ポ リ エ チ レ ン 管、 ガス 用 ス テ ン レ ス 鋼 フ レ

キ シ ブ ル 管 を 使用 す る な ど で あ る 。 5 ヵ 年 計 画 の 推 進 に よ り 震 災 当 時、 敷設延長約

1 ，  200 km 中 、 低圧 ガ ス 管 に 占 め る 割合が約 3 % に 過 ぎ な か っ た ポ リ エ チ レ ン 管 の総延長 は 、

2002年度末で7 ， 07 l km に ま で延び、 低圧 ガ ス 管 に 占 め る 割合 も 約16 . 5 % に 増 え た 。

〔 マ イ コ ン メ ー タ ー の普及率 は ほ ぼ1 00% に 〕

「緊急対策」 は 、 2 次災害の防止で、 あ る 。 地震 で被害 を 受 け た 地域の ガ ス の供給 を 停止ー

し 、 被害の な い地域 に ガ ス を 供給す る ハ ー ド 、 ソ フ ト と し て 、 次の 4 項 目 に 取 り 組ん だ。

第 l に 「地震計ーの増設」 で 、 震災時 に 34 ヵ 所 だ っ た 地震計 を 233 ヵ 所 に 増 や し て デー タ を

細 密 に し 、 供給の停止、 続行 を 速や か に 判 断で き る よ う に し た 。 コ ン ビ ュ ー タ ー シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン シ ス テ ム に 自 動 入力 さ せ、 導管の被害状況 を 早 く 把握 で き る よ う に し 、 さ ら に 、 地

震計の 測 定値 を 元 に メ ッ シ ュ ( 1 メ ッ シ ュ 300t n:) 単位で の 導管 の被害、 建物関壊数 を 推

(図 1 ) ガ ス の供給f亭止 シ ス テ ム

地震発生とiまiま開時
くマイコン遮断〉

震度5議 以 上 の 地震を感知した
ら 匂 マ イコ ンメーターがお客さま�
のガスを喜撃ちに止めま す 。
ガスメーターの99%以上 がこのマ

イコンメーターです。

地震発生じまぼ問時
〈盟p時供給停止〉

地震発生後遺やかに
く緊怒供給停止〉

地震計 の穫が一 定(60カ イン)以 ガス管に大ぎな被警 が と告 で、 緊 急
上 !こなった地域 i主 、 5万戸主要伎で にガス停止 が必喜警な地滋[; L 10万

議)がガスを
すべて の 中 ff8�愛ff著書(2746引が すべて の や EEA重量EE著書(338引がこ

こ の 機能を持つτいます。 の機能?を持ってい蕊す。

(大阪ガス資料)

第九草 @ 都 市 イ ン フ ラ 587 



定で き る よ う に 「被害予測 シ ス テ ム 」 を 作 り 替 え た 。 入力 済 み の 地盤の特性や 、 木造建造

物 な どの数値 を 生 か し 、 地震発生後約15分で全エ リ ア (約 3 万 メ ッ シ ュ ) の シ ミ ュ レ ー シ ョ

ン を 可 能 に し 、 巡 回 点検す る ブ ロ ッ ク の 優先順位や修繕体制 ま で検討で き る よ う に し た 。

そ の 上で、 新 た に供給の停 止か ら 復 旧 ま での 日 数 な ど を 試算す る 「供給停止判 断支援 シ ス

テ ム j も 能 り 上 げ た 。

(表 2 ) 主 な地震対策の進捗状況 (2003年 3 月 末実績)

地震計の増設

マ イ コ ン メ ー タ ー
の普及促進

は平成 8 年度中 に設霞 !

は平成11年度中 に設置

ァ ク 程度 に総分化

供給遮断シ ス テ ム | ス ーパーブロ ッ ク (供 | ・ 中圧 A ガパナ (約300 カ 所)
の構築 | 給 エ リ ア を 8 つ に 区 | に迷漏遮断装置を設置

分) のみ遠隔遮断装置 1 ・ 中FEB ガパナ (約2 ， 700 カ所)
を 設置 j に感震遮断装置を設置

1 ・ 中央指令サブセ ン タ ー を建設• '1可搬衛尽通信設備を35カ 所、
衛星通信事を 2 台配備

末進捗実績
・ 敷設延長 約7 ， 07 l km
・ 低圧ガス管 に 占 め る ボ リ

レ ン管の割合は約16 . 5%

• 126フ、ロ ッ ク ま

. ，玄関遮断装置343 カ

. 感震遮断装置2

- 京都にサブセ ン タ
( H 10年 3 月 30 B
・ ロJ搬衛星通信設備 を30カ所、
衛星通信車を 2 台配備完了
( H 10年度末完了)

(大阪ガス資料)

次が、 「供給遮断 シ ス テ ム の再構築」 で 、 従来 は ス ー パ ー ブ ロ ッ ク 遮 断 シ ス テ ム (全供

給地域 を 8 分類) と マ イ コ ン メ ー タ ー 遮断 シ ス テ ム ( 1 戸 ご と ) の 2 段階 だ っ た が、 5 カ

年計画で新 し く ミ ド ル 、 リ ト ル ブ ロ ッ ク の 2 遮断 シ ス テ ム を 加 え た 。 2002年度で遠隔遮断

装畳 ( 中 圧 A ガパナ に設置) は340 ヵ 所 に 、 感震遮断装置 ( 中 圧 B ガパナ に 設置) は2 ， 780 ヵ

所 に増 え た 。 震災時 に 防災面 で威力 を 発揮 し た マ イ コ ン メ ー タ ー ( 各戸への ガ ス を感震 セ

ン サ ー で遮断す る 装龍) の導入 も 進 め 、 震災前75 % だ、 っ た 普及率は前年 よ り 0 . 4 % ア ッ プ し 、

2002年度末で99 . 5 % と 概算で100% ま で に進 め た 。

第 3 は 「 ブ ロ ッ ク の細分イヒ」 で あ る O 低圧導管絹 に ブ ロ ッ ク を 設 け る こ と で ブ ロ ッ ク 単

位の供給の停止 ・ 継続が可能 に な り 、 小範囲への対応がで き る よ う に な っ た 。

最後に 「 緊急時通信指令 シ ス テ ム の 強化」 で 、 今度の震災の よ う な 大災害 で は発生時の

災害情報 の 収集、 情報発信 は 大阪 ガス の本社中央指令室 で行 う が、 災害が本社近郊で発生
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し 、 本社の 緊急操作用通信設備や コ ン ビ ュ ー タ ー 機能 に 被害が及 ん だ場合 に 、 命令系統が

壊滅す る 危険 に備 え 、 パ ッ ク ア ッ プ機能 を持つサ ブセ ン タ ー を 京都市内 に建設 し 1998年 3

月 か ら 稼働 し て い る 。

大阪 ガ ス の 兵庫地区 ( I日兵庫支社管 内 。 豊 岡市 を 捻 く 兵産県全域) の取 り 付 け メ ー タ ー

数 は 、 震災前の 1994年12月 に は 家庭用 125万3 ， 700戸 だ、 っ た が、 震災の影響な どで震災発生

直後は 12万戸 も 減少 し て い た が、 そ の後、 順調 に復活 を 続 け2002年 3 月 に は 141万8 ， 600戸

と 、 震災前 の 1 13 % に 戻 っ た 。 業務用 も 震災前比 で106% と 増加 し 、 工業用 も 105% と 、 か

な り 田復 し た 。

県下の 災害救助法適用 自 治体の取付 メ ー タ ー 数 は 、 震災前後で表 4 の 通 り だが、 神戸市

の 長 田 区 が震災前 の 数字 ま で 回復 し な い状態が続い た 。

(表 3 ) 兵康地区の取イサ メ ー タ ー 数

震 災 前 滅失戸数 現 �.大
94年12月 02年 3 月

家 庭 用 1 ， 253 . 7  120 . 4  1 ， 418 . 6  
業 務 用 53 . 2  5 . 5  56 . 4  
工 業 用 3 . 8  0 . 5  4 . 0  

よ口〉 言十 1 ， 31 0 . 6  126 . 3  1 ， 478 . 9  

(表 4 ) 行政区別取イサ メ ー タ ー 数 (災害救助法適用 自 治体)

震 災 前 滅失戸数 現 状
例年12月 02年 3 月

宝 塚 市 75 . 7  4 . 9  89 . 2  
J I I 西 市 i 39 . 1  0 . 7  47 . 8  
伊 丹 市 i 61 . 1  1 . 7  73 . 5  
尼 崎 市 206 . 8  4 . 0  224 . 2  
西 宮 市 172 . 5  23 . 8  200 . 7  
芦 屋 市 37 . 6  5 . 9  4 1 . 7 
神 戸 市 626 . 5  84 . 4  681 . 2  

東 灘 区 86 . 6  1 9 . 6  94 . 7  
灘 区 63 . 5  1 5 . 8  67 . 5  
中 央 区 70 . 5  7 . 2  77 . 6  

i 兵 庫 区 63 . 2  1 2 . 0  63 . 2  
! 長 田 区 64 . 6  19 . 6  56 . 6  

� 竺垂竺水 E氏 70 . 6  9 . 1  73 . 3  
88 . 1  0 . 8  97 . 1  

西 区 52 . 4  0 . 1  72 . 9  
北 区 67 . 1  0 . 2  78 . 3  

明 石 市 66 . 8  1 . 0  82 . 2  
メ口ミ、 言十 1 ， 286 . 2  126 . 3  1 ， 440 . 5  

渓 災 前
l�� 異

164 . 9  
3 . 2  
0 . 2  

168 . 3  

震 災 前
差 異

13 . 5  
8 . 7  

1 2 . 4  
1 7 . 4  
28 . 2  
4 . 1  

54 . 7  
8 . 1  
4 . 0  
7 . 1  

。
"" 8 
2 . 7  

9 
20 . 5  
1 1 .  2 
1 5 . 4  

1 54 . 3  

(千戸)

震災前比ネ

113% 
106% 
105% 
113% 

(大仮 ガ ス 資料)

(千戸)

118% 
122% 
120% 
108% 
1 1 6% 
1 1 1  % 
109% 
109% 
106% 
110% 
100% 
88% 

104% 
110% 
139% 
117% 
123% 
112% 

(大阪 ガ ス 資料)
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1 1 月 か ら 神戸 市 と 大阪 ガス は 、 1 人暮 ら し の 高齢者宅の ガ ス 使用料 を メ ー ル で連絡す る

こ と に よ り 安否確認 に役立 て る サ ー ピ ス を 始 め た 。 東難区 の 一部で、試験的 に ス タ ー ト し た

も の で 、 今 ま で、 の 民生委員 が 1 軒ずつ 訪 問 す る “人 海戦術" に 代 わ り 、 IT 技術で補 う 全

国初の取 り 組み 。 将 来 は対象地域 を 拡大 し 、 震災復興住宅 な ど に住 む被災高齢者対策への

活用 も 期待 さ れて い る 。 同 ガ ス が開発 し た 通信機能付 き ガス メ ー タ ー と 電話 回 報 を 利 用 し 、

同社の24時 間 監視 セ ン タ ー が ガ ス 使用 量 を チ ェ ッ ク 。 デー タ を 最寄 り の在宅介護セ ン タ ー

に メ ー ル で送信、 使用量がゼ ロ や極端 に 少 な い場合、 見守 り 推進員 が駆け付 け る も の O デー

タ は 、 離れて暮 ら す 家族の携帯電話 に も 送信 出 来 る 。 ガス メ ー タ ー に よ る 同様の 通報 シ ス

テ ム は 、 東京ガス が単独で10月 か ら ー椴向 け に サ ー ビ ス を 開始、 大阪ガス も 1 1 月 か ら 有料

で一般導入 し て い る 。

3 . 上水道
寂神 間 の 各市 の 水道施設は 地震で、大 き な 影響 を 受 け 、 ほ ぼ全域で 断水が起 き た 。 施設へ

の損傷や 阪神水道の 送水停止 な ど に よ る も の だが、 断水が長ヲ | い た 最大の原 因 は 、 配本池

や 送水 ト ン ネ ル の損壊で は な く 、 給 ・ 配水管の 弱 さ に あ っ た 。 神戸 市の場合、 古 い水道管

を 材 質 の 優 れ た ダ ク タ イ ル管 に 交換す る 工事 を 長年続け て 来 た が、 震災で は 、 管 と 管 と の

接続部が外れ る 「継手の抜け」 が多 く 発生 し 、 こ れが被害 を 大 き く し た 。 ま た 、 緊急時 に

必 要 な 水量 は 日 時 を 経過す る に 連 れて増加 し 、 タ ン ク 車 で、の 運搬給水 も 増 え る 一方 の使用

に 対応 で き な い こ と な とぞが分か つ た 。 震災直後 に神戸市水道局 は 、 「神戸 市水道施設

耐震化基本計画」 を 策定 し 、 市民が安心 し て水道 を 使 え る た め の 5 つ の計画 H 標 を 立て 、

今後15年での酎震化事業 を 決め 、 直 ち に 実施 に 移 っ た 。

(凶 2 ) 配水管材質別延長の推移
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(神戸 市水道局資料)

〔全市の 9 2 % を 夕、 ク タ イ ル管に交換〕

計両の 中 心 は水道管の耐震化で 、 2002年度 も 非耐震の鋳鉄管か ら 耐震性の 高 い ダ ク タ イ

ル 管へ の 交換が続 け ら れ、 も っ と も 古い タ イ プの レ ベ ル 3 (非耐 震管路) は 14 . 3 krni�
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米転換は 357 . 9 kmで、 市全体 に 占 め る 割合 も 8 . 0む に な っ た 。 材質の優れた レ ベ ル 2 の ダ ク

タ イ ル管 も 、 前年 よ り 25 . 8 km減 り 3 ， 030 . 3 km に な り 、 材質 ・ 構造的 に 最優秀の レ ベ ル 1 (謝

震継子 の ダ ク タ イ ル 管 や 溶接継手の鋸管等) は93 . 8 km増 え 1 ， 075 . 4  km に 延 び、て全体 の 24 . 1

与 を 占 め た 。 1 900年 ( 明 治33年) に創設 さ れ た 同 市の水道 は 1958年 に は早 く も 管 を 取替 え

る と い う 細 や か な 対応、 と 努力 を 穣み 重 ね た結果、 材質 に 優れ た ダ ク タ イ ル 管 の全市比率 を

92 . O��ト に ま で、 高 め た の で あ る O

神戸市の水道水の 4 分の 3 は 、 六 甲 山 中 を 縦断す る 2 本 の 送水 ト ン ネ ル を 通 じ て ら れ

る 淀川 ! の 水 だが、 同 市 は 災害時 に 備 え 、 第 3 の ル ー ト と し て新 ラ イ ン 「大容註送水行 ; を

建設 し て き た 。 震 災時、 配水管がす断 さ れ生活用 水が IL ま っ た が、 緊急時 に 水 を 供給す る

配水池が市街地か ら 離 れ て い た た め 、 交通網の寸断 も 加 わ り 71<.の 供給が遅 れ 、 震 災後の完

全復 旧 に 10週 間 以上 を 要 し た 。 神 戸市は 1998年 か ら 総事業費450億 円 を 投 じ 、 芦屋市境の

東灘区森南 町 か ら 兵庫区楠谷町の奥平野浄水場 ま で の 1 3 . 7 km (本線) と 、 給水拠点 の 整備

を 進 め て い る 。 こ れ は 、 単 に水 を 送 る だ け で な く 貯留機能 も 合わせ持 っ て い る か ら 、 運撮

給水が難 し く な る 緊急時 に市街地の 防災拠点 と 結べ ば応急給水が可能 に な る し 、 配水j也が

被 災 し た場合に は直接配水 に 切 り 替 え 、 早急 に 水 を 送 れ る と い う メ リ ッ ト があ る O

2003年 3 月 に 「第 1 工区 (芦屋市境~ 住吉川左岸) J 約 3 . 8九 の 送水管 と 、 災害時 に 地 ド

に 貯留 し た 飲料水 を 供給す る こ と の で き る 本 出 南 、 住吉川 の応急給水拠点 2 ヵ 所が完成 し

た 。 今後 は 、 2010年度 の 完成 を 目 標 に 、 奥平野浄水場 ま で の 工事 を 進 め て 行 く 。 「大容量

送水管」 は 、 将来は “水の大幹線" と し て大阪湾岸各市 と を 繋 ぎ、 相互広 域 を パ ッ ク ア ッ

プす る シ ス テ ム に ま で発展す る 可能性 を 持 ち 、 災害時 に は 大 き な 威力 を 発揮す る も の と 期

( 関 3 ) 大容量送水管の イ メ ー ジ図

(神戸市水道局 資料 )
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待 さ れて い る 。

緊急貯留 シ ス テ ム の 整備 も 進 ん だ。 震災が発生す る と 、 異平野管理セ ン タ ー か ら の指令

で配水池の 緊急、遮断弁が 自 動 的 に 閉鎖 し 、 配水が停止す る 。 遮断弁 は 2 つ以上 の 池 を 持つ

配水池の一方 の 池 に 設置 さ れて お り 、

(図 4 ) 住吉J I I立坑での利用 イ メ ー ジ‘」

( 神戸 市水道局資料)

ι 下水道

も し 閉 鎖 さ れて も 残 り の 治 か ら の 配水

は続け ら れ消火用 水 な ど に 利用 さ れ る O

埋立地 な ど配水池の な い 場所で は 、 地

下 に 大型 の 貯水槽 な ど を 設置 し て給水

基地 に し て い る 。 各配水池で、 は市民 l

人 当 た り 必要最低限 ( 1 日 3 μ X 7 日

分) の 飲料水が確保 さ れ、 緊急の場合、

こ こ が運搬給水基地 と な り 貯留 さ れ た

水 は タ ン ク 車で居辺住民 に 供給 さ れ る 。

運搬給水基地 は全市 に 47 ヵ 所設 け る 予

定だが、 2002年度 ま で に34 ヵ 所が建設

さ れた 。

震災 は 阪神 間 8 都市の 下水処理場、 ポ ン プ場 を 在撃 し 、 傷 つ い た 管 渠 の 延長 は 316km に

達 し た 。 中 で も 最大 の 被害 を 受 け た の が神戸 市 で 、 汚水管 の 延長3 ， 315 kmの う ち 63kmが被

災 し 、 壊滅的 だ、 っ た東灘処理場 を 筆頭 に 、 市内 7 処理場 の う ち 3 処理場 の機能が停止、 低

下 し た 。 他の施設が震災後 5 ヵ 月 以内 で応急復旧 を 終 え た の に 、 東灘処理場の 複 18工事が

完了 し た の は 、 1999年 に 入 っ て か ら で あ っ た 。

1994年度 に 策定 さ れ た 「神戸市下水道長期計画基本構想、」 は 、 震災の経験 を 折 り 込ん で

2 年後 に 改訂 さ れ、 新 し く 「災害 に 強 い 下水道j な どの項 目 が追加 さ れた 。

神戸市 の 下水道 は 、 1868年の神戸 開港後、 外国人居留 地 に 設置 さ れ た の が始 ま り だが、

本格的 な 下水道 は 、 太平洋戦争が終 わ っ た 1951 年 に 生 閏 低 区 汚水幹線が着 二: さ れ た 時 で

あ っ た 。 長 い 授 史 を 持つ神戸市の 下水道だが、 2001年が神戸市の公共下水道敷設50周 年 に

当 た る な ど記念すべ き 年 だ、 っ た た め 、 新 し く 「 こ う べ ア ク ア プ ラ ン 」 を 策定 し 、 5 つ の役

割 を 決め て 市民 に 親 し め る 下水道づ く り を 進 め た 。

「 ア ク ア プ ラ ン 」 に よ る 新 し い役割 は 、 ①震災やi受水 な ど の 災害 に 強 い 下水道②海や 川

の水質 を よ り 向上 さ せ る た め の 下水 の 高度処理③汚水 を 処理す る 際 に発生す る 汚泥や処理

水 な ど の 下水道資源 の 活用 ④ イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 降雨情報 の 配信 や 下水道管 の 中 に 光

フ ァ イ パ ー を 敷設 す る 高度情報化③老朽化 し た下水道管や 処理場 な どの改築 ・ 更新 の 5

本柱であ る O
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(関 5 ) 神戸市下水道長期計廼基本構想

市民の環境への意識が高 ま る な か、 下水道は枚々 な側面 か
ら ま ち づ く り に 京献す る こ と がで き ま す。

神 戸 市下水道長期計画蒸本構想、 は 、 21 世紀の 下水道事業の
進 むべ き 方 向 を 定 め た も の で す 。
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処 f雫 本 政 の 1九 段 1t 圃圃酔酬@ よ il 高度な処j引払誌の事係一全量点賀高度化
晶圃@初期�;Ht，jìij 時 仙 の削減

干 本 道 資 源 の 1汚 jlj 圃圃噌醐欄8i1.i!足のiブJ ヰr的処 'ftìIJ;!{!:: lOü%
島国@舟!L;Jí.. nf，高梓iílせな I古111
島田_TJÌ(jiio 、 )1 号 、 (l)前JiI

裂 し ま れ 乙 下 水 道 の 推 ifL 圃圃--新 L \1')]、科i押;動的
島田@舷 心 あ る FR 胎iれ主的 允J人

く ら し を 高 め 、 災 叫 に も ー--旅 間的活用
��l月j で き る ド水道ぴ)拡進 &醐@身 水環境の苧繍

(神戸 市建設局資料)

( 岡 山 下水道の新 し い役割

下水道の新 しい役割
⑦震災や浸水などの災害に強い下水道

海や川 iの水質をよ り 階上合せるための下水の高度処理

③汚水を処理する擦に発生する汚j尼や処理水などの下水道資源の活用

④イ ンターネ ッ ト に よる降雨情報の配信や、 下水道管の中に光フ ァ イ J'\ーを敷設する高度情報化

⑤老朽化 し た下水道管や処理場などの改築 ・ 更新

(神戸市建設局資料 )

同 プ ラ ン に よ る 新 し い役割の第 1 は 〈災害への 強 さ 〉 で あ る O 下水道が機能低下 し て 運

転不能 に な る と 、 市民の 日 常 生活への 影響が極め て 高 い施設だ か ら 、 新 し く 建設す る 施設

に は耐震性 を 重視 し た 設計 を 施す ほ か、 既存の施設 も 順次、 耐震診断 ・ 改修 を 行 う こ と に

し た 。 神戸市の 下水処理施設は供用 開始が昭和30年一40年代 と 古 く 、 耐震性が危倶 さ れ る

施設が多 い こ と か ら 、 耐震化 目 標 を レ ベ ル 2 (震度 7 を 想定) に 上 げ、 一 時 的 な 停止 は あ っ

て も 復 旧 に 時 間 が掛か ら な い こ と を 基本 に し た 。 施設の 強化で は 、 2002年度 も 前年 に 引 き

続 き 各処理場の 耐震対策 を 進め た ほ か、 水処理導水管の 複数系列化、 高圧電気ケ ー ブル の
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2 ル ー ト 化、 管廊遮水壁 に よ る 処理施設 の ブ ロ ッ ク 化 な ど を 行 っ た 。 一方、 老朽施設の改

築 で は 、 処理場 ・ ポ ン プ場 な ど f)k道施設 は 、 下水 の 環境条件 の 開題か ら 一般 の施設 に 比

べ劣化が早 い{頃 向があ る 半面、 施設は老朽化 し で も 休む こ と な く 機能 を 発揮す る 宿命 を 持

つ O そ こ で建設年度の古い施設 と 、 沈 F、 腐食な ど劣化症状が明 ら か な 施設 の 劣化診断 を

行 い 、 改築が必要で標準耐用 年 数 を 過 ぎ た も の は 、 内部の設備機器の改造時期 と 合わせ、

改築計画 を 検討 し た 。

第 2 の 〈高度処理〉 で は 、 豊富 な 水資源 と 処理場 な どの持つ広 い ス ペ ー ス を 、 非常時 は

も ち ろ ん 臼 常 的 に も 活用 す る も の O 処理場上部の公園への利用 、 処理水 を 生 か し た “せせ

ら ぎ" づ く り な どで、 市民 に 憩 い や安 ら ぎ の場 を 提供す る 。

兵庫区松本地区 のせせ ら ぎ空間 (神戸 市建設局資料 )

き れい な水 に よ る 潤 い の あ る 街づ く り は 、 1998年度‘ の 垂水処理場 「恋人岬 ~ ピ オ ト ー ブコ 、

1999年度 の 玉津処理場の 「水車 と せせ ら ぎ の 散歩道」 に 続 き 、 前年度 の 9 月 に は 兵庫 民松

本地区 ま でへの高 度処理水 の 送水 を 完成 さ せ た 。 2002年 4 月 に 、 こ の 送水を 生 か し た小水

力 発電がス タ ー ト し た 。 鈴 蘭 台 処理場で発生す る 1 日 1 万6 ， 000 ト ン の 高度処理水 を 約 4

南 の 湊) 1 1 ポ ン プ場 に 送 り 、 約65t;;:の高低差 を 利用 し て水車 を 回転 さ せ て発電す る 。 発生電

力 は約47万九 「 で ポ ン プ場の 電力 を ま か な う ほ か余剰電力 は 関西電力 に 売却す る O こ れ は

省 エ ネ ル ギ ー ・ 省資源への取 り 組み の A つ で あ り 、 ま た 、 コ ス ト 削 減 も 目 的 と し て い る O

さ ら に 、 こ の水 を 新湊川 の 維持用水 に {吏用 し た後、 震災復興区画整理事業 を 展 開 し て い る
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兵庫 亙松本通 を 流れ る “せせ ら ぎ防 火用水" に 再利用 さ れ、 瑞 々 し い 景観 を 創 る な ど地域

の コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り に 貢献 し た 。 こ の 「高度処理水が意Jj造す る 循環型社 会 と 震災復興

の ま ち づ く り 」 は2002年度の 国 土交通大毘賞 くい き い き 下水道賞〉 を 受賞 し た 。

第 3 の 〈資源の活用〉 は 、 下水道が持つ水、 熱、 汚泥な ど を 貴重 な 資源 と し て有効 に生

か そ う と す る も の。 ポ ー ト ア イ ラ ン ド 、 六 甲 ア イ ラ ン ド で、 は 高度処理水 を 再生水 と し て有

効利用 し 、 汚水 を 処理す る 際 に発生す る 汚泥の 焼却灰 を ア ス フ ア ル ト 舗装 や イ ン タ ー ロ ッ

キ ン グ ブ ロ ッ ク の材料 と し て 再利用 し て い る が、 2002年度 に は利用 率 を 46 . 9 % に ま で高 め

た 。 ま た 、 処理場の施設空間 な ど広 い ス ペ ー ス を 活用 し て 、 市民 に憩い や 安 ら ぎの場 を 提

供 し て い る 。

第 4 の 〈高度情報化〉 で は 降雨情報 シ ス テ ム 「 レ イ ン マ ッ プ こ う べ」 を イ ン タ ー ネ ッ ト

で発信 し た 。 近畿圏 や 市 内 の 持雨状況 を 各家庭か ら 調べ る こ と の 出 来 る ホ ー ム ペ ー ジ を 開

設 し 、 時 間毎 の 降雨量 を 4 つ の段 階 に 分 け て 表示 し た 。 レ ジ ャ ー や洗濯 な ど各家庭で も 活

用 出 来 る ほ か防 災 に も 役立つ情報だが、 従来の気象情報で は得 ら れ な い局 地 的 な 集 中 豪雨

に も 対応 し て い る と こ ろ か ら 、 ア ク セ ス 件数 は 年 々 増加。 2002年度 は携帯電話への 配信 も

開始 し た た め 、 件数は 143万件 と 前年 の 2 倍近 く に 達 し た 。 ま た 、 下水道光 フ ァ イ パ ー は

下水管 中 の 空 間 を 生 か し て 光 フ ァ イ パ ー ケ ー ブル を 敷 き 、 下水道の効率 的 な 運転管理な ど

高 度情報化 に 対応す る ほ か、 圏 、 地方 自 治体、 第 一種電気通信事業者、 有線テ レ ビ放送施

設者な ど に も 開放す る も の o 2002年度 ま で に東遊 園地 ~ 本庁舎内 と 、 鈴蘭 台 ~ 西部処理場

開 の 光 フ ァ イ パー を 敷設、 2003年度 に は本庁舎~ 西部処理場 ~ ポ ー ト ア イ ラ ン ド処理場~

東灘処理場 を 結ぶ。

第 5 の 〈改築 ・ 更新〉 は 、 2002年度末の神戸市の ド水管渠延長 は 汚水3 ， 802 km、 雨水591 km

だが、 敷設後40年以上の管渠が173 km以上含 ま れ、 年数の経過 に よ る 劣化の 著 し い の が特長。

管渠の耐用年数は約50年 と 言 わ れ る が、 震災後 の 調査 に よ る と 最短で35年、 一方、 ヒ ュ ー

ム 管の耐用年数は約80年 ま で延命出 来 る こ と が分か つ た 。

便所の水洗化 も 着 々 進 め ら れた 。 人 口 普及 率 は 99 . 8% と 、 ほ ほ100% を 達成 し 、 2005守

度 I中や に は全 市水i洗先化の 目 標 を 完成 さ せ る O 震災時、 被災地での ト イ レ不足 に 泣 か さ れた教

訓i か ら 「公共下水道 を 利用 し た仮設 ト イ レ 」 の 整備 も 進 め ら れた 。 小 ・ 中 学校 な ど指定避

難所 に仮設 ト イ レ 用 埋設管 を 設置 し 、 備蓄倉庫 な ど に上屋パ ネ ル と ポ ー タ ブ ル形式の鈍器

と を 保管 し 、 災害時 に マ ン ホ ー ル 上 に 組 み 立 て る も の で 、 300基が 日 標。 施工方法 は 、 公

共 ド水道管渠 を 敷地内 に 引 込み マ ン ホ ー ル を 設置す る 「幹線通過型」 と 、 排水設需 を 設置

し プー ル 用 水 な ど を 貯留水 と し て 利用 す る か、 将 来 は 雨水貯留施設 と 併設 し 雨水利泊 も 検

討す る 「貯留型」 の 2 種類があ る 。
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〔被災管渠824kmの調 査 を 実施〕

被災管渠の確認作業 は 、 震災か ら 8 年 を 経た2002年度 も 引 き 続 き 行 わ れ た。 震災直後 に

総悠長1 ， 278 kmの枝線 を 緊急点検 し た 持、 補修が必 要 な 管 の ひ び割れ、 沈下、 接合部分の

ズ レ な とずが約63kmあ る こ と が分か り 、 緊急復 旧 工事 を 行 っ た 。 し か し 、 緊急復 旧 の 際だ け

に 修復 は も ち ろ ん 、 詳細 な 調査 も 十分 な 時間 が取れず、 さ ら に検査 は 目 視が 中 心 だ、 っ た た

め 、 管 の 奥 や 湾 曲 し て い る 部分の正確 な 被害 は 不 明 の ま ま 残 さ れ て い た 。 し か も 管 は敷設

(表 5 ) 神戸市の公共下水道整備状況

平成13年度末

⑬汚水管渠延長
⑬雨氷管渠延長
⑫処理場処理能力

3 

55 ， 028ha 
1 9 ， 76211a 

， 450ha 

1 2 ， 007ha 
1 7 ， 603 ， 3ha 

83 ， 6%  

平成14年度末
55 ， 069ha 
1 9 ， 9 11 ha 

12 ， 007ha 
17 ， 789 ， 9ha 

83 ， 7%  

(平成14年度末決算)
増 減

41ha 
1 49ha 

5 ， 869人

i主 ④全市人口 は 、 直近国勢調資結果をさ走礎に、 毎月 の住民基本台帳及び外国人資録のijj出 を加減 し算出 し
た 「推計人OJ を用いている

⑥処理区域内人口、 ⑧水洗化人口は推計人口ベース
⑤水洗化対象戸数、 ⑬水洗化済戸数は事業所含む
⑫処理区域箇穣は 下水道法第 9 条第 2 項に よ る 公示面積
⑬汚水管整備済面積の う ち 、 合流区域344ha ，訴主主区域1 ， 132 . 6 I1a， 新市街地5 ，324 . 7ha
⑬面積普及率は市街化調整広域を徐 く (14末 : (⑬17 ， 789 . 9� 1 ， 132 . 6)�②1 9 ， 9 1 1  =83 .  66% ) 
⑬雨水対策整備i済面積について、 再整備未完了地域は国積 X 1/2を計 と
⑫雨水対策整備本は⑬10 ， 506 . 17�整備対象面積14 ， 773=7l . 48%
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後30年 を 超す老朽管が多 く 、 放置す る と 道路の 陥没や不明水の増加 な ど に 繋 が る 恐れがあ

る た め 、 1996年度か ら リ モ コ ン 操作 の 自 走式テ レ ゼ カ メ ラ を 使 っ た本格的 調 査 を 全区 詞 で

始 め た結果、 震災直後 に は発見 出 来 な か っ た亀裂や 継 ぎ 日 の ズ レ を 発見す る な ど、 大 き な

成果 を 上 げ た。 い わ ゆ る “ 隠 れ た被災" で あ る O こ の た め 、 2002年 ま で に被災対象管渠1 ， 278km

の う ち 824 kmの調査 を 行 っ た 。 こ れ ま で の調査で も 、 大 口径合流管渠 で コ ン ク リ ー ト の劣

化 や 、 ジ ョ イ ン ト 部 で没入水 な ど の異常が依然 と し て 発見 さ れた 。 残 り 454 km に つ い て も 、

2006年 ま で に 毎年 約1 00 km の 調査 を 実施 し 、 調査結果 を 基 に 緊急度 の 高 い 管渠 か ら 擾先 的

に復旧 す る 計画 で い る O

〈処理場の ネ ッ ト ワ ー ク 〉 は 、 地 中 深 く 走 る 幹線 に よ っ て 市内 臨海部 の 5 処理場 を 繋 ぐ

計画。 都市の発展 に 伴 う 汚水増加 に対す る 幹線能力 の増強、 老朽幹線の 改 築 、 更新時や非

常時の代替排水経路の確保、 処理場本体の改築 ・ 更新時や高度処理導入 に よ る 処理能力変

更時 に 他 の 処理場への 汚水移送す る 経路 の確保、 時 間 的 な 流量変動 の調整 を 目 的 と し た 管

渠 内 貯留 空 間 の確保、 管 渠 内 光 フ ァ イ パー ケ ー ブル敷設な ど付加的機能の 向上 な ど を 目

的 と し て い る O 完成後は 震 災 に よ っ て 、 一つ の処理場が被災 し で も 、 被 災 し た処理場 に 流

入す る 下水 を 他の 処理場へ移す こ と が可能 に な る し 、 貯留調整機能 を 持 た せ る こ と も 出 来

る か ら 、 災害 に 強 い 、 信頼性 の 高 い 下水道 を 創 る こ と に な る 。

幹線 は 総延長40 . 9 km ( う ち 既設幹線は15 . l km) で、 新 し く 建設す る 幹線25 . 8 kmの 第 1 期

分18 . 2 km の う ち 、 10 . 0 kmが2002年境末 に 完 成 、 3 . 8凶が工事 中 で、 あ る O 第 1 期 は 海側 ル ー

ト の み で2010年度 に完成、 山 側 ル ー ト の 第 2 期工:事7 . 6 km を 含 め た 全計画 は 2025年度 に 完

成予定。 長期 的 な 処理区再編計画 の 基本方針 で は①中 部処理場 は2010年度 ま で に麗止命処

理区の再編 に は ネ ッ ト ワ ー ク 幹線 を 活用 す る ③ 中長期 的 な 計画 を 念頭 に 置 き 、 中期的 に は

現有処理場用 地 を 最大限活用 す る ④大阪湾流域別 下水道整備総合計画や 「神戸市環境保全

基本計画」 と の整合 を 図 る ー と 述べ ら れ て い る O

参考文献
「関西電力資料」 関西電力
「大絞ガス資料」 大阪ガス
「大阪ガス の現状」 同
「神戸市水道問資料」 神戸市水道局

神戸市建設局 F水道河 川部
「こ う べア ク ア プラ ンJ 司
「神戸の 下水道」 同

朝 日 、 毎 日 、 読売、 サ ン ケ イ 、 日 経、 神戸新開
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第二館 交通イ ン ブ ラ
1 . 道路

阪神大震災 で は 、 被災地の道路があ ら ゆ る と こ ろ で機能不全に な る 中 、 た だ 持つ走行が

可 能 だ、 っ た の は 国道 2 号、 43 号 だ、 っ た が、 逆 に 集 中 し た 車両で 緊急車両 も 身動 き で き な い

混雑 に 巻 き 込 ま れ た 。 こ の教訓 か ら 、 兵庫県 内 で は 各地域 を 東西、 南北の各 3 軸 で結ぶi高

速道 6 基幹軸 の構築 や 、 都市部で の 緊急時の 高速性、 代替性 を 舗 え た 格子状 の 広 域道路の

建設が緊急課題 に な っ た 。 こ の道路の う ち 、 2002年度 に 阪神高速北神戸線 ( 有馬 口 ラ ン プ

~ 中 国 自 動車道) と 阪神 高速神戸 山 手線 (長田 区蓮池野~須磨 区 白 1 1 1 ) が開 通 。 開通前 は 、

六 甲 山 を 越 え て 神 戸 の市箭地 と 中 国 ・ 山 陽 自 動 車道 を 結 ぶ ル } ト は 新神戸 ト ン ネ ル だ け

だ、 っ た が、 こ れで 3 ル ー ト が確保 さ れ た 。 ま た 、 兵庫 県 は 災害時 に救援物資輸送の車両の

通行 だ け に 制 限 す る 「緊急交通路J と な る 幹線道路 に 、 新年度か ら 標識 を 設置 す る 方針 を

決め た 。 災害対策基本法 に 基づい て公安委員 会が一般市:両の通行 を 禁止 ・ 制限 す る も の で、

県 内 で は 阪神 高速道路や 国道 2 号、 43号 な ど幹線18路線が対象。震災 で は脇 道 か ら マ イ カ ー

な どが流入 し 、 幹線道路が激 し い 渋滞 を 起 こ し た 。

震災で は 、 避難や輸送 に 大 き

な 役割 を 果た す 道路橋の倒壊 も

大 き な 混乱 を 招 い た 。 そ の 教訓

か ら 、 道路橋の耕久性、 安全性

を 強化 す る 道路構 の技術基準が

改定 さ れた 。 兵庫県 内 で、 は高速

道路の補強 は ほ ぼ終 わ り 、 2002

年度 は一般道の強化が進 ん だ。

県 が管理す る 4 ， 800 道路橋 の 中

で 「 要対 策」 は492橋 だが、 こ

の う ち 260橋が2002年 度 末 で 完

公開 さ れた !日湊) 1 1隊道 (神戸新開社提供) 了 。 神 戸 市 管 理 で は 2 ， 150道路

橋の う ち 、 被災 し た 74 ヵ 所 と 合わせ、 緊急、 を 要す る 45橋で耐震補強 を 終 え た 。

震災で護岸倒 壊 な どの被害 を 受 け て い た新湊 川 の復旧事業 も 1 1 月 に 完成 し た 。 同J 1 1 は神

戸市の北、 兵庫、 長 田 区 を 流 れ る 2 級河 川 で 、 大雨時の浸;J'(対策 を 検討 中 に 震 災 に 直 而 し

た 。 そ の後 、 ト ン ネ ル を付 け 替 え 、 河帽、 J 1 1 忠 も 広 げる な ど し て 流水量 を 2 倍 に し た 。 一

方 、 日 本初 の 近代河川 ト ン ネ ル と し て 1901 年 に 完成 し た 旧水路 「湊J 1 1 隆道 ( 会 ド 山 ト ン ネ

ル ) J は 、 震 災 で 出 口 部分が崩壊、 復 旧 後 は 「新湊1 1 1 ト ン ネ ル」 が開通 し た た め 、 そ の役

割 を 終 え た が、 歴 史性 と 煉瓦造 り の モ ダ ン な 雰囲気か ら 、 県が保存 を 決め た 。 コ ン サ ー ト
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開催な ど に利 用 さ れ る O

沿線か ら の 強 い 要望 で行 政が動 く 例 があ っ た 。 神戸市が1948年 に 計画 し た ま ま 未着 手

だ っ た 須磨 区 の都市計両道路 「垂水妙法寺線」 で 、 板宿 ~ 妙法寺の沿線の 3 連合 自 治会が、

7 月 に神 戸 市長 に 早期着工 を 求 め る 異例の住民提案書 を 提 出 し た 。 130世帯 の 立 ち 退 き が

か ら む が 、 歩:道 も な い狭い道 に 車があ ふ れで い る た め 、 生活環境改善 を 優先 す る 決断 と な っ

た 。 提 出 し た の は 、 口 妙法寺連合、 奥妙法寺、 板宿地区連合の 3 自 治会。 同 線 は須磨豆板

宿 か ら 名 谷 な ど を 経由 し垂水区平磯 ま で を 繋 ぐ約10キロo 板宿 ~ 妙法寺間約 2 九 は 幅員 8 t �c 
を - に 広 げ、 カ ー ブ も 直線化す る 計画 だ、 っ た が、 地元 と の協議が不調 に 終わ っ た ヒ、 震

災復興 な どが優先 さ れ千付かず、だ、 っ た 。 神戸市 は2000年か ら 16 t ;;: に 広 げ る 変更案 を 提示、

説明 会 を 重ね て き た が朝夕 の慢性的 な 渋滞 、 車の民家への突入な どか ら 、 早期着 工 に住民

の 意見 が ま と ま っ た 。

〔販神高速倒壊で、 「欠陥な し 」 の判決〕

し か し 、 2002年度の最大の話題 を 集め た の は 「阪神高速倒壊訴訟」 の 判 決 で あ る o 8 年

前 の 阪神大震災で、 西宮市 の 阪神高速神戸線の橋げた が落下 し た た め に死 亡 し た西宮市 の

会社員 、 高英治 さ ん z 当 時 (51) の 母 み ち 子 さ ん (79) が、 阪神高速道路公団 を 柏手 に 、

「道路の倒壊は橋脚 の設置 ・ 管理 に 取脱があ っ た た め」 と し て 、 国 家賠償法 に 基づ き が)9 ， 200

万 円 の損害賠償 を 求め て い た訴訟の判決が、 1 月 28 日 、 神戸地裁尼崎支部 で あ っ た 。

渡辺安~ 高裁判長 (病気 の た め石 田 裕一裁判長代読) は 「倒壊原 因 と な っ た 地震力 は設計

震度 を 上 回 っ て お り 、 橋脚 の 欠陥 や 管理の不備 は認 め ら れ な い」 と し 、 公 団 の 主張 を 認 め 、

原告の請求 を 棄却 し た 。 震 災 に

よ る 阪神高速道路の倒壊 な どで

は 、 16人が亡 く な っ た が、 公団

に賠償 を 求め た の は今回 の訴訟

だ け 。 自 然災害で公共構造物 が

倒壊 し た場合 に 、 設置管理者で

あ る 公共団体の責任が問 え る か

と い う 点で注 目 を 集 め て い た が、

「倒壊 は 設童、 管 理 を 怠 っ た 末

の 人災J と い う 訴 え は 退け ら れ

た 。 訴 え た 寓 み ち 子 さ ん に よ る
倒壊 した阪神高速道路神戸線 (神戸新聞社提供) と 、 英治 さ ん は 1 月 17 日 午 前 5

時46分 ご ろ 、 阪神高速神戸 線 を マ イ ク ロ パ ス で走行 中 、 地震 に よ り 高速道路 を 支 え て い た

措脚 が倒 壊 し て 橋 げ た が落下 し た た め 、 車 ご と 滑 り 落 ち て即死 し た 。 震災で は 坂神 高 速神

戸線や湾岸線で倒壊や落橋で16人が犠牲 に な り 、 公団 は遺族 に 生活支援策 も 提案 し た が、
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原告は拒否、 1997年 1 月 に 提訴。 震災で倒 れた公共建造物 に対す る 唯一の賠償請求で あ っ

た 。

裁判 で原告側 は 「主鉄筋 の接合方法 に 現庇があ り 、 コ ン ク リ ー ト の劣化 も 進 ん で、 い た 」

と 主張 し 、 耐震設計基準 に つ い て も 「関東大震災級 と い う の は 暖味。 そ の 時 々 の最高の耐

震強度 を 備 え な け れ ばな ら な い」 と し た 。 持 決 で は 、 最初 に 橋脚 の 欠陥問題 に 触 れ て 、 1fù

れ た橋脚 か ら 採取 し た材料の 強度試験か ら 、 「鉄筋 も コ ン ク リ ー ト も 必要 な 強度 を 満 た し

て お り 、 基準通 り の施工だ、 っ た」 と 述べた上で 「公共性 の 高 い 高速道路 も 、 地震 に対 し 無

制 限の耐力 を 持 たせ る の は不可能。 地震に対す る 構造物 の 耐性基準 は改訂が避 け ら れず、

新 し い も の に 即応、で き な け れ ば供用 を 中 止す る と い う の は現実 的 で、 は な しU と 判 断 し 、 そ

の 時 点 で の 最 高 の 耐震強度 を 備 え て い な か っ た こ と に つ い て 管理の不備 を 認 め な か っ た 。

橋絢が三 つ に 分断 さ れて倒壊 し た メ カ ニ ズ ム も 、 「物理的 な 欠陥 が な く て も 説明 で き る 態

様」 と し た 。 し か し 、 他の神戸線 の橋脚 に つ い て は 、 「ず さ ん な 工事が見逃 さ れ て き た 証

跡があ る 」 と 涼 告側 の主張 に 理解 は 示 し た も の の 、 「 間接事実 だ け で は矯締 に 物理的 な 欠

(衣 6 ) 訴訟の経過

会が最終報告書 を ま と め 「橋脚 に

日 ぶ り に神戸線が全線復旧開通
ち子さ んが同公団 を相手取 り 、 神戸地裁尼崎支部に提訴

(神戸新開社資料 )

陥 があ る と 推定で き な し り と し た 。 そ の 上 で地震 の破壊力 は 、 橋脚 の 設計が関東大震災級

の300 �400 ガ ル の 加速度 を 想定 し て い た の に 対 し 、 現場の 約 l キロ地点で観測 さ れた デー タ

な どか ら 500 ガ ル程度 と 推定 さ れ る と し 、 「揺 れの 強 さ は設計基準 を 上 回 っ て い た」 と 認定

し た 。 橋脚 の 管理 に つ い て は 「地震 に 対 し て 無制 限 に 絶 え る 力 を 持た せ る の は不可能で、 、

必 要 に 応、 じ て 補強 し て行 く し か な い」 と 指摘。 現場周辺 の 地震 の発生頻度 な ど を 考慮 し た

結果、 「補強 の必 要性、 緊急性が高 か っ た と も 言い 難 く 、 点検は適正 に 行 わ れ て い た」 と し 、
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不備 を 認め な か っ た 。

判 決 ま で の27 回 に 渡 っ た 口頭弁論で は 、 双方 の意見が ま っ た く 食い違 っ た 。 阪神高速道

路公団 の 落 ち 度 と 、 地震 の予見可能性が二 つ の軸 と し て 争 わ れ た が、 公 団 側 は 、 「落 ち 度

があ る な ら 賠償で利益 を 得 る 涼告がそ れ を 証 明 すべ き 」 と 強調。 一方、 原 告側 は 、 「公共

構造物 の倒壊で 人が死亡 し て お り 、 橋脚 に は暇抗があ っ た 。 落 ち 度がな い こ と を 加害者側

で あ る 公団が証明す る の は 当 然 で、 あ る 」 と 反論 し た 。 倒壊 し た橋脚が僅 か 10 日 ほ どで撤去

と し た 原 告側 に 対さ れた 上 、 現場資料 も 廃棄 さ れ た こ と に も 触 れ、 「証拠隠滅 に 等 し い」

し て 、 公団側 は 、 「証拠物 は調査後、 !発棄 し たJ と 説明 し た 。

ミ た裁判 官 は 6ま た 、 1 997年 I 月 の提訴か ら 6 年 間 に裁判長が 5 人 も 交替 し 、 判 決 を

j原
通常、 1 本の鉄筋 コ ン

破壊が始 ま る と そ こ
所で さ ら に破断す る こ と は コ ン ク リ ー ト 構造学 仁
あ り 得 な い。 倒壊現場の写真 や 原告側証人の調査
な どか ら 検証 し た 結果、 橋脚 の 鉄筋 と コ ン ク リ
ト の 向 方 に 本 来備 え る べ き 強 度 がな か っ たO 多 く
の鉄筋が接合不 良 に よ り 、 f也の 部位 よ り 強 い は ず、
の つ な ぎ 目 で切 れて い た。 コ ン ク リ ー ト が さ い こ
ろ 状 に 砕 け た の は 、 砂 利 不 足 や 水 の 混ぜ、す ぎ な ど
の 施工不良か、 設置後、 化学反応 に よ る 劣化への
対策 を 怠 っ た こ と な どが原 因 と 考 え ら れ る 。 被告
の説明す る 倒壊 メ カ ニ ズ ム は 不 合理で、 橋脚が 2
カ 所で破陸? し た の

阪神高速倒壊訴訟の争点、(表 7 )

地 震 の 揺 れ を 受 け 最 初 に 橋脚 の l カ 所で、破断が
生 じ 、 そ れ に よ り 引 き 起 こ さ れ た橋げた の 務 下 の
影響で、 橋脚 に 2 つ 目 の破断が起 き た 。 こ の よ う に 、
結果的 に橋脚が 2 カ 所で破断 し て倒 壊 し た メ カ ニ
ズ ム は、 合 理 的 に 説 明 で き る 。 旧 建設省 の調査委
員 会が震災後、 現場 を 含 む 阪神 高速道路の被害の
状況や 原 悶 を 調 べ た 報告書 に よ る と 、 現場の橋脚
か ら 採取 し た鉄筋 と コ ン ク リ ー ト の ど ち ら も 強度
に 河題 は な く 、 施工不良 も な か っ た 。 橋脚 は鉄筋
コ ン ク リ ー ト 構造物 と し て 欠 陥 は な く 、 公開 の 基
準 を ク リ ア し た 適正 な 材料 で設計通 り に 施工 さ れ
て い た

橋
脚
の

関 東大 震災 を 引 き 起 こ し た 関
安 は あ い ま い。 耐震設計基準 は 、
地震 デー タ を も と に 、 最新の研 究成果 も 取 り 入れ
な が ら 定め る べ き 。 と り わ け、 高 度 な 安全性が求
め ら れ る 高架道路 は 、 設 置 後 も 耐震性能 に 問題が
な い か検証 し、 直 ち に必要 な 補強 を すべ き だ っ た
の に 、 安全対策がお ろ そか だ っ た

1971年、 当 時 の !日 建設省 の 基議 を 守 り 、 関 東 地
震級の;地震 に !耐 え ら れ る よ う に 設計 を 進 め た。 河
省 の 基準 l土 、 関 東 地 震 以 降 の すべ て の 大 き な 地震
を 対 象 に し て お り 、 そ の後兵庫県南部地震が起 き
る ま で、 同 じ 関 東地震級の地震 を想定 し続け て い た 。
橋測 は 、 設震後 も 点検 を 受 け て 耐震性能 を 診 断 さ

適正 に維持管理 さ れて い た

地震動 の 大 き さ は 、 現場 と 周辺 の 被害 の 実情か
ら 判 定すべ き 。 地震後 lこ撮影 さ れ た神 戸 線 の 沿道
の 航空写真 な どか ら 、 現場付近で倒壊 し た 家 屋 や
鉄筋 コ ン ク リ ー ト 構造物がほ と ん ど な か っ た こ と
は 明 ら か。 実 際 の 地 震 動 は 、 高架道路 に 求 め ら れ
る 安全性 を 備 え て い れ ば倒 れ る は ず も な い地 震 5
程度で、 標準 的 な 内 陸直下型地震。 揺 れ や す さ の
特性が倒 壊橋脚 と 似 た恩 辺 の 建物 で も 、 こ れほ ど
ひ どい損傷 を 受 け た も の は な い

1 キロ地点 の 都 市 ガ ス 施設で観測 さ
どか ら 、 耐震恭準の 日 安 と し て

想、定 さ れて い た 関東地震級 を は る か に 上回 る 地震動
が橋脚 を 襲 っ た と 推定 さ れる 。 さ ら に 、 建物 に は 、
そ れぞれの構造 自 体が持つ揺れやす さ の特性 に よ っ
て 、 同 じ場所に あ っ て も 実際の地震動の影響が大 き
く 伝わ る こ と (共娠) があ り 、 倒壊 し た橋脚 は共振

り 周囲の木造家康や鉄筋 コ ン ク リ ー ト 構造物 よ
強 い地渓動の影響 を 受 け て い た

現
場
の
地
震
動

公共構造物 で あ る 高架道路 で の 倒 壊 事J投で、 橋
脚 に 通常有すべ き 安全性が欠 け て お り 、 設置管理
上 の 欠 陥 があ っ た こ と が推定で き る 。 欠 陥 の 推 定
を 主張す る 原告 に 対 し 、 被告は 設震管理上 に何 ら
落 ち 度がな か っ た こ と を 立証 し な け れ ばな ら な い

立証E雪任l土、 損害賠償 を 請求 し て利 益 を 得 る 原
告 が負 う べ き 。 落 ち 度 は な く 、 適正 に 設 置管 理 さ
れ て い た橋脚が倒 壊 し た の は、 耐震基準で想 定 し
て い た水準 を は る か に 超 え た予想外の地震動が原
因 。 橋脚が通常有すべ き 安全性 に 欠 け て い た こ と
は な い

立
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人 目 の上、 こ の 日 も 裁判長が病気で別 の裁判長が判 決文 を代読す る と い う 異例 な経緯 に 原

告弁護 匝 は 、 「判決 は 2 、 3 ヵ 月 で書 き ヒ げ ら れ た や っ つ け仕事 だ」 と 批判 し た 。 昨年 7

月 に結審す る は ずが、 庄前 に裁判長が転勤 し た た め 結審が 3 ヵ 月 ずれ込 ん だ こ と か ら 、 弁

護 団 は 同 月 、 裁判官の 人事異動 に 配慮 を 求め る 申 し 入 れ書 を 最高裁 に送 っ た 。

〔倒壊の メ カ ニ ズムが\ 解明 さ れ た か は疑問〕

こ の よ う に 、 判 決 は公団側 の 主張 を ほ ぼ全面的 に 認め 、 想定外の地震力 を 倒壊の原 因 と

し た が、 倒 壊の メ カ ニ ズ ム が解 明 さ れ た か に は疑問が残 る と 新聞 は報 じ 、 専 門 家か ら は

「裁判 に よ る 原 因究明 に は 限界 があ る O 本来あ る べ き 社会の危機管理 を 問 う べ き 」 と い う

指描が k が っ た 。 倒壊 し た橋脚 は 1 本足の鉄筋 コ ン ク リ ー ト 構造で、 柱が中 間 部 と 基部 な

ど三つ に 分断 し て倒壊 し た と さ れる が、 復 i 口 を 急 い だ た め 、 橋脚 は僅か10 日 間 で撤去 さ れ、

そ の 上、 現場の破壊状況 を 推定で き る 資料 は 、 !日建設省 の兵庫県南部地震道路橋震災対策

委員 会の 報告書以外は ほ と ん ど な く 、 檎脚 の コ ン ク リ ー ト 片 や鉄筋 な ど、 直接的 な 証拠物

件 も 同省 に よ り 廃棄 さ れて い た。 原告側が指摘 し た倒 壊 メ カ ニ ズ ム の 矛盾 に 反論す る た め

公団側が提 出 し た 資料 は 、 室 内実験の デー タ と 数枚の 写真の み だ、 っ た 。 し か し 判 決は公団

側 の 主張 を 追認す る かた ち で、 原告が指摘 し た矛請 に は触れな か っ た 。

マ ス コ ミ は 「 こ の橋脚 だ けが、 な ぜ、倒 れた かが明 ら か に な っ て い な し ミ 。 大 き な 地震であ

る の は 間違 い な く て も 、 倒壊橋抑 に お け る 検証そ の も の が不十分で、 地震力 だ け に 原 因 を

求め る の で、 は 進歩がな い」 な ど と い う 識者 の 意見 を掲載 し 、 判決への疑問 を 投げ掛け た 。

原 告 で敗訴 し た 寓 み ち 子 さ ん は 、 「 な ぜ、 あ の子が死 ん だ の か。 真実が知 り た い」 と 、 提

訴 し て か ら の 6 年 間 、 一人息子の英治 さ ん の写真 を 鞄の 中 に 忍 ばせ、 入 院 中 も 27回すべて

の裁判 に 通 っ た 。 裁判 で は 建設省幹部や 土木学会 な ど は 、 こ ぞ、っ て 落 ち 度 は な か っ た と 公

開側の主張 を 支持 し た 。 そ ん な 中 で 「英治 の 死 を 無駄 に し な い た め に も 、 こ れか ら も 涼 因

を 明 ら か に し た い」 と 語 っ た 。

震災で は 阪神 高 速神戸線が神戸市東灘区 で長 さ 635t;，; に わ た り 横倒 し に な っ た ほ か、 高

速鉄道 や 国 道 の橋脚約450基が中破以上の被害 を 受 け 、 絶対 に 崩 壊 し な い と 言 わ れ た 日 本

の高速道路の安全神 話 は 崩 壊 し 、 関係者 に 多 く の教訓 を 残 し た 。 倒壊原 因 を 巡 っ て は 当 初 、

工事 ミ ス の 可能性 も 指摘 さ れ た が、 !日建設省 は否定 し 、 同 省 の 委員 会 は 1995年の 最終報告

書で 「耐震設討 を 上 回 る 水平方向 の揺れが加 わ っ た の が原 |天l J と い う 結論 を 出 し た 。 同 省

は1996年 に 道路橋の 耐震基準 を 大幅 に改定、 橋脚の鉄筋の密度 を 濃 く す る な ど阪神大震災

の よ う な 直 下型特有の短周 期 で の 強 い揺 れ に も 耐 え ら れ る 強度 を 求 め た 。 同 時 に 、 既存 の

道路橋の補強工事 も 開始 し 、 阪神 高 速公 団 は 対象 の 約 5 ， 600基の 工事b を 終 え 、 残 り も 2005

年度 ま で に 完 了 す る 予定。 た だ、 東海地震 な ど将来発生が予想 さ れ る 巨大地震で 、 どの よ

う な特徴 を 持つ 揺 れが襲 っ て く る か は 、 完全に予測 出 来て い な い 。 一方、 阪神高速道路公

は 10月 、 2002年 1 - 9 月 に 同 高速道13路線で実施 し た銅 製橋脚 (1 ， 199基) の損傷 の 点
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検結果 を ま と め た が、 県 内 で は神戸根 と 湾岸線の計47基で亀裂が発見 さ れ、 う ち 12基は補

修の必要 な こ と が分か つ た 。 同公団 は2002年か ら 従来 は 目 視だ、 っ た 点検 を 、 橋脚 に 電 流 を

流 し て 損傷笛所 を 探す方法 に 変更 し た結果、 141基か ら 傷 が見 つ か り 、 大 阪府 内 の 1 基 は

半急、な 補修が必要 と 診断 さ れ た 。 県 内 の 12基は 半数が神戸市内 だが、 傷 は いずれ も 3 γ以

上。 2003年度 内 に補修 さ れ る 予定だが、 亀裂 の 原 因 を 同公団 で は 「震災が影響 し て い る 可

能性があ る J と 見 て い る O

ま た 、 兵庫、 大阪、 京都 3 府県で国が管理す る 悶道 の う ち 、 3 路椋で鋼鉄製橋脚 2 6 基

に 亀裂 の あ る こ と が国土交通省近畿地方整備局 の調査で、 10 月 に分か つ た 。 点検 し た の は 、

橋脚 の柱 と 梁が接合す る 偶角 部 を 持つ13路線の67基。 3 路線26基で損毎が発見 さ れ た が、

う ち 23基が神戸市 中央区 の 国道 2 号浜手バ イ パ ス に 集 中 し て い た 。 同 バ イ パ ス は 1986年完

成 の 全長約 3 九 。 点検 し た 37基の う ち 23基で亀裂 な ど を 確認 し た 。 傷 の 総計 は 74 ヵ 所だが

1 基で10 ヵ 所の損傷が発見 さ れた ケ ー ス も あ っ た 。 亀裂の 多 く は長 さ 10 ミ リ 前後だが、 中 に

は 50 ミ ヮ の亀裂 も 2 ヵ 所あ っ た 。

2 . 鉄道
震災で最大の被害 を 受 け た鉄道 は 、 関係各社の懸命 な努力 に よ り 、 震 災発生後75 日 目 に

]R 西 日 本 が応急、復 旧 を 実現 さ せ た の に 続 き 、 各交通機関 も 次々 復 旧 し 、 住 民 に と っ て 最

大の苦痛 を 解消 さ せた 。 翌年か ら は 運輸省 の大規模災害 に備 え た 5 ヵ 年計 画 に 基づ き 、

架橋な と守の耐震補強工事が行 わ れ た が、 大半が当 初 百 標 を ほ ぼ完了 さ せ た 。 2002年度は新

駅計画 の 明 る い発表の半面、 歴史の あ る 遊 園 地 の 閉 聞 な ど暗い話題が交錯 し た 。

〔別所、 勝原駅な ど建設計霞続 く 〕

]R 西 日 本 の 高 架橋補 強 は 、 一部 を 除 き 、 ほ と ん どが完了 し た。 民 間 な ど に貸 与 し て い

る 高架下 な どの貸 し付け箇所が未着工で、 高架橋補強 は西 日 本全社の エ リ ア 内 を 見 る と 、

新幹線の 貸 し 付 け笛所 を 含む対象本数18 ， 000本 の う ち 、 実施 さ れた の は 17 ， 300本で実施率

は 96 . 1 % 。 荘来線 は 2 ， 100本 中 1 ， 600本 で76 . 2 % を 完成 さ せた 。 ま た 、 神戸支社管内 で は新

幹親1 3 ， 000本 中 、 実施 は12 ， 410本で95 . 9 % に な っ た が、 在来線は貸与箇所が多い た め 、 対

象260本 中 150本 と 昨年 と 変わ ら ず、 実施率 は57 . 7 % で、 震災後 8 年 を 経 て も 5 割 を 超 え た

段 階 に腎 ま っ た 。

前 年 に 発表 さ れた 西 ノ 宮 ~ 芦屋駅間 の 中 間 に あ た る 西宮市字安井付近への新駅舎建設 に

続 き 、 2002年度 も 、 新駅建設の発表が続い た 。 山 陽線曽根一御 着 聞 の姫路市別所町別所 に

計画 さ れて い る 新駅は 2 商 2 線の 地 上駅で、 2005年春開業予 定で設置が進 ん で、い る O ま た 、

姫路市 は 同 線 の 英 賀 保~ 網 干聞 の姫路市勝原 地 区 に も 薪駅の設量要望 を 行 っ て お り 、 今後、

]R 西 日 本 と 設置 に 向 け た協議 を 進め て 行 く O さ ら に 、 鷹 取 ー 須磨 間 に も 新駅設置 の計画

があ り 、 ]R 西 日 本 と 神戸市 と の交渉が進 め ら れて い る O
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]R 西 日 本 は 、 民常 に 移行 し て か ら 企業 努 力 高 架 下 が商 業 施設 と し て 再 開 発 さ れ る こ と に

を 続 け て い る が、 今度は保育サ ー ビ ス に乗 り 出 な っ た 。 2001年の市営地下鉄の 開通 に よ り 駅南

し た 。 神戸線の六 甲 道釈構内 に 開業す る も の で、 部 に も 人 の 流 れが作 ら れた こ と か ら 、 資産の有

関 西 で は私鉄が同様 の サ ー ビス を 行 っ て い る が、 効利用 を 考え た も のO 生鮮食料品 の ス ー パ ー な
同 社 で は 初 め て 。 男 性社員 か ら の 提案 で ]R の ど を 誘致す る 計画。 三 ノ 宮駅 で は コ ン コ ー ス の
各駅周 辺 に 託泥施設が少 な い こ と に着服 し た も 飲食庖 4 J苫 を 全面入れ替 え 、 グ レ ー ド ア ッ プ し

のO 月 単位の常時保育や短期 の 一時保育 の ほ か、 て 「 デ リ カ フ ェ & ダ イ ニ ン グ ロ ー ド

育児教室や英語教室 な ど も 開 く 予定。 年 3 月 に リ ニ ュ ー ア ル オ ー プ ン し

検討 さ れ、 神戸駅の西側

〈耐震補強工事は す べて完了〉

阪神電鉄 は 、 震災産後か ら 始め た 高 架橋 の補強工事、 落橋防止工事 な ど震災 に よ る 被害

復 旧 を 2001 年度ですべて完了 し 、 2002年度 は将来 に 備 え た駅舎改造工事 な ど に 、 精力 的 に

取 り 組 ん だ 。

駅舎改良工事 で は 2002年 3 月 に 完成 し た 岩屋駅 (神戸市灘区岩屋北町 4 丁 目 1 ) に続 き 、

前年1 1 月 か ら 着工 し た春 日 野道駅の駅舎改良工事が続 け ら れ た 。 岩屋駅同 様 に 、 開発 中 の

HAT 神 戸 の住民増 か ら 改造 を 決め た も の で 、 現在 の 駅部分の ト ン ネ ル を 南北 に そ れぞれ

拡張、 北側 に 上 り 椋用 プ ラ ッ ト ホ ー ム (延長120j ;;;) を 新設 し 、 南側j に 下 り 線用 ホ ー ム ( I可 )

を 設 け る O ホ ー ム の新設 に合わせ、 駅舎 と 改札付近 を 拡張、 西側 に 新 し く 改札 口 を つ く り 、

国道 2 号線の南安道上 に 出入 り 口 階段 を 設 け る O 駅 に は エ レ ベ ー タ ー 、 エス カ レ ー タ ー を

(凶 7 ) 新春 日 野道駅の完成予想図
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各 ホ ー ム に l 基ずつ新設 し 、 改札 ・ 券売機 も 増 設す る 。 総工費35億 円 で 、 2005年完成予定。

一方、 高架化 は西宮市内 の 芦屋市境 ~ 久寿川 間 (約3 . 6 km) に 続 き 、 1 1 月 に 神 戸 市内 の

住 吉 ~ 魚、 時 間 下 り 線 (約0 . 5 km) が完成 し 、 昨年 2 月 に 完 成 し て い た 上 り 線 と 合わ せ て 、

上下線で高 架橋の列車運行が開 始 さ れ た 。 河 市 と 共 同 で進め る 連続立体交差事業の 一 つ で 、

既存の 下 り 線の線路や盛 り 土 な どは2003年度末 ま で に 撤去 し 、 2004年度 中 に 沿線北側 に 6

-道路 を 整備 し 、 住吉幹線 な ど南北 を 走 る 5 本の市道で車両 の対面通行がで き る よ う に拡

幅す る 計画 。 こ の 区 間 約 4 km は 11 ヵ 所の踏切 で遮断 さ れて い た が、 南北道路 と 側 道 の 整備

で渋滞緩和 と 生活 圏 の 分断が解消 さ れ る 。 ま た 2003年 3 月 に は 、 甲 子 関 ~ 武庫 川 間 (約 2 km) 

の 高架化が決 ま っ た 。 同 区 間 は踏切 が 6 ヵ 所 あ り 、 朝 夕 の ラ ッ シ ュ 時 に 交通渋滞が多発。

中 で も 西 開 踏切 で は 、 朝 の ピ ー ク 時の午前 7 時半か ら の 1 時 間 は 、 遮断機が44分 間下 り て

い る 状態 で 、 改善が課題 に な っ て い た 。 高架化 に よ り 南北市街地が一体化 さ れ、 鳴尾駅の

バ リ ア フ リ ー 化 も 取 り 入れ る 方針で い る 。

ま た 、 阪神電鉄パス は 人 と 防災未来セ ン タ ー と 県立美術館の オ ー プ ン に 伴 い 、 4 月 か ら

二 目 駅 と HAT 神 戸 の 中 心部 を 結ぶ 直 通 シ ャ ト ル パ ス の 運行 を 始 め た 。 兵庫県 か ら 蕗線の

充実 を 要望 さ れて い た も の で 、 「県立美術館前J '人 と 防災未来セ ン タ - J の 停留所 も 新設、

午前10時か ら 午後 3 時20分 ま で、 約30分置 き に 巡 回 す る O ま た 、 神戸市バス も 'HAT 神戸 ・

脇 浜線」 の 路線 を 変更 し 、 「県立美術館」 守IAT 神戸 ・ 中 央」 を 新設、 午前 9 時 ~ 午後 5

時 の 運行 を 始 め た 。

〔 エ ビス タ 西宮 が オ ー プン 〕

阪神西宮駅高 架下 に 2002年 4 月 か ら 建設 し て い た 蕗業施設が、 2003年 3 月 に 完成、 グ ラ

ン ド オ ー プ ン し た 。 「 エ ピ ス タ 西宮」 で、 阪神西宮駅 と 一体 と な っ た 地上 2 階 建 て で 、 地

域 の シ ン ボ ル西宮神社の 「 え び、っ さ ん」 と 「ス テ ー シ ヨ ン J な どか ら 命名 し た。 延床面積

l 万5 ， 154m2 の 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造 り で生活 ・ 交流 ・ 情報機能 の 充実 し た 地域 の 生活拠点

完成 したエ ビス タ 隠宮 (阪神電鉄資料)

「 ラ イ フ ス テ ー シ ョ ン 」 を 目 指

す。 西側半分 に は 阪神百貨屈が

核 テ ナ ン ト と し て西宮屈 を 出 庖

し 、 東側 半 分 約 3 ， 900m2 は 「 エ

ビ ス タ 専 門 )苫街」 と し 「マ ツ モ

ト キ ヨ シ J ' ス タ ー ノ f ッ ク ス コ ー

ヒ ー J ' 1) ブ ロ J ' は が く れj な

ど物販 ・ 飲食 ・ サ ー ビ ス の専 門

庖 31 屈 が出 庖 し た。 520 台 収雰

の 駐車場、 470 台 収容 の 駐輪場

も あ る 。 震災で大 き な 被害 を 受
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(図 8 ) エ ビ ス タ 西宮 の ロ ゴマ ー ク

N ish i nom iya 

け た 西宮駅周 辺 は 、 復興 ま ち づ く り の核 に な る だ

け に新 し い高架下の利用計画が注 目 さ れて い た 。

〔阪神パー ク な ど関 菌 に 〕

開 園 以来 、 子供 た ち に 親 し ま れて い た宝塚 フ ァ

ミ リ ー ラ ン ド と 阪神 パ ー ク が、 相 次 い で 閉 園 し た 。

鉄道 に 、 宅地開発、 百貨泊、 遊 園 地 を 付 け 、 お 客

を 集め る と い う ビ ジ ネ ス モ デル を 明 治 の 昔か ら つ

く っ て き た 阪急電鉄だが、 遊 園 地事業 か ら 手 を 引

く こ と に な っ た 。 2002年 4 月 に 明 ら か に な っ た も

の で 、 宝塚 フ ァ ミ リ ー ラ ン ド と 、 神 戸 ポ ー ト ピ ア

ラ ン ド の 経営か ら 撤退す る O 「経営努力 を 続 け て

も 黒字転向 は不可能」 と の判 断か ら で、 フ ァ ミ リ ー

ラ ン ド は ピ ー ク 時の1974年度 に は2001年度の 2 倍

(阪神営鉄資料) 以上、 ポ ー ト ピ ア ラ ン ド は ピ ー ク の 10年前 に は 昨

年の 3 倍以上 の お 客 を 集め 、 そ れ に 伴 っ て鉄道の運賃収入 も 伸 び る と い う 好結 果 を 生 ん で

い た 。 し か し 、 継続的 に 集客す る に は新 し い 人気施設 の導入が必要だが、 膨 大 な 経費が掛

か る 割 り に は利 用 者の飽 き が早 く 、 お 客 の 要望 に 追い付け な い のが現状。 加 え て現在 は 、

東京デ ィ ズ ニ ー リ ソ ー ト と ユ ニ バ ー サ ル ・ ス タ ジ オ ・ ジ ャ パ ン の 2 強 に押 さ れ、 各地で遊

閑地の 開 園 が続い て い た。 阪急電鉄 は 施設の撤去後、 新 た に 商業施設 や マ ン シ ョ ン な ど を

建設 し 、 よ り 収益 の 高い事業 に 転換す る こ と に し て い る O

フ ァ ミ 1) ー ラ ン ド と 集客 を 競 っ た 板神電鉄の阪神 パ ー ク 甲子園住宅遊園 も 、 同 月 、 2003

年 3 月 末 に 開 園 す る と 発表 し た 。 1929年 に 際場 し た 「 甲 子 園娯楽場」 が前 身 で 、 ヒ ョ ウ と

ラ イ オ ン を 交配 し た珍獣 レ オ ポ ン の誕生で人気 を 集 め 、 ピ ー ク 時の1973年度 に 入 国者 は135

万 人 を 数 え た 。 震 災 を 契 機 に 入場者が減少 し た た め 、 入場料 を 取 ら ず に住宅展示 も 取 り 入

れ て い た 。 し か し 、 景気低迷 に よ る 展示住宅の減少、 遊具収入の低迷 な どか ら 赤字が続 き 、

間 間が決 ま っ た。 最後の営業 日 と な っ た 3 月 初 日 に は 、 同 パ ー ク の全盛期 を 思 わせ る 約 I

万 人が訪 れ、 入場者 は 開 園 セ レ モ ニ ー に 続 い て 打 ち 上 げ ら れ た 2 ， 000発の花 火 を 感慨深 げ

に見上げた。 フ ァ ミ リ ー ラ ン ド の 開 園 は2003年 4 月 7 日 の予定。

〔地下鉄海岸線が開通 1 年〕

神戸市の南西部地域の活性化 を 閤 り 、 1991年 か ら 建設が進 め ら れた 市営地下鉄海岸線が、

2001年 7 月 7 日 に 営業 を 開始 し た が、 1 年後の調査で、 復興の 目 玉 と し て期待 さ れた 割 り

に は利 用 客 は 意外 に伸 びず、 重 い 出 足 と な っ た こ と が分か つ た。

市営地下鉄は 1977年の 名 谷 ~ 新長 田 聞 に 続 き 、 1987年 に 西神 中 央一新神戸 聞 の路線 を 完
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成。 1毎岸線は 1989年 に神戸市が 「 イ ン ナ ー シ テ ィ 総台整備基本計画」 の リ ー デ イ ン グ プ ロ

ジ ェ ク ト の ーっ と し て 1994年か ら 着工。 震災で都市 基盤 に 大 き な損害 を 受 け た神戸市 は 、

こ の新線 を 復興事業の核 に し よ う と 工事 を 再開 し た が、 震 災 に よ る 工事 の 中 断や耐震設計

の見 直 し な どで、 開通は計画 よ り 2 年遅れた。 三宮 ・ 花時計前駅か ら 中央、 兵棟、 長 田 区

内 を 走 り JR、 地下鉄山手線の新長田 駅 ま で を 結ぶ全長約 8 kmo 沿線 に 10駅 を 設 け 、 三宮 ・

花時計 前 ~ 新長 田 の所要時 間 は 約15分。 工事の 中 で1908年 (明治41 ) に 辰野金吾設計 の 旧

第一銀行神戸支庖 ピ、 ル (現大林組神戸支居跡) が、 震災で外壁 を 残す だ け に な っ て い た の

を 、 思 辺住民の保存希望 で 同社が保存 仁事 を 行 い 、 「 み な と 元 町駅」 の 出 入 口 と し て 2 1 

世紀 に 残す こ と も 織 り 込ん だ。

希望 を 乗せて発車 し た 海岸線だが、 意外に も 利 用 率 は 当初見込み を 下 回 る こ と が分か つ

た 。 市交通局が2001年1 1 月 に 行 っ た 調査結果 を 5 月 に発表 し た も の で 、 地 下鉄海岸線 と 両

神 ・ 山 手線の両線の全駅で、 混雑状況や利用 目 的 な ど を 調査 し た 。 混雑率 は 海岸線が 4 再

編成で乗客数362入、 西神 ・ 山 手線は 6 両762人の定員 を 基礎 に算定 し 、 同 日 の 海岸線の 乗

客 数 は 3 万4 ， 053人。 最大混雑区 間 は駒 ケ林 ~ 苅 藻 間 で、 最混雑時 (朝 7 時44分� 8 時21分)

の 平均混雑率 は65 . 4 % に 過 ぎず、 最大 ピ ー ク 時で も 新長 田駅同 8 時20分発の 93 . 1 % で 、 満

員 の な い状況だ っ た 。 こ れ に 対 し 西神 ・ 山 手椋の混雑度 は 高 く 、 乗客数 は 28万2 ， 032人。

最大混雑 区 賠 は 妙法 寺 ~ 板宿 で 最 混 雑 時 (朝 7 時22分 ~ 同 8 時21分) の 平均混雑率 は

161 . 7 % 。 で、 西神 中央駅同 7 時17分発の列車は196 . 7 % と 、 いずれ も 海岸線の 2 倍以 上 の

数字 を 示 し た 。 市交通局 は 開通 当 初 、 海岸線の l 日 当 た り の利 用 者 を 約 8 万人 と 想定 し て

い た が、 目 標 を 大幅 に 下 回 っ た 。

市交通局 は 利 用 客増 を 日 指 し 、 沿線の魅力 を ア ピ ー ル す る た め 、 開業 1 年 の 7 月 7 日 か

ら 8 月 31 日 ま で 、 市営交通 の 日 と 併せ て iSummer Festival in 海岸線」 と 名付 け 、 多 く の

イ ベ ン ト を 行 っ た 。 7 日 の 1 周 年 当 日 、 地下鉄ハ ー パ ー ラ ン ド駅横 の デ ュ オ ド ー ム で の

ミ ュ ー ジ カ ル 、 民族歌舞固 な どの ア ト ラ ク シ ョ ン で幕 開 け 。 交通局 主催 の 7 イ ベ ン ト 、 協

賛11 イ ベ ン ト が展 開 さ れた 。

「j毎岸線 1 日 駅長」 は 海岸線

新長 田 、 !日居留 地 ・ 大丸前 の 両

駅で 聞 か れ、 7 日 に ち な ん だ 7

歳 の 子供 が l 日 駅長 を つ と め た 。

抽選で選ばれ た 男 女各 2 人の子

供 た ち が、 構 内 の 巡視点検 な ど

駅長体験 を し た 後 、 「 た な ばた

列 車」 の 織姫号、 彦星号の運転

台 に 試乗 し た 。 「海岸線手形 ・

足形記念撮影会」 は 、 海岸線の
輔護軍

交通)誌の殺気がつ く っ た 、 た な ばた列車 (神戸市交通局資料)
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駅構 内 の 手形 ・ 足形記念 プ レ ー ト に 参加 し た 親子か ら 抽選で選ばれた 1 ， 000人 が、 記念 プ

レ ー ト の前で記念撮影 し た。 ラ リ ー も 人気 を 集 め 、 海岸線各駅 と 大丸神戸 底 、 さ ん ち か な

どの 沿線商業施設や イ ベ ン ト を 回 る ス タ ン プ ラ リ ー と 、 協賛 イ ベ ン ト に 参加 す る イ ベ ン ト

ラ リ ー や 、 8 月 3 日 か ら は毎週土曜 日 に海岸線や沿線の謎 を 解 く ク イ ズ ラ リ ー も 展 開 し た。

「天の 川 に震 災復興の願い を 込 め て 」 と 題 し た 長 田 南部地底 「 た な ばた ま つ り 」 も 開 かれ、

同 地 区 の企業 と 友好 関係 に あ る 綾部市か ら 贈 ら れ た 約 1 ， 500本 の 七夕 笹 に 願 い を 込め た 短

冊が、 真野、 真 陽 、 二葉地区の通 り や 蕗屈街 を 飾 っ た 。 7 � 8 月 に は 名芥車両基地、 J I I IJr奇

重工業兵車工場の見学や 、 中 央卸売市場 の セ リ 体験、 三菱重工業神戸造船所 で の 進水式 と

和 田 岬砲 台 の 見学 な ど を 行 っ た。

市バス も 海岸線 開 通 1 周年記念事業 と し て 、 8 月 1 �31  B に市バ ス を 利 用 し た イ ベ ン ト

を 行 っ た 。 「 フ ァ ミ リ ー J r丈イヒJ r鉄人」 の 3 コ ー ス で 、 「 フ ァ ミ リ ー 」 は 水 の科学持物館

や 農業公園 な ど、 最寄 り の施設で家族 と 楽 し め る コ ー ス 、 「丈イヒ」 は市立時物館 や 太 山 寺

な ど文化 や 歴 史 の 楽 し め る コ ー ス 、 「鉄人J は 市 バ ス の 終点 を 目 的 に す る も の で 、 20の 停

留所の完全制 覇 に 応募す る コ ー ス O そ れぞれ停留所の写真 を 撮 っ て応募 し 、 各 コ ー ス に 合

わ せ た 賞 品 が贈 ら れた 。

地下鉄海岸線の 苦戦の原 因 は

「 開 業 当 初で よ く 知 ら れて い な

い J r 沿線 の企業 の 夏休み と 重

な り 利 用 が減 っ た J r沿線 の 住

宅 ・ 集客施設の整備が遅れ て い

る 」 な どが挙げ ら れた 。 海岸線

開通 と 同 時 に 市交通局 が実施 し

た パ ス 路線 再 編 に 関 す る ア ン

ケ ー ト 調 査 の 結 果 で 、 全体 の

60% が 「便利 に な っ た」 と 回答

見学持に奔ばれた進;J(式 (神戸市交通局資料) し て い る 半面 、 路線が短縮 さ れ

た兵庫 、 中央区で は半数近 く が 「不便」 と 答 え て い た 。 2002年 1 1 月 に市民 1 万人 と マ イ カ ー

利用者1 ， 000人 を 対象 に し た も の で、 j静岸線 開 業 と パス 路線再編 の 評価 は 「便利 に な っ た ・

か わ ら な い」 と い う 凹答者58 . 6 % 、 「不便J は 15 . 9 % だ、 っ た。 「使干し は須磨、 垂水、 西 区

な ど市西部の 回 答者が60% を 超 え て お り 、 海岸線の 開 通 に よ り 目 的地へ早 く 行 け る よ う に

な っ た こ と な どが評価 さ れた 。 東灘で も 同 じ程度の 回答があ っ た 。 し か し 、 兵車 、 中央区

で は不満が強 く 、 兵庫 毘 で は 50 . 2 % が 「不便 に な っ た J と 答 え た 。
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韓 国 の 大郎市で、 200人 を よ 出 る 焼死 者 を 出 て い な い こ と が分 か っ た 。 同 市消 防 局 が市 内 の

し た地下鉄火災事故 を 受 け て 、 神戸市 は 3 月 に 地下駅舎の 防 火設備 を 調査 し た も のO 京 |河火災

神戸市 に 乗 り 入れ て い る 鉄道会社 と 「地下駅舎 で は 、 各社 と も 乗客 を 安全な車両 に 移 し 、 防 火

安全対 策 会議」 を 開 い た 。 3 1 駅 は い ず れ も 消火 扉 を 閉 じ て 延焼を 紡 ぎ、 次駅へ走行 す る 対策 を

設備 は 消 防法 の 基準 を ク リ ア し たが、 阪神電鉄 取 る が、 実際 に 火災 に 遭遇 し た こ と がな い だ け

の三官、 春 日 野道雨釈 と 、 神戸高速の大関 ・ 長 に 「煙 は どの く ら い 出 る の か」 な どの質問が出

田両駅な ど10駅で、 2 方 向への避難路確保 な ど さ れ た 。

1975年 に定め ら れ た 国 の 火災対策基準 を 満 た し

3 . 港湾
港湾 で は 最大の被害 を 受 け た神戸港だが、 2002年度 も 若 々 と 復興の 歩 み を 続け た 。 震災

在後 に 国際 的 な 物流拠点 の機能が壊滅 し た こ と は 、 神戸市民の経済、 生活だ け で な く 内外

の物流 ・ 産業活動 に も 影響 を 与 え た 。 港の機龍の半期 回復 を 目 指 し て 設置 さ れた神戸港復

興計画委員 会 は 「神戸港港湾計画 ( 目 標2005年) を 碁 に 震災 を 乗 り 越 え た 21世紀の新た な

港づ く り 、 復興{憂先頗位 を 決め 重点整舗 に よ る 早期複興、 災害 に 強 い都市づ く り の た め に

災害 に 強 い く防災港湾〉 づ く り 、 市街地の復興 に 資す る 計画」 と い う 基本方針 を 1995年 4

月 の報告書 に ま と め た。 し か し、 神戸市み な と 総局 が2002年 3 月 に発表 し た前年 1 年 間 の

神戸港の港勢 は 、 外国貿易貨物 の う ち 同港で積 み 替 え る コ ン テ ナ ト ラ ン シ ッ プ貨物 の 取扱

量が激減 し 、 震災後最低 の 数字 で 中 継機能の低下が浮 か び上がる な ど苦戦が続い た 。 こ の

数字 を 受 け 、 2002年度 に神戸市 は ポ ー ト セ ー ル ス や エ ア ポ ー ト セ ー ル ス 、 企業誘致 な ど を

推進 し神戸港の港勢の 回復 ・ 拡大 を 図 っ た 。

港湾事業 で は 人 ・ 物 ・ 情報が集 ま る 総合 的 な 交流拠点 と な る 機能 を 持 ち 、 輸送技術の 革

新 に対応 し た 港湾施設 を 目 指 し た 。 既存施設の有効 な利 用 方法 も 検討 し 、 新 た な 物流空間

や都心の ウ ォ ー タ ー フ ロ ン ト づ く り に も 取 り 組 ん だ、。 そ の 上 に 、 港湾の 情報化 の推進 な ど

で、高 い水準の港湾サ ー ピ ス を 提供 し 港勢 の 回復 ・ 拡大 を 図 り 、 i巷 に対す る 関心 を 高 め る た

め に市民 と 港 を 結ぶ事業 も 進 め た 。 海岸事業で は市民の生命、 財産 を 高潮 、 津波か ら 守 る

た め の 高潮対策事業 も 進め た 。

〔 ポ ー ト セ ー ル ス で港の活性化図 る 〕

4 月 に神戸市 は 、 震災や不況で低迷 を 続け て い る 神戸港の活性化 を 図 る た め 、 港湾関係

の 民 間 企業 な どか ら 人材 を 登用 し て 「神戸港ポ ー ト セ ー ル ス チ - Á J を 結成 し た 。 開港の

貨物取扱量 は震災前の70 % ま で し か回復 し て お ら ず、 そ こ で 、 企業で 身 に つ け た 知恵、 経

験 や人脈 を 生か し 、 企業、 航路、 貨 物の誘致 を 拡大 し よ う と い う 狙い で 、 新年度か ら 港湾
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整備局 の名称 を 「 み な と 総局J に改編 し た最初 の取 り 組み 。 ポ ー ト ア イ ラ ン ド 1 、 2 期 や

六 甲 ア イ ラ ン ド な ど 5 地域 の 港湾関連用地の賃貸料， を 、 4 月 か ら 平均14 . 8% 値下 げ し た 。

用 地 は 約291誌だが、 40% に 当 た る 116江が未利用 で大阪南港 な ど と 比較す る と 割高 な こ と

か ら 踏み切 っ た 。 昨年 4 月 に も 平均10 . 4 % 値下 げ し た が、 利用 増が望 め な い た め 、 再度値

下 げ を 決め た 。 7 月 に は 、 中 間 か ら の コ ン テ ナ 貨物 を 対象 に し た港湾施設使用料の 優遇策

も 始め た 。 公共パ ー ス で荷役す る 際の ク レ ー ン使用 料 を 3 分の l 減額す る も の で 、 増 え 続

け る 中 国 か ら の貨物 を 、 早 め に神戸1巷 に 取 り 込 む計画。 対象 と な る の は神戸 に 寄港す る 中

国航路の貨物 で 、 第 3 国 を 経由 し た り 、 神戸港で積み 替 え し て他国 に 向 か う 貨 物 は 除か れ

る O

( 凶 9 ) イ メ ー ジキ ャ ラ ク タ ー の 「は と ば く ん」

1〈ob:

L喝Vで
l þOY十

(神戸市みな と 総局資料)

神戸税関 も 10月 か ら ポ ー ト ア イ ラ ン

ド 、 六 甲 ア イ ラ ン ド の 南 出 張所で、 平

日 夜 間 と 休 日 時 間 外 の 通 関 業務 を 始め

た 。 3 月 ま で試験的 に 続 け た 後、 対応

を 検討す る が、 24時 間 対 応 が実現す る

と 神戸港は ア ジ ア 各港 と の競争に対 し

大 き な 戦力 と な る O 通 開 業務 は通常平

日 午前 8 時30分~ 午技 5 時 で 、 夜 間 と

休 日 は 申 請があ っ た場合 だ け に 限 ら れ

て い た 。 香港や シ ン ガボ ー ル な どア ジ

ア 各港が、 24時 間体制 に切 り 替 え て 貨

物取扱量 を 増加 さ せ て い る の に 、 日 本

の港 は そ の 点 で も 負 け て い る のが現状

で 、 特 に神戸港 は震災鋭、 ト ラ ン シ ッ

プ貨物が韓国 な ど に流失 し た た め 、 昨年、 港湾荷役 を 24時間体制 に改 め 、 税 関 へ も 強 い 要

望 を 寄せて い た 。

神戸 を 国 際港都 と し て復活 さ せ よ う と 、 7 月 初 日 の 「海の 日 」 に神戸市 中 央区 の メ リ ケ

ン パ ー ク を メ イ ン 会場 に 'KOBE LOVE PORTみ な と ま つ り 2002J が聞 か れ た 。 震災後、

夏 に 開 催 し て い た 「神戸 ま つ り 」 が今年か ら 5 月 に戻 る こ と か ら 「海の 日 J に 合わせ、 神

戸 の夏の 目 玉 に な る イ ベ ン ト を 新設 し よ う と 企画 さ れ た 。 20 日 か ら 22 日 ま で の 3 日 間 で、

ま つ り の イ メ ー ジ キ ャ ラ ク タ ー も 「 は と ば く ん」 に 決定。 20 日 に は 港 を テ ー マ に し た 石原

裕次郎や美空 ひ ば り の 映画 を 上映す る 「神戸 ノ ス タ ル ジ ツ ク シ ネ マJ や 、 俳優の渡哲 也 を

ゲ ス ト に招 い て の式典 を 行 い 、 21 、 22 日 に も 催 し が 開 か れ た 。

〔港湾施設 で も 多 く の事業〕

港湾施設で は 、 摩耶ふ頭の 第 1 � 3 突堤 聞 な どの埋め立て地の再開発は2002年度 も 近代
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的 な 流通業務地区への衣替 え が進み 、 下水道、 車歩道の 工事が行 わ れ た 。 新港東ふ頭 で は 、

食料 関連企業の ほ か 中 古 自 動車の保管 ・ オ ー ク シ ョ ン 施設が造 ら れ、 自 動 車専用 船が寄港

す る 海上輸送拠点 と し て 、 2002年度 は車道、 歩道の整備 を 進め 、 企業誘致 を 凶 っ た 。 ポ ー

ト ア イ ラ ン ド地 区 で は 、 復興特定事業の 1 つ の 上海 ・ 長江交易促進 プ ロ ジ ェ ク ト を 具体化

す る た め に 長江~ 神戸 聞 の 直航船の受入基地 と な る 交易港症 を 設 け 、 2002年度 は ボ ー ト ア

イ ラ ン ド側 で コ ン テ ナパ ー ス の舗装改良 を 、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド第 2 期側 で は 多 目 的パ ー ス

の 整備 と 背後の道路建設 を 進 め た 。

ポ ー ト ア イ ラ ン ド第 2 期 と 神戸空港の建設 に伴 い 、 神戸新交通 は ポ ー ト ア イ ラ ン ド線延

伸事業の 中公園以北の複線化事業 で、 2002年度 は 基礎工や駅舎部の改築工事 を 行 っ た 。

東部臨海部地区 で は 、 物揚場や 臨港道路が完成 し て 一部供用 も 始 ま り 、 地域イ主民の文化

活動 や交流の場 と な る イ ベ ン ト 広場 ( マ リ ン ス テ ー ジ) を 含 む水際広場 ( な ぎ さ 公園) が

全面 オ ー プ ン し て い る 。2002年度 は屈辺の民間住宅の完成 に 合 わ せ 、 前面 の ハ ー パ ー ウ ォ ー

ク 約630 m の 整備 を 行 っ た 。

神戸港への企業進 出 は 2002年度 も 順調 に 進 ん だ。 昨年、 ホ ン ダ 中古車販売が新港東ふ頭

に 中 古 自 動車の オ ー ク シ ョ ン 用 の 「 ホ ン ダ オ ー ト オ ー ク シ ョ ン 関商」 を オ ー フO ン O そ の 隣

接地 に は 2 年前 に 開 業 し て い た 「兵庫 オ ー ト オ ー ク シ ヨ ン J が、 隣接す る 市有地 を 借 り 受

け 、 取引 可 能 な 車両台数 を 6 ， 000台 か ら 8 ， 000台 に 増 や し た 。 中吉車の オ ー ク シ ョ ン 会場 と

し て は 、 台数ベ ー ス で千葉 ・ 野 田市、 愛知 ・ 東海市 に次 ぎ全国 3 位 の規模 に な る 。 拡張分

は約1 . 8江で 中 古車の保管場 と す る 予定で会場総面積 は 12�iv と な る 。

年末の 12月 26 日 に神戸市の み な と 総局が2002年神戸港10大ニ ュ ー ス を 発表 し た 。 ア ジ ア

各 国 と の 国 際競争 が激化す る 中 で 「 ポ ー ト セ ー ル ス チ ー ム 発足j や 「港湾荷役24時間化」

な ど競争力強化策が入 っ た 。

4 . 空港

2002年度の神戸空港 は 、 突然の積乱雲の 出 現 に 当 惑 し な が ら も 前進 を 続 け た一年であ っ

た 。 自 民党 の 実力 者 か ら 神戸空港の見直 し 発言が飛 び出 す 一方、 民士交通相 は伊丹-�i'lliの

国 内 総 を 関西空港 に シ フ ト す る 方針 を 発表 し た 。 そ う し た 中 で 、 兵庫県、 神戸市や地元経

済 界 は神戸空港 タ ー ミ ナ ル会社 を 発足 さ せ、 T1î は ポ ー ト ラ イ ナ ー 延伸 の 特 許 を 取得、 埋め

立 て 工事 も 年震末 に は約65% ま で進捗 し た 。

年度明 け早 々 の 4 月 1 日 、 神戸市 は庁 内 に 「神戸空港活用 推進本部」 を 発足 さ せ、 空港

の有効利用 を 目 指 し企業誘致 な ど を 全市 的 に 進 め る 体制 を 取 っ た 。 19 日 に は 兵庫県、 神戸

市 、 経済団体で組織す る 「神戸空港整備推進協議会」 内 に 、 航空や貨物 関 連 の 実務経験 を

持つ民間 の 専 門 家 7 人 を 含む 官民で構成 す る 「エ ア ポ ー ト セ ー ル ス ・ チ ー ム 」 を 設置 し 活

動 を 始 め た 。 26 日 に は 、 神戸市が国 の 交通政策審議会で事rr し い 需 要予測 の 手法が示 さ れた

こ と を 受 け 、 「必要が あ れ ば神戸空港の 需要予測 の精査 を 行 う j と 発表。 新 し い予測手法 は 、
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従来の地域分 け を 細分化 し 、 鉄道の み だ、 っ た競合相手 に 自 動車や高速パス も 加 え て便数や

サ ー ピ ス 面 も 考麗 し て計算 す る も の 。 こ れ ま で、市 の 年 間 利 用 者予測310万人 ( 開 港時) を

巡 り 、 「実態 に合 っ て い な し 、J I多す ぎ る 」 と い う 批判があ っ た が、 市 は 一貫 し て 再予測 し

な い万針だ、 っ た 。

(閃 ] 0) 神戸空港の完成予想図

(神戸市み な と 総局資料)

6 月 に 入 札 事態 は大 き く 揺 れ動 い た 。 5 日 に 自 民党 の 野 中 ・ 元幹事長が与党の関西空

港推進議連の終了後、 関西空港 を 国 際拠点、空港 と し て 充実 さ せ る 観点 か ら 「廃止予定 だ っ

た伊丹空港が現存 す る 以上、 神戸空港 を 止 め る く ら い の 勇 気が必要だ。 財政の厳 し い 時期

に ( 3 空港 を 維持す る ) 既定路椋 を 、 そ の ま ま や る の は無理があ る J と 述べ た 。 神戸空港

の見直 し を 強 く 求め る 内容だが、 実力 者の発言は 関係者 に萄撃 を 与 え た 。

し か し 、 9 月 27 日 に な る と 、 扇 国土交通相が閣議後の記者会見で、 騒音問題 を 抱 え る 伊

丹市巷 に つ い て①発着枠 を 縮小す る な ど空港運用 の見直 し②国が全額 を 負 担 し て い る 年 間

100億 円 の 環境対策費 の負担割合の 見 直 し③第 I 種空港か ら の 格下 げ の検討 を 指示 し た

こ と を 明 ら か に し た 。 伊丹空港か ら 関 西空港 に 国 内線 を 移す こ と に よ り 経営難の 関西空港

の救済 に つ な げ る 担 い で 、 同 省 の 交通政策審議会空港整備部会で年末 ま で に 具体案 を 固 め 、

早期実施 を 図 る こ と と し た 。 「伊丹空港 に は 国 際線 は 発着 し て お ら ず、 1 種 に し て お く 理

由 は な い」 と し 、 環境対策費 の 削 減 な ど を 挙げた。 さ ら に 、 30 日 夜の 内 閣改造後の初 閣議

後の記者会見 で 、 伊丹空港の鹿止論 を 再展 開す る と と も に 「伊 丹 に 取 っ て代 わ る く ら い の

素晴 ら し い 国都空港 に 、 と い う 地元 の 意気込み があ れ ば大賛成で、 私 の 政治生命 を 賭 け て

で も 神戸空港 を 応援 し た い」 と 発言 し た 。 次い で翌日月 1 日 に は 伊丹魔止論 を 修正す る

方 で 、 「 関 西 空港の 国 際競争力 を 強化す る 怠味 で 、 神戸空港は も っ と 壮大 な 計画 を 持つ こ

と が望 ま し い」 と 述べ、 神戸空港 は将来的 に は 国 際線 の 乗 り 入れ を 含 め た 第 l 種空港 に 格

上 げすべ き だ、 と の 考 え を 示 し た 。
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さ ら に 、 国土交通省 も 、 4 日 に 聞 かれた大阪国際空港騒音対策協議会 の 臨時幹事会で、

関西空港 の 需 要予 測 の 下方修正 な ど を 踏 ま え て 関 西空港の余力 を 指摘 し 、 伊丹空港の縮小

方針 を 明確 に打 ち 出 し た 。 扇 同土交通相 の 「伊丹空港の発着枠 を 減 ら し 、 関西空港 に 国 内

線 を シ フ ト す る 」 な どの一連の発言 を 受 け た も の O こ れ に つ い て 兵庫 県 の 井戸知事 は 、 「余

り に も 唐突 。 伊丹空港が寄与 し て き た役割や地元 と の 共生 を 考 え て も 、 一 方 的 な 変更 は い

かがな も の か」 と 不信感 を 表明 し た 。 矢 田 市長 は 、 8 自 に 開 か れ た 定例 の 記者会 見 で 「 関

西空港 は 国 際拠点空港、 伊丹は 国 内 の 基幹空港、 神戸空港 は 地方空港 と 、 3 空港の役割分

担 は ( 呂 、 地元で) 既 に確認 し て い る 。 今後 は交通政策審議会の議論 を 見 守 り た し V と 従

来 の見解 を 述べ た 。 ま た 、 秋 山 喜久 関 経連会長 も 11 月 に 、 「 国 、 地元 自 治体、 経済界 で 関

西 3 空港の役割分担 に つ い て話 し合い の 場 を 持つ べ き で、 国土交通省航空局 に 審判役 と し

て 参加す る よ う 申 し 入れて い る J と 述べ た 。 こ う し た 中 でエ ア ポ ー ト セ ー ル ス ・ チ ー ム は

8 月 末 に 、 新 千歳空港 な ど路線就航が想定 さ れ る 北海道、 東北の諸空港 の 訪 問 を 皮切 り に 、

園 内 8 空港で友好キ ャ ン ペ ー ン を 展 開 し た 。

神戸市 は 、 「神戸空港需要検討会」 を 設置 し 、 神戸空港の 需 要 予 測 の 精査 な ど を 専 門 的

な 立場か ら 審議 し て も ら う こ と を 決め て い る が、 10月 の 初 会合で は 、 「会議 は公開 と し 、

公募で選ん だ第 3 者 ( 反対派 を 含む ) の 意見 陳述 も 認め る 方針」 と し た 。 12月 の最務会合

で は 、 神 戸空港の 開港時の需要予測 を 従来 の 年 間340万人か ら 319万人 に 下 方修正す る 予測

結果 を 了承 し た 。 こ の予 測 で は競合す る 他の 空港 や 、 鉄道の所要時間 、 運賃、 f更数 な どの

条件 を 考慮 し 、 経済成長率が1 . 5% で推移 し 、 旅客流動 の押 びが現状 を 維持 し う る も の と

し て 開港時年間319万人、 2010年度 は年 間403万人 と 算 出 し て い る O そ し て 、 新

ド ア ツ プ に よ る 鉄道需要の増加、 経済成長率が1 . 0% に低下 し た場合 も 計算 し 、 開港時300

万 - 343万人、 2010年 度 は386 万 - 417万人 と 数値 に 幅 を 持 た せ た 。 地域別利用 者 で は 大阪

府北部が56 % 、 神戸市以外の県 内が24 % 、 神戸市 内 が20% と し て い る O

建設工事で は 、 5 月 に神戸空港島 と ポ ー ト ア イ ラ ン ド第 2 期 を 結ぶ連絡橋の橋脚設置工

事が始め ら れ、 橋 を 支 え る 巨大 な 橋脚 1 基が据 え 付 け ら れ た 。 空港へ の 唯 一 の 陸上 ア ク セ

ス と な る 連絡橋 は全長1 . 2 kmで、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド 中公園駅か ら 延伸 さ れ る ポ ー ト ラ イ ナ ー

と 道路が並行 し て 走 る 計画。 橋脚 は高 さ 29 . - 、 幅26�;;:、 奥行 き 5 - で重量1 ， 500 1' '" の鋼

鉄製。 ポ ー ト ア イ ラ ン ド 2 期舗 に 近い 1 基が ク レ ー ン 船 に l弔 さ れ、 ゆ っ く り と 水深14t;;:の

海底 の杭 に 据 え 付 け ら れた 。 年度内 に全 8 基の工事 を 終 え 、 2004年春 に は工事車両が通行

出 来 る よ う に す る 。 空港本体 も 10月 末 に は空港島の一部用 地 ( タ ー ミ ナ ル、 エ プ ロ ン 用 地)

が竣工す る こ と に な り 、 同 月 16 日 に 報道陣に公開 さ れた 。 ポ ー ト ア イ ラ ン ド 1 期 の 沖 合 3

ヘ1 で 、 約7 . 7キロ の外国護岸がほ と ん ど完成 し 、 中 央部分の 約38江が陸地化 さ れ た 。 1 臼 約 10

万 ト ン の 土砂 を 運搬 し 、 全272はの う ち 9 月 末で20立 に 当 る 52はの堤め 立 て が完了 し た 。

1 1 月 に 入 り 、 神戸市 は 、 市街地 と 空港 島 を 結 ぶ ボ ー ト ラ イ ナ ー に つ い て神戸空港 タ ー ミ

ナ ル駅 ま で の 延伸事業の特許 を 叡得 し た 、 と 発表 し た 。 ポ ー ア イ 2 期北駅~神戸空港駅の
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3 . 5九 で建設費 93億 円 。 三宮~ 雫港釈を 約16分で結び、 片道 1 日 211木、 ピ ー ク 時 に は 1 時

間 に 18本 を 運行す る 計額。 同 月 、 神戸空港 タ ー ミ ナ ル 会社 も 発起人会 を 開 き 、 創 立 に ヨ た っ

て は 出 資金の 5 割以 t を 経済界が拠出 す る こ と に な り 、 川 崎重工業、 神戸製鋼所、 ワ ー ル

ド な ど地元企業の ほ か 、 阪急電鉄、 全 日 空 な ど31社が名 を 連ね 、 12月 に は 総事業費6 1億 円 、

6 年後の黒字 を 目 標 に し て創 立 さ れた 。

年 の 明 け た 1 月 に は 、 扇 国土交通相 が参院予算委員 会で伊丹空港 に つ い て 、 「環境対策

費 と し て 、 本体の 空港整備の 5 倍の お 金 を か け て航空行政が成 り 立 っか。 国 の 在 り 方 の根

本 を 百 っ て い る J と 伊)丹廃止論 を 改 め て 述べ、 「神戸空港 と 関 空 を ト ン ネ ル で 結べば15分

で 国 際線 と 国 内 線 を 乗 り 継 ぐ こ と がで き る 」 と の構想、 を 披露 し た 。 2 月 に は 、 近畿 3 空港

の 共存 の 在 り 方 を 官民で検討す る 「 間 四 3 空港懇談会」 の初会合が開かれ、 国 土交通省 、

地元 自 治体、 関経連の 3 者が参加 し た 。 座長の秋山 関経連会長 は 、 関空が国捺拠点空港、

伊丹が国 内基幹空港、 神戸が地方空港 と し た上 で 、 r 3 空港が役割 に 応、 じ た機能性、 補完

牲 を ど う 高 め る か。 空港の利用

促進 に 向 け た 地域 の 産業、 観光

の活性化 な ど を テ ー マ に話 し合

い た い」 と 説明 し 、 連携 し な が

ら 相互 の利 用促進 を IZJ る 方針 を

述べ た 。 様 ざ ま な 出 来事の 中 で 、

年度末の 3 月 に は 、 神戸空港の

工事進捗率 は65% を 超 え 、 陸地

化 し た 面積 も 約80は に 達 し た 。

く参考 文献〉
「神戸市交通局資料」 神戸市交通局
「地 下鉄 ミ ニニ ュ ー ス 」 同
「事業概要」 神戸市みな と 総局
「統計 神戸îìJtJ 向
fpORT OF KOBEJ 同
「神戸市みな と 総局資料J 可

ょ う や く 姿を見せた神戸空港島 (平成15年 3 月 末)
(神戸市みな と 総局資料 )

朝 日 、 毎 日 、 読売、 サ ン ケ イ 、 日 経、 神戸新聞
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i 第三節 情報イ ン フ ラ
1 . 竜話

震 災は 電話 も 止め た 。 神戸地域だ け で も 約30万 の加入電話が不通 に な っ た ほ か、 加入者

系通信 ケ ー ブル に も 影響 し た た め 、 市民の 多 く は連絡手段 を 失 い 、 途方 に く れた 。 混乱 に

拍車 を 掛け た の は 、 全同 か ら の安否確認 の 電話が通常 ピ ー ク の50倍 も 殺到 し た こ と だ、 っ た 。

そ ん な 中 で NTT は 、 1 月 末 ま で に希望の あ っ た約10万 の 回線 を 復 旧 さ せ た 。

NTT 西 日 本 は 、 従来か ら 災害時の 被害 を 最小 限 に 抑 え る た め 、 耐災性 の 向 k や監視 ・

制御体制 の 強化 、 ネ ッ ト ワ ー ク の信頼性確立 な ど に 取 り 組み、 万一、 災害が発生 し た 場合

に は被災状況の把握、 復旧体制 づ く り を 速や か に 行 い 、 重要通信の確保、 通信サ ー ビ ス の

早期復旧 を 図 る な ど万全の体制 を 敷い て い た 。 建物や無線鉄塔 な ど を 耐震構造 に 改 め 、 台

風や洪水、 津波に対 し で も 必要 な 対 策 を 取 っ た ほ か 、 重要通信 セ ン タ ー の 分散、 中 継伝送

路 の 多 ル ー ト 化、 2 ル ー ト 化で ト ラ ブル を 防止 し た 。 一方、 利 用 者向 け に は 、 災害発生時

に被災地の 安 否確認電話の 集 中 を 避 け る た め 、 災害用伝言 ダ イ ヤ ル '171J を 導入 し た 。

災害救助法が適用 さ れ る よ う な 大規模災害が発生 し 、 広 域 に 渡 り 停電が続 い た場合に は 、

テ レ フ ォ ン カ ー ド や コ イ ン が無 く て も 電話が通 じ る 公衆電話無料化 も 取 り 入 れ た 。 2001年

度 か ら は 、 地震な どの大規模災害時 に 、 住民の避難場所で ネ ッ ト 接続や メ ー ル送信 が無料

でで き る 通信 シ ス テ ム を 始 め た 。 災害発生時 に特設 さ れ る 公衆電話用 の 通信 シ ス テ ム にパ

ソ コ ン を 繋 ぎ、 衛 星 を 使 つ で 電波 を 被災地以外の電話局 に 送 り ネ ッ ト に接続す る 仕組み。

被災者は 電話以外の通信方法が取 れ る ほ か、 災害の埼報収集 に も 役立 つ o NTT は 、 災害

時 に行政機 関 の 要請 で避難所 に無;f-lの公衆電話 を 特設 し て き た が、 相 手が不在の場合な ど

に 連絡 の 取れ な い恐れが生 じ る ほ か、 災害 に 関 す る 情報 を 要望 す る 被災者が増 え る こ と を

考慮 し た も の O 震災時の避難所で、 生活情報の 収集や ボ ラ ン テ ィ ア の連絡 に イ ン タ ー ネ ッ

ト が利 用 さ れ た事実 を 教訓| に 開発 さ れた 。 ホ ー ム ペ ー ジ の 閲 覧や 、 共通 ア ド レ ス に よ る メ ー

ル の送信 も 可能。

ま た 、 NTT コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ズ で は 、 4 月 に ア ジ ア の 大手通信事業者1] 社 と 都 内 で

合 同 会議 を 聞 き 、 災害発生時の 連絡体制 を 強化す る こ と に 合意 し た と 発表 し た 。 災害で各

国 を 結 ぶ 国際 回線が切 断 さ れ た 場合、 被災 し な か っ た他の 国 を 経 由 し た 回線 を 確保 し 、 通

信網が切 れ な い よ う に協力 す る も のO 各社の担 当 窓 口 は ホ ッ ト ラ イ ン で結 ばれ、 被害状況

を 早急 に伝達す る ほ か、 迅速 な 対応の た め の危機管理マ ニ ュ ア ル も 作成 す る O

2 . ニ ュ ー メ デ ィ ア
震 災 に よ っ て 、 従来 の テ レ ビ 、 ラ ジ オ 、 広報紙 な どの広報手段 を 失 い 、 市民への情報伝

達 を 報道機関以外 に頼 る 手段の な か っ た 神戸市広報課 は 、 1994年 か ら 実験的 に 市の ホ ー ム
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ペ ー ジ を 開設 し て い た神戸外国語大学の学術系 ネ ッ ト を 能 う こ と を 考 え た 。 翌 日 か ら 内容

を 、 すべて震災情報 に 切 り 替 え て 全 国 に 発信 し た 。 イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 情報 の 反響 は 劇

的 で 、 1 月 末 ま での ア ク セ ス 件数は45万件、 20 日 に は 当 時の 回 線容量最大 の 4 万件/ 日 に

達 し 世界各 国 か ら ア ク セ ス が殺到 し た 。 内 容 は 、 そ の 後更新 さ れ震災翌年 に は 週刊市政

ニ ュ ー ス な とやが加わ り 、 復興情報 と 震災被害情報は 、 「震災情報室」 と し て発信 さ れ た 。 1997

年 に は 「市長への 手紙」 の受付 を 開始、 1998年か ら は記者発表資料の ホ ー ム ペ ー ジ化 な ど

( [�l l )  携帯電 話 に 映 る 「 レ イ ン マ ッ プ こ う べ」 の参考図

務欝議話への表示参考畿

1 [告車販 レ}ダ]
2 [今、8 -8持8 1;ち突事完3

8 [麹晃�3有事長予事接}
4 [繁華露づ主主意事護]

5 [i主君患者事項]
8 [お知らせ]

t申plJ)下水i重

表示内容

(神戸市広報課資料)

が進め ら れ、 民 に 聞 か れ た 「電子市役所」 を Id 指 し た 。 2001年 に は 、 各種 申 請手続 き の

用 紙 な ど を イ ン タ ー ネ ッ ト で提供す る 「 申 請べ ん り 帳」 も ス タ ー ト 。 印鑑登録証明 、 住民

票 の 写 し の 交付 な ど の手続 き の 申 請用 紙 も 、 イ ン タ ー ネ ッ ト で入手で き る よ う に な っ た 。

建設局下水道河川 部 の 降雨情報 シ ス テ ム 「 レ イ ン マ ッ プ こ う べ」 も 4 月 か ら 始 ま っ た 。

こ の シ ス テ ム は 、 降雨 レ ー ダー を 使 っ て 監視 し て い る 神戸市上空の 降雨情報 を 、 イ ン タ ー

ネ ッ ト で配信す る も の で 、 降雨の強 さ が 4 段階 に色分け し て 表示 さ れ、 範囲 も 広域、 神戸

市域、 神戸市南部、 神戸市北部の 4 つ に 区分 し 、 細 か い 範 囲 で天候が分 か る よ う に し て い

る o 2001年度 は約77万件の利 用 があ り 、 好評 を 博 し た こ と か ら 2002年 9 月 か ら は 、 よ り 多

く の市民 に 降雨情報 を提供 し 、 日 常生活 に 役立 て て も ら う と と も に 、 市民の 自 主 的 な 防災

活動 を 支援す る た め 、 携帯サ イ ト へ の情報発信 も 開 始 し た 。 自己信 す る 情報は兵庫県南部 の

観測状況、 神戸 市域 の観測情報 と 今 日 、 明 臼 及 び、j昼 間 天気予報、 そ れ に 加 え 兵庫 県南東部
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に発令中 の 警報、 注意報で あ る O

ま た2001年度 の携帯サ イ ト での情報提供 に 続 き 、 2002年 5 月 か ら は 、 L モ ー ド (電話機、

FAX か ら の メ ニ ュ ー 操作 で メ ー ル の 送受信 や 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 閲覧がで き る ) で の サ ー

ピ ス も 始め た 。 2002年度の新た な 取 り 組み と し て は 、 神戸市 の 条例 や 規制 な ど を 閲覧で き

る 検索 シ ス テ ム を 10月 か ら 導入 し た ほ か、 電子 メ ー ル で直義、 所管課へ の 問 い合わせがで

き る よ う に 市役所各局 の メ ー ル ア ド レ ス を ホ ー ム ペ ー ジ に掲載 し た 。

さ ら に 情報発信 に 加 え 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の特性の l つ で も あ る 双方向性 を 活か し 、 ト ッ

プペ ー ジ の リ ニ ュ ー ア ル や メ ー ル マ ガ ジ ン へ の ア ン ケ ー ト を 実施 し 、 利用 者 の 意見 を 反映

し た 改善 に 取 り 組 ん で、 い る 。

3 . 放送
震災か ら 丸 8 年 を 迎 え た 2002年度 に 関 西 の テ レ ピ各局 は 、 1 月 17 日 午前 5 時46分 を 中心

に特別番組 を 組み 、 被災地の現状や将来への展望 を ま と め た 。

[ r減災」 で 8 年 目 を レ ポ ー ト ]

阪神 ・ 淡路大震災で被災者 と な っ た NHK 神戸放送局 は 、 生命の大切 さ を 伝 え 、 い ざ と

い う 時 に 信頼 さ れ る 放送局 を 目 指 し 、 震災 8 年の ニ ュ ー ス や番 組 を 多彩 に展 開 し た 。 メ イ

ン テ ー マ は 「減災」 で 、 被災 し て か ら 動 く の で な く 、 災害 を 事前 に予知 し 、 災害発生 時 に

如何 に 被害 を 最小 眼 に抑 え る か を 課題 と し て 取 り 組 ん だ、。

ま ず、 震災 8 年 を 夜前 に し た l 月 14 日 か ら 17 日 ま で朝 の全国放送 「お は よ う 日 本」 で震

災企画 シ リ ー ズ を 放送 し た 。 神戸市内 の 中 学校全員 を 対象 に し た救急救命士教育、 震 災前

の 町並 み や復興の道の り の記録写真展 を 開 い た 長 田 区御蔵地区 の街づ く り 、 苦 闘 す る 神戸

の都市 開 発 の 象徴 ・ ポ ー ト ア イ ラ ン ド の再開発の厳 し い現状 な ど を 記者 レ ポ ー ト で伝 え た 。

震災発生 当 日 の 17 日 は 、 朝 5 時46分、 希望の灯で知 ら れ る 東遊 園 地 、 垂水区 の復興住宅で

の黙祷 を 、 さ ら に 三宮 や ポ ー ト ア イ ラ ン ド上空の ヘ リ コ プ タ ー か ら の レ ポ ー ト で、 震災 8

年 日 の神 戸 を 生 中継 し た 。 西宮市の高木小学校や淡路 島北淡 町 の 断層 保存館 な どか ら 被災

地 の 今 を 取材 し 、 妨災への取 り 組み を 「減災」 の視点 か ら 全国 に放送 し た 。

全国 向 け テ レ ビ番組で は rNHK ス ペ シ ャ ル “減災"」 を 全国 に 放送 し た 。 巨大災害の被

害 を 、 い か に 最小 浪 に 抑 え る か と い う 視点 か ら 、 災害対策 に 最近、 定着 し て 始 め た “減災"

の 考 え 方 を 紹 介 し た 。 コ ン ピ ュ ー タ ー を 使 い 効 率 的 な 救援 を 可 能 に す る 電子地開 ・ GIS

の 開発 な ど最先端の取 り 組み を ア メ リ カ や 兵庫県庁の例で伝 え た 。 ま た 、 板神 ・ 淡路大震

災 で は 木造住宅の耐震化 さ え あ れ ば、 死者の 8 割が救 え た と 言 わ れ る が現実 に は 進 ん で い

な い 。 そ ん な 額 向 の 中 で最大540万 円 の公的助成の仕組み を 作 っ た横浜市 の例 や 、 新 し く r 1 

階が潰 れ な い 補 強」 提案 を し て い る 民 間 の動 き を 通 じ 、 耐震化の最前線 を 紹介 し た 。 「 ホ

リ デー に っ ぽん “長田 こ の 町 に 生 き る 阪神 淡路大震災 8 年 一 」 で は 、 区 の 面積の 5 分
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の 1 近 く が焼失 し た 長 田 区 で、 長 田 を 愛す る 被災住民が ボ ラ ン テ イ ア と 互 い に 支 え 合 う 姿

を 描 き 、 全 国 に感動 を 与 え た 。

ロ ー カ ル番組の 「 と っ て お き 関西」 で は 、 去年 4 月 に オ ー プ ン し た 「人 と 防災未来 セ ン

タ ー」 を 紹 介 し な が ら 「今に残 る 震災 の つ め 跡写真展」 や 防災訓練 を レ ポ ー ト 。 「関 西 ク ロ ー

ズ ア ッ プj で は 、 神戸市瀧区琵琶町公園 に 、 震災 8 年 E に61人 の犠牲者の名 前が刻 ま れた

慰家碑が建て ら れ る ま での経緯や 、 尼崎築地町の神社の神輿 を 修復す る た め に 動 い た 人 々

の 思 い を 描 い た 。

長田 こ の国nこ生 き る ~板神大震 災 8
; 震災企[由l “神戸経済現状 と課題"

“震災遺児は今"
中継 “震災 8 年 今被災地は"
中継録画 ( 人 と 紡災未来セ ン タ ー )
震災企画 “震災手記に寄せる 思 い"
“復興の シ ン ボルに思い を込めて"
“減災 阪神大震災の教訓 は今一

名
ホ リ デー に っ ぽん
お は よ う B 本
生j吉ホ ッ ト モー ニ ン グ
と っ てお き 問問
兵庫県追悼の集い
ニ ュ ー ス かん さ い発
問問ク ロ ー ズア ソ ブ
NHK ス ペ シ ャ ル

口位。wr
(表 8 ) N H K が2002年度 に 放送 し た震災関連番組

話c放送時間

18 : 10-18 :44 
7 : 45- 8 : 15 
8 :35-10 :00 

I I  : 05-1 1 : 45 
14 :05-14 :35 
18 : 10-18 : 58 
19 : 30-20: 00 
2] : 15 -21 : 58 

復興支援 工場は今
希望のあか り が く れた勇気
阪神大震災か ら 8 5ド - tj ド キ ュ メ ン ト 他

NHK ジ ャ ー ナ ル
NHK ジ ャ ー ナ ル
NIIK ジ ャ ー ナル
ネ ッ ト ワ ー ク に っ ぽん
土日程ジ ャ ー ナ ル

22 :00-22 : 55 
22 :00-22 : 55 
22 :00-22 : 55 
15 :00-15 : 55 
22 :00-22 :  55 

げ悦 ! 日 |
ffiI ! 1 Jl 1c 日
罰 1 1 JJ 17 El
罰 I 1 月 17 El 
幾 I 1 月 17 口
!車 1 1 )H7 日
畿 I 1 月 17 日
畿 I 1 月 17 日
凶 i 1 月 17 1 1

メ デ ィ ア

総合 TV I 会
令
全
j!í: 
丘ノ 、
i!í: 
近
ノ、dヒ

凶
出
国

〈土
八L
〈ft
〈千
人主

ラ ジオ
第 l

(NHK 神戸 放送局資料 )

で15 日 か ら 3 夜連続で震災関連 を

の復興支援工場の現状 と 課題、 前年 に全国 に感謝の気持 ち を 伝 え た 「希

望 の灯 リ レ ー 」 に 参加 し た 55人の ラ ン ナ ー の そ の 後の活動 、 被災地 を 歩 く

一方、 全 国 向 け ラ ジ オ 番組で は 、 INHK ジ ャ ー ナ ル」

レ ポ ー ト 。 兵庫

「 ひ ょ う ご メ モ

リ ア ル ウ オ ー ク J な ど を 伝 え た 。 「土曜 ジ ャ ー ナ ル」 で は 、 震災 を 契機 に 誕生 し た 多 く の

ボ ラ ン テ イ ア や 団体の そ の後の活動 を 、 関 西学院大の サ ー ク ル や 長 田 区 の IFM わ い わ い J

ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の 現状 と 課題 を 報告 し た 。

な お 、 震災で大 き な 被害 を 受 け た後、 取 り 壊 さ れて い た 旧神戸放送局の新会館が神戸市

中 央 民 中 山 手通 2 の 同 じ場所 に 再建 さ れ る 。 震 災 か ら 丸10周 年 に な る 2005 年 1 月 17 El に

の例 を 検証 し な が ら 、

オ ー プ ン す る 予定。

な ど放送〕

CM 抜 き の放送 を 続 け た 地域放送局 だ

レ ギュ ラ 一 番組や特別番組で被災地 か ら の震災報

( 120歳に な り ま し た ・ 震災遺児の 8

サ ン テ レ ピ ジ ョ ン は震災発生直後か ら 丸 6 日 間 、

が、 2002年度 も 被災地の放送局 と し て 、

道 を 続 け た 。
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レ ギ ュ ラ 一 番組の 「ニ ユ ー ス Eye ラ ン ドJ ( 月 一 金曜午後 9 時30分) の特集で、 タ イ ム

リ ー な 企画 を 放送 し 、 8 年 目 の被災地の現状 を 伝 え た ほ か、 震災 8 年の 1 月 17 日 に は今年

も 特別番組 を 編成、 阪神 ・ 淡路大震災 を 追悼 し た 。

(表 9 ) 
「示送 日
「一一…一一一一一

「ニ ュ ー ス Eye ラ ン ド 」 の主な放送内容ー「一一一一 一 一一一 一 …ー了一一一一一
タ イ ト ル 主主 送 IÂl クまマ1::.r 

I 4 月 間j I 古山 平山Lり 」

汁 月 17 日 官災乗 越え 1C周年」

I 6 ]J 28 日 「神戸 芸の売 込み作戦」

汁 月 5 B I I 支援金め ぐ ι: 被災者が勝一訴」

7 月 16 日

7 月 24

7 月 26 日

8 月 23 日

9 月 1 7 日

10月 31 日

1 l 月 6 1::1 

「神戸か ら ア フ ガン支援へJ

- 復興住宅は今」

「被災者支援金を拡大へ」

1 1ft界の遺児が心の交流」

「 こ れで充分 ワ 自立支援金J

「長田 の “ほっ こ り 横丁

「協 同住宅 5 年 ・ 新 し い仲間
と 」

神戸に拠点 を置 く 声楽 グルー プの 「カ メ ラ ー タ 神戸」 は震災の年
に発足、 被災地で公演 を続けて き た。 7 口 、 奈良の コ ンサー ト で
長崎の原爆で被爆 したマ リ ア像への讃歌を熱唱 し た。 I
ゴス ペル歌手 ・ 森祐理 さ ん は震災で最愛の弟 を 失 っ たが、 同 じ悲 !
し み を 持つ被災者に歌の メ ッ セ ー ジ を送 り 続けた。 17 日 、 神戸で
開いた歌手生前10周年公演後、 話を開いた。
かつて問:界第 3 位の コ ン テ ナ取扱量 を誇っ た神戸港 も 、 震災後は
低迷が続 き 、 今では国内港に も 扶かれた。 神戸市 は 3 人の民間人
を登用 し 、 ポー ト セ ー ル ス の チ ー ム を強化 し た。

し た こ と か ら 8 立支援金を受給出来なかっ た{阪え女 |
性が起 こ し た裁判。 ム審に続 き 、 高裁 も 男女差別で あ る と 復興基 |
金仮j に支払い を命 じ た。 受給出来ない人0;救済問題を探J た。 I
復興へ歩 む ア フ ガン では、 今なお住民はテ ユ ト 生 舌を送る c 先月 、 |
現地 を訪ねた被災地 NGO 協働セ ン タ ー に 鈴木隆太 さ ん か 与 実 |
;犬 と 神戸から何が出来るかな どを 開いた。 :
急速に高齢化が進む復興住宅では、 閉 じ こ も り がち の人 も 多 く 孤
独死 も 増 え 、 自 治会の運営 も 難 しい。 そ ん な 中 、 高齢者 が支え合
い、 ふれあいの輸を広げる ケ ー ス を西区の復興住名に訪ねた。
自 立支援金を巡 り 争われた裁判で、 敗訴 し た復興基金は上告を 断
念 した ため決着 し、 制度の見直 し も 決 ま っ た。 し か し 、 次性の支
援団体は、 な お差別 は残る と 指摘、 改善 を求めた。
震災孤児のケ ア拠点の レ イ ン ボーハ ウ ス に 、 問符テ ロ や ア フ ガ ン
空爆で殺を失っ た子供た ち 、 地震やエイ ズで殺を 亡 く し た子供が

ま り 、 体験を打ち明け、 心の交流を した。
6 1::Hご支援金の支援要件が、 →部改正 さ れた 。 2 ， 000件が新た
支給対象 に な る と 見 ら れる が、 男女間で莞別 が生 じ る な ど、 「不
充分」 の戸が 上がっ て い る 。 見直 しの内容を考 え た。
震災で大 き な被害 をうをけた長自区に 「ほっ こ り 横丁 ・ 戸崎庵」 が
誕生 し たO 壊れた家の廃材な どで、作っ た小 さ な 家 だが、 地域の交
流、 心のi悲 しの場所にな っ てい る 。
震災後、 長岡区 に建設 さ れた協同住宅が入居 5 年 を迎え
ン グや食堂な ど共用 ス ペー ス が設け ら れ、
地域の人 と の交流の拠点に活用 さ れている 。
10 日 、 全国各地で 「あ し な が P ウ オ ー ク 」 が開かれ、 災害や病気

1 1月 13 口 I r世界の遺児支援へ “ 渉 J な どで親を失っ た子供 た ち が、 海外の遺児への支援を訴え た。 震
災で父親を失っ た大学生の体験と訴え を紹介。

日 I I 神戸の獲 7 年 を記すJ

日 I r神戸でル ミ ナ リ エ開幕」

「せせ ら ぎが流れる街で」

戦争 と 震災の大火に耐 え 、 震災の “生 き 証人" と して淡路島の津 ;
名町 に保存 さ れた 「神戸の壁」 。 保存運動の先頭に立っ た美術家が、

j 経過 を ま と め た 3 部作の記録集を発干Ij した 。
震災のir'か ら 始 ま っ た光の祭典、 今年のテ ー マ は 「光のぬ く も り Jo
震災犠牲者への鎮魂 と 街の復興 ・ 再生への祈 り を込めて神戸のjff
を彩る 。 点灯式の模様な どを リ ポー ト 。
震災か ら 8 年、 す っ か り 生 ま れ変わ っ た地域 も 少な く な い。 兵庫
反の松本地区は魚がj永 ぐ人 仁のせせ ら ぎが流 れ る が、 生活再建が
進 ま ず、 土地を手放 した人 も い る 。
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タ イ ト ル

8 年の生活再建」

12月 27 E3 「震災 8 イドへ遺族の思い」

月 7 日 「震災 8 年 ・ 復興住宅は」

紋 送 内 幸子
震災に不況が重な り 、 公的融資の返済不能、 復興住宅の家賃滞納
な ど生活に苦 し む被災者は少な く ない。 対象が拡大 さ れた被災者
自 立支援金の電話相談を市民団体が始めた。
東遊闘地の 「希望の灯 り 」 の前で震災遺族 ら に来年への忠い

i く 。 遺族 ら は 3 月 に NPO を設立 し たが、 長男 を亡 く し た男性は
災をいつ ま で も伝えてい く 」 と語っ た。
震災か ら 間 も な く 8 年 を迎え る 。 復興公営住宅での高齢化率は 4
割を超え 、 住民は コ ミ コ ニ テ ィ ー作 り に苦労 して い る 。 兵康県 は
実態調査5を始めたが、 神戸市の復興住宅の現状は。一一一一一

1 月 8 日 I r20歳に な っ た震災遺児」

1 fl 9 E3 l rい ま も 残る震災の傷跡J

1 月 10 I::! 「震災 8 年 ・ 各地で集い」

1 月 14 日 「震災遺族 8 年の歳月 J

1 月 間 i 「新開地発 復興のメ ロデ イ ー」

1 fl 16 日 I I 震災 s .tJ三 ・ 県外避難者」

1 月 17 日 I r忘れない ・ ・震災 8 年」

1 月 24 E3 ! r被災地離れて 9 年 Hへ」

白rti こ住む大学 2 {f生は、 小学校 6 年の持、 震災で父親を失っ
た。 去年、 米 テ ロ 事件や ア ブ ガ ン空爆の遺児 と 交流 し、 「親 を 亡
く した悲しみに 国境はない」 と 話 した。i 慨 に復興 した よ う に見え る が、 不況 も あ っ て い ま だ に復興の見
通 し も 立た な い地域 も あ る 。 5 時46分で止 ま っ た ま ま の薦出街の
大時計な ど、 今 も 残る 震災の傷跡を伝え る 。
17 日 で震災丸 8 年。 各地で追悼集会が予定 さ れて い る 。 三三宮、
回 、 伊丹で ろ う そ く で文字や絵 を かた どる 集 い が行 わ れ、
も 池域集会 を 開 く 。 主催者に震災 8 年への思い を開いた 。
震災で最愛の初孫、 6 歳の女の子を尖っ た祖父は 「天国のあ
の ため に も 」 と 、 ま ちづ く り 協議会の会長に就任 し 、 家族の協力
も 得て街の復興に奔走 し た。
新開地から
いた街を音楽で励 ま し たい」 と ラ イ ブパー を 開い た。 あれから 8
年。 ラ イ ブへの出演は260回を超えた。
震災後、 住み慣れたT.地 を離れた 「県外 - 市外避難者」 は推定 5
万人。 しか し実態把梶が困難で実数は不明。 住宅が確保出米ず 「帰 i
り た く て も 帰れない」 避難者の声を開 く 。 il 震災か ら 丸 8 年問えた。 忘れて は な ら な い 日 。 被災地の各地で
の追悼行事を紹介 し 、 被災者を勇気づけ る ため に歌い続け る歌手
や、 番総に届い た 「被災者か ら の手紙」 も 紹介する 。
震災で家 を失っ た被災者の 中 に は 、 県外へ移っ た 人 も い る 。 16 日
に そ ん な被災者の “同窓会" が神戸で向かれた。大阪に伎む夫婦
は神戸に帰 り たいが、 公常住宅の揃選に当 た ら ない。
復興住宅での家賃滞納が増 え て い る 。被災者への家賃補助は、

1 月 31 日 I r家賃が払えない被災者 が続 く と な く な る ため 、 支払い は さ ら に剖難に な る 。
困窮者の追い出 し だ と 問題視す る が 一。
指揮者山本郁夫 さ んが23 日 に神戸で復興記念コ

3 月 19 日 I r三宅島 と 神戸 を結ぶ歌声 出演は噴火で避難 し た 三宅島の烏民合唱団 「ア カ コ ツ コJ
市民合唱団。 2 つの被災地の市民が希望の歌声で交流す る

(サ ン テ レ ビ ジ ョ ン資料)

こ の 日 、 午前 5 時30分、 神 戸 市役所南側 の 東遊 間 地 で 関 か れ た 震 災犠牲者 を 追悼 す る

rl . 17のっ とマ し り を 生 中継で放送 し た の を 皮切 り に 、 同 日 午後 9 時か ら は レ ギ ュ ラ ー 放送

枠 を 1 時 間 に 拡 大 し て 、 「ニ ュ ー ス Eye ラ ン ド ス ペ シ ャ jレ」 を 編成 し 、 各 地 で 開催 さ れ た

追悼行事、 式典 や 市 民 の 声 を 伝 え 、 平松愛理、 ク ニ 河 内 、 ガ ガ ガ SP ( ス ペ シ ャ ル ) 、 森

祐理の 歌 を 紹 介 し た 。 ま た 、 「震災特集」 を 発展 さ せ た番組 「 ス ペ ー ス 2002J (毎月 第 4 日

曜 ・ 午前日 時 ) で は I 月 初 日 に r20歳 に な り ま し た ・ 震災遺児 の 8 年」 を 放送 し た 。 小学

校 6 年生 の 時 に 震 災 を 体験 し 、 丸 8 年が経つ2003年 1 月 に 成 人式 を 迎 え た 男 女 2 人 の 遺児
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に ス ポ ッ ト を 当 て 、 そ れ ぞれが過 ご し て き た 日 々 を 振 り 返 っ た 。 あ し な が育 英会 と の 関 わ

り 、 遺児の癒 し の家 ・ レ イ ン ボー ハ ウ ス で の 活動 、 そ し て世界の遺児 と の 交流 を 通 し て 成

長 し た 二 人。 彼 と 彼女が どの よ う に 悲 し み を 乗 り 越 え 、 こ れか ら 、 ど う 歩 も う と し て い る

の か を 取材 し た も の を 、 1 時 間 の 映像 ド キ ュ メ ン ト に ま と め た 。

〔各地の復興状況 を 追 う 〕

震災 で須磨 区 の本社が大損害 を 受 け な が ら 、 社員 の努力 で そ の後、 3 日 龍 、 CM 抜 き で

安否情報、 生活情報 な ど の震災報道 を 送 り 続 け た ラ ジ オ 関西 (AM 神戸) だが、 2002年度

も 震災報道 に精力 的 に取 り 組ん だ。 年 間 を 通 じ 、 「谷五郎 の OH ! ハ ッ ピ ー モ ー ニ ン グJ ( 月

一 木曜午前) な どで追い 続 け た が、 「谷五郎 の …」 の 中 で 「西条遊 児 の 我が町元気です 一

被災地譲興 レ ポ ー ト 」 で も 各地の復興状況 を 取 り bJた 。

震災 8 年 目 の l 月 17 日 に は震災特別番組 「震災か ら 8 年 元気で す か ? � 人 と 防 災未来

セ ン タ ー か ら 、 お む す びほ っ か ほ か メ ッ セ ー ジ �J を 放送 し た 。 当 日 朝 7 時 台 に 2002年 に

始 ま っ た 「お む す びほ っ か ほ か訪問」 か ら 「元気です メ ッ セ ー ジ、」 を 短か く 再編集 し て 放

送 。 11時か ら は 、 メ モ リ ア ル ウ オ ー ク に 参加 し た 人 々 の声や 8 年 を 経 た 思 い な ど を イ ン タ

ピ、 ユ 一 、 間 も な く 始 ま る 追悼 の 集 い の黙祷へ の 呼 び掛け を し た 。 午後 1 時 か ら は 人 と 防災

(表10) ラ ジオ関西 「ハ ッ ピーモー ニ ン グJ の震災関連番組
放ið F3 タ イ ト jレ

4 月 16 日 「復興の詩」
24 日 「神戸に響けオ ー ケ ス ト ラ 」
29 日 「人と 未米防災セ ン タ ー オ ー ブ ン」

ドヲj 「復興の思い を乗せてJ
30 日 「ユニパーサル シテ ィ を B 指 し て」

5 月 13 日 「復興の調べ」
16 日 「ジ ャ ズの街 - 神戸の復興を」
22 日 「服部克久コ ンサー ト 」

6 月 10 日 「神戸経済の今」
17 司 ; 「神戸の海 と 山 に思い を馳せてJ

7 月 24 日 「震災を乗 り 越えて 、 復活 ! 青木商庖街」
29 日 「神戸が く れた底力」

8 月 6 日 「奥尻 ・ 神戸 被災地に響 く 欽の力J
21 日 「被災地 KOBE を tlt界に発信 CODEJ

10月 2H:1 「不況を乗 り 切れ 日 本、 神戸」
1 1月 13 日 「復興の思い を描 く 」
12月 1 9 日 「神戸~ ア フ ガ ン を繋 ぐ も の」
1 月 14 日 「南海 ・ 東南海地震の可能性」

15 日 「復興の壁」
16 日 ! r街づ く り は人づ く り 」

3 月 4 日 「神戸経済の復興を」

備 考
ゲス ト 河島あみる
関西フ ィ ル交響楽団

ゲス ト 芝 草 玲
ゲス ト 竹中 ナ ミ
ゲス ト 近藤 嘉宏
ゲ、ス ト j:ffi ひろ し
ゲス ト 服部 5'2:久
ゲス ト 武内 正博
ゲス ト 宮道 成彦
生中継
ゲス ト パ ンチ佐藤
ゲス ト 五ァjçひ ろ し
ゲス ト 村井 雅清
ゲス ト 滝川 好夫
ゲス ト ち ゃ ら んぽら ん大西治仁
ゲス ト 山 田 和尚
ゲス ト 河閃 恵Btl
ゲス ト 三原 泰治
ゲス ト 田 中 保三
ゲス ト 大久保裕晴

( ラ ジ オ 関西資料 )
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未来セ ン タ ー か ら の 特別番組で、 井戸敏三兵庫県知事、 橋本学 ・ 京大防災碗究所教授、 露

の 団六 ら が参加、 震災 8 年 の感想、や復興{主宅での 問題提起、 東海 ・ 南海 ・ 東南海地震への

対応 な ど を 話 し合 っ た 。

近 畿 の AM ラ ジ オ 7 局 で つ く る rAM ラ ジ オ 災害問題協議会」 が、 9 n 6 日 に 大阪歴史

博物館講堂で 「関 西発 命の ラ ジ オ ー シ ン ポ ジ ウ ム ・ 巨大災害 に備 え て 」 を 聞 い た 。 |可協

議 会 は 1994 年 に NHK大 阪 、 朝 日 放送 、 毎 日 放送 、 ラ ジ オ 大 阪 の 4 局 が共 同 の リ レ 一 番 組

を 放送 し た の が発端。 そ の 後、 AM神 戸、 KBS京都、 和 歌 山 放送が参加 し 、 毎年 9 月 1 日

の 「訪災 の 日 」 前 後 に 「 関 西発 命の ラ ジ オ 」 を テ ー マ に 共 同 番組 を 制作 し て き た一環 と

し て 開 か れ た 。 シ ン ポ ジ ウ ム は 、 災害時 に ラ ジ オ に何がで き 、 何 を すべ き か、 そ し て つ ス

ナ ー か ら 期待 さ れ て い る こ と は何か、 な ど を 確認す る た め に企画 さ れた 。 基調講演で、 室

崎主主輝 ・ 神戸大教授 は 「南海、 東南海地震 の 危機が、 す ぐ そ こ ま で来 て い る 」 と 前置 き し

て 、 阪神 ・ 淡路大震災 と 違 い広域が被災 し 津波 も あ る O 家具の位置 な ど、 ま ず身 の 回 り か

ら 点検 し て ほ し い と 呼 び掛け た 。 5 人 の パ ネ リ ス ト が 「情報の 共有化 を 進 め る J r 防 災

体制 の充実 を は か る 」 な ど、 そ れぞれの立場か ら 発言 し た 。

ト ピ ッ ク ス

震災で局舎が全壊す る 大被害 を 受 け な が ら 、 の 再現がで き た 0

13分 5 秒の放送 中 断以後、 CM 抜 き で69時 関 連 個 人名 な どは伏せ字 に し た が、 役 員 の 電話連

続で、 安否情報や被害情報 を 続け た ラ ジ オ 関西 絡や リ ス ナ ー か ら の フ ァ ク ス で、 被 害状況が次

の 当 日 の 放 送 内 存 を 記録 し た 'RADIO-AM 神 第 に 大 き な も の と 判 明 し て行 く 綾子 な ど、 当 時

戸69時 間震災報道の記録」 が 「リ行 さ れ た 。 放送 の 緊迫感が伝 え て い る 。 同社 は 、 こ の記録 を 民

の 同 時録音 装註が震災で壊れ た た め 、 発生直後 放 各 局 や 防 災研究機 関 に 配布 し た が、 二枚経営
さ れて お ら ず、 同社で録音 テ ー プの 企阿宗長 は 、 「情報 が錯綜 し 、 混乱 し た様 子 を

を 呼び掛け て い た 。 岡 山 県や 長野県 な どの そ の ま ま 掲載 し た 。 ラ ジ オ )誌 の 災害 時の役割 を

ら の テ ー プ提供 の述絡があ り 、 大部分 考 え 、 防災に役立 て て ほ し しV と 言 っ て い る 。

十 頼関
震災 8 年 を 迎 え た2003年 1 月 17 日 、 神戸新聞 は 、 被災地の現状 を次の よ う に 伝 え た 。 「住

宅や人 口 な ど各種の指標 は 、 震災前の水準 を ほ ぼ回復 し て い る が、 被災者の暮 ら し に 呂 を

向 け る と 、 不 況 に あ え ぐ商工業者や高齢者の 生活再建、 長期化す る 市街地再開発 な ど多 く

の 課題が残 る 。 地域開格差 の 広 が り や 、 課題の潜在化が危倶 さ れ る 。 復興計両 の ゴー ル と

な る 2005年 を 見据 え な が ら 、 被災地は復興の 「総仕上 げ』 に 向 け 、 正念場 を 迎 え る 」 と O

震 災 5 年以 降、 「震災の後遺痕j と 「不況」 の ダ ブ ル パ ン チ に よ り 被災地経済の低迷 は 続

い た 。 そ れ は 様 々 な 分野の復興で も 足踏み を 見 せ て い た が、 新 聞 は幾つ か の デー タ で そ の
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現状 を 伝 え た 。

「復興土地 区 画整理が進む神 戸市内11地区 の住民の う ち 、 事業 に 満足 し て い る の は 4 割

未満 に 留 ま っ て い る こ と が、 士長崎賢明神戸大教授 の 調 査 で 明 ら か に な っ た 。 住宅1 ， 600戸

を 対象 に ア ン ケ ー ト し 、 771戸 か ら 屈答があ っ た 。 悪 く な っ た 点 は 、 「事業 に 時 間が掛か り

過 ぎ、 町 に 活気が戻 ら な い」 が41 % で ト ッ プだ っ たJ (2002年 7 月 、 読売新聞)

「震災 を 経験 し た小 中 学生の4 . 1 % が、 震 災 か ら 7 年近 く 経っ て も 、 心 的外傷後ス ト レ

ス 障害 (PTSD) の症状 を 持 っ て い る こ と が、 こ こ ろ の ケ ア研究所 (神戸 市 中央区) の 調

べで、分か つ た 。 世帯主が、 震災の影響で失業 し た こ と を 経験 し た子供 に 症状が 目 立つ こ と

も 判 明 し たJ ( 8 月 、 神戸新開)

「県内 の 災害復興住宅で、 一人暮 ら し の 入居者が誰 に も 看取 ら れず死亡す る 「孤独死」

が、 今年 1 年 間 で少 な く と も 72人 に の ぼ っ て い る こ と が毎 日 新 聞 の 調べで分か つ た 。 2000

年 の 前 回 調 査 に よヒベ 4 割以上の増加で、 高齢化が進み新た な コ ミ ュ ニ テ イ づ く り が難 し い

復興住宅の現状が浮 き 彫 り に な っ て い る J ( 12月 、 毎 日 新聞)

「兵庫県内 に 戻 り た い と 考 え て い る 県外被災者が、 372世帯あ る こ と が県 の調査で、分か つ

た 。 県 は 県 内 に 戻 る 意思 の あ る 被災者 を 対 象 に登録制度 を 設 け て お り 、 定期的 に電話で生

活の様子 を 尋 ね た り し て い る O 登録者 は ピ ー ク 時 (1999年) の 4 分の 1 に 減少 し た も の の 、

2002年 1 年 間 で延べ74世帯が新た に 登録 し て い る J (2003守 1 月 、 神戸新開)

〔大地震への備 え に力点〕

被災地の 「現状 と 課題」 と と も に 新 開 が力 点 を 注 い だの は 、 将来、 予 想 さ れ る 大地震へ

の 備 え で あ る O 阪神 大震災の教訓 を 海溝型の大地震、 東海地震や東南海 ・ 南海地震 に ど う

生かす か、 各 紙は特集記事や連載企画 で備 え へ の 警鐘 を 鳴 ら し た 。 海溝型の 大地震 は 、 直

下型だ っ た 阪神大震災 に 比べ、 大 き な 津波被害が沿岸部で予想 さ れ る ほ か、 被害が広 範囲

に 及 び、 他地域か ら の支援が当 て に 出 来 な い が、 自 治体 の 防 災計画 は 局 地 的被害の対策 に

と ど ま り 、 見 直 し が課題 に な っ て い る O 国 レ ベ ル で の 備 え へ の動 き も 加速 し て い る こ と も

あ っ て 、 各 紙は 1 面で大 き く 伝 え た 。 2002年 4 月 に 、 中 央防災会議 は東海地震の 防災対策

強化地域 を 8 都県263市町村 (域内 人 口約1 ， 240万人) に拡大 し 、 8 月 に は初 の 政府 レ ベ ル

で の被害想定 を ま と め 、 被害が最大の場合は 死者8 ， 100人 、 建物の全壊 は 23万棟 に 達 し 、

阪神大震災 を 上 回 る 規模 に な る と し た 。 6 月 に は東南海 ・ 南海地震の 防災対策特別措置法

案が議員 立法 と し て 衆議院 に提出 さ れ、 8 月 に 成立。 大被害が予想 さ れ る 地域 を 防 災対策

推進地域 に 指定 し 自 治体が推進計画 を つ く る も の だが、 自 治体 だ け で は な く 、 不特定多数

の 人が出 入 り す る 民間施設な ど も 津波対策の計画策定な どが義務付 け ら れ た 。 さ ら に 12月

に は 中 央 防災 会議 の 専 門 調 査 会 は 、 東南海 ・ 南海地震が同 時発生 し た 場合、 最大で死者

7 ， 400人、 建物被害は27万7 ， 000棟 に の ぼる と い う 被害想定 を 発表 し 、 こ の想 定 は 地震 に よ

る も の だ け で 、 津波、 火災の被害 を 加 え る と さ ら に 拡大す る こ と が予想 さ れ た 。
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大震災が教訓 と し て残 し た の は 、 被災者の生活再建、 住宅再建への支援策 で あ る O 生活

に つ い て は 1998年 に 被災者生活再建支援法が成立 し 、 i現神大震災で も 同様の措置が講 じ ら

れ、 2002年 3 月 末現在で阪神 ・ 淡路大震災復興基金か ら 約14 万5 ， 700世帯 に計上 400億 円 が

支給 さ れ た 。 し か し 、 全壊す る か 、 半壊 し て解体 し た 世帯 に 支給 さ れ る の に 、 「世帯主 の

夫が被災 し て い な い こ と を 理 由 に 中 語 を 却下 さ れた」 妻が支給 を 求め た 訴訟 で 、 一審の神

戸地裁 は原告勝訴 の 判決 を 出 し 、 次 い で控訴審で大阪高裁が控訴 を 棄却 し た た め 、 同復興

基金 は上告 を 断念、 世帯主の被災要件 を 緩和 す る 制度 見 直 し に踏み切 っ た 。 生活再建法 は

2003年 11 月 に 施行 5 年 の 見 直 し時期 を 迎 え る が、 新開各紙は見直 し に 向 け検証記事 を 掲載、

有珠山噴火 (2000年) 芸予地震 (2001年) な どで の適用状況 を 調べ た 。 朝 日 新 聞 は2003年

1 月 7 日 付 け で 、 110災害で計20億円 が支給 さ れ た 。 し か し 全半壊で 9 割 に は 支給 さ れ て

い な い 。 こ れ は①年収800万 円 を 超 え る 世帯は対象外②500 �800万 円 で は 世帯 主 の 年令 に

よ っ て不支給 に な る ③半壊世帯 で は 補修費 は考慮 さ れず、 解体 し な い と 対象 に な ら な い

な どの 要件があ る た め だ」 と ま と め た 。 住宅再建支援策 は 、 震災の年 に 兵庫 県が共済制度

を発案 し て 以来、 国会の議員 連盟や全国知事会 な どで検討が進 ん で い る が、 8 年経 っ て も

具体化 し な か っ た 。

こ の 1 年、 新聞 が大 き く 取 り 上 げ た 記事の 一つ は 、 神戸市の神戸東部新都心 (HAT 神戸)

での 「人 と 防災未来セ ン タ ー 」 の 完成 で あ っ た 。 災害の 調査研究や 人材育成 、 震災 関連資

料の収集 ・ 保存 ・ 展示 を 行 い 、 災害支援 も 視野 に 入れて い る 施設で、 隣接地 に 進め ら れて

い る 第 2 期工事 も 2003年春 に は 完成、 復興計画 で、挙が っ た防災機 関 の 集積 は 順調 に 実現 し 、

新都心閤 辺 の 10国際機関 は 、 「 同 際 訪 災 ・ 人道支援協議会」 も 立 ち 上 げた。 も う 一つ は 、

大震災発生以来、 震災復興 を 担 っ て き た 自 治体 ト ッ プの相次 ぐ交替で あ ろ う O

兵庫県 の 貝 原 知事、 神戸市の笹 山市長は200J 年 に 去 っ た が、 2003年春の統一地方選 を 前

に芦屋市の北村市長、 宝塚市 の 正司市長、 明石市 の 師 岡 市長が引 退 を 明 ら か に し 、 時の流

れ を 改 め て感 じ さ せ た 。

(参考文献)
「神戸市広報課資料」 神戸市広報課
fN H K神戸放送局資料J N H K神戸放送局
「サ ン テ レ ビジ ョ ン資キわ サ ン テ レ ビジ ョ ン
「 ラ ジ オ 関西資料」 ラ ジオ 関西

朝 日 、 毎 日 、 読売、 サ ン ケ イ 、 日 経、 神戸新聞
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第十章

防 災



は じ め に

販ネ111 . 淡路大震災か ら 7 年余 を 経て 、 兵庫県がそ の 実現 に 向 け 、 精力 的 に 取 り 組 んで き

た 「寂神 ・ 淡路大震災記念 人 と 防 災未 来 セ ン タ ー 」 が、 2002年 4 月 に オ ー ブ ン に こ ぎ着

け た 。

セ ン タ ー の役割 は 、 大震災の様 々 な 生 の 資料や記録 を 展 示 し て 、 震災の経験 を 人 々

え 、 後世 に 残す役割 だ け で な く 、 全 国 の 自 治体の ト ッ プや 防災担当 者 な ど を 対象 に 、 防災

の 専 門 家 を 育 て る と い う 研修セ ン タ ー の役割、 さ ら に大災害が発生 し た 場合、 防 災 の 専 門

家 を 現地 に 派遣 し て 防災対応、 の専 門 的 な ア ドバ イ ス を 行 う と い う 災害対策専 門 家派遣事業

ま で 含 ま れ て い る 。

も ち ろ ん、 地震 を は じ め と し た 災害 に 関す る 専 門研究者 を 育 て る 研究所機能 も 併せ て お

り 、 防災 に 関 す る 実践的研究 と 実働部隊 を 兼ね備 え た 防災拠点が誕生 し た こ と に な る 。

今 回 、 オ ー ブ ン し た の は 、 同 セ ン タ ー 第 ] 期施設の 「防災未来館J で 、 2003年春 に は 第

2 期施設の 「 ひ と 未来館」 が隣接 し て 完成、 オ ー プ ン す る O こ ち ら は 、 あ の 大震災で再認

識 さ れた 「 い の ち の尊 さ 」 と 「共 に 生 き る こ と の 素晴 ら し さ 」 の根元 を 知 り 、 学習す る た

め に 、 「い の ち J そ の も の を テ ー マ に 、 未 来 を 背負 う 子 ど も た ち が、 い の ち の 感動 を 体験

で き る よ う な 参加塑の展示 に 主践 を 置 く も の で、 21世紀の丈明構築 を 問 い か け る 未来型の

斬新 な テ ー マ館 を 目 指す。

被災地 に お け る 防災対策 の 面 か ら 見 れば、 同 セ ン タ ー の 誕生 は 、 震災か ら 8 年 日 を 迎 え

た2002年度の最大の 出 来事で あ る が、 こ の 年 に は J東南海 ・ 南海地震 防災対策特別措置法J

が国会で成立 し 、 今世紀前 半 に も 起 き る と 想、定 さ れ る 両地震 に 向 け 、 待 っ た な し の玖 り 組

みが具体的 に ス タ ー ト す る こ と に な っ た 年 で も あ る O
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いぷ 防災体制の整備

兵庫県 の 「阪神 ・ 淡路大震災記念 人 と 防災未来 セ ン タ ー 」 の 誕 生 は 、 大震災か ら 8 年

目 を 迎 え た被災地の新 し い段階 を 象徴す る 出 来事 だ ろ う 。

兵庫県、 神戸市 な ど被災 自 治体 を 中心 と し た 自 治体の地域防災計画 は 、 阪神 ・ 淡路大震

災 の 経験 を 踏 ま え 、 ま た 、 そ の 後 に次 々 と 発生 し た事件 ・ 事故で、 計 画の修正 と 追加の作

業が続 け ら れ、 そ の作業は2002年度でほ ぼ終了 し た 。 そ の節 目 に 迎 え た 同 セ ン タ ー の オ ー

プ ン は 、 被 災地が 自 然災害 を は じ め と す る 災害 に 、 震災の経験 と 教訓 を 今授の杜会、 世界

に 活かす貢献を し た い と い う 志の 第 A歩 を 踏 み 出 し た と い う 意味で、 被災地の営み は新 し

い ス テ ー ジ に 立 っ た 。

と は い え 、 震災の犠牲 を 最 も 効果的 に 減災で き る 柱宅の耐震化や 、 災害が起 き た 場合の

避難所 と な っ た り 、 災害対応 の拠点 と も な る 学校 を は じ め と し た公共建築物 の 耐震化 は 、

自 治体財政の台所事情や補強工事費 の躍な どで、 停滞 し て い る と い う 深刻 な 課題が、 一方

に存在 し つ づ け て い る の も 事実 で あ る O

1 . 復興計画の見症 し
〔販神 ・ 淡路震災復興計臨 ・ 最終 3 か年推進プロ グ ラ ム を 策定〕

兵庫県 は2002年12月 、 「阪神 ・ 淡路震災復興計画最終 3 か年推進 プ ロ グ ラ ム 一成熟社会

に つ な ぐ創造的復興」 を 策定 し た 。

県 は i波神 ・ 淡路大震災か ら 半年後の 1995年7月 に 10年計画 の 「阪神 ・ 淡路震災復興計画」

を 策定 し 、 中 間 の2000年11 月 に 震災対策国際総合検託会議 な どの検証結果や県民の意見 を

踏 ま え 、 「復興計画後期 5 か年推進 プ ロ グ ラ ム 」 を 策定 し た (本誌第六巻第十章第一節参照) 。

そ の後、 2 年が経過 し 、 同復興計画 も 残 り 3 年 と な っ た こ と か ら 、 復興や現状の課題 な

ど に つ い て最終的 な 検証 を 加 え つ つ 、 課題解決 に 向 け た施策の方向、 一般施策 と し て 引 き

継 ぐべ き 施策 の方向、 県 の事業 を 中 心、 に 残 り 3 か年で重点 的 に 取 り 組むべ き 事業 な ど に つ

い て と り ま と め た の が今回 の最終 3 か年推進 プ ロ グ ラ ム で あ る O

こ の プ ロ グ ラ ム の 策定 に あ た っ て は 、 県民の 意見や提言、 学識経験者 や 団 体 ・ NPO 代

表 な どで構成 す る 「阪神 . ?淡炎路J震霊災復興計画後期 5 か年推進 プ ロ グ ラ ム ブ オオ一 ロ 一 ア ツ プ委

員 会」 で

最終 3 カかミ年 に あ た つ て は 、 引 き 続 き プ ロ グ ラ ム の フ ォ ロ ー ア ッ プ を 通 じ て 、 施策 ・ 事業

の 評価 を 行 い な が ら 取 り 組み を 進 め る と と も に 、 節 目 と な る 震災復興10年 に は総点検 を 行

い 、 成熟社会 に つ な ぐ創造 的復興 を確か な も の に し な け れ ば な ら な い 、 と の思 い か ら 「成

熟社会 に つ な ぐ創造的復興」 と い う 副題 を つ け た 。

本章 で は 、 「最終 3 か年推進 プ ロ グ ラ ム 」 の う ち 、 「分野別重点 プ ロ グ ラ ム 」 の 中 の 防 災
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に 関す る 部分 を 掲載す る 。

「災害に強 く 、 安心 し て暮 ら せ る都市づ く り ~震災の経験 と 教習11の継承 ・ 発信"'J

①地域の防災力 を 高 め る 安全 ・ 安心 な ま ち づ く り

( 1 )  現状 と 課題

震災後、 市 町 と 連携 し て 自 主防災組織の育成 を 支援 し た結果、 兵庫県 の 自 主 防災組織の

組織率が 3 倍以上 に ア ッ プ し た 。 ( 自 主防災組織の組織率 : 1995年4月 現在27 . 4 % →2002年

4 月 現在91 . 2 % )

ま た 、 希望者 に住宅の耐震診断 を 行 う 「 わ が家 の 耐震診断推進事業」 を 2000年度か ら 実

施 し 、 自 主防災組織の協力 を 得 な が ら 、 住 ま い の安全への意識 を 高 め つ つ 、 耐震化の促進

を 図 っ て い る o C わ が家 の 耐 震診新推進事業」 の 実績 : 2002年 3 月 現在、 戸 建 て 住宅8 ， 288

戸、 長屋512戸、 共 同住宅19 ， 632戸、 合計28 ， 432戸)

今設 は 、 自 主 防災組織の組織率の低い地域の組織率 の 向上や、 自 主 防災組織 の 活動 の 活

性化 を 図 る 必要があ る 。

ま た 、 災害時 の 救援 ・ 救助活動等の基地 と な る 「広域防災拠点」 の整舗 を 進め て お り 、

1999年 3 月 に 西播磨 ブ ロ ッ ク 拠点、 2001年 8 月 に但馬 ブ ロ ッ ク 拠点が供用 開始 さ れた の に

続 き 、 県域の総合 的 な 防災拠点 と な る 「三木震災記念公 園J (仮称) の 整備 を 進 め て い る 。

さ ら に 、 震災の経験 と 教訓 を 踏 ま え 、 淀川水系 か ら 阪神地域の諸河川 に 水 を 導水す る 「阪

神疏水構想、」 を 進 め て お り 、 2000年度 か ら 神戸 市 な どでモ デル実験 に 取 り 組 ん で、 い る O ま

た 、 六 甲 山 麓地域 の市街地 に 隣接す る 山腹斜同一帯の 防災梅林帯 と し て 整備す る 「六 甲 山

系 グ リ ー ン ベ ル ト 整備事業」 も 進め て い る が、 こ れ ら の事業への長期 的かつ着実 な取 り 組

み を 行 う 必要があ る O

(2 )  残 り 3 か年の施策の基本方向

〈 自 主防災組織の充実 と 活動の活性化〉

住民が 自 ら の安全 を 確保 し 、 「 自 分た ち の ま ち は 自 分 た ち で守 る 」 た め の 妨災活動 を よ

り 促進で き る よ う 、 自 主 防災組織の組織率の低い地域 に お け る 組織率 の 向上や 自 主防災組

織 と 消 防 固 な どの 団体 と の連携、 地域防災 を 支 え る 人づ く り の推進、 安全 ・ 安心 コ ミ ュ ニ

テ ィ ・ フ ァ イ ルづ く り の支援等 に よ り 平時か ら の 組織活動の 活性化 を 図 る 。

〈住宅や公共施設の耐震化の推進〉

震災の教訓 と し て 、 日 常的 に建築物 の 防災牲の維持 に務 め 、 災害 に 強 い 環境 を 形成 し て

い く た め 、 耐震診断制度 な ど と の連携 を 考慮 し て 、 民間住宅や公共施設 に 対す る 耐震補強

の取 り 組み を 計画 的 に推進す る O

特 に 災害時 の救援 ・ 救助 の拠点や応急 的 な 避難所 と し て の投割 を 果 た す 警察署、 痛院、

学校施設 な ど県有施設 に つ い て は 、 改修 ・ 改 築 な ど を 計画的 に推進す る O

〈広域助災拠点の整備促進〉
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三木震災記念公園 (仮称) 内 の学習 ・ 訓練 ゾ ー ン に お け る 、 消 防学校 な ど学習 ・ 訓 練施

設や 緊急消 防援助隊広域訓練拠点施設 に つ い て は 、 2003年度 に一部完成、 総合防災公園 ゾー

ン の 陸上競技場 な ど各撞運動施設 に つ い て は 、 2005年度 オ ー プ ン を 目 指 し て 整備 を 進 め る 。

〈六 甲 山 「水 と 緑の 回廊」 形成 に 向 け た取 り 組みの推進〉

自 己水源 の 乏 し い 板神地域 に お い て 、 淀川水系 か ら 阪神 地域の諸河川 に 水 を 導入 し 、 火

災や 大地震等の非常災害 時 に は 「防火用水」 の供給源 と し て 活用 し 、 平常時 に は 「環境清

水」 と し て水 と 緑豊 か な 潤 い の あ る 水辺空 間 の 形成 を 目 指す 「阪神疏水構想、」 の推進 に あ

た っ て は 、 事業評価 の た め の デ ー タ 収集や住民ニ ー ズ の把握、 地域の イ ベ ン ト を 活用 し た

PR 活動 な ど に 務め な が ら 、 住民の参画 と 協働 に よ る 水 と 緑の ま ち づ く り を 進 め て い く O

ま た 、 六 甲 山系 グ リ ー ン ベ ル ト 整備事業 に つ い て は 、 六 甲 山 麓 の 土砂災害 に対す る 安全

性 を 高 め る と と も に 、 緑豊か な 都市環境及 び 自 然環境や景観の保全 ・ 創 出 を 図 る た め 、 市

街地 に接す る 山 麓 か ら 山腹 ま での斜面 に一連の 防災樹林帯 を 形成す る も の で、 引 き 続 き 山

腹基礎工や樹林帯の 整備 を 進 め る と と も に 、 行政 と 地域の 人 々 が一体 と な っ て 、 安全で緑

豊 か な 生活環境 を 守 り 、 育 て る こ と がで き る 参 画 と 協働 の シ ス テ ム づ く り を 進 め る 。

な お 、 長期 的 な 取 り 組みが必要 な こ れ ら の事業 に つ い て は 、 復興計画期 間 終了後 も 引 き

続 き 取 り 組 ん で い く O

<r安全 ・ 安心」 を 確保 す る た め の土地基盤の着実 な 整備〉

板神 間 の都 市 を つ な ぐ山手幹線 を 「創造的援興の シ ン ボル ロ ー FJ と し て位置づ け 、 沿

線の文化 ・ 歴史施設 を 活用 し た ネ ッ ト ワ ー ク の 形成、 災害時 に は 緊急車両専用道路 と な る

緊急交通路や 、 都市内 の 貴重 な オ ー プ ン ス ペ ー ス と し て の機能 を 持つ ポ ケ ッ ト パ ー ク の 整

備 と 有効活用 な ど、 ハ ー ド ・ ソ フ ト 両面 か ら の構想、 を 推進す る 。

「 山 手 ふ れあ い ロ ー ド構想、」 の も と 、 住民参加 に よ る 環境、 福祉、 景観 に 自己慮 し た 道づ

く り や 交流事業 を 進 め る 都市計画道路 「 山 手幹線」 、 緊急時 に お け る 代 替性 を 備 え た都市

高速道路 ネ ッ ト ワ ー ク の形成 に不可欠 な 大阪湾岸道路西仲 部 と し て 、 阪神高 速道路湾岸根

8 ・ 9 期 (六 甲 ア イ ラ ン ド ~ 名谷 ジ ヤ ン ク シ ョ ン 間約21 キ ロ ) の 早期整備 を 推進す る な ど、

震災の経験 と 教訓 を 踏 ま え 、 「安全 ・ 安心J を確保す る た め の都市基盤 の 着 実 な 整備 を 図 つ

て い く O

〈災害時 に お け る 緊急交通路の確保〉

災害持 に 救助活動や救援物資 な どの輸送 を 円滑 に行 う た め 、 高速道路お よ び高速道路 と

市役所 な ど を 結ぶ一殻道路 を 緊急交通路 と し て 指定 し て お り 、 災害発生時 に は …舟支車 の 通

行 を 制 限 し 、 救助 ・ 救援活動専用 道路 と し て 活吊 す る 。 な お 、 山手幹線 に つ い て も 緊急交

通路の指定 を 検討 し て い く O

( 3 )  残 り 3 か年で重点 的 に取 り 組む事業

O 向 主 防災組織の育成支援

@ 自 主 防災活動 の 充実強化 の 取 り 組み を 総合的 に 支援す る と と も に、 地域妨災 を 支 え る 人
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づ く り を 推進 し 、 地域防災力 の 向上 を 図 る 。

O被災建築物応急危険度判定制度 の推進

@ 被 災建築物応急危険度判 定制度 に 基づ く 判定士の養成 を 推進す る O

0住宅の耐震改修の推進

@ わが家 の耐 震診断推進事業や 、 住宅耐震改修促進利子補給制度等 を 活用 し 、 耐震改修の

促進 を 図 る 。

0県有施設耐震化の推進

@ 災害時 に は応急対 策活動拠点や 、 被災者の救護、 待避所 と し て の重要 な 役割 を 担 う 県 有

施設のi酎震化の観点 か ら の 改修 ・ 改築工事等 を 計画的 に推進す る 。

0災害広域支援体制 の推進

@ 被 災 自 治体への行政職員 の 派遣 や 災害救援専 門 ボ ラ ン テ ィ ア 制度 の 推進、 初動 チ ー ム の

編成等 を 行 う O

0三木震災記念公園 (仮称) の 整備

@ 震 災の教訓 を 踏 ま え 、 安全 と ゆ と り を 基調 と し た 埠域の総合的 な 防災拠点 、 ま た平時 に

は ま也域の優れた 自 然環境 を 活か し た県民 の ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン の拠点 と し て 、

学習 ・ 訓 練 ゾ ー ン お よ び総合防災公園 ゾ ー ン の 整備 を 進 め る 。

0板神疏水構想

@ 自 己水源 の 乏 し い 阪神 地域 に お い て 、 淀川水系 か ら 阪神地域の諸河川 に水 を 導水 し 、 火

災や大地震等の非常災害時 に は r!l)j火用 水」 の供給源 と し て 活用 す る と と も に 、 平常時

に は 「環境用水」 と し て;]\. と 緑豊 か な 潤 い の あ る 水辺空間 の 形成 を め ざす 。

0六 甲 山系 グ リ ー ン ベ ル ト 整備事業

@ 六 甲 山 麓地域の土砂災害 に 対す る 安全性 を 高 め る と と も に 、 緑豊か な 都 市環境お よ び 自

然環境や景観の保全 ・ 創 出 を 悶 る た め 、 市街地 に接す る LlJ 麓か ら 山腹 ま で の斜面 に

の 防 災樹林帯 を 形成 す る 。

0 山 手 ふ れあ い ロ ー ド構想の推進

@ 阪神 間 の都市 を つ な ぐ 山 手幹総 を 「創造的復興の シ ン ボル ロ ー ド」 と し て位置づけ、 沿

線の文化 ・ 虚史施設 を 活用 し た ネ ッ ト ワ ー ク の形成、 災害時 に は 緊急車両専用 道路 と な

る 緊急交通路や 、 都市内 の 貴重 な オ ー プ ン ス ペ ー ス と し て の機能 を 持つ ポ ケ ッ ト パ ー ク

の整備 と 有効活用 な ど、 ハ ー ド ・ ソ フ ト 両国 か ら の構想 を 推進す る O

0大板湾岸道路西伸 部 (阪神高速道路湾岸線 8 ・ 9 期) の 整備推進

@ 大阪湾岸道路西イ中部 と し て 、 阪神高速道路湾岸綜 8 ・ 9 期 (六 甲 ア イ ラ ン ド ~ 名 谷 ジ ャ

ン ク シ ョ ン 間約21 キ ロ ) の 早期整備 を 推進す る 。

②実戦的 な 防災体制の構築

( 1 ) 現状 と 課題

震災 を 教訓i に 、 県地域防災計両 を 全面 的 に 見直す と と も に 、 災害対策活動 の 中枢拠点 と
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し て 、 全国 自 治体初 の 防災専用庁舎で あ る 「災害対策セ ン タ ー 」 を 2000年8 月 に 開設 し 、 24

時 間 監視 ・ 即応体制 を 運営 し て い る 。 ま た 、 災害特 の 円 滑 な 情報収集 ・ 処理 を 図 る 「災害

対応総合'情報ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム ( フ ェ ニ ツ ク ス 防災 シ ス テ ム ) J の運用 を 1996年9月 か

ら 開始 し 、 防災関係機関 と の稽報の 共有化 を 囲 っ て い る O さ ら に 、 防災関係機関 の 災害対

応能力 の 向上 を 図 る た め 、 市信地�訓 練 な ど実戦的 な 訪 災訓練 を 展 開 し て い る O

今後 は 、 市 町 を は じ め 消 訪 、 警察、 自 衛隊 な どの 関係機関 と 一層 密接 に 連携 し 、 防災通

信体制 の 強化や津波災害対策 の充実 な ど、 実戦的 な 防災体制づ く り を 進 め る 必要があ る 。

ま た 、 神戸東部新都心 に は 、 大規模 な 災害 に対花、で き る よ う 、 災害救急医療 シ ス テ ム の

中 核施設 と し て 、 兵庫県立災害医療セ ン タ ー (仮称) を 2003年8 月 の 開 設 に 向 け て 整 備 中

で あ る が、 こ の セ ン タ ー を 核 と し た 災害救急医療 シ ス テ ム の 整備 を 進 め る 必要があ る O

(2 )  残 り 3 か年の施策の基本方向

〈防災情報 シ ス テ ム の充実〉

被害予測 を も と に 、 必 要 な 要員 ・ 物資 な どの需給推計 を 行 い 、 初動時の応急対策 の 意志

決定 を 支援す る 「 災害対応支援 シ ス テ ム 」 を 運用 す る と と も に 、 実戦的 な 訓練等 を 通 じ て

検証 し 、 そ の 一層 の充実 に 取 り 組 む 。

ま た 、 災害対応総合情報 ネ ッ ト ワ ー ク の経年劣 化 な ど の 問題 も 跨 ま え 、 イ ン タ ー ネ ッ ト

を 活用 し た シ ス テ ム への改修に着手 し 、 安定 し た 訪災情報 シ ス テ ム の運営 を 確保す る な ど、

災害情報の 収集 、 分析、 提供機能の充実強化 を 凶 っ て い く O

〈津波災害対策の推進〉

今世紀前 半 に 発生す る と い わ れて い る 南海地震 に備 え 、 広 域災害 と し て の 特牲 を 踏 ま え

た 的確 な 対策 を 講 じ る こ と がで き る よ う 、 防災計画や マ ニ ュ ア ル の 充実 を 図 る O ま た 、 津

波 防 災 訓 練等 を 通 じ て 関 係機関 と の 連携体制 を 強化す る ほ か、 津波災害 に 関 す る パ ン フ

レ ッ ト の作成、 講演会の 開催 な ど を 通 じ て 地域が一体 と な っ た 体制づ く り を 促進 し て い く O

く兵庫県立災害甚療 セ ン タ ー (仮称) を 核 と し た 災害救急医療 シ ス テ ム の整備〉

災害救急医療 シ ス テ ム の 中核施設 と し て 、 平時 に は救命救急医療 を 広域 的 に提供す る と

と も に 、 災害時 に は 後方支援病院であ る 日 赤新病院 と 連携 し て 、 被災患者の 受け入れや救

護班の派遣等 を 行 う 兵庫県立災害医療 セ ン タ ー (仮称) を 整嫡す る 。

ま た 、 各二次保健医療圏域 に お い て 初動体制 の確立 を 凶 る た め 、 地域災害救急医療マ ニ ュ

ア ル を 策定す る ほ か、 災害拠点病誌 の 耐震構造化、 自 家発電装置、 ヘ リ ポ ー ト の 設置お よ

び ド ク タ ー へ 1) の導入等、 災害救急医療 シ ス テ ム の総合的 な 充実 ・ 強化 を 図 る O

( 3 )  残 り 3 か年で重重点的 に取 り 組む事業

0災害対布、総合情報ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム の 充実強化

・ イ ン タ ー ネ ッ ト 技術 を 活用 し た web シ ス テ ム への 改修 を 行 う と と も に 、 必要 な ハ ー ド

ウ ェ ア を 導入す る O ま た 、 実戦的 な 訓練等 を 通 じ て 、 災害対応支援 シ ス テ ム 等の機能の

充実 を 困 る O
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0津波災害対策の推進

@ 関係機関 と 連携 し 、 南海地震の特性 を 踏 ま え た 実戦的 な救急 ・ 救助 ・ 捜索活動 や物資情

蓄 ・ 輸送対策等 に つ い て 、 検討す る ほ か 、 地域津波 防災マ ニ ュ ア ル の点検 ・ 充実、 防潮

鉄扉等の 閉 鎖や避難訓練等 を 行 う O

0兵庫県立災害医療セ ン タ ー (仮称) の 整備

@ 兵庫県立 災害医療セ ン タ ー (仮称、 2003年8月 開設予定) を 整備 し 、 災害救急医療 の提供、

医薬 品 の備蓄等 を 行 う ほ か、 同 セ ン タ ー 内 に 広 域災害 ・ 救急医療情報 シ ス テ ム の情報指

令セ ン タ ー を 設置 し て 、 災害医療情報の収集 ・ 提供、 医療機 関への患者受 け入 れ要請、

搬送機関への患者搬送要請 を 行 う O

0災害救急医療 シ ス テ ム の整備

@ 兵庫県立災害医療セ ン タ ー (仮称) の 整備 を 踏 ま え た 災害救急医療 シ ス テ ム の 整備 の た

め に 、 医療 、 消 防等関係者の連携体制 の 整備 、 平 時か ら 同 セ ン タ ー 医師 の 同 乗 に よ る ヘ

リ コ プ タ ー 搬送の活用等、 搬送 シ ス テ ム の 充実、 各二次保健医療圏域 に お け る 初動体制

確立の た め の マ ニ ュ ア ル策定等 を 行 う O

③防災の姐い手づ く り の推進

( 1 ) 現状 と 諜題

的確な 災害対策 を 実施す る に は 、 防災 に 関 す る 人材 の育成、 活用 を 悶 る こ と が重要であ

る た め 、 ひ ょ う ご防 災 カ レ ッ ジ に お い て 、 県 内 の 防災担 当 職員 等 を 対象 に 防災 に 関 す る 基

礎知識 を 習得す る た め の 講座 を 開 設 し て い る ほ か 、 県民局単位で 、 県民 を 対 象 に 地域 の 災

害特性 を 考慮 し た 防災講演会 を 開催 し て い る O

ま た 、 災害救援専 門 ボ ラ ン テ イ ア ( ひ ょ う ご フ ェ ニ ッ ク ス 救援隊 'HEART-PHOENIXJ )

を 対象 に 、 救助 ・ 救急、 医療、 介護 な ど 8 つ の分野で 、 分野 ご と の 専 門研修 を 実施す る と

と も に 、 市町 と 連携 し 、 自 主防災組織の活動 を 支 え る 地域防災 リ ー ダ ー の養成 を 行 っ て い

る O

さ ら に 、 人 と 防 災未来 セ ン タ ー に お い て 、 総合的 ・ 実戦的 な 防災の専 門 家 の育 成

す る と と も に 、 全国の地方公共団体、 政府関係機関 、 公共機 関 の 管理職員 な ど を 対 象 に 災

害対策専 門研修 を 実施 し て い る O

今後 は 、 こ う し た 人材育成事業 に つ い て 、 NPO な どが行 う 事業 と の 連携 も 図 り つ つ 、

総合的 ・ 体系 的 に 展 開 し て い く 必要があ る 。

ま た 、 兵庫県立災害医療セ ン タ ー (仮称) の 整備 を 踏 ま え 、 医療以外の分野 も 含め た 関

係機関 と の連携体制 の整備、 災筈医療従事者 の体系 的 な研修、 養成 を 行 う 必要があ る 。

( 2 )  残 り 3 か年の施策の基本方向

〈総合的 ・ 体系 的 な 訪災 に 関 す る 人材育成の推進〉

三木震災記念公園 (仮材、) に お け る 学習 ・ 訓 練機能の 整備、 人 と 防災未来セ ン タ ー の 人

材育成事業 の 展 開 、 さ ら に は 国 や NPO 等 の動 き を 踏 ま え 、 県 内 の 防災 ・ 危機管理担 当 職
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員 を は じ め 、 防 災 ボ ラ ン テ ィ ア 、 自 主 防 災組織関係者、

総合的 ・ 体系 的 な 人材育成 に 寂 り 組 ん で い く O

- 生徒、 住民等 を 対象 と し た

ま た 、 兵庫県立災害窪療 セ ン タ ー (仮称) で は 、 医師会等の協力 や N PO と の 連携等 に

よ り 災害医療従事者の確保 を 図 る と と も に 、 救急医療、 災害医療 の研修、 人材養成 を 行 う

施設 と し て 、 医師、 若護師、 救急救命士等、 医療従事者への 専 門 研修、 指 導者養成研修 を

体系 的 に行 う O

〈人 と 防災未来セ ン タ ー を 活用 し た 防災 ボ ラ ン テ ィ ア や 防災専門家の膏成〉

現在、 行政の 紡災担 当 職員 等 を 対象 と し た 災害対策専門研修 に お い て 、 ボ ラ ン テ ィ ア と

の 連携 や 、 ボ ラ ン テ イ ア コ ー デ イ ネ ー ト に 関 す る 講座 を 設 け て い る が、 さ ら に 、 団 体 

NPO 等 と も 連携 し 、 相 互 に 交流 ・ 情報交換の で き る 研修 シ ス テ ム を 構築 す る と と も に 、

子 ど も た ち を 対 象 と し た 防災学習 プ ロ グ ラ ム を 進め る O

ま た 、 大規模災害時 に 総合的 ・ 実戦 的 な 助言等 の で き る 専 門 家 の 養成 も 行 う ほ か、 災害

対策専 門研修 に お い て は 、 自 治体の首長等 を 対象 と し た 危機管理能力 の 向上等 を 図 る コ ー

ス を 開 始す る O

( 3 )  残 り 3 か年で重点的に取 り 組む事業

0総合的 ・ 体系 的 な 防災 に 関す る 人材育成 の推進

@ 地域 に お け る 防災力 の 向 上等 を 図 る た め に 「 ひ ょ う ご防 災 カ レ ッ ジ」 の 充実等 を 行 う O

0 人 と 防災未来セ ン タ ー を 活用 し た 防 災 ボ ラ ン テ ィ ア や 防災 専 門 家 の 育 成

・ 団体 . NPO 等 と も 連携 し 、 相 互 に交流 ・ 情報交換の で き る 研修 プ ロ グ ラ ム を 構築 す る

と と も に 、 子 ど も た ち を対象 と し た 防災学習 プ ロ グ ラ ム を 開発す る 。

0災害、 救急医療 に 関 す る 人材養成

@ 兵庫県立 災害医療セ ン タ ー (仮称) に お い て 、 医療系教育機関 、 神戸新都心 に立地す る

関連機関 と 協力 し 、 調査研究、 医師、 看護師、 救急救命士等への教育 、 研修、 訓練、 災

害 時 に 指導的 な役割 を 果た す 人材の養成等 を 行 う O

ま た 、 被災地への 医療従事者の派遣、 兵産県立災害医療セ ン タ ー (仮称) の 医療 ス タ ッ

プ の確保、 医療 ボ ラ ン テ イ ア の 県内外での活動支援の た め に 、 医療関係 団体、 兵庫県災

害救援専 門 ボ ラ ン テ ィ ア 、 団体 . NPO 等 の 関係団体、 関係者 と 協力 し て 、 研修 ・ 訓 練

の実施、 組織化、 情報の提供等 を 行 う O

④国際防災 @ 人道支援拠点の形成

( 1 )  現状 と 課題

阪神 ・ 淡路大震災の経験 と 教訓 を 後世 に継承 し 、 国 内 外 の 災害 に よ る 被害の軽減 に貢献

す る と と も に 、 い の ち の尊 さ や 共生 の大切 さ な ど を 世界 に発信す る 人 と 防 災未来セ ン タ ー

は 、 2002年4月 の 1 期 施設 オ ー プ ン に続 き 、 2003年春の 2 期施設開館 に 向 け て 整備 を 進 め

て い る O

人 と 間災未来セ ン タ ー が立地す る 神戸東部新都心 に は 、 ア ジ ア 防災 セ ン タ ー 、 国連地域
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開発セ ン タ ー 防災計画兵庫事務所 な ど国際 的 な 防災機関等の集積が進 ん で い る 。

今後、 人 と 防災未来セ ン タ ー の機能 を 強化 ・ 充実す る と と も に 、 同 セ ン タ ー を 核 に 防災 ・

人道支援関連機関 の ネ ッ ト ワ ー ク 体制 の 強化 を 図 る 必要があ る 。

( 2 )  残 り 3 か年の施策の基本方向

〈人 と 防災未来セ ン タ ー の機能強化に よ る 震災 の経験 と 教訓の継承 ・ 発信〉

人 と 防災未来セ ン タ ー の 活動 を 広 く 国 内 外 に 強 く ア ピ ー ルす る と と も に 、 集 積 し つ つ あ

る 国際 的 な 防災関連機関 と 連携 し な が ら 、 災害 に よ る 被害の軽減や問災力 の 向上 を め ざ し 、

本格的 な 活動 を 進め る O

〈防災 ・ 人道支援関連機関の ネ ッ ト ワ ー ク 体制の強化〉

人 と 防災未来 セ ン タ 一 、 ア ジ ア 防災 セ ン タ ー 、 国連地域開発セ ン タ ー 防災計画兵庫事務

所、 国連人道問題調整事務所等の 国 際防災関係機 関 の '情報 ・ 連携 ネ ッ ト ワ ー ク の構築や 国

際防災 ・ 人道支援協議会の設立支援 な ど を行 う O

ま た 、 兵庫県立災害医療セ ン タ ー (仮称) と の 救急医療 に かか る 教育 ・ 研修、 お よ び現

在、 建設 中 の 三木震災記念公園 (仮称) の学習 ・ 訓 練ゾー ン と の 情報交流や 人材育成、 調

査研究 に つ い て 連携 を 限 っ て い く 。

( 3 )  残 り 3 か年で重点的に取 り 組む事業

O 人 と 防災未来セ ン タ ー の 整備 ・ 運営

@ 震災の経験 と 教訓 を 継承 し 、 国 内外の 災害 に よ る 被害の軽減 に 貢献 し 、 い の ち の尊 さ 、

共生の大切 さ な ど を 発信 し て い く と と も に 、 実戦的 な 防災専 門 家 の 育成 な ど を 行 う 。

01主i 際 i功災 ・ 人道支援拠点形成の推進

@ 国際紡災 ・ 人道支援協議会の設立 を 支援 し 、 国際的 な 防 災 ・ 人道支援関係機 関 の 一層 の

機能発揮 を 図 る O

〈宣 住宅再建支援制鹿の実現

( 1 ) 現状 と 課題

超党派 の 国 会議員 の会 ( 自 然災害議連) が、 2000年10月 に 「法案骨子J を 発表 し 、 ま た 、

全国知事会で も 検討が進め ら れ て い る ほ か 、 国土庁 (現内 閣府) の検討委員 会が2000年12

月 に 「住宅再建の公共性」 を 明記 し た報告書 を 発表 し た 。

ま た 、 2002年 2 月 に 、 自 民党有志議員 か ら 、 全額公的資金 に よ る 住宅再建支援制度 の 試

案が示 さ れ、 同 試案が 6 月 の 自 然災害議連の総会で了承 さ れ る な ど制度実現 に 向 け た 取 り

組みが進め ら れ て い る 一方で、 7 月 に 中 央防災会議 に お い て 、 従前 の 「地震保険や共済制

度への加入 に よ る 対処が基本」 と す る 専 門調査会の提言が了承 さ れて い る 。

(2 )  残 り 3 か年の施策の碁本方向

〈住宅再建支援制度の実現に 向 け た取 り 組 み の継続〉

東海地震、 東 南 海 ・ 南海地震等 の発生が危↑具 さ れ る な ど、 自 然災害 に 関 し て 国 民 の 関 心

が高 ま っ て い る 中 、 被災者住宅再建支援制度 の実現 は喫緊の課題で あ る 。
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そ の た め 、 住宅再建支援制 度 の創 設 に あ た っ て は 、 「阪神 ・ 淡路大震災 の 教訓 を 生 か し

た 制 度J r 国民的 な コ ン セ ン サ ス の得 や す い 制度」 と し て 、 「共済」 と 「公費 負 担」 を 組み

合 わ せ た 制 度 を 基本 と し て 、 早期実現 に 向 け、 引 き 続 き 取 り 組み を 推進す る 。

( 3 )  残 り 3 か年で重点的に取 り 組む事業

0被災者住宅再建支援制度 の早期実現 に 向 け た取 り 組み

・ 震災の教訓 を 生か し 、 国民的 な コ ン セ ン サ ス を 得 や す い制度の早期実現 に 向 け た議論が

さ ら に 進展す る よ う 、 全国知事会等関係方面 に 引 き 続 き 積極的 に働 き か け て い く O

⑥周年記念事業

( 1 ) 現状 と 課題

震災の 悲 し み や教訓 を 風化 さ せ る こ と な く 、 社会の安全 ・ 安心 に 活かす た め 、 住 ま い、

生活、 産 業 な どの復興 に 向 け た様 々 な 取 り 組みや被災地 の体験 を 、 シ ン ポ ジ ウ ム 、 イ ベ ン

ト 等 の 周 年記念事業 を 実施す る こ と に よ り 、 国 内外 に 情報発信 し て い る o (例 ニ 7 周 年事

業 . 2002年 : シ ン ポ ジ ウ ム 16 、 コ ン サ ー ト 21 、 集 い ・ 交流会18な ど合計63事業)

震災護興10周 年 を 視野 に 入 れ た 事業 の 取 り 組 み や 、 今後の事業の あ り 方 に つ い て の検討

を 行 う 必 要があ る O

( 2 )  残 り 3 か年の施築の基本方向

く多様 な 参画 に よ る 誌 が り の あ る 周年事業の展開〉

問 年事 業 の 実施 に あ た っ て は 、 多 く の住民、 団体 . NPO な どが参両で き る よ う 配慮 し 、

広 が り の あ る 事業 の 展 開 を 行 っ て い く と と も に 、 震災の経験 と 教訓 、 被災地 に お け る 10年

間 の 創造的復興の取 り 組み と 成果 を 全国 に発信す る 10周年記念事業の あ り 方 を 検討 し て い

く 。

〈震災の経験 と 教訓 を 継承 ・ 発信 し て い く た め の取 り 組み の検討〉

震 災 の 経験 と 教訓 を 継承 ・ 発信 し て い く た め に 、 1 . 17 ひ ょ う ご メ モ リ ア ル ウ オ ー ク の

実施の あ り 方 の 検討 を は じ め 、 2005年度以降の取 り 組み を どの よ う な 形で実施す る の か検

討 を 進め る 。

( 3 )  残 り 3 か年で重点的 に取 り 組む事業

O 阪神 ・ 淡路大震災周年記念事業

・ シ ン ポ ジ ウ ム や イ ベ ン ト な ど、 震災の経験 と 教訓 を 発信す る 事業 を 実施す る 。

0 1 . 17 ひ ょ う ご メ モ リ ア ル ウ オ ー ク

• r防災 と ボ ラ ン テ ィ ア の 日 」 で あ る 1 月 17 日 に被災地内 を と も に歩 き 、 終点で は 震災犠

牲者への 「追悼 の っ とミ し り を 罷鑑 し 、 震災で学ん だ経験 と 教書11 を 新 し い 兵庫づ く り に つ

な げて い く O

0阪神 ・ 淡路大震 災 メ モ リ ア ル コ ン サ ー ト の 開催

・ 震災の あ っ た 1 月 17 日 に 、 コ ン サ ー ト を 開催す る こ と で、 犠牲者へ の 追悼 の 意 を 表す と

と も に 、 復 興 に 向 け て の希望の灯火 と す る O
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0阪神 ・ 淡路大震災10周年記念事業 (仮称) の検討

@ 震災 か ら の餅造的復興 を 発信 す る 10周年記念事業の あ り 方 を 検討 し て い く O

2 . 地域紡災計爾等の 整備
〔神戸市が地域萌災計画 に南港地震津波対策 を策定〕

神戸市防災会議 は 、 2002年 6 月 、 神戸市地域防災計画の 地震対策編 に 「南海地震津波対

策」 を 策定、 追加 し た。

今回 は じ め て 策 定 さ れた津波防災計画 は 、 今 世紀前半 ま で に 発生す る こ と が懸念 さ れて

い る 南海地震 に伴 う 津波訪災対策 に つ い て の 事前 の 備 え と し て の 「一予 防計画」 と 、 津波発

生時 に お け る 「対 応計画J か ら な る 。

津波 は発生時期 が予測 で き な い た め 、 事前対応が難 し く 、 地震発生後即 時 の 対応 を 追 ら

れ る こ と 、 ま た 先 に発生 し た大地震 の被害対応で、 行政の行動が制約 さ れ る こ と が想定 さ

れ る た め 、 津波防災対策 に は 、 浸水等の被害の恐れがあ る 地域の協力 が不可欠。 こ の た め

今回 の 計画策定 に つ い て は 、 地域住民 ・ 事業者 ・ 行政が協働 し て 素早 く 的確 な 対応 を 行 え

る よ う 、 地域 と 行政が一体 と な っ て検討 を 進め て き た 。

な お 、 同 計画 に つ い て は定期 的 な検証 と 必要 に 応 じ た 見宜 し を 行 い 、 地域住民 ・ 事業者 ・

行政の協働 に よ り 持続的 に 取 り 組 む こ と に し て い る O

南海地震 に よ る 津波災害 は 、 兵庫県の想定調 査 に 基づ き 、 南海地震が発生 し た場合、 地

震発生後約90分で神戸市 に 第 1 波の津波が押 し 寄せ、 第 2 波 は 120 � 130分後 に 来襲 し 始 め 、

そ の約20� 30分設 に神戸港での 最大値 に 達 す る 。 最大高 さ は 第 2 波で l . 7 t;;: に な り 、 防潮

扉等が閉鎖で き な い 、 ま た は損壊等 に よ り 機能 し な か っ た場合、 一部地域で浸水の可能性

があ り 、 防i朝扉等が機能 し た場合で も 、 堤外地 で あ る 中央区、 兵庫 区、 長 田 区 の一部区域

に小規模 な浸水の可能性があ る ほ か、 船舶への被害、 津波火災 の発生の可能性が想定 さ れ

て い る O

こ の た め 「予防会計画」 で は 、 津波 よ り も 高潮 の潮位の 方が高 い と さ れて い る こ と か ら 、

海岸保全施設 は 高潮 に 対応で き る 高 さ で設 計 し て 整備 を 順次進め て い る が、 同 施設の未整

舗区域の深江浜地区、 遠矢浜地区 、 新港地区 な どで は 、 高潮での没水被害が発生 し て い る

こ と か ら 、 神戸港全体が守れ る よ う に な る ま で優先順位 を 検討 し 、 }II貢次整備 を 行 う O

ま た 、 下水道施設 の 雨水幹線の 吐け 口 か ら の 影響 と 津波発生 に 備 え て 既存雨水切換ゲ ー

ト が速や か に機能す る よ う 検討す る O さ ら に 街路整備や 学校整備 に お い て 、 浸水予想地域

に つ い て は 、 漂流物の流入 を 防 ぐ機能 を 果 た す街路樹 の 整備 、 避難所の浸;JI(防止等 を 考慮

し た 整備 を 検討す る O

津波発生時 に お け る 「対応計画」 は 、 防潮扉等の 閉 鎖 につ い て 、 気象庁の津波警報発表

を も っ て 浸水予想、地域内 と 屑辺 の全海岸保全施設の 関鎖指令発令 と し 、 津波注意報発表時

を も っ て 没水予想地域 内 の 特 に 地盤 高 の 低 い 区域 に あ る 施設 の 閉鎖指令発令 と し 、 津波来
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襲時 ま で に 事業者や市等 に よ る 防潮扉 の 閉 鎖 は 閑難 で あ る こ と が予想、 さ れ る た め 、 地域住民 も

含 め た 防潮 扉 閉 鎖 な どの 訪災活動 も 検討 す る こ と に し て い る c な お 、 |お 銭 に つ い て は津波予想

到 達時刻の概ね30分前 ま で は 閉鎖活動 に従 事 し 、 以談 は安全な 場所へ待j壁す る 。

避難勧告 ・ 指示が出 さ れ た場合、 ま た は 市民の n t判 断で避難が必 要 な状況が発生 し た 場合、

事前 に 決 め ら れた避難所 ま た は 近 く の鉄筋 コ ン ク リ ー ト 建物等の 2 階以上へ 一時避難す る O

な お 、 今後の 取 り 組み と し て 、 現在整備 さ れ て い る 海岸保全施設 は 昭和30 � 10年代 を 中 心 に

整備 さ れ た も の が多 く 、 既 に 設 置 し て か ら 30年以上が経過 し て お り 、 老朽化や損傷 も 進 ん で き

て い る こ と か ら 、 今後 こ れ ら 施設の修繕、 補修、 付替等 に 関す る 措置 な ど に つ い て検討 し て い

く 必要があ る 、 と し て い る O

神戸市 は 、 2002年度か ら 浸水が予想 さ れ る 東灘区 と 兵庫 区 の 2 .地 区 で 、 防潮扉の 閉 鎖 な ど に

つ い て 、 地域住民の 自 主 防災組織や企業 な ど と 協働 で津波防災対応 マ ニ ュ ア ル を 策定す る 検討

会 を 設置、 3 年以内 に 11 地 区 で マ ニ ュ ア ル を 作 る こ と に し て い る 。 (注 1 ) 

〔兵庫県が南海地震対応マニ ュ アル策定へ〕

兵庫県 は 、 南海地震 に 備 え 、 実践的 な 災害応急体制 や運用 を 示 し た マ ニ ュ ア ル 「南海地震対

応 プ ロ グ ラ ム 」 を 2003年度内 に作成す る O 予 初 だ け で な く 、 津波災害が実 際 に 起 こ っ た場合の

救助活動 を 想定、 他府県ぬ か ら の応援が期待で き な い状況下で 、 漁業関係者 に 救助活動 の応援 を

求 め る な ど、 従 来 と は視点 を 変 え た備 え を 目 指す 。

今 回 の マ ニ ュ ア ル の 主 な 内容 は 、 警察 ・ 消 訪 ・ 自 衛隊 の 要員 把握 と 応援 先 の 割 り 当 てO患者

搬送先の確保く〉行方不明 者 の 捜索く〉必要 日 数分の 自 給体制 の確立。物資調 達 ・ 輸送体制 の 整備

ど。

と り わ け津波災害で は 、 船 を 使 っ た 救助活動が欠かせ な い た め 、 比較的被害が少 な い 日 本海

側 の漁業 関係者 に応援 を 依頼。 住民以外 に 釣 り 客や 海水浴客 な どへの対応 も 念頭 に 置 く O 県 は

2003年度 に 人 と 防災未来セ ン タ ー の 専 門 ス タ ッ プ や 学識者、 警察、 消 防 、 医療関係者 な どか ら

な る 検討会 を 設置す る 予定であ る 。 (11 2 )  

3 . 防災関儀施設の 整備
〔 人 と 防災未来セ ン タ ー 開舘〕

板神 ・ 淡路大震災の経験 と 教訓 の発信拠点 と し て 、 兵庫県が神戸市 中 央 区脇浜海岸通の神戸

東部新都心 (HAT 神戸) に 建設 し て い た 「阪神 ・ 淡路大震災記念 人 と 防災未来セ ン タ ー J (以

ド、 「 人 と 防災未来セ ン タ ー J ) が完成、 2002年 4 月 21 B 、 皇太子 ご夫妻 を 迎 え て 開館記念式典

が催 さ れ、 同 月 27 日 か ら 一般公開 さ れた 。

今回完成 し た の は 、 第 ] 期施設の 「防災未来館」 で、 地上 7 階、 地下 1 階建 て 、 延べ8 ， 200m2。

2 期施設 「 ひ と 未来館」 は 、 2003年 4 月 に 完成、 オ ー プ ン す る O 兵庫県 立 の 施 設 だ が、 「防

災 未 来館」 に つ い て は 整備費 (約60億 円 ) だ け で な く 、 年 間 運営費 (約5億 円 ) に つ い て も 半

分 を 国 が負 担す る 。 (施設そ の も の の 内 容 に つ い て は本誌第 7 巻 を 参照)
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皇太子ご夫妻を迎えて開かれた 「人 と 防災
未来セ ン タ ー」 の開館式典 (神戸新聞社提
供)

「人 と 防災未来 セ ン タ ー 」 は 、 1995年 l 月 17 日 に 起 き た 阪神 ・ 淡路大震災 の 教訓 を 後世

に残 し 、 震災 と そ の復興過程 か ら 得 ら れ た知識や知恵 を 世界 に 情報発信す る こ と に よ っ て 、

世界の 災害対策 に 生かそ う と い う の が設立の 目 的 で あ る 。

同 セ ン タ ー の使 命 と 機能 は 大 き く 分 け て 三つ あ る 。 第一 は 大震災 に か か る 資料等 の 収

集 ・ 保存 ・ 展示 と 、 い の ち の尊 さ の発信。 第 二 は 災害対策 に かか る 実戦的 な 人材の育成 と 、

国 内外 で、大規模災害が起 き た場合、 災害対応 に役立つ専 門 家 を被災地 に 派遣 す る 災害対策

専 門 家派遣。 第 三 は震災対策 に 関 す る 実戦面 を 重視 し た 総合 的 な調査研究で あ る O

「防災未米長官」 は 、 第一の機能であ る 大震災 を 語 り 継 ぎ 、 将来、 起 こ り 得 る 大規模災害

に大震災の教訓 や知 恵 を 活か し て も ら う 展示 と 発信機能、 第二、 第 三 の機能で あ る 人材 の

育成、 調査研究 を 同時 に ス タ ー ト し た 。

こ れ ら の 3 つ の機能 を 持 っ た 災害対応型 の 施設 は 、 わ が国 は も ち ろ ん 、 世界で も ほ と ん

ど例 の な い独 自 の も の で あ る た め 、 セ ン タ ー 完成 を 機 に 、 同 セ ン タ ー の 内存 を 以下の よ う

に詳 し く 紹 介す る O

く展示部門〉

上 常設展示施設の概要

展示 部 門 は 4 階 か ら 2 階 ま で を 占 め 、 大震災の発生か ら 未来へ と つ な が る 展示構成 に

な っ て い る O

4 階 は 大震災の衝撃 を 中 心 に し て い る が、 圧 巻 は 1 1 . 17 シ ア タ ー 」 。 収容人員 150 人 の

小劇場だが、 こ の劇 場 に 入 っ た 者 は 、 1995年 1 月 17 日 午前 5 時46分 に 起 き た 阪神 ・ 淡路大

震災の衝撃 を 目 の 当 た り に す る こ と に な る 。 震動が劇場の床 か ら 全身 に伝 わ り 、 ピ ル に 亀

裂が走 り 、 建物 、 高速道路 な どが激 し い 音 を 立 て て 崩 れ落 ち る 瞬 掃 を 目 撃す る 。 不定形多

面体ス ク リ ー ン の 映像 と 立体音響 シ ス テ ム が、 床 の 震動 と あ い ま っ て 、 g 分があ の 瞬 間 の

現場 に い る かの よ う な 臨場感 に た じ ろ ぐ く ら い で あ る 。

高度 に 機能集積 し た 近代都市の脆弱性 を 明 ら か に す る た め 、 都市基盤崩壊 の 様相 を 特徴
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的 に 示 す モ チ ー フ を 、 映像 イ メ ー ジ 、 阪神 ・ 淡路地区 の都市構造 ・ 建築 ・ 土木構造の分析、

被害の概要の視点 か ら 選定 し 、 特殊撮影や CG の 映像で再現 し て い る 。 上 映時 間 は 約 7 分

間 と 短い が、 マ グニ チ ュ ー ド7 . 3の 直下型地震 の 凄 さ は十 二分 に 疑献体験で き る 。

「大震災ホ ー ル」 で は 、 別 の 角 度か ら の 映像で震災 を 伝 え る O 地震発生 か ら 現在 に 至 る

ま で の復旧 ・ 復興過程の ド キ ュ メ ン ト 映像。 報道映像資料 を 編集 し 、 震 災 当 時日歳の少女

が20歳 に な っ て 当 時 を 振 り 返 り 、 つ ら か っ た こ と 、 悲 し か っ た こ と を 思い 出 し な が ら 、 そ

れ を 乗 り 越 え 、 立 ち 直 ろ う と す る 気持 ち 、 葛藤、 生 き て い く 決意 を ド キ ュ メ ン タ リ ー に描

く 。

こ ち ら も 収容人員 は 約 150人 ( い す席) で、 上映時 陪 は 約13分。 音声 ガ イ ド50台が用

さ れ、 英語 ・ 中 国語 ・ 韓 国 語で も 開 く こ と がで き る 。

ま た 、 倒 れか か る マ ン シ ョ ン や住宅 な ど、 地震で披壊 さ れ た 倍 に 踏み込ん だ よ う な 、

災の街 を 再現 し た コ ー ナ ー も あ る O

3 階 は 、 実物資料や造形資料で、 大震災の状況 と 教訓 を 詳 し く 伝 え る 。

交通渋滞、 消 火活動、 安否の発信、 被災生活、 す ま い ・ ま ち づ く り に 至 る 、 地震査後か

ら 復興 に 向 け て の 人 々 の 暮 ら し や ま ち の姿 を 描 く O 市民協力 に よ り 集積 さ れ た 震災関連資

料 を 、 資料提供者の体験談 と と も に展示す る O 展示資料 は実物 (立体物) 約70点、 写真約

500点、 手記約260点 に の ぼる O

ま た 、 展ポ物 の 解説や 、 そ れ に ま つ わ る 体験談等 を 表示す る 携帯端末 ( バー コ ー ド ナ ピ

ゲ ー タ ー ) を 貸 し 出 す 。 「震災か ら の復興 を た ど る 」 、 「震災の記穏 を の こ すJ 等 の コ ー ナ ー

に 、 バ ー コ ー ド サ イ ン (バ ー コ ー ド サ イ ン 数 約370) を 設 置 し 、 携帯端 末 に バー コ ー ド

を 読 み と ら せ、 展示の解説や体験談 な ど を 表示す る 仕組 み に な っ て い る 。

倒 壊 し たマ ン シ ョ ン や焼けただれた電位な
どで 再現さ れた震災直後の街並み
(神戸新河社提供)
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「震災か ら 学ぶ コ ー ナ ー J で は 、 大震災 に 関 す る 多様 な デー タ に つ い て 、 テ ー マ 別 に 検

索項 目 を 設定 し 、 検索項 目 ご と に 項 目 解説者 ( 当 セ ン タ ー の上級研究員等) が解説す る と

と も に 、 そ の 項 目 に 関連す る デー タ を 提示す る 。

「震災 を 語 り 継 ぐ コ ー ナ ー 」 で は 、 震災 に 関 わ っ た 人 々 (被災者、 医療関係者、 消 紡 団

員 、 県警機動 隊隊員等の25名) が、 ピ デ オ で体験 を 伝 え る ほ か、 語 り 部 ボ ラ ン テ ィ ア が 自

ら の震災体験 を 生で語 る 。 ま た 、 来館者が感想、 を 残す こ と がで き る メ ッ セ ー ジ ボ ー ド を 設

置 し て い る O

2 階 は 防災 に 関 す る 最先端の情報拠点 と し て 、 よ り 専 門 的 な 情報 を 発信 す る O

災害 ・ 防 災 に 関 す る 実戦的 な 知識 を 、 小学生 な ど に も わ か り や す く 、 小学校 を 避難所 と

し て 完成 さ せ る パ ズ ル や 、 建築物 の鉄骨組の違い に よ る 揺 れ方や免震装置上で、 の揺れ方 を

知 る 装置 を 使 っ た り 、 震動 に よ っ て 地 中 か ら 水があ ふ れ 出 す現象が再現で き る 実験装置 を

{吏 っ て 液状化現象 を 学ぶ な ど、 実験や ゲ ー ム で体験 し な が ら 学ぶ こ と がで き る 。

さ ら に 、 震災体験 な ど を 映像や音声で残す こ と がで き る シ ス テ ム も あ り 、 震災体験 を 広

く 、 多 く 集積す る こ と で、 震災の記憶 を 後世 に 伝 え て い く O

2 . 修学旅行生は じ め25万7000人が観覧

2002年 4 月 27 日 の オ ー プ ン 以来、 11 カ 月 余 り 経過 し た年度末 ま で に お け る 観覧者の総数

はお万6789 人 ( 1 日 平均870人) だ、 っ た 。 月 別 1 B 平均観覧者数は 、 修学旅行 シ ー ズ ン の 10

月 、 1 1 月 が、 そ れぞれ1 ， 393人、 1 ， 394人 と 突 出 し た 。 観覧者数の う ち 約 6 割 に 当 た る 人数

が団体 (20人以 上) だ っ た。

修学旅行 な ど学校団体は 、 計2 ， 587 団体1 1 万4672人 で 、 う ち 小 ・ 中 ・ 高校が人数で は 4

万6650人 と 全体の約 4 割 を 占 め た 。 こ の ほ か消 防 団 、 自 治会、 婦人会、 老人会 と い っ た 地
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縁団体の予約 も 呂 立 っ た 。

予約 団体の う ち 、 地域別 に観覧者数 を 見 る と 、 6 割以上が近畿の 団体で あ り 、 次い で約

1 5 % が東海 ・ 北陸 の 団 体だ っ た 。 都道府黒別 で は 、 兵庫県の 団体が最 も 多 く 4 割弱 を 占 め 、

次い で大阪府、 愛知県、 京都府、 滋賀県、 和 歌 山 県 の頗 と な っ て い る 。

ま た 、 9 月 3 日 か ら 4 階の 大震災ホ ー ル に 、 音声 ガ イ ド (英語 ・ 中 国 語 ・ 韓出語) を 設

置 し て お り 、 計3 ， 833台 ( 1 日 平均22台) の利用実績があ り 、 こ の こ と か ら 全体の約2 . 5 %

が外国 人で あ る と 推測 で き る O

3 . 運営ボラ ン テ ィ アの活躍

セ ン タ ー で は 、 運営 ス タ ッ フ と し て 、 職員 や ア テ ン ダ ン ト の ほ か、 ボ ラ ン テ ィ ア が加 わ っ

て い る の も 大 き な 特徴で あ る O

こ の 運営 ボ ラ ン テ イ ア は 、 「展示解説」 、 「語 り 部」 、 「語学」 の 3 種類 が あ り 、 毎 日 延べ

約30人が活動 を 行 っ て い る O 展示解説の ボ ラ ン テ イ ア は 、 3 階の展示 に つ い て 解説す る ほ

か、 2 階の ワ ー ク シ ョ ッ プで の 実験実演 を し た り 、 バ ー コ ー ド ナ ピゲー タ ー の貸 し 出 し な

ど も 行 う O 修学旅行生 な ど を 相手 に 、 熱心かつ わ か り や す く 建物 の耐震構造 ・ 免震装置、

液状化現象 な どの実験 を 行 い好評 を 博 し て い る O ま た 、 来館者対応、 を 充実 さ せ る た め 、 セ

ン タ ー 主催の研修会は も と よ り 、 ボ ラ ン テ イ ア 間 で 防災 に つ い て の勉強会 を 開 い た り 、 外

国 人対応 と し て 語学ボ ラ ン テ ィ ア と 協力 し て 多言語で の説明 を 行 う な ど、 積極的 な 取 り 組

み を 行 っ て い る 。

語 り 部 ボ ラ ン テ ィ ア は、 予約団体に対 し 、 H皆 ガ イ ダ ン ス ル ー ム で被 災体験談 を 語 り 、

ま た 、 一般観覧者に対 し で も 3 階の震災の記d揺 を 語 り 継 ぐ コ ー ナ ー で被災体験 を 話す 。 特

に修学旅行生か ら お札、 感想文 な ど感動 し た 旨の 手紙が多数寄せ ら れ た 。 ま た 、 外国 人 に

対 し で も 、 語学ボ、 ラ ン テ イ ア と 連携 し な が ら 語 り を行 っ て い る 。

語学 ボ ラ ン テ イ ア は 、 英語 ・ 中 国語 ・ 韓 国 語 な どで施設 を 案 内 し た り 、 展示説明 も 行 う 。

予約 な し の外 国 人 の 来館 に対 し で も 、 順次、 通訳 を し な が ら の案 内 な ど柔軟 な 対応 を 行 っ

て お り 、 お 礼 の言葉や手紙 も 多 い 。

運営 ボ ラ ン テ イ ア は 、 2 度 に わ た る 募集 を 行 っ た 結果、 計 192人の応募があ り 、 2002年

4 月 1 日 現在 の 登録者数 は 143人で あ る O 運営 ボ ラ ン テ イ ア の 内 訳 を 見 る と 、 10歳代 ま で

は い ずれの年代 で も 女性が多 い の が特故だが、 60代、 70代 に な る と 男 性が圧倒 的 に 多 い 。

ι 防災学習

米館者か ら は 、 展示見学の み な ら ず、 セ ン タ ー への 来訪 を 契機 に 、 災害 に つ い て の知見

を よ り 深め た い と の 要望が多数寄せ ら れ て お り 、 そ れ ら に 応 え る た め 、 団体での来館者 を

対象 に 、 研究員 等 に よ る 訪災 セ ミ ナ ー を 実施 し て い る 。

セ ミ ナ ー に 際 し て は 、 受講者の ニ ー ズ に な る べ く 応 え る よ う 、 研究員 の専 門分野 に 配慮

し な が ら 講 師 の 人選等 を 行 い 、 小 ・ 中 学生 に は セ ン タ ー独 白 の 震災学習 テ キ ス ト を 提供す

る ほ か、 研究員 の 最新の研究成 果 な ど も 、 学 習 内 容 に 主主 り 込 ん で い る 。
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震災学習 テ キ ス ト l土 、 対象 に応、 じ て小学校低学年用 に は挿 し 絵 を 中 心 と し た 「 じ し ん が

お き る と 」 、 小学校高学年用 の平易 な 表記 に よ る 「地 し ん と し ん災」 、 中 学生用 の 「地震 と

震災」 の 3 種類 を 準備 し 、 活用 し て い る 。

ま た 、 最近、 額発 し て い る こ れ ま で の水害の 態様 と は 異 な っ た都市水害 に 焦点 を 当 て 、

水害発生 の 要 因 、 水害の種類、 水害の 防 除等 に つ い て わ か り やす く 解説 し た 学習 テ キ ス ト

「都 市 と 水害J も 20002年度 に 開発 し 、 2003年度 か ら 活用 す る こ と に し て い る 。

2002年度 に お け る 防災セ ミ ナ ー の実施状況 は 、 専任研究員 を 中 心 に 、 セ ン タ ー 長、 上級

研究員 ほ か も 含め60 回 あ ま り 、 約3 ， 500名 を 対 象 に 実施 し た 。

く資料の収集 と 保存〉

l阪神 ・ 淡路大震災の震災資料 は 、 地震発生 の 年 か ら 収集が始 ま り 、 を は じ め 、 避難

所 な どで配 ら れ た ピ ラ や チ ラ シ 、 ノ ー ト 、 あ る い は個 人 の メ モ な どの 「生の」 資料 、 い わ

ゆ る 一次資料が、 こ れ ま で に 約 16万点収集 さ れた 。

ま た 、 阪神 ・ 淡路大震災 に 関す る 悶書、 論文、 新 聞 ・ 雑誌記事、 ピ デ オ な どの震災関連

資料約 2 万3000点 の ほ か 、 防 災 に 拐 す る 図 書 な どの J次資料が収集 さ れ て い る O

同 セ ン タ ー で は 、 こ れ ら 膨 大 な 資料 を 、 研究や今後 の 防災対策 に 生かす た め の 重 要 な

料 と し て 活用 し 、 市民 に公開 し て い く た め に 、 ひ と つ ひ と つ デー タ ベ ー ス 化す る 作業 を 続

け て い る O

上 資料収集 と 整理

①震災一次資料

イ . 震災一次資科の収集

1995年10 月 、 (財) 21世紀 ひ ょ う ご創造協 会 は 、 兵庫県 よ り 「震災復興資料 ・ 記録収集

等事業」 を 受託 し 、 ��， の復興計画事業の一環 と し て 、 震災資料の収集 ・ 整理 を 始 め た 。

1998年 4 月 以 降 は (貯) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会がそ の事業 を 引 継 ぎ 、 収集事業 を 継

続す る と と も に 、 公開基準等 を 検討 し て き た 。

2000年 6 月 か ら 約 2 年 需 に わ た り 、 兵庫県 に よ り 大規模 な 震 災資料の調査事業が仔 わ れ、

延べ約150人の 調査員 が NPO、 各種間体 ・ 組合、 復興公営住宅、 事業所、 学校、 ま ち づ く

り 協議会等 を 訪問 し て 、 ピ ラ 、 チ ラ シ 、 ノ ー ト 、 メ モ 、 写真、 避難所で使用 さ れ た 物 な ど

の 「生のJ 資料、 い わ ゆ る 一次資料 (原資料) を 中 心 に 収集 し 、 (財) 2] 世紀 ひ ょ う ご創

造協会や (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会が収集 し た も の を 含 め 、 約16万点の資料が収集

さ れた 。

2002年 4 月 に 「人 と 防災未来セ ン タ ー J が開館 し 、 こ れ ま で に 収集ー し た 震災資料 は 、 セ

ン タ ー 資料室で保存 ・ 活用 等 を 行 う こ と と な っ た 。

ロ . 資料 の 収集 ・ 保存事業の経緯

1995年 3 月 阪神大震災地元 NGO 救援連絡会議 に 「震災 ・ 活動記録室」 を 設置

5 月 神戸大学付属 図書館震災文庫が本格的 に 震災資料収集活動 を 開 始
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県立ゃくi書:館、 市立図書館で も 、 一次資料 を 含む 震 災資料の収集 を 開 始

自 治体、 図書館、 史料保存団体の有志、 歴史研究者 な ど に よ る 相 互:協力活動

の 開姑

10月 (財) 21世紀 ひ ょ う ご創造協会が兵庫県の委託 を 受 け て震 災資料収集事業 を

開始

1996年12月 非常勤l属託 ( 3 名 ) を 雇 用 。 旧 避難所等 を 中 心 に調査

1998年 4 月 (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会が資料収集事業 を 引 き 継 ぐ。 事業 内容の ひ

と つ と し て 、 「阪神 ・ 淡路大震災 に 係 る 既存情報の収集整理 ・ 保存」 を 位 置

づ け る

仮設住宅、 ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プ を 中 心 に 一次資料の調査

「震災資料の分類 ・ 公開基準研究会」 設立 ( �2000年度末)

1999年 4 月 「公開基準検討部会j 設立 ( � 2000年定末)

2000年 6 月 「緊急地域雇用特別交{す金事業」 に よ る 大規模調査 を 実施 ( � 200 1年度末)

2001年 4 月 「震災資料保存 ・ 利用 、 お よ び、活用 方策J 研究会設立 ( � 2001年度末)

「震災資料保存 ・ 利用 お よ び、活用方策」 検討部会設立 (2001年度末)

2002年 4 月 「人 と 防災未来セ ン タ ー 」 の 資料室 に 事業 を 引 き 継 ぐ

2002年 度 は 、 資料提供の 申 し 出 を 受 け て 、 一次資料の調査 ・ 収集 を 行 っ た 。 2003年 3 月

現在で、 資料提供 を 受 け た調査先 は約3 ， 500件 (約16万点) 、 2002年 4 月 か ら 2003年 3 月 末

ま で に 調査 ・ 収集 を 行 っ た調査先 は 、 所在調査 と 既存調査先 を 含め 約50件 (約1 ， 620点)

で あ る 。

ハ . 震 災一次資料の整理

整理方法 は 、 資料 の調査先 ( 出 所) ご と に件名 目 録 を 作成 し 、 一連の番号 (調査先番 号 、

資料番号、 詳細番号) を つ け 、 デ ー タ ベ ー ス に 入力 し て い る 。 デー タ ベ ー ス で は 、 調査先

番号、 資料番 号、 詳細番 号 に対応 し て 、 「調査先 テ ー ブ ル 」 、 「件名 目 録テ ー プゃルJ 、 「個別 テ ー

フ守ル」 を そ れぞれ作成 し て い る 。

②震災二次資料

二次資料 と し て の収集対象 と な る 資料 は 、 問書、 刊行物、 ビ デオ 等 、 視聴覚資料で あ る 。

(財) 21 世紀 ひ ょ う ご創造協会、 (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協 会か ら 引 き 継い だ震 災 関

連資料約23 ， 000点 に 加 え 、 ( イ ) 阪神 ・ 淡路大震災関連、 ( ロ ) 妨災、 災害 (地震、 津波な

ど) 関 連、 (ハ ) そ の他資料室 と し て 必 要 な 参考文献、 の 分野 に お け る 図 書、 刊行物 を 新

た に 収集 し た 。

こ れ ら の資料 は 、 セ ン タ ー の資料室で研究者や市民 に公開 し 、 デー タ ベ ー ス 化 さ れた も

の は 、 資料室 の コ ン ピ ュ ー タ ー で検索 ・ 閲 覧す る こ と がで き る 。

ま た 、 資料室 で は 、 阪神 ・ 淡路大震災 に 関 す る 質 問 や 、 地震や災害 に 関す る 資料 な ど に

つ い て 、 様 々 な 質問 ・ 相 談 に も 対応 し て い る 。 2002年度の棺談件数は362件 あ っ た 。

第 I 章 @ 防災 643 



く災害対策専門家の派遣 と 災害対策専門研修〉

災害対策 に 係 る 実戦的 な 人材の育成 と 災害対策専 門家派遣 も セ ン タ ー の重 要 な 役割 と し

て位置づけ ら れて い る 。 実戦的 な 人材 の 育成 と し て は 、 地震 を は じ め と し た災 害 に 関 し て 、

専 門 的で実戦 的 な 調査 ・ 研究 を 行 う 研究者の養成 と 、 全国の 自 治体 な どの職員 を 対 象 に し

た 防災担 当 者 を 育成 す る た め の 災害対策専 門研修があ る O

ま た 、 災害対策専 門家派遣 と し て は 、 大規模災害が発生 し た 場合、 実戦 的 な ノ ウ ハ ウ や

豊富 な 災害対応の 経験 を 有 す る 専 門 家 を 迅速 に被災地 に 派遣 し 、 被災地 の 災害対策本部 な

ど に 対 し て 専 門 的 な 助言等 の支援 を 行 う こ と と し て い る O

いずれ も わ が国 で は 初 め て の試み で あ り 、 全国的 な視野 に立 っ た 人材育成 と 支援事業で、

地方 自 治体の施設 と し て は異例 の 寂 り 経み と い え る O 板神 ・ 淡路大震災の教訓 を 今後の 防

災 に 活か し た い と い う 被災地 の 熱 い 思 い が、 あ え て こ の事業実施 に踏み切 ら せ た と い え よ

つ O

全国の 自 治体の ト ッ プ を は じ め 、 防災担当者や公共機関 の職員 を 対象 に し た 災帯対策専

門研修 は 、 さ っ そ く 2002年度か ら ス タ ー ト し て い る が、 災害対策専 門研修 に つ い て は 、 第

二節の 人材養成の 項 に 詳述 し た 。 こ こ で は 災害対策専 門家派遣事業 に つ い て 述べ る 。

災害対策専門家派遣

(1 ) 事業創設の背景 ・ 意義

阪神 ・ 淡路大震災で は 、 平 時の環境 と は ま っ た く 様相 を 異 に す る 極度の情報不足 と 、 混

乱の状態 に お か れ る と と も に 、 想定外の事態への対応 を 求め ら れ る な ど、 被災査後の意思

決定 に 困難 を 来 た し た 。

こ う し た 状況下 で は 、 被害の大 ま か な 全体像 を す ばや く 推測 す る こ と や 、 時 と と も に 変

化 す る 被災地域全体の状況や次に 予想 さ れ る 事態等 に つ い て 、 行政対応、 被災者支援等の

様 々 な 視点 か ら 、 概括的 で は あ っ て も 総合的 に 把握す る こ と が極め て 重 要 で あ る こ と が認

識 さ れ た 。

ま た 、 災害対策本部長が意思決定 を 行 う に あ た り 、 災害の メ カ ニ ズ ム や 内外 の 危機管理

の事例等 に 関す る 専 門知 識 に 基づ く 実戦的 な ア ドバ イ ス を 随時、 迅速、 か つ 簡 便 に得 る こ

と の必要性が痛感 さ れた 。

こ う し た こ と か ら 同 セ ン タ ー で は 、 阪神 ・ 淡路大震災の教訓 や最近 に お け る 防 災対策の

あ り 方 に 関 す る 議論等 を 踏 ま え 、 大規模災害発生時 に 、 災害対応 に 関 す る ノ ウ ハ ウ や豊富

な 災害対応経験 を 有 す る 専 門 家チ ー ム を被災地の災害対策本部 に 派遣 し 、 専 門 知識 に 基づ

く 助言等の 支援 を 行 う 「災害対策専 門 家 派遣事業」 を 実施す る こ と と な っ た 。 2002年度 は 、

そ の 具体化へ 向 け て事業の考 え 方 な ど を 以下 の よ う に 整理 し た 。

( 2 )  事業の必要性 ・ 意義

① 大規模災害の発生頻度 は 少 な し そ れ に対応で き る 専 門 的 人材 の 数 に も 践 り があ り 、

f国 々 の 地方 自 治体が常時、 一様 に 専 門 家 を 擁す る こ と は 国難かっ 非効率的 で あ る た め 、
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共 同 的 な 人材活用 が必要で あ る 。

② 中 央防災会議専 門 調査会の提言 に お い て も 、 大規模災害発生時 に お い て 、 人材 を 組

織的 に 活用 す る 方 策 の 構築等が提案 さ れ て い る O 「災害対策専 門 家派遣事業」 は 、 こ

う し た提言 に も 資す る も の で あ り 、 わ が 国 の 災害対策 の推進 に 寄与す る も の で あ る O

( 3 )  事業の考 え 方

①対象 と す る 状況

イ . 主 と し て 地震や津波等 に よ り 、 大規模 な 被害が発生 し 、 市町村‘の み で は対花、が匝難

で、 都道府県 に よ る 総合調整が必 要 な 場合。

ロ . 主 に 災害応急対花、時 (発災後 l 週 間程度) を 対象 と す る が、 復旧 な ど他の局面 に つ

い て も 対応可能。

②情報収集活動

大規模災害が発生 し た場合は、 情報収集要員 の 派遣 な ど に よ り 、 必要 な 清報収集活動 を

直 ち に 行 い 、 後述 の 自 主派遣への検討材料 と す る O

③専 門 家 の派遣

都道府県か ら の要請 に 基づ き 、 河 セ ン タ ー の 専 門 家 を 、 被災地の 災害対策本部等 に速や

か に 派遣 し 、 責任者が意思決定 を 行 う 上で、 参考 と な る 情報提供や実戦的 な ア ド バ イ ス 等

を 行 う O

イ . 専 門 家 チ ー ム の構成

原 則 と し て 同 セ ン タ ー の セ ン タ ー 長、 副 セ ン タ ー 長、 上級研究員 ま た は専任研究員

の 中 か ら 派遣す る 専 門 家 を 選任 し 、 「専 門 家 チ ー ム J を 編成す る O

ロ . 活動内容の イ メ ー ジ

被害の全体像の予測 や 、 時 と と も に 変化す る 被災地域全体の状況お よ び次 に 予 想 さ

れ る 事態等つ い て 、 被災者支援、 二次災害、 資源動員 、 ボ ラ ン テ ィ ア 対応等 の様 々 な

視点 か ら 、 総合的 に 把握す る 上 で必要 な 専 門 的 ノ ウ ハ ウ の提供、 こ れ ら に 基づ く 実戦

的 な ア ド ノ f イ ス O

内外の危機管理の事例 や災害の メ カ ニ ズ、 ム 、 被災者集団 の心理な ど個別 ・ 専 門 的事

項 に 関 す る ノ ウ ハ ウ ・ 情報の提供 (災害対策本部 の 判 断材料) 、 こ れ ら に 基づ く 実戦

的 な ア ド バ イ ス O

ハ . 同 セ ン タ ー の 業務態勢 を 直 ち に 強化 し 、 派遣チ ー ム を パ ッ ク ア ッ プす る ほ か 、 必要

に応 じ て 問 セ ン タ ー の上級研究員 、 客員研究員 等 に も 随時、 連絡の と れ る 体制 を と る 。

な お 、 あ ら か じ め協定 を 締結 し て お り 、 か つ 当 該都道府県 と 連絡が取れ な い場合 に は 、

都道府県 の 要 請 を 待 た ず に 同 セ ン タ ー の 専 門 家 の 派遣 を 行 う こ と があ る O

④相談への対応

都道府県か ら の 要請 に 基づ き 、 被災地か ら の 問 い 合わせ、 相 談 に 随時、 対応す る な ど、

24時 間体制で支援 を 行 う O
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⑤平常時 に お け る 活動

防災体制 ( シ ス テ ム ) 構築 に かか る 各種 ア ド バ イ ス 、 地域防災計画の検討過程 に お け る

専 門 的 ア ド バ イ ス 、 同 セ ン タ ー が実施す る 災害対策専 門研修 を 通 じ た 人材育成 な ど、 平常

に お い て も 各種の活動 を 行 う O 同 セ ン タ ー と し て も 、 こ れ ら の 活動 を 通 じ て 、 地域の理解

を 深 め 、 当 事業の実効性 の 向上 を 図 る こ と と す る 。

⑥事業の有効性の確保等

イ . 大規模災害発生時 に お い て 「専 門家 チ ー ム 」 派遣事業 を 円滑 に 実施す る た め 、 |司 セ

ン タ ー は 、 あ ら か じ め 都道府県 と 災害対策専 門 家 に 関 す る 協定 を 締結す る O

ロ I専 門 家 チ ー ム 」 は 、 専 門 的 知 見 を も っ て ア ド バ イ ス ・ 情報提供等 を 行 う O こ れ ら

を 適宜参考 と し な が ら 、 災害対策本部長等が意思決定 を 行 う こ と と な る 。

⑦経費等

イ . 災害対策専 門家派遣 に必 要 な 経費 に つ い て は 、 原則 と し て 同 セ ン タ ー が負 担す る O

ロ . 同 セ ン タ ー が専 門 家 を 派遣す る 場合 は 、 当 該専 門 家が消費 ま た は使用 す る 物資等 を

携行す る な ど、 自 立 的 な 支援体制 を と る 。

〈主 (也事業 と の 関連

同 セ ン タ ー で は 、 実戦面 を 重視 し た 災害対策専門研修 を 実施 し 、 地方公共団体等 の 防災

力 の 向上 に 資す る こ と と し て い る が、 緊急事態 に お い て は 、 こ の よ う な研修 に お い て 得 ら

れ た 知識や情報、 行政担 当 者 と 研究者が と も に 災害対策 に つ い て じ っ く り 議論 し た経験や、

修了者相 互 の 各種の連携が、 実際の災害対応 に 大 き く 寄与す る も の と 期待 さ れ る 。

同 セ ン タ ー で は 、 災害発生時 の 応急対応、 復 旧 ・ 復興の各 フ ェ ー ズ を 対象 と し た実戦的

な 調査研究 を 実施す る こ と と し て い る が、 そ の 成 果 は 災害対策専 門家派遣事業 に も 活用 し

て い く 。

災害対応 に は様 々 な 専 門 分野が関係す る こ と か ら 、 |寸 セ ン タ ー が行 う 交流 ・ ネ ッ ト ワ ー

ク 事業等 に よ り 、 平常時か ら 上級研究員 ・ 客員研究員 の み な ら ず、 全戸| の学識 ・ 実務経験

者 と の連携 を 図 る こ と と す る 。

( 4 )  派遺体制の整備

同 セ ン タ ー は 、 2002年度 に お い て 、 災害対策専 門 家派遣の体制 に つ い て 以 ド の よ う に

備 し た 。

①要員 の確保

イ . 待機当 番 の 実施

ロ . 自 動参集基準の設定

災害対策専 門 家派遣 を 迅速 に 実施す る た め 、 セ ン タ ー へ の 自 動参集基準 を 設定 し た 。

自 動参集基準 は 、 国 内 で震茂 5 強以上の地震 が発生 し た場合、 国 内 で 「大津波」 の津

波警報が発表 さ れた場合、 大規模地震対策特別措置法第 9 条 に 基づ く 地震災害 に 関 す る

警戒宣言が発せ ら れた 場合。
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②緊急連絡体制 の確立

緊急連絡専用 電話番号の 設定

イ . 電話転送 シ ス テ ム の構築

夜 間 や休 日 な とぐ に 緊急速絡専用電話番号 に か か っ た 電話 を 、 自 動 的 に 連絡用携帯電話

に転 送す る シ ス テ ム を 構築 し た 。

ロ . 気象情報提供サ ー ピス の 導入

気象情報提供会社か ら 、 国 内 に お け る 地震、 気象等の 災害関連情報 を セ ン タ ー 端末お

よ び連絡用 携帯電話 (電子 メ ー ル 配信) に受信す る シ ス テ ム を 導入 し た 。

③資機材等の整備

被災地 に 赴 く 際 に必要 に な る と 考 え ら れ る 資機材 を 整備 し た 。 整備 し た資機材 は 、 防災

服、 安全靴、 防寒着、 防塵 ゴー グ ル、 衛星L携帯電話、 モ パ イ ル PC、 モ パ イ ル プ リ ン 夕 、

携帯型 フ ァ ク シ ミ リ 、 デ ジ タ ル カ メ ラ 、 デ ジ タ ル ビ デオ カ メ ラ 、 可搬型 コ ピ ー 機、 ポ ー タ

ブル GPS、 地 図 な ど。

④派遣体制 の 整備

イ . 国 内 で の 災害発生時

災害発生時 に は 、 上記の よ う な 連絡体制 の も と 、 自 動参集、 あ る い は セ ン タ ー 長等か

ら の指示 に よ り 、 迅速 に 参集、 活報収集等 を 開始 し 、 必 要 な 対応 を 行 う こ と と す る 。 派

遣時の体制 は 、 被災地 に 派遣 さ れ る 派遣班の ほ か 、 ロ ジ ス テ ィ ッ ク ス 、 情報収集担当等

の後方支援班で構成 さ れ、 各班 に お い て連絡 ・ 調整 を 行 う こ と と し て い る 。

今後 は 、 必要 な 情報が よ り 迅速 ・ 的確 に 把握で き る よ う 、 専 門家派遣事業 に つ い て の

兵庫県 、 中 央省庁等か ら の情報提供等の協力 ・ 支援 を 要請す る と と も に 、 各 市 泊体等 と

事前協定締結等 を 推進 し 、 順次、 派遣体制 の 充実 を 凶 っ て い く O

ロ . 都市直下型!巨大地震の発生 を 前提 と し た 派遣活動の検討

近畿都市部 の 直下現地震発生時 を 想、定 し て 、 セ ン タ ー の 支援活動の あ り 方 に つ い て の

具体的 な 検討 に着手 し た 。 す な わ ち 、 上PiJ断層 帯 (大阪府) 、 花折断層 帯 (京都府) 、 奈

良盆地東縁断層 帯 (奈良晃) 、 山崎断冒帝 (兵庫県) に よ る 4 つ の 直 下型活断層 地震 を

想定 し 、 そ れ ぞれの場合 に お け る 対象地域の被害想定、 自 治体の村正、行動 の調査、 専 門

家派遣活動 の体制検討 に 着手 し た。

ま ず、 想定 さ れ る 地震が発生 し た場合の 地震動が都市圏 に 与 え る 影響 を 分析 し 、 都市

部 に どの よ う な 脆弱性が存在す る か を 調査 し た 。 特 に発災時刻 の 違 い に よ る 人的被害の

発生分布 に 着 目 し 、 都市圏 に お け る 震災の 時 間依存牲 に つ い て検討 を 行 っ た 。

今後 は 、 上記の対象 別 の 対会策 に つ い て 、 よ り 一層 の 具体化 を 図 る O 例 え ば発災直後か

ら の都市在日 に お け る 被害の推測 や情報収集 ・ 分析 ・ 派遣活動等の体系化 に つ い て 検討 を

行 う 。 ま た順次対象 を 増 や し 、 来 る べ き 東海 ・ 東南海 ・ 南海地震 な どの大規模災害 を も

想定 し た対応策 に つ い て も 検討 を 行 っ て い く 。
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ハ . 海外で発生す る 災害への 派遣 に 向 け て

セ ン タ ー の専 門家派遣 は 、 国 内 に と ど ま ら ず、 海外で の大災害発生 に 捺 し で も 、 被災

地 に で き る だ け早 く 専 門家 を 派遣 し 、 阪神 ・ 淡路大震災の経験 を 踏 ま え て 、 国 - 州 ・ 地

方 自 治体等 の 災害対応組織 に そ の対応策の助言や意忠決定の支援 を 行 う こ と を も 視野 に

入 れ て い る 。

そ の活動の 第一歩 と し て 、 2002年度 は 専 門 家 派遣活動 に かか わ る セ ン タ ー お よ び研究

員 の経験 ・ 知識の蓄積 に 主眼 を 置 き 、 今後の専 門 家 派遣 の グ ロ ー パ ル な 展開 の た め の調

査 ・ 研究 に努め た 。 ま た 、 国 際会議、 学会等の 出 席 を 通 じ て 各 国 の 防災関係者 と の交流

の rlJ)lî も 広 げて き た。

今後 は 海外派遣 に つ い て 、 あ る 一定の ガ イ ド ラ イ ン や手法 に つ い て検討す る と と も に 、

国 際 協 力 事 業 問 (JICA) が災害 時 に 派遣す る 国 際 緊急救援助 隊専 門 家 チ ー ム な どの 一

員 と し て 、 セ ン タ ー 職員 が被 災地支援 を 行 う こ と も 視野 に 入れ、 国 や 関係機関への理解 ・

協力 を 求め て い く 。

( 5 )  2002年度の現地調査概要

①大垣水害調査

本調査 は 、 2002年 7 月 10 日 に発生 し た 台風 6 号 に お け る 岐阜県大担市の 水害 を 対 象 と し

た 。 ま た 、 こ の調査 は 、 セ ン タ ー が災害対策専 門 家派遣事業 を 実施す る に あ た り 、 一連の

行動マ ニ ュ ア ル を 作成す る た め の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン と し て も 実施 さ れ た 。

調査派遣者 : 柄谷専任研究員 、 越 山専任研究員 ら 3 名

② イ ラ ン 北西部地震現地復興状況調査

イ ラ ン 北西部地震で、 人 と 防災未来セ ン タ ー は2002年 7 月 30 日 か ら 5 日 間 、 深津良信 副

セ ン タ ー 長、 越村俊一専任研究員 を 、 ア ジ ア 防災セ ン タ ー の 烏羽友彦 主任研究員 と と も に

被災地 に 派遣、 主 に現地政府や赤新 月 社 に お け る 災害対応、 被災地復興の状況 な ど を 調査

す る と と も に 、 大 テ ヘ ラ ン 圏 に お い て将来発生 し う る 大都 市型地震災害の対応策 に 関 す る

窓見交換 を 行 っ た 。

イ ラ ン 北西部地震は 6 月 22 日 (現地時間 ) 、 テ ヘ ラ ン の西約230キ ロ を 震源 に発生。 マ グ

ニ チ ュ ー ド (M) 6 . 3で 、 237人が死亡、 負 傷者約上 300人 を 数 え た 。

調査時点で は 、 約 2 万5000人がテ ン ト 生活 を し て い た が、 家族の結束や地域 コ ミ ュ ニ テ ィ

が良 く 維持 さ れ、 住民の表情 は 比較的穏や か だ、 っ た 。 伝統的建築工法の 日 干 し煉瓦 に よ る

住宅天井の崩 落 に よ る 圧死が死 因 の大半 を 占 め て い る と 見 ら れ る O

一方、 テ ヘ ラ ン 市 で は 、 日 干 し煉瓦構造 は 目 立 た な いが、 同 市 は 地震の巣の 中 に あ り な

が ら 、 大都市 に な っ て 以 来 、 ま だ大地震 は経験 し て お ら ず、 テ ヘ ラ ン を 対象 に し た 地震防

災対策 は 急務 と の認識が広 ま っ て い た 。 I司市 は 近代 的 な 大都市で、 あ り 、 阪神 ・ 淡路 地 区 と

も 共通す る こ と か ら 、 阪神 ・ 淡路大震災の経験 を 踏 ま え た 地震防災対策 に 関 し て 高 い 関 心

が寄せ ら れた 。 (注 3 ) ( 災害対策専 門研修 に つ い て は 、 第二節で記述。)
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く人材育成〉

若手の研究者 で あ る 専住所究員 は 、 3 � 5 年任期 で採用 し 、 上級研究員 に よ る 体系 的 な

研究指導 を 通 じ て 、 総合的、 実戦的 な 防災 の専 門 家 を 育成す る も の で、 2002年度 に は 7 人

が専住冊究員 と な っ た 。

専{壬研究員 は 、 そ れぞれテ ー マ を 持 っ て 専 門 的 な 学術研究 を 進め る の は も ち ろ ん 、 災害

対策 に役立つ実戦的 な 研究 を 行 い 、 様 々 な 災害 に対す る 対応能力 を 幅広 く 養成 し 、 災害対

策専門家派遣 の 重 要 な 役割 も 担 う こ と に な る O

ま た 、 「人 と 防災未来 セ ン タ ー 」 が行 う 各種の事業 に 関 し て 、 積極的 に 関 わ っ て お り 、

子 ど も た ち を 対 象 に し た 防災教育 の テ キ ス ト づ く り や各種イ ベ ン ト で 中 心 的役割 を 担 っ て

い る ほ か 、 海外の 地震災害被災地の 調査や外 国 の 防災対策策定への協力 活 動 に も 関 わ る な

ど、 初年度か ら 積極的 な 活動 を 開始 し て い る O

2002年度 か ら 専任研究員 が始め た研究 は 多彩 で あ る が、 研究員 個 々 の研究の ほ か、 セ ン

タ ー を コ ア と し た プ ロ ジ ェ ク ト 五万究 に は

①ス ー パ ー広域震災時の大都市 間連携情報の高度化 (2002年度か ら 2006年 度 )

②震災復興政策総合評価 シ ス テ ム の構築 に 関 す る 研究 (2002年度か ら 2004年度)

の ほ か、 大学機関 を コ ア と し た研究、 丈部科学省 の助成 を 受 け た 各種の研究 の ほ か 、 各種

学会の研究 プ ロ ジ ェ ク ト に 参加す る な ど30件近い研究 に 携 わ っ て い る O

く特別研修〉

間 際協力事業団 (JICA) 受託研修

自 然災害の多発す る わが国の 防災体制 を モ デル ケ ー ス と し て 、 防災対策 ・ 災害対策 に つ

い て 学ぶ と と も に 、 研修参加各国 の経験 ・ 意見交換等 を 通 じ て 、 研修員 自 身が 自 由お よ び

周 辺地域の 防災対策 ・ 災害対策 に 関 す る 現状 ・ 問題点 ・ 課題 ・ 解決策等 を 明確 に把握 し 、

改善の た め の ア ク シ ョ ン プ ラ ン 実施 を 検討す る こ と に よ り 、 防災対策 ・ 災害対策 を 改善 し 、

も っ て 自 然災害 に よ る 被害の軽減 を 殴 る こ と を 目 的 に 、 間 際協力事業団 よ り 二つ の コ ー ス

を 受託 し た 。

イ . ト ル コ 国別特設震災復興研修

実施時期 : 2002年 9 月 1 日 �21 日

受 講 者 : 副知事、 局長、 次長級 計 8 名

研修 目 的 : 1999年 8 月 と 1 1 月 に 、 ト ル コ 北西部 に お い て発生 し た大地震 は 、 死者約 1 万8000

人 と い う 甚大な被害 を も た ら し た 。 震災後、 被災地で は後興事業が進め ら れ、

ま た 、 国全体で は こ れ ら の 大震災の反省 に 基づい た 防災対策制震整備が進め ら

れて い る O こ の よ う な 中 で 、 阪神 ・ 淡路大震災の経験 と 教請 を 踏 ま え た兵庫県

等の取 り 組み を 研修す る こ と で、 自 国 に お け る 防災対策 ・ 震災復興の推進 に 寄

与す る 。

ロ . 中 米地域防災対策研修
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実施時期 : 2002年1 1 月 17 日 � 12月 14 日

受 講 者 : コ ス タ リ カ 、 エ ルサ ルパ ド ル 、 グ ア テ マ ラ 、 ホ ン デュ ラ ス 、 ニ カ ラ グ ァ 、 パ ナ

マ か ら 、 局長、 次長級 と 実務者の計 13名

研修 目 的 : 1997年の ハ リ ケ ー ン 「 ミ ッ チ」 を 受 け て 、 中米各国 は 紡 災 5 カ 年 計画 を は じ め

と す る 防災対策の整備 を 実施 し 、 国 で は な く 、 地域 と し て 防災 に 取 り 組 ん で い

る 。 中 米諸 国 は 火 山 、 水害、 地震の災害が多発 し て お り 、 日 本 に お け る 防災体

制や予警報 シ ス テ ム を 研修す る こ と で、 災害に よ る 被害の軽減 に 寄 与す る 。

く人 と 防災未来セ ン タ ー整備の経緯〉

「人 と 防災未来セ ン タ ー 」 は 、 わが国 で初 め て社会経済的 な 諸機能が高度 に 集積す る 大

都市 を 宜撃 し た 直 ド型地震で あ る 阪神 ・ 淡路大震災の教訓 を 後 世 に 残 し 、 震 災 と そ の援興

過程か ら 得 ら れ た 知識や知恵、 を 世界 に情報発信す る こ と に よ っ て 、 世界の 災害対策 に 生 か

そ う と い う 「坂神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー 構想」 がそ の 開設 の 端緒 と な っ て い る 。

震災があ っ た1995年の 10月 、 政府の 「阪神 ・ 淡路復興委員 会」 が、 復興特定事業の う ち 、

極め て 意;義の あ る も の と し て 、 販神 ・ 淡路大震災記念プ ロ ジ ェ ク ト を 提言 し た 。

そ し て 国 、 兵庫県 、 神戸市、 民 間 で 同 プ ロ ジ ェ ク ト 検討委員 会が設置 さ れ、 そ の後 に 設

立 さ れ た (財) 阪神 ・ 淡路大震 災記念協会 (石原信雄 ・ 地方 自 治研究機構理事長 z 設立 当

時) で 、 学識者、 民 間 団体代表、 行政代表で構成す る 同 セ ン タ ー 基本構惣検討委員 会 を 設

置、 1999年 5 月 26 t:l に 基本構想 (基本的考 え 方) が公表 さ れ た 。 さ ら に 6 月 に は有識者、

行 政 な ど に よ る 「阪神 ・ 淡路大震 災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー 構想推進協議会J (会長 土新野幸

次郎 ・ 神戸都 I打問題研究所長) を 設置 し J板神 ・ 淡路大震 災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー 整備構想、」

を 策定 し た 。

同 年12月 、 国 の1 999年度 第 2 次補正予算で、 メ モ リ ア ル セ ン タ ー 施設整備 費 約60億 円 の

2 分の l に あ た る 約30億円 が国庫補助金 と し て 予算措置 さ れ、 2000年度以降の 各年度 に お

い て も 、 運営費補助が計上 さ れ る こ と と な っ た。

さ ら に 政府 の 「阪神 ・ 淡路復興対策本部」 の最後の会合が、 翌2000年 2 月 22 日 に 聞 か れ 、

向 セ ン タ ー の 整備事業が復興特定事業 に 追加選定 さ れ た 。

「阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー 基本構想 (基本的考 え 方) J に よ る と 、 同 セ ン タ ー

構想 は 「人類史 r.初 め て の 高齢社会下大都市直下型地震 に よ る 大災害であ っ た 販制1 ・ 淡路

大震災 に よ り 、 我 々 は生命の尊厳 や 、 と も に 生 き る こ と の重要性、 近代都 市 の 拡弱'生 な ど、

人類が営 々 と 築 き 上 げて き た20世紀文明 に対す る 反省 と 教訓 を 得 た 」 と の認識 を も と に 「 は

か ら ず も 露呈 し た 近代都市や近代文明の災害 に対す る 脆弱 さ か ら は r人 と 自 然 と の共生」

が、 ま た 、 復興過程で コ ミ ュ ニ テ イ や ボ、 ラ ン テ ィ ア が果 た し た役割 の大 き さ か ら は 「人 と

人の 共生」 が、 そ れぞれ重 要 な 概念 と し て認識 さ れ る こ と に な っ た 。 わが国 は 地震列 島 で

あ り 、 将来、 再 び大地震が都市 を 襲 う 可能性 を 多分 に 有 し て お り 、 震災か ら 得 ら れた 反省
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と 教訓 を 生か し 、 世界中 で今後起 こ り 得 る 同様の災害に よ る 被害軽減 と 、 そ れ か ら の復 旧 ・

援興 に 貢献す る 義務があ る 。 阪神 ・ 淡路地域 こ そ 、 世界 に お け る 震災復興の フ ロ ン テ イ ア

で あ り 、 モ デル で あ る と の 自 覚の も と 、 来 る べ き 21世紀 の 世 界 に 貢献 し う る 役訴 を 担お う J

と の趣 旨 で ま と め ら れた 。

2000年度 に は 、 「畏示 ・ 交流検討委員 会」 、 「人材育成等検討委員会」 を 設置 し 、 展 示 内

容や調査研究活動。 人材育成等の ソ フ ト に つ い て 、 各界の代表者等か ら 意見等 を ふ ま え て

具体化 に 向 け た検討 を 精力 的 に 重 ね て い っ た 。 さ ら に 「 メ モ リ ア ル セ ン タ ー フ ォ ー ラ ム 」

等 の 開催 を 通 じ て 、 一一般県民か ら の期待や意見 に つ い て も 把握 し 、 委員 会 な どでの検討 に

供 し た 。

そ し て 、 2001年 1 月 に 1 期施設の建築工事 に 着手 し 、 翌2002年 3 月 末 に 施設が完成 し 、

4 月 21 日 に 皇太子同記同殿 下 を お 迎 え し て 、 開館記念式典が執 り 行わ れ、 4 月 27 日 か ら 一

般公開 さ れ た 。 (ì土 4 ) 

〔 人 と 防災未来セ ン タ ー 2 期施設 「ひ と 未来館J 完成へ〕

2001年1 1 月 か ら 建設 を 進め て い た 「人 と 妨災未来セ ン タ ー 」 の 2 期施設 「 ひ と 未来館」

が、 2003年 3 月 末 に完成の予定。 2 期施設は 1 期施設 と 同 じ 地上 7 階、 地 下 1 措建 て で 、

延べ床面積 1 万200m'o 1 期施設の 「防災未来館」 に 隣議 し て建て ら れ、 渡 り 廊下 ( 2 階)

でつ な が る 。

1 階か ら 3 階 ま でが展示部 門 。 4 階か ら 6 階 ま で 国際的 な 防災機関 な ど入居す る こ と に

な っ て お り 、 こ こ 数年 の 関 に神戸 に 集 中 的 に 立地 し た 国 際 的 な 防災機 関 や研究所が|百j セ ン

タ ー に 集 ま る こ と に な り 、 ア ジ ア は も と よ り 世A界的 な 防災機 関 の拠点 を 形成 す る こ と に な

る 。

展示部 門 の特色 は 、 l 期施設の 「防災未来館」 の展示が、 阪神 ・ 淡路大震災の記憶 ・ 教

訓 を 中 心 と し た メ ッ セ ー ジ性 を 強調 し て い る の に対 し 、 「 ひ と 未来館」 は 、 大震災で再認

人 と 防災未')jミセ ン タ } の「防災未来館J (左)
と 「ひ と 未来館J (右) (兵庫県広報課提供)
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識 さ れた 「 い の ち の尊 さ 」 と 「共 に生 き る こ と の素晴 ら し さ 」 の根源 を 知 り 、 学習 す る た

め に 「い の ち 」 そ の も の を テ ー マ に 、 イ ン ス ト ラ ク タ ー と の交流 を 通 じ て い の ち の感動 を

体験で き る よ う な 参加型 の展示 に 主眼 を お い て い る 。

「 ひ と 未来館」 に 入居す る 機関 は

- 地震防災 フ ロ ン テ イ ア研究セ ン タ ー (EDM)

・ ア ジ ア 防災セ ン タ ー (ADRC)

・ 国連人道問題調整事務所神戸 (OCHA)

・ 国連地域開発セ ン タ ー 防災計画兵庫事務所 (UNCRD)

(財) 21世紀 ヒ ュ ー マ ン ケ ア研究機構

・ (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会

〔姫路市 防災 セ ン タ ー 建設へ 災害対策 と 消防機能を 一体化〕

姫路市 は 、 消 防 局 の 拠点施設 と し て 「姫路市 防 災 セ ン タ ー J (仮称) の建設 に 着手す る

こ と に な っ た 。 場所 は 同市安田 の市役所付近 に建設 し 、 市 消 防本部 と 災害対策室 を 併設す

る ほ か、 消 防車 も 常駐 さ せて 消 防署機能 を 持 た せ る o 2005年 に着工、 2007年 4 月 に 運用 を

開始す る 計 画 で あ る O

市消防局 が現在使 っ て い る 緊急通報 シ ス テ ム の 吏新時期が追 っ て お り 、 司 時 に 河市 に も

大 き な被害 を も た ら す恐れがあ る 山 崎断層 の 活動 に備 え る た め で、 市の2003年度予算案 に

基本設計費 な ど3000万 円 を 盛 り 込ん だ。

セ ン タ ー に は 、 市消防本部、 消 防指令セ ン タ 一 、 災害対策室、 既設の 4 消 防署 を 支援す

る 消 防署機能、 地震体験 な どがで き る 学習施設、 食糧備蓄倉庫 な どが入 る O

敷地面積 は2000� 3000平方日で、 建物 は 免震構造 に す る O

同 消 防局 に よ る と 、 消 防本部、 消 防諸機能、 災害対策室 を併設す る の は 県 内 初 の試み と

い い 、 市役所 に 隣接す る こ と か ら 、 災害時 に迅速で効果 的 な 対応が期待 さ れ る O 建物本体

の建設 に は20�25億 円 、 緊急通報 シ ス テ ム と 防災 シ ス テ ム の構築 に計1 5 � 20龍 円 の費 用 を

見込ん で い る 。 (注 5 ) 

〔東大三次元震動破壊実験施設 実験棟内部 を 報道陣に公開〕

独立行政法人 ・ 防災科学技術研究所 (茨城県つ く ば市) が兵庫県三木市志染町 に建設 し

て い る 「実大三次元震動破壊実験施設」 の 実験棟内部が2002年 9 月 初 日 、 報道陣 に公開 さ

れ た O

同施設 は 兵庫県が整備 中 の 三木震災記念公園 (仮称) の 目 玉施設。 実物大の 建造物 を

大震動台 に 載せ て 、 阪神 ・ 淡路大震災級の 地震で構造物が壊 れ る 過程 を研究す る o 5 ， 200 

平方日、 高 さ 43 t ;;: の 実験棟 に 置 く 震動台 は 縦20t;;: 、 横15t 7� を 計画。

鉄筋 コ ン ク リ ー ト な ら 4 階建て ピ ル の破壊実験が可能。 水平二方向 と 下方か ら 計24本 の
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油任 ピ ス ト ン が支 え 、 複雑 に揺 り 動 かす仕組 み で 、 1 ， 200 ト ン を 載せ ら れ る 能力 は 世界最

大 と い う O 木造住宅や橋の一部 を 使 っ た 実験な ど も 想定 さ れて い る O

2005年 1 月 の完成 を 目 指 し て い る o (注 6 ) 

ι 紡災精報 シ ス テ ム 等の 整備
〔 ア ジ ア妨災セ ン タ 一 新通信体制の実験〕

東海地震 な ど を 想定 し 2002年 9 月 1 日 、 行 わ れた 静 岡 県御前崎町の 防災訓練で、 ア ジ ア

防災セ ン タ ー (神戸市) は 、 宇宙開発事業団 と 共 同 で 開発 中 の衛星通信 シ ス テ ム の実験を

行 っ た。

災害現場 の 生 の 映像 を 対策本部や政府機関 の専用パ ソ コ ン に伝 ぇ 、 研究者や ボ ラ ン テ イ

ア 向 け に も イ ン タ ー ネ ッ ト で公開す る シ ス テ ム O

同 セ ン タ ー 職員 が、 ヘ ル メ ッ ト に つ け た デ ジ タ ル カ メ ラ で家屋 の 火災 や救急搬送 な ど訓

練の様子 を 撮影。 映像デー タ は 車載型の 通信機か ら 衛星 を 通 じ て 同 セ ン タ ー や 静岡県庁 に

リ ア ル タ イ ム で届 き 、 同 セ ン タ ー の ホ ー ム ペ ー ジ に掲 載 さ れ た 。

今後、 通信機の小型化や空撮実験 を 予定 し 、 同事業団が2005年 ま で に計画 し て い る 超高

速 イ ン タ ー ネ ッ ト 傷星の打 ち 上 げ に あ わせ、 実用化 を 日 指す と い う o (注 7 ) 

5 . 自 然災害対策
〔南淡町が津波警報看板 を 設置〕

南海地震が発生 し た場合、 兵産県 内 で は津波被害の危険性が高 い と さ れ る 三原郡南淡可

が、 2002年 4 月 、 津波の 高 さ を 予想 し た 警戒看板 を 町内 33 カ 所 に 設 け た 。 避難経路 を 示 し

た看板の設置 も 併せ て 進 め 、 同 町 は 町民の 防災意識 を 高 め た い と し て い る 。

看板 に は 海抜 5 地点が赤い矢印で表 さ れ、 「福 良5 . 3t n:J r阿万5 . 8tn:J r沼 島4 . 9tn:J な

ど各地の津波の高 さ 予想が示 さ れて い る O 各 町 内 ご と に l カ 所以上設 け 、 避 難経路の 看板

約50枚 も 取 り 付 け る 。 (注 8 ) 

〔大容量送水管整備事業 (東灘区森南関J�西岡本軍間) が完成〕

阪神 ・ 淡路大震災 当 時、 水道の復旧が遅 れ た こ と な ど を 教訓 に 、 神戸市が整備 を 進め て

い る 大容量送水管の う ち 、 第 l 期 工区 の 東j難区森南町か ら 酉関 本 に 至 る 約3 . 8km が完成 し 、

2003年 3 月 初 日 、 同 送水管 の 住吉 J I I 給水拠点 (東灘区 西 岡 本) で、 記念式典が行 わ れ た 。

大容量送水管 は 、 直径2 . 4t n: の 巨 大 な 送水管で 、 送水能力 は l 日 40万立方江。 通常時の

送水機能 を 強化す る だ け で な く 、 既設送水 ト ン ネ ルが被災 し た と き や更生工事の捺の パ ッ

ク ア ッ プ機能 を 有す る ほ か、 災害時 に は貯留機詑 を 利 用 し て消火用 水や市街地の 防災拠点

に お け る 応急給水に対応す る O

神戸市で は 、 1995年 の 阪神 ・ 淡路 大震災の教訓 を 踏 ま え て 、 「神戸市水道施設耐震化基

第 卜章 @ 防災 653 



本計I@J を 策定 し 、 こ れ に 基づ き 整備 を 進め て い る 大容量送水管 は 、 水源の 4 分の 3 を 阪

神 水道企業 団 か ら の受水に頼 っ て い る 。 当 初計両 し て い た 山岳 ト ン ネ ル方式 を 見直 し 、 危

険分散 も 考慮 し 、 新 た に rlî街地 を 通 る 耐震性の高 い 送水幹線 と し て整舗 し て い る O

計画医 間 は 、 芦屋市境か ら 名 谷 ポ ン プ場 ま で の 全長30 . 4kmo 第 1 期 と し て 、 2010年度

ま で に芦屋市墳か ら 奥平野浄水場 ま で の 13 . 7km を 整備 す る O

1 期 の事業費 は150億 円 。 送水管の 整備 と あ わ せ て 給水誕点 を 住吉 } 1 1 と 本 LIJ 甫 の 2 カ 所

に 整備 し た 。 給水拠点 は 、 地震 な どの災害時 に対応で き る よ う 仮設給水栓 を 設置 し 、 市民

に飲料水 を 供給す る と と も に 、 給水 タ ン ク 車や 消防車へ も 給水 し 、 防災活動拠点 と し て も

機能す る O

3 月 初 日 に 行 わ れ た記念式典で は 、 応急給水訓練や消防車の放水デモ ン ス ト レ ー シ ョ ン 、

市立本山 第二小学校の児童 に よ る 記念植樹が行 わ れた o (注 9 ) 

〔県有施設の耐震診断 2004年度中 に完了へ〕

阪神 ・ 淡路大震災の教訓 か ら 、 兵庫県で は震災以降、 県有施設 の 耐 震化 を 推進す る た め 、

地震時 に 災害対策の拠点 と な る 施設や避難所 と な る 施設 を 中心 に耐震診断 を 実施 し て い る

が、 2005年 1 月 に震災か ら 10年 の節 目 を 迎 え る た め 、 2004年度 中 に耐 震診断が必要 な すべ

て の 県有施設の耐震診断 を 完了 す る 方針 を 決め た 。

2003年 2 月 現在、 す で に 1 ， 157棟 の 県有施設の診断 を 終 え た が、 建 て 替 え 計画 の あ る も

の や小規模 な も の を 除い た 、 残 り 1 ， 049棟 の 診 断 を 震災10周 年 ま で に完 了 す る こ と に し た 。

耐 震診断が必 要 な 施設 は 、 1981年 6 月 の建築基準法施行令改正以前の基準で建て ら れた も

の が該 当 し 、 規模 の 大 き い 地震が起 き た と き な ど に 災害対策の拠点 と な っ た り 、 避難所 と

な る 施設 を 中 心 に耐震診断 を 進 め て い る 。 (注10)

〔神戸市の公立校の耐震診断 2005年度 ま での全校実施へ〕

神戸市今 内 に お け る 公立学校の耐震診断の 実施率が6 . 2 % に と ど ま っ て い る O 財政難が影

響 し 、 全国平均 の30 . 8% を 大幅 に 下 回 っ て い る 。 岡市教委 は 、 文部科学省 の通知 を 受 け 、

2003年震か ら 3 年 間 で 、 i耐震診断 を し て い な いすべて の 学校で診断 を 実施す る 方針 を 明 ら

か に し た 。

耐 震診断が必要 な の は 、 1981年の新耐 震基準施行 よ り 以前 に立 て ら れ た 建物。 市教委 に

よ る と 、 幼 稚 聞 、 小 中 学校、 養護学校の校舎の う ち 、 全体の65% に 当 た る 812棟が対象 に

な る 。 す で に 耐 震診断 を 実施 し た の は 50棟 ( 6 . 2 % ) 、 補強工事 を 済 ま せた の はお棟 (2 . 8% )

だ っ た 。

文科省 が都道府県で実施 し た調査で は 、 診 断実施率の全国平均 は30 . 8% で、 静岡83 % 、

神奈川83% な ど関東 ・ 東海地方で、高 か っ た 。 兵庫県 内 は27 % で 、 神戸 市の実施率 は き わ め

て低い。
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耐震診断 に は 1 棟平均約300万 円 、 補強 工事 に は 伺 1 億 円 の 費 用 がか か り 、 市 の 財主政難

が実施 の 遅 れ に 響 い て い る 。 市教委 は震災後の改修 を 擾先 し た と い う も の の 、 「財政状況

は 厳 し い が、 高校 を 含め 残 る 780棟 を 3 年 間 で診断で き る よ う 計画 を 作 っ て い る 」 と し て

い る 。

向者 は 、 実施率の低 い 自 治体 に 早急 な 謝 震性能の強化 を 求め 、 2005年度 ま で の実施百十画

を ま と め る よ う 通知 、 診断費用 を 特別交付税で措置す る よ う 総務省 に 要 望 し て い る o (波1 1 )

〔学校の54% 、 樹麗性に疑問 内 閣府調査〕

内 閣府 は2003年 1 月 、 防災施設の 耐震性や食糧の備蓄状況 な ど に 関す る 初 の全国調交結

果 を ま と め た 。 学校 ・ 幼稚園 の約54% 、 病 院 な ど医療機関 の約44 % が 「耐震性 に疑問」 と

さ れ、 人 口 集 中 地区 の う ち 、 近 く に避難場所が な い l又域 は 、 61 % に の ぼ っ た 。 防災施設が

備 え る べ き 設備や水準 を 国が示 し て い な い こ と も あ り 、 都道府県 ご と に 差 が 出 て お り 、 地

震対策 は 「東高西低の傾向J ( 内 閣府) と な っ て い る 。

調査 は 、 地震防災で必要 な 施設 の 整備 や 耐 震化 な どの全国 的 な 実態把握が不十分だ っ た

こ と か ら 、 内 j謁府が2001年度末の状況 を 都道府県 を 通 じ て調べた。 調 査 は 54項 目 で、 そ れ

ぞれに統一の指標 を 設定 し 、 整備進捗率 な ど を 調べ た 。

学校や 病 読 な どの耐震化調査は 「震震 7 程度 で も 死者が出 る よ う な飼 壊 は し な い」 が前

提。 学校は 国公立、 私 立の小、 中 、 高校、 大学、 幼稚園 な ど約15万棟が対象 で 、 謝震fヒ さ

れて い た の は約 7 万棟 だ、 っ た。 耐 震化率が最 も 高か っ た の は静両県の69 . 7 % で、 最低 は香

川 県の27 . 7% だ っ た 。 病 院 は 、 歯科 を 除 く 医療機関 が対象で、 耐震化率 は 全 国平均 で56 . 1 % 。

最高の 沖縄県 と 最低の 向 山 県で は 2 倍の 開 き があ っ た 。

避難 に 関 す る 調査で は 、 都市部の住宅地 な ど人 口 集 中 地区 の う ち 、 500t }C 以 内 に 1 江以

ヒの公固 な どの避難場所があ る 区域 は 38 . 9 % に と ど ま り 、 2 キロ以内 に 10江以上の広域避難

j若月?カfあ る 区土或は45 . 7 % だ っ た。

ま た 、 自 治体の地域間災計画で指定 さ れた 緊急輸送路の橋や ト ン ネ ル な ど の耐震化率 は 、

全国平均 で約34% だ、 っ た 。 備蓄の調査で は 、 10年以上前か ら 大地震の切迫性が指摘 さ れて

い る 束海地域や南関東地域が比較的 進 ん で、 い る O 例 え ば人 口 1 万人 当 た り の コ メ 舗蓄 量 は 、

全国平均 の が0733'ftJ に対 し て 、 東京や静 調 、 三重、 神奈川 、 長野の都県 は 1 ， 500九以 上 に な っ

て い る O 逆 に佐賀 、 熊本が備蓄量ゼ、 ロ な ど、 九 州 、 四 国 は 少 な い。 (注] 2)

〔学校酎震診断 種先度つ け 簡易調査で促進 を 〕

文部科学省の課査研究協力者会議 は 、 2003年 3 月 、 学校施設 を 耐震化すべ き 緊急度 を 簡

易 な 方法で診断で き る 「優先度調査」 の導入 を盛 り 込 ん だ報官書案 を ま と め た 。

耐震工事の前 に は耐震診断が必要 だが、 診断 に は 1 棟当 た り 数百 万 円 かか る O 耐 震化が

進 ま な い理由 と し て 白 治体か ら は 「一斉 に耐震診 断 に 若手す る の は無理で、 、 どの学校か ら
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着手すべ き か分か ら な い」 と の声が挙がっ て い る 。 優先震調査は 1 棟当 た り 10万円程度で

可能。 耐震診断 に 先立 つ て 、 診断の必要性 を ①建物 の 築年度 と 高 さ ② コ ン ク リ ー ト 強度③

目 視 に よ る 建物の劣化の度合い④梁や 壁 な どの配置⑤敷地の想定震度 の 5 段階で判断

し 、 診断 ・ 工事の順で実施 に役立 て る O

阪神 ・ 淡路大震災で は 1981年 に 建築基準が強化 さ れる 以 前 に建 っ た 学校施設の被害が特

に大 き か っ た 。 多 く の学校が避難所 に な っ た こ と も あ り 、 施設の耐震化 の 重 要性が指摘 さ

れ た 。 し か し 、 自 治体の財政難で耐 震診断や甜震工事の実施率 は低迷。 同省 の 2002年の 調

査で は 、 全国 の公立小 中学校の う ち 、 耐震性 に 問題があ る こ と が多 い 1981年以前の建物 で

耐震診断未実施の 学校 は 、 69 . 2% に 上 っ た 。 診断実施率が60% を 超 え た の は 静岡 県 な ど 4

都県 だ け で 、 27道府県 は20%未満 だ っ た 。 (注13)

6 .  r.長域紡災への取 り 組み
〔神戸 ・ 明石の消 防応援協定改定 応援区域 を 市境 か ら 全市に拡大〕

神戸市 と 明石市 は2003年 2 月 、 火災や救急事故の発生時 に 、 市境 に 関係 な く 応援出動す

る 「消 間相互応援協定」 を 20年ぶ り に見直 し た 。 明石市の歩道橋事故 を 教訓 に 、 初動段階

で積極的 に応援で き る 体制づ く り を 重 点 に 、 火災や救急事案 に 限 ら ず、 すべ て の災害 に つ

い て相 互応援 す る こ と と し た 。

こ れ ま で火災 と 救急 に 限 っ て い た も の を 「すべ て の災害で出動」 と 定め た ほ か、 隣接す

る 市境周辺 に 限 っ て い た 活動エ リ ア を 両市 の 全域 に拡大 し た 。 応援の車両台数 も 限定せず、

災害の規模 に応 じ た 隊 を 出動 さ せ る 。

ま た 、 市境付近か ら の携帯電話 に よ る 通報で、 住所が特定で き な い場合、 一報 を 受 け た

市が管轄区域 に 関 わ り な く 出動す る こ と に し た 。 定期 的 に情報交換会 も 開 く 。

神戸 市消防局 は 「市境で救急事業が連続発生 し た 捺、 明石 に応援 を 頼 ん だ方 が有効 な 場

合があ る O 一刻 も 早 い現場到着が使命で、 今後 も 連携 を 深 め て い き た い」 と し て い る O

両市は 1968年 に協定 を 締結 し 、 1982年 に 内 容 を 官民主正。 2002年 は救急 を 中 心 に神戸市

か ら 明 石市への応援 出動が 9 件、 明石市か ら は 1 1 件 の 出 動があ っ た 。 (注目)

〔兵躍、 福島両県警が緊急配備会議 初動体制の連携強化〕

犯罪や事故が広域化す る な か、 神戸淡路鳴 門 自 動車道の大鳴 門 大橋 を 境 に 、 管 内 を接す

る 兵庫 、 徳 島両県警が2002年 7 月 26 日 、 兵庫県警三原警察署で 「 緊急配備連絡会議」 を 聞

き 、 両県警か ら 通信指令担当 者や 高速道路交通警察隊の幹部 ら 20人が出 席 し 、 意見交換 し

た 。

2001年 4 月 に発覚 し た淡路島 と 徳島市 に ま た が る 連続殺人事件 や 、 2002年 7 月 、 明石海

峡大構付近で死者 を 出 し た 多 重衝突事故 な ど を 受 け た 会議 で 、 広域化、 ス ピ ー ドイとす る 犯

罪 に対 し 、 両県警が情報の 共有 を 図 り 、 迅速的確 な 初動活動 を 行 う た め の協議 を 行 っ た 。
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こ の 呂 、 緊急配備 の 図上訓練 も 行い 、 同 自 動車道 を 逃走す る 車両への対応 を チ ェ ッ ク 。

多重衝突事故 を 参考 に事故が発生 し た場合の対応 も 話 し合 っ た。 Uì15)

( 1 0国際機関が訪災 ・ 人道支援で連携 協議会発足〕

阪神 ・ 淡路大震災の悲惨な体験 を き っ か け に 、 ア ジ ア 防災セ ン タ ー を は じ め と し て 、 防

災 に 関連 す る 様 々 な 国際機関 な どが神戸市 中 央 区 の神戸東部新都心 (HAT 神戸) を 中 心

に 集 巾 し て立地 し た 。 そ こ で 、 防災対策への機運 の 高 ま り と 、 防災機関 の 集積 を 活か し て 、

関係機関 が有機的 に 連携 し 国際的 な 防災 ・ 人道支援活動 に 資す る 取 り 組み を 共 同 し て推進

す る こ と に よ り 、 そ れぞれの機関がそ の機能 を よ り 効果 的 に 発揮 し 、 国 際 的 な 防災 ・ 人道

支援活動 に 貢献 し よ う と 、 2002年10月 10 日 、 10機関が 「国際防災 ・ 人道支援協議会」 を 設

立 し た 。

連携 し た 10機関 は 、 防災や 人道支援、 保龍、 医療、 環境な ど多 岐 に わ た る O 世界で は 大

規模 な 自 然災害 や 人為 的 な 災害が多発 し て い る 。 特 に 開発途上地域で は 、 都市化が進 む一

方で、 都市 ・ 生活基按の整備の遅れが災害への脆弱性 を 高め て い る O

さ ら に 災 害 は 環境、 経済、 丈化な どの様々 な 要 悶 が関係 し 、 ま す ま す多様化、 複雑化す

る 様相 を 強 め て い る 。 こ の よ う な 状況 を 踏 ま え 、 1990年か ら 国連 を 中心 に 「 国 際防災の10年

(IDNDR) J の 活 動 が進 め ら れ、 1999年 に は 、 国 際 防 災 の 10年 を 継承す る 新 し い 「 国 際 防

災戦略 (ISDR) J 活動 を 支持す る 決議が由連総会で採択 さ れ、 関係者が緊 密 に 連携 し 、 そ

れぞれの知見 ・ 資源 を 共有 し て有効 に 活用 し て い く こ と が求め ら れて い る 。

こ う し た認識が国際機関 の 連携 に結 びつ い た も の で 、 同 日 の設立会議で 、 会長 に は 同協

議会の設立 を 呼びか け た がJ 田 恵、昭 ・ 人 と 防災未来 セ ン タ ー 長が選任 さ れ た 。 ま た 、 こ の 日

の設立会議 に は 、 参加機 関 の代表 の ほ か、 オ ブザ ー パ ー と し て 内 閣府 と 外務省が加 わ り 、

兵庫県 か ら も 防災担 当 者 が出 席 し た 。

同協議会 は 、 国 内外で災害が発生 し た と き の被災地調査や シ ン ポ ジ ウ ム の 開催 な どで協

力 し 、 世界の 妨災拠点 を 呂 指す。 協議会で は 、 参画す る 機関 の長が 品堂 に 会す る 機会 を 年

2 � 3 回程度 開 き 、 情報共有 を 国 り な が ら 、 当 面 は協議会の ホ ー ム ペ ー ジ を 開設 し た り 、

共通の パ ン フ レ ッ ト を作成 し て 、 協議会の 活動 を ア ビ ー ル し て い く こ と に し て い る 。

な お 、 2003年 l 刀 に は 、 震災 8 周 年 に 合 わせ、 内 閣府 や 県 と 共催で 「 ア ジ ア 防災会議2003J

を 開催 し た 。 ( 同 会議 に つ い て は第三節第 1 項 を 参照)

国 際 防 災 ・ 人道支援協議 会 の 英 語 名 称 は Disaster Red uction Alliance 略称 DRA)

事務局 は 、 人 と 防災未来セ ン タ ー に 置 く O

構成 メ ン バ ー

@ ア ジ ア 妨災セ ン タ ー

@ ア ジ ア 太平洋地球変動研究ネ ッ ト ワ ー ク
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。 国際エ メ ッ ク ス セ ン タ ー

@ 国際協力事業団 兵庫 間際セ ン タ ー

@ 間際連合人道問題調整事務所神戸

@ 国際連合地域開発セ ン タ ー 防災計岡兵庫事務所

@ 地震防災 フ ロ ン テ ィ ア研究セ ン タ ー

@ 世界保健機関健康開発総合研究セ ン タ ー

@ 地球環境戦略研究機関 関 両研究セ ン タ ー

@ 阪神 ・ 淡路大震災記念 人 と 防災未 来 セ ン タ ー (注16)

〔都道府県のþö援協定、 31 件に拡大 実施連携 は進 ま ず〕

朝 日 新聞社の独 自 調査 (2003年 I 月 13 日 付) に よ る と 、 阪神 ・ 淡路大震災以降、 災害発

生時の相互応援協定 を 結ぶ 自 治体が急増 し 、 2002年末現在、 締結数は都道府県 レ ベ ル で31

件、 延べ186 自 治体 (一部市 を 含む ) に の ぼ る こ と がわ か っ た 。 た だ、 自 治体 の 連 携 は 訓

練な どでの連携が多 く 、 i坊 災実務での共 同作業や動員 基準 の共通化、 人事交流 な ど ま で に

は 進 ん で、 い な い 、 と し て次の よ う に報 じ て い る 。

調査は2002年末、 47都道南県 に ア ン ケ ー ト し 、 す べて か ら 回答 を 得 た 。 そ れ に よ る と 、

相互応援協定の う ち 、 1995 年 の 阪神 ・ 淡路大震災以前 に締結 さ れて い た の は 、 首都圏 の 1 7

都県災害時桔互応援 に 関 す る 協定J ( 1992年) な ど 4 件 だ け 。 大災害が起 き れ ば一 自 治体

の 力 で は乗 り 切 れ な い こ と が阪神 ・ 淡路大震災で痛感 さ れ た 。 災害対策基本法の 一部改正

で協定締結が進 ん だ。

相 互応援協定の ほ か 、 情報交換や 防災交流 を 主 に し た連絡会議 な ど も 8 件 あ る 。 こ れ に

は30府県が参加す る 「東南海 ・ 南海地震 に 関す る 府県連絡会J の よ う な 大所帯 も あ る O 共

同 の 防災訓練 も 23都府県が実施 し て い る 。

し か し 、 相互応援協 定 は 、 全都道府県参加の も の を 除け ば、 大半が近 隣 同 士 の協定に と

ど ま っ て い る 。 そ れ ら の 協定で も 、 ほ と ん どの 自 治体が、 被害が広範聞 に 及ぶ 海溝型地震

や活断層 地震の想定 に つ い て 、 隣県同 I�で、被害想定のす り 合わ せ を し て い な か っ た 。

ま た 、 複数の ドi 治体に よ る 共 同 で の 防災計画づ く り に つ い て 、 20都道府県が 「関難」 と

回苓。 災害発生時の職員動員基準 も ま ち ま ち で 、 職 員 の 交流派遣 に も 消極 的 だ。

こ の た め 、 自 衛隊 の 派遣や搬送先病院の割 り 振 り 、 食料品 ・ 生活必需 品 の供給 な ど広域

の大災害 の 支援 に つ い て 、 国が調整すべ き だ、 と す る 自 治体は42都道府県 に の ぼ っ て い る 。

広域連携 に つ い て は 、 「 ぱ ら ぱ ら に 協定 を 結 ばず、 闘 が全体の枠組み を 示せJ (高知県) と

い っ た意見 の ほ か、 兵産県 は 1'1育報通信 シ ス テ ム や被害想定、 f昨 日昔 ・ 組織の 標準化が必要」

と 指摘。 三 重 県 は 「備蓄物資 や 人材の相互活用 を 」 と 提案 し て い る O

〔 県境越 え た広域間災計闘 を 消防庁が抜本見麗 し へ〕
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神戸新聞 (2002年 8 月 5 日 付) に よ る と 、 大規模災害 に備 え た 地方 自 治 体の危機管理体

制 を 検討 し て い る 総務省消 防庁 は 、 都道府県の地域防災計画 の あ り 方 を 抜本的 に見亙 し 、

大震災 な どが想定 さ れ る 地域で、 は複数の知事が県境 を 越 え て 連携、 広域の 防 災行政 に 当 た

る 「都道府県相 互 開 地域防 災計再」 を 策定す る よ う 求め る 方向 で検討す る こ と に な っ た 。

相 互 防 災 に 取 り 組 む根拠 を 明 ら か に し た り 、 食糧 ・ 生活物資 を 備 蓄 し て 融通 し あ う こ と

な ど を 想定。 消防庁長官の 私 的諮問機関 と し て 自 治体の 防災担当 者や学識経験者 ら に よ る

研究会 を 設置す る 。

災害対策基本法 は 、 必 婆 に 応 じ て 、 自 治体の枠組み を 越 え た 防 災協議会設置や 紡災計画

の 策定 を 求め て い る O だが、 既存の 協議会や相互 間計画 は 火 山 噴火、 原発事故 に備 え た市

町村聞 の例があ る だ け。 都道府県 間 で地域防災計画策定の実績は な い た め 、 計 画づ く り を

促す こ と に し た 。

販神 ・ 淡路大震災 な ど を 受 け 、 近畿 2 府 4 県や 関東 1 都 9 県 な どで応急 的 な 広域支援協

定 は 締結 さ れて い る が、 紳士協 定 に と ど ま っ て い る 。

同紙 は 記事の解説で、 「消防庁 は 、 都道府県 聞 の 地域防災計画 の協議 と 併行 し て 、 市町

村消防の あ り 方で 叶1核消防本部」 に つ い て検討 を 始 め た 。 市町村合併が進展す る 中 、 一

定規模の都 市消防本部 の 専 門知識 を 持 っ た 人材や特殊資機材 を 重点配備す る 考 え 方 だ。 都

道府県 間 の地域防災計画の策定が本格イじす れ ば、 市 町村消 坊 の 再編 も 検討 さ れ る こ と に な

る だ ろ う 」 と し て い る O

〈参考 - 引用文献〉
(註二 1 ) 神戸市地域防災計画 地震対策編 ・ 南海地震津波対策 20021f- 6 n :t1þ戸市防災会議
(注 2 ) 神戸新聞 2003年 1 月 3 日付
(注 3 ) 人 と 防災未来セ ン タ ーニ ュ ー ス 、 神戸新潟 2002年 7 月 初 日 付
(注 4 ) 人 と 防災未来セ ン タ 一平成14年度年次報告書」
(注 5 ) 神戸新聞 2003年 2 月 19 日 付
(ì主 6 ) 神戸新開 2002年 9 月 21 日 付 朝 日 新開 2002年1 0月 26 日 付
(;主 7 ) 神戸新聞 2002年 9 凡 2 日 付
u土 8 ) 神戸新開 2002年 4 fl 3 口付
(注 9 ) 神戸市発表資料
(注10) 県発表資料
(注1 1 ) 神戸新聞 2002年 9 月 初 日 付
(注12) 戦 日 新聞 2003年 1 月 16 日 付
(注13) 毎 日 新時 2003年 3 月 16 日 付
(注14) 神戸新聞 2003年 2 月 14 IJ 付
(注1 5) 兵隠県警発表資料 神戸新首j 2002年 7 月 27 日 付
(注16) 国際紡災 人道支援協議会設立題意書、 「人と 防災未来セ ン タ 一平成14年度年次報告書」
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fi吋- 災害対応能力の 向上

大震災の 記'1意 も 7 年以上経っ と 、 段 々 と 薄れ て く る の が世の常で あ る 。 そ れ で は い け な

い と い う 戒め の気持 ち を 込 め て 、 被災地では毎年、 よ り 実戦 的 で 、 新 た な 内 容 を 加 え な が

ら 、 防災前 練 に 励 ん で き た 。 し か し 、 近 年 の 訪災訓練は、 そ れ ま での訓練 と は 異質 な 内容

と な っ て き た 。

今世紀前半 ま で に 阪神 ・ 淡路大震災 を 上回 る 規模 の南i年地震が発生す る 可 能性が高い と

さ れ始 め 、 政府がそ の発生確率 ま で公表す る に 至 っ た か ら で あ る O 兵庫県で は 国 に先駆け

る 形で津波対策 に 取 り 組み 、 前年か ら 防災訓 練 に は南海地震の発生 を 怨定 し た 津波対策の

訓練 も 採 り 入 れて 実施 し て き た 。

震災経験の風化が心配 さ れ る 一方で、 新 た な 地震への 叡 り 組みが余儀 な く さ れ る 複雑 な

状況 を 迎 え て い る O 南海地震 や 東南海地震は 、 阪神 ・ 淡路大震災 と は ま っ た く 性格 の 異 な

る 海溝却の 地震で、 長い揺 れ に津波被害が加 わ る だ け で な く 、 伺時発生す れ ば東海か ら 両

日 本一帯が被災す る と い う 超広域災害 に 見 舞 わ れ る こ と に な る 。

中 高層 以上 の高 い ピ ル や 規模 の 大 き な 建造物 ほ ど長い揺れ に よ っ て被災 し 、 大都市 は 機

能不全 に 陥 る O 橋 の破壊や 山崩 れ に よ る 陸 の孤島状態があ ち こ ち で起 き 、 津波 に よ る 沿岸

市野村の壊滅的 な 破壊 も あ り 得 る O 防濡堤 の 閉鎖が準備通 り に い かず、 津波が大 坂 な どの

大都市 に も 進入 し 、 河川 を 津波が さ か の ぼ り 、 堤 坊 を 越 え た 海水が地下街 を 襲 う O

鉄道、 道路のす断 と 、 広域被害で他府県 か ら の 救助部隊の到着 に見通 し が立 た な い状況

が続 く 。

そ う し た最悪の事態が起 こ れ ば、 被災地 自 身 の 自 前 の 防災力 が唯…の頼み の綱 と な る O

近 隣住民 の 力 、 自 主 防災組織や そ れぞ れ の 地域 の NPO 組織が、 ど こ ま で実戦 的 な 防災力

を 持 ち 、 行政 と 連携 で き る か に よ っ て被害の軽減 に 大 き な差が出 る こ と に な る O 津波が想

定 さ れ る 沿岸地域で は 、 津波か ら 逃れ る た め の避難路の確保、 一時避難で き る 最 寄 り の建

物 の 周知徹底が被害規模 を 大 き く 左右す る O

そ う し た事態 を 可能 な 限 り イ メ ー ジ化 し な が ら 、 ひ と つ 一つ具体的 な 準備 を 続け て い く

以外 に 、 巨大地震の被害 を 軽減で き る 特効 薬 は な い。 自 主防災組織の災害対応龍力 、 必要

な 資機材や 食糧 な どの備蓄の準備、 住民 ・ 企業 ・ 行政の連携 と い っ た 地道 な 努力 、 建物 の

耐 震化 な ど、 備 え ね ばな ら な い課題は 山積 し て い る O

リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト の攻 り 組み 、 防災専 門 家 の 人材養成、 訪災対策技術 の 開発 ・ 向上 と 、

求め ら れる 防災対応能力 の 充実 を ど こ ま で具体化で き る か、 越 え な け れ ば な ら な い 峠 は ま

だ続い て い る O
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1 . 防災äJII棟

〔南海地震想定 津波 に備え兵庫県が合開 防災訓練〕

兵庫県の2002年度 の合同 防災訓練 は 、 今世紀前半 に発生す る 恐れ の あ る 南 海地震 に よ る

津波被害 を 想定 し た 「南海地震対時訓練」 を 実施 し た の が大 き な 特鍛で、 あ わせて実際の

ピ ルヤ道路 な ど を 活用 し た 実戦的 な 「南街地型訓練j で も あ っ た。 津波 を 想定 し た本格的

な 訓 練 は 、 今回が初 め て だ っ た 。

9 月 1 R に行 わ れ た 合 同 訓 練 は 、 紀伊 半 島 i41 を 震源 と す る マ グ ニ チ ュ ー ド8 . 4 の 海洋性

( ト ラ フ 型) 地震が発生、 淡路島 に津波の被害が出 て い る と の想定で、 兵原県 と 淡路 1 市

10町 と の 共催で行わ れ た 。 淡路島 の志筑新島 (津名郡津名 町) 周 辺 を 主会 場 に 、 76î議 関 、

約2 ， 800人が参加、 車両189台、 航空機10機、 船舶10隻が動員 さ れた 。

「津波被害 を 最小 限 に く い 止 め ろ J I備 え あ れ ば憂 い な し」 を 合言葉 に 、 自 主 防災組織

な ど住民参加 に よ る 避難訓練や、 初期消火訓 練 を 行 う と と も に 、 海洋性地震 に 関す る 重点

的 な 啓発 を 行 い 、 警察、 消防、 自 衛隊 に よ る 人命救助、 ヘ リ コ プ タ ー 、 船舶 に よ る 救出 ・

救助、 医療関係機関 に よ る 現地救護 な どの総合的 な 災害応急対策活動 を 展 開 し た 。 さ ら に 、

但馬 ・ 西播)露両広域防災拠点 の備蓄物資の空輸、 陸送、 医療関係者や応援部隊の海上輪送

訓練 も 実施 し 、 広域防災体制 の充実強化 を 図 っ た 。

メ ー ン 会場の津名 郡津名 町志筑新 島 で は 、 商業施設や道路 も 利用 し 、 ヘ リ コ プ タ ー に よ

る 被災者救助や消火活動、 ラ イ フ ラ イ ン 復 旧 な ど市街地型訓練 を 展 開 し た 。

神戸淡路鳴 門 自 動車 道 で 7 月 に 起 き た 多重衝突事故の教訓 か ら 、 救急 隊 員 がパス や ト

ラ ッ ク な ど 5 台 か ら 負傷 者 を 救 出 す る 訓練 も 行 わ れ た 。 救護所 で は 医師や 肴護師 ら が治療

の手)頓 を確認 し た 。 県立舞子高校 に2002年新設 さ れた 環境防災科の l 年生40人 も 参加、 負

傷者役 な ど を 担当 し た が、 生徒の 一 人 は 「将来、 消 防士 を め ざ し た い 。 真剣 な プ ロ の姿 に

感激 し た」 と 話 し た 。

三原郡南淡町で は 、 最 大 で 5 . 8 t;;:の津波が押 し 寄せ る と さ れ、 住民挙げて避難訓練 を 実

施 し た 。 町 内 会 や 自 主 防災組織 ご と に 高 台 に避難 し た 。 西淡町 で は 、 救援物資の輸送訓練

を 行 っ た 。 海上 自 衛 隊 の輸送艦か ら 陸揚 げ さ れ た 物資 を ト ラ ッ ク で津名 町 に運 ん だ。 但馬

空港 (豊岡市) と 赤穂郡上郡町で も 、 ト ラ ッ ク や ヘ リ コ プ タ ー を使 う 訓 練があ っ た 。 (注 1 ) 

〔神戸市総合防災訓練 構海地震 を 想定 し て実施〕

2002年震の神戸 市総合防災 前 練 は 、 同 年 9 月 8 臼 、 南海地震 に よ る 津波被害 も 想定 し 、

防潮扉 の 閉鎖訓練な ど を 感 り 込 ん で 、 市 内 各地で実施 し た 。 神戸市 は 、 同 年 震 の 地域訪災

計画 に 、 新 た に南海地震 に よ る 津波対策 を 盛 り 込んで改定 し た こ と か ら 、 今 河 の 訓練 は 、

津波対策の検証 と 意識再発 を 兼 ね て行 っ た。

南海地震は 、 今後、 30年以内 に40% の確率で起 き 、 既成市街地で は震度 6 弱程度の揺れ

に 見舞 わ れ、 地震発生 か ら 90分後 に津波が到来す る と 予想 さ れて い る O
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訓 練 は 、 紀伊半 島 沖 で マ グ ニ チ ュ ー ド8 . 4 の南海地震が発生、 建物の倒壊、 火災が発生、

津波 も 到 来す る と の想定で、 船舶13隻、 ヘ リ コ プ タ ー 3 機、 車両166台 を 使い 、 市職員 、

防災関係機関 、 市民 ら 約2 ， 500人が、 避難誘導、 避難所の 開設、 避難者受 け 入 れ 、 炊 き 出 し 、

初期消火、 救 出 、 救急、 防潮扉 の 閉鎖、 水難救助 、 ラ イ フ ラ イ ン の応急復 旧 な どの訓 練 を

繰 り 広 げた 。

長 田 区駒 ケ 林町の長田港で は 午前日時、 地域放送局 IFM わ い わ い J が通常番組 中 に 「高

さ 最大約 3 メ ー ト ル の大津波が予想、 さ れ ま す」 と 津波警報の発令 を 放送。 地元住民や消防、

警察関係者 ら 約380 人が避難活動や安否確認 な ど に 走 っ た 。

津波対策 と し て 開港の岸壁 に あ る 防潮扉 を 閉 め る 司'1練 も 開始。 駒 ヶ 林浦漁業会 と 自 治会

代表の 8 人が 2 カ 所の 防潮扉 に ハ ン ド ル を 取 り 付 け 、 額 に i干 を 浮かべ な が ら 扉 を ス ラ イ ド

さ せ て 閉 め た 。 (注 2 ) 

〔阪神南地域で抜 き 打ち 訓練〕

南海地震で の 津波被害 に 備 え 、 兵庫県の 阪神南県民局 は2003年 2 月 間 目 、 尼 崎 、 西宵 市

内 を 中心 に 抜 き 打 ち の 防災訓練 を 行 っ た 。 情報伝達や 防潮 扉 の 閉 鎖 な どの対応、が、 どの程

度で き る か を 検証す る の が 目 的 で 、 行政や 管 内 の警察、 防潮施設の操作責任者 と な っ て い

る 企業、 自 主 防災組織 な どの約450人が参加 し た 。

紀伊半 島 沖 で マ グ ニ チ ュ ー ド8 . 4の 南海地震が発生 し 、 阪神南地域で震度 5 弱 � 6 弱 、

最大2 . 8 メ ー ト ル の 津波が 1 時 間 50分後 に到着す る と の想定で、 被害状況 は死者100入、 負

傷者840人、 電車 は 運転 を 見合わせ、 道路 は 一部障害があ る も の の 通行 は 可 能 、 携帯電話

は使用不能、 管 内 の 一部で停電、 な どの設定で行わ れ た 。

訓 練 は 午後 2 時 10分、 県 訪 災 企 画 課 か ら 同 県 民 局 な ど行 政機 関 に 地震 発 生 を 告 げ る

フ ァ ッ ク ス が送 ら れ、 県民局 内 に 災害対策地方本部が置か れた 。 直 ち に尼崎、 西宮市の 防

潮施設の う ち 、 浸水の恐れがあ る 47施設の操作責任 者 ら に連絡が入 札 手動 に よ る 閉鎖が

行 わ れ た 。 各施設で は 課職員 が閉鎖 に 要 し た 時 間 な ど を 検証 し た 。

西宮 市西宮浜 1 の 防潮 門 扉で は 、 操作責任者 の ふ 頭管理会社 に 同 2 時20分頃 、 閉 鎖指令

が届 い た 。 幅1 2 . 5 メ ー ト ルの 門 扉 を 4 人がか り で 閉鎖。約10分で作業 を 終 え た 男 性社員 (35)

は 「津波の 到達 ま で に今回 の よ う に 時 間 があ れば、 ト分間 に 合 う と 思 う 」 と 話 し た 。

全体の 閉 鎖完 了 の 目 標 は 100分だ っ た が、 発生か ら 45分間 で47施設すべ て が 閉 鎖 さ れた 。

酉宮浜地 区 で は 、 新 た に 閉鎖協力企業 ( 16社) に よ る 組織化が行 わ れ、 閉鎖態勢が強化 さ

れた結果、 今 回 の 訓練 で は 閉鎖時 間 の 短縮 に 大 き な 効果があ っ た 。

検証担当 の 職員 か ら は 「防潮堤外に駐車 さ れた車の移 9JJ な どの課題があ げ ら れた。 (注 3 ) 

〔兵庫県警が東南海 ・ 南海地震 を 想定 し た訓練〕

東南海 ・ 南海地震 に よ る 津波被害 を想定 し て 、 兵庫県警が2003年 3 月 27 日 、 災害警備司'1
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練 を 実施 し た 。 両地震 を 想定 し た県警の訓練 は初 め て O 東海、 近畿な ど で 阪神 ・ 淡路大震

災 を 上 回 る 被害が予想、 さ れて お り 、 初動時の情報伝達や住民への広報活動 を 中心 に行 っ た 。

県警災害対策課や沿岸 を 管轄す る 28署が参加 し た 。 午 前10時半 ご ろ 、 和 歌 山県i1tl を 震源

と す る マ グ ニ チ ュ ー ド8 . 4 の地震が発生 し 、 兵庫県 の 瀬 戸 内 海沿岸や 淡路 島南部 に 津波警

報が出 た と の想定で始 ま っ た 。

津波の被害の恐れがあ る 三原郡南淡町 で は 、 三原署が町内 の交番や駐在 所 5 カ 所 に者\1i線

を 通 じ て 沿岸沿い の パ ト ロ ー ル と 住民が高台へ避難す る よ う に指示。 福 良港へj毎回蛇視 に

も i吉j か っ た 。 10分後 に は 同署 内 に 災害対策本部 を 設置 、 交番 な どか ら 避難状況の連絡が次 々

に 入 っ た 。 (役 4 ) 

〔近畿で非常通信訓練 神戸では衛星回線な ど駆f吏〕

近畿地方整備局 や 近畿 2 府 4 県 な どで構成す る 近畿地方非常通信協議会が2002年 7 月 26

日 、 大規模災害 を 想定 し た 非常通信訓 練 を 実施 し た 。

災害で停電 し 、 電話がつ な が ら な い状況下で、 非常通信ル ー ト が き ち ん と 機能す る か検

証す る の が狙 い で 、 各府県 ご と に想定 を 変 え た 。 兵庫県で は 、 神戸市 を 震源 に マ グ ニ チ ュ ー

ド7 . 2の 地震が発生 し た と の想定で行 わ れ た 。

神 戸 市 か ら は 地域衛星通信 回 線 を 通 じ 、 兵庫県庁の災害対策本部 に 災害発生の経緯 を 報

告。 県が第五管区海上保安本部 (神戸) の専用 回 線 を 通 じ て 、 消防庁 と 内 閣 府 に被害状況

な ど を フ ァ ッ ク ス で伝 え た 。 �}jでサ ン テ レ ピ を 通 じ 被災者 に情報 を 提供 す る 連絡体制 も

再確認 し た 。 01 5 ) 

〔 ア マ無線で災害救助訓練〕

ア マ チ ュ ア 無線 を 災害時 の 救援活動 に 生 か そ う と 、 近畿地区 ・ ア マ チ ュ ア 無線非常通信

ネ ッ ト (KEN) が2002年 5 月 18、 1 9 の 両 日 、 兵庫県三木 市別所町高木、 三 木 ホ ー ス ラ ン ド

パ ー ク の キ ャ ン プ場 を 拠点 に 防災訓練 を 行 っ た 。

ア マ チ ュ ア 無線で は利用 す る 周 波数帯が広 く 、 多 く の 人が情報交換で き る 特性 を 持 ち 、

阪神 ・ 淡路大震災で は避難所への情報提供 な どで活用 さ れた と い う 。 そ う し た 災害時の経

験 を 生か そ う と 、 同 ネ ッ ト が旬:年、 近畿 に あ る 約200の協力 局 に 呼びか け 、 訓 練 を 続 け て

い る 。

今回 は 山 崎断層 が動 い た地震 を 想定。 メ ン バ ー 約 15 人が三木市 に 入 っ て 無報基地局 を 設

営 し 、 地元の社会福祉協議会な ど と と も に 、 想定被害 を 地図 に 書 き 込み な が ら 、 協力局 に

子長害情幸R な ど を {� え た 。

谷通好会長 は 「携帯電話が普及 し た 今で も 、 大規模災害で は 、 ア マ チ ュ ア 無線が発揮す

る 威力 は大 き い 。 災帯 に備 え て技術 を 磨 い て い き た い」 と 話 し て い た 。 (注 6 ) 
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2 . 自 主紡災活動、 NGO ・ NPO 活動
( r防災士」 制度化へ 震災の経験 と 教訓生 か し 〕

販神 ・ 淡路大震災で 、 地域全民の防災力 が人命救助 に 最大の力 を 発揮 し た 教訓 を 、 今後

の 災 害 に 生 か そ う と 、 地域や職場 に 防災 の リ ー ダ ー を 育 て 、 「防災士J と し て 認 定 し て い

く 制度づ く り が始 ま っ た 。 制度 の 準備 を し て き た 防災土制度推進委員 会 (会長 = 貝 原俊民 ・

前兵庫県知事) は 、 2003年 3 月 31 日 、 東京都千代 田 区 の全 国 町村議員 会館で総 会 を 開 き 、

防災士制度の骨格 を 決め た 。

今世紀前半 ま で に発生す る 恐れ の あ る 寵海地震、 東高海地震や東海地震、 南 関 東直下型

地震な ど大規模 な 災害が起 き た場合、 消 防 や 警察 、 自 衛隊 の 防災力 で は カ バ ー で き ず、 自

治体の相瓦応援協定 も 災害が広域化す る と 十分 に 機能 し な い こ と も 考 え ら れ る O そ の場合

は 、 ま ず は地域住民 に よ る 救助活動が最 も 大 き な効果 を 発揮す る こ と が仮神 ・ 淡路大震災

で改め て 明 ら か に な っ た 。

防災士制度推進委員 会 は 、 防災関係機関 を は じ め と し た 各界 を 代表す る 90余名 の委員 で

構成 さ れ、 200] 年 2 月 に発足。 1 3回 に わ た る 作業部会 を 聞 い て 防災士制度全般 に わ た る 検

討 を 行 っ て き た。 こ の 日 、 同制度の検討結果の報告書が ま と ま り 、 防災士制度 の骨格が決

定 さ れ た 。

報告書 に よ れ ば、 訪災士 と は r í' 自 劫dì U互助J r協働」 を 原期 と し て 、 社会の様々 な場で、

減災 と 社会の防災力 向 ヒ の た め の活動が期待 さ れ、 か つ 、 そ の た め に 十 分 な 意 識 ・ 知識 ・

技能 を 有す る 者 と し て認め ら れ た 人」 と 定義。 防災士 の 資格 は 、 NPO 法人 ・ 日 本 防災士

機構 (貝原俊民会長) が定め る 一定の研修 を 終了 し 、 試験に合格 し た 人 に 与 え ら れる 、 と

し た 。

防災士制震推進委 員 会 は 、 訪災士は地域、 職場、 自 主防災組織で、 専 門 的 な 知識 を 活か

し て 、 防災計画の策定 に 参加 し た り 、 地域の 防災訓練の リ ー ダー に な っ た り し て 、 実際 に

災害が起 き た と き に は 、 現場で の情報管理、 救援物資の配布 、 ボ ラ ン テ イ ア と の連携 と い っ

た リ ー ダ ー 的 な 役割 を 想定。 自 治体、 警察、 自 衛隊、 教員 な どの 1 割、 お よ び40人規模の

に 1 人 の 防災土がい る こ と が望 ま し い と し て 、 当 面、 40万人 を 超 え る 防災 士 を 養成 し

た い と し て い る o (注 7 ) 

〔 防災教青ブロ グ ラ ム開発を 消 防庁懇談会が提言〕

災害時の ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の 支援策 を 検討 し て い た総務省消i功庁 の 懇談会 ( 委 員 長 ・ 林

春男 京都大学教授) は 、 2003年 1 月 、 国が紡災教育 プ ロ グ ラ ム を 開発す る こ と な ど を 提言

す る 報告書: を 公表 し た 。

阪神 ・ 淡路大震災 を 契機 に注 目 さ れ た 災害ボ ラ ン テ イ ア だが、 大震災か ら 8 年 が経過 し

国民の 関心が薄 れて い る と の指摘 も あ る た め 、 2002年 1 月 か ら 検討 し て き た 。

報告書 は 国の役割 と し て①防災教育 の た め の標準的 な教育 プ ロ グ ラ ム の 限発、 普及②ボ
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ラ ン テ イ ア 司体や災害時の被符 な どの情報収集、 発信③ボ ラ ン テ イ ア 活動 家 と 市民、 企業、

行政が平常時か ら 議論で き る 場の設置一一ーな ど を 求め て い る O

具体的 に は 、 学校で の 体験学習 や イ ン タ ー ネ ッ ト を 通 じ た 妨 災教育 の必要性 を 指摘。 災

害 時 に 市 町村 な どが運営す る ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー で、 情報技術 を 活用 し て被災地 の ニ ー

ズ と ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の供給 を 調整す る シ ス テ ム を 整備 す る こ と も 提案 し て い る 。 (注 8 ) 

( 1 ・ 1 7 神戸市内各地で市民が 自 主防災訓練〕

駁神 ・ 淡路大震災か ら 8 年 目 を 迎 え た2003年 1 月 17 日 、 神戸市で は住民の 自 主防災組織

で あ る 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ が、 市内各地で防災訓練 に取 り 組 ん だ。

灘 区 で、 は 区 内 全地 区 で16の 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ が、 震災 8 周年記念事業 と し て 7 カ 所

で一斉 に 消 火 ・ 放水訓練 を 行 っ た 。 可搬式動力 ポ ン フ。や消火器 を 使 つ て の 消火やバケ ツ リ

レ ー に よ る 消火訓練、 炊 き 出 し訓練 も 実施 さ れ た 。

南海地震 に よ る 津波で、浸水被害 も 想定 さ れ る 兵庫 区 の市立和 田 岬小学校で は 、 向校|玄 妨

災福祉 コ ミ ュ ニ テ イ が防災訓 練 を 実施。 I司小児童 や校区 内 の 企業、 婦 人 会 な ど約460人が

参加 し た 。 地震発生の放送 で 、 全校児童 は校庭へ。 安否の確認後、 地域の 参加者 と と も に

放水訓練 な ど を 畏 閉 し た。 (注 9 ) 

3 . リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト の取 り 組み
〔総合的災害 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 政葉 ア ジア会議〕

ア ジ ア 防災セ ン タ ー は 、 2002年 8 月 7 B か ら 3 日 開 、 神戸市 中 央 区 の ]lCA 兵庫 国捺セ

ン タ ー で、 「総合的災害 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 政策 ア ジ ア 会議」 を 開催、 ア ジ ア を 中心 に 16

カ 国 の 政府防災関係者 や 国連諸機関 な どか ら 200人近 く が参加 し た 。

総合的 災害 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 政策 (TDRM) と は 、

@ 国 ・ 地方政府 か ら コ ミ ュ ニ テ ィ に い た る あ ら ゆ る レ ベ ル

@ 災害予 防か ら 災害対応、 復 旧 、 復興に い た る あ ら ゆ る サ イ ク ル

@ 防災 、 捜索、 救援、 ま ち づ く り 、 医療 ・ 保健衛生、 気象、 メ デ ィ ア 、 学校教育

@ 国連、 地域機 関 、 国政府、 NGO な どの 関係者

な ど多機関が有機的 に 連携 し 、 総合的 に 災害 リ ス ク に対応 し な け れ ばな ら な い と い う 理念

で 、 今 冨 の 会議 は 、 「総合的災害 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 政策」 の 成功事例 な ど を も と に 、 ア

ジ ア 諸 国 の 政府防災関係者 に 、 TDRM の 重要性の認識 を 深め る と と も に 、 成功事例 を 参考

に 、 い か に 予 防 、 軽減、 準備、 対応の各段階で TDRM を 実施す る か を 検討す る た め に 開

か れ た O

参加者 は TDRM の 重 要性 に つ い て の 共通 認 識 を 持 つ と と も に 、 国、 地 方 レ ベ ル で の

TDRM を 適用 し て い く た め の 能力 ・ 技術 の 必 要性 に つ い て の 合意 を 得 た ほ か、 TDRM の

普及 ・ 啓発 を 園 、 ロ ー カ ル レ ベ ルで 進 め 、 地域の背景 に あ っ た 柔 軟 な も の と す る 必要があ
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る こ と な どが確認 さ れ た 。

ア ジ ア 地域 は 、 世界中 の 自 然災害被害者の90 % が集 中 す る 脆弱 な 地域で、 自 然災害 は 国

の社会 ・ 経済発展 の大 き な 阻害要[;JÇ[ と な っ て お り 、 よ り 有効 な 災害対策 を 進め て い く こ と

が喫緊 の 課題 と な っ て い る O

こ の た め ア ジ ア 妨災 セ ン タ ー と 国連人道問題調整事務所神 戸 は 、 2001年 7 月 に ネ パ ー ル

の カ ト マ ン ズで国連な どの国際機関 を 集 め 、 「 自 然災害分野で、の 国 際協力会議」 を 開催 し、 「総

合的災害 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 政策」 を ア ジ ア 地域で促進 し て い く こ と が合意 さ れて い た 。 (注

〔神戸市 危機管理研究会 「安全ネ ッ ト 会議」 の NPO 法人化を検討〕

神戸市 は2003年 I 月 、 災害や事件 ・ 事故 な ど市民生活 に 直結す る さ ま ざ ま な 危機管理の

あ り 方 を研究す る た め に 企業や大学 と と も に結成 し た任意団体の危機管理研究 会 「神戸安

全 ネ ッ ト 会議J (会長 ・ 室崎益輝神戸大学教授) の 形態 に つ い て 、 NPO 法人化 も 視野 に 入

れ て検討す る こ と を 決め た 。

同 会議 は 、 神戸市の呼びかけ で2001 年 4 月 に 発足。 建設、 鉄道、 食 品 、 流通 な ど41社 と 、

神戸大学都市安全研究セ ン タ ー 、 京都大学防災研究所が参加 し 、 都市防災 に 関 す る 実態調

査や 、 参加企業の危機対応事例の発表、 専 門 家の 講演会 な ど を 実施 し て い る O 市民の安全

確保や震災体験の風化防止の た め の有効 な 方策 の 構築 を 図 る と と も に 、 企業経営上の 危機

管理研究の場、 異業種交流の 場 に も な っ て い る 。

2005年 ま で の 4 年 間 で研究成果 を ま と め る 予定 だ っ た が、 蓄積 し た ノ ウ ハ ウ を 有効活用

す る に は法 的 、 財政的 に独立 し た組織 と し て存続す る 必要があ る と 判 断。 収益事業 も で き

る NPO 法人化 を 検討す る こ と に し た 。

危機管理 を テ ー マ と し た 産官学の取 り 組み は 全国で も 例がな い と い う 。

同 会議 の 年 間 活動費600万 円 の う ち 、 現在 は神戸市の委託料や補助金が350万円 を 占 め る

が、 今後 は 会費収入 を 11J 心 と し た 自 主運営の 基盤 を 固 め る た め 、 PR 活動 に 力 を 入れ、 2005

年 ま で に企業会員 100社体制 を 目 指す。

2004年度 は 、 交通遮断時 の 自 力帰宅訓練や避難所支援訓練 な ど、 実戦的 な メ ニ ュ ー を 加

え 、 昼 間 人 口 が夜 間 よ り 多 い 大都市特有の 防 災 ネ ッ ト ワ ー ク づ く り や 、 市民 と の 連携強化

に 取 り 組む 。

内 山祐毘 ・ 神戸市危機管理監 は 「震災か ら 芽生 え た危機管理の実戦活動 を 継続 し 、 新 た

な 可申戸 ブ ラ ン ド』 と し て 世界 に発信 し て い き た い」 と し て い る o (注l l )

十 人材養成
〔 人 と 閉災未来セ ン タ ー が、災害対策専門研修実施〕

2002年 4 月 に神戸市 に オ ー プ ン し た 「阪神 ・ 淡路大震災記念 人 と 防災未 来 セ ン タ ー」
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( 河 由 恵 昭 セ ン タ ー 長) は 、 全国 自 治体の ト ッ プや 防災担当 職員 な ど を 対象 に し た災害対

策 の専 門 家 を 養成す る た め の研鯵 を ス タ ー ト さ せ た 。

同 セ ン タ ー が始 め た 「災害対策専 門研修」 は 、 阪神 ・ 淡路大震災で得 ら れた経験 と 教訓

を 、 人か ら 人へ と 継承 し 、 発展 さ せ る こ と に よ り 、 地震等 の 災害 に よ る 被害 の 軽減 に 役立

て る こ と を 日 的 と し て 、 組織 ト ッ プの危機管理能力 の 向上 や 、 災害対策 の 専 門職員 養成 の

た め 、 国 内外の大規模災害の ケ ー ス ス タ デ ィ な ど を 採 り 入 れた実戦的 な 人材養成 シ ス テ ム

を 構築 し 、 よ り 効果 的 な 研修 を 実施す る こ と を め ざす も の であ る 。

災害対応 は 、 経験が純対視 さ れ る 傾向があ っ た が、 あ る 個 人 に と っ て 大災害の経験は何

度 も あ る も の で は な い 。 数年で異動す る こ と が通常の行政職員 に と っ て 、 経験の み に頼 っ

た 災害対応能力 の 育成 に は 限界があ る O

阪神 ・ 淡路大震災か ら 8 年 目 を 迎 え た今 日 、 被災 自 治体 に お い て は 、 少 し ずつ経験者が

一線 を 退 き は じ め つ つ あ り 、 次 の 世代の職員 ら に対 し て大震災の経験 と 教訓 を 継承す る こ

と が必要 に な っ て き た 。

個 人 の 経験 だ け で な く 、 制度的 な 教育 を 通 じ て 防災 の専 門 家 を 育成す る 必 要性が毘 レ ベ

ル で も 認識 さ れ る に至 り 、 中 央防災会議 は 、 2002年 7 月 に 「防災 に 関す る 人材の育成 ・ 活

用 専 門調査会」 を 設置 し 、 学校教育 な ど も 含め た 幅広 い 人材育成の 問題 を 議論 し て い る と

こ ろ で あ る 。

同 セ ン タ ー の 災害対策専門研修 は 、 わが国の 防災政策 の 潮 流 に 沿 っ た も の で、 そ の意味

に お い て 時宜 を 得た も の で あ ろ う O 防災専 門職員 の 育 成 と い う 目 的 で行 わ れ る 研修 は 、 こ

れ ま で ほ と ん ど前例がな く 、 先駆的 な 存在 と も い え る O

こ の研修 プ ロ グ ラ ム の計画作成 に あ た り 、 以下の 4 つ の 基本方針 を 掲 げ、 講義内容の構

築 、 タ イ ム フ レ ー ム の作成、 演 習 内容の計画等 を 行 っ て い る O

( 1 ) 実戦的内容に踏み込ん だ構成

研修の あ ら ゆ る 側 面 に お い て 、 阪神 ・ 淡路大震災の教訓 を 効果的 に修得 で き る こ と に重

点 を 置 き 、 当 時 、 実務の ー練で活躍 し た 人 々 を 講 師 と し て招へい し た 。 加 え て そ れ ら の知

識の定着 と 応用 力 を 養 う 目 的 か ら 、 阪神 ・ 淡路大震災の経験 に 基づ く 演習 も 採 り 入れ る な

ど実戦的 な 内容で構成 し た 。

(2 )  臣大災害対策 に必要な 事項 を 体系的 に網羅

災害発生 メ カ ニ ズ ム は も と よ り 、 総合的 ・ 烏搬的 な 状況把握の視点 な ど災害対応の ト ッ

プ と し て必 要 な 心得 に至 る ま で、 行政の各 部 門 各層 に お け る 災害対応 に必要 な 事項 を 網羅

し た 。

( 3 )  実務者 と 研究者の効果 的 な 連携

被災 自 治体関係者、 ボ ラ ン テ イ ア 当事者等の実体験 を セ ン タ ー 上級研究員 、 専任研究員

等 の コ ー デ イ ネ ー ト に よ り 、 実戦的 な ノ ウ ハ ウ と し て紹 介す る な ど、 実務者 と 研究者が効

果的 に連携で き る よ う に構成 し た 。
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( 4 )  人的 ネ ッ ト ワ ー ク の構築

こ の研修は 、 全 国 か ら 防災担当 者が一堂 に 会 し 、 災害対応 の 知 識 を 学ぶ場で あ る と 同 時

に 、 互 い に 意見 を 交換 し 、 顔 の見 え る 関係 を つ く る 場で も あ る O こ れは 自 ら の地域の防災

体制 や災害対応力 を 相対的 に 見査す た め に も 必要 な こ と で、 研修で は 各 コ ー ス に お い て 、

で き る 隈 り 講師 と の 意見 交換 だ け で な く 、 受講者 間 での意見交換 を 充実 さ せ る 時間 を 用 意

し 、 互 い に 考 え 、 問 題解決 を 通 じ て 身 に つ け た 知識 を 発揮す る よ う な 仕組み を 計画 し た 。

く コ ー ス編成〉

研修は大 き く 分け て次の 2 つ の コ ー ス が設定 さ れて お り 、 そ の対象者 に応 じ て 、 災害対

応 時 に 必要 と さ れ る 内容 を 踏 ま え た研修内容 と し た 。

( 1 ) ト ッ プマ ネ ジ メ ン ト コ ー ス ( 自 治体首長向 け )

ト ッ プマ ネ ジ メ ン ト コ ー ス は 自 治体首長 を 対象 と し 、 自 然災害 を 中心 と し た危機管理の

あ り 方 を 学ぶ コ ー ス であ る 。

今世紀前半の発生が懸念 さ れて い る 南海地震 ・ 東南海地震 に 際 し で は 、 地 震動 に よ る 被

害 に 加 え 、 津波、 ラ イ フ ラ イ ン のす 断 に よ る 都市機能の マ ヒ な ど、 過去の災害の教訓 を そ

の ま ま 活かす こ と の で き な い広 域 に 及ぶ被災 ( い わ ゆ る ス ー パ 一 広 域災害) が発生す る 可

能性があ る O

ト ッ プマ ネ ジ メ ン ト コ ー ス で は 、 今後発生す る こ の よ う な 大災害時 に 、 各 自 治体の ト ッ

プ に 求 め ら れ る 対応 な ど に つ い て 、 最新の研究成 果 や 民 の 災害対策 に つ い て の 情報等 を も

と に ト ッ プ 自 ら が議論す る こ と 等 を 通 じ 、 自 治体の危機管理の あ り 方 を 考 え る き っ か け と

すべ く 開催 し た 。

(2 )  マ ネ ジ メ ン ト コ ー ス (行政 ・ 公共機関職員向 け )

マ ネ ジ メ ン ト コ ー ス は 、 国や地方公共団体な どの行政職員 な ら びに ラ イ フ ラ イ ン 企業 な

どの指定公共機関 職員 を 対象 と し た コ ー ス であ り 、 そ の 内容 に よ っ て A コ ー ス 、 B コ ー ス

に分類 さ れて い る 。

マ ネ ジ メ ン ト コ ー ス A (上級 コ ー ス ) で は 、 災害対応の 「暗黙知」 と い わ れ る 部分 を 、

危機管理論等 を 交え な が ら 身 につ け る 内 容 と な っ て い る O ま た 、 マ ネ ジ メ ン ト コ ー ス B (基

礎 コ ー ス ) で は 、 災害発生構造か ら は じ ま り 、 自 然現象 と 社会現象 を 理解 し た後、 阪神 ・

淡路大震災事例 を 踏 ま え た講義 を 受 け る こ と に よ り 、 直後対応 の 方法 を 考 え る 内容 と し た 。

く2002年度の研修実施内容〉

( 1 )  ト ッ プマ ネ ジ メ ン ト コ ー ス ( í災害対策 ト ッ プ フ ォ ー ラ ムJ )

最新の研究成果 に よ る 知見等 を も と に 、 今後発生す る 災害 に 対 し 、 各 自 治体 の ト ッ プ に

求め ら れ る 対応 な ど に つ い て 議論す る こ と を 通 じ 、 各 自 治体の危機管理の あ り 方 を 考 え る

「災害対策 ト ッ プ フ ォ ー ラ ム 」 を 2003年 2 月 14 日 、 人 と 防災未来セ ン タ ー で実施 し た 。

受講 し た の は 、 兵庫県 を は じ め 、 大阪府、 岐阜、 岡 山 、 徳 島 、 高知各県の市町長お よ び

助役の計22人。 兵庫県知事 も オ ブザ ー パ ー と し て 参加 し た 。
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概要 講演)

イ . í l!] に お け る 災害対策 の方向性 に つ い て」

講師 : 山 口 勝 己 ・ 内 閣 府大臣官房審議官 (防災担当 )

阪神 ・ 淡路大震災以蜂の災害対策 と し て 、 地震訪災対策特別措置法の制定、 内 閣情報集

約 セ ン タ ー の 設置、 広域応援協定の締結の推進等 に つ い て 紹介があ っ た 。

ま た 、 中 央防災会議 に お け る 各専 門 調査会の検討状況、 地震防災施設の 現状 に 関す る 全

国調査結果 に つ い て紹介があ っ た ほ か、 最近、 各地で実施 さ れ て い る ロ ー ル プ レ イ 型の 図

上訓練に つ い て は 、 手法の確立が必要 と の指摘があ っ た 。

さ ら に 、 危機管理能力 の 向上 の た め に は①経験 し た こ と の な い災害に対す る 想像力 を働

かせる た め 、 過去の経験に学ぶ こ と 、 特 に 地域の災害履歴 を 分析 ・ 熟知 すべ き こ と ② ま ち

づ く り 等あ ら ゆ る 分野 に 防災の視点 を 貫 く こ と ③防災協働社会構築 の観点か ら 、 コ ミ ュ ニ

テ イ の 再生 を 図 る べ き こ と 等が述べ ら れた 。

ロ í災害 に お け る 危機管理一一一自 治体 ト ッ プ は何 を な すべ き かJ

講師 : 河 田 恵昭 ・ 人 と 防災未来セ ン タ ー 長

災害《発生前お よ び災害発生時 に お け る 自 治体 ト ッ プの心構え と そ の あ り 方等 に つ い て 、

東海豪雨災害 (2000年 9 月 ) 、 明石市歩道橋事故 (2001年 7 月 ) 、 ニ ュ ー ヨ ー ク 同 時多発テ

ロ 事件 (2001年 9 月 ) 等 に お け る 具体的 な 事例紹介 も 交 え 、 危機管理 ( エ マ ー ジ、 エ ン シ ー

マ ネ ジ メ ン ト ) の概念や、 ク ラ イ シ ス コ ニ ュ ニ ケ ー シ ョ ン か ら 見 た広報対応の 留意事項等、

実戦的 な対応、方策 に つ い て 紹 介があ っ た 。

ま た 、 フ ラ ン ス の思想家や先進事例 ( オ ラ ン ダ) の 紹介 も 交 え 、 「市民力」 、 「協働」 の

葉要性が指摘 さ れた 。 さ ら に 東南海 ・ 南海地震対策 に つ い て 、 詳細 な シ ミ ュ レ ー シ ョ ン や

被害想定結果 も 踏 ま え 、 地震 ・ 津波か ら 身 を 守 る た め の具体的 な 留 意事項 に つ い て紹介が

あ っ た 。

ハ . 意見交換会

地震防災対策強化地域外 に お け る 住民の危機感の希薄 さ への対応 な ど、 住民の意識啓発、

防災 コ ミ ュ ニ テ ィ ( 自 主 防災組織) の組織化 ・ 運営 の あ り 方、 都市 と 農村 と の 交流 ・ 農 山

村 に お け る 防災対策の 強化等 に つ い て 、 参加 自 治体 に お け る 取 り 組み の 紹介 も 交 え な が ら 、

活発な 意見が交 わ さ れた。

( 2 )  マ ネ ジ メ ン ト コ ー ス A 、 お

マ ネ ジ メ ン ト コ ー ス は 、 第 1 期 と し て2002年 9 月 30 日 か ら 10月 31 日 ま で と 、 第 2 期 と し

て 11 月 12 日 か ら 12月 13 日 ま での 2 由実施 し た。

受講者 は 、 地元兵庫県が犯人 と 最 も 多 く 、 次い で兵藤県 を 除 く 近畿が23人、 中部地方が

18人、 関東地方が10人、 九州地方 と 中 国地方が各 8 人 な ど全国 か ら 計115人が受講 し た 。

府県職員 、 m 町職員 を 中 心 に政府機関 、 ラ イ フ ラ イ ン 関係機関職員 な ど幅広 い 団体か ら
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参加があ っ た 。

災害対策専 門研修 に お け る 出 講講師

河 田 恵 昭 ・ 人 と 防災未来セ ン タ ー 長、 京都大学防災研究所巨大災害研究セ ン タ ー 長 ・ 教授

くセ ン タ ー 上級研究員〉

中 林 私t . 東京都立大学大学院都市科学研究科教授

室崎益輝 ・ 神戸大学都市安全研究セ ン タ ー 教授

甲 斐達朗 ・ 大阪府立千里救命救急セ ン タ ー 副所長

沖村 孝 ・ 神戸大学都市安全研究セ ン タ ー 教授

森津秀夫 ・ 流通科学大学情報学部教授

!責井 情 ・ 東京大学社会情報研究所所長 ・ 教授

立木茂雄 ・ 同志社大学文学部社会学科教授

小林郁雄 ・ (株) コ ー ・ プ ラ ン代表取締役

林 春男 ・ 京都大学防災研究所巨大災害研究セ ン タ ー 教授

林 敏彦 ・ 放送大学教授

くセ ン タ ー 客員研究員 ・ 研究者等〉

伊藤和 明 . NPO 法人防災情報機購会長 ・ 元 NHK 解説委員

今村文彦 ・ 東北大学工学部教授

岡崎健二 ・ 国 際連合地域開発セ ン タ ー 防災計爾兵庫事務所所長

小 川 和 久 ・ 危機管理総合研究所所長

熊存良雄 ・ 筑波大学社会工学系教授

小村隆史 ・ 富士常葉大学環境防災学部講師

島崎邦彦 ・ 東京大学地震研究所教護

中 川 I - . 京都大学防災研究所教授

西川 智 ・ ア ジ ア 防災 セ ン タ 一 所長

吉井博明 ・ 東京経済大学 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 学部教授

貝 原俊民 ・ (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会理事長 ・ 前兵庫県知事

そ の他、 関係省庁 、 兵庫県 、 神戸市の幹部職員 、 警察、 消 防 、 ラ イ フ ラ イ ン 関係機関職

員 な ど、 震災時の実務担当 者等が多数参画 し た 。 (注12)

5 . 災害対策技術の 向上
〔被災把握時聞 を 半減 国交省 が技補開発へ〕

国土交通省 は2002年 7 月 16 日 、 技術開発で①地震発生直後の被害 を 従来 の 半分程度の 時

毘 で把握す る 情報技術 (IT) シ ス テ ム を 2005年 度 ま で に 開 発②大都 市 の ヒ ー ト ア イ ラ ン

ド現象 を 緩和 す る 技術 を 2004年度 ま で に 導入 な ど を 目 標 に す る と 発表 し た 。 震災情報
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は 、 阪神 ・ 淡路大震災で初期 の被害状況 を 把握す る の に かか っ た 3 時 間 を 、 1 時間 半程度

に 縮 め る の が 目 安。

全 国 約 900 カ 所 の 地表変動 を 10分 ご と に検知 ・ 推測す る シ ス テ ム を 作 り 、 地震発生産後

に 規模 や 影響範 西 を 把握。 各種セ ン サ ー や コ ン ピ ュ ー タ を 通 じ て 集 め た各地の細かい被害

状況 を 、 国 や 地方 自 治体が共有で き る 体制 を 整 え て 、 被害の全体像 を 早急 に つ かめ る よ う

に す る O

周 辺部 よ り 気温が高 く な る と ー ト ア イ ラ ン ド対策 は 、 東京な どで夏季の最高気温 を 将来

的 に 2 、 3 度下 げる こ と を 目 指す。 道路舗装 を 透水性、 保水性の あ る 新構造 に 変 え 、 ピ ル

の屋 上緑化、 エ ア コ ン の排熱削 減 を 効率的 に 進め る モ デル を つ く る o (注13)

〔大地震へ危機意識を ど う 高め る か 震災技術展でセ ミ ナ ー 〕

震災対策技術展 (神戸 国 際観光 コ ン ペ ン シ ョ ン 協 会 な ど主催) の 一環 と し て 、 神戸市で

2003年 1 月 30 日 、 セ ミ ナ ー 「地方 自 治体の現状報告」 が行 わ れ た 。 阪神 ・ 淡路大震災の教

訓 を 踏 ま え 、 迫 り く る 東海、 南海、 東高海地震へ住民の意識 を ど う 高 め る か、 そ れ ぞれ知

を 絞 っ た 取 り 組みが紹介 さ れた 。

静両県防災情報室の柳敏幸主幹 は 、 阪神 ・ 淡路大震災で死 亡原 国 の大半 が倒壊家屋や家

具の下敷 き に よ る も の だ っ た こ と に着 目 し た 同 県 の プ ロ ジ ェ ク ト rTOUKAI (東海 ・ 倒壊)

O J を 報告。

寂神 ・ 淡路大震災 と 同様 の 持 刻 に 東海地震が起 き れ ば、 県 内 だ け で死 者 は 5 ， 851 人 と の

推計値 を 示 し 、 簡単 な 調査票 を 使 い 、 自 分で 自 宅 を 耐震診断す る 制度導入 を 紹 介。 「 ま ず、

各掴人の 防災意識 を 高め る こ と か ら 」 と そ の狙い を 説明 し た 。 さ ら に 「耐震診断補強相談

士」 を 独 自 に 認定 し て 、 各家庭 に 派遣、 補強方法や費用 な どの栢談 に 当 た る O 自 己診断で

一定基準 以 下 の 評点 に な れ ば、 耐震捕強 に 1 棟30万 円 ま で補助 す る く〉建 て 替 え に住宅金融

公庫借 り 入れ並み と な る よ う 利子補給す る O民 聞 か ら 防災技術 を 公募、 普及 さ せ る く〉建築

士 ら を 「住宅直 し 隊」 と し て登録、 耐震補強や被災後の建物復旧 に活躍 し て も ら う一ーな

どの耳文 り キ丑み を 幸良告 し た。

横浜市 は 、 危機管理対策室 の 乾晋課長補佐が講演。 「ハ ー ド だ け で は 意味がな い」 を 合

言葉 に 、 緊急時の ス ム ー ズ な 人的 派遣 に力 点 を 置 き 、 市長 は じ め 担 当 職 員 350 人 に ポ ケ ッ

ト ベ ル を 配備 し て い る こ と を 報告。 「 ポ ケ ッ ト ベ ル は古 臭 い と い わ れ る が、 地下 に い て も

鳴 る し 、 一斉 同報で き る の も 強み」 と 述べ た 。

和歌山号消 防防災諜の 山本陽一 ・ 防災班長 は津波対策 に力 点 を お い た 取 り 組み を 紹 介。

2002年 に 初 め て 全県一斉 に 実施 し た 避難訓練か ら 見 え た 課題 に つ い て①避難指定地で も 実

際 は 避 難 困 難 な 場所があ っ た ②作動 し な い水 門 が あ っ た③水 門 開 聞 に 大 き な コ ス ト がか

か っ た④津波到達時 間 を 無視 し た 避難 を す る 人がい た一一と 列挙。 没水予測 図 を 2004年度

に つ く る 計画 で 、 「い く ら 県が音頭 を と っ て も 、 被害 を 最小 限 に抑 え る の は 結局 は 個 人。
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自 覚 を 高 め た い」 と 述べた。

こ の ほ か、 鳥取県防災危機管理課の藤原博志主幹が、 黒 と 市町村が連携 し て災害に必要

な 物 資 を 備 蓄す る 取 り 組み を 、 東京都防災計画課の北見恒雄 ・ 計画担当係長が40 % 以 上 で

延焼率が急低 下 し 、 70% 以 上 だ と ほ と ん ど延焼 し な い 「不燃領域率J を 高 め る 対策 を 、 そ

れぞれ詳 し く 説明 。 神戸市危機管理室の柿本雅道主査 も 震災以降の取 り 組み を 紹介 し た 。

会場 は 自 治体関係者 中 心 に超満員 。 防災問題へ の 関心 の 高 さ を う かがわせ た 。 (注14)

6 . 自 治体交流
〔神戸市職員 ら が講演活動で全国へ〕

阪神 ・ 淡路大震災で行政担 当 者が得 た 教訓 を 他の 自 治体職員 ら に伝 え よ う と 、 神戸市 は

2003年 1 月 8 日 か ら 、 石 川 県や神 奈 川 県厚木市 に 職員 を 派遣 し 、 行 政担 当 者ト ら を 対 象 に し

た研修会で “ 出前講演" を 始 め た 。

神戸市 は 異動 な どで職員 の 震災経験が散逸す る の を 防 ぎ、 全国 に経験 を 伝 え よ う と 、 職

員 3 ， 500人 の震 災 時の 所属 や 業務 内 容 を 登録す る 「神戸市職員震災パ ン ク 」 を 2002年度 に

設量。 全 国 の 自 治体 な どか ら 講演依頼があ る と き に 、 職員 ら を 派遣す る こ と に し た 。

石 川 県 で の研修会は 8 日 か ら 10 日 ま での 3 日 間 で、 県や市町村 の 災害 ボ、 ラ ン テ イ ア 受 け

入 れ担 当 者 ら 約200人が対象。 震 災 当 時、 長 田 亙役所で全国 か ら 訪れ た ボ ラ ン テ イ ア の調

整役 と な っ た職員 ら が県庁 と 小松市、 穴水町 の 3 カ 所で講演。

厚木市 で は 、 地域住民 ら 約 1 ， 000人 を 対 象 に し た 「市民防災研修会J で 、 震 災 当 時 に 兵

庫区役所で住民対応 を し た職員 や 同 区 内 の 自 治会長が、 防災意識の大切 さ な と守 に つ い て話

し た 。

神戸市の危機管理室 に は 、 他 の 自 治体 な どか ら 年 間約80件近 い講演依頼や視察希望があ

る o (注15)

〈参考 ・ 引用 文献〉

(注 1 ) 県発表資料 神戸新潟 2002年 9 月 2 Fl 付
(注 2 ) 神戸新聞 2002年 9 月 10 日 付
(注 3 ) 県訓練結果概要資料 神戸新開 2003年 2 月 19 日 付
(注 4 ) 神戸新聞 2003年 3 月 27 日 付
(注 5 ) 神戸新開 2002年 7 月 27 日 {>j'
(注 6 ) 神戸新聞 2002年 5 月 19 日 付
(注 7 ) 防災情報新潤 2002年 3 月 17 円 fすほか 神戸新聞 2002年 5 月 四 日 付
(注 8 ) 神戸新開 2003年 1 月 9 日付
(注 9 ) 神戸新聞 2003:tj:: 1 月 17 円 付
(注10) r ア ジア紡災セ ン タ 一一年次報告書2002J
(注11) 神戸新聞 2003年 1 月 16 日 付
(注12) 人 と 防災未来セ ン タ 一平成14年度年次報告書」
(注13) 神戸新聞 2002:tj:: 7 月 17 日 付
(注14) 毎 日 新聞 2003if. 2 月 5 日 付
(注15) 読売新聞 2003年 1 月 8 日付
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作品 国際交流7調査 @ 会議等
i現神 ・ 淡路大震災後、 神戸市 中 央区 の 神戸東部新都心 (HAT 神戸) 周 辺 に 、 ア ジ ア 防

災 セ ン タ 一 、 国連人道問題調整事務所神 戸 な ど国捺的 な 防災機関 を は じ め と し た様 々 な 国

際機関 が集 中 的 に立地 し 、 そ の う ち 10機関が 「国際防災 ・ 人道支援協議会」 を 設立 し た (本

章第一節参照) 。

こ の 防災機関 の 集積 を 活か し て 、 関係機関が有機的 に連携す る こ と で国際的 な 防災 ・ 人

道支援活動 を協働 し て推進 し よ う と 組織 し た も の で 、 HAT 神戸 は 、 防 災 ・ 人道支援 な ど

に 関係 す る 機関 の ア ジ ア に お け る 国際セ ン タ ー 的 な 場所 と な っ て き た 。

こ う し た連携の取 り 組みが、 こ れ ら の機関が主催す る 国際的 な 会議や シ ン ポ ジ ウ ム を よ

り 実質 的 な 内容 に し 、 ま た 、 研究や調査 に お い て も 素早い連携 を 可能 に し は じ め た 。

そ の 具体的 な 事例が、 わ が国 で 初 め て 開催 さ れ た 国連災害評価調整 ( UNDAC) チ ー ム

の ス タ ッ プ 養成研修であ り 、 21世紀の新 た な 国際防災戦略の構築 を 図 る こ と を 目 的 に し た

「 ア ジ ア 妨災会議2003J や 「北東 ア ジ ア 地域 自 治体連合防災分科委員 会J な どの 開催で あ っ

た 。

世界で起 き る 自 然災害の多 く がア ジ ア に集 中 し て い る 現状の 中 で、 こ れ ら の 国際機関が

果 た す 役割 は 、 人道的 に も 経済的 に も 極 め て大 き い 。 ア ジ ア に お け る 自 然災 害 の デー タ ブ ッ

ク の刊 行 な ど、 災害対 策 の 最 も 基礎的 な作業 を 神 戸 に 立地す る 機関 が担 っ て い る こ と も 忘

れで は な ら な い だろ う 。

な お 、 2002年度 に 開催 さ れた シ ン ポ ジ ウ ム の 中 に は 、 震災時 の 貴重 な 事例 が示 さ れた り 、

示 唆 に 富 む発言が多 か っ た 。 幸い発 言記録集がま と め ら れた も の も あ る の で 、 本節で は 可

能 な 限 り 詳述 し た。

1 . 防災 に 関す る 国際交流
〔 国連災害評価チ ー ム 神戸で養成研修実施〕

地震 な ど大規模災害の発生時、 必 要 な援助が外国か ら 被災国へ速や か に 届 く よ う に 、 受

け 入 れ の 調 整役 と な る 国連災害評価諦整 (UNDAC) チ ー ム の ス タ ッ フ 養成研修が2003年

3 月 16 日 か ら 28 日 ま で、 神戸市 中 央 区 の 国 際協 力 事 業 団 (JICA) 兵庫 国 際 セ ン タ ー で行

わ れた 。 研修は ア ジ ア 防 災セ ン タ ー と 国連人道問題調整事務所の 共催で、 日 本で は 初 め て

の 開鑑 と な っ た 。

国連災害評価調整チ ー ム は 、 災害被災国 の 要請で派遣 さ れ る 妨災専 門 家 で 、 被災|司が必

要 と す る 支援 に つ い て 評価 し 、 被災国 を 支援す る チ ー ム で あ る O 間 チ ー ム の ス タ ッ フ に な

る に は 、 2 週間 の養成 コ ー ス ト レ ー ニ ン グが義務づけ ら れて お り 、 今回 の コ ー ス は 、 自 然

災害の多発す る ア ジ ア 地域 に お け る 災拝対応能力 向 上の た め に 、 ア ジ ア ・ 太平洋地域 で の
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UNDAC 要員 の 養成 を 目 的 と し て 実施 さ れた 。

国連災害評価調 整チ ー ム は 、 世界で約170人の登録ス タ ッ プ がい る が、 日 本がゼ ロ 、 ア

ジ ア で も 5 人 し か い な い。

ア ジ ア 太平洋地域の 14 カ 国 の 政府、 8 つ の 国際機関 か ら 31名 の参加 の も と 、 コ ー ス で は

訪 災 専 門 家 と 国連人道問題調整事務所ス タ ッ フ 桔互の経験 を 通 し 、 チ ー ム の任 務 に 直接 関

連す る 技術や手法 を 学ぶ と 共 に 、 ス ト レ ス の対処、 チ ー ム ワ ー ク な ど に つ い て も 研修 し た 。

研修後は 、 G'NDAC メ ン バー と し て登録 し 、 災害時は被災同 か ら の支援要請 を 受 け て メ

ン バー が現地派遣 (発災後半 日 一24時 間以内 で の 到 着 が 目 標) さ れ る 。 (iÈ l )

〔 人 と 防災未来セ ン タ ー ア フ ガ ン に 復興ノ ウ ハ ウ 〕

「板神 ・ 淡路大震災記念 人 と 防災未来セ ン タ ー 」 は 、 2002年 9 月 22 白 か ら 24 6 ま で 、

ア フ ガニ ス タ ン の カ ブー ル大学で 聞 か れ た 同 国の復興 に つ い て話 し 合 う 国際 シ ン ポ ジ ウ ム

に 参加 し た 。

士木学会の 「 ア フ ガニ ス タ ン 国土復興 ピ ジ ョ ン 検討懇談会J (座長 : 西野 文雄 ・ 政策研

究大学院大学教授) の現地調査 ミ ッ シ ョ ン の 一員 と し て 参加 し た も の で、 ア フ ガニ ス タ ン

に お け る 都市複興の あ り 方 に つ い て 、 わが国の戦災復興や 阪神 ・ 淡路大震災 か ら の復興の

経験 を 踏 ま え た提言 を 行 う と と も に 、 ア フ ガニ ス タ ン 政府、 カ ブー ル大学、 在 カ ブー ル各

国 際機関 や NGO な ど と 「人 と 防災未来 セ ン タ ー 」 と の 関係 を 構築 し 、 同 国 が地震災害 に

見舞わ れやす い こ と か ら 、 将来、 地震が起 き た場合、 災害調査や支援 を 求 め ら れた場合の

チ ャ ン ネ ル整備 を し て お く の も 目 的 だ、 っ た 。 (注 2 ) 

〔北東 ア ジ アの防災の現状 を 意見交換〕

北東ア ジ ア の地域の 州 、 省、 県 な どの 防災担 当者が防災の現状 な ど に つ い て 意見交換 を

行 う 「北東 ア ジ ア 地 域 自 治体連合紡災分科委員 会J が2002年 7 月 23 日 、 神戸市 中 央区 の 人

と 妨災未来セ ン タ ー で初 め て 開催 さ れ、 各 国 の 防災の現状が報告 さ れた 。

同 防災分科委員 会 に 参加 し た の は 、 日 本、 中 国、 ロ シ ア 、 韓 国 の 4 カ 国 か ら 12 の 自 治体

の 防災担当 者 な どで、 「北京ア ジ ア の地域紡災交流」 を テ ー マ に意見交換 し た 。

北東 ア ジ ア 地域 自 治体連合は 、 北東 ア ジ ア 地域の 自 治体が交流 ・ 協力 の ネ ッ ト ワ ー ク を

形成す る こ と で、 北東 ア ジ ア 地域の発展 を H 指す こ と を 目 的 に 、 1996年 に設立 さ れた 。 同

連合 に は モ ン ゴル も 加盟 し て い る O

1998年 に は経済 ・ 通商 、 文化交流、 環境、 紡災お よ び一般交流 の 5 分野の 分科委員 会が

設置 さ れ、 兵庫県 は 、 防災分科委員 会の コ ー デ ィ ネ ー ト 自 治体 を 努め て い る が、 参加 国が

A 堂 に 会 し て の 同 分科委員 会の 開催は今何が初 め て 。

北東 ア ジ ア 地域 は 、 地震、 水害、 i二 ばつ な ど様々 な 災害が多発 し て お り 、 情報の共有や

交流 ・ 協 力 が強 く 求 め ら れて い る 。
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こ の 日 の委員 会で は 、 ICjJ 国 の寧夏閥族 自 治区 の 担 当 者 は í1739年 に マ グ ニ チ ュ ー ド (M)

8 の大地震が発生、 1920年 に も M8 . 5 の大地震が発生 し 、 23万人の死者が 出 た 。 そ の 後1976

に唐山大地震が発生 し 、 大 き な 被害が出 た 。 地震の予測、 予報に 関 す る 研究 を 行 っ て お

り 、 過去 4 問 、 地震の予測 に成功 し た 。 し か し 、 中 国 で は 干 ばつ被害 も 深刻 で 、 被害額で

は 自 然災害全体の70% を 占 め て い る 」 と 報告 し た 。

韓 国 ・ 忠清北道の 防災担当 者 は 「韓国 は 台風 と 洪水が多 く 、 そ れ ら を 中 心 に研究がな さ

れ、 財産被害 は 防 ぐ の が難 し いが、 人命の被害 に つ い て は か な り の成果 を 揚 げて い る 」 と

報告。 「 こ の よ う な 機会があ れば、 積械的 に 参加す る 」 と 述べ た 。

ロ シ ア ・ ハバ ロ フ ス ク 地方 の 担 当 者 は 「極東 と シ ベ リ ア 地域で発生す る 森林火災 は 、 エ

コ ロ ジ ー の観点 か ら 近隣す る 諸 国 に 最大 な 影響 を 与 え て い る 。 1998年 に は ハ バ ロ フ ス ク で

一度 に 1 ， 200 カ 所で森林火災が発生 し 、 合計200万況の森林が失 わ れ た 。 こ の よ う な 非常事

態 で は 国境 は な い 。 ま た 、 中 国の 黒竜江省 と ア ム ー ルバ i の環境 を 定期 的 に モ ニ タ リ ン グ し 、

測定値 を 互い に 交換す る 協定 を 結 ん だ。 大 き な損害 を も た ら す 自 然災害 に お け る 国 際 関 の

協力 は非常 に 大切 だ」 と 協力 の必要 を 述べ た 。

参加 し た各 自 治体か ら 、 交流 ・ 協力 に 積極的 な 意 向 が示 さ れた 。

同委員 会 に 出 席 し た の は 、 こ の ほ か 中 国 . l1J東省 、 韓国 ・ 釜山広域市、 忠清甫道、 慶 尚

北道、 日 本 か ら 兵庫県、 福井県、 富 山 県 、 鳥取県、 島根県 の 各 自 治体の 防災担主 者 と 、 ア

ジ ア 訪災 セ ン タ 一 、 人 と 防災未来セ ン タ ー か ら も 研究者 ら が出 席 し た 。 (注 3 ) 

〔人間の安全保障 を テ ー マ に 国際 シ ン ポ ジ ウ ム 〕

テ ロ や災害 と い っ た 問題 に対処 し 、 一人 ひ と り の 生活 を 守 っ て い こ う と 「 人 間 の 安全保

障の世紀」 を テ ー マ に し た 国際 シ ン ポ ジ ウ ム が2002年10月 15 日 、 淡路島 ・ 東浦町の 淡路夢

舞 台 国際会議場 で 開 かれ た 。 県 内 の有識者 ら を 中 心 に 組織す る 「汎太平洋 フ ォ ー ラ ム J の

設立20周年記念事業で 、 同 フ ォ ー ラ ム の メ ン バ ー や 学生 ら 約200人が出 席 。 イ ン ド ネ シ ア 、

オ ー ス ト ラ リ ア な ど海外 3 カ 国 か ら も ゲス ト を 招 き 、 活発 な 意見交換 を 行 っ た 。

地域環境、 社 会開発、 防災、 国 際政策 ・ 文化、 医療健康 ・ 福祉の 5 分野 で分科会が聞か

れ 、 具体的 な 政策提言が行 わ れ た 。

防災分科会で は 、 神戸大学 の 高 田 至部教授が水道、 ガ ス な ど ラ イ フ ラ イ ン の重要性 を 強

調 。 「 ラ イ フ ラ イ ン 防災 に 関 し て詳細 な 教育 プ ロ グ ラ ム を 作成す る 必要 があ る 」 と 訴 え た 。

ま た 、 芦屋大学の上 田 統雄教授 は 、 災害時の学校運営 を 円滑 に す る た め 、 阪神 ・ 淡路大

震災の教育分野の記録を ま と め た教材づ く り な ど を 提案 し た 。

こ の あ と 、 井戸敏三知事や国連人間 の安全保障委員 会事務局長の フ ラ ン ソ ワ ・ フ イ ナ氏

ら 6 人 で、パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン が行 わ れ た O 最後 に 「 人 間 の 安全保障 に 関す る 兵庫 ア ク

シ ョ ン プ ロ グ ラ ム J を t采択 し て 閉 会 し た 。

同 フ ォ ー ラ ム は 、 研究者 と 企業関係者の交流 を 通 じ て 、 太平洋地域の抱 え る 問題 を 話 し
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合お う と 1983 年 に 発足。 現在約320人の メ ン バ ー がい る o (注 4 ) 

( r ア ジ、 ア 防災会議2003J 開 く 〕

21世紀 の 新 た な 国 際防災戦略の構築 を 図 る こ と を 目 的 に し た 「 ア ジ ア 防災会議2003J が

2003年 1 月 15 日 か ら 、 神戸市の神戸国際会議場で 3 日 間 に わ た り 開 か れ、 ア ジ ア を 中心 と

す る 24 カ 国 の 訪災 の 政策責任者や専 門 家 と 26の 国際機関 の代表が出 席 し た 。

1994年 に 国連が開催 し た初 の 防災 に 関 す る 世界会議 で は 災害対策の指針 と な る 「横浜戦

略 と そ の 行動計画」 が採択 さ れた 。 国 連 で 防 災 を 担 当 す る 国 連 国 際 防災戦略 (ISDR) が

同 会議 か ら 10年 目 と な る 20例年 を 日 途 に 「横浜戦略 と そ の行動計画」 の見直 し作業 を 進 め

て い る O そ し て2005年 に予定 さ れて い る こ の作業の締め く く り と な る 国連 防 災世界会議 に

向 け て 聞 い た の が、 今 回 の 「 ア ジ ア 防災 会議2003J で あ る O

同会議 で は 、 ア ジ ア 地域 の 防災 に 関 す る こ れ ま での成果 と 課題 を 認識す る と 同 時 に 、 地

域協力 、 国 際協力 の あ り 方 を よ り 発展 さ せ、 ア ジ ア 地域の災害対応能力 の 向上 ・ 改善の指

針 を 提案 し 、 国連が実施 し て い る 横浜戦略の見直 し作業 に 貢献す る こ と を 目 的 に 、 活発な

討議が行 わ れ た 。

「 ア ジ ア 防災会議2003J は 、 ア ジ ア 防災 セ ン タ ー が主催す る ア ジ ア 防災 セ ン タ 一 国捺会

ISDR 事務局 と 内 閣 府が主擢す る 国際 防 災戦略 ア ジ ア 会合、 国 際 防 災 ・ 人道支援協議

会が主催す る 国際防災 ・ 人道支援 シ ン ポ ジ ウ ム の 3 つ の 国 際会議か ら な る O 会議全体の成

果 に つ い て 、 ア ジ ア 訪災会議2003議長サマ リ ー か ら 紹介す る と 以下 の 通 り で あ る O

( 1 ) ア ジ ア に お け る 新 た な 防災戦略の視点

ア ジ ア 地域で は 近年、 特 に深刻化 し て い る 次の よ う な 課題 に つ い て 、 新 た に重点 を 置 く

べ き で あ る O

①都市災害への対応の必要性

ア ジ ア で、 は 各 国の 経済発展 に伴 っ て 、 急速な都市化が進行 し て お り 、 こ の無秩序 な 開発

が地震や洪水の被害 を 増大 さ せ て い る O ま た 、 1995 年 の 板神 ・ 淡路大震災 や ア ジ ア の他の

多 く の 災害が示す よ う に 、 都市 は 多 く の脆弱性 を 抱 え て お り 、 い っ た ん災害が発生 す れ ば、

そ の直接、 間接の被害 は 甚 大な も の と な る 。 こ の よ う に ア ジ ア に お い て は 、 途 上 園 、 先進

国 を 問 わず、 都 市 の 災害 に備 え る こ と が重要 な 課題 と な っ て い る O

こ の た め 、 脆弱性の評価指標等 に 基づい た リ ス ク 評舗 を 進め 、 開発に よ っ て脆弱性 を 増

大 さ せ な い社 会 を 構築す る と 共 に 、 被害が発生 し た場合 に 、 迅速 に復旧 ・ 復興で き る 体制

づ く り を 進 め る こ と が必要で、 あ る 。

気候変動が3 1 き 起 こ す災害への対応の必要性

長期 的 な 気候変動が引 き 起 こ す災害 に 対 し て嬬 え る こ と が必要であ る O 例 え ば、 地球の

温暖化 に よ り 平均気温が上昇 し た場合、 豪雨の頻度や台風の強度の増加、 エ ル ニ ー ニ ョ 現

象 に 関連 し た 干 ばつ や洪水 と い っ た 災害が増加す る こ と が懸念 さ れて い る O ま た 、 海面上
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昇 や 海水温の上昇 に よ り 、 島隣諸 国 や 沿岸低地 図 に お け る 高潮の危険性の 増 大や 、 沖積地

に お け る 地震の 際 の 液状化の範聞の拡大が指摘 さ れて い る O こ の た め 、 数 十年規模の超長

期 的 な視点 か ら 克 た温暖化 と 災害の 関係 に 関す る 研究 を 推進す る と と も に 、 異常気象 に対

す る 早期警戒態勢の構築 に 向 け た 国際的 な協力体制の構築が必要で あ る O

③課題解決 に 向 け た 多様 な 国連機関 の連携

上記の課題 を は じ め と す る 数多 く の 課題 に対処す る た め に は 、 防災以外の 分野 も 含め た

多様な 連携が不可欠であ る O 災害が発生す る 背景 に は 、 貧 困 や 環境破壊 と い っ た社会的 な

問題が存在す る こ と を 考慮 す れ ば、 災 害 に よ る 被害の軽減の た め に は 、 教 育 、 メ デ ィ ア 、

科学技術、 開発計画等の様々 な 分野 と の 連携が必要 と な る O

ま た 、 気候変動 と 災害 の 関係 に 関 す る 科学的研究や 早期警戒の た め の技術開発に つ い て

は 、 学術 ・ 技術的 な 分野 と の連携が不可欠で、 あ る O

さ ら に、 コ ミ ュ ニ テ イ レ ベ ル の 総合的 な 防災力 を 強化す る た め に は 、 民 家 レ ベ ル の協力

に 加 え て 、 iヨ 治体や様 々 な 公的機関や民毘企業等 と の重層 的 な 連携が一一層 重要 と な る O

④防災情報共有の強化

政策責任者 に 防災の重要性 を 訴 え 、 持続可能 な 発展 を 可能 と し て い く た め に は 、 災害 に

よ る 人的、 社会的、 そ し て 環境面での被害 に 関 す る 情報や統計 を 収集 ・ 発信す る た め の能

力 を 改善 し て い く 必要があ る 。 関連機関が情報 を 共有す る こ と は 、 様々 な 機 関 が連携 し 、

ま た 、 政策立案者 に対 し て被害軽減の た め に は 災害の予 防が最 も 重要で、 あ る こ と を 示 す た

め に 不可欠で、 あ る O

( 2 )  ア ジ ア防災会議2003の提案

21世紀 に お い て 「都市災害への対応J r気候変動が引 き 起 こ す災害への対応」 に取 り 組み 、

「多様な 機関 の 連携」 を 推進 し て い く た め に は 、 以下の事項 に つ い て 国際 的 な 協力 体制 を

構築 し て い く こ と が必 要 で あ る 。

①都市災害への対応

@ コ ミ ュ ニ テ ィ レ ベ ル の 防災対策の推進。 特 に都市 に お け る 災害脆弱性の 減少等、 安全な

居住の確保 に 向 け た 取 り 組み

@ 上記取 り 組み を 支援す る た め の脆弱性指標お よ び 1) ス ク 評価手法の 開発

②気候変動が5 1 き 起 こ す災害への対応、

@ 地球規模の気候変動 に よ る 災害 に 対応す る た め の研究開発の促進

@ 豪雨 や 干 ばつ 等、 異常気象 に よ る 被害 を 軽減す る た め の 早期警戒態勢 の 構築

③課題解決に 向 け た 多禄 な 連携

・ 災害 に よ る 被害 を 軽減す る た め の教育、 メ デ ィ ア 、 環境、 開発、 科学技術等の様々 な 分

野 と の連携

@ コ ミ ュ ニ テ イ レ ベ ル の 活動 を 強化す る た め の 地方政府、 民 間 セ ク タ 一 、 NGO 等多様な

推進主体の参画

第十章 @ 防 災 677 



④防災情報共 有 の 強化

• '1寄報収集 ・ 発信能力 の改善

・ 情報共有 と ネ ッ ト ワ ー ク の 強化

( 3 )  会議の成果

神戸 に集積す る 防災、 環境、 健康、 医療等の様々 な 間際機関 は 、 本会議 に お い て 国際防

災 ・ 人道支援協議会 を 結成 し 、 相互 に連携 し つ つ 、 国 際防災協力 を 推進 し て い く こ と を確

�� し た 。 (注 5 ) 

〔臨際 ワ ー ク シ ョ ッ プ2003開催〕

阪神 ・ 淡路大震災の教訓 を 世界 に発信す る 国 際 ワ ー ク シ ョ ッ プ2003 ，.地震 に ま け な い世

界へ向 け て 田 ~ ひ と ・ ま ち ・ き ずな ー」 が、 2003年 1 月 30 日 か ら 2 月 1 日 ま で神戸市 中 央

の読売神戸 ホ ー ル で 開催 さ れた 。 由連地域開発セ ン タ ー (UNCRD) 防災計画兵庫事務所、

兵庫県、 神戸市、 海外災害援助市民セ ン タ ー 、 読売新聞大坂本社が主催、 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ

が主体 と な っ て取 り 組む 防 災 プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て討議 し た。

海外13 カ 国 ・ 地 域 か ら 防災担当 者 や NGO 代表、 学識者 の ほ か一故市民、 学生 ら 約350

人が参加 し た。

2001 年 か ら 始 ま り 、 今屈 で 3 匝 百 と な っ た ワ ー ク シ ョ ッ ブは 、 UNCRD 防 災計画兵産事

務所が実施 し て き た 防災 プ ロ ジ ェ ク ト を 通 し て 、 個 人 と コ ミ ュ ニ テ ィ レ ベ ル で の 防災 に 焦

点 を 当 て 、 コ ミ ュ ニ テ イ や 個 人の ニ ー ズが ど う 防災への取 り 組みへ結 びつ い て い く のか考

察 し 、 議論 し て い こ う と す る も の で あ っ た 。

最終 日 は 、 ア フ ガニ ス タ ン の復興で、 い か に 防 災 に 取 り 組む か に つ い て 、 ア フ ガニ ス タ

ン か ら 関係大 臣 ら の 参加 を 得 て 、 討論 も 行 わ れた 。 (注 6 ) 

〔第 2 四 時 本 ・ 台湾ラ イ フ ラ イ ン地震防災 ワ ー ク シ ョ ッ プ〕

第 2 凹 日 本 ・ 台湾 ラ イ フ ラ イ ン 地震 防 災 ワ ー ク シ ョ ッ プが2002年 5 月 13 日 か ら 3 日 間 、

神戸大学 (神戸市灘区) で 開 か れ た 。 地震が起 き た 際 の 道路や水道 な ど ラ イ フ ラ イ ン の 維

持 に つ い て 日 本 と 台湾の研究者や事業者 ら 約30人が意見 を 交 わ し た。

ワ ー ク シ ョ ッ ブは 、 阪神 ・ 淡路大震災 ( 1 995年 1 月 ) と 台湾大地震 ( 1999年 9 月 ) の教

訓i を 活かそ う と 、 2000年 6 月 に台湾の成功大学で初 め て 関 か れ た 。 2 *ぶ り に な る 今回 は 、

ラ イ フ ラ イ ン 破壊が実際の社会生活 に 与 え る 影響 な どがテ ー マ と な っ た 。

基調講演 で、 察錦松 ・ 成功大学教授 は 「 日 本 を 参考 に指針づ く り が始 ま っ て い る 」 と 述

べ、 活断層 か ら の 距 離 に よ っ て水道の 強度 に 規制 を 設 け る 台湾 の動 き を 紹 介 し た 。 こ の ほ

か、 水道への被害 を 中心 に 9 組が発表 し た 。 (注 7 )
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2 . 会議 ・ シ ン ポ ジ ウ ム 等
( r未来に 育 む 安全 で安心な ま ち づ く り J を テ ー マ に 「人 と 防災未来セ ン タ ー」 開 設記念

ニ元 フ ォ ー ラ ム 〕

人 と 防災未来セ ン タ ー の 開 設 を 記念 し た シ ン ポ ジ ウ ム (兵産県、 神戸市 な ど主催) が2002

年 4 月 22 、 23 日 の両 吾 、 間 市 中 央 区 の 県立美栴館 ミ ユ ー ジ ア ム ホ ー ル な どで 開 か れ た 。 22

日 は 「人 と 人 と のつ な が り がい の ち を 守 る一一市民救命士が社会 に 貢献で き る こ と 」 を テ ー

マ に 、 約350人が参加 し た 。

けが人や急病人の救命で は 、 救急隊が到着す る 前の応急処置の有無が生存率 に 大 き く 影

響す る O 神戸 市 は 1993年か ら 、 市民対象の講座 で心肺蘇生 ( そ せ い ) 法 な どの普及 に努め

て お り 、 今 回 の シ ン ポ ジ ウ ム で は 身近 な 防災 と し て 、 そ う し た講座 を 受講 し た 「市民救命

士」 に 光 を 当 て た 。

基調講演 し た 県立健康セ ン タ ー の 河村 剛 史所長は 「 自 の前で人が倒 れ た ら 、 声 を か け 、

助 け を 呼ぶ勇気 を 持 っ て ほ し い」 と 強調。 続い て機材 を 使 っ た応急処置が実演 さ れ、 そ の

後、 救命医療の 専 門家や被災高齢者 を 支援す る ボ ラ ン テ ィ ア ら 5 人がパ ネ ル討論。 緊急時

に 備 え 、 日 ごろ の ネ ッ ト ワ ー ク の重要性 を 確認 し た 。

23 日 は 、 神戸東部新都心 (HAT 神戸) の 県立美術館で シ ン ポ ジ ウ ム 「 こ れ か ら の 災害

に備 え て 人 と 防災未来セ ン タ ー への 期待」 が開かれ、 約200人が参加 し た 。

セ ン タ ー の 開設 を 機 に 、 セ ン タ ー の機能 に つ い て広 く ア ピ ー ルす る と と も に 、 東海地震

や南海地震 を は じ め と す る 来 る べ き 災害 に備 え て 、 阪神 ・ 淡路大震災の経験 ・ 教訓 を 活か

す た め に 、 こ れか ら 我 々 が な すべ き こ と 、 そ の 中 で セ ン タ ー に期待 さ れ る こ と な ど に つ い

て 、 関係者の取 り 組み と 課題認識 を 通 じ て探 り 、 セ ン タ ー の今後 の 活動指針 と す る た め に

開 い た o

iílJ 田 恵 昭 ・ 人 と 防災未来セ ン タ ー 長が 「 河 セ ン タ ー を 実戦 的 な 能力 を 持つ 拠点 に し た い」

と し て 、 活動 内 容 な ど を 説明。 京都大学客員教授 の ケ ニ ス ・ タ ッ ピ ン グ氏 は 、 大地震や大

火 な ど を 体験 し た米国 カ リ フ ォ ル ニ ア 州 の 防災対策 を 紹介 し た 。

続 く パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン で は 、 静両県 防災局長の 田 遺義博 さ んが、 岡 県 の i幅広 い取

り 組み を 紹 介 し な が ら 「セ ン タ ー を 見学 し 、 「防災は万全で、 は な い』 と 改 め て感 じ た」 と

強調。 水上淳二 ・ 内 閣府参事官 ( 災害復旧 ・ 復興担当 ) は 「セ ン タ ー の ス タ ッ フ は 、 日 本

初 の 防災対策 の プ ロ 集団。 他の 告 治体 の ホ ー ム ド ク タ ー に な れ る J と 期待 を 込め た 。 (注 自 )

〔地方公共団体の危機管理シ ン ポ〕

大規模災害 に対す る 地域の取 り 組み な とと に つ い て専 門家が意見 を 交 わ す 「地方公共同体

の 危機管理の あ り 方 シ ン ポ ジ ウ ム J (全国知事会 な ど主催) が2002年 5 月 29 司 、 兵庫黒公

館 (神戸市 中 央区 ) で開催 さ れ、 米間 で危機管理 を 行 う 連邦危機管理庁 (FEMA) 前長官

の ジ ェ ー ム ス ・ リ ー ・ ウ イ ッ ト 氏の 講演 を 受 け て 、 シ ン ポ ジ ウ ム が開 か れ た 。 同 シ ン ポ ジ
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ウ ム は 同 月 31 日 、 東京で も 開催 さ れた 。

こ の シ ン ポ ジ ウ ム は 、 阪神 ・ 淡路大震災 を 契機 に 、 災害対策基本法や消防組織法 な ど の

改正で図、 地方 自 治体 と も 災害対策が前進 し た が、 近年、 地下鉄サ リ ン 事件 、 東海村 ウ ラ

ン }]II て施設の 臨界事故、 さ ら に 米 国 ・ 同 時多発テ ロ と そ の後の炭そ菌散布事件 な ど、 特異

な 事案が相次い で お り 、 自 治体は 自 然災害 だ け で な く 、 こ う し た特異事案で も 最前線の対

応が求め ら れて い る こ と か ら 、 大 き な 成果 と 経験 を 蓄積 し て き た FEMA の前長官 を 担 い て 、

日 本の 災害対策への率直 な 意見 や提案 を 聞 い て 、 地方 自 治体の危機管理の あ り 方 を 話 し合

お う と い う の が 目 的 であ る O

ウ イ ッ ト 氏の 講演 に よ れば、 FEMA (本部 ・ ワ シ ン ト ン DC) は独立 し た 連邦政府の機

関 で直議、 大統領 と つ な が っ て い る 。 2 ， 600人以上 の 常勤職員 がお り 、 10の 地方 局 が全 国

に あ り 、 緊急支援セ ン タ ー 、 訓練セ ン タ ー を 持 っ て い る O ま た 、 訓練 を 受 け た災害支援予

備職員 が4 ， 000人近 く い る O

さ ら に 国 防総省 、 厚生省 、 運輸省、 司法省 を 含む27の連邦の省庁や赤十字の よ う な ボ ラ

ン テ イ ア 団体 と も パ ー ト ナ ー と し て協力 す る 体制 と な っ て い る o 1992年 に つ く ら れた 連邦

応急対応計画 は 、 す べ て の 連邦故府が どの よ う に協力 し 合 う か を 定 め て い る が、 こ の計画

に 署 名 し た 政市機関 は 、 災害対応 に お い て すべ て の 権 限 を FEMA に提供す る こ と を 約 束

し て い る 。 そ の た め 大統領が連邦対花、 の 災害 だ と 宣言す れ ば FEMA の 長 官 が全責在 を 負

う こ と に な る O

こ の よ う に -つ の 省庁がすべ て の コ ー デ ィ ネ ー ト を し 、 意思決定の権限 を 持 っ て い な け

れ ば、 緊急、の対応 は 困 難 に な る O ア メ リ カ で は FEMA が意思決定 の権限 を 持 っ て い る O

一方、 日 本で は政府の 存機 関 がそ れぞれ異 な る 責径 を 負 っ て お り 、 緊急事態 の 管理が断片

化 し て い る O ま た 、 多 く の 政府官僚 は 、 2 年 間交替 の ロ ー テ ー シ ョ ン で動い て い る と 毘 い

て い る 。

こ れで は そ れぞれが持 っ て い る 資源 を 有機的、 効率的 に 動員 で き な い。 各省庁がお互い

の 災害対応計画 や 資源 を 把握 し て い な い と 、 貴重 な 時 聞 が失 わ れ、 どの よ う な 資源が利用

可 能 な の か を 知 る の に 時 間 がかか る 。 政府機 関 同 士、 ロ ー カ ル レ ベ ル の コ ミ ュ ニ テ イ の 間

で\ パ ー ト ナ ー シ ッ プ を つ く る こ と に よ っ て 、 よ り 効率 的 な 仕事がで き る一ー と ウ イ ッ ト

氏 は述べ た 。

ウ イ ッ ト 氏の講演 を 受 け て 、 河 田 恵 昭 ・ 人 と 防災未来 セ ン タ ー 長 を コ ー デ イ ネ ー タ ー に 、

北塁敏明 ・ 消 防庁次長、 林春男 ・ 京都大学防災研究所巨大災害研究セ ン タ ー 教授、 小 川 和

久 ・ 国 際政治軍事 ア ナ リ ス ト の 各 パ ネ リ ス ト に 、 ウ イ ッ ト 氏 が コ メ ン テ ー タ ー と し て 加

わ っ て パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン が行 わ れ た 。

河 田 氏 は 「東海 ・ 東南 海: ・ 南海の各地震が同 時 に動 く と 、 マ グ ニ チ ュ ー ド8 . 6 、 私 た ち

が近代 に経験 し た こ と の な い よ う な 地震が起 こ る 可能性があ る o 3 つ が同時 に発生す る と 、

西 日 本 は 壊滅す る 。 長い 揺 れ に よ る 規模 の 大 き い構造物の被害、 8 - を 越 え る 津波 に よ る
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沿岸漁業の壊滅的被害、 土砂災害 に よ る 道路や鉄道の寸断 に よ る 障 の孤島化、 し か も そ れ

がス ー パ 一広域災害 と 呼ぶべ き 極め て広範 な 地域 に 及ぶ な ど、 未経験の 様 々 な 事態が想定

さ れ る O と こ ろ が国 の省庁 間 の 連携 に は ま だ課題が多 く 、 一方、 人 口 の 少 な い 自 治体で は 、

防災専従職 員 がい な い と い う 大 き な 課題 も 残 っ て い る 」 と 問題点 を 指摘 し た 。

林氏は 「阪神 ・ 淡路大震災の苦い経験か ら 、 市民の 防災力 を ど う 高 め る かが最前線の 課

題 に な っ て い る O こ の 意識 を 国 も 自 治体 も 必ず持 っ て ほ し い 。 ま た 、 災害 と い う も の は ど

の よ う な 原 因 で あ れ、 一旦起 こ っ て し ま う と 、 対応すべ き こ と は 非常 に 似 て い る と い う 特

徴があ り 、 特定の ハ ザ ー ド に と ら わ れず に 、 ど ん な 危機 に も 対応で き る 、 し か も 一元化 さ

れ た危機管理計両 を つ く る こ と が必要だ。 日 本 に は 災害対応の定型 ・ 標 準形が確立 し て お

ら ず、 災害が起 こ る た びに 同 じ こ と の再発見 を し て い る O 経験 ・ 知恵が制度化 さ れず に 継

承 さ れて い な い。 ど う す れ ば 自 分 た ち の作業、 仕事 を 標準化で き る か、 そ し て そ の標準的

な 業務 を 自 分た ち だ け の組織 に と どめ な い で 、 ど れ だ け広 い 組 織 に 適用 で き る か を 考 え る

必要があ る 」 と 災害対応の標準化、 一元化の必要 を 強調 し た 。

小 J l l 氏 は 「災害や武力 攻撃事態 な ど に お け る 私権 の 制 限 に つ い て の議論 は 、 日 本で は ほ

と ん ど行 わ れて い な い。 ア メ リ カ で も 軍が出 る 戒厳令 に つ い て は 、 非常 に慎重だが、 災害

や事故 に お い て は 自 治体の長が夜 間外出 禁止令 を 出 す こ と は あ り 得 る わ け で、 こ の程度 は

当 た り 前 だ ろ う と い う 合意がで き て い れば、 緊急事態 で は 、 こ こ ま で は 仕方 な い だ ろ う 、

し か し こ れ以 上 は 絶対 ダ メ だ と い う 話が国民 に 理解で き る 」 と 、 私権の 制 摂 ま で路み込ん

だ 国民的会意形成 の議論の必要性 を 訴 え る と と も に、 吉 本版 FEMA を つ く る べ き だ と の

持論 を 述べ た 。

北黒氏 は 阪神 ・ 淡路大震災以後、 防災 に対す る 自 の対応の変化 を 説明 し た 上で 「知事や

市町村長の 仕事 と い う の は 、 ま さ に住民の生命 と 身体 と 財産 を 守 る と い う こ と があ っ て 、

コ ミ ュ ニ テ イ が豊か に な り 、 経済活動 も あ り 、 文化活動 も あ る 。 そ の意味で危機 に対処で

き な い市 町村、 県 は存在怠義 を 果 た し て い な い こ と に な る O 知事、 市町村長 と い う の は 、

こ れが 自 分 の 最大の仕事だ と い う 認識 を 持 っ て も ら う こ と が非常 に重要 だ」 と 、 地方 自 治

体 に お け る 危機管理の重要性 を 強調 し た。

中 央 と 地方、 地方 と 地方、 あ る い は政府機関相互の情報の共有化、 組織間 の 連携 な ど、

ま だ ま だ 問 題 は 山積 し て い る が、 ウ イ ッ ト 氏 は 「 と に か く 話 し合 う こ と が必要だ。 だ か ら

こ そ故府があ り 、 厳 し い意思決定 を す る た め に リ ー ダ ー が存在す る O 政治的 な 1) ー ダ ー は

コ ミ ッ ト メ ン ト し続 け ね ばな ら な し り と 、 FEMA 改 革 の 苦 い 経験 を 紹 介 し な が ら 日 本の

取 り 組み に エ ー ル を 送 っ た 。 (注 9 ) 

〔 防災 シ ン ポ ジ ウ ム 南海地震への備え を 議論〕

兵庫県 は 阪神 ・ 淡路大震災 8 周年記念事業 と し て2003年 2 月 7 日 、 訪災 シ ン ポ ジ ウ ム 「南

海地震への備 え J を 神戸市 中 央区 の 兵庫県公館で 聞 き 、 約500人が参加 し た 。
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南海地震は 阪神 ・ 淡路大震災 と は違 っ て 、 大 き な 津波が予想 さ れる こ と か ら 、 従来の 地

震への備 え で は災害 を 防げ な い こ と か ら 、 地震の専 門 家 か ら 津波 に つ い て の話 を 開 く と と

も に 、 津波災害 を 経験 し た 北海道 ・ 奥尻 島 の 奥尻 町長 を 交 え 、 県 内 の 自 治体首長 ら が津波

を 重点 に し た 地震への{蒲 え に つ い て話 し 合 っ た 。

島IÚ奇邦彦 ・ 東京大学地震研究所教授 は 「来 る べ き 南海地震 を 探 る j と 題 し た 基調講演で、

南海地震 は 単独 の大地震で は な く 、 東南海地震や東海地震の ほ か、 比較的大 き な 規模 の 地

震が前後 に続 く 特徴 を 持 っ て い る O ま た 、 可能性 は 低 い が、 揺 れ は さ ほ どで な く て も 、 津

波の被害が大 き い場合 も あ り 、 「揺 れが小 さ い か ら と い っ て 油 断 し て い る と 大変 な 津波災

害 に な る 恐れがあ る 」 と 警告。 南海地震の性格 を よ く 知 り 、 そ れ ぞれ の 地域で過去に経験

し て い る 被害 の 特徴 を つ か ん で お く と 同 時 に 、 過去の災害 と は 同 じ で は な い と い う こ と も

念頭 に 、 ①雨海地震で は 、 西 日 本全体が非常 に 大 き く 、 長 く 揺れ、 同 時多発型の 災害が起

こ る ② プ レ ー ト の動 き は止 ま る も の で は な く 、 地震 は絶対 に起 こ る ③地震 に は様 々 な バ ラ

エ テ イ があ り 、 対策 は あ く ま で柔軟 に 、 打 た れ 強 い対策 と ア ドノす イ ス し た。

基調講演 を 受 け て のパ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン で は 、 ま ず コ ー デ ィ ネ ー タ ー の河 田 恵 昭 ・

人 と i坊災未来セ ン タ ー 長が南海地震の特鍛 を ①強 い揺れが 1 分以 上続 き 、 10階建て以上の

構造物が大 き な 被害 を 受け る ②広域複合災害 と な り 、 四 国 は 陸の 孤島 と な る ほ か、 ラ イ フ

ラ イ ン の 障害が長期 に わ た っ て起 き る O 特 に 高知県、 徳島県、 和歌山県、 三重県の太平洋

に 面 し た 自 治体で は 、 土砂災害が起 き 、 鉄道、 道路が寸断 さ れ、 陸 の 孤島 と な る ③ こ の た

め 警察、 消 防 、 自 衛隊が行 き た く て も 行 けず、 ボ ラ ン テ イ ア も 行 け な い の で 、 そ れぞれの

自 治体が持 っ て い る 資源、 特 に ケ ガ を し て い な い大人の 男 性 な ど は 、 自 治体 の 職員 な ど と

協力 し 、 人命救助 に加 わ っ て も ら わ ね ばな ら な い④奥尻 島 の よ う に 、 津波 は 火災 を伴 う ケ ー

ス が多 い こ と も 知 っ て ほ し い と 、 南海地震 と 津波災害の特徴 を 指摘 し た う え で、 ① 1

分以上 の横揺れが続 い た ら 、 南海地震 と 考 え 、 あ わ て な い。 2 階で地震 に 遭 っ た ら 下 に 降

り な い②調理 中 の ガ ス コ ン ロ に 近づかず、 揺 れ が収 ま っ て か ら 火 を 消 す③ 河 川 は津波が

や っ て く る の で、 河川 | 、 河原 に 近づか な い④余震が 1 カ 月 以上続 く こ と も あ る の で、 半壊

以上の家屋に は民 ら な い⑤ 自 動車で避難 し な い⑥夜 中 に 地震が起 き た ら 水 門 、 鉄扉 は地元

住民で 閉 め る 以外 に な い と 思 っ て ほ し い⑦津波災害が予想 さ れ る 地域で逃げ遅 れ た ら 、 3

階建て以上の鉄筋 コ ン ク リ ー ト の建物 に 避難す る と 極め て具体的 に 防災 の 心構 え を 指

摘 し た。

10年前 に 北海道南西沖地震で壊滅的 な 津波災害 を 経験 し た奥尻島の属原撤 ・ 奥尻 町長 は 、

20世紀後半、 日 本海側 と し て は観測史上最大の津波 に よ り 、 島氏の 4 % が死亡 ・ 行方不明

と な り 、 島 の住宅の 3 分の 1 が全 ・ 半壊 し た と 、 津波災害の大 き さ を 説明 し 、 津波 に 遭 っ

た 人 た ち の証言 を い く つ か紹 介。

「明 日 は ア ワ ビ潟、が予定 さ れて い た の で、 い つ も よ り 早 く 寝 ょ う と し て い た 矢先、 地震

が来 た 。 家族は妻 と 母の 3 人暮 ら し 。 ま る で ト ラ ン ポ リ ン で、跳び、は ね て い る よ う な 縦揺 れ
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だ、 っ た 。 地震がお さ ま り 、 第 A波の津波 は し ぶ き を 浴 び、た程 度 だ、 っ た 。 間 も な く 強烈 な 第

二波が襲 い かか っ て き た 。 出 の 中腹 ま で押 し 上 げ ら れ、 強烈 な 引 き 波現象、 何 と か洋身 の

力 で 草 に つ か ま り 続け た 。 あ の時、 手 を 離 し て い た ら 一命 は な か っ た だ ろ う 」 と い う 漁、輔

の証言 を 読み 上 げ、 幸 い こ の 漁 師 は妻の無事は確認 し た も の の 母親が津波の 犠牲 に な っ た

こ と を 確認す る ま で相 当 の 日 数がかか っ た と 話 し た 。

現尻町 の 場合、 地震か ら 2 、 3 分後 に 第一波の津波が来て 、 第二波は 5 � 7 分後 に 来 た 。

直 ち に 町の 防災行政無線で高台への誘導 を 行い 、 こ の 防災無線の効果が大 き か っ た 、 と 当

時 の 対応 を 説明 し 、 「早 く 高 台 の安全 な 場所へ避難す る と い う 日 ご ろ か ら の 情報伝達訓練

は非常 に 重要」 と 述べ た 。

同 シ ン ポ ジ ウ ム に は 、 藤 田 高豊 ・ 消防庁震災対策室長 と 地元兵庫県か ら 山 田 知] . 西宮市

長、 森紘一 ・ 南淡町長 も パ ネ リ ス ト と し て 加 わ り 、 山 田 市長 は今後の 防災対策の課題 と し

て 、 防 災行政無線の整備が不 可 欠 で あ る こ と 、 民 間管理の 防潮扉 門 の 閉 門 が確実 に で き る

訓練の実施な ど を あ げた 。 森町長 は 、 町 内 会単位 の 妨災勉強会への 出 席 率 は 20% か ら 25 %

位で、 住民の意識 を ど う 高 め て い く かが課題で あ り 、 漁 師 町の狭い通路が避難路 と し て使

え る か ど う かの検討 も 深刻 な 課題 と し た ほ か、 浸水が想定 さ れ る 地域で も 建築確認 申 請す

れ ば新 た に住宅が建て ら れ る と い う 矛腐 に ど う 対処すべ き か も 大 き な 課題 だ と し た 。 惟10)

〔震災の経験 を21 世紀 に ど う 生 か す か ひ と 未来館プ レ イ ベン ト 〕

阪神 ・ 淡路大震災が残 し た教訓 を い か に 語 り 継 ぐ か を 考 え る 「総合 フ ォ ー ラ ム J (兵庫県、

阪神 ・ 淡路大震災記念協会主催) が2003年 2 月 25 日 、 神戸市 中 央 区の県公館 で 聞 か れ た 。

震災 8 年 の 記念事業。 「 い の ち と こ こ ろ の世紀 21世紀 を 拓 ( ひ ら ) く 」 が テ ー マ で、 約500

人が参加 し た 。

こ の フ ォ ー ラ ム は 、 4 月 に 「い の ち の尊 さ と 、 共 に 生 き て い る こ と の 素晴 ら し さ 」 を 体

験す る 場 と し て 「人 と 防災未来セ ン タ ーJ 2 期施設の 「 ひ と 未来館J が オ ー プ ン す る の を

前 に 、 「 い の ち の尊 さ J ï共生の精神J ï 自 然 と の調和」 と い っ た 阪神 ・ 淡路大震災 か ら 学

ん だ教訓 を 、 どの よ う に伝 え 、 ま た 、 私 た ち は新 し い21世紀 を 震災の経験 を 踏 ま え て どの

よ う に 生 き て い け ばい い か を 考 え よ う と 開催 し た 。

特別講演 で 山 折哲雄 ・ 国際 E 本文化研究セ ン タ 一 所長 は 、 阪神 ・ 淡路大震災の被災地 に

点在す る 記念碑 な ど を 巡 り 歩 く メ モ リ ア ル ・ ウ ォ ー キ ン グ を 「巡礼行動」 と と ら え 、 「震

災の痛手 を 癒 し 、 新 た な 生活 に 向 け て 再 出発 を す る エ ネ ル ギー の も と に な る 行動で 、 ア ジ

ア 的 な 巡礼行動が読み と れ る J と し た 。 そ の う え で、 世界の 巡礼行動 に は 一神 教 に 見 ら れ

る 聖地への直線的 な 往復行動 と 、 ア ジ ア 的 な 宗派 を 超 え て 聖地巡礼す る 円 運動があ り 、 わ

が国 に は ア ジ ア 的、 多神教的 な 巡礼行動が伝 え ら れ た が、 「 こ れ か ら の 世界 は 、 宗 派 を 超

え た巡礼行動、 民族、 人種、 文化の 違い を 乗 り 越 え て い く 円 運動が必要で 、 そ こ か ら 世界

の 平和 に 向 け て 我 々 が主張 し て い く 道があ り 得 る の で は な し ゅ、」 と 語 っ た 。
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こ の講演 を 受 け たパ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン で は 、 河合雅雄 ・ 兵庫県立人 と 自 然の博物館

館長が 「 自 然 と 人 間 と の共生 と い う が、 人 聞 は 自 然か ら 得 て い る も の は 多 い の に 、 何 も お

返 し を し な い ど こ ろ か、 自 然 を 壊 し て お り 、 こ れは棺利共生 で な く 、 偏利共 生 で あ り 、 そ

の 中 で も 一方的 に 利益 を 受け て い る 寄生虫の よ う な 存在 に な っ て い る O 自 然 と 人間 の 関係

は 、 偏利共生で あ る と い う 自 覚 を 持 ち 、 自 然か ら 莫大 な 恩恵 を 受 け て い る 存在 で あ る と い

う 謙虚 な 気持 ち が重要」 と し 、 人 聞 が相利共生 の 関係 を つ く れ る の は 人 間 同 士 で あ り 、 「倍

人 と 鱈人、 個 人 と 社会、 田 と 国、 民族 と 民技、 宗教 と 宗教 と い っ た 全然違 っ た も の 、 あ る

い は他者 と 相利 共生 の 関係 を 結ぶ こ と がで き る 」 と 述べ 、 震災 時 に 盛 り 上が っ た ボ ラ ン テ イ

ア 活動 な どの重要性 に も 触れ た 。

ま た 、 映画監督 の 大森一樹氏 は 「被災地 であ る と か、 被災者であ る と い う の は 、 被災の

記憶 を 持 っ て い る こ と だ」 と し て震災の 「記憶」 の重要性 を 指摘 し た 。

コ ー デ ィ ネ ー タ ー の野尻武敏 ・ 兵庫県 ヒ ュ ー マ ン ケ ア研究機構理事長 は 、 阪神 ・ 淡路大

震災で高齢者 の 犠牲者が40% と 非常 に多 か っ た が、 北淡町で は お 互 い の 暮 ら し を 地域 の 人

た ち が よ く 知 っ て い た か ら 犠牲者が少 な か っ た こ と を 例 に 、 地域 コ ミ ュ ニ テ イ の大切 さ を

指摘 し 、 小 - 中 学校 を 単位 に 新 し い コ ミ ュ ニ テ イ づ く り を 進め る こ と が重 要 だ と 強調 し た 。

(注1 1 )

〔震災 を 乗 り 越 え て一地域妨災 シ ン ポジ ウ ム in 神戸〕

板神 ・ 淡路大震災 か ら 丸 8 年 を 迎 え た2003 年 1 月 17 呂 、 神戸 ・ ポ ー ト ア イ ラ ン ドの神戸

国 際会議場で 「地域訪災 シ ン ポ ジ ウ ム m 神戸J 地域防災 シ ン ポ ジ ウ ム in 神 戸実行委員

会 (委員長 : 矢 田 立郎神戸市長) = が聞 かれ、 地域住民の 防災への取 り 組み や 、 企業 と 防

災の ま ち づ く り の あ り 方 な どが話 し 合 わ れ た 。

「働 く 人 と 防災 の ま ち づ く り 」 を テ ー マ に し た パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン で は 、 三 ツ

ル ト (株) 神戸事業所長の保井剛太郎氏が、 阪神 ・ 淡路大震災で会社の従業員 と 地域住民

が一体 と な っ て火災の延焼 を 最小 限 に く い !と め た 共通 の 体験か ら 、 地域住民 と 企業 の 関係

が帯接 に な っ て き た 経過 を 語 っ た 。

保井氏 に よ る と 、 同社の神 戸事業所 は神戸市長 田 区 の真野地 区 に あ り 、 同 地 区 は約38誌

で 、 住民約5 ， 000人が住 む 古 い 下 町。 し か し 、 近 年 は 若者が少 な く な り 、 お 年寄 り が増 え

て い る O

周 辺 に 工場が多 い こ と か ら 、 公害が発生 し 、 約30年前か ら 住民 と 企業 に よ る 「真野地区

ま ち づ く り の会」 がつ く ら れ、 町 の な か を 住宅地区 と 、 住宅 と 工場が協調す る 協調 地 区 に

区分け し 整備 を 行 っ て き た。 同 地区 の ほ ほ中 央 に あ る 三 ツ 星ベ ル ト は 、 会社の 白 傷消 防隊、

地域防災 コ ミ ュ ニ テ ィ 、 長 田 消 防署 に よ る 紡 災訓 練 を 年 間 3 囲 ほ ど長年 に わ た っ て行 っ て

き た 。

震災当 日 、 同社の夜勤 と 保安担当 者が68人お り 、 こ れ ら 社員 で 自 衛消 防隊 を 編成 し 、 可
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搬式動力 ポ ン プ 3 台、 消 火器50本、 住民100人余 り の バ ケ ツ リ レ ー に よ り 、 l 日 中 、 消 火

活動 に 当 た っ た 。 市の消 防隊が身動 き と れ な か っ た だ け に 、 初動時の消火活動 は大変効果

的 だ っ た 。 そ の結果、 50棟、 3 ， 300平方 日 は 焼 い た が、 他 の 地域の よ う に 大火 に は至 ら な か っ

た 。

震災発生後、 会社の体育館、 独 身 寮 な ど を 被災 者 に 開放 し 、 平均300人 を 約 4 カ 月 間収

容 し た 。 地 区 で は 、 小学校、 保育所 な どが開放 さ れ、 こ れ ら の避難所 の お 世話 は婦人会が

中 心 に 当 た っ た 。 震災発生後 1 時開足 ら ずの行動 は 、 神戸市 内 で も 最 も 速い 取 り 組 み だ っ

た 。

真野地 区 は 、 震災時 に 大火災 を 免れた た め に 再 開発地域か ら 外れ、 震災で若い人が他地

域へ流 出 し 、 高齢化 し た 町へ と 変貌 し た 。 1999年、 真野地 区 ま ち づ く り 推進委員 会か ら 、

町 の 活性化 の た め に神戸本社 を 真野地区へ戻 し て ほ し い と の 要請があ り 、 震災で協働 し 、

支援 し あ え た 地域 と の 共生 を 大切 に 考 え 、 神戸市 中 央 区 の JR 神戸駅前 ハ ー パ ー ラ ン ド セ

ン タ ー ピ ル に あ っ た神戸本社 を 2000年目 月 に 長 田 区真野地区 に復帰 さ せ た 。 本社 ビ、 ル を 建

て 替 え 、 そ の 横 に 地域 の 人 々 に も 利用 で き る コ ミ ュ ニ テ イ レ ス ト ラ ン を つ く っ た 。

毎年12月 に は 、 地域の子 ど も 達や お 年寄 り を 招 い て ク リ ス マ ス 会 を 開 い た り 、 3 月 に は

雛祭 り を 、 あ る い は ジ ャ ズ フ ェ ス テ イ パル な ど、 ま ち づ く り の 一環 と し て さ ま ざ ま な イ ベ

ン ト を 開 い て い る O

毎年 1 月 17 日 は 三 ツ 星ベ ル ト 妨災 の 日 と し て 、 自 禽消防隊、 住民、 長 田 消 防署 に よ り 防

災訓練 を 行 っ て い る 。

生活協 同組合 コ ー プ こ う べ理事の柳瀬啓子 さ ん は 、 全国最大規模の生協が震 災 に どの よ

う に立 ち 向か っ た か を 話 し た 。

柳瀬 さ ん に よ る と 、 同 生協 は 組合員約143万人で、 1 55脂舗が兵産県内 に あ る が、 震災で

本社 ピ ル が倒壊、 事業所の被害 は全壊12、 半壊 6 、 一部損壊 は 7 割以上 に 達 し た 。 職員 も

104人が死亡、 職員 の 家屋 の被害 は 全半壊で 1 ， 246件 に も の ぼっ た 。 被害総額 は約500億 円

だ っ た 。

こ の よ う な 状況 で、 震災当 日 の午 前 中 に 緊急対策本部 を 設置、 同 日 、 155庖舗 中75庖舗

で 商 品 の 供給 を 始め た 。 壊 れ た 脂舗 の 前 で商 品 供給が行 わ れ た 。 21 日 に は 146庖舗が開屈

し た 。 こ の お か げで便乗値上げや買 い 占 め な どが妨げた と い わ れて い る O

庖舗 に 多 く の 組合員 が駆 け つ け 、 後 か た づ け や 、 商 品 の整理 を や っ て く れ た 。 震災翌 日

か ら は 緊急物資 を 積 ん で 、 組合員 の安否確認 を 行 っ た 。 コ ー プ こ う べ に は暮 ら し の助 け合

い の 会 と い う ボ ラ ン テ イ ア の組織が20年前か ら あ り 、 こ の会 に 関 わ っ て い る 組合員 が安否

羅認 を 行 っ た 。

コ ー プ こ う べ は 、 神戸市 と の 緊急時 に お け る 生活物資確保 に 関 す る 協定 に 基づ き 、 11;意
8000万 円分の物資 を 調達 し た 。 こ れ は オ イ ル シ ョ ッ ク の経験か ら 、 1980年 に締結 し た協定

が、 こ こ で初 め て発動 し た。 震災前 は神戸市 と 尼崎市 と の協定だ っ た が、 震災後 は26 自 治
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体 (19市、 7 町) に 及 ん で、 い る O

震災後 は ボ、 ラ ン テ イ ア 活動が活発 に な り 、 コ ー プ こ う べで は 、 8 つ の 地 区 に ボ ラ ン テ ィ

ア セ ン タ ー を 開設 し 、 約100の被災者支援 サ ー ク ル が誕生 し た 。 ま た 、 震災後、 「ふれあ い

食事の 会」 がで き 、 震災後、 仮設住宅 を 訪 問 し た体験が活か さ れて 生 ま れ た も の で、 現在

任 サ ー ク ル が活動、 高齢者 と ボ ラ ン テ イ ア が食事 を し な が ら 情報交換 し た り 、 ゲー ム や歌

を 歌 っ た り し て触 れ合い を 続 け て い る O

ま た 、 震 災 を き っ か け に 、 他地域が被災 し た と き に神戸発の支援が し た い と の組合員 の

思 い か ら 、 コ ー プ こ う べ の 災害緊急支援基金が誕生 し 、 国 内 だ け で な く 、 海外の被災地へ

の支援 も 行 っ て い る O

パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン は 、 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 林春男 ・ 京都大学妨災研究所E大災害

研究セ ン タ ー 教授 の 司 会で進め ら れ、 (株) 神戸 な がた テ ィ ー ・ エ ム ・ オ ー の 正 詞健二運

営委員 長、 松本地 区 ま ち づ く り 協議会の 中 島 克元会長 も 、 そ れぞれの体験 を 語 っ た 。

シ ン ポ ジ ウ ム で は 、 河 田 恵 昭 ・ 京都大学妨災研究所巨大災害研究セ ン タ ー 長が 「南海地

震 に備 え てJ を テ ー マ に 講演 し た ほ か、 }有海地震 に備 え た 地域の 寂 り 組み事例 の発表 な ど

も 行 わ れ た 。 (注12)

3 . 調査 ・ 研究
〔 人 と 防災未来セ ン タ ー ト ル コ の復興へ研究員派遣〕

1999年 に起 き た ト ル コ 北西部大地震か ら 3 年 を 経 て 、 人 と 防災未来セ ン タ ー は 、 2002年

9 月 5 日 か ら 19 日 に か け 、 復興の あ り 方 を研究す る 調査団 の メ ン バー と し て専 任研究員 を

派遣 し た 。 復興の過程 で発生す る 課題 を 阪神 ・ 淡路大震災 と 比較 し 、 新 た な 視 点 を 学ぶ と

同 時 に 、 支援の あ り 方 な ど を 検討す る のが 日 的。

同 セ ン タ ー 上級研究員 を 務 め る 中 林一樹 ・ 東京都立大学教授が代表の実態調査団で、 同

セ ン タ ー か ら は専任研究員 2 人が参加 し た 。

ト ル コ 北西部大地震 は 、 1999年 8 月 17 日 に発生、 1 万7000人 を 趨す犠牲者 を 出 し た。 今

回 の謂査で は 、 ト ル コ と 阪神 ・ 淡路大震災 に お け る 被災地 の そ れ ぞれ地域間有の課題 と 、

国 を 超 え て 共通す る も の を 解明 し 、 情報 を 相 ;互 に 共有 し て今後 の 防災 に つ な げて い く O

調査時点で は 、 被災地 で は公的 な 機関 に よ る 復興住宅問地の建設 は ほ ぼ終了 し 、 仮設住

宅か ら 復興住宅へ の 移行期 に あ っ たが、 全体の 8 割程度の仮設住宅 に は ま だ 人 が局住 し て

い て 、 仮設住宅の撤去 は ス ム ー ズ に進 ん で い な か っ た 。 ま た 、 ト ル コ で は 災害法の改正手

続 き に 入 っ て お り 、 災害時の住宅 な ど を 国が財産保障す る と い う 現法律が改正 さ れ、 住宅

保有者 に 対 す る 地震保険の 強制加入 を め ざ し て い る こ と も 分か っ た 。

阪神 ・ 淡路大震災の仮設住宅が活用 さ れて い る 現地 の 「 日 本仮設村) の子 ど も た ち の絵

を 、 同 セ ン タ ー で提示す る 特別企画の実現 に 向 け た調整 も 行 っ た 。

同 セ ン タ ー で は 9 月 1 B か ら 21 日 ま で の 日 程 で、 国 際 協 力 事 業 団 (JICA) の 委託 で、
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ト ル コ か ら 来 日 し た 同 国 内務省課長や エ ズ ル ラ ム 県副知事 ら 8 人の研修員 を 受け 入 れ 、 防

災 の 取 り 組み に つ い て研修 を 行 う な ど、 セ ン タ ー と ト ル コ の交流 を 深め た 。 Ut13)

〔 ト ル コ 被災地調察で神戸市職員 ら が報告〕

1999年 に 起 き た ト ル コ 北西部大地震の被災地 を 訪れ、 復興状況 を 視察 し た 神同市職員 ら

が2002年 8 月 29 呂 、 市役所で記者会見 し た 。 国 際緊急救助 隊 と し て救援活動 に 当 た っ て 以

来、 3 年ぶ り O 会見で は 、 地震直後 に神戸 か ら 送 っ た 仮設住宅が今 も 重用 さ れて い る こ と

な ど を 報告 し た 。

訪 問 問 は 、 環境局東灘事業所長の岩rlJ奇靖団長 (49) ら 7 人。 地震か ら 丸 3 年の 8 月 17 日

に合わせて 15 日 か ら 10 日 間 、 私費で 4 都市 を 訪れ た 。

阪神 ・ 淡路大震災の被災地か ら 送 ら れ た仮設住宅約 1 ， 000戸が建つ ア ダパザル市 で は 、

今 も 仮設 に 800世帯4 ， 000人が暮 ら し て い た 。 増改築 し て庭や車庫 な ど を つ く り 、 子 ど も た

ち が元気 に サ ッ カ ー ボー ル を 追 っ て い た 。 家族 と 住 ん で い る 世帯が多 く 、 現地の話で は孤

独死は 1 人 も 出 て い な い と い う O

神戸市 で は 、 震災 3 年 目 で復興住宅への転居が始 ま っ た。 ト ル コ で も 建 設 は 進 む が、 転

居 の公費支援 も な く 、 仮設が恒久住宅化 し て い る 現状 も あ り 、 岩崎団 長 は 「完全転居 は 困

難で は な い か」 と 印象 を 話 し た 。

ま た 、 イ ス タ ン ブー ルや ブル サ市 な どで は 、 訪災担当 者 と 意見交換。 神 戸 の復興推進 プ

ロ グ ラ ム の 内容や建物 の耐震対策 に つ い て 笠 間 が相次い だ と い い 、 神戸市危機管理室の 林

芳宏 さ ん (43) は 「復興の手本が求め ら れて い る 。 イ ン タ ー ネ ッ ト を 通 じ た情報発信が必

要」 と 指摘 し た 。

震災後、 神戸市 に研修生 を 派遣 し て い た ブル サ 、 チ ェ シ ュ メ の 両市か ら は 、 姉妹都市提

携の 申 し 出 も あ っ た と い い 、 メ ン バ ー は 「市長 に提案 し た い J と 話 し て い た 。 (注14)

4 . 記録活動 ・ 出版等
(20世紀のア ジ アの災害総覧 ア ジ ア防災 セ ン タ ー が発行〕

ア ジ ア 地域 の 防 災情報セ ン タ ー と し て 防災情報の 共有化 に取 り 絡 ん で い る 「 ア ジ ア 防災

セ ン タ ー J (神戸市) は 、 ア ジ ア 地域で20世 紀 に 起 き た 自 然災害の 総覧 を ま と め 、 2002年

8 月 、 発行 し た 。

過去 に 起 き た 災害 に 関 す る 情報 は 、 今後の 防 災対策 を 講 じ る 上で最 も 基本 に な る 情報。

自 然災害 に 関 す る 情報 は 、 世界の い く つ かの大学や国連機 関 、 保険会社 な どがデー タ ベ ー

ス を 構 築 し て い る が、 な か で も ベ ル ギー の ル ー ベ ン ・ カ ト リ ッ ク 大 学 災 害疫学研究所

(CRED) の 災 害 デー タ ベ ー ス (EM-DAT) は 、 1900年 以 降 に 全 世界で発生 し た死者10人

以 上 の 災害 を 中 心 に 、 自 然災害、 人 的 災害の統計デー タ 12 ， 000件以 上 を 収集、 蓄積 し て い

る O
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ア ジ ア 各 国 で は 、 過 去 100 年 間 の 災 害 の 情 報 は 詳細 に は 残 っ て お ら ず、 せ っ か く の

EM-DAT の デー タ も 、 今 ま で 出 版 さ れ て ア ジ ア の各 国 に 配布 さ れ た 経緯が な い 。 し か し 、

ア ジ ア の 災害 に 関 す る デー タ の検証が進 ん で、 い な い た め 、 こ の資料デー タ を 検証 し 、 印版

物 と し て 出版、 多 く の 関係者の利用 に供す る と と も に 、 多 く の 自 に触 れ る こ と で、 情報の

検誌作業 に 進 む の で は な い か と 、 ア ジ ア 各国 に つ い て の EM-DAT に 収録 さ れ た デー タ に

つ い て 、 個表、 様 々 な 集計、 解析 を 加 え て r20世紀 ア ジ ア 自 然災害デー タ ブ ッ ク 」 を 2000

年 7 月 に発行 し 、 さ ら に 改訂版 r20世紀ア ジ ア 自 然災害デー タ ブ ッ ク Vol . 2J を 2002年 8

月 に発行 し た 。

総覧 「 ア ジ ア20世紀 自 然災害デー タ ブ ッ ク 」 は 、 1900年か ら 2000年 に 発生 し た地震、 噴

火、 水害、 土砂災害 な ど に つ い て発生問、 日 付、 死傷者数、 被害額 な ど の デー タ を 収録。

災害数は 1 万2000件 以 i二 に t る O 開発が進ん だ結果、 人が住 む場所が広が っ た た め 、 災害

の発生が報告 さ れ る ケ ー ス も 増加。 こ の 100年 で い か に 災害が急増 し て き た かが見 て 取 れ

る よ う に な っ て い る O

日 本で は 1999年 ま で の 100年 に地震や水害 な どが239件発生。 う ち 100件が風害 ( 台風 な ど)

で 最 も 多 く 、 53件が地震。 総計約21万8000人が災害で亡 く な り 、 約 16万5000 人 が地震で命

を 失 っ た こ と な ど も 分か る 。

同 セ ン タ ー の提 唱 で 、 2002年 1 月 か ら 災害 に 国 際統一 コ ー ド番 号 (GLIDE) が付記 さ れ、

世界的 に も 国 連機 関 や米海洋大気局 (NOAA) も 提携 し て 災 害 に 関 す る 各国 の 政府機関 の

リ ポ ー ト や地 図 、 写真 な ど関連情報デ ー タ ベ ー ス づ く り が進 ん で い る o (涼1 5)

〔世界防災 白 書 を 刊行〕

国連で防災活動 を 推進 し て い る 国際防災戦略 (ISDR) 事務局 は 、 2002年 7 月 、 「世界防

災 白 書 一 Living with RiskJ を 発行 し た 。 こ の 自 書 は 日 本政府、 ア ジ ア 防災 セ ン タ 一 、 世

界気象機 関 の 支援 に よ り 、 関連 と し て初 め て作成 し た 防災 に 関す る 総合的 な 報告書であ る 。

白 書 は

① 各 国 の 防災活動 の成功事例 を 紹介す る と 共 に 、 そ の要 因 を 分析 し 、 他 国 の政策決定者

が今後、 災害対策 を 実施す る 上で、 ガ イ ド ラ イ ン と し て 活用 で き る 具体的 な 情報 を 提供

す る 。

② 国連組織 と し て 、 初 め て 世界各地の 防災への取 り 組み を 総合的 に評価す る 試み を 行 い 、

各 国 の 担 当 者が こ れ ま で の 業績 を 評価す る 指針 を 提供す る O

③ 最近の 自 然災害 に よ る 人 的 、 物 的被害 に 関 す る 情報 と そ の傾 向 の分析 な ど、 防災 に 関

す る 基礎的資料 を 提供 し 、 寸支の 人 々 に対す る 防災活動への理解 を促進す る O

一一の 3 点 を 重視 し て 、 災害 リ ス ク の 意識や 、 評価 ・ 管理能力 の 向 と に 向 け た プ ロ セ ス を

重点 と し た 防災 の必要性 や 、 持続可能 な 開発お よ び、 そ れ に 関連 し た 環境面の 考慮 と い う

幅広 い 事項 に も 触れ、 災害 リ ス ク の軽減が大事で あ る こ と を 強調 し て い る 。
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ア ジ ア 妨災 セ ン タ ー で は 、 世界防災 白 書の 日 本語販抄訳 と 英語瓶全丈の CD-ROM も 発

刊 し た 。 (涼16)

5 . そ の地
〔 東南海 ・ 南海地震 死者7，400人 全壊27万7000棟に 〕

中 央防 災会議 の 「東南海 ・ 甫海地震 に 関 す る 専 門 調査会J (座長 ・ 土岐憲三立命館大学

教授) は 、 2002年 12 月 24 日 、 両地震が同 時 に 発生 し た 場合、 最大で死者 は 約 7 ， 400人、 建

物 の全壊は約27万7000棟 に の ぼる と い う 被害想定結果 を発表 し た 。 紀伊半島 や 徳 島 、 高知、

九 州 の 一部太平洋岸で 5 -以上の津波の恐れ も あ る と し た 。

今回 の想定 は 、 地震 に よ る も の だ け を 対 象 に し て お り 、 津波や 火災 に よ る 被害 を 加 え れ

ば、 さ ら に被害 は拡大す る 可能性 も あ る 。

マ グ ニ チ ュ ー ド8 . 6の 大地震が起 こ っ た場合 と し 、 東海か ら 四 国 の太平洋岸 を 中 心 に広

範囲 に震度 5 強以上 の 強 い揺 れ に見舞 わ れ、 愛知県の渥美、 知多半島や和歌山 の紀伊半島、

諒島県や高知県の太平洋岸で は 震度 6 強 と な る 地域 も 出 る と 想定。

死者数 は 、 ほ と ん どの 人が 自 宅 に い る 午前 5 時 に発生 し た場合が最 も 多 く 、 東海地方が

4 ， 500人、 近畿が1 ， 200人、 中 国 ・ 四 国が1 ， 700人 と 見込ん だ。

建物 の 全壊 は 、 地震動 に よ っ て倒壊す る 建築物が18万9000棟、 液状化現象 に よ る 被害が

8 万8000棟。

兵庫県 内 は 、 震度 6 弱の揺れが淡路 島 内 陸部 の他、 西播磨沿岸 の 一部 で発生。 震毘 5 強

は 、 神戸市な ど阪神 間 の 沿岸部や淡諸島北部で、 震震 5 弱 が東播磨の 一部 な ど と さ れた 。

瀬戸内 海側 を 除 い て ほ と ん ど震度 4 以下 だが、 H 本海側 の一部で も 震度 5 弱 に 挙 げ ら れ た 。

ま た 、 平均潮位時で、 淡路島南の 沿岸 に 最高 4 -以下の大津波が達す る ほ か、 阪神 聞 か

ら 酋播磨 ま で の 沿岸部 と 淡路島 の 大 阪湾、 瀬戸内沿岸 に も 最高で 2 t ;cの津波が起 き る と さ

れ た 。 さ ら に 2 -の津波が到着す る ま での 時 間 は 、 淡路島南 の 沿岸 に 1 時 間以 内 で達す る

場合 も あ る と さ れた。 (注17)

〔東南海 ・ 南海地震防災特措法が成立〕

今世紀前半 に発生が予想 さ れ る 巨大地震 に 備 え る 「東南海 ・ 吉海地震妨 災対策特別措置

法」 が2002$ 7 月 19 日 、 参院本会議で可決、 成立 し た 。 防災対策推進地域 に 指定 さ れ る と 、

自 治体 だ けで な く 不特定多数の 人が出 入 り す る 民間施設 な ど も 津波対 策 の 計画策定が義務

づけ さ れ る O

同 法 は 、 両地震 に よ る 津波対策が特徴で 、 内 閣総理大 臣が、 著 し い被害が生 じ る 恐れの

あ る 地域 を 防災対策推進地域 に 指定。 閣 は前政 ヒ の 支援 を し 、 自 治体 な ど と 共 に避難路や

消 訪施設の整備 を す る O

対象地域の 自 治体や JR な ど の 鉄道機関、 石油 コ ン ビ ナ ー ト な ど は 防災推進計画の策定
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を 義務づけ ら れ る O さ ら に一定規模の病院や旅館、 百貨庖 、 劇 場 な ど不特定多数の人が出

入 り す る 施設や私鉄、 パス 、 タ ク シ ー な どの事業者 は 、 防災対策計画 を 策定 し な けれ ば な

ら な し ミ 。 施行は公布 日 か ら 1 年以 内 。 (注18)

〈参考 ・ 引用文献〉
(注 1 ) ア ジア 防災セ ン タ 一年次報告書2002j 、 神戸新聞 2003年 3 月 17 日 付
u主 2 ) 人 と 防災未来セ ン タ ー ニ ュ ー ス
(注 3 ) 県発表資料、 産経新開 2002年 7 月 24 日 付
(注 4 ) 産経新聞 2002年10月 16 日 イす
(注 5 ) ア ジ ア 防災 セ ン タ 一 年次報告書2002j
(注 6 ) r復旧 ・ 復興 ・ 飛淘H . 17j (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会 2003年10月 発行、

読売新聞 2002年 1 月 31 日 付
(注 7 ) 神戸新開 2002年 5 月 14 日 付
(注 8 ) 人 と 防災未来セ ン タ 一平成14年度年次報告書」、 神戸新聞 2002年 4 月 23 日 、 24 日 付
(注 9 ) 地方公共団体の危機管理のあ り 方 シ ン ポ ジ ウ ム 」 記録誌 全国市長会他刊
(注10) 阪神 ・ 淡路大震災記念事業 防災シ ン ポ ジ ウ ム 「南海地震への備え」 報告書事 兵庫県
(注目 rいの ち と こ こ ろ の世紀 21世紀 を拓 く 」 報告書奇 兵庫県、 (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会
(i主12) 地域防災シ ン ポ ジ ウ ム In 神戸」 実施報告書
(i主13) 人 と 紡災米米セ ン タ ー ニ ュ ー ス 、 神戸新聞 2002:年 2 月 4 日 付
(i主14) 神戸新聞 2002年 8 月 初 日 付
(注15) ア ジ ア初災セ ン タ 一年次報告書2002j 、 日 本経済新聞 2002年 8 月 5 EI 付
(注目 rア ジ ア 防災セ ン タ 一年次報告書:2002j
(注17) 神戸新聞 2002年12月 25 EI 付
(注18) 神戸新局 2002年 7 月 19 日 付
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第三部

震災研究等 の 状況



第一章

各種 シ ン ポ ジ ウ ム @
セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等



2002年 (平成14年) 2 月 か ら 2003年 (平成15年) 1 月 の 聞 に 開催 さ れた震災 関係 の 各種

シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 を 下記の テ ー マ加 に分類 し 、 開催 日 )11買 の 表 に し た 。

1 . 科学 ・ 技術

2 . 行政 ・ 政治

3 . ま ち づ く り

4 . 産業 ・ 労働

5 . 保建 ・ 医療

6 . 福祉

7 . ボ ラ ン テ ィ ア ・ 市民活動

8 . 環境

9 . 文化 ・ 教育

10. く ら し

11 . そ の他
な お 、 「阪神 ・ 淡路大震災周年記念事業」 に つ い て は ( * ) を 付 し た 。

2003/ i 
2 / 1 8 

@ 設構

2003/ 1 /30 浪災対策校術展 学術展 ・ シ ン ポジ | 実行委員会
ウ ム ( * )

694 お 」 ヰτ ⑫ 名:f重 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト セ〉



2 . 行政 ・ 段、治

兵庫県立美術館

2002/ 5 /12 シ ン ポジウム 「激震が襲う 日 」 読売テ レ ピ報道局 MlD シ ア タ ー

2002/ 5 /22 宅地防災講演会 神戸市 農業会館

2∞2/ 5 /26 1 ワ ー ク シ ョ ッ ブ 「被災地支援の現状 | 公的援助法実現ネ ッ ト ワ - 1 あすて一つぷ神戸
と諜題 ク

2∞2/ 5 /29 I 地方公共個体の危機管理のあ り 方シ j 全国知事会、 全国市長会、 | 兵庫県公館
ン ポジ ウ ム i 兵庫県

2ω2/ 6 /1 3  I 講演会 「仮神 ・ 淡路大震災特の危機 | 静両県建設解材 業団体連絡 l 静i潟県i，li;t公Tlî
環について 会 i 

1古川町j 東吉) 1 1小学校

同迷合

;
尼崎市 杭i頼小学校 他

明石市防災総合訓練

令同防災訓練

2002/ 9 / 5 神戸市例区総合防災訓練

2002/ 9 / 8 神戸市総{f防災訓練

明石市 | 明石海浜公園

兵庫県、 淡路 l 市10fflT 県災害対策セ ン タ 一 、 淡
路島な ど

神戸市 神戸市西氏

神戸市 神戸市内全域

2002/ 9 /30ー | jiL答対策専門研修マネ ジメ ン ト コ ー | 人 と防災未来セ ン タ ー | 人と 紡災未来七
12/13 ス j

2002/10/ 5 地震防災サ ミ ッ ト 2002 神戸市立長自争中学校 務調 | 雨中学校
市立大里中学校

第 6 1討 凶際企業防災シ ンポジ ウ ム I IÐJ実行委員会 ! 大阪[JiJ際交流セ
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主

zω2/11/16 安全 安心 ま ちづ く り ワ ー ク
フ

六JI I 前j 消防訓練

公的援助法実現ネ ッ ト ワ ー | あすでつぶ KOBE
ク 被災昌一支援セ ン タ

淡路県民向 i 洲本ib情報交流セ ン タ { 笈災の風化を 防 ぐ と と も
に 、 将 �ぐの災害に備えて
地i9Xの[5}j災 リ ー ダー を 育
成す る た めの講演会

こ れは人間の["[か 被災地から2003 I 市 民凶体 「公的授助法」 実
世界への謎言 | 現ネ ッ ト ワ ー ク

阪神大震災 自 作 フ ォ ー ラ ム f巨大地 | 朝 日 新聞社、 朝 日 21 関西ス | 神戸朝 日 ホ ー ル
震に鍛えて 広域連泌を考える ク エア

る
と

ム日目一
中9
7

集一
対
一

る一
に一プ

え一
巾1
7を
ム

考一
災
方一フ

を一
大
り
一

万一いれあオ

り一
、
の
フ

域
務
た

広
田}
し

東灘市民放水大会 ( * ) 実行委員会 六川河川i公見l

国連地域開発セ ン タ ー 防災計jml兵 | 同事務!nl
庫事務所 活動パネル展

ス ク エ ア神戸

1 . 17 メ モ リ ア ル行 事 「阪神 淡 | 県立舞子高校
路 大震災を忘れない」

県立鉾了両校

どい 震災を 見直そ う j 兵庫県いずみ会

ム 「阪神 淡路大震災の | 阪神 淡路大渓災救援 復
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開催 臼 i 事業名
2003/ j /25 成14年度 自 主防災活動推進大会

( * )  
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3 . ま ち づ く り

2002/ 3 /24 震災復興土地区画整理事業完成式

こ う べ ま ちづ く り 会館 | 震災後の街の安を河 じ姿 1
で撮 り 続けた定点線測写
真を見ながら復興の歩み
を見つめ直す

震災犠牧者の慰霊碑除幕
な ど

2002/ 4 / 7 広場び ら き

初日2/ 6 / 1 講演会 f渓災復興からJ
2002/ 6 / 2 灘チ ャ レ ン ジ 2∞2 神戸大の学生らが'f'心に

な っ て企画運営。 平成 7
年、 譲住の人々 を元気付け
i ょ う と 「復興祭」 と して
千 J われたのが始ま り

地域福祉セ ン タ ー 真野 川 E難所やテ ン ト村の再現、
公民 い炊 き 出 し。 ま ち づ く り

フ ォ ー ラ ム

ま つ り 一天の | 長田南部地区七夕 まつ り 連 | 神戸市長田区
を込めて 絡協議会

第 8 回 須磨青空コじ気 7 ェ ステ イ パ [ 1可実行委員会
jレ

約 1 ， 500本のササに、 奴
締約 日 万枚がきífí られる 。
七夕祭 り

- ， 阪神淡路大震災復興への軌跡写真展 1 1可実行委員会 神戸市勤労会館

震災で全壊の洲本 ・ 観音寺 落慶法
要

2002/ 1 0/27 新長田駅北地広東部ふれあい祭 り j 新長田駅北地区東部ま ちづ | シ ュー ズプラザ鹿辺l く り 附jlit�

2002/Jl/23 に ぎわいフ ォ 】 ラ ム 甲南本通商)苫街振興純子干 館ムE分仲V商通本南 震災復興の 球と して 、
地球の活性化に取 り 紘む
市内のi笥!缶?苛がi舌lìHH9�
を紹介する

震災全壊のJKfr応辛本:古 落慶法要

ミ ニ防災拠点広場開き

698 策 章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等



隣催日

ベ ン ト 。 震災か ら fJWー ま
で の 写真 を街頭に以示、
震災のつめ跡が残る場所
に は解説パ ネ ル を 置 く

6 J 回 集会所建設 | 建設を 目前に控え た集会
月I の 出発式

震 災 か ら 100 LI 後 の航空
写真な ど、 震災に 関連す
る 各種の航空写真を展示

ま ちづ く り ! 脇浜地域福祉セ ン タ ー | 鎮魂 と 追悼の焼香をす る
と と も に 、 新 しい ま ちづ
く り の決起 をす る

第一主主 @ 各事室シ ン ホ。 ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 699 



4 . 産業 ・ 労働

2002/ 5 / 1 被災地メ ー デー

700 第一挙 @ 各機 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

キ ャ ナ ル タ ウ ン Il;l品

]R 長m駅周辺

.L、w省主仁川rゴ

ポ ジ ウ ム



5 . 保健 ・ 医療

原催 日 事業名 主催者 会場 備考
2∞2/ 2 /21� 「フ ア シ j テ ー タ ーJ 養成 縦 ) レ イ ン ボ ーノ ウ ス レ イ ンボーハ ウ ス 震災遺児の心のケ ア を担
24 当 す る ボ ラ ン テ イ ア の養

成講座
2002/ 3 / 9  'NPO ・ ボラ ン テ イ ア グル ー プ に よ

る 寸こ ど も た ちの体験活動促進事業J
事長止1寸 ムヱミ

2002/ 4 /21 大切 な人を亡 く し た人の会

2002/ 4 /22 人 と 防 災 未 来 セ ン タ 開 設 記 念
フ ォ ー ラ ム

2002/ 5 /  1 � 作品展
19 

2003/ 1 /16 B 米震災国際 シ ン ポ ジ ウ ム

ボラ ン テ イ ア グルー プ 5 凶 フ ェ ニ ッ ク ス ブラ 4サー 震 災で被災 し、 心の傷を
体 負 っ てい る 子 供た ち に、

体験活動を通 じ て心のケ
ア を はか る ための事業報
よfli二メよ斗， 

! こ こ ろ の ケ ア ス テ ー シ ョ ン こ こ ろ の ケ ア ス テ ー シ ョ 参加者が各 自 のベ ー ス で
ン 語 り 合 う

神戸市 神戸市産業振興セ ン タ ー テ ー マ r人 と 人のつ なが
り がい の ち を守る 一市民
救命士が社会にj貞猷で き
る こ と 」

絵画教室 「色彩学関J 北野1 房の ま ち 震災の直後か ら 子 ど も た
ち の心、の ケ ア を し よ う と
「出張ア ト リ エJ を続け

て き た絵liliî教室の過去の
活動 を ま と め る作品民

兵庫県教職員組合 ラ ッ セ ホ ー ル B 米の教育関係者 を斜 き 、
心のウ ア な どを訴し合う

第… 章 ・ 各稜 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ } ・ イ ベ ン ト 等 701 



6 . 福祉

会場

アフガン写真展 神戸ラプ & ピース

備考
震災で被災 した子供たち
に楽 しんで も ら お う と 、
約40 ト ンの雪を提供

関区民セ ン タ ー 他 | 震災で命の尊 さ を知 っ た
被災地でア ブ ガンの現状 i
を伝え る 写真を槻儀

2002/ 3 / 3 ひな まつ り フ ェ ステ イ ハル 脇の浜ふれあいの ま ち つ く i 脇浜地域福干11 セ ン タ - 1 復興住宅に暮らす高齢の
り協議会 震災被災者 を励ますため

の イベ ン ト

1 2ω2/ 5 /16 1 シ ンポ ジ ウ ム 「被災地神戸から ア 7 1 00連訓練誠交研究所、 天理 | ピ ブ レホール
ガ ン救援へ 大学地域文化研究セ ン タ ー

2002/ 5 /16 平和を創 り 出す集会一平和を厚長 う 音 ( 神戸 YMCA
楽 と祈 り の と き

神戸 YMCA

震災被災地の教訓を生か
し、 ア フ ガンの支援につ
いて考 え る シ ンポジウム

震災の被災地から命の大;
切 さ を訴える機会に した

i

い と金雨。 ハ ン ドベル演 |
奏やパレ スチナ i問題につ |
いての講演など i 

6 / 2 ゆめ まつ り 風7 ェ ス タ ゆめ風10倍、円基金、 被災地
障答者セ ン タ ー

6 /22 1 r居住福祉推進」 フ ォ ー ラ ム 問実行委員会

2002/ 6 /29 自立支援金訴訟学習会 公的援助法実現ネ ッ ト ワ- 1 あすでつぶ神戸
ク被災者支援セ ン タ ー

2002/ 8 /25 被災者支援金制度見直 し を考える会

2002/1 1/10 あ しながP ウ オ ー ク 10 

2002/11/16 フ ォ ー ラ ム 「いのち ・ むすび、つな ぐJ I NPO 阪神淡路大震災
r 1 . 17希望の灯 り J

2002/12/19 ト ル コ地震復興報告会 日本災害救援ボラ ンテ ィ 7 1 ひ ょ う ごボラ ン タ リ ー ブ 1 ト ル コ 大震災の復興状況
ネ ッ ト ワ ー ク i ラザセ ミ ナ一室 i を報告
ボラ ン テ イ ア間体 ノ ーサ | サ ン シ ャ イ ン ワ ー プ神戸 i 独居老人やホーム レスの
イ ド 人たちに 昨日る ための も ち

っ き

2002/12/28 被災者支援の も ち つ き 大会

2002/12/30 復興伎宅のお年寄 り にお節を配布 | ボラ ンテ ィ ア グループ 「ふ ! 神戸市内
る さ と J

仮設から復興伎宅に移っ
たお年寄 り に手作 り のお
節料理を配布

2003/ 1 /17 こ こ ろ コ ンサー ト 関問労災病院 ーν一y一一、一J4一ク一
館

ツ一
ムロ

イ一
階抗

力一
学

ル一
西

ア一
関 収益金は レ イ ンボーハウ

ス に寄付
2∞3/ 1 /17 1 阪神大震災メ モ リ アルチャ リ テ ィ ー l 鶴間学院会総

i イ ベ ン ト K.G.OB&OG ジ ャ スナ イ ト
1 . 17 
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7 . ボ ラ ン テ ィ ア ・ 市民活動

続催 日 毒事業名
2002/ 2 / 5  「 ひ ょ う これ市民活動協議会J 設立総

fミN 
2002/ 2 /15 総合7 ォ ー ラ ム -2111世紀文明展望 シ

ン ポ ジ ウ ム

2002/ 2 /16 『ひろげよ う 希望の灯 り J のっとい

阪神淡路大震災 ， 1 . 17希望の灯 り J
意見交換会

2002/ 2 /20 ア ジア地域災害 NGO シ ン ポ ジ ウ ム

2002/ 3 / 9  KOBE 1)iJ際父流 フ ェ ア 2002 

2002/ 3 /10 阪神淡路大震災 ， 1 . 17希望の灯 り J
設立総会

2002/ 3 /25 研修ツ ア ー

2002/ 4 /20 映画 'WITH" 若 き
i決

女
会

性美術作家の
生涯」 完成記念 上

2α)2/ 8 /22 ボ ラ ン テ ィ ア セ ミ ナ ー

2002/ 9 /22 大震災 ・ 神戸空港 ・ そ して脱ダム宣
告 過去 ・ 現在 ・ 未来 を誇る

2002/1 1/30 全国安全都市市民サ ミ ッ ト

2003/ 1 /17 2003年 1 . 17 市民ボラ ン テ ィ ア に
よ る 追悼

2003/ 1 /18 被災地 ・ 被災者 と ボラ ン テ イ ア活動
を考える総合討 論会

主催者 会場 備考
同協議会 神戸市教育会館 震災後に広がる おPO の

活動 を さ ら に発展 させ、
市民に発信する

(財) 仮衿 ・ 淡路大震災記 兵庫県夫会館 ; テ ー "7 '''ffi画 と i同j 念協会 が拓 く 21 1世 紀 日 本 の ピ
ジ ョ ンJ

科同 ら の感謝の手紙事務 宮セ ン タ ー プ ラ ザ 震災で学んだ支え合いの
h若 心 を広 く 伝え て い こ う と

設立 を 日 指す法人につい
て、 今後の方針な どにつ
いて訴し合う

NPO 阪神淡路大震災 二三宮セ ン タ ー プラ ザ NPO 法 人 設 立 を 前 に、
， 1 . 1 7希望の灯 り J 活動方針について怠見を

交換する

同実行委員会 ポー ト ピ ア ホ テ ル 各地で 自 然災害への救援
や復興の支援活動 を続け
る NGO が連機の道 を探
る ため の シ ン ポ ジ ウ ム

問実行委員会 ノ\ー ノミー ラ ン ド ・ スJてー 震災を き っ かけ に活発に
ス シ ア タ ー な っ た間際ボラ ン テ ィ ア

を広 〈 知っ て も ら う ため
の フ ェ ア

神戸から の感謝の 子紙事務 二之官セ ン タ ー プラ ザ 震災犠牲者の遺族 ら が集
局 い、 震災で学んだ 「支え

合 う こ こ ろ」 を次代や全
同 に 11.; げ る た め の NPO
法人の設立総会

r自涼災害 救援ボラ ン テ ィ ア 神戸市内 震災の被災地ボラ ン テ ィ
の会 ア の活動 を学ぴ、 防災意

識を高めるため に、 被災
地 を訪問す る

r"J�夫両 L狭委員会 兵庫県民会館 震災に遭い、 ボラ ン テ イ
ア に 目 覚めて活動を続け、
23歳の若 さ で亡 く な っ た
女'I'tの人生をつづった映
屈 を 仁映 し 、 真のボラ ン
テ ィ ア と は何か を 考 え る
機会 と す る

阪神 NPO 連絡協議会 プ レ ラ に しのみや 震災を き っ かけに広 ま っ
た NPO 法人について、 60
歳以 tのシニア層 を対象
に理解を深めて も ら う た
めのセ ミ ナ ー

兵庫県震災復興研究 セ ン 神戸市勤労会館 問 中長野県知事が大震災
タ ー 時にボラ ン テ ィ ア活動 を

し た際の教訓 を語る

問実行委員会 神戸市内 防犯 防災汚動に、 どの
よ う に市民が参加で き る
かについて考える

特定非営手IJ活動法人 東灘 御影旨水館 イ ベ ン ト 広 震災の記憶 を 諮 り 伝える
地域N}Jけ合い ネ ッ ト ワ ー ク 去最 ための行事 を実施。 炊 き

出 しサー ピス他、 震災当
日寺のボラ ン テ ィ ア活動の
ピデオ紋換な ど

週末ボラ ン テ ィ ア あ す て つ ぶ KOBE ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に 携
わ っ て き た人た ち が感想
ゃ反省、 こ れか ら の夢 を
語 り 合い、 9 年 忌 の活動
の と ン ト を見いだす

第一章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー - イ ベ ン ト 等 703 



コ ー プこ う べ第 2 地区 ボラ ン テ ィ
ア大会 2∞3 ( * ) テ ィ ア セ ン タ ー
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8 . 環境
調催司 事業名

1 2∞山 /16 個展 「震災 7 年の復活宣言J

2002/ 3 /17 六 甲 グ リ ー ンベル ト 森づ く り フ ェ ア

2002/ 3 /20- レ ク イ エム ロ ー ド コ ンサー ト と 記念
24 植樹

2ω2/ 3 /21 桜の植樹祭 ・ 菜の花 ま つ り

2002/ 3 /31 「は る かち ゃ んの ひ ま わ り 」 種 ま き

2002/ 7 / 6  コ ス モスの種 ま き

2004/ 1 /17- 慰霊復興の り ん ご樹 に対す る 施胞な
31 ど

主催者 会場 備考
三原 泰治 ス

� &
タ

キ
ジ、オ

ヤラ
・ チ

リ 】
ー ズ ・ 被

水
災
の循

地
環
の樹

の
木

大切
の生

さ
命
を

力
認
や識

す る ため に儲いた作品展

罰土交通省六甲砂防工事事 泌森展望公歯 震災を契機に、 六 甲 山 系
務所 の地主主 を樹林併で強化す

る ための植樹会

レ ク イ エム ロ ー ド実行委員 j 灘浜緑地 他 震災犠牲者 への鎮魂の願メ五ミ い を込めた桜の木を椀樹

レ ク イ エム ロ ー ド災行委員 灘浜緑地 震 災の犠牲者に対する鎮メヱ三〉イ、 魂の願い を込め、 サ ク ラ
のE百を植樹

地元有;t: I1J手幹線 震災で犠牲 に な っ た加牒
は る か ち ゃ ん を し の び、
ヒ マ ワ リ の花を 咲かせ絞
け る

武庫川河川敷公園 を美 し く 武庵)1 1河川敷 震 災復興 を隠っ てお知県
す る 会 路知町 か ら 宝塚市に寄贈

t さ れた コ ス モ ス の種 ま さ
環境炎化を進める 会 被災各地の リ ン ゴキ直栽の 主霊災犠牲者 の慰案 と 復興

現場 (神社仏関、 や校、 を駆っ て令国 よ り 得贈 さ
公園な ど) れ た り んご樹の手人れを

す る こ と に よ り 、 追悼す
る

第一主主 ・ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー イ ベ ン ト 等 705 



9 . 文化 ・ 教育

2002/ 

2002/ 3 /16 

2ω2/ 3 /17� 1 絵柄反
19 

2002/ 3 /17� I 復興絵両民
1 8  

高木 俊子 こ う べ ま ちづ く り

2α)2/ 3 /20� 
24 

「 レ ク イ エム ロ ー ドj チ ャ リ テ ィ ー
コ ン汁ー }

他館料必耳鶴の沢】民委
一rJ実Hhi

 

ロムエノ々ノレ
ん百

2002/ 3 /21 か か 一 一 づ 一 ン

ンス倶楽部 ! 神戸新開松h方ゐホ一Jルレ

震災で被災 した子 ど も た
ち を励 ま すためのス ノ ー
ボー ド教室

神戸市\r産業振興セ ン
タ ー ホ ール

f亙t専の詩 vol. 8 

2002/ 4 /21� I 絵両展
24 

小笠l立 誠次 (曲j家) →サ ンノ幻レ 「気」 を テ ー ? に、 鎮魂
の祈 り を 込めた現代絵爾
な どの作品展

2002/ 1 /26� I 墨彩 lifij個展 武井 泰道 (曲]家) ギャ ラ リ ー小 さ い芽 | 芸術 の力で心の復興を支
j愛する ための墨彩問展
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2002/ 5 /14 

2002/ 5 /17 震災復興支援 レ ク イ エム コ ンサー ト

2002/ 5 / 1 7 チ ャ 1) テ イ 』 コ ンサー ト モ リ ユ リ 青楽事務所

2002/ 5 /18 チ ャ リ テ ィ ー コ ンサー ト モ リ ユ リ 音楽事務所

: 2002/ 5 /20 I こ こ ろづく り 絵画教室 i可実行委員会

2∞2/ 6 / 2 - 1 ふる さ と神戸 水彩画 パネル展 1 以 康男 (水彩創家)
29 

仮設ラ イ ブイ ベ ン ト ホール ア ス タ
ス ク ウ ェ ア関空自祈念: コ ンサー ト 「ア
ス ゲ マニア ーナ」

ア トパフ ォ ーマ ン ス 「青い龍」

2002/ 7 /20 め ち ゃ め ち ゃ えか き教室
年委員会、 兵庫県立美術館、
ア ッ プリ カ育児研究会、 毎
日新聞柱

杉並公会堂

備考
収益の 一部を震災の義援
金に君子約
被災者?を励ますためのコ
ンザーー ト

I ]是災被災者を支援す る た i
め の チ ャ リ テ ィ ー コ ン i
サー ト

ア jレ カ イ ッ ク ホ ル | 笈災直後に付!員が 「本当

う は らホール

lこ復興でき た ら 歌お う 」
と 誓 っ たモー ツ ア ル ト の
「 レ ク イ エムJ を台哨
災等にあ った人を励ます
コ ンサー ト

大阪府立女性総合セ ン | 災害にあった人を励ます |
コ ーノサ- c

ど神戸の街を描いた水彩
i量iやパネルを民不

記録狭間 「野市北部 ・ 鷹
取 の 人 び と 第 11 �iI)J 
ト ー ク l イ ン タ ー コ ミ コ
ニ テ ィ ーのすすめ」
収益金l土台湾の天災遺児
支緩に光てる 。 台湾民謡 !
な ど j 

震災犠牲者への鎮魂 と再
丑 への析 り を込めて実施

被災地Lの子ど も た ち を励
ま す た め 開催。 I土i し 、段

jレ1'Îl に 門 出に絵をJ品

2002/ 7 /21 野あそび夢広場 毎日新聞社、 毎 日新聞大阪 | ハ…ハー ラ ン ド
社会事業問、 阪神 淡路震
災復興支援1011'委員会

2002/ 7 /25 鋭、j間関復J乙チ ャ リ テ ィ ー コ ンサー ト J 鎖i関関復JL委員会

2ω2/ 7 /31 i フ ェ ニ ッ ク ス ジ ャ ス フ ェ ス テ ィ パル I lfiJ実行委員会
! PART 1 

2002/ 8 /  Õ 

2∞2/ 8 / 5 -

神戸新開松方ホ…

第一章 @ 各穏 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー - イ ベ ン ト 等 707 



穏健 司 事業名 主催者
2002/ 8 /1 1  絵手紙展 同実行委員会

2002/ 8 /18 野あそぴ夢広場 毎日新聞社、 毎日新聞大阪
社会事業団、 阪神 淡路震
; 災復興支援10年委員会

2002/ 8 /19- 問一一 ヨ ツ プ l -一一
21 

2002/ 8 /25 フ ェニ ッ ク ス ジ キ ズ フ ェ ス テ イ ノミル IffJ実行委員会
I PART 2 

1 2002/ 8 /27- 〈阪神淡路大震災 ・ ニュ ー ヨ ー ク 戸i 和問 :享
29 時多発テロ〉 犠牲者追悼 和田 淳

一後 十二神将 =和の こ こ ろ =

1 2002/ 8 /31 防災のつ どい 下地域で活躍する若者 神戸市消防局
たち J

2002/ 9 /  県立舞子高校と ネパールの学校との 問実行委員会
交流写真展

2002/ 9 /16 水彩頭 ー 版両民 新たな旅立ち 榎木 孝明

20位/ 9 /l81 ニ ー ω02プロ ジ ェ ク ト 一入国際協ー
1 2003/ 4 ミ ー

2002/ 9 /18 中協フ ィ ルハーモニー オーケス ト
ラ 公潟 リ ハーサル

2002/ 9 /28 ブ ァ ドコ ンサー ト

2002/ 9 /30 霊童災遺児のためのチ ャ リ テ ィ ー コ ン
サー ト

2002/10/ 1 - 墨彩雨展 鎮毒患のイムたち
6 

2002/10/ 6 震災復興市民康史講座 「よ みがえれ、
兵庫の中世」

2002/10/18 1 BANYU いのちのコ ンサー ト

2002/10/19 野あ び夢広場

1 2002/10/20 第 4 閲 こ こ ろづく り 絵画教京

2002/10/20 ラ テ ン ミ ュ ー ジ ッ ク ス ト リ ー ト &秋
の大バザー
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阪神 ・ 淡路震災復興10年委
員会な ど

問実行委員会

神戸山手セ ミ ナー

神戸山手セ ミ ナー

康史資料ネ ッ ト ワ ク

朝 B新聞社

社
毎
会
日新
事

向

業
社
問
、
、
勾 日新開大阪
阪神 ・ 淡路震

災復興支援10年委員会

i可実行委員会

神戸ながた TMO

会場 備考
プラザ 5 復興土地区画撃理事業が

進む御蔵地区で住民の交
1J託を進め よ う と 向かれて
いる絵手紙教室の作品洪

ハーノくー フ ン ト 伝統的な遊びを通じ、 世
代間の きずなを深める。
割 り ばし鉄砲、 竹 と んぼ

人 と防災未来セ ン タ ー ま ちの防災探偵団になろ
う 。 ベ ッ ト ボ ト ルで鱒単
液状化実験。 世界災害調
すま隊一 HAT か ら み え る
アジア

神戸朝 日 ホー ル

兵庫県民アー ト ギャ ラ 追悼様、 薬師如来を守護
す る十 一神将を描いた 日
本 i厨やぴょ う ぶなど

ピ フ レホール 中学 高校で紡災活動に
取 り 組んでいる生徒のパ
ネルデ イ ス カ ッ シ ョ ン

Y ス ク エア 県立舞子高校と ネパール
のノミ jレ ピ カ ス ・ セ カ ン ダ
リ ー ・ ス ク ー ル と の防災
教脊 ・ 交流の写真展

そごう神戸1占 画家で も あ る 、 俳優 榎
木孝明の作品展

ト ルコ の 5 都市 1999年の ト ル コ大地震の
; 被災者を励ま すため、 日
本の現代美術家約50人の
作品を巡回展示する

神戸国際会館 日 中凶父30周年を記念 し
! て関{援さ れる オ ーケス ト
ラ公演の リ ハーサルに被
災地の子供 と保護者を招
待

j シ ューズプラザ 1 ') ス ボ ンで生ま れた民衆 |
歌議フ ァ ドの コ ンサー ト 。
被災地 を元気つけるため
関f量

神戸i霞心舘ホール 収益は レ イ ンボーハウ ス
へ贈ら れる

ダ イ ヤ モ ン ドギヤ フ リ } 議彩幽家 本庄基晃のイ乍
品展。 収益の 一部を レ イ
ンボ ハ ウ ス に寄附

神戸市 Æt史遺産を被災地の復興
や ま ちづ く り に役立てる
ための開催

神戸文化ホール 校成彰の 「震災のため
の レ ク イ エム J な どの H
本の主要な オ ーケス ト ラ
の コ ン4庁ー ト マ ス タ ー と
OB た ちの演奏

六甲ア イ ラ ン ド公i事l 昔ながらの遊びを通 じ
子 ども たちが裂や祖父母
の世代 と交流を深める。
竹と んぼづ く り な ど

淡路夢舞台 自然の中で絵を描き なが
れ

|
I
合
ら被
う
災地の親子らが蝕

新長凶悪i南地f;{ ラ テ ン古一楽ラ イ ブ。 大陶
ト得市、 7 ') ーマー ケ ッ



ル ひ ま わ り の背の高 さ
を競う コ ン テス ト の結果
発表展
収益は全額震災遺児への
焚学金に充てる

阪神大渓災で亡 く な っ た
!

児童 4 名 を悼 し んで植樹J
京都府城陽市の青谷小学
校から贈られた梅の木

よみ う り 神戸文化セ ン タ ー | よ み う り 神戸ホー ル ! 日 本 と エルサルパ ド Jレ雨
! 国の若手芸術家の絵商、 } 
版画展。 エルサルパ ドル ;
地震の復興状況の写真展 j
耳之 t 

2002/10/27 震災遺児救援 ・ 同本教会ガ デ ン | 日本キ リ ス ト教団関本教会 | 岡本教会前庭
セール

2002/10/27 鎮魂と交流の織の木様替I 問実行委員会 神戸市立本山第 一小学校

J

 

、ぇギl小め「ム耳瞥見展nwU

 

2

 

/

 

ー/
3

 

陀
/
0
1

 

つμτi

備考
タ � I 阪神大渓災復興の シ ン ボ

2α)2/ll/ 3 � I 六甲音楽祭21 . 2 日 間世界 周 ー 音 | 六甲音楽祭実行委員会 | 柊龍寺 他 計 10箇所 ! 神戸のシンボル六甲山を
4 楽の旅 拠点に した青楽 イ ベ ン ト

で、 被災者の復興の意欲
を わ き 立たせよ う と する
イ ベ ン ト

ン ヨ ー

震災を諮 り 継ぎ 、 神戸か
ら新たな感性を発信する
フ ァ ッ シ ョ ン シ ョ ー

2∞2/11/ 4 I rコ ウ ベ ヤ ン グ ク リ エ イ タ ー | コ ウベ ヤ ン グ ク リ エ イ | 東遊間地
ク ラ ブ J 発足記 念 フ ァ ッ シ ョ ン | タ ー ク ラ ブ

2∞2/11/ 4 チ ャ リ テ ィ ー コ ンサー ト 偉偉の世 | 問実行委員会
界

神戸文化ホール

2ω2/11/ 8 - 1 震災絵本原両展
17 

久万中学校

i 蕨市立歴史民俗資料館 i 蕨市立歴史民俗資料館 | 震災をテーマ に し た 2 冊
の絵本の版画展

震災 を語 り 継 ぐ神戸の
I rグルー プ。11む の メ ン

i 2002/11/12 部 と の交流 久方中学校

2002/11/21 ス ク ール コ ンサ ー ト

2002/1 1/22 字筒飛行士に よ る 講演会

i 2002/1 1/22 震災遺児支援チ ャ リ テ ィ ー コ ンサー | ウ イ ン ド ・ ミ ュー ジ ツ ク カ i 神戸オ リ
ト ! ンパニー

! 

2初00偲2/1日1/2ω9ト一 I r、blu山c fil江îlrrπ山I

Iロ2/ 1

2∞2/12/ 4 モープ ・ ガ レ ッ ト 交歓会 ( 本
1
1司実行委員会

!
神戸文化ホール

2002/12/14 I 演奏会 「光も ど り で新たな街へ アー ト ・ サポー ト セ ン タ ー i 神戸朝 日 ホール
神戸

ちの心をいや し、 励 ます
こ と を 目 的 と し た コ ン
サ ー ト

震災の思いや雫気を残す
ため 、 震災 7 年後をテー
マ に し た演劇を k演
[1]:親 コ ー ラ ス グループに
よ る合唱交歓会。 被災体
験 を 有 す る 神戸市母親
コ ー ラ ス述絡協議会の加
奴チーム

震災当時の気持ち を思い
起 こ し 、 新た な エ ネ ル
ギー を生み出すためのコ

第 ぉ章 ・ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー - イ ベ ン ト 等 709 



井上 賀友 大丸神戸商ブロ ッ ク 30
カ ーポー ト ギャ ラ リ

毎日新聞打 、 朝日 カルチャー | 神戸朝 行 ホール
セ ン タ

Fl本野あそひ、協会、 毎 日新 | 六甲ア イ ラ ン ド公組
閣社、 11) 口新聞1大阪社会事
業団、 阪衿 淡路震災復興
支援10年委員会

阿富 市 西宮市内 後 ー し た街校みを広 き 、
li1:íf;，の廃史や円然、 文化
の素晴 ら し さ を 感 じ る
ウ 方 ー ク

2002/12/23 

2003/ 1 / 5  

5

 

/

 

/

 

つοα

 

ワノμ

ンサー ト 「私た ち i ヴ イ オ リ ラ ・ ハー ブ
し き 人々 の魂 を」

事l楽鉛ホー ル

1 ・ 17逃 I I"J尖行委員会

実行委員会 神戸 阪神間の幼稚園か
ら高等学校ま での学校及
び地域団体に よ る合唱、
合奏

710 第一章 @ 各種ー シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー イ ベ ン ト 等



元町l阿国E
21 
2003/ 1 /16-
21 

メ ンバー神}二iプロ ジ、ゴ ク 1 アー ト ホール神戸
ト 神戸の塁童保存尖行委員

初日3/ 1 /17- I r画家たちのメ ッ セー ジJ 民
22 

/17 I 1 .  17 KORE MEETING 2003 

2003/ 1 /17 

1 . 17 NAGATA ゴスペ ル コ ン
サー ト ( * )

空三と1 7 上竺三笠主主竺竺主笠竺1
2003/ 1 /17 こ ども

2003/ 1 /17 シ ョ ー ロ

震災朗読摩iJ r 青い空に絵をかこ う J 1 [fiJ'実行委員会

チ ャ リ テ ィ ー コ ンサー ト 「続けなけ | ム ジ刀 L房
れば続かない」

í'll魂の ト ラ ンベ ッ ト コ ンサー ト

サ ンパjレ市民ギャ ラ ワ ー ; 県内の美術家たちが、

神戸市内

芦屋市立山手小学校

制規現代劇場

災者た ち を￡気つqJ よ
と始め ら れた合同涙
向 日 の千十??愛J'!!の コ ン

サー ト 。 収益令は レ イ ン
ボーノ\ ウ ス に日司る
ゴスペルコ ンサー

第一章@ 各種シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 711  



事業名 主催者 会場 備考
教育復興 兵庫県教育委員会 県民ノト劇場 他 学校における新たな紡災

教育の効来的な指導方法、
地域と 連携 した防災体制
の在 り JTや被災児童主 徒
の心のケ ア等について協 ;

ア ー

く なっ た現代美
術 の巨匠 ・ 津高利 氏の
追悼民

同実行委員会 兵康�公館

追悼 コ ン 21世紀あ しや生涯学背 芦屋市民セ ン タ ールナ ・

ン タ ー

劇団 ミ ク ル ミ ュ ー ジ ッ 大阪厚生年金会館
ク カ ンノ〈ニー
甲南学罰同窓会 j 司王生記念セ ミ ナーハウス

手話に よ る歌 と語 り 「ぼく たちの 1 . 1 劇団 ? と、ろ っぷす
17J �希望をつむいで~

す る のかoJ と い う
を考える機会とする 。 三
宅島噴火火災の現状報告、
三宅島か らの避難に関す
る体験談、 救護訓練等

東氏都練馬区立南町小学 l 阪神 ・ 淡路大渓災での体
校 ( 験を手話を交えて表現す

る

震災 8 年芦屋 ， あすに i苛かつてハ ン J 問実行委員会
ガ リ …'金内 オ ー ケ ス } ラ ニュー イ

ト ( * )

jレ 7 ホー }v

実行委員会 垂水健康公霞l

2003/ 1 /18 防災訓練

新
事
興
一

日
会
復
一
校

毎
社
災
一
学

・
阪
震
一
小

会
大
路
一
台

協
期間
淡
会一
子

ぴ
新
・
員一
の

そ
汀
神
委一
皮

あ
毎
阪
年一
立

野
、
、
川山一+巾

本
社
民
援一
戸

日
間卸
業
支一
一神 地域の防災福祉コ ミ

テ ィ ー 、 PTA も 入
学年毎に訓練

別 的 l /lS カ ガカ SP 復興ラ イ ブ ! 何実行委員会
2003/ 1 /H 震災 3 周年 西宵邦楽 コ ンサー ト | 実行委員会

2ω3/ 1 /19 

712 第 主主 ・ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等



開催 日
2003/ 1 /1 9  

2003/ 1 /19 

2003/ 1 /24 

2003/ 1 /25� 
26 

i 2003/ 1 /25 

2003/ 1 /25 

2003/ 1 /26 

1 /26 

事業名 主催者
東浦町復興支援ラ イ ブ 春待ち フ ァ 実行委員会
ミ 1) BAND ラ イ ブ ( * )

メ モ リ ア ルサー ビス 兵庫 ・ 生 と 死を考え る 会

神戸震災 8 年への祈 り ~松愛大 ・ 沙羅の木会神戸支部
沙緩の木会 35周年特別 コ ンサー ト

1 .  17 NPO ボ ラ ン テ イ ア フ ェ ス 特定非営利活動法人コ ミ ュ
タ ( * ) 子 ど も ブ エ ス タ 削 ) 文 j ニ テ イ サポー ト セ ン タ ー
fヒ フ ェ ス タ (26 日 ) 神戸、 住吉コ } プ干福祉ボラ

ン テ ィ ア セ ン タ ー、 東灘区

子 ど も のための コ ンサー ト 石野 靖日J、

第 3 凶 芦屋芸術祭 ( * ) 主主行委員会

酒蔵公演 ー鎮魂 と 希望の太鼓 ， う 神戸市役所セ ン タ ー合明図、
た- ( * )  太鼓衆E!J r輸出鼓」

灘じまこ ど も のつ どい ( * ) 実行委員会

会場 備考
サ ン シ ャ イ ン ホ ー ル 春f守ち フ ァ ミ リ - BAND 

ラ イ フ 、 被災地の こ ど も
た ち を励 ま す 「手作 り 来
器教室J 等

六 甲 カ ト リ ッ ク 教会 震災犠牲者 ら を し のぶ。
松本信愛 ・ 英知l大学教授
のお話と者 半苗さ ん ら に
よ る ピ ア ノ や フ ル ー ト 演
奏な ど。 無料

ピ フ レ ホ ー ル 相愛大学音楽部同窓、神戸
支部の コ ンサー ト

東灘区民セ ン タ 一分館小 震災被害の大 き か っ た東
ホ ー ル 灘地域が文化的 に 豊かな

生活の場に な る こ と を 目
指す催 し

こ う べ ま ちづ く り 会館 震災で被災 し た子 ど も た
ち を豊かな育楽で励 ま す
ためのコ ンサー ト

芦 原 市 民 セ ン タ … ル こ ど も た ち を 中心 と した
ナ - ホ ー ル 他 ス テ ー ジ イ ベ ン ト 、 舞台

芸術、 オ ー ケ ス ト ラ 、 炊
き 出 し、 大道芸 な ど

神戸j酉心館ホ ー ル 阪 神 大 震 災 鎮 魂 組 樹
γ1995年 1 月 17 臼 」 部分

演奏i 王子公恥競技場 他 J�l{乍 り 教室、 凧あげコ ン
テ ス ト

第一章 ・ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 713 



住
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よ
活
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災
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う

設
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生
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街
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た
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時
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状
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を一
が
テ
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入
、
の
知

の
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百円
。
状一
れ
ニ
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転
に
域
を
座

時
態
活
談
縦一
薄
ユ
う一
に
象
地
と
議

当
実
生
相
の一
後
ミ
よ一
後
対
ゃ
な
の

災
の
o
ず
建一
災
コ
せ一
災
を
況
力
め

袋
同
同
同
医
福
崎
さ一

四
尽
状
魅
た

ロロb羽お術美A品

地

記

跡

撒眠

校

小

学

立

ヰ歳

一口ノ

干

神

協hり，〆、、づち

所

ま

役

合

区

連

灘

区

東

地

市

古叫
ん百

一円

千
議

神

10 . く ら し

開催 8 事業名 会場主催者
2ω2/ 2 / 3 野あそび夢広場事業 毎日新聞t、 毎 日新聞大仮 j 大同公潟

社会事業団、 阪神 ・ 淡路震
災復興支援10年委員会
兵庫県 i フ ェ ニ ツ ク スプラザむすぶ っな ぐフ ォ ー ラ ム

全閣在老所 ・ グルー プホー ム グ | 兵庫県村 会福祉協議会 | 神戸国際会議場
jレーブハ ウス研究交流フ ォ ー ラ ム

桜まつ り 1 仮設Jじ住民イJ志 西神中央公i弱

2002/ 5 /19 野あそび夢広場事業 毎日新間社、 日本野あそび | ハーノミー ラ ン ド
協会

2ω2/ 6 / 2 木造住宅の耐久 ・ 耐震燃と欠陥住宅 | 日本木造住宅耐震補強事業 i 神戸ク リ ス タ ルホール
問題を考 える市民の集い I 者協同総合

2ω2/ 7 /31 震災の ま ちから食のま ちへ f ぼつか j 神戸ながた TMO
けカ レ一発売前夜大試食会」

アス タ ス ク ェ ア

2002/ 8 /17 第 7 回 8 ・ 17被災地の集い 問実行委員会 神戸市役所

2∞2/1 1/ 3 千歳防災大運動会

2002/11/21 転入区民議賂

2002/1 1/29 リ 汁 イ ク ルバザー

パザ}

神戸高 ・ 助 けttい ネ ッ ト I r司 ネ ッ ト ワ ー ク事務局前 | 復興住宅に移っ た被災者
ワ ー ク を対象に し た リ サイ ク ル

2003/ 1 /18- I 阪神 ・ 淡路大震災 8 周年 イ ベ ン ト | 実行委員会
19 炊 き 出 し大会 ( * )

人 と 防災米来セ ン タ ー敷 | 震災での人 と 人 と の触れ
地内お よ びその周辺 | 介いの象徴的な行為の

つであっ た 「炊き 出 し
を開催する 。 炊 き 出 し、 ; 
震災の思い1:1-1 を綴っ た子
紙や震災)1 11ípの公募 展
示、 家族防災教室の開催

714 第一章 ・ 各稜 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等



1 1 . そ の他

開催 日 事業名
2002/ 2 / 2  シ ン ポジ ウ ム 「被災地かl 日 本 ・ i吐

界を考 え るJ

2002/ 2 /1 3- 写真展 「復興/再建/回想、録」
4 /26 

2002/ 3 / 2  I i酉蔵語 り ベの集い 心 と 命 を 語 り
奏でる

2002/ 3 /23- HAT 神戸 ブ ェ ス テ イ ノ ミ Jレ
1 /14 

2002/ 3 /24 しあわせの村 「春の フ ェ ス タ 」

2002/ 3 /25 メ リ ー プロ ジ ェ ク ト

2∞2/ 3 /29- I Merry in KOBE 初02
4 / 7  

2002/ 4 / 6  花見の会

2002/ 4 /13 和H乍 ミ ュ ー ジ カ Jレ 「そ lまのイム あ る
学童疎開の子 ど も たち J

2002/ 4 /13 第18回 震災モニュ メ ン ト ウ オ ー ク

2002/ 4 /20- イ ン フ イ オ ラ タ こ う べ
5 / 6  

2002/ 5 /1 1- ク ラ シ ッ ク カ ーノ て レー ド 「 ポ ン テ
13 ベル レ」

2002/ 5 /1 1 - 新開地 ミ ユ } ジ ッ ク ス ト リ ト
12 

2002/ 5 /26 ユ ニ セ フ カ ッ 2002 凶際
ノ、ー フ マ ラ ソ ン

2002/ 6 / 6 - 海外メ デ ィ ア ツ ア ー
1 8  

2002/ 6 /15- KOBE フ ァ ン ヴ ィ レ ツ ジ in East 
Park 

1 2002/ 6 川 第 19 囚 言葉 災 モ ニ ュ メ ン ト 交 流
ウ オ ー ク

主催者 会場 備考
，Iî民z議員立法笑攻J位進本 芦屋IU村サ ロ ン 震災の被災地の現状 と 今

員
部

会
、 市

他
民被災地都市構想委 f去の課題について考え る

ためのシ ン ポ ジ ウ ム
ア ア 協会 テ ロ に見舞われた ニ ュ ー

ヨ ー ク で、 天災や戦禍で j
壊滅的な被害を受けた神
戸 市 な ど世界 7 都市の復
輿の軌跡 を た どる 写真展

965の会 灘五1 渓災の体験を是正化 さ せず
に伝え る ための集い

問実行委員会 神戸東部新都心 「いのち ・ 愛 ・ 感動J を
テ ー マ に、 国際交流のノ可
ザー んや、 ガ ー デニ ン グ
市な ど、 復興支援 に士、Iす
る 感謝のイ ベ ン ト を 開催

し あわせの村 しあわせの村 フ リ ー マー ケ ッ ト や、 震
災犠牲者の追悼活動 を し !
て い る し ら いみ ち よ 氏に
よ る コ ンサー ト な と

水祭 孝次 神戸 i!ïふ長汀i区内 神戸の復興や、 吋 ッ カ ー l
ワ ル ド カ ッ プの成功 を
願 う メ ッ セー ジ と 共に22
枚の笑顔の写真を展示

水谷 孝次 子守ユ オ ド ー ム 1 7官民がモデル と な っ た笑
顔のポス タ ー を展示し、
Wf干、を 歓迎する 気持ちゃ、
君主災時の支援に対す る 感
言詳の気持ち を伝える

; 遺族 他 H霊!日公幽 震災で亡 く な っ た夫婦を
し の ひ\ 遺族 ら が夜 り し
れ の故人について話 り fr
つ

日 南町総合文化セ ン タ ー 兵庫県立文化体育館 鳥取県凶部地震への支援
に対す る感謝や、 阪神大
震災の犠牲者への追悼の
設 を 表そ う と 、 鳥取県 日
[主目立の住民が公演する

NPO 阪神淡路大渓災 甲山森林公園 他 被災地に建て ら れた慰家
， 1 . 17希望の灯 り 」 碑な どを訪ね歩 く

地元 白 治会、 百五rlf 他 あ じ さ い通 り 他 震災か ら の復興 を原買い、
神戸市内の道路や公関 に
チ ュ ー リ ッ プの1とひ ら で
絵 を 描 く

1']実行委員会 六甲 イ ド 他 震災復興を ア ピー ル し ょ
う と ク ラ シ ッ ク カ ーのパ
レ ー ド を す る

問実行委員会 湊)1 1公開 他 震災後に活気が失われた
街の良さ を音楽 を 過 し て
ア ピ ールする経新 そT ン ケ イ ス 武原)1 1M川敷 参加費の一部を震災の復

ポ ー ツ 、 宮市体育協会 興支援に あてる

神戸市 人 と 妨 災 未 来 セ ン タ ー サ ッ カ ー ワ ー jレ ド カ ツ f l
他 期 間 中 に神戸 を訪れる世

界 の メ ディ ア 関係者に、
震災の発生か ら 復興 ま で
の!l."み を紹介する

問実行委員会 東遊wl地 大災災で支援 し て く れた
外ド!の人たちへの感謝の
メ ッ セ ー ジ も 込め る

NPO 阪神淡路大震災
， 1 . 17希望の灯 り J

第 主主 ・ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 715 



開催 臼 事業名 主催者 会場
2002/ 7 /20 、 ま わ り N

「
PO
1 1

仮
7希
神
望
淡
の
路
灯

穴

り
震
J
災 神戸市内

2002/ 7 /: ミれあ ハ夏祭 り 2002 同実行委員会 セ リ オ f光の広場J

2002/ 8 / 3  平和灯 と う 流 し I I京ノk爆禁 言ntí協議会、 鳴尾新II I

地蔵盆万灯会
24 

2002/ 8/31 大阪防災 S ウ オ ー ク

2002/ 9 / 6  関西発命の ラ ジオ シ ン ポ ジ ウ ム
巨大災害にそなえて

2002/ 9 /14 第20lÞ:1 震災モニュ メ ン ト 交流
ウ 万 一 ク

2002/1 1/15 震災資料京展

1 2002/11/17 一主主災の と き みんなで助け合っ た心
を忘れずに~ 一 七市拡大版 02 

2002/1 1/17 重三災モニユ メ ン ト 東西交流ウ ォ ー
ク

2002/1 1/20 福
芦屋

岡

の
の
小
中学
学
生
校
が
を
震
訪
災
問
の教訓 を学びに

2002/1 1/24 Kinki 世さ こい腕 り 真釣 ( ま つ り )
1ll 長関

2002/1 1/24 青木股史ウ ー ク

2002/12/ II � 特大ケーキ展示

2002/12/12� 神戸jレ ミ ナ リ エ ( * l
25 

2002/12/19 ト ルコ地現況報告会

2002/12/20 や さ し さ を あ り がと う ・ ク リ スマス
コ ン→サー ト

2002/12/23 阿古'い き い き メ モ リ ア lレ ウ オ ー ク

2003/ 1 /10� 竹 製ロ ー ソ ク 立て造 り
17 
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西宮市原爆被災者の会

伽耳E院 伽耳\I�右

問実行委員会 大阪府、 兵庫県

関西地院の AM ラ ジオ7局 大阪歴史博物館

NPO 阪神淡路大震災 神戸 ，Jí束課長夜、 灘!え
c 1 . 17希望の灯 り 」

人 街 な吋開室 l 人 街 山問科出

[百!実行委員会 JR 新長田駅前広場

NPO 阪神淡路大震災 JR 兵庫駅 他
γ 1  . 17希芸員の灯 り J

福岡県柳川市立蒲地中学校 芦屋市立精道小学校

戸!実行委員会 JR 新長81駅南商1m記

AM 神戸 l 東灘区内

県洋菓子協会 神戸市役所

I"l組織委員会 !日居留地 他

NPO 法人 日 本災害救援 ひ ょ う ごボラ ン タ リ ープ
ボラ ンテ イ ア ネ ッ ト ワ ー ク ラ ザ

i司実行委員会 ピフ レホール

西宮市 西宮震災記念碑公国 他

間際ソ ロ ブチ ミ ス ト加内一 力11西市健康福祉会館

{精考
大
交
震
を
災
し
で
の
犠
び
牲
、 地
にな った少
j:;j(の有志

た ひ ま わ り の:jEを !
鑑賞 しながら諾 り合 う
問神第 7 仮設ft宅に住ん

り 無
事を喜び合う
原爆と 震災に よ る被災者
のめい縞を折 り 、 恒久平
手E をtl'i念す る ための灯ろ
う fHE. し

! 震災犠牲者を悼み、 境内
に ろ う そ く 6 . 000本 を と
もす

絶に備えて、 大阪の中心
部から徒主長で帰宅する 防
災訓練
南海地震の防災について ;
考える
大震災の慰霊碑な と をめ
ぐ り ながら犠牲者を悼む
宣言災直後の様子を生々 し
く 伝え る写真平、 崩れた
t古家から探 り 出 された品
な どを展示 し 、 記憶をか、
える

主主災時に芽生えた助け合
いの心を 思い起こ す 機会

i に し よ う と す る屋台市
渓災後 に 設 置 さ れ た モ
ニ ュ メ ン ト な ど を訪ね品、
き 、 交流を深める

修学旅行中に 、 激甚被災
地 と な っ た河校周辺の当
日寺の様子を学び、 命の大
切さ を再確認した
[ 被災地 を減づける ため、
県内外から 15チームが参
加 し よ さ こいを踊る

震災後の復興を活性化さ
せる ための イベン ト

震災復興の綴いを込め 、
洋菓子織人80人が製作 し
たケ キ を展示

|
震
の
災F厚犠生

牲
へ
者
の願
の鎮
い
魂
を込
と 、
め
街
て

神戸の衡をJGで彩る
1999年の ト ルコ大j也君主の
被災地の誠査報行会
ーカ ら避- l
設住宅で炊 き 出 しゃ見向
り な どを して き たボラ ン
テ イ アが協力 して開催
新 しい街淀み と歴史や文
イヒス ポ ッ ト を散策 し 、 }支
災犠牲者へ鎮魂のキ ャ ン

; ド ル を さ さ げる

神戸へ贈る 。 ま た、 1 月
1 7 日 正守 に会員 に よ る獣
持を行う



開催 日
2003/ 1 /11 

2003/ 1 /11 

1 2003/ 1 /11-
26 

2003/ 1 /12-
13 

2003/ 1 /12 

2003/ 1 /1 2  

2003/ 1 /13 

2003/ 1 /13 

2003/ 1 /13 

2003/ 1 /13 

2003/ 1 /14-

2003/ 1 /15-
17 

2003/ 1 /15 

2003/ 1 / 1 5 -
24 

事業名 主催者 会場 備考
追悼法要 金制福寺 金問l福寺本堂 追悼法要

フ ェ ニ ッ ク ス 兵庫 イ ン デ イ ア カ 交 特定非営手Ij活動法人 兵庫 宝 塚 市 立 ス ポー ツ セ ン イ ン デ イ ア カ 愛好者 に よ
íJtc大会 m 宝塚 刀3 シ ー エス ア ー ル タ ー る 交流大会の 中 で 、 震災

の 時の兵庫復活 を か け た
大会を思い起 こ す

防災 を 考 え る 地域のつ どい ( * ) 実行委員会 j 神戸市内各区 (小 中学 震災当時の体験 を振 り 返
校、 公関等) る こ と に よ り 、 市民相 互

の助 け合いや 自 主的 な 防
災への 取 り 組みの大切 さ
を 再線認 し合 う 。 市内各
地 域 に お いて地域の っ と
い を 開催

1 ・ 17希望の灯 (あか) り と ハ ー ブ 神 戸 ，h:rz:布引 ハ ー ブ潟 神戸市立布引ハーブ閤 希望の灯 り の分灯が と も
七草がゆ る な か、 ハ ー ブの七草が

ゆ を 試食

2003 神 戸 希 望 の 灯 り チ ャ ') 同実行委員会 ポー ト ア イ ラ ン ド 震災で全凶か ら 受 け た 支
テ ィ ー ラ ン ( * ) 援 に 対 し 、 走 る こ と で感

謝の気持ち を示す

阪神淡路大震 災 8 周年の集い 在 宅 福 祉 支 援 グ ル ー プ グ ル ー プ ハ ウ ス ・ 健 寿 選?守す る 健寿荘 入居者 ら
rNPO コ ス モス」 (やす ら ぎ) ね が被災体験を語 り 合っ た

り 、 当 日寺の ボ ラ ン テ ィ ア
活動の ス ラ イ ド を 土挟 し
た り し 、 今後の地域福祉
を原点に帰 っ て話 し合 う

今 は亡 き 愛す る 人 を偲び話 し合う 会 ; あ し なが育英会 レ イ ン ボー ノ、 ウ ス 父母の遺影に向かい、 8

第 8 回 阪神淡路大震災メ モ リ ア ル
集 会

阪神 ・ 淡路大震災犠牲者御菅地区合
同慰君主法要

阪神大震災犠牲者 「追悼の集いJ

下松韻のあ か り J

ア ジ ア 防災会議 2003 ( * )  

大般若法要

i反神 ・ 淡路大震災パオ、 ル展 ( * )

年 間 の成長 を報告、 強 く
生 き 抜 く 誓い を す る

兵庫県南部 ク ワ ス チ ャ ン 連 神戸 キ リ ス ト 栄光教会 キ リ ス ト 教精神 に主主づ く
ノ仁込2 追悼 と 希望の集い

御蔵通 5 ・ 6 . 7 丁 目 町づ 御蔵北公関 阪神 ・ 淡路大震災の犠牲
く り 協 議 会、 御 蔵 通 5 ・ 者の霊童を な ぐ さ め る た め
6 ・ 7 丁 目 自 治会 の法要

繁栄 自 治会 大震災を忘れる こ と な
た
f

く

I

γ

V 長 く 後世に語 り 続け る
め の集い。 ロ ー ソ ク
献花な ど

須磨離宮公園 須磨離宮公園 噴 水 広 場 に ろ う そ く で
1 . 1 7 を かた ど り 、 光 を
と も す。 14 日 は北須磨小
学校の児童 ら が参加 し て
点灯 式 を 開 く

実行委員会 神戸 |当際会議場 ; 各同政府、 国際防災機関、
NGO 等 が連携 ・ 協 力 し、
震災の教訓 な ど を 基 に 、
間際防災協 力等 に つ い て
の情報交換や今後 の あ り
方 を 議論す る 同際会議。
① ア ジ ア 防災セ ン タ 】 罰
際会議 ( 1 /15 ・ 16) ③
凶 i主 同 僚 防 災 戦 略
(rSDR) ア ジ ア 会合 ( 1

/ 16 . 17) ③凶際防災 ・
人 道 支援 シ ン ポ ジ ウ ム

( 1 / 16) 

禅昌寺 禅呂寺本支 震災没使者の供養 と 安穏 |
の祈願

i 尼崎市防災持及協会 尼崎市防災セ ン タ ー 、 f芭 震災被害状況等の写真パ

山
ア

I 
崎m�t苦E防災セ ン タ ー ネ ル展示、 災害用備蓄

等の通達示、 震災記録ピ
オ 放映、 シ ミ ュ レ ー シ ョ
ン に よ る 防災体験等

第一章@ 各種シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 717 



調催 日 事業名 主催者 会場 備考
制3- i - j ー ン ネ ツ } 日 開 阪神 淡路大震災復興支援 関西学院大学 震災の犠牲 と な っ た学 生、

商学院大学 震災犠牲者追悼記念楠 10年委員会、 関関学院大学 教職員等23名の追悼のた
桂I め、 23本のハ ク モ ク レ ー/

を植樹
1 2003/ 1 /16� 犠牲者鎮魂のろ う そ く 点灯 被災者生活再態支援法 半 フ ェ ニ ッ ク ス プラ ザ跡地
17 期見直し と拡充を求める会 前
2003/ 1 /16 神戸市外、 県外避難者向窓会 持PO iE人 街づ く り 支援 神戸市生涯学習支援セン

!

続
大震
れ
災
た人

で住
た ち
み
の
な
同
れ
窓
た
会
街を

協会 ; タ ー
2003/ 1 /16� j阜イ 竺才 L問日本晴)

I
サー ビス カ ウ ン タ ーのあ サ

い花
ー
の

ピ

輪
カ挿ウ

し
ン
を
タ
置
ー に
く 白18 る各広告車

2ぽ)3/ 1 /1 6� 阪神 淡路大震災均年記念 ・ 犠牧者 実行委員会
17 追悼のつどい あなたの思いを灯し

て下さい ~失った命の数を ロ ウ ソ
ク の灯火に込めて� ( * )  

2003/ 1 /16 ブ オ ラ ム いち 山 寸 NPO 阪神淡路大震災
ぐI ' 1  . 17希望の灯 り J1

2ω3/ 1 /17 「大若」 神戸の壁闘争 1 . 17の集い
!
大若j皐悼の集い実行委員会

( * )  

2003/ 1 /17 「鎮魂、 踏み出された さ長j i世 さ こ 山中
い踊 り

2003/ 1 /17 「鎮魂歌J 2003 ( * )  実手f委員会

2003/ 1 /17 「てんちの木」 七人れ式 神戸市立東山小学校

2003/ 1 /17 1 .  17 KOBE に灯 り を m な カぎた 1 .  17 KOBE に灯 り を 1n
( * )  ながた実行委員会

2003/ 1 /17 1 .  17 芦屋市祈 り と誓い 芦屋市

2003/ 1 /17 1 . 17 こ ども灯花祭 神戸市立神出自然教育関

2003/ 1 /17 1 .  17 東遊園地のつ どい ( * ) 実行委員会

2ω3/ 1 /17 1 .  17 ひ ょ う ごメ モ リ アル ウ ォ ー 問実行委員会
ク 2∞3 ( * )  

2003/ 1 /17 I 1 /1 7  長rnメ モ リ アルデー 震災復興長田の会

2003/ 1 /17 1 . 1 7  希望の灯 り 1n 本町 山本

2003/ 1 /17 1 . 1 7  卒中iゴに灯 り を 旧 み く ら 実行委員会

2003/ 1 /17 1 . 17 追悼 ーの集し (病被災
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伊丹市昆陽池公邸 犠牲者の数の ロ ウ ソ ク を
XJ し追悼を行 う

東遊園地 l 震災や明石市の歩道橋事
故な どのj皇族が諮 り 合う

フ レール ・ アス タ 若松北 震災の教訓i を忘れず、 r鋲
入仁] 震災復興記念縛前 魂、 復興、 防災」 をテー

マに 、 神戸の壁の基礎を
台座に した記念碑の前で
記念の集いを行う

西神戸セ ン タ ー街

大 口 /::..m1庖街内に ぎわい ロ ー ソ ク の点灯 、 豚ì l の
広場 炊き 出 し、 震災写異展等i 東山ノl、 震災で亡 く な っ た同小の

児童の尚親が寄贈 したモ
ク レ ン に、 毎年新しい 1:
を入れている

ピ フ レホール自主広場 竹文字の点灯、 中学生を
中心 と し た鎮魂をテーマ
に した ス テ ー ジ、 炊 き 出
し、 募余、 定点観測写真
展

阪神淡路大震災慰議と復 献花 ー 記帳を'受け付け
興モニュメ ン ト 前 (芦屋
公開前)
神戸市立神出自然、教官関 し

追悼する 。 炊 き 出 し。 震
災語 り 部の話

東遊�地 東遊 !弱 地 内 「慰霊の モ
ニュ メ ン ト 」 敷地内に設
置 さ れている ， 1 .  17希
望のxr り J の分灯を1T う

神戸東部新都心 他 策関の被災地を歩 く ' I IJ
手ふれあいロ ー ドウ ォ ー
ク J や、 「追悼のっと、いj ，1
ボラ ン テ ィ ア に よ る炊 き
出 しな どを実施

神戸市長自区内 長悶Ix:内の激被災地を歩
き 、 犠牲者を偲ぴ、 長田
の生活再建を車買 う ウ ォ ー
キ ン グ

本 相] 筋 商 }I!f 街 ド の 酉J ブ ルー ト の ミ ニ コ ンサ】
POT 前 ト な ど

; 御蔵小学校 ろ う そ く に火を灯 し追悼
震災資料展や鎮魂太鼓の
演奏な ど

神戸市役所前 大震災関連で亡 く な ら れ
た
ら
方
か
々
な旺
を
t
追
r)
悼
を折

し、
る

ーの安



開催 B 事業名 備考
琵琶の演奏と交流会2003/ 1 /17 l '  17 手作 り 市民追悼式

主催者 会場

2003/ 1 /1 7  I I ・ 17 メ モ リ アルイ ン神の谷

! 附路大問料 ツ | 町捌会館
ト ワー ク

2003/ 1 /17 灯 り をいつ まで も ( * )

1L 2∞3/ 1 /17 尼崎dîi主体行事

2α13/ 1 /1 7  淡路町追悼行事
2003/ 1 /1 7  一宮町追悼行事
2003/ 1 /1 7  �{霊法要
2003/ I /17 犠牲者追悼祈念析と う
2003/ 1 /17 祈念早朝礼拝

2003/ 1 /17 神戸三宮、 "crJí り " そ して明日へ !

神戸市追悼行事

震災慰霊祭

震災物故者追悼[cìJi旬

j中の祭主主区防災福相 コ ミ ュ ! 神の谷地域福利 セ ン タ ー l ろ う そ く の文"f:に点灯 し
ニテ ィ ! 前 I 5 I時46分 ↓こ黙 と う 。 「 し

あ わせ運べる よ う にJ を
斉唱。

i 阪神高齢者障害者支援ネ ッ | フ レー ル長田大道、 羽神 1 1J り を と も し 、 あ の 日 ・
ト ワ ー ク I f�j芝生広場 | あの時をふ り 返る
尼崎市 尼崎市役所南館 1 r.持 ロ | 市役所 ロ ピーにて記帳を

どー | 受け付け
淡路町役場友商 | 記!阪を受け付け

宮町役場玄関口 ピー ; 記帳を受け付け
須障害寺 ! 

芦燦) 1 1教会 | 黙 と う 、 献花、 巡礼

淡路町
一昨町

須厚善寺

芦屋川教会
夙川聖書教会 リ バーサイ ド | 夙) 1 1聖書教会 リ バーサイ
チャペル | ドチ ャペル

三常セ ン タ ー桂J PR 委員会 | 三営セ ン タ ー街生田筋角 | 黙持、 献血受録、 盲導犬
協会への献金、 来賓 各
委員 ・ ー荷主に よ る献花!

神戸市 慰霊と復興のそニュ メ ン | 記帳 ・ 献花を受け付け
ト 前 (東遊街地内) 】

1 2003/ 1 /  

コ リ アボラ ン テ ィ ア協会 け
弔

一

ら

一-
Z

設
も
一
向
が

一
枚

を
方
一
回
な
一
げ

謹
た

一一
軍
し

一
李

総礼
一
副
誠
一h唯一

の
ら

←
ら
を
一
江
~L

め
な一
か
経
く一
鉛停
ん
板

た
と一
ろ
L
諒一学
市
ア
記

の
仏
一
ご
刊
を一
別手
石
ヮ

電
縁一
時
・・
鐘一
文
明
モ
花

慰
銀
、っ一
5
5
焚一
一天
「
メ
獄
布

一
川hr干瓦

堂

一
歳

撞

一
た

銭

一
:

一
向ロロ

堂

一
吉

本

一昨
仁寺
一幸ー

福

一
文

符

一
天
他

神戸市役所前

祥子高奇

震災を忘れない 日の行事 (兵庫県南 | 明石r/í
部地震 8 周年一行事) ー 追悼 ・ 伝
承 ・ そ して明 日 をめ ざすー ( * )

〉自己

2003/ 1 /1 7  宗塚市追悼行事 宝塚市 2 ゆず り 葉緑地「鎮塊之碑J I iIík花 ・ 言己 様ロ 受 ?付け i
前 (献花 記帳) 、 宝塚
市役所 1 階市民ホー ル
(記帳のみ)

神戸国際会議場
|
最新の初 : 吉報を発信

すj

る こ と で、 地域の防災力
向 ヒ と 防災対策の推進に
寄与する こ と を 臼 的 と す
る

2003/ 1 /17 地域防災シンポジ ウ ム 10 神戸 ( * ) I 実行委員会

2ω3/ 1 /1 7 鎮魂式 セhyいf

 

文f自生べ、勺ノ予」プ
一

一
タ

コ
ン

2ω3/ 1 /17- I 鎮魂の祈 り とかま く ら
18 

200:l/ 1 /17 追悼続鐙、 i阜悼図 IpJ

コ ープベル

尼崎琴の鴻ラ イ オ ンズク ラ 尼崎市役所東 美万IIIJから運ばれた雪で
7 かま く ら を作 り 鎮塊の場

と する

{恵光院 徳光院 5 : 46に追悼暁鐘、

久呂寺 ; 久昌寺本堂 5 : 46 に続鐙、 6 : 00か
ら j阜悼回i司

議福寺 5 : 46治、 ら鐘樋 き 、 本堂
で追悼の読経

自治会 f旭若松連合会J 制辺の犠牲者108人 と riiJ
数のろ う そ く に希笠の灯
り から分け ら れた火を点

サ

1 2003/ 1 /17 1 i昼間向

2003/ 1 /17 追悼ー供養の読経

1 2003/ 1 /17 1 追f

出竺/ 1 /17 追悼と新生の ミ サ

第一主主 ・ 各種。 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 719 



2∞3/ 1 /17 I 追悼のおっ と め
2003/ 1 /17 追 卓に つどい
2003/ 1 /17 1 í島 卓去要
お03/ 1 /17 1 il'l'l!f ミ サ

I ��03/ 1 /17� I叫 1 川
18 

2003/ 1 /17 津名町追悼行事

で生j年寺
野市北部自治連合会

転法輪寺
六甲カ ト リ ッ ク教会
実行委員会

津名町

'1'1海寺本堂
大i主l公冨

転法輪寺

のため に祈る ③人が安
心して生活でき る社会建
11tのた めにf丹る
i阜悼のおっ と め

午前 5 時46分集合
銭撞き 、 勤千丁

六甲 カ ト y ク教会霊堂; 追悼 ミ サ
j 東遊弱地 竹 f畿 の点灯に よ り 、 震

災を民Lイヒ させる こ と な く
語 り i陸 ぐ輸を広げる と と
も に、 ボラ ン テ ィ ア団体
や市民の交流の場とする

津名町役場玄関口 ピー | 記帳を受け付け
2003/ 1 /17 と も そ う I r希望の灯 り j ながた

l
長田区民震災復興

記￡事
業 l 学校グラ ウ ン ド、 公園前

( * ) 実行委員会

2003/ 1 /17 I jJ'Ij'宮市追悼行争 I 西宮市
2∞3/ 1 /17 阪神 ・ 淡路大震災 8 周寺 メ モ リ アル | 阪神 ー 淡路大震災救援 復

明j兵庫県民会議

2003/ 1 /17 

2003/ 1 /17 阪神 ー 淡路大震災犠牲者追悼のっ と | 会 ド山 ラ ジオ体操会

2ω3/ 1 /17 阪神 淡路大震災犠殺者追悼法要
;
神戸市仏教連合会

西宮震災記念碑公開

会下山公開
前

坂夏成寺

ト
午前10時、 ，jj勤労会館大
ホ} ルで i↑iI誌の追悼式。
琵琶 と 読経によ る声明、
交流会。 午後 1 時半から
向ホ ールでシ ンポ ジ ウ ム
「阪神 ー 淡路大震災 8 if' 
の現実」。 三宅島 な ど 全

J 2∞3/ 1 /17 阪神 淡路大震災児童 ・ 生徒 ・ 教職 l 兵庫県教職員組合など i 県教育会館
長追悼式 」

2003/ 1 /17 阪神 ー 淡路大震災全逝去者記念礼搾 ! 日本基督教団兵庫教区、 兵
i
神戸栄光教会

席教医阪神 ・ 淡路大震災対 i
いつ ま で も犠牲にな っ た i
人々 を記憶 し、 記念 し続 l
け 、 桁 り の内に 自分が生 !
か さ れている意味を考え
る

策特設委員会
; 

ド∞3/ 1 /17 I 阪神 淡路大震災物故者追悼供養会 ; 摩耶山又 凶

2003/ 1 /17 阪神 ー 淡路火震災物故者追悼法要 | 最明寺
2003/ 1 /17 
2∞3/ 1 /17 

阪神 ー 淡路大震災を考える会
阪神淡路大震災慰霊行脚

720 第 一章 ⑩ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

Iド勝寺
全日本仏教青年会事務局

摩耶LIJ天上寺

最fす1キ本堂
中勝占:本堂

震災に よ る犠牲者を追悼
する供養会
追悼法要
図!旬 、 別時念仏

長田区、 兵庫試の被災地 I JR 鷹取駅集合。 長 出、
兵「阜の被災地 を 応 り 、
jR 兵庫駅まで

売布新神社駅前広場 | 復興の集い ・ 黙祷を捧げ i
た後、 幼稚菌児が演奏。 I
炊 き 出 し 、 バザー も実施d



事業名
北淡町追悼行事

黙持2003/ 1 /17 

開催 日
2003/ 1 /17 

①わが町
跡写真公募民
残る震災のつめ跡報澄写
真展
震災後にで き た慰霊碑な ;
どを訪ね歩 き 、 命の大切 !
さ を改めて篠認する i 

ろ う そ く 点灯、 男:祷
豚汁 ・ おに ぎ り の振る難
い な ど

炊き 出 し、 応急救護体験

御蔵通 5 ・ 6 ・ 7 了 目
! く り 協議会、 御蔵通
6 ' 7 J 目 白治会
人 と防災米米セ ン タ ー

ろ う そ く 文学に よ る巡悼行事2003/ 1 /17 

2003/ 1 /17� 1 忘れない、あの時。いま に残る阪神 ・
3 /16 淡路大震災のつめ跡写真公募展( * )

東遊[弱地 {也

1 ・ 17 KOBE に “灯 り " を
声かけ、 はげま しあっ た事を忘れな
し 、

集い 「い ま 、 わた したち に 、 で き る 東京え寄ボラ ンテ イ ア ネ ッ l 東京間際フ ォ ー ラ ム
こ と 1 1ト ワ ー ク

メ モ リ ア ル コ ン フ ァ レ ン ス in 締結i委員会、 京都大学防災 | 海洋博物館
KOlJE 珊 ( * ) 研究所

札幌フ ァ ク ト リ ー

灘北第 2住宅
一
ブ

山丸

一一

震
U

一
ル

大引
一
グ

削
例

会一
げ

側
叩

誠一
汁

J
一
行一日7

0
1
一
実一
ボ

れ
「

一
同一
寿

オ流〈人間東震災モニュ メ ン ト
ク

2ω3/ 1 /17 

2ω3/ 1 /1 8  

マス コ ミ が大震災を どう
伝えたか、 その功罪を話
Lft う パネ ルデ イ ス カ ッ
ン ヨ /

2003/ 1 /18 

2003/ 1 /18 

らぷ市民グループ 可申戸をわす | 北沢 タ ウ ンホールj れない ・ せたがや らす
: 阪神 ・ 淡路大震災復興支援 | 神戸大学
!o年委員会

集い 「神戸を わすれないJ2003/ 1 /19 

721 

震災の犠牧 と な っ た学牛、
教殺員41名のiß俸のため、
41不のハ クモ ク レ ン を柏一

i 阪神 ・ 淡路大震災の教訓
から 、 復興過殺において
は個人の責任のあ り 方を
コ ミ ュニテ ィ の重要性が
見直さ れている。 コ ミ ュ
ニテ ィ に1長さ した防災を
通 じ、 人々 の吉正令と その
暮 ら しの持続性を高める
ため 、 優先さ れる課題が
どう 紡災へ結びついてい
く のかを考祭 し、 議論す
る

多喜 章 ・ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー - イ ベ ン ト 等

よ み う り 神戸ホール

新開労連近畿地迷、
閥、 デ イ ワ ー スポ一
組合

ー ク シ ョ ッ ブ 「地震に負けな | 実行委員会
III J ( 地 )

ム以内国月末VAγJ

 

ノイ実m

 

J1
一

一
ヵ

ユ
y

ニ
サム

瓶一一封切けリ
山火HP震大

庫
路
兵
、j

ζぺ
ゆ叩
i
(

 

ズャ、

2∞3/ 1 /20 I ひ ょ う ごグ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク神戸
大学 震災犠牲ま;追悼記念続樹
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サ イ ト れ

ン

阪神 ・ 淡路大震災関連情報デ タ ベ
ス

http:/ /www.city.kobc.jp/ cìtyoffice/84 / 

http://www.city.kobe.jpl ci lyoffice 1851 

http://www.city .kobc，jp/ cityoffice/86/ 

bttp://www.city.kob<:，jp/ cítyofficc/日71

http://www.Cily .kobe.jpl ci lyofficcl881 

http://www.cily.kobe.jp/cityoffice/89/ 

http://www ci 1y .mìkì.hyogo.j p/ 

http://wwW .ci ty. tak araz 11 k a. hyogo.j p / 

htqコ //WV.JW .tsuna-cho.jp/ 

hUp:l /www.midori-Lorg/ 

http://w1.vw.nishi.or.jp/ 

h tlp:! / www.s(.idan.unct.ocn.ne.jp / 

bttp://www.town.goshiki.hyogo.jp/ 

hltp:/ hvww.awaj i 停 jp/hokudan/

http://www.town.nandan.hyogo.jp/ 

htllコ //www.cao.go.jp/ 

http://www.bo1Jsai.go .jp/hak usho/hak usho.html 

hUp:/ /www.bousai 耳O.JP

http://sinsai.fdm乱 立o.jp/
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URL 
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URL 



警祭庁 htlp:/ /www ηpa.go.jp/ 

警察白 書 I http://www.npa.go.jp/inlo.htm 

防衛庁 1 1向 //www.j叫o.jp/

海 上 自衛隊 災害派遣 と 史生協力 1 http://ww州a.go.jp/JMSDF/basi山ciety.html

陸上 自衛竺一日派遣の状況 止ピ竺出世型出土巴出
航空 自 衛隊 災害派遣の実績

消防庁

消紡白書

災害情報 http://www.fdma.go.jp/html/infor /index.html 

災害ボラ ン テ ィ ア ・ デー タ パ ン ク I http://www.fdma.go.jp/volunleer/indcx.html 

http/ /www.fdma.go.jp/syobodan/index.html 

消防関係 】j ン ク I http://www.fdma.go.jp/html/link/index2.html - 一一一一
外務省 I http://www.mofa.go.jp/mofaj/ 

文部科学省

地震商交研究推進本部の活動

地震調査研究関連資料開覧室

厚生労働省

大規模災:ê;:数助研究会報::f;_書
災害拠点病践の指定について

同士交通省

hUp:l/www.mcx1.go.jp/ 

http://www.j ishîn.go.jp/ main/welcome.htm 

http://www.jishin 耳o.jp/main/ shiryo/ shiryo.htm 

hUp:llwww.mhlw.go.jp/ 

htlp:/ /www.mhlw.go.jp/shingi/0104/.0417.1.html 

11ttp://wwwl.mhlw.go.jp/houdou/0901/hOl16.3.html 

http:/ /www.mlit.go.jp/ 

ß}j災情報

都市防災

http://www mlit.go.jp/bosai/ disaster /bosaî.htm 

http://www.mlit.go.jp/crd/city/sigaitiltobou/index.htm 

国土地埋住宅 http://www.gsi.go.jp/ 

http://www.mlìt.go.jp/road/indcx.html 

4 . そ の他行政関係
サ イ ト 名 URL 

国際速合 I ht北批ttゆp:/υ仇/八、川W.U山凹n.o町r叩E

リ リト 一 7 ウ エ ブ 1 ht託t仕均郎附tゆ恥pトド//八1刊w 凶山cb

災害 リ サ一チ七 ン 夕 一 1 http://www 山iel.edu/DRC/Dis山r Rese川1 Center (DRC) 

ア メ リ カ 地質調翻?地震セ ン タ I http://neic 叫S.go州ational Earthquake Informatîon C削er (NEIC) 

カ ナ ダ国守地震研究所 http / /www.seismo.nrcan.gc.ca/Canadian National Earthquake Hazards Program 

南米地区地袋観測セ ン タ ー http://sipan.inictel.gob.pe/ceresis/ Regional Center for Seismology for South America 

中南米地震共同体 ! ?川 I/midas.upr 山 e吋d山Ju山1id“dle Amc町rîca Seismograph Cω〉淵川IηlS叩O川m

ヨ 一 口 ア パ 地中海附地震セ ン 夕 一 1 t向 /，

ア セ ア ン 地渓f清寄綿型報iセ ン 夕 一 |凶ht壮I早♂υa抗叩t凸ic叫ふ.b加πg.go.id/ASEAN Ear山lì山hq中u悶j泊al対《沈e Information Center 

ア ジア 防災セ ン 夕 1 11沈tt依Pυ羽 羽 w.a泌drc.or.jp/t加3布p_l はas叩p 

(l!ナ) 21 [1土産己 ヒ ュ ー マ ン ケ ア研究機構 1t匂ゴ/w布 、 21human.jp/

j来業技術総合研究所 地質訪韮Jぷいと http://www.aist.go.jp/GSJ/HomePageJP.html 
ン タ ー
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http://www .ex d.c i ty. ko be.j p /kplclindex.htm 

http://www.hero.or.jp/ 

http://www.hero.or.jp/his/ 

http://www.hyogo.med.or.jp/EQDOTA.htm 

http://www.hyogü-iic.ne.jp/cakel start.html 

http://www.hyogo-intercampus.ne.jp/gal1ery /v -hyogo/ 

hltp:! /www.kkr.mlil.go.jp/ rokko/index.html 

http://www.kobe-customs♂o.jp/ 

http://www.kobe寸ta.or.jp/

http://ww\V.kobe-toshi-seibi.or.jp/ 

hllp:!八IfWW.ko be-tos h i -sei b i.o r.j p / ma tisen/ 

http://www.library.pref.hyogo.jp/ 

- 早 I hltp:/ /www.e山 gunma-u.ac.jp/ hayakawa/Welcome.html 

http://aoi2.sci.ibaraki.ac.jp/ 

http://l3U12.25.6/index].html 

http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/iis-j.html 

I hllp:!/www.eri.u-tokyo.ac.jp/Jhome.html 

http://www.ns.kogakuin.ac.jp/-wwdl014/ 

http://www.seis.yokohama-cu.ac.jp/ 

bitp:l/www.sci.shizuoka.ac.jp/ geo/日lelcomcj.html
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サ イ ト 名

地球惑 I htlp:/ /www.1日19i.kyoto"u.ac.jp/

http://www.dpri.kyoto'u.ac.jp/ default.j .html 

耐震 I http://www.ritsumci.ac.jp/田/rv/ìzuno/

http://qdeps.geo.kyushu.u.ac.jp/ 

http://www.sci.kumamoto-u.ac.jp/ shibuya/ 

URL 

http://cais.gsi.go.jp/YOCHIREN / ccephome.html 

http://hakone.eri.u-toky o.ac.j p / k azan / j ishom e / V SJ 1. h tml 

http://japanJandslide.soc.org/ 

http://kouzou.cc.kogaku1ll.ac.j p/Saigai/index.html 

http://senrÎ-ccmc.suita.osaka.jp/jadm / 

http://skOl.ed.shizuoka.ac.jp/koyama/ izu/ index.html 

(社) 土木学会 http://www.jsce.or.jp/ 

土木学会阪神 ・ 淡路大震災対応技術特 I http://www.jsce.or.jp/committee/chw /pagel.html 
別委員会

(社) 砂防学会 I http://www.jsece.or.jp/ 

都市防災研究会 I h仕均ttp:/バ/www6.plala 町叫jp/t川J正t出a此山ka悶Slf口ma/

只 本地理学会 I h仰附/以/www印C 山 町叫]断吋哨耳/八:出n削 htJ伽t幻凶m凶nl 

F日j 本グル一プ ダイ ナ ミ ツ ク ス学会 I ht凶t民附t
日 本計算;工ι学怜会 ! h仰附/州/川ww阿w削 m即l 抗叫叩j叩川p/川/なj町悶esν/ 

日 本 自然災害学会

日 本村 会心理学会

関東社会学会
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第三章

(財〉阪神 ・ 淡路大震
災記念協会の活動



く じ 協会調査研究等事業

七 人類の安全 と 共生 に 係 る 総合的 な調査研究

人類の安全 と 共生 に係 る 諸問題の総合的 な 調査研究 を 行 う た め 、 研究企酉委 員 会 (委員

長 芹 田 健太郎神戸大学大学院出際協力研究科教授) に お い て提起 さ れた 2 つ の 基本方針

に 基づ き 調査研究 を 行 っ て い る O

調育研究の終了 し た テ ー マ に つ い て は 、 )相次報告書 を 作成す る と と も に 、 報告会 を 開催

し 、 そ の 成 果 を 広 く 公表 し て い る 。

2002年度 は 、 4 つ の 自 主研究テ ー マ と 1 つ の委託研究 に つ い て調査研究 を 実施 し た。

「一 (基本方針) 一一一一一一
一阪神 j��*JtW o)*I験 (ーか ら 窪田 棋の過程) の集一

震災の記録 を 体系 的 に整理す る た め 、 既存情報の分類整理方法の検討及 び未来へ

の証言 と し て震災当時、 復旧 ・ 復興過程の対応者の記憶の録画化 な ど基礎 的 な 調査l を 行 う

o銅版 生 か し 摘 し い一一…随
自 然 と 社会の破壊 を椛究課題 と し て 、 阪神 ・ 淡路大震災 を 教訓 と し た 、 災害対策

や21 世紀の都市づ く り を研究す る O

[調査研究事業]
( 1 ) 都市の ガパ ナ ン ス II (2002� 2003年度)

(研究 リ ー ダー : 林 敏彦 放送大学大学院文化科学研究科教授)

(2 ) 縁空 間 の マ ネ ジ メ ン ト (2001 � 2003年度)

(研究 リ ー ダ ー : 中瀬 勲 姫路工業大学 自 然 ・ 環境科学研究所教授)

(3 )  阪神 間西部地域 を 中 心 と し た 地盤震動特性の究明 (2001 � 2003年度)

(研究 リ ー ダ ー : 沖村 孝 神戸大学都市安全研究セ ン タ ー教授)

(4) 災害対応 プ ロ セ ス の 明確化 と そ の教訓 の継続的 な 発信方策の構築 (2002年震)

(研究 リ ー ダー : 五百旗頭 真 神戸大学大学院法学研究科教授)

( 5) 持続的 な コ ミ ュ ニ テ イ ベ ー ス の 防災研究 (2002� 2001年度)
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( 国 際連合地域開発セ ン タ ー 防 災計画兵庫事務所 に委託)

( 1 ) 林敏彦委員研究会

①研究課題

者名 市の ガパ ナ ン ス E

~都市行政 と NPO、 外交政策 と NGO の 関係 か ら 地方分権時代 の都 市 ガパナ ン ス を

展望す る ~

②研究内容

企業統治 ( コ ー ポ レ ー ト ガパ ナ ン ス ) の視点か ら 、 都市の 活動や サ ー ピス を 評価

す る と き 、 従来の住民主権の視点 を 広 げて 、 住民、 企業、 ビ ジ タ 一 、 観光客等都市

サ ー ビ ス の ユ ー ザー の意思 を 都市経営 に 反映 さ せ る 都市ガパナ ン ス の概念が成立す

る と 思 わ れ る o 2001年度の 「都市 ガ、パ ナ ン ス 」 研究会 で は 、 主 と し て 地方経済、 地

方封政及 び都 市行政の視点か ら 、 多様な 主体の参加 に よ る 都市 の ガ パ ナ ン ス の あ り

方 に つ い て考察 し た 。

2002年度の 「都市 ガパナ ン ス II J 研究会で は 、 さ ら に分析の視野 を 広 げ、 地方 に

行 政権限 と 財源が よ り 大 き く 移転 さ れ、 都市が よ り 豊か に個性 を 発揮で き る よ う に

な る 地方分権時代 に 、 都市ガパナ ン ス の基本構造、 多様な 主体の参加 と 協働 、 責任

と パ ー ト ナ ー シ ッ プの持 ち 方 は ど う あ る べ き か に つ い て展望 を ま と め る た め の 調査

を 行 っ た 。

③研究主体

リ ー ダ ー : 林 敏彦 放送大学大学院文化科学研究科教授

メ ン バ ー : 加藤 恵正 神戸 商科大学商経学部教授

山 下 淳 神戸 大学大学院法学研究科教授

研 究 協 力 者 : 永松 伸吾 人 と 防災未来セ ン タ ー専任研究員

④罰究期間

2 年 間 (2002- 2003年度)

⑤2002年度実績

ア . 研究会 の 開催 ( 3 出)

イ . 事例研究 先進的 ・ 特殻的 な 自 治体の事例研究

ウ . 調査事業

( ニ セ コ 町、 石狩市、 横須賀市、 大和市等)

「都市 ガパ ナ ン ス に お け る コ ミ ュ ニ テ イ ・ ビ ジ ネ ス の役割 と 可能
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性 に 関 す る 調査」 の実施

( 2 )  中瀬委員研究会

①研究課題

緑空間 の マ ネ ジ メ ン ト

~ 緑空 間 の マ ネ ジ メ ン ト と 組織、 人材、 そ し て プ ロ グ ラ ム ~

②研究内容

公園 ・ 緑地 を は じ め と す る 多 く の緑空 間 は 、 阪神 ・ 淡路大震災 に 際 し て 、 緊急時

に お け る 避難や支援 の た め の拠点 と し て 使 わ れ た 。 そ の 後、 公園 ・ 緑地 と 住民 と の

関係 は よ り 緊密 な も の に な り つ つ あ る し 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 形成の核の 一 つ に も な り つ

つ あ る O

「少子 ・ 高齢社会で の緑空間」 、 「ユ ニ バ ー サ ル ・ デザ、イ ン と 緑空 間J な どが重

要 な テ ー マ で あ る が、 公園 ・ 緑地の使い方、 本研究 の テ ー マ で あ る 「緑空 間 の マ ネ

ジ メ ン ト j に 関 し て は緒 に つ い た ばか り で あ る 。

一方、 諸外国 で は 、 多様な緑空間 に係 わ る 組織 ・ 人材 を 通 し て 、 さ ま ざま な 取 り

組みがな さ れて い る O こ れ ら を 碁礎 に し て緑空 間 で の マ ネ ジ メ ン ト や運営 プ ロ グ ラ

ム が展 開 さ れて い る 。

そ こ で、 2002年度 は 、 公 国 の利 用 実態 、 空地の装置的活用 、 市民農園 の発生要国

と 活用 な ど に つ い て 、 調査研究 を 行 っ た 。

③研究主体

1) ー ダ ー : 中瀬 勲

メ ン バ ー 角 野 幸博

i事木 昌典

浅野 房 世

研 究 協 力 者 : 赤津 宏樹

④研究期間

藤本 真里

林 ま ゆ み

巌 山 洋志

J l I 根あ づ さ

3 年 間 (2001年度�2003年度)
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姫路工業大学 自 然 ・ 環境科学研究所教授

武藤J l I 女子大学生活環境学部教授

大阪大学大学院工学研究科助教授

姫路工業大学 自 然、 ・ 環境科学研究所教授

姫路工業大学 自 然 ・ 環境科学研究所助手

姫路工業大学 自 然 ・ 環境科学研究所助手

姫路工業大学 自 然 ・ 環境科学研究所助手

人 と 自 然の博物舘研究員

大阪大学大学院生



⑤2002年度実績

ア . 研究会の 隠催 ( 4 回)

イ . 事例収集 被災地 に お け る 調査 (公園の利用 実態調査、 空地 の 利 用 調 査 な ど)

( 3 )  沖村委員研究会

①研究課題

阪神 間 同部地域 を 中 心 と し た 地盤震動特性の究明

~ 芦屋 ・ 西宮 ・ 宝塚地 区 に お け る 地盤デー タ の 分析 ・ 研究 と 兵庫県南部地震 に お け

る 地震動分布 の 解 明 一

②研究内容

兵庫埠南部地震 に よ り 、 阪神 間 の 特 に 芦屋 ・ 西宮 ・ 宝塚地区 に お い て は 、 神戸市

と 同様 に甚 大 な 被害が生 じ た。

そ の原 田 に つ い て は 、 今 日 ま で 関係諸機関等 に よ る 各種分析が進 め ら れて き て い

る が、 地盤特性の詳細 な 分析等 に 基づ く 十分 な 解明がな さ れた と は 、 必ず し も 言い

が た い 状況 に あ る と 考 え て い る O

そ こ で、 本研究 に お い て は 、 関係市 と 連携 を 保 ち な が ら 、 各種地盤デー タ の収集 ・

整理 を 行 い 、 地層構成や地盤特牲 を 明 ら か に す る と と も に 、 兵庫果南部地震 に お け

る 地震動 を 再現 し 、 被害原 因 の ‘層 の究明 を 図 る こ と を 自 的 と す る O

③研究主体

・ 委 員

リ ー ダ ー : 沖村 孝

佐藤 忠信

神戸大学都市安全研究セ ン タ ー 教授

京都大学防災研究所教授

- 研 究 協 力 者 : 南部 光広 応用 地 質株式会社神戸支出長

岸本 英明 日 本 コ ン ビ ュ ー タ ー コ ン サ ル タ ン ツ 株式会社代表取

締役

・ オ ブザ、ー パ ー : 兵庫県 (西宮 ・ 宝塚土木事務所) 及 び関係市 (西宮 ・ 芦屋 ・ 宝塚) (各

1 名 )

④研究期間

3 年間 (2001年度 �2003年度)

⑤2002年度実績

・ 研究会の 関鐘
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( 4 )  五百旗頭委員研究会

1 ) 研究課題

災害対応 プ ロ セ ス の 明確化 と そ の教訓 の継続的 な 発信方策の構築

Oral History 

①研究内容

板神 ・ 淡路大震災 に よ り jL害発生後の対応 の 如何が被害軽減 に 大 き な 役割 を 果 た

す こ と が明 ら か に な り 、 災害発生後の危機管理体制 に 関 す る 研究 の 必 要性が増す と

と も に 、 災害対応 の 質 的 な 転換 を 迫 り 、 新 た な 課題 を 生 む こ と と な っ た 。

本研究で は 、 板神 ・ 淡路大震災 を 契機 と す る 新 た な 災害対応の 課題 を 整理 し 、 災

害対応 プ ロ セ ス の 明薙化 と そ の教訓 の継続的 な 発信方策の構築の た め 、 震災当 時か

ら 復 旧 ・ 復興過程の対応者等 の記録を ま と め る な ど、 基礎的 な 調査 を 行 う O

②研究主体

リ ー ダ ー : 五百旗頭 真 神戸大学大学院法学研究科教授

メ ン ノ f

{五百旗頭チ ー ム ]

{林春男 チ ー ム i

{室崎チ ー ム ]

③研究期間

1 年 間 (2002年度)

五百旗頭真 神戸大学大学院法学研究科教授

久米 郁男 神戸大学大学院法学研究科教授

中本 春男 京都大学防災研究所教授

河 田 恵、 昭 京 都 大 学 防 災研究所 巨 大 災 害研 究 セ ン

タ ー 長

重川 希;t�:{衣 富士常葉大学環境防災学部助教授

田 中 耳芯 京都大学防災研究所助手

青野 文江 (財) 市民防災研究所研究員

室崎 益輝 神戸大学都市安全研究セ ン タ ー 教授

鎌江伊 三夫

塩崎 賢 明

松本 滋

神戸大学都市安全研究セ ン タ ー 教授

神戸大学工学部教授

姫路工業大学環境 人 間学部教授

※ 1998年度 � 200l年度の研究会 を 継続
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④2002年鹿実績

{五百旗頭チ ー ム }

@ 行政関係者 に対す る 震災 当 日 の事象 と 対応状況 に つ い て の イ ン タ ビ ュ ー

[林春男 チ ー ム }

ア . 震災復興 に 従事 し た オ ピ ニ オ ン リ ー ダ 一 、 行政関係者、 地元企業支庖長等 と

研究メ ン バー に よ る グ ル ー プ デ イ ス カ ッ シ ョ ン

イ . 被災者の住宅再建 プ ロ セ ス に対す る イ ン タ ピ ュ ー

{室崎チ ー ム i

- 震災 で亡 く な っ た 人の家族等 に対す る イ ン タ ピ ュ

2 ) 研究課題

災害救援の方策 と そ の経験の集積

①研究内容

販神 ・ 淡路大震災後 も 、 国 内 の み な ら ず海外で も 地震 ・ 噴火 ・ 洪水な ど大規模 な

災害が頻発 し て い る が、 県 ・ 被災各市、 震災 を 契機 に 設立 さ れた 多 く の NGO が、

大震災 で の 経験 を い か し 、 震災時の災害救援 に対す る 感謝 の 意、 も 込め て 、 被災地 に

対 し て の 人材 の 派遣、 物資の提供 ・ 輪送、 募金活動、 医療、 精神 的 な サ ポ ー ト な ど

の 災害救援 を 積極的 に 行 っ て お り 、 そ の活動 は 大 き く 評価 さ れて い る 。

し か し 、 そ れ ら 災害救援 は 各 自 治体、 NGO な どが個 別 に 1吉動 し て お り 、 そ の 方

法 も 多岐 に わ た っ て お り 、 体系化 さ れて い な い 。 そ こ で、 災害救援 に 関す る 資料の

収集 ・ 保存や 、 災害救援の状況の調査等 を 行 い 、 今後の 国内外の災害救援の参考 に

す る と と も に 、 災害救援の記録の伝承 と 集積 に寄与す る O

②研究主体

リ ー ダ ー : 芹 田龍太郎 神戸大学大学院 国 際協力研究科教授

メ ン バ ー : 大谷 成 章 ジ ャ ー ナ リ ス ト 、 阪神 ・ 淡路大震災復興誌編集 ス

③研究期間

タ ッ フ

松本 誠 神戸新聞社編集局調査研究資料案長 (2003年 2 月 末

退社)

村井 雅清 被災地 NGO 協働 セ ン タ ー代表

1 年 間 (2002年度)
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④2002年度実績

ア . 研究会 の 開催 ( 5 回 )

イ . 報告書の作成 (500部)

(5) 持続的 な コ ミ ュ ニ テ ィ ベー ス の 防災研究

①研究課題

一 持続 的 な コ ミ ュ ニ テ イ ベ ー ス の 防災研究~

②研究期間

3 年 間 (2002年度�2004年度)

③事業内容

1 999年度 か ら 3 か年 に わ た り 、 「凱土 と 文化 に根 ざ し た 災 害 に 強 い ま ち づ く り に

関す る 研究 ~ コ ミ ュ ニ テ イ ベ ー ス の 防 災計画調査研究� J を テ ー マ に 、 国 内外の被

災地 に お け る 復 旧 ・ 復興活動や各地の災害対策の事例調査 ・ 分析等 に よ る 地震 に 負

け な い コ ミ ュ ニ テ ィ を 形成す る た め の手法 の 開発 に 取 り 組ん で き た 。

こ の成果 を 踏 ま え 、 引 き 続 き コ ミ ュ ニ テ イ ベ ー ス の 防災 に 焦点 を あ て な が ら 、 世

界各地の被災 に お け る 防災活動の 持続牲 と い う 視点 に着 目 し 、 将来あ る べ き 持続可

能 な 防災 の あ り 方 に つ い て諦査 ・ 研究 を 行 う O

自 然災持 に脆弱 な 開発途 ヒ 国 を 対象 と し た場合、 市民の 防災意識 を 向上 さ せ る 方

法 も 各国、 各行政区の風土や文化の相達、 実情 に応 じ た ア プ ロ ー チ が必要 と な る O

そ こ で、 震災以峰、 防災担 当 組織 を 制度体系化 し た兵庫 県の経験 ・ 課題 を 検証す

る と と も に 、 自 然災 害 に 脆弱 な 開発途上国の行政区の 防災体制 に つ い て 調査 を 行 い 、

地域の風土 や 丈化 に応 じ た 総合的 な 防災対策 に 向 け た支援 を 具体化す る た め の調奈

研究 を 行 っ た 。

④実施方法

国 際連合地域開発セ ン タ ー 防災計画兵庫事務所へ委託

⑤2002年度実績

・ グ ル ー プ ミ ー テ イ ン グ 開催

@ 国掠 ワ ー ク シ ョ ッ プ開{窪
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2 . 阪神 ・ 淡路大震災 か ら の復興の記念 と な る 事業の企画 ・ 立案及び調査研究

神戸文明薄物舘群 (20世紀薄物館群) 構想
①事業内容

20世紀の め ざ ま し い 科学技術や生活文化の発展 の足跡 を振 り 返 り 、 そ れ を 形あ る

も の と し て 総合的 ・ 体系 的 に21世紀 に継承す る と と も に 、 青少年 を は じ め市民が科

学技備や文化 に つ い て 理解 と 関心 を 深 め 、 科学技術の水準 刀 向上 、 経済社会の発展、

新 し い 文化の創造な ど に 資す る た め 、 人 々 が学び、 楽 し め る 参加体験機能、 研究機

能、 ネ ッ ト ワ ー ク 機能 を あ わせ も つ複数の博物館群 を 国営明石海峡公 園 (神戸 地 区 )

の 瞬按地 に お い て整備す る O

②2002年度実績
2002年震 は 、 ホ ー ム ペ ー ジ等 に よ る 広報活動 ( ホ ー ム ペ ー ジ の リ ニ ュ ー ア ル及 び

吏新) を 行 う と と も に 、 土木博物館 (仮称) ア ピ ー ル活動 ( 1花 の ブ ェ ス タ こ う べ2002J 、

「土木の 日 」 の イ ベ ン ト ) に も 参加 し た 。

3 . 阪神 ・ 淡路大震災 に係 る 既存情報の収集 ・ 整理 ・ 保存

( 1 ) 寂神 ・ 淡路大震災復興誌の編集
震災か ら の復興 に 関 す る あ ら ゆ る 資料 ・ 記録等 を 基 に 、 長期 的 な 震災復興の過程

を 総合的 に 記録す る 「阪神 ・ 淡路大震災復興誌 ( 第 7 巻) J を 作成 し た。

①2002年度実績
執筆者会議、 震災復興誌編集委員 会 の 開催

②成果物
「阪神 ・ 淡路大震災復興誌 ( 第 7 巻) J 2003年 3 月

(2 )  衝の復興 カ ル テ の作成
7 年 間 の 震災復興 を 終 え 、 8 年 目 に 入 っ た復興カ ル テ 調査地区 ( 9 地区) の復興

の 実態 を 示 し た報告書 を 作成 し た 。 ま た 、 そ の成果 を 広 く 発信す る た め 、 研究発表

会 を 開催 し た 。

①2002年度実績
〈研究会〉

ア . 名 称 街の復興 カ ル テ研究発表会
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イ . 日 時

ウ . 場 所

エ . 参加人数

②成果物

2003年 3 月 四 日 (水) 13 : 30� 17 : 00 

兵庫県学校厚生会館 7 階大会議室

70名

「街の復興 カ ル テ (2002年度版) J 2003年 3 月

4 . 阪神 ・ 淡路大震災周年記念事業の啓発 ・ 実施

( 1 ) 阪神 ・ 淡路大震災 8 扇年記念事業 「総合 フ ォ ー ラ ム」
周 年 記念事業の趣 旨 に 沿 っ て実施す る も の で、 すべて の分野 を 見渡 し 、 直面 し て

い る 重 要 な 諜題 に つ い て 内外か ら 参加者 を 募 り 、 幅広 い 全体的 な 討議 を 行 う こ と に

よ っ て 、 創 造 的復興が 目 指す21世紀 を 展望す る こ と を 目 的 と す る O

①2002年度実績
アー 趣 旨

2003年 4 月 に 「 い の ち の尊 さ と 、 共 に生 き て い る こ と の 素晴 ら し さ J を 体験す

る 場 と し て 「人 と 防災未来セ ン タ ー 2 期施設 ・ ひ と 未来館」 がオ ー プ ン す る に |禁

し 、 こ れ を 契機 に新 た な 精神 文明 を 括 く 手がか り と 、 21世紀の世界文 明 の 中 で 日

本が果 た すべ き 役割、 そ の 可能性等 に つ い て議論 し 、 情報発信す る O

イ . テ ー マ
い の ち と こ こ ろ の 世紀 21世紀 を 拓 く

ウ 胆 E 時

2003年 2 月 25 日 (火) 13 : 30� 17 : 00 

工. 場 所

兵産県公館大会議室 (神戸市 中 央 区 下 山 手通4-4- 1 )

オ 陣 内 容

①特別講演

「 い の ち と こ こ ろ の 世紀 21 世紀 を 拓 く J

講 師

山 折 哲雄 国際 日 本文化研究セ ン タ 一 所長

②パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン

「 “ い の ち 、 こ こ ろ 、 共生" を 基軸 と し た 21世紀文明 と 我が 国 の 果 た す べ

き 役割」

コ ー デ イ ネ ー タ ー
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野尻 武敏 (財) 兵産県 ヒ ュ ー マ ン ケ ア研究機構理事長

ノ f ネ リ ス ト

大森 崎事I 映画監督

河合 雅雄 兵庫県立人 と 自 然の博物舘館長

中村 桂子 JT 生命誌冊究館館長

出折 哲雄 自際 日 本文化研究セ ン タ 一 所長

(2 )  阪神 ・ 淡路大震災 8 潤年記念事業の推進
阪神 ・ 淡路大震災 の 悲 し み や 教訓 を 、 い つ ま で も 風化 さ せ る こ と な く 、 人類社会

の安全 と 安心 に 生かす た め 、 住 ま い 、 生活、 な どの復興 に 向 け た様 々 な 取 り 組

みや被災地の体験 を シ ン ポ ジ ウ ム 、 イ ベ ン ト 等の周年記念事業 を 実施す る こ と に よ

り 、 国 内 外 に情報発信 し て い る O

①テ ー マ 、 理念
( テ ー マ 1"震災 を 乗 り 越 え 創 造 的復興 を め ざす」

(理 念) ア . 震災 を 忘れず防災 に取 り 組む

イ . ボ ラ ン テ イ ア 活動 を ひ ろ げ新 し い福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ を め ざす

ウ 固 21世紀文明 を 創造す る

②2002年度実績
(2002年 6 月 � )

理念 に 沿 っ た 8 国 年記念事業の 実施 を 、 行政、 学界、 各種団体等 に対 し 、 丈

記者発表、 イ ン タ ー ネ ッ ト 、 各種広報誌、 啓発 リ ー フ レ ッ ト 等 に よ り 、 広

く 呼びか け た 。

( 1 1 月 � )

呼 びか け に 賛 同 し た行政、 民 間 団体等 に よ る 72事業 を と り ま と め 、 8 周年記

念事業 と し て 、 記者発表、 イ ン タ ー ネ ッ ト 、 各種広報誌、 ポ ス タ ー 、 新聞広告

に よ り 、 一体的 に広 く 内外へ PR し た 。

(2003年 2 月 一 )

各事業実施団体に対 し 、 丈書 に よ り 、 実施結果の記録の保存、 総合記録苦手の

作成 に つ い て協 力 を 求め た 。

( 3 )  販神 ・ 淡路大震災周年記念事業補助
震 災 の 発生 し た 日 で あ る 1 月 17 日 を 中心 と し た 時期 に 実施 さ れ る 事業で、 層年記

念事業 の 理念 に 沿 っ て 、 県又は市町 と 各種団体等で構成 さ れ る 実行委員会が実施す

る も の の 開催 に 要す る 経費 の 一部 を 補助 し て い る O
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①補助金額

補助対象経費 の 合計額か ら 入場料収入等 を 控 除 し た金額の 1/2以内

( た だ し 、 補助対象経費 の 合計額か ら 公共団体か ら の負担金等 を 控 除 し た 金額 を 上 限

と す る 。)

限度額 全県的事業 日 、 000万円

そ の 他 500万 円

②実施期間

12月 1 日 か ら 2 月 末 (事業 は 単年度事業 と す る 。 )

③補助金の財源

阪神 ・ 淡路大震災復興基金

④2002年度実績

ア . 補 助 額 82 ， 168千円 (確定額)

イ . 交付事業数 40事業

( 4 )  7 周年記念事業総合記録警の作成

震災か ら の復興 に 向 け た取 り 組み を 示す貴重 な 資料 と し て後世 に伝 え て い く た め 、

2002年 1 月 17 日 を 中 心 と し た 時期 に 実施 さ れ た シ ン ポ ジ ウ ム 、 コ ン サ ー ト 等 の 阪

神 ・ 淡路大震災 7 周年記念事業の概要 を 取 り ま と め た 。

2002年度実績

7 周年記念事業総合記録書 を 作成 ( 1 ， 000部) し 、 関係機関等へ配布 し た。

(5 )  r防災 と ボ ラ ン テ ィ アの 8 J 及び 「週開」 啓発事業

阪神 ・ 淡路大震災 を 契機 に 高 ま っ た 災害時 に お け る ボ ラ ン テ ィ ア 活動及 び 自 主 的

な 防災活動 に つ い て の 関 心 は 、 時 間 の経過 と と も に 薄 れ る お そ れがあ る O そ こ で、

そ れ ら の認識 を よ り 深め 、 災害への備 え の 充実強化 を 図 る た め 、 1995年12月 1 5 Ð に

閣議了解 さ れた 「訪災 と ボ ラ ン テ イ ア の 日 (毎年 1 月 17 日 ) J 及 び 「防災 と ボ ラ ン テ イ

ア 遇 間 (毎年 1 月 15 B か ら 21 日 ) J を 広 く PR し た。

2002年度実績

( 6 月 一 )

に よ り 、 関係機関 ・ 団体等 に 対 し 関連事業の実施 を 直接呼びか け た 。

( 1 1 月 一 )

リ ー フ レ ッ ト 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 等 に よ り 、 広 く 一般 に 啓発 を 行 っ た。
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(2003年 1 月 17 日 )

新聞紙面広告 に よ り 、 幅広 く 啓発 を 行 っ た 。

(6 )  1 .  1 7宣言策定に対す る 支援

被災地の責務 と し て 、 阪神 ・ 淡路大震災の経験や教訓 を 嵐化 さ せ る こ と な く 次世

代 に継承 し て い く た め に は 、 1 . 17宣言の策定、 発信並 び に 啓発活動 を 毎年継続 し

て 実施 し て い く こ と が必 要 で、 あ る と 考 え ら れ る こ と か ら 、 r 1 .  1 7人類の安全 と 共

生 を 考 え る 兵庫 会議J (以下 「兵庫会議J) が行 う こ れ ら の活動 を 支援 し て い る O

2002年度実績

( 9 月 1 1 日 )

代表世話人 に よ る 検討懇話会開催 (兵庫県公館第 2 会議室)

( 9 月 中 旬 � 1 1 月 )

宣言文の起草

(12月 )

兵庫会議構成員 に対す る 賛同 の 呼びかけ

(2003年 1 月 17 B )  

1 .  1711: 言 の発表

ア . 発表場所 r 1 .  17 ひ ょ う ご メ モ リ ア ル ウ オ ー ク 2003 震災 8 毘 年追

悼 の っ と々いJ ( 人 と 防災未来 セ ン タ ー 慰霊 モ ニ ュ メ ン ト 前)

イ . 発 表 者 : 新野幸次郎 (財) 神戸都市問題研究所理事長 ・ 神戸大学名

誉教授

(2003年 1 月 17 日 � )

1 .  17宣言の啓発

ア . 新 聞 紙面広告 に よ る 宣言丈の PR (2003年 1 月 17 日 朝刊 )

イ . イ ン タ ー ネ ッ ト ホ ー ム ペ ー ジ に 宣言文 を 和 文、 英文 に よ り 掲載

ウ . 宣言丈 を 掲載 し た リ ー フ レ ッ ト を 全国 関係機関等あ て に 配布

エ 宣言文 を 掲載 し た リ ー フ レ ッ ト を 全国 関係機関等あ て に 配布

1 .  17宣言 (第 6 回 )

1 月 17 日 は 忘 れ な い

私 た ち の 日 常 を 奪 い去 っ た

8 年前 の あ の 一瞬か ら
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長 く 険 し い復興への道が始 ま っ た

震災が残 し た教習11 は余 り に も 大 き い

技術過信が生 ん だ近代都市の脆 さ

か け がえ の な い も の を 失 っ て初 め て

私 た ち は そ れ を 知 っ た

家族、 友人、 地域、 ボ ラ ン テ イ ア

内外の多 く の 人 々 か ら の 暖かい支援 は

私 た ち に 共 に 支 え あ う こ と の貴 さ を 教 え

前へ と 進 む勇気 を 与 え て く れた

あ の 持

心 の 底 に 深 く 刻 ん だ危機感

失 っ た も の の 貴 さ

与 え ら れ た も の の 暖か さ を

私 た ち は決 し て忘 れ る こ と は な い

今 な お続 く 復興の な かで

経験 し 、 学 ん だ こ と を

一人で も 多 く の 人 に伝 え な け れ ばな ら な い

各地で引 き 起 こ さ れる テ ロ や紛争

突如 と し て都市 を 襲 う 地震や洪水

災 害 は 世界 中 で繰 り 返 さ れ

し む 人 々 は 後 を 絶た な い

私 た ち に で き る こ と

あ の震災で得 た 教訓 を

未来の安全 と 安心 に役立て る よ う

そ し て 世界の ど こ かで今 も 苦 し む人 々 に

ほ ん の 少 し で も 勇 気 を 手渡す こ と がで き る よ う

地域 を 越 え 、 社会 を 超 え て

世界 に 向 け て道 を ひ ら こ う
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そ れ は私 た ち だか ら で き る こ と

2003年 1 月 17 日

5 . そ の他の受託事業

( 1 ) 復興モ ニ タ ー調査2002

①委託元

兵庫県

②調査 テ ー マ

1 .  1 7人類の安全 と 共生 を

被災者 に お け る ま ち の に ぎ わ いづ く り に つ い て

③輯査内容

ま ち づ く り 協議会や NPO、 TMO な ど に対 し て 、 活動 内容や組織構成 に つ い て ア

ン ケ ー ト 調査や ケ ー ス ス タ デ イ 調査 を 実施 し 、 今後の 「 ま ち の に ぎ わ いづ く り J に

向 け た 課題や取 り 組み方策 を 検討 し た 。

ア . ア ン ケ ー ト 調査 (300団体)

イ . ケ ー ス ス タ デ イ 調査 ( 10地域)

ウ . 課題 と 取 り 組み方策

エ 報告書の作成

( 2 )  阪神 ・ 淡路大震災教訓惜報資料集ホ ー ムペー ジ維持管理等業務

①委託元

内 閣府

②事業 目 的

i夜神 ・ 淡路大震災教訓情報資料集 ホ ー ム ペ ー ジ の 維持管理及 び教訓! と な る 情報の

収集
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③業務内容

1997年度か ら 1999年度 に か け て 国 土庁 (現 ・ 内 閣府) が実施 し た 「阪 神 ・ 淡路大

震災教訓情報分析 ・ 活用調査」 に よ り 完成 し た 「 阪神 ・ 淡路大震災教訓 情報資料集

( ホ ー ム ペ ー ジ) J の 運営 に 要す る 機器の維持 ・ 管理や 同 ホ ー ム ペ ー ジ を 設置す る

上で必要 と な る コ ン ビ ュ ー タ デー タ の保守 な ど、 同 ホ ー ム ペ ー ジ の 運 営 に 必 要 な 諸

業務 を 行 っ た 。

ま た 、 同 教訓情報資料集 に 関連 す る 、 阪神 ・ 淡路大震災 に 関 す る 関係機関等の調

査報告類、 各種提言集等の レ ポ ー ト 、 刊行物、 書籍、 新聞、 雑誌等 の 情報 を 幅広 く

収集 し 、 新 た に得 ら れた教訓情報 を 分析 ・ 整理 し 、 「阪神 ・ 淡路大 震 災教訓l 情報資

料集」 に 反映 さ せ る た め の業務 を 行 っ た 。

( 3 )  京阪神 に お け る 多様な主体の参加 に よ る 新 た な 連携方策検討調査

①委託元

国 土交通省

②調査 目 的

京阪神 に お け る 多様 な 主体の参加 に よ る 新 た な 連携の あ り 方 と 仕組みづ く り に つ

い て

③調査内容

多様な 主体の参加 と そ の連携の あ り 方、 そ し て 、 多様な 主体の参加 と 連携 に よ る

ま ち づ く り の推進方策 を 検討す る た め に 、 以下の よ う な 内容の調査 を 実施 し た 。

・ ま ち づ く り 事業の現状

・ 今後の ま ち づ く り の視点の整理 と 新た な連携 の し く み

・ 多様 な 主体の参加 と 連携 に よ る ま ち づ く り の推進方策

ア . 調査委員 会の 開催 ( 3 回 )

イ . 調査報告書の作成
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く 2 > 人 と 防災未来 セ ン タ ー 管理運営受託事業 (兵庸県か ら の受託事業)

設置 目 的等

( 1 )  阪神 ・ 淡路大震災の経験 と 、 そ こ か ら 学 ん だ防災の重要性、 命 の 尊 さ と 共 に 生 き る

こ と の素晴 ら し さ 等の教訓 を 後世 に 継承す る と と も に 、 そ の 経験 と 教訓 を 生か し 、 防

災 に 関 す る 知識及び技術の普及 を 図 る こ と に よ り 、 地震等 の 災害 に よ る 被害の軽減に

貢献す る O

(2 )  2002年 4 月 に 妨災未来館 ( 1 期施設) がオ ー プ ン し 、 管理運営業務 に つ い て は 、 (財)

阪神 ・ 淡路大震災記念協会が受託 し た 。

な お 、 2003年度 か ら は 、 防災未来館 と 併せて ひ と 未来館 ( 2 期施設) に つ い て も 、

当 協会が管理運営業務 を 受託す る O

2 整備概要

( 1 ) 施設概要
f\ ノJ 防災未来館 ( 1 期) ひ と

約10 ， 200m2
地上 7 階、 地下 l 階

山両一 (001/;三井垣11:り *7証言戻 (元wu

(2) 建物内擁念国

防災未来館 ( 1 期)
機械家 ; 収蔵庫

研究部門 (研究室等)

人材 育成部門 (セ ミ ナ 一室等)

疑不邸内 1 . 17シ ア ヂ ーさ事)
展示部門 (被災 ・ 復興の状波)一一ー一一一一一一一一一一一 】 「 同

展示害者向
(検言ま ・ 未来へ)

ガイ ダ ン ス ルー ム

2000年 9 月 ~
2001年11月 建築工事着工
2003年 3 月 完成

4 月 26 1:l オ ー ブ ン

ひ と 未来館 ( 2 期)
機械室

有料ゾー ン

(財) 21世紀 ヒ ュ ー マ ン ケ ア研究機構
間逮地域開発セ ン タ ー 防 災計画兵庫君主務所

国連人選問題調撃事務所、 ア ジ ア 防災セ ン タ ー
(財) 奴神 ・ 淡路大震災記念協会

地渓紡災フ ロ ン テ ィ ア研究セ ン タ 一
様�F音室内 ( 自然、 入、役会の各ゾー ン )

主童話ミ部門
{ こ こ ろ の シ ア タ
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3 事業概要

( 1 ) 展示部門

大震災 の被害の実態や経験 を 可能 な 眠 り 忠実に再現、 展示す る と と も に 、 大震災 の

発生か ら 今 日 に至 る 過程 と そ こ で得 ら れた教訓 を 時 間 的流れに沿っ て展示 し て い る O

併せて 、 世界の地震防災、 防災萌究の現状、 地震災害の発生メ カ ニズ ム 等 も 展示 し て

い る O

〈無料〉

[運営状況]

内 容 等
今 日 に至 る ま での歩み を 、 震災発生時の衝撃 を

を 綴 っ た 映像 シ ア タ ー と 実物大の ジ オ ラ

誇 り 部 な ど に よ り 、 阪神 - 淡路大震災の被災 と 復興の状況、
ら 得 ら れた教訓 を伝 え て い る 。

り 組み、 防災研究や世界の地震災害 な ど の 防災 に 関
と と も に 、 防災ワ ー ク シ ョ ッ ブで は 、 来館者が 自 分

し く 防災を学べ る 。
に集め ら れた震災資料の検索や震災対策 に かか る 書籍、 文献、

ビ デオ 等 を 関覧で き る 。

①2003年 3 月 末 日 現在の入場者数 総数256 ， 789人

(大人168 ， 645人、 高校 ・ 大学生22 ， 623人、 小 ・ 中 学生58 ， 873人 、 乳幼児6 ， 648人)

②講話、 防災 セ ミ ナ ー の開催状況

・ 講話 (語 り 部 ボ ラ ン テ ィ ア : 958回 、 45 ， 479名

・ 防災 セ ミ ナ ー (小 中 学生対象 63回 、 3 ， 524名

(2 )  人材育成

①専任研究員 の育成

(ア) 目 的

大学院修士 ・ 博士課程修了者等 を 専任研究員 (常勤) と し て 3 � 5 年任期で採

用 し 、 上級研究員 (非常勤) を 中心 と す る 体系 的 な研究指導等 を 通 じ て 、 総合的 ・

実戦的 な 防災 の 専 門 家 と し て育成 し た 。

(イ)研究体制

専任研究員 (常 勤) : 7 名

上級研究員 (非常勤) : 10名

(ウ)活動内容

・ 調査研究活動
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- 災害対策専 門研修の企画 ・ 実施

・ 災害対策専 門家 と し て の 大規模災害被災地への派遣 ( 国 内 ・ 海外)

. 防災教育 ・ 普及啓蒙活動

・ そ の 他 セ ン タ ー事業への参両 ・ 協力

②研修

例災害対策専門研修

地方公共団体の ト ッ プ、 防災 を 担当 す る 幹部職員 等 を 対象 と す る 次の 3 つ の研

修 を 実施 し た 。

〔研修の特色] ・ 阪神 ・ 淡路大震災 の教訓 を 踏 ま え た実戦的 な 研修

ネ ジメ ン ト コ ー ス
( B )  

・ 巨大災害対策 に 必要 な 事項 を 体系 的 に網羅

受講者 : 22市町の市長、 町長、 効役
(県内15、 県外 7 ) 

講 師 : 河田 セ ン タ ー長、
山口内海府大臣官房王寺議官

阪神 ・ 淡路大震災の経験と 教詩1/ に鍛み、 大規模災害発生侍に各
種の対応が同時進行的に展開する状況を横断的 ・ 総合的に と ら
え 、 こ れに対処す る 能力 を 向上 さ せる と と も に 、 新たな危機を
予防 ・ 軽減化す る た めの考え 庁、 手法な どについて学習する 。

[第 1 期]
期 陀 : 2002年10R 22 日
参加者 : 28人

[第 2 期]
期 間 : 2002年llR 12 日
参加者 : 35人

地方公共団体におけ る 防 | 災害の メ カ ニズム や仮神 - 淡路大震災の経験を踏ま え
! 災 危機管理担当者の う | の災害対策の あ り 方な どA コ ー ス の前提 と な る
ち 、 経験年数が浅い者な | いて体系的に学習する 。
ど (防災担当部局の課長、 ( [第 1 期]係長な ど 期 間 : 2002年 9 月 初 日 (月 ) � 10月 18 日

参加者 ・ 55人
[第 2 期]

期 間 : 2002年12月 2 日
参加者 : 63人

(イ)特別研{事

阪神 ・ 淡路大震災の経験 と 教訓i を 世界 に 向 け て発信す る た め 、 国 際協力事業匝

(JICA) か ら の 受託事業 と し て 、 我が閣 の 訪 災体制 を モ デル ケ ー ス に し な が ら

防災対 策等 を 学ぶ 国別研修 を 実施 し た 。

・ ト ル コ 国別特設災害復興研修 : 2002年 9 月 1 日 � 9 月 21 日

@ 中米地域防災対策研修 : 2002年1 1 月 17 日 � 12月 比 日
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( 3 )  災害対策専門家派遣等

①圏内 の災害に際 し て の専門家派遣

大規模災害が発生 し た場合、 都道府県か ら の要請 に 基づ き 、 豊富 な 災害対花、の経

験 と 実戦 的 な ノ ウ ハ ウ を 有す る セ ン タ ー の専 門 家等 を 、 被災地の災害対策本部等 に

派遣 し 、 助 言等 を 行 う O

②海外の大規模災害発生時の対応

海外で大規模 な 被害 を伴 う 災害が発生 し た 際 に は 、 情報収集活動 を 行 う と と も に 、

状況 を 十分 に 把握 し た う え で、 セ ン タ ー の専 門 家 を被災地へ派遣 し 、 阪神 ・ 淡路大

震災の教訓 を 踏 ま え た情報提供 を 行 い 、 今後の災害 に 活かせ る 教訓 を 導 き 出 す た め 、

次の よ う な 調査 を 実施 し た 。

・ イ ラ ン 北西部地震への対応

2002年 6 月 に発生 し た イ ラ ン 北西部地震 に 関 し 、 副 セ ン タ ー 長 と 専 任研究員 の

2 名 を 7 月 29 日 ( 月 ) か ら 8 月 5 B ( 日 ) ま で の 問 、 現地へ派遣

・ イ ラ ン の 地震防災計画策定への 参画

国 際協 力 事業 団 (JICA) の 要請 に 基づ き 「大 テ ヘ ラ ン 圏 総合地 震 妨 災 及 び管

理計画調査」 に係 る 作業監理委員 会委員 と し て専任研究員 1 名 が参酋

・ ア フ ガニ ス タ ン 国土復興 ピ ジ ョ ン検討の た め の 現地調査

「土木学会 ア フ ガニ ス タ ン 国土後興 ピ ジ ョ ン 検討懇談会」 現地調査 ミ ッ シ ョ ン

の 一員 と し て 、 副 セ ン タ ー 長が 9 月 に 「 カ ブー ル 及 び全国都市 ビ ジ ョ ン に 関 す る

国 際会議」 に参加 し 、 ア フ ガニ ス タ ン に お け る 都市復興の あ り 方 に つ い て提言

(4) 調査研究

専任研究員 が、 上級研究員等の指導の下、 国 内外の研究機関 や研究者 と も 連携 し 、

外部研究費 も 活用 し て 震災 の応急対正、や復旧 ・ 復興 に い かせ る 実戦的 ・ 総合的 な 調

査研究 を 行 っ た 。

〈研究 テ ー マ例〉

文部科学省 大都市大震災軽減化特別 プ ロ ジ ェ ク ト( ・ ス 十 広域開巾市 間連携情報の開

・ 震災毎興政策総合評悟 シ ス テ ム の構築 に 関 す る 研究

( 5 )  交流 ・ ネ ッ ト ワ ー ク

①開館記念式典等( ・ 開催 日 : 20叩 月 21 日 ( 日 )

・ 会 場 : 人 と 防災未来 セ ン タ ー
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②開館記念 シ ン ポジ ウ ム

・ テ ー マ : こ れか ら の災害 に 備 え て ~ 人 と 防災未来セ ン タ ーへの期持~

・ 間保 日 : 2002年 4 月 23 臼 ( 火)

@ 会 場 : 芸術 の館 ミ ュ ー ジ ア ム ホ ー ル

③ 「国際訪災 ・ 人道支援協議会」 の設立

神戸東部新都心 を 中心 に 立地 し 、 国 際 的 に 活動 し て い る 防災 ・ 人 道支援関係機関

を は じ め と し た 、 健康 、 医療、 環境 な ど関連す る 10の組織で構成 さ れ る 「国際防災 ・

人道支援協議会」 を 10月 に 設立す る と と も に 、 協議会主催で F記の 国際 シ ン ポ ジ ウ

ム を 開催 し た 。

・ 国際防災 ・ 人道支援 シ ン ポ ジ ウ ム の 開催

ア ジ ア 防災会議2003の 一環 と し て 、 上:記協議会等 の主催で、 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム を

開催 し 、 新 し い 妨災パ ラ ダ イ ム に 必 要 な 視点 や 課題 ・ 将来 の展望、 協議会への期

待等 に つ い て 、 国 内外の専 門 家 に よ り 活発 な 議論が行 わ れ、 協議会の設立 に つ い

て 、 国際的 に広 く ア ピ ー ル し た 。

・ 開 催 日 2003年 1 月 刊 行 (木)

・ 場 所 神戸 国 際会議場

・ テ ー マ 地球 と の 共存 ー し な や か な 訪災社会の構築 に 向 け て

・ 参加者数 約250名

④ そ の他

阪神 ・ 淡路大震災の経験 と 教識 を 絶 え ず内外に情報発信す る た め 、 イ ン タ ー ネ ッ

ト での ホ ー ム ペ ー ジ の 運用 や セ ン タ ー ニ ュ ー ス の発行 な ど次の よ う な 取組 を 行 い 、

防災 に 関す る 人 と 情報が交流す る ネ ッ ト ワ ー ク づ く り を 進 め た 。

@ ホ ー ム ペ ー ジ の 運用

防災未来館の展示紹介、 イ ベ ン ト 情報、 さ ら に研究成果、 活動成果等の情

報発信 を 行 っ た 。

・ 機関誌 'MIRAIJ の発行

セ ン タ ー の活動、 イ ベ ン ト 、 研究成果等 を 印刷物 と し て年 4 回発刊 し 、 関

係者、 関係機関等 に 配布 し た 。

・ 訪災 イ ベ ン ト 等の 開催

8 月 四 日 か ら 3 日 間 、 小学生 を 対象 と し て 、 ま ち の 中 に あ る 防災施設の発

見 、 ベ ッ ト ボ ト ル を 使 っ た 液状化実験、 HAT 神 戸 内 の 国 際機 関 の 訪 問 に よ

る ア ジ ア の 国 々 の 災害調査 に つ い て の ワ ー ク シ ョ ッ プ を 間信 し 、 セ ン タ ー の

広報、 防災教育 の 一翼 を 担 っ た 。
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(耐 震災関連資料収集 ・ 保存

①一次資料

阪神 ・ 淡路大震災記念協 会本部か ら 引 き 継い だ資料、 及 び、人 と 防災 未来 セ ン タ ー

が新た に収集 し た 一次資料約16万点 に つ い て 、 研究 ・ 展示等 に活用 し や す い 環境 を

整 え る べ く 、 整理 ・ デー タ ベ ー ス 化 を 推進 し た 。

〈収蔵状況〉 (2003年 3 月 末)

注) 写真枚数は、 116 ， 618枚

②二次資料

阪神 ・ 淡路大震災 に 関 す る 国書や ピ デ オ テ ー プな どの約25 ， 000点 の 二次資料 に つ

い て 、 よ り 一履 の 充実 を 国 る と と も に 、 来館者 に対 し て 的確 な 資料提供が行 え る よ

う 、 問 書類 の 目 次の デー タ ベ ー ス 化 を 推進 し た 。

〈収戦状況〉 (2003年 3 月 末)

③人 と 訪災未来セ ン タ ー震災関連資料整理事業

国 の 緊急雇用 創 出 事業 を 活用 し て 人材 を 雇用 し 、 一次 ・ 二次資料の整理及 び コ ン

ピ ュ ー タ への情報入力 を 集 中 的 に行 い 、 資料の デ ー タ ベ ー ス 化 を 進 め た 。

事業実施期 間 : 2003年 2 月 - 2005年 3 月 (2002- 2004年度事業)
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{震災復興誌嬬集委員会名簿}

野

京都橘女子大学教授
放送大学教授
神戸大学都市安全研究 セ ン タ ー教授
宝塚造形芸術大学教授
神戸大学経済経営研究所教授
阪神大震災復興市民 ま ち づ く り 支援ネ ッ ト ワ ー ク 代表世話人
神戸大学工学部教授
大阪大学大学校工学研究科教授
関西大学社会学部教授
市民 ま ち づ く り 研究所所長
兵庫医科大学教授
神戸新聞編集局総務編集セ ン タ ー 長

分

文 化( 産 業 雇 用
防 災
教 育
生 活
都市計画 ・ ま ち づ く り
都 市 イ ン フ ラ
佼 宅
f高 社 |
総 主 命
保 健 ・ 医 療 l
総 言命 |

当担等属

信行
敏彦

I中村 孝
桂 正孝
小問 康生
小林 郁雄
一高田 奈良[1
鳴海 邦碩
松i京 郊
松本 誠
丸川征四郎
横山 修二

員口貝
良昌一
員
員
員
員
員
員

禾吉永官禾安
禾一宮
禾町民禾百荒女荒立釆女禾支

[震災穫興誌執筆者名簿}

氏 名 「第二部 各分野の年次記録」 に
お け る 担当 分野

来往 邦男 第 l 章 「生活」
橘川 真一 第 2 業 「文化」
中村 1青 ; 第 3 業 「住宅」
森中 馨 第 4 章 「福祉」
横山 真;佳 第 5 業 「保健 ・ 医療」
ごま置 哲 世 第 6 掌 「教育J
大森 要 第 7 章 「産業 ・ 雇用」
大谷 成章 第 8 宣言 「都市計画 ・ ま ち づ く り 」
和 田 克巳 第 9 章 「都市 イ ン フ ラ」
奥野 哲会 i 第10章 「防災」


